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は じ め に 

 

｢福祉用具ニーズ情報収集・提供システム（以下、「本システム」）｣は、平成２１年

度、厚生労働省から補助を受けて開発したシステムであり、障害者及び家族、医療福

祉の専門職等から日常生活のお困り事や福祉用具開発にあたってのアイデア等、生の

声を収集し、福祉用具の開発者や研究者等へ迅速に情報提供するものである。 

本システムは、平成２２年４月より運用を開始し、これまでに約５６０件のニーズ

が投稿され、インターネット（http://www7.techno-aids.or.jp/）を通じて、各方面の関

係者等へ情報発信しているところである。 

障害者の自立支援機器については、平成２７年２月に政府が掲げた｢ロボット新戦

略｣において、介護現場のニーズに即した実用性の高い機器が開発されるよう支援する

ことが明記されるとともに、マーケットが小さい等のためビジネスモデルの確立が困

難な機器の開発（実用的製品化）の取組に対して支援を行うなど、新たな企業の参入

についても積極的に促すこととなされたところである。 

こうした中、真に必要とされる福祉用具を開発・普及するためには、障害者の置か

れている心身状況や生活環境等を十分に理解し、かつ介護現場の個別具体的なニーズ

を的確に捉えた開発が極めて重要であり、本システムには大きな期待が寄せられてい

るところである。 

一方、本システムは運用の開始から既に５年が経過し、少しずつ改良を重ねている

ものの、システムの利便性や機能性は複雑化し、時代に即した新システムへリニュー

アルするとともに、使い勝手の改善を求める声が各方面から寄せられているところで

あった。 

こうした背景を踏まえ、今般、当協会内に「福祉用具ニーズ情報収集・提供システ

ム検討委員会（委員長：国立障害者リハビリテーションセンター研究所 顧問 諏訪

基氏）を設置し、障害者及び企業・研究者等の双方にとって使い勝手の良いシステム

のあり方について審議を行い、実際のシステム改良まで行ったところである。 

本報告書は、本事業の成果として、現行システムの稼働状況から、新システム開発

の概要及び、今後の活用方策等について、事務局の責において取り纏めたものであり、

巻末にはこれまでの間、本システムへ寄せられたご意見・アイデア等を参考資料とし

て掲載することとした。 

なお、本事業は、厚生労働省の平成２７年度｢視覚障害者用図書事業等委託費（福祉

機器開発普及等事業）｣から交付を受けて実施したものである。 

 

平成２８年３月 

公益財団法人テクノエイド協会 
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Ⅰ．事業概要 
１．事業内容 

当協会では、平成２１年度、厚生労働省から補助を受けて、障害者や介護者の生の声と

福祉用具の開発者や研究者を結ぶ、｢福祉用具ニーズ情報収集・提供システム（以下｢本シ

ステム｣）｣を開発し、これまで運用しているところである。 

本システムは、障害のある方や介護されている方等から、よりよい福祉用具を作るため

の｢ご意見｣や｢ご要望｣、｢日常生活上のお困り事｣などの情報を収集し、開発者や研究者等

へ橋渡しするシステムであり、利用者ニーズを踏まえた、真に必要とされる福祉用具の研

究開発の推進に役立てているところである。 

一方、近年、障害者ニーズの多様化・複雑化に伴い、ロボット技術やＩＣＴ（情報通信

技術）を福祉用具の開発に活用すべく、多くの関係者等から期待されるところであり、本

年２月に政府が取り纏めた｢ロボット新戦略｣では、今後、様々な分野におけるロボットの

利活用に向けたメーカーとユーザーのマッチング等を推進することとされた。 

こうした状況を踏まえて、本システムが時宜を得た、障害者と企業双方にとって使い勝

手の良いシステムとなるよう、投稿及び検索、表示、関係者間のマッチングの推進等をよ

り一層推進するための本システムのあり方について検討した。また、本結果に沿った本シ

ステムの改良及び今後の活用方策を検討した。 

 

～ 検討経過とシステムの改良状況について ～ 

 

  ２００９年度（２１年度） 福祉用具ニーズ情報収集・提供システムの開発 

  ２０１０年度（２２年度） 福祉用具有識者会議の設置、システムの改良 

  ２０１１年度（２３年度） ・これまでに寄せられたご意見等の整理、分類の体系化 

・システムの有効活用に関する研究 

・システムの一部改良 

・本システムの課題と今後の方向性についての取り纏め 

  ２０１２年度（２４年度） ・生活便利用具情報提供システムの検討 

               ・システムの一部改良（「ご意見」と「掲示板」の統合） 

２０１３年度（２５年度） ・生活便利用具情報提供システムの運用開始 

               ・ご意見等の募集 

  ２０１４年度（２６年度） ・生活便利用具情報提供システムの管理機能の拡充 

               ・シーズ・ニーズマッチング交流会にて 

                ニーズの情報を収集 

  ２０１５年度（２７年度） ・デザイン、操作性、利便性の大幅な改修 

               ・スマートフォンによる利用拡大 

 

平成２１年度の開発から平成２６年度の５年間にかけて、随時必要な機能の修正及び追

加を行ってきたところであるが、今年度は、現行のシステムを抜本的に見直し、新システ

ムとしてリニューアルすることとした。 
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旧システムと新システムの画面イメージ（案） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
２．主な実施内容 
（１）｢福祉用具ニーズ情報収集・提供システム検討委員会｣の設置・開催 

福祉用具に関する有識者及び、産学連携や産業振興を推進する関係機関等から構成する

「福祉用具ニーズ情報収集・提供システム検討委員会」を設置し、本事業の全体に係る審

議を行うこととした。 

 

（委員） （敬称略）

氏　名 所　属　機　関

諏訪　　基 国立障害者リハビリテーションセンター研究所

硯川　　潤 国立障害者リハビリテーションセンター研究所　福祉機器開発部

中村　裕美 荒川区役所　産業経済部　経営支援課

降旗　克弥 公益財団法人　長野県テクノ財団　メディカル産業支援センター

山口　康彦 株式会社　つくば研究支援センター

北島　栄二 長崎大学　産学官連携戦略本部

森田　良文 国立大学法人　名古屋工業大学　工学部

吉川　典子 神戸大学　トランスレーショナルリサーチイノベーションセンター

（オブザーバー） （敬称略）

氏　名 所　　　　　属

東　　祐二 厚生労働省　老健局　高齢者支援課

加藤　晴喜 厚生労働省　社会・援護局　障害保健福祉部　企画課　自立支援振興室

峰　　悠子 厚生労働省　社会・援護局　障害保健福祉部　企画課　自立支援振興室

森　　一也 厚生労働省　社会・援護局　障害保健福祉部　企画課　自立支援振興室
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（２）本システムの在り方に関する検討 
検討委員会において、本システムの活用及び主にソフト面についての課題や改良点等の

洗い出しを行うとともに、検討結果を踏まえて本システムの改良に着手する。 

具体的には、投稿・検索しやすいニーズ情報と活用する側の視点に立ったシステムの改

修を行うとともに、障害者自立支援機器等開発促進事業及びシーズ・ニーズマッチング強

化事業、ロボット革命イニシアティブ協議会における利活用ワーキング等との連携方策に

ついても検討することとした。 

 

（３）本システムの改良 
上記の検討結果を踏まえて、具体的には本システムの改良を行うこととした。 

 

（４）報告書の作成 
本事業の成果を研究報告書に取り纏めることとした。 

 
（５）実施スケジュール 

 ６月 ７月～９月 10 月～12 月 １月～３月 

○事業計画の作成 

○委員会の設置 

 

 

 

 

 

 

 

 

○委員会での審議 

・利用実態の把握 

・課題の整理 

・改良点の検討 

・活用方策の検討 

 

 

 

 

 

○(9/10) 

 

 

 

 

 

   ○(12/15) 

 

 

 

 

 

○(3/8) 

 

 

 

 

 

○本システムの改良 

・基本的機能の改良 

・主にソフト面の改良 
（表示、操作、デザイン等変更） 

・管理機能の改良 

・改良版のプレリリース 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○新システムの評価 

○評価結果に基づくシステム 

 改修 

   
 

○報告書の作成     
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旧システムと新システムの画面イメージ（案） 
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氏　名 所　属　機　関
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降旗　克弥 公益財団法人　長野県テクノ財団　メディカル産業支援センター
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5 
 

（２）本システムの在り方に関する検討 
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３．委員会の開催経過 
 ○第１回検討委員会の実施 

日時：平成２７年９月１０日 １４：００～１６：００ 

場所：主婦会館プラザエフ ３階会議室 

  ・本システムの活用状況と課題について 

   システムの概要主な機能及び、ニーズ収集状況の報告 

  ・福祉機器開発にあたっての取組 

   障害者自立支援機器等開発促進事業、福祉用具・介護ロボット実用化支援事業の概要 

  ・新システム開発にあたっての検討 

   システム機能、特徴・コンセプトの検討 

  

○第２回検討委員会の実施 

日時：平成２７年１２月１５日 １０：００～１１：３０ 

場所：テクノエイド協会会議室 

  ・障害者自立支援機器ニーズ集の作成と活用 

   ニーズ集の作成及び、データ蓄積の活用方法についての報告 

  ・新システムにおける機能及びデザイン等の検討 

   システム構築の着工前段階におけるコンセプト、デザイン、機能面の検討 

  ・本システムの活用に関する方策の検討 

   第１回検討委員会の御意見を踏まえた今後の有り方に関する方策の検討 

 

 ○第３回検討委員会の実施） 

  日時：平成２８年３月８日 １０：３０～１２：００ 

  場所：テクノエイド協会会議室 

  ・機能、動作検証結果の報告 

   本番環境アップロード後の機能等の結果報告 

  ・報告書（案）の検討 

   報告書（案）による作成状況の報告及び、内容の検討 

  ・今後の課題及び取組について 

   来年度以降のシステム運用に係る課題の検討及び、活動の取組方策の検討 
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Ⅱ．現行システムの稼働状況と課題 
１．システムの概要 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２．システムの主な機能 
 福祉用具等に関するニーズを書き込む｢掲示板機能｣と、予め欲しいキーワードを登録する

｢メール配信登録機能｣により、ニーズとシーズのマッチングを図るシステムとなっている。 

 書き込まれたニーズは、全文検索が可能となっており、関連するキーワードにより該当す

る種目に関するニーズを瞬時に検索することが可能である。 

また、書き込み時のメールアドレスの記載は任意となっており、開発を検討する企業等か

らの連絡が欲しい場合には、アドレスの記載（インターネットでは公表しない）が必須とな

る。双方のマッチングは一端協会を通して行う仕組みになっている。 

書き込みは、テキストの他に画像情報も投稿可能である。 

※詳細は、実際のシステム画面により解説する。 

 

３．ニーズの収集状況 
 平成２２年のシステムリリースから平成２８年３月末までの投稿件数は 560 件であった。

そのうち、「要望・アイデア」と「新製品や技術」への投稿は 438 件で、その他「お知らせ」

への投稿は 122 件であった。 

 

 

 

 

 

 

○投稿件数（平成２２年度～平成２８年３月）

【平成２８年３月末現在】

合計
「要望・アイデア」及

び、「新製品や技術」
お知らせ

438 件 122 件 560 件
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用具別投稿件数では、情報・意思疎通装置が 102 件（23.3.％）と最も多く、その他を除く

と、次いで車いすが 38 件（8.7％）で多かった。 

 

 

 

 

 

 

 
投稿された機器の利用対象者別集計では、肢体障害者用 186 件（42.5％）と最も多く、次

いで視覚障害者用が 96 件（21.9％）であった。 

 
 

 投稿した記入者の区分別では、利用者が 172 件（39.3％）で最も多く、次いで福祉専門職

が 81 件（18.5％）であった。 

 

 

４．これまでに投稿されたニーズについて 
本システムに投稿されたニーズ情報については、毎年、厚生労働省に報告するとともに、

新エネルギー・産業技術総合開発機構（ＮＥＤＯ）や情報通信研究機構（ＮＩＣＴ）にも定

期的に情報提供している。 
また、厚生労働省においては、｢障害者自立支援機器等開発促進事業｣における開発分野と

ニーズの参考例として活用されている。 
当協会では、実際に書き込まれた要望・アイデアについて、当該ニーズに対応した機器の

研究や開発を行うとしている企業があるか否かまで追跡し、十分確認・把握できているとこ

ろではないが、かなりの案件については、既に開発等が進められていると推測されるところ

である。 
以下は、平成２２年度より本システムに寄せられた意見の概要を、種目ごとの一覧に要約

した。 

○利用対象者件数（件）　※お知らせの投稿を除く

【平成２８年３月末現在】

高齢者用 児童用 介助者用 就労・就学用 その他 合計

42 (9.6%) 12 (2.7%) 4 (0.9%) 0 (0.0%) 43 (9.8%) 438 (100%)

肢体障害者用 視覚障害者用 聴覚障害者用 言語障害者用 盲ろう者用
障害者

スポーツ用

(8.0%) 5 (1.1%) 9 (2.1%)186 (42.5%) 96 (21.9%) 35 6 (1.4%)

○記入者の区分（件）　※お知らせの投稿を除く

【平成２８年３月末現在】

利用者 利用者の家族 障害者団体 医療専門職 福祉専門職

172 (39.3%) 49 (11.2%) 14 (3.2%) 25 (5.7%) 81 (18.5%)

開発メーカー 流通メーカー 行政 学校・雇用者 その他 合計

62 (14.2%) 10 (2.3%) 3 (0.7%) 3 (0.7%) 19 (4.3%) 438 (100%)

○用具別投稿件数（件）　※お知らせの投稿を除く

【平成２８年３月末現在】

合計

特殊寝台補聴器 つえ
歩行器

歩行車
車いす 電動車いす義肢 装具 座位保持装置

38 (8.7%)

意思伝達

装置

その他

(23.3%)

床ずれ

防止用具
体位変換器 移動用リフト 緊急通報装置 排泄関連用具 入浴関連用具

自立生活

支援用具

情報・意思

疎通装置

(1.6%) 1 (0.2%) 17 (3.9%) 25 (5.7%) 17 (3.9%) (1.1%)

3 (0.7%) 2 (0.5%) 8 (1.8%) 0 (0.0%) 36 (8.2%) 26 (5.9%) 35 (8.0%) 102

9 (2.1%) 10 (2.3%) 55 (1.1%) 7

92 (21.0%) 438 (100%)
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（１）補装具に係わる種目（青字は新規追加項目） 
種目 名称・機能 要望・アイデア等 

義肢 ○手話対応義手 

○蒸れず、冷やっとしない

ソケット 

手話や指文字に対応した義手 

装具 ○下肢装具 

〇装着が簡単な装具 

 

○就寝時の児童用装具 

○簡単に脱着可能なリハビ

リ訓練用下肢装具 

透明なもの、より強度の高いもの 

簡単に装着ができ、壊れにくい（強度がある）児童の装具 

子供たちも脱着を嫌がらないもの 

 

立位訓練のために簡易脱着式の長下肢装具 

座位保持

装置 

○熱がこもりにくい｢座位

保持装置｣ 

熱を放出する機能や材質の開発 

盲人安全

つえ 

○丈夫な白杖 

 

○音声機能付き白杖 

 

○発光する白杖 

 

 

〇おしゃれな白状 

自転車等との接触により破損することが多い。丈夫で耐久性のある

白杖 

段差や現在地を知らせる機能、目的地まで音声案内するような、ナ

ビゲーション機能を有する白杖 

夜間の危険を防止する、自らが発光する白杖 

白杖にカメラ等を付けて、障害物や段差、曲がり角を音声で知らせ

る機器 

外見で盲ろう者とわかりづらい、おしゃれな白状（気分でパーツを

変えられる杖） 

眼鏡 ○紫外線をカットする眼鏡 

〇視覚障害者用危険探知メ

ガネ 

紫外線を大幅にカットする弱視者用眼鏡 

危険を察知すると、刺激や音声で知らせてくれる眼鏡 

ご意見：現在、車でも危険な場合は自動的にストップできるため、視覚障

害者もメガネにそのような機能を付け、危険な場合は何らかの刺激または

ブザー音がなったり、音声で「危険です」などの音で知らせる。身につけ

るものなので、あまり重いものではなく軽くしてほしい。 

補聴器 ○音声を伝送する機能 

 

 

〇小さく、気軽につけれる

補聴器 

○長持ちする補聴器の電池

と充電器 

 

 

 

 

 

難聴側から入る音声を健聴側へ伝送する機能開発 

音の識別を正確に行う補聴器（声質や回りの影響を受けない機器）

軽く、小さく、おしゃれなもので、気軽につけられる補聴器。骨振

動のもので、大きく響かない補聴器 

ご意見：機種によって電池の寿命は異なりますが、現在使用しているのは

２週間ぐらいしかもちません。 

会社の会議など、大事な場面で補聴器の電池が切れてしまうと困るので、

太陽電池を利用した補聴器が普及すると便利だと思います。 

電池の替えを常に持ち合わせているわけではないので、ソーラーや、携帯

電話のように特定の場所に置いておくだけで充電できるような機器がある

と便利だと思います。 
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また、厚生労働省においては、｢障害者自立支援機器等開発促進事業｣における開発分野と

ニーズの参考例として活用されている。 
当協会では、実際に書き込まれた要望・アイデアについて、当該ニーズに対応した機器の

研究や開発を行うとしている企業があるか否かまで追跡し、十分確認・把握できているとこ

ろではないが、かなりの案件については、既に開発等が進められていると推測されるところ

である。 
以下は、平成２２年度より本システムに寄せられた意見の概要を、種目ごとの一覧に要約

した。 

○利用対象者件数（件）　※お知らせの投稿を除く

【平成２８年３月末現在】

高齢者用 児童用 介助者用 就労・就学用 その他 合計

42 (9.6%) 12 (2.7%) 4 (0.9%) 0 (0.0%) 43 (9.8%) 438 (100%)

肢体障害者用 視覚障害者用 聴覚障害者用 言語障害者用 盲ろう者用
障害者

スポーツ用

(8.0%) 5 (1.1%) 9 (2.1%)186 (42.5%) 96 (21.9%) 35 6 (1.4%)

○記入者の区分（件）　※お知らせの投稿を除く

【平成２８年３月末現在】

利用者 利用者の家族 障害者団体 医療専門職 福祉専門職

172 (39.3%) 49 (11.2%) 14 (3.2%) 25 (5.7%) 81 (18.5%)

開発メーカー 流通メーカー 行政 学校・雇用者 その他 合計

62 (14.2%) 10 (2.3%) 3 (0.7%) 3 (0.7%) 19 (4.3%) 438 (100%)

○用具別投稿件数（件）　※お知らせの投稿を除く

【平成２８年３月末現在】

合計

特殊寝台補聴器 つえ
歩行器

歩行車
車いす 電動車いす義肢 装具 座位保持装置

38 (8.7%)

意思伝達

装置

その他

(23.3%)

床ずれ

防止用具
体位変換器 移動用リフト 緊急通報装置 排泄関連用具 入浴関連用具

自立生活

支援用具

情報・意思

疎通装置

(1.6%) 1 (0.2%) 17 (3.9%) 25 (5.7%) 17 (3.9%) (1.1%)

3 (0.7%) 2 (0.5%) 8 (1.8%) 0 (0.0%) 36 (8.2%) 26 (5.9%) 35 (8.0%) 102

9 (2.1%) 10 (2.3%) 55 (1.1%) 7

92 (21.0%) 438 (100%)
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（１）補装具に係わる種目（青字は新規追加項目） 
種目 名称・機能 要望・アイデア等 

義肢 ○手話対応義手 

○蒸れず、冷やっとしない

ソケット 

手話や指文字に対応した義手 

装具 ○下肢装具 

〇装着が簡単な装具 

 

○就寝時の児童用装具 

○簡単に脱着可能なリハビ

リ訓練用下肢装具 

透明なもの、より強度の高いもの 

簡単に装着ができ、壊れにくい（強度がある）児童の装具 

子供たちも脱着を嫌がらないもの 

 

立位訓練のために簡易脱着式の長下肢装具 

座位保持

装置 

○熱がこもりにくい｢座位

保持装置｣ 

熱を放出する機能や材質の開発 

盲人安全

つえ 

○丈夫な白杖 

 

○音声機能付き白杖 

 

○発光する白杖 

 

 

〇おしゃれな白状 

自転車等との接触により破損することが多い。丈夫で耐久性のある

白杖 

段差や現在地を知らせる機能、目的地まで音声案内するような、ナ

ビゲーション機能を有する白杖 

夜間の危険を防止する、自らが発光する白杖 

白杖にカメラ等を付けて、障害物や段差、曲がり角を音声で知らせ

る機器 

外見で盲ろう者とわかりづらい、おしゃれな白状（気分でパーツを

変えられる杖） 

眼鏡 ○紫外線をカットする眼鏡 

〇視覚障害者用危険探知メ

ガネ 

紫外線を大幅にカットする弱視者用眼鏡 

危険を察知すると、刺激や音声で知らせてくれる眼鏡 

ご意見：現在、車でも危険な場合は自動的にストップできるため、視覚障

害者もメガネにそのような機能を付け、危険な場合は何らかの刺激または

ブザー音がなったり、音声で「危険です」などの音で知らせる。身につけ

るものなので、あまり重いものではなく軽くしてほしい。 

補聴器 ○音声を伝送する機能 

 

 

〇小さく、気軽につけれる

補聴器 

○長持ちする補聴器の電池

と充電器 

 

 

 

 

 

難聴側から入る音声を健聴側へ伝送する機能開発 

音の識別を正確に行う補聴器（声質や回りの影響を受けない機器）

軽く、小さく、おしゃれなもので、気軽につけられる補聴器。骨振

動のもので、大きく響かない補聴器 

ご意見：機種によって電池の寿命は異なりますが、現在使用しているのは

２週間ぐらいしかもちません。 

会社の会議など、大事な場面で補聴器の電池が切れてしまうと困るので、

太陽電池を利用した補聴器が普及すると便利だと思います。 

電池の替えを常に持ち合わせているわけではないので、ソーラーや、携帯

電話のように特定の場所に置いておくだけで充電できるような機器がある

と便利だと思います。 
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種目 名称・機能 要望・アイデア等 

○ハウリングしていること

が把握できる補聴器 

 

 

 

○難聴児のための教室用消

音キャップ（テニスボール

に替わるもの） 

ご意見：補聴器を耳から外しているときにハウリングを起こしていても、

補聴器を外しているので自分には聞こえず、周りの人に迷惑をかけてしま

うことがあります。ハウリングを起こしていることが目視でわかるような

機能が欲しいです。 

 

騒音抑制効果の高い安価で安全性の高い消音キャップの開発 

車いす ○車いすの利用効果の増進

に資する機能・機構 

落としたものを拾える車いす（例えば座面の高さを低くする機能）

ブレーキのかけ忘れを防止する機能 

臀部に負担のないクッション（脳性麻痺疾患） 

自分で移乗できたり、落としたものを拾ったり、駆けっこに参加し

たりすることができる車いす（脳性麻痺疾患） 

車いすに市販の傘が固定でき、かつ足元までしっかりと覆うことが

できる雨具 

様々な状態の障害者（児）の姿勢に対応可能な車いす用クッション

大型の車いすでも車載可能な機能・機構 

両サイドに簡単に取り付けられる物入れ 

通気性や保温性を保つ座面 

電車やバス等の車内で、車いすを容易に固定することがで 

きる金具（統一的な機能・機構を望む）。 

立ち上がった時にブレーキが自動にかかり、座ると外れる機能、搭

乗者が足で操作するブレーキ 

角度計付き車いす 

ご意見：私の病院では重症化にともない、ティルトリクラの車いすを使用

する事が多くありますが、病棟のスタッフ間でも角度の統一が曖昧な場面

が多くあります。また、退院の際に在宅での家族や施設のスタッフなどが

使用する時も角度が曖昧になり、誤嚥のリスクや褥創のリクスも高くなっ

ている状況もみられます。 

ティルト・リクライニング車いす 

ご意見：ティルト・リクライニング時に臀部の位置が前方にずれ、大腿遠

位が座面から出てしまうので、映画館のエグゼクティブシートのように倒

すと座面が前方にずれる車いすはないでしょうか。 

車いすごと容易に計れる体重計 

 

ティルト・リクライニング角度の数値が色分けされ一目で分かる車

いす 
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種目 名称・機能 要望・アイデア等 

電動車い

す 

○電動車いすの利用効果の

増進に資する機能・機構 

 

ジョイスティックの高さ調節機能 

一人でも車載できる軽量タイプの電動車いす 

座面の平行を保つ機能 

立位姿勢でも操作できる移動機器 

特に夜間などの視認性を高める機能 

歩行器 

歩行車 

○転ばない歩行補助具 

○重い体重の方でも安全な

歩行器 

 

○調節機能が付いた馬蹄型

歩行車 

○折りたたみ歩行器 

 

○車輪付き洗濯物カゴ 

ジャイロセンサを利用した転ばない歩行補助具や装具 

１００㎏以上の体重でも安全な歩行器 

高さや幅の調節ができ、かつブレーキを装備した馬蹄型の歩行車

（在宅で使用可能なもの）。 

コンパクトに折りたたみ可能な機能 

脳卒中の片麻痺や、手指の巧緻性が低下した方に配慮した歩行器 

洗濯カゴを運ぶための、歩行車より幅をとらず、車輪が大きめで走

行がしやすいもの。カゴから取り出す時に深くしゃがむ必要がない

もの。 

歩行補助

つえ 

○歩行補助つえ 

 

 

 

 

 

 

 

○カフのサイズを変更でき

るロフストランドクラッチ

○松葉杖用ポーチ 

 

○ココにいるんデス！ 

 

 

松葉つえやロフストランドクラッチに代わる杖 

ご意見：松葉杖の場合、長期に常用すると注意していても、わきの下の血

管や神経を圧迫して、二次障害を引き起こす問題がある。わきの下を空け

るようにすると、今度は手首で体重を支えることになり、手を痛めてしま

う。ロフストランドの場合は、手首に荷重がかかり痛める。また転倒時に

杖が外れずに手をつくことができないまま、頭部や顔を打撲する危険があ

る。さらに、階段の昇降時に杖がじゃまで、テスリをつかめない問題もあ

る。 

カフのサイズが変更できる杖、着ている洋服などによって異なるた

め 

松葉づえに簡易なポーチをつけられないか。 

ご意見：遅い時間や早朝の暗い時間に歩いているご高齢者をよく見かける

ので、早い距離から遠くの歩いている高齢者を見つけてあげるために歩行

を補助するための杖に、杖が地面の先端につくたんびに光る細工を施すと、

ご高齢者のいる場所がはやく分かるので、いいとおもいます。 

重度障害

者用意思

伝達装置 

〇脳波を利用した意思伝達

装置 

 

○眼球や視線によって操作

できる意思伝達装置 

 

脳波を利用する意思伝達装置 

 

身体が動かせなくも、脳波によって「はい」か「いいえ」を確認で

きる機器 

ご意見：ＡＬＳ（筋萎縮性側索硬化症）の方で、以前は目の微妙な動きに

より、意思確認をしていましたが、現在はそれも難しくなり、特に選挙の

投票などの意思確認ができなくなってしまいました。 
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種目 名称・機能 要望・アイデア等 

○ハウリングしていること

が把握できる補聴器 

 

 

 

○難聴児のための教室用消

音キャップ（テニスボール

に替わるもの） 

ご意見：補聴器を耳から外しているときにハウリングを起こしていても、

補聴器を外しているので自分には聞こえず、周りの人に迷惑をかけてしま

うことがあります。ハウリングを起こしていることが目視でわかるような

機能が欲しいです。 

 

騒音抑制効果の高い安価で安全性の高い消音キャップの開発 

車いす ○車いすの利用効果の増進

に資する機能・機構 

落としたものを拾える車いす（例えば座面の高さを低くする機能）

ブレーキのかけ忘れを防止する機能 

臀部に負担のないクッション（脳性麻痺疾患） 

自分で移乗できたり、落としたものを拾ったり、駆けっこに参加し

たりすることができる車いす（脳性麻痺疾患） 

車いすに市販の傘が固定でき、かつ足元までしっかりと覆うことが

できる雨具 

様々な状態の障害者（児）の姿勢に対応可能な車いす用クッション

大型の車いすでも車載可能な機能・機構 

両サイドに簡単に取り付けられる物入れ 

通気性や保温性を保つ座面 

電車やバス等の車内で、車いすを容易に固定することがで 

きる金具（統一的な機能・機構を望む）。 

立ち上がった時にブレーキが自動にかかり、座ると外れる機能、搭

乗者が足で操作するブレーキ 

角度計付き車いす 

ご意見：私の病院では重症化にともない、ティルトリクラの車いすを使用

する事が多くありますが、病棟のスタッフ間でも角度の統一が曖昧な場面

が多くあります。また、退院の際に在宅での家族や施設のスタッフなどが

使用する時も角度が曖昧になり、誤嚥のリスクや褥創のリクスも高くなっ

ている状況もみられます。 

ティルト・リクライニング車いす 

ご意見：ティルト・リクライニング時に臀部の位置が前方にずれ、大腿遠

位が座面から出てしまうので、映画館のエグゼクティブシートのように倒

すと座面が前方にずれる車いすはないでしょうか。 

車いすごと容易に計れる体重計 

 

ティルト・リクライニング角度の数値が色分けされ一目で分かる車

いす 
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種目 名称・機能 要望・アイデア等 

電動車い

す 

○電動車いすの利用効果の

増進に資する機能・機構 

 

ジョイスティックの高さ調節機能 

一人でも車載できる軽量タイプの電動車いす 

座面の平行を保つ機能 

立位姿勢でも操作できる移動機器 

特に夜間などの視認性を高める機能 

歩行器 

歩行車 

○転ばない歩行補助具 

○重い体重の方でも安全な

歩行器 

 

○調節機能が付いた馬蹄型

歩行車 

○折りたたみ歩行器 

 

○車輪付き洗濯物カゴ 

ジャイロセンサを利用した転ばない歩行補助具や装具 

１００㎏以上の体重でも安全な歩行器 

高さや幅の調節ができ、かつブレーキを装備した馬蹄型の歩行車

（在宅で使用可能なもの）。 

コンパクトに折りたたみ可能な機能 

脳卒中の片麻痺や、手指の巧緻性が低下した方に配慮した歩行器 

洗濯カゴを運ぶための、歩行車より幅をとらず、車輪が大きめで走

行がしやすいもの。カゴから取り出す時に深くしゃがむ必要がない

もの。 

歩行補助

つえ 

○歩行補助つえ 

 

 

 

 

 

 

 

○カフのサイズを変更でき

るロフストランドクラッチ

○松葉杖用ポーチ 

 

○ココにいるんデス！ 

 

 

松葉つえやロフストランドクラッチに代わる杖 

ご意見：松葉杖の場合、長期に常用すると注意していても、わきの下の血

管や神経を圧迫して、二次障害を引き起こす問題がある。わきの下を空け

るようにすると、今度は手首で体重を支えることになり、手を痛めてしま

う。ロフストランドの場合は、手首に荷重がかかり痛める。また転倒時に

杖が外れずに手をつくことができないまま、頭部や顔を打撲する危険があ

る。さらに、階段の昇降時に杖がじゃまで、テスリをつかめない問題もあ

る。 

カフのサイズが変更できる杖、着ている洋服などによって異なるた

め 

松葉づえに簡易なポーチをつけられないか。 

ご意見：遅い時間や早朝の暗い時間に歩いているご高齢者をよく見かける

ので、早い距離から遠くの歩いている高齢者を見つけてあげるために歩行

を補助するための杖に、杖が地面の先端につくたんびに光る細工を施すと、

ご高齢者のいる場所がはやく分かるので、いいとおもいます。 

重度障害

者用意思

伝達装置 

〇脳波を利用した意思伝達

装置 

 

○眼球や視線によって操作

できる意思伝達装置 

 

脳波を利用する意思伝達装置 

 

身体が動かせなくも、脳波によって「はい」か「いいえ」を確認で

きる機器 

ご意見：ＡＬＳ（筋萎縮性側索硬化症）の方で、以前は目の微妙な動きに

より、意思確認をしていましたが、現在はそれも難しくなり、特に選挙の

投票などの意思確認ができなくなってしまいました。 
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種目 名称・機能 要望・アイデア等 

こうした方の意思を確認できるような機器の開発を望みます。 

 

13 
 

（２）日常生活用具に係わる種目（青字は新規追加項目） 

品目 名称・機能 要望・アイデア等 

介護・訓

練支援用

具 

○携帯用リフト 

○移乗補助機器 

 

○電動昇降テーブル 

○階段昇降装置 

○排泄用のスリングシート 

○空気清浄活性機能付き介

護ベッド 

外出先でも使用できる携帯型のフリトの開発 

狭いトイレ等の間口でも使用可能な、簡易の移乗補助機器 

利用者のベッド上での位置を補正するための用具 

電動昇降機能が付いたテーブル 

曲がり階段や狭い階段で使用できるコンパクトな可搬型昇降装置 

排泄しやすいスリングシート 

小型空気清浄機が付いた介護用ベッド 

 

自立生活

支援用具 

 

○片手に洗える洗体用具や

爪切り 

○入浴用いすの昇降機能 

○食事支援用具の改良 

 

○聴覚障害者向け日常生活

支援用具 

○視覚障害者向け携帯型の

ナビゲーターシステム 

○視覚障害者向け調理補助

機器 

 

 

 

 

 

○臀部を保護する用具 

○入浴用いす 

○文字書きを補助する自助

具 

 

○立位による排尿を補助す

る用具 

○ポータブルトイレのヘッ

ドサポート 

 

○ベッドサイドレール 

 

 

○掃除補助用具 

片麻痺の方でも片手で、洗体したり、爪を切ったりすることができ

る用具 

昇降機能を有する入浴用いす 

柔らかいモノや汁物なども自分で食べられるよう補助してくれる

機器開発 

火災、電話、来客、目覚ましなど、様々な情報機器を腕時計などで

知らせる機能（統一的な規格、機能を望む）。 

ホテル宿泊時などで、火災、来客、電話などの情報を知らせる機能

（統一的な規格、機能を望む）。 

視覚障害の場合、外出時の現在の居場所（所在地）が判らなくなる

ことがあるため、現在地を把握する機能 

さらに目的にまで誘導してくれるナビゲーションシステム 

音声ガイド付きの｢湯沸かし器｣、｢ＩＨクッキングヒーター｣ 

ご意見：揚げ物をしたい時、何分揚げればよいのか判るように音声案内し

てくれたり、ある程度の温度になったら音声で案内してくれる機能がある

と料理しやすい。 

学校のフローリングなどで転倒したとき、臀部を保護する用具 

転倒防止の機能が付いた入浴用いす 

両手が不自由でも文字が書ける自助具（グリップが安定しているも

のを望む）。 

ポータブルトイレで排尿する際に立位姿勢を補助する用具 

ポータブルトイレ用のヘッドサポート 

起き上がりや立ち上がり時に、掴まっても大丈夫なベッドサイドレ

ール 

視覚障害者の掃除を補助する用具。（大切なものまで吸い込んでし

まうため） 
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種目 名称・機能 要望・アイデア等 

こうした方の意思を確認できるような機器の開発を望みます。 

 

13 
 

（２）日常生活用具に係わる種目（青字は新規追加項目） 

品目 名称・機能 要望・アイデア等 

介護・訓

練支援用

具 

○携帯用リフト 

○移乗補助機器 

 

○電動昇降テーブル 

○階段昇降装置 

○排泄用のスリングシート 

○空気清浄活性機能付き介

護ベッド 

外出先でも使用できる携帯型のフリトの開発 

狭いトイレ等の間口でも使用可能な、簡易の移乗補助機器 

利用者のベッド上での位置を補正するための用具 

電動昇降機能が付いたテーブル 

曲がり階段や狭い階段で使用できるコンパクトな可搬型昇降装置 

排泄しやすいスリングシート 

小型空気清浄機が付いた介護用ベッド 

 

自立生活

支援用具 

 

○片手に洗える洗体用具や

爪切り 

○入浴用いすの昇降機能 

○食事支援用具の改良 

 

○聴覚障害者向け日常生活

支援用具 

○視覚障害者向け携帯型の

ナビゲーターシステム 

○視覚障害者向け調理補助

機器 

 

 

 

 

 

○臀部を保護する用具 

○入浴用いす 

○文字書きを補助する自助

具 

 

○立位による排尿を補助す

る用具 

○ポータブルトイレのヘッ

ドサポート 

 

○ベッドサイドレール 

 

 

○掃除補助用具 

片麻痺の方でも片手で、洗体したり、爪を切ったりすることができ

る用具 

昇降機能を有する入浴用いす 

柔らかいモノや汁物なども自分で食べられるよう補助してくれる

機器開発 

火災、電話、来客、目覚ましなど、様々な情報機器を腕時計などで

知らせる機能（統一的な規格、機能を望む）。 

ホテル宿泊時などで、火災、来客、電話などの情報を知らせる機能

（統一的な規格、機能を望む）。 

視覚障害の場合、外出時の現在の居場所（所在地）が判らなくなる

ことがあるため、現在地を把握する機能 

さらに目的にまで誘導してくれるナビゲーションシステム 

音声ガイド付きの｢湯沸かし器｣、｢ＩＨクッキングヒーター｣ 

ご意見：揚げ物をしたい時、何分揚げればよいのか判るように音声案内し

てくれたり、ある程度の温度になったら音声で案内してくれる機能がある

と料理しやすい。 

学校のフローリングなどで転倒したとき、臀部を保護する用具 

転倒防止の機能が付いた入浴用いす 

両手が不自由でも文字が書ける自助具（グリップが安定しているも

のを望む）。 

ポータブルトイレで排尿する際に立位姿勢を補助する用具 

ポータブルトイレ用のヘッドサポート 

起き上がりや立ち上がり時に、掴まっても大丈夫なベッドサイドレ

ール 

視覚障害者の掃除を補助する用具。（大切なものまで吸い込んでし

まうため） 
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品目 名称・機能 要望・アイデア等 

 

○整容補助用具 

○視覚障害者向け距離測定

装置 

 

 

 

○消火装置 

 

 

 

 

 

 

○音声機能付き体温計 

○音声機能付き秤 

○音声機能付き電卓 

 

〇振戦がある方の日常生活

補助用具 

 

 

〇洗える頭部保護帽 

 

○パーキンソンの前傾姿勢

矯正ギブス 

 

 

入浴後のスキンケアやメイクなど、整容を補助する用具 

デジタルカメラなどのピント合わせ機能を使い、対象物までの距離

を知らせる機能 

ご意見：電車の席に座りたいが前に人が座っているか判らない時など、ス

テッキで足を確認するのは失礼。また道路の変形交差点などでどちらに道

が通っているか確認したい。 

重度障害者でも簡単に使用できる消火器 

大きな音声による回りの人に火事を知らせる機能 

ご意見：重度障害者で現在地域で一人暮らしをしていて、自分でも何とか

使えそうなスプレータイプの消火器を購入していざというときに備えてい

るんですが、施設や病院などに設置されてある本格的な消火器だけじゃな

く、そういう簡易消火器にもボタンを押すとまわりに火事を知らせれるよ

うな装置が付いているとありがたいです。 

全盲でも使用できる音声機能付き体温計。検温データが数ヶ月分保

存できるもの。 

 

 

振戦があっても、容易に服の脱着や裾上げができる用具 

ご意見：振戦がある方は、洋服の脱着が困難であるため、器具を使用して、

服の脱着時、ボタンの留め外し時、服の袖上げ等が容易に行えるものがあ

ると助かります。 

洗うことのできるヘッドギア 

おしゃれなヘッドギア 

浴槽内での座位保持を保持する用具 

 

 

在宅療養

等支援用

具 

吸引器 軽量・小型の吸引器 

情報・意

思疎通支

援用具 

○聴覚障害者に危険を知ら

せるための機器 

 

 

 

ご意見：道を歩いていると、後ろから接近してくる自転車や、緊急車両の

サイレン、車のクラクション等が聞こえずに危険を感じることがある。何

らかの方法で、サイレンやクラクション等の音を検知し、光で知らせてく

れるシステムがあるとよい。また、ＧＰＳを利用して緊急車両などの位置

を把握できると危険の回避につながる。 
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品目 名称・機能 要望・アイデア等 

 

○車内や薬局での磁気ルー

プシステム 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○周波数を利用した視覚障

害者用機器 

 

 

 

 

 

 

○音声認識装置 

 

 

 

 

○カメラ内蔵のメガネ 

 

 

 

 

○目でみる携帯電話 

 

 

○地デジになっても音声出

力が可能な機器 

 

 

 

ご意見：各自治体の「福祉のまちづくり条例」により、公共施設に

は集団補聴器システムの整備基準が設けられていますが、新設の大

型公共施設のみが対象となっています。 

そのため、昔からある公共施設には集団補聴器システムの普及が進

んでいません。さらに公共施設の職員に問い合わせても磁気ループ

システムの存在自体を知らない人もいるため、困惑することがあり

ます。 

集団補聴器システムは安定して、音を耳に伝えることができるもの

なので、使用環境の拡大をお願いしたいです。 

例えば、自動車を運転している場合は、車内にいる全員が正面を向

いていること、車の走行音が大きいことが原因で会話が難しくなり

ます。そのため、車載用の磁気ループがあると便利です。 

 

新しい周波数域を利用した支援機器開発 

ご意見：1620kHz は全国どこへ行っても、道路交通情報ですが、例えば

1500kHz を視覚障害者に対する情報提供専用の周波数域にしていただき、

公共施設や駅、トイレ、お店などで視覚障害者が容易に聞くことができる

ようにしてほしいです。 

視覚障害者はラジオをもって歩くだけで、様々な情報が必要な時に得られ

るようになります。 

 

エレベータスイッチの音声認識機能 

ご意見：視覚に障害があり、エレベーターを利用する際、必ず人の介助を

必要としています。一部のメーカーではオプションであるようですが、視

覚障害者が人に頼まなくてもすむよう、音声認識装置は標準装備にしてい

ただきたい。 

カメラ内蔵型のメガネ 

ご意見：小型カメラをメガネフレームに組み込み、手持ちのコントローラ

ーのボタンを押すたびに正面の画像を認識し、イヤホンから主な景色を音

声出力するもの。(約３Ｍ先に階段があります・壁があります・横断歩道が

あります・信号機があります・人がいます）など案内してくれる機能 

相手の声を文字（テロップ）に変換して表示する機能をもった携帯

電話 

地デジになっても音声出力が可能な機器 

ご意見：私は視覚障害者です。デジタルテレビに代わってから今までの FM

ラジオチューナーの放送では聞けなくなりました。これからも音声のみの

テレビ中継を楽しみたいのです。安価で手軽に使える器具の開発を願って

います。 
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品目 名称・機能 要望・アイデア等 

 

○整容補助用具 

○視覚障害者向け距離測定

装置 

 

 

 

○消火装置 

 

 

 

 

 

 

○音声機能付き体温計 

○音声機能付き秤 

○音声機能付き電卓 

 

〇振戦がある方の日常生活

補助用具 

 

 

〇洗える頭部保護帽 

 

○パーキンソンの前傾姿勢

矯正ギブス 

 

 

入浴後のスキンケアやメイクなど、整容を補助する用具 

デジタルカメラなどのピント合わせ機能を使い、対象物までの距離

を知らせる機能 

ご意見：電車の席に座りたいが前に人が座っているか判らない時など、ス

テッキで足を確認するのは失礼。また道路の変形交差点などでどちらに道

が通っているか確認したい。 

重度障害者でも簡単に使用できる消火器 

大きな音声による回りの人に火事を知らせる機能 

ご意見：重度障害者で現在地域で一人暮らしをしていて、自分でも何とか

使えそうなスプレータイプの消火器を購入していざというときに備えてい

るんですが、施設や病院などに設置されてある本格的な消火器だけじゃな

く、そういう簡易消火器にもボタンを押すとまわりに火事を知らせれるよ

うな装置が付いているとありがたいです。 

全盲でも使用できる音声機能付き体温計。検温データが数ヶ月分保

存できるもの。 

 

 

振戦があっても、容易に服の脱着や裾上げができる用具 

ご意見：振戦がある方は、洋服の脱着が困難であるため、器具を使用して、

服の脱着時、ボタンの留め外し時、服の袖上げ等が容易に行えるものがあ

ると助かります。 

洗うことのできるヘッドギア 

おしゃれなヘッドギア 

浴槽内での座位保持を保持する用具 

 

 

在宅療養

等支援用

具 

吸引器 軽量・小型の吸引器 

情報・意

思疎通支

援用具 

○聴覚障害者に危険を知ら

せるための機器 

 

 

 

ご意見：道を歩いていると、後ろから接近してくる自転車や、緊急車両の

サイレン、車のクラクション等が聞こえずに危険を感じることがある。何

らかの方法で、サイレンやクラクション等の音を検知し、光で知らせてく

れるシステムがあるとよい。また、ＧＰＳを利用して緊急車両などの位置

を把握できると危険の回避につながる。 
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品目 名称・機能 要望・アイデア等 

 

○車内や薬局での磁気ルー

プシステム 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○周波数を利用した視覚障

害者用機器 

 

 

 

 

 

 

○音声認識装置 

 

 

 

 

○カメラ内蔵のメガネ 

 

 

 

 

○目でみる携帯電話 

 

 

○地デジになっても音声出

力が可能な機器 

 

 

 

ご意見：各自治体の「福祉のまちづくり条例」により、公共施設に

は集団補聴器システムの整備基準が設けられていますが、新設の大

型公共施設のみが対象となっています。 

そのため、昔からある公共施設には集団補聴器システムの普及が進

んでいません。さらに公共施設の職員に問い合わせても磁気ループ

システムの存在自体を知らない人もいるため、困惑することがあり

ます。 

集団補聴器システムは安定して、音を耳に伝えることができるもの

なので、使用環境の拡大をお願いしたいです。 

例えば、自動車を運転している場合は、車内にいる全員が正面を向

いていること、車の走行音が大きいことが原因で会話が難しくなり

ます。そのため、車載用の磁気ループがあると便利です。 

 

新しい周波数域を利用した支援機器開発 

ご意見：1620kHz は全国どこへ行っても、道路交通情報ですが、例えば

1500kHz を視覚障害者に対する情報提供専用の周波数域にしていただき、

公共施設や駅、トイレ、お店などで視覚障害者が容易に聞くことができる

ようにしてほしいです。 

視覚障害者はラジオをもって歩くだけで、様々な情報が必要な時に得られ

るようになります。 

 

エレベータスイッチの音声認識機能 

ご意見：視覚に障害があり、エレベーターを利用する際、必ず人の介助を

必要としています。一部のメーカーではオプションであるようですが、視

覚障害者が人に頼まなくてもすむよう、音声認識装置は標準装備にしてい

ただきたい。 

カメラ内蔵型のメガネ 

ご意見：小型カメラをメガネフレームに組み込み、手持ちのコントローラ

ーのボタンを押すたびに正面の画像を認識し、イヤホンから主な景色を音

声出力するもの。(約３Ｍ先に階段があります・壁があります・横断歩道が

あります・信号機があります・人がいます）など案内してくれる機能 

相手の声を文字（テロップ）に変換して表示する機能をもった携帯

電話 

地デジになっても音声出力が可能な機器 

ご意見：私は視覚障害者です。デジタルテレビに代わってから今までの FM

ラジオチューナーの放送では聞けなくなりました。これからも音声のみの

テレビ中継を楽しみたいのです。安価で手軽に使える器具の開発を願って

います。 
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品目 名称・機能 要望・アイデア等 

○眼球で操作するマウス 

 

 

 

 

○携帯型会話補助装置 

 

 

 

 

 

○行動を知らせる時計 

 

○視覚障害者向け生活支援

機器（振込や口座取引が確

認できる機器） 

○音声を文字に変換する装

置 

○人物識別装置 

○携帯型の拡大読書器 

○点字器 

○色識別機器 

 

○時刻表読み取り装置 

○コミュニケーション支援

用具 

 

○リモコンのスイッチ音の

統一化 

○視覚に障害があっても使

用可能なスマートフォン 

 

 

 

 

〇声で作動する電話機 

 

 

 

眼球で操作するＵＳＢ対応マウス 

ご意見：上肢体障がい者に対してのパソコン操作、上下肢を使わずに利用

者自身が目で見ている箇所にマウスカーソルを追従させ、健常者が利用し

ているマウス操作と同等の操作性と設定の簡易性があれば、利用者及び介

護者に負担少ない PC 用 USB 入力装置となると思います。 

携帯型会話補助装置の改良 

・太陽光で使用できるもの 

・バッテリー充電式のもの 

・絵文字や顔文字が使用できるもの 

・携帯メールのようにコピーや移動ができる機能 

・録音する機能 

セットした時間になると、合成音声にて行動を指示してくれる機能

をもった携帯型時計。発達障害者（児）に役立つ機能。 

視覚障害者の銀行振込と口座取引を把握するための機器 

 

 

パソコンに小型マイクを取り付け、音声が文字に変換する 

装置  

正面にいる人を識別し音声で知らせてくれる装置 

軽量・コンパクトで持ち運び可能な拡大読書器 

一般の活字文書を点字に変換する機器 

色を判断して音声で知らせて装置 

 

時刻表の読み取り装置 

コミニュケーション支援用具の開発 

ご意見：視覚障がい者のために、様々な表示を音声化し、携帯電話やＰＳ

Ｐ、ＤＳなどの赤外線通信機能を利用し、表示内容を音声に変えて、伝え

ることはできないでしょうか。 

ご意見：聴覚障がい者のために、音声ガイド付きの製品(ＡＥＤなど)にも、

同様の方法で、音声ガイドを文字化し、携帯電話等の画面から視覚情報と

して伝えることはできないでしょうか。 

ご意見：盲ろう者のために、携帯電話のバイブ振動機能を利用し、モール

ス信号みたいな方法でコミュニケーションすることはできないでしょう

か。 

〇声で作動する電話機 

ご意見：ＡＬＳの在宅療養患者からの相談です。自力で寝起きできません。

本人は緊急時も含め電話で家族や支援者に連絡を取れる体制を望んでいま

す。リモコン操作やボタン操作ができないため、声で作動する電話機を探

しています。 
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品目 名称・機能 要望・アイデア等 

〇作品を手で見るための手

袋 

 

 

 

 

 

〇知的障害の方と意思疎通

ができる機器 

 

 

 

○視覚障害者用のタブレッ

ト端末 

 

 

 

 

 

○補聴援助用ＦＭマイク 

 

○電話の音を拾いやすくす

る機器 

 

 

 

○磁気ループ機能 

 

 

 

○字幕表示機能付き電話機 

○メガネ型字幕表示機器 

 

○自閉症知育アプリ 

 

○光る体温計 

 

 

 

〇作品を手で見るための手袋 

ご意見：美術館での視覚障がい者（全盲）の手による鑑賞（触察）では、

素手の場合もあるが、木綿の手袋、ラテックスの手袋が用いられている。

作品の保存性の問題から主に木綿の手袋が多く使われるが、布地が厚かっ

たりサイズがぴったりだと、指先が凹まず感度が悪くなる。彫刻など小さ

なディテールも分かりやすい触察用の手袋が欲しい。 

〇意思疎通ができる器具 

ご意見：知的障害者にはうまくコミュニケーションが取れない方もいらっ

しゃるので、その方の思いがくみ取れるよう、ボードやタッチパネル等を

利用して簡単なイラストで意思疎通が取れる機器があるといいです。 

視覚障害者用のタブレットパソコン 

ご意見：視覚障害があってもタブレットパソコンを使えるような製品を開

発してください。 

タブレットパソコンは持ち運びに便利ですが、押しても感覚がないので使

えません。 

外付けキーボードではメリットを消してしまうので、そのままの形で使え

るものが欲しいです。 

会議など複数のマイクを同時に使用できるもの 

 

ご意見：耳かけ型補聴器をつけたまま電話をするとマイクが上の方にあり、

音を拾いづらい。補聴器側で電話の音をうまく拾えないこともあり、外し

たほうが聴こえがいいときもある。 

電話の時に音を拾いやすく工夫された補聴器または電話器があると便利。

ご意見：磁気ループは効果がありますが、補聴器自体に機能がない場合、

代替手段がありません。箱形の受信機がありますが、そもそも補聴器はそ

の人に適合させているものであり、単に音が大きくなっているだけなので、

補聴器自体に磁気ループ機能がなくても、後付けで簡単に取り付けられる

ものがあると便利です。  

 

 

スマートフォンやタブレットを使った自閉症向けの知育アプリ 

ご意見：バイブレーションで測り終わったことを知らせる体温計はありま

すが、聴覚障害者の親が、子供の体温を測る場合は、測り終わったことが

わからないので、光でも知らせてくれる体温計があると助かります。 
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品目 名称・機能 要望・アイデア等 

○眼球で操作するマウス 

 

 

 

 

○携帯型会話補助装置 

 

 

 

 

 

○行動を知らせる時計 

 

○視覚障害者向け生活支援

機器（振込や口座取引が確

認できる機器） 

○音声を文字に変換する装

置 

○人物識別装置 

○携帯型の拡大読書器 

○点字器 

○色識別機器 

 

○時刻表読み取り装置 

○コミュニケーション支援

用具 

 

○リモコンのスイッチ音の

統一化 

○視覚に障害があっても使

用可能なスマートフォン 

 

 

 

 

〇声で作動する電話機 

 

 

 

眼球で操作するＵＳＢ対応マウス 

ご意見：上肢体障がい者に対してのパソコン操作、上下肢を使わずに利用

者自身が目で見ている箇所にマウスカーソルを追従させ、健常者が利用し

ているマウス操作と同等の操作性と設定の簡易性があれば、利用者及び介

護者に負担少ない PC 用 USB 入力装置となると思います。 

携帯型会話補助装置の改良 

・太陽光で使用できるもの 

・バッテリー充電式のもの 

・絵文字や顔文字が使用できるもの 

・携帯メールのようにコピーや移動ができる機能 

・録音する機能 

セットした時間になると、合成音声にて行動を指示してくれる機能

をもった携帯型時計。発達障害者（児）に役立つ機能。 

視覚障害者の銀行振込と口座取引を把握するための機器 

 

 

パソコンに小型マイクを取り付け、音声が文字に変換する 

装置  

正面にいる人を識別し音声で知らせてくれる装置 

軽量・コンパクトで持ち運び可能な拡大読書器 

一般の活字文書を点字に変換する機器 

色を判断して音声で知らせて装置 

 

時刻表の読み取り装置 

コミニュケーション支援用具の開発 

ご意見：視覚障がい者のために、様々な表示を音声化し、携帯電話やＰＳ

Ｐ、ＤＳなどの赤外線通信機能を利用し、表示内容を音声に変えて、伝え

ることはできないでしょうか。 

ご意見：聴覚障がい者のために、音声ガイド付きの製品(ＡＥＤなど)にも、

同様の方法で、音声ガイドを文字化し、携帯電話等の画面から視覚情報と

して伝えることはできないでしょうか。 

ご意見：盲ろう者のために、携帯電話のバイブ振動機能を利用し、モール

ス信号みたいな方法でコミュニケーションすることはできないでしょう

か。 

〇声で作動する電話機 

ご意見：ＡＬＳの在宅療養患者からの相談です。自力で寝起きできません。

本人は緊急時も含め電話で家族や支援者に連絡を取れる体制を望んでいま

す。リモコン操作やボタン操作ができないため、声で作動する電話機を探

しています。 
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品目 名称・機能 要望・アイデア等 

〇作品を手で見るための手

袋 

 

 

 

 

 

〇知的障害の方と意思疎通

ができる機器 

 

 

 

○視覚障害者用のタブレッ

ト端末 

 

 

 

 

 

○補聴援助用ＦＭマイク 

 

○電話の音を拾いやすくす

る機器 

 

 

 

○磁気ループ機能 

 

 

 

○字幕表示機能付き電話機 

○メガネ型字幕表示機器 

 

○自閉症知育アプリ 

 

○光る体温計 

 

 

 

〇作品を手で見るための手袋 

ご意見：美術館での視覚障がい者（全盲）の手による鑑賞（触察）では、

素手の場合もあるが、木綿の手袋、ラテックスの手袋が用いられている。

作品の保存性の問題から主に木綿の手袋が多く使われるが、布地が厚かっ

たりサイズがぴったりだと、指先が凹まず感度が悪くなる。彫刻など小さ

なディテールも分かりやすい触察用の手袋が欲しい。 

〇意思疎通ができる器具 

ご意見：知的障害者にはうまくコミュニケーションが取れない方もいらっ

しゃるので、その方の思いがくみ取れるよう、ボードやタッチパネル等を

利用して簡単なイラストで意思疎通が取れる機器があるといいです。 

視覚障害者用のタブレットパソコン 

ご意見：視覚障害があってもタブレットパソコンを使えるような製品を開

発してください。 

タブレットパソコンは持ち運びに便利ですが、押しても感覚がないので使

えません。 

外付けキーボードではメリットを消してしまうので、そのままの形で使え

るものが欲しいです。 

会議など複数のマイクを同時に使用できるもの 

 

ご意見：耳かけ型補聴器をつけたまま電話をするとマイクが上の方にあり、

音を拾いづらい。補聴器側で電話の音をうまく拾えないこともあり、外し

たほうが聴こえがいいときもある。 

電話の時に音を拾いやすく工夫された補聴器または電話器があると便利。

ご意見：磁気ループは効果がありますが、補聴器自体に機能がない場合、

代替手段がありません。箱形の受信機がありますが、そもそも補聴器はそ

の人に適合させているものであり、単に音が大きくなっているだけなので、

補聴器自体に磁気ループ機能がなくても、後付けで簡単に取り付けられる

ものがあると便利です。  

 

 

スマートフォンやタブレットを使った自閉症向けの知育アプリ 

ご意見：バイブレーションで測り終わったことを知らせる体温計はありま

すが、聴覚障害者の親が、子供の体温を測る場合は、測り終わったことが

わからないので、光でも知らせてくれる体温計があると助かります。 
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品目 名称・機能 要望・アイデア等 

○銀行のＡＴＭ 

 

 

 

○腕時計型携帯呼出装置 

ご意見：電動車いすで外出できる身体障害者が銀行のＡＴＭで預金の払い

出しをしたい際、行員の支援は受けなければならい。この場合暗証番号の

入力に関しては行員が関与できないと言われる。暗証番号の問題がクリア

できるような機能が ATM に備わるといい。 

常に携帯でき、操作しやすい腕時計タイプの呼出器。腕や指先の動

きが悪い人でもご操作を心配せず簡単に使えるスライド式蓋付き

のもの。 

排泄管理 

支援用具 

○ポータブルトイレのロッ

ク機能 

 

 

 

○温水洗浄便座用肛門モニ

ター 

 

 

○紙おむつ 

○ウォシュレット 

 

○尿器 

 

〇排便のタイミングを知ら

せる装置 

ポータブルトイレのバケツにロック機能を装着 

ご意見：窓から汚物を捨てられるとご近所の迷惑にもなってしまい、ご家

族の方も大変困っています。 

ポータブルトイレからバケツを取り外す際にロックがかかる様な機能を付

けて欲しいと考えております。 

○温水洗浄便座用肛門モニター 

ご意見：脊髄損傷患者が温水洗浄便座を使用すると、肛門周囲の臀部感覚

麻痺から、肛門の洗浄が的確にできないという問題がある。そのために肛

門がモニタ―できる装置があると便利である。 

小児用と成人用だけでなく、様々なサイズの｢紙おむつ｣ 

洗浄ノズルが上下だけでなく、左右にも動かすことができるウォシ

ュレット 

ネジや蓋がついた尿器 

便が出そうなタイミングで知らせる装置 

ご意見：知的障害者の方に下剤等を使って便をコントロールしているので、

便意があってもコミュニケーションがうまくとれず、紙オムツを使ってい

ても便が漏れてしまう。 

便が出そうなタイミングで教えてくれる器具があると便利である。 

ストーマおなら軽減棒 ご意見：おならはストーマの口を肛門のように力入れる事が出来ないため

防ぎようが有りませんので、ストーマ口を開いた状態にしとけばおならを

軽減できるはずです。おなら軽減棒に付いているフィルムを２ピースタイ

プのストーマ袋に挟み込み軽減棒を抜けなくして使用する。フィルムを挟

み込みますが漏れることは在りません（水で実験済み） 

居宅生活

動作補助

用具 

○携帯型手すり 使用しないときには折りたためるような、持ち運び可能な手すり 

ご意見：旅行中や一般トイレなどで簡単に脱着使用出来る様な手摺を作成

できませんか？ 
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（３）その他 
品目 名称・機能 要望・アイデア等 

その他 

 

○流したものを取り出せる

排水設備 

 

 

 

 

○仕事書類の頁めくり器 

 

○蛇口から水をつなぐ支援

機器 

 

 

 

 

 

 

 

○携帯電話のボタン 

 

 

 

○重度肢体障害者用の室内

運動器具 

 

○洗髪器 

○時間貸し駐車場機器のバ

リアフリー化 

 

 

○聴覚障害者でも使用可能

なＡＥＤ 

○検便採取を補助する用具 

○買い物時のバーコードリ

ーダー 

 

○音声機能付きリモコン 

○音声操作できる電子辞書 

○新聞や広告の読上装置 

ご意見：知的障害者の方は、水洗トイレで用を足した後、身につけていた

パンツや靴下も一緒に流してしまうことがあり苦労しています。ですので、

排水管のどこかで網のようなものをとりつけておけば、もしそのようなこ

とがあったとしても、職員で取り出すことができると思います。網にひっ

かかったものを簡単に取れるような仕組みで作ってもらえないでしょう

か。 

ＰＣ入力の仕事をしているが、数枚に重ねられた資料を一枚ずつめ

くる機器の開発 

水道水を鍋ややかんまでつなぐ工夫 

ご意見：線維筋痛症患者です。 

とにかくすべてのものが重いのです。（パン一斤は重くて買ってこられな

い、程度。） 

そのため、調理なべや、お湯を沸かすための電気ポットへ水を入れる作業

が、人に手伝ってもらわないとできません。 

水道からホースのようなものがでていれば、簡単になべに沢山水をいれた

り（葉物をゆでるとき。ゆで卵でも）、自力で電気ポットへ給水できると思

うのです。 

携帯電話の押ボタンを大きくする工夫 

ご意見：携帯電話の数字ボタンが大きいものが欲しい。小さいと不随運動

があるため押したいボタンが押せない。１センチ角くらいのボタンがちょ

うど良い。 

重度肢体障害者用の室内用運動器具の開発 

ご意見：重度肢体不自由者（特に頸髄損傷者）等で、在宅生活を送ってい

る方から、体を動かす機会がほとんどないとの話を聞く。 

ベッドで簡易に使用できる洗髪器 

使用料金の精算が容易にできる装置、機能 

ご意見：頚髄損傷者です。１人で自動車を運転して外出する機会が多いで

す。最近、町の中は無人の有料駐車場が多くなり、出口でいつも機械に駐

車料金（特にコイン）を入れるのに苦労します。 

聴覚障害者でも使用できるＡＥＤ（自動体外式除細動器） 

脳性麻痺や視覚障害者であっても検便採取ができる用具 

買い物時、商品に付いているバーコードにかざすことにより、商品

名、価格、内容量、カロリーなど音声で知らせて 

くれる装置、機器 

音声で知らせる、テレビやエアコンのリモコン 

音声で操作できる電子辞書 

新聞や広告チラシを読み上げる装置 

視覚障害者に配慮したタッチパネル 
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品目 名称・機能 要望・アイデア等 

○銀行のＡＴＭ 

 

 

 

○腕時計型携帯呼出装置 

ご意見：電動車いすで外出できる身体障害者が銀行のＡＴＭで預金の払い

出しをしたい際、行員の支援は受けなければならい。この場合暗証番号の

入力に関しては行員が関与できないと言われる。暗証番号の問題がクリア

できるような機能が ATM に備わるといい。 

常に携帯でき、操作しやすい腕時計タイプの呼出器。腕や指先の動

きが悪い人でもご操作を心配せず簡単に使えるスライド式蓋付き

のもの。 

排泄管理 

支援用具 

○ポータブルトイレのロッ

ク機能 

 

 

 

○温水洗浄便座用肛門モニ

ター 

 

 

○紙おむつ 

○ウォシュレット 

 

○尿器 

 

〇排便のタイミングを知ら

せる装置 

ポータブルトイレのバケツにロック機能を装着 

ご意見：窓から汚物を捨てられるとご近所の迷惑にもなってしまい、ご家

族の方も大変困っています。 

ポータブルトイレからバケツを取り外す際にロックがかかる様な機能を付

けて欲しいと考えております。 

○温水洗浄便座用肛門モニター 

ご意見：脊髄損傷患者が温水洗浄便座を使用すると、肛門周囲の臀部感覚

麻痺から、肛門の洗浄が的確にできないという問題がある。そのために肛

門がモニタ―できる装置があると便利である。 

小児用と成人用だけでなく、様々なサイズの｢紙おむつ｣ 

洗浄ノズルが上下だけでなく、左右にも動かすことができるウォシ

ュレット 

ネジや蓋がついた尿器 

便が出そうなタイミングで知らせる装置 

ご意見：知的障害者の方に下剤等を使って便をコントロールしているので、

便意があってもコミュニケーションがうまくとれず、紙オムツを使ってい

ても便が漏れてしまう。 

便が出そうなタイミングで教えてくれる器具があると便利である。 

ストーマおなら軽減棒 ご意見：おならはストーマの口を肛門のように力入れる事が出来ないため

防ぎようが有りませんので、ストーマ口を開いた状態にしとけばおならを

軽減できるはずです。おなら軽減棒に付いているフィルムを２ピースタイ

プのストーマ袋に挟み込み軽減棒を抜けなくして使用する。フィルムを挟

み込みますが漏れることは在りません（水で実験済み） 

居宅生活

動作補助

用具 

○携帯型手すり 使用しないときには折りたためるような、持ち運び可能な手すり 

ご意見：旅行中や一般トイレなどで簡単に脱着使用出来る様な手摺を作成

できませんか？ 

 
  

 

19 
 

（３）その他 
品目 名称・機能 要望・アイデア等 

その他 

 

○流したものを取り出せる

排水設備 

 

 

 

 

○仕事書類の頁めくり器 

 

○蛇口から水をつなぐ支援

機器 

 

 

 

 

 

 

 

○携帯電話のボタン 

 

 

 

○重度肢体障害者用の室内

運動器具 

 

○洗髪器 

○時間貸し駐車場機器のバ

リアフリー化 

 

 

○聴覚障害者でも使用可能

なＡＥＤ 

○検便採取を補助する用具 

○買い物時のバーコードリ

ーダー 

 

○音声機能付きリモコン 

○音声操作できる電子辞書 

○新聞や広告の読上装置 

ご意見：知的障害者の方は、水洗トイレで用を足した後、身につけていた

パンツや靴下も一緒に流してしまうことがあり苦労しています。ですので、
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品目 名称・機能 要望・アイデア等 

 

 

 

○頭部を冷やす用具 

 

 

 

 

 

○財布 

○車いす利用者でも使用で

きるクローゼット 

○児童向けのかわいいデザ

インの福祉用具など 

 

〇筋肉の量や発達度を測定

できる装置 

〇ＡＬＳ疾患の進行を遅ら

せるための訓練等機器 

 

〇生卵割り用具 

〇飲み物のこぼれにくいマ

グカップ 

〇必要なものが自動で取り 

り出しと収納ができる装置 

 

 

 

 

〇スロープ用滑り止めマッ

ト 

 

 

 

○障害者用の目印バッチ 

視覚障害者でも利用可能な｢非接触型ＩＣカードシステムによる乗

車カード（パスモやスイカ）｣ 

文字放送のテロップを読み上げする装置 

頭部を冷やすための装置、機能 

ご意見：黄疸性脊椎損傷によるウイルス後遺症により発汗作用がうまく働

かず、強くエアコンを使用しなければなりません。現在帽子の中にアイス

ノン用の冷却座位を入れる方法があると聞きますが、ヘルメット型エアコ

ンは出来ないでしょうか。クールジャケットがある事は聞きますが、頭部

を冷やす方法の福祉用具の開発をお願いします。 

片方の腕だけでも容易に使用できる財布 

車いす利用者が使用するクローゼット 

 

かわいいデザインの福祉用具 

児童用サイズの入浴用いす 

 

例えば、電極の付いたパッドを当てるだけで、筋肉量や筋肉の発達

度が測定できる機器 

胃ろうや人工呼吸器の利用を少しでも遅らせるよう、残存機能の維

持や訓練を図る機器 

パーキンソン病で振戦がある方が、片手で生卵を割るための用具 

 

〇必要なものが自動で取り出しと収納ができる装置 

ご意見：知的障害児施設では、消毒液や石けん等を子どもたちの目の届く

ところにおけないので、使用の都度、持ってこなければならず、大変な思

いをしている。使用する際にセンサーなどで反応後、自動で壁から必要品

が出てきたり、天井から降りてきたりして、使用後は元の場所に自動で収

納されるような装置があると便利である。 

〇スロープ用すべり止めマット 

ご意見：雪や雨などで路面が濡れたスロープは大変すべりやすく、ひやっ

とすることも多い。普段は丸めて携帯でき、必要な時にスロープ面に広げ

ると一瞬で硬くなって安全な走行が可能となるようなものがあると便利で

ある。 

ご意見：私は一見障害者に見えないため外出先で困ります。 

知的や精神の障害があるものの、一目では分からないため、電車やバスで

も席をゆずられることなく困ることもあります。 

何か体につけれて認知されるようなものがほしいです。 
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５．現行システムの課題 
 

事項 検討内容 

１. 投稿者の配慮  障害のある方でも投稿しやすい画面遷移、ヘルプラインの設置 

 ＮＥＷを付けるなど意見交換の活性化策 

 投稿者の基本情報（必須情報）の範囲 

 携帯やタブレットから投稿できる仕組み 

 障害当事者団体が取り纏めたニーズを一度に登録する仕組み 

 投稿者への返信（投稿後、事務局で速やかに調査し、可能な限り

迅速にコンメトする） 

 

２. 情報利用者へ配慮  障害の特性を理解し日常生活の課題を収集する仕組み 

 投稿されたニーズの需要予測 

 開発にあたって協力の有無 

 連携や活用できる既存の技術 

 協力可能な当事者団体や職能団体の紹介 

 開発後の情報提供 

 

３. 支援機器の開発状況

の情報提供 

 投稿されたニーズの分類（既に存在する、開発中、未開発･･） 

 ニーズ・シーズマッチング情報のリアル表示（特許との関係整理）

 研究開発の動向やモニターや実証に関する情報提供 

 また上記に対するご意見収集 

 

４. 画面デザイン  協会のトップ画面に配置し、誰もが必ず目に入るようにする 

 本システムの目的・趣旨をきちんと理解いただく配慮 

 新規投稿と投稿に対するコメントが活性化する画面デザイン 

 これまでに投稿された情報が迅速に検索・表示できる仕組み 

 

５. 維持費  当面有料化することは困難なことから維持費は極力抑える 

 データの抽出、修正等、当面最低限の機能に留める 

 

６. ニーズ情報の活用  障害者自立支援機器等開発促進事業との連携 

 シーズ・ニーズマッチング強化事業等との連携 

 地域の関係機関等との連携 
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品目 名称・機能 要望・アイデア等 
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 地域の関係機関等との連携 

 

 

 
 

19

28-117914_報告書.indd   19 2016/04/07   11:53:19



 

22 
 

Ⅲ．新システムの開発概要 
１．画面のコンセプト及び機能面の検討 
 

（１）デザインについて 

 
（２）機能について 

新システムの 

デザイン等 
概 要 検討事項 

○検索項目、投稿記事、

リンク先の配置 

 

・１画面上に表示できるよう検索項目は常

時左に配置している。 

・記事は右枠に配置し、１記事につき３行

程度を表示した。 

・１画面で表示するのは５記事までとし、

それ以上は「続きを見る」を押すと下に記

事が伸びる。 

・上部ホーム、福祉用具情報システム（Ｔ

ＡＩＳ）、シーズ・ニーズ交流会のリンク

を配置した。 

・新規投稿は分かりやすいようにし、上部

に配置している。 

検索項目、記事に関する

画面配置等は見やすく

なっているか？ 

○カラー変更・文字サイ

ズの変更 

・障害の方が閲覧することを考慮し、カラ

ーは「青」「赤」「黒」から選択できるよう

にした。 

・文字サイズも同様に大きさを変化できる

ようにした。 

障害当事者の方にとっ

ての配慮がなされてい

るか？ 

親しみやすい色合い

か？ 

○記事の背景色 ・記事はカテゴリ別に背景色を付けるよう

にした。視覚的にどのカテゴリの記事を見

ているか分かるようにした。 

ユーザーがカテゴリの

認識を理解しやすい

か？ 

新システムの機能等 概 要 検討事項 

○カテゴリの設置 

 

・３つのカテゴリを設置した。ニーズ側、

シーズ側、お知らせを意識し、記事内容が

区分できるよう工夫した。 

カテゴリは３つでよい

か？ 

カテゴリの文言は理解

できるか？ 

○キーワード検索機能 ・キーワード検索は複数検索可能とした。

・主なキーワードは３分類とし、福祉用具

（用具の種目）、事項（用具の仕様）、生活

場面（使用場所）とした。 

キーワード設定は適切

か？ 

文言等は理解しやすい

か？ 

○記事のナンバー付番 ・投稿記事には番号を付番し、投稿者名と

共にフリーワードで検索できるようにし

記事の管理はユーザー

にとって使いやすい
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（３）管理について 

 
  

た。過去の記事を閲覧しやすいよう配慮し

た。 

か？ 

○コメント新着情報機

能 

・記事に対し、コメントが投稿された場合、

「コメントを見る」の部分に「Ｎｅｗ！」

のマークを出し、投稿者にコメントが追加

されたことが分かるようにした。 

意見交換を活発化する

ための方策は十分か？ 

新システムの機能等 概 要 検討事項 

○不適切通知の設置 

 

・不適切な内容に対して閲覧者が事務局へ

連絡できる仕組みを設けた。 

目的が利用の対応は十

分か？ 

○不適切ワードの登録 ・不適切ワードを登録しておけば自動的に

抽出され管理者が情報を得られるように

した。 

目的が利用の対応は十

分か？ 

○規約について ・投稿やコメントの際、注意・禁止事項の

同意を設置している。（閲覧しなくても投

稿することができる） 

目的が利用の対応は十

分か？ 
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○不適切通知の設置 

 

・不適切な内容に対して閲覧者が事務局へ

連絡できる仕組みを設けた。 

目的が利用の対応は十

分か？ 

○不適切ワードの登録 ・不適切ワードを登録しておけば自動的に

抽出され管理者が情報を得られるように

した。 

目的が利用の対応は十

分か？ 

○規約について ・投稿やコメントの際、注意・禁止事項の

同意を設置している。（閲覧しなくても投

稿することができる） 

目的が利用の対応は十

分か？ 
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２．システム開発にあたっての対応一覧 
 前述した検討結果を踏まえたデザイン及び機能のシステム開発を実施し、テストサイトに

て動作・機能検証を実施した。 

検討委員会におけるご意見及び、テストサイトの検証結果による対応結果を以下にまとめ

た。検討結果に対する本システムの改良にあたっては、事務局において予算の範囲内におい

て精査し対応可能に案件から改良したところである。 

 

 ※未対応については色分けをしている。 

No. 区分 項目 意見・要望等 対応結果 状況 

1 一般 投稿 
どの都道府県による投稿か分

かるようにした方がよい。 

都道府県入力ができるように対

応した。 
対応済

2 一般 投稿 動画による投稿ができないか。 
動画ＵＲＬ等を貼り付けて対応

することとする。 
未対応

3 一般 投稿 
トピックがメールで届くようにでき

ないか。 

予算との兼ね合いで見送った。 

サイトで確認いただく。 
未対応

4 一般 コメント 
評価の高いコメントは上部へ来る

ようにしてはどうか。 

閲覧者の利便性を考慮し、今

回は対応しない。 
未対応

5 一般 投稿 
後付けでキーワード変更できな

いか。 

未対応とした。事務局に問い合

わせていただき変更可能。 
未対応

6 一般 デザイン 
カラーは白い背景部分が変わら

ないか。 

黒のカラー変更を行った場合、

背景も変わるようにした。 
対応済

7 一般 デザイン 

福祉用具の種目名はポップアッ

プでイラストが出てくるようにでき

ないか。 

今後の検討としたい。 未対応

8 一般 トップ画面 

トップページに事務局からのお知

らせがあると最新情報を掴みや

すい。 

事務局からの連絡について

は、今後の検討課題としたい。 未対応

9 一般 デザイン 

総務省平成２２年度開発「みん

なのアクセシビリティ評価ツ

ール（miChecker）」などのツ

ールを使って問題点を把握さ

れてはどうか。 

「みんなのアクセシビリティ評価

ツール（miChecker）」は html5

に対応していないため、正確に

判断できない部分もあったが、

特に問題なかった。 

対応済

10 一般 トップ画面 
検索結果の「続きを見る」をクリッ

クした後、戻る方法がない。 

リセットボタンを追加した。 
対応済

11 一般 トップ画面 

福祉機器を使用する方の欄と開

発をする企業の欄が分かるよう

に出来ないか。 

区別がつきやすいよう、今後の

検討課題としたい。 未対応

12 一般 管理番号 

実際に事例として入力をしてみた

が、管理番号をどの様に使用す

るか不明確だった。 

ガイドラインに管理番号の説明

を追加する。 対応済
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No. 区分 項目 意見・要望等 対応結果 状況 

13 一般 検索 

「キーワード検索」がクリックでき

るか一見わからない 

検索リセットの下あたりに、検索

開始ボタンを新たに配置した方

がよい。 

検索ボタンを上部に配置した。 

対応済

14 一般 検索 

キーワードの設定項目が細かす

ぎる。選ぶのに手間がかかり、判

断しづらい。 

今後の検討課題としたい。 

未対応

15 一般 検索 

キーワード検索の項目に「すべて

選択」と「すべて解除」を設けると

良い。 

検索と投稿について、キーワー

ドのグループごとに「すべて選

択」「すべて解除」の機能を追

加した。 

対応済

16 一般 投稿 

利用対象者等に「就労・就学

用」、記入者区分に「学校・雇用

者」と入れる。 

利用対象者等に「就労・就学

用」を、記入者区分に「学校・雇

用者」をその他の前に追加し

た。 

対応済

17 一般 モバイル 

iPhoen6 から閲覧した場合、右端

が切れて見える。画面を動かせ

ば切れた箇所を見ることは可能

だが、見づらいと感じた。 

シミュレータでは問題なかった。 

画面サイズ、解像度など使用

環境によるので可能範囲で随

時対応する。 

→今後必要なら保守対応す

る。 

未対応

18 一般 画面 

画像をクリックすると別ウインドウ

に画像が表示されたが、本文へ

戻るボタンがない。 

別ウインドウに「閉じる」ボタン

を配置する。 対応済

19 一般 
ガイド 

ライン 

ガイドラインについて、いつ発行

したものか分かるように作成年月

日記載する。 

修正済み。 

対応済

20 一般 
ガイド 

ライン 

ガイドラインにはお問い合わせ先

を掲載してください。 

修正済み 
未対応

21 一般 検索 

複数のキーワードで検索をすると

キーワード件数の合計と結果の

件数が異なる。 

検索の仕様の問題であり、特

に修正の必要はなかった。 対応済

22 一般 デザイン 

カラー変更で黒を選択すると背

景も黒になり、文字も黒なので見

えづらくなる。背景を黒に文字を

白抜きなどの対応をして欲しい。

調整を行い、白い文字になるよ

うにした。 
対応済
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２．システム開発にあたっての対応一覧 
 前述した検討結果を踏まえたデザイン及び機能のシステム開発を実施し、テストサイトに

て動作・機能検証を実施した。 

検討委員会におけるご意見及び、テストサイトの検証結果による対応結果を以下にまとめ

た。検討結果に対する本システムの改良にあたっては、事務局において予算の範囲内におい

て精査し対応可能に案件から改良したところである。 

 

 ※未対応については色分けをしている。 

No. 区分 項目 意見・要望等 対応結果 状況 

1 一般 投稿 
どの都道府県による投稿か分
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応した。 
対応済
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動画ＵＲＬ等を貼り付けて対応

することとする。 
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ないか。 

予算との兼ね合いで見送った。 

サイトで確認いただく。 
未対応

4 一般 コメント 
評価の高いコメントは上部へ来る

ようにしてはどうか。 

閲覧者の利便性を考慮し、今

回は対応しない。 
未対応

5 一般 投稿 
後付けでキーワード変更できな

いか。 

未対応とした。事務局に問い合

わせていただき変更可能。 
未対応

6 一般 デザイン 
カラーは白い背景部分が変わら

ないか。 

黒のカラー変更を行った場合、

背景も変わるようにした。 
対応済

7 一般 デザイン 

福祉用具の種目名はポップアッ

プでイラストが出てくるようにでき

ないか。 

今後の検討としたい。 未対応

8 一般 トップ画面 

トップページに事務局からのお知

らせがあると最新情報を掴みや

すい。 

事務局からの連絡について

は、今後の検討課題としたい。 未対応

9 一般 デザイン 

総務省平成２２年度開発「みん

なのアクセシビリティ評価ツ

ール（miChecker）」などのツ

ールを使って問題点を把握さ

れてはどうか。 

「みんなのアクセシビリティ評価

ツール（miChecker）」は html5

に対応していないため、正確に

判断できない部分もあったが、

特に問題なかった。 

対応済

10 一般 トップ画面 
検索結果の「続きを見る」をクリッ

クした後、戻る方法がない。 

リセットボタンを追加した。 
対応済

11 一般 トップ画面 

福祉機器を使用する方の欄と開

発をする企業の欄が分かるよう

に出来ないか。 

区別がつきやすいよう、今後の

検討課題としたい。 未対応

12 一般 管理番号 

実際に事例として入力をしてみた

が、管理番号をどの様に使用す

るか不明確だった。 

ガイドラインに管理番号の説明

を追加する。 対応済
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No. 区分 項目 意見・要望等 対応結果 状況 

13 一般 検索 

「キーワード検索」がクリックでき

るか一見わからない 

検索リセットの下あたりに、検索

開始ボタンを新たに配置した方

がよい。 

検索ボタンを上部に配置した。 

対応済

14 一般 検索 

キーワードの設定項目が細かす

ぎる。選ぶのに手間がかかり、判

断しづらい。 

今後の検討課題としたい。 

未対応

15 一般 検索 

キーワード検索の項目に「すべて

選択」と「すべて解除」を設けると

良い。 

検索と投稿について、キーワー

ドのグループごとに「すべて選

択」「すべて解除」の機能を追

加した。 

対応済

16 一般 投稿 

利用対象者等に「就労・就学

用」、記入者区分に「学校・雇用

者」と入れる。 

利用対象者等に「就労・就学

用」を、記入者区分に「学校・雇

用者」をその他の前に追加し

た。 

対応済

17 一般 モバイル 

iPhoen6 から閲覧した場合、右端

が切れて見える。画面を動かせ

ば切れた箇所を見ることは可能

だが、見づらいと感じた。 

シミュレータでは問題なかった。 

画面サイズ、解像度など使用

環境によるので可能範囲で随

時対応する。 

→今後必要なら保守対応す

る。 

未対応

18 一般 画面 

画像をクリックすると別ウインドウ

に画像が表示されたが、本文へ

戻るボタンがない。 

別ウインドウに「閉じる」ボタン

を配置する。 対応済

19 一般 
ガイド 

ライン 

ガイドラインについて、いつ発行

したものか分かるように作成年月

日記載する。 

修正済み。 

対応済

20 一般 
ガイド 

ライン 

ガイドラインにはお問い合わせ先

を掲載してください。 

修正済み 
未対応

21 一般 検索 

複数のキーワードで検索をすると

キーワード件数の合計と結果の

件数が異なる。 

検索の仕様の問題であり、特

に修正の必要はなかった。 対応済

22 一般 デザイン 

カラー変更で黒を選択すると背

景も黒になり、文字も黒なので見

えづらくなる。背景を黒に文字を

白抜きなどの対応をして欲しい。

調整を行い、白い文字になるよ

うにした。 
対応済
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No. 区分 項目 意見・要望等 対応結果 状況 

23 一般 ヘッダー 

可能であれば上部のリンク先に

生活便利用具データベースも入

れて欲しい。 

http://www.techno-needs.net/j

ijogu/のアドレスを追加した。 対応済

24 一般 投稿 

投稿者名の横に「※ハンドルネ

ームでも構いません」と入れてほ

しい。 

投稿名横に追記した。 

対応済

25 一般 投稿 

コメントのメールアドレスを入力す

る際に「投稿する」ボタンが付い

たり消えたりするので対応して欲

しい。 

修正済み。 

対応済

26 一般 投稿 

投稿時「入力方法、使用方法が

わからない場合は・・・。」の文言

について、実際どこに問合せする

か分からないので、クリックした

ら、needs@techno-aids.or.jp あ

てのメールソフトが立ち上がるよ

うにして欲しい。 

クリックするとメールソフトが立

ち上がるように修正した。 

対応済

27 一般 投稿 
都道府県選択の非公開は一番

上にあった方がよいかと思う。 

都道府県の最上部に非公開の

文言を設け修正した。 
対応済

28 一般 検索 

新規投稿を行った後に検索をか

けてみると最上位に出てこなかっ

たので、登録順にして欲しい。 

修正済み。登録順位検索でき

るようにした。 
対応済

29 一般 検索 

検索後に、検索キーワードやチェ

ック項目が上部に表示してある

と、分りやすい。 

上部に表示するように修正済

み。 対応済

30 管理 ヘッダー 

複数のユーザーＩＤを一人で管理

する場合があるかもしれないの

で、現在ログインしているのはど

のＩＤか上部に記載があるとよ

い。 

ログイン ID と氏名を表示するよ

うにした。 

対応済

31 管理 データ出力 

データ出力で抽出したエクセルデ

ータは縦の印刷ではなく、横の印

刷をデフォルトにし、全部の項目

が１頁に収まるとよい。 

調整を行い修正した。 

未対応

32 管理 一括登録 
一括登録した情報を一括削除で

きないか。 

一括削除機能は追加せず運用

する。 
未対応
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No. 区分 項目 意見・要望等 対応結果 状況 

33 管理 データ出力 

データ出力について、印刷しよう

とすると 51％の設定で出てくる

が、もう少し倍率を大きくした状

態のデフォルトで設定できない

か。 

調整を行い修正した。 

未対応

34 管理 一括登録 

一括登録の様式について、多数

の入力データがあった場合に入

力することはとても大変なので、

キーワードの必須は外してもよい

のではないか。 

必須項目は残し、Excel 上でコ

ピー等しながら登録することで

対応する。 未対応

35 管理 
ガイド 

ライン 

管理者画面にも管理者用操作ガ

イドがあった方がよいと思う。誰

がログインしても操作しやすくし

ておく必要がある。 

修正済み。 

対応済

36 管理 
ガイド 

ライン 

管理者用操作ガイドにも不具合

が生じた場合等の連絡先を掲載

して欲しい。 

修正済み。 

対応済
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No. 区分 項目 意見・要望等 対応結果 状況 
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クリックするとメールソフトが立
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上にあった方がよいかと思う。 
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けてみると最上位に出てこなかっ

たので、登録順にして欲しい。 

修正済み。登録順位検索でき

るようにした。 
対応済

29 一般 検索 

検索後に、検索キーワードやチェ

ック項目が上部に表示してある

と、分りやすい。 

上部に表示するように修正済

み。 対応済

30 管理 ヘッダー 

複数のユーザーＩＤを一人で管理

する場合があるかもしれないの

で、現在ログインしているのはど

のＩＤか上部に記載があるとよ

い。 

ログイン ID と氏名を表示するよ

うにした。 

対応済

31 管理 データ出力 

データ出力で抽出したエクセルデ

ータは縦の印刷ではなく、横の印

刷をデフォルトにし、全部の項目

が１頁に収まるとよい。 

調整を行い修正した。 

未対応

32 管理 一括登録 
一括登録した情報を一括削除で

きないか。 

一括削除機能は追加せず運用

する。 
未対応
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No. 区分 項目 意見・要望等 対応結果 状況 

33 管理 データ出力 

データ出力について、印刷しよう

とすると 51％の設定で出てくる

が、もう少し倍率を大きくした状

態のデフォルトで設定できない

か。 

調整を行い修正した。 

未対応

34 管理 一括登録 

一括登録の様式について、多数

の入力データがあった場合に入

力することはとても大変なので、

キーワードの必須は外してもよい

のではないか。 

必須項目は残し、Excel 上でコ

ピー等しながら登録することで

対応する。 未対応

35 管理 
ガイド 

ライン 

管理者画面にも管理者用操作ガ

イドがあった方がよいと思う。誰

がログインしても操作しやすくし

ておく必要がある。 

修正済み。 

対応済

36 管理 
ガイド 

ライン 

管理者用操作ガイドにも不具合

が生じた場合等の連絡先を掲載

して欲しい。 

修正済み。 

対応済
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３．新システムの主な機能 
検討委員会における意見等を踏まえて、新たに開発したシステムの一覧は以下のとおりで

ある。次頁以降には、実際イメージを掲載している。 

 

 サイト名/画面項目  概 要 

１ サイト全般の構成 ＴＯＰ画面から変移する画面の構成 

２ 一般サイト 共通ヘッダ 共通のヘッダを表示 

３ 一般サイト  ホーム画面 
投稿の検索、一覧、、コメント、賛成、不

適切通知 

４ 一般サイト 投稿掲載画面 新規投稿の表示 

５ 一般サイト  新規投稿画面 新規投稿入力 

６ 一般サイト 規約画面 注意・禁止事項の表示 

７ 一般サイト  
投稿・コメント詳細画

面 

投稿・コメントの詳細を表示 

投稿に対するコメント入力 

８ 一般サイト 
不適切利用通知入力

画面 
投稿に対する不適切利用通知入力 

９ 一般サイト スマートフォン画面 スマートフォンでの閲覧、投稿 

１０ 管理サイト 投稿管理画面 投稿の条件の選択、検索 

１１ 管理サイト 検索結果・詳細画面 
検索結果の出力、詳細画面による投稿の編

集・削除、備忘録の入力 

１２ 管理サイト 警告管理画面 ＮＧワード登録、警告表示、内容確認 

１３ 管理サイト データ登録画面 投稿データの一括登録 

１４ 管理サイト  データ出力画面 投稿データの一括出力 
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４．新システムの詳細 
（１）サイト構成 
  サイト構成は、ＴＯＰ画面、新規投稿画面、不適切通知画面、コメント投稿画面の４つ。 

 

 

（２）共通ヘッダ 
ヘッダ部には別サイトのリンクとして、「福祉用具情報システム（ＴＡＩＳ）」、「生活便

利用具データベースシステム」、「シーズ・ニーズマッチング交流会」を設け、ホームへの

戻るボタンと操作ガイドも設置し、旧サイトから引き続きカラー変更及び文字サイズ変更

機能を設置した。 

 

     

別サイトへのリンク 

カラー・文字サイズ変更 

操作ガイドの設置 
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４．新システムの詳細 
（１）サイト構成 
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（３）ホーム画面（投稿一覧画面） 
 画面左には常時検索機能を設置し、フリーワード検索と、キーワード検索が行える。各キ

ーワードには何件投稿されているか件数を表示した。 

 フリーワード検索は【and】条件で投稿内容を検索する。キーワード検索では【or】条件

による検索を行える。 

投稿内容ごとに「要望・アイデア」、「新製品や技術」、「お知らせ」の３つのカテゴリに区

分でき、必要に応じてクリックすることにり、「表示」・「非表示」の切替が行えるようにし

た。 

  

 

 

 

 

  

検索条件 

投稿一覧 

最新のものが上位に表示 

カテゴリ表示 

クリックで表示・非表示選択 

新規投稿画面へ遷移
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（４）投稿内容の詳細 
投稿の表示はカテゴリ別に背景色を変える工夫を行った。投稿された内容は本文の他

「カテゴリ」、「話題名」、「キーワード」、「投稿者名」、「日時」、「投稿 No.」、「地域」が表

示される。本文は３～４行程度で表示され、それ以上の長さの場合には、「全て表示」を

選択することで全文が表示される。 

本文の下部には、内容に対する「コメントする」ボタンと、「コメントを見る」、「賛成

する」ボタンを設置し、内容が不適切だった場合の不適切通知の通報ボタンも設置した。 

 

 
（５）新規投稿 

新規投稿画面では、話題名及び本文の記入欄の他「カテゴリー選択」、「キーワード選択」、

「利用対象者の選択」「投稿者属性の選択」、「投稿者名の入力」、「メールアドレスの入力」

「都道府県の選択」を設置した。また、必要に応じて画像の添付を可能とした。 

メールアドレスは投稿画面上には表示されないが、事務局の管理用として入力欄を設け

た。各選択、入力項目には任意の項目と必須の項目があり、必須項目の入力が１つでも欠

けている場合には投稿ができない仕様とした。 

 
 

コメント入力画面へ変移 

当該投稿への賛成件数 

押下すると件数が増加 

投稿表示の追加 

カテゴリ・タイトル 

キーワード表示・投稿者情報表示 

不適切通知入力画面へ遷移 

28

28-117914_報告書.indd   28 2016/04/07   11:53:28



 

30 
 

（３）ホーム画面（投稿一覧画面） 
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最新のものが上位に表示 
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（４）投稿内容の詳細 
投稿の表示はカテゴリ別に背景色を変える工夫を行った。投稿された内容は本文の他

「カテゴリ」、「話題名」、「キーワード」、「投稿者名」、「日時」、「投稿 No.」、「地域」が表

示される。本文は３～４行程度で表示され、それ以上の長さの場合には、「全て表示」を

選択することで全文が表示される。 

本文の下部には、内容に対する「コメントする」ボタンと、「コメントを見る」、「賛成

する」ボタンを設置し、内容が不適切だった場合の不適切通知の通報ボタンも設置した。 

 

 
（５）新規投稿 

新規投稿画面では、話題名及び本文の記入欄の他「カテゴリー選択」、「キーワード選択」、

「利用対象者の選択」「投稿者属性の選択」、「投稿者名の入力」、「メールアドレスの入力」

「都道府県の選択」を設置した。また、必要に応じて画像の添付を可能とした。 

メールアドレスは投稿画面上には表示されないが、事務局の管理用として入力欄を設け

た。各選択、入力項目には任意の項目と必須の項目があり、必須項目の入力が１つでも欠

けている場合には投稿ができない仕様とした。 

 
 

コメント入力画面へ変移 

当該投稿への賛成件数 

押下すると件数が増加 

投稿表示の追加 

カテゴリ・タイトル 

キーワード表示・投稿者情報表示 

不適切通知入力画面へ遷移 
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キーワード入力 

メールアドレス入力 

お問い合わせ 

クリックするとメール画面へ遷移 

カテゴリ選択 

画像添付 

本文入力 

記入者区分選択 

投稿ボタン 

利用対象者選択 
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（６）規約表示 
目的外利用を排除するため、投稿にあたっての規約に同意するための画面を設けた。

投稿に関する注意・禁止事項に関するボタンをクリックすると規約内容画面が展開表示

する。 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

注意・禁止事項をクリック 

すると画面が変移 

規約の詳細が展開 
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キーワード入力 

メールアドレス入力 

お問い合わせ 

クリックするとメール画面へ遷移 

カテゴリ選択 

画像添付 

本文入力 

記入者区分選択 

投稿ボタン 

利用対象者選択 
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（６）規約表示 
目的外利用を排除するため、投稿にあたっての規約に同意するための画面を設けた。

投稿に関する注意・禁止事項に関するボタンをクリックすると規約内容画面が展開表示

する。 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

注意・禁止事項をクリック 

すると画面が変移 

規約の詳細が展開 
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（７）投稿及びコメント詳細 
投稿内容が上段に表示され、その下に投稿された順にコメントが一覧で表示される。コ

メント一覧の下には投稿に対するコメント入力欄を設け、１つの画面上で本文表示、コメ

ント表示、コメント入力ができるような仕様とした。 

 
 
 

投稿本文 

コメント一覧 

投稿順に表示 

投稿に対するコメント欄 

画像添付の他、 

投稿者情報の入力 
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（８）不適切利用通知入力 
不適切な投稿を発見した場合に、運営事務局に対して不適切利用通知を発信することが

できる。報告を行うには報告種別の選択と報告内容の記入を行うこととした。 

 
 
（９）スマートフォンによる利用 

パソコン利用だけでなく、スマートフォンによる検索、投稿を可能とし、手軽に利用す

ることが出来るようになった。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

報告内容の種別選択 

報告内容の詳細入力 

主な機能はパソコン版と同様 

検索、閲覧画面等の配置を 

スマートフォン用に変換 
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（７）投稿及びコメント詳細 
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35 
 

（８）不適切利用通知入力 
不適切な投稿を発見した場合に、運営事務局に対して不適切利用通知を発信することが

できる。報告を行うには報告種別の選択と報告内容の記入を行うこととした。 

 
 
（９）スマートフォンによる利用 

パソコン利用だけでなく、スマートフォンによる検索、投稿を可能とし、手軽に利用す

ることが出来るようになった。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

報告内容の種別選択 

報告内容の詳細入力 

主な機能はパソコン版と同様 

検索、閲覧画面等の配置を 

スマートフォン用に変換 
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（１０）投稿管理検索 
現在登録されている投稿内容の検索ができる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

多様な検索条件 

削除済みの有無選択 

検索結果画面へ遷移 
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（１１）投稿管理検索結果 
検索結果の一覧が表示される。詳細ボタンを押下すると詳細が表示され、内容の編集・

削除が行える。詳細画面では編集時の備忘録メモ、削除理由が入力可能である。また、検

索した結果はＣＳＶファイルで出力可能とした。 

 

 
 

ＣＳＶデータ出力 

クリックすると詳細画面へ遷移 

内容の修正画面へ遷移 

投稿の更新情報を表示 

削除の実行及び、削除理由、備忘録の入力 
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（１２）警告管理 
目的外利用の投稿について、確認・削除を適宜、迅速に対応するために、ＮＧワード登

録、不適切利用通知機能、警告ステータス等、複数の警告管理機能を設けた。 

 

 

 
 
 

ＮＧワード登録画面へ遷移

詳細画面へ遷移 

確認状況の有無選択 

対応内容の入力 

警告ステータスの検索 

警告ステータス結果一覧 
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（１３）データの一括登録 
複数の投稿を一括で行いたい場合には、所定の様式に必要事項を記載し、管理者画面の

一括登録画面からファイルをアップロードすることができる。 

 

 
 
（１４）報告用データ出力 

投稿されたニーズは厚生労働省で実施している「障害者自立支援機器等開発促進事業」

の開発テーマの参考にされているところであるが、報告用データを容易に作成できるよう

機能を整備した。 

 

ファイルのアップロード 

一括登録用のテンプレート取得 

一括登録用エクセル 

検索結果一覧 報告用データの出力ボタン 
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５．旧システムの課題に対する新システムの対応 
事項 検討内容 対応 

１．投稿者の配慮  障害のある方でも投稿しやすい画面遷移、ヘルプライ

ンの設置 
対応済み 

 ＮＥＷを付けるなど意見交換の活性化策 対応済み 

 携帯やタブレットから投稿できる仕組み 対応済み 

 障害当事者団体が取り纏めたニーズを一度に登録す

る仕組み 
対応済み 

 投稿者への返信（投稿後、事務局で速やかに調査し、

可能な限り迅速にコンメトする） 
要検討 

２．情報利用者へ配慮  障害の特性を理解し日常生活の課題を収集する仕組

み 
要検討 

 投稿されたニーズの需要予測 要検討 

 開発にあたって協力の有無 要検討 

 連携や活用できる既存の技術 要検討 

 協力可能な当事者団体や職能団体の紹介 要検討 

 開発後の情報提供 対応済み 

３．支援機器の開発状況

の情報提供 

 投稿されたニーズの分類（既に存在する、開発中、未

開発･･） 
要検討 

 ニーズ・シーズマッチング情報のリアル表示（特許と

の関係整理） 
要検討 

 研究開発の動向やモニターや実証に関する情報提供 要検討 

 上記に対するご意見収集 要検討 

４．画面デザイン  協会のトップ画面に配置し、誰もが必ず目に入るよう

にする 
対応済み 

 本システムの目的・趣旨をきちんと理解いただく配慮 要検討 

 新規投稿と投稿に対するコメントが活性化する画面

デザイン 
対応済み 

 これまでに投稿された情報が迅速に検索・表示できる

仕組み 
対応済み 

５．維持費  当面有料化することは困難なことから維持費は極力

抑える 
対応済み 

 データの抽出、修正等、当面最低限の機能に留める 対応済み 

６．ニーズ情報の活用  障害者自立支援機器等開発促進事業との連携 要検討 

 シーズ・ニーズマッチング強化事業等との連携 要検討 

 地域の関係機関等との連携 要検討 

旧システムの運営上の課題に対して、新システムの構築により、一部対応したが、今後

の運用や活用方策の面においては、課題が残った。引き続き運営するにあたり、検討事項

に対応していく必要がある。 
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Ⅳ．ニーズ提供システムの課題と活用方策等について 
１．今後検討が必要な事項 

本システムの見直し、在り方検討については、３回にわたる検討委員会により、運用に

係る課題、検討事項等が挙げられた。主なご意見については以下の通りである。 

 

 本システムが知られていなければ、存在していないのと同じ。 

 書込まれたニーズが本当にニーズとして体をなしているのか整理することが必要であ

る。 

 書込まれた内容が既に開発済みのものか、真に開発が必要なものか分かるようにして

おくことが望ましい。 

 特集期間（テーマ）を設けるとニーズも出やすいし、まとめやすくなる。 

 知識のあるＯＢなどに協力してもらう。どのように協力してもらうか検討が必要であ

る。 

 書込まれた内容に関して、ワークショップを開くなどの活動をしてはどうか。 

 パンフレットの周知にはクリニックや大きな病院など、医療関係機関にも周知が必要

である。 

 要望を出す側も実際の開発者等に会って要望を伝えることが重要である。シーズ・ニ

ーズマッチング交流会との連携が望まれる。 

 機能面だけでなく、本システムへユーザーをどう参加させるかを考えることが重要で

ある。 

 

 

２．検討事項への対応（案） 
（１）システムの周知・啓発 

 新システムの稼働に併せ、障害当事者団体や障害・高齢者施設、リハビリテーショ

ンセンター、市町村等の他、産学官連携組織等に対してパンフレット等を配付した

り、ＨＰに掲載したりして、積極的に周知を図り認知度を高める。 

 本システムに掲載されたニーズが、実際の開発に結び付いた案件については、募集

等の活動を行い、同ページにおいて、積極的に周知することとし、ニーズ側もシー

ズ側も閲覧していて楽しいサイトにすること。そうしたことにより、サイトの利活

用がより一層推進するのではないか。 

 また、モノつくりの支援等を主体に行っている地域の組織と連携して、本システム

の活用を図ることとする。 

 書込まれたニーズの一覧表を作成し、検討委員や有識者にご協力いただき、事務局

にて｢既に開発済みのもの｣と｢未開発のもの｣などに内容を精査し公開する。 

 とりわけ本システムに対する障害当事者のモチベーションをどのように上げていく

べきか再考する必要がある。 

 

（２）投稿されたニーズ・シーズの活用 

 地域のモノつくり支援機関等と連携を図り、支援機器開発の輪を広げる。 
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５．旧システムの課題に対する新システムの対応 
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の関係整理） 
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 研究開発の動向やモニターや実証に関する情報提供 要検討 

 上記に対するご意見収集 要検討 
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抑える 
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 データの抽出、修正等、当面最低限の機能に留める 対応済み 
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 有識者等にご協力いただき、書き込まれたニーズ・シーズに係わるコラムなどを掲

載し、その内容にサイト閲覧者からコメントをもらう。サイト上でのディスカッシ

ョンが活性化し、支援機器開発に係るニーズ・シーズの情報を共有化する。 

 書込まれたニーズの具体的な内容を精査し、シーズ・ニーズマッチング交流会など

実際に障害当事者、開発企業が集まる場所でマッチングを図る。本システムと交流

会が連動したものとする。 

 厚生労働省が行う｢障害者自立支援機器開発等促進事業｣やＮＥＤＯの｢課題解決型

福祉用具研究開発助成事業｣の機器開発等に繋げるとともに、各県において活性化し

つつある産官学連携による様々な取組にもご活用いただき、その成果の情報は共有

化することとする。 

 

（３）その他、委員からのご意見で未実施の対応 

 障害者の支援機器活用には動作方法の確認・分析が必要なことからも今後、動画を

簡易に投稿、閲覧できる機能を整備する。 

 新規の投稿やコメントがあったことを知らせるための機能として、メール配信など

システム上の話題がさらに活性化するような手法の検討を行うこととする。 

 福祉用具の用語に関して、一般の方にはイメージがしづらいため、ポップアップ等

イラストを設けることによって理解しやすいようにする。ＪＩＳの用語と分類に掲

載されている画像素材等を活用する。 

 キーワード項目が多様化しており、選択に苦慮することが懸念される。今後は見直

しを図り項目の簡略化や言葉の整理を行う。 

 障害者からのニーズだけではなく、今後は高齢者のニーズも連携して情報収集・提

供する必要がある。 

 

３．運用面での課題について 

 関係有識者や障害当事者及び、ボランティア等と連携を図り、常に最新のニーズ・

シーズの動向を注視する体制を整備する必要があると共に、システム内容に留まら

ず、広く活動の幅を広げていくための体制のあり方についても検討する余地がある。 

 これまでに無い機器の開発要望については、ニーズ提供者からより具体的に聞き取

り調査を行い、関係企業等を発掘するとともに開発を促す支援協力を行う。 

 本システムは前システムに比べて、かなり維持費が低額となるよう配慮したところ

であるが、継続的かつ良質なニーズ・シーズの情報収集及び提供を行うための運用

費用が必要である。 

 本システムの内容を活性化させていくためには、閲覧者にとって有益な情報を絶え

ず配信し、また周知についても定期的に行っていくことが欠かせないため、継続し

た運用を選任で行うことができる人材を確保する必要がある。 
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Ⅰ． 福祉用具ニーズ情報収集・提供システムとは 

 
 より良い福祉用具を作るために、福祉用具をお使いの方や介護をしている方から福祉用具に関

するご要望・アイデア（ニーズ）を収集したり、福祉用具の研究開発を行っている企業等から新しい

技術や製品情報（シーズ）について情報収集したりすることで、使う側と作る側双方の意見交換をイ

ンターネット上で交わすことができます。また、いただいたご意見は蓄積され、どなたでも常時検索

閲覧する事ができます。 

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

データベース化 蓄積 
ご意見等 

より良い福祉用具を作るために、ご意見やお困

りごとをお聞かせください。 

どなたでも自由に書き込むことができます。 

投稿されたご意見は、メーカーや研究者などへ

お届けします。 

また、当事者の団体や職能団体、行政や企業な

どにおかれましては、福祉用具に関する取組や

イベントの開催案内など「お知らせ」に掲載し

ますので、福祉用具に係わる自由な掲示板とし

ても活用できます。 

ご要望・ 

アイデ

ア

障がい者 

高齢者 

介護者 

家族 

ケアマネ 

専門 

相談院 

障害者 

ｻｰﾋﾞｽ 

提供施

高齢者 

ｻｰﾋﾞｽ 

提供施

メーカー

輸入者 

販売者 

大学 

研究者

リハビ

リ

職業 

訓練者

本システムを通じて 

○福祉用具に係わる掲示板として、どなたでも手軽に活用できます。 

○投稿されたご意見やご要望は、掲示板に反映され常時使用者や開発者に 

届けられます。 

○よりよい福祉用具の開発研究に役立てられます。 

○障害者自立支援機器等開発促進事業の開発テーマとして活用できます。 

よりよい福祉用具の開発と普及の推進 

 

46 
 

Ⅱ． システムの利用にあたっての注意点 

 
「福祉用具ニーズ情報収集・提供システム」は障害をお持ちの方や介護される方から、福祉用具

に関する生の声をお聞きし、安全で、使いやすい良質な福祉用具の開発に繋げることを目的として

います。 

 

従いまして、以下に掲げる事項の書き込みは禁止しています。 

 

■ 特定のユーザ（個人）を誹謗・中傷する書き込み 

■ 特定のメーカーや製品を誹謗・中傷する書き込み 

■ その他、本サイトの目的にそぐわない書き込み 

 

このような書き込みが確認された場合、本人の同意を得ることなく、管理者の判断で内容を修正ま

たは削除します。 
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Ⅰ． 福祉用具ニーズ情報収集・提供システムとは 

 
 より良い福祉用具を作るために、福祉用具をお使いの方や介護をしている方から福祉用具に関

するご要望・アイデア（ニーズ）を収集したり、福祉用具の研究開発を行っている企業等から新しい

技術や製品情報（シーズ）について情報収集したりすることで、使う側と作る側双方の意見交換をイ

ンターネット上で交わすことができます。また、いただいたご意見は蓄積され、どなたでも常時検索

閲覧する事ができます。 

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

データベース化 蓄積 
ご意見等 

より良い福祉用具を作るために、ご意見やお困

りごとをお聞かせください。 

どなたでも自由に書き込むことができます。 

投稿されたご意見は、メーカーや研究者などへ

お届けします。 

また、当事者の団体や職能団体、行政や企業な

どにおかれましては、福祉用具に関する取組や

イベントの開催案内など「お知らせ」に掲載し

ますので、福祉用具に係わる自由な掲示板とし

ても活用できます。 

ご要望・ 

アイデ

ア

障がい者 

高齢者 

介護者 

家族 

ケアマネ 

専門 

相談院 

障害者 

ｻｰﾋﾞｽ 

提供施

高齢者 

ｻｰﾋﾞｽ 

提供施

メーカー

輸入者 

販売者 

大学 

研究者

リハビ

リ

職業 

訓練者

本システムを通じて 

○福祉用具に係わる掲示板として、どなたでも手軽に活用できます。 

○投稿されたご意見やご要望は、掲示板に反映され常時使用者や開発者に 

届けられます。 

○よりよい福祉用具の開発研究に役立てられます。 

○障害者自立支援機器等開発促進事業の開発テーマとして活用できます。 

よりよい福祉用具の開発と普及の推進 

 

46 
 

Ⅱ． システムの利用にあたっての注意点 

 
「福祉用具ニーズ情報収集・提供システム」は障害をお持ちの方や介護される方から、福祉用具

に関する生の声をお聞きし、安全で、使いやすい良質な福祉用具の開発に繋げることを目的として

います。 

 

従いまして、以下に掲げる事項の書き込みは禁止しています。 

 

■ 特定のユーザ（個人）を誹謗・中傷する書き込み 

■ 特定のメーカーや製品を誹謗・中傷する書き込み 

■ その他、本サイトの目的にそぐわない書き込み 

 

このような書き込みが確認された場合、本人の同意を得ることなく、管理者の判断で内容を修正ま

たは削除します。 
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47 
 

Ⅲ． トップページ 

 
福祉用具ニーズ情報収集・提供システムのトップページを表示します。 

 

 １． 福祉用具ニーズ情報収集・提供システムへアクセスする 

 

① Web ブラウザを起動します。 

② URL を入力してエンターキーを押し、公益財団法人テクノエイド協会のホームページにアクセスします。 

 

 

 

③ 福祉用具ニーズ情報収集・提供システムのボタンをクリックします。 

 

 

④ 福祉用具ニーズ情報収集・提供システムのトップページが表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

48 
 

２． カラーを変更する 

 

① カラー変更の色をクリックすると、背景色の色が変更されます。 

色は、「青」「オレンジ」「黒」に変更できます。 

初期の色は「青」になっています。 

 

 

 

 

 

 

 

３． 文字サイズを変更する 

 

① 文字のサイズをクリックすると、文字サイズが変更されます。 

文字サイズは、「小」「中」「大」に変更できます。 

初期の文字サイズは「中」になっています。 

 

 

 

 

 

 

４． 投稿一覧を見る 

①  画面を開くと、「要望・アイデア」の最新記事が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 「新製品や技術」の投稿内容を見る場合、「新製品や技術」タブをクリックします。 

ク リ ッ ク し ま す 。 

ク リ ッ ク し ま す 。 

タブに色がついているカテゴリの投稿一

覧が表示されます。 
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Ⅲ． トップページ 

 
福祉用具ニーズ情報収集・提供システムのトップページを表示します。 

 

 １． 福祉用具ニーズ情報収集・提供システムへアクセスする 

 

① Web ブラウザを起動します。 

② URL を入力してエンターキーを押し、公益財団法人テクノエイド協会のホームページにアクセスします。 

 

 

 

③ 福祉用具ニーズ情報収集・提供システムのボタンをクリックします。 

 

 

④ 福祉用具ニーズ情報収集・提供システムのトップページが表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

48 
 

２． カラーを変更する 

 

① カラー変更の色をクリックすると、背景色の色が変更されます。 

色は、「青」「オレンジ」「黒」に変更できます。 

初期の色は「青」になっています。 

 

 

 

 

 

 

 

３． 文字サイズを変更する 

 

① 文字のサイズをクリックすると、文字サイズが変更されます。 

文字サイズは、「小」「中」「大」に変更できます。 

初期の文字サイズは「中」になっています。 

 

 

 

 

 

 

４． 投稿一覧を見る 

①  画面を開くと、「要望・アイデア」の最新記事が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 「新製品や技術」の投稿内容を見る場合、「新製品や技術」タブをクリックします。 

ク リ ッ ク し ま す 。 

ク リ ッ ク し ま す 。 

タブに色がついているカテゴリの投稿一

覧が表示されます。 
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③ 「お知らせ」の投稿内容を見る場合、「お知らせ」タブをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ 色がついているタブをクリックすると、投稿一覧から削除されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

タブをクリックすると緑色になり、

投稿一覧に「新製品や技術」も表

示されます。 

タブをクリックするとオレンジ色

になり、投稿一覧に「お知ら

せ」も表示されます。 

タブをクリックすると灰色にな

り、投稿一覧から「お知らせ」

が削除されます。 

 

50 
 

 

 

 

 

 

 

 

⑤ 投稿一覧は 6 件表示されています。6 件以上を表示する場合は、下部の「続きを見る（～6 まで

表示中／全〇件）」をクリックしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥ 表示件数を 6 件に戻す場合は、「表示件数をリセット」をクリックしてください。 

 

 

 

 

 

 

⑦ ページのトップへ戻る場合は、「ページトップへ」をクリックしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 平成 28 年 4 月から掲示板のカテゴリは以下の 3 種類になります。 

要望・アイデア、新製品や技術、お知らせ 

※ 平成 28 年 3 月以前のフリートーク、団体の取組、研修やシンポジウム、アンケー

ト、厚生労働省の取組、NEDO の福祉用具ロボットなどのカテゴリはお知らせに統

合しました。 

続きを見るをクリックしてく

ださい。 

12 件表示されま

す。 

※ 件数は 6 件ごとに増えていきます。 

ページトップへをクリックして

ください。 

表示件数をリセットをクリックしてくだ

さい。 
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③ 「お知らせ」の投稿内容を見る場合、「お知らせ」タブをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ 色がついているタブをクリックすると、投稿一覧から削除されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

タブをクリックすると緑色になり、

投稿一覧に「新製品や技術」も表

示されます。 

タブをクリックするとオレンジ色

になり、投稿一覧に「お知ら

せ」も表示されます。 

タブをクリックすると灰色にな

り、投稿一覧から「お知らせ」

が削除されます。 

 

50 
 

 

 

 

 

 

 

 

⑤ 投稿一覧は 6 件表示されています。6 件以上を表示する場合は、下部の「続きを見る（～6 まで

表示中／全〇件）」をクリックしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥ 表示件数を 6 件に戻す場合は、「表示件数をリセット」をクリックしてください。 

 

 

 

 

 

 

⑦ ページのトップへ戻る場合は、「ページトップへ」をクリックしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 平成 28 年 4 月から掲示板のカテゴリは以下の 3 種類になります。 

要望・アイデア、新製品や技術、お知らせ 

※ 平成 28 年 3 月以前のフリートーク、団体の取組、研修やシンポジウム、アンケー

ト、厚生労働省の取組、NEDO の福祉用具ロボットなどのカテゴリはお知らせに統

合しました。 

続きを見るをクリックしてく

ださい。 

12 件表示されま

す。 

※ 件数は 6 件ごとに増えていきます。 

ページトップへをクリックして

ください。 

表示件数をリセットをクリックしてくだ

さい。 
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51 
 

５． 投稿内容を見る 

 

① 投稿内容の文章の最後の「全て表示」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 全文が表示されます。画像をクリックすると、登録されている画像サイズで表示されます。 

元に戻す時は、「↑」をクリックしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全て表示をクリック

すると、全文が表示

↑をクリックすると、元に戻り

ます。 

※ 投稿番号は事務局へのお問い合わせ等にご利用ください。 

投稿者名（投稿日時/投稿番

号/都道府県）が表示されま

閉じる時は「✕」をクリックしてく

ださい。 

 

52 
 

６． フリーワードで検索する 

 
① フリーワード検索に検索する文字を入力し、検索ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 検索した結果が一覧に表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

検索する文字を入力し、検索ボタンをクリッ

クします。 

検索結果の件数に

なります。 

※ フリーワード検索対象項目は、「話題名」「投稿内容」「投稿番号」「投稿日時」「投稿

者名」「都道府県」になります。 

※ 複数ワードを検索する場合は、文字と文字に空白を入れてください。 

例）車椅子 ハンドル

検索したキーワードを表示し

ます。 

何も入力しないで、検索ボタンをクリックした場合、

「これは必須フィールドです」と表示されますので、

必ずフリーワードを入力後、検索ボタンをクリックし

てください。 
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51 
 

５． 投稿内容を見る 

 

① 投稿内容の文章の最後の「全て表示」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 全文が表示されます。画像をクリックすると、登録されている画像サイズで表示されます。 

元に戻す時は、「↑」をクリックしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全て表示をクリック

すると、全文が表示

↑をクリックすると、元に戻り

ます。 

※ 投稿番号は事務局へのお問い合わせ等にご利用ください。 

投稿者名（投稿日時/投稿番

号/都道府県）が表示されま

閉じる時は「✕」をクリックしてく

ださい。 

 

52 
 

６． フリーワードで検索する 

 
① フリーワード検索に検索する文字を入力し、検索ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 検索した結果が一覧に表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

検索する文字を入力し、検索ボタンをクリッ

クします。 

検索結果の件数に

なります。 

※ フリーワード検索対象項目は、「話題名」「投稿内容」「投稿番号」「投稿日時」「投稿

者名」「都道府県」になります。 

※ 複数ワードを検索する場合は、文字と文字に空白を入れてください。 

例）車椅子 ハンドル

検索したキーワードを表示し

ます。 

何も入力しないで、検索ボタンをクリックした場合、

「これは必須フィールドです」と表示されますので、

必ずフリーワードを入力後、検索ボタンをクリックし

てください。 
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７． キーワードで検索する 

 

① キーワード検索する項目をチェックし、検索ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

検索する項目をチェックし、ボタンをクリック

します。 

キーワードは複数選択できます。 

検索ボタンをクリック

検索ボタンをクリック

します。 

 

54 
 

 

 

 

  全選択を行う場合は、タイトルボタンをクリックしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  全選択を解除する場合は、タイトルボタンをクリックしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

タイトルをクリックし

ます

タイトルをクリックし

ます。 

OK をクリック

します。 

キーワードが全選択された

のを確認し、検索ボタンをク

リックしてください。 

※ 「場面」「福祉用具」「事項」のタイトルをクリックすると、「全選択」「全解除」できます。 
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７． キーワードで検索する 

 

① キーワード検索する項目をチェックし、検索ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

検索する項目をチェックし、ボタンをクリック

します。 

キーワードは複数選択できます。 

検索ボタンをクリック

検索ボタンをクリック

します。 

 

54 
 

 

 

 

  全選択を行う場合は、タイトルボタンをクリックしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  全選択を解除する場合は、タイトルボタンをクリックしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

タイトルをクリックし

ます

タイトルをクリックし

ます。 

OK をクリック

します。 

キーワードが全選択された

のを確認し、検索ボタンをク

リックしてください。 

※ 「場面」「福祉用具」「事項」のタイトルをクリックすると、「全選択」「全解除」できます。 
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55 
 

② 検索した結果が一覧に表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 検索結果をリセットする場合は、「検索リセット」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅳ． 新規投稿 

 
１． 新規に投稿する 

① 「新規投稿はこちら」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

検索結果の件数に

なります。 

新規投稿はこちらをクリッ

クします。 

検索リセットをクリッ

クします。 

検索したキーワードを表示し

ます。 

 

56 
 

② 新規投稿画面が表示されますので、投稿内容を入力してください。 

   ※必須項目は必ず入力してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

入力に不備がある場合、ボ

タンをクリックできません。 

入力が完了すると、ボ

タンをクリックすること

クリックすると、「全選択」に

なります。 

クリックすると、「全選択」に

なります。 

クリックすると、「全選択」に

なります。 

クリックするとメールソフトが起動し

ます。 

クリックすると、「全選択」に

なります。 
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② 検索した結果が一覧に表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 検索結果をリセットする場合は、「検索リセット」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅳ． 新規投稿 

 
１． 新規に投稿する 

① 「新規投稿はこちら」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

検索結果の件数に

なります。 

新規投稿はこちらをクリッ

クします。 

検索リセットをクリッ

クします。 

検索したキーワードを表示し

ます。 

 

56 
 

② 新規投稿画面が表示されますので、投稿内容を入力してください。 

   ※必須項目は必ず入力してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

入力に不備がある場合、ボ

タンをクリックできません。 

入力が完了すると、ボ

タンをクリックすること

クリックすると、「全選択」に

なります。 

クリックすると、「全選択」に

なります。 

クリックすると、「全選択」に

なります。 

クリックするとメールソフトが起動し

ます。 

クリックすると、「全選択」に

なります。 
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57 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 入力後、「投稿する」をクリックします。 

 

④ 投稿に関する注意・禁止事項が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

⑤ 「投稿に関する注意・禁止事項に同意して」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥ 「投稿する」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 添付可能な画像は、拡張子がｊｐｇ、gif、pngで、ファイルサイズは3MBまでとなりま

す。 

※ 投稿内容とは無関係な画像は添付しないでください。（当協会が無関係と判断し

た場合、ファイルを削除する場合があります） 

※ 投稿者名はハンドルネームでも構いません。 

※ メールアドレスはテクノエイド協会との連絡用になります。画面には表示されませ

ん。 

投稿するをクリック

します。 

 

58 
 

⑦ 投稿一覧の一番上に NEW！と表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅴ． 投稿内容 

 
１． 投稿内容にコメントする 

 

① 投稿内容の中の「コメントする」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

投稿一覧の一番上に表示

されます。 

コメントするをクリック

します。 
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57 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 入力後、「投稿する」をクリックします。 

 

④ 投稿に関する注意・禁止事項が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

⑤ 「投稿に関する注意・禁止事項に同意して」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥ 「投稿する」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 添付可能な画像は、拡張子がｊｐｇ、gif、pngで、ファイルサイズは3MBまでとなりま

す。 

※ 投稿内容とは無関係な画像は添付しないでください。（当協会が無関係と判断し

た場合、ファイルを削除する場合があります） 

※ 投稿者名はハンドルネームでも構いません。 

※ メールアドレスはテクノエイド協会との連絡用になります。画面には表示されませ

ん。 

投稿するをクリック

します。 

 

58 
 

⑦ 投稿一覧の一番上に NEW！と表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅴ． 投稿内容 

 
１． 投稿内容にコメントする 

 

① 投稿内容の中の「コメントする」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

投稿一覧の一番上に表示

されます。 

コメントするをクリック

します。 
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59 
 

 

②  新規投稿画面が表示されますので、投稿内容を入力してください。 

   ※必須項目は必ず入力してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

入力が完了すると、ボ

タンをクリックすること

ができます。 

※ 添付可能な画像は、拡張子がｊｐｇ、gif、png で、ファイルサイズは 3MB までとなり

ます。 

※ 投稿内容とは無関係な画像は添付しないでください。（当協会が無関係と判断し

た場合、ファイルを削除する場合があります） 

※ 投稿者名はハンドルネームでも構いません。 

※ メールアドレスはテクノエイド協会との連絡用になります。画面には表示されませ

ん。 

入力に不備がある場

合、ボタンをクリックで

きません。 

 

60 
 

③ 入力後、「投稿する」をクリックします。 

 

④ 投稿に関する注意・禁止事項が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

⑤ 「投稿に関する注意・禁止事項に同意して」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥ 「投稿する」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

投稿するをクリック
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59 
 

 

②  新規投稿画面が表示されますので、投稿内容を入力してください。 

   ※必須項目は必ず入力してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

入力が完了すると、ボ

タンをクリックすること

ができます。 

※ 添付可能な画像は、拡張子がｊｐｇ、gif、png で、ファイルサイズは 3MB までとなり

ます。 

※ 投稿内容とは無関係な画像は添付しないでください。（当協会が無関係と判断し

た場合、ファイルを削除する場合があります） 

※ 投稿者名はハンドルネームでも構いません。 

※ メールアドレスはテクノエイド協会との連絡用になります。画面には表示されませ

ん。 

入力に不備がある場

合、ボタンをクリックで

きません。 

 

60 
 

③ 入力後、「投稿する」をクリックします。 

 

④ 投稿に関する注意・禁止事項が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

⑤ 「投稿に関する注意・禁止事項に同意して」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥ 「投稿する」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

投稿するをクリック
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61 
 

⑦ 投稿されたコメントが表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑧ 「戻る」をクリックし、トップ画面に戻ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑨ NEW！と表示され、件数が増えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

投稿されたコメント

が表示されます。 

戻るをクリックしま

す。 

コメント数が増えます。 

 

62 
 

 ２． 投稿内容に賛成する 

 

① 投稿内容の中の「賛成する」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 賛成するの件数が増えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ３． 不適切利用を通知する 

 
① 投稿内容の中の「不適切利用を通知」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

賛成するをクリックし

ます。 

賛成数が増えま

す。 

不適切利用を通知をクリッ

クします。 
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61 
 

⑦ 投稿されたコメントが表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑧ 「戻る」をクリックし、トップ画面に戻ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑨ NEW！と表示され、件数が増えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

投稿されたコメント

が表示されます。 

戻るをクリックしま

す。 

コメント数が増えます。 

 

62 
 

 ２． 投稿内容に賛成する 

 

① 投稿内容の中の「賛成する」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 賛成するの件数が増えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ３． 不適切利用を通知する 

 
① 投稿内容の中の「不適切利用を通知」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

賛成するをクリックし

ます。 

賛成数が増えま

す。 

不適切利用を通知をクリッ

クします。 
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63 
 

② 新規投稿画面が表示されますので、投稿内容を入力してください。 

   ※必須項目は必ず入力してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

入力に不備がある場

合、ボタンをクリックで

きません。 

入力が完了すると、ボ

タンをクリックすること

ができます。 

 

64 
 

③ 入力後、「通知する」をクリックします。 

 

④ 注意事項を確認し、「通知する」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

⑤ 投稿内容が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅵ． お問い合わせ先 

 
 
【お問い合わせ先】 

公益財団法人テクノエイド協会 企画部 

担当：谷田・五島 

電話：03-3266-6883  ＦＡＸ：03-3266-6885 

メール：needs@techno-aids.or.jp 

通知するをクリック
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63 
 

② 新規投稿画面が表示されますので、投稿内容を入力してください。 

   ※必須項目は必ず入力してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

入力に不備がある場

合、ボタンをクリックで

きません。 

入力が完了すると、ボ

タンをクリックすること

ができます。 

 

64 
 

③ 入力後、「通知する」をクリックします。 

 

④ 注意事項を確認し、「通知する」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

⑤ 投稿内容が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅵ． お問い合わせ先 

 
 
【お問い合わせ先】 

公益財団法人テクノエイド協会 企画部 

担当：谷田・五島 

電話：03-3266-6883  ＦＡＸ：03-3266-6885 

メール：needs@techno-aids.or.jp 

通知するをクリック
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２．Ｈ．Ｃ．Ｒ２０１５で募集を行った配布チラシ 
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65 
 

２．Ｈ．Ｃ．Ｒ２０１５で募集を行った配布チラシ 
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68 

４
．
こ
れ
ま
で
に
寄
せ
ら
れ
た
ご
意
見
・
ア
イ
デ
ア

 
投

稿
 

N
o
. 

利
用

対
象

者
等

記
入

者
の

区
分

 
話

題
名

 
投

稿
内

容
 

1
 

 
 

 
 

『
福

祉
用

具
ニ

ー
ズ

情
報

収
集

・
提

供
シ

ス
テ

ム
』

開
設

の
お

知
ら

せ
 

こ
の

度
、

財
団

法
人

テ
ク

ノ
エ

イ
ド

協
会

で
は

、
福

祉
用

具
ニ

ー
ズ

情
報

収
集

・
提

供
シ

ス
テ

ム
を

開
設

致
し

ま
し

た
。

こ
の

シ
ス

テ
ム

は
、

障
害

を
お

持
ち

の
方

や
介

護
さ

れ
る

方
な

ど
か

ら
、

福
祉

用
具

に
対

す
る

ご
意

見
や

ご
要

望
、

お
困

り
事

な
ど

の
お

声
を

お
聞

き
し

、

障
害

者
や

高
齢

者
福

祉
の

現
場

に
お

い
て

、
真

に
必

要
と

さ
れ

て
い

る
福

祉
用

具
の

研
究

開
発

、
普

及
の

促
進

に
役

立
て

る
も

の
で

あ
り

ま
す

。
 

｢
ご

意
見

｣
で

は
、

こ
ん

な
こ

と
に

困
っ

て
い

る
、

こ
ん

な
用

具
は

開
発

で
き

な
い

の
か

な
ど

、
自

由
な

ご
意

見
を

登
録

く
だ

さ
い

。
 

｢
談

話
室

（
お

知
ら

せ
）

｣
で

は
、

福
祉

用
具

に
関

係
す

る
ト

ピ
ッ

ク
を

５
つ

用
意

し
て

い
ま

す
。

福
祉

用
具

に
関

係
す

る
話

題
の

掲
示

版

と
し

て
、

個
人

、
団

体
を

問
わ

ず
ど

な
た

で
も

自
由

に
ご

利
用

く
だ

さ
い

。
 

｢メ
ー

ル
登

録
｣
で

は
、

予
め

設
定

し
た

キ
ー

ワ
ー

ド
の

書

き
込

み
が

｢
ご

意
見

｣
や

｢
談

話
室

｣
に

登
録

さ
れ

し
だ

い
メ

ー
ル

に
て

自
動

に
お

知
ら

せ
し

ま
す

。
多

く
の

方
々

に
本

シ
ス

テ
ム

を
利

用
し

て
い

た
だ

き
、

良
質

な
福

祉
用

具
の

研
究

開
発

と
適

切
な

普
及

が
促

進
さ

れ
る

こ
と

を
願

っ
て

お
り

ま
す

。
 

2
 

高
齢

者
用

 
利

用
者

の
家

族
 

祖
母

の
紙

お
む

つ
 

福
岡

県
に

住
む

専
業

主
婦

(5
9

歳
)で

す
。

知
り

合
い

の
施

設
関

係
者

か
ら

こ
の

サ
イ

ト
の

こ
と

を
聞

き
、

投
稿

し
ま

し
た

。
 

現
在

、
祖

母
(8

0
歳

)は
紙

お
む

つ
を

し
て

い
る

の
で

す
が

、
そ

の
デ

ザ
イ

ン
や

自
身

の
プ

ラ
イ

ド
か

ら
紙

お
む

つ
を

身
に

つ
け

た
く

な

い
と

い
つ

も
訴

え
ま

す
。

た
だ

、
お

む
つ

を
し

な
い

と
大

変
な

こ
と

に
な

る
た

め
、

家
族

と
し

て
も

悩
ん

で
い

ま
す

。
 

※
祖

母
は

外
出

時
の

み
電

動
車

い
す

を
使

っ
て

い
ま

す
が

比
較

的
健

康
で

す
。

良
い

デ
ザ

イ
ン

の
紙

お
む

つ
を

探
し

て
い

け
ば

い
い

の
か

（
そ

の
よ

う
な

紙
お

む
つ

が
あ

る
か

も
わ

か
り

ま
せ

ん
が

…
）

、
祖

母
に

納
得

し
て

も
ら

え
る

よ
う

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

続
け

て
い

け
ば

良
い

の
か

（
そ

の
場

合
、

ど
の

よ
う

な
話

を
し

て
い

け
ば

良
い

の
か

）
も

わ
か

り
ま

せ
ん

。
 

こ
こ

の
ト

ピ
ッ

ク
に

書
き

込
ん

で
よ

い
の

か
わ

か
り

ま
せ

ん
で

し
た

が
、

よ
ろ

し
け

れ
ば

ア
ド

バ
イ

ス
な

ど
を

頂
け

な
い

で
し

ょ
う

か
。
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68 

４
．
こ
れ
ま
で
に
寄
せ
ら
れ
た
ご
意
見
・
ア
イ
デ
ア

 
投

稿
 

N
o
. 

利
用

対
象

者
等

記
入

者
の

区
分

 
話

題
名

 
投

稿
内

容
 

1
 

 
 

 
 

『
福

祉
用

具
ニ

ー
ズ

情
報

収
集

・
提

供
シ

ス
テ

ム
』

開
設

の
お

知
ら

せ
 

こ
の

度
、

財
団

法
人

テ
ク

ノ
エ

イ
ド

協
会

で
は

、
福

祉
用

具
ニ

ー
ズ

情
報

収
集

・
提

供
シ

ス
テ

ム
を

開
設

致
し

ま
し

た
。

こ
の

シ
ス

テ
ム

は
、

障
害

を
お

持
ち

の
方

や
介

護
さ

れ
る

方
な

ど
か

ら
、

福
祉

用
具

に
対

す
る

ご
意

見
や

ご
要

望
、

お
困

り
事

な
ど

の
お

声
を

お
聞

き
し

、

障
害

者
や

高
齢

者
福

祉
の

現
場

に
お

い
て

、
真

に
必

要
と

さ
れ

て
い

る
福

祉
用

具
の

研
究

開
発

、
普

及
の

促
進

に
役

立
て

る
も

の
で

あ
り

ま
す

。
 

｢
ご

意
見

｣
で

は
、

こ
ん

な
こ

と
に

困
っ

て
い

る
、

こ
ん

な
用

具
は

開
発

で
き

な
い

の
か

な
ど

、
自

由
な

ご
意

見
を

登
録

く
だ

さ
い

。
 

｢
談

話
室

（
お

知
ら

せ
）

｣
で

は
、

福
祉

用
具

に
関

係
す

る
ト

ピ
ッ

ク
を

５
つ

用
意

し
て

い
ま

す
。

福
祉

用
具

に
関

係
す

る
話

題
の

掲
示

版

と
し

て
、

個
人

、
団

体
を

問
わ

ず
ど

な
た

で
も

自
由

に
ご

利
用

く
だ

さ
い

。
 

｢メ
ー

ル
登

録
｣
で

は
、

予
め

設
定

し
た

キ
ー

ワ
ー

ド
の

書

き
込

み
が

｢
ご

意
見

｣
や

｢
談

話
室

｣
に

登
録

さ
れ

し
だ

い
メ

ー
ル

に
て

自
動

に
お

知
ら

せ
し

ま
す

。
多

く
の

方
々

に
本

シ
ス

テ
ム

を
利

用
し

て
い

た
だ

き
、

良
質

な
福

祉
用

具
の

研
究

開
発

と
適

切
な

普
及

が
促

進
さ

れ
る

こ
と

を
願

っ
て

お
り

ま
す

。
 

2
 

高
齢

者
用

 
利

用
者

の
家

族
 

祖
母

の
紙

お
む

つ
 

福
岡

県
に

住
む

専
業

主
婦

(5
9

歳
)で

す
。

知
り

合
い

の
施

設
関

係
者

か
ら

こ
の

サ
イ

ト
の

こ
と

を
聞

き
、

投
稿

し
ま

し
た

。
 

現
在

、
祖

母
(8

0
歳

)は
紙

お
む

つ
を

し
て

い
る

の
で

す
が

、
そ

の
デ

ザ
イ

ン
や

自
身

の
プ

ラ
イ

ド
か

ら
紙

お
む

つ
を

身
に

つ
け

た
く

な

い
と

い
つ

も
訴

え
ま

す
。

た
だ

、
お

む
つ

を
し

な
い

と
大

変
な

こ
と

に
な

る
た

め
、

家
族

と
し

て
も

悩
ん

で
い

ま
す

。
 

※
祖

母
は

外
出

時
の

み
電

動
車

い
す

を
使

っ
て

い
ま

す
が

比
較

的
健

康
で

す
。

良
い

デ
ザ

イ
ン

の
紙

お
む

つ
を

探
し

て
い

け
ば

い
い

の
か

（
そ

の
よ

う
な

紙
お

む
つ

が
あ

る
か

も
わ

か
り

ま
せ

ん
が

…
）

、
祖

母
に

納
得

し
て

も
ら

え
る

よ
う

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

続
け

て
い

け
ば

良
い

の
か

（
そ

の
場

合
、

ど
の

よ
う

な
話

を
し

て
い

け
ば

良
い

の
か

）
も

わ
か

り
ま

せ
ん

。
 

こ
こ

の
ト

ピ
ッ

ク
に

書
き

込
ん

で
よ

い
の

か
わ

か
り

ま
せ

ん
で

し
た

が
、

よ
ろ

し
け

れ
ば

ア
ド

バ
イ

ス
な

ど
を

頂
け

な
い

で
し

ょ
う

か
。
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平
成

２
１

年
度

障
害

者
自

立
支

援
機

器
等

研
究

開
発

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
試

作
機

器
の

展
示

と
デ

モ
 

拝
啓

、
福

祉
工

学
専

門
官

（
2

0
0

8
年

1
0

月
１

日
新

設
の

ポ
ス

ト
）

の
小

野
と

申
し

ま
す

。
障

害
者

の
支

援
機

器
の

研
究

開
発

、
普

及
等

に
係

わ
っ

て
お

り
ま

す
。

ご
連

絡
が

間
際

に
な

り
申

し
訳

あ
り

ま
せ

ん
が

、
関

係
当

事
者

の
方

々
に

可
能

な
範

囲
で

ご
覧

に
な

っ
て

い
た

だ
き

た
く

、
ご

連
絡

申
し

上
げ

ま
す

。
ご

関
心

の
あ

る
方

々
が

お
ら

れ
ま

し
た

ら
、

ご
案

内
い

た
だ

け
る

と
幸

い
で

す
。

ご
案

内
は

、

以
下

の
厚

労
省

の
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
に

も
掲

載
さ

れ
て

お
り

ま
す

。
 

h
tt

p
:/

/
w

w
w

.m
h

lw
.g

o
.jp

/
b

u
n

ya
/
s
h

o
u

g
a
ih

o
k
e
n

/
o
th

e
r/

jir
it
s
u

0
6

.h
tm

l 

今
回

の
機

器
展

示
、

デ
モ

ン
ス

ト
レ

ー
シ

ョ
ン

は
、

当
事

者
を

支
援

す
る

目
的

で
研

究
開

発
中

（
2

0
0

9
年

度
単

年
度

）
の

試
作

機
で

す
。

実
用

化
に

向
け

て
忌

憚
の

な
い

ア
ド

バ
イ

ス
等

を
い

た
だ

き
き

、
ま

た
技

術
の

一
端

を
知

っ
て

新
た

な
支

援
機

器
等

に
関

す
る

ご
提

案
の

参
考

と
し

て
い

た
だ

け
る

と
有

り
難

い
で

す
。

試
作

機
は

一
部

テ
レ

ビ
に

て
報

道
さ

れ
ま

し
た

が
、

本
邦

初
で

、
従

来
に

な
い

機
器

が
ほ

と
ん

ど
で

す
。

会
場

は
厚

生
労

働
省

の
会

議
室

で
す

。
通

常
、

あ
ら

か
じ

め
本

省
に

入
る

た
め

の
事

前
登

録
が

必
要

で
す

。
事

前
登

録
を

さ
れ

、
当

日
体

調
な

ど
の

事
情

に
よ

り
ご

参
加

さ
れ

な
く

と
も

か
ま

い
ま

せ
ん

。
事

前
登

録
は

、
自

立
支

援
振

興
室

で
行

い
ま

す
の

で
、

別
紙

２
の

申
し

込
み

手
順

に
従

っ
て

参
加

希
望

者
は

お
名

前
な

ど
の

ご
連

絡
を

お
願

い
し

ま
す

。
 

皆
様

の
熱

意
と

暖
か

い
ご

支
援

が
、

よ
り

良
い

支
援

機
器

の
研

究
開

発
、

実
用

化
の

促
進

の
第

一
歩

に
つ

な
が

り
ま

す
。

ご
無

理
の

な
い

範
囲

で
よ

ろ
し

く
お

願
い

い
た

し
ま

す
。

な
お

、
マ

ス
コ

ミ
に

も
知

ら
せ

る
の

で
、

報
道

さ
れ

る
か

も
知

れ
ま

せ
ん

。
 

敬
具

 

4
 

肢
体

障
害

者
用

 
開

発
メ

ー
カ

 
自

立
す

る
杖

フ
ェ

レ

ッ
ト

 

手
を

離
し

て
も

立
つ

杖
は

、
役

に
立

つ
。

Ｗ
Ｂ

Ｓ
ト

レ
た

ま
・

Ｎ
Ｈ

Ｋ
い

っ
と

６
け

ん
・

ぶ
ら

り
途

中
下

車
の

旅
で

紹
介

さ
れ

ま
し

た
。

 

利
用

者
の

多
く

が
、

室
内

で
利

用
し

て
い

ま
す

。
 

特
徴

 
 

●
前

方
に

車
輪

が
2

つ
、

後
方

に
ウ

レ
タ

ン
ブ

レ
ー

キ
 

3
点

で
自

立
し

ま
す

。
 

●
杖

を
持

ち
上

げ
ず

に
車

を
転

が
し

て
進

め
る

。
 

●
小

さ
な

袋
を

ぶ
ら

提
げ

る
フ

ッ
ク

が
あ

る
。

車
が

付
い

て
い

ま
す

が
、

ズ
ル

ズ
ル

転
が

ら
な

い
。

 

●
ア

ル
ミ

フ
レ

ー
ム

約
８

５
０

g
 
 
 

●
サ

イ
ズ

 
Ｓ

・
Ｍ

・
Ｌ

 
/
７

５
・

８
０

・
８

５
ｃ

ｍ
 

ペ
ッ

ト
の

フ
ェ

レ
ッ

ト
と

散
歩

を
、

イ
メ

ー
ジ

し
て

い
ま

す
。

 

高
齢

者
の

楽
し

い
歩

行
に

、
歩

行
補

助
具

 
フ

ェ
レ

ッ
ト

杖
。
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聴
覚

障
害

者
用

 
流

通
メ

ー
カ

 
地

デ
ジ

対
応

ラ
ジ

オ

（
音

声
ガ

イ
ド

付
き

な
ど

）
・

チ
ュ

ー
ナ

ー
に

つ
い

て
 

地
デ

ジ
対

応
ラ

ジ
オ

が
話

題
に

で
て

お
り

ま
す

が
、

す
で

に
名

刺
サ

イ
ズ

の
商

品
で

下
記

の
も

の
が

あ
り

ま
す

。
ソ

ニ
ー

 
ワ

ン
セ

グ
対

応
F
M

ス
テ

レ
オ

／
A

M
ラ

ジ
オ

 
※

※
※

-
※

※
※

W
E

B
検

索
で

調
べ

る
と

現
時

点
（

2
0

1
0

/
0

3
/
2

3
）

で
最

安
値

1
6

9
8

0
円

で
す

。
い

ず
れ

に
せ

よ
、

携
帯

ラ
ジ

オ
の

よ
う

に
持

ち
運

び
し

た
い

と
な

る
と

、
ワ

ン
セ

グ
が

映
る

場
所

で
な

い
と

利
用

で
き

ま
せ

ん
。

家
庭

に
お

い
て

通
常

T
V

は
、

ア
ン

テ
ナ

と
接

続
さ

れ
て

い
る

か
、

ケ
ー

ブ
ル

T
V

に
よ

り
地

上
デ

ジ
タ

ル
放

送
を

受
信

し
て

い
る

と
思

い
ま

す
。

上
記

の
機

種
を

お
使

い
の

方
や

、
携

帯
電

話
を

地
デ

ジ
対

応
ラ

ジ
オ

の
よ

う
に

お
使

い
の

方
、

ま
た

上
記

で
は

不
足

と
思

わ
れ

る
方

は
、

感
想

や
ア

ド
バ

イ
ス

、
コ

メ
ン

ト
な

ど
い

た
だ

け
る

と
幸

い
で

す
。

な
お

、
パ

ソ
コ

ン
を

お
持

ち
の

方
で

あ
れ

ば
、

1
5

0
0

0

円
位

で
、

パ
ソ

コ
ン

に
接

続
し

ワ
ン

セ
グ

が
入

る
よ

う
に

す
る

機
器

が
販

売
さ

れ
て

い
ま

す
。

 

7
 

 
 

 
 

セ
ミ

ナ
ー

「
重

度
障

害
者

用
意

思
伝

達
装

置
の

基
礎

知
識

」
 

日
本

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
工

学
協

会
は

、
４

月
１

５
日

～
１

７
日

に
大

阪
南

港
の

イ
ン

テ
ッ

ク
ス

大
阪

で
開

催
さ

れ
る

バ
リ

ア
フ

リ
ー

2
0

1
0

の
バ

リ
ア

フ
リ

ー
・

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
で

「
重

度
障

害
者

用
意

志
伝

達
装

置
の

基
礎

知
識

～
現

状
と

今
後

の
展

望
～

」
を

開
催

し
ま

す
。

内
容

は
、

平
成

2
0

／
2

1
年

度
の

障
害

者
自

立
支

援
調

査
研

究
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

成
果

で
あ

る
「

重
度

障
害

者
用

意
思

伝
達

装
置

」
を

安
定

し
て

使
い

続
け

る
た

め
に

必
要

な
、

適
切

な
機

種
選

択
、

操
作

ス
イ

ッ
チ

の
選

定
・

適
合

時
の

ポ
イ

ン
ト

や
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

、
困

難
事

例
な

ど
、

公
正

・
適

切
な

判
定

の
た

め
の

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

概
要

に
つ

い
て

解
説

し
ま

す
。

 

講
師

は
中

部
学

院
大

学
准

教
授

の
井

村
保

氏
で

す
。

４
月

１
７

日
（

土
）

１
０

：
３

０
～

１
１

：
３

０
 

第
一

会
場

で
す

。
聴

講
無

料
で

当
日

会
場

受
付

（
先

着
１

０
０

名
）

で
す

。
な

お
、

バ
リ

ア
フ

リ
ー

2
0

1
0

で
は

他
に

も
い

ろ
い

ろ
が

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
や

セ
ミ

ナ
ー

が
行

わ
れ

ま
す

。
詳

し
く

は
、

 

h
tt

p
:/

/
w

w
w

.it
p

.g
r.
jp

/b
f/

in
d

e
x
.h

tm
lを

ご
覧

く
だ

さ
い

。
 

8
 

肢
体

障
害

者
用

 
利

用
者

の
家

族
 

脳
波

を
利

用
し

た
意

思
伝

達
装

置
 

【
何

か
の

記
事

で
、

脳
波

を
利

用
し

（
確

か
･
･
･
）

そ
の

人
が

思
っ

て
い

る
こ

と
を

P
C

の
画

面
上

で
文

章
に

な
っ

て
現

れ
る

装
置

が
研

究
さ

れ
て

い
る

と
あ

り
ま

し
た

。
そ

の
よ

う
な

装
置

が
、

福
祉

用
具

と
し

て
開

発
さ

れ
る

予
定

は
な

い
の

で
し

ょ
う

か
？

】
 

上
記

に
関

連
し

、
本

年
度

の
厚

労
省

の
補

正
予

算
で

開
発

、
試

作
さ

れ
た

機
器

の
プ

レ
ス

発
表

が
3

/
2

9
に

あ
り

ま
し

た
。

3
/
3

0
の

朝
日

新
聞

に
も

掲
載

さ
れ

た
の

で
ご

覧
に

な
ら

れ
た

方
も

お
ら

れ
る

と
思

い
ま

す
。

 

詳
細

は
、

以
下

を
ご

覧
下

さ
い

。

h
tt

p
:/

/
w

w
w

.a
is

t.
g
o
.jp

/
a
is

t_
j/

p
re

s
s
_
re

le
a
s
e
/
p
r2

0
1

0
/
p
r2

0
1

0
0

3
2

9
/
p
r2

0
1

0
0

3
2

9
.h

tm
l 

ま
た

、
脳

波
利

用
で

機
器

を
操

作
す

る
研

究
は

、
多

く
の

大
学

・
研

究
機

関
な

ど
で

行
わ

れ
て

い
ま

す
。
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平
成

２
１

年
度

障
害

者
自

立
支

援
機

器
等

研
究

開
発

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
試

作
機

器
の

展
示

と
デ

モ
 

拝
啓

、
福

祉
工

学
専

門
官

（
2

0
0

8
年

1
0

月
１

日
新

設
の

ポ
ス

ト
）

の
小

野
と

申
し

ま
す

。
障

害
者

の
支

援
機

器
の

研
究

開
発

、
普

及
等

に
係

わ
っ

て
お

り
ま

す
。

ご
連

絡
が

間
際

に
な

り
申

し
訳

あ
り

ま
せ

ん
が

、
関

係
当

事
者

の
方

々
に

可
能

な
範

囲
で

ご
覧

に
な

っ
て

い
た

だ
き

た
く

、
ご

連
絡

申
し

上
げ

ま
す

。
ご

関
心

の
あ

る
方

々
が

お
ら

れ
ま

し
た

ら
、

ご
案

内
い

た
だ

け
る

と
幸

い
で

す
。

ご
案

内
は

、

以
下

の
厚

労
省

の
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
に

も
掲

載
さ

れ
て

お
り

ま
す

。
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l 

今
回

の
機

器
展

示
、

デ
モ

ン
ス

ト
レ

ー
シ

ョ
ン

は
、

当
事

者
を

支
援

す
る

目
的

で
研

究
開

発
中

（
2

0
0

9
年

度
単

年
度

）
の

試
作

機
で

す
。

実
用

化
に

向
け

て
忌

憚
の

な
い

ア
ド

バ
イ

ス
等

を
い

た
だ

き
き

、
ま

た
技

術
の

一
端

を
知

っ
て

新
た

な
支

援
機

器
等

に
関

す
る

ご
提

案
の

参
考

と
し

て
い

た
だ

け
る

と
有

り
難

い
で

す
。

試
作

機
は

一
部

テ
レ

ビ
に

て
報

道
さ

れ
ま

し
た

が
、

本
邦

初
で

、
従

来
に

な
い

機
器

が
ほ

と
ん

ど
で

す
。

会
場

は
厚

生
労

働
省

の
会

議
室

で
す

。
通

常
、

あ
ら

か
じ

め
本

省
に

入
る

た
め

の
事

前
登

録
が

必
要

で
す

。
事

前
登

録
を

さ
れ

、
当

日
体

調
な

ど
の

事
情

に
よ

り
ご

参
加

さ
れ

な
く

と
も

か
ま

い
ま

せ
ん

。
事

前
登

録
は

、
自

立
支

援
振

興
室

で
行

い
ま

す
の

で
、

別
紙

２
の

申
し

込
み

手
順

に
従

っ
て

参
加

希
望

者
は

お
名

前
な

ど
の

ご
連

絡
を

お
願

い
し

ま
す

。
 

皆
様

の
熱

意
と

暖
か

い
ご

支
援

が
、

よ
り

良
い

支
援

機
器

の
研

究
開

発
、

実
用

化
の

促
進

の
第

一
歩

に
つ

な
が

り
ま

す
。

ご
無

理
の

な
い

範
囲

で
よ

ろ
し

く
お

願
い

い
た

し
ま

す
。

な
お

、
マ

ス
コ

ミ
に

も
知

ら
せ

る
の

で
、

報
道

さ
れ

る
か

も
知

れ
ま

せ
ん

。
 

敬
具

 

4
 

肢
体

障
害

者
用

 
開

発
メ

ー
カ

 
自

立
す

る
杖

フ
ェ

レ

ッ
ト

 

手
を

離
し

て
も

立
つ

杖
は

、
役

に
立

つ
。

Ｗ
Ｂ

Ｓ
ト

レ
た

ま
・

Ｎ
Ｈ

Ｋ
い

っ
と

６
け

ん
・

ぶ
ら

り
途

中
下

車
の

旅
で

紹
介

さ
れ

ま
し

た
。

 

利
用

者
の

多
く

が
、

室
内

で
利

用
し

て
い

ま
す

。
 

特
徴

 
 

●
前

方
に

車
輪

が
2

つ
、

後
方

に
ウ

レ
タ

ン
ブ

レ
ー

キ
 

3
点

で
自

立
し

ま
す

。
 

●
杖

を
持

ち
上

げ
ず

に
車

を
転

が
し

て
進

め
る

。
 

●
小

さ
な

袋
を

ぶ
ら

提
げ

る
フ

ッ
ク

が
あ

る
。

車
が

付
い

て
い

ま
す

が
、

ズ
ル

ズ
ル

転
が

ら
な

い
。

 

●
ア

ル
ミ

フ
レ

ー
ム

約
８

５
０

g
 
 
 

●
サ

イ
ズ

 
Ｓ

・
Ｍ

・
Ｌ

 
/
７

５
・

８
０

・
８

５
ｃ

ｍ
 

ペ
ッ

ト
の

フ
ェ

レ
ッ

ト
と

散
歩

を
、

イ
メ

ー
ジ

し
て

い
ま

す
。

 

高
齢

者
の

楽
し

い
歩

行
に

、
歩

行
補

助
具

 
フ

ェ
レ

ッ
ト

杖
。
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6
 

聴
覚

障
害

者
用

 
流

通
メ

ー
カ

 
地

デ
ジ

対
応

ラ
ジ

オ

（
音

声
ガ

イ
ド

付
き

な
ど

）
・

チ
ュ

ー
ナ

ー
に

つ
い

て
 

地
デ

ジ
対

応
ラ

ジ
オ

が
話

題
に

で
て

お
り

ま
す

が
、

す
で

に
名

刺
サ

イ
ズ

の
商

品
で

下
記

の
も

の
が

あ
り

ま
す

。
ソ

ニ
ー

 
ワ

ン
セ

グ
対

応
F
M

ス
テ

レ
オ

／
A

M
ラ

ジ
オ

 
※

※
※

-
※

※
※

W
E

B
検

索
で

調
べ

る
と

現
時

点
（

2
0

1
0

/
0

3
/
2

3
）

で
最

安
値

1
6

9
8

0
円

で
す

。
い

ず
れ

に
せ

よ
、

携
帯

ラ
ジ

オ
の

よ
う

に
持

ち
運

び
し

た
い

と
な

る
と

、
ワ

ン
セ

グ
が

映
る

場
所

で
な

い
と

利
用

で
き

ま
せ

ん
。

家
庭

に
お

い
て

通
常

T
V

は
、

ア
ン

テ
ナ

と
接

続
さ

れ
て

い
る

か
、

ケ
ー

ブ
ル

T
V

に
よ

り
地

上
デ

ジ
タ

ル
放

送
を

受
信

し
て

い
る

と
思

い
ま

す
。

上
記

の
機

種
を

お
使

い
の

方
や

、
携

帯
電

話
を

地
デ

ジ
対

応
ラ

ジ
オ

の
よ

う
に

お
使

い
の

方
、

ま
た

上
記

で
は

不
足

と
思

わ
れ

る
方

は
、

感
想

や
ア

ド
バ

イ
ス

、
コ

メ
ン

ト
な

ど
い

た
だ

け
る

と
幸

い
で

す
。

な
お

、
パ

ソ
コ

ン
を

お
持

ち
の

方
で

あ
れ

ば
、

1
5

0
0

0

円
位

で
、

パ
ソ

コ
ン

に
接

続
し

ワ
ン

セ
グ

が
入

る
よ

う
に

す
る

機
器

が
販

売
さ

れ
て

い
ま

す
。

 

7
 

 
 

 
 

セ
ミ

ナ
ー

「
重

度
障

害
者

用
意

思
伝

達
装

置
の

基
礎

知
識

」
 

日
本

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
工

学
協

会
は

、
４

月
１

５
日

～
１

７
日

に
大

阪
南

港
の

イ
ン

テ
ッ

ク
ス

大
阪

で
開

催
さ

れ
る

バ
リ

ア
フ

リ
ー

2
0

1
0

の
バ

リ
ア

フ
リ

ー
・

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
で

「
重

度
障

害
者

用
意

志
伝

達
装

置
の

基
礎

知
識

～
現

状
と

今
後

の
展

望
～

」
を

開
催

し
ま

す
。

内
容

は
、

平
成

2
0

／
2

1
年

度
の

障
害

者
自

立
支

援
調

査
研

究
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

成
果

で
あ

る
「

重
度

障
害

者
用

意
思

伝
達

装
置

」
を

安
定

し
て

使
い

続
け

る
た

め
に

必
要

な
、

適
切

な
機

種
選

択
、

操
作

ス
イ

ッ
チ

の
選

定
・

適
合

時
の

ポ
イ

ン
ト

や
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

、
困

難
事

例
な

ど
、

公
正

・
適

切
な

判
定

の
た

め
の

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

概
要

に
つ

い
て

解
説

し
ま

す
。

 

講
師

は
中

部
学

院
大

学
准

教
授

の
井

村
保

氏
で

す
。

４
月

１
７

日
（

土
）

１
０

：
３

０
～

１
１

：
３

０
 

第
一

会
場

で
す

。
聴

講
無

料
で

当
日

会
場

受
付

（
先

着
１

０
０

名
）

で
す

。
な

お
、

バ
リ

ア
フ

リ
ー

2
0

1
0

で
は

他
に

も
い

ろ
い

ろ
が

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
や

セ
ミ

ナ
ー

が
行

わ
れ

ま
す

。
詳

し
く

は
、

 

h
tt

p
:/

/
w

w
w

.it
p

.g
r.
jp

/b
f/

in
d

e
x
.h

tm
lを

ご
覧

く
だ

さ
い

。
 

8
 

肢
体

障
害

者
用

 
利

用
者

の
家

族
 

脳
波

を
利

用
し

た
意

思
伝

達
装

置
 

【
何

か
の

記
事

で
、

脳
波

を
利

用
し

（
確

か
･
･
･
）

そ
の

人
が

思
っ

て
い

る
こ

と
を

P
C

の
画

面
上

で
文

章
に

な
っ

て
現

れ
る

装
置

が
研

究
さ

れ
て

い
る

と
あ

り
ま

し
た

。
そ

の
よ

う
な

装
置

が
、

福
祉

用
具

と
し

て
開

発
さ

れ
る

予
定

は
な

い
の

で
し

ょ
う

か
？

】
 

上
記

に
関

連
し

、
本

年
度

の
厚

労
省

の
補

正
予

算
で

開
発

、
試

作
さ

れ
た

機
器

の
プ

レ
ス

発
表

が
3

/
2

9
に

あ
り

ま
し

た
。

3
/
3

0
の

朝
日

新
聞

に
も

掲
載

さ
れ

た
の

で
ご

覧
に

な
ら

れ
た

方
も

お
ら

れ
る

と
思

い
ま

す
。

 

詳
細

は
、

以
下

を
ご

覧
下

さ
い

。

h
tt

p
:/

/
w

w
w

.a
is

t.
g
o
.jp

/
a
is

t_
j/

p
re

s
s
_
re

le
a
s
e
/
p
r2

0
1

0
/
p
r2

0
1

0
0

3
2

9
/
p
r2

0
1

0
0

3
2

9
.h

tm
l 

ま
た

、
脳

波
利

用
で

機
器

を
操

作
す

る
研

究
は

、
多

く
の

大
学

・
研

究
機

関
な

ど
で

行
わ

れ
て

い
ま

す
。
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肢
体

障
害

者
用

 
利

用
者

 
車

両
か

ら
車

い
す

を

認
識

し
て

も
ら

う
装

置
 

車
い

す
ユ

ー
ザ

ー
で

す
。

ポ
リ

オ
の

会
に

所
属

し
て

い
ま

す
。

 

車
イ

ス
の

会
員

が
交

通
事

故
に

あ
い

ま
し

た
。

 

ひ
じ

骨
折

に
全

身
打

撲
、

乗
っ

て
い

た
電

動
車

い
す

は
大

破
で

す
。

 

呼
吸

器
に

も
障

害
が

あ
る

人
で

す
が

、
 

呼
吸

器
の

扱
い

や
酸

素
の

事
や

ら
機

能
低

下
予

防
や

ら
対

応
も

う
ま

く
い

か
ず

、
意

識
不

明
で

の
搬

送
で

あ
っ

た
ら

命
を

落
と

さ
れ

た
か

も
し

れ
ま

せ
ん

。
 

場
所

は
新

宿
、

時
間

は
午

前
中

、
青

信
号

で
横

断
歩

道
を

渡
っ

て
い

る
時

、
右

折
車

に
は

ね
ら

れ
ま

し
た

。
 

あ
わ

や
！

と
い

う
思

い
は

私
自

身
も

そ
う

で
す

が
、

車
い

す
ユ

ー
ザ

ー
は

み
な

さ
ん

経
験

さ
れ

て
い

ま
す

。
 

道
路

横
断

時
の

右
折

車
、

左
折

車
、

そ
し

て
夜

間
で

は
道

路
全

般
で

。
 

何
か

、
車

両
等

か
ら

車
い

す
を

認
識

で
き

る
よ

う
な

装
置

が
必

要
か

と
思

い
ま

す
。

 

ぜ
ひ

、
ご

検
討

い
た

だ
け

ま
せ

ん
で

し
ょ

う
か

？
 

会
の

中
で

は
以

前
か

ら
、

車
い

す
に

Ｌ
Ｅ

Ｄ
点

灯
装

置
の

よ
う

な
も

の
を

つ
け

た
ら

ど
う

だ
ろ

う
か

と
い

う
意

見
も

出
て

い
ま

す
が

、
具

体
化

し
て

い
ま

せ
ん

。
個

人
的

に
は

、
今

回
の

事
故

が
昼

間
で

あ
っ

た
こ

と
を

考
え

る
と

、
Ｌ

Ｅ
Ｄ

で
は

不
十

分
な

よ
う

な
気

も
し

て
い

ま
す

。
ど

う
ぞ

よ
ろ

し
く

お
願

い
い

た
し

ま
す

。
 

1
0

 
高

齢
者

用
 

利
用

者
の

家
族

 
た

ち
あ

っ
ぷ

に
つ

い

て
 

※
※

※
の

高
さ

調
整

で
す

が
、

現
在

、
7

0
0

ｍ
ｍ

・
7

5
0

ｍ
ｍ

・
8

0
0

ｍ
ｍ

の
3

段
階

し
か

調
整

出
来

な
い

の
で

不
便

で
す

。
せ

め
て

2
0

ｍ
ｍ

刻
み

で
調

整
が

出
来

る
様

に
し

て
欲

し
い

も
の

で
す

。
穴

は
縦

に
穴

が
開

け
れ

な
い

の
な

ら
ば

、
ザ

グ
ザ

グ
に

穴
を

開
け

れ
ば

強
度

維
持

出
来

る
と

思
う

の
で

す
が

・
・

・
 

1
1

 
肢

体
障

害
者

用
 

開
発

メ
ー

カ
 

力
要

ら
ず

介
護

シ
ス

テ
ム

 

枕
交

換
可

能
な

力
が

あ
れ

ば
車

椅
子

、
洗

浄
お

む
つ

交
換

、
簡

易
入

浴
の

が
行

え
る

シ
ス

テ
ム

で
す

。
寝

た
ま

ま
で

体
を

左
右

に
移

動
可

能
に

す
る

新
方

式
の

移
動

方
法

を
使

用
し

て
い

ま
す

。
（

特
許

済
）

こ
の

シ
ス

テ
ム

の
開

発
に

は
埼

玉
県

の
経

営
革

新
計

画
の

承
認

を
受

け
、
ベ

ン
チ

ャ
ー

企
業

向
け

の
県

の
公

的
サ

ポ
ー

ト
を

受
け

な
が

ら
行

い
ま

し
た

。
シ

ス
テ

ム
の

詳
細

は
以

下
の

H
P

を
ご

覧
く

だ
さ

い
。

h
tt

p
:/

/
s
e
ri
z
a
w

a
.c

o
m

/
H

P
上

の
い

ろ
い

ろ
で

き
る

家
庭

介
護

用
シ

ス
テ

ム
の

他
に

、
施

設
向

き
の

リ
フ

ト
機

能
に

特
化

し
た

バ
ー

ジ
ョ

ン
も

ご
ざ

い
ま

す
の

で
、

お
問

い
合

わ
せ

く
だ

さ
い

。
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1
2

 
高

齢
者

用
 

福
祉

専
門

職
 

楽
匠

Ｓ
シ

リ
ー

ズ
の

オ
プ

シ
ョ

ン
に

つ
い

て
 

現
場

で
ベ

ッ
ド

を
選

定
す

る
際

に
思

う
事

で
す

が
、

男
性

で
身

長
の

高
い

方
が

何
人

か
お

見
え

で
す

。
楽

匠
Ｓ

シ
リ

ー
ズ

で
延

長
す

る
為

の
オ

プ
シ

ョ
ン

が
出

た
事

は
と

て
も

嬉
し

い
の

で
す

が
、

マ
ッ

ト
レ

ス
の

延
長

が
プ

レ
グ

ラ
ー

し
か

な
い

の
は

福
祉

用
具

の
選

定
の

幅
が

無
く

、
何

と
か

し
て

欲
し

い
も

の
で

す
。

せ
め

て
タ

イ
カ

の
※

※
※

や
※

※
※

と
、

ケ
ー

プ
の

※
※

※
に

延
長

機
能

が
あ

れ
ば

嬉
し

い
の

で
す

が
・

・
・

ど
う

で
し

ょ
う

？
 

1
3

 
高

齢
者

用
 

福
祉

専
門

職
 

楽
匠

Ｓ
シ

リ
ー

ズ
の

介
助

バ
ー

と
サ

イ
ド

レ
ー

ル
の

組
み

合
わ

せ
に

つ
い

て
 

ス
イ

ン
グ

ア
ウ

ト
介

助
バ

ー
と

サ
イ

ド
レ

ー
ル

※
※

※
又

は
サ

イ
ド

レ
ー

ル
※

※
※

の
組

み
合

わ
せ

の
場

合
、

介
助

バ
ー

と
サ

イ
ド

レ
ー

ル
が

干
渉

し
合

う
の

で
干

渉
し

合
わ

な
い

様
に

鈍
角
（

３
０

度
）
に

て
グ

リ
ッ

プ
部

分
を

固
定

す
る

と
幅

が
９

ｃ
ｍ

開
い

て
し

ま
い

ま
す

。

首
が

挟
ま

れ
や

す
い

と
思

い
ま

す
が

、
ベ

ッ
ド

メ
ー

カ
ー

さ
ん

側
で

何
と

か
介

助
バ

ー
と

丁
度

良
い

塩
梅

の
サ

イ
ド

レ
ー

ル
を

製
作

し
て

も
ら

え
な

い
も

の
で

し
ょ

う
か

？
（

認
知

症
の

方
に

ベ
ッ

ド
を

導
入

す
る

際
）

（
供

給
事

業
者

の
つ

ぶ
や

き
で

す
）

 

1
4

 
高

齢
者

用
 

利
用

者
 

歩
行

器
に

つ
い

て
 

現
在

、
レ

ン
タ

ル
可

能
な

歩
行

器
で

、
持

ち
手

高
さ

が
９

０
ｃ

ｍ
以

上
な

る
も

の
で

コ
ン

パ
ク

ト
に

お
り

た
た

め
る

物
(簡

単
に

車
の

ト

ラ
ン

ク
に

収
納

可
能

な
物

）
が

無
い

と
思

い
ま

す
。

あ
れ

ば
ぜ

ひ
教

え
て

頂
き

た
い

で
す

し
、

現
在

、
そ

の
よ

う
な

歩
行

器
が

無
い

様
で

し
た

ら
、

ぜ
ひ

と
も

開
発

し
て

頂
き

た
い

も
の

で
す

。
 

1
5

 
肢

体
障

害
者

用
 

利
用

者
 

筆
記

用
具

 
手

が
不

自
由

な
の

で
自

分
ん

で
も

字
が

書
く

こ
と

が
出

来
ま

せ
ん

何
か

よ
い

も
の

は
な

い
の

で
し

ょ
う

か
？

 

1
6

 
高

齢
者

用
 

利
用

者
の

家
族

 
９

６
番

さ
ん

へ
 

高
齢

者
用

の
靴

で
す

が
、

最
近

は
と

っ
て

も
可

愛
い

靴
が

あ
り

ま
す

よ
。

 

私
の

母
に

先
日

購
入

し
た

の
で

す
が

、
黒

地
に

白
の

水
玉

模
様

で
、

甲
の

部
分

は
 

シ
ャ

ー
リ

ン
グ

に
な

っ
て

、
私

が
履

き
た

い
く

ら
い

に
可

愛
い

靴
で

す
。

 

今
、

得
意

顔
で

デ
イ

サ
ー

ビ
ス

に
履

い
て

い
っ

て
ま

す
。

 

こ
れ

は
、

病
院

の
売

店
に

売
っ

て
い

ま
し

た
。

 

1
7

 
肢

体
障

害
者

用
 

開
発

メ
ー

カ
 

自
立

す
る

杖
 

「
杖

の
置

き
場

に
困

る
」

と
云

う
Ｎ

ｏ
．

８
９

し
ん

さ
ん

の
ご

意
見

に
賛

同
が

多
い

の
に

 

驚
き

ま
し

た
。

私
が

最
近

開
発

し
た

自
立

す
る

杖
は

ア
イ

デ
ア

コ
ン

テ
ス

ト
で

優
秀

賞
に

 

選
ば

れ
ま

し
た

が
ま

だ
試

作
の

段
階

で
す

。
専

門
メ

ー
カ

ー
さ

ん
の

企
画

力
と

技
術

で
こ

 

れ
が

商
品

化
さ

れ
れ

ば
多

く
の

方
々

に
喜

ば
れ

る
の

で
は

な
い

か
と

思
っ

て
い

ま
す

。
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9
 

肢
体

障
害

者
用

 
利

用
者

 
車

両
か

ら
車

い
す

を

認
識

し
て

も
ら

う
装

置
 

車
い

す
ユ

ー
ザ

ー
で

す
。

ポ
リ

オ
の

会
に

所
属

し
て

い
ま

す
。

 

車
イ

ス
の

会
員

が
交

通
事

故
に

あ
い

ま
し

た
。

 

ひ
じ

骨
折

に
全

身
打

撲
、

乗
っ

て
い

た
電

動
車

い
す

は
大

破
で

す
。

 

呼
吸

器
に

も
障

害
が

あ
る

人
で

す
が

、
 

呼
吸

器
の

扱
い

や
酸

素
の

事
や

ら
機

能
低

下
予

防
や

ら
対

応
も

う
ま

く
い

か
ず

、
意

識
不

明
で

の
搬

送
で

あ
っ

た
ら

命
を

落
と

さ
れ

た
か

も
し

れ
ま

せ
ん

。
 

場
所

は
新

宿
、

時
間

は
午

前
中

、
青

信
号

で
横

断
歩

道
を

渡
っ

て
い

る
時

、
右

折
車

に
は

ね
ら

れ
ま

し
た

。
 

あ
わ

や
！

と
い

う
思

い
は

私
自

身
も

そ
う

で
す

が
、

車
い

す
ユ

ー
ザ

ー
は

み
な

さ
ん

経
験

さ
れ

て
い

ま
す

。
 

道
路

横
断

時
の

右
折

車
、

左
折

車
、

そ
し

て
夜

間
で

は
道

路
全

般
で

。
 

何
か

、
車

両
等

か
ら

車
い

す
を

認
識

で
き

る
よ

う
な

装
置

が
必

要
か

と
思

い
ま

す
。

 

ぜ
ひ

、
ご

検
討

い
た

だ
け

ま
せ

ん
で

し
ょ

う
か

？
 

会
の

中
で

は
以

前
か

ら
、

車
い

す
に

Ｌ
Ｅ

Ｄ
点

灯
装

置
の

よ
う

な
も

の
を

つ
け

た
ら

ど
う

だ
ろ

う
か

と
い

う
意

見
も

出
て

い
ま

す
が

、
具

体
化

し
て

い
ま

せ
ん

。
個

人
的

に
は

、
今

回
の

事
故

が
昼

間
で

あ
っ

た
こ

と
を

考
え

る
と

、
Ｌ

Ｅ
Ｄ

で
は

不
十

分
な

よ
う

な
気

も
し

て
い

ま
す

。
ど

う
ぞ

よ
ろ

し
く

お
願

い
い

た
し

ま
す

。
 

1
0

 
高

齢
者

用
 

利
用

者
の

家
族

 
た

ち
あ

っ
ぷ

に
つ

い

て
 

※
※

※
の

高
さ

調
整

で
す

が
、

現
在

、
7

0
0

ｍ
ｍ

・
7

5
0

ｍ
ｍ

・
8

0
0

ｍ
ｍ

の
3

段
階

し
か

調
整

出
来

な
い

の
で

不
便

で
す

。
せ

め
て

2
0

ｍ
ｍ

刻
み

で
調

整
が

出
来

る
様

に
し

て
欲

し
い

も
の

で
す

。
穴

は
縦

に
穴

が
開

け
れ

な
い

の
な

ら
ば

、
ザ

グ
ザ

グ
に

穴
を

開
け

れ
ば

強
度

維
持

出
来

る
と

思
う

の
で

す
が

・
・

・
 

1
1

 
肢

体
障

害
者

用
 

開
発

メ
ー

カ
 

力
要

ら
ず

介
護

シ
ス

テ
ム

 

枕
交

換
可

能
な

力
が

あ
れ

ば
車

椅
子

、
洗

浄
お

む
つ

交
換

、
簡

易
入

浴
の

が
行

え
る

シ
ス

テ
ム

で
す

。
寝

た
ま

ま
で

体
を

左
右

に
移

動
可

能
に

す
る

新
方

式
の

移
動

方
法

を
使

用
し

て
い

ま
す

。
（

特
許

済
）

こ
の

シ
ス

テ
ム

の
開

発
に

は
埼

玉
県

の
経

営
革

新
計

画
の

承
認

を
受

け
、
ベ

ン
チ

ャ
ー

企
業

向
け

の
県

の
公

的
サ

ポ
ー

ト
を

受
け

な
が

ら
行

い
ま

し
た

。
シ

ス
テ

ム
の

詳
細

は
以

下
の

H
P

を
ご

覧
く

だ
さ

い
。

h
tt

p
:/

/
s
e
ri
z
a
w

a
.c

o
m

/
H

P
上

の
い

ろ
い

ろ
で

き
る

家
庭

介
護

用
シ

ス
テ

ム
の

他
に

、
施

設
向

き
の

リ
フ

ト
機

能
に

特
化

し
た

バ
ー

ジ
ョ

ン
も

ご
ざ

い
ま

す
の

で
、

お
問

い
合

わ
せ

く
だ

さ
い

。
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1
2

 
高

齢
者

用
 

福
祉

専
門

職
 

楽
匠

Ｓ
シ

リ
ー

ズ
の

オ
プ

シ
ョ

ン
に

つ
い

て
 

現
場

で
ベ

ッ
ド

を
選

定
す

る
際

に
思

う
事

で
す

が
、

男
性

で
身

長
の

高
い

方
が

何
人

か
お

見
え

で
す

。
楽

匠
Ｓ

シ
リ

ー
ズ

で
延

長
す

る
為

の
オ

プ
シ

ョ
ン

が
出

た
事

は
と

て
も

嬉
し

い
の

で
す

が
、

マ
ッ

ト
レ

ス
の

延
長

が
プ

レ
グ

ラ
ー

し
か

な
い

の
は

福
祉

用
具

の
選

定
の

幅
が

無
く

、
何

と
か

し
て

欲
し

い
も

の
で

す
。

せ
め

て
タ

イ
カ

の
※

※
※

や
※

※
※

と
、

ケ
ー

プ
の

※
※

※
に

延
長

機
能

が
あ

れ
ば

嬉
し

い
の

で
す

が
・

・
・

ど
う

で
し

ょ
う

？
 

1
3

 
高

齢
者

用
 

福
祉

専
門

職
 

楽
匠

Ｓ
シ

リ
ー

ズ
の

介
助

バ
ー

と
サ

イ
ド

レ
ー

ル
の

組
み

合
わ

せ
に

つ
い

て
 

ス
イ

ン
グ

ア
ウ

ト
介

助
バ

ー
と

サ
イ

ド
レ

ー
ル

※
※

※
又

は
サ

イ
ド

レ
ー

ル
※

※
※

の
組

み
合

わ
せ

の
場

合
、

介
助

バ
ー

と
サ

イ
ド

レ
ー

ル
が

干
渉

し
合

う
の

で
干

渉
し

合
わ

な
い

様
に

鈍
角
（

３
０

度
）
に

て
グ

リ
ッ

プ
部

分
を

固
定

す
る

と
幅

が
９

ｃ
ｍ

開
い

て
し

ま
い

ま
す

。

首
が

挟
ま

れ
や

す
い

と
思

い
ま

す
が

、
ベ

ッ
ド

メ
ー

カ
ー

さ
ん

側
で

何
と

か
介

助
バ

ー
と

丁
度

良
い

塩
梅

の
サ

イ
ド

レ
ー

ル
を

製
作

し
て

も
ら

え
な

い
も

の
で

し
ょ

う
か

？
（

認
知

症
の

方
に

ベ
ッ

ド
を

導
入

す
る

際
）

（
供

給
事

業
者

の
つ

ぶ
や

き
で

す
）

 

1
4

 
高

齢
者

用
 

利
用

者
 

歩
行

器
に

つ
い

て
 

現
在

、
レ

ン
タ

ル
可

能
な

歩
行

器
で

、
持

ち
手

高
さ

が
９

０
ｃ

ｍ
以

上
な

る
も

の
で

コ
ン

パ
ク

ト
に

お
り

た
た

め
る

物
(簡

単
に

車
の

ト

ラ
ン

ク
に

収
納

可
能

な
物

）
が

無
い

と
思

い
ま

す
。

あ
れ

ば
ぜ

ひ
教

え
て

頂
き

た
い

で
す

し
、

現
在

、
そ

の
よ

う
な

歩
行

器
が

無
い

様
で

し
た

ら
、

ぜ
ひ

と
も

開
発

し
て

頂
き

た
い

も
の

で
す

。
 

1
5

 
肢

体
障

害
者

用
 

利
用

者
 

筆
記

用
具

 
手

が
不

自
由

な
の

で
自

分
ん

で
も

字
が

書
く

こ
と

が
出

来
ま

せ
ん

何
か

よ
い

も
の

は
な

い
の

で
し

ょ
う

か
？

 

1
6

 
高

齢
者

用
 

利
用

者
の

家
族

 
９

６
番

さ
ん

へ
 

高
齢

者
用

の
靴

で
す

が
、

最
近

は
と

っ
て

も
可

愛
い

靴
が

あ
り

ま
す

よ
。

 

私
の

母
に

先
日

購
入

し
た

の
で

す
が

、
黒

地
に

白
の

水
玉

模
様

で
、

甲
の

部
分

は
 

シ
ャ

ー
リ

ン
グ

に
な

っ
て

、
私

が
履

き
た

い
く

ら
い

に
可

愛
い

靴
で

す
。

 

今
、

得
意

顔
で

デ
イ

サ
ー

ビ
ス

に
履

い
て

い
っ

て
ま

す
。

 

こ
れ

は
、

病
院

の
売

店
に

売
っ

て
い

ま
し

た
。

 

1
7

 
肢

体
障

害
者

用
 

開
発

メ
ー

カ
 

自
立

す
る

杖
 

「
杖

の
置

き
場

に
困

る
」

と
云

う
Ｎ

ｏ
．

８
９

し
ん

さ
ん

の
ご

意
見

に
賛

同
が

多
い

の
に

 

驚
き

ま
し

た
。

私
が

最
近

開
発

し
た

自
立

す
る

杖
は

ア
イ

デ
ア

コ
ン

テ
ス

ト
で

優
秀

賞
に

 

選
ば

れ
ま

し
た

が
ま

だ
試

作
の

段
階

で
す

。
専

門
メ

ー
カ

ー
さ

ん
の

企
画

力
と

技
術

で
こ

 

れ
が

商
品

化
さ

れ
れ

ば
多

く
の

方
々

に
喜

ば
れ

る
の

で
は

な
い

か
と

思
っ

て
い

ま
す

。
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1
8

 
肢

体
障

害
者

用
 

利
用

者
の

家
族

 
簡

易
な

運
動

を
楽

し

く
促

が
す

も
の

 

 
日

々
ベ

ッ
ド

で
過

ご
す

利
用

者
に

と
っ

て
、

ベ
ッ

ド
上

が
生

活
空

間
す

べ
て

の
感

が
あ

り
ま

す
。

 

仰
臥

状
態

で
も

上
肢

は
動

か
せ

る
、

物
を

握
る

・
つ

か
む

こ
と

の
で

き
る

利
用

者
は

、
サ

イ
ド

レ
ー

ル
を

 

握
り

寝
返

り
を

し
た

り
と

、
リ

ハ
ビ

リ
へ

の
意

欲
的

な
行

動
を

さ
れ

て
い

る
姿

を
見

か
け

ま
す

。
 

 
そ

こ
で

、
乳

幼
児

の
使

用
す

る
乳

母
車

や
ベ

ッ
ド

に
セ

ッ
ト

さ
れ

、
幼

児
が

指
な

ど
で

遊
ぶ

知
育

玩
具

を
 

コ
ン

セ
プ

ト
に

、
介

護
ベ

ッ
ド

や
手

す
り

な
ど

に
セ

ッ
ト

で
き

る
、

安
全

で
、

楽
し

み
と

意
欲

を
促

が
す

 

ア
ク

セ
サ

リ
ー

的
商

品
の

開
発

に
興

味
を

持
っ

て
き

ま
し

た
。

 

ご
興

味
の

あ
る

方
居

ら
れ

れ
ば

、
情

報
を

交
換

し
た

い
と

思
い

ま
す

。
 

1
9

 
高

齢
者

用
 

福
祉

専
門

職
 

ち
ょ

っ
た

し
た

カ
ゴ

が
あ

れ
ば

・
・

・
 

股
関

節
を

骨
折

し
、

且
つ

膝
も

悪
く

足
を

曲
げ

る
の

に
大

変
な

方
で

す
。

日
中

独
居

状
態

で
が

ん
ば

っ
て

み
え

ま
す

が
、

宅
急

便
の

対
応

や
、

新
聞

代
の

集
金

等
、

何
か

し
ら

玄
関

ま
で

移
動

す
る

機
会

が
あ

り
ま

す
。

玄
関

先
に

印
鑑

や
現

金
を

準
備

し
て

お
く

の
は

不
安

が
あ

り
、

い
つ

も
身

の
回

り
に

持
ち

歩
い

て
み

え
ま

す
。

現
在

、
レ

ン
タ

ル
で

シ
ン

フ
ォ

ニ
ー

を
使

用
頂

い
て

お
り

ま
す

が
、

バ
ッ

ク
に

都
度

出
し

入
れ

す
る

の
は

大
変

な
様

で
す

。
何

か
良

い
カ

ゴ
み

た
い

な
物

を
知

っ
て

い
る

方
が

み
え

ま
し

た
ら

教
え

頂
け

れ
ば

嬉
し

い
で

す
。

 

2
0

 
肢

体
障

害
者

用
 

利
用

者
 

洗
髪

用
具

 
ベ

ッ
ド

で
洗

髪
を

し
て

も
ら

っ
て

い
ま

す
。
ふ

ち
に

排
水

ホ
ー

ス
の

つ
い

た
四

角
い

も
の

を
使

っ
て

い
ま

す
。
そ

の
商

品
が

廃
番

に
な

り
、

似
て

い
る

も
の

を
購

入
し

た
の

で
す

が
、

排
水

ホ
ー

ス
が

細
す

ぎ
て

排
水

が
進

み
ま

せ
ん

。
お

湯
が

冷
め

て
寒

く
て

使
え

ま
せ

ん
。

顔
が

お
ぼ

れ
そ

う
に

な
っ

て
し

ま
い

ま
す

。
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第

3
回

全
国

頸
髄

損

傷
者

連
絡

会
・

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
工

学
協

会
 

頸
損

実
態

調
査

か
ら

見
え

て
き

た
も

の
 

<当
事

者
の

視
点

★
リ

ハ
工

学
か

ら
の

視
点

> 
頸

損
連

絡
会

と
リ

ハ
工

学
協

会
で

は
、

2
年

間

に
わ

た
り

互
い

に
議

論
を

か
さ

ね
な

が
ら

、
頸

髄
損

傷
者

の
実

態
調

査
を

す
す

め
て

き
ま

し
た

。
そ

し
て

、
こ

の
た

び
『

頸
損

解
体

新
書

2
0

1
0

』
と

し
て

、
こ

の
調

査
結

果
を

ま
と

め
ま

し
た

。
今

回
の

合
同

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

で
は

、
実

態
調

査
の

結
果

を
報

告
し

ま
す

。
ま

た
、

当
事

者
と

専
門

家
が

一
緒

に
行

っ
た

調
査

の
方

法
や

過
程

を
振

り
返

り
、
そ

の
意

義
や

今
後

の
活

用
に

つ
い

て
お

話
し

し
ま

す
。
そ

し
て

、

頸
髄

損
傷

者
の

自
立

と
社

会
参

加
の

促
進

に
む

け
て

、
わ

た
し

た
ち

が
何

を
す

べ
き

か
、

今
後

ど
の

よ
う

に
協

力
し

て
い

く
べ

き
か

に
つ

い
て

、
一

歩
踏

み
込

ん
だ

討
論

を
し

ま
す
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こ
の

た
び

、
実

態
調

査
に

よ
っ

て
把

握
で

き
た

情
報

を
、

広
く

頸
損

者
や

関
係

各
機

関
に

提
供

し
、

問
題

点
を

提
起

す
る

た
め

に
「

頸
損

解
体

新
書

2
0

1
0

」
を

発
刊

し
ま

し
た

。
同

じ
障

害
を

も
つ

者
が

全
国

ど
の

地
域

に
暮

ら
そ

う
と

も
同

じ
生

活
が

保
障

さ
れ

る
、

ま
た

、

得
ら

れ
た

情
報

を
共

有
し

、
セ

ル
フ

ヘ
ル

プ
活

動
に

活
用

し
て

問
題

点
の

解
決

に
役

立
て

て
い

た
だ

け
る

こ
と

を
願

っ
て

い
ま

す
。

私
た

ち
に

と
っ

て
は

情
報

は
命

を
救

う
藁

で
も

あ
り
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す

。
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記
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、

冊
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付

先
を
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く

だ
さ

い
。

 

振
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用
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同
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お
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り

い
た
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す
。
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国
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損
連
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、
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会

員
の

方
に

は
無

料
で

送
付

す
る

予
定
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す
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旬
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。
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発
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業
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や

社
会

参
加
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は
、
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発
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こ
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の
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の

開
発
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的
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）

が
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な
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問
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機
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肢

体
障

害
者

用
 

利
用

者
の

家
族

 
簡

易
な

運
動

を
楽

し

く
促

が
す

も
の

 

 
日

々
ベ

ッ
ド

で
過

ご
す

利
用

者
に

と
っ

て
、

ベ
ッ

ド
上

が
生

活
空

間
す

べ
て

の
感

が
あ

り
ま

す
。

 

仰
臥

状
態

で
も

上
肢

は
動

か
せ

る
、

物
を

握
る

・
つ

か
む

こ
と

の
で

き
る

利
用

者
は

、
サ

イ
ド

レ
ー

ル
を

 

握
り

寝
返

り
を

し
た

り
と

、
リ

ハ
ビ

リ
へ

の
意

欲
的

な
行

動
を

さ
れ

て
い

る
姿

を
見

か
け

ま
す

。
 

 
そ

こ
で

、
乳

幼
児

の
使

用
す

る
乳

母
車

や
ベ

ッ
ド

に
セ

ッ
ト

さ
れ

、
幼

児
が

指
な

ど
で

遊
ぶ

知
育

玩
具

を
 

コ
ン

セ
プ

ト
に

、
介

護
ベ

ッ
ド

や
手

す
り

な
ど

に
セ

ッ
ト

で
き

る
、

安
全

で
、

楽
し

み
と

意
欲

を
促

が
す

 

ア
ク

セ
サ

リ
ー

的
商

品
の

開
発

に
興

味
を

持
っ

て
き

ま
し

た
。

 

ご
興

味
の

あ
る

方
居

ら
れ

れ
ば

、
情

報
を

交
換

し
た

い
と

思
い

ま
す

。
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高

齢
者
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福
祉
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門
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っ
た

し
た

カ
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が
あ

れ
ば

・
・

・
 

股
関

節
を
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折

し
、

且
つ

膝
も

悪
く

足
を
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げ

る
の

に
大

変
な

方
で

す
。

日
中

独
居

状
態

で
が

ん
ば

っ
て

み
え

ま
す

が
、

宅
急

便
の

対
応

や
、

新
聞

代
の

集
金

等
、

何
か

し
ら

玄
関

ま
で

移
動

す
る

機
会

が
あ

り
ま

す
。

玄
関

先
に

印
鑑

や
現

金
を

準
備

し
て

お
く

の
は

不
安

が
あ

り
、

い
つ

も
身

の
回

り
に

持
ち

歩
い

て
み

え
ま

す
。

現
在

、
レ

ン
タ

ル
で

シ
ン

フ
ォ

ニ
ー

を
使

用
頂

い
て

お
り
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す

が
、

バ
ッ

ク
に

都
度

出
し

入
れ

す
る

の
は

大
変

な
様

で
す

。
何

か
良
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カ

ゴ
み

た
い

な
物

を
知

っ
て

い
る

方
が

み
え

ま
し

た
ら

教
え

頂
け

れ
ば

嬉
し

い
で

す
。

 

2
0

 
肢

体
障

害
者
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利
用

者
 

洗
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ベ

ッ
ド

で
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髪
を

し
て

も
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っ
て
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ま

す
。
ふ
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に
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ホ
ー
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い
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っ
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。
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い
る

も
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を
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た
の

で
す

が
、

排
水

ホ
ー

ス
が

細
す

ぎ
て

排
水

が
進

み
ま

せ
ん

。
お

湯
が

冷
め

て
寒

く
て

使
え

ま
せ

ん
。

顔
が

お
ぼ

れ
そ

う
に

な
っ

て
し

ま
い

ま
す

。
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連

絡
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と
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で

は
、

2
年

間

に
わ

た
り

互
い

に
議

論
を

か
さ

ね
な

が
ら

、
頸

髄
損

傷
者

の
実

態
調

査
を

す
す

め
て

き
ま

し
た

。
そ

し
て

、
こ

の
た

び
『

頸
損

解
体

新
書

2
0

1
0

』
と

し
て

、
こ

の
調

査
結

果
を

ま
と

め
ま

し
た

。
今

回
の

合
同

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

で
は

、
実

態
調

査
の

結
果

を
報

告
し

ま
す

。
ま

た
、

当
事

者
と

専
門

家
が

一
緒

に
行

っ
た

調
査

の
方

法
や

過
程

を
振

り
返

り
、
そ

の
意

義
や

今
後

の
活

用
に

つ
い

て
お

話
し

し
ま

す
。
そ

し
て

、

頸
髄

損
傷

者
の

自
立

と
社

会
参

加
の

促
進

に
む

け
て

、
わ

た
し

た
ち

が
何

を
す

べ
き

か
、

今
後

ど
の

よ
う

に
協

力
し

て
い

く
べ

き
か

に
つ

い
て

、
一

歩
踏

み
込

ん
だ

討
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を
し
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に
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と

も
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問
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点
の
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こ
と

を
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い
ま

す
。

私
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ち
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は
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で
も
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す
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だ
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者
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や
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す

る
た

め
に

は
、
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機
器

や
技

術
開

発
の

促
進

を
図
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こ

と
が

必
要

不
可
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で
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者
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を
支

援
す

る
機

器
の
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発
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が
進

ん
で

い
な

い
状

況
に

あ
り

ま
す

。
 

 
こ

う
し

た
こ

と
か

ら
、

平
成

2
2

年
度

に
お

い
て

、
マ

ー
ケ

ッ
ト

が
小

さ
く

事
業

に
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が
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、
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開
発
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終

了
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い

る
が
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ら
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ニ
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ー
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え
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い
等

、
ビ

ジ
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ス
モ

デ
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の
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が

困
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な
機

器
に

対
す

る
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用
的

製
品
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に
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い

て
、

開
発

を
行

う
企

業
及

び
障

害
者

が
連

携
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、
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当

事
者

に
よ

る
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ー
評

価
等

を
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た
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等
を

通
じ

て
、
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者
に

使
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く
適
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な
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格

の
機
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を

開
発
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取
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を
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「
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者
自

立
支

援
機

器
等

開
発

促
進

事
業

」
を
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い
た
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、

以
下

を
ご

覧
下

さ
い

。
 

h
tt

p
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2
4

 
肢

体
障

害
者

用
 

開
発

メ
ー

カ
 

頚
椎

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

器
具

の
開

発
 

頚
椎

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

器
具

の
開

発
 

首
都

大
学

東
京

の
新

田
収

教
授

と
共

同
研

究
頚

椎
を

同
じ

姿
勢

で
長

時
間

い
る

と
、

肩
が

は
っ

た
り

 

首
の

疲
労

が
増

加
す

る
。

耳
を

中
心

と
し

た
頭

部
の

回
転

運
動

 
う

な
づ

き
運

動
が

頚
椎

の
周

辺
の

筋
肉

の
運

動
に

有
効

で
あ

る
。

頚
椎

の
重

い
疾

患
に

な
る

前
に

、
日

頃
う

な
づ

き
運

動
を

、
疲

労
し

な
い

程
度

に
行

う
と

、
血

流
が

良
く

、
イ

ン
ナ

ー
マ

ッ
ス

ル
内

部
筋

肉
の

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

に
な

る
。

頚
椎

の
周

辺
の

筋
力

の
、

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

が
、

ポ
イ

ン
ト

で
あ

る
。

頚
椎

の
有

効
な

運
動

に
、

う
な

づ
き

 
了

解
 

は
い

 
と

首
を

立
て

に
動

か
す

事
は

う
な

づ
き

運
動

の
、

基
本

動
作

で
あ

る
。

い
つ

も
首

を
横

に
ふ

り
、

う
な

づ
く

事
の

な
い

人
は

、

要
注

意
で

あ
る

。
h

tt
p

:/
/
w

w
w

.f
e
rr

e
t-

tu
e
.c

o
m

/
b

b
s
/
b

o
a
rd

.p
h

p
?

b
o
a
rd

=
b

o
a
rd

0
4

&
c
o
m

m
a
n

d
=
b

o
d
y&

n
o
=
1

7
 

2
5

 
そ

の
他

 
そ

の
他

 
健

康
・

介
護

情
報

誌

「
ど

ー
も

」
の

ご
紹

介
 

「
ど

ー
も

」
は

、
４

８
歳

か
ら

の
華

麗
な

生
き

方
を

応
援

す
る

た
め

の
健

康
・

笑
顔

応
援

誌
と

正
し

い
介

護
の

方
法

、
得

す
る

介
護

情
報

を
提

供
す

る
情

報
誌

の
２

ツ
の

側
面

を
持

っ
た

雑
誌

で
す

。
 

内
容

も
身

近
な

視
点

か
ら

わ
か

り
や

す
い

内
容

で
、

健
康

や
介

護
が

、
自

分
の

身
近

な
話

題
や

問
題

に
最

初
に

直
面

し
た

時
に

一
番

役
に

立
つ

内
容

に
な

っ
て

い
ま

す
。

 

メ
ー

カ
ー

サ
イ

ド
か

ら
は

、
月

間
２

５
．

０
０

０
部

の
発

行
部

数
を

誇
る

広
告

媒
体

と
し

て
ご

検
討

下
さ

い
。

 

ま
た

、
介

護
施

設
サ

イ
ド

か
ら

は
、

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
ツ

ー
ル

と
し

て
・

・
ま

た
は

、
顧

客
サ

ー
ビ

ス
の

一
環

と
し

て
配

布
さ

れ
て

お
り

、
好

評
を

頂
い

て
い

ま
す

。
 

是
非

、
下

記
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
に

ア
ク

セ
ス

し
て

内
容

を
ご

確
認

下
さ

い
。

 

h
tt

p
:/

/d
o
-
m

o
.n

ik
.o

r.
jp

/ 

2
6

 
 

 
 

 
福

祉
機

器
コ

ン
テ

ス

ト
2

0
1

0
募

集
中

で

す
 

日
本

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
工

学
協

会
主

催
の

「
福

祉
機

器
コ

ン
テ

ス
ト

2
0

1
0

」
は

5
月

1
日

か
ら

募
集

を
開

始
し

ま
し

た
。

こ
の

コ
ン

テ
ス

ト
は

、
障

害
者

、
高

齢
者

の
た

め
に

新
し

く
開

発
さ

れ
た

福
祉

機
器

を
発

掘
し

、
優

れ
た

機
器

を
表

彰
す

る
と

と
も

に
、

学
生

を
対

象
と

し
た

啓
発

・
普

及
を

通
じ

て
こ

の
領

域
に

関
す

る
認

識
・

参
画

を
促

進
す

る
こ

お
を

目
的

と
し

て
、

毎
年

１
回

開
催

さ
れ

て
い

ま
す

。
募

集
部

門
お

よ
び

募
集

期
間

 
機

器
開

発
部

門
 

2
0

1
0

年
5

月
1

日
～

6
月

1
4

日
（

当
日

消
印

有
効

）
 

 
学

生
部

門
 

2
0

1
0

年
5

月
1

日
～

7
月

1
2

日
（

当
日

消
印

有
効

）
詳

し
く

は
、

h
tt

p
:/

/
w

w
w

.r
e
s
ja

.g
r.
jp

/
c
o
n

te
s
t/

in
d

e
x
.h

tm
lを

ご
覧

く
だ

さ
い

。
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2
7

 
肢

体
障

害
者

用
 

利
用

者
の

家
族

 
排

泄
･
･
ホ

ル
ダ

ー
パ

ン
ツ

を
ご

存
知

で
す

か
？

 

「
ご

意
見

」
欄

は
ご

当
人

に
し

か
届

か
な

い
の

で
す

ね
。

で
、

改
め

て
。

紙
パ

ン
ツ

を
拒

否
、

あ
る

い
は

３
６

番
の

よ
う

な
ご

意
見

を
お

持
ち

の
方

へ
。

ホ
ル

ダ
ー

パ
ン

ツ
を

ご
存

知
で

す
か

？
紙

の
尿

取
り

パ
ッ

ド
を

固
定

す
る

た
め

の
専

用
の

布
製

の
ア

ウ
タ

ー
が

市
販

さ
れ

て
い

ま
す

。
身

体
に

ぴ
っ

た
り

と
添

い
パ

ッ
ド

が
ず

れ
に

く
く

、
洗

濯
を

し
て

繰
り

返
し

使
え

ま
す

の
で

経
済

的
で

す
し

 

ゴ
ミ

も
減

り
ま

す
。

夫
は

綿
と

ポ
リ

エ
ス

テ
ル

混
紡

の
伸

縮
性

の
あ

る
ボ

ク
サ

ー
型

の
市

販
の

パ
ン

ツ
も

ホ
ル

ダ
ー

パ
ン

ツ
の

代
用

と
し

て
使

っ
て

い
ま

す
が

こ
れ

は
色

や
柄

も
選

べ
て

お
若

い
人

に
も

良
い

か
も

し
れ

ま
せ

ん
。

夜
用

の
大

型
パ

ッ
ド

に
も

適
応

し
ま

す
。

ブ
リ

ー
フ

型
や

ト
ラ

ン
ク

ス
は

、
ず

れ
た

り
落

ち
た

り
し

や
す

い
の

で
お

勧
め

で
き

ま
せ

ん
。

女
性

も
女

性
用

ホ
ル

ダ
ー

パ
ン

ツ
や

サ
ニ

タ
リ

ー
シ

ョ
ー

ツ
な

ど
で

お
試

し
く

だ
さ

い
。

「
そ

よ
風

」
よ

り
 

2
8

 
肢

体
障

害
者

用
 

利
用

者
の

家
族

 
体

交
（

体
位

交
換

）

の
工

夫
 

病
院

な
ど

で
は

看
護

師
さ

ん
や

ヘ
ル

パ
ー

さ
ん

が
二

人
が

か
り

で
頭

部
分

と
足

部
分

を
抱

え
て

体
交

を
し

て
い

ま
す

が
、

自
宅

で
お

一
人

で
介

護
し

て
い

る
方

は
み

な
さ

ん
ど

の
よ

う
に

し
て

い
る

の
で

し
ょ

う
か

？
ベ

ッ
ド

の
高

さ
は

低
い

ほ
う

が
や

り
や

す
い

の
か

？
高

い

ほ
う

が
や

り
や

す
い

の
か

？
体

交
す

る
の

に
、

何
か

補
助

具
な

ど
を

使
っ

て
い

る
の

か
？

私
の

父
は

私
の

母
の

介
護

で
一

人
で

体
変

を
し

て
手

首
や

腕
、

腰
を

痛
く

し
て

し
ま

い
ま

し
た

。
 

2
9

 
肢

体
障

害
者

用
 

利
用

者
 

雨
の

日
の

対
策

 
車

椅
子

用
の

傘
は

な
い

の
で

し
ょ

う
か

。
今

は
上

か
ら

す
っ

ぽ
り

か
ぶ

る
レ

イ
ン

コ
ー

ト
を

使
っ

て
い

ま
す

が
、

着
る

だ
け

で
も

時
間

が

か
か

り
ま

す
し

、
こ

れ
か

ら
の

季
節

は
蒸

れ
て

暑
い

で
す

。
ベ

ビ
ー

カ
ー

用
に

い
ろ

い
ろ

な
商

品
が

出
て

い
ま

す
の

で
、

参
考

に
な

り
そ

う
な

物
が

い
く

つ
か

あ
り

そ
う

で
す

。
私

は
、

車
椅

子
の

も
ち

手
に

傘
の

柄
が

固
定

で
き

、
足

元
ま

で
く

る
よ

う
な

長
い

ビ
ニ

ー
ル

が
つ

い
て

い
る

と
い

い
な

、
（

こ
の

表
現

で
わ

か
り

ま
す

か
？

）
と

思
う

の
で

す
が

。
 

3
0

 
高

齢
者

用
 

開
発

メ
ー

カ
 

安
全

で
最

強
の

除

菌
・

消
臭

液
 

ア
キ

ュ
テ

ク
ト

 
手

洗
い

体
拭

き
も

Ｏ
Ｋ

！
 

最
強

！
最

速
！

安
全

な
除

菌
方

法
の

紹
介

で
す

。
ひ

と
晩

つ
け

お
き

す
る

と
9

9
％

除
菌

で
き

る
と

い
う

製
品

を
テ

レ
ビ

で
見

か
け

ま
す

が
、

ア
キ

ュ
テ

ク
ト

な
ら

１
０

秒
で

同
じ

こ
と

が
で

き
ま

す
。

細
菌

や
有

機
物

に
接

触
す

る
と

水
に

戻
り

、
安

全
で

す
。

発
生

す
る

悪
臭

を
瞬

時
に

消
失

さ
せ

ま
す

。
医

療
機

関
で

も
使

わ
れ

る
ほ

ど
の

信
頼

性
が

あ
り

ま
す

。
除

菌
・

消
臭

で
有

名
な

製
品

も
あ

り
ま

す
が

、
食

材
に

か
け

た
り

、
う

が
い

に
使

っ
た

り
は

し
ま

せ
ん

。
と

こ
ろ

が
ア

キ
ュ

テ
ク

ト
な

ら
可

能
で

す
。

ま
な

板
で

も
包

丁
で

も
洗

濯
物

で
も

除
菌

し
ま

す
。

テ
レ

ビ
C

M
で

覚
え

た
除

菌
・

消
臭

の
常

識
を

変
え

て
く

だ
さ

い
。

ア
キ

ュ
テ

ク
ト

は
材

料
、

製
法

か
ら

除
菌

消
臭

理

論
、

実
証

デ
ー

タ
が

そ
ろ

っ
て

い
ま

す
。

な
ぜ

、
安

全
な

の
か

？
な

ぜ
、

除
菌

で
き

る
の

か
？

明
確

に
し

て
い

ま
す

。
安

全
で

あ
り

な
が

ら
最

強
と

言
っ

て
も

過
言

で
は

な
い

製
品

を
福

祉
用

品
の

ひ
と

つ
と

し
て

、
多

く
の

方
に

知
っ

て
い

た
だ

き
た

い
と

思
っ

て
い

ま
す

。
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2
4

 
肢

体
障

害
者

用
 

開
発

メ
ー

カ
 

頚
椎

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

器
具

の
開

発
 

頚
椎

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

器
具

の
開

発
 

首
都

大
学

東
京

の
新

田
収

教
授

と
共

同
研

究
頚

椎
を

同
じ

姿
勢

で
長

時
間

い
る

と
、

肩
が

は
っ

た
り

 

首
の

疲
労

が
増

加
す

る
。

耳
を

中
心

と
し

た
頭

部
の

回
転

運
動

 
う

な
づ

き
運

動
が

頚
椎

の
周

辺
の

筋
肉

の
運

動
に

有
効

で
あ

る
。

頚
椎

の
重

い
疾

患
に

な
る

前
に

、
日

頃
う

な
づ

き
運

動
を

、
疲

労
し

な
い

程
度

に
行

う
と

、
血

流
が

良
く

、
イ

ン
ナ

ー
マ

ッ
ス

ル
内

部
筋

肉
の

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

に
な

る
。

頚
椎

の
周

辺
の

筋
力

の
、

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

が
、

ポ
イ

ン
ト

で
あ

る
。

頚
椎

の
有

効
な

運
動

に
、

う
な

づ
き

 
了

解
 

は
い

 
と

首
を

立
て

に
動

か
す

事
は

う
な

づ
き

運
動

の
、

基
本

動
作

で
あ

る
。

い
つ

も
首

を
横

に
ふ

り
、

う
な

づ
く

事
の

な
い

人
は

、

要
注

意
で

あ
る

。
h
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p
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/
w

w
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e
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e
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e
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b
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7
 

2
5

 
そ

の
他

 
そ

の
他

 
健

康
・

介
護

情
報

誌

「
ど

ー
も

」
の

ご
紹

介
 

「
ど

ー
も

」
は

、
４

８
歳

か
ら

の
華

麗
な

生
き

方
を

応
援

す
る

た
め

の
健

康
・

笑
顔

応
援

誌
と

正
し

い
介

護
の

方
法

、
得

す
る

介
護

情
報

を
提

供
す

る
情

報
誌

の
２

ツ
の

側
面

を
持

っ
た

雑
誌

で
す

。
 

内
容

も
身

近
な

視
点

か
ら

わ
か

り
や

す
い

内
容

で
、

健
康

や
介

護
が

、
自

分
の

身
近

な
話

題
や

問
題

に
最

初
に

直
面

し
た

時
に

一
番

役
に

立
つ

内
容

に
な

っ
て

い
ま

す
。

 

メ
ー

カ
ー

サ
イ

ド
か

ら
は

、
月

間
２

５
．

０
０

０
部

の
発

行
部

数
を

誇
る

広
告

媒
体

と
し

て
ご

検
討

下
さ

い
。

 

ま
た

、
介

護
施

設
サ

イ
ド

か
ら

は
、

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
ツ

ー
ル

と
し

て
・

・
ま

た
は

、
顧

客
サ

ー
ビ

ス
の

一
環

と
し

て
配

布
さ

れ
て

お
り

、
好

評
を

頂
い

て
い

ま
す

。
 

是
非

、
下

記
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
に

ア
ク

セ
ス

し
て

内
容

を
ご

確
認

下
さ

い
。

 

h
tt

p
:/

/d
o
-
m

o
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.o

r.
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2
6

 
 

 
 

 
福

祉
機

器
コ

ン
テ

ス

ト
2

0
1

0
募

集
中

で

す
 

日
本

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
工

学
協

会
主

催
の

「
福

祉
機

器
コ

ン
テ

ス
ト

2
0

1
0

」
は

5
月

1
日

か
ら

募
集

を
開

始
し

ま
し

た
。

こ
の

コ
ン

テ
ス

ト
は

、
障

害
者

、
高

齢
者

の
た

め
に

新
し

く
開

発
さ

れ
た

福
祉

機
器

を
発

掘
し

、
優

れ
た

機
器

を
表

彰
す

る
と

と
も

に
、

学
生

を
対

象
と

し
た

啓
発

・
普

及
を

通
じ

て
こ

の
領

域
に

関
す

る
認

識
・

参
画

を
促

進
す

る
こ

お
を

目
的

と
し

て
、

毎
年

１
回

開
催

さ
れ

て
い

ま
す

。
募

集
部

門
お

よ
び

募
集

期
間

 
機

器
開

発
部

門
 

2
0

1
0

年
5

月
1

日
～

6
月

1
4

日
（

当
日

消
印

有
効

）
 

 
学

生
部

門
 

2
0

1
0

年
5

月
1

日
～

7
月

1
2

日
（

当
日

消
印

有
効

）
詳

し
く

は
、

h
tt

p
:/

/
w

w
w

.r
e
s
ja

.g
r.
jp

/
c
o
n

te
s
t/

in
d

e
x
.h

tm
lを

ご
覧

く
だ

さ
い

。
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2
7

 
肢

体
障

害
者

用
 

利
用

者
の

家
族

 
排

泄
･
･
ホ

ル
ダ

ー
パ

ン
ツ

を
ご

存
知

で
す

か
？

 

「
ご

意
見

」
欄

は
ご

当
人

に
し

か
届

か
な

い
の

で
す

ね
。

で
、

改
め

て
。

紙
パ

ン
ツ

を
拒

否
、

あ
る

い
は

３
６

番
の

よ
う

な
ご

意
見

を
お

持
ち

の
方

へ
。

ホ
ル

ダ
ー

パ
ン

ツ
を

ご
存

知
で

す
か

？
紙

の
尿

取
り

パ
ッ

ド
を

固
定

す
る

た
め

の
専

用
の

布
製

の
ア

ウ
タ

ー
が

市
販

さ
れ

て
い

ま
す

。
身

体
に

ぴ
っ

た
り

と
添

い
パ

ッ
ド

が
ず

れ
に

く
く

、
洗

濯
を

し
て

繰
り

返
し

使
え

ま
す

の
で

経
済

的
で

す
し

 

ゴ
ミ

も
減

り
ま

す
。

夫
は

綿
と

ポ
リ

エ
ス

テ
ル

混
紡

の
伸

縮
性

の
あ

る
ボ

ク
サ

ー
型

の
市

販
の

パ
ン

ツ
も

ホ
ル

ダ
ー

パ
ン

ツ
の

代
用

と
し

て
使

っ
て

い
ま

す
が

こ
れ

は
色

や
柄

も
選

べ
て

お
若

い
人

に
も

良
い

か
も

し
れ

ま
せ

ん
。

夜
用

の
大

型
パ

ッ
ド

に
も

適
応

し
ま

す
。

ブ
リ

ー
フ

型
や

ト
ラ

ン
ク

ス
は

、
ず

れ
た

り
落

ち
た

り
し

や
す

い
の

で
お

勧
め

で
き

ま
せ

ん
。

女
性

も
女

性
用

ホ
ル

ダ
ー

パ
ン

ツ
や

サ
ニ

タ
リ

ー
シ

ョ
ー

ツ
な

ど
で

お
試

し
く

だ
さ

い
。

「
そ

よ
風

」
よ

り
 

2
8

 
肢

体
障

害
者

用
 

利
用

者
の

家
族

 
体

交
（

体
位

交
換

）

の
工

夫
 

病
院

な
ど

で
は

看
護

師
さ

ん
や

ヘ
ル

パ
ー

さ
ん

が
二

人
が

か
り

で
頭

部
分

と
足

部
分

を
抱

え
て

体
交

を
し

て
い

ま
す

が
、

自
宅

で
お

一
人

で
介

護
し

て
い

る
方

は
み

な
さ

ん
ど

の
よ

う
に

し
て

い
る

の
で

し
ょ

う
か

？
ベ

ッ
ド

の
高

さ
は

低
い

ほ
う

が
や

り
や

す
い

の
か

？
高

い

ほ
う

が
や

り
や

す
い

の
か

？
体

交
す

る
の

に
、

何
か

補
助

具
な

ど
を

使
っ

て
い

る
の

か
？

私
の

父
は

私
の

母
の

介
護

で
一

人
で

体
変

を
し

て
手

首
や

腕
、

腰
を

痛
く

し
て

し
ま

い
ま

し
た

。
 

2
9

 
肢

体
障

害
者

用
 

利
用

者
 

雨
の

日
の

対
策

 
車

椅
子

用
の

傘
は

な
い

の
で

し
ょ

う
か

。
今

は
上

か
ら

す
っ

ぽ
り

か
ぶ

る
レ

イ
ン

コ
ー

ト
を

使
っ

て
い

ま
す

が
、

着
る

だ
け

で
も

時
間

が

か
か

り
ま

す
し

、
こ

れ
か

ら
の

季
節

は
蒸

れ
て

暑
い

で
す

。
ベ

ビ
ー

カ
ー

用
に

い
ろ

い
ろ

な
商

品
が

出
て

い
ま

す
の

で
、

参
考

に
な

り
そ

う
な

物
が

い
く

つ
か

あ
り

そ
う

で
す

。
私

は
、

車
椅

子
の

も
ち

手
に

傘
の

柄
が

固
定

で
き

、
足

元
ま

で
く

る
よ

う
な

長
い

ビ
ニ

ー
ル

が
つ

い
て

い
る

と
い

い
な

、
（

こ
の

表
現

で
わ

か
り

ま
す

か
？

）
と

思
う

の
で

す
が

。
 

3
0

 
高

齢
者

用
 

開
発

メ
ー

カ
 

安
全

で
最

強
の

除

菌
・

消
臭

液
 

ア
キ

ュ
テ

ク
ト

 
手

洗
い

体
拭

き
も

Ｏ
Ｋ

！
 

最
強

！
最

速
！

安
全

な
除

菌
方

法
の

紹
介

で
す

。
ひ

と
晩

つ
け

お
き

す
る

と
9

9
％

除
菌

で
き

る
と

い
う

製
品

を
テ

レ
ビ

で
見

か
け

ま
す

が
、

ア
キ

ュ
テ

ク
ト

な
ら

１
０

秒
で

同
じ

こ
と

が
で

き
ま

す
。

細
菌

や
有

機
物

に
接

触
す

る
と

水
に

戻
り

、
安

全
で

す
。

発
生

す
る

悪
臭

を
瞬

時
に

消
失

さ
せ

ま
す

。
医

療
機

関
で

も
使

わ
れ

る
ほ

ど
の

信
頼

性
が

あ
り

ま
す

。
除

菌
・

消
臭

で
有

名
な

製
品

も
あ

り
ま

す
が

、
食

材
に

か
け

た
り

、
う

が
い

に
使

っ
た

り
は

し
ま

せ
ん

。
と

こ
ろ

が
ア

キ
ュ

テ
ク

ト
な

ら
可

能
で

す
。

ま
な

板
で

も
包

丁
で

も
洗

濯
物

で
も

除
菌

し
ま

す
。

テ
レ

ビ
C

M
で

覚
え

た
除

菌
・

消
臭

の
常

識
を

変
え

て
く

だ
さ

い
。

ア
キ

ュ
テ

ク
ト

は
材

料
、

製
法

か
ら

除
菌

消
臭

理

論
、

実
証

デ
ー

タ
が

そ
ろ

っ
て

い
ま

す
。

な
ぜ

、
安

全
な

の
か

？
な

ぜ
、

除
菌

で
き

る
の

か
？

明
確

に
し

て
い

ま
す

。
安

全
で

あ
り

な
が

ら
最

強
と

言
っ

て
も

過
言

で
は

な
い

製
品

を
福

祉
用

品
の

ひ
と

つ
と

し
て

、
多

く
の

方
に

知
っ

て
い

た
だ

き
た

い
と

思
っ

て
い

ま
す

。
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3
1

 
 

 
 

 
基

本
の

ス
キ

ン
ケ

ア

＆
メ

イ
ク

講
座

 

た
ん

ぽ
ぽ

の
家

／
エ

イ
ブ

ル
ア

ー
ト

・
カ

ン
パ

ニ
ー

よ
り

表
記

の
ご

案
内

を
い

た
だ

き
ま

し
た

。
 
働

い
て

い
る

、
ま

た
は

働
く

準
備

を

し
て

い
る

知
的

障
害

・
発

達
障

害
の

あ
る

女
性

を
対

象
と

し
た

基
本

の
ス

キ
ン

ケ
ア

＆
メ

イ
ク

講
座

が
開

催
さ

れ
ま

す
。

 

講
座

や
活

動
に

ご
関

心
の

あ
る

方
は

、
以

下
を

ご
覧

下
さ

い
。

 

基
本

の
ス

キ
ン

ケ
ア

＆
メ

イ
ク

講
座

 

h
tt

p
:/

/
w

w
w

.a
b

le
a
rt

c
o
m

.jp
/
n

e
w

s
b

/
in

d
e
x
.p

h
p

?
e
=
5

7
 

エ
イ

ブ
ル

ア
ー

ト
・

カ
ン

パ
ニ

ー
 

h
tt

p
:/

/
w

w
w

.a
b

le
a
rt

c
o
m

.jp
/
to

p
.p

h
p

 

こ
こ

か
ら

は
、

個
人

的
な

感
想

で
す

。
様

々
な

特
徴

を
持

っ
た

方
々

が
お

ら
れ

ま
す

が
、

お
化

粧
や

身
な

り
で

き
れ

い
に

な
る

と
、

気
分

が
変

わ
る

人
が

多
い

の
で

は
な

い
か

と
思

い
ま

す
。

人
に

よ
っ

て
は

、
気

持
ち

を
落

ち
着

か
せ

た
り

、
や

る
気

を
奮

い
立

た
せ

た
り

、
集

中
し

た
り

な
ど

、
セ

ル
フ

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

す
る

の
に

効
果

的
な

手
法

の
１

つ
と

思
い

ま
す

。
単

に
お

し
ゃ

れ
を

楽
し

む
だ

け
で

な
く

、
セ

ル
フ

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

の
仕

方
を

教
え

て
く

れ
る

有
意

義
な

講
座

と
も

見
ら

れ
る

の
で

は
な

い
か

と
思

い
ま

す
。

 

3
2

 
 

 
 

 
調

理
用

具
 

食
事

に
関

連
す

る
福

祉
用

具
の

多
く

は
「

障
が

い
当

事
者

が
食

べ
る

こ
と

、
食

べ
や

す
さ

」
に

着
目

し
て

い
る

気
が

し
ま

す
。

 

障
害

者
自

身
が

調
理

を
す

る
た

め
の

福
祉

用
具

が
Ｉ

Ｈ
く

ら
い

し
か

あ
り

ま
せ

ん
。

「
握

り
や

す
い

包
丁

」
で

あ
る

と
か

、
調

理
す

る
こ

と
に

着
目

し
た

福
祉

用
具

、
日

常
性

価
値

用
具

を
給

付
し

て
欲

し
い

も
の

で
す

。
い

か
が

な
も

の
で

し
ょ

う
か

。
 

3
3

 
 

 
 

 
車

イ
ス

の
せ

い
で

も

っ
と

歩
け

な
く

な
る

な
ん

て
・

・
・

！
？

介
護

者
が

押
す

タ
イ

プ
の

手
動

車
イ

ス
を

使
っ

て
い

ま
す

。
座

面
と

ス
テ

ッ
プ

と
の

間
が

迫
っ

て
い

て
、
太

も
も

が
浮

い
て

し
ま

い
ま

す
。
 

そ
の

た
め

、
お

尻
一

点
に

体
重

が
か

か
り

、
坐

骨
神

経
痛

を
併

発
し

て
し

ま
い

ま
し

た
。

な
ぜ

こ
ん

な
短

足
を

想
定

し
た

距
離

な
ん

で
し

ょ
う

か
？

自
走

式
な

ら
足

を
踏

ん
張

ら
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
な

ど
の

事
情

が
あ

る
の

か
も

し
れ

ま
せ

ん
が

、
介

護
者

が
押

す
タ

イ
プ

の
場

合
そ

の
よ

う
な

配
慮

も
必

要
無

い
は

ず
で

す
。

そ
の

う
え

、
座

面
が

、
水

平
で

は
な

く
後

ろ
に

や
や

傾
い

て
い

る
た

め
、

外
出

な
ど

長
時

間
座

っ
て

い
る

と
、

腰
が

さ
ら

に
痛

く
て

た
ま

り
ま

せ
ん

。
介

護
者

が
段

差
を

見
落

と
し

て
突

っ
込

ん
で

し
ま

っ
た

と
き

な
ど

の
衝

撃
で

利
用

者
が

前
に

飛
び

出
さ

な
い

よ
う

に
と

の
配

慮
か

も
し

れ
ま

せ
ん

が
、

腰
が

痛
く

な
る

な
ど

車
イ

ス
利

用
者

の
健

康
へ

の
配

慮
は

な
さ

れ
な

い
の

で
し

ょ
う

か
？

た
だ

で
さ

え
歩

く
こ

と
が

困
難

な
か

た
が

利
用

さ
れ

る
車

イ
ス

、
車

イ
ス

を
使

う
こ

と
で

利
用

者
が

坐
骨

神
経

痛
な

ど
で

さ
ら

に
歩

け
な

く
な

る
な

ん
て

・
・

・
！
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3
4

 
肢

体
障

害
者

用
 

利
用

者
の

家
族

 
円

背
の

方
の

姿
勢

保

持
に

つ
い

て
 

円
背

の
方

に
ベ

ッ
ド

上
で

真
っ

直
ぐ

仰
臥

位
に

な
っ

て
頂

く
為

に
何

か
良

い
ア

イ
デ

ア
が

あ
れ

ば
教

え
て

頂
き

た
い

で
す

。
 

3
5

 
児

童
用

 
利

用
者

の
家

族
 

座
位

保
持

装
置

・
車

椅
子

の
暑

さ
対

策
 

体
幹

機
能

障
害

の
重

度
重

複
障

害
者

2
0

歳
の

息
子

の
こ

と
で

す
。

デ
イ

サ
ー

ビ
ス

や
通

園
に

通
っ

て
い

ま
す

。
か

ら
だ

を
安

定
さ

せ
て

異
動

す
る

に
は

、
座

位
保

持
い

す
が

必
要

で
す

。
悩

み
は

背
中

の
あ

つ
さ

で
す

。
ぴ

っ
た

り
く

っ
つ

い
て

安
定

し
て

ま
す

が
、

そ
の

分
体

温
が

こ
も

っ
て

暑
く

て
い

つ
も

汗
だ

く
に

な
り

ま
す

。
メ

ッ
シ

ュ
シ

ー
ト

の
生

地
に

し
て

、
ア

イ
ス

ノ
ン

を
せ

な
か

に
入

れ
て

も
、

長
時

間
の

通
院

の
行

き
帰

り
は

汗
だ

く
で

す
。

素
材

の
ウ

レ
タ

ン
、

低
反

発
シ

ー
ト

が
、

熱
を

放
出

し
な

い
か

ら
で

す
ね

。
小

さ
い

換
気

扇
を

つ
け

て
熱

を
出

す
工

夫
を

メ
ー

カ
ー

さ
ん

が
し

て
く

れ
て

い
ま

す
が

、
電

池
対

応
な

の
で

8
本

の
電

池
が

す
ぐ

な
く

な
っ

て
 

不
経

済

で
す

。
何

か
い

い
方

法
は

な
い

で
し

ょ
う

か
？

快
適

に
使

い
た

い
で

す
。

こ
れ

は
本

人
に

と
っ

て
切

実
で

し
ょ

う
。

 

3
6

 
介

助
者

用
 

行
政

 
移

乗
介

護
へ

の
取

組

方
 

作
業

負
担

を
軽

減
す

る
た

め
の

ボ
デ

ィ
メ

カ
ニ

ク
ス

で
有

益
な

移
乗

機
器

の
ロ

メ
デ

イ
ッ

ク
ジ

ャ
パ

ン
が

無
く

な
っ

て
 

ス
ラ

イ
デ

イ
ン

グ
系

、
シ

ー
ト

系
の

機
器

は
ど

こ
で

購
入

レ
ン

タ
ル

で
き

る
の

で
し

ょ
う

か
？

（
神

奈
川

県
）

 

3
7

 
視

覚
障

害
者

 
利

用
者

 
補

装
具

及
び

日
常

用

具
給

付
基

準
に

つ
い

て
 

視
覚

障
害

２
級

 
家

族
同

居
 

町
の

福
祉

担
当

に
火

報
設

置
の

た
め

補
助

対
象

に
な

ら
な

い
か

相
談

、
そ

の
結

果
、

厚
労

省
の

基
準

で
は

独
居

世
帯

で
か

つ
非

難
が

困
難

な
人

し
か

、
対

象
と

な
ら

な
い

断
ら

れ
ま

し
た

。
こ

ん
な

制
度

で
、

自
立

自
活

の
た

め
の

補
完

に
な

る
の

か
ね

。
余

談
に

な
り

ま
す

が
、

こ
れ

だ
け

書
き

込
む

の
に

、
１

時
間

近
く

か
か

り
ま

し
た

。
 

3
8

 
肢

体
障

害
者

用
 

利
用

者
 

杖
保

持
具

 
開

発
、

販
売

に
お

力
を

貸
し

て
く

だ
さ

い
 

私
は

身
体

に
障

害
が

あ
り

杖
を

使
用

し
て

い
ま

す
。

常
、

日
頃

思
う

こ
と

は
 

役
所

、
病

院
、

薬
局

、
食

堂
等

々
の

カ
ウ

ン
タ

ー
や

テ
ー

ブ
ル

に
杖

を
保

持
す

る
設

備
が

あ
り

ま
せ

ん
、

杖
を

使
用

し
て

い
る

方
不

便
を

感
じ

た
こ

と
が

あ
り

ま
せ

ん
か

、
従

っ
て

杖
を

壁
に

立
て

掛
け

る
か

床
に

置
か

な
け

れ
ば

な
り

ま
せ

ん
 

こ
の

よ
う

な
事

か
ら

、
カ

ウ
ン

タ
ー

や
テ

ー
ブ

ル
の

上
 

又
 

車
の

屋
根

の
上

に
設

置
す

る
、

杖
保

持
具

を
考

案
、

実
用

新
案

登
録

を
取

得
し

ま
し

た
。

私
は

 
障

害
者

で
す

の
で

、
障

害
者

の
団

体
様

に
支

援
を

い
た

だ
き

、
少

し
で

も
障

害
者

の
方

々
の

お
役

に
立

て
れ

ば
と

当
掲

示
板

を
お

借
り

し
ま

し
た

ま
っ

た
く

、
前

例
の

な
い

商
品

で
す

の
で

資
料

の
請

求
を

頂
け

れ
ば

机
上

杖
保

持
具

に
つ

い
て

は
試

作
品

を
送

り
し

ま
す

。
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3
1

 
 

 
 

 
基

本
の

ス
キ

ン
ケ

ア

＆
メ

イ
ク

講
座

 

た
ん

ぽ
ぽ

の
家

／
エ

イ
ブ

ル
ア

ー
ト

・
カ

ン
パ

ニ
ー

よ
り

表
記

の
ご

案
内

を
い

た
だ

き
ま

し
た

。
 
働

い
て

い
る

、
ま

た
は

働
く

準
備

を

し
て

い
る

知
的

障
害

・
発

達
障

害
の

あ
る

女
性

を
対

象
と

し
た

基
本

の
ス

キ
ン

ケ
ア

＆
メ

イ
ク

講
座

が
開

催
さ

れ
ま

す
。

 

講
座

や
活

動
に

ご
関

心
の

あ
る

方
は

、
以

下
を

ご
覧

下
さ

い
。

 

基
本

の
ス

キ
ン

ケ
ア

＆
メ

イ
ク

講
座

 

h
tt

p
:/

/
w

w
w

.a
b

le
a
rt

c
o
m

.jp
/
n

e
w

s
b

/
in

d
e
x
.p

h
p

?
e
=
5

7
 

エ
イ

ブ
ル

ア
ー

ト
・

カ
ン

パ
ニ

ー
 

h
tt

p
:/

/
w

w
w

.a
b

le
a
rt

c
o
m

.jp
/
to

p
.p

h
p

 

こ
こ

か
ら

は
、

個
人

的
な

感
想

で
す

。
様

々
な

特
徴

を
持

っ
た

方
々

が
お

ら
れ

ま
す

が
、

お
化

粧
や

身
な

り
で

き
れ

い
に

な
る

と
、

気
分

が
変

わ
る

人
が

多
い

の
で

は
な

い
か

と
思

い
ま

す
。

人
に

よ
っ

て
は

、
気

持
ち

を
落

ち
着

か
せ

た
り

、
や

る
気

を
奮

い
立

た
せ

た
り

、
集

中
し

た
り

な
ど

、
セ

ル
フ

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

す
る

の
に

効
果

的
な

手
法

の
１

つ
と

思
い

ま
す

。
単

に
お

し
ゃ

れ
を

楽
し

む
だ

け
で

な
く

、
セ

ル
フ

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

の
仕

方
を

教
え

て
く

れ
る

有
意

義
な

講
座

と
も

見
ら

れ
る

の
で

は
な

い
か

と
思

い
ま

す
。

 

3
2

 
 

 
 

 
調

理
用

具
 

食
事

に
関

連
す

る
福

祉
用

具
の

多
く

は
「

障
が

い
当

事
者

が
食

べ
る

こ
と

、
食

べ
や

す
さ

」
に

着
目

し
て

い
る

気
が

し
ま

す
。

 

障
害

者
自

身
が

調
理

を
す

る
た

め
の

福
祉

用
具

が
Ｉ

Ｈ
く

ら
い

し
か

あ
り

ま
せ

ん
。

「
握

り
や

す
い

包
丁

」
で

あ
る

と
か

、
調

理
す

る
こ

と
に

着
目

し
た

福
祉

用
具

、
日

常
性

価
値

用
具

を
給

付
し

て
欲

し
い

も
の

で
す

。
い

か
が

な
も

の
で

し
ょ

う
か

。
 

3
3

 
 

 
 

 
車

イ
ス

の
せ

い
で

も

っ
と

歩
け

な
く

な
る

な
ん

て
・

・
・

！
？

介
護

者
が

押
す

タ
イ

プ
の

手
動

車
イ

ス
を

使
っ

て
い

ま
す

。
座

面
と

ス
テ

ッ
プ

と
の

間
が

迫
っ

て
い

て
、
太

も
も

が
浮

い
て

し
ま

い
ま

す
。
 

そ
の

た
め

、
お

尻
一

点
に

体
重

が
か

か
り

、
坐

骨
神

経
痛

を
併

発
し

て
し

ま
い

ま
し

た
。

な
ぜ

こ
ん

な
短

足
を

想
定

し
た

距
離

な
ん

で
し

ょ
う

か
？

自
走

式
な

ら
足

を
踏

ん
張

ら
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
な

ど
の

事
情

が
あ

る
の

か
も

し
れ

ま
せ

ん
が

、
介

護
者

が
押

す
タ

イ
プ

の
場

合
そ

の
よ

う
な

配
慮

も
必

要
無

い
は

ず
で

す
。

そ
の

う
え

、
座

面
が

、
水

平
で

は
な

く
後

ろ
に

や
や

傾
い

て
い

る
た

め
、

外
出

な
ど

長
時

間
座

っ
て

い
る

と
、

腰
が

さ
ら

に
痛

く
て

た
ま

り
ま

せ
ん

。
介

護
者

が
段

差
を

見
落

と
し

て
突

っ
込

ん
で

し
ま

っ
た

と
き

な
ど

の
衝

撃
で

利
用

者
が

前
に

飛
び

出
さ

な
い

よ
う

に
と

の
配

慮
か

も
し

れ
ま

せ
ん

が
、

腰
が

痛
く

な
る

な
ど

車
イ

ス
利

用
者

の
健

康
へ

の
配

慮
は

な
さ

れ
な

い
の

で
し

ょ
う

か
？

た
だ

で
さ

え
歩

く
こ

と
が

困
難

な
か

た
が

利
用

さ
れ

る
車

イ
ス

、
車

イ
ス

を
使

う
こ

と
で

利
用

者
が

坐
骨

神
経

痛
な

ど
で

さ
ら

に
歩

け
な

く
な

る
な

ん
て

・
・

・
！
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3
4

 
肢

体
障

害
者

用
 

利
用

者
の

家
族

 
円

背
の

方
の

姿
勢

保

持
に

つ
い

て
 

円
背

の
方

に
ベ

ッ
ド

上
で

真
っ

直
ぐ

仰
臥

位
に

な
っ

て
頂

く
為

に
何

か
良

い
ア

イ
デ

ア
が

あ
れ

ば
教

え
て

頂
き

た
い

で
す

。
 

3
5

 
児

童
用

 
利

用
者

の
家

族
 

座
位

保
持

装
置

・
車

椅
子

の
暑

さ
対

策
 

体
幹

機
能

障
害

の
重

度
重

複
障

害
者

2
0

歳
の

息
子

の
こ

と
で

す
。

デ
イ

サ
ー

ビ
ス

や
通

園
に

通
っ

て
い

ま
す

。
か

ら
だ

を
安

定
さ

せ
て

異
動

す
る

に
は

、
座

位
保

持
い

す
が

必
要

で
す

。
悩

み
は

背
中

の
あ

つ
さ

で
す

。
ぴ

っ
た

り
く

っ
つ

い
て

安
定

し
て

ま
す

が
、

そ
の

分
体

温
が

こ
も

っ
て

暑
く

て
い

つ
も

汗
だ

く
に

な
り

ま
す

。
メ

ッ
シ

ュ
シ

ー
ト

の
生

地
に

し
て

、
ア

イ
ス

ノ
ン

を
せ

な
か

に
入

れ
て

も
、

長
時

間
の

通
院

の
行

き
帰

り
は

汗
だ

く
で

す
。

素
材

の
ウ

レ
タ

ン
、

低
反

発
シ

ー
ト

が
、

熱
を

放
出

し
な

い
か

ら
で

す
ね

。
小

さ
い

換
気

扇
を

つ
け

て
熱

を
出

す
工

夫
を

メ
ー

カ
ー

さ
ん

が
し

て
く

れ
て

い
ま

す
が

、
電

池
対

応
な

の
で

8
本

の
電

池
が

す
ぐ

な
く

な
っ

て
 

不
経

済

で
す

。
何

か
い

い
方

法
は

な
い

で
し

ょ
う

か
？

快
適

に
使

い
た

い
で

す
。

こ
れ

は
本

人
に

と
っ

て
切

実
で

し
ょ

う
。

 

3
6

 
介

助
者

用
 

行
政

 
移

乗
介

護
へ

の
取

組

方
 

作
業

負
担

を
軽

減
す

る
た

め
の

ボ
デ

ィ
メ

カ
ニ

ク
ス

で
有

益
な

移
乗

機
器

の
ロ

メ
デ

イ
ッ

ク
ジ

ャ
パ

ン
が

無
く

な
っ

て
 

ス
ラ

イ
デ

イ
ン

グ
系

、
シ

ー
ト

系
の

機
器

は
ど

こ
で

購
入

レ
ン

タ
ル

で
き

る
の

で
し

ょ
う

か
？

（
神

奈
川

県
）

 

3
7

 
視

覚
障

害
者

 
利

用
者

 
補

装
具

及
び

日
常

用

具
給

付
基

準
に

つ
い

て
 

視
覚

障
害

２
級

 
家

族
同

居
 

町
の

福
祉

担
当

に
火

報
設

置
の

た
め

補
助

対
象

に
な

ら
な

い
か

相
談

、
そ

の
結

果
、

厚
労

省
の

基
準

で
は

独
居

世
帯

で
か

つ
非

難
が

困
難

な
人

し
か

、
対

象
と

な
ら

な
い

断
ら

れ
ま

し
た

。
こ

ん
な

制
度

で
、

自
立

自
活

の
た

め
の

補
完

に
な

る
の

か
ね

。
余

談
に

な
り

ま
す

が
、

こ
れ

だ
け

書
き

込
む

の
に

、
１

時
間

近
く

か
か

り
ま

し
た

。
 

3
8

 
肢

体
障

害
者

用
 

利
用

者
 

杖
保

持
具

 
開

発
、

販
売

に
お

力
を

貸
し

て
く

だ
さ

い
 

私
は

身
体

に
障

害
が

あ
り

杖
を

使
用

し
て

い
ま

す
。

常
、

日
頃

思
う

こ
と

は
 

役
所

、
病

院
、

薬
局

、
食

堂
等

々
の

カ
ウ

ン
タ

ー
や

テ
ー

ブ
ル

に
杖

を
保

持
す

る
設

備
が

あ
り

ま
せ

ん
、

杖
を

使
用

し
て

い
る

方
不

便
を

感
じ

た
こ

と
が

あ
り

ま
せ

ん
か

、
従

っ
て

杖
を

壁
に

立
て

掛
け

る
か

床
に

置
か

な
け

れ
ば

な
り

ま
せ

ん
 

こ
の

よ
う

な
事

か
ら

、
カ

ウ
ン

タ
ー

や
テ

ー
ブ

ル
の

上
 

又
 

車
の

屋
根

の
上

に
設

置
す

る
、

杖
保

持
具

を
考

案
、

実
用

新
案

登
録

を
取

得
し

ま
し

た
。

私
は

 
障

害
者

で
す

の
で

、
障

害
者

の
団

体
様

に
支

援
を

い
た

だ
き

、
少

し
で

も
障

害
者

の
方

々
の

お
役

に
立

て
れ

ば
と

当
掲

示
板

を
お

借
り

し
ま

し
た

ま
っ

た
く

、
前

例
の

な
い

商
品

で
す

の
で

資
料

の
請

求
を

頂
け

れ
ば

机
上

杖
保

持
具

に
つ

い
て

は
試

作
品

を
送

り
し

ま
す

。
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4
0

 
 

 
 

 
今

の
杖

の
使

用
で

不

都
合

な
ど

あ
り

ま
す

か
？

 

杖
を

開
発

し
て

い
る

者
で

す
が

、
よ

り
よ

い
杖

を
作

る
為

に
ご

意
見

を
伺

い
た

い
と

思
い

ま
す

。
今

、
杖

を
使

用
さ

れ
て

い
る

方
で

使
用

す
る

際
に

不
都

合
な

点
や

改
良

し
て

ほ
し

い
点

が
あ

り
ま

し
た

ら
ご

意
見

い
た

だ
き

た
い

と
考

え
ま

す
。

 

<ｱ
ﾝ
ｹ
ｰ
ﾄ
項

目
> 

1
.杖

を
使

う
頻

度
 

2
.今

の
杖

の
不

都
合

な
点

や
改

良
し

て
ほ

し
い

点
 

3
.そ

の
他

の
ご

意
見

 

以
上

で
す

。
ご

協
力

お
願

い
し

ま
す

。
 

4
1

 
 

 
 

 
「

持
つ

だ
け

」
他

動

リ
ハ

・
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
機

器
に

関
す

る
ニ

ー
ズ

お
伺

い
 

は
じ

め
ま

し
て

。
「

持
つ

だ
け

」
で

上
肢

・
前

腕
を

他
動

的
に

鍛
え

る
こ

と
を

実
現

す
る

ポ
ー

タ
ブ

ル
な

機
器

を
試

作
し

て
お

り
ま

す
。

 

リ
ハ

ビ
リ

・
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
に

応
用

し
て

Q
O

L
の

向
上

に
貢

献
し

た
い

と
考

え
て

い
る

の
で

す
が

、
 

具
体

的
な

ニ
ー

ズ
が

見
つ

か
ら

ず
に

困
窮

し
て

お
り

ま
す

。
 

１
）

「
小

型
・

ポ
ー

タ
ブ

ル
な

上
肢

向
け

の
他

動
運

動
機

器
」

へ
の

ニ
ー

ズ
は

無
い

で
し

ょ
う

か
？

 

２
）

も
し

も
あ

れ
ば

、
具

体
的

に
ど

の
よ

う
な

動
作

が
要

求
さ

れ
る

の
で

し
ょ

う
か

？
 

寸
法

、
重

量
、

力
、

動
き

の
速

さ
e
tc

 

ご
教

示
・

ご
回

答
頂

け
れ

ば
幸

い
で

す
。

何
卒

宜
し

く
お

願
い

申
し

上
げ

ま
す

。
 

4
2

 
盲

ろ
う

者
用

 
利

用
者

 
大

型
の

ポ
ー

タ
ブ

ル

ト
イ

レ
探

し
て

い
ま

す
 

福
祉

用
具

専
門

相
談

員
で

す
。

あ
る

男
性

の
Ａ

様
と

い
う

普
段

ベ
ッ

ド
上

で
生

活
し

て
い

る
お

客
様

が
い

ま
す

。
排

泄
に

関
し

て
は

す
べ

て
ベ

ッ
ド

上
で

行
な

っ
て

お
り

ま
し

た
が

、
端

座
位

姿
勢

が
取

れ
る

よ
う

に
な

っ
て

き
て

ポ
ー

タ
ブ

ル
ト

イ
レ

で
の

排
泄

が
で

き
る

ぐ
ら

い
の

身
体

状
況

に
な

っ
て

き
ま

し
た

。
と

こ
ろ

が
、

Ａ
様

は
体

が
非

常
に

大
き

く
（

身
長

は
1

7
0

c
m

ぐ
ら

い
で

か
な

り
の

肥
満

体
で

す
）

い
く

つ
か

適
合

し
そ

う
な

ポ
ー

タ
ブ

ル
ト

イ
レ

（
例

え
ば

ア
ロ

ン
化

成
の

自
立

５
型

な
ど

）
を

持
っ

て
行

き
座

っ
て

い
た

だ
き

ま
し

た
が

奥
行

き
が

足
り

ず
・

・
・

と
い

っ
た

感
じ

で
す

。
こ

の
方

の
介

護
者

曰
く

「
合

う
の

が
無

け
れ

ば
特

注
で

も
何

で
も

い
い

の
で

・
・

・
」

と
い

う
の

で
す

が
、

ポ
ー

タ
ブ

ル
ト

イ
レ

の
特

注
な

ん
て

聞
い

た
こ

と
が

あ
り

ま
せ

ん
。

私
も

こ
の

業
界

に
入

っ
て

６
年

目
で

す
が

、
ま

だ
ま

だ
知

識
不

足
で

す
。

全
国

の
関

係
者

の
皆

様
の

お
知

恵
を

拝
借

さ
せ

て
下

さ
い

。
よ

ろ
し

く
お

願
い

致
し

ま
す

。
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4
3

 
児

童
用

 
利

用
者

の
家

族
 

も
っ

と
軽

量
・

も
っ

と
小

さ
い

吸
引

機

を
！

 

気
管

・
喉

頭
の

狭
窄

（
重

症
で

完
治

は
見

込
み

な
し

）
で

気
管

切
開

し
て

頑
張

っ
て

い
る

、
４

歳
男

児
の

母
で

す
。

 

気
管

切
開

し
、

声
も

ま
っ

た
く

出
ま

せ
ん

が
、

と
て

も
元

気
で

幼
稚

園
に

も
通

っ
て

い
る

悪
が

き
君

で
す

。
笑

。
 

吸
引

機
は

相
棒

で
い

つ
も

一
緒

な
の

で
す

が
、

外
出

す
る

の
に

は
、

と
に

か
く

大
き

す
ぎ

る
し

、
重

す
ぎ

る
。

も
う

、
肩

こ
り

で
死

に
そ

う
に

持
っ

て
て

も
、

体
調

の
良

い
日

の
少

し
の

外
出

で
は

、
吸

引
し

な
く

て
も

い
い

時
も

あ
る

ん
で

す
。

汚
水

を
貯

め
る

容
器

（
７

０
０

m
l）

大
き

す
ぎ

。
ペ

ッ
ト

ボ
ト

ル
に

し
た

り
出

来
な

い
で

す
か

ね
ー

。
今

の
ご

時
世

の
技

術
な

ら
、

絶
対

に
も

っ
と

小
さ

い
も

の
を

作
れ

そ
う

に
思

う
ん

で
す

が
…

。
お

家
用

と
外

出
用

、
も

っ
と

楽
に

な
っ

た
ら

、
も

っ
と

た
く

さ
ん

い
ろ

ん
な

所
に

連
れ

て
行

け
る

の
に

な
ー

。
 

4
4

 
高

齢
者

用
 

福
祉

専
門

職
 

車
い

す
■

業
界

で
統

一
し

て
ほ

し
い

 

特
養

で
勤

務
し

て
い

ま
す

。
 

現
在

 
２

つ
の

メ
ー

カ
ー

さ
ん

の
チ

ル
ト

リ
ク

ラ
イ

ニ
ン

グ
車

い
す

が
あ

り
ま

す
。

 

そ
の

 
チ

ル
ト

レ
バ

ー
と

 
リ

ク
ラ

イ
ニ

ン
グ

レ
バ

ー
が

 
全

く
逆

に
つ

い
て

い
ま

す
。

 

Ａ
社

製
 

右
 
チ

ル
ト

左
 
リ

ク
ラ

イ
ニ

ン
グ

 

Ｂ
社

製
 

右
 
リ

ク
ラ

イ
ニ

ン
グ

左
 
チ

ル
ト

 

い
ず

れ
も

 
車

い
す

本
体

に
シ

ー
ル

が
貼

っ
て

あ
り

ま
す

が
、

そ
の

表
記

も
ば

ら
ば

ら
。

 

Ａ
社

製
「

背
」

「
座

」
 

Ｂ
社

製
「

リ
ク

ラ
イ

ニ
ン

グ
」

「
テ

ィ
ル

ト
」

 

介
助

時
に

は
目

で
確

認
し

て
操

作
す

る
こ

と
は

当
た

り
前

で
す

が
、

危
な

い
場

面
も

あ
り

ま
し

た
。

リ
ク

ラ
イ

ニ
ン

グ
を

起
こ

す
は

ず
が

 

誤
っ

て
チ

ル
ト

レ
バ

ー
を

握
っ

て
し

ま
い

、
あ

わ
や

転
落

寸
前

。
も

ち
ろ

ん
 
操

作
に

携
わ

る
職

員
に

は
「

目
で

確
認

す
る

こ
と

」
と

再

周
知

し
た

こ
と

は
当

然
で

す
。

 

そ
こ

は
わ

か
っ

て
い

ま
す

。
が

、
そ

れ
だ

け
と

は
思

え
な

い
の

で
す

。
レ

バ
ー

の
位

置
設

定
や

表
記

が
統

一
さ

れ
て

い
た

ら
…

と
。

 

正
直

 
現

場
は

め
ま

ぐ
る

し
い

忙
し

さ
で

す
し

、
職

員
も

さ
ま

ざ
ま

で
す

。
言

い
訳

か
も

し
れ

な
い

で
す

が
、

限
界

も
あ

り
ま

す
。

自
動

車
だ

っ
た

ら
そ

ん
な

こ
と

は
あ

り
ま

せ
ん

。
ア

ク
セ

ル
・

ブ
レ

ー
キ

・
ク

ラ
ッ

チ
の

順
番

も
ウ

ィ
ン

カ
ー

や
ワ

イ
パ

ー
の

レ
バ

ー
の

左
右

も
メ

ー
カ

ー
に

よ
っ

て
バ

ラ
バ

ラ
な

ん
て

こ
と

は
あ

り
ま

せ
ん

よ
ね

。
 

ユ
ニ

バ
ー

サ
ル

デ
ザ

イ
ン

 
ま

で
は

い
か

な
く

て
も

、
少

な
く

と
も

 
介

護
す

る
立

場
の

人
が

迷
わ

ず
に

使
え

る
よ

う
な

基
準

が
必

要
な

時

な
の

で
は

な
い

で
し

ょ
う

か
。

技
術

が
進

歩
し

て
 
す

ば
ら

し
い

と
は

思
い

ま
す

が
、

さ
ら

に
 
あ

ら
ゆ

る
ユ

ー
ザ

ー
が

使
い

や
す

い
基

準

や
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
を

検
討

・
作

る
こ

と
も

、
業

界
の

責
任

で
は

な
い

で
し

ょ
う

か
。

み
な

さ
ん

 
ど

の
よ

う
に

思
わ

れ
ま

す
か

？
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4
0

 
 

 
 

 
今

の
杖

の
使

用
で

不

都
合

な
ど

あ
り

ま
す

か
？

 

杖
を

開
発

し
て

い
る

者
で

す
が

、
よ

り
よ

い
杖

を
作

る
為

に
ご

意
見

を
伺

い
た

い
と

思
い

ま
す

。
今

、
杖

を
使

用
さ

れ
て

い
る

方
で

使
用

す
る

際
に

不
都

合
な

点
や

改
良

し
て

ほ
し

い
点

が
あ

り
ま

し
た

ら
ご

意
見

い
た

だ
き

た
い

と
考

え
ま

す
。

 

<ｱ
ﾝ
ｹ
ｰ
ﾄ
項

目
> 

1
.杖

を
使

う
頻

度
 

2
.今

の
杖

の
不

都
合

な
点

や
改

良
し

て
ほ

し
い

点
 

3
.そ

の
他

の
ご

意
見

 

以
上

で
す

。
ご

協
力

お
願

い
し

ま
す

。
 

4
1

 
 

 
 

 
「

持
つ

だ
け

」
他

動

リ
ハ

・
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
機

器
に

関
す

る
ニ

ー
ズ

お
伺

い
 

は
じ

め
ま

し
て

。
「

持
つ

だ
け

」
で

上
肢

・
前

腕
を

他
動

的
に

鍛
え

る
こ

と
を

実
現

す
る

ポ
ー

タ
ブ

ル
な

機
器

を
試

作
し

て
お

り
ま

す
。

 

リ
ハ

ビ
リ

・
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
に

応
用

し
て

Q
O

L
の

向
上

に
貢

献
し

た
い

と
考

え
て

い
る

の
で

す
が

、
 

具
体

的
な

ニ
ー

ズ
が

見
つ

か
ら

ず
に

困
窮

し
て

お
り

ま
す

。
 

１
）

「
小

型
・

ポ
ー

タ
ブ

ル
な

上
肢

向
け

の
他

動
運

動
機

器
」

へ
の

ニ
ー

ズ
は

無
い

で
し

ょ
う

か
？

 

２
）

も
し

も
あ

れ
ば

、
具

体
的

に
ど

の
よ

う
な

動
作

が
要

求
さ

れ
る

の
で

し
ょ

う
か

？
 

寸
法

、
重

量
、

力
、

動
き

の
速

さ
e
tc

 

ご
教

示
・

ご
回

答
頂

け
れ

ば
幸

い
で

す
。

何
卒

宜
し

く
お

願
い

申
し

上
げ

ま
す

。
 

4
2

 
盲

ろ
う

者
用

 
利

用
者

 
大

型
の

ポ
ー

タ
ブ

ル

ト
イ

レ
探

し
て

い
ま

す
 

福
祉

用
具

専
門

相
談

員
で

す
。

あ
る

男
性

の
Ａ

様
と

い
う

普
段

ベ
ッ

ド
上

で
生

活
し

て
い

る
お

客
様

が
い

ま
す

。
排

泄
に

関
し

て
は

す
べ

て
ベ

ッ
ド

上
で

行
な

っ
て

お
り

ま
し

た
が

、
端

座
位

姿
勢

が
取

れ
る

よ
う

に
な

っ
て

き
て

ポ
ー

タ
ブ

ル
ト

イ
レ

で
の

排
泄

が
で

き
る

ぐ
ら

い
の

身
体

状
況

に
な

っ
て

き
ま

し
た

。
と

こ
ろ

が
、

Ａ
様

は
体

が
非

常
に

大
き

く
（

身
長

は
1

7
0

c
m

ぐ
ら

い
で

か
な

り
の

肥
満

体
で

す
）

い
く

つ
か

適
合

し
そ

う
な

ポ
ー

タ
ブ

ル
ト

イ
レ

（
例

え
ば

ア
ロ

ン
化

成
の

自
立

５
型

な
ど

）
を

持
っ

て
行

き
座

っ
て

い
た

だ
き

ま
し

た
が

奥
行

き
が

足
り

ず
・

・
・

と
い

っ
た

感
じ

で
す

。
こ

の
方

の
介

護
者

曰
く

「
合

う
の

が
無

け
れ

ば
特

注
で

も
何

で
も

い
い

の
で

・
・

・
」

と
い

う
の

で
す

が
、

ポ
ー

タ
ブ

ル
ト

イ
レ

の
特

注
な

ん
て

聞
い

た
こ

と
が

あ
り

ま
せ

ん
。

私
も

こ
の

業
界

に
入

っ
て

６
年

目
で

す
が

、
ま

だ
ま

だ
知

識
不

足
で

す
。

全
国

の
関

係
者

の
皆

様
の

お
知

恵
を

拝
借

さ
せ

て
下

さ
い

。
よ

ろ
し

く
お

願
い

致
し

ま
す

。
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4
3

 
児

童
用

 
利

用
者

の
家

族
 

も
っ

と
軽

量
・

も
っ

と
小

さ
い

吸
引

機

を
！

 

気
管

・
喉

頭
の

狭
窄

（
重

症
で

完
治

は
見

込
み

な
し

）
で

気
管

切
開

し
て

頑
張

っ
て

い
る

、
４

歳
男

児
の

母
で

す
。

 

気
管

切
開

し
、

声
も

ま
っ

た
く

出
ま

せ
ん

が
、

と
て

も
元

気
で

幼
稚

園
に

も
通

っ
て

い
る

悪
が

き
君

で
す

。
笑

。
 

吸
引

機
は

相
棒

で
い

つ
も

一
緒

な
の

で
す

が
、

外
出

す
る

の
に

は
、

と
に

か
く

大
き

す
ぎ

る
し

、
重

す
ぎ

る
。

も
う

、
肩

こ
り

で
死

に
そ

う
に

持
っ

て
て

も
、

体
調

の
良

い
日

の
少

し
の

外
出

で
は

、
吸

引
し

な
く

て
も

い
い

時
も

あ
る

ん
で

す
。

汚
水

を
貯

め
る

容
器

（
７

０
０

m
l）

大
き

す
ぎ

。
ペ

ッ
ト

ボ
ト

ル
に

し
た

り
出

来
な

い
で

す
か

ね
ー

。
今

の
ご

時
世

の
技

術
な

ら
、

絶
対

に
も

っ
と

小
さ

い
も

の
を

作
れ

そ
う

に
思

う
ん

で
す

が
…

。
お

家
用

と
外

出
用

、
も

っ
と

楽
に

な
っ

た
ら

、
も

っ
と

た
く

さ
ん

い
ろ

ん
な

所
に

連
れ

て
行

け
る

の
に

な
ー

。
 

4
4

 
高

齢
者

用
 

福
祉

専
門

職
 

車
い

す
■

業
界

で
統

一
し

て
ほ

し
い

 

特
養

で
勤

務
し

て
い

ま
す

。
 

現
在

 
２

つ
の

メ
ー

カ
ー

さ
ん

の
チ

ル
ト

リ
ク

ラ
イ

ニ
ン

グ
車

い
す

が
あ

り
ま

す
。

 

そ
の

 
チ

ル
ト

レ
バ

ー
と

 
リ

ク
ラ

イ
ニ

ン
グ

レ
バ

ー
が

 
全

く
逆

に
つ

い
て

い
ま

す
。

 

Ａ
社

製
 

右
 
チ

ル
ト

左
 
リ

ク
ラ

イ
ニ

ン
グ

 

Ｂ
社

製
 

右
 
リ

ク
ラ

イ
ニ

ン
グ

左
 
チ

ル
ト

 

い
ず

れ
も

 
車

い
す

本
体

に
シ

ー
ル

が
貼

っ
て

あ
り

ま
す

が
、

そ
の

表
記

も
ば

ら
ば

ら
。

 

Ａ
社

製
「

背
」

「
座

」
 

Ｂ
社

製
「

リ
ク

ラ
イ

ニ
ン

グ
」

「
テ

ィ
ル

ト
」

 

介
助

時
に

は
目

で
確

認
し

て
操

作
す

る
こ

と
は

当
た

り
前

で
す

が
、

危
な

い
場

面
も

あ
り

ま
し

た
。

リ
ク

ラ
イ

ニ
ン

グ
を

起
こ

す
は

ず
が

 

誤
っ

て
チ

ル
ト

レ
バ

ー
を

握
っ

て
し

ま
い

、
あ

わ
や

転
落

寸
前

。
も

ち
ろ

ん
 
操

作
に

携
わ

る
職

員
に

は
「

目
で

確
認

す
る

こ
と

」
と

再

周
知

し
た

こ
と

は
当

然
で

す
。

 

そ
こ

は
わ

か
っ

て
い

ま
す

。
が

、
そ

れ
だ

け
と

は
思

え
な

い
の

で
す

。
レ

バ
ー

の
位

置
設

定
や

表
記

が
統

一
さ

れ
て

い
た

ら
…

と
。

 

正
直

 
現

場
は

め
ま

ぐ
る

し
い

忙
し

さ
で

す
し

、
職

員
も

さ
ま

ざ
ま

で
す

。
言

い
訳

か
も

し
れ

な
い

で
す

が
、

限
界

も
あ

り
ま

す
。

自
動

車
だ

っ
た

ら
そ

ん
な

こ
と

は
あ

り
ま

せ
ん

。
ア

ク
セ

ル
・

ブ
レ

ー
キ

・
ク

ラ
ッ

チ
の

順
番

も
ウ

ィ
ン

カ
ー

や
ワ

イ
パ

ー
の

レ
バ

ー
の

左
右

も
メ

ー
カ

ー
に

よ
っ

て
バ

ラ
バ

ラ
な

ん
て

こ
と

は
あ

り
ま

せ
ん

よ
ね

。
 

ユ
ニ

バ
ー

サ
ル

デ
ザ

イ
ン

 
ま

で
は

い
か

な
く

て
も

、
少

な
く

と
も

 
介

護
す

る
立

場
の

人
が

迷
わ

ず
に

使
え

る
よ

う
な

基
準

が
必

要
な

時

な
の

で
は

な
い

で
し

ょ
う

か
。

技
術

が
進

歩
し

て
 
す

ば
ら

し
い

と
は

思
い

ま
す

が
、

さ
ら

に
 
あ

ら
ゆ

る
ユ

ー
ザ

ー
が

使
い

や
す

い
基

準

や
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
を

検
討

・
作

る
こ

と
も

、
業

界
の

責
任

で
は

な
い

で
し

ょ
う

か
。

み
な

さ
ん

 
ど

の
よ

う
に

思
わ

れ
ま

す
か

？
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平

成
2

1
年

度
障

害

者
自

立
支

援
機

器
等

研
究

開
発

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

 
成

果
報

告
 

平
成

2
1

年
度

障
害

者
自

立
支

援
機

器
等

研
究

開
発

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

 
成

果
報

告
を

厚
労

省
の

以
下

の
U

R
L

に
掲

載
し

ま
し

た
。
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4
6

 
視

覚
障

害
者

用
 

利
用

者
 

歩
行

補
助

具
 

一
人

で
も

外
出

で
き

る
よ

う
に

ポ
ー

タ
ブ

ル
ナ

ビ
(徒

歩
機

能
付

)を
、

補
助

の
対

象
と

し
て

ほ
し

い
。

 

4
7

 
聴

覚
障

害
者

用
 

利
用

者
 

聞
こ

え
な

い
人

の
た

め
の

器
具

 

玄
関

の
入

り
口

に
、

夜
で

も
見

え
る

モ
ニ

タ
ー

が
あ

る
と

便
利

。
 

携
帯

以
外

で
人

と
す

ば
や

く
連

絡
取

れ
る

機
器

。
 

4
8

 
視

覚
障

害
者

用
 

利
用

者
 

点
字

ブ
ロ

ッ
ク

・
交

通
信

号
の

色
・

音
楽

点
字

ブ
ロ

ッ
ク

の
黄

色
や

黒
、

シ
ル

バ
ー

な
ど

様
々

な
の

で
見

に
く

い
物

が
あ

り
、

統
一

し
て

ほ
し

い
。

交
通

信
号

の
色

で
も

青
が

見
に

く
い

こ
と

が
あ

る
。

交
通

信
号

の
音

楽
も

場
所

に
よ

っ
て

違
う

の
で

分
か

り
に

く
い

。
 

4
9

 
肢

体
障

害
者

用
 

言
語

障
害

者
用

 

利
用

者
 

パ
ソ

コ
ン

の
入

力
装

置
 

オ
ペ

レ
ー

ト
ナ

ビ
と

い
う

装
置

を
使

用
し

て
い

る
が

、
吐

く
息

で
操

作
し

て
い

る
が

、
思

っ
た

と
お

り
の

操
作

が
し

に
く

い
。

 

5
0

 
聴

覚
障

害
者

用
 

利
用

者
 

手
話

通
訳

・
字

幕
の

表
示

 

よ
り

多
く

の
テ

レ
ビ

番
組

や
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

の
動

画
で

手
話

通
訳

や
字

幕
の

表
示

が
で

き
る

こ
と

を
望

む
。

 

  

82 

5
1

 
視

覚
障

害
者

用
 

開
発

メ
ー

カ
 

視
覚

障
害

者
の

「
携

帯
ナ

ビ
杖

」
 

ま
す

ま
す

進
化

す
る

携
帯

電
話

の
機

能
を

白
杖

に
応

用
で

き
な

い
か

と
考

え
ま

し
た

。
「

携
帯

ナ
ビ

杖
」

で
す

。
 

白
杖

自
体

を
パ

ソ
コ

ン
と

考
え

、
杖

の
握

り
手

部
分

を
マ

ウ
ス

の
形

状
と

し
機

能
を

付
け

、
杖

を
地

面
に

当
て

左
ク

リ
ッ

ク
す

れ
ば

、
足

元
の

地
面

に
２

６
イ

ン
チ

の
仮

想
モ

ニ
タ

ー
を

表
出

さ
せ

、
視

覚
障

害
者

は
、

杖
か

ら
の

触
覚

に
て

位
置

情
報

な
ど

を
得

る
こ

と
が

で
き

る
も

の
で

す
。

例
え

ば
最

も
初

歩
的

な
情

報
と

し
て

、
「

方
角

」
を

情
報

提
供

し
ま

す
。

仮
想

モ
ニ

タ
ー

上
に

、
線

ブ
ロ

ッ
ク

を
表

出
さ

せ
、

こ
の

方
角

が
南

北
を

表
し

ま
す

。
そ

し
て

北
側

に
は

点
ブ

ロ
ッ

ク
を

表
出

さ
せ

ま
す

。
こ

れ
に

よ
り

視
覚

障
害

者
は

、
方

向
感

を
失

う
こ

と
は

な
い

と
考

え
ま

す
。

（
勿

論
、

北
を

示
す

矢
印

↑
で

も
よ

い
の

で
す

が
）

更
に

発
展

さ
せ

、
仮

想
モ

ニ
タ

ー
上

に
、

触
地

図
を

表
出

さ
せ

た
り

、
あ

る
い

は
検

索
機

能
を

付
け

、
「

駅
」

と
点

字
入

力
・

検
索

す
れ

ば
最

寄
り

の
駅

の
改

札
口

の
位

置
が

表
示

さ
れ

、
こ

れ
を

ク
リ

ッ
ク

す
れ

ば
、

杖
を

通
し

て
知

覚
で

き
る

仮
想

の
点

字
ブ

ロ
ッ

ク
が

表
出

さ
れ

、
視

覚
障

害
者

を
改

札
口

ま
で

誘
導

す
る

こ
と

が
で

き
ま

す
。

「
ト

イ
レ

」
と

点
字

入
力

・
検

索
す

れ
ば

、
周

辺
の

コ
ン

ビ
ニ

や
公

共
施

設
な

ど
の

ト
イ

レ
の

位
置

を
仮

想
モ

ニ
タ

ー
に

表
出

さ
せ

、
ク

リ
ッ

ク
す

る
と

、
目

的
地

と
し

て
誘

導
す

る
仮

想
の

点
字

ブ
ロ

ッ
ク

を
表

出
さ

せ
て

は
い

か
が

で
し

ょ
う

か
？

 

そ
し

て
「

お
帰

り
」

機
能

で
す

。
５

年
前

に
買

っ
た

カ
ー

ナ
ビ

に
も

付
い

て
い

る
機

能
で

す
。

こ
れ

を
ク

リ
ッ

ク
す

る
と

、
女

性
の

声
で

「
自

宅
に

戻
り

ま
す

。
所

要
時

間
は

約
３

０
分

で
す

。
途

中
、

信
号

機
の

あ
る

交
差

点
を

２
ヶ

所
渡

り
ま

す
。

」
と

い
う

音
声

が
流

れ
ま

す
。

次
の

瞬
間

、
仮

想
点

字
ブ

ロ
ッ

ク
が

足
元

に
現

れ
ま

す
。

そ
し

て
「

自
宅

に
到

着
で

す
。

お
疲

れ
様

で
し

た
。

」
 

カ
ー

ナ
ビ

に
は

、

当
た

り
前

に
つ

い
て

い
る

機
能

で
す

。
点

字
ブ

ロ
ッ

ク
は

、
視

覚
障

害
者

に
と

っ
て

は
非

常
に

大
切

な
も

の
で

す
が

、
一

方
、

車
椅

子
の

方
に

は
負

担
と

な
り

高
齢

者
に

と
っ

て
は

躓
く

危
険

が
指

摘
さ

れ
て

い
ま

す
。

ま
た

美
観

の
問

題
も

あ
る

と
言

わ
れ

て
お

り
ま

す
。

杖
か

ら
の

触
覚

で
知

覚
で

き
る

仮
想

点
字

ブ
ロ

ッ
ク

で
、

こ
れ

等
の

問
題

の
全

て
が

解
決

で
す

。
こ

の
「

携
帯

ナ
ビ

杖
」

で
電

話
も

メ
ー

ル
も

何
で

も
で

き
ま

す
。

視
覚

障
害

者
と

は
点

字
メ

ー
ル

の
送

受
信

で
す

。
晴

眼
者

と
は

自
動

変
換

機
能

（
点

字
⇔

文
字

）
で

メ
ー

ル
の

送
受

信
で

す
。

勿
論

、
添

付
フ

ァ
イ

ル
も

Ｏ
Ｋ

で
す

。
こ

れ
ら

の
機

能
は

、
既

に
利

用
さ

れ
て

い
る

技
術

の
応

用
・

組
み

合
わ

せ
で

実
現

で
き

る
の

で
は

な
い

で
し

ょ
う

か
？

 

5
2

 
児

童
用

 
利

用
者

の
家

族
 

児
童

用
オ

ム
ツ

 
体

重
が

1
5

キ
ロ

グ
ラ

ム
を

超
え

た
く

ら
い

か
ら

、
市

販
の

赤
ち

ゃ
ん

・
幼

児
用

オ
ム

ツ
が

き
つ

く
な

っ
て

困
っ

て
い

ま
す

。
か

と
い

っ

て
、

成
人

向
け

の
オ

ム
ツ

は
大

き
す

ぎ
て

使
え

ま
せ

ん
。

1
5

～
4

0
キ

ロ
グ

ラ
ム

く
ら

い
の

障
害

児
用

の
オ

ム
ツ

を
作

っ
て

い
た

だ
け

る
と

と
て

も
助

か
り

ま
す

。
障

害
児

の
場

合
、

足
の

付
け

根
や

股
関

節
の

隙
間

か
ら

オ
シ

ッ
コ

が
こ

ぼ
れ

て
し

ま
う

こ
と

も
多

い
の

で
、

そ
の

点
に

も
配

慮
し

て
い

た
だ

け
ま

す
よ

う
お

願
い

し
ま

す
。

ご
一

考
い

た
だ

け
れ

ば
幸

い
で

す
。
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者
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援
機
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等
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究
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発

プ
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果
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平
成

2
1

年
度

障
害

者
自

立
支

援
機

器
等

研
究

開
発

プ
ロ
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ク
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成

果
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。
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4
6

 
視

覚
障

害
者

用
 

利
用

者
 

歩
行

補
助

具
 

一
人

で
も

外
出

で
き

る
よ

う
に

ポ
ー

タ
ブ

ル
ナ

ビ
(徒

歩
機

能
付

)を
、

補
助

の
対

象
と

し
て

ほ
し

い
。

 

4
7

 
聴

覚
障

害
者

用
 

利
用

者
 

聞
こ

え
な

い
人

の
た

め
の

器
具

 

玄
関

の
入

り
口

に
、

夜
で

も
見

え
る

モ
ニ

タ
ー

が
あ

る
と

便
利

。
 

携
帯

以
外

で
人

と
す

ば
や

く
連

絡
取

れ
る

機
器

。
 

4
8

 
視

覚
障

害
者

用
 

利
用

者
 

点
字

ブ
ロ

ッ
ク

・
交

通
信

号
の

色
・

音
楽

点
字

ブ
ロ

ッ
ク

の
黄

色
や

黒
、

シ
ル

バ
ー

な
ど

様
々

な
の

で
見

に
く

い
物

が
あ

り
、

統
一

し
て

ほ
し

い
。

交
通

信
号

の
色

で
も

青
が

見
に

く
い

こ
と

が
あ

る
。

交
通

信
号

の
音

楽
も

場
所

に
よ

っ
て

違
う

の
で

分
か

り
に

く
い

。
 

4
9

 
肢

体
障

害
者

用
 

言
語

障
害

者
用

 

利
用

者
 

パ
ソ

コ
ン

の
入

力
装

置
 

オ
ペ

レ
ー

ト
ナ

ビ
と

い
う

装
置

を
使

用
し

て
い

る
が

、
吐

く
息

で
操

作
し

て
い

る
が

、
思

っ
た

と
お

り
の

操
作

が
し

に
く

い
。

 

5
0

 
聴

覚
障

害
者

用
 

利
用

者
 

手
話

通
訳

・
字

幕
の

表
示

 

よ
り

多
く

の
テ

レ
ビ

番
組

や
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

の
動

画
で

手
話

通
訳

や
字

幕
の

表
示

が
で

き
る

こ
と

を
望

む
。

 

  

82 

5
1

 
視

覚
障

害
者

用
 

開
発

メ
ー

カ
 

視
覚

障
害

者
の

「
携

帯
ナ

ビ
杖

」
 

ま
す

ま
す

進
化

す
る

携
帯

電
話

の
機

能
を

白
杖

に
応

用
で

き
な

い
か

と
考

え
ま

し
た

。
「

携
帯

ナ
ビ

杖
」

で
す

。
 

白
杖

自
体

を
パ

ソ
コ

ン
と

考
え

、
杖

の
握

り
手

部
分

を
マ

ウ
ス

の
形

状
と

し
機

能
を

付
け

、
杖

を
地

面
に

当
て

左
ク

リ
ッ

ク
す

れ
ば

、
足

元
の

地
面

に
２

６
イ

ン
チ

の
仮

想
モ

ニ
タ

ー
を

表
出

さ
せ

、
視

覚
障

害
者

は
、

杖
か

ら
の

触
覚

に
て

位
置

情
報

な
ど

を
得

る
こ

と
が

で
き

る
も

の
で

す
。

例
え

ば
最

も
初

歩
的

な
情

報
と

し
て

、
「

方
角

」
を

情
報

提
供

し
ま

す
。

仮
想

モ
ニ

タ
ー

上
に

、
線

ブ
ロ

ッ
ク

を
表

出
さ

せ
、

こ
の

方
角

が
南

北
を

表
し

ま
す

。
そ

し
て

北
側

に
は

点
ブ

ロ
ッ

ク
を

表
出

さ
せ

ま
す

。
こ

れ
に

よ
り

視
覚

障
害

者
は

、
方

向
感

を
失

う
こ

と
は

な
い

と
考

え
ま

す
。

（
勿

論
、

北
を

示
す

矢
印

↑
で

も
よ

い
の

で
す

が
）

更
に

発
展

さ
せ

、
仮

想
モ

ニ
タ

ー
上

に
、

触
地

図
を

表
出

さ
せ

た
り

、
あ

る
い

は
検

索
機

能
を

付
け

、
「

駅
」

と
点

字
入

力
・

検
索

す
れ

ば
最

寄
り

の
駅

の
改

札
口

の
位

置
が

表
示

さ
れ

、
こ

れ
を

ク
リ

ッ
ク

す
れ

ば
、

杖
を

通
し

て
知

覚
で

き
る

仮
想

の
点

字
ブ

ロ
ッ

ク
が

表
出

さ
れ

、
視

覚
障

害
者

を
改

札
口

ま
で

誘
導

す
る

こ
と

が
で

き
ま

す
。

「
ト

イ
レ

」
と

点
字

入
力

・
検

索
す

れ
ば

、
周

辺
の

コ
ン

ビ
ニ

や
公

共
施

設
な

ど
の

ト
イ

レ
の

位
置

を
仮

想
モ

ニ
タ

ー
に

表
出

さ
せ

、
ク

リ
ッ

ク
す

る
と

、
目

的
地

と
し

て
誘

導
す

る
仮

想
の

点
字

ブ
ロ

ッ
ク

を
表

出
さ

せ
て

は
い

か
が

で
し

ょ
う

か
？

 

そ
し

て
「

お
帰

り
」

機
能

で
す

。
５

年
前

に
買

っ
た

カ
ー

ナ
ビ

に
も

付
い

て
い

る
機

能
で

す
。

こ
れ

を
ク

リ
ッ

ク
す

る
と

、
女

性
の

声
で

「
自

宅
に

戻
り

ま
す

。
所

要
時

間
は

約
３

０
分

で
す

。
途

中
、

信
号

機
の

あ
る

交
差

点
を

２
ヶ

所
渡

り
ま

す
。

」
と

い
う

音
声

が
流

れ
ま

す
。

次
の

瞬
間

、
仮

想
点

字
ブ

ロ
ッ

ク
が

足
元

に
現

れ
ま

す
。

そ
し

て
「

自
宅

に
到

着
で

す
。

お
疲

れ
様

で
し

た
。

」
 

カ
ー

ナ
ビ

に
は

、

当
た

り
前

に
つ

い
て

い
る

機
能

で
す

。
点

字
ブ

ロ
ッ

ク
は

、
視

覚
障

害
者

に
と

っ
て

は
非

常
に

大
切

な
も

の
で

す
が

、
一

方
、

車
椅

子
の

方
に

は
負

担
と

な
り

高
齢

者
に

と
っ

て
は

躓
く

危
険

が
指

摘
さ

れ
て

い
ま

す
。

ま
た

美
観

の
問

題
も

あ
る

と
言

わ
れ

て
お

り
ま

す
。

杖
か

ら
の

触
覚

で
知

覚
で

き
る

仮
想

点
字

ブ
ロ

ッ
ク

で
、

こ
れ

等
の

問
題

の
全

て
が

解
決

で
す

。
こ

の
「

携
帯

ナ
ビ

杖
」

で
電

話
も

メ
ー

ル
も

何
で

も
で

き
ま

す
。

視
覚

障
害

者
と

は
点

字
メ

ー
ル

の
送

受
信

で
す

。
晴

眼
者

と
は

自
動

変
換

機
能

（
点

字
⇔

文
字

）
で

メ
ー

ル
の

送
受

信
で

す
。

勿
論

、
添

付
フ

ァ
イ

ル
も

Ｏ
Ｋ

で
す

。
こ

れ
ら

の
機

能
は

、
既

に
利

用
さ

れ
て

い
る

技
術

の
応

用
・

組
み

合
わ

せ
で

実
現

で
き

る
の

で
は

な
い

で
し

ょ
う

か
？

 

5
2

 
児

童
用

 
利

用
者

の
家

族
 

児
童

用
オ

ム
ツ

 
体

重
が

1
5

キ
ロ

グ
ラ

ム
を

超
え

た
く

ら
い

か
ら

、
市

販
の

赤
ち

ゃ
ん

・
幼

児
用

オ
ム

ツ
が

き
つ

く
な

っ
て

困
っ

て
い

ま
す

。
か

と
い

っ

て
、

成
人

向
け

の
オ

ム
ツ

は
大

き
す

ぎ
て

使
え

ま
せ

ん
。

1
5

～
4

0
キ

ロ
グ

ラ
ム

く
ら

い
の

障
害

児
用

の
オ

ム
ツ

を
作

っ
て

い
た

だ
け

る
と

と
て

も
助

か
り

ま
す

。
障

害
児

の
場

合
、

足
の

付
け

根
や

股
関

節
の

隙
間

か
ら

オ
シ

ッ
コ

が
こ

ぼ
れ

て
し

ま
う

こ
と

も
多

い
の

で
、

そ
の

点
に

も
配

慮
し

て
い

た
だ

け
ま

す
よ

う
お

願
い

し
ま

す
。

ご
一

考
い

た
だ

け
れ

ば
幸

い
で

す
。
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5
3

 
肢

体
障

害
者

用
 

利
用

者
の

家
族

 
季

節
に

応
じ

て
通

気

性
や

保
温

性
等

を
調

節
で

き
る

車
椅

子
 

現
在

、
車

椅
子

を
使

っ
て

い
ま

す
が

、
通

気
性

や
保

温
性

が
調

節
で

き
ず

困
っ

て
い

ま
す

。
 

車
椅

子
と

カ
バ

ー
の

間
に

入
れ

る
フ

ァ
ン

が
あ

る
こ

と
は

知
っ

て
い

ま
す

が
、

重
度

な
障

害
の

場
合

、
フ

ァ
ン

を
入

れ
る

こ
と

も
で

き
ま

せ
ん

。
 

5
4

 
肢

体
障

害
者

用
 

利
用

者
の

家
族

 
錠

剤
服

用
コ

ッ
プ

 
１

２
年

前
に

、
父

親
の

介
護

を
し

て
い

た
母

親
の

要
望

で
錠

剤
薬

と
飲

用
水

が
同

時
に

流
れ

出
し

て
片

手
で

簡
単

に
服

用
す

る
こ

と
が

出

来
る

コ
ッ

プ
を

考
案

し
ま

し
た

。
障

害
者

の
方

々
や

高
齢

者
の

方
々

が
使

い
や

す
く

す
る

た
め

に
、

コ
ッ

プ
本

体
と

錠
剤

薬
を

収
容

で
き

る
装

着
部

を
は

め
合

わ
せ

る
だ

け
の

シ
ン

プ
ル

な
デ

ザ
イ

ン
で

す
。

 

使
用

方
法

 
①

日
々

の
健

康
維

持
に

欠
か

す
こ

と
の

出
来

な
い

錠
剤

薬
を

装
着

部
本

体
に

あ
る

錠
剤

ポ
ケ

ッ
ト

に
収

容
し

た
後

に
コ

ッ

プ
本

体
に

は
め

込
み

ま
す

。
②

コ
ッ

プ
本

体
に

装
着

部
を

は
め

込
ん

だ
後

は
、

注
水

口
よ

り
飲

用
水

を
注

入
し

ま
す

。
③

コ
ッ

プ
内

に
は

め
込

ま
れ

た
装

着
部

内
の

錠
剤

ポ
ケ

ッ
ト

に
口

を
付

け
て

コ
ッ

プ
を

傾
け

る
だ

け
で

錠
剤

ポ
ケ

ッ
ト

内
に

あ
る

水
流

出
穴

が
ら

流
れ

出

し
た

飲
用

水
が

錠
剤

薬
を

押
し

流
し

て
飲

用
水

と
共

に
片

手
で

簡
単

に
錠

剤
薬

の
服

用
が

出
来

ま
す

。
現

在
 

試
作

品
を

作
製

し
て

障
害

者
の

方
々

や
老

人
施

設
連

盟
を

通
じ

て
高

齢
者

施
設

の
方

々
に

プ
レ

ゼ
ン

ト
し

て
、

当
事

者
は

も
ち

ろ
ん

介
護

を
さ

れ
る

職
員

の
方

々
に

も
大

好
評

で
す

。
今

後
の

日
本

は
、

介
護

す
る

側
も

さ
れ

る
側

も
高

齢
化

に
向

か
っ

て
い

ま
す

。
当

事
者

の
方

々
は

勿
論

の
こ

と
、

介
護

さ
れ

る
方

々
の

介
護

負
担

が
少

し
で

も
軽

減
出

来
れ

ば
非

常
に

好
ま

し
く

思
い

ま
す

。
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
に

コ
ッ

プ
の

写
真

を
掲

載
し

て
い

ま
す

の
で

一
度

ご
覧

く
だ

さ
い

。
 

Ｕ
Ｒ

Ｌ
 

h
tt

p
:/

/
w

w
w

.s
a
k
u

ra
k
o
b

o
3

1
2

4
.c

o
m

/
 

5
5

 
そ

の
他

 
福

祉
専

門
職

 
福

祉
用

具
の

開
発

だ

け
で

な
く

て
 

別
の

掲
示

板
に

も
書

き
ま

し
た

が
、

新
し

い
技

術
や

製
品

の
開

発
だ

け
で

な
く

ば
ら

ば
ら

の
基

準
を

統
一

す
る

取
組

を
し

て
ほ

し
い

で

す
。

そ
う

い
う

取
組

が
で

き
る

の
は

テ
ク

ノ
エ

イ
ド

協
会

さ
ん

や
厚

生
労

働
省

な
ど

あ
る

意
味

第
三

者
機

関
が

音
頭

を
取

ら
な

い
と

で
き

な
い

の
で

は
？

業
界

の
自

発
性

を
待

っ
て

い
る

間
に

事
故

が
起

き
る

よ
う

な
気

が
し

ま
す

。
そ

れ
と

も
、

事
故

が
起

き
な

い
と

そ
の

よ
う

な
取

組
は

な
さ

れ
な

い
の

で
し

ょ
う

か
。

も
ち

ろ
ん

 
新

し
い

技
術

や
製

品
の

開
発

も
大

切
で

す
が

、
そ

の
技

術
が

広
ま

る
過

程
で

ば
ら

ば
ら

の
広

が
り

方
だ

っ
た

ら
一

番
困

る
の

は
ユ

ー
ザ

ー
で

す
。

 

5
7

 
肢

体
障

害
者

用
 

利
用

者
の

家
族

 
車

椅
子

 
近

年
、

車
椅

子
は

ジ
ョ

イ
ス

テ
ィ

ッ
ク

形
や

ハ
ン

ド
ル

形
な

ど
大

型
化

、
重

量
化

し
て

お
り

、
使

い
勝

手
が

と
て

も
悪

く
な

っ
て

い
ま

す
。

ま
た

周
り

の
人

た
ち

に
も

迷
惑

に
な

っ
て

い
る

と
思

い
ま

す
。

そ
こ

で
、

半
立

ち
（

駅
な

ど
で

あ
る

ベ
ン

チ
で

腰
を

軽
く

か
け

る
程

度
の

も
の

）
の

状
態

で
移

動
で

き
る

機
器

な
ど

小
型

化
、

軽
量

化
し

た
装

置
の

開
発

が
必

要
で

は
な

い
で

し
ょ

う
か

。
 

ま
た

少
し

く
ら

い
の

段
差

（
1

0
c
m

位
）

は
乗

り
越

え
ら

れ
る

機
能

も
必

要
と

思
い

ま
す

。
健

常
者

と
同

じ
扱

い
を

し
て

も
ら

え
る

よ

う
な

機
器

が
開

発
さ

れ
る

こ
と

を
望

み
ま

す
。
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5
8

 
視

覚
障

害
者

用
 

利
用

者
の

家
族

 
黄

色
い

誘
導

用
ブ

ロ

ッ
ク

 

ブ
ロ

ッ
ク

は
道

路
や

駅
な

ど
で

多
く

見
ら

れ
ま

す
が

、
白

杖
を

使
っ

て
つ

た
い

歩
き

は
し

ま
す

が
、

ブ
ロ

ッ
ク

の
上

は
と

て
も

歩
き

に
く

い
で

す
。

と
く

に
ヒ

ー
ル

で
は

歩
け

ま
せ

ん
。

そ
こ

で
視

覚
障

害
者

の
移

動
補

助
は

Ｇ
Ｐ

Ｓ
な

ど
か

ら
位

置
情

報
を

端
末

に
受

信
し

、
そ

の
端

末
を

持
っ

て
移

動
す

る
よ

う
に

し
て

は
い

か
が

で
し

ょ
う

か
。

視
覚

障
害

者
の

た
め

と
は

い
え

、
ほ

か
の

人
た

ち
の

迷
惑

な
ら

な
い

よ
う

な
設

備
が

必
要

だ
と

考
え

ま
す

。
 

5
9

 
肢

体
障

害
者

用
 

利
用

者
 

電
動

車
い

す
 

電
動

車
い

す
を

使
っ

て
い

る
の

で
す

が
、

か
な

り
大

き
い

た
め

周
り

か
ら

奇
異

な
目

で
見

ら
れ

る
こ

と
が

あ
り

ま
す

。
 

邪
魔

に
な

っ
て

い
る

ん
だ

ろ
う

な
と

思
い

な
が

ら
も

、
バ

ス
を

使
わ

な
い

と
生

活
で

き
な

い
の

で
利

用
し

て
い

ま
す

。
 

電
動

車
い

す
が

作
ら

れ
て

か
ら

私
の

生
活

は
か

な
り

楽
に

は
な

り
ま

し
た

が
、

精
神

的
に

は
ま

だ
ま

だ
き

つ
い

も
の

が
あ

り
ま

す
。

 

そ
こ

で
周

り
の

人
に

迷
惑

を
か

け
な

い
車

い
す

ま
た

は
福

祉
機

器
の

開
発

を
お

願
い

し
ま

す
。

 

た
と

え
ば

、
足

に
ア

シ
ス

ト
機

能
の

あ
る

義
足

で
普

通
に

歩
け

る
よ

う
に

な
る

機
器

で
す

と
か

、
直

立
し

た
状

態
で

移
動

で
き

る
機

器
（

セ

グ
ウ

ェ
イ

の
改

良
版

）
の

よ
う

な
も

の
な

ど
が

あ
る

と
い

い
な

と
思

い
ま

す
。

 

何
と

か
、

周
り

の
人

た
ち

か
ら

奇
異

な
目

で
見

ら
れ

ず
、

健
常

者
と

同
じ

よ
う

に
生

活
で

き
る

機
器

の
開

発
を

お
願

い
し

ま
す

。
 

6
0

 
聴

覚
障

害
者

用
 

障
害

者
団

体
 

通
訳

機
器

 
小

型
Ｐ

Ｃ
に

マ
イ

ク
を

つ
け

て
、

音
声

が
文

字
に

な
る

通
訳

機
器

が
あ

る
と

便
利

で
す

。
 

6
1

 
聴

覚
障

害
者

用
 

障
害

者
団

体
 

聴
覚

障
害

者
の

た
め

の
、

火
災

時
伝

達
機

能
 

聴
覚

障
害

者
が

火
災

時
、

部
屋

な
ど

で
、

火
災

を
認

知
で

き
る

よ
う

な
装

置
が

あ
る

と
助

か
る

。
 

光
に

よ
っ

て
火

災
を

知
ら

せ
る

も
の

や
、

に
お

い
に

よ
っ

て
知

ら
せ

る
も

の
が

あ
る

が
、

光
は

遮
ら

れ
て

し
ま

う
こ

と
が

あ
り

、
に

お
い

は
遠

い
と

届
か

な
い

こ
と

が
あ

る
の

で
、

他
の

方
法

で
伝

達
で

き
る

よ
う

な
装

置
が

あ
る

と
よ

い
。
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5
3

 
肢

体
障

害
者

用
 

利
用

者
の

家
族

 
季

節
に

応
じ

て
通

気

性
や

保
温

性
等

を
調

節
で

き
る

車
椅

子
 

現
在

、
車

椅
子

を
使

っ
て

い
ま

す
が

、
通

気
性

や
保

温
性

が
調

節
で

き
ず

困
っ

て
い

ま
す

。
 

車
椅

子
と

カ
バ

ー
の

間
に

入
れ

る
フ

ァ
ン

が
あ

る
こ

と
は

知
っ

て
い

ま
す

が
、

重
度

な
障

害
の

場
合

、
フ

ァ
ン

を
入

れ
る

こ
と

も
で

き
ま

せ
ん

。
 

5
4

 
肢

体
障

害
者

用
 

利
用

者
の

家
族

 
錠

剤
服

用
コ

ッ
プ

 
１

２
年

前
に

、
父

親
の

介
護

を
し

て
い

た
母

親
の

要
望

で
錠

剤
薬

と
飲

用
水

が
同

時
に

流
れ

出
し

て
片

手
で

簡
単

に
服

用
す

る
こ

と
が

出

来
る

コ
ッ

プ
を

考
案

し
ま

し
た

。
障

害
者

の
方

々
や

高
齢

者
の

方
々

が
使

い
や

す
く

す
る

た
め

に
、

コ
ッ

プ
本

体
と

錠
剤

薬
を

収
容

で
き

る
装

着
部

を
は

め
合

わ
せ

る
だ

け
の

シ
ン

プ
ル

な
デ

ザ
イ

ン
で

す
。

 

使
用

方
法

 
①

日
々

の
健

康
維

持
に

欠
か

す
こ

と
の

出
来

な
い

錠
剤

薬
を

装
着

部
本

体
に

あ
る

錠
剤

ポ
ケ

ッ
ト

に
収

容
し

た
後

に
コ

ッ

プ
本

体
に

は
め

込
み

ま
す

。
②

コ
ッ

プ
本

体
に

装
着

部
を

は
め

込
ん

だ
後

は
、

注
水

口
よ

り
飲

用
水

を
注

入
し

ま
す

。
③

コ
ッ

プ
内

に
は

め
込

ま
れ

た
装

着
部

内
の

錠
剤

ポ
ケ

ッ
ト

に
口

を
付

け
て

コ
ッ

プ
を

傾
け

る
だ

け
で

錠
剤

ポ
ケ

ッ
ト

内
に

あ
る

水
流

出
穴

が
ら

流
れ

出

し
た

飲
用

水
が

錠
剤

薬
を

押
し

流
し

て
飲

用
水

と
共

に
片

手
で

簡
単

に
錠

剤
薬

の
服

用
が

出
来

ま
す

。
現

在
 

試
作

品
を

作
製

し
て

障
害

者
の

方
々

や
老

人
施

設
連

盟
を

通
じ

て
高

齢
者

施
設

の
方

々
に

プ
レ

ゼ
ン

ト
し

て
、

当
事

者
は

も
ち

ろ
ん

介
護

を
さ

れ
る

職
員

の
方

々
に

も
大

好
評

で
す

。
今

後
の

日
本

は
、

介
護

す
る

側
も

さ
れ

る
側

も
高

齢
化

に
向

か
っ

て
い

ま
す

。
当

事
者

の
方

々
は

勿
論

の
こ

と
、

介
護

さ
れ

る
方

々
の

介
護

負
担

が
少

し
で

も
軽

減
出

来
れ

ば
非

常
に

好
ま

し
く

思
い

ま
す

。
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
に

コ
ッ

プ
の

写
真

を
掲

載
し

て
い

ま
す

の
で

一
度

ご
覧

く
だ

さ
い

。
 

Ｕ
Ｒ

Ｌ
 

h
tt

p
:/

/
w

w
w

.s
a
k
u

ra
k
o
b

o
3

1
2

4
.c

o
m

/
 

5
5

 
そ

の
他

 
福

祉
専

門
職

 
福

祉
用

具
の

開
発

だ

け
で

な
く

て
 

別
の

掲
示

板
に

も
書

き
ま

し
た

が
、

新
し

い
技

術
や

製
品

の
開

発
だ

け
で

な
く

ば
ら

ば
ら

の
基

準
を

統
一

す
る

取
組

を
し

て
ほ

し
い

で

す
。

そ
う

い
う

取
組

が
で

き
る

の
は

テ
ク

ノ
エ

イ
ド

協
会

さ
ん

や
厚

生
労

働
省

な
ど

あ
る

意
味

第
三

者
機

関
が

音
頭

を
取

ら
な

い
と

で
き

な
い

の
で

は
？

業
界

の
自

発
性

を
待

っ
て

い
る

間
に

事
故

が
起

き
る

よ
う

な
気

が
し

ま
す

。
そ

れ
と

も
、

事
故

が
起

き
な

い
と

そ
の

よ
う

な
取

組
は

な
さ

れ
な

い
の

で
し

ょ
う

か
。

も
ち

ろ
ん

 
新

し
い

技
術

や
製

品
の

開
発

も
大

切
で

す
が

、
そ

の
技

術
が

広
ま

る
過

程
で

ば
ら

ば
ら

の
広

が
り

方
だ

っ
た

ら
一

番
困

る
の

は
ユ

ー
ザ

ー
で

す
。

 

5
7

 
肢

体
障

害
者

用
 

利
用

者
の

家
族

 
車

椅
子

 
近

年
、

車
椅

子
は

ジ
ョ

イ
ス

テ
ィ

ッ
ク

形
や

ハ
ン

ド
ル

形
な

ど
大

型
化

、
重

量
化

し
て

お
り

、
使

い
勝

手
が

と
て

も
悪

く
な

っ
て

い
ま

す
。

ま
た

周
り

の
人

た
ち

に
も

迷
惑

に
な

っ
て

い
る

と
思

い
ま

す
。

そ
こ

で
、

半
立

ち
（

駅
な

ど
で

あ
る

ベ
ン

チ
で

腰
を

軽
く

か
け

る
程

度
の

も
の

）
の

状
態

で
移

動
で

き
る

機
器

な
ど

小
型

化
、

軽
量

化
し

た
装

置
の

開
発

が
必

要
で

は
な

い
で

し
ょ

う
か

。
 

ま
た

少
し

く
ら

い
の

段
差

（
1

0
c
m

位
）

は
乗

り
越

え
ら

れ
る

機
能

も
必

要
と

思
い

ま
す

。
健

常
者

と
同

じ
扱

い
を

し
て

も
ら

え
る

よ

う
な

機
器

が
開

発
さ

れ
る

こ
と

を
望

み
ま

す
。
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5
8

 
視

覚
障

害
者

用
 

利
用

者
の

家
族

 
黄

色
い

誘
導

用
ブ

ロ

ッ
ク

 

ブ
ロ

ッ
ク

は
道

路
や

駅
な

ど
で

多
く

見
ら

れ
ま

す
が

、
白

杖
を

使
っ

て
つ

た
い

歩
き

は
し

ま
す

が
、

ブ
ロ

ッ
ク

の
上

は
と

て
も

歩
き

に
く

い
で

す
。

と
く

に
ヒ

ー
ル

で
は

歩
け

ま
せ

ん
。

そ
こ

で
視

覚
障

害
者

の
移

動
補

助
は

Ｇ
Ｐ

Ｓ
な

ど
か

ら
位

置
情

報
を

端
末

に
受

信
し

、
そ

の
端

末
を

持
っ

て
移

動
す

る
よ

う
に

し
て

は
い

か
が

で
し

ょ
う

か
。

視
覚

障
害

者
の

た
め

と
は

い
え

、
ほ

か
の

人
た

ち
の

迷
惑

な
ら

な
い

よ
う

な
設

備
が

必
要

だ
と

考
え

ま
す

。
 

5
9

 
肢

体
障

害
者

用
 

利
用

者
 

電
動

車
い

す
 

電
動

車
い

す
を

使
っ

て
い

る
の

で
す

が
、

か
な

り
大

き
い

た
め

周
り

か
ら

奇
異

な
目

で
見

ら
れ

る
こ

と
が

あ
り

ま
す

。
 

邪
魔

に
な

っ
て

い
る

ん
だ

ろ
う

な
と

思
い

な
が

ら
も

、
バ

ス
を

使
わ

な
い

と
生

活
で

き
な

い
の

で
利

用
し

て
い

ま
す

。
 

電
動

車
い

す
が

作
ら

れ
て

か
ら

私
の

生
活

は
か

な
り

楽
に

は
な

り
ま

し
た

が
、

精
神

的
に

は
ま

だ
ま

だ
き

つ
い

も
の

が
あ

り
ま

す
。

 

そ
こ

で
周

り
の

人
に

迷
惑

を
か

け
な

い
車

い
す

ま
た

は
福

祉
機

器
の

開
発

を
お

願
い

し
ま

す
。

 

た
と

え
ば

、
足

に
ア

シ
ス

ト
機

能
の

あ
る

義
足

で
普

通
に

歩
け

る
よ

う
に

な
る

機
器

で
す

と
か

、
直

立
し

た
状

態
で

移
動

で
き

る
機

器
（

セ

グ
ウ

ェ
イ

の
改

良
版

）
の

よ
う

な
も

の
な

ど
が

あ
る

と
い

い
な

と
思

い
ま

す
。

 

何
と

か
、

周
り

の
人

た
ち

か
ら

奇
異

な
目

で
見

ら
れ

ず
、

健
常

者
と

同
じ

よ
う

に
生

活
で

き
る

機
器

の
開

発
を

お
願

い
し

ま
す

。
 

6
0

 
聴

覚
障

害
者

用
 

障
害

者
団

体
 

通
訳

機
器

 
小

型
Ｐ

Ｃ
に

マ
イ

ク
を

つ
け

て
、

音
声

が
文

字
に

な
る

通
訳

機
器

が
あ

る
と

便
利

で
す

。
 

6
1

 
聴

覚
障

害
者

用
 

障
害

者
団

体
 

聴
覚

障
害

者
の

た
め

の
、

火
災

時
伝

達
機

能
 

聴
覚

障
害

者
が

火
災

時
、

部
屋

な
ど

で
、

火
災

を
認

知
で

き
る

よ
う

な
装

置
が

あ
る

と
助

か
る

。
 

光
に

よ
っ

て
火

災
を

知
ら

せ
る

も
の

や
、

に
お

い
に

よ
っ

て
知

ら
せ

る
も

の
が

あ
る

が
、

光
は

遮
ら

れ
て

し
ま

う
こ

と
が

あ
り

、
に

お
い

は
遠

い
と

届
か

な
い

こ
と

が
あ

る
の

で
、

他
の

方
法

で
伝

達
で

き
る

よ
う

な
装

置
が

あ
る

と
よ

い
。
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6
2

 
そ

の
他

 
そ

の
他

 
介

護
に

携
わ

る
人

の

応
援

マ
ガ

ジ
ン

「
月

刊
介

護
保

険
」

の
ご

紹
介

 

「
月

刊
介

護
保

険
」

編
集

部
の

野
澤

と
申

し
ま

す
。

介
護

に
携

わ
る

人
の

応
援

マ
ガ

ジ
ン

「
月

刊
介

護
保

険
」

を
ご

紹
介

し
ま

す
。

「
月

刊
介

護
保

険
」

で
は

、
介

護
保

険
制

度
改

正
に

向
け

た
厚

生
労

働
省

の
動

き
や

最
新

の
ニ

ュ
ー

ス
、

法
令

・
通

知
等

の
解

説
は

も
ち

ろ
ん

、

地
方

自
治

体
や

介
護

現
場

の
ユ

ニ
ー

ク
な

取
組

を
わ

か
り

や
す

く
、

正
確

に
お

伝
え

し
て

い
ま

す
。

行
政

関
係

者
や

ヘ
ル

パ
ー

、
ケ

ア
マ

ネ
ジ

ャ
ー

、
病

院
関

係
者

な
ど

に
ご

愛
読

い
た

だ
い

て
お

り
ま

す
。

紙
媒

体
の

他
に

も
電

子
書

籍
な

ど
も

販
売

し
て

お
り

ま
す

の
で

、
ご

興
味

の
あ

る
方

は
、

ぜ
ひ

一
度

ご
覧

く
だ

さ
い

。
●

法
研

「
月

刊
介

護
保

険
」

h
tt

p
:/

/
w

w
w

.s
o
c
io

h
e
a
lt
h

.c
o
.jp

/
m

a
g
a
z
in

e
/
k
a
ig

o
/
in

d
e
x
.c

fm
※

定
期

購
読

の
他

に
、

最
新

号
は

丸
善

丸
の

内
本

店
、

三
省

堂
書

店
神

保
町

本
店

、
ジ

ュ
ン

ク
堂

池
袋

本
店

で
も

販
売

し
て

お
り

ま
す

。
●

富
士

山
マ

ガ
ジ

ン
サ

ー
ビ

ス
「

月
刊

介
護

保
険

」
デ

ジ
タ

ル
版

h
tt

p
:/

/
w

w
w

.f
u

jis
a
n

.c
o
.jp

/
k
a
ig

o
/
※

Ｗ
Ｅ

Ｂ
上

で
雑

誌
を

購
入

で
き

、
１

冊
ま

る
ご

と
閲

覧
で

き
ま

す
。

ご
購

入
後

は
Ｗ

Ｅ

Ｂ
上

、
iP

h
o
n

e・
iP

a
d

上
で

閲
覧

で
き

ま
す

。
●

M
e
d
ic

a
l e

-
h

o
n（

メ
デ

ィ
カ

ル
イ

ー
ホ

ン
）
h

tt
p

:/
/
w

w
w

.m
e
-
h

o
n

.n
e
.jp

/
m

e
b

/

医
療

従
事

者
向

け
４

万
点

以
上

の
記

事
・

論
文

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

か
ら

「
月

刊
介

護
保

険
」

を
記

事
単

位
で

検
索

、
閲

覧
で

き
ま

す
。

●
日

経
テ

レ
コ

ン
２

１
h

tt
p

:/
/t

2
1

.n
ik

k
e
i.c

o
.jp

/
※

「
日

経
テ

レ
コ

ン
２

１
」

の
会

員
は

、
新

聞
・

雑
誌

２
０

０
紙

誌
以

上
の

記
事

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

か
ら

「
月

刊
介

護
保

険
」

を
記

事
単

位
で

検
索

、
閲

覧
で

き
ま

す
。

 

6
3

 
肢

体
障

害
者

用
 

利
用

者
の

家
族

 
バ

ス
車

内
車

椅
子

固

定
装

置
に

対
応

し
た

車
椅

子
フ

レ
ー

ム
 

息
子

の
通

う
養

護
学

校
の

ス
ク

ー
ル

バ
ス

で
開

校
3

年
半

で
二

度
の

ス
ク

ー
ル

バ
ス

車
内

車
椅

子
転

倒
事

故
が

起
き

て
い

ま
す

。
先

日

起
き

た
も

の
は

縫
合

が
必

要
な

程
の

怪
我

で
あ

り
、

児
童

生
徒

、
保

護
者

は
不

安
を

感
じ

て
い

ま
す

。
当

ス
ク

ー
ル

バ
ス

は
ゴ

ム
バ

ン
ド

で
の

不
完

全
な

固
定

な
ど

、
会

社
側

の
安

全
意

識
が

低
い

た
め

に
繰

り
返

さ
れ

た
も

の
で

は
あ

り
ま

す
が

、
公

共
の

バ
ス

を
利

用
し

て
い

て
車

椅
子

固
定

に
不

安
が

な
い

と
は

い
え

ま
せ

ん
。
よ

く
、
車

椅
子

の
形

が
い

ろ
い

ろ
で

対
応

で
き

な
い

と
い

う
こ

と
を

聞
き

ま
す

の
で

、

車
椅

子
フ

レ
ー

ム
を

統
一

し
た

固
定

部
位

が
あ

る
仕

様
と

し
、

確
実

に
固

定
装

置
と

固
定

で
き

る
よ

う
に

し
て

い
た

だ
き

た
い

と
思

い
ま

す
。

 

6
4

 
肢

体
障

害
者

用
 

利
用

者
の

家
族

 
バ

ス
車

内
固

定
装

置

と
車

椅
子

を
固

定
す

る
金

具
（

車
椅

子
に

取
り

付
け

る
も

の
）

先
ほ

ど
、

バ
ス

車
内

固
定

装
置

に
固

定
で

き
る

車
椅

子
フ

レ
ー

ム
の

統
一

し
た

仕
様

の
要

望
を

出
し

ま
し

た
が

、
も

っ
と

現
実

的
な

も
の

と
し

て
、

車
椅

子
に

取
り

付
け

る
固

定
装

置
用

フ
ッ

ク
を

要
望

し
ま

す
。

 

必
要

な
人

が
自

分
の

車
椅

子
に

合
っ

た
も

の
を

購
入

し
、

車
椅

子
に

取
り

付
け

て
お

け
ば

、
バ

ス
車

内
固

定
装

置
と

安
全

に
固

定
す

る
こ

と
が

で
き

る
と

い
う

も
の

で
す

。
 

ス
ク

ー
ル

バ
ス

で
は

乗
務

員
の

研
修

不
足

で
車

椅
子

の
タ

イ
ヤ

に
ゴ

ム
バ

ン
ド

を
引

っ
掛

け
る

と
い

う
よ

う
な

信
じ

ら
れ

な
い

こ
と

も

起
き

ま
し

た
。

 

乗
務

員
の

研
修

は
当

た
り

前
の

こ
と

で
す

が
、

よ
り

安
全

に
乗

車
す

る
た

め
に

は
わ

か
り

易
さ

、
簡

便
さ

も
必

要
か

と
思

い
ま

す
。
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6
5

 
 

 
 

 
パ

ソ
コ

ン
の

使
用

に

つ
い

て
 

1
級

の
上

下
肢

体
幹

障
害

手
帳

を
持

つ
者

で
す

。
 

パ
ソ

コ
ン

で
作

業
を

し
て

い
ま

す
が

、
手

指
、

腕
の

変
形

に
よ

り
マ

ウ
ス

の
操

作
が

難
し

く
な

り
ま

し
た

。
 

市
販

の
製

品
で

は
自

分
の

手
に

あ
っ

た
物

を
探

す
の

は
難

し
い

の
で

オ
ー

ダ
ー

メ
イ

ド
で

製
作

を
し

て
頂

け
る

よ
う

な
情

報
は

あ
り

ま

せ
ん

で
し

ょ
う

か
。

 

6
6

 
肢

体
障

害
者

用
 

利
用

者
の

家
族

 
移

乗
用

リ
フ

ト
 

全
身

に
力

が
入

ら
な

い
人

が
使

え
る

リ
フ

ト
を

探
し

て
い

る
が

、
一

般
家

庭
で

使
え

る
サ

イ
ズ

の
も

の
が

見
つ

か
ら

な
い

。
 

一
般

家
庭

で
は

幅
5

0
セ

ン
チ

程
度

で
な

け
れ

ば
ト

イ
レ

な
ど

の
ド

ア
に

は
い

ら
な

い
。

 

ま
た

、
つ

り
具

も
装

着
が

大
変

な
も

の
が

多
い

。
 

着
替

え
の

際
な

ど
 

立
位

を
確

保
で

き
、

な
お

か
つ

腰
周

り
を

お
お

わ
な

い
で

使
用

で
き

る
も

の
が

あ
っ

て
ほ

し
い

。
 

具
体

的
に

言
え

ば
、

ひ
ざ

を
う

け
て

く
れ

て
、

脇
を

腕
で

持
ち

上
げ

～
だ

き
と

め
て

く
れ

る
も

の
。

 

つ
り

具
を

使
わ

な
く

て
も

い
い

も
の

。
赤

ち
ゃ

ん
の

歩
行

器
の

よ
う

に
わ

き
の

し
た

が
3

6
0

度
ホ

ー
ル

ド
さ

れ
て

い
れ

ば
い

い
の

に
と

お
も

う
。

も
ち

ろ
ん

使
わ

な
い

と
き

に
は

コ
ン

パ
ク

ト
に

な
っ

て
ほ

し
い

。
 

ま
た

、
日

本
の

福
祉

用
具

は
色

・
デ

ザ
イ

ン
が

あ
ま

り
に

も
ひ

ど
い

。
普

通
に

生
活

し
て

い
る

中
に

あ
る

と
、

非
常

に
こ

こ
ろ

が
落

ち
着

か
な

い
色

・
デ

ザ
イ

ン
が

お
お

い
。

外
国

製
品

は
そ

の
点

美
し

い
も

の
が

多
い

よ
う

に
感

じ
る

。
器

械
の

フ
レ

ー
ム

が
青

か
っ

た
り

す
る

の
は

な
ぜ

で
し

ょ
う

。
ふ

つ
う

に
お

い
て

あ
っ

て
も

気
に

な
ら

な
い

程
度

の
色

や
デ

ザ
イ

ン
・

大
き

さ
で

あ
っ

て
欲

し
い

と
思

い
ま

す
。

 

6
7

 
肢

体
障

害
者

用
 

利
用

者
 

今
仙

技
術

研

(E
M

C
-
9

1
0

) 

全
車

い
す

に
も

可
能

な
、

前
輪

、
駆

動
軸

に
、

障
害

者
に

優
し

い
、

ク
ッ

シ
ョ

ン
の

採
用

を
、

研
究

、
開

発
し

て
い

た
だ

き
た

い
。

何
気

な
く

利
用

し
て

い
て

も
、

歩
道

の
タ

イ
ル

、
段

差
に

は
結

構
、

体
に

苦
痛

を
伴

い
ま

す
。

ま
た

、
座

席
自

体
を

ユ
リ

カ
ゴ

み
た

い
な

、
ク

ッ
シ

ョ
ン

に
出

来
な

い
で

し
ょ

う
か

。
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6
2

 
そ

の
他

 
そ

の
他

 
介

護
に

携
わ

る
人

の

応
援

マ
ガ

ジ
ン

「
月

刊
介

護
保

険
」

の
ご

紹
介

 

「
月

刊
介

護
保

険
」

編
集

部
の

野
澤

と
申

し
ま

す
。

介
護

に
携

わ
る

人
の

応
援

マ
ガ

ジ
ン

「
月

刊
介

護
保

険
」

を
ご

紹
介

し
ま

す
。

「
月

刊
介

護
保

険
」

で
は

、
介

護
保

険
制

度
改

正
に

向
け

た
厚

生
労

働
省

の
動

き
や

最
新

の
ニ

ュ
ー

ス
、

法
令

・
通

知
等

の
解

説
は

も
ち

ろ
ん

、

地
方

自
治

体
や

介
護

現
場

の
ユ

ニ
ー

ク
な

取
組

を
わ

か
り

や
す

く
、

正
確

に
お

伝
え

し
て

い
ま

す
。

行
政

関
係

者
や

ヘ
ル

パ
ー

、
ケ

ア
マ

ネ
ジ

ャ
ー

、
病

院
関

係
者

な
ど

に
ご

愛
読

い
た

だ
い

て
お

り
ま

す
。

紙
媒

体
の

他
に

も
電

子
書

籍
な

ど
も

販
売

し
て

お
り

ま
す

の
で

、
ご

興
味

の
あ

る
方

は
、

ぜ
ひ

一
度

ご
覧

く
だ

さ
い

。
●

法
研

「
月

刊
介

護
保

険
」

h
tt

p
:/

/
w

w
w

.s
o
c
io

h
e
a
lt
h

.c
o
.jp

/
m

a
g
a
z
in

e
/
k
a
ig

o
/
in

d
e
x
.c

fm
※

定
期

購
読

の
他

に
、

最
新

号
は

丸
善

丸
の

内
本

店
、

三
省

堂
書

店
神

保
町

本
店

、
ジ

ュ
ン

ク
堂

池
袋

本
店

で
も

販
売

し
て

お
り

ま
す

。
●

富
士

山
マ

ガ
ジ

ン
サ

ー
ビ

ス
「

月
刊

介
護

保
険

」
デ

ジ
タ

ル
版

h
tt

p
:/

/
w

w
w

.f
u

jis
a
n

.c
o
.jp

/
k
a
ig

o
/
※

Ｗ
Ｅ

Ｂ
上

で
雑

誌
を

購
入

で
き

、
１

冊
ま

る
ご

と
閲

覧
で

き
ま

す
。

ご
購

入
後

は
Ｗ

Ｅ

Ｂ
上

、
iP

h
o
n

e・
iP

a
d

上
で

閲
覧

で
き

ま
す

。
●

M
e
d
ic

a
l e

-
h

o
n（

メ
デ

ィ
カ

ル
イ

ー
ホ

ン
）
h

tt
p

:/
/
w

w
w

.m
e
-
h

o
n

.n
e
.jp

/
m

e
b

/

医
療

従
事

者
向

け
４

万
点

以
上

の
記

事
・

論
文

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

か
ら

「
月

刊
介

護
保

険
」

を
記

事
単

位
で

検
索

、
閲

覧
で

き
ま

す
。

●
日

経
テ

レ
コ

ン
２

１
h

tt
p

:/
/t

2
1

.n
ik

k
e
i.c

o
.jp

/
※

「
日

経
テ

レ
コ

ン
２

１
」

の
会

員
は

、
新

聞
・

雑
誌

２
０

０
紙

誌
以

上
の

記
事

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

か
ら

「
月

刊
介

護
保

険
」

を
記

事
単

位
で

検
索

、
閲

覧
で

き
ま

す
。

 

6
3

 
肢

体
障

害
者

用
 

利
用

者
の

家
族

 
バ

ス
車

内
車

椅
子

固

定
装

置
に

対
応

し
た

車
椅

子
フ

レ
ー

ム
 

息
子

の
通

う
養

護
学

校
の

ス
ク

ー
ル

バ
ス

で
開

校
3

年
半

で
二

度
の

ス
ク

ー
ル

バ
ス

車
内

車
椅

子
転

倒
事

故
が

起
き

て
い

ま
す

。
先

日

起
き

た
も

の
は

縫
合

が
必

要
な

程
の

怪
我

で
あ

り
、

児
童

生
徒

、
保

護
者

は
不

安
を

感
じ

て
い

ま
す

。
当

ス
ク

ー
ル

バ
ス

は
ゴ

ム
バ

ン
ド

で
の

不
完

全
な

固
定

な
ど

、
会

社
側

の
安

全
意

識
が

低
い

た
め

に
繰

り
返

さ
れ

た
も

の
で

は
あ

り
ま

す
が

、
公

共
の

バ
ス

を
利

用
し

て
い

て
車

椅
子

固
定

に
不

安
が

な
い

と
は

い
え

ま
せ

ん
。
よ

く
、
車

椅
子

の
形

が
い

ろ
い

ろ
で

対
応

で
き

な
い

と
い

う
こ

と
を

聞
き

ま
す

の
で

、

車
椅

子
フ

レ
ー

ム
を

統
一

し
た

固
定

部
位

が
あ

る
仕

様
と

し
、

確
実

に
固

定
装

置
と

固
定

で
き

る
よ

う
に

し
て

い
た

だ
き

た
い

と
思

い
ま

す
。

 

6
4

 
肢

体
障

害
者

用
 

利
用

者
の

家
族

 
バ

ス
車

内
固

定
装

置

と
車

椅
子

を
固

定
す

る
金

具
（

車
椅

子
に

取
り

付
け

る
も

の
）

先
ほ

ど
、

バ
ス

車
内

固
定

装
置

に
固

定
で

き
る

車
椅

子
フ

レ
ー

ム
の

統
一

し
た

仕
様

の
要

望
を

出
し

ま
し

た
が

、
も

っ
と

現
実

的
な

も
の

と
し

て
、

車
椅

子
に

取
り

付
け

る
固

定
装

置
用

フ
ッ

ク
を

要
望

し
ま

す
。

 

必
要

な
人

が
自

分
の

車
椅

子
に

合
っ

た
も

の
を

購
入

し
、

車
椅

子
に

取
り

付
け

て
お

け
ば

、
バ

ス
車

内
固

定
装

置
と

安
全

に
固

定
す

る
こ

と
が

で
き

る
と

い
う

も
の

で
す

。
 

ス
ク

ー
ル

バ
ス

で
は

乗
務

員
の

研
修

不
足

で
車

椅
子

の
タ

イ
ヤ

に
ゴ

ム
バ

ン
ド

を
引

っ
掛

け
る

と
い

う
よ

う
な

信
じ

ら
れ

な
い

こ
と

も

起
き

ま
し

た
。

 

乗
務

員
の

研
修

は
当

た
り

前
の

こ
と

で
す

が
、

よ
り

安
全

に
乗

車
す

る
た

め
に

は
わ

か
り

易
さ

、
簡

便
さ

も
必

要
か

と
思

い
ま

す
。
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5

 
 

 
 

 
パ

ソ
コ

ン
の

使
用

に

つ
い

て
 

1
級

の
上

下
肢

体
幹

障
害

手
帳

を
持

つ
者

で
す

。
 

パ
ソ

コ
ン

で
作

業
を

し
て

い
ま

す
が

、
手

指
、

腕
の

変
形

に
よ

り
マ

ウ
ス

の
操

作
が

難
し

く
な

り
ま

し
た

。
 

市
販

の
製

品
で

は
自

分
の

手
に

あ
っ

た
物

を
探

す
の

は
難

し
い

の
で

オ
ー

ダ
ー

メ
イ

ド
で

製
作

を
し

て
頂

け
る

よ
う

な
情

報
は

あ
り

ま

せ
ん

で
し

ょ
う

か
。

 

6
6

 
肢

体
障

害
者

用
 

利
用

者
の

家
族

 
移

乗
用

リ
フ

ト
 

全
身

に
力

が
入

ら
な

い
人

が
使

え
る

リ
フ

ト
を

探
し

て
い

る
が

、
一

般
家

庭
で

使
え

る
サ

イ
ズ

の
も

の
が

見
つ

か
ら

な
い

。
 

一
般

家
庭

で
は

幅
5

0
セ

ン
チ

程
度

で
な

け
れ

ば
ト

イ
レ

な
ど

の
ド

ア
に

は
い

ら
な

い
。

 

ま
た

、
つ

り
具

も
装

着
が

大
変

な
も

の
が

多
い

。
 

着
替

え
の

際
な

ど
 

立
位

を
確

保
で

き
、

な
お

か
つ

腰
周

り
を

お
お

わ
な

い
で

使
用

で
き

る
も

の
が

あ
っ

て
ほ

し
い

。
 

具
体

的
に

言
え

ば
、

ひ
ざ

を
う

け
て

く
れ

て
、

脇
を

腕
で

持
ち

上
げ

～
だ

き
と

め
て

く
れ

る
も

の
。

 

つ
り

具
を

使
わ

な
く

て
も

い
い

も
の

。
赤

ち
ゃ

ん
の

歩
行

器
の

よ
う

に
わ

き
の

し
た

が
3

6
0

度
ホ

ー
ル

ド
さ

れ
て

い
れ

ば
い

い
の

に
と

お
も

う
。

も
ち

ろ
ん

使
わ

な
い

と
き

に
は

コ
ン

パ
ク

ト
に

な
っ

て
ほ

し
い

。
 

ま
た

、
日

本
の

福
祉

用
具

は
色

・
デ

ザ
イ

ン
が

あ
ま

り
に

も
ひ

ど
い

。
普

通
に

生
活

し
て

い
る

中
に

あ
る

と
、

非
常

に
こ

こ
ろ

が
落

ち
着

か
な

い
色

・
デ

ザ
イ

ン
が

お
お

い
。

外
国

製
品

は
そ

の
点

美
し

い
も

の
が

多
い

よ
う

に
感

じ
る

。
器

械
の

フ
レ

ー
ム

が
青

か
っ

た
り

す
る

の
は

な
ぜ

で
し

ょ
う

。
ふ

つ
う

に
お

い
て

あ
っ

て
も

気
に

な
ら

な
い

程
度

の
色

や
デ

ザ
イ

ン
・

大
き

さ
で

あ
っ

て
欲

し
い

と
思

い
ま

す
。

 

6
7

 
肢

体
障

害
者

用
 

利
用

者
 

今
仙

技
術

研

(E
M

C
-
9

1
0

) 

全
車

い
す

に
も

可
能

な
、

前
輪

、
駆

動
軸

に
、

障
害

者
に

優
し

い
、

ク
ッ

シ
ョ

ン
の

採
用

を
、

研
究

、
開

発
し

て
い

た
だ

き
た

い
。

何
気

な
く

利
用

し
て

い
て

も
、

歩
道

の
タ

イ
ル

、
段

差
に

は
結

構
、

体
に

苦
痛

を
伴

い
ま

す
。

ま
た

、
座

席
自

体
を

ユ
リ

カ
ゴ

み
た

い
な

、
ク

ッ
シ

ョ
ン

に
出

来
な

い
で

し
ょ

う
か

。
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6
8

 
肢

体
障

害
者

用
 

利
用

者
 

携
帯

用
コ

イ
ン

投
入

器
具

（
名

称
 

コ
イ

～
ン

）
 

頚
髄

損
傷

者
で

す
。

１
人

で
自

動
車

を
運

転
し

て
外

出
す

る
機

会
が

多
い

で
す

。
最

近
、

町
の

中
は

無
人

の
有

料
駐

車
場

が
多

く
な

り
、

出
口

で
い

つ
も

機
械

に
駐

車
料

金
（

特
に

コ
イ

ン
）

を
入

れ
る

の
に

苦
労

し
ま

す
。

不
自

由
な

手
で

１
０

円
玉

や
１

０
０

円
玉

を
何

枚
も

入
れ

て
い

る
と

時
間

が
掛

か
り

、
遅

く
な

る
と

後
ろ

の
車

か
ら

ク
ラ

ク
シ

ョ
ン

を
鳴

ら
さ

れ
、

焦
っ

て
コ

イ
ン

を
車

外
に

落
と

す
こ

と
が

度
々

あ
り

、
無

人
の

有
料

駐
車

場
を

利
用

し
な

く
な

り
ま

し
た

。
最

近
の

自
動

販
売

機
に

は
コ

イ
ン

を
受

け
る

器
具

の
付

い
た

バ
リ

ア
フ

リ
ー

自
動

販
売

機
が

多
く

な
り

ま
し

た
が

、
駐

車
場

の
料

金
投

入
機

械
は

屋
外

で
も

あ
り

、
コ

イ
ン

を
受

け
る

器
具

は
雨

等
が

入
る

と
い

う
こ

と
で

な
か

な
か

普
及

し
ま

せ
ん

。
し

た
が

っ
て

、
１

０
円

玉
や

１
０

０
円

玉
を

２
０

枚
位

を
前

も
っ

て
セ

ッ
ト

し
、

簡
単

に
料

金
投

入
機

械
に

投
入

で
き

る
軽

い
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
製

で
携

帯
が

出
来

、
自

動
車

の
中

に
置

い
て

お
け

る
携

帯
用

コ
イ

ン
投

入
器

具
が

で
き

な
い

で
す

か
。

高
齢

者
に

も
便

利
だ

と
思

い
ま

す
。

 

6
9

 
肢

体
障

害
者

用
 

障
害

者
ス

ポ
ー

ツ
用

 

利
用

者
 

携
帯

手
摺

 
旅

行
中

や
一

般
ト

イ
レ

な
ど

で
簡

単
に

脱
着

使
用

出
来

る
様

な
手

摺
を

作
成

で
き

ま
せ

ん
か

？
 

ト
イ

レ
に

依
っ

て
手

摺
が

ま
ち

ま
ち

で
、

障
害

者
ト

イ
レ

が
少

な
く

利
用

出
来

な
い

こ
と

が
多

か
っ

た
り

、
最

近
誰

で
も

使
用

出
来

ま
す

と
言

っ
た

様
な

物
が

あ
る

為
、

携
帯

手
摺

（
補

助
具

）
が

あ
れ

ば
行

動
範

囲
が

増
え

る
。

 

7
0

 
そ

の
他

 
開

発
メ

ー
カ

 
携

帯
用

簡
易

ト
イ

レ

の
ア

イ
デ

ア
 

外
出

先
で

も
使

え
る

簡
易

用
ト

イ
レ

（
芳

香
付

き
）

に
つ

い
て

の
ア

イ
デ

ア
が

あ
り

ま
す

。
つ

い
て

は
、

こ
れ

を
実

用
化

し
て

く
だ

さ
る

企
業

を
探

し
て

い
ま

す
。

ご
興

味
を

も
た

れ
た

方
は

ご
一

報
く

だ
さ

い
。

 

7
1

 
肢

体
障

害
者

用
 

そ
の

他
(老

人
施

設
、

な
ど

) 

そ
の

他
("

")
 

車
い

す
の

人
達

が
自

分
自

身
で

衣
類

を
ク

ロ
ー

ゼ
ッ

ト
に

収
納

で
き

ま
す

 

車
い

す
の

人
達

が
自

分
自

身
で

衣
類

、
ス

ー
ツ

、
コ

ー
ト

な
ど

日
常

生
活

の
一

部
を

家
族

の
手

を
借

り
ず

に
自

分
自

身
の

手
で

収
納

で
き

る
シ

ス
テ

ム
を

開
発

中
で

す
。

こ
の

シ
ス

テ
ム

が
、

車
い

す
の

人
達

に
喜

ば
れ

る
？

周
り

の
車

椅
子

の
人

は
、

開
発

終
了

を
待

っ
て

い
る

方
も

お
ら

れ
ま

す
。

現
在

使
用

し
て

い
る

ク
ロ

ー
ゼ

ッ
ト

に
取

り
付

け
可

能
で

す
。

 

7
2

 
そ

の
他

(健
康

管

理
を

必
要

と
す

る
多

く
の

方
に

)

利
用

者
の

家
族

 
健

康
管

理
ノ

ー
ト

 
日

々
の

体
温

・
食

事
・

排
泄

・
睡

眠
な

ど
を

記
録

で
き

る
ノ

ー
ト

が
あ

る
と

と
て

も
助

か
り

ま
す

。
具

体
的

に
は

、
病

院
が

入
院

患
者

用

に
用

意
し

て
い

る
よ

う
な

グ
ラ

フ
を

一
週

間
分

一
ペ

ー
ジ

に
配

置
し

、
と

な
り

の
ペ

ー
ジ

に
細

か
な

様
子

や
受

診
の

内
容

を
書

き
込

め
る

よ
う

に
し

ま
す

。
毎

日
記

録
を

し
な

く
て

も
、

体
調

が
悪

く
な

っ
た

と
き

に
記

録
を

つ
け

て
病

院
に

持
参

す
る

よ
う

に
す

れ
ば

、
受

診
の

際
の

説
明

時
間

を
短

縮
す

る
こ

と
が

で
き

ま
す

。
ま

た
、

ノ
ー

ト
の

先
頭

に
、

病
気

や
障

害
の

経
過

、
入

退
院

の
履

歴
を

記
録

で
き

る
箇

所
が

あ
れ

ば
、

医
療

・
福

祉
関

係
の

担
当

者
に

何
度

も
同

じ
説

明
を

す
る

手
間

を
は

ぶ
く

こ
と

も
で

き
ま

す
。

実
は

す
で

に
実

験
作

を
個

人
で

作
成

し
、

友
人

知
人

、
主

に
障

害
児

の
お

母
さ

ん
た

ち
に

配
っ

て
い

ま
す

。
も

ち
ろ

ん
私

自
身

も
活

用
し

て
い

ま
す

。
広

く
普

及
す

る
こ

と
を

願
っ

て
、

商
品

化
を

お
願

い
い

た
し

ま
す

。
よ

ろ
し

く
ご

検
討

く
だ

さ
い

。
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7
3

 
肢

体
障

害
者

用
 

視
覚

障
害

者
用

 

聴
覚

障
害

者
用

 

言
語

障
害

者
用

 

障
害

者
団

体
 

大
声

消
火

器
 

施
設

な
ど

の
火

災
に

は
多

く
の

犠
牲

者
を

生
む

こ
と

が
事

例
か

ら
も

判
明

し
て

い
ま

す
。

そ
こ

で
ま

ず
、

小
さ

な
炎

を
消

火
す

る
た

め
に

必
要

な
の

が
消

火
器

で
す

。
し

か
し

現
状

で
は

一
般

的
な

普
及

さ
れ

て
い

る
タ

イ
プ

は
粉

末
式

の
１

０
型

消
火

器
で

す
が

、
障

が
い

を
持

っ
て

い
る

方
は

も
ち

ろ
ん

高
齢

者
に

も
非

常
に

扱
い

に
く

い
物

で
す

。
ま

し
て

や
そ

の
時

に
”

火
事

だ
～

火
を

消
せ

”
な

ど
と

大
声

を
上

げ
る

事
は

健
常

者
で

も
な

か
な

か
で

き
ま

せ
ん

。
そ

こ
で

、
消

火
器

の
底

面
に

ス
ピ

ー
カ

ー
と

セ
ン

サ
ー

を
付

け
、

倒
さ

れ
た

ら
大

音
響

で
”

火
災

で
す

、
火

災
で

す
”

な
ど

の
声

が
自

動
的

に
出

る
と

共
に

フ
ラ

ッ
シ

ュ
ラ

イ
ト

が
点

滅
す

る
も

の
で

す
。

既
存

の
消

火
器

に
容

易
に

取
り

付
け

ら
れ

、
消

防
法

に
抵

触
し

な
い

物
と

し
ま

す
。

ユ
ニ

バ
ー

サ
ル

デ
ザ

イ
ン

的
に

薬
剤

を
噴

射
で

き
る

か
否

か
は

別
に

考
え

ま
す

。
 

7
4

 
肢

体
障

害
者

用
 

視
覚

障
害

者
用

 

聴
覚

障
害

者
用

 

言
語

障
害

者
用

 

利
用

者
 

携
帯

 
F
O

M
A

 
※

※
※

を
販

売
復

活
し

て
欲

し
い

。
太

陽
発

電
で

充
電

し
て

欲
し

い
。

ス
キ

ャ
ン

を
０

、
３

秒
に

し
て

欲
し

い
。

電
池

を
も

う

少
し

使
わ

な
い

携
帯

に
し

て
欲

し
い

。
テ

ン
キ

ー
も

ス
キ

ャ
ン

を
し

て
欲

し
い

。
パ

ネ
ル

内
の

ボ
タ

ン
を

大
き

く
し

て
欲

し
い

。
予

測
候

補
を

初
期

化
し

な
い

で
欲

し
い

。
ス

キ
ャ

ン
可

能
な

携
帯

を
増

や
し

て
欲

し
い

。
 

7
5

 
視

覚
障

害
者

用
 

盲
ろ

う
者

用
 

福
祉

専
門

職
 

デ
ジ

タ
ル

数
字

読
み

取
り

 

音
声

体
重

計
、

音
声

体
温

計
な

ど
デ

ジ
タ

ル
表

示
さ

れ
た

物
を

音
声

で
読

み
上

げ
る

機
械

が
増

え
、

視
覚

障
碍

者
に

と
っ

て
は

、
あ

り
が

た
い

の
で

す
が

、
１

つ
１

つ
の

機
械

を
開

発
す

る
の

で
は

な
く

、
デ

ジ
タ

ル
表

示
さ

れ
て

い
る

数
字

を
読

み
取

る
機

械
を

開
発

し
て

欲
し

い
で

す
。

手
の

ひ
ら

に
収

ま
る

程
度

に
小

さ
い

物
で

、
読

ま
せ

た
い

数
字

の
所

に
そ

れ
を

も
っ

て
い

く
と

、
音

声
読

み
上

げ
す

る
機

械
を

イ
メ

ー
ジ

し
て

い
ま

す
。

読
み

上
げ

た
数

字
を

点
字

表
示

で
き

れ
ば

、
盲

ろ
う

者
の

利
用

も
可

能
に

な
り

ま
す

。
世

の
中

に
は

、
数

字
を

デ
ジ

タ
ル

表
示

す
る

機
械

は
た

く
さ

ん
あ

り
ま

す
。

で
す

か
ら

、
こ

の
数

字
を

読
み

上
げ

る
機

械
が

で
き

る
と

、
視

覚
障

碍
者

も
多

く
の

機
械

の
利

用
が

可
能

に
な

り
ま

す
。

ぜ
ひ

、
開

発
し

て
く

だ
さ

い
。

よ
ろ

し
く

お
願

い
し

ま
す

。
 

7
6

 
言

語
障

害
者

用
 

利
用

者
 

携
帯

用
会

話
補

助
装

置
 

・
太

陽
光

で
充

電
で

き
る

よ
う

に
し

て
欲

し
い

で
す

。
長

時
間

外
出

す
る

機
会

も
多

い
か

ら
で

す
。

 

・
絵

文
字

や
顔

文
字

、
マ

ー
ク

で
気

持
ち

を
表

現
で

き
る

器
械

。
な

ぜ
な

ら
「

嬉
し

い
」

「
め

ち
ゃ

嬉
し

い
」

と
い

っ
た

感
情

が
絵

文
字

な
ど

に
す

る
と

一
遍

に
伝

わ
る

か
ら

で
す

。
 

・
メ

イ
ン

画
面

を
カ

ラ
ー

に
し

て
も

っ
と

分
か

り
や

す
く

し
て

欲
し

い
で

す
。

白
黒

で
は

同
じ

様
な

色
だ

か
ら

、
ち

ょ
っ

と
分

か
り

に
く

い
と

思
い

ま
す

。
 

・
音

量
に

つ
い

て
、

外
で

話
す

と
き

も
あ

る
の

で
も

う
少

し
大

き
い

音
や

、
逆

に
内

緒
話

が
で

き
る

よ
う

な
小

さ
い

音
が

欲
し

い
で

す
。

抑
揚

や
音

の
高

さ
も

、
も

う
少

し
段

階
を

増
や

す
か

聞
き

取
り

や
す

い
よ

う
に

し
て

欲
し

い
で

す
。

現
在

の
機

器
で

も
読

み
上

げ
速

度
を

変
え

ら
れ

る
の

で
す

が
、

速
く

す
る

と
抑

揚
が

お
か

し
く

な
る

の
で

そ
れ

も
改

善
し

て
欲

し
い

で
す

。
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6
8

 
肢

体
障

害
者

用
 

利
用

者
 

携
帯

用
コ

イ
ン

投
入

器
具

（
名

称
 

コ
イ

～
ン

）
 

頚
髄

損
傷

者
で

す
。

１
人

で
自

動
車

を
運

転
し

て
外

出
す

る
機

会
が

多
い

で
す

。
最

近
、

町
の

中
は

無
人

の
有

料
駐

車
場

が
多

く
な

り
、

出
口

で
い

つ
も

機
械

に
駐

車
料

金
（

特
に

コ
イ

ン
）

を
入

れ
る

の
に

苦
労

し
ま

す
。

不
自

由
な

手
で

１
０

円
玉

や
１

０
０

円
玉

を
何

枚
も

入
れ

て
い

る
と

時
間

が
掛

か
り

、
遅

く
な

る
と

後
ろ

の
車

か
ら

ク
ラ

ク
シ

ョ
ン

を
鳴

ら
さ

れ
、

焦
っ

て
コ

イ
ン

を
車

外
に

落
と

す
こ

と
が

度
々

あ
り

、
無

人
の

有
料

駐
車

場
を

利
用

し
な

く
な

り
ま

し
た

。
最

近
の

自
動

販
売

機
に

は
コ

イ
ン

を
受

け
る

器
具

の
付

い
た

バ
リ

ア
フ

リ
ー

自
動

販
売

機
が

多
く

な
り

ま
し

た
が

、
駐

車
場

の
料

金
投

入
機

械
は

屋
外

で
も

あ
り

、
コ

イ
ン

を
受

け
る

器
具

は
雨

等
が

入
る

と
い

う
こ

と
で

な
か

な
か

普
及

し
ま

せ
ん

。
し

た
が

っ
て

、
１

０
円

玉
や

１
０

０
円

玉
を

２
０

枚
位

を
前

も
っ

て
セ

ッ
ト

し
、

簡
単

に
料

金
投

入
機

械
に

投
入

で
き

る
軽

い
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
製

で
携

帯
が

出
来

、
自

動
車

の
中

に
置

い
て

お
け

る
携

帯
用

コ
イ

ン
投

入
器

具
が

で
き

な
い

で
す

か
。

高
齢

者
に

も
便

利
だ

と
思

い
ま

す
。

 

6
9

 
肢

体
障

害
者

用
 

障
害

者
ス

ポ
ー

ツ
用

 

利
用

者
 

携
帯

手
摺

 
旅

行
中

や
一

般
ト

イ
レ

な
ど

で
簡

単
に

脱
着

使
用

出
来

る
様

な
手

摺
を

作
成

で
き

ま
せ

ん
か

？
 

ト
イ

レ
に

依
っ

て
手

摺
が

ま
ち

ま
ち

で
、

障
害

者
ト

イ
レ

が
少

な
く

利
用

出
来

な
い

こ
と

が
多

か
っ

た
り

、
最

近
誰

で
も

使
用

出
来

ま
す

と
言

っ
た

様
な

物
が

あ
る

為
、

携
帯

手
摺

（
補

助
具

）
が

あ
れ

ば
行

動
範

囲
が

増
え

る
。

 

7
0

 
そ

の
他

 
開

発
メ

ー
カ

 
携

帯
用

簡
易

ト
イ

レ

の
ア

イ
デ

ア
 

外
出

先
で

も
使

え
る

簡
易

用
ト

イ
レ

（
芳

香
付

き
）

に
つ

い
て

の
ア

イ
デ

ア
が

あ
り

ま
す

。
つ

い
て

は
、

こ
れ

を
実

用
化

し
て

く
だ

さ
る

企
業

を
探

し
て

い
ま

す
。

ご
興

味
を

も
た

れ
た

方
は

ご
一

報
く

だ
さ

い
。

 

7
1

 
肢

体
障

害
者

用
 

そ
の

他
(老

人
施

設
、

な
ど

) 

そ
の

他
("

")
 

車
い

す
の

人
達

が
自

分
自

身
で

衣
類

を
ク

ロ
ー

ゼ
ッ

ト
に

収
納

で
き

ま
す

 

車
い

す
の

人
達

が
自

分
自

身
で

衣
類

、
ス

ー
ツ

、
コ

ー
ト

な
ど

日
常

生
活

の
一

部
を

家
族

の
手

を
借

り
ず

に
自

分
自

身
の

手
で

収
納

で
き

る
シ

ス
テ

ム
を

開
発

中
で

す
。

こ
の

シ
ス

テ
ム

が
、

車
い

す
の

人
達

に
喜

ば
れ

る
？

周
り

の
車

椅
子

の
人

は
、

開
発

終
了

を
待

っ
て

い
る

方
も

お
ら

れ
ま

す
。

現
在

使
用

し
て

い
る

ク
ロ

ー
ゼ

ッ
ト

に
取

り
付

け
可

能
で

す
。

 

7
2

 
そ

の
他

(健
康

管

理
を

必
要

と
す

る
多

く
の

方
に

)

利
用

者
の

家
族

 
健

康
管

理
ノ

ー
ト

 
日

々
の

体
温

・
食

事
・

排
泄

・
睡

眠
な

ど
を

記
録

で
き

る
ノ

ー
ト

が
あ

る
と

と
て

も
助

か
り

ま
す

。
具

体
的

に
は

、
病

院
が

入
院

患
者

用

に
用

意
し

て
い

る
よ

う
な

グ
ラ

フ
を

一
週

間
分

一
ペ

ー
ジ

に
配

置
し

、
と

な
り

の
ペ

ー
ジ

に
細

か
な

様
子

や
受

診
の

内
容

を
書

き
込

め
る

よ
う

に
し

ま
す

。
毎

日
記

録
を

し
な

く
て

も
、

体
調

が
悪

く
な

っ
た

と
き

に
記

録
を

つ
け

て
病

院
に

持
参

す
る

よ
う

に
す

れ
ば

、
受

診
の

際
の

説
明

時
間

を
短

縮
す

る
こ

と
が

で
き

ま
す

。
ま

た
、

ノ
ー

ト
の

先
頭

に
、

病
気

や
障

害
の

経
過

、
入

退
院

の
履

歴
を

記
録

で
き

る
箇

所
が

あ
れ

ば
、

医
療

・
福

祉
関

係
の

担
当

者
に

何
度

も
同

じ
説

明
を

す
る

手
間

を
は

ぶ
く

こ
と

も
で

き
ま

す
。

実
は

す
で

に
実

験
作

を
個

人
で

作
成

し
、

友
人

知
人

、
主

に
障

害
児

の
お

母
さ

ん
た

ち
に

配
っ

て
い

ま
す

。
も

ち
ろ

ん
私

自
身

も
活

用
し

て
い

ま
す

。
広

く
普

及
す

る
こ

と
を

願
っ

て
、

商
品

化
を

お
願

い
い

た
し

ま
す

。
よ

ろ
し

く
ご

検
討

く
だ

さ
い

。
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7
3

 
肢

体
障

害
者

用
 

視
覚

障
害

者
用

 

聴
覚

障
害

者
用

 

言
語

障
害

者
用

 

障
害

者
団

体
 

大
声

消
火

器
 

施
設

な
ど

の
火

災
に

は
多

く
の

犠
牲

者
を

生
む

こ
と

が
事

例
か

ら
も

判
明

し
て

い
ま

す
。

そ
こ

で
ま

ず
、

小
さ

な
炎

を
消

火
す

る
た

め
に

必
要

な
の

が
消

火
器

で
す

。
し

か
し

現
状

で
は

一
般

的
な

普
及

さ
れ

て
い

る
タ

イ
プ

は
粉

末
式

の
１

０
型

消
火

器
で

す
が

、
障

が
い

を
持

っ
て

い
る

方
は

も
ち

ろ
ん

高
齢

者
に

も
非

常
に

扱
い

に
く

い
物

で
す

。
ま

し
て

や
そ

の
時

に
”

火
事

だ
～

火
を

消
せ

”
な

ど
と

大
声

を
上

げ
る

事
は

健
常

者
で

も
な

か
な

か
で

き
ま

せ
ん

。
そ

こ
で

、
消

火
器

の
底

面
に

ス
ピ

ー
カ

ー
と

セ
ン

サ
ー

を
付

け
、

倒
さ

れ
た

ら
大

音
響

で
”

火
災

で
す

、
火

災
で

す
”

な
ど

の
声

が
自

動
的

に
出

る
と

共
に

フ
ラ

ッ
シ

ュ
ラ

イ
ト

が
点

滅
す

る
も

の
で

す
。

既
存

の
消

火
器

に
容

易
に

取
り

付
け

ら
れ

、
消

防
法

に
抵

触
し

な
い

物
と

し
ま

す
。

ユ
ニ

バ
ー

サ
ル

デ
ザ

イ
ン

的
に

薬
剤

を
噴

射
で

き
る

か
否

か
は

別
に

考
え

ま
す

。
 

7
4

 
肢

体
障

害
者

用
 

視
覚

障
害

者
用

 

聴
覚

障
害

者
用

 

言
語

障
害

者
用

 

利
用

者
 

携
帯

 
F
O

M
A

 
※

※
※

を
販

売
復

活
し

て
欲

し
い

。
太

陽
発

電
で

充
電

し
て

欲
し

い
。

ス
キ

ャ
ン

を
０

、
３

秒
に

し
て

欲
し

い
。

電
池

を
も

う

少
し

使
わ

な
い

携
帯

に
し

て
欲

し
い

。
テ

ン
キ

ー
も

ス
キ

ャ
ン

を
し

て
欲

し
い

。
パ

ネ
ル

内
の

ボ
タ

ン
を

大
き

く
し

て
欲

し
い

。
予

測
候

補
を

初
期

化
し

な
い

で
欲

し
い

。
ス

キ
ャ

ン
可

能
な

携
帯

を
増

や
し

て
欲

し
い

。
 

7
5

 
視

覚
障

害
者

用
 

盲
ろ

う
者

用
 

福
祉

専
門

職
 

デ
ジ

タ
ル

数
字

読
み

取
り

 

音
声

体
重

計
、

音
声

体
温

計
な

ど
デ

ジ
タ

ル
表

示
さ

れ
た

物
を

音
声

で
読

み
上

げ
る

機
械

が
増

え
、

視
覚

障
碍

者
に

と
っ

て
は

、
あ

り
が

た
い

の
で

す
が

、
１

つ
１

つ
の

機
械

を
開

発
す

る
の

で
は

な
く

、
デ

ジ
タ

ル
表

示
さ

れ
て

い
る

数
字

を
読

み
取

る
機

械
を

開
発

し
て

欲
し

い
で

す
。

手
の

ひ
ら

に
収

ま
る

程
度

に
小

さ
い

物
で

、
読

ま
せ

た
い

数
字

の
所

に
そ

れ
を

も
っ

て
い

く
と

、
音

声
読

み
上

げ
す

る
機

械
を

イ
メ

ー
ジ

し
て

い
ま

す
。

読
み

上
げ

た
数

字
を

点
字

表
示

で
き

れ
ば

、
盲

ろ
う

者
の

利
用

も
可

能
に

な
り

ま
す

。
世

の
中

に
は

、
数

字
を

デ
ジ

タ
ル

表
示

す
る

機
械

は
た

く
さ

ん
あ

り
ま

す
。

で
す

か
ら

、
こ

の
数

字
を

読
み

上
げ

る
機

械
が

で
き

る
と

、
視

覚
障

碍
者

も
多

く
の

機
械

の
利

用
が

可
能

に
な

り
ま

す
。

ぜ
ひ

、
開

発
し

て
く

だ
さ

い
。

よ
ろ

し
く

お
願

い
し

ま
す

。
 

7
6

 
言

語
障

害
者

用
 

利
用

者
 

携
帯

用
会

話
補

助
装

置
 

・
太

陽
光

で
充

電
で

き
る

よ
う

に
し

て
欲

し
い

で
す

。
長

時
間

外
出

す
る

機
会

も
多

い
か

ら
で

す
。

 

・
絵

文
字

や
顔

文
字

、
マ

ー
ク

で
気

持
ち

を
表

現
で

き
る

器
械

。
な

ぜ
な

ら
「

嬉
し

い
」

「
め

ち
ゃ

嬉
し

い
」

と
い

っ
た

感
情

が
絵

文
字

な
ど

に
す

る
と

一
遍

に
伝

わ
る

か
ら

で
す

。
 

・
メ

イ
ン

画
面

を
カ

ラ
ー

に
し

て
も

っ
と

分
か

り
や

す
く

し
て

欲
し

い
で

す
。

白
黒

で
は

同
じ

様
な

色
だ

か
ら

、
ち

ょ
っ

と
分

か
り

に
く

い
と

思
い

ま
す

。
 

・
音

量
に

つ
い

て
、

外
で

話
す

と
き

も
あ

る
の

で
も

う
少

し
大

き
い

音
や

、
逆

に
内

緒
話

が
で

き
る

よ
う

な
小

さ
い

音
が

欲
し

い
で

す
。

抑
揚

や
音

の
高

さ
も

、
も

う
少

し
段

階
を

増
や

す
か

聞
き

取
り

や
す

い
よ

う
に

し
て

欲
し

い
で

す
。

現
在

の
機

器
で

も
読

み
上

げ
速

度
を

変
え

ら
れ

る
の

で
す

が
、

速
く

す
る

と
抑

揚
が

お
か

し
く

な
る

の
で

そ
れ

も
改

善
し

て
欲

し
い

で
す

。
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・
機

種
に

よ
っ

て
は

、
本

文
の

ほ
か

に
機

能
操

作
音

の
読

み
上

げ
も

さ
れ

て
し

ま
い

、
会

話
の

妨
げ

と
な

る
の

で
、

そ
れ

も
設

定
で

O
F
F

に
で

き
る

よ
う

し
て

ほ
し

い
で

す
。

 

・
音

声
は

タ
レ

ン
ト

さ
ん

な
ど

の
声

を
使

え
な

い
で

し
ょ

う
か

。
あ

る
い

は
、

自
分

の
声

を
入

れ
て

構
成

音
と

し
て

使
え

な
い

で
し

ょ
う

か
。

ど
の

器
械

か
ら

も
同

じ
声

で
は

大
勢

で
話

を
す

る
と

き
誰

が
話

し
て

い
る

の
か

も
分

か
ら

な
い

の
で

す
。

皆
さ

ん
と

同
じ

よ
う

に
自

分
の

声
を

持
ち

た
い

で
す

。
 

・
漢

字
変

換
機

能
が

付
く

と
助

か
り

ま
す

。
漢

字
が

使
え

る
と

感
情

も
豊

か
に

表
現

で
き

る
し

、
文

字
数

も
少

な
く

て
す

む
か

ら
で

す
。

 

・
コ

ピ
ー

と
移

動
の

機
能

も
、

文
字

を
打

つ
手

間
を

減
ら

す
た

め
に

欲
し

い
と

思
い

ま
す

。
他

に
も

携
帯

電
話

の
入

力
み

た
い

に
、

「
あ

」

と
初

め
の

１
字

を
打

て
ば

（
「

あ
り

が
と

う
」

な
ど

）
そ

の
あ

と
の

言
葉

が
出

て
く

る
機

能
。

機
種

に
よ

っ
て

は
既

に
そ

の
機

能
が

つ
い

て
い

る
も

の
も

あ
り

ま
す

が
、

価
格

が
高

く
入

手
で

き
ま

せ
ん

。
 

・
文

章
の

保
存

に
つ

い
て

、
今

あ
る

器
械

は
短

い
文

章
し

か
保

存
で

き
ま

せ
ん

。
3

0
0

0
文

字
ぐ

ら
い

の
文

章
も

保
存

し
て

欲
し

い
で

す
。

私
た

ち
の

生
活

の
中

で
ち

ょ
っ

と
お

し
ゃ

べ
り

と
い

う
の

で
は

な
く

、
ス

ピ
ー

チ
な

ど
を

す
る

場
面

も
あ

る
か

ら
で

す
。

ま
た

、
携

帯
電

話
で

は
入

力
中

の
メ

ー
ル

を
フ

ァ
イ

ル
名

を
作

ら
な

く
て

も
一

時
保

存
が

で
き

ま
す

が
、

そ
う

し
た

機
能

も
欲

し
い

で
す

。
文

章
は

Ｓ
Ｄ

カ
ー

ド
に

保
存

で
き

ま
す

が
、

フ
ァ

イ
ル

名
を

覚
え

て
い

な
い

と
い

け
な

い
と

い
う

点
と

、
覚

え
て

い
て

も
入

力
に

時
間

が
か

か
る

と
い

う
点

で
不

便
で

す
。

 

・
ボ

イ
ス

レ
コ

ー
ダ

ー
（

録
音

）
機

能
も

欲
し

い
で

す
。

今
あ

る
録

音
機

能
は

、
挨

拶
程

度
の

録
音

し
か

で
き

ま
せ

ん
。

会
議

や
話

し
合

い
の

と
き

、
入

力
し

て
い

る
う

ち
に

話
が

進
ん

で
し

ま
っ

て
つ

い
て

い
け

な
い

こ
と

が
あ

り
、

い
っ

た
い

何
が

話
さ

れ
た

の
だ

ろ
う

と
思

う
こ

と
が

多
い

か
ら

で
す

。
 

・
携

帯
用

会
話

補
助

装
置

で
は

1
0

万
円

を
超

え
る

も
の

も
あ

り
ま

す
。

携
帯

電
話

で
は

携
帯

用
会

話
補

助
装

置
よ

り
便

利
な

機
能

が
多

く
つ

い
て

い
ま

す
が

、
も

っ
と

安
い

価
格

で
購

入
で

き
ま

す
。

そ
し

て
携

帯
電

話
で

は
楽

し
く

遊
ん

で
い

る
と

知
ら

な
い

う
ち

に
操

作
に

慣
れ

て
使

い
こ

な
せ

る
よ

う
に

な
り

ま
す

。
携

帯
用

会
話

補
助

装
置

に
も

、
楽

し
ん

で
使

い
続

け
ら

れ
る

よ
う

な
遊

び
心

が
欲

し
い

と
思

い
ま

す
。

 

7
7

 
聴

覚
障

害
者

用
 

そ
の

他
("

")
 

聴
覚

障
害

者
緊

急
警

報
シ

ス
テ

ム
 

聴
覚

障
害

の
家

庭
内

で
使

用
さ

れ
て

る
火

災
警

報
、

電
話

呼
び

出
し

音
、

玄
関

チ
ャ

イ
ム

音
等

に
直

接
に

後
つ

け
の

音
感

セ
ン

サ
ー

を
取

り
付

け
、

聴
覚

障
害

者
の

手
元

に
最

大
５

種
類

の
文

字
盤

に
火

災
、

電
話

、
玄

関
チ

ャ
イ

ム
光

シ
グ

ナ
ル

を
送

れ
ば

日
常

生
活

を
安

全
、

快
適

に
過

ご
せ

る
と

思
い

ま
す

。
シ

ス
テ

ム
開

発
に

関
し

て
難

問
は

無
い

と
思

い
ま

す
の

で
安

価
提

供
で

き
ま

す
。

さ
ら

に
研

究
を

必
要

な
部

分
も

有
り

ま
す

が
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7
8

 
肢

体
障

害
者

用
 

障
害

者
ス

ポ
ー

ツ
用

 
そ

の
他

(介
護

認
定

者

用
) 

開
発

メ
ー

カ
 

夢
の

進
む

杖
 

多
点

杖
よ

り
 

い
い

杖
の

開
発

を
進

め
て

く
だ

さ
い

。
歩

け
な

い
人

が
介

護
認

定
う

け
ま

す
が

歩
き

に
く

い
杖

だ
け

を
、

介
護

保
険

対
象

製
品

に
す

る
の

は
ど

う
か

。
多

点
杖

は
介

護
保

険
対

象
で

あ
る

が
、

使
用

者
は

元
気

に
な

っ
た

の
だ

ろ
う

か
。

介
護

認
定

者
は

、
現

状
維

持
の

ま
ま

、
歩

く
訓

練
を

せ
ず

に
筋

力
が

衰
え

て
い

く
元

気
な

高
齢

者
の

基
本

は
、

一
人

で
部

屋
の

中
を

歩
け

る
こ

と
。

 

歩
け

な
い

時
に

、
安

全
に

立
ち

上
が

り
 

調
子

の
良

い
時

に
、

移
動

し
や

す
い

杖
が

必
要

で
す

 

１
日

も
早

く
、

４
点

杖
以

上
の

夢
の

あ
る

 
使

用
者

が
、

歩
き

出
す

杖
の

開
発

が
必

要
で

す
。

 

介
護

保
険

の
枠

の
拡

大
が

、
理

想
的

な
高

齢
者

社
会

を
築

く
と

思
い

ま
す

。
 

7
9

 
聴

覚
障

害
者

用
 

利
用

者
の

家
族

 
チ

ャ
ッ

ト
サ

ポ
ー

ト
聴

覚
障

が
い

者
の

た
め

に
、

企
業

が
チ

ャ
ッ

ト
問

合
せ

窓
口

を
設

け
る

と
こ

ろ
が

増
え

て
い

ま
す

。
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.h
is

-
j.c

o
m

/
c
h

a
t/
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d

e
x
.h

tm
l導

入
費

用
が

非
常

に
や

す
い

よ
う

で
、

導
入

サ
イ

ト
が

増
え

る
と

い
い

で
す

ね
。

ア
メ

リ
カ

や
中

国
で

は
、

W
e
b

上
で

の
チ

ャ
ッ

ト
サ

ポ
ー

ト
が

と
て

も
普

及
し

て
い

る
と

い
わ

れ
て

い
ま

す
。

 

8
0

 
そ

の
他

(発
達

障

害
者

全
般

（
A

D
H

D
、

L
D

な
ど

）
) 

利
用

者
 

時
間

お
知

ら
せ

時
計

時
間

感
覚

に
乏

し
く

、
自

己
管

理
が

苦
手

な
発

達
障

害
者

向
け

の
生

活
支

援
グ

ッ
ツ

。
セ

ッ
ト

し
た

時
間

に
な

る
と

、
合

成
音

声
で

や
る

こ
と

を
指

示
し

て
く

れ
る

携
帯

時
計

。
防

水
タ

イ
プ

の
腕

時
計

型
だ

と
、

ど
こ

で
も

使
え

る
の

で
な

お
よ

い
。

 

実
際

、
私

（
A

D
H

D
）

は
パ

ソ
コ

ン
で

合
成

音
声

を
作

成
し

て
、

音
声

フ
ァ

イ
ル

を
携

帯
に

転
送

し
、

ア
ラ

ー
ム

の
サ

ウ
ン

ド
設

定
で

そ
の

音
声

フ
ァ

イ
ル

を
指

定
し

、
指

定
時

刻
に

下
記

音
声

を
携

帯
か

ら
発

す
る

よ
う

に
し

て
い

ま
す

。
 

音
声

の
例

：
（

時
間

指
定

で
）

起
き

る
時

間
で

す
、

出
勤

の
時

間
で

す
、

お
昼

の
時

間
で

す
、

帰
宅

時
間

で
す

、
お

風
呂

の
時

間
で

す
、

食
事

の
時

間
で

す
、

寝
る

時
間

で
す

。
（

曜
日

と
時

間
指

定
で

）
今

日
は

燃
え

る
ゴ

ミ
の

日
で

す
、

今
日

は
資

源
ゴ

ミ
の

日
で

す
、

な
ど

 

8
1

 
障

害
者

ス
ポ

ー

ツ
用

 

開
発

メ
ー

カ
 

車
い

す
自

転
車

 
車

い
す

と
折

り
畳

み
自

転
車

を
接

続
す

る
も

の
を

造
り

ま
し

た
。

障
害

の
あ

る
方

（
子

供
）

に
と

っ
て

、
サ

イ
ク

リ
ン

グ
と

は
全

く
別

の

世
界

の
ス

ポ
ー

ツ
で

は
な

い
で

し
ょ

う
か

。
私

の
家

族
に

も
一

人
居

り
ま

し
て

冬
は

チ
ェ

ア
ス

キ
ー

を
楽

し
ん

で
い

る
の

で
す

が
、

そ
の

他
の

季
節

に
は

た
ま

の
ド

ラ
イ

ブ
以

外
あ

ま
り

楽
し

む
も

の
が

あ
り

ま
せ

ん
。

車
い

す
で

の
移

動
用

に
外

国
製

の
も

の
が

あ
り

ま
し

た

が
、

い
か

ん
せ

ん
高

価
す

ぎ
ま

し
た

。
な

ん
と

か
安

く
自

転
車

と
車

い
す

を
つ

な
げ

る
も

の
は

と
探

し
て

み
ま

し
た

が
、

今
一

つ
こ

れ
だ

と
い

う
も

の
が

あ
り

ま
せ

ん
で

し
た

。
製

作
途

中
の

話
は

省
略

し
ま

す
。

試
行

錯
誤

の
結

果
完

成
し

ま
し

た
。

現
在

の
と

こ
ろ

ﾃ
ｨ
ｯ
ﾋ
ﾟ
ﾝ
ｸ
ﾞ

ﾚ
ﾊ
ﾞ
ｰ
の

あ
る

車
い

す
で

あ
れ

ば
ど

ん
な

車
い

す
に

も
折

り
畳

み
自

転
車

が
接

続
で

き
ま

す
。

一
般

に
手

に
入

る
も

の
だ

け
で

作
っ

て
い

ま

す
の

で
安

価
に

で
き

ま
し

た
。

自
転

車
＋

接
続

装
置

で
６

万
円

以
下

で
出

来
ま

す
。

私
の

家
族

以
外

で
も

サ
イ

ク
リ

ン
グ

を
楽

し
ん

で
い

る
ご

家
族

も
い

ら
っ

し
ゃ

い
ま

す
。

興
味

の
あ

る
方

は
ご

意
見

を
く

だ
さ

い
。
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・
機

種
に

よ
っ

て
は

、
本

文
の

ほ
か

に
機

能
操

作
音

の
読

み
上

げ
も

さ
れ

て
し

ま
い

、
会

話
の

妨
げ

と
な

る
の

で
、

そ
れ

も
設

定
で

O
F
F

に
で

き
る

よ
う

し
て

ほ
し

い
で

す
。

 

・
音

声
は

タ
レ

ン
ト

さ
ん

な
ど

の
声

を
使

え
な

い
で

し
ょ

う
か

。
あ

る
い

は
、

自
分

の
声

を
入

れ
て

構
成

音
と

し
て

使
え

な
い

で
し

ょ
う

か
。

ど
の

器
械

か
ら

も
同

じ
声

で
は

大
勢

で
話

を
す

る
と

き
誰

が
話

し
て

い
る

の
か

も
分

か
ら

な
い

の
で

す
。

皆
さ

ん
と

同
じ

よ
う

に
自

分
の

声
を

持
ち

た
い

で
す

。
 

・
漢

字
変

換
機

能
が

付
く

と
助

か
り

ま
す

。
漢

字
が

使
え

る
と

感
情

も
豊

か
に

表
現

で
き

る
し

、
文

字
数

も
少

な
く

て
す

む
か

ら
で

す
。

 

・
コ

ピ
ー

と
移

動
の

機
能

も
、

文
字

を
打

つ
手

間
を

減
ら

す
た

め
に

欲
し

い
と

思
い

ま
す

。
他

に
も

携
帯

電
話

の
入

力
み

た
い

に
、

「
あ

」

と
初

め
の

１
字

を
打

て
ば

（
「

あ
り

が
と

う
」

な
ど

）
そ

の
あ

と
の

言
葉

が
出

て
く

る
機

能
。

機
種

に
よ

っ
て

は
既

に
そ

の
機

能
が

つ
い

て
い

る
も

の
も

あ
り

ま
す

が
、

価
格

が
高

く
入

手
で

き
ま

せ
ん

。
 

・
文

章
の

保
存

に
つ

い
て

、
今

あ
る

器
械

は
短

い
文

章
し

か
保

存
で

き
ま

せ
ん

。
3

0
0

0
文

字
ぐ

ら
い

の
文

章
も

保
存

し
て

欲
し

い
で

す
。

私
た

ち
の

生
活

の
中

で
ち

ょ
っ

と
お

し
ゃ

べ
り

と
い

う
の

で
は

な
く

、
ス

ピ
ー

チ
な

ど
を

す
る

場
面

も
あ

る
か

ら
で

す
。

ま
た

、
携

帯
電

話
で

は
入

力
中

の
メ

ー
ル

を
フ

ァ
イ

ル
名

を
作

ら
な

く
て

も
一

時
保

存
が

で
き

ま
す

が
、

そ
う

し
た

機
能

も
欲

し
い

で
す

。
文

章
は

Ｓ
Ｄ

カ
ー

ド
に

保
存

で
き

ま
す

が
、

フ
ァ

イ
ル

名
を

覚
え

て
い

な
い

と
い

け
な

い
と

い
う

点
と

、
覚

え
て

い
て

も
入

力
に

時
間

が
か

か
る

と
い

う
点

で
不

便
で

す
。

 

・
ボ

イ
ス

レ
コ

ー
ダ

ー
（

録
音

）
機

能
も

欲
し

い
で

す
。

今
あ

る
録

音
機

能
は

、
挨

拶
程

度
の

録
音

し
か

で
き

ま
せ

ん
。

会
議

や
話

し
合

い
の

と
き

、
入

力
し

て
い

る
う

ち
に

話
が

進
ん

で
し

ま
っ

て
つ

い
て

い
け

な
い

こ
と

が
あ

り
、

い
っ

た
い

何
が

話
さ

れ
た

の
だ

ろ
う

と
思

う
こ

と
が

多
い

か
ら

で
す

。
 

・
携

帯
用

会
話

補
助

装
置

で
は

1
0

万
円

を
超

え
る

も
の

も
あ

り
ま

す
。

携
帯

電
話

で
は

携
帯

用
会

話
補

助
装

置
よ

り
便

利
な

機
能

が
多

く
つ

い
て

い
ま

す
が

、
も

っ
と

安
い

価
格

で
購

入
で

き
ま

す
。

そ
し

て
携

帯
電

話
で

は
楽

し
く

遊
ん

で
い

る
と

知
ら

な
い

う
ち

に
操

作
に

慣
れ

て
使

い
こ

な
せ

る
よ

う
に

な
り

ま
す

。
携

帯
用

会
話

補
助

装
置

に
も

、
楽

し
ん

で
使

い
続

け
ら

れ
る

よ
う

な
遊

び
心

が
欲

し
い

と
思

い
ま

す
。
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7

 
聴

覚
障

害
者

用
 

そ
の

他
("

")
 

聴
覚

障
害

者
緊

急
警

報
シ

ス
テ

ム
 

聴
覚

障
害

の
家

庭
内

で
使

用
さ

れ
て

る
火

災
警

報
、

電
話

呼
び

出
し

音
、

玄
関

チ
ャ

イ
ム

音
等

に
直

接
に

後
つ

け
の

音
感

セ
ン

サ
ー

を
取

り
付

け
、

聴
覚

障
害

者
の

手
元

に
最

大
５

種
類

の
文

字
盤

に
火

災
、

電
話

、
玄

関
チ

ャ
イ

ム
光

シ
グ

ナ
ル

を
送

れ
ば

日
常

生
活

を
安

全
、

快
適

に
過

ご
せ

る
と

思
い

ま
す

。
シ

ス
テ

ム
開

発
に

関
し

て
難

問
は

無
い

と
思

い
ま

す
の

で
安

価
提

供
で

き
ま

す
。

さ
ら

に
研

究
を

必
要

な
部

分
も

有
り

ま
す

が
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8

 
肢

体
障

害
者

用
 

障
害

者
ス

ポ
ー

ツ
用

 
そ

の
他

(介
護

認
定

者

用
) 

開
発

メ
ー

カ
 

夢
の

進
む

杖
 

多
点

杖
よ

り
 

い
い

杖
の

開
発

を
進

め
て

く
だ

さ
い

。
歩

け
な

い
人

が
介

護
認

定
う

け
ま

す
が

歩
き

に
く

い
杖

だ
け

を
、

介
護

保
険

対
象

製
品

に
す

る
の

は
ど

う
か

。
多

点
杖

は
介

護
保

険
対

象
で

あ
る

が
、

使
用

者
は

元
気

に
な

っ
た

の
だ

ろ
う

か
。

介
護

認
定

者
は

、
現

状
維

持
の

ま
ま

、
歩

く
訓

練
を

せ
ず

に
筋

力
が

衰
え

て
い

く
元

気
な

高
齢

者
の

基
本

は
、

一
人

で
部

屋
の

中
を

歩
け

る
こ

と
。

 

歩
け

な
い

時
に

、
安

全
に

立
ち

上
が

り
 

調
子

の
良

い
時

に
、

移
動

し
や

す
い

杖
が

必
要

で
す

 

１
日

も
早

く
、

４
点

杖
以

上
の

夢
の

あ
る

 
使

用
者

が
、

歩
き

出
す

杖
の

開
発

が
必

要
で

す
。

 

介
護

保
険

の
枠

の
拡

大
が

、
理

想
的

な
高

齢
者

社
会

を
築

く
と

思
い

ま
す

。
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9

 
聴

覚
障

害
者

用
 

利
用

者
の

家
族

 
チ

ャ
ッ

ト
サ

ポ
ー

ト
聴

覚
障

が
い

者
の

た
め

に
、

企
業

が
チ

ャ
ッ

ト
問

合
せ

窓
口

を
設

け
る

と
こ

ろ
が

増
え

て
い

ま
す

。
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入
費

用
が

非
常

に
や

す
い

よ
う

で
、

導
入

サ
イ

ト
が

増
え

る
と

い
い

で
す

ね
。

ア
メ

リ
カ

や
中

国
で

は
、

W
e
b

上
で

の
チ

ャ
ッ

ト
サ

ポ
ー

ト
が

と
て

も
普

及
し

て
い

る
と

い
わ

れ
て

い
ま

す
。
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0

 
そ

の
他

(発
達

障

害
者

全
般

（
A

D
H

D
、

L
D

な
ど

）
) 

利
用

者
 

時
間

お
知

ら
せ

時
計

時
間

感
覚

に
乏

し
く

、
自

己
管

理
が

苦
手

な
発

達
障

害
者

向
け

の
生

活
支

援
グ

ッ
ツ

。
セ

ッ
ト

し
た

時
間

に
な

る
と

、
合

成
音

声
で

や
る

こ
と

を
指

示
し

て
く

れ
る

携
帯

時
計

。
防

水
タ

イ
プ

の
腕

時
計

型
だ

と
、

ど
こ

で
も

使
え

る
の

で
な

お
よ

い
。

 

実
際

、
私

（
A

D
H

D
）

は
パ

ソ
コ

ン
で

合
成

音
声

を
作

成
し

て
、

音
声

フ
ァ

イ
ル

を
携

帯
に

転
送

し
、

ア
ラ

ー
ム

の
サ

ウ
ン

ド
設

定
で

そ
の

音
声

フ
ァ

イ
ル

を
指

定
し

、
指

定
時

刻
に

下
記

音
声

を
携

帯
か

ら
発

す
る

よ
う

に
し

て
い

ま
す

。
 

音
声

の
例

：
（

時
間

指
定

で
）

起
き

る
時

間
で

す
、

出
勤

の
時

間
で

す
、

お
昼

の
時

間
で

す
、

帰
宅

時
間

で
す

、
お

風
呂

の
時

間
で

す
、

食
事

の
時

間
で

す
、

寝
る

時
間

で
す

。
（

曜
日

と
時

間
指

定
で

）
今

日
は

燃
え

る
ゴ

ミ
の

日
で

す
、

今
日

は
資

源
ゴ

ミ
の

日
で

す
、

な
ど

 

8
1

 
障

害
者

ス
ポ

ー

ツ
用

 

開
発

メ
ー

カ
 

車
い

す
自

転
車

 
車

い
す

と
折

り
畳

み
自

転
車

を
接

続
す

る
も

の
を

造
り

ま
し

た
。

障
害

の
あ

る
方

（
子

供
）

に
と

っ
て

、
サ

イ
ク

リ
ン

グ
と

は
全

く
別

の

世
界

の
ス

ポ
ー

ツ
で

は
な

い
で

し
ょ

う
か

。
私

の
家

族
に

も
一

人
居

り
ま

し
て

冬
は

チ
ェ

ア
ス

キ
ー

を
楽

し
ん

で
い

る
の

で
す

が
、

そ
の

他
の

季
節

に
は

た
ま

の
ド

ラ
イ

ブ
以

外
あ

ま
り

楽
し

む
も

の
が

あ
り

ま
せ

ん
。

車
い

す
で

の
移

動
用

に
外

国
製

の
も

の
が

あ
り

ま
し

た

が
、

い
か

ん
せ

ん
高

価
す

ぎ
ま

し
た

。
な

ん
と

か
安

く
自

転
車

と
車

い
す

を
つ

な
げ

る
も

の
は

と
探

し
て

み
ま

し
た

が
、

今
一

つ
こ

れ
だ

と
い

う
も

の
が

あ
り

ま
せ

ん
で

し
た

。
製

作
途

中
の

話
は

省
略

し
ま

す
。

試
行

錯
誤

の
結

果
完

成
し

ま
し

た
。

現
在

の
と

こ
ろ

ﾃ
ｨ
ｯ
ﾋ
ﾟ
ﾝ
ｸ
ﾞ

ﾚ
ﾊ
ﾞ
ｰ
の

あ
る

車
い

す
で

あ
れ

ば
ど

ん
な

車
い

す
に

も
折

り
畳

み
自

転
車

が
接

続
で

き
ま

す
。

一
般

に
手

に
入

る
も

の
だ

け
で

作
っ

て
い

ま

す
の

で
安

価
に

で
き

ま
し

た
。

自
転

車
＋

接
続

装
置

で
６

万
円

以
下

で
出

来
ま

す
。

私
の

家
族

以
外

で
も

サ
イ

ク
リ

ン
グ

を
楽

し
ん

で
い

る
ご

家
族

も
い

ら
っ

し
ゃ

い
ま

す
。

興
味

の
あ

る
方

は
ご

意
見

を
く

だ
さ

い
。
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聴

覚
障

害
者

用
 

利
用

者
 

A
E

D
 

Ａ
Ｅ

Ｄ
が

必
要

に
な

る
こ

と
は

、
い

つ
何

時
起

こ
る

か
分

か
ら

な
い

し
、

早
け

れ
ば

早
い

ほ
ど

効
果

が
高

い
の

で
、

現
場

に
聴

覚
障

害
者

し
か

居
な

い
場

合
で

も
使

用
で

き
る

こ
と

が
望

ま
し

い
。

胸
骨

圧
迫

や
人

工
呼

吸
は

、
聴

覚
障

害
者

で
も

可
能

で
あ

る
の

に
、

Ａ
Ｅ

Ｄ
の

操
作

だ
け

が
、

音
声

ガ
イ

ド
に

従
っ

て
行

う
形

に
な

っ
て

お
り

、
聴

覚
障

害
者

が
使

用
で

き
ま

せ
ん

。
し

か
し

、
日

本
光

電
社

の
Ａ

Ｅ
Ｄ

－
9

2
3

1
は

、
液

晶
デ

ィ
ス

プ
レ

イ
で

、
音

声
ガ

イ
ド

を
文

字
で

表
示

し
て

い
る

こ
と

に
気

付
き

ま
し

た
。

こ
の

よ
う

な
Ａ

Ｅ
Ｄ

が
普

及
す

れ
ば

、
聴

覚
障

害
者

で
も

使
用

で
き

ま
す

。
普

及
さ

せ
る

た
め

に
は

、
何

か
の

工
夫

が
必

要
で

す
。

今
後

公
共

団
体

が
購

入
す

る
場

合
の

基
準

と
か

に
入

れ
る

と
い

う
よ

う
な

こ
と

で
、

聴
覚

障
害

者
で

も
使

え
る

Ａ
Ｅ

Ｄ
を

普
及

さ
せ

る
こ

と
を

考
え

て
頂

き
た

い
。

 

 
音

声
ガ

イ
ド

を
文

章
化

し
た

紙
を

入
れ

て
お

け
ば

、
電

気
シ

ョ
ッ

ク
が

必
要

か
ど

う
か

を
Ａ

Ｅ
Ｄ

が
判

定
し

ま
す

が
、

そ
の

結
果

を
ラ

ン
プ

で
知

ら
せ

る
と

か
、

判
定

中
や

電
気

シ
ョ

ッ
ク

を
与

え
る

と
き

体
に

触
れ

る
な

と
い

う
こ

と
も

ラ
ン

プ
で

知
ら

せ
る

と
い

う
よ

う
な

工
夫

を
す

る
だ

け
で

も
、

聴
覚

障
害

者
が

使
用

可
能

と
な

り
ま

す
。

 

8
4

 
視

覚
障

害
者

用
 

利
用

者
 

視
覚

障
害

者
に

配
慮

し
た

銀
行

の
振

り
込

み
用

紙
と

取
引

経
過

が
把

握
で

き
る

表
示

※
※

※
は

値
段

が
高

い
割

に
は

使
う

機
会

が
少

な
い

で
す

。
 

金
融

系
は

銀
行

の
用

紙
の

説
明

も
金

額
も

記
入

枠
も

全
然

見
え

な
い

の
に

定
期

を
す

る
の

に
入

れ
て

く
だ

さ
い

と
い

い
ま

す
し

。
通

帳
は

合
計

残
高

だ
け

で
公

共
料

金
の

引
き

去
り

と
か

解
り

ま
せ

ん
。

 

8
5

 
肢

体
障

害
者

用
 

視
覚

障
害

者
用

 

利
用

者
 

視
覚

障
害

者
で

あ
っ

て
も

検
便

採
取

が
容

易
に

で
き

る
用

具
 

市
の

健
康

診
断

も
人

間
ド

ッ
ク

も
脳

性
麻

痺
と

か
視

覚
障

害
に

手
が

使
え

な
い

人
は

大
腸

癌
検

査
の

お
通

じ
を

持
っ

て
い

け
な

い
の

が

不
便

で
す

。
私

は
特

に
神

経
症

の
薬

が
便

秘
に

な
っ

て
夜

下
剤

を
飲

む
の

で
不

便
で

す
。

い
く

ら
言

っ
て

も
医

者
も

保
健

セ
ン

タ
ー

も
わ

か
ら

な
い

で
す

。
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8
6

 
視

覚
障

害
者

用
 

利
用

者
 

探
し

物
発

見
器

「
ハ

ー
イ

こ
こ

で
す

よ
」

視
覚

障
害

者
で

す
。

現
在

の
 
視

力
 
右

0
.0

2
 
左

0
.0

1
 
視

野
損

失
度

９
５

パ
ー

セ
ン

ト
で

す
。

視
野

が
か

け
始

め
て

か
ら

物
探

し
ば

か
り

し
て

お
り

ま
す

。
例

え
ば

懐
中

電
灯

、
白

状
、

Ｐ
Ｔ

Ｐ
Ⅰ

、
色

ん
な

小
物

類
と

、
毎

日
、

毎
日

、
イ

ラ
イ

ラ
と

探
し

物
ば

か
り

し
て

い
ま

す
。

視
野

が
な

い
為

か
す

ぐ
そ

ば
に

あ
る

の
に

み
え

て
い

な
い

と
い

う
か

、
眼

に
止

ま
ら

な
い

の
で

す
。

あ
る

い
は

物
の

上
に

物
を

重
ね

て
し

ま
っ

て
い

る
こ

と
も

あ
る

ら
し

い
で

す
。

私
の

探
し

て
い

る
物

が
返

事
を

し
て

く
れ

た
な

ら
ど

ん
な

に
幸

せ
な

事
で

し
ょ

う
か

と
思

う
毎

日
で

す
。

 
そ

ん
な

時
、

今
度

は
、

携
帯

電
話

が
見

え
な

く
な

り
ま

し
た

。
そ

の
時

は
家

の
電

話
か

ら
自

分
の

携
帯

を
番

号
で

呼
び

出
し

ま
し

た
。

何
と

い
う

こ
と

で
し

ょ
う

、
私

が
探

し
て

い
た

携
帯

電
話

が
時

間
表

示
の

ガ
ラ

ス
の

面
を

光
ら

せ
な

が
ら

呼
び

出
し

音
を

発
し

て
い

る
で

は
あ

り
ま

せ
ん

か
。

す
ぐ

そ
ば

の
足

元
に

落
ち

て
お

り
ま

し
た

。
 

こ
れ

で
す

。
電

話
帳

に
氏

名
を

登
録

す
る

よ
う

に
、

い
つ

も
探

し
物

を
す

る
物

を
登

録
し

て
お

く
と

探
し

た
い

と
き

、
そ

の
物

に
カ

ー
ソ

ル
を

合
わ

せ
て

呼
び

出
し

を
す

る
と

、
「

ハ
ー

イ
こ

こ
で

す
よ

」
と

い
っ

て
、

あ
ら

か
じ

め
貼

っ
て

お
い

た
タ

グ
か

な
ん

か
が

光
り

な
が

ら
返

事
を

す
る

の
で

す
。

 
作

っ
て

く
だ

さ
い

。

探
し

物
発

見
器

・
「

ハ
ー

イ
、

こ
こ

で
す

よ
」

是
非

お
願

い
し

ま
す

。
電

波
の

届
く

範
囲

は
あ

ま
り

広
く

な
い

ほ
う

が
良

い
と

お
も

い
ま

す
。

せ
い

ぜ
い

十
畳

間
ぐ

ら
い

の
広

さ
に

し
て

く
だ

さ
い

.そ
の

範
囲

で
お

返
事

が
な

い
と

き
は

次
の

場
所

を
探

す
事

に
な

り
ま

す
の

で
。
 

8
7

 
肢

体
障

害
者

用
 

障
害

者
団

体
 

体
温

を
保

護
す

る
器

具
 

体
温

調
節

が
う

ま
く

出
来

な
い

利
用

者
か

ら
寄

せ
ら

れ
た

要
望

を
投

稿
致

し
ま

す
。

ご
本

人
は

、
寝

た
き

り
の

重
症

児
で

、
障

害
１

級
の

９
歳

女
児

。
室

内
は

常
時

2
2

度
を

保
っ

て
い

ま
す

。
エ

ア
コ

ン
を

切
る

と
3

7
度

～
3

8
度

に
体

温
が

上
昇

す
る

そ
う

で
、

手
足

は
冷

え
る

た
め

ペ
ッ

ト
ボ

ト
ル

に
お

湯
を

入
れ

保
温

を
し

て
い

ま
す

。
外

出
が

ま
ま

な
ら

な
い

の
で

、
体

温
を

保
護

す
る

器
具

を
要

望
し

た
い

。
 

8
8

 
肢

体
障

害
者

用
 

視
覚

障
害

者
用

 

開
発

メ
ー

カ
 

魔
法

の
杖

、
魔

法
の

絨
緞

 

表
題

の
「

魔
法

」
の

意
味

す
る

と
こ

ろ
は

、
最

近
の

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
と

呼
ば

れ
る

高
性

能
な

携
帯

端
末

が
具

現
化

し
つ

つ
あ

る
一

群
の

新
規

な
機

能
を

指
し

て
い

ま
す

。
G

P
S

測
置

シ
ス

テ
ム

、
加

速
度

セ
ン

サ
、

方
位

セ
ン

サ
、

高
密

度
な

実
装

技
術

、
自

由
度

の
高

い
入

出
力

デ
バ

イ
ス

と
多

く
の

ア
プ

リ
ケ

ー
シ

ョ
ン

ソ
フ

ト
の

組
合

せ
が

こ
れ

ま
で

で
は

想
像

で
き

な
か

っ
た

様
相

の
機

能
や

サ
ー

ビ
ス

を

現
実

の
も

の
と

し
て

い
ま

す
。

更
に

そ
の

可
能

性
が

急
速

に
広

が
っ

て
行

く
こ

と
は

確
実

で
し

ょ
う

。
こ

の
よ

う
な

状
況

を
可

能
に

し
て

い
る

技
術

群
を

「
魔

法
」

と
呼

ん
で

し
ま

っ
て

も
許

さ
れ

る
の

で
は

な
い

か
と

思
い

ま
す

。
私

た
ち

は
生

活
に

不
便

を
感

じ
る

人
を

援
護

す
る

技
術

と
し

て
一

連
の

技
術

を
筋

道
を

立
て

て
応

用
し

、
実

用
化

し
た

い
と

考
え

て
い

ま
す

。
「

魔
法

の
杖

」
と

は
、

視
覚

障
害

者
の

移
動

支
援

に
こ

の
新

技
術

群
を

応
用

援
用

し
た

新
規

の
シ

ス
テ

ム
を

指
し

、
「

魔
法

の
絨

毯
」

は
歩

行
障

害
者

の
移

動
支

援
に

応
用

援
用

す
る

こ
と

を
イ

メ
ー

ジ
し

て
い

る
の

で
す

。
魔

法
の

杖
と

は
、

現
行

の
視

覚
障

害
者

移
動

支
援

シ
ス

テ
ム

は
、

A
地

点
か

ら
B

地
点

へ

の
物

理
的

移
動

を
安

全
に

ス
ム

ー
ズ

に
確

保
す

る
か

が
重

視
さ

れ
て

い
ま

す
が

、
新

世
代

の
支

援
シ

ス
テ

ム
で

は
こ

の
基

本
機

能
を

向
上

さ
せ

る
と

同
時

に
歩

行
を

楽
し

み
移

動
中

の
街

を
楽

し
む

と
い

っ
た

レ
ベ

ル
ま

で
を

可
能

に
す

る
Q

O
L
 (

Q
u

a
lit

y 
o
f 

L
if
e
)向

上
シ

ス
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Ａ
Ｅ

Ｄ
が

必
要

に
な

る
こ

と
は

、
い

つ
何

時
起

こ
る

か
分

か
ら

な
い

し
、

早
け

れ
ば

早
い

ほ
ど

効
果

が
高

い
の

で
、

現
場

に
聴

覚
障

害
者

し
か

居
な

い
場

合
で

も
使

用
で

き
る

こ
と

が
望

ま
し

い
。

胸
骨

圧
迫

や
人

工
呼

吸
は

、
聴

覚
障

害
者

で
も

可
能

で
あ

る
の

に
、

Ａ
Ｅ

Ｄ
の

操
作

だ
け

が
、

音
声

ガ
イ

ド
に

従
っ

て
行

う
形

に
な

っ
て

お
り

、
聴

覚
障

害
者

が
使

用
で

き
ま

せ
ん

。
し

か
し

、
日

本
光

電
社

の
Ａ

Ｅ
Ｄ

－
9

2
3

1
は

、
液

晶
デ

ィ
ス

プ
レ

イ
で

、
音

声
ガ

イ
ド

を
文

字
で

表
示

し
て

い
る

こ
と

に
気

付
き

ま
し

た
。

こ
の

よ
う

な
Ａ

Ｅ
Ｄ

が
普

及
す

れ
ば

、
聴

覚
障

害
者

で
も

使
用

で
き

ま
す

。
普

及
さ

せ
る

た
め

に
は

、
何

か
の

工
夫

が
必

要
で

す
。

今
後

公
共

団
体

が
購

入
す

る
場

合
の

基
準

と
か

に
入

れ
る

と
い

う
よ

う
な

こ
と

で
、

聴
覚

障
害

者
で

も
使

え
る

Ａ
Ｅ

Ｄ
を

普
及

さ
せ

る
こ

と
を

考
え

て
頂

き
た

い
。

 

 
音

声
ガ

イ
ド

を
文

章
化

し
た

紙
を

入
れ

て
お

け
ば

、
電

気
シ

ョ
ッ

ク
が

必
要

か
ど

う
か

を
Ａ

Ｅ
Ｄ

が
判

定
し

ま
す

が
、

そ
の

結
果

を
ラ

ン
プ

で
知

ら
せ

る
と

か
、

判
定

中
や

電
気

シ
ョ

ッ
ク

を
与

え
る

と
き

体
に

触
れ

る
な

と
い

う
こ

と
も

ラ
ン

プ
で

知
ら

せ
る

と
い

う
よ

う
な

工
夫

を
す

る
だ

け
で

も
、

聴
覚

障
害

者
が

使
用

可
能

と
な

り
ま

す
。
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用

者
 

視
覚

障
害

者
に

配
慮

し
た

銀
行

の
振

り
込

み
用

紙
と

取
引

経
過

が
把

握
で

き
る

表
示

※
※

※
は

値
段

が
高

い
割

に
は

使
う

機
会

が
少

な
い

で
す

。
 

金
融

系
は

銀
行

の
用

紙
の

説
明

も
金

額
も

記
入

枠
も

全
然

見
え

な
い

の
に

定
期

を
す

る
の

に
入

れ
て

く
だ

さ
い

と
い

い
ま

す
し

。
通

帳
は

合
計

残
高

だ
け

で
公

共
料

金
の

引
き

去
り

と
か

解
り

ま
せ

ん
。

 

8
5

 
肢

体
障

害
者

用
 

視
覚

障
害

者
用

 

利
用

者
 

視
覚

障
害

者
で

あ
っ

て
も

検
便

採
取

が
容

易
に

で
き

る
用

具
 

市
の

健
康

診
断

も
人

間
ド

ッ
ク

も
脳

性
麻

痺
と

か
視

覚
障

害
に

手
が

使
え

な
い

人
は

大
腸

癌
検

査
の

お
通

じ
を

持
っ

て
い

け
な

い
の

が

不
便

で
す

。
私

は
特

に
神

経
症

の
薬

が
便

秘
に

な
っ

て
夜

下
剤

を
飲

む
の

で
不

便
で

す
。

い
く

ら
言

っ
て

も
医

者
も

保
健

セ
ン

タ
ー

も
わ

か
ら

な
い

で
す

。
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8
6

 
視

覚
障

害
者

用
 

利
用

者
 

探
し

物
発

見
器

「
ハ

ー
イ

こ
こ

で
す

よ
」

視
覚

障
害

者
で

す
。

現
在

の
 
視

力
 
右

0
.0

2
 
左

0
.0

1
 
視

野
損

失
度

９
５

パ
ー

セ
ン

ト
で

す
。

視
野

が
か

け
始

め
て

か
ら

物
探

し
ば

か
り

し
て

お
り

ま
す

。
例

え
ば

懐
中

電
灯

、
白

状
、

Ｐ
Ｔ

Ｐ
Ⅰ

、
色

ん
な

小
物

類
と

、
毎

日
、

毎
日

、
イ

ラ
イ

ラ
と

探
し

物
ば

か
り

し
て

い
ま

す
。

視
野

が
な

い
為

か
す

ぐ
そ

ば
に

あ
る

の
に

み
え

て
い

な
い

と
い

う
か

、
眼

に
止

ま
ら

な
い

の
で

す
。

あ
る

い
は

物
の

上
に

物
を

重
ね

て
し

ま
っ

て
い

る
こ

と
も

あ
る

ら
し

い
で

す
。

私
の

探
し

て
い

る
物

が
返

事
を

し
て

く
れ

た
な

ら
ど

ん
な

に
幸

せ
な

事
で

し
ょ

う
か

と
思

う
毎

日
で

す
。

 
そ

ん
な

時
、

今
度

は
、

携
帯

電
話

が
見

え
な

く
な

り
ま

し
た

。
そ

の
時

は
家

の
電

話
か

ら
自

分
の

携
帯

を
番

号
で

呼
び

出
し

ま
し

た
。

何
と

い
う

こ
と

で
し

ょ
う

、
私

が
探

し
て

い
た

携
帯

電
話

が
時

間
表

示
の

ガ
ラ

ス
の

面
を

光
ら

せ
な

が
ら

呼
び

出
し

音
を

発
し

て
い

る
で

は
あ

り
ま

せ
ん

か
。

す
ぐ

そ
ば

の
足

元
に

落
ち

て
お

り
ま

し
た

。
 

こ
れ

で
す

。
電

話
帳

に
氏

名
を

登
録

す
る

よ
う

に
、

い
つ

も
探

し
物

を
す

る
物

を
登

録
し

て
お

く
と

探
し

た
い

と
き

、
そ

の
物

に
カ

ー
ソ

ル
を

合
わ

せ
て

呼
び

出
し

を
す

る
と

、
「

ハ
ー

イ
こ

こ
で

す
よ

」
と

い
っ

て
、

あ
ら

か
じ

め
貼

っ
て

お
い

た
タ

グ
か

な
ん

か
が

光
り

な
が

ら
返

事
を

す
る

の
で

す
。

 
作

っ
て

く
だ

さ
い

。

探
し

物
発

見
器

・
「

ハ
ー

イ
、

こ
こ

で
す

よ
」

是
非

お
願

い
し

ま
す

。
電

波
の

届
く

範
囲

は
あ

ま
り

広
く

な
い

ほ
う

が
良

い
と

お
も

い
ま

す
。

せ
い

ぜ
い

十
畳

間
ぐ

ら
い

の
広

さ
に

し
て

く
だ

さ
い

.そ
の

範
囲

で
お

返
事

が
な

い
と

き
は

次
の

場
所

を
探

す
事

に
な

り
ま

す
の

で
。
 

8
7

 
肢

体
障

害
者

用
 

障
害

者
団

体
 

体
温

を
保

護
す

る
器

具
 

体
温

調
節

が
う

ま
く

出
来

な
い

利
用

者
か

ら
寄

せ
ら

れ
た

要
望

を
投

稿
致

し
ま

す
。

ご
本

人
は

、
寝

た
き

り
の

重
症

児
で

、
障

害
１

級
の

９
歳

女
児

。
室

内
は

常
時

2
2

度
を

保
っ

て
い

ま
す

。
エ

ア
コ

ン
を

切
る

と
3

7
度

～
3

8
度

に
体

温
が

上
昇

す
る

そ
う

で
、

手
足

は
冷

え
る

た
め

ペ
ッ

ト
ボ

ト
ル

に
お

湯
を

入
れ

保
温

を
し

て
い

ま
す

。
外

出
が

ま
ま

な
ら

な
い

の
で

、
体

温
を

保
護

す
る

器
具

を
要

望
し

た
い

。
 

8
8

 
肢

体
障

害
者

用
 

視
覚

障
害

者
用

 

開
発

メ
ー

カ
 

魔
法

の
杖

、
魔

法
の

絨
緞

 

表
題

の
「

魔
法

」
の

意
味

す
る

と
こ

ろ
は

、
最

近
の

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
と

呼
ば

れ
る

高
性

能
な

携
帯

端
末

が
具

現
化

し
つ

つ
あ

る
一

群
の

新
規

な
機

能
を

指
し

て
い

ま
す

。
G

P
S

測
置

シ
ス

テ
ム

、
加

速
度

セ
ン

サ
、

方
位

セ
ン

サ
、

高
密

度
な

実
装

技
術

、
自

由
度

の
高

い
入

出
力

デ
バ

イ
ス

と
多

く
の

ア
プ

リ
ケ

ー
シ

ョ
ン

ソ
フ

ト
の

組
合

せ
が

こ
れ

ま
で

で
は

想
像

で
き

な
か

っ
た

様
相

の
機

能
や

サ
ー

ビ
ス

を

現
実

の
も

の
と

し
て

い
ま

す
。

更
に

そ
の

可
能

性
が

急
速

に
広

が
っ

て
行

く
こ

と
は

確
実

で
し

ょ
う

。
こ

の
よ

う
な

状
況

を
可

能
に

し
て

い
る

技
術

群
を

「
魔

法
」

と
呼

ん
で

し
ま

っ
て

も
許

さ
れ

る
の

で
は

な
い

か
と

思
い

ま
す

。
私

た
ち

は
生

活
に

不
便

を
感

じ
る

人
を

援
護

す
る

技
術

と
し

て
一

連
の

技
術

を
筋

道
を

立
て

て
応

用
し

、
実

用
化

し
た

い
と

考
え

て
い

ま
す

。
「

魔
法

の
杖

」
と

は
、

視
覚

障
害

者
の

移
動

支
援

に
こ

の
新

技
術

群
を

応
用

援
用

し
た

新
規

の
シ

ス
テ

ム
を

指
し

、
「

魔
法

の
絨

毯
」

は
歩

行
障

害
者

の
移

動
支

援
に

応
用

援
用

す
る

こ
と

を
イ

メ
ー

ジ
し

て
い

る
の

で
す

。
魔

法
の

杖
と

は
、

現
行

の
視

覚
障

害
者

移
動

支
援

シ
ス

テ
ム

は
、

A
地

点
か

ら
B

地
点

へ

の
物

理
的

移
動

を
安

全
に

ス
ム

ー
ズ

に
確

保
す

る
か

が
重

視
さ

れ
て

い
ま

す
が

、
新

世
代

の
支

援
シ

ス
テ

ム
で

は
こ

の
基

本
機

能
を

向
上

さ
せ

る
と

同
時

に
歩

行
を

楽
し

み
移

動
中

の
街

を
楽

し
む

と
い

っ
た

レ
ベ

ル
ま

で
を

可
能

に
す

る
Q

O
L
 (

Q
u

a
lit

y 
o
f 

L
if
e
)向

上
シ

ス

91
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テ
ム

と
し

て
の

「
魔

法
の

杖
」

実
現

を
目

指
す

べ
き

だ
と

考
え

て
い

ま
す

。
視

覚
障

害
者

の
眼

前
に

広
が

る
実

空
間

情
報

（
一

覧
情

報
）

を
セ

ン
シ

ン
グ

す
る

に
は

、
各

種
の

セ
ン

サ
ー

に
よ

る
現

場
の

把
握

、
G

P
S

と
マ

ッ
プ

デ
ー

タ
の

照
合

、
イ

ン
フ

ラ
と

し
て

街
中

に
設

置
さ

れ
た

機
器

類
と

の
通

信
な

ど
を

総
合

的
に

利
用

す
れ

ば
多

く
の

可
能

性
が

考
え

ら
れ

ま
す

。
そ

の
上

で
重

要
に

な
る

の
が

、
障

害
者

の
適

切
な

判
断

と
行

動
を

可
能

に
す

る
有

用
情

報
の

抽
出

ノ
ウ

ハ
ウ

、
そ

れ
を

利
用

者
に

適
切

に
伝

え
る

イ
ン

タ
ー

フ
ェ

イ
ス

技
術

の
確

立
で

す
。

そ
の

た
め

に
は

、
最

初
に

視
覚

障
害

者
の

方
達

の
イ

ン
タ

ヴ
ュ

ー
／

行
動

観
察

な
ど

か
ら

移
動

時
の

空
間

認
識

の
仕

方
、

有
用

な
誘

導
情

報
の

把
握

、
実

用
的

な
移

動
支

援
シ

ス
テ

ム
の

要
求

仕
様

の
整

理
を

行
な

う
こ

と
が

必
要

で
し

ょ
う

。
こ

れ
ら

の
知

見
を

踏
ま

え
て

、
音

声
(合

成
)ガ

イ
ド

や
音

響
ガ

イ
ド

の
応

用
開

発
、

G
U

Iタ
ッ

チ
式

入
力

の
フ

ォ
ー

ス
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

化
技

術
や

モ
ー

シ
ョ

ン

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

、
音

声
認

識
技

術
な

ど
の

応
用

開
発

、
ハ

ー
ド

プ
ロ

ダ
ク

ト
と

し
て

統
合

さ
れ

た
イ

ン
タ

ー
フ

ェ
イ

ス
、

音
声

ガ
イ

ド
の

コ
ン

テ
ン

ツ
レ

ベ
ル

ま
で

様
々

な
フ

ェ
ー

ズ
で

の
研

究
開

発
の

必
要

性
が

予
測

さ
れ

ま
す

。
こ

の
よ

う
に

多
く

の
工

程
が

必
要

に
な

る
と

思
わ

れ
ま

す
が

、
不

便
さ

を
感

じ
る

方
々

の
移

動
に

関
連

す
る

Q
O

L
を

目
的

に
す

る
と

い
う

高
い

意
識

を
共

有
し

、
顕

在
化

し
て

い
る

技
術

を
マ

ネ
ー

ジ
メ

ン
ト

す
れ

ば
「

魔
法

」
は

「
現

実
」

に
な

る
と

信
じ

て
い

ま
す

。
現

行
の

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
用

に
開

発
さ

れ
た

ア
プ

リ
ケ

ー
シ

ョ
ン

を
ダ

ウ
ン

ロ
ー

ド
し

て
実

用
化

で
き

る
レ

ベ
ル

、
「

魔
法

の
杖

」
専

用
機

と
し

て
の

 
ハ

ー
ド

を
作

り
込

ん
で

よ
り

使
い

や
す

く
な

っ
た

段
階

、
更

に
改

良
が

進
み

イ
ン

フ
ラ

と
の

連
携

も
稠

密
と

な
り

ユ
ビ

キ
タ

ス
な

様
相

を
実

現
化

し
た

レ
ベ

ル
な

ど
あ

る
段

階
で

実
用

に
耐

え
う

る
よ

う
に

な
れ

ば
実

社
会

に
出

し
て

行
き

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
へ

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
し

て
い

く
こ

と
に

な
る

の
で

し
ょ

う
。

最
後

に
も

う
一

つ
気

に
な

っ
て

い
る

の
が

盲
導

犬
の

存
在

で
す

。
こ

こ
に

は
最

小
限

の
指

示
で

思
い

通
り

の
結

果
を

得
る

「
調

教
」

の
仕

組
み

、
長

年
の

付
き

合
い

の
中

か
ら

双
方

が
馴

染
ん

で
行

く
「

学
習

」
の

仕
組

み
、

指
示

の
結

果
に

危
険

が
伴

う
場

合
の

非
服

従
な

ど
「

先
回

り
」

の
構

造
な

ど
考

察
に

値
す

る
関

係
性

が
観

ら
れ

ま
す

。
こ

れ
ら

を
シ

ス
テ

ム
に

取
込

め
れ

ば
使

用
者

と
シ

ス
テ

ム
の

間
に

「
信

頼
」

と
言

う
べ

き
関

係
が

築
け

る
か

も
知

れ
ま

せ
ん

。
「

魔
法

の
杖

」
は

杖
の

形
と

は
限

り
ま

せ
ん

。
一

体
ど

ん
な

も
の

な
る

の
で

し
ょ

う
。

 
一

緒
に

考
え

ま
せ

ん
か

。
 

8
9

 
肢

体
障

害
者

用
 

障
害

者
団

体
 

ヘ
ル

メ
ッ

ト
型

エ
ア

コ
ン

 

利
用

者
の

ご
家

族
か

ら
い

た
だ

い
た

要
望

を
事

例
内

容
と

共
に

投
稿

致
し

ま
す

。
ご

本
人

は
黄

疸
性

脊
椎

損
傷

に
よ

る
ウ

イ
ル

ス
後

遺
症

に
よ

り
発

汗
作

用
が

う
ま

く
働

か
ず

、
夏

期
等

に
お

い
て

は
在

宅
時

や
車

の
乗

車
時

に
は

強
く

エ
ア

コ
ン

を
使

用
し

な
け

れ
ば

な
り

ま
せ

ん
。

お
も

ち
ゃ

の
扇

風
機

を
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

で
購

入
し

ま
し

た
が

、
電

池
は

3
0

～
4

0
分

程
度

し
か

持
ち

ま
せ

ん
。

現
在

帽
子

の
中

に
ア

イ
ス

ノ
ン

用
の

冷
却

座
位

を
入

れ
る

方
法

が
あ

る
と

聞
き

ま
す

が
、

ヘ
ル

メ
ッ

ト
型

エ
ア

コ
ン

は
出

来
な

い
で

し
ょ

う
か

。
ク

ー
ル

ジ
ャ

ケ
ッ

ト
が

あ
る

事
は

聞
き

ま
す

が
、

頭
部

を
冷

や
す

方
法

の
福

祉
用

具
の

開
発

を
お

願
い

し
ま

す
。
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9
0

 
肢

体
障

害
者

用
 

障
害

者
団

体
 

肘
で

使
用

で
き

る
ペ

ー
ジ

め
く

り
機

 

手
足

が
不

自
由

で
す

が
、

唯
一

肘
が

使
用

可
能

で
肘

で
ほ

ん
の

ペ
ー

ジ
が

め
く

れ
る

器
具

の
開

発
を

お
願

い
し

ま
す

。
現

在
絵

本
程

度
の

厚
さ

の
本

で
し

た
ら

め
く

れ
ま

す
が

、
肘

で
め

く
る

に
は

限
度

が
あ

り
ま

す
。

 

9
1

 
視

覚
障

害
者

用
 

利
用

者
 

買
い

物
時

の
バ

ー
コ

ー
ド

リ
ー

ダ
ー

 

買
い

物
を

し
て

い
る

時
、

商
品

に
つ

い
て

い
る

バ
ー

コ
ー

ド
を

読
み

取
る

と
、

商
品

名
、

値
段

、
内

容
量

、
カ

ロ
リ

ー
等

の
詳

細
情

報
を

音
声

で
知

ら
せ

て
く

れ
る

も
の

が
欲

し
い

。
 

既
存

で
類

似
す

る
製

品
は

あ
る

の
だ

が
、

商
品

名
だ

け
し

か
知

ら
せ

て
く

れ
な

い
。

そ
れ

で
は

あ
ま

り
役

に
立

た
な

い
。

 

9
2

 
視

覚
障

害
者

用
 

利
用

者
 

エ
ア

コ
ン

の
音

声
対

応
リ

モ
コ

ン
 

視
覚

障
害

者
だ

と
、

エ
ア

コ
ン

が
ど

う
い

う
設

定
に

な
っ

て
い

る
か

確
認

が
で

き
な

い
た

め
、

音
声

で
冷

房
・

暖
房

・
ド

ラ
イ

の
設

定
や

温
度

を
知

ら
せ

て
く

れ
る

も
の

が
欲

し
い

。
 

現
在

、
大

手
企

業
で

上
記

の
物

を
売

っ
て

は
い

る
が

、
本

体
込

み
で

１
７

万
円

以
上

す
る

の
で

手
が

出
な

い
。

 

２
～

３
年

前
ま

で
は

、
あ

る
大

手
企

業
で

、
全

メ
ー

カ
ー

対
応

の
音

声
リ

モ
コ

ン
を

２
万

円
程

度
で

売
っ

て
い

た
ら

し
い

が
、

今
は

廃
番

に
な

っ
て

い
る

模
様

で
あ

る
。

こ
れ

を
安

い
値

段
で

販
売

し
て

く
れ

れ
ば

と
て

も
よ

い
。

 

も
し

く
は

各
メ

ー
カ

ー
で

、
プ

ラ
ス

１
万

円
く

ら
い

で
音

声
リ

モ
コ

ン
に

替
え

ら
れ

る
と

よ
い

。
 

9
3

 
視

覚
障

害
者

用
 

利
用

者
 

音
声

出
力

で
き

る
固

定
電

話
機

 

電
話

を
使

う
と

き
、

事
前

に
登

録
し

て
お

い
た

相
手

方
の

名
前

、
電

話
番

号
の

検
索

や
通

話
履

歴
を

音
声

出
力

す
る

も
の

が
欲

し
い

。
 

大
手

企
業

が
既

に
実

用
化

し
て

い
る

が
、

電
話

帳
を

登
録

す
る

際
に

パ
ソ

コ
ン

が
必

要
で

あ
っ

た
り

、
そ

の
機

能
を

利
用

す
る

の
に

別
途

ナ
ン

バ
ー

デ
ィ

ス
プ

レ
イ

の
契

約
を

結
ば

な
け

れ
ば

い
け

な
い

。
 

そ
れ

で
は

使
い

勝
手

が
悪

い
の

で
、

電
話

機
本

体
で

簡
単

に
登

録
・

編
集

が
で

き
、

安
価

な
も

の
が

欲
し

い
。

 

9
4

 
視

覚
障

害
者

用
 

利
用

者
 

音
声

で
操

作
で

き
る

電
子

字
書

 

単
語

な
ど

を
音

声
を

頼
り

に
入

力
す

る
こ

と
が

で
き

、
結

果
と

内
容

を
音

声
で

知
ら

せ
て

く
れ

る
も

の
。

パ
ソ

コ
ン

で
は

で
き

る
が

、
時

間
が

か
か

る
た

め
、

手
軽

に
使

用
で

き
る

も
の

が
ほ

し
い

。
 

9
5

 
視

覚
障

害
者

用
 

利
用

者
 

多
用

途
携

帯
型

拡
大

読
書

器
 

筆
記

や
遠

方
視

も
し

や
す

い
携

帯
型

読
書

器
を

望
み

ま
す

。
 

私
が

試
し

た
も

の
は

、
筆

記
用

ワ
ー

ク
デ

ィ
ス

タ
ン

ス
が

狭
か

っ
た

り
・

支
持

し
に

く
か

っ
た

り
、

画
像

処
理

の
遅

延
が

あ
っ

た
り

、
画

像
強

調
し

す
ぎ

て
ペ

ン
先

が
わ

か
ら

な
か

っ
た

り
と

、
筆

記
困

難
な

も
の

が
多

か
っ

た
で

す
。

遠
方

視
が

で
き

る
機

種
で

も
デ

ジ
カ

メ
に

遠
く

及
ば

な
い

性
能

で
し

た
。

 

ル
ー

ペ
、

単
眼

鏡
、

弱
視

眼
鏡

、
携

帯
型

拡
大

読
書

器
、

デ
ジ

カ
メ

な
ど

多
く

を
持

ち
歩

か
な

く
て

も
い

い
よ

う
に

な
っ

て
ほ

し
い

で
す

。

あ
と

バ
ッ

テ
リ

ー
を

気
に

せ
ず

に
使

い
た

い
で

す
。
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テ
ム

と
し

て
の

「
魔

法
の

杖
」

実
現

を
目

指
す

べ
き

だ
と

考
え

て
い

ま
す

。
視

覚
障

害
者

の
眼

前
に

広
が

る
実

空
間

情
報

（
一

覧
情

報
）

を
セ

ン
シ

ン
グ

す
る

に
は

、
各

種
の

セ
ン

サ
ー

に
よ

る
現

場
の

把
握

、
G

P
S

と
マ

ッ
プ

デ
ー

タ
の

照
合

、
イ

ン
フ

ラ
と

し
て

街
中

に
設

置
さ

れ
た

機
器

類
と

の
通

信
な

ど
を

総
合

的
に

利
用

す
れ

ば
多

く
の

可
能

性
が

考
え

ら
れ

ま
す

。
そ

の
上

で
重

要
に

な
る

の
が

、
障

害
者

の
適

切
な

判
断

と
行

動
を

可
能

に
す

る
有

用
情

報
の

抽
出

ノ
ウ

ハ
ウ

、
そ

れ
を

利
用

者
に

適
切

に
伝

え
る

イ
ン

タ
ー

フ
ェ

イ
ス

技
術

の
確

立
で

す
。

そ
の

た
め

に
は

、
最

初
に

視
覚

障
害

者
の

方
達

の
イ

ン
タ

ヴ
ュ

ー
／

行
動

観
察

な
ど

か
ら

移
動

時
の

空
間

認
識

の
仕

方
、

有
用

な
誘

導
情

報
の

把
握

、
実

用
的

な
移

動
支

援
シ

ス
テ

ム
の

要
求

仕
様

の
整

理
を

行
な

う
こ

と
が

必
要

で
し

ょ
う

。
こ

れ
ら

の
知

見
を

踏
ま

え
て

、
音

声
(合

成
)ガ

イ
ド

や
音

響
ガ

イ
ド

の
応

用
開

発
、

G
U

Iタ
ッ

チ
式

入
力

の
フ

ォ
ー

ス
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

化
技

術
や

モ
ー

シ
ョ

ン

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

、
音

声
認

識
技

術
な

ど
の

応
用

開
発

、
ハ

ー
ド

プ
ロ

ダ
ク

ト
と

し
て

統
合

さ
れ

た
イ

ン
タ

ー
フ

ェ
イ

ス
、

音
声

ガ
イ

ド
の

コ
ン

テ
ン

ツ
レ

ベ
ル

ま
で

様
々

な
フ

ェ
ー

ズ
で

の
研

究
開

発
の

必
要

性
が

予
測

さ
れ

ま
す

。
こ

の
よ

う
に

多
く

の
工

程
が

必
要

に
な

る
と

思
わ

れ
ま

す
が

、
不

便
さ

を
感

じ
る

方
々

の
移

動
に

関
連

す
る

Q
O

L
を

目
的

に
す

る
と

い
う

高
い

意
識

を
共

有
し

、
顕

在
化

し
て

い
る

技
術

を
マ

ネ
ー

ジ
メ

ン
ト

す
れ

ば
「

魔
法

」
は

「
現

実
」

に
な

る
と

信
じ

て
い

ま
す

。
現

行
の

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
用

に
開

発
さ

れ
た

ア
プ

リ
ケ

ー
シ

ョ
ン

を
ダ

ウ
ン

ロ
ー

ド
し

て
実

用
化

で
き

る
レ

ベ
ル

、
「

魔
法

の
杖

」
専

用
機

と
し

て
の

 
ハ

ー
ド

を
作

り
込

ん
で

よ
り

使
い

や
す

く
な

っ
た

段
階

、
更

に
改

良
が

進
み

イ
ン

フ
ラ

と
の

連
携

も
稠

密
と

な
り

ユ
ビ

キ
タ

ス
な

様
相

を
実

現
化

し
た

レ
ベ

ル
な

ど
あ

る
段

階
で

実
用

に
耐

え
う

る
よ

う
に

な
れ

ば
実

社
会

に
出

し
て

行
き

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
へ

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
し

て
い

く
こ

と
に

な
る

の
で

し
ょ

う
。

最
後

に
も

う
一

つ
気

に
な

っ
て

い
る

の
が

盲
導

犬
の

存
在

で
す

。
こ

こ
に

は
最

小
限

の
指

示
で

思
い

通
り

の
結

果
を

得
る

「
調

教
」

の
仕

組
み

、
長

年
の

付
き

合
い

の
中

か
ら

双
方

が
馴

染
ん

で
行

く
「

学
習

」
の

仕
組

み
、

指
示

の
結

果
に

危
険

が
伴

う
場

合
の

非
服

従
な

ど
「

先
回

り
」

の
構

造
な

ど
考

察
に

値
す

る
関

係
性

が
観

ら
れ

ま
す

。
こ

れ
ら

を
シ

ス
テ

ム
に

取
込

め
れ

ば
使

用
者

と
シ

ス
テ

ム
の

間
に

「
信

頼
」

と
言

う
べ

き
関

係
が

築
け

る
か

も
知

れ
ま

せ
ん

。
「

魔
法

の
杖

」
は

杖
の

形
と

は
限

り
ま

せ
ん

。
一

体
ど

ん
な

も
の

な
る

の
で

し
ょ

う
。

 
一

緒
に

考
え

ま
せ

ん
か

。
 

8
9

 
肢

体
障

害
者

用
 

障
害

者
団

体
 

ヘ
ル

メ
ッ

ト
型

エ
ア

コ
ン

 

利
用

者
の

ご
家

族
か

ら
い

た
だ

い
た

要
望

を
事

例
内

容
と

共
に

投
稿

致
し

ま
す

。
ご

本
人

は
黄

疸
性

脊
椎

損
傷

に
よ

る
ウ

イ
ル

ス
後

遺
症

に
よ

り
発

汗
作

用
が

う
ま

く
働

か
ず

、
夏

期
等

に
お

い
て

は
在

宅
時

や
車

の
乗

車
時

に
は

強
く

エ
ア

コ
ン

を
使

用
し

な
け

れ
ば

な
り

ま
せ

ん
。

お
も

ち
ゃ

の
扇

風
機

を
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

で
購

入
し

ま
し

た
が

、
電

池
は

3
0

～
4

0
分

程
度

し
か

持
ち

ま
せ

ん
。

現
在

帽
子

の
中

に
ア

イ
ス

ノ
ン

用
の

冷
却

座
位

を
入

れ
る

方
法

が
あ

る
と

聞
き

ま
す

が
、

ヘ
ル

メ
ッ

ト
型

エ
ア

コ
ン

は
出

来
な

い
で

し
ょ

う
か

。
ク

ー
ル

ジ
ャ

ケ
ッ

ト
が

あ
る

事
は

聞
き

ま
す

が
、

頭
部

を
冷

や
す

方
法

の
福

祉
用

具
の

開
発

を
お

願
い

し
ま

す
。
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9
0

 
肢

体
障

害
者

用
 

障
害

者
団

体
 

肘
で

使
用

で
き

る
ペ

ー
ジ

め
く

り
機

 

手
足

が
不

自
由

で
す

が
、

唯
一

肘
が

使
用

可
能

で
肘

で
ほ

ん
の

ペ
ー

ジ
が

め
く

れ
る

器
具

の
開

発
を

お
願

い
し

ま
す

。
現

在
絵

本
程

度
の

厚
さ

の
本

で
し

た
ら

め
く

れ
ま

す
が

、
肘

で
め

く
る

に
は

限
度

が
あ

り
ま

す
。

 

9
1

 
視

覚
障

害
者

用
 

利
用

者
 

買
い

物
時

の
バ

ー
コ

ー
ド

リ
ー

ダ
ー

 

買
い

物
を

し
て

い
る

時
、

商
品

に
つ

い
て

い
る

バ
ー

コ
ー

ド
を

読
み

取
る

と
、

商
品

名
、

値
段

、
内

容
量

、
カ

ロ
リ

ー
等

の
詳

細
情

報
を

音
声

で
知

ら
せ

て
く

れ
る

も
の

が
欲

し
い

。
 

既
存

で
類

似
す

る
製

品
は

あ
る

の
だ

が
、

商
品

名
だ

け
し

か
知

ら
せ

て
く

れ
な

い
。

そ
れ

で
は

あ
ま

り
役

に
立

た
な

い
。

 

9
2

 
視

覚
障

害
者

用
 

利
用

者
 

エ
ア

コ
ン

の
音

声
対

応
リ

モ
コ

ン
 

視
覚

障
害

者
だ

と
、

エ
ア

コ
ン

が
ど

う
い

う
設

定
に

な
っ

て
い

る
か

確
認

が
で

き
な

い
た

め
、

音
声

で
冷

房
・

暖
房

・
ド

ラ
イ

の
設

定
や

温
度

を
知

ら
せ

て
く

れ
る

も
の

が
欲

し
い

。
 

現
在

、
大

手
企

業
で

上
記

の
物

を
売

っ
て

は
い

る
が

、
本

体
込

み
で

１
７

万
円

以
上

す
る

の
で

手
が

出
な

い
。

 

２
～

３
年

前
ま

で
は

、
あ

る
大

手
企

業
で

、
全

メ
ー

カ
ー

対
応

の
音

声
リ

モ
コ

ン
を

２
万

円
程

度
で

売
っ

て
い

た
ら

し
い

が
、

今
は

廃
番

に
な

っ
て

い
る

模
様

で
あ

る
。

こ
れ

を
安

い
値

段
で

販
売

し
て

く
れ

れ
ば

と
て

も
よ

い
。

 

も
し

く
は

各
メ

ー
カ

ー
で

、
プ

ラ
ス

１
万

円
く

ら
い

で
音

声
リ

モ
コ

ン
に

替
え

ら
れ

る
と

よ
い

。
 

9
3

 
視

覚
障

害
者

用
 

利
用

者
 

音
声

出
力

で
き

る
固

定
電

話
機

 

電
話

を
使

う
と

き
、

事
前

に
登

録
し

て
お

い
た

相
手

方
の

名
前

、
電

話
番

号
の

検
索

や
通

話
履

歴
を

音
声

出
力

す
る

も
の

が
欲

し
い

。
 

大
手

企
業

が
既

に
実

用
化

し
て

い
る

が
、

電
話

帳
を

登
録

す
る

際
に

パ
ソ

コ
ン

が
必

要
で

あ
っ

た
り

、
そ

の
機

能
を

利
用

す
る

の
に

別
途

ナ
ン

バ
ー

デ
ィ

ス
プ

レ
イ

の
契

約
を

結
ば

な
け

れ
ば

い
け

な
い

。
 

そ
れ

で
は

使
い

勝
手

が
悪

い
の

で
、

電
話

機
本

体
で

簡
単

に
登

録
・

編
集

が
で

き
、

安
価

な
も

の
が

欲
し

い
。

 

9
4

 
視

覚
障

害
者

用
 

利
用

者
 

音
声

で
操

作
で

き
る

電
子

字
書

 

単
語

な
ど

を
音

声
を

頼
り

に
入

力
す

る
こ

と
が

で
き

、
結

果
と

内
容

を
音

声
で

知
ら

せ
て

く
れ

る
も

の
。

パ
ソ

コ
ン

で
は

で
き

る
が

、
時

間
が

か
か

る
た

め
、

手
軽

に
使

用
で

き
る

も
の

が
ほ

し
い

。
 

9
5

 
視

覚
障

害
者

用
 

利
用

者
 

多
用

途
携

帯
型

拡
大

読
書

器
 

筆
記

や
遠

方
視

も
し

や
す

い
携

帯
型

読
書

器
を

望
み

ま
す

。
 

私
が

試
し

た
も

の
は

、
筆

記
用

ワ
ー

ク
デ

ィ
ス

タ
ン

ス
が

狭
か

っ
た

り
・

支
持

し
に

く
か

っ
た

り
、

画
像

処
理

の
遅

延
が

あ
っ

た
り

、
画

像
強

調
し

す
ぎ

て
ペ

ン
先

が
わ

か
ら

な
か

っ
た

り
と

、
筆

記
困

難
な

も
の

が
多

か
っ

た
で

す
。

遠
方

視
が

で
き

る
機

種
で

も
デ

ジ
カ

メ
に

遠
く

及
ば

な
い

性
能

で
し

た
。

 

ル
ー

ペ
、

単
眼

鏡
、

弱
視

眼
鏡

、
携

帯
型

拡
大

読
書

器
、

デ
ジ

カ
メ

な
ど

多
く

を
持

ち
歩

か
な

く
て

も
い

い
よ

う
に

な
っ

て
ほ

し
い

で
す

。

あ
と

バ
ッ

テ
リ

ー
を

気
に

せ
ず

に
使

い
た

い
で

す
。
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9
6

 
視

覚
障

害
者

用
 

利
用

者
 

人
物

識
別

機
 

正
面

に
い

る
人

を
識

別
し

て
、

音
声

で
名

前
を

伝
え

て
く

れ
る

装
置

。
 

9
7

 
視

覚
障

害
者

用
 

利
用

者
 

軽
量

可
搬

可
能

据
え

置
き

型
拡

大
読

書
器

現
在

で
も

可
搬

可
能

な
据

え
置

き
型

拡
大

読
書

器
は

あ
り

ま
す

が
、

重
た

く
て

始
終

持
ち

歩
く

こ
と

は
困

難
で

す
。

 

ノ
ー

ト
パ

ソ
コ

ン
程

度
の

重
さ

で
折

り
た

た
め

て
バ

ッ
テ

リ
ー

駆
動

も
可

能
な

読
書

器
が

ほ
し

い
で

す
。

 

9
8

 
肢

体
障

害
者

用
 

開
発

メ
ー

カ
 

U
S

B
眼

球
入

力
マ

ウ
ス

 

上
肢

体
障

が
い

者
に

対
し

て
の

パ
ソ

コ
ン

操
作

を
上

下
肢

を
使

わ
ず

に
利

用
者

自
身

が
目

で
見

て
い

る
箇

所
に

マ
ウ

ス
カ

ー
ソ

ル
を

追

従
さ

せ
、

健
常

者
が

利
用

し
て

い
る

マ
ウ

ス
操

作
と

同
等

の
操

作
性

と
設

定
の

簡
易

性
が

あ
れ

ば
、

利
用

者
及

び
介

護
者

に
負

担
少

な
い

P
C

用
U

S
B

入
力

装
置

と
な

る
と

思
い

ま
す

。
 

9
9

 
視

覚
障

害
者

用
 

利
用

者
 

G
P

S
を

利
用

し
た

ポ
ー

タ
ブ

ル
ナ

ビ
 

盲
導

犬
と

生
活

し
て

い
る

が
、

私
が

知
っ

て
い

る
道

し
か

通
れ

な
い

。
目

的
の

場
所

ま
で

自
立

歩
行

し
た

い
。

 

1
0

0
 

視
覚

障
害

者
用

 
利

用
者

 
活

字
を

点
字

に
変

換

す
る

機
器

 

一
般

の
活

字
文

書
を

、
簡

単
に

点
字

に
変

換
す

る
機

器
を

求
め

て
い

ま
す

。
ヘ

ル
パ

ー
さ

ん
に

頼
っ

て
い

ま
す

が
、

自
分

の
ペ

ー
ス

で
読

み
た

い
。

日
常

生
活

の
中

で
読

む
こ

と
の

出
来

な
い

も
の

が
沢

山
あ

り
ま

す
。

 

1
0

1
 

視
覚

障
害

者
用

 
利

用
者

 
携

帯
で

き
る

拡
大

器
持

ち
運

び
が

可
能

な
拡

大
読

書
器

み
た

い
な

機
器

。
外

出
先

で
使

用
で

き
る

も
の

。
 

1
0

2
 

視
覚

障
害

者
用

 
利

用
者

 
視

覚
障

害
者

で
も

使

え
る

Ｉ
Ｃ

レ
コ

ー
ダ

ー
 

銀
行

や
お

役
所

な
ど

で
の

重
要

な
お

話
し

は
録

音
し

て
、

あ
と

で
し

っ
か

り
と

聴
き

た
い

で
す

。
い

ま
の

Ｉ
Ｃ

レ
コ

ー
ダ

ー
で

は
使

用
で

き
ま

せ
ん

。
昔

の
カ

セ
ッ

ト
テ

ー
プ

も
販

売
さ

れ
な

く
な

っ
て

き
て

い
ま

す
。

視
覚

障
害

者
に

優
し

い
Ｉ

Ｃ
レ

コ
ー

ダ
ー

を
求

め
ま

す
。

音
声

録
音

は
大

変
重

要
で

す
。

 

1
0

3
 

視
覚

障
害

者
用

 
利

用
者

 
ポ

ー
タ

ブ
ル

ナ
ビ

ー

ゲ
ー

シ
ョ

ン
シ

ス
テ

ム
 

全
盲

だ
が

自
分

の
力

で
歩

け
る

よ
う

に
な

り
た

い
。

日
常

生
活

で
は

そ
れ

な
り

に
工

夫
し

て
生

活
し

て
い

る
。

安
全

な
移

動
を

補
助

し
て

く
れ

る
機

器
を

望
み

ま
す

。
 

1
0

4
 

視
覚

障
害

者
用

 
利

用
者

 
紫

外
線

を
防

ぐ
メ

ガ

ネ
 

私
は

弱
視

で
す

が
、

紫
外

線
が

つ
ら

く
反

射
し

て
歩

き
ず

ら
い

で
す

。
度

が
入

っ
て

い
て

紫
外

線
を

カ
ッ

ト
す

る
よ

う
な

メ
ガ

ネ
を

望
み

ま
す

。
サ

ン
バ

イ
ザ

ー
が

付
い

た
帽

子
で

も
良

い
の

で
す

が
、

い
つ

も
か

ぶ
っ

て
い

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

こ
と

に
抵

抗
が

あ
り

ま
す

。
 

1
0

5
 

視
覚

障
害

者
用

 
利

用
者

 
視

覚
障

害
に

配
慮

し

た
掃

除
機

 

間
違

っ
て

重
要

な
も

の
ま

で
吸

い
込

ん
で

し
ま

う
こ

と
が

あ
り

ま
す

。
ま

た
、

電
源

ホ
ー

ス
の

取
扱

や
中

味
の

始
末

な
の

で
苦

労
し

て
い

ま
す

。
充

電
式

な
ど

で
視

覚
障

害
者

で
も

使
用

し
や

す
い

掃
除

機
。
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1
0

6
 

視
覚

障
害

者
用

 
利

用
者

 
新

聞
広

告
や

チ
ラ

シ

を
読

む
機

器
 

新
聞

公
告

や
チ

ラ
シ

を
視

覚
障

害
者

で
も

読
め

る
よ

う
に

し
て

ほ
し

い
。

 

1
0

7
 

視
覚

障
害

者
用

 
利

用
者

 
視

覚
障

害
者

用
の

ナ

ビ
シ

ス
テ

ム
 

自
分

の
居

場
所

が
分

か
ら

な
く

な
る

こ
と

が
あ

る
。

居
場

所
を

把
握

し
、

次
の

目
的

ま
で

案
内

し
て

く
れ

る
よ

う
な

機
器

。
 

ま
た

駐
車

中
の

自
動

車
や

自
転

車
、

突
然

の
看

板
な

ど
に

ぶ
つ

か
る

こ
と

が
よ

く
あ

り
、

そ
れ

ら
を

事
前

に
感

知
し

知
ら

せ
て

く
れ

る
よ

う
な

機
器

が
あ

る
と

よ
い

。
 

1
0

8
 

聴
覚

障
害

者
用

 
利

用
者

 
音

の
識

別
を

正
確

に

行
う

機
器

 

難
聴

で
、

現
在

、
箱

形
補

聴
器

を
使

用
し

て
い

る
が

、
人

の
声

の
質

や
回

り
音

な
ど

の
影

響
を

受
け

、
聞

き
間

違
え

て
し

ま
う

ケ
ー

ス
が

あ
り

ま
す

。
音

量
調

整
は

可
能

で
す

が
、
雑

音
が

混
じ

っ
た

り
複

数
の

人
の

声
が

一
気

に
頭

に
入

る
と

パ
ニ

ッ
ク

に
な

っ
て

し
ま

い
ま

す
。
 

1
0

9
 

視
覚

障
害

者
用

 
利

用
者

 
音

声
対

応
の

電
子

辞

書
 

音
声

で
読

み
上

げ
て

く
れ

る
電

子
辞

書
が

ほ
し

い
。

そ
れ

が
安

価
な

ら
な

お
よ

い
。

 

1
1

0
 

視
覚

障
害

者
用

 
利

用
者

 
書

き
な

が
ら

使
え

る

拡
大

読
書

器
 

銀
行

等
で

用
紙

な
ど

に
記

入
す

る
際

、
該

当
部

分
を

拡
大

し
な

が
ら

記
入

で
き

る
よ

う
な

商
品

が
欲

し
い

。
軽

量
か

つ
簡

単
な

も
の

。
ル

ー
ペ

の
よ

う
な

も
の

で
も

よ
い

。
 

そ
う

い
っ

た
も

の
が

銀
行

や
郵

便
局

に
備

え
付

け
ら

れ
て

い
る

と
便

利
で

す
。

 

1
1

1
 

視
覚

障
害

者
用

 
利

用
者

 
携

帯
電

話
の

メ
モ

録

音
機

能
つ

き
 

１
台

の
携

帯
電

話
に

メ
モ

録
音

機
能

が
あ

る
と

助
か

る
。

 

1
1

2
 

視
覚

障
害

者
用

 
利

用
者

 
家

電
製

品
の

液
晶

画

面
の

コ
ン

ト
ラ

ス
ト

を
強

く
し

て
欲

し
い

弱
視

の
た

め
、

強
い

コ
ン

ト
ラ

ス
ト

の
も

の
で

な
い

と
見

え
ず

ら
い

。
 

電
子

ジ
ャ

ー
や

エ
ア

コ
ン

、
リ

モ
コ

ン
な

ど
は

、
音

声
機

能
の

充
実

よ
り

も
、

液
晶

表
示

が
光

っ
た

り
 

バ
ッ

ク
と

文
字

が
黄

色
と

黒
の

コ
ン

ト
ラ

ス
ト

の
よ

う
に

は
っ

き
り

し
て

い
る

と
見

え
や

す
い

。
 

1
1

3
 

視
覚

障
害

者
用

 
利

用
者

 
視

覚
障

害
用

の
駅

の

タ
ッ

チ
パ

ネ
ル

 

駅
を

利
用

す
る

際
は

、
あ

ら
か

じ
め

目
的

地
ま

で
の

値
段

を
調

べ
て

お
い

て
券

売
機

で
購

入
し

ま
す

が
、

回
数

券
や

定
期

券
な

ど
、

タ
ッ

チ
パ

ネ
ル

を
使

わ
な

い
と

で
き

な
い

操
作

が
あ

る
。

 

視
覚

障
害

者
で

も
簡

単
に

使
え

る
タ

ッ
チ

パ
ネ

ル
を

望
み

ま
す

。
 

1
1

4
 

視
覚

障
害

者
用

 
利

用
者

 
タ

ッ
チ

パ
ネ

ル
に

つ

い
て

 

近
年

、
タ

ッ
チ

パ
ネ

ル
の

普
及

が
進

ん
で

き
た

た
め

、
不

便
を

感
じ

る
。

 

タ
ッ

チ
パ

ネ
ル

は
押

し
た

感
覚

も
な

い
し

、
ど

の
よ

う
な

操
作

を
行

っ
て

い
る

か
も

わ
か

ら
な

い
。

 

特
に

※
※

※
は

使
い

こ
な

せ
な

い
。
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9
6

 
視

覚
障

害
者

用
 

利
用

者
 

人
物

識
別

機
 

正
面

に
い

る
人

を
識

別
し

て
、

音
声

で
名

前
を

伝
え

て
く

れ
る

装
置

。
 

9
7

 
視

覚
障

害
者

用
 

利
用

者
 

軽
量

可
搬

可
能

据
え

置
き

型
拡

大
読

書
器

現
在

で
も

可
搬

可
能

な
据

え
置

き
型

拡
大

読
書

器
は

あ
り

ま
す

が
、

重
た

く
て

始
終

持
ち

歩
く

こ
と

は
困

難
で

す
。

 

ノ
ー

ト
パ

ソ
コ

ン
程

度
の

重
さ

で
折

り
た

た
め

て
バ

ッ
テ

リ
ー

駆
動

も
可

能
な

読
書

器
が

ほ
し

い
で

す
。

 

9
8

 
肢

体
障

害
者

用
 

開
発

メ
ー

カ
 

U
S

B
眼

球
入

力
マ

ウ
ス

 

上
肢

体
障

が
い

者
に

対
し

て
の

パ
ソ

コ
ン

操
作

を
上

下
肢

を
使

わ
ず

に
利

用
者

自
身

が
目

で
見

て
い

る
箇

所
に

マ
ウ

ス
カ

ー
ソ

ル
を

追

従
さ

せ
、

健
常

者
が

利
用

し
て

い
る

マ
ウ

ス
操

作
と

同
等

の
操

作
性

と
設

定
の

簡
易

性
が

あ
れ

ば
、

利
用

者
及

び
介

護
者

に
負

担
少

な
い

P
C

用
U

S
B

入
力

装
置

と
な

る
と

思
い

ま
す

。
 

9
9

 
視

覚
障

害
者

用
 

利
用

者
 

G
P

S
を

利
用

し
た

ポ
ー

タ
ブ

ル
ナ

ビ
 

盲
導

犬
と

生
活

し
て

い
る

が
、

私
が

知
っ

て
い

る
道

し
か

通
れ

な
い

。
目

的
の

場
所

ま
で

自
立

歩
行

し
た

い
。

 

1
0

0
 

視
覚

障
害

者
用

 
利

用
者

 
活

字
を

点
字

に
変

換

す
る

機
器

 

一
般

の
活

字
文

書
を

、
簡

単
に

点
字

に
変

換
す

る
機

器
を

求
め

て
い

ま
す

。
ヘ

ル
パ

ー
さ

ん
に

頼
っ

て
い

ま
す

が
、

自
分

の
ペ

ー
ス

で
読

み
た

い
。

日
常

生
活

の
中

で
読

む
こ

と
の

出
来

な
い

も
の

が
沢

山
あ

り
ま

す
。

 

1
0

1
 

視
覚

障
害

者
用

 
利

用
者

 
携

帯
で

き
る

拡
大

器
持

ち
運

び
が

可
能

な
拡

大
読

書
器

み
た

い
な

機
器

。
外

出
先

で
使

用
で

き
る

も
の

。
 

1
0

2
 

視
覚

障
害

者
用

 
利

用
者

 
視

覚
障

害
者

で
も

使

え
る

Ｉ
Ｃ

レ
コ

ー
ダ

ー
 

銀
行

や
お

役
所

な
ど

で
の

重
要

な
お

話
し

は
録

音
し

て
、

あ
と

で
し

っ
か

り
と

聴
き

た
い

で
す

。
い

ま
の

Ｉ
Ｃ

レ
コ

ー
ダ

ー
で

は
使

用
で

き
ま

せ
ん

。
昔

の
カ

セ
ッ

ト
テ

ー
プ

も
販

売
さ

れ
な

く
な

っ
て

き
て

い
ま

す
。

視
覚

障
害

者
に

優
し

い
Ｉ

Ｃ
レ

コ
ー

ダ
ー

を
求

め
ま

す
。

音
声

録
音

は
大

変
重

要
で

す
。

 

1
0

3
 

視
覚

障
害

者
用

 
利

用
者

 
ポ

ー
タ

ブ
ル

ナ
ビ

ー

ゲ
ー

シ
ョ

ン
シ

ス
テ

ム
 

全
盲

だ
が

自
分

の
力

で
歩

け
る

よ
う

に
な

り
た

い
。

日
常

生
活

で
は

そ
れ

な
り

に
工

夫
し

て
生

活
し

て
い

る
。

安
全

な
移

動
を

補
助

し
て

く
れ

る
機

器
を

望
み

ま
す

。
 

1
0

4
 

視
覚

障
害

者
用

 
利

用
者

 
紫

外
線

を
防

ぐ
メ

ガ

ネ
 

私
は

弱
視

で
す

が
、

紫
外

線
が

つ
ら

く
反

射
し

て
歩

き
ず

ら
い

で
す

。
度

が
入

っ
て

い
て

紫
外

線
を

カ
ッ

ト
す

る
よ

う
な

メ
ガ

ネ
を

望
み

ま
す

。
サ

ン
バ

イ
ザ

ー
が

付
い

た
帽

子
で

も
良

い
の

で
す

が
、

い
つ

も
か

ぶ
っ

て
い

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

こ
と

に
抵

抗
が

あ
り

ま
す

。
 

1
0

5
 

視
覚

障
害

者
用

 
利

用
者

 
視

覚
障

害
に

配
慮

し

た
掃

除
機

 

間
違

っ
て

重
要

な
も

の
ま

で
吸

い
込

ん
で

し
ま

う
こ

と
が

あ
り

ま
す

。
ま

た
、

電
源

ホ
ー

ス
の

取
扱

や
中

味
の

始
末

な
の

で
苦

労
し

て
い

ま
す

。
充

電
式

な
ど

で
視

覚
障

害
者

で
も

使
用

し
や

す
い

掃
除

機
。
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1
0

6
 

視
覚

障
害

者
用

 
利

用
者

 
新

聞
広

告
や

チ
ラ

シ

を
読

む
機

器
 

新
聞

公
告

や
チ

ラ
シ

を
視

覚
障

害
者

で
も

読
め

る
よ

う
に

し
て

ほ
し

い
。

 

1
0

7
 

視
覚

障
害

者
用

 
利

用
者

 
視

覚
障

害
者

用
の

ナ

ビ
シ

ス
テ

ム
 

自
分

の
居

場
所

が
分

か
ら

な
く

な
る

こ
と

が
あ

る
。

居
場

所
を

把
握

し
、

次
の

目
的

ま
で

案
内

し
て

く
れ

る
よ

う
な

機
器

。
 

ま
た

駐
車

中
の

自
動

車
や

自
転

車
、

突
然

の
看

板
な

ど
に

ぶ
つ

か
る

こ
と

が
よ

く
あ

り
、

そ
れ

ら
を

事
前

に
感

知
し

知
ら

せ
て

く
れ

る
よ

う
な

機
器

が
あ

る
と

よ
い

。
 

1
0

8
 

聴
覚

障
害

者
用

 
利

用
者

 
音

の
識

別
を

正
確

に

行
う

機
器

 

難
聴

で
、

現
在

、
箱

形
補

聴
器

を
使

用
し

て
い

る
が

、
人

の
声

の
質

や
回

り
音

な
ど

の
影

響
を

受
け

、
聞

き
間

違
え

て
し

ま
う

ケ
ー

ス
が

あ
り

ま
す

。
音

量
調

整
は

可
能

で
す

が
、
雑

音
が

混
じ

っ
た

り
複

数
の

人
の

声
が

一
気

に
頭

に
入

る
と

パ
ニ

ッ
ク

に
な

っ
て

し
ま

い
ま

す
。
 

1
0

9
 

視
覚

障
害

者
用

 
利

用
者

 
音

声
対

応
の

電
子

辞

書
 

音
声

で
読

み
上

げ
て

く
れ

る
電

子
辞

書
が

ほ
し

い
。

そ
れ

が
安

価
な

ら
な

お
よ

い
。

 

1
1

0
 

視
覚

障
害

者
用

 
利

用
者

 
書

き
な

が
ら

使
え

る

拡
大

読
書

器
 

銀
行

等
で

用
紙

な
ど

に
記

入
す

る
際

、
該

当
部

分
を

拡
大

し
な

が
ら

記
入

で
き

る
よ

う
な

商
品

が
欲

し
い

。
軽

量
か

つ
簡

単
な

も
の

。
ル

ー
ペ

の
よ

う
な

も
の

で
も

よ
い

。
 

そ
う

い
っ

た
も

の
が

銀
行

や
郵

便
局

に
備

え
付

け
ら

れ
て

い
る

と
便

利
で

す
。

 

1
1

1
 

視
覚

障
害

者
用

 
利

用
者

 
携

帯
電

話
の

メ
モ

録

音
機

能
つ

き
 

１
台

の
携

帯
電

話
に

メ
モ

録
音

機
能

が
あ

る
と

助
か

る
。

 

1
1

2
 

視
覚

障
害

者
用

 
利

用
者

 
家

電
製

品
の

液
晶

画

面
の

コ
ン

ト
ラ

ス
ト

を
強

く
し

て
欲

し
い

弱
視

の
た

め
、

強
い

コ
ン

ト
ラ

ス
ト

の
も

の
で

な
い

と
見

え
ず

ら
い

。
 

電
子

ジ
ャ

ー
や

エ
ア

コ
ン

、
リ

モ
コ

ン
な

ど
は

、
音

声
機

能
の

充
実

よ
り

も
、

液
晶

表
示

が
光

っ
た

り
 

バ
ッ

ク
と

文
字

が
黄

色
と

黒
の

コ
ン

ト
ラ

ス
ト

の
よ

う
に

は
っ

き
り

し
て

い
る

と
見

え
や

す
い

。
 

1
1

3
 

視
覚

障
害

者
用

 
利

用
者

 
視

覚
障

害
用

の
駅

の

タ
ッ

チ
パ

ネ
ル

 

駅
を

利
用

す
る

際
は

、
あ

ら
か

じ
め

目
的

地
ま

で
の

値
段

を
調

べ
て

お
い

て
券

売
機

で
購

入
し

ま
す

が
、

回
数

券
や

定
期

券
な

ど
、

タ
ッ

チ
パ

ネ
ル

を
使

わ
な

い
と

で
き

な
い

操
作

が
あ

る
。

 

視
覚

障
害

者
で

も
簡

単
に

使
え

る
タ

ッ
チ

パ
ネ

ル
を

望
み

ま
す

。
 

1
1

4
 

視
覚

障
害

者
用

 
利

用
者

 
タ

ッ
チ

パ
ネ

ル
に

つ

い
て

 

近
年

、
タ

ッ
チ

パ
ネ

ル
の

普
及

が
進

ん
で

き
た

た
め

、
不

便
を

感
じ

る
。

 

タ
ッ

チ
パ

ネ
ル

は
押

し
た

感
覚

も
な

い
し

、
ど

の
よ

う
な

操
作

を
行

っ
て

い
る

か
も

わ
か

ら
な

い
。

 

特
に

※
※

※
は

使
い

こ
な

せ
な

い
。
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1
1

5
 

視
覚

障
害

者
用

 
利

用
者

 
白

杖
 

白
杖

を
使

っ
て

い
て

、
溝

に
は

ま
っ

た
り

、
自

転
車

と
接

触
し

た
り

し
て

破
損

す
る

こ
と

が
多

い
。

 

耐
久

性
を

向
上

さ
せ

る
、

も
っ

と
安

価
に

す
る

な
ど

の
方

法
で

利
用

者
の

買
い

替
え

の
際

の
負

担
が

減
る

と
い

い
で

す
。

 

1
1

6
 

視
覚

障
害

者
用

 
利

用
者

 
信

号
機

の
押

し
ボ

タ

ン
 

最
近

は
音

響
装

置
付

き
の

信
号

機
が

増
え

て
い

ま
す

が
、

ま
だ

不
十

分
で

す
。

な
か

に
は

、
大

元
の

ス
イ

ッ
チ

を
切

っ
て

あ
る

の
か

、
視

覚
障

害
者

用
の

押
し

ボ
タ

ン
を

お
し

て
も

音
が

流
れ

な
い

信
号

機
も

あ
り

ま
す

。
 

近
隣

住
民

の
こ

と
を

配
慮

し
て

な
ら

、
信

号
の

色
を

感
知

し
て

、
バ

イ
ブ

等
で

知
ら

せ
て

く
れ

る
受

信
機

が
あ

れ
ば

よ
い

と
思

い
ま

す
。

 

1
1

7
 

視
覚

障
害

者
用

 
利

用
者

 
視

覚
障

害
者

用
の

外

出
支

援
機

器
 

家
の

中
の

こ
と

は
大

抵
ひ

と
り

で
で

き
る

の
で

す
が

、
外

出
す

る
際

に
は

ガ
イ

ド
ヘ

ル
パ

ー
さ

ん
に

頼
っ

て
い

ま
す

。
 

視
覚

障
害

で
も

自
由

に
目

的
地

ま
で

行
け

る
機

器
が

あ
る

と
と

て
も

便
利

で
す

。
 

1
1

8
 

視
覚

障
害

者
用

 
障

害
者

団
体

 
日

常
生

活
用

具
 

既
に

開
発

さ
れ

、
日

常
使

用
し

て
い

る
、

例
え

ば
音

声
秤

や
音

声
電

磁
調

理
器

等
が

品
切

れ
と

な
り

、
メ

ー
カ

ー
で

生
産

打
ち

切
り

に
な

り
困

っ
て

い
る

。
 

何
か

い
い

方
法

は
ご

ざ
い

ま
せ

ん
か

？
 

1
1

9
 

視
覚

障
害

者
用

 
利

用
者

 
Ｓ

Ｐ
コ

ー
ド

の
普

及
Ｓ

Ｐ
コ

ー
ド

読
み

取
り

装
置

を
使

っ
て

い
る

が
、

使
え

る
場

面
が

少
な

い
。

も
っ

と
Ｓ

Ｐ
コ

ー
ド

を
広

く
普

及
し

て
ほ

し
い

。
 

ま
た

、
選

挙
公

報
な

ど
に

Ｓ
Ｐ

コ
ー

ド
を

付
け

て
い

る
自

治
体

も
あ

る
よ

う
で

す
が

、
数

が
少

な
す

ぎ
ま

す
。

主
体

的
に

投
票

す
る

た
め

に
も

、
国

政
選

挙
、

地
方

選
挙

問
わ

ず
、

選
挙

公
報

に
は

Ｓ
Ｐ

コ
ー

ド
を

義
務

付
け

て
ほ

し
い

。
 

1
2

0
 

視
覚

障
害

者
用

 
利

用
者

 
単

眼
鏡

の
拡

充
 

単
眼

鏡
の

種
類

が
ル

ー
ペ

等
に

比
べ

る
と

少
な

い
よ

う
に

思
い

ま
す

。
駅

の
路

線
図

や
、

案
内

板
な

ど
を

見
る

と
き

に
は

単
眼

鏡
が

重
宝

す
る

の
で

、
性

能
の

い
い

製
品

が
も

っ
と

で
て

く
る

と
い

い
と

思
い

ま
す

。
 

1
2

1
 

視
覚

障
害

者
用

 
利

用
者

 
画

像
情

報
を

容
易

に

認
識

で
き

る
機

器
 

1
5

年
前

に
中

途
視

覚
障

害
に

な
っ

た
。

現
在

は
大

学
で

講
師

の
仕

事
を

し
て

い
る

。
 

教
材

を
扱

う
際

、
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

の
画

像
情

報
を

専
用

の
機

器
で

立
体

化
し

、
触

っ
て

イ
メ

ー
ジ

を
す

る
の

だ
が

、
 

想
像

力
だ

け
で

は
、

画
像

情
報

を
理

解
す

る
の

は
非

常
に

難
し

い
。

 

立
体

化
す

る
だ

け
で

は
な

く
、

文
字

情
報

な
ど

が
付

け
加

わ
る

と
よ

り
、

理
解

で
き

る
よ

う
に

な
る

。
 

1
2

2
 

視
覚

障
害

者
用

 
利

用
者

 
誤

認
が

な
い

色
識

別

装
置

 

色
を

判
断

し
て

音
声

で
教

え
て

く
れ

る
色

識
別

装
置

が
あ

る
が

、
 

誤
認

し
て

し
ま

う
こ

と
が

多
い

の
で

、
正

確
な

色
を

判
別

し
て

く
れ

る
も

の
が

欲
し

い
。
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1
2

3
 

視
覚

障
害

者
用

 
利

用
者

 
多

機
能

音
声

ガ
イ

ド

付
き

湯
沸

か
し

器
 

お
風

呂
の

湯
沸

か
し

器
で

、
湯

を
沸

か
し

始
め

る
時

と
、

湧
き

あ
が

っ
た

と
き

に
は

音
声

で
知

ら
せ

て
く

れ
る

が
、

温
度

を
調

節
す

る
際

に
ボ

タ
ン

で
操

作
し

た
り

、
室

温
を

知
り

た
い

時
に

も
あ

音
声

で
案

内
し

て
く

れ
る

と
も

っ
と

分
か

り
や

す
い

。
 

1
2

4
 

視
覚

障
害

者
用

 
利

用
者

 
公

共
ト

イ
レ

の
流

す

方
法

 

公
共

の
ト

イ
レ

を
流

す
際

、
最

近
は

立
ち

上
が

る
と

反
応

す
る

も
の

や
手

を
か

ざ
す

セ
ン

サ
ー

式
、

昔
な

が
ら

の
レ

バ
ー

・
ボ

タ
ン

式
な

ど
い

ろ
い

ろ
あ

る
た

め
、

手
さ

ぐ
り

で
そ

れ
を

探
さ

な
い

と
い

け
な

い
。

 

ト
イ

レ
と

い
う

場
所

で
も

あ
る

の
で

、
で

き
る

こ
と

な
ら

あ
ち

こ
ち

触
ら

な
く

て
済

む
よ

う
に

、
な

ん
ら

か
の

ル
ー

ル
を

作
っ

て
い

た
だ

け
る

と
あ

り
が

た
い

で
す

。
 

1
2

5
 

視
覚

障
害

者
用

 
利

用
者

 
文

字
放

送
の

音
声

（
テ

ロ
ッ

プ
）

 

文
字

放
送

の
テ

ロ
ッ

プ
を

音
声

に
し

て
く

れ
る

も
の

。
特

に
緊

急
・

重
要

な
も

の
は

音
声

に
し

て
も

ら
わ

な
い

と
困

る
。

 

1
2

6
 

視
覚

障
害

者
用

 
利

用
者

 
音

響
装

置
付

き
信

号

機
に

つ
い

て
 

信
号

機
の

視
覚

障
害

者
用

延
長

ボ
タ

ン
は

、
ど

こ
に

つ
い

て
い

る
か

、
わ

か
り

づ
ら

い
。

 

も
っ

と
わ

か
り

や
す

い
よ

う
に

な
る

こ
と

を
望

む
が

、
た

だ
位

置
を

知
ら

せ
る

音
声

を
 

大
き

く
す

る
だ

け
で

は
、

近
隣

の
家

に
迷

惑
が

か
か

る
。

何
か

良
い

方
法

で
位

置
を

わ
か

り
や

す
く

 

す
る

方
法

は
な

い
の

か
。

 

1
2

7
 

視
覚

障
害

者
用

 
利

用
者

 
駅

の
階

段
の

ス
テ

ッ

プ
 

駅
の

階
段

の
ス

テ
ッ

プ
（

角
の

黄
色

い
印

）
が

あ
る

と
下

り
や

す
い

。
（

上
る

時
は

何
と

か
な

る
）

 

1
2

8
 

視
覚

障
害

者
用

 
利

用
者

 
手

す
り

の
改

良
 

手
す

り
が

階
段

の
上

ま
で

き
ち

ん
と

つ
い

て
い

る
と

い
い

。
下

り
る

時
に

は
目

印
と

し
て

最
初

に
触

る
の

で
、

な
い

場
合

に
は

怖
い

思
い

を
す

る
こ

と
が

あ
る

。
 

1
2

9
 

視
覚

障
害

者
用

 
利

用
者

 
段

差
お

知
ら

せ
白

杖
段

差
が

あ
る

と
知

ら
せ

る
白

杖
。

歩
道

と
車

道
の

段
差

を
登

る
と

き
、

例
え

ば
ピ

ピ
ピ

と
知

ら
せ

る
も

の
。

 

1
3

0
 

視
覚

障
害

者
用

 
利

用
者

 
音

声
ガ

イ
ド

付
き

白

状
 

白
杖

が
現

在
い

る
場

所
を

感
知

し
て

、
目

的
地

ま
で

音
声

ガ
イ

ド
し

て
く

れ
る

と
助

か
る

。
 

ま
た

、
道

だ
け

で
は

な
く

て
、

白
杖

に
セ

ン
サ

ー
を

取
り

付
け

て
、

「
あ

と
〇

〇
メ

ー
ト

ル
で

障
害

物
で

す
」

 

と
、

障
害

物
を

感
知

し
て

知
ら

せ
て

く
れ

る
機

能
が

あ
れ

ば
、

ぶ
つ

か
ら

ず
安

全
に

歩
く

こ
と

が
で

き
る

。
 

1
3

1
 

視
覚

障
害

者
用

 
利

用
者

 
音

声
出

力
す

る
リ

モ

コ
ン

 

リ
モ

コ
ン

や
タ

イ
マ

ー
の

ボ
タ

ン
を

押
し

た
ら

、
そ

の
数

字
を

音
声

で
知

ら
せ

る
も

の
。

（
Ｔ

Ｖ
で

は
な

く
、

リ
モ

コ
ン

か
ら

音
声

が
出

る
も

の
）

 

1
3

2
 

視
覚

障
害

者
用

 
利

用
者

 
障

害
者

用
パ

ス
モ

 
一

般
の

人
と

同
じ

よ
う

に
パ

ス
モ

を
使

い
た

い
。

障
害

者
手

帳
を

併
せ

る
と

子
供

料
金

で
通

れ
る

よ
う

に
な

る
と

よ
い

。
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1
1

5
 

視
覚

障
害

者
用

 
利

用
者

 
白

杖
 

白
杖

を
使

っ
て

い
て

、
溝

に
は

ま
っ

た
り

、
自

転
車

と
接

触
し

た
り

し
て

破
損

す
る

こ
と

が
多

い
。

 

耐
久

性
を

向
上

さ
せ

る
、

も
っ

と
安

価
に

す
る

な
ど

の
方

法
で

利
用

者
の

買
い

替
え

の
際

の
負

担
が

減
る

と
い

い
で

す
。

 

1
1

6
 

視
覚

障
害

者
用

 
利

用
者

 
信

号
機

の
押

し
ボ

タ

ン
 

最
近

は
音

響
装

置
付

き
の

信
号

機
が

増
え

て
い

ま
す

が
、

ま
だ

不
十

分
で

す
。

な
か

に
は

、
大

元
の

ス
イ

ッ
チ

を
切

っ
て

あ
る

の
か

、
視

覚
障

害
者

用
の

押
し

ボ
タ

ン
を

お
し

て
も

音
が

流
れ

な
い

信
号

機
も

あ
り

ま
す

。
 

近
隣

住
民

の
こ

と
を

配
慮

し
て

な
ら

、
信

号
の

色
を

感
知

し
て

、
バ

イ
ブ

等
で

知
ら

せ
て

く
れ

る
受

信
機

が
あ

れ
ば

よ
い

と
思

い
ま

す
。

 

1
1

7
 

視
覚

障
害

者
用

 
利

用
者

 
視

覚
障

害
者

用
の

外

出
支

援
機

器
 

家
の

中
の

こ
と

は
大

抵
ひ

と
り

で
で

き
る

の
で

す
が

、
外

出
す

る
際

に
は

ガ
イ

ド
ヘ

ル
パ

ー
さ

ん
に

頼
っ

て
い

ま
す

。
 

視
覚

障
害

で
も

自
由

に
目

的
地

ま
で

行
け

る
機

器
が

あ
る

と
と

て
も

便
利

で
す

。
 

1
1

8
 

視
覚

障
害

者
用

 
障

害
者

団
体

 
日

常
生

活
用

具
 

既
に

開
発

さ
れ

、
日

常
使

用
し

て
い

る
、

例
え

ば
音

声
秤

や
音

声
電

磁
調

理
器

等
が

品
切

れ
と

な
り

、
メ

ー
カ

ー
で

生
産

打
ち

切
り

に
な

り
困

っ
て

い
る

。
 

何
か

い
い

方
法

は
ご

ざ
い

ま
せ

ん
か

？
 

1
1

9
 

視
覚

障
害

者
用

 
利

用
者

 
Ｓ

Ｐ
コ

ー
ド

の
普

及
Ｓ

Ｐ
コ

ー
ド

読
み

取
り

装
置

を
使

っ
て

い
る

が
、

使
え

る
場

面
が

少
な

い
。

も
っ

と
Ｓ

Ｐ
コ

ー
ド

を
広

く
普

及
し

て
ほ

し
い

。
 

ま
た

、
選

挙
公

報
な

ど
に

Ｓ
Ｐ

コ
ー

ド
を

付
け

て
い

る
自

治
体

も
あ

る
よ

う
で

す
が

、
数

が
少

な
す

ぎ
ま

す
。

主
体

的
に

投
票

す
る

た
め

に
も

、
国

政
選

挙
、

地
方

選
挙

問
わ

ず
、

選
挙

公
報

に
は

Ｓ
Ｐ

コ
ー

ド
を

義
務

付
け

て
ほ

し
い

。
 

1
2

0
 

視
覚

障
害

者
用

 
利

用
者

 
単

眼
鏡

の
拡

充
 

単
眼

鏡
の

種
類

が
ル

ー
ペ

等
に

比
べ

る
と

少
な

い
よ

う
に

思
い

ま
す

。
駅

の
路

線
図

や
、

案
内

板
な

ど
を

見
る

と
き

に
は

単
眼

鏡
が

重
宝

す
る

の
で

、
性

能
の

い
い

製
品

が
も

っ
と

で
て

く
る

と
い

い
と

思
い

ま
す

。
 

1
2

1
 

視
覚

障
害

者
用

 
利

用
者

 
画

像
情

報
を

容
易

に

認
識

で
き

る
機

器
 

1
5

年
前

に
中

途
視

覚
障

害
に

な
っ

た
。

現
在

は
大

学
で

講
師

の
仕

事
を

し
て

い
る

。
 

教
材

を
扱

う
際

、
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

の
画

像
情

報
を

専
用

の
機

器
で

立
体

化
し

、
触

っ
て

イ
メ

ー
ジ

を
す

る
の

だ
が

、
 

想
像

力
だ

け
で

は
、

画
像

情
報

を
理

解
す

る
の

は
非

常
に

難
し

い
。

 

立
体

化
す

る
だ

け
で

は
な

く
、

文
字

情
報

な
ど

が
付

け
加

わ
る

と
よ

り
、

理
解

で
き

る
よ

う
に

な
る

。
 

1
2

2
 

視
覚

障
害

者
用

 
利

用
者

 
誤

認
が

な
い

色
識

別

装
置

 

色
を

判
断

し
て

音
声

で
教

え
て

く
れ

る
色

識
別

装
置

が
あ

る
が

、
 

誤
認

し
て

し
ま

う
こ

と
が

多
い

の
で

、
正

確
な

色
を

判
別

し
て

く
れ

る
も

の
が

欲
し

い
。
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1
2

3
 

視
覚

障
害

者
用

 
利

用
者

 
多

機
能

音
声

ガ
イ

ド

付
き

湯
沸

か
し

器
 

お
風

呂
の

湯
沸

か
し

器
で

、
湯

を
沸

か
し

始
め

る
時

と
、

湧
き

あ
が

っ
た

と
き

に
は

音
声

で
知

ら
せ

て
く

れ
る

が
、

温
度

を
調

節
す

る
際

に
ボ

タ
ン

で
操

作
し

た
り

、
室

温
を

知
り

た
い

時
に

も
あ

音
声

で
案

内
し

て
く

れ
る

と
も

っ
と

分
か

り
や

す
い

。
 

1
2

4
 

視
覚

障
害

者
用

 
利

用
者

 
公

共
ト

イ
レ

の
流

す

方
法

 

公
共

の
ト

イ
レ

を
流

す
際

、
最

近
は

立
ち

上
が

る
と

反
応

す
る

も
の

や
手

を
か

ざ
す

セ
ン

サ
ー

式
、

昔
な

が
ら

の
レ

バ
ー

・
ボ

タ
ン

式
な

ど
い

ろ
い

ろ
あ

る
た

め
、

手
さ

ぐ
り

で
そ

れ
を

探
さ

な
い

と
い

け
な

い
。

 

ト
イ

レ
と

い
う

場
所

で
も

あ
る

の
で

、
で

き
る

こ
と

な
ら

あ
ち

こ
ち

触
ら

な
く

て
済

む
よ

う
に

、
な

ん
ら

か
の

ル
ー

ル
を

作
っ

て
い

た
だ

け
る

と
あ

り
が

た
い

で
す

。
 

1
2

5
 

視
覚

障
害

者
用

 
利

用
者

 
文

字
放

送
の

音
声

（
テ

ロ
ッ

プ
）

 

文
字

放
送

の
テ

ロ
ッ

プ
を

音
声

に
し

て
く

れ
る

も
の

。
特

に
緊

急
・

重
要

な
も

の
は

音
声

に
し

て
も

ら
わ

な
い

と
困

る
。

 

1
2

6
 

視
覚

障
害

者
用

 
利

用
者

 
音

響
装

置
付

き
信

号

機
に

つ
い

て
 

信
号

機
の

視
覚

障
害

者
用

延
長

ボ
タ

ン
は

、
ど

こ
に

つ
い

て
い

る
か

、
わ

か
り

づ
ら

い
。

 

も
っ

と
わ

か
り

や
す

い
よ

う
に

な
る

こ
と

を
望

む
が

、
た

だ
位

置
を

知
ら

せ
る

音
声

を
 

大
き

く
す

る
だ

け
で

は
、

近
隣

の
家

に
迷

惑
が

か
か

る
。

何
か

良
い

方
法

で
位

置
を

わ
か

り
や

す
く

 

す
る

方
法

は
な

い
の

か
。

 

1
2

7
 

視
覚

障
害

者
用

 
利

用
者

 
駅

の
階

段
の

ス
テ

ッ

プ
 

駅
の

階
段

の
ス

テ
ッ

プ
（

角
の

黄
色

い
印

）
が

あ
る

と
下

り
や

す
い

。
（

上
る

時
は

何
と

か
な

る
）

 

1
2

8
 

視
覚

障
害

者
用

 
利

用
者

 
手

す
り

の
改

良
 

手
す

り
が

階
段

の
上

ま
で

き
ち

ん
と

つ
い

て
い

る
と

い
い

。
下

り
る

時
に

は
目

印
と

し
て

最
初

に
触

る
の

で
、

な
い

場
合

に
は

怖
い

思
い

を
す

る
こ

と
が

あ
る

。
 

1
2

9
 

視
覚

障
害

者
用

 
利

用
者

 
段

差
お

知
ら

せ
白

杖
段

差
が

あ
る

と
知

ら
せ

る
白

杖
。

歩
道

と
車

道
の

段
差

を
登

る
と

き
、

例
え

ば
ピ

ピ
ピ

と
知

ら
せ

る
も

の
。

 

1
3

0
 

視
覚

障
害

者
用

 
利

用
者

 
音

声
ガ

イ
ド

付
き

白

状
 

白
杖

が
現

在
い

る
場

所
を

感
知

し
て

、
目

的
地

ま
で

音
声

ガ
イ

ド
し

て
く

れ
る

と
助

か
る

。
 

ま
た

、
道

だ
け

で
は

な
く

て
、

白
杖

に
セ

ン
サ

ー
を

取
り

付
け

て
、

「
あ

と
〇

〇
メ

ー
ト

ル
で

障
害

物
で

す
」

 

と
、

障
害

物
を

感
知

し
て

知
ら

せ
て

く
れ

る
機

能
が

あ
れ

ば
、

ぶ
つ

か
ら

ず
安

全
に

歩
く

こ
と

が
で

き
る

。
 

1
3

1
 

視
覚

障
害

者
用

 
利

用
者

 
音

声
出

力
す

る
リ

モ

コ
ン

 

リ
モ

コ
ン

や
タ

イ
マ

ー
の

ボ
タ

ン
を

押
し

た
ら

、
そ

の
数

字
を

音
声

で
知

ら
せ

る
も

の
。

（
Ｔ

Ｖ
で

は
な

く
、

リ
モ

コ
ン

か
ら

音
声

が
出

る
も

の
）

 

1
3

2
 

視
覚

障
害

者
用

 
利

用
者

 
障

害
者

用
パ

ス
モ

 
一

般
の

人
と

同
じ

よ
う

に
パ

ス
モ

を
使

い
た

い
。

障
害

者
手

帳
を

併
せ

る
と

子
供

料
金

で
通

れ
る

よ
う

に
な

る
と

よ
い

。
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1
3

3
 

視
覚

障
害

者
用

 
障

害
者

団
体

 
公

共
ト

イ
レ

で
使

え

る
音

声
ガ

イ
ド

 

公
共

ト
イ

レ
で

「
緊

急
ス

イ
ッ

チ
」

「
流

す
ス

イ
ッ

チ
」

「
ト

イ
レ

ッ
ト

ペ
ー

パ
ー

の
位

置
」

な
ど

を
音

声
で

知
ら

せ
て

く
れ

る
も

の
が

欲
し

い
。

 

1
3

4
 

視
覚

障
害

者
用

 
利

用
者

 
手

紙
の

読
み

取
り

機
手

紙
や

メ
ー

ル
に

Ｓ
Ｐ

コ
ー

ド
が

付
い

て
い

る
と

内
容

が
読

み
取

れ
る

の
で

、
 

普
及

し
て

い
た

だ
き

た
い

。
特

に
、

区
役

所
や

郵
便

物
な

ど
、

長
い

文
章

で
も

 

読
み

あ
げ

て
く

れ
る

も
の

が
あ

る
と

よ
い

。
 

1
3

5
 

視
覚

障
害

者
用

 
利

用
者

 
ト

イ
レ

の
ボ

タ
ン

に

付
け

る
マ

ー
ク

 

公
共

ト
イ

レ
の

水
を

流
す

マ
ー

ク
が

分
か

り
に

く
い

。
認

識
し

や
す

い
よ

う
に

大
き

く
し

て
ほ

し
い

。
 

1
3

6
 

視
覚

障
害

者
用

 
利

用
者

 
ラ

ジ
オ

に
つ

い
て

 
昔

の
ラ

ジ
オ

は
ダ

イ
ヤ

ル
式

で
使

い
や

す
か

っ
た

が
、

液
晶

操
作

が
主

流
に

な
っ

て
し

ま
っ

た
た

め
、

 

使
い

づ
ら

い
。

設
定

等
が

上
手

く
で

き
な

く
な

っ
て

し
ま

っ
た

の
が

残
念

。
 

1
3

7
 

視
覚

障
害

者
用

 
利

用
者

 
小

型
携

帯
用

テ
レ

ビ
小

型
の

携
帯

用
テ

レ
ビ

が
地

デ
ジ

対
応

に
な

っ
て

し
ま

う
と

初
期

設
定

で
地

域
等

を
設

定
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

の
で

困
る

。
矢

印
操

作

は
配

置
を

覚
え

た
り

、
押

す
ボ

タ
ン

を
覚

え
た

り
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

の
で

、
難

し
く

感
じ

る
。

た
と

え
ば

、
企

業
や

家
電

量
販

店
が

購
入

前
に

使
え

る
よ

う
に

な
る

ま
で

サ
ポ

ー
ト

し
て

く
れ

た
り

、
購

入
後

も
い

つ
で

も
対

応
し

て
く

れ
る

と
有

り
難

い
。

 

1
3

8
 

視
覚

障
害

者
用

 
利

用
者

 
音

声
ガ

イ
ド

付
き

の

白
状

 

一
人

で
外

を
歩

く
時

に
、

音
声

ガ
イ

ド
セ

ン
サ

ー
付

き
の

白
杖

が
あ

る
と

歩
き

や
す

い
と

思
う

。
 

1
3

9
 

視
覚

障
害

者
用

 
利

用
者

 
音

声
付

き
家

電
製

品
よ

り
多

く
の

家
電

製
品

に
音

声
案

内
機

能
が

付
く

と
便

利
だ

と
思

い
ま

す
。

 

1
4

0
 

視
覚

障
害

者
用

 
利

用
者

 
ボ

イ
ス

オ
ー

バ
ー

機

能
 

タ
ッ

チ
パ

ネ
ル

の
製

品
が

増
え

て
、

不
便

を
感

じ
て

い
る

。
iP

h
o
n

e
な

ど
は

使
い

づ
ら

い
が

、
ア

ク
セ

シ
ビ

リ
テ

ィ
と

し
て

ボ
イ

ス
オ

ー
バ

ー
機

能
（

タ
ッ

チ
す

る
と

音
声

で
読

み
上

げ
て

く
れ

る
機

能
）

が
内

蔵
さ

れ
て

い
る

の
で

、
助

か
る

。
 

今
後

、
販

売
さ

れ
る

タ
ッ

チ
パ

ネ
ル

式
の

製
品

に
つ

い
て

も
、

こ
の

よ
う

な
機

能
を

最
初

か
ら

内
蔵

し
て

も
ら

い
た

い
。

 

1
4

1
 

視
覚

障
害

者
用

 
利

用
者

 
Ｉ

Ｈ
ク

ッ
キ

ン
グ

ヒ

ー
タ

ー
の

機
能

に
つ

い
て

 

Ｉ
Ｈ

ク
ッ

キ
ン

グ
ヒ

ー
タ

ー
に

つ
い

て
、

 

例
え

ば
、

揚
げ

物
を

し
た

い
時

に
何

分
揚

げ
れ

ば
よ

い
の

か
 

分
か

る
よ

う
に

音
声

案
内

し
て

く
れ

た
り

、
あ

る
程

度
の

温
度

に
な

っ
た

ら
 

音
声

で
案

内
し

て
く

れ
る

機
能

が
あ

る
と

料
理

し
や

す
い

。
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1
4

2
 

視
覚

障
害

者
用

 
利

用
者

 
地

デ
ジ

対
応

テ
レ

ビ

の
音

声
ガ

イ
ド

 

地
デ

ジ
対

応
の

テ
レ

ビ
で

、
見

た
い

番
組

の
時

間
や

ジ
ャ

ン
ル

別
の

情
報

を
 

音
声

案
内

し
て

欲
し

い
。

 

1
4

3
 

視
覚

障
害

者
用

 
利

用
者

 
色

を
識

別
し

て
く

れ

る
機

器
 

色
を

確
実

に
判

定
し

て
く

れ
る

機
器

が
欲

し
い

。
現

在
で

も
色

を
判

定
し

て
く

れ
る

機
器

は
 

出
て

い
る

が
、

確
実

で
は

な
い

。
自

分
が

ど
ん

な
洋

服
を

着
て

い
る

か
、

わ
か

る
よ

う
に

な
り

た
い

。
 

ケ
ー

タ
イ

の
ア

プ
リ

で
も

同
様

の
機

能
は

あ
る

が
、

正
確

性
に

欠
け

る
。

 

1
4

4
 

視
覚

障
害

者
用

 
利

用
者

 
個

人
用

ナ
ビ

ゲ
ー

シ

ョ
ン

機
器

 

車
の

カ
ー

ナ
ビ

と
同

じ
機

能
の

も
の

を
、

携
帯

し
て

持
ち

歩
け

る
よ

う
な

端
末

機
が

あ
る

と
便

利
（

歩
行

者
用

ナ
ビ

ゲ
ー

シ
ョ

ン
機

器
）

 

家
に

い
る

時
に

目
的

地
を

セ
ッ

ト
で

き
、

音
声

案
内

で
目

的
地

ま
で

誘
導

し
て

く
れ

る
も

の
が

あ
る

と
よ

い
。

 

1
4

5
 

視
覚

障
害

者
用

 
利

用
者

 
携

帯
ナ

ビ
装

置
 

携
帯

で
き

る
小

型
の

端
末

機
を

持
ち

歩
く

こ
と

で
、

家
ま

で
の

ル
ー

ト
案

内
や

、
真

直
ぐ

歩
行

で
き

て
い

る
か

を
知

ら
せ

て
く

れ
る

機
器

が
あ

る
と

助
か

る
。

道
を

歩
く

時
に

ぶ
つ

か
っ

た
り

、
ち

ゃ
ん

と
家

に
帰

れ
る

か
毎

回
不

安
に

な
る

の
で

ぜ
ひ

開
発

し
て

欲
し

い
。

 

1
4

6
 

視
覚

障
害

者
用

 
利

用
者

 
色

識
別

装
置

 
洋

服
や

ネ
ク

タ
イ

の
色

を
正

確
に

読
み

取
っ

て
く

れ
る

、
識

別
装

置
が

あ
れ

ば
フ

ァ
ッ

シ
ョ

ン
を

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

ト
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

既
に

そ
の

よ
う

な
機

器
が

販
売

さ
れ

て
い

る
は

ず
だ

が
、

正
確

に
色

を
識

別
で

き
て

い
な

い
。

 

1
4

7
 

視
覚

障
害

者
用

 
利

用
者

 
拡

大
読

書
器

の
値

段
拡

大
読

書
器

の
値

段
が

1
9

万
8

0
0

0
円

だ
が

、
1

0
万

円
く

ら
い

で
買

え
る

よ
う

に
な

っ
て

欲
し

い
。

 

1
4

8
 

視
覚

障
害

者
用

 
利

用
者

 
駅

の
券

売
機

 
駅

で
切

符
を

購
入

す
る

時
に

タ
ッ

チ
パ

ネ
ル

に
な

っ
て

し
ま

っ
た

の
で

、
前

の
押

し
ボ

タ
ン

式
の

 

券
売

機
に

戻
し

て
欲

し
い

。
 

1
4

9
 

視
覚

障
害

者
用

 
利

用
者

 
ス

ピ
ー

チ
オ

 
※

※
※

を
使

用
し

て
い

た
が

、
ロ

ー
マ

字
の

「
I」

と
数

字
の

「
１

」
を

間
違

え
て

読
み

取
っ

て
し

ま
う

の
で

、
 

使
い

勝
手

が
悪

か
っ

た
。

そ
の

よ
う

な
誤

認
が

な
い

よ
う

改
善

し
て

欲
し

い
。

 

1
5

0
 

視
覚

障
害

者
用

 
利

用
者

 
時

刻
表

を
読

み
取

っ

て
く

れ
る

読
書

器
 

冊
子

に
な

っ
て

い
る

時
刻

表
を

音
声

で
読

み
上

げ
て

く
れ

る
読

書
器

が
欲

し
い

。
 

1
5

1
 

視
覚

障
害

者
用

 
利

用
者

 
ケ

ー
タ

イ
の

カ
メ

ラ

で
で

文
字

や
標

識
を

認
識

し
て

く
れ

る
機

能
 

ケ
ー

タ
イ

の
カ

メ
ラ

機
能

を
利

用
し

て
、

撮
影

し
た

文
字

や
標

識
を

読
み

あ
げ

て
く

れ
る

機
能

を
開

発
し

て
欲

し
い

。
 

一
部

の
ゴ

シ
ッ

ク
体

を
読

み
取

っ
て

く
れ

る
装

置
は

あ
る

が
、

少
し

で
も

装
飾

し
て

い
た

り
、

別
の

書
体

だ
と

読
み

取
っ

て
く

れ
な

い
の

で
幅

広
く

対
応

し
て

い
る

も
の

が
よ

い
。
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1
3

3
 

視
覚

障
害

者
用

 
障

害
者

団
体

 
公

共
ト

イ
レ

で
使

え

る
音

声
ガ

イ
ド

 

公
共

ト
イ

レ
で

「
緊

急
ス

イ
ッ

チ
」

「
流

す
ス

イ
ッ

チ
」

「
ト

イ
レ

ッ
ト

ペ
ー

パ
ー

の
位

置
」

な
ど

を
音

声
で

知
ら

せ
て

く
れ

る
も

の
が

欲
し

い
。

 

1
3

4
 

視
覚

障
害

者
用

 
利

用
者

 
手

紙
の

読
み

取
り

機
手

紙
や

メ
ー

ル
に

Ｓ
Ｐ

コ
ー

ド
が

付
い

て
い

る
と

内
容

が
読

み
取

れ
る

の
で

、
 

普
及

し
て

い
た

だ
き

た
い

。
特

に
、

区
役

所
や

郵
便

物
な

ど
、

長
い

文
章

で
も

 

読
み

あ
げ

て
く

れ
る

も
の

が
あ

る
と

よ
い

。
 

1
3

5
 

視
覚

障
害

者
用

 
利

用
者

 
ト

イ
レ

の
ボ

タ
ン

に

付
け

る
マ

ー
ク

 

公
共

ト
イ

レ
の

水
を

流
す

マ
ー

ク
が

分
か

り
に

く
い

。
認

識
し

や
す

い
よ

う
に

大
き

く
し

て
ほ

し
い

。
 

1
3

6
 

視
覚

障
害

者
用

 
利

用
者

 
ラ

ジ
オ

に
つ

い
て

 
昔

の
ラ

ジ
オ

は
ダ

イ
ヤ

ル
式

で
使

い
や

す
か

っ
た

が
、

液
晶

操
作

が
主

流
に

な
っ

て
し

ま
っ

た
た

め
、

 

使
い

づ
ら

い
。

設
定

等
が

上
手

く
で

き
な

く
な

っ
て

し
ま

っ
た

の
が

残
念

。
 

1
3

7
 

視
覚

障
害

者
用

 
利

用
者

 
小

型
携

帯
用

テ
レ

ビ
小

型
の

携
帯

用
テ

レ
ビ

が
地

デ
ジ

対
応

に
な

っ
て

し
ま

う
と

初
期

設
定

で
地

域
等

を
設

定
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

の
で

困
る

。
矢

印
操

作

は
配

置
を

覚
え

た
り

、
押

す
ボ

タ
ン

を
覚

え
た

り
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

の
で

、
難

し
く

感
じ

る
。

た
と

え
ば

、
企

業
や

家
電

量
販

店
が

購
入

前
に

使
え

る
よ

う
に

な
る

ま
で

サ
ポ

ー
ト

し
て

く
れ

た
り

、
購

入
後

も
い

つ
で

も
対

応
し

て
く

れ
る

と
有

り
難

い
。

 

1
3

8
 

視
覚

障
害

者
用

 
利

用
者

 
音

声
ガ

イ
ド

付
き

の

白
状

 

一
人

で
外

を
歩

く
時

に
、

音
声

ガ
イ

ド
セ

ン
サ

ー
付

き
の

白
杖

が
あ

る
と

歩
き

や
す

い
と

思
う

。
 

1
3

9
 

視
覚

障
害

者
用

 
利

用
者

 
音

声
付

き
家

電
製

品
よ

り
多

く
の

家
電

製
品

に
音

声
案

内
機

能
が

付
く

と
便

利
だ

と
思

い
ま

す
。

 

1
4

0
 

視
覚

障
害

者
用

 
利

用
者

 
ボ

イ
ス

オ
ー

バ
ー

機

能
 

タ
ッ

チ
パ

ネ
ル

の
製

品
が

増
え

て
、

不
便

を
感

じ
て

い
る

。
iP

h
o
n

e
な

ど
は

使
い

づ
ら

い
が

、
ア

ク
セ

シ
ビ

リ
テ

ィ
と

し
て

ボ
イ

ス
オ

ー
バ

ー
機

能
（

タ
ッ

チ
す

る
と

音
声

で
読

み
上

げ
て

く
れ

る
機

能
）

が
内

蔵
さ

れ
て

い
る

の
で

、
助

か
る

。
 

今
後

、
販

売
さ

れ
る

タ
ッ

チ
パ

ネ
ル

式
の

製
品

に
つ

い
て

も
、

こ
の

よ
う

な
機

能
を

最
初

か
ら

内
蔵

し
て

も
ら

い
た

い
。

 

1
4

1
 

視
覚

障
害

者
用

 
利

用
者

 
Ｉ

Ｈ
ク

ッ
キ

ン
グ

ヒ

ー
タ

ー
の

機
能

に
つ

い
て

 

Ｉ
Ｈ

ク
ッ

キ
ン

グ
ヒ

ー
タ

ー
に

つ
い

て
、

 

例
え

ば
、

揚
げ

物
を

し
た

い
時

に
何

分
揚

げ
れ

ば
よ

い
の

か
 

分
か

る
よ

う
に

音
声

案
内

し
て

く
れ

た
り

、
あ

る
程

度
の

温
度

に
な

っ
た

ら
 

音
声

で
案

内
し

て
く

れ
る

機
能

が
あ

る
と

料
理

し
や

す
い

。
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1
4

2
 

視
覚

障
害

者
用

 
利

用
者

 
地

デ
ジ

対
応

テ
レ

ビ

の
音

声
ガ

イ
ド

 

地
デ

ジ
対

応
の

テ
レ

ビ
で

、
見

た
い

番
組

の
時

間
や

ジ
ャ

ン
ル

別
の

情
報

を
 

音
声

案
内

し
て

欲
し

い
。

 

1
4

3
 

視
覚

障
害

者
用

 
利

用
者

 
色

を
識

別
し

て
く

れ

る
機

器
 

色
を

確
実

に
判

定
し

て
く

れ
る

機
器

が
欲

し
い

。
現

在
で

も
色

を
判

定
し

て
く

れ
る

機
器

は
 

出
て

い
る

が
、

確
実

で
は

な
い

。
自

分
が

ど
ん

な
洋

服
を

着
て

い
る

か
、

わ
か

る
よ

う
に

な
り

た
い

。
 

ケ
ー

タ
イ

の
ア

プ
リ

で
も

同
様

の
機

能
は

あ
る

が
、

正
確

性
に

欠
け

る
。

 

1
4

4
 

視
覚

障
害

者
用

 
利

用
者

 
個

人
用

ナ
ビ

ゲ
ー

シ

ョ
ン

機
器

 

車
の

カ
ー

ナ
ビ

と
同

じ
機

能
の

も
の

を
、

携
帯

し
て

持
ち

歩
け

る
よ

う
な

端
末

機
が

あ
る

と
便

利
（

歩
行

者
用

ナ
ビ

ゲ
ー

シ
ョ

ン
機

器
）

 

家
に

い
る

時
に

目
的

地
を

セ
ッ

ト
で

き
、

音
声

案
内

で
目

的
地

ま
で

誘
導

し
て

く
れ

る
も

の
が

あ
る

と
よ

い
。

 

1
4

5
 

視
覚

障
害

者
用

 
利

用
者

 
携

帯
ナ

ビ
装

置
 

携
帯

で
き

る
小

型
の

端
末

機
を

持
ち

歩
く

こ
と

で
、

家
ま

で
の

ル
ー

ト
案

内
や

、
真

直
ぐ

歩
行

で
き

て
い

る
か

を
知

ら
せ

て
く

れ
る

機
器

が
あ

る
と

助
か

る
。

道
を

歩
く

時
に

ぶ
つ

か
っ

た
り

、
ち

ゃ
ん

と
家

に
帰

れ
る

か
毎

回
不

安
に

な
る

の
で

ぜ
ひ

開
発

し
て

欲
し

い
。

 

1
4

6
 

視
覚

障
害

者
用

 
利

用
者

 
色

識
別

装
置

 
洋

服
や

ネ
ク

タ
イ

の
色

を
正

確
に

読
み

取
っ

て
く

れ
る

、
識

別
装

置
が

あ
れ

ば
フ

ァ
ッ

シ
ョ

ン
を

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

ト
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

既
に

そ
の

よ
う

な
機

器
が

販
売

さ
れ

て
い

る
は

ず
だ

が
、

正
確

に
色

を
識

別
で

き
て

い
な

い
。

 

1
4

7
 

視
覚

障
害

者
用

 
利

用
者

 
拡

大
読

書
器

の
値

段
拡

大
読

書
器

の
値

段
が

1
9

万
8

0
0

0
円

だ
が

、
1

0
万

円
く

ら
い

で
買

え
る

よ
う

に
な

っ
て

欲
し

い
。

 

1
4

8
 

視
覚

障
害

者
用

 
利

用
者

 
駅

の
券

売
機

 
駅

で
切

符
を

購
入

す
る

時
に

タ
ッ

チ
パ

ネ
ル

に
な

っ
て

し
ま

っ
た

の
で

、
前

の
押

し
ボ

タ
ン

式
の

 

券
売

機
に

戻
し

て
欲

し
い

。
 

1
4

9
 

視
覚

障
害

者
用

 
利

用
者

 
ス

ピ
ー

チ
オ

 
※

※
※

を
使

用
し

て
い

た
が

、
ロ

ー
マ

字
の

「
I」

と
数

字
の

「
１

」
を

間
違

え
て

読
み

取
っ

て
し

ま
う

の
で

、
 

使
い

勝
手

が
悪

か
っ

た
。

そ
の

よ
う

な
誤

認
が

な
い

よ
う

改
善

し
て

欲
し

い
。

 

1
5

0
 

視
覚

障
害

者
用

 
利

用
者

 
時

刻
表

を
読

み
取

っ

て
く

れ
る

読
書

器
 

冊
子

に
な

っ
て

い
る

時
刻

表
を

音
声

で
読

み
上

げ
て

く
れ

る
読

書
器

が
欲

し
い

。
 

1
5

1
 

視
覚

障
害

者
用

 
利

用
者

 
ケ

ー
タ

イ
の

カ
メ

ラ

で
で

文
字

や
標

識
を

認
識

し
て

く
れ

る
機

能
 

ケ
ー

タ
イ

の
カ

メ
ラ

機
能

を
利

用
し

て
、

撮
影

し
た

文
字

や
標

識
を

読
み

あ
げ

て
く

れ
る

機
能

を
開

発
し

て
欲

し
い

。
 

一
部

の
ゴ

シ
ッ

ク
体

を
読

み
取

っ
て

く
れ

る
装

置
は

あ
る

が
、

少
し

で
も

装
飾

し
て

い
た

り
、

別
の

書
体

だ
と

読
み

取
っ

て
く

れ
な

い
の

で
幅

広
く

対
応

し
て

い
る

も
の

が
よ

い
。
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＜
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を

使
い

、
ス

イ
ッ

チ
を

入
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が
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。
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お

願
い

し
て

い
ま

す
．

 

#
 
末

尾
の

＜
事

前
登

録
の

お
願

い
＞

を
ご

参
照

下
さ

い
．

 

-
福

祉
工

学
カ

フ
ェ

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

 

h
tt

p
:/

/
w

w
w

.r
e
h

a
b

.g
o
.jp

/
ri
/e

v
e
n

t/
a
t_

c
a
fe

2
0

1
0

/
to

p
.h

tm
l 

第
一

回
テ

ー
マ

：
「

移
動

お
よ

び
機

器
操

作
関

連
」

 

＜
日

時
＞

 

2
0

1
0

年
1

1
月

2
4

日
（

水
）

 
1

3
:3

0
 -

 1
6

:4
5

 
（

開
場

1
3

:0
0

）
 

＜
場

所
＞

 

N
E

D
O

日
比

谷
オ

フ
ィ

ス
 

日
比

谷
国

際
ビ

ル
4

F
（

千
代

田
区

内
幸

町
２

－
２

－
３

）
 

1
5

8
 

視
覚

障
害

者
用

 
そ

の
他

("
")

 
対

象
物

ま
で

の
距

離

測
定

機
 

デ
ジ

カ
メ

な
ど

の
ピ

ン
ト

合
わ

せ
機

能
を

使
い

、
ス

イ
ッ

チ
を

入
れ

る
と

向
け

た
方

向
に

対
象

物
が

あ
れ

ば
そ

こ
ま

で
の

距
離

を
イ

ヤ
ホ

ン
で

音
声

で
教

え
て

く
れ

る
。

使
用

例
 

電
車

の
席

に
座

り
た

い
け

ど
前

に
人

が
座

っ
て

い
る

か
わ

か
ら

な
い

時
な

ど
。

ス
テ

ッ
キ

で
足

を
確

認
す

る
の

も
失

礼
に

な
る

。
 

道
路

の
変

形
交

差
点

な
ど

で
ど

ち
ら

に
道

が
通

っ
て

い
る

か
確

認
す

る
な

ど
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1
5

9
 

聴
覚

障
害

者
用

 
利

用
者

 
簡

単
取

り
外

し
電

話

用
拡

声
機

器
（

仮
称

）

私
は

脳
出

血
の

後
遺

症
の

障
害

に
よ

る
耳

鳴
り

の
為

に
、

電
話

の
帯

域
が

難
聴

に
な

り
ま

し
た

。
職

場
で

健
常

者
で

は
聞

こ
え

る
電

話
機

で
も

、
私

に
は

一
切

聞
こ

え
ま

せ
ん

。
古

い
ビ

ジ
ネ

ス
電

話
機

を
利

用
し

て
い

る
の

で
、

簡
単

に
市

販
の

骨
伝

導
電

話
機

と
付

け
替

え
が

出
来

ま
せ

ん
。

毎
日

、
不

自
由

な
生

活
を

送
っ

て
い

ま
す

。
 

骨
伝

導
を

利
用

し
た

難
聴

者
の

た
め

、
職

場
用

ビ
ジ

ネ
ス

電
話

機
が

取
替

の
出

来
な

い
場

合
の

、
簡

単
に

取
り

外
し

が
出

来
る

、
拡

声
機

器
の

開
発

を
お

願
い

し
ま

す
。

 

1
6

0
 

視
覚

障
害

者
用

 
利

用
者

 
音

声
リ

モ
コ

ン
 

家
庭

の
電

化
製

品
：

例
え

ば
、

テ
レ

ビ
・

ビ
デ

オ
・

ラ
ジ

オ
・

エ
ア

コ
ン

・
照

明
等

を
一

つ
の

音
声

リ
モ

コ
ン

で
操

作
で

き
、

ま
た

、
リ

モ
コ

ン
の

在
り

処
を

ア
ラ

ー
ム

で
知

ら
せ

る
機

能
が

あ
る

物
が

併
用

し
て

あ
れ

ば
視

覚
障

害
者

は
非

常
に

助
か

る
。

パ
ソ

コ
ン

を
介

し
た

音
声

操
作

で
き

る
も

の
（

ボ
イ

ス
・

ス
キ

ャ
ン

）
は

あ
り

ま
す

が
、

パ
ソ

コ
ン

を
扱

え
な

い
ひ

と
は

利
用

で
き

な
い

の
で

、
是

非
、

開
発

し
て

頂
き

た
い

。
 

1
6

1
 

肢
体

障
害

者
用

 

視
覚

障
害

者
用

 

聴
覚

障
害

者
用

 

言
語

障
害

者
用

 

盲
ろ

う
者

用
 

開
発

メ
ー

カ
 

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
を

使
っ

た
Ｅ

Ｍ
Ｓ

（
環

境
制

御
装

置
）

 

※
※

※
に

代
表

さ
れ

る
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

で
、

障
害

者
に

と
っ

て
も

大
き

く
Ｑ

Ｏ
Ｌ

を
高

め
ら

れ
る

可
能

性
が

で
て

き
ま

し
た

が
、

 

ま
だ

ま
だ

そ
れ

1
台

で
な

ん
で

も
出

来
る

と
ま

で
は

い
き

ま
せ

ん
。

 

病
室

や
部

屋
で

家
電

製
品

を
制

御
で

き
る

ソ
フ

ト
が

あ
れ

ば
自

分
達

の
意

思
で

身
の

回
り

の
生

活
を

変
え

ら
れ

ま
す

 

（
希

望
価

格
は

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
本

体
は

含
み

ま
せ

ん
）

 

1
6

2
 

視
覚

障
害

者
用

 
利

用
者

 
視

覚
障

害
者

で
も

簡

単
に

使
え

る
携

帯
傘

入
れ

 

視
覚

障
害

の
私

は
階

段
上

り
下

り
左

は
手

摺
で

右
手

に
白

杖
を

持
っ

て
い

ま
す

の
で

、
雨

の
日

は
折

り
た

た
み

傘
に

し
て

レ
ジ

の
ビ

ニ
ー

ル
に

入
れ

て
、

リ
ュ

ッ
ク

サ
ッ

ク
の

外
側

の
持

つ
ベ

ル
ト

に
縛

っ
て

つ
る

し
て

持
っ

て
歩

き
ま

す
。

電
車

の
中

に
傘

も
忘

れ
な

い
し

。
満

員
電

車
の

時
に

他
の

乗
客

に
傘

の
水

が
付

か
な

い
で

す
。

折
り

た
た

み
の

傘
を

入
れ

る
専

門
の

レ
ジ

袋
じ

ゃ
な

く
て

リ
ュ

ッ
ク

サ
ッ

ク
に

縛
り

付
け

れ
る

の
が

あ
る

と
良

い
と

思
い

ま
す

。
 

通
院

の
時

と
か

傘
立

て
に

お
い

た
ら

自
分

で
探

せ
な

い
の

で
、

折
り

た
た

ん
で

ビ
ニ

ー
ル

に
入

れ
て

手
元

に
持

っ
て

い
る

ほ
う

が
便

利
で

す
。

歯
科

は
靴

も
脱

ぎ
ま

す
の

で
、

目
印

を
つ

け
た

り
大

変
で

す
。
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1
6

3
 

視
覚

障
害

者
用

 
開

発
メ

ー
カ

 
視

覚
障

碍
者

の
た

め

の
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

に
よ

る
音

声
案

内
 

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
の

Ｇ
Ｐ

Ｓ
（

位
置

情
報

シ
ス

テ
ム

）
と

音
声

録
音

を
利

用
し

て
、

 

出
か

け
る

場
所

を
予

め
介

助
者

が
下

見
を

し
な

が
ら

、
交

差
点

や
注

意
点

等
の

情
報

を
音

声
録

音
し

て
お

き
ま

す
 

音
声

録
音

デ
ー

タ
に

は
、

位
置

情
報

が
付

加
さ

れ
ま

す
。

 

視
覚

障
碍

者
が

一
人

で
出

か
け

る
際

に
、

音
声

デ
ー

タ
の

あ
る

場
所

に
く

る
と

Ｇ
Ｐ

Ｓ
が

察
知

し
、

 

音
声

ガ
イ

ダ
ン

ス
が

流
れ

ま
す

。
 

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
が

道
案

内
や

注
意

箇
所

の
ガ

イ
ダ

ン
ス

を
適

時
流

し
て

く
れ

ま
す

 

1
6

4
 

そ
の

他
(読

み
書

き
障

害
者

用
) 

開
発

メ
ー

カ
 

読
み

書
き

障
害

を
持

つ
人

が
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

で
読

む
補

助
 

読
み

書
き

障
害

（
デ

ィ
ス

レ
ク

シ
ア

）
の

方
々

が
、

普
段

の
生

活
で

文
字

を
読

む
た

め
に

 

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
の

Ａ
Ｒ

（
拡

張
現

実
機

能
）

を
使

用
し

て
、

カ
メ

ラ
ご

し
に

読
み

た
い

物
を

み
る

と
 

実
際

の
文

字
に

線
や

マ
ス

目
を

重
ね

あ
わ

せ
る

こ
と

で
、

読
み

に
く

さ
を

補
助

し
ま

す
 

1
6

5
 

視
覚

障
害

者
用

 
利

用
者

 
視

覚
障

碍
者

の
歩

行

支
援

機
器

に
つ

い
て

携
帯

ラ
ジ

オ
サ

イ
ズ

で
歩

行
支

援
ナ

ビ
で

、
次

の
よ

う
な

機
能

を
備

え
た

も
の

を
希

望
し

ま
す

。
 

Ｇ
Ｐ

Ｓ
の

瀬
能

工
場

に
よ

り
き

め
細

か
い

支
援

が
で

き
る

の
で

は
な

い
か

と
思

っ
て

提
案

し
ま

す
。

 

１
．

道
路

情
報

の
ア

ナ
ウ

ン
ス

、
た

と
え

ば
一

方
通

行
、

歩
道

の
有

無
交

差
点

の
接

近
、

 

２
．

車
の

接
近

。
た

と
え

ば
、

前
か

ら
車

が
接

近
、

交
差

点
で

右
か

ら
車

が
接

近
な

ど
。

 

３
．

目
的

地
の

設
定

。
た

と
え

ば
住

所
や

電
話

番
号

で
の

一
特

定
だ

け
で

な
く

、
具

体
的

に
ど

こ
そ

こ
の

建
物

の
玄

関
ポ

イ
ン

ト
を

現
地

で
記

憶
さ

せ
る

と
次

回
か

ら
正

確
に

誘
導

し
て

く
れ

る
。

 

４
．

そ
の

た
。

た
と

え
ば

、
道

路
を

歩
い

て
い

る
と

き
、

知
ら

な
い

う
ち

に
道

路
の

中
央

に
出

て
し

ま
っ

て
い

た
ら

注
意

を
促

し
て

く
れ

る
。

歩
行

先
に

自
転

車
や

障
害

物
が

あ
れ

ば
知

ら
せ

て
く

れ
る

。
 

５
．

生
活

用
具

と
し

て
助

成
制

度
の

対
象

と
な

る
よ

う
働

き
か

け
る

。
 

以
上

で
す

。
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1
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9
 

聴
覚

障
害

者
用

 
利

用
者

 
簡

単
取

り
外

し
電

話

用
拡

声
機

器
（

仮
称

）

私
は

脳
出

血
の

後
遺

症
の

障
害

に
よ

る
耳

鳴
り

の
為

に
、

電
話

の
帯

域
が

難
聴

に
な

り
ま

し
た

。
職

場
で

健
常

者
で

は
聞

こ
え

る
電

話
機

で
も

、
私

に
は

一
切

聞
こ

え
ま

せ
ん

。
古

い
ビ

ジ
ネ

ス
電

話
機

を
利

用
し

て
い

る
の

で
、

簡
単

に
市

販
の

骨
伝

導
電

話
機

と
付

け
替

え
が

出
来

ま
せ

ん
。

毎
日

、
不

自
由

な
生

活
を

送
っ

て
い

ま
す

。
 

骨
伝

導
を

利
用

し
た

難
聴

者
の

た
め

、
職

場
用

ビ
ジ

ネ
ス

電
話

機
が

取
替

の
出

来
な

い
場

合
の

、
簡

単
に

取
り

外
し

が
出

来
る

、
拡

声
機

器
の

開
発

を
お

願
い

し
ま

す
。

 

1
6

0
 

視
覚

障
害

者
用

 
利

用
者

 
音

声
リ

モ
コ

ン
 

家
庭

の
電

化
製

品
：

例
え

ば
、

テ
レ

ビ
・

ビ
デ

オ
・

ラ
ジ

オ
・

エ
ア

コ
ン

・
照

明
等

を
一

つ
の

音
声

リ
モ

コ
ン

で
操

作
で

き
、

ま
た

、
リ

モ
コ

ン
の

在
り

処
を

ア
ラ

ー
ム

で
知

ら
せ

る
機

能
が

あ
る

物
が

併
用

し
て

あ
れ

ば
視

覚
障

害
者

は
非

常
に

助
か

る
。

パ
ソ

コ
ン

を
介

し
た

音
声

操
作

で
き

る
も

の
（

ボ
イ

ス
・

ス
キ

ャ
ン

）
は

あ
り

ま
す

が
、

パ
ソ

コ
ン

を
扱

え
な

い
ひ

と
は

利
用

で
き

な
い

の
で

、
是

非
、

開
発

し
て

頂
き

た
い

。
 

1
6

1
 

肢
体

障
害

者
用

 

視
覚

障
害

者
用

 

聴
覚

障
害

者
用

 

言
語

障
害

者
用

 

盲
ろ

う
者

用
 

開
発

メ
ー

カ
 

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
を

使
っ

た
Ｅ

Ｍ
Ｓ

（
環

境
制

御
装

置
）

 

※
※

※
に

代
表

さ
れ

る
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

で
、

障
害

者
に

と
っ

て
も

大
き

く
Ｑ

Ｏ
Ｌ

を
高

め
ら

れ
る

可
能

性
が

で
て

き
ま

し
た

が
、

 

ま
だ

ま
だ

そ
れ

1
台

で
な

ん
で

も
出

来
る

と
ま

で
は

い
き

ま
せ

ん
。

 

病
室

や
部

屋
で

家
電

製
品

を
制

御
で

き
る

ソ
フ

ト
が

あ
れ

ば
自

分
達

の
意

思
で

身
の

回
り

の
生

活
を

変
え

ら
れ

ま
す

 

（
希

望
価

格
は

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
本

体
は

含
み

ま
せ

ん
）

 

1
6

2
 

視
覚

障
害

者
用

 
利

用
者

 
視

覚
障

害
者

で
も

簡

単
に

使
え

る
携

帯
傘

入
れ

 

視
覚

障
害

の
私

は
階

段
上

り
下

り
左

は
手

摺
で

右
手

に
白

杖
を

持
っ

て
い

ま
す

の
で

、
雨

の
日

は
折

り
た

た
み

傘
に

し
て

レ
ジ

の
ビ

ニ
ー

ル
に

入
れ

て
、

リ
ュ

ッ
ク

サ
ッ

ク
の

外
側

の
持

つ
ベ

ル
ト

に
縛

っ
て

つ
る

し
て

持
っ

て
歩

き
ま

す
。

電
車

の
中

に
傘

も
忘

れ
な

い
し

。
満

員
電

車
の

時
に

他
の

乗
客

に
傘

の
水

が
付

か
な

い
で

す
。

折
り

た
た

み
の

傘
を

入
れ

る
専

門
の

レ
ジ

袋
じ

ゃ
な

く
て

リ
ュ

ッ
ク

サ
ッ

ク
に

縛
り

付
け

れ
る

の
が

あ
る

と
良

い
と

思
い

ま
す

。
 

通
院

の
時

と
か

傘
立

て
に

お
い

た
ら

自
分

で
探

せ
な

い
の

で
、

折
り

た
た

ん
で

ビ
ニ

ー
ル

に
入

れ
て

手
元

に
持

っ
て

い
る

ほ
う

が
便

利
で

す
。

歯
科

は
靴

も
脱

ぎ
ま

す
の

で
、

目
印

を
つ

け
た

り
大

変
で

す
。
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1
6

3
 

視
覚

障
害

者
用

 
開

発
メ

ー
カ

 
視

覚
障

碍
者

の
た

め

の
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

に
よ

る
音

声
案

内
 

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
の

Ｇ
Ｐ

Ｓ
（

位
置

情
報

シ
ス

テ
ム

）
と

音
声

録
音

を
利

用
し

て
、

 

出
か

け
る

場
所

を
予

め
介

助
者

が
下

見
を

し
な

が
ら

、
交

差
点

や
注

意
点

等
の

情
報

を
音

声
録

音
し

て
お

き
ま

す
 

音
声

録
音

デ
ー

タ
に

は
、

位
置

情
報

が
付

加
さ

れ
ま

す
。

 

視
覚

障
碍

者
が

一
人

で
出

か
け

る
際

に
、

音
声

デ
ー

タ
の

あ
る

場
所

に
く

る
と

Ｇ
Ｐ

Ｓ
が

察
知

し
、

 

音
声

ガ
イ

ダ
ン

ス
が

流
れ

ま
す

。
 

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
が

道
案

内
や

注
意

箇
所

の
ガ

イ
ダ

ン
ス

を
適

時
流

し
て

く
れ

ま
す

 

1
6

4
 

そ
の

他
(読

み
書

き
障

害
者

用
) 

開
発

メ
ー

カ
 

読
み

書
き

障
害

を
持

つ
人

が
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

で
読

む
補

助
 

読
み

書
き

障
害

（
デ

ィ
ス

レ
ク

シ
ア

）
の

方
々

が
、

普
段

の
生

活
で

文
字

を
読

む
た

め
に

 

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
の

Ａ
Ｒ

（
拡

張
現

実
機

能
）

を
使

用
し

て
、

カ
メ

ラ
ご

し
に

読
み

た
い

物
を

み
る

と
 

実
際

の
文

字
に

線
や

マ
ス

目
を

重
ね

あ
わ

せ
る

こ
と

で
、

読
み

に
く

さ
を

補
助

し
ま

す
 

1
6

5
 

視
覚

障
害

者
用

 
利

用
者

 
視

覚
障

碍
者

の
歩

行

支
援

機
器

に
つ

い
て

携
帯

ラ
ジ

オ
サ

イ
ズ

で
歩

行
支

援
ナ

ビ
で

、
次

の
よ

う
な

機
能

を
備

え
た

も
の

を
希

望
し

ま
す

。
 

Ｇ
Ｐ

Ｓ
の

瀬
能

工
場

に
よ

り
き

め
細

か
い

支
援

が
で

き
る

の
で

は
な

い
か

と
思

っ
て

提
案

し
ま

す
。

 

１
．

道
路

情
報

の
ア

ナ
ウ

ン
ス

、
た

と
え

ば
一

方
通

行
、

歩
道

の
有

無
交

差
点

の
接

近
、

 

２
．

車
の

接
近

。
た

と
え

ば
、

前
か

ら
車

が
接

近
、

交
差

点
で

右
か

ら
車

が
接

近
な

ど
。

 

３
．

目
的

地
の

設
定

。
た

と
え

ば
住

所
や

電
話

番
号

で
の

一
特

定
だ

け
で

な
く

、
具

体
的

に
ど

こ
そ

こ
の

建
物

の
玄

関
ポ

イ
ン

ト
を

現
地

で
記

憶
さ

せ
る

と
次

回
か

ら
正

確
に

誘
導

し
て

く
れ

る
。

 

４
．

そ
の

た
。

た
と

え
ば

、
道

路
を

歩
い

て
い

る
と

き
、

知
ら

な
い

う
ち

に
道

路
の

中
央

に
出

て
し

ま
っ

て
い

た
ら

注
意

を
促

し
て

く
れ

る
。

歩
行

先
に

自
転

車
や

障
害

物
が

あ
れ

ば
知

ら
せ

て
く

れ
る

。
 

５
．

生
活

用
具

と
し

て
助

成
制

度
の

対
象

と
な

る
よ

う
働

き
か

け
る

。
 

以
上

で
す

。
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1
6

6
 

肢
体

障
害

者
用

 
開

発
メ

ー
カ

 
階

段
昇

降
で

き
る

車

い
す

 

日
本

の
２

階
建

て
の

家
屋

に
お

い
て

、
あ

る
い

は
道

路
か

ら
玄

関
に

向
か

っ
て

階
段

が
あ

る
場

合
、

そ
の

階
段

は
急

で
曲

が
っ

て
い

る
場

合
が

極
め

て
多

く
、

そ
の

よ
う

な
家

屋
に

お
い

て
居

住
者

が
高

齢
、

あ
る

い
は

障
害

を
持

つ
こ

と
に

な
り

、
２

階
へ

の
移

動
、

外
へ

の
移

動
で

困
っ

て
い

る
事

例
が

多
い

。
実

際
、

住
宅

業
者

が
多

く
販

売
し

て
い

る
最

近
の

住
宅

の
階

段
は

、
勾

配
が

４
５

度
を

越
え

、
幅

は
わ

ず
か

に
８

０
ｃ

ｍ
と

な
っ

て
い

る
こ

と
も

あ
る

。
現

在
の

高
齢

者
の

半
数

近
く

は
近

い
将

来
の

階
段

で
困

る
可

能
性

を
有

し
て

お
り

、
ま

た
車

い
す

生
活

者
も

外
出

就
労

に
困

難
な

場
合

も
多

い
。

現
在

の
自

立
型

の
階

段
昇

降
機

で
は

、
ガ

イ
ド

レ
ー

ル
の

敷
設

等
事

前
準

備
が

必
要

な
方

式
で

あ
る

。
ま

た
レ

ン
タ

ル
対

象
機

器
で

は
、

介
助

者
が

必
要

で
、

階
段

も
勾

配
な

ど
条

件
が

限
ら

れ
て

い
る

。
そ

こ
で

、
日

本
家

屋
の

変
則

階
段

で
使

え
る

、
介

助
者

、
事

前
工

事
不

要
で

小
型

軽
量

な
昇

降
機

が
求

め
ら

れ
て

い
る

 

1
6

7
 

そ
の

他
 

利
用

者
の

家
族

 
忘

れ
物

の
多

い
発

達

障
害

者
の

た
め

の
お

出
か

け
前

確
認

シ
ス

テ
ム

 

必
要

な
も

の
を

揃
え

て
出

か
け

る
こ

と
が

不
得

手
な

方
の

た
め

に
、

必
要

な
も

の
（

た
と

え
ば

財
布

や
定

期
券

）
に

Ｒ
Ｆ

Ｉ
Ｄ

（
無

線
タ

グ
）

を
付

け
る

こ
と

で
、

お
出

か
け

前
に

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
で

予
め

登
録

し
て

お
い

た
備

品
が

 

す
べ

て
揃

っ
て

い
る

か
を

無
線

通
信

で
チ

ェ
ッ

ク
で

き
る

ア
プ

リ
を

開
発

し
ま

す
。

 

玄
関

に
持

ち
物

チ
ャ

ッ
ク

と
書

い
て

お
気

だ
け

で
、

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
の

ア
プ

リ
で

確
認

す
る

と
持

ち
忘

れ
て

い
る

も
の

を
確

認
で

き
ま

す
 

1
6

8
 

視
覚

障
害

者
用

 
利

用
者

の
家

族
 

コ
ン

ト
ラ

ス
ト

で
見

に
く

い
人

の
た

め
の

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
で

の
色

補
正

 

色
覚

に
障

害
の

あ
る

人
た

ち
に

と
っ

て
、

ど
う

し
て

も
判

別
し

に
く

い
風

景
や

文
字

が
あ

っ
た

時
に

 

予
め

色
補

正
を

登
録

し
て

お
け

ば
、

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
の

カ
メ

ラ
機

能
を

通
し

て
、

自
動

的
に

色
補

正
を

し
ま

す
。

 

白
地

が
見

え
に

く
い

人
な

ど
に

は
、

ち
ょ

っ
と

困
っ

た
と

き
に

便
利

で
す

。
 

1
6

9
 

そ
の

他
 

利
用

者
の

家
族

 
１

日
の

行
動

を
登

録

し
て

お
け

ば
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

が
知

ら
せ

て
く

れ
ま

す
 

１
日

の
行

動
を

忘
れ

が
ち

な
人

の
た

め
に

、
予

め
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

に
登

録
し

て
お

け
ば

、
 

決
ま

っ
た

時
間

の
前

に
音

声
、

文
字

、
バ

イ
ブ

に
よ

る
モ

ー
ル

ス
信

号
で

 

次
の

行
動

を
し

ら
せ

て
く

れ
る

ア
プ

リ
が

あ
る

と
便

利
で

す
。

 

1
7

0
 

視
覚

障
害

者
用

 
利

用
者

の
家

族
 

点
字

ブ
ロ

ッ
ク

に
無

線
タ

グ
を

埋
め

込
み

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
で

感
知

し
ま

す
 

道
路

や
駅

に
あ

る
点

字
ブ

ロ
ッ

ク
に

予
め

、
必

要
な

情
報

を
書

き
込

ん
だ

Ｒ
Ｆ

Ｉ
Ｄ

（
無

線
タ

グ
）

を
う

め
て

お
き

 

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
で

感
知

す
る

と
音

声
や

文
字

で
情

報
を

お
知

ら
せ

し
ま

す
。

 

こ
れ

に
よ

り
杖

で
感

知
す

る
よ

り
も

前
に

必
要

な
情

報
を

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
よ

り
得

る
こ

と
が

出
来

ま
す

。
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1
7

1
 

肢
体

障
害

者
用

 
利

用
者

 
電

動
車

い
す

の
「

ジ

ョ
イ

ス
テ

ィ
ッ

ク
」

を
、

パ
ソ

コ
ン

の
マ

ウ
ス

に
・

・
・

 

私
は

現
在

、
電

動
車

い
す

で
生

活
を

し
て

い
ま

す
。

 

パ
ソ

コ
ン

操
作

は
「

ヘ
ッ

ド
ポ

イ
ン

タ
ー

」
で

の
操

作
を

し
て

い
る

の
で

す
が

、
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

を
閲

覧
だ

け
を

す
る

の
に

も
、

「
ヘ

ッ
ド

ポ
イ

ン
タ

ー
」

を
つ

け
な

け
れ

ば
な

り
ま

せ
ん

。
 

文
章

を
打

つ
の

な
ら

と
も

か
く

、
ネ

ッ
ト

を
閲

覧
す

る
だ

け
で

し
た

ら
「

マ
ウ

ス
」

の
操

作
だ

け
で

十
分

だ
と

考
え

て
い

ま
す

。
 

普
段

は
、

電
動

車
い

す
の

操
作

を
し

て
、

、
パ

ソ
コ

ン
の

前
に

き
た

と
き

だ
け

「
ス

イ
ッ

チ
」

の
切

り
替

え
だ

け
で

「
電

動
の

ハ
ン

ド
ル

」

→
「

マ
ウ

ス
に

切
り

替
わ

る
」

（
無

線
で

）
と

い
う

も
の

が
あ

れ
ば

、
首

や
背

中
を

少
し

で
も

痛
め

る
こ

と
が

無
く

な
る

の
で

は
な

い
か

と
思

っ
て

い
ま

す
。

 

そ
う

い
っ

た
こ

と
は

、
難

し
い

の
で

し
ょ

う
か

？
 

1
7

2
 

視
覚

障
害

者
用

 

聴
覚

障
害

者
用

 

盲
ろ

う
者

用
 
そ

の
他

(誰
で

も

（
健

常
者

も
）

)

福
祉

専
門

職
 

Ｆ
Ｍ

モ
ジ

ガ
デ

ル

（
音

声
認

識
出

力
機

器
）

 

Ｆ
Ｍ

補
聴

シ
ス

テ
ム

の
Ｆ

Ｍ
電

波
で

と
ば

し
た

声
を

、
受

信
機

が
リ

ア
ル

タ
イ

ム
に

音
声

認
識

し
て

液
晶

表
示

装
置

に
出

力
し

て
墨

字

（
目

で
見

る
文

字
）

表
示

、
あ

る
い

は
機

械
的

点
字

デ
バ

イ
ス

に
出

力
し

て
点

字
表

示
で

き
る

と
便

利
で

す
。

漢
字

に
は

ル
ビ

が
ふ

ら
れ

る
と

知
的

障
害

者
や

日
本

語
学

習
中

の
外

国
人

に
も

便
利

で
す

。
ま

た
、

こ
の

機
器

で
音

声
認

識
入

力
し

た
「

さ
さ

き
」

や
「

し
ょ

う
ゆ

」

等
の

短
い

単
語

は
、

点
字

や
墨

字
の

ラ
ベ

ル
印

刷
機

に
出

力
し

て
貼

り
付

け
ラ

ベ
ル

を
簡

単
に

作
る

こ
と

が
で

き
る

と
便

利
で

す
。

点
字

を
よ

く
知

ら
な

い
健

常
者

が
点

字
ラ

ベ
ル

を
作

る
時

に
も

便
利

で
す

。
 

1
7

3
 

肢
体

障
害

者
用

 

聴
覚

障
害

者
用

 

福
祉

専
門

職
 

手
話

対
応

義
手

 
手

話
や

指
文

字
に

対
応

し
た

義
手

が
あ

る
と

上
肢

障
害

者
が

手
話

で
話

せ
ま

す
。

こ
の

義
手

の
駆

動
技

術
は

手
話

ロ
ボ

ッ
ト

の
ア

ー
ム

と

し
て

も
使

え
ま

す
。

 

1
7

4
 

視
覚

障
害

者
用

 

聴
覚

障
害

者
用

 

盲
ろ

う
者

用
 

福
祉

専
門

職
 

筆
談

・
指

点
字

て
ぶ

く
ろ

 

こ
の

手
袋

は
、

て
の

ひ
ら

書
き

文
字

を
て

の
ひ

ら
部

分
に

機
械

的
に

出
力

し
て

、
あ

た
か

も
て

の
ひ

ら
に

筆
談

文
字

が
書

か
れ

て
い

る
か

の
よ

う
に

感
じ

る
こ

と
が

で
き

る
デ

バ
イ

ス
で

す
。

テ
キ

ス
ト

フ
ァ

イ
ル

の
内

容
を

、
て

の
ひ

ら
に

機
械

的
筆

談
で

伝
え

る
こ

と
が

で
き

ま
す

。
ま

た
こ

の
手

袋
の

両
手

の
指

（
人

差
し

指
・

中
指

・
薬

指
）

が
機

械
的

に
振

動
す

る
と

指
点

字
デ

バ
イ

ス
と

し
て

も
使

う
こ

と
が

で
き

、
個

々
の

ニ
ー

ズ
に

応
じ

た
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

を
支

援
で

き
ま

す
。

 

1
7

5
 

肢
体

障
害

者
用

 
そ

の
他

("
")

 
車

い
す

や
障

害
の

あ

る
人

が
自

分
自

身
で

衣
類

を
収

納
で

き
る

ク
ロ

ー
ゼ

ッ
ト

 

今
、

使
用

し
て

い
る

ク
ロ

ー
ゼ

ッ
ト

に
取

り
付

け
る

だ
け

で
車

い
す

を
利

用
し

て
い

る
方

や
腰

や
足

を
痛

め
自

分
自

身
で

衣
類

収
納

で
き

ず
に

家
族

、
介

護
者

の
支

援
が

必
要

な
人

達
が

、
自

分
で

衣
類

を
収

納
で

き
る

ク
ロ

ー
ゼ

ッ
ト

で
す

。
 

104

28-117914_報告書.indd   104 2016/04/07   11:54:13



  

105 

1
6

6
 

肢
体

障
害

者
用

 
開

発
メ

ー
カ

 
階

段
昇

降
で

き
る

車

い
す

 

日
本

の
２

階
建

て
の

家
屋

に
お

い
て

、
あ

る
い

は
道

路
か

ら
玄

関
に

向
か

っ
て

階
段

が
あ

る
場

合
、

そ
の

階
段

は
急

で
曲

が
っ

て
い

る
場

合
が

極
め

て
多

く
、

そ
の

よ
う

な
家

屋
に

お
い

て
居

住
者

が
高

齢
、

あ
る

い
は

障
害

を
持

つ
こ

と
に

な
り

、
２

階
へ

の
移

動
、

外
へ

の
移

動
で

困
っ

て
い

る
事

例
が

多
い

。
実

際
、

住
宅

業
者

が
多

く
販

売
し

て
い

る
最

近
の

住
宅

の
階

段
は

、
勾

配
が

４
５

度
を

越
え

、
幅

は
わ

ず
か

に
８

０
ｃ

ｍ
と

な
っ

て
い

る
こ

と
も

あ
る

。
現

在
の

高
齢

者
の

半
数

近
く

は
近

い
将

来
の

階
段

で
困

る
可

能
性

を
有

し
て

お
り

、
ま

た
車

い
す

生
活

者
も

外
出

就
労

に
困

難
な

場
合

も
多

い
。

現
在

の
自

立
型

の
階

段
昇

降
機

で
は

、
ガ

イ
ド

レ
ー

ル
の

敷
設

等
事

前
準

備
が

必
要

な
方

式
で

あ
る

。
ま

た
レ

ン
タ

ル
対

象
機

器
で

は
、

介
助

者
が

必
要

で
、

階
段

も
勾

配
な

ど
条

件
が

限
ら

れ
て

い
る

。
そ

こ
で

、
日

本
家

屋
の

変
則

階
段

で
使

え
る

、
介

助
者

、
事

前
工

事
不

要
で

小
型

軽
量

な
昇

降
機

が
求

め
ら

れ
て

い
る

 

1
6

7
 

そ
の

他
 

利
用

者
の

家
族

 
忘

れ
物

の
多

い
発

達

障
害

者
の

た
め

の
お

出
か

け
前

確
認

シ
ス

テ
ム

 

必
要

な
も

の
を

揃
え

て
出

か
け

る
こ

と
が

不
得

手
な

方
の

た
め

に
、

必
要

な
も

の
（

た
と

え
ば

財
布

や
定

期
券

）
に

Ｒ
Ｆ

Ｉ
Ｄ

（
無

線
タ

グ
）

を
付

け
る

こ
と

で
、

お
出

か
け

前
に

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
で

予
め

登
録

し
て

お
い

た
備

品
が

 

す
べ

て
揃

っ
て

い
る

か
を

無
線

通
信

で
チ

ェ
ッ

ク
で

き
る

ア
プ

リ
を

開
発

し
ま

す
。

 

玄
関

に
持

ち
物

チ
ャ

ッ
ク

と
書

い
て

お
気

だ
け

で
、

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
の

ア
プ

リ
で

確
認

す
る

と
持

ち
忘

れ
て

い
る

も
の

を
確

認
で

き
ま

す
 

1
6

8
 

視
覚

障
害

者
用

 
利

用
者

の
家

族
 

コ
ン

ト
ラ

ス
ト

で
見

に
く

い
人

の
た

め
の

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
で

の
色

補
正

 

色
覚

に
障

害
の

あ
る

人
た

ち
に

と
っ

て
、

ど
う

し
て

も
判

別
し

に
く

い
風

景
や

文
字

が
あ

っ
た

時
に

 

予
め

色
補

正
を

登
録

し
て

お
け

ば
、

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
の

カ
メ

ラ
機

能
を

通
し

て
、

自
動

的
に

色
補

正
を

し
ま

す
。

 

白
地

が
見

え
に

く
い

人
な

ど
に

は
、

ち
ょ

っ
と

困
っ

た
と

き
に

便
利

で
す

。
 

1
6

9
 

そ
の

他
 

利
用

者
の

家
族

 
１

日
の

行
動

を
登

録

し
て

お
け

ば
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

が
知

ら
せ

て
く

れ
ま

す
 

１
日

の
行

動
を

忘
れ

が
ち

な
人

の
た

め
に

、
予

め
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

に
登

録
し

て
お

け
ば

、
 

決
ま

っ
た

時
間

の
前

に
音

声
、

文
字

、
バ

イ
ブ

に
よ

る
モ

ー
ル

ス
信

号
で

 

次
の

行
動

を
し

ら
せ

て
く

れ
る

ア
プ

リ
が

あ
る

と
便

利
で

す
。

 

1
7

0
 

視
覚

障
害

者
用

 
利

用
者

の
家

族
 

点
字

ブ
ロ

ッ
ク

に
無

線
タ

グ
を

埋
め

込
み

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
で

感
知

し
ま

す
 

道
路

や
駅

に
あ

る
点

字
ブ

ロ
ッ

ク
に

予
め

、
必

要
な

情
報

を
書

き
込

ん
だ

Ｒ
Ｆ

Ｉ
Ｄ

（
無

線
タ

グ
）

を
う

め
て

お
き

 

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
で

感
知

す
る

と
音

声
や

文
字

で
情

報
を

お
知

ら
せ

し
ま

す
。

 

こ
れ

に
よ

り
杖

で
感

知
す

る
よ

り
も

前
に

必
要

な
情

報
を

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
よ

り
得

る
こ

と
が

出
来

ま
す

。
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1
7

1
 

肢
体

障
害

者
用

 
利

用
者

 
電

動
車

い
す

の
「

ジ

ョ
イ

ス
テ

ィ
ッ

ク
」

を
、

パ
ソ

コ
ン

の
マ

ウ
ス

に
・

・
・

 

私
は

現
在

、
電

動
車

い
す

で
生

活
を

し
て

い
ま

す
。

 

パ
ソ

コ
ン

操
作

は
「

ヘ
ッ

ド
ポ

イ
ン

タ
ー

」
で

の
操

作
を

し
て

い
る

の
で

す
が

、
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

を
閲

覧
だ

け
を

す
る

の
に

も
、

「
ヘ

ッ
ド

ポ
イ

ン
タ

ー
」

を
つ

け
な

け
れ

ば
な

り
ま

せ
ん

。
 

文
章

を
打

つ
の

な
ら

と
も

か
く

、
ネ

ッ
ト

を
閲

覧
す

る
だ

け
で

し
た

ら
「

マ
ウ

ス
」

の
操

作
だ

け
で

十
分

だ
と

考
え

て
い

ま
す

。
 

普
段

は
、

電
動

車
い

す
の

操
作

を
し

て
、

、
パ

ソ
コ

ン
の

前
に

き
た

と
き

だ
け

「
ス

イ
ッ

チ
」

の
切

り
替

え
だ

け
で

「
電

動
の

ハ
ン

ド
ル

」

→
「

マ
ウ

ス
に

切
り

替
わ

る
」

（
無

線
で

）
と

い
う

も
の

が
あ

れ
ば

、
首

や
背

中
を

少
し

で
も

痛
め

る
こ

と
が

無
く

な
る

の
で

は
な

い
か

と
思

っ
て

い
ま

す
。

 

そ
う

い
っ

た
こ

と
は

、
難

し
い

の
で

し
ょ

う
か

？
 

1
7

2
 

視
覚

障
害

者
用

 

聴
覚

障
害

者
用

 

盲
ろ

う
者

用
 
そ

の
他

(誰
で

も

（
健

常
者

も
）

)

福
祉

専
門

職
 

Ｆ
Ｍ

モ
ジ

ガ
デ

ル

（
音

声
認

識
出

力
機

器
）

 

Ｆ
Ｍ

補
聴

シ
ス

テ
ム

の
Ｆ

Ｍ
電

波
で

と
ば

し
た

声
を

、
受

信
機

が
リ

ア
ル

タ
イ

ム
に

音
声

認
識

し
て

液
晶

表
示

装
置

に
出

力
し

て
墨

字

（
目

で
見

る
文

字
）

表
示

、
あ

る
い

は
機

械
的

点
字

デ
バ

イ
ス

に
出

力
し

て
点

字
表

示
で

き
る

と
便

利
で

す
。

漢
字

に
は

ル
ビ

が
ふ

ら
れ

る
と

知
的

障
害

者
や

日
本

語
学

習
中

の
外

国
人

に
も

便
利

で
す

。
ま

た
、

こ
の

機
器

で
音

声
認

識
入

力
し

た
「

さ
さ

き
」

や
「

し
ょ

う
ゆ

」

等
の

短
い

単
語

は
、

点
字

や
墨

字
の

ラ
ベ

ル
印

刷
機

に
出

力
し

て
貼

り
付

け
ラ

ベ
ル

を
簡

単
に

作
る

こ
と

が
で

き
る

と
便

利
で

す
。

点
字

を
よ

く
知

ら
な

い
健

常
者

が
点

字
ラ

ベ
ル

を
作

る
時

に
も

便
利

で
す

。
 

1
7

3
 

肢
体

障
害

者
用

 

聴
覚

障
害

者
用

 

福
祉

専
門

職
 

手
話

対
応

義
手

 
手

話
や

指
文

字
に

対
応

し
た

義
手

が
あ

る
と

上
肢

障
害

者
が

手
話

で
話

せ
ま

す
。

こ
の

義
手

の
駆

動
技

術
は

手
話

ロ
ボ

ッ
ト

の
ア

ー
ム

と

し
て

も
使

え
ま

す
。

 

1
7

4
 

視
覚

障
害

者
用

 

聴
覚

障
害

者
用

 

盲
ろ

う
者

用
 

福
祉

専
門

職
 

筆
談

・
指

点
字

て
ぶ

く
ろ

 

こ
の

手
袋

は
、

て
の

ひ
ら

書
き

文
字

を
て

の
ひ

ら
部

分
に

機
械

的
に

出
力

し
て

、
あ

た
か

も
て

の
ひ

ら
に

筆
談

文
字

が
書

か
れ

て
い

る
か

の
よ

う
に

感
じ

る
こ

と
が

で
き

る
デ

バ
イ

ス
で

す
。

テ
キ

ス
ト

フ
ァ

イ
ル

の
内

容
を

、
て

の
ひ

ら
に

機
械

的
筆

談
で

伝
え

る
こ

と
が

で
き

ま
す

。
ま

た
こ

の
手

袋
の

両
手

の
指

（
人

差
し

指
・

中
指

・
薬

指
）

が
機

械
的

に
振

動
す

る
と

指
点

字
デ

バ
イ

ス
と

し
て

も
使

う
こ

と
が

で
き

、
個

々
の

ニ
ー

ズ
に

応
じ

た
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

を
支

援
で

き
ま

す
。

 

1
7

5
 

肢
体

障
害

者
用

 
そ

の
他

("
")

 
車

い
す

や
障

害
の

あ

る
人

が
自

分
自

身
で

衣
類

を
収

納
で

き
る

ク
ロ

ー
ゼ

ッ
ト

 

今
、

使
用

し
て

い
る

ク
ロ

ー
ゼ

ッ
ト

に
取

り
付

け
る

だ
け

で
車

い
す

を
利

用
し

て
い

る
方

や
腰

や
足

を
痛

め
自

分
自

身
で

衣
類

収
納

で
き

ず
に

家
族

、
介

護
者

の
支

援
が

必
要

な
人

達
が

、
自

分
で

衣
類

を
収

納
で

き
る

ク
ロ

ー
ゼ

ッ
ト

で
す

。
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1
7

6
 

視
覚

障
害

者
用

 

そ
の

他
(手

帳
を

持
た

な
い

難
聴

者
・

高
齢

難
聴

者
) 

利
用

者
 

屋
内

用
ワ

イ
ヤ

レ
ス

音
声

送
信

機
（

施
設

用
）

及
び

受
信

機
（

利

用
者

用
）

 

 
障

害
者

手
帳

の
有

無
に

か
か

わ
ら

ず
、

音
声

を
聞

く
こ

と
で

生
活

し
て

い
る

難
聴

者
た

ち
は

会
議

や
講

演
会

な
ど

の
際

、
屋

内
で

ス
ピ

ー
カ

ー
か

ら
の

音
声

を
聞

き
取

る
こ

と
が

困
難

で
す

。
ス

ピ
ー

カ
ー

が
無

指
向

性
の

た
め

、
発

さ
れ

た
音

声
が

壁
や

天
井

な
ど

に
当

た
っ

て
反

射
し

な
が

ら
耳

に
届

く
の

で
、

音
声

の
明

瞭
度

が
低

下
し

、
聞

き
取

り
難

く
な

り
ま

す
。

し
か

し
、

マ
イ

ク
に

入
っ

た
音

声
を

直
接

聞
く

こ
と

が
で

き
れ

ば
、

明
瞭

度
が

高
く

聞
き

取
り

の
効

率
が

著
し

く
高

ま
り

ま
す

。
送

信
機

（
施

設
用

）
：

音
響

装
置

で
複

数
の

マ
イ

ク
か

ら
の

音
声

を
取

り
入

れ
る

ア
ン

プ
の

出
力

プ
ラ

グ
に

接
続

し
、

特
定

周
波

数
の

無
線

を
発

し
ま

す
。

ア
ン

プ
を

備
え

た
音

響
装

置
を

備
え

る
公

共
施

設
に

購
入

常
備

を
お

願
い

し
た

い
で

す
。

 
受

信
機

（
利

用
者

用
）

：
送

信
機

及
び

す
べ

て
の

屋
内

用
ワ

イ
ヤ

レ
ス

マ
イ

ク
か

ら
発

す
る

無
線

を
聞

き
取

る
こ

と
が

で
き

る
も

の
で

す
。

こ
の

場
合

、
電

波
法

で
定

め
ら

れ
て

い
る

屋
内

ラ
ジ

オ
マ

イ
ク

用
周

波
数

（
7

0
 M

H
z

帯
（

約
4

0
チ

ャ
ン

ネ
ル

）
, 
3

2
0

 M
H

z
帯

（
約

1
3

チ
ャ

ン
ネ

ル
）

, 
8

0
0

 M
H

z
帯

（
約

3
0

チ
ャ

ン
ネ

ル
）

）
す

べ
て

を
受

信
で

き
る

も
の

に
し

ま
す

。
そ

う
す

れ
ば

、
ど

の
公

共
施

設
に

行
っ

て
も

こ
の

受
信

機
１

台
で

明
瞭

な
音

声
を

聞
く

こ
と

が
で

き
ま

す
。

ま
た

、
複

数
の

マ
イ

ク
使

用
に

備
え

、
複

数
の

チ
ャ

ン
ネ

ル
を

同
時

受
信

で
き

る
シ

ス
テ

ム
が

内
蔵

さ
れ

れ
ば

、
よ

り
簡

便
に

使
用

で
き

ま
す

。
 

1
7

7
 

視
覚

障
害

者
用

 
利

用
者

 
音

声
婦

人
体

温
計

 
全

盲
で

も
使

え
る

、
音

声
読

み
上

げ
機

能
の

つ
い

た
も

の
。

検
温

結
果

が
数

か
月

も
保

存
で

き
確

認
で

き
る

な
ど

、
現

在
一

般
に

売
ら

れ

て
い

る
も

の
と

同
様

の
機

能
が

あ
る

こ
と

が
望

ま
し

い
。

 

1
7

8
 

視
覚

障
害

者
用

 
利

用
者

 
音

声
調

理
用

秤
 

調
理

用
の

秤
で

、
目

が
見

え
な

く
て

も
使

え
る

、
音

声
で

計
っ

た
も

の
の

重
さ

を
読

み
上

げ
る

も
の

。
 

1
7

9
 

視
覚

障
害

者
用

 
利

用
者

 
反

射
素

材
 

夜
盲

な
の

で
夜

道
を

歩
行

し
て

も
、

道
幅

が
分

か
り

や
す

く
な

る
よ

う
に

な
れ

ば
助

か
り

ま
す

。
歩

道
に

、
イ

ル
ミ

ネ
ー

シ
ョ

ン
的

が
良

い
と

は
思

い
ま

す
が

、
電

気
が

必
要

だ
し

全
道

路
に

は
め

込
む

の
は

不
可

能
と

考
え

ま
す

。
の

で
、

破
損

し
に

く
い

反
射

テ
ー

プ
、

で
き

れ
ば

コ
ン

ク
リ

ー
ト

に
混

ぜ
て

発
光

す
る

素
材

、
若

し
く

は
外

灯
な

ど
の

光
で

反
射

す
る

素
材

を
開

発
し

て
も

ら
い

た
い

と
願

っ
て

い
ま

す
。

 

1
8

0
 

視
覚

障
害

者
用

 
利

用
者

 
小

型
カ

メ
ラ

付
き

白

杖
 

白
杖

に
、

小
型

カ
メ

ラ
を

付
け

て
そ

の
映

像
（

障
害

物
や

段
差

、
曲

が
り

角
な

ど
）

を
音

声
（

イ
ヤ

ホ
ン

）
で

教
え

て
も

ら
え

る
よ

う
な

機
器

が
あ

れ
ば

嬉
し

く
思

い
ま

す
。

Ｇ
Ｐ

Ｓ
等

を
利

用
し

て
も

、
屋

内
や

地
下

街
な

ど
に

問
題

が
あ

り
そ

う
な

の
で

、
独

自
に

判
別

で
き

る
機

器
の

ほ
う

が
単

独
歩

行
で

き
る

の
で

は
と

思
い

ま
す

。
 

1
8

1
 

視
覚

障
害

者
用

 
利

用
者

 
音

声
機

能
付

き
電

卓
台

湾
製

に
あ

る
よ

う
で

す
け

ど
。

日
本

製
の

音
声

の
電

卓
が

ほ
し

い
で

す
。
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1
8

3
 

 
 

 
 

福
祉

工
学

カ
フ

ェ
の

お
知

ら
せ

（
2

0
1

0
.1

2
.2

7
 

第
2

回
）

 

第
2

回
福

祉
工

学
カ

フ
ェ

を
開

催
し

ま
す

。
視

覚
障

害
支

援
関

連
技

術
の

話
題

提
供

で
す

。
 

ご
関

心
が

あ
り

ま
し

た
ら

、
以

下
を

ご
覧

下
さ

い
。

 

h
tt

p
:/

/
w

w
w

.r
e
h

a
b

.g
o
.jp

/
ri
/e

v
e
n

t/
a
t_

c
a
fe

2
0

1
0

/
s
c
h

e
d

u
le

.h
tm

l 

2
0

1
0

年
1

2
月

2
7

日
 

1
3

:1
0

-1
6

:4
5

 

会
場

 
日

本
盲

人
会

連
合

 

1
8

4
 

 
 

 
 

車
い

す
フ

ッ
ト

レ
ス

ト
の

操
作

性
に

つ
い

て
 

福
祉

用
具

貸
与

事
業

所
の

相
談

員
で

す
。

フ
ッ

ト
レ

ス
ト

が
ス

イ
ン

グ
ア

ウ
ト

す
る

車
い

す
を

ご
利

用
の

お
客

様
よ

り
以

下
の

ご
意

見
を

い
た

だ
き

ま
し

た
。

収
納

場
所

か
ら

の
出

し
入

れ
や

、
車

へ
の

積
み

下
ろ

し
の

際
、

フ
ッ

ト
レ

ス
ト

が
外

れ
て

落
ち

た
り

、
ブ

ラ
ブ

ラ
し

て
周

り
に

ぶ
つ

か
っ

た
り

と
、

扱
い

づ
ら

い
。

い
ず

れ
の

状
況

で
も

、
ス

イ
ン

グ
ア

ウ
ト

し
て

の
取

り
扱

い
が

必
要

で
、

そ
の

都
度

取
り

外
す

手
間

を
か

け
な

い
で

済
ま

せ
た

い
。

ス
イ

ン
グ

ア
ウ

ト
し

た
状

態
で

フ
ッ

ト
レ

ス
ト

を
仮

固
定

（
例

え
ば

磁
石

や
フ

ッ
ク

等
で

簡
易

的
に

）
で

き
な

い
か

。
確

か
に

、
そ

の
よ

う
な

こ
と

が
で

き
れ

ば
、

扱
い

や
す

さ
は

向
上

す
る

と
思

わ
れ

る
の

で
す

が
、

自
分

の
調

べ
た

限
り

で
は

見
つ

か
り

ま
せ

ん
で

し
た

。
車

い
す

自
体

に
限

ら
ず

、
何

か
よ

い
解

決
方

法
を

お
持

ち
の

方
か

い
ら

っ
し

ゃ
い

ま
し

た
ら

、
お

教
え

い
た

だ
け

れ
ば

と
思

い
ま

す
。

 

1
8

5
 

児
童

用
 

そ
の

他
(研

究
機

関
) 

重
度

の
障

害
を

持
つ

子
供

た
ち

の
電

動
移

動
機

器
 

び
わ

こ
学

園
の

Ｐ
Ｔ

の
高

塩
純

一
さ

ん
と

い
う

方
が

，
重

度
の

障
害

を
持

つ
子

供
た

ち
に

対
し

て
の

電
動

移
動

機
器

の
研

究
開

発
を

行
っ

て
い

ま
す

．
大

き
な

ボ
タ

ン
で

動
く

シ
ン

プ
ル

な
電

動
の

全
方

向
移

動
車

い
す

で
す

．
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移
動

経
験

を
お

こ
な

う
こ

と
は

，
認

知
・

社
会

面
の

発
達

に
も

影
響

を
及

ぼ
す

の
で

，
早

期
の

段
階

か
ら

移
動

を
支

援
す

る
こ

と
が

重
要

，

と
別

の
リ

ハ
ビ

リ
の

お
医

者
さ

ん
か

ら
も

伺
っ

て
い

た
の

で
す

が
，

ま
さ

に
そ

の
よ

う
な

取
組

を
さ

れ
て

い
ま

す
．

先
日

見
学

さ
せ

て
頂

い
た

と
こ

ろ
，

こ
れ

ま
で

意
思

表
示

を
で

き
る

と
思

わ
れ

て
い

な
か

っ
た

重
度

障
害

を
持

つ
お

子
さ

ん
が

，
１

時
間

車
い

す
に

搭
乗

し
て

試
行

錯
誤

し
て

い
る

間
に

あ
る

人
（

Ｐ
Ｔ

の
女

性
）

に
近

づ
こ

う
と

し
て

い
る

の
が

分
か

っ
て

，
ご

両
親

が
感

激
さ

れ
て

い
ま

し
た

．「
電

動
車

い
す

」
に

な
る

の
か

「
重

度
障

害
者

用
意

思
伝

達
装

置
」

な
の

か
分

か
り

ま
せ

ん
が

，
こ

の
よ

う
な

技
術

の
完

成
度

（
安

全
性

な
ど

）

が
高

ま
り

，
（

現
状

は
非

常
に

高
価

の
よ

う
で

す
が

）
安

価
に

家
庭

で
使

え
る

よ
う

に
な

り
広

ま
る

と
，

重
度

の
障

害
を

持
つ

お
子

さ
ん

た
ち

の
生

活
や

人
生

が
変

わ
る

の
で

は
な

い
か

と
感

じ
た

の
で

す
が

，
世

の
中

で
ど

の
程

度
の

ニ
ー

ズ
が

あ
る

の
か

，
い

く
ら

で
出

来
れ

ば
い

い
か

，
皆

様
の

ご
意

見
を

伺
い

た
い

と
思

い
ま

す
．
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1
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視
覚

障
害

者
用

 

そ
の

他
(手

帳
を

持
た

な
い

難
聴

者
・

高
齢

難
聴

者
) 

利
用

者
 

屋
内

用
ワ

イ
ヤ

レ
ス

音
声

送
信

機
（

施
設

用
）

及
び

受
信

機
（

利

用
者

用
）

 

 
障

害
者

手
帳

の
有

無
に

か
か

わ
ら

ず
、

音
声

を
聞

く
こ

と
で

生
活

し
て

い
る

難
聴

者
た

ち
は

会
議

や
講

演
会

な
ど

の
際

、
屋

内
で

ス
ピ

ー
カ

ー
か

ら
の

音
声

を
聞

き
取

る
こ

と
が

困
難

で
す

。
ス

ピ
ー

カ
ー

が
無

指
向

性
の

た
め

、
発

さ
れ

た
音

声
が

壁
や

天
井

な
ど

に
当

た
っ

て
反

射
し

な
が

ら
耳

に
届

く
の

で
、

音
声

の
明

瞭
度

が
低

下
し

、
聞

き
取

り
難

く
な

り
ま

す
。

し
か

し
、

マ
イ

ク
に

入
っ

た
音

声
を

直
接

聞
く

こ
と

が
で

き
れ

ば
、

明
瞭

度
が

高
く

聞
き

取
り

の
効

率
が

著
し

く
高

ま
り

ま
す

。
送

信
機

（
施

設
用

）
：

音
響

装
置

で
複

数
の

マ
イ

ク
か

ら
の

音
声

を
取

り
入

れ
る

ア
ン

プ
の

出
力

プ
ラ

グ
に

接
続

し
、

特
定

周
波

数
の

無
線

を
発

し
ま

す
。

ア
ン

プ
を

備
え

た
音

響
装

置
を

備
え

る
公

共
施

設
に

購
入

常
備

を
お

願
い

し
た

い
で

す
。

 
受

信
機

（
利

用
者

用
）

：
送

信
機

及
び

す
べ

て
の

屋
内

用
ワ

イ
ヤ

レ
ス

マ
イ

ク
か

ら
発

す
る

無
線

を
聞

き
取

る
こ

と
が

で
き

る
も

の
で

す
。

こ
の

場
合

、
電

波
法

で
定

め
ら

れ
て

い
る

屋
内

ラ
ジ

オ
マ

イ
ク

用
周

波
数

（
7

0
 M

H
z

帯
（

約
4

0
チ

ャ
ン

ネ
ル

）
, 
3

2
0

 M
H

z
帯

（
約

1
3

チ
ャ

ン
ネ

ル
）

, 
8

0
0

 M
H

z
帯

（
約

3
0

チ
ャ

ン
ネ

ル
）

）
す

べ
て

を
受

信
で

き
る

も
の

に
し

ま
す

。
そ

う
す

れ
ば

、
ど

の
公

共
施

設
に

行
っ

て
も

こ
の

受
信

機
１

台
で

明
瞭

な
音

声
を

聞
く

こ
と

が
で

き
ま

す
。

ま
た

、
複

数
の

マ
イ

ク
使

用
に

備
え

、
複

数
の

チ
ャ

ン
ネ

ル
を

同
時

受
信

で
き

る
シ

ス
テ

ム
が

内
蔵

さ
れ

れ
ば

、
よ

り
簡

便
に

使
用

で
き

ま
す

。
 

1
7

7
 

視
覚

障
害

者
用

 
利

用
者

 
音

声
婦

人
体

温
計

 
全

盲
で

も
使

え
る

、
音

声
読

み
上

げ
機

能
の

つ
い

た
も

の
。

検
温

結
果

が
数

か
月

も
保

存
で

き
確

認
で

き
る

な
ど

、
現

在
一

般
に

売
ら

れ

て
い

る
も

の
と

同
様

の
機

能
が

あ
る

こ
と

が
望

ま
し

い
。

 

1
7

8
 

視
覚

障
害

者
用

 
利

用
者

 
音

声
調

理
用

秤
 

調
理

用
の

秤
で

、
目

が
見

え
な

く
て

も
使

え
る

、
音

声
で

計
っ

た
も

の
の

重
さ

を
読

み
上

げ
る

も
の

。
 

1
7

9
 

視
覚

障
害

者
用

 
利

用
者

 
反

射
素

材
 

夜
盲

な
の

で
夜

道
を

歩
行

し
て

も
、

道
幅

が
分

か
り

や
す

く
な

る
よ

う
に

な
れ

ば
助

か
り

ま
す

。
歩

道
に

、
イ

ル
ミ

ネ
ー

シ
ョ

ン
的

が
良

い
と

は
思

い
ま

す
が

、
電

気
が

必
要

だ
し

全
道

路
に

は
め

込
む

の
は

不
可

能
と

考
え

ま
す

。
の

で
、

破
損

し
に

く
い

反
射

テ
ー

プ
、

で
き

れ
ば

コ
ン

ク
リ

ー
ト

に
混

ぜ
て

発
光

す
る

素
材

、
若

し
く

は
外

灯
な

ど
の

光
で

反
射

す
る

素
材

を
開

発
し

て
も

ら
い

た
い

と
願

っ
て

い
ま

す
。

 

1
8

0
 

視
覚

障
害

者
用

 
利

用
者

 
小

型
カ

メ
ラ

付
き

白

杖
 

白
杖

に
、

小
型

カ
メ

ラ
を

付
け

て
そ

の
映

像
（

障
害

物
や

段
差

、
曲

が
り

角
な

ど
）

を
音

声
（

イ
ヤ

ホ
ン

）
で

教
え

て
も

ら
え

る
よ

う
な

機
器

が
あ

れ
ば

嬉
し

く
思

い
ま

す
。

Ｇ
Ｐ

Ｓ
等

を
利

用
し

て
も

、
屋

内
や

地
下

街
な

ど
に

問
題

が
あ

り
そ

う
な

の
で

、
独

自
に

判
別

で
き

る
機

器
の

ほ
う

が
単

独
歩

行
で

き
る

の
で

は
と

思
い

ま
す

。
 

1
8

1
 

視
覚

障
害

者
用

 
利

用
者

 
音

声
機

能
付

き
電

卓
台

湾
製

に
あ

る
よ

う
で

す
け

ど
。

日
本

製
の

音
声

の
電

卓
が

ほ
し

い
で

す
。
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福
祉

工
学

カ
フ

ェ
の

お
知

ら
せ

（
2

0
1

0
.1

2
.2

7
 

第
2

回
）

 

第
2

回
福

祉
工

学
カ

フ
ェ

を
開

催
し

ま
す

。
視

覚
障

害
支

援
関

連
技

術
の

話
題

提
供

で
す

。
 

ご
関

心
が

あ
り

ま
し

た
ら

、
以

下
を

ご
覧

下
さ

い
。
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2
月
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日
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会
場

 
日

本
盲

人
会

連
合

 

1
8

4
 

 
 

 
 

車
い

す
フ

ッ
ト

レ
ス

ト
の

操
作

性
に

つ
い

て
 

福
祉

用
具

貸
与

事
業

所
の

相
談

員
で

す
。

フ
ッ

ト
レ

ス
ト

が
ス

イ
ン

グ
ア

ウ
ト

す
る

車
い

す
を

ご
利

用
の

お
客

様
よ

り
以

下
の

ご
意

見
を

い
た

だ
き

ま
し

た
。

収
納

場
所

か
ら

の
出

し
入

れ
や

、
車

へ
の

積
み

下
ろ

し
の

際
、

フ
ッ

ト
レ

ス
ト

が
外

れ
て

落
ち

た
り

、
ブ

ラ
ブ

ラ
し

て
周

り
に

ぶ
つ

か
っ

た
り

と
、

扱
い

づ
ら

い
。

い
ず

れ
の

状
況

で
も

、
ス

イ
ン

グ
ア

ウ
ト

し
て

の
取

り
扱

い
が

必
要

で
、

そ
の

都
度

取
り

外
す

手
間

を
か

け
な

い
で

済
ま

せ
た

い
。

ス
イ

ン
グ

ア
ウ

ト
し

た
状

態
で

フ
ッ

ト
レ

ス
ト

を
仮

固
定

（
例

え
ば

磁
石

や
フ

ッ
ク

等
で

簡
易

的
に

）
で

き
な

い
か

。
確

か
に

、
そ

の
よ

う
な

こ
と

が
で

き
れ

ば
、

扱
い

や
す

さ
は

向
上

す
る

と
思

わ
れ

る
の

で
す

が
、

自
分

の
調

べ
た

限
り

で
は

見
つ

か
り

ま
せ

ん
で

し
た

。
車

い
す

自
体

に
限

ら
ず

、
何

か
よ

い
解

決
方

法
を

お
持

ち
の

方
か

い
ら

っ
し

ゃ
い

ま
し

た
ら

、
お

教
え

い
た

だ
け

れ
ば

と
思

い
ま

す
。

 

1
8

5
 

児
童

用
 

そ
の

他
(研

究
機

関
) 

重
度

の
障

害
を

持
つ

子
供

た
ち

の
電

動
移

動
機

器
 

び
わ

こ
学

園
の

Ｐ
Ｔ

の
高

塩
純

一
さ

ん
と

い
う

方
が

，
重

度
の

障
害

を
持

つ
子

供
た

ち
に

対
し

て
の

電
動

移
動

機
器

の
研

究
開

発
を

行
っ

て
い

ま
す

．
大

き
な

ボ
タ

ン
で

動
く

シ
ン

プ
ル

な
電

動
の

全
方

向
移

動
車

い
す

で
す

．
 

h
tt

p
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/
w

w
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g
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/
0

7
/1

3
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移
動

経
験

を
お

こ
な

う
こ

と
は

，
認

知
・

社
会

面
の

発
達

に
も

影
響

を
及

ぼ
す

の
で

，
早

期
の

段
階

か
ら

移
動

を
支

援
す

る
こ

と
が

重
要

，

と
別

の
リ

ハ
ビ

リ
の

お
医

者
さ

ん
か

ら
も

伺
っ

て
い

た
の

で
す

が
，

ま
さ

に
そ

の
よ

う
な

取
組

を
さ

れ
て

い
ま

す
．

先
日

見
学

さ
せ

て
頂

い
た

と
こ

ろ
，

こ
れ

ま
で

意
思

表
示

を
で

き
る

と
思

わ
れ

て
い

な
か

っ
た

重
度

障
害

を
持

つ
お

子
さ

ん
が

，
１

時
間

車
い

す
に

搭
乗

し
て

試
行

錯
誤

し
て

い
る

間
に

あ
る

人
（

Ｐ
Ｔ

の
女

性
）

に
近

づ
こ

う
と

し
て

い
る

の
が

分
か

っ
て

，
ご

両
親

が
感

激
さ

れ
て

い
ま

し
た

．「
電

動
車

い
す

」
に

な
る

の
か

「
重

度
障

害
者

用
意

思
伝

達
装

置
」

な
の

か
分

か
り

ま
せ

ん
が

，
こ

の
よ

う
な

技
術

の
完

成
度

（
安

全
性

な
ど

）

が
高

ま
り

，
（

現
状

は
非

常
に

高
価

の
よ

う
で

す
が

）
安

価
に

家
庭

で
使

え
る

よ
う

に
な

り
広

ま
る

と
，

重
度

の
障

害
を

持
つ

お
子

さ
ん

た
ち

の
生

活
や

人
生

が
変

わ
る

の
で

は
な

い
か

と
感

じ
た

の
で

す
が

，
世

の
中

で
ど

の
程

度
の

ニ
ー

ズ
が

あ
る

の
か

，
い

く
ら

で
出

来
れ

ば
い

い
か

，
皆

様
の

ご
意

見
を

伺
い

た
い

と
思

い
ま

す
．
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1
8

6
 

肢
体

障
害

者
用

 
開

発
メ

ー
カ

 
介

助
が

楽
な

ポ
ー

タ

ブ
ル

ト
イ

レ
用

の
手

す
り

に
つ

い
て

 

ポ
ー

タ
ブ

ル
ト

イ
レ

用
の

手
す

り
を

考
案

し
、

実
用

新
案

の
申

請
を

し
た

と
こ

ろ
登

録
さ

れ
ま

し
た

。
 

筋
力

の
弱

っ
た

父
の

介
護

を
し

な
が

ら
、

楽
に

座
っ

た
り

立
っ

た
り

で
き

る
事

を
第

一
に

考
え

た
も

の
で

す
。

市
販

の
パ

イ
プ

や
ジ

ョ
イ

ン
ト

を
組

み
合

わ
せ

て
作

り
、

実
際

使
っ

て
い

ま
し

た
が

、
腰

へ
の

負
担

も
軽

減
さ

れ
、

と
て

も
便

利
で

し
た

。
こ

れ
を

商
品

化
し

て
下

さ
る

企
業

を
探

し
て

お
り

ま
す

。
 

1
8

7
 

肢
体

障
害

者
用

 
開

発
メ

ー
カ

 
パ

ー
キ

ン
ソ

ン
症

の

リ
ハ

ビ
リ

杖
 

パ
ー

キ
ン

ソ
ン

症
の

す
く

み
足

改
善

用
の

リ
ハ

ビ
リ

杖
で

す
。

 

す
く

み
足

の
リ

ハ
ビ

リ
に

は
床

に
貼

っ
た

テ
ー

プ
を

踏
み

越
え

る
よ

う
に

し
て

歩
き

だ
す

こ
と

が
有

効
と

さ
れ

て
い

ま
す

。
 

自
宅

や
リ

ハ
ビ

リ
施

設
で

は
い

つ
で

も
テ

ー
プ

を
貼

っ
て

お
く

こ
と

が
可

能
で

す
が

、
外

出
先

で
は

そ
う

は
い

き
ま

せ
ん

。
 

そ
こ

で
使

い
慣

れ
た

ご
自

分
の

杖
に

レ
ー

ザ
ー

発
光

器
を

取
り

付
け

て
、

い
つ

で
も

ど
こ

で
も

テ
ー

プ
を

床
に

貼
っ

て
い

る
の

と
同

じ
状

態
を

再
現

出
来

る
も

の
を

作
り

ま
し

た
。

 

手
元

の
ス

イ
ッ

チ
で

足
元

に
赤

い
レ

ー
ザ

ー
ラ

イ
ン

が
出

現
し

ま
す

。
 

現
在

埼
玉

の
リ

ハ
ビ

リ
病

院
に

て
実

証
試

験
中

で
す

。
 

い
ず

れ
歩

行
器

に
も

取
り

付
け

可
能

な
物

し
て

ゆ
き

た
い

と
考

え
て

い
ま

す
。

 

1
8

8
 

 
 

 
 

｢
障

害
者

自
立

支
援

機
器

等
開

発
促

進
事

業
（

厚
生

労
働

省
）

｣

の
ご

案
内

 

｢
障

害
者

自
立

支
援

機
器

等
開

発
促

進
事

業
（

厚
生

労
働

省
）

｣
の

ご
案

内
を

掲
載

し
ま

し
た

。
 

詳
し

く
は

、
下

記
の

ペ
ー

ジ
を

参
照

く
だ

さ
い

。
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1
8

9
 

そ
の

他
 

そ
の

他
("

")
 

こ
の

サ
イ

ト
に

つ
い

て
 

い
ま

い
ち

盛
り

上
が

ら
な

い
の

は
な

ぜ
な

ん
で

し
ょ

う
か

？
ど

う
し

た
ら

盛
り

上
が

る
と

思
い

ま
す

か
？

私
も

色
々

投
稿

し
た

い
で

す

が
、

あ
ま

り
盛

り
上

が
っ

て
い

な
い

よ
う

な
の

で
傍

目
か

ら
見

て
い

る
事

が
多

い
で

す
。

せ
っ

か
く

の
交

流
サ

イ
ト

な
の

で
も

っ
と

活
発

な
場

に
な

り
、

有
意

義
な

情
報

が
あ

る
サ

イ
ト

に
な

っ
て

ほ
し

い
で

す
。

皆
さ

ん
ど

う
思

わ
れ

ま
す

か
？

 

1
9

0
 

 
 

 
 

セ
ミ

ナ
ー

の
案

内
 

障
害

者
の

Q
O

L
向

上
の

た
め

の
オ

ー
フ

ァ
ン

・
プ

ロ
ダ

ク
ツ

障
害

者
の

Q
O

L
向

上
の

た
め

の
オ

ー
フ

ァ
ン

・
プ

ロ
ダ

ク
ツ

 
－

ア
ジ

ア
に

お
け

る
研

究
開

発
、

適
合

の
現

況
と

こ
れ

か
ら

－
表

記
の

国
際

セ
ミ

ナ
ー

を
開

催
し

ま
す

。
ご

関
心

が
あ

り
ま

し
た

ら
、

以
下

を
ご

覧
下

さ
い

。
・

主
催

 
 
 
国

立
障

害
者

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン

セ
ン

タ
ー

・
開

催
日

時
 

平
成

2
3

年
2

月
1

9
日

（
土

）
 

1
2

時
4

5
分

～
1

7
時

2
0

分
・

開
催

場
所

 
国

立
障

害
者

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
セ

ン
タ

ー
学

院
６

Ｆ
大

研
修

室
（

埼
玉

県
所

沢
市

並
木

４
－

１
）

・
参

加
費

 
セ

ミ
ナ

ー
参

加
費

 
無

料
・

使
用

言
語

 
 
日

本
語

と
英

語
（

日
英

同
時

通
訳

）
要

約
筆

記
、

手
話

通
訳

あ
り

ま
す
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1
9

1
 

 
 

 
 

障
害

者
自

立
支

援
機

器
等

開
発

促
進

事
業

に
お

け
る

開
発

成
果

の
一

般
公

開
 

表
記

の
成

果
発

表
会

を
開

催
し

ま
す

。
 

日
時

 
３

月
９

日
（

水
）

 
1

1
:0

0
-
1

5
:0

0
 

場
所

 
厚

生
労

働
省

 
２

F
 

講
堂

 

詳
細

は
以

下
の

厚
生

労
働

省
の

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

を
ご

覧
下

さ
い

。
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今
回

の
機

器
展

示
、

デ
モ

ン
ス

ト
レ

ー
シ

ョ
ン

は
、

製
品

化
を

目
指

し
て

開
発

中
の

機
器

で
す

。
こ

の
事

業
で

は
開

発
を

行
う

企
業

や
障

害
当

事
者

等
が

連
携

し
、

実
証

試
験

等
を

通
じ

て
、

障
害

当
事

者
が

実
際

に
使

い
や

す
く

な
る

よ
う

に
開

発
を

促
進

し
、

障
害

者
の

自
立

や
社

会
参

加
の

促
進

に
資

す
る

こ
と

と
し

て
い

ま
す

。
 

ご
参

加
さ

れ
、

よ
り

良
い

支
援

機
器

に
な

る
よ

う
に

ア
ド

バ
イ

ス
な

ど
頂

け
る

と
幸

い
で

す
。

 

1
9

2
 

肢
体

障
害

者
用

 
開

発
メ

ー
カ

 
半

身
不

自
由

な
か

た

で
も

一
人

で
リ

ハ
ビ

リ
で

き
ま

す
。

 

木
製

の
足

ブ
ラ

ン
コ

は
腰

掛
け

て
股

開
き

運
動

、
自

力
で

交
互

に
腿

上
げ

運
動

で
き

ま
す

。
利

き
手

で
不

自
由

側
の

足
、

脚
の

開
閉

の
リ

ハ
ビ

リ
で

き
ま

す
。

利
き

足
で

不
自

由
な

足
、

脚
の

上
、

下
の

リ
ハ

ビ
リ

で
き

ま
す

。
車

椅
子

で
向

き
あ

つ
て

手
の

上
、

下
運

動
お

し
ゃ

べ
り

し
な

が
ら

楽
し

く
で

き
ま

す
。

股
関

節
は

体
を

支
え

る
土

台
で

す
。

股
関

節
の

柔
軟

運
動

は
歩

く
の

が
楽

に
な

り
ま

す
。

検
証

す
み

で
す

。
 

1
9

3
 

肢
体

障
害

者
用

 
開

発
メ

ー
カ

 
足

ブ
ラ

ン
コ

 
木

製
の

足
ブ

ラ
ン

コ
は

腰
掛

け
て

足
に

体
重

を
か

け
な

い
で

股
開

き
運

動
、

自
力

で
交

互
に

も
も

上
げ

運
動

で
き

ま
す

。
半

身
不

自
由

な

か
た

で
も

利
き

手
で

不
自

由
側

の
足

脚
を

開
閉

の
リ

ハ
ビ

リ
で

き
ま

す
。

利
き

足
で

不
自

由
側

の
足

脚
の

上
、

下
運

動
の

リ
ハ

ビ
リ

で
き

ま
す

。
車

椅
子

で
向

き
あ

っ
て

交
互

に
手

の
リ

ハ
ビ

リ
で

き
ま

す
。

 

1
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4
 

 
 

 
 

平
成

２
３

年
度

障
害

者
自

立
支

援
機

器
等

開
発

促
進

事
業

の
公

募
 

平
成

２
３

年
度

障
害

者
自

立
支

援
機

器
等

開
発

促
進

事
業

の
公

募
を

開
始

し
ま

し
た

。
 

〆
切

 
平

成
２

３
年

４
月

１
５

日
（

金
）

（
必

着
）

 

詳
細

は
、

以
下

を
ご

覧
下

さ
い

。
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1
8

6
 

肢
体

障
害

者
用

 
開

発
メ

ー
カ

 
介

助
が

楽
な

ポ
ー

タ

ブ
ル

ト
イ

レ
用

の
手

す
り

に
つ

い
て

 

ポ
ー

タ
ブ

ル
ト

イ
レ

用
の

手
す

り
を

考
案

し
、

実
用

新
案

の
申

請
を

し
た

と
こ

ろ
登

録
さ

れ
ま

し
た

。
 

筋
力

の
弱

っ
た

父
の

介
護

を
し

な
が

ら
、

楽
に

座
っ

た
り

立
っ

た
り

で
き

る
事

を
第

一
に

考
え

た
も

の
で

す
。

市
販

の
パ

イ
プ

や
ジ

ョ
イ

ン
ト

を
組

み
合

わ
せ

て
作

り
、

実
際

使
っ

て
い

ま
し

た
が

、
腰

へ
の

負
担

も
軽

減
さ

れ
、

と
て

も
便

利
で

し
た

。
こ

れ
を

商
品

化
し

て
下

さ
る

企
業

を
探

し
て

お
り

ま
す

。
 

1
8

7
 

肢
体

障
害

者
用

 
開

発
メ

ー
カ

 
パ

ー
キ

ン
ソ

ン
症

の

リ
ハ

ビ
リ

杖
 

パ
ー

キ
ン

ソ
ン

症
の

す
く

み
足

改
善

用
の

リ
ハ

ビ
リ

杖
で

す
。

 

す
く

み
足

の
リ

ハ
ビ

リ
に

は
床

に
貼

っ
た

テ
ー

プ
を

踏
み

越
え

る
よ

う
に

し
て

歩
き

だ
す

こ
と

が
有

効
と

さ
れ

て
い

ま
す

。
 

自
宅

や
リ

ハ
ビ

リ
施

設
で

は
い

つ
で

も
テ

ー
プ

を
貼

っ
て

お
く

こ
と

が
可

能
で

す
が

、
外

出
先

で
は

そ
う

は
い

き
ま

せ
ん

。
 

そ
こ

で
使

い
慣

れ
た

ご
自

分
の

杖
に

レ
ー

ザ
ー

発
光

器
を

取
り

付
け

て
、

い
つ

で
も

ど
こ

で
も

テ
ー

プ
を

床
に

貼
っ

て
い

る
の

と
同

じ
状

態
を

再
現

出
来

る
も

の
を

作
り

ま
し

た
。

 

手
元

の
ス

イ
ッ

チ
で

足
元

に
赤

い
レ

ー
ザ

ー
ラ

イ
ン

が
出

現
し

ま
す

。
 

現
在

埼
玉

の
リ

ハ
ビ

リ
病

院
に

て
実

証
試

験
中

で
す

。
 

い
ず

れ
歩

行
器

に
も

取
り

付
け

可
能

な
物

し
て

ゆ
き

た
い

と
考

え
て

い
ま

す
。

 

1
8

8
 

 
 

 
 

｢
障

害
者

自
立

支
援

機
器

等
開

発
促

進
事

業
（

厚
生

労
働

省
）

｣

の
ご

案
内

 

｢
障

害
者

自
立

支
援

機
器

等
開

発
促

進
事

業
（

厚
生

労
働

省
）

｣
の

ご
案

内
を

掲
載

し
ま

し
た

。
 

詳
し

く
は

、
下

記
の

ペ
ー

ジ
を

参
照

く
だ

さ
い

。
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1
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9
 

そ
の

他
 

そ
の

他
("

")
 

こ
の

サ
イ

ト
に

つ
い

て
 

い
ま

い
ち

盛
り

上
が

ら
な

い
の

は
な

ぜ
な

ん
で

し
ょ

う
か

？
ど

う
し

た
ら

盛
り

上
が

る
と

思
い

ま
す

か
？

私
も

色
々

投
稿

し
た

い
で

す

が
、

あ
ま

り
盛

り
上

が
っ

て
い

な
い

よ
う

な
の

で
傍

目
か

ら
見

て
い

る
事

が
多

い
で

す
。

せ
っ

か
く

の
交

流
サ

イ
ト

な
の

で
も

っ
と

活
発

な
場

に
な

り
、

有
意

義
な

情
報

が
あ

る
サ

イ
ト

に
な

っ
て

ほ
し

い
で

す
。

皆
さ

ん
ど

う
思

わ
れ

ま
す

か
？

 

1
9

0
 

 
 

 
 

セ
ミ

ナ
ー

の
案

内
 

障
害

者
の

Q
O

L
向

上
の

た
め

の
オ

ー
フ

ァ
ン

・
プ

ロ
ダ

ク
ツ

障
害

者
の

Q
O

L
向

上
の

た
め

の
オ

ー
フ

ァ
ン

・
プ

ロ
ダ

ク
ツ

 
－

ア
ジ

ア
に

お
け

る
研

究
開

発
、

適
合

の
現

況
と

こ
れ

か
ら

－
表

記
の

国
際

セ
ミ

ナ
ー

を
開

催
し

ま
す

。
ご

関
心

が
あ

り
ま

し
た

ら
、

以
下

を
ご

覧
下

さ
い

。
・

主
催

 
 
 
国

立
障

害
者

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン

セ
ン

タ
ー

・
開

催
日

時
 

平
成

2
3

年
2

月
1

9
日

（
土

）
 

1
2

時
4

5
分

～
1

7
時

2
0

分
・

開
催

場
所

 
国

立
障

害
者

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
セ

ン
タ

ー
学

院
６

Ｆ
大

研
修

室
（

埼
玉

県
所

沢
市

並
木

４
－

１
）

・
参

加
費

 
セ

ミ
ナ

ー
参

加
費

 
無

料
・

使
用

言
語

 
 
日

本
語

と
英

語
（

日
英

同
時

通
訳

）
要

約
筆

記
、

手
話

通
訳

あ
り

ま
す
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1
9

1
 

 
 

 
 

障
害

者
自

立
支

援
機

器
等

開
発

促
進

事
業

に
お

け
る

開
発

成
果

の
一

般
公

開
 

表
記

の
成

果
発

表
会

を
開

催
し

ま
す

。
 

日
時

 
３

月
９

日
（

水
）

 
1

1
:0

0
-
1

5
:0

0
 

場
所

 
厚

生
労

働
省

 
２

F
 

講
堂

 

詳
細

は
以

下
の

厚
生

労
働

省
の

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

を
ご

覧
下

さ
い

。
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今
回

の
機

器
展

示
、

デ
モ

ン
ス

ト
レ

ー
シ

ョ
ン

は
、

製
品

化
を

目
指

し
て

開
発

中
の

機
器

で
す

。
こ

の
事

業
で

は
開

発
を

行
う

企
業

や
障

害
当

事
者

等
が

連
携

し
、

実
証

試
験

等
を

通
じ

て
、

障
害

当
事

者
が

実
際

に
使

い
や

す
く

な
る

よ
う

に
開

発
を

促
進

し
、

障
害

者
の

自
立

や
社

会
参

加
の

促
進

に
資

す
る

こ
と

と
し

て
い

ま
す

。
 

ご
参

加
さ

れ
、

よ
り

良
い

支
援

機
器

に
な

る
よ

う
に

ア
ド

バ
イ

ス
な

ど
頂

け
る

と
幸

い
で

す
。

 

1
9

2
 

肢
体

障
害

者
用

 
開

発
メ

ー
カ

 
半

身
不

自
由

な
か

た

で
も

一
人

で
リ

ハ
ビ

リ
で

き
ま

す
。

 

木
製

の
足

ブ
ラ

ン
コ

は
腰

掛
け

て
股

開
き

運
動

、
自

力
で

交
互

に
腿

上
げ

運
動

で
き

ま
す

。
利

き
手

で
不

自
由

側
の

足
、

脚
の

開
閉

の
リ

ハ
ビ

リ
で

き
ま

す
。

利
き

足
で

不
自

由
な

足
、

脚
の

上
、

下
の

リ
ハ

ビ
リ

で
き

ま
す

。
車

椅
子

で
向

き
あ

つ
て

手
の

上
、

下
運

動
お

し
ゃ

べ
り

し
な

が
ら

楽
し

く
で

き
ま

す
。

股
関

節
は

体
を

支
え

る
土

台
で

す
。

股
関

節
の

柔
軟

運
動

は
歩

く
の

が
楽

に
な

り
ま

す
。

検
証

す
み

で
す

。
 

1
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3
 

肢
体

障
害

者
用

 
開

発
メ

ー
カ

 
足

ブ
ラ

ン
コ

 
木

製
の

足
ブ

ラ
ン

コ
は

腰
掛

け
て

足
に

体
重

を
か

け
な

い
で

股
開

き
運

動
、

自
力

で
交

互
に

も
も

上
げ

運
動

で
き

ま
す

。
半

身
不

自
由

な

か
た

で
も

利
き

手
で

不
自

由
側

の
足

脚
を

開
閉

の
リ

ハ
ビ

リ
で

き
ま

す
。

利
き

足
で

不
自

由
側

の
足

脚
の

上
、

下
運

動
の

リ
ハ

ビ
リ

で
き

ま
す

。
車

椅
子

で
向

き
あ

っ
て

交
互

に
手

の
リ

ハ
ビ

リ
で

き
ま

す
。
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平
成

２
３

年
度

障
害

者
自

立
支

援
機

器
等

開
発

促
進

事
業

の
公

募
 

平
成

２
３

年
度

障
害

者
自

立
支

援
機

器
等

開
発

促
進

事
業

の
公

募
を

開
始

し
ま

し
た

。
 

〆
切

 
平

成
２

３
年

４
月

１
５

日
（

金
）

（
必

着
）

 

詳
細

は
、

以
下

を
ご

覧
下

さ
い

。
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1
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児
童

用
 

利
用

者
の

家
族

 
ユ

ニ
バ

ー
サ

ル
デ

ザ

イ
ン

遊
具

 

ア
メ

リ
カ

に
旅

行
し

た
と

き
、

現
地

の
公

園
で

見
つ

け
た

ブ
ラ

ン
コ

に
ヒ

ン
ト

を
得

ま
し

た
。

ク
ッ

シ
ョ

ン
チ

ェ
ア

の
よ

う
な

椅
子

に
ベ

ル
ト

が
つ

い
た

よ
う

な
デ

ザ
イ

ン
の

も
の

を
、

鎖
で

釣
っ

て
い

ま
し

た
。

背
も

た
れ

が
結

構
高

か
っ

た
の

で
、

首
が

ま
だ

据
わ

ら
な

い
5

歳
の

息
子

も
乗

せ
る

こ
と

が
で

き
、

親
が

抱
っ

こ
し

な
く

て
も

大
丈

夫
で

し
た

。
そ

れ
は

腰
ベ

ル
ト

が
あ

っ
た

の
で

す
が

、
脇

に
も

ベ
ル

ト
が

あ
っ

た
り

、
股

当
て

に
な

る
よ

う
な

突
起

部
分

が
あ

れ
ば

、
誰

で
も

遊
べ

る
よ

り
安

全
な

ブ
ラ

ン
コ

が
で

き
る

と
思

い
ま

す
。

ま
た

、

ベ
ル

ト
で

身
体

を
固

定
で

き
る

ク
ッ

シ
ョ

ン
チ

ェ
ア

の
よ

う
な

も
の

を
滑

り
台

に
は

め
こ

ん
で

子
供

一
人

を
乗

せ
て

上
か

ら
滑

ら
せ

る

こ
と

が
で

き
る

遊
具

が
あ

っ
た

ら
い

い
な

と
思

い
ま

し
た

。
公

園
で

、
肢

体
不

自
由

児
を

遊
ば

せ
て

あ
げ

る
の

は
身

体
が

小
さ

い
う

ち
し

か
で

き
な

い
の

で
、
上

記
の

よ
う

な
遊

具
が

あ
れ

ば
、
小

学
校

中
～

高
学

年
く

ら
い

ま
で

遊
ば

せ
て

あ
げ

ら
れ

る
の

で
は

？
と

思
い

ま
す

。

通
園

施
設

や
、

普
通

の
公

園
に

設
置

で
き

た
ら

み
ん

な
で

使
え

て
い

い
で

す
。

宜
し

く
お

願
い

い
た

し
ま

す
。

 

1
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7
 

肢
体

障
害

者
用

 
開

発
メ

ー
カ

 
す

ん
止

メ
君

 
新

製
品

「
す

ん
止

メ
君

」
の

紹
介

で
す

。
車

椅
子

で
の

ヒ
ヤ

リ
ハ

ッ
ト

事
故

防
止

に
役

立
ち

ま
す

。
車

椅
子

の
停

止
の

際
に

サ
イ

ド
の

パ

ー
キ

ン
グ

ブ
レ

ー
キ

を
掛

け
忘

れ
た

場
合

、
人

が
立

っ
た

瞬
間

、
車

椅
子

が
後

ろ
に

下
が

る
事

を
防

ぐ
為

の
安

全
ス

ト
ッ

パ
ー

で
す

。
こ

れ
は

あ
く

ま
で

も
ブ

レ
ー

キ
の

ロ
ッ

ク
機

能
で

は
あ

り
ま

せ
ん

。
後

退
す

る
際

に
ス

ト
ッ

パ
ー

の
横

に
付

い
て

る
ゴ

ム
が

主
車

輪
の

リ
ム

に
食

い
つ

き
、

ゴ
ム

と
リ

ム
と

摩
擦

で
止

め
、

後
ろ

に
下

が
り

に
く

く
す

る
働

き
を

し
ま

す
。

人
が

座
っ

て
い

て
も

い
な

く
て

も
ど

ち
ら

も
有

効
で

す
。

人
が

座
っ

て
る

時
は

体
重

の
重

み
で

違
和

感
な

く
後

退
し

、
人

が
降

り
た

時
は

車
椅

子
の

重
さ

だ
け

を
支

え
る

働
き

を
し

ま
す

の
で

、
後

ろ
に

下
が

り
に

く
い

機
構

に
な

っ
て

ま
す

。
も

ち
ろ

ん
車

椅
子

に
後

付
け

が
可

能
で

す
。

ユ
ー

チ
ュ

ー
ブ

で
ご

覧
に

な
れ

ま
す

。
「

す
ん

止
メ

君
」

と
検

索
し

て
み

て
下

さ
い

！
 

1
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8
 

肢
体

障
害

者
用

 
開

発
メ

ー
カ

 
か

ん
た

ん
リ

フ
ト

 
標

準
的

な
車

椅
子

の
前

輪
を

持
ち

上
げ

て
テ

ィ
ル

ト
機

能
を

持
た

せ
ま

す
。

ご
興

味
の

あ
る

方
は

、
下

記
の

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

を
ご

覧
下

さ

い
。
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1
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9
 

肢
体

障
害

者
用

 
開

発
メ

ー
カ

 
ワ

ン
ハ

ン
ド

 
テ

ィ

ッ
シ

ュ
ボ

ッ
ク

ス
 

片
腕

し
か

動
か

せ
な

い
方

で
も

、
ト

イ
レ

ッ
ト

ペ
ー

パ
ー

が
、

あ
ら

か
じ

め
重

ね
て

折
り

た
た

ん
で

あ
り

ま
す

の
で

、
簡

単
に

 

使
用

で
き

ま
す

。
 

尚
、

木
製

テ
ィ

ッ
シ

ュ
ボ

ッ
ク

ス
と

テ
ィ

ッ
シ

ュ
ペ

ー
パ

ー
の

折
り

た
た

み
作

業
は

、
障

が
い

者
作

業
所

の
協

力
で

、

作
ら

れ
て

お
り

ま
す

。
ご

興
味

の
あ

る
方

は
、

下
記

の
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
を

ご
覧

下
さ

い
。
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2
0

0
 

 
 

 
 

災
害

対
策

の
支

援
機

器
に

関
す

る
ご

要
望

や
支

援
機

器
で

何
を

解
決

す
べ

き
か

 

今
も

、
避

難
で

た
く

さ
ん

の
方

々
が

不
便

な
生

活
を

強
い

ら
れ

て
い

ま
す

。
障

害
を

持
っ

て
い

る
方

々
は

尚
更

だ
と

思
い

ま
す

。
支

援
機

器
の

み
で

な
ん

と
か

な
る

と
は

思
い

ま
せ

ん
が

、
こ

の
よ

う
な

支
援

機
器

、
福

祉
用

具
が

あ
る

と
、

少
し

で
も

災
害

時
に

助
か

る
の

で
は

な
い

か
か

、
避

難
生

活
の

と
き

に
少

し
で

も
役

立
つ

の
で

は
な

い
か

と
い

う
物

に
つ

い
て

、
ご

要
望

や
、

支
援

機
器

で
解

決
で

き
る

の
で

は
な

い
か

と
思

わ
れ

る
も

の
が

あ
り

ま
し

た
ら

、
ご

教
示

く
だ

さ
い

。
 

す
ぐ

に
対

応
、
ま

た
は

開
発

で
き

る
か

ど
う

か
は

不
明

で
す

が
、
支

援
機

器
開

発
の

課
題

の
参

考
に

さ
せ

て
い

た
だ

け
れ

ば
と

思
い

ま
す

。
 

2
0

1
 

 
 

 
 

福
祉

工
学

カ
フ

ェ
の

お
知

ら
せ

（
2

0
1

1
.6

.2
4

 

第
4

回
）

 

第
4

回
福

祉
工

学
カ

フ
ェ

を
開

催
し

ま
す

。
開

発
に

関
わ

る
話

題
提

供
で

す
。

ご
関

心
が

あ
り

ま
し

た
ら

、
以

下
を

ご
覧

下
さ

い
。
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c
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2
0

1
0

/
s
c
h

e
d

u
le

.h
tm

l内
容

は
以

下
で

す
。

詳
細

は
上

記
U

R
L

を
ご

覧
下

さ

い
。
第

四
回

テ
ー

マ
：「

先
端

技
術

の
福

祉
応

用
～

当
事

者
関

与
の

重
要

性
と

困
難

さ
～

」
＜

日
時

＞
2

0
1

1
年

6
月

2
4

日
（

金
）
 
1

3
:1

5
 

-
 1

6
:4

5
 
（

開
場

1
2

:3
0

）
＜

場
所

＞
N

E
D

O
日

比
谷

オ
フ

ィ
ス

日
比

谷
国

際
ビ

ル
4

F
（

千
代

田
区

内
幸

町
２

－
２

－
３

）
 

2
0

2
 

肢
体

障
害

者
用

 
開

発
メ

ー
カ

 
か

ん
た

ん
リ

フ
ト

 
現

在
販

売
さ

れ
て

い
る

テ
ィ

ル
ト

機
能

が
つ

い
て

い
る

車
椅

子
は

、
置

く
場

所
を

取
っ

た
り

、
高

価
で

あ
る

な
ど

の
理

由
か

ら
利

用
者

数

が
増

え
て

い
ま

せ
ん

。
今

回
提

案
す

る
テ

ィ
ル

ト
機

能
を

持
た

せ
る

車
椅

子
付

属
品

は
、

個
人

的
に

使
い

た
い

と
思

っ
て

い
る

方
に

、
特

注
品

と
し

て
製

作
い

た
し

ま
す

の
で

、
ご

興
味

の
あ

る
方

は
、

是
非

お
問

い
合

わ
せ

下
さ

い
。

 

w
w

w
.n

ik
.o

r.
jp

 

2
0

3
 

肢
体

障
害

者
用

 
開

発
メ

ー
カ

 
光

る
杖

「
あ

い
棒

」
光

る
杖

「
あ

い
棒

」
は

、
杖

グ
リ

ッ
プ

内
部

に
レ

バ
ー

を
上

下
さ

せ
る

こ
と

で
発

電
、

内
蔵

さ
れ

た
充

電
池

に
蓄

電
し

ま
す

。
蓄

電
さ

れ

た
電

気
に

よ
り

、
杖

の
グ

リ
ッ

プ
部

前
後

に
組

み
込

ま
れ

た
高

輝
度

Ｌ
Ｅ

Ｄ
ラ

ン
プ

を
点

灯
し

ま
す

。
消

費
電

力
の

少
な

い
高

輝
度

Ｌ
Ｅ

Ｄ
ラ

ン
プ

に
よ

る
照

明
は

、
少

な
い

発
電

量
で

長
時

間
の

夜
間

歩
行

時
の

足
元

の
照

明
に

な
る

だ
け

で
は

な
く

、
夜

間
歩

行
中

の
事

故
防

止
に

繋
が

り
ま

す
。

ま
た

、
発

電
＋

蓄
電

に
よ

り
電

池
交

換
は

不
要

で
す

。
発

電
は

片
手

で
歩

き
な

が
ら

充
電

が
行

え
る

こ
と

が
特

徴
で

す
。

こ
の

杖
は

身
障

者
、

健
常

者
、

老
若

の
方

々
、

ア
ウ

ト
ド

ア
な

ど
で

ご
使

用
い

た
だ

く
だ

け
で

な
く

、
停

電
時

な
ど

の
緊

急
時

に
お

い
て

も
確

実
な

照
明

を
提

供
す

る
こ

と
が

可
能

で
す

。
こ

の
杖

の
開

発
試

作
品

を
、

身
障

者
（

脳
梗

塞
に

よ
る

左
半

身
麻

痺
：

６
８

歳
）

の
方

に
１

年
間

使
用

い
た

だ
き

ま
し

た
。
そ

の
結

果
、
麻

痺
状

態
で

動
か

す
こ

と
が

困
難

で
あ

っ
た

手
の

指
が

徐
々

に
動

く
よ

う
に

な
り

、

握
力

も
強

く
な

っ
た

と
喜

ん
で

い
た

だ
け

ま
し

た
。

ま
た

、
小

平
市

の
外

科
医

院
長

に
サ

ン
プ

ル
を

見
て

い
た

だ
き

、
発

電
作

業
に

よ
っ

て
安

心
し

て
手

の
指

の
運

動
が

出
来

る
だ

け
で

な
く

握
力

強
化

も
可

能
で

あ
る

、
と

評
価

い
た

だ
き

ま
し

た
。
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5
 

児
童

用
 

利
用

者
の

家
族

 
ユ

ニ
バ

ー
サ

ル
デ

ザ

イ
ン

遊
具

 

ア
メ

リ
カ

に
旅

行
し

た
と

き
、

現
地

の
公

園
で

見
つ

け
た

ブ
ラ

ン
コ

に
ヒ

ン
ト

を
得

ま
し

た
。

ク
ッ

シ
ョ

ン
チ

ェ
ア

の
よ

う
な

椅
子

に
ベ

ル
ト

が
つ

い
た

よ
う

な
デ

ザ
イ

ン
の

も
の

を
、

鎖
で

釣
っ

て
い

ま
し

た
。

背
も

た
れ

が
結

構
高

か
っ

た
の

で
、

首
が

ま
だ

据
わ

ら
な

い
5

歳
の

息
子

も
乗

せ
る

こ
と

が
で

き
、

親
が

抱
っ

こ
し

な
く

て
も

大
丈

夫
で

し
た

。
そ

れ
は

腰
ベ

ル
ト

が
あ

っ
た

の
で

す
が

、
脇

に
も

ベ
ル

ト
が

あ
っ

た
り

、
股

当
て

に
な

る
よ

う
な

突
起

部
分

が
あ

れ
ば

、
誰

で
も

遊
べ

る
よ

り
安

全
な

ブ
ラ

ン
コ

が
で

き
る

と
思

い
ま

す
。

ま
た

、

ベ
ル

ト
で

身
体

を
固

定
で

き
る

ク
ッ

シ
ョ

ン
チ

ェ
ア

の
よ

う
な

も
の

を
滑

り
台

に
は

め
こ

ん
で

子
供

一
人

を
乗

せ
て

上
か

ら
滑

ら
せ

る

こ
と

が
で

き
る

遊
具

が
あ

っ
た

ら
い

い
な

と
思

い
ま

し
た

。
公

園
で

、
肢

体
不

自
由

児
を

遊
ば

せ
て

あ
げ

る
の

は
身

体
が

小
さ

い
う

ち
し

か
で

き
な

い
の

で
、
上

記
の

よ
う

な
遊

具
が

あ
れ

ば
、
小

学
校

中
～

高
学

年
く

ら
い

ま
で

遊
ば

せ
て

あ
げ

ら
れ

る
の

で
は

？
と

思
い

ま
す

。

通
園

施
設

や
、

普
通

の
公

園
に

設
置

で
き

た
ら

み
ん

な
で

使
え

て
い

い
で

す
。

宜
し

く
お

願
い

い
た

し
ま

す
。

 

1
9

7
 

肢
体

障
害

者
用

 
開

発
メ

ー
カ

 
す

ん
止

メ
君

 
新

製
品

「
す

ん
止

メ
君

」
の

紹
介

で
す

。
車

椅
子

で
の

ヒ
ヤ

リ
ハ

ッ
ト

事
故

防
止

に
役

立
ち

ま
す

。
車

椅
子

の
停

止
の

際
に

サ
イ

ド
の

パ

ー
キ

ン
グ

ブ
レ

ー
キ

を
掛

け
忘

れ
た

場
合

、
人

が
立

っ
た

瞬
間

、
車

椅
子

が
後

ろ
に

下
が

る
事

を
防

ぐ
為

の
安

全
ス

ト
ッ

パ
ー

で
す

。
こ

れ
は

あ
く

ま
で

も
ブ

レ
ー

キ
の

ロ
ッ

ク
機

能
で

は
あ

り
ま

せ
ん

。
後

退
す

る
際

に
ス

ト
ッ

パ
ー

の
横

に
付

い
て

る
ゴ

ム
が

主
車

輪
の

リ
ム

に
食

い
つ

き
、

ゴ
ム

と
リ

ム
と

摩
擦

で
止

め
、

後
ろ

に
下

が
り

に
く

く
す

る
働

き
を

し
ま

す
。

人
が

座
っ

て
い

て
も

い
な

く
て

も
ど

ち
ら

も
有

効
で

す
。

人
が

座
っ

て
る

時
は

体
重

の
重

み
で

違
和

感
な

く
後

退
し

、
人

が
降

り
た

時
は

車
椅

子
の

重
さ

だ
け

を
支

え
る

働
き

を
し

ま
す

の
で

、
後

ろ
に

下
が

り
に

く
い

機
構

に
な

っ
て

ま
す

。
も

ち
ろ

ん
車

椅
子

に
後

付
け

が
可

能
で

す
。

ユ
ー

チ
ュ

ー
ブ

で
ご

覧
に

な
れ

ま
す

。
「

す
ん

止
メ

君
」

と
検

索
し

て
み

て
下

さ
い

！
 

1
9

8
 

肢
体

障
害

者
用

 
開

発
メ

ー
カ

 
か

ん
た

ん
リ

フ
ト

 
標

準
的

な
車

椅
子

の
前

輪
を

持
ち

上
げ

て
テ

ィ
ル

ト
機

能
を

持
た

せ
ま

す
。

ご
興

味
の

あ
る

方
は

、
下

記
の

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

を
ご

覧
下

さ

い
。
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9
 

肢
体

障
害

者
用

 
開

発
メ

ー
カ

 
ワ

ン
ハ

ン
ド

 
テ

ィ

ッ
シ

ュ
ボ

ッ
ク

ス
 

片
腕

し
か

動
か

せ
な

い
方

で
も

、
ト

イ
レ

ッ
ト

ペ
ー

パ
ー

が
、

あ
ら

か
じ

め
重

ね
て

折
り

た
た

ん
で

あ
り

ま
す

の
で

、
簡

単
に

 

使
用

で
き

ま
す

。
 

尚
、

木
製

テ
ィ

ッ
シ

ュ
ボ

ッ
ク

ス
と

テ
ィ

ッ
シ

ュ
ペ

ー
パ

ー
の

折
り

た
た

み
作

業
は

、
障

が
い

者
作

業
所

の
協

力
で

、

作
ら

れ
て

お
り

ま
す

。
ご

興
味

の
あ

る
方

は
、

下
記

の
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
を

ご
覧

下
さ

い
。
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2
0

0
 

 
 

 
 

災
害

対
策

の
支

援
機

器
に

関
す

る
ご

要
望

や
支

援
機

器
で

何
を

解
決

す
べ

き
か

 

今
も

、
避

難
で

た
く

さ
ん

の
方

々
が

不
便

な
生

活
を

強
い

ら
れ

て
い

ま
す

。
障

害
を

持
っ

て
い

る
方

々
は

尚
更

だ
と

思
い

ま
す

。
支

援
機

器
の

み
で

な
ん

と
か

な
る

と
は

思
い

ま
せ

ん
が

、
こ

の
よ

う
な

支
援

機
器

、
福

祉
用

具
が

あ
る

と
、

少
し

で
も

災
害

時
に

助
か

る
の

で
は

な
い

か
か

、
避

難
生

活
の

と
き

に
少

し
で

も
役

立
つ

の
で

は
な

い
か

と
い

う
物

に
つ

い
て

、
ご

要
望

や
、

支
援

機
器

で
解

決
で

き
る

の
で

は
な

い
か

と
思

わ
れ

る
も

の
が

あ
り

ま
し

た
ら

、
ご

教
示

く
だ

さ
い

。
 

す
ぐ

に
対

応
、
ま

た
は

開
発

で
き

る
か

ど
う

か
は

不
明

で
す

が
、
支

援
機

器
開

発
の

課
題

の
参

考
に

さ
せ

て
い

た
だ

け
れ

ば
と

思
い

ま
す

。
 

2
0

1
 

 
 

 
 

福
祉

工
学

カ
フ

ェ
の

お
知

ら
せ

（
2

0
1

1
.6

.2
4

 

第
4

回
）

 

第
4

回
福

祉
工

学
カ

フ
ェ

を
開

催
し

ま
す

。
開

発
に

関
わ

る
話

題
提

供
で

す
。

ご
関

心
が

あ
り

ま
し

た
ら

、
以

下
を

ご
覧

下
さ

い
。

h
tt

p
:/

/
w

w
w

.r
e
h

a
b

.g
o
.jp

/
ri
/e

v
e
n

t/
a
t_

c
a
fe

2
0

1
0

/
s
c
h

e
d

u
le

.h
tm

l内
容

は
以

下
で

す
。

詳
細

は
上

記
U

R
L

を
ご

覧
下

さ

い
。
第

四
回

テ
ー

マ
：「

先
端

技
術

の
福

祉
応

用
～

当
事

者
関

与
の

重
要

性
と

困
難

さ
～

」
＜

日
時

＞
2

0
1

1
年

6
月

2
4

日
（

金
）
 
1

3
:1

5
 

-
 1

6
:4

5
 
（

開
場

1
2

:3
0

）
＜

場
所

＞
N

E
D

O
日

比
谷

オ
フ

ィ
ス

日
比

谷
国

際
ビ

ル
4

F
（

千
代

田
区

内
幸

町
２

－
２

－
３

）
 

2
0

2
 

肢
体

障
害

者
用

 
開

発
メ

ー
カ

 
か

ん
た

ん
リ

フ
ト

 
現

在
販

売
さ

れ
て

い
る

テ
ィ

ル
ト

機
能

が
つ

い
て

い
る

車
椅

子
は

、
置

く
場

所
を

取
っ

た
り

、
高

価
で

あ
る

な
ど

の
理

由
か

ら
利

用
者

数

が
増

え
て

い
ま

せ
ん

。
今

回
提

案
す

る
テ

ィ
ル

ト
機

能
を

持
た

せ
る

車
椅

子
付

属
品

は
、

個
人

的
に

使
い

た
い

と
思

っ
て

い
る

方
に

、
特

注
品

と
し

て
製

作
い

た
し

ま
す

の
で

、
ご

興
味

の
あ

る
方

は
、

是
非

お
問

い
合

わ
せ

下
さ

い
。

 

w
w

w
.n

ik
.o

r.
jp

 

2
0

3
 

肢
体

障
害

者
用

 
開

発
メ

ー
カ

 
光

る
杖

「
あ

い
棒

」
光

る
杖

「
あ

い
棒

」
は

、
杖

グ
リ

ッ
プ

内
部

に
レ

バ
ー

を
上

下
さ

せ
る

こ
と

で
発

電
、

内
蔵

さ
れ

た
充

電
池

に
蓄

電
し

ま
す

。
蓄

電
さ

れ

た
電

気
に

よ
り

、
杖

の
グ

リ
ッ

プ
部

前
後

に
組

み
込

ま
れ

た
高

輝
度

Ｌ
Ｅ

Ｄ
ラ

ン
プ

を
点

灯
し

ま
す

。
消

費
電

力
の

少
な

い
高

輝
度

Ｌ
Ｅ

Ｄ
ラ

ン
プ

に
よ

る
照

明
は

、
少

な
い

発
電

量
で

長
時

間
の

夜
間

歩
行

時
の

足
元

の
照

明
に

な
る

だ
け

で
は

な
く

、
夜

間
歩

行
中

の
事

故
防

止
に

繋
が

り
ま

す
。

ま
た

、
発

電
＋

蓄
電

に
よ

り
電

池
交

換
は

不
要

で
す

。
発

電
は

片
手

で
歩

き
な

が
ら

充
電

が
行

え
る

こ
と

が
特

徴
で

す
。

こ
の

杖
は

身
障

者
、

健
常

者
、

老
若

の
方

々
、

ア
ウ

ト
ド

ア
な

ど
で

ご
使

用
い

た
だ

く
だ

け
で

な
く

、
停

電
時

な
ど

の
緊

急
時

に
お

い
て

も
確

実
な

照
明

を
提

供
す

る
こ

と
が

可
能

で
す

。
こ

の
杖

の
開

発
試

作
品

を
、

身
障

者
（

脳
梗

塞
に

よ
る

左
半

身
麻

痺
：

６
８

歳
）

の
方

に
１

年
間

使
用

い
た

だ
き

ま
し

た
。
そ

の
結

果
、
麻

痺
状

態
で

動
か

す
こ

と
が

困
難

で
あ

っ
た

手
の

指
が

徐
々

に
動

く
よ

う
に

な
り

、

握
力

も
強

く
な

っ
た

と
喜

ん
で

い
た

だ
け

ま
し

た
。

ま
た

、
小

平
市

の
外

科
医

院
長

に
サ

ン
プ

ル
を

見
て

い
た

だ
き

、
発

電
作

業
に

よ
っ

て
安

心
し

て
手

の
指

の
運

動
が

出
来

る
だ

け
で

な
く

握
力

強
化

も
可

能
で

あ
る

、
と

評
価

い
た

だ
き

ま
し

た
。
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2
0

4
 

 
 

 
 

「
平

成
２

３
年

度
障

害
者

自
立

支
援

機
器

等
開

発
促

進
事

業

（
２

次
募

集
）

」
の

お
知

ら
せ

 

平
成

２
３

年
度

障
害

者
自

立
支

援
機

器
等

開
発

促
進

事
業

の
２

次
募

集
を

開
始

し
ま

し
た

。
 

〆
切

 
平

成
２

３
年

７
月

２
９

日
（

金
）

（
必

着
）

 

詳
細

は
、

以
下

を
ご

覧
下

さ
い

。
 

h
tt

p
:/

/
w

w
w

.m
h

lw
.g

o
.jp

/
b

u
n

ya
/
s
h

o
u

g
a
ih

o
k
e
n

/
c
yo

u
s
a
jig

yo
u

/
0

2
.h

tm
l 

2
0

5
 

肢
体

障
害

者
用

 
利

用
者

 
ジ

ョ
イ

ス
テ

ィ
ッ

ク
私

は
簡

易
型

電
動

車
い

す
を

使
用

し
て

い
ま

す
。

外
出

し
た

と
き

に
テ

ー
ブ

ル
に

あ
た

る
こ

と
が

多
く

邪
魔

に
な

る
の

で
、

そ
の

度
に

ジ

ョ
イ

ス
テ

ィ
ッ

ク
を

は
ず

し
て

膝
に

載
せ

て
い

ま
す

。
場

所
に

よ
っ

て
簡

単
に

上
下

の
高

さ
が

変
え

ら
れ

る
も

の
が

あ
る

と
い

い
な

と
思

い
ま

す
。

 

2
0

6
 

 
 

 
 

福
祉

用
具

「
ヒ

ヤ

リ
・

ハ
ッ

ト
情

報
等

」

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
へ

の
協

力
依

頼
（

お
願

い
）

 

当
協

会
で

は
、

現
在

、
福

祉
用

具
「

ヒ
ヤ

リ
・

ハ
ッ

ト
情

報
等

」
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

を
行

っ
て

お
り

ま
す

。
○

福
祉

用
具

（
製

品
）

に
起

因
し

な
い

事
故

○
福

祉
用

具
に

関
す

る
ヒ

ヤ
リ

・
ハ

ッ
ト

○
事

故
や

ケ
ガ

に
つ

な
が

る
よ

う
な

福
祉

用
具

の
使

い
方

や
事

情
な

ど
の

情
報

を
募

集
し

て
お

り
ま

す
。

★
詳

し
く

は
、

下
記

、
テ

ク
ノ

エ
イ

ド
協

会
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
を

ご
覧

下
さ

い
。

 

2
0

7
 

 
 

 
 

～
補

装
具

判
定

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

開
催

の
ご

案
内

～
 

宮
城

県
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

支
援

セ
ン

タ
ー

に
お

い
て

、
平

成
2

3
年

1
1

月
1

2
日

（
土

）
に

「
補

装
具

判
定

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

in

宮
城

2
0

1
1

」
が

開
催

さ
れ

ま
す

。
 

詳
し

く
は

、
下

記
を

参
照

し
て

く
だ

さ
い

。
 

★
ご

案
内

、
参

加
申

込
書

、
開

催
要

領
 

h
tt

p
:/

/
w

w
w

.t
e
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h
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o
-
a
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s
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jp

/
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h
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o
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1
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2
0

8
 

 
 

 
 

福
祉

用
具

の
購

入
・

貸
与

に
関

す
る

制
度

の
柔

軟
性

に
つ

い
て

私
は

九
州

の
大

学
生

で
す

。
福

祉
と

い
う

も
の

は
人

々
の

生
活

を
公

的
扶

助
や

サ
ー

ビ
ス

に
よ

っ
て

安
定

さ
せ

る
も

の
で

す
。

で
す

が
福

祉
に

つ
い

て
学

ん
で

い
く

中
で

サ
ー

ビ
ス

の
利

用
状

況
の

実
態

に
お

い
て

は
、

利
用

者
の

心
身

の
変

化
に

合
わ

せ
た

利
便

性
の

あ
る

シ
ス

テ
ム

に
な

っ
て

い
な

い
現

実
が

見
受

け
ら

れ
ま

し
た

。
身

体
に

障
が

い
の

あ
る

方
々

の
日

々
の

身
体

状
況

の
変

化
に

応
じ

て
市

町
村

等
か

ら
福

祉
用

具
の

支
給

が
な

さ
れ

て
い

る
の

か
（

例
：

大
病

を
患

わ
れ

て
車

い
す

が
必

要
と

な
り

、
市

町
村

か
ら

福
祉

用
具

に
関

す
る

制
度

を
利

用
し

購
入

・
貸

与
し

た
。

そ
の

何
か

月
が

後
に

心
身

の
状

態
が

良
く

な
り

杖
を

使
い

生
活

す
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
な

っ
た

の
で

再
び

市
町

村
に

福
祉

用
具

に
関

す
る

制
度

を
利

用
し

購
入

・
貸

与
す

る
こ

と
が

で
き

る
の

か
）

を
現

場
の

方
の

声
、

利
用

者
の

声
を

お
聞

き
し

、
こ

の
題

材
を

卒
業

論
文

の
テ

ー
マ

と
し

て
作

成
し

た
い

と
考

え
て

い
ま

す
。
ご

意
見

ご
ざ

い
ま

し
た

ら
よ

ろ
し

く
お

願
い

し
ま

す
。
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【
記

事
の

紹
介

】
自

立
支

援
機

器
の

有
効

性
と

施
策

 

現
在

進
行

中
の

厚
生

労
働

省
の

自
立

支
援

機
器

開
発

関
連

の
施

策
や

2
0

1
1

年
3

月
の

障
害

者
自

立
支

援
機

器
等

の
開

発
促

進
事

業
で

の
開

発
中

の
機

器
を

一
般

公
開

し
た

様
子

は
「

厚
生

労
働

」
６

月
号

に
紹

介
さ

れ
て

い
ま

す
。

そ
の

記
事

は
以

下
の

U
R

L
に

て
ご

覧
に

な
れ

ま
す

。
ご

関
心

と
お

時
間

が
あ

り
ま

し
た

ら
、

以
下

ご
覧

く
だ

さ
い

。
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o
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※
「

厚
生

労
働

」
は

、
厚

生
労

働
省

の
広

報
誌

で
中

央
法

規
か

ら
出

版
さ

れ
て

い
ま

す
。

 

2
1

0
 

 
 

 
 

福
祉

用
具

の
開

発
を

支
援

す
る

取
組

（
厚

生
労

働
省

）
に

つ
い

て
の

セ
ミ

ナ
ー

（
於

 

国
際

福
祉

機
器

展
）

 
障

害
者

の
自

立
や

社
会

参
加

を
支

援
す

る
た

め
に

は
、

障
害

者
の

ニ
ー

ズ
を

適
切

に
反

映
し

た
支

援
機

器
や

そ
の

技
術

開
発

を
促

進
す

る
こ

と
が

必
要

不
可

欠
で

す
。

厚
生

労
働

省
で

は
平

成
2

2
年

度
か

ら
「

障
害

者
自

立
支

援
機

器
等

開
発

促
進

事
業

」
を

実
施

し
、

障
害

者
に

使
い

や
す

く
適

切
な

価
格

の
機

器
を

開
発

す
る

企
業

の
取

組
に

助
成

を
行

っ
て

来
ま

し
た

。
 

今
回

、
国

際
福

祉
機

器
展

に
て

、
こ

の
取

組
に

関
す

る
セ

ミ
ナ

ー
を

開
催

し
、

開
発

し
た

企
業

に
よ

る
機

器
な

ど
の

紹
介

を
行

い
ま

す
。

み
な

さ
ま

の
ご

参
加

を
お

待
ち

し
て

い
ま

す
。

■
国

際
福

祉
機

器
展

（
H

C
R

）
で

の
事

業
紹

介
と

成
果

報
告

・
デ

モ
ン

ス
ト

レ
ー

シ
ョ

ン
■

日
時

：
２

０
１

１
年

１
０

月
６

日
（

木
）

 
１

５
：

３
０

～
１

６
：

３
０

場
所

：
東

京
国

際
展

示
場

「
東

京
ビ

ッ
ク

サ
イ

ト
」

 
東

３
ホ

ー
ル

２
階

 
出

展
社

ワ
ー

ク
シ

ョ

ッ
プ

２
Ｄ

室
参

加
企

業
（

五
十

音
順

）
：

 
(株

) 
ア

ド
バ

ン
ス

ト
・

メ
デ

ィ
ア

：
音

声
認

識
し

文
字

表
示

す
る

携
帯

可
能

な
支

援
機

器
 
(株

) 

今
仙

技
術

研
究

所
：

ス
ポ

ー
ツ

用
義

足
 
(株

) 
ウ

ォ
ン

ツ
：

言
語

障
害

者
向

け
に

人
間

味
の

あ
る

声
で

会
話

補
助

す
る

支
援

機
器

 
(有

) 
エ

ク
ス

ト
ラ

：
簡

単
操

作
視

覚
障

害
者

歩
行

支
援

、
位

置
情

報
・

施
設

情
報

案
内

専
用

機
器

 
(株

) 
長

崎
か

な
え

：
安

全
で

多
機

能
で

比
較

的
安

価
な

大
腿

義
足

膝
継

手
 
(株

) 
バ

ン
ダ

イ
ナ

ム
コ

ゲ
ー

ム
ス

：
タ

ブ
レ

ッ
ト

型
情

報
端

末
を

利
用

し
た

ト
ー

キ
ン

グ
エ

イ
ド

 
(有

) 

ピ
ー

ジ
ェ

ー
ア

イ
：

盲
ろ

う
者

向
け

し
っ

か
り

さ
わ

れ
る

触
読

式
ア

ラ
ー

ム
ク

ロ
ッ

ク
 
(有

) 
安

久
工

機
：

ワ
イ

ヤ
レ

ス
型

触
図

筆
ペ

ン
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「
平

成
２

３
年

度
障

害
者

自
立

支
援

機
器

等
開

発
促

進
事

業

（
２

次
募

集
）

」
の

お
知

ら
せ

 

平
成

２
３

年
度

障
害

者
自

立
支

援
機

器
等

開
発

促
進

事
業

の
２

次
募

集
を

開
始

し
ま

し
た

。
 

〆
切

 
平

成
２

３
年

７
月

２
９

日
（

金
）

（
必

着
）

 

詳
細

は
、

以
下

を
ご

覧
下

さ
い

。
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5
 

肢
体

障
害

者
用

 
利

用
者

 
ジ

ョ
イ

ス
テ

ィ
ッ

ク
私

は
簡

易
型

電
動

車
い

す
を

使
用

し
て

い
ま

す
。

外
出

し
た

と
き

に
テ

ー
ブ

ル
に

あ
た

る
こ

と
が

多
く

邪
魔

に
な

る
の

で
、

そ
の

度
に

ジ

ョ
イ

ス
テ

ィ
ッ

ク
を

は
ず

し
て

膝
に

載
せ

て
い

ま
す

。
場

所
に

よ
っ

て
簡

単
に

上
下

の
高

さ
が

変
え

ら
れ

る
も

の
が

あ
る

と
い

い
な

と
思

い
ま

す
。
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福
祉

用
具

「
ヒ

ヤ

リ
・

ハ
ッ

ト
情

報
等

」

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
へ

の
協

力
依

頼
（

お
願

い
）

 

当
協

会
で

は
、

現
在

、
福

祉
用

具
「

ヒ
ヤ

リ
・

ハ
ッ

ト
情

報
等

」
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

を
行

っ
て

お
り

ま
す

。
○

福
祉

用
具

（
製

品
）

に
起

因
し

な
い

事
故

○
福

祉
用

具
に

関
す

る
ヒ

ヤ
リ

・
ハ

ッ
ト

○
事

故
や

ケ
ガ

に
つ

な
が

る
よ

う
な

福
祉

用
具

の
使

い
方

や
事

情
な

ど
の

情
報

を
募

集
し

て
お

り
ま

す
。

★
詳

し
く

は
、

下
記

、
テ

ク
ノ

エ
イ

ド
協

会
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
を

ご
覧

下
さ

い
。

 

2
0

7
 

 
 

 
 

～
補

装
具

判
定

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

開
催

の
ご

案
内

～
 

宮
城

県
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

支
援

セ
ン

タ
ー

に
お

い
て

、
平

成
2

3
年

1
1

月
1

2
日

（
土

）
に

「
補

装
具

判
定

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

in

宮
城

2
0

1
1

」
が

開
催

さ
れ

ま
す

。
 

詳
し

く
は

、
下

記
を

参
照

し
て

く
だ

さ
い

。
 

★
ご

案
内

、
参

加
申

込
書

、
開

催
要

領
 

h
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福
祉

用
具

の
購

入
・

貸
与

に
関

す
る

制
度

の
柔

軟
性

に
つ

い
て

私
は

九
州

の
大

学
生

で
す

。
福

祉
と

い
う

も
の

は
人

々
の

生
活

を
公

的
扶

助
や

サ
ー

ビ
ス

に
よ

っ
て

安
定

さ
せ

る
も

の
で

す
。

で
す

が
福

祉
に

つ
い

て
学

ん
で

い
く

中
で

サ
ー

ビ
ス

の
利

用
状

況
の

実
態

に
お

い
て

は
、

利
用

者
の

心
身

の
変

化
に

合
わ

せ
た

利
便

性
の

あ
る

シ
ス

テ
ム

に
な

っ
て

い
な

い
現

実
が

見
受

け
ら

れ
ま

し
た

。
身

体
に

障
が

い
の

あ
る

方
々

の
日

々
の

身
体

状
況

の
変

化
に

応
じ

て
市

町
村

等
か

ら
福

祉
用

具
の

支
給

が
な

さ
れ

て
い

る
の

か
（

例
：

大
病

を
患

わ
れ

て
車

い
す

が
必

要
と

な
り

、
市

町
村

か
ら

福
祉

用
具

に
関

す
る

制
度

を
利

用
し

購
入

・
貸

与
し

た
。

そ
の

何
か

月
が

後
に

心
身

の
状

態
が

良
く

な
り

杖
を

使
い

生
活

す
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
な

っ
た

の
で

再
び

市
町

村
に

福
祉

用
具

に
関

す
る

制
度

を
利

用
し

購
入

・
貸

与
す

る
こ

と
が

で
き

る
の

か
）

を
現

場
の

方
の

声
、

利
用

者
の

声
を

お
聞

き
し

、
こ

の
題

材
を

卒
業

論
文

の
テ

ー
マ

と
し

て
作

成
し

た
い

と
考

え
て

い
ま

す
。
ご

意
見

ご
ざ

い
ま

し
た

ら
よ

ろ
し

く
お

願
い

し
ま

す
。
 

  

114 

2
0

9
 

 
 

 
 

【
記

事
の

紹
介

】
自

立
支

援
機

器
の

有
効

性
と

施
策

 

現
在

進
行

中
の

厚
生

労
働

省
の

自
立

支
援

機
器

開
発

関
連

の
施

策
や

2
0

1
1

年
3

月
の

障
害

者
自

立
支

援
機

器
等

の
開

発
促

進
事

業
で

の
開

発
中

の
機

器
を

一
般

公
開

し
た

様
子

は
「

厚
生

労
働

」
６

月
号

に
紹

介
さ

れ
て

い
ま

す
。

そ
の

記
事

は
以

下
の

U
R

L
に

て
ご

覧
に

な
れ

ま
す

。
ご

関
心

と
お

時
間

が
あ

り
ま

し
た

ら
、

以
下

ご
覧

く
だ

さ
い

。
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h

o
k
i.c

o
.jp

/
p

ro
d

u
c
ts

/
m

a
g
a
z
in

e
s
/
k
o
u

s
e
ir
o
u

d
o
u

/
p

d
f/

k
o
u

s
e
i1

1
0

6
.p

d
f 

※
「

厚
生

労
働

」
は

、
厚

生
労

働
省

の
広

報
誌

で
中

央
法

規
か

ら
出

版
さ

れ
て

い
ま

す
。

 

2
1

0
 

 
 

 
 

福
祉

用
具

の
開

発
を

支
援

す
る

取
組

（
厚

生
労

働
省

）
に

つ
い

て
の

セ
ミ

ナ
ー

（
於

 

国
際

福
祉

機
器

展
）

 
障

害
者

の
自

立
や

社
会

参
加

を
支

援
す

る
た

め
に

は
、

障
害

者
の

ニ
ー

ズ
を

適
切

に
反

映
し

た
支

援
機

器
や

そ
の

技
術

開
発

を
促

進
す

る
こ

と
が

必
要

不
可

欠
で

す
。

厚
生

労
働

省
で

は
平

成
2

2
年

度
か

ら
「

障
害

者
自

立
支

援
機

器
等

開
発

促
進

事
業

」
を

実
施

し
、

障
害

者
に

使
い

や
す

く
適

切
な

価
格

の
機

器
を

開
発

す
る

企
業

の
取

組
に

助
成

を
行

っ
て

来
ま

し
た

。
 

今
回

、
国

際
福

祉
機

器
展

に
て

、
こ

の
取

組
に

関
す

る
セ

ミ
ナ

ー
を

開
催

し
、

開
発

し
た

企
業

に
よ

る
機

器
な

ど
の

紹
介

を
行

い
ま

す
。

み
な

さ
ま

の
ご

参
加

を
お

待
ち

し
て

い
ま

す
。

■
国

際
福

祉
機

器
展

（
H

C
R

）
で

の
事

業
紹

介
と

成
果

報
告

・
デ

モ
ン

ス
ト

レ
ー

シ
ョ

ン
■

日
時

：
２

０
１

１
年

１
０

月
６

日
（

木
）

 
１

５
：

３
０

～
１

６
：

３
０

場
所

：
東

京
国

際
展

示
場

「
東

京
ビ

ッ
ク

サ
イ

ト
」

 
東

３
ホ

ー
ル

２
階

 
出

展
社

ワ
ー

ク
シ

ョ

ッ
プ

２
Ｄ

室
参

加
企

業
（

五
十

音
順

）
：

 
(株

) 
ア

ド
バ

ン
ス

ト
・

メ
デ

ィ
ア

：
音

声
認

識
し

文
字

表
示

す
る

携
帯

可
能

な
支

援
機

器
 
(株

) 

今
仙

技
術

研
究

所
：

ス
ポ

ー
ツ

用
義

足
 
(株

) 
ウ

ォ
ン

ツ
：

言
語

障
害

者
向

け
に

人
間

味
の

あ
る

声
で

会
話

補
助

す
る

支
援

機
器

 
(有

) 
エ

ク
ス

ト
ラ

：
簡

単
操

作
視

覚
障

害
者

歩
行

支
援

、
位

置
情

報
・

施
設

情
報

案
内

専
用

機
器

 
(株

) 
長

崎
か

な
え

：
安

全
で

多
機

能
で

比
較

的
安

価
な

大
腿

義
足

膝
継

手
 
(株

) 
バ

ン
ダ

イ
ナ

ム
コ

ゲ
ー

ム
ス

：
タ

ブ
レ

ッ
ト

型
情

報
端

末
を

利
用

し
た

ト
ー

キ
ン

グ
エ

イ
ド

 
(有

) 

ピ
ー

ジ
ェ

ー
ア

イ
：

盲
ろ

う
者

向
け

し
っ

か
り

さ
わ

れ
る

触
読

式
ア

ラ
ー

ム
ク

ロ
ッ

ク
 
(有

) 
安

久
工

機
：

ワ
イ

ヤ
レ

ス
型

触
図

筆
ペ

ン
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2
1

1
 

 
 

 
 

～
障

害
者

の
福

祉
用

具
に

関
す

る
ご

要

望
・

ア
イ

デ
ア

を
お

聞
か

せ
く

だ
さ

い
～

○
厚

生
労

働
省

で
は

平
成

２
２

年
度

か
ら

障
害

者
の

福
祉

用
具

の
開

発
を

支
援

す
る

事
業

を
行

っ
て

い
ま

す
。

 

 
み

な
さ

ま
方

か
ら

い
た

だ
い

た
ご

要
望

・
ア

イ
デ

ア
を

参
考

に
、

今
後

の
事

業
の

開
発

テ
ー

マ
を

決
め

る
予

定
と

し
て

い
ま

す
。

 

○
ご

要
望

・
ア

イ
デ

ア
は

、
平

成
２

３
年

１
０

月
５

日
（

水
）

か
ら

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
等

で
受

け
付

け
ま

す
。

 

 
→

 
募

集
内

容
の

詳
細

は
、

h
tt

p
:/

/
w

w
w

.t
e
c
h

n
o
-
a
id

s
.o

r.
jp

/
c
yo

u
s
a
jig

yo
u

1
1

/
in

d
e
x
.s

h
tm

l 

 
→

 
す

ぐ
に

要
望

・
ア

イ
デ

ア
を

提
出

す
る

方
は

、
h

tt
p

:/
/
w

w
w

.t
e
c
h

n
o
-
n

e
e
d

s
.n

e
t/

b
b

s
T

h
re

a
d

In
p

u
t.
a
c
ti
o
n

?
to

p
ic

=
6

 

 
→

 
福

祉
用

具
ニ

ー
ズ

情
報

収
集

・
提

供
シ

ス
テ

ム
は

、
h

tt
p

:/
/
w

w
w

.t
e
c
h

n
o
-
n

e
e
d

s
.n

e
t/

 

多
く

の
方

か
ら

の
「

ご
要

望
・

ア
イ

デ
ア

」
を

お
待

ち
し

て
い

ま
す

。
 

提
出

は
、

障
害

を
お

持
ち

の
方

や
ご

家
族

、
介

助
さ

れ
て

い
る

方
な

ど
ど

な
た

で
も

結
構

で
す

。
 

【
参

考
・

問
い

合
わ

せ
】

 

１
．

障
害

者
自

立
支

援
機

器
等

開
発

促
進

事
業

 

→
 

障
害

当
事

者
の

モ
ニ

タ
ー

評
価

等
を

義
務

づ
け

た
開

発
促

進
事

業
（

平
成

２
２

年
度

か
ら

実
施

）
 

マ
ー

ケ
ッ

ト
サ

イ
ズ

が
小

さ
い

等
、

ビ
ジ

ネ
ス

モ
デ

ル
の

確
立

が
困

難
な

機
器

の
実

用
的

製
品

化
を

促
進

し
ま

す
。

今
回

、
み

な
さ

ま
方

か
ら

い
た

だ
い

た
ご

要
望

・
ア

イ
デ

ア
を

参
考

に
今

後
の

開
発

テ
ー

マ
を

決
め

る
予

定
と

し
て

い
ま

す
。

 

 
 

 
Ｕ

Ｒ
Ｌ

：
h

tt
p

:/
/
w

w
w

.m
h

lw
.g

o
.jp

/
b

u
n

ya
/
s
h

o
u

g
a
ih

o
k
e
n

/
c
yo

u
s
a
jig

yo
u

/
0

2
.h

tm
l 

 

◆
問

い
合

わ
せ

先
 

 
厚

生
労

働
省

社
会

・
援

護
局

障
害

保
健

福
祉

部
企

画
課

自
立

支
援

振
興

室
 

滝
澤

・
森

 

 
 

東
京

都
千

代
田

区
霞

が
関

１
－

２
－

２
 

電
話

0
3

-
5

2
5

3
-
1

1
1

1
 

内
線

3
0

7
3

,3
0

8
8

 

２
．

福
祉

用
具

ニ
ー

ズ
情

報
収

集
・

提
供

シ
ス

テ
ム

 

→
 

福
祉

用
具

の
利

用
者

の
声

を
開

発
者

側
と

結
ぶ

ウ
ェ

ブ
サ

イ
ト

（
平

成
２

２
年

２
月

か
ら

公
開

）
 

福
祉

用
具

に
関

す
る

掲
示

板
と

し
て

、
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

を
通

じ
て

、
自

宅
か

ら
ど

な
た

で
も

手
軽

に
活

用
で

き
る

シ
ス

テ
ム

で
 

す
。

い
た

だ
い

た
ご

要
望

・
ア

イ
デ

ア
は

、
福

祉
用

具
の

開
発

者
の

方
へ

定
期

的
に

届
け

ら
れ

ま
す

。
 

2
1

2
 

肢
体

障
害

者
用

 
開

発
メ

ー
カ

 
足

ブ
ラ

ン
コ

 
半

身

不
自

由
な

方
リ

ハ
ビ

リ
で

き
ま

す
。

 

木
製

の
足

ブ
ラ

ン
コ

は
腰

掛
け

て
自

分
の

意
思

で
股

開
き

運
動

、
足

の
曲

げ
伸

ば
し

運
動

、
自

力
で

交
互

に
腿

上
げ

運
動

で
き

ま
す

。
半

身
不

自
由

な
方

利
き

手
で

不
自

由
側

の
足

、
手

、
腕

リ
ハ

ビ
リ

で
き

ま
す

。
歩

く
の

が
楽

に
な

り
ま

す
.車

椅
子

で
向

き
会

っ
て

利
き

手

で
相

手
の

不
自

由
な

腕
、

手
の

上
、

下
運

動
お

し
ゃ

べ
り

し
な

が
ら

楽
し

く
で

き
ま

す
。

一
人

で
食

事
で

き
ま

す
。

足
ブ

ラ
ン

コ
を

福
祉

用
具

の
給

付
の

対
象

を
要

望
し

ま
す

。
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2
1

3
 

肢
体

障
害

者
用

 
利

用
者

の
家

族
 

外
出

用
リ

フ
ト

 
遷

延
性

（
せ

ん
え

ん
せ

い
）

意
識

障
害

の
息

子
を

介
護

し
て

い
ま

す
。

息
子

は
意

志
の

疎
通

が
困

難
で

全
介

助
が

必
要

で
す

。
家

で
は

車

椅
子

移
乗

や
入

浴
時

な
ど

家
庭

用
リ

フ
ト

を
使

用
し

て
い

ま
す

（
体

重
５

３
㎏

で
重

い
の

で
）

。
し

か
し

旅
行

含
め

外
出

し
た

際
に

は
車

椅
子

移
乗

や
ベ

ッ
ド

移
乗

は
す

べ
て

人
海

戦
術

し
か

手
段

が
あ

り
ま

せ
ん

。
従

っ
て

旅
行

に
行

っ
て

も
介

護
旅

行
で

あ
り

、
体

力
が

要
る

し
、

帰
っ

て
か

ら
腰

痛
に

な
っ

た
り

し
ま

す
。

そ
し

て
旅

行
に

連
れ

て
行

っ
て

や
り

た
い

の
は

や
ま

や
ま

だ
け

ど
次

第
に

億
劫

に
な

り
ま

す
。

携
行

で
き

る
リ

フ
ト

が
あ

れ
ば

い
い

の
に

な
あ

と
思

い
ま

す
。

人
を

持
ち

上
げ

る
か

ら
に

は
あ

る
程

度
の

重
量

が
な

い
と

支
え

切
れ

な
い

で
し

ょ
う

か
ら

リ
フ

ト
は

重
く

て
当

た
り

前
？

こ
ん

な
常

識
を

覆
し

て
軽

く
て

持
ち

運
び

し
や

す
い

リ
フ

ト
を

開
発

し
て

く
だ

さ

い
！

！
 

2
1

5
 

肢
体

障
害

者
用

 

そ
の

他
(足

腰
の

弱
い

方
) 

開
発

メ
ー

カ
 

浴
槽

内
昇

降
機

 
入

浴
者

が
浴

槽
に

入
る

時
や

、
浴

槽
か

ら
上

が
る

時
に

体
を

支
え

る
た

め
に

、
ひ

ざ
や

腕
に

負
担

が
掛

か
り

過
ぎ

、
健

常
だ

っ
た

部
位

ま

で
痛

め
て

し
ま

う
。

 

ま
た

、
介

護
者

が
付

き
添

う
場

合
、

入
浴

者
が

浴
槽

に
入

る
時

や
、

浴
槽

か
ら

上
が

る
時

に
体

を
支

え
る

た
め

に
、

介
護

者
の

腕
や

腰
に

負
担

が
掛

か
っ

て
し

ま
う

。
 

こ
の

負
担

を
軽

減
す

る
た

め
の

、
間

口
が

狭
く

て
深

い
ス

ト
レ

ー
ト

型
浴

槽
専

用
の

浴
槽

内
昇

降
機

で
、
台

の
水

平
を

保
つ

機
構

を
持

ち
、

台
の

下
に

溜
め

こ
ん

だ
空

気
の

量
を

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

す
る

こ
と

に
よ

り
、
浮

力
に

よ
っ

て
入

浴
者

ご
と

昇
降

し
、
入

浴
を

し
や

す
く

す
る

。
 

2
1

6
 

肢
体

障
害

者
用

 
開

発
メ

ー
カ

 
落

し
物

が
拾

え
る

車

イ
ス

 

車
イ

ス
使

用
者

が
落

し
物

を
し

て
し

ま
っ

た
際

に
、

拾
う

の
に

苦
労

す
る

と
い

う
報

告
が

多
い

。
 

こ
の

不
満

を
解

消
す

る
た

め
、

座
面

の
片

側
の

高
さ

を
低

く
で

き
る

よ
う

に
し

て
、

落
し

物
を

拾
い

や
す

く
す

る
。

 

座
面

高
さ

を
低

く
す

る
時

は
ワ

ン
タ

ッ
チ

で
、

適
度

な
速

さ
で

衝
撃

な
く

下
が

る
と

共
に

ブ
レ

ー
キ

が
掛

か
る

。
 

座
面

を
元

に
戻

す
場

合
は

車
輪

を
回

転
さ

せ
る

力
を

利
用

す
る

な
ど

し
て

、
若

干
力

は
必

要
と

す
る

も
の

の
、

無
理

な
く

自
分

の
力

で
元

に
戻

せ
る

よ
う

に
す

る
。

 

2
1

7
 

視
覚

障
害

者
用

 
利

用
者

 
ラ

ジ
オ

の
周

波
数

を

利
用

し
た

視
覚

障
害

者
用

支
援

機
器

 

1
6

2
0

k
H

z
は

全
国

ど
こ

へ
行

っ
て

も
、

道
路

交
通

情
報

で
す

が
、

例
え

ば
1

5
0

0
k
H

z
を

視
覚

障
害

者
に

対
す

る
情

報
提

供
専

用
の

周
波

数
域

に
し

て
い

た
だ

き
、

公
共

施
設

や
駅

、
ト

イ
レ

、
お

店
な

ど
で

視
覚

障
害

者
が

容
易

に
聞

く
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

し
て

ほ
し

い
で

す
。

視
覚

障
害

者
は

ラ
ジ

オ
を

も
っ

て
歩

く
だ

け
で

、
様

々
な

情
報

が
必

要
な

時
に

得
ら

れ
る

よ
う

に
な

り
ま

す
。

 

宜
し

く
お

願
い

し
ま

す
。
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～
障

害
者

の
福

祉
用

具
に

関
す

る
ご

要

望
・

ア
イ

デ
ア

を
お

聞
か

せ
く

だ
さ

い
～

○
厚

生
労

働
省

で
は

平
成

２
２

年
度

か
ら

障
害

者
の

福
祉

用
具

の
開

発
を

支
援

す
る

事
業

を
行

っ
て

い
ま

す
。

 

 
み

な
さ

ま
方

か
ら

い
た

だ
い

た
ご

要
望

・
ア

イ
デ

ア
を

参
考

に
、

今
後

の
事

業
の

開
発

テ
ー

マ
を

決
め

る
予

定
と

し
て

い
ま

す
。

 

○
ご

要
望

・
ア

イ
デ

ア
は

、
平

成
２

３
年

１
０

月
５

日
（

水
）

か
ら

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
等

で
受

け
付

け
ま

す
。

 

 
→

 
募

集
内

容
の

詳
細

は
、

h
tt

p
:/

/
w

w
w

.t
e
c
h

n
o
-
a
id

s
.o

r.
jp

/
c
yo

u
s
a
jig

yo
u

1
1

/
in

d
e
x
.s

h
tm

l 

 
→

 
す

ぐ
に

要
望

・
ア

イ
デ

ア
を

提
出

す
る

方
は

、
h

tt
p

:/
/
w

w
w

.t
e
c
h

n
o
-
n

e
e
d

s
.n

e
t/

b
b

s
T

h
re

a
d

In
p

u
t.
a
c
ti
o
n

?
to

p
ic

=
6

 

 
→

 
福

祉
用

具
ニ

ー
ズ

情
報

収
集

・
提

供
シ

ス
テ

ム
は

、
h

tt
p

:/
/
w

w
w

.t
e
c
h

n
o
-
n

e
e
d

s
.n

e
t/

 

多
く

の
方

か
ら

の
「

ご
要

望
・

ア
イ

デ
ア

」
を

お
待

ち
し

て
い

ま
す

。
 

提
出

は
、

障
害

を
お

持
ち

の
方

や
ご

家
族

、
介

助
さ

れ
て

い
る

方
な

ど
ど

な
た

で
も

結
構

で
す

。
 

【
参

考
・

問
い

合
わ

せ
】

 

１
．

障
害

者
自

立
支

援
機

器
等

開
発

促
進

事
業

 

→
 

障
害

当
事

者
の

モ
ニ

タ
ー

評
価

等
を

義
務

づ
け

た
開

発
促

進
事

業
（

平
成

２
２

年
度

か
ら

実
施

）
 

マ
ー

ケ
ッ

ト
サ

イ
ズ

が
小

さ
い

等
、

ビ
ジ

ネ
ス

モ
デ

ル
の

確
立

が
困

難
な

機
器

の
実

用
的

製
品

化
を

促
進

し
ま

す
。

今
回

、
み

な
さ

ま
方

か
ら

い
た

だ
い

た
ご

要
望

・
ア

イ
デ

ア
を

参
考

に
今

後
の

開
発

テ
ー

マ
を

決
め

る
予

定
と

し
て

い
ま

す
。

 

 
 

 
Ｕ

Ｒ
Ｌ

：
h

tt
p

:/
/
w

w
w

.m
h

lw
.g

o
.jp

/
b

u
n

ya
/
s
h

o
u

g
a
ih

o
k
e
n

/
c
yo

u
s
a
jig

yo
u

/
0

2
.h

tm
l 

 

◆
問

い
合

わ
せ

先
 

 
厚

生
労

働
省

社
会

・
援

護
局

障
害

保
健

福
祉

部
企

画
課

自
立

支
援

振
興

室
 

滝
澤

・
森

 

 
 

東
京

都
千

代
田

区
霞

が
関

１
－

２
－

２
 

電
話

0
3

-
5

2
5

3
-
1

1
1

1
 

内
線

3
0

7
3

,3
0

8
8

 

２
．

福
祉

用
具

ニ
ー

ズ
情

報
収

集
・

提
供

シ
ス

テ
ム

 

→
 

福
祉

用
具

の
利

用
者

の
声

を
開

発
者

側
と

結
ぶ

ウ
ェ

ブ
サ

イ
ト

（
平

成
２

２
年

２
月

か
ら

公
開

）
 

福
祉

用
具

に
関

す
る

掲
示

板
と

し
て

、
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

を
通

じ
て

、
自

宅
か

ら
ど

な
た

で
も

手
軽

に
活

用
で

き
る

シ
ス

テ
ム

で
 

す
。

い
た

だ
い

た
ご

要
望

・
ア

イ
デ

ア
は

、
福

祉
用

具
の

開
発

者
の

方
へ

定
期

的
に

届
け

ら
れ

ま
す

。
 

2
1

2
 

肢
体

障
害

者
用

 
開

発
メ

ー
カ

 
足

ブ
ラ

ン
コ

 
半

身

不
自

由
な

方
リ

ハ
ビ

リ
で

き
ま

す
。

 

木
製

の
足

ブ
ラ

ン
コ

は
腰

掛
け

て
自

分
の

意
思

で
股

開
き

運
動

、
足

の
曲

げ
伸

ば
し

運
動

、
自

力
で

交
互

に
腿

上
げ

運
動

で
き

ま
す

。
半

身
不

自
由

な
方

利
き

手
で

不
自

由
側

の
足

、
手

、
腕

リ
ハ

ビ
リ

で
き

ま
す

。
歩

く
の

が
楽

に
な

り
ま

す
.車

椅
子

で
向

き
会

っ
て

利
き

手

で
相

手
の

不
自

由
な

腕
、

手
の

上
、

下
運

動
お

し
ゃ

べ
り

し
な

が
ら

楽
し

く
で

き
ま

す
。

一
人

で
食

事
で

き
ま

す
。

足
ブ

ラ
ン

コ
を

福
祉

用
具

の
給

付
の

対
象

を
要

望
し

ま
す

。
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2
1

3
 

肢
体

障
害

者
用

 
利

用
者

の
家

族
 

外
出

用
リ

フ
ト

 
遷

延
性

（
せ

ん
え

ん
せ

い
）

意
識

障
害

の
息

子
を

介
護

し
て

い
ま

す
。

息
子

は
意

志
の

疎
通

が
困

難
で

全
介

助
が

必
要

で
す

。
家

で
は

車

椅
子

移
乗

や
入

浴
時

な
ど

家
庭

用
リ

フ
ト

を
使

用
し

て
い

ま
す

（
体

重
５

３
㎏

で
重

い
の

で
）

。
し

か
し

旅
行

含
め

外
出

し
た

際
に

は
車

椅
子

移
乗

や
ベ

ッ
ド

移
乗

は
す

べ
て

人
海

戦
術

し
か

手
段

が
あ

り
ま

せ
ん

。
従

っ
て

旅
行

に
行

っ
て

も
介

護
旅

行
で

あ
り

、
体

力
が

要
る

し
、

帰
っ

て
か

ら
腰

痛
に

な
っ

た
り

し
ま

す
。

そ
し

て
旅

行
に

連
れ

て
行

っ
て

や
り

た
い

の
は

や
ま

や
ま

だ
け

ど
次

第
に

億
劫

に
な

り
ま

す
。

携
行

で
き

る
リ

フ
ト

が
あ

れ
ば

い
い

の
に

な
あ

と
思

い
ま

す
。

人
を

持
ち

上
げ

る
か

ら
に

は
あ

る
程

度
の

重
量

が
な

い
と

支
え

切
れ

な
い

で
し

ょ
う

か
ら

リ
フ

ト
は

重
く

て
当

た
り

前
？

こ
ん

な
常

識
を

覆
し

て
軽

く
て

持
ち

運
び

し
や

す
い

リ
フ

ト
を

開
発

し
て

く
だ

さ

い
！

！
 

2
1

5
 

肢
体

障
害

者
用

 

そ
の

他
(足

腰
の

弱
い

方
) 

開
発

メ
ー

カ
 

浴
槽

内
昇

降
機

 
入

浴
者

が
浴

槽
に

入
る

時
や

、
浴

槽
か

ら
上

が
る

時
に

体
を

支
え

る
た

め
に

、
ひ

ざ
や

腕
に

負
担

が
掛

か
り

過
ぎ

、
健

常
だ

っ
た

部
位

ま

で
痛

め
て

し
ま

う
。

 

ま
た

、
介

護
者

が
付

き
添

う
場

合
、

入
浴

者
が

浴
槽

に
入

る
時

や
、

浴
槽

か
ら

上
が

る
時

に
体

を
支

え
る

た
め

に
、

介
護

者
の

腕
や

腰
に

負
担

が
掛

か
っ

て
し

ま
う

。
 

こ
の

負
担

を
軽

減
す

る
た

め
の

、
間

口
が

狭
く

て
深

い
ス

ト
レ

ー
ト

型
浴

槽
専

用
の

浴
槽

内
昇

降
機

で
、
台

の
水

平
を

保
つ

機
構

を
持

ち
、

台
の

下
に

溜
め

こ
ん

だ
空

気
の

量
を

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

す
る

こ
と

に
よ

り
、
浮

力
に

よ
っ

て
入

浴
者

ご
と

昇
降

し
、
入

浴
を

し
や

す
く

す
る

。
 

2
1

6
 

肢
体

障
害

者
用

 
開

発
メ

ー
カ

 
落

し
物

が
拾

え
る

車

イ
ス

 

車
イ

ス
使

用
者

が
落

し
物

を
し

て
し

ま
っ

た
際

に
、

拾
う

の
に

苦
労

す
る

と
い

う
報

告
が

多
い

。
 

こ
の

不
満

を
解

消
す

る
た

め
、

座
面

の
片

側
の

高
さ

を
低

く
で

き
る

よ
う

に
し

て
、

落
し

物
を

拾
い

や
す

く
す

る
。

 

座
面

高
さ

を
低

く
す

る
時

は
ワ

ン
タ

ッ
チ

で
、

適
度

な
速

さ
で

衝
撃

な
く

下
が

る
と

共
に

ブ
レ

ー
キ

が
掛

か
る

。
 

座
面

を
元

に
戻

す
場

合
は

車
輪

を
回

転
さ

せ
る

力
を

利
用

す
る

な
ど

し
て

、
若

干
力

は
必

要
と

す
る

も
の

の
、

無
理

な
く

自
分

の
力

で
元

に
戻

せ
る

よ
う

に
す

る
。

 

2
1

7
 

視
覚

障
害

者
用

 
利

用
者

 
ラ

ジ
オ

の
周

波
数

を

利
用

し
た

視
覚

障
害

者
用

支
援

機
器

 

1
6

2
0

k
H

z
は

全
国

ど
こ

へ
行

っ
て

も
、

道
路

交
通

情
報

で
す

が
、

例
え

ば
1

5
0

0
k
H

z
を

視
覚

障
害

者
に

対
す

る
情

報
提

供
専

用
の

周
波

数
域

に
し

て
い

た
だ

き
、

公
共

施
設

や
駅

、
ト

イ
レ

、
お

店
な

ど
で

視
覚

障
害

者
が

容
易

に
聞

く
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

し
て

ほ
し

い
で

す
。

視
覚

障
害

者
は

ラ
ジ

オ
を

も
っ

て
歩

く
だ

け
で

、
様

々
な

情
報

が
必

要
な

時
に

得
ら

れ
る

よ
う

に
な

り
ま

す
。

 

宜
し

く
お

願
い

し
ま

す
。
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2
1

8
 

視
覚

障
害

者
用

 
利

用
者

 
エ

レ
ベ

ー
タ

内
の

音

声
認

識
シ

ス
テ

ム
 

視
覚

に
障

害
が

あ
り

、
エ

レ
ベ

ー
タ

を
利

用
す

る
際

、
必

ず
人

の
介

助
を

必
要

と
し

て
い

ま
す

。
一

部
の

メ
ー

カ
ー

で
は

オ
プ

シ
ョ

ン
で

あ
る

よ
う

で
す

が
、

視
覚

障
害

者
が

人
に

頼
ま

な
く

て
も

す
む

よ
う

、
音

声
認

識
装

置
は

標
準

装
備

に
し

て
い

た
だ

き
た

い
 

2
1

9
 

高
齢

者
用

 
利

用
者

の
家

族
 

ア
ル

コ
ー

 
※

※
※

の
前

方
部

分
に

テ
ー

ブ
ル

を
付

け
る

。
 

2
2

0
 

肢
体

障
害

者
用

 
医

療
専

門
職

 
昇

降
付

き
シ

ャ
ワ

ー

チ
ェ

ア
ー

 

入
浴

の
際

に
浴

槽
内

に
入

る
時

に
 

浴
槽

が
高

い
（

ア
パ

ー
ト

の
よ

う
に

据
え

置
き

タ
イ

プ
）

や
逆

に
低

い
時

が
あ

り
ま

す
。

 

バ
ス

ボ
ー

ド
は

浴
槽

の
幅

が
狭

い
時

や
 

場
合

に
よ

り
浴

槽
に

つ
か

る
と

き
に

は
使

用
が

で
き

な
か

っ
た

り
 

邪
魔

に
な

る
こ

と
が

あ

り
ま

す
。

ま
た

 
浴

槽
が

低
い

時
は

す
わ

る
こ

と
も

困
難

な
と

き
も

あ
り

ま
す

。
そ

の
た

め
に

 
シ

ャ
ワ

ー
チ

ェ
ア

ー
の

高
さ

が
、

理
容

室
の

椅
子

の
よ

う
に

 
（

介
助

者
は

ス
テ

ッ
プ

を
踏

む
）

昇
降

が
自

由
に

で
き

れ
ば

 
入

り
や

す
い

の
で

は
考

え
る

 

2
2

1
 

肢
体

障
害

者
用

 
福

祉
専

門
職

 
床

ず
れ

予
防

マ
ッ

ト
こ

れ
ま

で
と

違
っ

た
ア

プ
ロ

ー
チ

で
床

ず
れ

を
予

防
す

る
マ

ッ
ト

レ
ス

の
開

発
。

 

高
張

力
ナ

イ
ロ

ン
等

の
素

材
で

表
面

に
ネ

ッ
ト

を
形

成
す

る
。

前
後

左
右

で
こ

の
張

力
を

変
更

す
る

こ
と

で
、

マ
ッ

ト
レ

ス
の

硬
さ

を
自

由
に

変
更

で
き

る
。

カ
バ

ー
は

ゴ
ア

テ
ッ

ク
ス

等
の

生
地

を
使

用
し

て
通

気
性

の
高

い
も

の
の

液
体

は
透

過
し

な
い

よ
う

に
す

る
。

寝
心

地
が

よ
く

、
寝

返
り

も
し

や
す

い
よ

う
に

す
る

。
張

力
の

変
更

は
ダ

イ
ア

ル
で

簡
単

に
で

き
る

よ
う

に
す

る
。

 

2
2

2
 

肢
体

障
害

者
用

 
医

療
専

門
職

 
温

水
洗

浄
便

座
用

肛

門
モ

ニ
タ

ー
 

脊
髄

損
傷

患
者

が
温

水
洗

浄
便

座
を

使
用

す
る

と
、

肛
門

周
囲

の
臀

部
感

覚
麻

痺
か

ら
、

肛
門

の
洗

浄
が

的
確

に
で

き
な

い
と

い
う

問
題

が
あ

る
。

そ
の

た
め

に
肛

門
が

モ
ニ

タ
—

で
き

る
装

置
が

あ
る

と
便

利
で

あ
る

。
ま

た
、

温
水

洗
浄

便
座

の
水

流
は

排
便

障
害

の
あ

る
脊

髄
損

傷
患

者
に

と
っ

て
排

便
促

進
の

効
果

も
も

た
ら

す
。

こ
の

際
に

も
役

立
つ

。
さ

ら
に

座
薬

挿
入

や
浣

腸
操

作
の

際
も

便
利

で
あ

る
。

自
身

も
研

究
開

発
し

た
こ

と
が

あ
り

、
既

製
品

も
国

内
で

販
売

し
て

い
る

が
、

メ
ン

テ
ナ

ン
ス

や
耐

久
性

に
ま

だ
ま

だ
問

題
が

あ
る

。
温

水
洗

浄
便

座
の

機
能

の
オ

プ
シ

ョ
ン

と
し

て
、

便
座

に
一

体
化

さ
せ

コ
ン

パ
ク

ト
に

付
加

で
き

る
と

よ
い

と
考

え
て

い
る

。
 

2
2

3
 

肢
体

障
害

者
用

 
福

祉
専

門
職

 
自

走
式

車
椅

子
 

軽
度

の
認

知
症

の
方

が
ご

自
分

で
ベ

ッ
ド

か
ら

車
椅

子
へ

の
移

乗
を

行
な

い
ト

イ
レ

移
動

を
行

な
う

の
で

す
が

ブ
レ

ー
キ

操
作

を
忘

れ

て
し

ま
う

た
め

転
倒

の
リ

ス
ク

が
大

き
い

。
車

椅
子

に
腰

を
下

ろ
す

と
自

動
で

ブ
レ

ー
キ

が
は

ず
れ

車
椅

子
か

ら
腰

を
上

げ
る

と
自

動
で

ブ
レ

ー
キ

が
か

か
る

よ
う

な
車

椅
子

の
設

計
は

難
し

い
で

し
ょ

う
か

？
と

て
も

安
全

だ
と

思
う

の
で

す
が

・
・
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覚
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盲
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せ
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時
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視
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時

計
と
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て

は
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時

計
が

一
般
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で

す
が
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会
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や

静
か

な
場

所
で

は
周

囲
へ

迷
惑

を
か

け
ま

す
し

、
う

る
さ

い
場

所
で

は
時

刻
が

聞
こ

え
に

く
い

こ
と

も
あ

り
ま

す
。

 

そ
こ

で
携

帯
電

話
の

よ
う

に
、

振
動

を
利

用
し

て
時

刻
を

知
ら

せ
て

く
れ

る
時

計
を

開
発

し
て

い
た

だ
け

れ
ば

と
思

い
ま

す
。

 

具
体

的
に

は
、

短
い

振
動

（
ブ

ル
）

は
１

、
長

い
振

動
（

ブ
ル

ル
ル

ル
）

は
５

と
す

る
。

 

時
刻

は
2

4
時

間
制

で
、

た
と

え
ば

2
3

時
5

6
分

な
ら

ば
 

２
 

３
 

５
 

６
 

の
順

に
振

動
さ

せ
ま

す
。

 

ブ
ル

ブ
ル

（
間

隔
）

ブ
ル

ブ
ル

ブ
ル

（
間

隔
）

ブ
ル

ル
ル

ル
（

間
隔

）
ブ

ル
ル

ル
ル

ブ
ル

 

の
よ

う
に

、
時

分
の

時
の

１
０

の
位

か
ら

順
番

に
短

い
振

動
と

長
い

振
動

で
表

現
し

て
い

き
ま

す
。

 

最
近

は
携

帯
電

話
用

に
バ

イ
ブ

レ
ー

タ
ー

も
小

型
化

し
て

き
て

お
り

、
安

価
に

も
な

っ
て

き
て

い
る

と
思

わ
れ

る
の

で
、

価
格

的
に

も
大

き
な

負
担

に
は

な
ら

な
い

の
で

は
な

い
か

と
思

い
ま

す
。

 

ま
た

振
動

さ
せ

る
ス

イ
ッ

チ
の

工
夫

を
す

れ
ば

、
関

節
可

動
域

制
限

の
あ

る
肢

体
不

自
由

者
に

も
使

え
る

商
品

に
な

る
の

で
は

な
い

で
し

ょ
う

か
。

 

2
2

5
 

そ
の

他
(妊

婦

用
) 

開
発

メ
ー

カ
 

足
ブ

ラ
ン

コ
は

血
流

を
よ

く
す

る
運

動
器

具
で

す
。

 

N
H

K
の

放
送

１
１

月
４

日
に

不
育

症
（

流
産

）
何

回
も

あ
る

人
の

原
因

が
い

ま
ま

で
不

明
で

し
た

。
今

回
血

流
が

わ
る

い
の

が
原

因
と

わ
か

り
ま

し
た

と
放

送
が

あ
り

ま
し

た
。

足
ブ

ラ
ン

コ
は

足
に

体
重

を
か

け
な

い
で

血
流

を
よ

く
す

る
運

動
が

で
け

る
の

で
お

役
に

た
ち

ま
す

。
不

育
症

の
人

は
悩

み
か

ら
解

放
さ

れ
ま

す
。

 

2
2

6
 

肢
体

障
害

者
用

 
利

用
者

 
歩

行
器

 
赤

ち
ゃ

ん
が

使
っ

て
い

る
歩

行
器

の
大

人
用

が
あ

る
と

良
い

な
と

い
つ

も
思

い
ま

す
。

 

今
赤

ち
ゃ

ん
用

の
歩

行
器

あ
る

か
は

分
か

り
ま

せ
ん

が
、

私
が

小
さ

い
頃

は
あ

り
ま

し
た

。
 

大
人

用
の

歩
行

器
は

、
シ

ル
バ

ー
カ

ー
と

か
４

点
歩

行
器

と
か

、
手

す
り

が
付

い
て

い
る

も
の

だ
け

で
座

る
部

分
が

あ
り

ま
せ

ん
。

 

シ
ル

バ
ー

カ
ー

は
、

座
る

部
分

を
出

し
て

座
る

と
き

、
向

き
を

変
え

て
座

ら
な

く
て

は
い

け
な

い
の

が
大

変
不

便
で

す
。

 

赤
ち

ゃ
ん

用
歩

行
器

の
よ

う
に

、
座

り
な

が
ら

足
で

歩
い

て
こ

げ
る

よ
う

な
も

の
が

欲
し

い
で

す
。

 

常
に

リ
ハ

ビ
リ

技
士

が
支

え
て

い
な

い
と

歩
行

練
習

が
出

来
な

い
よ

う
な

患
者

さ
ん

も
、

歩
行

練
習

が
出

来
る

の
に

と
い

つ
も

思
い

ま

す
。
私

は
線

維
筋

痛
症

と
い

う
病

気
で

自
分

が
使

い
た

い
の

で
す

が
、
リ

ハ
ビ

リ
技

士
と

し
て

脳
血

管
障

害
等

の
患

者
さ

ん
を

見
て

い
て

、

こ
う

い
う

歩
行

器
が

あ
っ

た
ら

良
い

と
思

い
ま

す
。
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2
1

8
 

視
覚

障
害

者
用

 
利

用
者

 
エ

レ
ベ

ー
タ

内
の

音

声
認

識
シ

ス
テ

ム
 

視
覚

に
障

害
が

あ
り

、
エ

レ
ベ

ー
タ

を
利

用
す

る
際

、
必

ず
人

の
介

助
を

必
要

と
し

て
い

ま
す

。
一

部
の

メ
ー

カ
ー

で
は

オ
プ

シ
ョ

ン
で

あ
る

よ
う

で
す

が
、

視
覚

障
害

者
が

人
に

頼
ま

な
く

て
も

す
む

よ
う

、
音

声
認

識
装

置
は

標
準

装
備

に
し

て
い

た
だ

き
た

い
 

2
1

9
 

高
齢

者
用

 
利

用
者

の
家

族
 

ア
ル

コ
ー

 
※

※
※

の
前

方
部

分
に

テ
ー

ブ
ル

を
付

け
る

。
 

2
2

0
 

肢
体

障
害

者
用

 
医

療
専

門
職

 
昇

降
付

き
シ

ャ
ワ

ー

チ
ェ

ア
ー

 

入
浴

の
際

に
浴

槽
内

に
入

る
時

に
 

浴
槽

が
高

い
（

ア
パ

ー
ト

の
よ

う
に

据
え

置
き

タ
イ

プ
）

や
逆

に
低

い
時

が
あ

り
ま

す
。

 

バ
ス

ボ
ー

ド
は

浴
槽

の
幅

が
狭

い
時

や
 

場
合

に
よ

り
浴

槽
に

つ
か

る
と

き
に

は
使

用
が

で
き

な
か

っ
た

り
 

邪
魔

に
な

る
こ

と
が

あ

り
ま

す
。

ま
た

 
浴

槽
が

低
い

時
は

す
わ

る
こ

と
も

困
難

な
と

き
も

あ
り

ま
す

。
そ

の
た

め
に

 
シ

ャ
ワ

ー
チ

ェ
ア

ー
の

高
さ

が
、

理
容

室
の

椅
子

の
よ

う
に

 
（

介
助

者
は

ス
テ

ッ
プ

を
踏

む
）

昇
降

が
自

由
に

で
き

れ
ば

 
入

り
や

す
い

の
で

は
考

え
る

 

2
2

1
 

肢
体

障
害

者
用

 
福

祉
専

門
職

 
床

ず
れ

予
防

マ
ッ

ト
こ

れ
ま

で
と

違
っ

た
ア

プ
ロ

ー
チ

で
床

ず
れ

を
予

防
す

る
マ

ッ
ト

レ
ス

の
開

発
。

 

高
張

力
ナ

イ
ロ

ン
等

の
素

材
で

表
面

に
ネ

ッ
ト

を
形

成
す

る
。

前
後

左
右

で
こ

の
張

力
を

変
更

す
る

こ
と

で
、

マ
ッ

ト
レ

ス
の

硬
さ

を
自

由
に

変
更

で
き

る
。

カ
バ

ー
は

ゴ
ア

テ
ッ

ク
ス

等
の

生
地

を
使

用
し

て
通

気
性

の
高

い
も

の
の

液
体

は
透

過
し

な
い

よ
う

に
す

る
。

寝
心

地
が

よ
く

、
寝

返
り

も
し

や
す

い
よ

う
に

す
る

。
張

力
の

変
更

は
ダ

イ
ア

ル
で

簡
単

に
で

き
る

よ
う

に
す

る
。

 

2
2

2
 

肢
体

障
害

者
用

 
医

療
専

門
職

 
温

水
洗

浄
便

座
用

肛

門
モ

ニ
タ

ー
 

脊
髄

損
傷

患
者

が
温

水
洗

浄
便

座
を

使
用

す
る

と
、

肛
門

周
囲

の
臀

部
感

覚
麻

痺
か

ら
、

肛
門

の
洗

浄
が

的
確

に
で

き
な

い
と

い
う

問
題

が
あ

る
。

そ
の

た
め

に
肛

門
が

モ
ニ

タ
—

で
き

る
装

置
が

あ
る

と
便

利
で

あ
る

。
ま

た
、

温
水

洗
浄

便
座

の
水

流
は

排
便

障
害

の
あ

る
脊

髄
損

傷
患

者
に

と
っ

て
排

便
促

進
の

効
果

も
も

た
ら

す
。

こ
の

際
に

も
役

立
つ

。
さ

ら
に

座
薬

挿
入

や
浣

腸
操

作
の

際
も

便
利

で
あ

る
。

自
身

も
研

究
開

発
し

た
こ

と
が

あ
り

、
既

製
品

も
国

内
で

販
売

し
て

い
る

が
、

メ
ン

テ
ナ

ン
ス

や
耐

久
性

に
ま

だ
ま

だ
問

題
が

あ
る

。
温

水
洗

浄
便

座
の

機
能

の
オ

プ
シ

ョ
ン

と
し

て
、

便
座

に
一

体
化

さ
せ

コ
ン

パ
ク

ト
に

付
加

で
き

る
と

よ
い

と
考

え
て

い
る

。
 

2
2

3
 

肢
体

障
害

者
用

 
福

祉
専

門
職

 
自

走
式

車
椅

子
 

軽
度

の
認

知
症

の
方

が
ご

自
分

で
ベ

ッ
ド

か
ら

車
椅

子
へ

の
移

乗
を

行
な

い
ト

イ
レ

移
動

を
行

な
う

の
で

す
が

ブ
レ

ー
キ

操
作

を
忘

れ

て
し

ま
う

た
め

転
倒

の
リ

ス
ク

が
大

き
い

。
車

椅
子

に
腰

を
下

ろ
す

と
自

動
で

ブ
レ

ー
キ

が
は

ず
れ

車
椅

子
か

ら
腰

を
上

げ
る

と
自

動
で

ブ
レ

ー
キ

が
か

か
る

よ
う

な
車

椅
子

の
設

計
は

難
し

い
で

し
ょ

う
か

？
と

て
も

安
全

だ
と

思
う

の
で

す
が

・
・

・
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肢
体
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障
害
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振
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せ
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時

計
 

視
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障
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者
用

の
時
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と

し
て

は
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声
時

計
が

一
般

的
で

す
が

、
会
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や

静
か

な
場

所
で

は
周

囲
へ

迷
惑

を
か

け
ま

す
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、
う

る
さ

い
場

所
で

は
時

刻
が

聞
こ

え
に

く
い

こ
と

も
あ
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ま

す
。

 

そ
こ

で
携

帯
電

話
の

よ
う

に
、

振
動

を
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用
し

て
時

刻
を

知
ら

せ
て

く
れ

る
時

計
を

開
発

し
て

い
た

だ
け

れ
ば

と
思

い
ま

す
。

 

具
体

的
に

は
、

短
い

振
動

（
ブ

ル
）

は
１

、
長

い
振

動
（

ブ
ル

ル
ル

ル
）

は
５

と
す

る
。

 

時
刻

は
2

4
時

間
制

で
、

た
と

え
ば

2
3

時
5

6
分

な
ら

ば
 

２
 

３
 

５
 

６
 

の
順

に
振

動
さ

せ
ま

す
。

 

ブ
ル

ブ
ル

（
間

隔
）

ブ
ル

ブ
ル

ブ
ル

（
間

隔
）

ブ
ル

ル
ル

ル
（

間
隔

）
ブ

ル
ル

ル
ル

ブ
ル

 

の
よ

う
に

、
時

分
の

時
の

１
０

の
位

か
ら

順
番

に
短

い
振

動
と

長
い

振
動

で
表

現
し

て
い

き
ま

す
。

 

最
近

は
携

帯
電

話
用

に
バ

イ
ブ

レ
ー

タ
ー

も
小

型
化

し
て

き
て

お
り

、
安

価
に

も
な

っ
て

き
て

い
る

と
思

わ
れ

る
の

で
、

価
格

的
に

も
大

き
な

負
担

に
は

な
ら

な
い

の
で

は
な

い
か

と
思

い
ま

す
。

 

ま
た

振
動

さ
せ

る
ス

イ
ッ

チ
の

工
夫

を
す

れ
ば

、
関

節
可

動
域

制
限

の
あ

る
肢

体
不

自
由

者
に

も
使

え
る

商
品

に
な

る
の

で
は

な
い

で
し

ょ
う

か
。

 

2
2

5
 

そ
の

他
(妊

婦

用
) 

開
発

メ
ー

カ
 

足
ブ

ラ
ン

コ
は

血
流

を
よ

く
す

る
運

動
器

具
で

す
。

 

N
H

K
の

放
送

１
１

月
４

日
に

不
育

症
（

流
産

）
何

回
も

あ
る

人
の

原
因

が
い

ま
ま

で
不

明
で

し
た

。
今

回
血

流
が

わ
る

い
の

が
原

因
と

わ
か

り
ま

し
た

と
放

送
が

あ
り

ま
し

た
。

足
ブ

ラ
ン

コ
は

足
に

体
重

を
か

け
な

い
で

血
流

を
よ

く
す

る
運

動
が

で
け

る
の

で
お

役
に

た
ち

ま
す

。
不

育
症

の
人

は
悩

み
か

ら
解

放
さ

れ
ま

す
。

 

2
2

6
 

肢
体

障
害

者
用

 
利

用
者

 
歩

行
器

 
赤

ち
ゃ

ん
が

使
っ

て
い

る
歩

行
器

の
大

人
用

が
あ

る
と

良
い

な
と

い
つ

も
思

い
ま

す
。

 

今
赤

ち
ゃ

ん
用

の
歩

行
器

あ
る

か
は

分
か

り
ま

せ
ん

が
、

私
が

小
さ

い
頃

は
あ

り
ま

し
た

。
 

大
人

用
の

歩
行

器
は

、
シ

ル
バ

ー
カ

ー
と

か
４

点
歩

行
器

と
か

、
手

す
り

が
付

い
て

い
る

も
の

だ
け

で
座

る
部

分
が

あ
り

ま
せ

ん
。

 

シ
ル

バ
ー

カ
ー

は
、

座
る

部
分

を
出

し
て

座
る

と
き

、
向

き
を

変
え

て
座

ら
な

く
て

は
い

け
な

い
の

が
大

変
不

便
で

す
。

 

赤
ち

ゃ
ん

用
歩

行
器

の
よ

う
に

、
座

り
な

が
ら

足
で

歩
い

て
こ

げ
る

よ
う

な
も

の
が

欲
し

い
で

す
。

 

常
に

リ
ハ

ビ
リ

技
士

が
支

え
て

い
な

い
と

歩
行

練
習

が
出

来
な

い
よ

う
な

患
者

さ
ん

も
、

歩
行

練
習

が
出

来
る

の
に

と
い

つ
も

思
い

ま

す
。
私

は
線

維
筋

痛
症

と
い

う
病

気
で

自
分

が
使

い
た

い
の

で
す

が
、
リ

ハ
ビ

リ
技

士
と

し
て

脳
血

管
障

害
等

の
患

者
さ

ん
を

見
て

い
て

、

こ
う

い
う

歩
行

器
が

あ
っ

た
ら

良
い

と
思

い
ま

す
。
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2

7
 

児
童

用
 

利
用

者
の

家
族

 
中

間
サ

イ
ズ

の
浴

槽

に
つ

い
て

…
。

 

こ
ん

に
ち

は
。

 
私

の
子

供
は

、
バ

ク
バ

ク
っ

子
（

人
工

呼
吸

器
を

つ
け

た
子

供
）

１
１

才
に

な
り

ま
す

。
 
ま

だ
、

小
さ

い
と

き
は

写
真

の
浴

槽
で

も
プ

カ
プ

カ
浮

く
位

で
し

た
が

、
最

近
は

体
も

大
き

く
な

っ
て

き
た

し
、

骨
粗

鬆
症

と
も

言
わ

れ
、

浴
槽

が
一

回
り

位
大

き
い

の
が

欲
し

い
と

思
い

、
色

々
問

い
合

わ
せ

（
大

手
メ

ー
カ

ー
や

ホ
ー

ム
セ

ン
タ

ー
）

ま
し

た
が

、
１

個
だ

け
で

は
高

額
に

な
る

と
か

、
こ

の
先

検
討

も
難

し
い

と
か

で
、

な
か

な
か

ベ
ス

ト
サ

イ
ズ

が
あ

り
ま

せ
ん

。
長

さ
１

メ
ー

ト
ル

位
の

物
は

代
用

で
き

た
り

、
１

メ
ー

ト
ル

４
０

セ
ン

チ
過

ぎ
る

と
大

人
サ

イ
ズ

で
使

用
で

き
ま

す
が

、
１

２
０

～
１

３
０

セ
ン

チ
ま

で
の

サ
イ

ズ
と

な
る

と
 
な

か
な

か
代

用
も

難

し
く

、
今

後
も

私
の

よ
う

に
我

が
子

に
ゆ

っ
く

り
つ

か
ら

せ
て

や
り

た
い

！
と

思
う

親
御

さ
ん

は
お

ら
れ

る
と

思
い

ま
す

。
在

宅
で

暮
ら

す
子

供
さ

ん
も

増
え

て
き

て
い

る
の

で
、

ぜ
ひ

中
旬

サ
イ

ズ
の

浴
槽

を
お

考
え

て
い

た
だ

け
な

い
で

し
ょ

う
か

…
。

よ
ろ

し
く

お
願

い
し

ま
す

。
 
 
 
 

2
2

8
 

視
覚

障
害

者
用

 
利

用
者

 
歩

行
補

助
具

 
カ

ー
ナ

ビ
シ

ス
テ

ム
を

利
用

し
、

Ｇ
Ｐ

Ｓ
で

、
目

的
場

所
の

電
話

番
号

を
入

れ
る

と
案

内
し

て
く

れ
る

物
。

 
そ

れ
に

プ
ラ

ス
し

て
前

方

を
中

心
に

両
速

方
の

様
子

を
知

ら
せ

て
く

れ
る

物
。

 
知

ら
せ

る
手

段
は

音
声

と
振

動
。

 
利

用
者

の
体

に
装

着
し

て
使

用
す

る
。

 
カ

ー
ナ

ビ
シ

ス
テ

ム
を

使
う

の
は

コ
ス

ト
を

安
く

す
る

た
め

。
 

バ
ー

ジ
ョ

ン
ア

ッ
プ

可
能

な
物

。
 

2
2

9
 

視
覚

障
害

者
用

 
利

用
者

 
オ

ー
ル

マ
イ

テ
ィ

ー

ラ
ジ

オ
 

ラ
ジ

コ
・

ラ
ジ

ル
ラ

ジ
ル

の
再

生
、

地
デ

ジ
テ

レ
ビ

（
解

説
放

送
）

受
信

、
A

M
/
F
M

受
信

、
デ

ジ
タ

ル
ラ

ジ
オ

受
信

可
能

な
ラ

ジ
オ

を

最
低

２
機

種
。

ス
テ

レ
オ

ス
ピ

ー
カ

ー
内

蔵
の

ホ
ー

ム
ラ

ジ
オ

。
 

ワ
ン

ス
ピ

ー
カ

ー
の

携
帯

ラ
ジ

オ
。

２
機

種
と

も
ダ

イ
バ

ー
シ

テ
ィ

ー
ア

ン
テ

ナ
等

で
受

信
す

る
高

感
度

な
物

。
価

格
は

、
ホ

ー
ム

ラ
ジ

オ
が

２
万

円
～

３
万

円
程

度
。

携
帯

ラ
ジ

オ
が

１
５

０
０

０
円

～
２

万
円

程
度

 

2
3

0
 

視
覚

障
害

者
用

 
利

用
者

 
視

覚
障

害
者

で
も

使

え
る

、
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

。
 

価
格

は
、

現
在

一
般

に
販

売
さ

れ
て

い
る

物
と

同
じ

程
度

。
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2
3

1
 

視
覚

障
害

者
用

 
利

用
者

 
リ

モ
コ

ン
操

作
時

の

ビ
ー

プ
音

に
つ

い
て

最
近

リ
モ

コ
ン

や
本

体
が

ビ
ー

プ
音

を
発

声
さ

せ
る

機
種

が
増

え
て

い
ま

す
が

、
ビ

ー
プ

音
一

つ
（

ピ
ッ

）
、

二
つ

（
ピ

ッ
ピ

ッ
）

、
長

音
（

ピ
ー

ー
ー

ー
）

な
ど

い
ろ

い
ろ

の
音

を
使

い
分

け
て

操
作

確
認

で
き

る
物

を
製

作
し

て
欲

し
い

。
 

デ
ジ

タ
ル

 

機
器

の
押

し
ボ

タ
ン

は
操

作
し

て
も

判
り

に
く

い
の

で
、

例
え

ば
エ

ア
コ

ン
の

温
度

設
定

は
一

番
高

い
温

度
は

（
ピ

ッ
ピ

ッ
）

、
風

量
の

強
い

設
定

で
は

（
ピ

ッ
ピ

ッ
）

、
タ

イ
マ

ー
の

時
間

は
長

い
ビ

ー
プ

音
と

短
い

物
の

組
み

合
わ

せ
（

ソ
ニ

ー
の

Ｍ
Ｄ

デ
ッ

キ
、

型
式

、
※

※
※

の
よ

う
に

）
。

で
き

れ
ば

各
社

統
一

し
て

欲
し

い
。

 

2
3

2
 

肢
体

障
害

者
用

 
利

用
者

の
家

族
 

歩
行

車
 

小
脳

失
調

な
ど

が
あ

る
と

歩
行

車
ご

と
倒

れ
て

し
ま

う
こ

と
が

あ
り

ま
す

。
ジ

ャ
イ

ロ
ホ

イ
ー

ル
を

使
っ

た
よ

う
な

、
自

ら
た

ち
な

お
っ

て
く

る
歩

行
車

が
あ

る
と

助
か

り
ま

す
 

2
3

3
 

視
覚

障
害

者
用

 

盲
ろ

う
者

用
 

そ
の

他
(有

志
) 

周
辺

案
内

カ
メ

ラ
 

小
型

カ
メ

ラ
を

メ
ガ

ネ
フ

レ
ー

ム
に

組
み

込
み

、
手

持
ち

の
コ

ン
ト

ロ
ー

ラ
ー

の
ボ

タ
ン

を
押

す
た

び
に

正
面

の
画

像
を

認
識

し
て

、
イ

ヤ
ホ

ン
か

ら
主

な
景

色
を

音
声

出
力

す
る

。
(約

３
Ｍ

先
に

階
段

が
あ

り
ま

す
・

壁
が

あ
り

ま
す

・
横

断
歩

道
が

あ
り

ま
す

・
信

号
機

が

あ
り

ま
す

・
人

が
い

ま
す

）
な

ど
な

ど
。

 

画
像

認
識

精
度

と
音

声
発

信
(変

換
)能

力
を

ど
ん

ど
ん

向
上

さ
せ

て
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

な
ど

か
ら

自
由

に
ア

ッ
プ

デ
ー

ト
で

き
る

よ
う

に
す

る
。

(ナ
ビ

タ
イ

ム
)の

よ
う

な
一

般
商

業
メ

デ
ィ

ア
と

も
連

携
を

図
っ

て
、

精
度

・
認

識
速

度
の

向
上

に
努

め
る

。
 

2
3

4
 

 
 

 
 

福
祉

用
具

相
談

員
講

習
会

 

2
0

1
1

年
1

2
月

3
日

（
土

）
、

4
日

（
日

）
、

1
0

日
（

土
）

、
1

1
日

（
日

）
、

1
7

日
（

土
）

、
1

8
日

（
日

）
に

、
大

阪
市

住

江
区

南
港

A
T

C
エ

イ
ジ

レ
ス

セ
ン

タ
ー

に
お

き
ま

し
て

、
特

定
福

祉
用

具
販

売
事

業
所

に
従

事
す

る
福

祉
用

具
専

門
相

談
員

の
養

成
、

及
び

福
祉

用
具

の
販

売
点

に
お

い
て

の
適

切
な

福
祉

用
具

の
選

定
、

使
用

が
で

き
る

よ
う

、
助

言
・

相
談

・
説

明
・

点
検

・
修

理
・

指
導

が
で

き
る

人
材

を
育

成
す

る
こ

と
を

目
的

と
し

た
福

祉
用

具
専

門
相

談
員

指
定

講
習

会
を

行
い

ま
す

。
福

祉
機

器
の

実
務

的
な

知
識

、
技

能
を

修
得

で
き

る
有

用
な

講
習

会
で

す
。

ま
た

、
お

勤
め

の
方

に
も

参
加

し
や

す
い

土
日

の
み

の
設

定
で

す
。

お
問

合
せ

、
お

申
し

込
み

は
T

E
L
：

0
7

2
-
8

7
5

-
4

8
7

1
、

F
A

X
：

0
7

2
-
8

7
5

-
4

8
3

0
（

平
日

9
時

か
ら

1
8

時
）

へ
お

気
軽

に
お

問
合

せ
下

さ
い

。
締

め

切
り

は
1

1
/
2

5
（

金
）

で
す

。
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児
童

用
 

利
用

者
の

家
族

 
中

間
サ

イ
ズ

の
浴

槽

に
つ

い
て

…
。

 

こ
ん

に
ち

は
。

 
私

の
子

供
は

、
バ

ク
バ

ク
っ

子
（

人
工

呼
吸

器
を

つ
け

た
子

供
）

１
１

才
に

な
り

ま
す

。
 
ま

だ
、

小
さ

い
と

き
は

写
真

の
浴

槽
で

も
プ

カ
プ

カ
浮

く
位

で
し

た
が

、
最

近
は

体
も

大
き

く
な

っ
て

き
た

し
、

骨
粗

鬆
症

と
も

言
わ

れ
、

浴
槽

が
一

回
り

位
大

き
い

の
が

欲
し

い
と

思
い

、
色

々
問

い
合

わ
せ

（
大

手
メ

ー
カ

ー
や

ホ
ー

ム
セ

ン
タ

ー
）

ま
し

た
が

、
１

個
だ

け
で

は
高

額
に

な
る

と
か

、
こ

の
先

検
討

も
難

し
い

と
か

で
、

な
か

な
か

ベ
ス

ト
サ

イ
ズ

が
あ

り
ま

せ
ん

。
長

さ
１

メ
ー

ト
ル

位
の

物
は

代
用

で
き

た
り

、
１

メ
ー

ト
ル

４
０

セ
ン

チ
過

ぎ
る

と
大

人
サ

イ
ズ

で
使

用
で

き
ま

す
が

、
１

２
０

～
１

３
０

セ
ン

チ
ま

で
の

サ
イ

ズ
と

な
る

と
 
な

か
な

か
代

用
も

難

し
く

、
今

後
も

私
の

よ
う

に
我

が
子

に
ゆ

っ
く

り
つ

か
ら

せ
て

や
り

た
い

！
と

思
う

親
御

さ
ん

は
お

ら
れ

る
と

思
い

ま
す

。
在

宅
で

暮
ら

す
子

供
さ

ん
も

増
え

て
き

て
い

る
の

で
、

ぜ
ひ

中
旬

サ
イ

ズ
の

浴
槽

を
お

考
え

て
い

た
だ

け
な

い
で

し
ょ

う
か

…
。

よ
ろ

し
く

お
願

い
し

ま
す

。
 
 
 
 

2
2

8
 

視
覚

障
害

者
用

 
利

用
者

 
歩

行
補

助
具

 
カ

ー
ナ

ビ
シ

ス
テ

ム
を

利
用

し
、

Ｇ
Ｐ

Ｓ
で

、
目

的
場

所
の

電
話

番
号

を
入

れ
る

と
案

内
し

て
く

れ
る

物
。

 
そ

れ
に

プ
ラ

ス
し

て
前

方

を
中

心
に

両
速

方
の

様
子

を
知

ら
せ

て
く

れ
る

物
。

 
知

ら
せ

る
手

段
は

音
声

と
振

動
。

 
利

用
者

の
体

に
装

着
し

て
使

用
す

る
。

 
カ

ー
ナ

ビ
シ

ス
テ

ム
を

使
う

の
は

コ
ス

ト
を

安
く

す
る

た
め

。
 

バ
ー

ジ
ョ

ン
ア

ッ
プ

可
能

な
物

。
 

2
2

9
 

視
覚

障
害

者
用

 
利

用
者

 
オ

ー
ル

マ
イ

テ
ィ

ー

ラ
ジ

オ
 

ラ
ジ

コ
・

ラ
ジ

ル
ラ

ジ
ル

の
再

生
、

地
デ

ジ
テ

レ
ビ

（
解

説
放

送
）

受
信

、
A

M
/
F
M

受
信

、
デ

ジ
タ

ル
ラ

ジ
オ

受
信

可
能

な
ラ

ジ
オ

を

最
低

２
機

種
。

ス
テ

レ
オ

ス
ピ

ー
カ

ー
内

蔵
の

ホ
ー

ム
ラ

ジ
オ

。
 

ワ
ン

ス
ピ

ー
カ

ー
の

携
帯

ラ
ジ

オ
。

２
機

種
と

も
ダ

イ
バ

ー
シ

テ
ィ

ー
ア

ン
テ

ナ
等

で
受

信
す

る
高

感
度

な
物

。
価

格
は

、
ホ

ー
ム

ラ
ジ

オ
が

２
万

円
～

３
万

円
程

度
。

携
帯

ラ
ジ

オ
が

１
５

０
０

０
円

～
２

万
円

程
度

 

2
3

0
 

視
覚

障
害

者
用

 
利

用
者

 
視

覚
障

害
者

で
も

使

え
る

、
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

。
 

価
格

は
、

現
在

一
般

に
販

売
さ

れ
て

い
る

物
と

同
じ

程
度

。
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2
3

1
 

視
覚

障
害

者
用

 
利

用
者

 
リ

モ
コ

ン
操

作
時

の

ビ
ー

プ
音

に
つ

い
て

最
近

リ
モ

コ
ン

や
本

体
が

ビ
ー

プ
音

を
発

声
さ

せ
る

機
種

が
増

え
て

い
ま

す
が

、
ビ

ー
プ

音
一

つ
（

ピ
ッ

）
、

二
つ

（
ピ

ッ
ピ

ッ
）

、
長

音
（

ピ
ー

ー
ー

ー
）

な
ど

い
ろ

い
ろ

の
音

を
使

い
分

け
て

操
作

確
認

で
き

る
物

を
製

作
し

て
欲

し
い

。
 

デ
ジ

タ
ル

 

機
器

の
押

し
ボ

タ
ン

は
操

作
し

て
も

判
り

に
く

い
の

で
、

例
え

ば
エ

ア
コ

ン
の

温
度

設
定

は
一

番
高

い
温

度
は

（
ピ

ッ
ピ

ッ
）

、
風

量
の

強
い

設
定

で
は

（
ピ

ッ
ピ

ッ
）

、
タ

イ
マ

ー
の

時
間

は
長

い
ビ

ー
プ

音
と

短
い

物
の

組
み

合
わ

せ
（

ソ
ニ

ー
の

Ｍ
Ｄ

デ
ッ

キ
、

型
式

、
※

※
※

の
よ

う
に

）
。

で
き

れ
ば

各
社

統
一

し
て

欲
し

い
。

 

2
3

2
 

肢
体

障
害

者
用

 
利

用
者

の
家

族
 

歩
行

車
 

小
脳

失
調

な
ど

が
あ

る
と

歩
行

車
ご

と
倒

れ
て

し
ま

う
こ

と
が

あ
り

ま
す

。
ジ

ャ
イ

ロ
ホ

イ
ー

ル
を

使
っ

た
よ

う
な

、
自

ら
た

ち
な

お
っ

て
く

る
歩

行
車

が
あ

る
と

助
か

り
ま

す
 

2
3

3
 

視
覚

障
害

者
用

 

盲
ろ

う
者

用
 

そ
の

他
(有

志
) 

周
辺

案
内

カ
メ

ラ
 

小
型

カ
メ

ラ
を

メ
ガ

ネ
フ

レ
ー

ム
に

組
み

込
み

、
手

持
ち

の
コ

ン
ト

ロ
ー

ラ
ー

の
ボ

タ
ン

を
押

す
た

び
に

正
面

の
画

像
を

認
識

し
て

、
イ

ヤ
ホ

ン
か

ら
主

な
景

色
を

音
声

出
力

す
る

。
(約

３
Ｍ

先
に

階
段

が
あ

り
ま

す
・

壁
が

あ
り

ま
す

・
横

断
歩

道
が

あ
り

ま
す

・
信

号
機

が

あ
り

ま
す

・
人

が
い

ま
す

）
な

ど
な

ど
。

 

画
像

認
識

精
度

と
音

声
発

信
(変

換
)能

力
を

ど
ん

ど
ん

向
上

さ
せ

て
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

な
ど

か
ら

自
由

に
ア

ッ
プ

デ
ー

ト
で

き
る

よ
う

に
す

る
。

(ナ
ビ

タ
イ

ム
)の

よ
う

な
一

般
商

業
メ

デ
ィ

ア
と

も
連

携
を

図
っ

て
、

精
度

・
認

識
速

度
の

向
上

に
努

め
る

。
 

2
3

4
 

 
 

 
 

福
祉

用
具

相
談

員
講

習
会

 

2
0

1
1

年
1

2
月

3
日

（
土

）
、

4
日

（
日

）
、

1
0

日
（

土
）

、
1

1
日

（
日

）
、

1
7

日
（

土
）

、
1

8
日

（
日

）
に

、
大

阪
市

住

江
区

南
港

A
T

C
エ

イ
ジ

レ
ス

セ
ン

タ
ー

に
お

き
ま

し
て

、
特

定
福

祉
用

具
販

売
事

業
所

に
従

事
す

る
福

祉
用

具
専

門
相

談
員

の
養

成
、

及
び

福
祉

用
具

の
販

売
点

に
お

い
て

の
適

切
な

福
祉

用
具

の
選

定
、

使
用

が
で

き
る

よ
う

、
助

言
・

相
談

・
説

明
・

点
検

・
修

理
・

指
導

が
で

き
る

人
材

を
育

成
す

る
こ

と
を

目
的

と
し

た
福

祉
用

具
専

門
相

談
員

指
定

講
習

会
を

行
い

ま
す

。
福

祉
機

器
の

実
務

的
な

知
識

、
技

能
を

修
得

で
き

る
有

用
な

講
習

会
で

す
。

ま
た

、
お

勤
め

の
方

に
も

参
加

し
や

す
い

土
日

の
み

の
設

定
で

す
。

お
問

合
せ

、
お

申
し

込
み

は
T

E
L
：

0
7

2
-
8

7
5

-
4

8
7

1
、

F
A

X
：

0
7

2
-
8

7
5

-
4

8
3

0
（

平
日

9
時

か
ら

1
8

時
）

へ
お

気
軽

に
お

問
合

せ
下

さ
い

。
締

め

切
り

は
1

1
/
2

5
（

金
）

で
す

。
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2
3

5
 

そ
の

他
(線

維
筋

痛
症

患
者

用
) 

利
用

者
 

歩
行

サ
ポ

ー
ト

器
具

線
維

筋
痛

症
患

者
で

す
。

今
、

松
葉

杖
を

使
っ

て
い

ま
す

が
、

そ
れ

だ
と

ど
う

し
て

も
手

が
痛

い
の

で
す

。
握

力
が

な
く

、
ま

た
リ

ウ
マ

チ
の

よ
う

な
関

節
の

痛
み

も
あ

る
の

で
杖

が
し

っ
か

り
と

握
れ

ず
、

う
ま

く
体

を
支

え
る

こ
と

が
出

来
ま

せ
ん

。
ま

ず
、

松
葉

杖
を

使
っ

て
い

る
理

由
で

す
が

、
脚

が
痛

い
だ

け
で

は
あ

り
ま

せ
ん

。
肩

や
背

中
、

腰
が

歩
く

た
び

に
痛

む
の

で
使

っ
て

い
ま

す
。

で
す

が
、

ど
う

し
て

も
片

側
に

体
重

が
寄

り
気

味
に

な
り

、
ま

た
支

え
る

の
に

脇
を

使
っ

て
い

る
た

め
片

側
ば

か
り

が
痛

む
結

果
で

す
。

そ
し

て
杖

を
持

つ
、

と
い

う
こ

と
自

体
が

手
の

痛
み

と
し

て
苦

痛
を

伴
っ

て
し

ま
い

ま
す

。
今

は
そ

れ
ら

を
総

合
し

て
補

助
し

て
く

れ
る

器
具

が
な

い
の

で
、

そ
う

い
っ

た
場

合
に

で
も

使
え

る
、

例
え

ば
両

脇
で

支
え

て
手

で
持

つ
必

要
が

な
い

歩
行

器
、

な
ど

、
そ

う
い

っ
た

も
の

を
開

発
し

て
も

ら
え

る
と

と
て

も
助

か
り

ま
す

。
是

非
、

よ
ろ

し
く

お
願

い
い

た
し

ま
す

。
 

2
3

6
 

肢
体

障
害

者
用

 
利

用
者

 
水

道
か

ら
な

べ
や

電

気
ポ

ッ
ト

ま
で

、
つ

な
ぐ

ホ
ー

ス
の

よ
う

な
も

の
 

線
維

筋
痛

症
患

者
で

す
。

 

と
に

か
く

す
べ

て
の

も
の

が
重

い
の

で
す

。
（

パ
ン

一
斤

は
重

く
て

買
っ

て
こ

ら
れ

な
い

、
程

度
。

）
 

そ
の

た
め

、
調

理
な

べ
や

、
お

湯
を

沸
か

す
た

め
の

電
気

ポ
ッ

ト
へ

水
を

入
れ

る
作

業
が

、
人

に
手

伝
っ

て
も

ら
わ

な
い

と
で

き
ま

せ
ん

。
 

水
道

か
ら

ホ
ー

ス
の

よ
う

な
も

の
が

で
て

い
れ

ば
、

簡
単

に
な

べ
に

沢
山

水
を

い
れ

た
り

（
葉

物
を

ゆ
で

る
と

き
。

ゆ
で

卵
で

も
）

、
自

力
で

電
気

ポ
ッ

ト
へ

給
水

で
き

る
と

思
う

の
で

す
。

 

現
在

は
、

ペ
ッ

ト
ボ

ト
ル

で
数

回
に

分
け

て
お

な
べ

に
水

を
入

れ
た

り
、

電
気

ポ
ッ

ト
に

関
し

て
は

、
家

族
に

頼
ん

で
い

ま
す

。
ま

た
家

族
が

で
か

け
て

い
る

と
き

は
、

水
の

ペ
ッ

ト
ボ

ト
ル

を
買

い
（

出
費

で
す

）
、

ヘ
ル

パ
ー

さ
ん

に
ポ

ッ
ト

脇
に

お
い

て
お

い
て

も
ら

い
、

ぺ
ッ

ト
ボ

ト
ル

の
淵

を
電

気
ポ

ッ
ト

に
も

た
せ

か
け

な
が

ら
、

流
し

い
れ

て
い

ま
す

。
 

（
小

分
け

に
し

て
蛇

口
か

ら
何

度
も

運
ん

で
い

た
の

で
は

、
そ

の
作

業
だ

け
で

力
尽

き
て

一
日

が
終

わ
っ

て
し

ま
い

ま
す

）
 

抗
菌

タ
イ

プ
に

な
っ

て
い

る
よ

う
な

も
の

を
希

望
し

ま
す

。
 

2
3

7
 

そ
の

他
 

開
発

メ
ー

カ
 

足
ブ

ラ
ン

コ
は

ヨ
チ

ヨ
チ

歩
き

を
改

善
し

ま
す

。
 

足
ブ

ラ
ン

コ
は

腰
掛

け
て

股
開

き
運

動
で

き
ま

す
。

ヨ
チ

ヨ
チ

歩
き

は
筋

肉
が

短
く

な
り

、
硬

く
な

っ
て

い
ま

す
。

 

柔
軟

運
動

の
股

開
き

運
動

は
ヨ

チ
ヨ

チ
歩

き
を

改
善

し
ま

す
。

 

2
3

8
 

肢
体

障
害

者
用

 
福

祉
専

門
職

 
乗

降
車

時
に

使
用

す

る
機

器
（

カ
ー

ル
君

）

現
在

、
カ

ー
ル

君
と

い
う

乗
降

車
時

に
使

用
す

る
機

器
を

重
度

障
害

者
セ

ン
タ

ー
内

で
、

使
用

し
て

い
ま

す
。

現
在

使
用

し
て

い
る

１
台

が
壊

れ
て

し
ま

う
と

、
商

品
が

製
造

中
止

に
な

っ
て

い
る

た
め

、
メ

ン
テ

ナ
ン

ス
等

を
行

っ
て

も
ら

え
ず

、
困

っ
て

い
ま

す
。
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2
3

9
 

肢
体

障
害

者
用

 
福

祉
専

門
職

 
マ

イ
ス

プ
ー

ン
食

事

介
助

ロ
ボ

ッ
ト

 

マ
イ

ス
プ

ー
ン

に
セ

ッ
ト

す
る

器
は

、
指

定
さ

れ
た

も
の

し
か

使
用

で
き

な
い

た
め

、
色

々
な

器
が

使
用

で
き

る
と

よ
い

。
ま

た
、

豆
腐

の
様

な
柔

ら
か

い
食

べ
物

や
味

噌
汁

の
よ

う
な

汁
物

が
食

べ
ら

れ
る

よ
う

に
工

夫
し

て
も

ら
い

た
い

。
 

2
4

0
 

肢
体

障
害

者
用

 

そ
の

他
 

医
療

専
門

職
 

立
ち

上
が

り
ア

シ
ス

ト
付

ポ
ー

タ
ブ

ル
ト

イ
レ

 

立
ち

上
が

る
際

に
便

座
が

昇
降

す
る

シ
ス

テ
ム

。
電

動
で

は
な

い
も

の
で

で
き

る
と

い
い

で
す

。
 

2
4

1
 

肢
体

障
害

者
用

 
利

用
者

 
ク

ッ
シ

ョ
ン

 
長

時
間

車
い

す
に

座
っ

て
い

る
の

で
、

お
尻

が
痛

く
な

る
。

色
々

買
っ

て
試

し
た

が
、

痛
み

が
す

ぐ
に

出
て

し
ま

う
。

長
時

間
座

っ
て

い

て
も

、
お

尻
に

負
担

が
い

か
な

い
ク

ッ
シ

ョ
ン

を
作

っ
て

欲
し

い
。

 

2
4

2
 

肢
体

障
害

者
用

 
利

用
者

 
ジ

ャ
ン

ボ
携

帯
電

話
携

帯
電

話
の

数
字

ボ
タ

ン
が

大
き

い
も

の
が

欲
し

い
。

小
さ

い
と

不
随

運
動

が
あ

る
た

め
押

し
た

い
ボ

タ
ン

が
押

せ
な

い
。

１
セ

ン
チ

角

く
ら

い
の

ボ
タ

ン
が

ち
ょ

う
ど

良
い

。
 

2
4

3
 

肢
体

障
害

者
用

 
利

用
者

 
呼

吸
器

の
バ

ッ
テ

リ

ー
 

外
出

に
使

う
バ

ッ
テ

リ
ー

が
、

６
時

間
し

か
も

た
な

い
と

、
自

由
に

外
出

が
出

来
な

い
。

な
の

で
、

バ
ッ

テ
リ

ー
の

時
間

を
気

に
し

な
い

で
い

い
く

ら
い

長
く

、
充

電
出

来
る

も
の

が
欲

し
い

。
 

2
4

4
 

肢
体

障
害

者
用

 

そ
の

他
(肢

体
・

知
的

障
が

い
重

複
) 

福
祉

専
門

職
 

歩
行

器
（

重
い

体
重

の
方

で
も

安
全

な

物
）

 

1
0

0
k
g

程
の

体
重

の
方

が
歩

行
器

を
使

わ
れ

る
が

、
知

的
に

障
が

い
が

あ
る

た
め

使
い

こ
な

し
方

が
悪

い
。

転
倒

が
あ

っ
た

の
で

、
安

全
で

使
い

や
す

い
物

が
欲

し
い

と
思

い
ま

す
。

歩
行

器
は

前
に

出
て

し
ま

い
や

す
い

。
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2
3

5
 

そ
の

他
(線

維
筋

痛
症

患
者

用
) 

利
用

者
 

歩
行

サ
ポ

ー
ト

器
具

線
維

筋
痛

症
患

者
で

す
。

今
、

松
葉

杖
を

使
っ

て
い

ま
す

が
、

そ
れ

だ
と

ど
う

し
て

も
手

が
痛

い
の

で
す

。
握

力
が

な
く

、
ま

た
リ

ウ
マ

チ
の

よ
う

な
関

節
の

痛
み

も
あ

る
の

で
杖

が
し

っ
か

り
と

握
れ

ず
、

う
ま

く
体

を
支

え
る

こ
と

が
出

来
ま

せ
ん

。
ま

ず
、

松
葉

杖
を

使
っ

て
い

る
理

由
で

す
が

、
脚

が
痛

い
だ

け
で

は
あ

り
ま

せ
ん

。
肩

や
背

中
、

腰
が

歩
く

た
び

に
痛

む
の

で
使

っ
て

い
ま

す
。

で
す

が
、

ど
う

し
て

も
片

側
に

体
重

が
寄

り
気

味
に

な
り

、
ま

た
支

え
る

の
に

脇
を

使
っ

て
い

る
た

め
片

側
ば

か
り

が
痛

む
結

果
で

す
。

そ
し

て
杖

を
持

つ
、

と
い

う
こ

と
自

体
が

手
の

痛
み

と
し

て
苦

痛
を

伴
っ

て
し

ま
い

ま
す

。
今

は
そ

れ
ら

を
総

合
し

て
補

助
し

て
く

れ
る

器
具

が
な

い
の

で
、

そ
う

い
っ

た
場

合
に

で
も

使
え

る
、

例
え

ば
両

脇
で

支
え

て
手

で
持

つ
必

要
が

な
い

歩
行

器
、

な
ど

、
そ

う
い

っ
た

も
の

を
開

発
し

て
も

ら
え

る
と

と
て

も
助

か
り

ま
す

。
是

非
、

よ
ろ

し
く

お
願

い
い

た
し

ま
す

。
 

2
3

6
 

肢
体

障
害

者
用

 
利

用
者

 
水

道
か

ら
な

べ
や

電

気
ポ

ッ
ト

ま
で

、
つ

な
ぐ

ホ
ー

ス
の

よ
う

な
も

の
 

線
維

筋
痛

症
患

者
で

す
。

 

と
に

か
く

す
べ

て
の

も
の

が
重

い
の

で
す

。
（

パ
ン

一
斤

は
重

く
て

買
っ

て
こ

ら
れ

な
い

、
程

度
。

）
 

そ
の

た
め

、
調

理
な

べ
や

、
お

湯
を

沸
か

す
た

め
の

電
気

ポ
ッ

ト
へ

水
を

入
れ

る
作

業
が

、
人

に
手

伝
っ

て
も

ら
わ

な
い

と
で

き
ま

せ
ん

。
 

水
道

か
ら

ホ
ー

ス
の

よ
う

な
も

の
が

で
て

い
れ

ば
、

簡
単

に
な

べ
に

沢
山

水
を

い
れ

た
り

（
葉

物
を

ゆ
で

る
と

き
。

ゆ
で

卵
で

も
）

、
自

力
で

電
気

ポ
ッ

ト
へ

給
水

で
き

る
と

思
う

の
で

す
。

 

現
在

は
、

ペ
ッ

ト
ボ

ト
ル

で
数

回
に

分
け

て
お

な
べ

に
水

を
入

れ
た

り
、

電
気

ポ
ッ

ト
に

関
し

て
は

、
家

族
に

頼
ん

で
い

ま
す

。
ま

た
家

族
が

で
か

け
て

い
る

と
き

は
、

水
の

ペ
ッ

ト
ボ

ト
ル

を
買

い
（

出
費

で
す

）
、

ヘ
ル

パ
ー

さ
ん

に
ポ

ッ
ト

脇
に

お
い

て
お

い
て

も
ら

い
、

ぺ
ッ

ト
ボ

ト
ル

の
淵

を
電

気
ポ

ッ
ト

に
も

た
せ

か
け

な
が

ら
、

流
し

い
れ

て
い

ま
す

。
 

（
小

分
け

に
し

て
蛇

口
か

ら
何

度
も

運
ん

で
い

た
の

で
は

、
そ

の
作

業
だ

け
で

力
尽

き
て

一
日

が
終

わ
っ

て
し

ま
い

ま
す

）
 

抗
菌

タ
イ

プ
に

な
っ

て
い

る
よ

う
な

も
の

を
希

望
し

ま
す

。
 

2
3

7
 

そ
の

他
 

開
発

メ
ー

カ
 

足
ブ

ラ
ン

コ
は

ヨ
チ

ヨ
チ

歩
き

を
改

善
し

ま
す

。
 

足
ブ

ラ
ン

コ
は

腰
掛

け
て

股
開

き
運

動
で

き
ま

す
。

ヨ
チ

ヨ
チ

歩
き

は
筋

肉
が

短
く

な
り

、
硬

く
な

っ
て

い
ま

す
。

 

柔
軟

運
動

の
股

開
き

運
動

は
ヨ

チ
ヨ

チ
歩

き
を

改
善

し
ま

す
。

 

2
3

8
 

肢
体

障
害

者
用

 
福

祉
専

門
職

 
乗

降
車

時
に

使
用

す

る
機

器
（

カ
ー

ル
君

）

現
在

、
カ

ー
ル

君
と

い
う

乗
降

車
時

に
使

用
す

る
機

器
を

重
度

障
害

者
セ

ン
タ

ー
内

で
、

使
用

し
て

い
ま

す
。

現
在

使
用

し
て

い
る

１
台

が
壊

れ
て

し
ま

う
と

、
商

品
が

製
造

中
止

に
な

っ
て

い
る

た
め

、
メ

ン
テ

ナ
ン

ス
等

を
行

っ
て

も
ら

え
ず

、
困

っ
て

い
ま

す
。
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2
3

9
 

肢
体

障
害

者
用

 
福

祉
専

門
職

 
マ

イ
ス

プ
ー

ン
食

事

介
助

ロ
ボ

ッ
ト

 

マ
イ

ス
プ

ー
ン

に
セ

ッ
ト

す
る

器
は

、
指

定
さ

れ
た

も
の

し
か

使
用

で
き

な
い

た
め

、
色

々
な

器
が

使
用

で
き

る
と

よ
い

。
ま

た
、

豆
腐

の
様

な
柔

ら
か

い
食

べ
物

や
味

噌
汁

の
よ

う
な

汁
物

が
食

べ
ら

れ
る

よ
う

に
工

夫
し

て
も

ら
い

た
い

。
 

2
4

0
 

肢
体

障
害

者
用

 

そ
の

他
 

医
療

専
門

職
 

立
ち

上
が

り
ア

シ
ス

ト
付

ポ
ー

タ
ブ

ル
ト

イ
レ

 

立
ち

上
が

る
際

に
便

座
が

昇
降

す
る

シ
ス

テ
ム

。
電

動
で

は
な

い
も

の
で

で
き

る
と

い
い

で
す

。
 

2
4

1
 

肢
体

障
害

者
用

 
利

用
者

 
ク

ッ
シ

ョ
ン

 
長

時
間

車
い

す
に

座
っ

て
い

る
の

で
、

お
尻

が
痛

く
な

る
。

色
々

買
っ

て
試

し
た

が
、

痛
み

が
す

ぐ
に

出
て

し
ま

う
。

長
時

間
座

っ
て

い

て
も

、
お

尻
に

負
担

が
い

か
な

い
ク

ッ
シ

ョ
ン

を
作

っ
て

欲
し

い
。

 

2
4

2
 

肢
体

障
害

者
用

 
利

用
者

 
ジ

ャ
ン

ボ
携

帯
電

話
携

帯
電

話
の

数
字

ボ
タ

ン
が

大
き

い
も

の
が

欲
し

い
。

小
さ

い
と

不
随

運
動

が
あ

る
た

め
押

し
た

い
ボ

タ
ン

が
押

せ
な

い
。

１
セ

ン
チ

角

く
ら

い
の

ボ
タ

ン
が

ち
ょ

う
ど

良
い

。
 

2
4

3
 

肢
体

障
害

者
用

 
利

用
者

 
呼

吸
器

の
バ

ッ
テ

リ

ー
 

外
出

に
使

う
バ

ッ
テ

リ
ー

が
、

６
時

間
し

か
も

た
な

い
と

、
自

由
に

外
出

が
出

来
な

い
。

な
の

で
、

バ
ッ

テ
リ

ー
の

時
間

を
気

に
し

な
い

で
い

い
く

ら
い

長
く

、
充

電
出

来
る

も
の

が
欲

し
い

。
 

2
4

4
 

肢
体

障
害

者
用

 

そ
の

他
(肢

体
・

知
的

障
が

い
重

複
) 

福
祉

専
門

職
 

歩
行

器
（

重
い

体
重

の
方

で
も

安
全

な

物
）

 

1
0

0
k
g

程
の

体
重

の
方

が
歩

行
器

を
使

わ
れ

る
が

、
知

的
に

障
が

い
が

あ
る

た
め

使
い

こ
な

し
方

が
悪

い
。

転
倒

が
あ

っ
た

の
で

、
安

全
で

使
い

や
す

い
物

が
欲

し
い

と
思

い
ま

す
。

歩
行

器
は

前
に

出
て

し
ま

い
や

す
い

。
 

121

28-117914_報告書.indd   121 2016/04/07   11:54:21



  

123 

2
4

5
 

肢
体

障
害

者
用

 
福

祉
専

門
職

 
重

度
肢

体
不

自
由

者

（
車

椅
子

使
用

者
）

の
た

め
の

室
内

運
動

器
具

の
開

発
 

重
度

肢
体

不
自

由
者

（
特

に
頸

髄
損

傷
者

）
等

で
、

在
宅

生
活

を
送

っ
て

い
る

方
か

ら
、

体
を

動
か

す
機

会
が

ほ
と

ん
ど

な
い

と
の

話
を

聞
く

。
特

に
、

自
分

で
車

の
運

転
が

で
き

な
い

方
や

、
自

宅
の

外
の

環
境

面
で

自
走

が
不

可
能

な
方

等
は

、
生

活
の

ほ
と

ん
ど

を
屋

内
で

過
ご

し
て

い
る

よ
う

で
あ

る
。

車
い

す
か

ら
ベ

ッ
ド

等
へ

の
ト

ラ
ン

ス
等

を
自

分
で

行
っ

て
い

る
方

は
ま

だ
し

も
、

車
椅

子
の

自
走

以
外

は
ほ

ぼ
介

助
で

生
活

し
て

い
る

方
に

と
っ

て
、

体
を

動
か

す
機

会
が

な
い

こ
と

が
な

い
の

が
実

情
の

よ
う

だ
。

一
般

の
方

に
は

、
生

活
習

慣
病

の
予

防
事

業
が

盛
ん

に
な

っ
て

い
る

が
、

上
記

の
よ

う
な

障
害

者
は

運
動

の
機

機
会

も
限

ら
れ

、
よ

り
深

刻
な

問
題

と
な

っ
て

い
る

で
あ

ろ
う

。
屋

内
で

運
動

が
で

き
れ

ば
と

い
う

話
を

利
用

者
か

ら
伺

う
こ

と
が

あ
る

が
、

現
存

す
る

も
の

は
、

大
き

さ
の

問
題

（
大

き
く

動
く

場
所

を
と

る
）

、
値

段
の

問
題

（
２

０
万

以
上

）
等

の
問

題
が

あ
り

、
な

か
で

も
一

番
大

き
な

問
題

は
、

運
動

を
行

う
際

に
介

助
者

の
手

助
け

が
必

要
な

点
で

あ
ろ

う
（

ル
ー

ム
ラ

ン
ナ

ー
へ

の
乗

り
降

り
が

自
分

で
は

で
き

な
い

構
造

と
な

っ
て

い
る

）
体

力
維

持
の

た
め

、

生
活

習
慣

病
等

を
予

防
し

健
康

を
維

持
す

る
た

め
、

重
度

の
肢

体
不

自
由

者
の

た
め

の
室

内
で

室
内

運
動

器
具

の
開

発
が

必
要

で
あ

る
と

考
え

て
い

る
。
○

室
内

運
動

器
具

に
必

要
な

要
素

・
持

久
的

な
運

動
が

で
き

る
器

具
で

あ
る

こ
と

。・
室

内
に

簡
易

に
設

置
で

き
る

こ
と

。・

特
別

な
工

事
を

必
要

と
し

な
い

。
・

生
活

ス
ペ

ー
ス

に
設

置
で

き
る

こ
と

。
（

大
き

さ
や

静
音

性
）

・
対

象
者

ひ
と

り
で

使
用

で
き

る
こ

と
。

 

2
4

6
 

肢
体

障
害

者
用

 

障
害

者
ス

ポ
ー

ツ
用

 

医
療

専
門

職
 

ト
ー

キ
ン

グ
エ

イ
ド

私
は

力
が

弱
い

た
め

、
な

で
る

よ
う

な
タ

ッ
チ

で
入

力
で

き
る

も
の

が
欲

し
い

。
も

し
、

間
違

っ
て

も
以

前
の

も
の

の
よ

う
に

、
ず

っ
と

、

押
し

続
け

て
れ

ば
、

ず
っ

と
そ

の
場

所
ま

で
戻

る
よ

う
な

、
シ

ス
テ

ム
が

ほ
し

い
。

今
の

も
の

は
１

文
字

づ
つ

し
か

戻
ら

な
い

。
発

表
時

に
時

間
が

か
か

り
、

こ
の

人
に

あ
て

る
と

時
間

が
か

か
る

か
ら

嫌
だ

と
い

う
印

象
を

与
え

て
し

ま
う

。
そ

れ
は

嫌
だ

。
 

（
私

は
文

字
板

だ
と

、
相

手
の

読
む

速
度

に
合

わ
せ

ら
れ

ず
、

自
分

で
も

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

が
効

か
な

い
の

だ
が

、
か

な
り

速
く

な
っ

て
し

ま
う

。
し

ま
い

に
は

自
分

で
も

ど
こ

ま
で

押
し

た
っ

け
？

と
な

る
ほ

ど
だ

。
こ

う
い

う
症

状
の

人
は

ト
ー

キ
ン

グ
エ

イ
ド

使
用

者
に

は
珍

し
い

か
と

思
う

。
そ

こ
で

オ
プ

シ
ョ

ン
で

構
わ

な
い

の
で

上
記

の
よ

う
な

も
の

を
切

に
望

む
。

）
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2
4

7
 

肢
体

障
害

者
用

 
開

発
メ

ー
カ

 
浴

室
内

の
手

摺
を

利

用
し

た
シ

ャ
ワ

ー
ヘ

ッ
ド

用
具

と
入

浴
装

置
 

1
.浴

室
内

に
取

付
け

た
既

設
の

水
平

式
や

垂
直

式
の

ど
ち

ら
の

手
摺

り
対

し
て

も
、

後
付

け
操

作
で

着
脱

が
自

在
に

で
き

る
ジ

ョ
イ

ン
ト

機
構

を
新

た
に

採
用

す
る

こ
と

で
、

取
付

け
位

置
も

ノ
ズ

ル
の

高
さ

や
角

度
も

自
由

に
選

択
が

可
能

と
な

る
新

規
な

シ
ャ

ワ
ー

装
置

を
提

供
し

ま
す

。
こ

れ
に

よ
っ

て
、

使
用

者
は

自
分

の
姿

勢
を

シ
ャ

ワ
ー

ヘ
ッ

ド
に

合
わ

せ
る

の
で

は
な

く
、

浴
び

た
い

場
所

に
向

け
て

ヘ
ッ

ド
の

位
置

を
動

か
し

シ
ャ

ワ
ー

を
当

て
る

こ
と

が
自

在
と

な
り

、
ピ

ン
ポ

イ
ン

ト
の

打
た

せ
湯

も
可

能
と

な
り

ま
す

。
洗

浄
時

に
は

介
護

者
が

両
手

を
自

由
に

使
っ

て
洗

髪
等

が
で

き
る

の
で

本
人

の
満

足
感

も
向

上
し

、
能

率
も

上
が

り
介

助
時

間
も

短
縮

し
ま

す
。

 

2
.寒

冷
期

に
際

し
て

は
、

体
温

の
低

下
を

防
ぎ

身
体

へ
の

負
担

を
軽

く
す

る
た

め
同

時
に

足
浴

を
行

え
ば

非
常

に
効

果
的

で
す

。
そ

の
手

法
と

し
て

空
気

を
入

れ
て

ビ
ニ

ー
ル

を
膨

ら
ま

せ
て

膝
下

ま
で

を
湯

に
浸

す
温

水
槽

を
併

用
す

れ
ば

全
身

の
体

温
も

上
昇

し
、

終
了

後
の

処
理

と
し

て
は

、
平

ら
な

型
に

折
り

畳
め

る
た

め
収

納
上

か
ら

も
大

変
便

利
で

す
。

 

（
注

）
 

そ
れ

ぞ
れ

の
装

置
に

つ
い

て
プ

ロ
ト

タ
イ

プ
は

製
作

済
み

で
す

。
 

2
4

8
 

肢
体

障
害

者
用

 
福

祉
専

門
職

 
 

入
浴

介
助

用
手

摺

装
置

 

 入
浴

時
に

お
け

る
課

題
は

、
浴

槽
へ

の
出

入
り

と
、

座
っ

た
り

立
っ

た
り

す
る

動
作

が
難

儀
で

あ
る

点
で

す
。

そ
の

解
決

策
と

し
て

、
浴

槽
の

長
手

方
向

壁
面

に
取

り
付

け
ら

れ
た

既
設

の
水

平
式

手
摺

り
を

利
用

し
て

、
後

付
け

で
装

着
が

で
き

る
ジ

ョ
イ

ン
ト

を
新

規
に

採
用

し
た

こ
と

で
浴

槽
を

直
角

に
横

断
し

、
対

面
側

の
縁

に
固

定
す

る
ブ

リ
ッ

ジ
状

の
介

助
用

手
摺

が
実

用
化

で
き

ま
し

た
。

こ
れ

に
よ

り
入

浴
者

は
左

右
の

任
意

側
か

ら
手

摺
を

伝
っ

て
浴

槽
に

入
り

、
そ

の
握

り
手

を
替

え
る

こ
と

な
く

中
央

部
へ

移
行

し
そ

の
ま

ま
腰

を
下

し
て

座
り

ま
す

。
立

ち
上

が
る

時
に

は
腕

を
伸

ば
し

て
前

方
の

手
摺

を
掴

め
ば

自
然

に
腰

を
浮

か
す

動
き

と
な

り
楽

に
起

き
上

が
る

こ
と

が
で

き
る

こ
と

で
、

危
険

性
が

減
少

し
安

全
度

が
増

し
ま

す
。

 

従
っ

て
、

従
来

の
I型

や
L

型
な

ど
の

複
数

の
手

摺
が

不
必

要
と

な
り

、
浴

室
内

の
環

境
美

化
と

経
済

性
に

貢
献

し
ま

す
。

 

（
注

）
 

手
摺

装
置

に
つ

い
て

プ
ロ

ト
タ

イ
プ

は
製

作
済

み
で

す
。
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2
4

5
 

肢
体

障
害

者
用

 
福

祉
専

門
職

 
重

度
肢

体
不

自
由

者

（
車

椅
子

使
用

者
）

の
た

め
の

室
内

運
動

器
具

の
開

発
 

重
度

肢
体

不
自

由
者

（
特

に
頸

髄
損

傷
者

）
等

で
、

在
宅

生
活

を
送

っ
て

い
る

方
か

ら
、

体
を

動
か

す
機

会
が

ほ
と

ん
ど

な
い

と
の

話
を

聞
く

。
特

に
、

自
分

で
車

の
運

転
が

で
き

な
い

方
や

、
自

宅
の

外
の

環
境

面
で

自
走

が
不

可
能

な
方

等
は

、
生

活
の

ほ
と

ん
ど

を
屋

内
で

過
ご

し
て

い
る

よ
う

で
あ

る
。

車
い

す
か

ら
ベ

ッ
ド

等
へ

の
ト

ラ
ン

ス
等

を
自

分
で

行
っ

て
い

る
方

は
ま

だ
し

も
、

車
椅

子
の

自
走

以
外

は
ほ

ぼ
介

助
で

生
活

し
て

い
る

方
に

と
っ

て
、

体
を

動
か

す
機

会
が

な
い

こ
と

が
な

い
の

が
実

情
の

よ
う

だ
。

一
般

の
方

に
は

、
生

活
習

慣
病

の
予

防
事

業
が

盛
ん

に
な

っ
て

い
る

が
、

上
記

の
よ

う
な

障
害

者
は

運
動

の
機

機
会

も
限

ら
れ

、
よ

り
深

刻
な

問
題

と
な

っ
て

い
る

で
あ

ろ
う

。
屋

内
で

運
動

が
で

き
れ

ば
と

い
う

話
を

利
用

者
か

ら
伺

う
こ

と
が

あ
る

が
、

現
存

す
る

も
の

は
、

大
き

さ
の

問
題

（
大

き
く

動
く

場
所

を
と

る
）

、
値

段
の

問
題

（
２

０
万

以
上

）
等

の
問

題
が

あ
り

、
な

か
で

も
一

番
大

き
な

問
題

は
、

運
動

を
行

う
際

に
介

助
者

の
手

助
け

が
必

要
な

点
で

あ
ろ

う
（

ル
ー

ム
ラ

ン
ナ

ー
へ

の
乗

り
降

り
が

自
分

で
は

で
き

な
い

構
造

と
な

っ
て

い
る

）
体

力
維

持
の

た
め

、

生
活

習
慣

病
等

を
予

防
し

健
康

を
維

持
す

る
た

め
、

重
度

の
肢

体
不

自
由

者
の

た
め

の
室

内
で

室
内

運
動

器
具

の
開

発
が

必
要

で
あ

る
と

考
え

て
い

る
。
○

室
内

運
動

器
具

に
必

要
な

要
素

・
持

久
的

な
運

動
が

で
き

る
器

具
で

あ
る

こ
と

。・
室

内
に

簡
易

に
設

置
で

き
る

こ
と

。・

特
別

な
工

事
を

必
要

と
し

な
い

。
・

生
活

ス
ペ

ー
ス

に
設

置
で

き
る

こ
と

。
（

大
き

さ
や

静
音

性
）

・
対

象
者

ひ
と

り
で

使
用

で
き

る
こ

と
。

 

2
4

6
 

肢
体

障
害

者
用

 

障
害

者
ス

ポ
ー

ツ
用

 

医
療

専
門

職
 

ト
ー

キ
ン

グ
エ

イ
ド

私
は

力
が

弱
い

た
め

、
な

で
る

よ
う

な
タ

ッ
チ

で
入

力
で

き
る

も
の

が
欲

し
い

。
も

し
、

間
違

っ
て

も
以

前
の

も
の

の
よ

う
に

、
ず

っ
と

、

押
し

続
け

て
れ

ば
、

ず
っ

と
そ

の
場

所
ま

で
戻

る
よ

う
な

、
シ

ス
テ

ム
が

ほ
し

い
。

今
の

も
の

は
１

文
字

づ
つ

し
か

戻
ら

な
い

。
発

表
時

に
時

間
が

か
か

り
、

こ
の

人
に

あ
て

る
と

時
間

が
か

か
る

か
ら

嫌
だ

と
い

う
印

象
を

与
え

て
し

ま
う

。
そ

れ
は

嫌
だ

。
 

（
私

は
文

字
板

だ
と

、
相

手
の

読
む

速
度

に
合

わ
せ

ら
れ

ず
、

自
分

で
も

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

が
効

か
な

い
の

だ
が

、
か

な
り

速
く

な
っ

て
し

ま
う

。
し

ま
い

に
は

自
分

で
も

ど
こ

ま
で

押
し

た
っ

け
？

と
な

る
ほ

ど
だ

。
こ

う
い

う
症

状
の

人
は

ト
ー

キ
ン

グ
エ

イ
ド

使
用

者
に

は
珍

し
い

か
と

思
う

。
そ

こ
で

オ
プ

シ
ョ

ン
で

構
わ

な
い

の
で

上
記

の
よ

う
な

も
の

を
切

に
望

む
。

）
 

  

124 

2
4

7
 

肢
体

障
害

者
用

 
開

発
メ

ー
カ

 
浴

室
内

の
手

摺
を

利

用
し

た
シ

ャ
ワ

ー
ヘ

ッ
ド

用
具

と
入

浴
装

置
 

1
.浴

室
内

に
取

付
け

た
既

設
の

水
平

式
や

垂
直

式
の

ど
ち

ら
の

手
摺

り
対

し
て

も
、

後
付

け
操

作
で

着
脱

が
自

在
に

で
き

る
ジ

ョ
イ

ン
ト

機
構

を
新

た
に

採
用

す
る

こ
と

で
、

取
付

け
位

置
も

ノ
ズ

ル
の

高
さ

や
角

度
も

自
由

に
選

択
が

可
能

と
な

る
新

規
な

シ
ャ

ワ
ー

装
置

を
提

供
し

ま
す

。
こ

れ
に

よ
っ

て
、

使
用

者
は

自
分

の
姿

勢
を

シ
ャ

ワ
ー

ヘ
ッ

ド
に

合
わ

せ
る

の
で

は
な

く
、

浴
び

た
い

場
所

に
向

け
て

ヘ
ッ

ド
の

位
置

を
動

か
し

シ
ャ

ワ
ー

を
当

て
る

こ
と

が
自

在
と

な
り

、
ピ

ン
ポ

イ
ン

ト
の

打
た

せ
湯

も
可

能
と

な
り

ま
す

。
洗

浄
時

に
は

介
護

者
が

両
手

を
自

由
に

使
っ

て
洗

髪
等

が
で

き
る

の
で

本
人

の
満

足
感

も
向

上
し

、
能

率
も

上
が

り
介

助
時

間
も

短
縮

し
ま

す
。

 

2
.寒

冷
期

に
際

し
て

は
、

体
温

の
低

下
を

防
ぎ

身
体

へ
の

負
担

を
軽

く
す

る
た

め
同

時
に

足
浴

を
行

え
ば

非
常

に
効

果
的

で
す

。
そ

の
手

法
と

し
て

空
気

を
入

れ
て

ビ
ニ

ー
ル

を
膨

ら
ま

せ
て

膝
下

ま
で

を
湯

に
浸

す
温

水
槽

を
併

用
す

れ
ば

全
身

の
体

温
も

上
昇

し
、

終
了

後
の

処
理

と
し

て
は

、
平

ら
な

型
に

折
り

畳
め

る
た

め
収

納
上

か
ら

も
大

変
便

利
で

す
。

 

（
注

）
 

そ
れ

ぞ
れ

の
装

置
に

つ
い

て
プ

ロ
ト

タ
イ

プ
は

製
作

済
み

で
す

。
 

2
4

8
 

肢
体

障
害

者
用

 
福

祉
専

門
職

 
 

入
浴

介
助

用
手

摺

装
置

 

 入
浴

時
に

お
け

る
課

題
は

、
浴

槽
へ

の
出

入
り

と
、

座
っ

た
り

立
っ

た
り

す
る

動
作

が
難

儀
で

あ
る

点
で

す
。

そ
の

解
決

策
と

し
て

、
浴

槽
の

長
手

方
向

壁
面

に
取

り
付

け
ら

れ
た

既
設

の
水

平
式

手
摺

り
を

利
用

し
て

、
後

付
け

で
装

着
が

で
き

る
ジ

ョ
イ

ン
ト

を
新

規
に

採
用

し
た

こ
と

で
浴

槽
を

直
角

に
横

断
し

、
対

面
側

の
縁

に
固

定
す

る
ブ

リ
ッ

ジ
状

の
介

助
用

手
摺

が
実

用
化

で
き

ま
し

た
。

こ
れ

に
よ

り
入

浴
者

は
左

右
の

任
意

側
か

ら
手

摺
を

伝
っ

て
浴

槽
に

入
り

、
そ

の
握

り
手

を
替

え
る

こ
と

な
く

中
央

部
へ

移
行

し
そ

の
ま

ま
腰

を
下

し
て

座
り

ま
す

。
立

ち
上

が
る

時
に

は
腕

を
伸

ば
し

て
前

方
の

手
摺

を
掴

め
ば

自
然

に
腰

を
浮

か
す

動
き

と
な

り
楽

に
起

き
上

が
る

こ
と

が
で

き
る

こ
と

で
、

危
険

性
が

減
少

し
安

全
度

が
増

し
ま

す
。

 

従
っ

て
、

従
来

の
I型

や
L

型
な

ど
の

複
数

の
手

摺
が

不
必

要
と

な
り

、
浴

室
内

の
環

境
美

化
と

経
済

性
に

貢
献

し
ま

す
。

 

（
注

）
 

手
摺

装
置

に
つ

い
て

プ
ロ

ト
タ

イ
プ

は
製

作
済

み
で

す
。
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2
4

9
 

児
童

用
 

学
校

・
雇

用
者

 
脳

性
ま

ひ
の

子
ど

も

用
の

車
い

す
 

あ
る

子
ど

も
が

、
「

僕
た

ち
が

使
い

や
す

い
車

い
す

は
ど

う
し

た
ら

作
っ

て
も

ら
え

る
の

？
」

と
言

っ
た

の
で

、
こ

こ
に

書
い

て
み

る
こ

と
に

し
ま

し
た

。
病

院
の

処
方

で
つ

く
ら

れ
た

車
い

す
は

動
き

に
く

い
よ

う
で

す
。

脳
性

ま
ひ

の
子

ど
も

た
ち

が
動

作
と

移
動

を
し

や
す

く
、

少
々

不
注

意
で

も
前

に
転

倒
し

な
い

車
い

す
か

、
そ

の
た

め
の

転
倒

防
止

の
対

応
が

あ
る

と
よ

い
と

思
い

ま
す

。
脳

性
ま

ひ
の

子
ど

も
は

自
力

で
の

外
出

経
験

が
乏

し
く

操
作

も
未

熟
な

の
で

、
小

さ
な

段
差

を
見

落
と

し
て

躓
い

た
り

、
フ

ッ
ト

プ
レ

ー
ト

に
足

を
か

け
た

ま
ま

車
い

す
か

ら
お

り
よ

う
と

し
た

り
す

る
こ

と
が

あ
り

ま
す

。
ま

た
、

プ
ッ

シ
ュ

ア
ッ

プ
や

横
移

乗
は

難
し

く
て

も
つ

か
ま

り
立

ち
で

移
乗

し
た

り
す

る
の

こ
と

が
で

き
る

場
合

が
多

く
あ

り
ま

す
が

、
フ

ッ
ト

サ
ポ

ー
ト

を
自

分
の

力
で

開
閉

で
き

な
い

こ
と

が
多

い
よ

う
で

す
。

弱
い

力
で

も
開

閉
で

き
る

と
よ

い
と

思
い

ま
す

。
車

い
す

を
使

い
な

が
ら

、
精

神
的

に
自

立
し

て
い

く
た

め
に

、
活

発
で

、
親

や
教

員
に

よ
る

監
視

や
手

助
け

が
少

な
く

て
活

動
で

き
る

環
境

や
経

験
が

必
要

と
思

い
ま

す
。

電
動

と
い

う
発

想
で

な
く

、
自

分
の

で
き

る
動

作
を

使
っ

て
移

乗
で

き
た

り
、

落
と

し
た

も
の

を
拾

っ
た

り
、

運
動

会
で

競
走

し
た

り
、

物
を

運
ん

だ
り

、
一

般
の

道
路

や
坂

道
を

自
分

で
こ

げ
た

り
、

と
い

う
よ

う
に

、
体

を
思

い
き

り
使

い
な

が
ら

成
就

感
を

も
つ

経
験

が
た

く
さ

ん
で

き
る

と
い

い
な

と
思

い
ま

す
。

（
電

動
は

バ
ッ

テ
リ

ー
切

れ
を

恐
れ

て
動

き
を

セ
ー

ブ
す

る
子

ど
も

も
い

ま
す

。
）

子
ど

も
は

必
ず

集
団

で
生

活
し

ま
す

の
で

、
車

い
す

は
折

り
た

た
み

が
で

き
な

い
と

不
便

で
す

。
集

団
で

バ
ス

な
ど

に
乗

り
ま

す
の

で
、

た
た

め
て

も
取

り
外

し
た

シ
ー

ト
の

た
め

に
一

席
分

必
要

に
な

る
の

も
困

り
ま

す
。

５
年

で
３

０
セ

ン
チ

近
く

身
長

が
変

わ
る

こ
と

も
あ

り
ま

す
か

ら
、

厳
密

な
適

合
で

な
く

て
は

操
作

が
著

し
く

不
利

に
な

る
、

と
い

う
よ

り
、

変
化

の
影

響
で

操
作

が
不

利
に

な
っ

て
も

動
き

や
す

い
ふ

う
で

あ
っ

て
ほ

し
い

で
す

。
（

限
度

は
あ

る
で

し
ょ

う
け

れ
ど

）
ど

う
ぞ

ご
検

討
く

だ
さ

い
ま

す
よ

う
に

お
願

い
し

ま
す

。
 

2
5

0
 

肢
体

障
害

者
用

 

そ
の

他
(高

齢

者
) 

開
発

メ
ー

カ
 

足
ブ

ラ
ン

コ
は

い
つ

ま
で

も
歩

け
ま

す
。

木
製

の
足

ブ
ラ

ン
コ

は
自

分
の

意
思

で
股

開
き

運
動

、
足

の
曲

げ
伸

ば
し

運
動

、
自

力
で

交
互

に
腿

上
げ

運
動

で
か

ま
す

。
移

動
で

き
る

ベ
ッ

ト
用

、
布

団
用

あ
り

ま
す

。
寝

た
ま

ま
で

足
、

脚
運

動
で

き
ま

す
。

手
の

上
、

下
運

動
で

き
ま

す
。

歩
け

る
よ

う
に

な
り

ま
す

。
一

人
で

食
事

で
き

ま
す

。
 

2
5

1
 

聴
覚

障
害

者
用

 
障

害
者

団
体

 
目

で
見

る
携

帯
電

話
聴

覚
障

害
者

は
耳

が
聞

こ
え

な
い

た
め

、
相

手
の

声
を

聞
き

た
く

て
も

電
話

で
き

ま
せ

ん
。

こ
の

ア
イ

デ
ア

は
健

聴
者

は
普

通
に

聴
覚

障

害
者

宛
に

電
話

→
聴

覚
障

害
者

の
携

帯
電

話
（

画
面

）
に

は
、

健
聴

者
が

話
し

て
い

る
言

葉
が

、
そ

の
ま

ま
字

幕
や

テ
ロ

ッ
プ

表
示

さ
れ

る
よ

う
な

機
器

の
開

発
を

要
望

し
ま

す
。
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2
5

2
 

 
 

 
 

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

／

「
重

度
障

害
者

用
意

思
伝

達
装

置
」

の
導

入
と

支
援

の
た

め
に

 

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

／
「

重
度

障
害

者
用

意
思

伝
達

装
置

」
の

導
入

と
支

援
の

た
め

に
 

を
開

催
し

ま
す

。
 

【
主

催
】

 

「
重

度
障

害
者

意
思

伝
達

装
置

の
支

給
と

利
用

支
援

を
包

括
す

る
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

 

総
合

支
援

施
策

の
確

立
に

関
す

る
研

究
」

班
 

研
究

代
表

者
 

井
村

 
保

（
中

部
学

院
大

学
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

学
部

准
教

授
）

 

【
共

催
】

 

 
宮

城
県

神
経

難
病

医
療

連
携

セ
ン

タ
ー

 

 
公

益
財

団
法

人
日

本
障

害
者

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
協

会
 

 
一

般
社

団
法

人
日

本
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

工
学

協
会

 

日
時

：
平

成
２

４
年

２
月

１
７

日
（

金
）

１
３

時
０

０
分

～
１

６
時

３
０

分
 

（
な

お
、

同
日

午
前

１
０

時
０

０
分

～
１

１
時

３
０

分
の

、
 

宮
城

県
神

経
難

病
医

療
連

携
セ

ン
タ

ー
「

平
成

2
3

年
度

第
2

回
 

 
医

療
従

事
者

等
実

地
研

修
会

」
 

に
引

き
続

き
実

施
し

ま
す

。
）

 

場
所

：
宮

城
県

教
育

会
館

「
フ

ォ
レ

ス
ト

仙
台

」
第

２
フ

ォ
レ

ス
ト

ホ
ー

ル
（

〒
9

8
1

-
0

9
3

3
 

仙
台

市
青

葉
区

柏
木

１
－

２
－

４
５

） 

h
tt

p
:/

/
 w

w
w

.f
o
re

s
ts

e
n

d
a
i.j
p

/
 

詳
し

く
は

、
h

tt
p

:/
/
re

l.c
h

u
b

u
-
g
u

.a
c
.jp

/
im

u
ra

/
m

h
lw

-
g
ra

n
ts

-
2

2
/
s
ym

p
o
.h

tm
lを

ご
覧

く
だ

さ
い

（
チ

ラ
シ

の
D

L
も

で

き
ま

す
）

。
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2
4

9
 

児
童

用
 

学
校

・
雇

用
者

 
脳

性
ま

ひ
の

子
ど

も

用
の

車
い

す
 

あ
る

子
ど

も
が

、
「

僕
た

ち
が

使
い

や
す

い
車

い
す

は
ど

う
し

た
ら

作
っ

て
も

ら
え

る
の

？
」

と
言

っ
た

の
で

、
こ

こ
に

書
い

て
み

る
こ

と
に

し
ま

し
た

。
病

院
の

処
方

で
つ

く
ら

れ
た

車
い

す
は

動
き

に
く

い
よ

う
で

す
。

脳
性

ま
ひ

の
子

ど
も

た
ち

が
動

作
と

移
動

を
し

や
す

く
、

少
々

不
注

意
で

も
前

に
転

倒
し

な
い

車
い

す
か

、
そ

の
た

め
の

転
倒

防
止

の
対

応
が

あ
る

と
よ

い
と

思
い

ま
す

。
脳

性
ま

ひ
の

子
ど

も
は

自
力

で
の

外
出

経
験

が
乏

し
く

操
作

も
未

熟
な

の
で

、
小

さ
な

段
差

を
見

落
と

し
て

躓
い

た
り

、
フ

ッ
ト

プ
レ

ー
ト

に
足

を
か

け
た

ま
ま

車
い

す
か

ら
お

り
よ

う
と

し
た

り
す

る
こ

と
が

あ
り

ま
す

。
ま

た
、

プ
ッ

シ
ュ

ア
ッ

プ
や

横
移

乗
は

難
し

く
て

も
つ

か
ま

り
立

ち
で

移
乗

し
た

り
す

る
の

こ
と

が
で

き
る

場
合

が
多

く
あ

り
ま

す
が

、
フ

ッ
ト

サ
ポ

ー
ト

を
自

分
の

力
で

開
閉

で
き

な
い

こ
と

が
多

い
よ

う
で

す
。

弱
い

力
で

も
開

閉
で

き
る

と
よ

い
と

思
い

ま
す

。
車

い
す

を
使

い
な

が
ら

、
精

神
的

に
自

立
し

て
い

く
た

め
に

、
活

発
で

、
親

や
教

員
に

よ
る

監
視

や
手

助
け

が
少

な
く

て
活

動
で

き
る

環
境

や
経

験
が

必
要

と
思

い
ま

す
。

電
動

と
い

う
発

想
で

な
く

、
自

分
の

で
き

る
動

作
を

使
っ

て
移

乗
で

き
た

り
、

落
と

し
た

も
の

を
拾

っ
た

り
、

運
動

会
で

競
走

し
た

り
、

物
を

運
ん

だ
り

、
一

般
の

道
路

や
坂

道
を

自
分

で
こ

げ
た

り
、

と
い

う
よ

う
に

、
体

を
思

い
き

り
使

い
な

が
ら

成
就

感
を

も
つ

経
験

が
た

く
さ

ん
で

き
る

と
い

い
な

と
思

い
ま

す
。

（
電

動
は

バ
ッ

テ
リ

ー
切

れ
を

恐
れ

て
動

き
を

セ
ー

ブ
す

る
子

ど
も

も
い

ま
す

。
）

子
ど

も
は

必
ず

集
団

で
生

活
し

ま
す

の
で

、
車

い
す

は
折

り
た

た
み

が
で

き
な

い
と

不
便

で
す

。
集

団
で

バ
ス

な
ど

に
乗

り
ま

す
の

で
、

た
た

め
て

も
取

り
外

し
た

シ
ー

ト
の

た
め

に
一

席
分

必
要

に
な

る
の

も
困

り
ま

す
。

５
年

で
３

０
セ

ン
チ

近
く

身
長

が
変

わ
る

こ
と

も
あ

り
ま

す
か

ら
、

厳
密

な
適

合
で

な
く

て
は

操
作

が
著

し
く

不
利

に
な

る
、

と
い

う
よ

り
、

変
化

の
影

響
で

操
作

が
不

利
に

な
っ

て
も

動
き

や
す

い
ふ

う
で

あ
っ

て
ほ

し
い

で
す

。
（

限
度

は
あ

る
で

し
ょ

う
け

れ
ど

）
ど

う
ぞ

ご
検

討
く

だ
さ

い
ま

す
よ

う
に

お
願

い
し

ま
す

。
 

2
5

0
 

肢
体

障
害

者
用

 

そ
の

他
(高

齢

者
) 

開
発

メ
ー

カ
 

足
ブ

ラ
ン

コ
は

い
つ

ま
で

も
歩

け
ま

す
。

木
製

の
足

ブ
ラ

ン
コ

は
自

分
の

意
思

で
股

開
き

運
動

、
足

の
曲

げ
伸

ば
し

運
動

、
自

力
で

交
互

に
腿

上
げ

運
動

で
か

ま
す

。
移

動
で

き
る

ベ
ッ

ト
用

、
布

団
用

あ
り

ま
す

。
寝

た
ま

ま
で

足
、

脚
運

動
で

き
ま

す
。

手
の

上
、

下
運

動
で

き
ま

す
。

歩
け

る
よ

う
に

な
り

ま
す

。
一

人
で

食
事

で
き

ま
す

。
 

2
5

1
 

聴
覚

障
害

者
用

 
障

害
者

団
体

 
目

で
見

る
携

帯
電

話
聴

覚
障

害
者

は
耳

が
聞

こ
え

な
い

た
め

、
相

手
の

声
を

聞
き

た
く

て
も

電
話

で
き

ま
せ

ん
。

こ
の

ア
イ

デ
ア

は
健

聴
者

は
普

通
に

聴
覚

障

害
者

宛
に

電
話

→
聴

覚
障

害
者

の
携

帯
電

話
（

画
面

）
に

は
、

健
聴

者
が

話
し

て
い

る
言

葉
が

、
そ

の
ま

ま
字

幕
や

テ
ロ

ッ
プ

表
示

さ
れ

る
よ

う
な

機
器

の
開

発
を

要
望

し
ま

す
。
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2
5

2
 

 
 

 
 

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

／

「
重

度
障

害
者

用
意

思
伝

達
装

置
」

の
導

入
と

支
援

の
た

め
に

 

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

／
「

重
度

障
害

者
用

意
思

伝
達

装
置

」
の

導
入

と
支

援
の

た
め

に
 

を
開

催
し

ま
す

。
 

【
主

催
】

 

「
重

度
障

害
者

意
思

伝
達

装
置

の
支

給
と

利
用

支
援

を
包

括
す

る
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

 

総
合

支
援

施
策

の
確

立
に

関
す

る
研

究
」

班
 

研
究

代
表

者
 

井
村

 
保

（
中

部
学

院
大

学
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

学
部

准
教

授
）

 

【
共

催
】

 

 
宮

城
県

神
経

難
病

医
療

連
携

セ
ン

タ
ー

 

 
公

益
財

団
法

人
日

本
障

害
者

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
協

会
 

 
一

般
社

団
法

人
日

本
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

工
学

協
会

 

日
時

：
平

成
２

４
年

２
月

１
７

日
（

金
）

１
３

時
０

０
分

～
１

６
時

３
０

分
 

（
な

お
、

同
日

午
前

１
０

時
０

０
分

～
１

１
時

３
０

分
の

、
 

宮
城

県
神

経
難

病
医

療
連

携
セ

ン
タ

ー
「

平
成

2
3

年
度

第
2

回
 

 
医

療
従

事
者

等
実

地
研

修
会

」
 

に
引

き
続

き
実

施
し

ま
す

。
）

 

場
所

：
宮

城
県

教
育

会
館

「
フ

ォ
レ

ス
ト

仙
台

」
第

２
フ

ォ
レ

ス
ト

ホ
ー

ル
（

〒
9

8
1

-
0

9
3

3
 

仙
台

市
青

葉
区

柏
木

１
－

２
－

４
５

） 

h
tt

p
:/

/
 w

w
w

.f
o
re

s
ts

e
n

d
a
i.j
p

/
 

詳
し

く
は

、
h

tt
p

:/
/
re

l.c
h

u
b

u
-
g
u

.a
c
.jp

/
im

u
ra

/
m

h
lw

-
g
ra

n
ts

-
2

2
/
s
ym

p
o
.h

tm
lを

ご
覧

く
だ

さ
い

（
チ

ラ
シ

の
D

L
も

で

き
ま

す
）

。
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2
5

3
 

 
 

 
 

国
リ

ハ
コ

レ
ク

シ
ョ

ン
2

0
1

1
 

～
あ

た

な
の

気
持

ち
を

叶
え

た
い

～
 

国
リ

ハ
コ

レ
ク

シ
ョ

ン
2

0
1

1
(1

2
月

2
2

日
)を

国
リ

ハ
で

開
催

し
ま

す
。

障
害

の
有

無
に

係
わ

ら
ず

、
お

し
ゃ

れ
な

服
を

、
ま

た
心

地
よ

い
衣

服
を

誰
も

が
楽

し
め

る
環

境
、

仕
組

み
作

り
を

国
リ

ハ
の

看
護

師
さ

ん
と

患
者

さ
ん

と
文

化
服

装
学

院
、

協
力

し
て

く
だ

さ
る

多
く

の
方

々
と

徐
々

に
進

め
始

め
ま

し
た

。
h

tt
p

:/
/
w

w
w

.r
e
h

a
b

.g
o
.jp

/
ri
/
e
v
e
n

t/
fa

s
h

io
n

/
to

p
.h

tm
l国

リ
ハ

ニ
ュ

ー
ス

６
月

号
の

巻
頭

言
に

も
一

部
書

き
ま

し
た

。
h

tt
p

:/
/w

w
w

.r
e
h

a
b

.g
o
.jp

/
re

h
a
n

e
w

s
/
ja

p
a
n

e
s
e
/
N

o
3

3
5

/
1

_
s
to

ry
.h

tm
l今

回
、

ご
参

加
が

困
難

で
も

、
応

援
メ

ッ
セ

ー
ジ

や
、

今
後

の
た

め
に

ア
ド

バ
イ

ス
等

頂
け

る
と

大
変

、
有

り
難

く
思

い
ま

す
。

ま
た

、
ご

関
心

あ
り

そ
う

な
方

々
に

ご
紹

介
い

た
だ

け
る

と
有

り
難

い
で

す
。

転
送

歓
迎

で
す

。
以

下
、

詳
細

で
す

。
す

で
に

「
フ

ァ
ッ

シ
ョ

ン
の

世
界

」

は
あ

り
ま

す
が

、
障

が
い

の
有

無
に

関
わ

ら
ず

、
誰

も
が

着
た

い
服

が
ど

こ
で

も
手

に
入

れ
や

す
い

新
し

い
「

フ
ァ

ッ
シ

ョ
ン

の
世

界
」

の
構

築
を

目
指

し
て

い
ま

す
。

病
気

や
事

故
、

ま
た

高
齢

に
よ

る
体

型
の

変
化

に
よ

っ
て

、
手

足
・

腰
の

動
き

が
悪

く
な

り
好

き
な

服
を

着
ら

れ
な

い
等

、
衣

料
に

関
す

る
こ

と
で

困
っ

て
い

る
人

が
い

る
現

状
が

あ
り

ま
す

。
原

因
は

「
衣

料
を

作
る

側
、

供
給

す
る

側
が

そ
の

課
題

に
気

が
つ

い
て

い
な

い
」

、
「

気
が

つ
い

て
い

て
も

障
害

に
つ

い
て

あ
ま

り
知

ら
ず

、
必

要
と

す
る

人
が

ど
の

程
度

い
る

の
か

も
不

明
で

あ
る

」
、

「
ど

の
よ

う
に

対
応

す
べ

き
か

が
わ

か
ら

ず
、

手
を

出
し

に
く

い
た

め
ビ

ジ
ネ

ス
と

し
て

の
見

通
し

が
立

た
な

い
」

な
ど

が
考

え
ら

れ
ま

す
。

そ
の

状
況

を
打

開
し

、
『

北
海

道
か

ら
沖

縄
ま

で
日

本
の

ど
こ

に
い

て
も

誰
も

が
着

た
い

服
を

手
に

入
れ

や
す

い
環

境
の

構
築

を
目

指
す

た
め

に
始

め
た

新
し

い
取

組
』

を
知

っ
て

頂
き

、
そ

の
一

端
を

今
回

の
フ

ァ
ッ

シ
ョ

ン
シ

ョ
ー

で
紹

介
し

た
い

と
思

い
ま

す
。

障
害

を
持

っ
た

モ
デ

ル
さ

ん
の

ご
都

合
で

、
午

前
中

は
リ

ハ
ー

サ
ル

で
４

人
、

午
後

は
本

番
で

５
人

の
方

々
の

衣
服

を
紹

介
す

る
予

定
で

す
。

電
動

車
い

す
は

、
男

性
１

名
で

す
。

手
動

車
い

す
は

、
女

性
１

名
、

男
性

２
名

あ
と

下
肢

装
具

を
つ

け
た

女
性

１
名

の
5

名
で

す
。

午
前

中
の

み
、

都
合

が
良

い
と

い
う

方
々

に
は

、
公

開
で

リ
ハ

ー
サ

ル
を

し
ま

す
の

で
、

午
前

中
に

ご
覧

に
な

り
た

い
方

は
、

小
野

ま
で

、
ご

一
報

下
さ

い
。

詳
細

は
、

w
e
b

に
掲

載
し

て
い

き
ま

す
。

障
害

の
程

度
は

個
人

毎
に

異
な

り
ま

す
が

、
モ

デ
ル

さ
ん

は

皆
さ

ん
障

害
を

持
っ

て
い

る
の

で
、

当
日

の
内

容
は

状
況

に
よ

り
変

わ
る

こ
と

も
あ

る
の

で
、

ご
了

解
下

さ
い

。
 

2
5

4
 

肢
体

障
害

者
用

 
福

祉
専

門
職

 
常

に
転

倒
の

危
険

が

あ
る

人
の

作
業

を
支

え
る

ウ
ォ

ー
カ

ー
 

当
施

設
の

生
活

介
護

に
は

、
重

度
の

て
ん

か
ん

発
作

の
方

が
い

ら
っ

し
ゃ

い
ま

す
。

常
に

脱
力

転
倒

の
危

険
が

あ
り

、
車

い
す

等
に

抑
制

し
た

ら
安

全
で

す
が

、
歩

け
る

方
な

の
で

ス
ト

レ
ス

に
も

な
り

、
み

ん
な

と
一

緒
に

作
業

に
参

加
で

き
ま

せ
ん

。
そ

の
た

め
、

ス
タ

ッ
フ

が
一

人
、

常
に

そ
ば

に
い

て
見

守
り

な
が

ら
作

業
を

し
、

転
倒

の
瞬

間
に

支
え

る
と

い
う

毎
日

で
す

。
 

施
設

側
の

人
手

も
大

変
で

す
が

、
本

人
に

と
っ

て
も

、
常

に
そ

ば
に

誰
か

が
い

る
の

は
ス

ト
レ

ス
で

あ
り

、
そ

の
状

態
を

解
消

し
、

自
力

で
立

っ
て

歩
い

て
作

業
も

で
き

る
た

め
の

ツ
ー

ル
が

必
要

と
さ

れ
て

い
ま

す
。

 

肢
体

不
自

由
の

方
が

使
用

す
る

ム
ー

ン
ウ

ォ
ー

カ
ー

に
、

作
業

台
が

融
合

し
た

よ
う

な
器

具
が

あ
れ

ば
、

本
人

の
自

主
的

な
意

思
で

行
動

し
、

作
業

で
き

る
環

境
に

な
る

の
で

は
な

い
か

と
考

え
ま

す
。
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聴
覚

障
害

者
用

 
利

用
者

 
音

声
筆

談
器

（
対

話

用
）

 

携
帯

が
可

能
な

端
末

を
用

い
て

、
リ

ア
ル

タ
イ

ム
で

音
声

を
文

字
に

か
え

る
装

置
の

開
発

を
提

案
し

ま
す

。
既

存
の

「
手

書
筆

談
器

」
に

か
わ

る
、

難
聴

者
に

と
っ

て
は

画
期

的
な

製
品

で
す

。
難

聴
者

が
相

手
に

自
分

の
意

思
を

伝
え

る
場

合
、

現
状

は
「

筆
記

」
「

手
話

」
を

使
い

ま
す

が
、

加
齢

に
よ

り
「

文
字

書
き

」
が

出
来

な
く

な
る

場
合

が
あ

り
ま

す
。

ま
た

手
話

は
、

相
手

が
手

話
を

理
解

で
き

な
け

れ
ば

使
え

ま
せ

ん
。

 

「
音

声
筆

談
器

」
は

上
記

の
よ

う
な

不
具

合
を

解
決

し
、

言
葉

が
喋

れ
る

難
聴

者
で

あ
れ

ば
、

非
常

に
有

効
な

機
器

と
な

り
ま

す
。

 

興
味

を
お

持
ち

に
な

ら
れ

た
方

は
、

横
浜

市
中

途
失

聴
・

難
聴

者
協

会
補

聴
器

研
究

部
の

力
石

ま
で

ご
連

絡
く

だ
さ

い
。

 

h
tt

p
:/

/
h

a
m

a
n

a
n

c
h

o
.o

rg
/
in

d
e
x
.h

tm
 

2
5

6
 

障
害

者
ス

ポ
ー

ツ
用

 

利
用

者
 

車
椅

子
用

足
固

定
ベ

ル
ト

と
片

マ
ヒ

用
ボ

デ
ィ

ー
タ

オ
ル

紹
介

昨
年

末
に

カ
タ

ロ
グ

が
、

完
成

し
ま

し
た

の
で

今
回

ご
紹

介
さ

せ
て

頂
き

ま
す

。
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
に

掲
示

し
ま

し
た

、
製

品
は

、
全

て
テ

ク
ノ

エ
イ

ド
協

会
の

ご
意

見
Ｈ

Ｐ
が

き
っ

か
け

で
作

ら
れ

た
製

品
で

す
。

こ
れ

ら
の

製
品

が
、

必
要

な
人

に
お

知
ら

せ
出

来
る

よ
う

に
こ

れ
か

ら
努

力
し

て
い

き
ま

す
。

ご
興

味
の

あ
る

方
は

、
是

非
下

記
の

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

を
ご

覧
下

さ
い

。
(社

)新
産

業
喜

働
推

進
機

構

h
tt

p
:/

/
w

w
w

.n
ik

.o
r.
jp

/
in

d
e
x
.h

tm
l小

さ
な

要
望

も
困

っ
て

い
る

人
に

は
、

す
ご

く
価

値
の

あ
る

物
な

の
で

す
。

こ
れ

か
ら

も
そ

れ

を
大

事
に

し
て

い
き

た
い

で
す

。
 

2
5

7
 

 
 

 
 

福
祉

機
器

リ
ユ

ー
ス

（
再

使
用

）
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
事

業
 

平
成

２
３

年
度

・
独

立
行

政
法

人
福

祉
医

療
機

構
に

よ
る

「
社

会
福

祉
振

興
助

成
事

業
」

の
助

成
を

受
け

て
、

特
定

非
営

利
活

動
法

人
障

害
者

自
立

就
労

支
援

メ
ッ

セ
ー

ジ
花

く
じ

ら
で

は
「

障
が

い
者

の
就

労
を

支
援

す
る

福
祉

機
器

リ
ユ

ー
ス

（
再

使
用

）
事

業
を

開
始

致
し

ま
し

た
。

こ
の

事
業

は
、

「
福

祉
機

器
の

有
効

活
用

」
と

障
が

い
者

の
就

労
支

援
」

を
目

的
と

し
た

も
の

で
、

家
庭

内
ま

た
は

、
施

設
で

不
用

と
な

っ
て

い
る

福
祉

機
器

を
譲

り
受

け
、

必
要

と
さ

れ
て

い
る

方
へ

、
公

的
給

付
さ

れ
る

ま
で

の
間

、
機

器
の

ク
リ

ー
ニ

ン
グ

、
消

毒
、

メ
ン

テ
ナ

ン
ス

（
就

労
支

援
）

を
行

い
助

成
期

間
は

無
償

に
て

貸
し

出
し

す
る

事
業

で
す

。
現

在
、

対
象

地
域

に
て

無
償

に
て

、
ク

リ
ー

ニ
ン

グ
、

消
毒

を
執

り
行

な
っ

て
ま

す
。

是
非

、
ご

利
用

下
さ

い
。

 

事
業

概
要

は
以

下
の

通
り

で
す

。
対

象
地

域
の

方
は

、
ぜ

ひ
お

問
い

合
わ

せ
く

だ
さ

い
。

平
成

２
４

年
４

月
以

降
は

自
主

事
業

と
し

て
運

営
致

し
ま

す
。

★
対

象
地

域
:山

口
県

、
福

岡
県

及
び

佐
賀

県
に

お
住

ま
い

の
方

・
施

設
。

団
体

（
平

成
２

４
年

４
月

よ
り

大
分

県
を

対

象
地

域
と

し
て

準
備

中
）

 

★
対

象
機

器
:福

祉
機

器
 

（
但

し
、

再
使

用
可

能
な

も
の

）
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国
リ

ハ
コ

レ
ク

シ
ョ

ン
2

0
1

1
 

～
あ

た

な
の

気
持

ち
を

叶
え

た
い

～
 

国
リ

ハ
コ

レ
ク

シ
ョ

ン
2

0
1

1
(1

2
月

2
2

日
)を

国
リ

ハ
で

開
催

し
ま

す
。

障
害

の
有

無
に

係
わ

ら
ず

、
お

し
ゃ

れ
な

服
を

、
ま

た
心

地
よ

い
衣

服
を

誰
も

が
楽

し
め

る
環

境
、

仕
組

み
作

り
を

国
リ

ハ
の

看
護

師
さ

ん
と

患
者

さ
ん

と
文

化
服

装
学

院
、

協
力

し
て

く
だ

さ
る

多
く

の
方

々
と

徐
々

に
進

め
始

め
ま

し
た

。
h

tt
p

:/
/
w

w
w

.r
e
h

a
b

.g
o
.jp

/
ri
/
e
v
e
n

t/
fa

s
h

io
n

/
to

p
.h

tm
l国

リ
ハ

ニ
ュ

ー
ス

６
月

号
の

巻
頭

言
に

も
一

部
書

き
ま

し
た

。
h

tt
p

:/
/w

w
w

.r
e
h

a
b

.g
o
.jp

/
re

h
a
n

e
w

s
/
ja

p
a
n

e
s
e
/
N

o
3

3
5

/
1

_
s
to

ry
.h

tm
l今

回
、

ご
参

加
が

困
難

で
も

、
応

援
メ

ッ
セ

ー
ジ

や
、

今
後

の
た

め
に

ア
ド

バ
イ

ス
等

頂
け

る
と

大
変

、
有

り
難

く
思

い
ま

す
。

ま
た

、
ご

関
心

あ
り

そ
う

な
方

々
に

ご
紹

介
い

た
だ

け
る

と
有

り
難

い
で

す
。

転
送

歓
迎

で
す

。
以

下
、

詳
細

で
す

。
す

で
に

「
フ

ァ
ッ

シ
ョ

ン
の

世
界

」

は
あ

り
ま

す
が

、
障

が
い

の
有

無
に

関
わ

ら
ず

、
誰

も
が

着
た

い
服

が
ど

こ
で

も
手

に
入

れ
や

す
い

新
し

い
「

フ
ァ

ッ
シ

ョ
ン

の
世

界
」

の
構

築
を

目
指

し
て

い
ま

す
。

病
気

や
事

故
、

ま
た

高
齢

に
よ

る
体

型
の

変
化

に
よ

っ
て

、
手

足
・

腰
の

動
き

が
悪

く
な

り
好

き
な

服
を

着
ら

れ
な

い
等

、
衣

料
に

関
す

る
こ

と
で

困
っ

て
い

る
人

が
い

る
現

状
が

あ
り

ま
す

。
原

因
は

「
衣

料
を

作
る

側
、

供
給

す
る

側
が

そ
の

課
題

に
気

が
つ

い
て

い
な

い
」

、
「

気
が

つ
い

て
い

て
も

障
害

に
つ

い
て

あ
ま

り
知

ら
ず

、
必

要
と

す
る

人
が

ど
の

程
度

い
る

の
か

も
不

明
で

あ
る

」
、

「
ど

の
よ

う
に

対
応

す
べ

き
か

が
わ

か
ら

ず
、

手
を

出
し

に
く

い
た

め
ビ

ジ
ネ

ス
と

し
て

の
見

通
し

が
立

た
な

い
」

な
ど

が
考

え
ら

れ
ま

す
。

そ
の

状
況

を
打

開
し

、
『

北
海

道
か

ら
沖

縄
ま

で
日

本
の

ど
こ

に
い

て
も

誰
も

が
着

た
い

服
を

手
に

入
れ

や
す

い
環

境
の

構
築

を
目

指
す

た
め

に
始

め
た

新
し

い
取

組
』

を
知

っ
て

頂
き

、
そ

の
一

端
を

今
回

の
フ

ァ
ッ

シ
ョ

ン
シ

ョ
ー

で
紹

介
し

た
い

と
思

い
ま

す
。

障
害

を
持

っ
た

モ
デ

ル
さ

ん
の

ご
都

合
で

、
午

前
中

は
リ

ハ
ー

サ
ル

で
４

人
、

午
後

は
本

番
で

５
人

の
方

々
の

衣
服

を
紹

介
す

る
予

定
で

す
。

電
動

車
い

す
は

、
男

性
１

名
で

す
。

手
動

車
い

す
は

、
女

性
１

名
、

男
性

２
名

あ
と

下
肢

装
具

を
つ

け
た

女
性

１
名

の
5

名
で

す
。

午
前

中
の

み
、

都
合

が
良

い
と

い
う

方
々

に
は

、
公

開
で

リ
ハ

ー
サ

ル
を

し
ま

す
の

で
、

午
前

中
に

ご
覧

に
な

り
た

い
方

は
、

小
野

ま
で

、
ご

一
報

下
さ

い
。

詳
細

は
、

w
e
b

に
掲

載
し

て
い

き
ま

す
。

障
害

の
程

度
は

個
人

毎
に

異
な

り
ま

す
が

、
モ

デ
ル

さ
ん

は

皆
さ

ん
障

害
を

持
っ

て
い

る
の

で
、

当
日

の
内

容
は

状
況

に
よ

り
変

わ
る

こ
と

も
あ

る
の

で
、

ご
了

解
下

さ
い

。
 

2
5

4
 

肢
体

障
害

者
用

 
福

祉
専

門
職

 
常

に
転

倒
の

危
険

が

あ
る

人
の

作
業

を
支

え
る

ウ
ォ

ー
カ

ー
 

当
施

設
の

生
活

介
護

に
は

、
重

度
の

て
ん

か
ん

発
作

の
方

が
い

ら
っ

し
ゃ

い
ま

す
。

常
に

脱
力

転
倒

の
危

険
が

あ
り

、
車

い
す

等
に

抑
制

し
た

ら
安

全
で

す
が

、
歩

け
る

方
な

の
で

ス
ト

レ
ス

に
も

な
り

、
み

ん
な

と
一

緒
に

作
業

に
参

加
で

き
ま

せ
ん

。
そ

の
た

め
、

ス
タ

ッ
フ

が
一

人
、

常
に

そ
ば

に
い

て
見

守
り

な
が

ら
作

業
を

し
、

転
倒

の
瞬

間
に

支
え

る
と

い
う

毎
日

で
す

。
 

施
設

側
の

人
手

も
大

変
で

す
が

、
本

人
に

と
っ

て
も

、
常

に
そ

ば
に

誰
か

が
い

る
の

は
ス

ト
レ

ス
で

あ
り

、
そ

の
状

態
を

解
消

し
、

自
力

で
立

っ
て

歩
い

て
作

業
も

で
き

る
た

め
の

ツ
ー

ル
が

必
要

と
さ

れ
て

い
ま

す
。

 

肢
体

不
自

由
の

方
が

使
用

す
る

ム
ー

ン
ウ

ォ
ー

カ
ー

に
、

作
業

台
が

融
合

し
た

よ
う

な
器

具
が

あ
れ

ば
、

本
人

の
自

主
的

な
意

思
で

行
動

し
、

作
業

で
き

る
環

境
に

な
る

の
で

は
な

い
か

と
考

え
ま

す
。
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聴
覚

障
害

者
用

 
利

用
者

 
音

声
筆

談
器

（
対

話

用
）

 

携
帯

が
可

能
な

端
末

を
用

い
て

、
リ

ア
ル

タ
イ

ム
で

音
声

を
文

字
に

か
え

る
装

置
の

開
発

を
提

案
し

ま
す

。
既

存
の

「
手

書
筆

談
器

」
に

か
わ

る
、

難
聴

者
に

と
っ

て
は

画
期

的
な

製
品

で
す

。
難

聴
者

が
相

手
に

自
分

の
意

思
を

伝
え

る
場

合
、

現
状

は
「

筆
記

」
「

手
話

」
を

使
い

ま
す

が
、

加
齢

に
よ

り
「

文
字

書
き

」
が

出
来

な
く

な
る

場
合

が
あ

り
ま

す
。

ま
た

手
話

は
、

相
手

が
手

話
を

理
解

で
き

な
け

れ
ば

使
え

ま
せ

ん
。

 

「
音

声
筆

談
器

」
は

上
記

の
よ

う
な

不
具

合
を

解
決

し
、

言
葉

が
喋

れ
る

難
聴

者
で

あ
れ

ば
、

非
常

に
有

効
な

機
器

と
な

り
ま

す
。

 

興
味

を
お

持
ち

に
な

ら
れ

た
方

は
、

横
浜

市
中

途
失

聴
・

難
聴

者
協

会
補

聴
器

研
究

部
の

力
石

ま
で

ご
連

絡
く

だ
さ

い
。

 

h
tt
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/
h

a
m

a
n

a
n

c
h

o
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tm
 

2
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6
 

障
害

者
ス

ポ
ー

ツ
用

 

利
用

者
 

車
椅

子
用

足
固

定
ベ

ル
ト

と
片

マ
ヒ

用
ボ

デ
ィ

ー
タ

オ
ル

紹
介

昨
年

末
に

カ
タ

ロ
グ

が
、

完
成

し
ま

し
た

の
で

今
回

ご
紹

介
さ

せ
て

頂
き

ま
す

。
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
に

掲
示

し
ま

し
た

、
製

品
は

、
全

て
テ

ク
ノ

エ
イ

ド
協

会
の

ご
意

見
Ｈ

Ｐ
が

き
っ

か
け

で
作

ら
れ

た
製

品
で

す
。

こ
れ

ら
の

製
品

が
、

必
要

な
人

に
お

知
ら

せ
出

来
る

よ
う

に
こ

れ
か

ら
努

力
し

て
い

き
ま

す
。

ご
興

味
の

あ
る

方
は

、
是

非
下

記
の

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

を
ご

覧
下

さ
い

。
(社

)新
産

業
喜

働
推

進
機

構

h
tt

p
:/

/
w

w
w

.n
ik

.o
r.
jp

/
in

d
e
x
.h

tm
l小

さ
な

要
望

も
困

っ
て

い
る

人
に

は
、

す
ご

く
価

値
の

あ
る

物
な

の
で

す
。

こ
れ

か
ら

も
そ

れ

を
大

事
に

し
て

い
き

た
い

で
す

。
 

2
5

7
 

 
 

 
 

福
祉

機
器

リ
ユ

ー
ス

（
再

使
用

）
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
事

業
 

平
成

２
３

年
度

・
独

立
行

政
法

人
福

祉
医

療
機

構
に

よ
る

「
社

会
福

祉
振

興
助

成
事

業
」

の
助

成
を

受
け

て
、

特
定

非
営

利
活

動
法

人
障

害
者

自
立

就
労

支
援

メ
ッ

セ
ー

ジ
花

く
じ

ら
で

は
「

障
が

い
者

の
就

労
を

支
援

す
る

福
祉

機
器

リ
ユ

ー
ス

（
再

使
用

）
事

業
を

開
始

致
し

ま
し

た
。

こ
の

事
業

は
、

「
福

祉
機

器
の

有
効

活
用

」
と

障
が

い
者

の
就

労
支

援
」

を
目

的
と

し
た

も
の

で
、

家
庭

内
ま

た
は

、
施

設
で

不
用

と
な

っ
て

い
る

福
祉

機
器

を
譲

り
受

け
、

必
要

と
さ

れ
て

い
る

方
へ

、
公

的
給

付
さ

れ
る

ま
で

の
間

、
機

器
の

ク
リ

ー
ニ

ン
グ

、
消

毒
、

メ
ン

テ
ナ

ン
ス

（
就

労
支

援
）

を
行

い
助

成
期

間
は

無
償

に
て

貸
し

出
し

す
る

事
業

で
す

。
現

在
、

対
象

地
域

に
て

無
償

に
て

、
ク

リ
ー

ニ
ン

グ
、

消
毒

を
執

り
行

な
っ

て
ま

す
。

是
非

、
ご

利
用

下
さ

い
。

 

事
業

概
要

は
以

下
の

通
り

で
す

。
対

象
地

域
の

方
は

、
ぜ

ひ
お

問
い

合
わ

せ
く

だ
さ

い
。

平
成

２
４

年
４

月
以

降
は

自
主

事
業

と
し

て
運

営
致

し
ま

す
。

★
対

象
地

域
:山

口
県

、
福

岡
県

及
び

佐
賀

県
に

お
住

ま
い

の
方

・
施

設
。

団
体

（
平

成
２

４
年

４
月

よ
り

大
分

県
を

対

象
地

域
と

し
て

準
備

中
）

 

★
対

象
機

器
:福

祉
機

器
 

（
但

し
、

再
使

用
可

能
な

も
の

）
 

127

28-117914_報告書.indd   127 2016/04/07   11:54:24



  

129 

2
5

8
 

肢
体

障
害

者
 

開
発

メ
ー

カ
 

家
族

が
で

き
る

尖
足

角
度

の
計

測
と

拘
縮

改
善

リ
ハ

ビ
リ

器
具

長
期

臥
床

の
方

が
な

り
や

す
い

尖
足

（
下

垂
足

）
の

予
防

改
善

を
家

族
や

上
半

身
健

常
な

方
は

本
人

が
床

上
で

 

座
位

や
寝

た
ま

ま
、

テ
コ

作
用

に
よ

り
軽

い
力

で
反

復
動

的
（

神
経

筋
促

通
）

な
リ

ハ
ビ

リ
を

行
な

え
ま

す
。

 

足
関

節
可

動
域

も
他

動
域

角
度

、
自

力
動

域
角

度
を

本
人

や
家

族
が

測
定

値
を

確
認

で
き

ま
す

の
で

、
リ

ハ
ビ

リ
 

の
意

欲
を

高
め

ま
す

。
本

訓
練

の
二

次
的

効
果

と
し

て
、

足
関

節
底

背
屈

の
パ

ー
ト

ナ
ー

反
復

運
動

を
仰

臥
位

で
 

行
な

い
ま

す
と

下
肢

深
部

静
脈

血
流

速
度

を
増

加
し

て
深

部
静

脈
血

栓
症

（
エ

コ
ノ

ミ
ー

ク
ラ

ス
症

候
群

）
の

予
防

 

に
効

果
が

あ
り

ま
す

。
商

品
名

｢
背

屈
く

ん
Ⅱ

｣
 

 

2
5

9
 

 
 

 
 

触
図

筆
ペ

ン
展

示
会

の
ご

案
内

 

触
図

筆
ペ

ン
展

示
会

を
ご

紹
介

し
ま

す
。

 

視
覚

障
が

い
の

人
た

ち
が

絵
や

文
字

を
描

け
る

ペ
ン

「
触

図
筆

ペ
ン

」
の

開
発

ま
で

の
歴

史
や

製
品

、
ペ

ン
を

つ
か

っ
た

盲
学

校
生

徒
さ

ん
の

作
品

や
ア

ー
テ

ィ
ス

ト
の

作
品

を
展

示
し

ま
す

。
ご

関
心

あ
る

方
は

、
以

下
を

ご
覧

下
さ

い
。

 

日
時

：
平

成
2

4
年

3
月

8
日

(木
)～

3
月

1
8

日
(日

) 
 
1

1
時

か
ら

1
8

時
、

最
終

日
は

1
6

時
ま

で
 

会
場

：
ギ

ャ
ラ

リ
ー

T
O

M
 

〒
1

5
0

-
0

0
4

6
 
 
東

京
都

渋
谷

区
松

濤
（

し
ゅ

う
と

う
）

2
-
1

1
-
1

 h
tt

p
:/

/
w

w
w

.g
a
lle

ry
to

m
.c

o
.jp

 

※
視

覚
障

害
者

が
彫

刻
に

触
っ

て
鑑

賞
で

き
る

場
所

と
し

て
創

設
さ

れ
た

美
術

館
で

す
。

 

2
6

0
 

 
 

 
 

第
7

回
福

祉
工

学
カ

フ
ェ

の
案

内
 

第
７

回
福

祉
工

学
カ

フ
ェ

を
開

催
し

ま
す

。
ご

関
心

と
お

時
間

が
あ

り
ま

し
た

ら
、

以
下

、
ご

覧
く

だ
さ

い
。

ま
た

、
ご

関
心

あ
る

方
々

が
お

ら
れ

ま
し

た
ら

ご
紹

介
し

て
い

た
だ

た
ら

幸
い

で
す

。
詳

細
は

、
以

下
、

U
R

L
に

あ
り

ま
す

。

h
tt

p
:/

/
w

w
w

.r
e
h

a
b

.g
o
.jp

/
ri
/e

v
e
n

t/
a
t_

c
a
fe

2
0

1
0

/
s
c
h

e
d

u
le

.h
tm

l人
数

に
余

裕
が

あ
れ

ば
、

飛
び

込
み

参
加

も
可

能
で

す
が

、
情

報
保

障
や

配
布

資
料

等
の

関
連

で
事

前
登

録
し

て
い

た
だ

け
る

と
幸

い
で

す
。

テ
ー

マ
：

先
端

技
術

か
ら

サ
ー

ビ
ス

へ
の

転
化

（
視

覚
障

害
者

支
援

を
中

心
に

）
＜

日
時

＞
2

0
1

2
年

3
月

1
2

日
（

月
）

 
1

3
:0

0
 -

 1
6

:5
0

 （
1

2
：

3
0

開
場

）
＜

場
所

＞
N

E
D

O

分
室

 
（

1
0

月
に

日
比

谷
オ

フ
ィ

ス
が

移
転

し
ま

し
た

の
で

ご
注

意
く

だ
さ

い
．

）
大

同
生

命
霞

が
関

ビ
ル

１
２

F
 

（
千

代
田

区
霞

が
関

１
－

４
－

２
）【

情
報

保
障

に
つ

い
て

】・
可

能
な

限
り

対
応

い
た

し
ま

す
の

で
，
ご

希
望

の
場

合
は

お
早

め
に

ご
連

絡
く

だ
さ

い
．
 ・

パ
ソ

コ
ン

要
約

筆
記

を
実

施
致

し
ま

す
．
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2
6

1
 

そ
の

他
 

開
発

メ
ー

カ
 

福
祉

用
具

メ
ー

カ
ー

大
野

産
業

で
す

。
 

弊
社

の
用

具
は

改
定

の
商

品
に

し
て

い
な

い
の

で
、

廃
盤

品
が

多
く

弊
社

の
ペ

ー
ジ

を
削

除
し

て
く

だ
さ

い
。

 

2
0

1
2

年
5

月
1

日
に

斉
藤

工
業

㈱
と

合
併

を
し

ま
す

。
大

野
産

業
は

解
散

い
た

し
ま

す
。

弊
社

を
削

除
し

て
く

だ
さ

い
。

斉
藤

工
業

と
は

新
た

に
契

約
を

し
て

く
だ

さ
い

。
よ

ろ
し

く
お

願
い

い
た

し
ま

す
。

 

大
野

産
業

株
式

会
社

 
 

代
表

取
締

役
 

大
野

滋
男

 

2
6

2
 

 
 

 
 

【
ご

案
内

】
障

障
害

者
自

立
支

援
機

器
等

開
発

促
進

事
業

に
お

け
る

開
発

成
果

の
一

般
公

開
 

今
年

度
も

、
当

方
で

実
施

し
て

い
る

「
障

害
者

自
立

支
援

機
器

等
開

発
促

進
事

業
」

 

に
お

い
て

開
発

さ
れ

た
機

器
等

の
一

般
公

開
を

下
記

の
通

り
開

催
致

し
ま

す
。

 

日
時

：
平

成
２

４
年

３
月

７
日

（
水

）
 

１
１

：
０

０
～

１
５

：
０

０
 

場
所

：
厚

生
労

働
本

省
（

中
央

合
同

庁
舎

第
５

号
館

）
 
２

階
 
講

堂
 

 
h

tt
p

:/
/
w

w
w

.m
h

lw
.g

o
.jp

/
k
o
u

s
e
ir
o
u

d
o
u

s
h

o
u

/
s
h

o
z
a
ia

n
n

a
i/

 

2
6

4
 

 
 

 
 

「
D

X
型

 
 
僕

の
デ

ィ
ス

レ
ク

シ
ア

な
人

生
」

出
版

記
念

講
演

会
 

表
記

の
ご

案
内

を
N

P
O

エ
ッ

ジ
か

ら
頂

き
ま

し
た

の
で

、
ご

紹
介

し
ま

す
。

詳
細

は
以

下
を

ご
覧

下
さ

い
。

h
tt

p
:/

/b
lo

g
.li
v
e
d

o
o
r.
jp

/
n

p
o
_
e
d

g
e
/
a
rc

h
iv

e
s
/
5

1
7

6
4

1
1

5
.h

tm
l記

藤
堂

高
直「

D
X

型
 
 僕

の
デ

ィ
ス

レ
ク

シ
ア

な
人

生
」

出
版

記
念

講
演

会
講

師
：

藤
堂

高
直

、
小

学
校

の
友

人
、

エ
ッ

ジ
D

X
会

の
メ

ン
バ

ー
日

時
：

2
0

1
2

年
4

月
1

4
日

（
土

）
1

4
：

0
0

～
1

7
：

0
0

場
所

：
港

区
ヒ

ュ
ー

マ
ン

ぷ
ら

ざ
７

階
涙

有
り

、
笑

い
有

り
の

筆
者

の
人

生
の

話
。

そ
の

困
難

さ
、

工
夫

の
数

々
、

建

築
へ

の
思

い
な

ど
。

一
時

帰
国

中
の

著
者

が
お

話
し

ま
す

。
略

歴
：

1
9

8
3

年
東

京
都

港
区

生
ま

れ
。

デ
ィ

ス
レ

ク
シ

ア
で

あ
り

な
が

ら
日

本
で

義
務

教
育

終
了

後
英

国
留

学
、

大
学

、
大

学
院

を
終

了
し

て
、

現
在

シ
ン

ガ
ポ

ー
ル

の
建

築
事

務
所

で
勤

務
中

。
対

象
は

当
事

者
、

保
護

者
、

教
育

関
係

者
、

息
子

に
関

わ
っ

て
く

だ
さ

っ
た

方
た

ち
他

ど
な

た
で

も
。

中
学

生
く

ら
い

か
ら

で
も

ロ
ー

ル
モ

デ
ル

と
し

て
役

に
立

つ
と

思
い

ま
す

。
参

加
費

：
2

0
0

0
円

（
本

代
込

）
、

本
を

お
持

ち
の

方
1

0
0

0
円

、
大

学
生

以
下

と
デ

ィ
ス

レ
ク

シ
ア

本

人
5

0
0

円
お

申
込

み
 
 
N

P
O

法
人

エ
ッ

ジ
e
d

g
e
w

e
b

in
fo

@
n

p
o
-
e
d

g
e
.jp

フ
ァ

ッ
ク

ス
：

０
３

－
５

４
０

１
－

１
１

９
０
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2
5

8
 

肢
体

障
害

者
 

開
発

メ
ー

カ
 

家
族

が
で

き
る

尖
足

角
度

の
計

測
と

拘
縮

改
善

リ
ハ

ビ
リ

器
具

長
期

臥
床

の
方

が
な

り
や

す
い

尖
足

（
下

垂
足

）
の

予
防

改
善

を
家

族
や

上
半

身
健

常
な

方
は

本
人

が
床

上
で

 

座
位

や
寝

た
ま

ま
、

テ
コ

作
用

に
よ

り
軽

い
力

で
反

復
動

的
（

神
経

筋
促

通
）

な
リ

ハ
ビ

リ
を

行
な

え
ま

す
。

 

足
関

節
可

動
域

も
他

動
域

角
度

、
自

力
動

域
角

度
を

本
人

や
家

族
が

測
定

値
を

確
認

で
き

ま
す

の
で

、
リ

ハ
ビ

リ
 

の
意

欲
を

高
め

ま
す

。
本

訓
練

の
二

次
的

効
果

と
し

て
、

足
関

節
底

背
屈

の
パ

ー
ト

ナ
ー

反
復

運
動

を
仰

臥
位

で
 

行
な

い
ま

す
と

下
肢

深
部

静
脈

血
流

速
度

を
増

加
し

て
深

部
静

脈
血

栓
症

（
エ

コ
ノ

ミ
ー

ク
ラ

ス
症

候
群

）
の

予
防

 

に
効

果
が

あ
り

ま
す

。
商

品
名

｢
背

屈
く

ん
Ⅱ

｣
 

 

2
5

9
 

 
 

 
 

触
図

筆
ペ

ン
展

示
会

の
ご

案
内

 

触
図

筆
ペ

ン
展

示
会

を
ご

紹
介

し
ま

す
。

 

視
覚

障
が

い
の

人
た

ち
が

絵
や

文
字

を
描

け
る

ペ
ン

「
触

図
筆

ペ
ン

」
の

開
発

ま
で

の
歴

史
や

製
品

、
ペ

ン
を

つ
か

っ
た

盲
学

校
生

徒
さ

ん
の

作
品

や
ア

ー
テ

ィ
ス

ト
の

作
品

を
展

示
し

ま
す

。
ご

関
心

あ
る

方
は

、
以

下
を

ご
覧

下
さ

い
。

 

日
時

：
平

成
2

4
年

3
月

8
日

(木
)～

3
月

1
8

日
(日

) 
 
1

1
時

か
ら

1
8

時
、

最
終

日
は

1
6

時
ま

で
 

会
場

：
ギ

ャ
ラ

リ
ー

T
O

M
 

〒
1

5
0

-
0

0
4

6
 
 
東

京
都

渋
谷

区
松

濤
（

し
ゅ

う
と

う
）

2
-
1

1
-
1

 h
tt

p
:/

/
w

w
w

.g
a
lle

ry
to

m
.c

o
.jp

 

※
視

覚
障

害
者

が
彫

刻
に

触
っ

て
鑑

賞
で

き
る

場
所

と
し

て
創

設
さ

れ
た

美
術

館
で

す
。

 

2
6

0
 

 
 

 
 

第
7

回
福

祉
工

学
カ

フ
ェ

の
案

内
 

第
７

回
福

祉
工

学
カ

フ
ェ

を
開

催
し

ま
す

。
ご

関
心

と
お

時
間

が
あ

り
ま

し
た

ら
、

以
下

、
ご

覧
く

だ
さ

い
。

ま
た

、
ご

関
心

あ
る

方
々

が
お

ら
れ

ま
し

た
ら

ご
紹

介
し

て
い

た
だ

た
ら

幸
い

で
す

。
詳

細
は

、
以

下
、

U
R

L
に

あ
り

ま
す

。

h
tt

p
:/

/
w

w
w

.r
e
h

a
b

.g
o
.jp

/
ri
/e

v
e
n

t/
a
t_

c
a
fe

2
0

1
0

/
s
c
h

e
d

u
le

.h
tm

l人
数

に
余

裕
が

あ
れ

ば
、

飛
び

込
み

参
加

も
可

能
で

す
が

、
情

報
保

障
や

配
布

資
料

等
の

関
連

で
事

前
登

録
し

て
い

た
だ

け
る

と
幸

い
で

す
。

テ
ー

マ
：

先
端

技
術

か
ら

サ
ー

ビ
ス

へ
の

転
化

（
視

覚
障

害
者

支
援

を
中

心
に

）
＜

日
時

＞
2

0
1

2
年

3
月

1
2

日
（

月
）

 
1

3
:0

0
 -

 1
6

:5
0

 （
1

2
：

3
0

開
場

）
＜

場
所

＞
N

E
D

O

分
室

 
（

1
0

月
に

日
比

谷
オ

フ
ィ

ス
が

移
転

し
ま

し
た

の
で

ご
注

意
く

だ
さ

い
．

）
大

同
生

命
霞

が
関

ビ
ル

１
２

F
 

（
千

代
田

区
霞

が
関

１
－

４
－

２
）【

情
報

保
障

に
つ

い
て

】・
可

能
な

限
り

対
応

い
た

し
ま

す
の

で
，
ご

希
望

の
場

合
は

お
早

め
に

ご
連

絡
く

だ
さ

い
．
 ・

パ
ソ

コ
ン

要
約

筆
記

を
実

施
致

し
ま

す
．
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2
6

1
 

そ
の

他
 

開
発

メ
ー

カ
 

福
祉

用
具

メ
ー

カ
ー

大
野

産
業

で
す

。
 

弊
社

の
用

具
は

改
定

の
商

品
に

し
て

い
な

い
の

で
、

廃
盤

品
が

多
く

弊
社

の
ペ

ー
ジ

を
削

除
し

て
く

だ
さ

い
。

 

2
0

1
2

年
5

月
1

日
に

斉
藤

工
業

㈱
と

合
併

を
し

ま
す

。
大

野
産

業
は

解
散

い
た

し
ま

す
。

弊
社

を
削

除
し

て
く

だ
さ

い
。

斉
藤

工
業

と
は

新
た

に
契

約
を

し
て

く
だ

さ
い

。
よ

ろ
し

く
お

願
い

い
た

し
ま

す
。

 

大
野

産
業

株
式

会
社

 
 

代
表

取
締

役
 

大
野

滋
男

 

2
6

2
 

 
 

 
 

【
ご

案
内

】
障

障
害

者
自

立
支

援
機

器
等

開
発

促
進

事
業

に
お

け
る

開
発

成
果

の
一

般
公

開
 

今
年

度
も

、
当

方
で

実
施

し
て

い
る

「
障

害
者

自
立

支
援

機
器

等
開

発
促

進
事

業
」

 

に
お

い
て

開
発

さ
れ

た
機

器
等

の
一

般
公

開
を

下
記

の
通

り
開

催
致

し
ま

す
。

 

日
時

：
平

成
２

４
年

３
月

７
日

（
水

）
 

１
１

：
０

０
～

１
５

：
０

０
 

場
所

：
厚

生
労

働
本

省
（

中
央

合
同

庁
舎

第
５

号
館

）
 
２

階
 
講

堂
 

 
h

tt
p

:/
/
w

w
w

.m
h

lw
.g

o
.jp

/
k
o
u

s
e
ir
o
u

d
o
u

s
h

o
u

/
s
h

o
z
a
ia

n
n

a
i/

 

2
6

4
 

 
 

 
 

「
D

X
型

 
 
僕

の
デ

ィ
ス

レ
ク

シ
ア

な
人

生
」

出
版

記
念

講
演

会
 

表
記

の
ご

案
内

を
N

P
O

エ
ッ

ジ
か

ら
頂

き
ま

し
た

の
で

、
ご

紹
介

し
ま

す
。

詳
細

は
以

下
を

ご
覧

下
さ

い
。

h
tt

p
:/

/b
lo

g
.li
v
e
d

o
o
r.
jp

/
n

p
o
_
e
d

g
e
/
a
rc

h
iv

e
s
/
5

1
7

6
4

1
1

5
.h

tm
l記

藤
堂

高
直「

D
X

型
 
 僕

の
デ

ィ
ス

レ
ク

シ
ア

な
人

生
」

出
版

記
念

講
演

会
講

師
：

藤
堂

高
直

、
小

学
校

の
友

人
、

エ
ッ

ジ
D

X
会

の
メ

ン
バ

ー
日

時
：

2
0

1
2

年
4

月
1

4
日

（
土

）
1

4
：

0
0

～
1

7
：

0
0

場
所

：
港

区
ヒ

ュ
ー

マ
ン

ぷ
ら

ざ
７

階
涙

有
り

、
笑

い
有

り
の

筆
者

の
人

生
の

話
。

そ
の

困
難

さ
、

工
夫

の
数

々
、

建

築
へ

の
思

い
な

ど
。

一
時

帰
国

中
の

著
者

が
お

話
し

ま
す

。
略

歴
：

1
9

8
3

年
東

京
都

港
区

生
ま

れ
。

デ
ィ

ス
レ

ク
シ

ア
で

あ
り

な
が

ら
日

本
で

義
務

教
育

終
了

後
英

国
留

学
、

大
学

、
大

学
院

を
終

了
し

て
、

現
在

シ
ン

ガ
ポ

ー
ル

の
建

築
事

務
所

で
勤

務
中

。
対

象
は

当
事

者
、

保
護

者
、

教
育

関
係

者
、

息
子

に
関

わ
っ

て
く

だ
さ

っ
た

方
た

ち
他

ど
な

た
で

も
。

中
学

生
く

ら
い

か
ら

で
も

ロ
ー

ル
モ

デ
ル

と
し

て
役

に
立

つ
と

思
い

ま
す

。
参

加
費

：
2

0
0

0
円

（
本

代
込

）
、

本
を

お
持

ち
の

方
1

0
0

0
円

、
大

学
生

以
下

と
デ

ィ
ス

レ
ク

シ
ア

本

人
5

0
0

円
お

申
込

み
 
 
N

P
O

法
人

エ
ッ

ジ
e
d

g
e
w

e
b

in
fo

@
n

p
o
-
e
d

g
e
.jp

フ
ァ

ッ
ク

ス
：

０
３

－
５

４
０

１
－

１
１

９
０
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2
6

5
 

 
 

 
 

【
公

募
周

知
の

お
願

い
】

：
「

平
成

2
4

年
度

チ
ャ

レ
ン

ジ
ド

向
け

通
信

・
放

送
役

務
提

供
・

開
発

推
進

助
成

金
(情

報
バ

リ

ア
フ

リ
ー

事
業

助
成

金
)の

助
成

対
象

事

業
者

の
公

募
」

 

｢
平

成
2

4
年

度
チ

ャ
レ

ン
ジ

ド
向

け
通

信
・

放
送

役
務

提
供

・
開

発
推

進
助

成
金

(情
報

バ
リ

ア
フ

リ
ー

事
業

助
成

金
)の

助
成

対
象

事

業
者

の
公

募
」

に
つ

い
て

 

○
公

募
期

間
 

平
成

2
4

年
3

月
1

2
日

（
月

）
～

 
平

成
2

4
年

4
月

1
6

日
（

月
）

（
最

終
 

日
は

1
7

:0
0

ま
で

に
必

着
）

 

○
応

募
方

法
 

助
成

金
交

付
の

対
象

と
な

る
要

件
、

申
請

手
続

等
は

「
別

紙
 
2

」
の

と
お

り
で

す
。

 

応
募

案
内

に
定

め
る

所
定

の
書

式
に

従
っ

た
申

請
書

類
を

、
「

3
．

提
出

先
」

の
窓

口
又

は
郵

送
に

て
受

け
付

け
ま

す
。

 

ま
た

、
応

募
案

内
、

申
請

書
類

及
び

交
付

要
綱

に
つ

い
て

は
、

「
利

用
手

続
き

」
か

ら
ダ

ウ
ン

ロ
ー

ド
す

る
こ

と
が

で
き

ま
す

。
 

2
6

6
 

視
覚

障
害

者
用

 
学

校
・

雇
用

者
 

作
品

を
手

で
見

る
た

め
の

手
袋

 

彫
刻

な
ど

小
さ

な
デ

ィ
テ

ー
ル

も
分

か
り

や
す

い
触

察
用

の
手

袋
が

欲
し

い
。

こ
れ

ま
で

美
術

館
で

の
視

覚
障

が
い

者
（

全
盲

）
の

手
に

よ
る

鑑
賞

（
触

察
）

で
は

、
素

手
の

場
合

も
あ

る
が

、
木

綿
の

手
袋

、
ラ

テ
ッ

ク
ス

の
手

袋
が

用
い

ら
れ

て
い

る
。

作
品

の
保

存
性

の
問

題
か

ら
主

に
木

綿
の

手
袋

が
多

く
使

わ
れ

る
が

、
布

地
が

厚
か

っ
た

り
サ

イ
ズ

が
ぴ

っ
た

り
だ

と
、

指
先

が
凹

ま
ず

感
度

が
悪

く
な

る
。

こ
れ

ま
で

、
盲

学
校

で
は

、
樹

脂
製

の
触

地
図

を
手

で
見

る
場

合
に

は
、

シ
ッ

カ
ロ

ー
ル

を
塗

し
た

り
、

薄
い

絹
の

よ
う

な
滑

り
の

良
い

布
を

弛
み

な
く

被
せ

た
り

し
て

触
れ

、
分

か
り

や
す

く
疲

れ
な

い
よ

う
に

し
て

き
た

。
触

察
時

の
湿

気
を

移
さ

な
い

保
存

性
や

読
み

取
り

感
度

や
細

か
な

扱
い

が
で

き
る

よ
う

な
手

袋
の

形
状

や
布

地
が

工
夫

さ
れ

た
手

袋
は

な
い

。
 

2
6

7
 

 
 

 
 

【
公

募
開

始
】

 
平

成

2
4

年
度

障
害

者
自

立
支

援
機

器
等

開
発

促
進

事
業

 

 
障

害
者

の
自

立
や

社
会

参
加

を
支

援
す

る
た

め
に

は
、

支
援

機
器

や
技

術
開

発
の

促
進

を
図

る
こ

と
が

必
要

不
可

欠
で

す
が

、
障

害
者

の
自

立
を

支
援

す
る

機
器

の
開

発
(実

用
的

製
品

化
)が

進
ん

で
い

な
い

状
況

に
あ

り
ま

す
。

 

 
こ

う
し

た
こ

と
か

ら
、

マ
ー

ケ
ッ

ト
が

小
さ

く
事

業
に

つ
な

が
ら

な
い

、
技

術
開

発
は

終
了

し
て

い
る

が
経

費
的

な
問

題
か

ら
モ

ニ
タ

ー
評

価
が

行
え

な
い

等
、

ビ
ジ

ネ
ス

モ
デ

ル
の

確
立

が
困

難
な

機
器

に
対

す
る

実
用

的
製

品
化

に
お

い
て

、
開

発
を

行
う

企
業

及
び

障
害

者
が

連
携

し
、

障
害

当
事

者
に

よ
る

モ
ニ

タ
ー

評
価

等
を

義
務

付
け

た
実

証
実

験
等

を
通

じ
て

、
障

害
者

に
使

い
や

す
く

適
切

な
価

格
の

機
器

を
開

発
す

る
取

組
に

対
し

て
助

成
を

行
う

「
障

害
者

自
立

支
援

機
器

等
開

発
促

進
事

業
」

を
実

施
い

た
し

ま
す

。
 

■
申

請
締

切
 

平
成

２
４

年
４

月
２

０
日

（
金

）
（

必
着

）
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福
祉

用
具

ヒ
ヤ

リ
・

ハ
ッ

ト
情

報
シ

ス
テ

ム
を

リ
リ

ー
ス

し
ま

し
た

。
 

平
成

２
３

年
度

厚
生

労
働

省
老

人
保

健
健

康
増

進
等

補
助

金
の

交
付

を
受

け
、

「
福

祉
用

具
の

安
全

な
利

用
を

推
進

す
る

た
め

の
調

査
研

究
事

業
」

を
実

施
し

、
福

祉
用

具
に

関
す

る
事

故
及

び
ヒ

ヤ
リ

・
ハ

ッ
ト

情
報

の
収

集
を

行
い

ま
し

た
。

 

収
集

し
た

情
報

は
、

事
例

情
報

と
し

て
加

工
し

、
利

用
者

及
び

家
族

、
福

祉
用

具
の

関
係

者
等

が
情

報
共

有
で

き
る

よ
う

、
事

例
検

索
サ

イ
ト

を
構

築
し

検
索

・
閲

覧
で

き
る

よ
う

に
し

ま
し

た
。

ま
た

、
事

例
情

報
は

１
ケ

ー
ス

ご
と

わ
か

り
や

す
い

よ
う

に
イ

ラ
ス

ト
化

し
、

要
因

及
び

解
説

付
き

で
閲

覧
で

き
る

よ
う

に
工

夫
し

て
お

り
ま

す
。

テ
ク

ノ
エ

イ
ド

協
会

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

よ
り

本
日

掲
載

い
た

し
ま

し
た

の
で

、
是

非
ご

覧
く

だ
さ

い
。

 

2
6

9
 

肢
体

障
害

者
用

 
開

発
メ

ー
カ

 
３

次
元

足
首

他
動

運

動
器

 

下
肢

麻
痺

、
術

後
の

安
静

期
や

寝
た

き
り

高
齢

者
の

尖
足

予
防

の
為

の
、

３
次

元
足

首
他

動
運

動
器

で
す

。
 

私
自

身
、

頸
随

損
傷

者
で

長
い

間
疼

痛
と

痙
性

に
悩

ま
さ

れ
ま

し
た

が
、

こ
の

器
具

を
使

用
す

る
事

に
よ

り
、

疼
痛

、
痙

性
と

も
に

以
前

の
2

0
％

程
に

改
善

し
、

低
血

圧
（

上
が

7
0

台
）

、
低

体
温

（
3

5
℃

台
）

が
、

血
圧

９
０

台
、

体
温

3
6

℃
台

に
改

善
し

ま
し

た
。

 

h
tt

p
:/

/
w

w
w

.y
o
u

tu
b

e
.c

o
m

/
w

a
tc

h
?

v
=
Q

m
d

C
e
z
L
yR

U
0

 

現
在

製
品

化
に

向
け

て
、

ご
意

見
や

出
資

の
協

力
な

ど
頂

け
る

方
を

探
し

て
お

り
ま

す
。

ご
興

味
が

あ
り

ま
し

た
ら

お
問

い
合

わ
せ

下
さ

い
。

よ
ろ

し
く

お
願

い
し

ま
す

。
 

2
7

0
 

 
 

 
 

か
わ

さ
き

J
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
（

福
祉

と
も

の
づ

く
り

の
橋

渡

し
）

 

川
崎

市
と

川
崎

商
工

会
議

所
、

市
内

の
工

業
や

福
祉

の
団

体
で

構
成

す
る

川
崎

市
地

域
雇

用
創

造
推

進
協

議
会

で
は

、
福

祉
現

場
と

も
の

づ
く

り
企

業
の

橋
わ

た
し

を
す

る
「

か
わ

さ
き

J
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
」

を
実

施
さ

れ
て

い
ま

す
。

５
名

の
福

祉
改

善
の

た
め

の
ジ

ャ
ン

プ
ア

ッ
プ

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
を

中
心

に
、

こ
ん

な
仕

事
を

さ
れ

て
い

ま
す

。
１

．
介

護
の

現
場

に
足

を
運

ぶ
こ

と
で

、
サ

ー
ビ

ス
の

利
用

者
や

家
族

、
職

員
の

意
見

や
要

望
を

広
く

集
め

ま
す

。
２

．
も

の
づ

く
り

の
歴

史
と

技
術

の
蓄

積
の

あ
る

川
崎

市
の

製
造

業
・

IT
産

業
の

情

報
を

収
集

し
ま

す
。

３
．

新
し

い
福

祉
製

品
・

シ
ス

テ
ム

及
び

サ
ー

ビ
ス

の
開

発
・

施
策

を
援

助
・

仲
介

し
ま

す
。

４
．

開
発

し
た

製
品

や
シ

ス
テ

ム
を

福
祉

現
場

で
実

際
に

試
用

し
、

課
題

を
発

見
し

、
そ

の
成

果
を

検
証

し
ま

す
。

５
．

福
祉

、
も

の
づ

く
り

に
関

す
る

要
望

等
、

必
要

な
情

報
を

広
く

発
信

し
ま

す
。

６
．

市
民

の
方

か
ら

の
意

見
や

提
案

を
募

集
し

ま
す

。
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2
6

5
 

 
 

 
 

【
公

募
周

知
の

お
願

い
】

：
「

平
成

2
4

年
度

チ
ャ

レ
ン

ジ
ド

向
け

通
信

・
放

送
役

務
提

供
・

開
発

推
進

助
成

金
(情

報
バ

リ

ア
フ

リ
ー

事
業

助
成

金
)の

助
成

対
象

事

業
者

の
公

募
」

 

｢
平

成
2

4
年

度
チ

ャ
レ

ン
ジ

ド
向

け
通

信
・

放
送

役
務

提
供

・
開

発
推

進
助

成
金

(情
報

バ
リ

ア
フ

リ
ー

事
業

助
成

金
)の

助
成

対
象

事

業
者

の
公

募
」

に
つ

い
て

 

○
公

募
期

間
 

平
成

2
4

年
3

月
1

2
日

（
月

）
～

 
平

成
2

4
年

4
月

1
6

日
（

月
）

（
最

終
 

日
は

1
7

:0
0

ま
で

に
必

着
）

 

○
応

募
方

法
 

助
成

金
交

付
の

対
象

と
な

る
要

件
、

申
請

手
続

等
は

「
別

紙
 
2

」
の

と
お

り
で

す
。

 

応
募

案
内

に
定

め
る

所
定

の
書

式
に

従
っ

た
申

請
書

類
を

、
「

3
．

提
出

先
」

の
窓

口
又

は
郵

送
に

て
受

け
付

け
ま

す
。

 

ま
た

、
応

募
案

内
、

申
請

書
類

及
び

交
付

要
綱

に
つ

い
て

は
、

「
利

用
手

続
き

」
か

ら
ダ

ウ
ン

ロ
ー

ド
す

る
こ

と
が

で
き

ま
す

。
 

2
6

6
 

視
覚

障
害

者
用

 
学

校
・

雇
用

者
 

作
品

を
手

で
見

る
た

め
の

手
袋

 

彫
刻

な
ど

小
さ

な
デ

ィ
テ

ー
ル

も
分

か
り

や
す

い
触

察
用

の
手

袋
が

欲
し

い
。

こ
れ

ま
で

美
術

館
で

の
視

覚
障

が
い

者
（

全
盲

）
の

手
に

よ
る

鑑
賞

（
触

察
）

で
は

、
素

手
の

場
合

も
あ

る
が

、
木

綿
の

手
袋

、
ラ

テ
ッ

ク
ス

の
手

袋
が

用
い

ら
れ

て
い

る
。

作
品

の
保

存
性

の
問

題
か

ら
主

に
木

綿
の

手
袋

が
多

く
使

わ
れ

る
が

、
布

地
が

厚
か

っ
た

り
サ

イ
ズ

が
ぴ

っ
た

り
だ

と
、

指
先

が
凹

ま
ず

感
度

が
悪

く
な

る
。

こ
れ

ま
で

、
盲

学
校

で
は

、
樹

脂
製

の
触

地
図

を
手

で
見

る
場

合
に

は
、

シ
ッ

カ
ロ

ー
ル

を
塗

し
た

り
、

薄
い

絹
の

よ
う

な
滑

り
の

良
い

布
を

弛
み

な
く

被
せ

た
り

し
て

触
れ

、
分

か
り

や
す

く
疲

れ
な

い
よ

う
に

し
て

き
た

。
触

察
時

の
湿

気
を

移
さ

な
い

保
存

性
や

読
み

取
り

感
度

や
細

か
な

扱
い

が
で

き
る

よ
う

な
手

袋
の

形
状

や
布

地
が

工
夫

さ
れ

た
手

袋
は

な
い

。
 

2
6

7
 

 
 

 
 

【
公

募
開

始
】

 
平

成

2
4

年
度

障
害

者
自

立
支

援
機

器
等

開
発

促
進

事
業

 

 
障

害
者

の
自

立
や

社
会

参
加

を
支

援
す

る
た

め
に

は
、

支
援

機
器

や
技

術
開

発
の

促
進

を
図

る
こ

と
が

必
要

不
可

欠
で

す
が

、
障

害
者

の
自

立
を

支
援

す
る

機
器

の
開

発
(実

用
的

製
品

化
)が

進
ん

で
い

な
い

状
況

に
あ

り
ま

す
。

 

 
こ

う
し

た
こ

と
か

ら
、

マ
ー

ケ
ッ

ト
が

小
さ

く
事

業
に

つ
な

が
ら

な
い

、
技

術
開

発
は

終
了

し
て

い
る

が
経

費
的

な
問

題
か

ら
モ

ニ
タ

ー
評

価
が

行
え

な
い

等
、

ビ
ジ

ネ
ス

モ
デ

ル
の

確
立

が
困

難
な

機
器

に
対

す
る

実
用

的
製

品
化

に
お

い
て

、
開

発
を

行
う

企
業

及
び

障
害

者
が

連
携

し
、

障
害

当
事

者
に

よ
る

モ
ニ

タ
ー

評
価

等
を

義
務

付
け

た
実

証
実

験
等

を
通

じ
て

、
障

害
者

に
使

い
や

す
く

適
切

な
価

格
の

機
器

を
開

発
す

る
取

組
に

対
し

て
助

成
を

行
う

「
障

害
者

自
立

支
援

機
器

等
開

発
促

進
事

業
」

を
実

施
い

た
し

ま
す

。
 

■
申

請
締

切
 

平
成

２
４

年
４

月
２

０
日

（
金

）
（

必
着

）
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2
6

8
 

 
 

 
 

福
祉

用
具

ヒ
ヤ

リ
・

ハ
ッ

ト
情

報
シ

ス
テ

ム
を

リ
リ

ー
ス

し
ま

し
た

。
 

平
成

２
３

年
度

厚
生

労
働

省
老

人
保

健
健

康
増

進
等

補
助

金
の

交
付

を
受

け
、

「
福

祉
用

具
の

安
全

な
利

用
を

推
進

す
る

た
め

の
調

査
研

究
事

業
」

を
実

施
し

、
福

祉
用

具
に

関
す

る
事

故
及

び
ヒ

ヤ
リ

・
ハ

ッ
ト

情
報

の
収

集
を

行
い

ま
し

た
。

 

収
集

し
た

情
報

は
、

事
例

情
報

と
し

て
加

工
し

、
利

用
者

及
び

家
族

、
福

祉
用

具
の

関
係

者
等

が
情

報
共

有
で

き
る

よ
う

、
事

例
検

索
サ

イ
ト

を
構

築
し

検
索

・
閲

覧
で

き
る

よ
う

に
し

ま
し

た
。

ま
た

、
事

例
情

報
は

１
ケ

ー
ス

ご
と

わ
か

り
や

す
い

よ
う

に
イ

ラ
ス

ト
化

し
、

要
因

及
び

解
説

付
き

で
閲

覧
で

き
る

よ
う

に
工

夫
し

て
お

り
ま

す
。

テ
ク

ノ
エ

イ
ド

協
会

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

よ
り

本
日

掲
載

い
た

し
ま

し
た

の
で

、
是

非
ご

覧
く

だ
さ

い
。

 

2
6

9
 

肢
体

障
害

者
用

 
開

発
メ

ー
カ

 
３

次
元

足
首

他
動

運

動
器

 

下
肢

麻
痺

、
術

後
の

安
静

期
や

寝
た

き
り

高
齢

者
の

尖
足

予
防

の
為

の
、

３
次

元
足

首
他

動
運

動
器

で
す

。
 

私
自

身
、

頸
随

損
傷

者
で

長
い

間
疼

痛
と

痙
性

に
悩

ま
さ

れ
ま

し
た

が
、

こ
の

器
具

を
使

用
す

る
事

に
よ

り
、

疼
痛

、
痙

性
と

も
に

以
前

の
2

0
％

程
に

改
善

し
、

低
血

圧
（

上
が

7
0

台
）

、
低

体
温

（
3

5
℃

台
）

が
、

血
圧

９
０

台
、

体
温

3
6

℃
台

に
改

善
し

ま
し

た
。

 

h
tt

p
:/

/
w

w
w

.y
o
u

tu
b

e
.c

o
m

/
w

a
tc

h
?

v
=
Q

m
d

C
e
z
L
yR

U
0

 

現
在

製
品

化
に

向
け

て
、

ご
意

見
や

出
資

の
協

力
な

ど
頂

け
る

方
を

探
し

て
お

り
ま

す
。

ご
興

味
が

あ
り

ま
し

た
ら

お
問

い
合

わ
せ

下
さ

い
。

よ
ろ

し
く

お
願

い
し

ま
す

。
 

2
7

0
 

 
 

 
 

か
わ

さ
き

J
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
（

福
祉

と
も

の
づ

く
り

の
橋

渡

し
）

 

川
崎

市
と

川
崎

商
工

会
議

所
、

市
内

の
工

業
や

福
祉

の
団

体
で

構
成

す
る

川
崎

市
地

域
雇

用
創

造
推

進
協

議
会

で
は

、
福

祉
現

場
と

も
の

づ
く

り
企

業
の

橋
わ

た
し

を
す

る
「

か
わ

さ
き

J
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
」

を
実

施
さ

れ
て

い
ま

す
。

５
名

の
福

祉
改

善
の

た
め

の
ジ

ャ
ン

プ
ア

ッ
プ

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
を

中
心

に
、

こ
ん

な
仕

事
を

さ
れ

て
い

ま
す

。
１

．
介

護
の

現
場

に
足

を
運

ぶ
こ

と
で

、
サ

ー
ビ

ス
の

利
用

者
や

家
族

、
職

員
の

意
見

や
要

望
を

広
く

集
め

ま
す

。
２

．
も

の
づ

く
り

の
歴

史
と

技
術

の
蓄

積
の

あ
る

川
崎

市
の

製
造

業
・

IT
産

業
の

情

報
を

収
集

し
ま

す
。

３
．

新
し

い
福

祉
製

品
・

シ
ス

テ
ム

及
び

サ
ー

ビ
ス

の
開

発
・

施
策

を
援

助
・

仲
介

し
ま

す
。

４
．

開
発

し
た

製
品

や
シ

ス
テ

ム
を

福
祉

現
場

で
実

際
に

試
用

し
、

課
題

を
発

見
し

、
そ

の
成

果
を

検
証

し
ま

す
。

５
．

福
祉

、
も

の
づ

く
り

に
関

す
る

要
望

等
、

必
要

な
情

報
を

広
く

発
信

し
ま

す
。

６
．

市
民

の
方

か
ら

の
意

見
や

提
案

を
募

集
し

ま
す

。
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2
7

1
 

肢
体

障
害

者
用

 
利

用
者

 
回

転
便

器
 

初
め

ま
し

て
。

私
、

増
野

 
義

明
と

い
い

ま
す

。
１

０
年

以
上

前
に

、
「

回
転

便
器

」
を

考
案

し
た

も
の

で
す

。
 

Y
o
u

 t
u

b
e

で
「

回
転

便
器

」
を

公
開

し
ま

し
た

所
国

内
外

か
ら

、
「

ど
こ

で
売

っ
て

い
る

の
で

す
か

？
」

「
便

利
で

す
ね

・
・

・
・

」

「
欲

し
い

の
で

す
か

・
・

・
・

」
と

言
う

問
い

合
わ

せ
が

あ
り

ま
す

。
 

【
開

発
の

き
っ

か
け

】
 

1
5

年
ま

え
に

、
「

回
転

便
座

」
を

考
案

し
て

、
実

用
新

案
を

取
得

し
ま

し
た

。
そ

の
時

は
、

便
座

が
回

転
す

る
と

、
こ

ん
な

に
便

利
で

あ
る

と
思

っ
て

い
ま

し
た

。
で

も
、

便
座

が
回

転
す

る
だ

け
の

ア
イ

デ
ア

で
し

た
。

そ
の

時
は

、
正

直
言

っ
て

ま
だ

冗
談

半
分

で
し

た
。

そ
れ

か
ら

、
便

器
を

ど
う

し
て

回
せ

ば
良

い
か

を
考

え
ま

し
た

。
１

０
年

ま
え

に
、

脳
梗

塞
の

人
の

家
を

新
築

し
ま

し
た

。
バ

リ
ア

フ
リ

ー
の

住
宅

で
し

た
。

工
務

店
経

営
の

私
は

ご
主

人
の

体
の

不
便

さ
を

感
じ

て
、

ベ
ッ

ド
の

部
屋

に
考

案
し

た
「

回
転

便
器

」
を

設
置

し
ま

し
た

。
ベ

ッ
ド

の
横

に
設

置
す

る
こ

と
で

、
男

性
は

ベ
ッ

ド
に

座
る

だ
け

で
お

し
っ

こ
が

で
き

、
う

ん
ち

も
便

器
を

使
い

た
い

方
向

に
回

転
さ

せ
れ

ば
と

て
も

使
い

や
す

い
事

が
解

り
ま

し
た

。
こ

の
と

き
は

、
専

用
手

す
り

も
な

か
っ

た
地

代
で

す
。

そ
の

後
、

私
は

脳
梗

塞
に

な
り

、
今

は
リ

ハ
ビ

リ
中

で
す

。
入

院
中

に
、

こ
れ

ほ
ど

回
転

便
器

が
欲

し
い

と
思

っ
た

事
は

あ
り

ま
せ

ん
で

し
た

。
yo

u
 t

u
b

e
は

あ

る
デ

イ
・

サ
ー

ビ
ス

に
設

置
し

た
、

動
画

で
す

。
tt

p
:/

/
w

w
w

.y
o
u

tu
b

e
.c

o
m

/
w

a
tc

h
?

v
=
q

8
F
z
tb

S
IG

q
k
 

世
界

中
か

ら
、

反
響

が
き

ま
し

た
。

日
本

の
便

器
メ

ー
カ

ー
に

い
い

ま
し

た
が

、
社

外
の

ア
イ

デ
ア

に
は

関
心

は
な

い
よ

う
で

す
。

回
転

便
器

は
、

私
に

著
作

権
が

あ
る

よ
う

で
す

。
で

す
か

ら
、

特
許

の
審

査
請

求
は

し
て

い
ま

せ
ん

。
設

置
箇

所
は

病
院

、
公

衆
ト

イ
レ

、
老

人
ホ

ー
ム

、
車

イ
ス

生
活

を
し

て
い

る
人

の
自

宅
・

・
・

・
・

で
す

。
車

イ
ス

生
活

者
は

日
本

で
４

０
０

万
人

と
も

言
わ

れ
て

い
ま

す
。

世
界

中
で

、
何

千
万

人
で

し
ょ

う
？

こ
れ

か
ら

、
高

齢
者

・
身

障
者

は
増

え
て

い
き

ま
す

。
少

し
で

も
、

ト
イ

レ
の

使
用

者
、

介
護

す
る

人
の

労
力

の
軽

減
を

は
か

る
た

め
に

、
商

品
化

し
て

く
れ

ま
せ

ん
か

？
そ

し
て

、
製

造
、

販
売

を
し

て
く

れ
ま

せ
ん

か
？

今
は

、
リ

ハ
ビ

リ
中

で
す

。
言

葉
に

多
少

、
障

害
が

あ
り

ま
す

。
メ

ー
ル

で
の

対
応

を
さ

せ
て

く
だ

さ
い

。
 

2
7

2
 

肢
体

障
害

者
用

 
利

用
者

 
回

転
便

器
に

つ
い

て

(追
加

) 

便
器

、
手

す
り

は
別

で
す

。
 

手
す

り
は

、
ス

テ
ン

レ
ス

製
を

希
望

し
ま

す
。

 

2
7

3
 

 
 

 
 

「
福

祉
用

具
実

用
化

開
発

推
進

事
業

」
に

係
る

公
募

に
つ

い
て

（
Ｎ

Ｅ
Ｄ

Ｏ
）

 

独
立

行
政

法
人

新
エ

ネ
ル

ギ
ー

・
産

業
技

術
総

合
開

発
機

構
（

Ｎ
Ｅ

Ｄ
Ｏ

）
よ

り
、

平
成

２
４

年
度

福
祉

用
具

実
用

化
開

発
推

進
事

業
に

係
る

助
成

事
業

者
の

公
募

が
な

さ
れ

て
い

ま
す

の
で

、
情

報
提

供
し

ま
す

。
詳

し
く

は
、

下
記

の
Ｎ

Ｅ
Ｄ

Ｏ
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
か

ら
ご

確
認

く
だ

さ
い

。
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2
7

4
 

肢
体

障
害

者
用

 
流

通
メ

ー
カ

 
ピ

ア
バ

ッ
グ

 
車

い
す

の
転

倒
時

に
頭

な
ど

に
受

け
る

衝
撃

を
瞬

時
に

開
く

エ
ア

バ
ッ

グ
で

守
る

こ
と

が
で

き
る

の
が

ピ
ア

バ
ッ

グ
で

す
。

 

皆
様

の
ご

要
望

に
応

え
電

動
車

い
す

に
対

応
し

た
ピ

ア
バ

ッ
グ

２
が

新
登

場
！

 

転
倒

だ
け

で
な

く
、

衝
突

時
に

も
エ

ア
バ

ッ
グ

が
開

く
新

設
計

で
安

全
性

を
高

め
ま

し
た

。
 

普
段

は
ジ

ャ
ケ

ッ
ト

の
よ

う
に

簡
単

に
装

着
で

き
る

と
共

に
同

時
に

車
い

す
本

体
の

安
全

ベ
ル

ト
の

役
目

も
し

ま
す

。
そ

し
て

転
倒

な
ど

の
緊

急
時

に
は

セ
ン

サ
が

感
知

し
約

０
．

２
秒

の
ス

ピ
ー

ド
で

エ
ア

バ
ッ

グ
が

開
き

、
あ

な
た

を
衝

撃
か

ら
ガ

ー
ド

し
ま

す
。
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p
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/
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u
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5
 

視
覚

障
害

者
用

 
利

用
者

 
視

覚
障

害
者

の
タ

ブ

レ
ッ

ト
パ

ソ
コ

ン
使

用
 

タ
ブ

レ
ッ

ト
パ

ソ
コ

ン
は

キ
ー

ボ
ー

ド
が

な
い

の
で

視
覚

障
害

の
あ

る
者

は
使

え
ま

せ
ん

。
手

軽
に

持
ち

歩
け

る
の

で
使

用
し

た
い

の
で

す
が

外
付

け
キ

ー
ボ

ー
ド

で
は

意
味

が
あ

り
ま

せ
ん

。
な

に
か

良
い

製
品

は
な

い
で

し
ょ

う
か

。
 

2
7

6
 

肢
体

障
害

者
用

 
利

用
者

の
家

族
 

簡
易

ド
ア

 
家

で
は

車
椅

子
利

用
者

は
ト

イ
レ

を
含

め
ド

ア
を

開
け

っ
放

し
に

す
る

こ
と

が
多

く
プ

ラ
イ

バ
シ

ー
が

あ
り

ま
せ

ん
。

 

か
と

い
っ

て
開

け
閉

め
（

特
に

閉
め

る
の

）
は

一
苦

労
で

、
市

販
の

ド
ア

ク
ロ

ー
ザ

ー
は

挟
ま

れ
る

こ
と

も
あ

り
ま

す
。

 

操
作

性
の

よ
い

家
庭

用
ド

ア
を

要
望

し
ま

す
。

 

2
7

7
 

視
覚

障
害

者
用

 

聴
覚

障
害

者
用

 

盲
ろ

う
者

用
 

利
用

者
 

盲
ろ

う
者

用
触

読
式

振
動

式
腕

時
計

 

視
覚

障
害

者
用

の
触

読
式

腕
時

計
、

聴
覚

障
害

者
用

の
振

動
式

腕
時

計
は

す
で

に
あ

り
ま

す
が

、
両

方
が

一
緒

に
な

っ
た

も
の

が
あ

り
ま

せ
ん

。
 

盲
ろ

う
者

は
視

覚
、

聴
覚

双
方

に
障

害
が

あ
る

の
で

、
単

機
能

の
腕

時
計

で
は

不
十

分
で

す
。

 

両
腕

に
そ

れ
ぞ

れ
に

時
計

を
は

め
て

い
る

と
い

う
方

が
、

T
w

it
te

r
上

で
ツ

イ
ー

ト
し

て
い

ま
し

た
。

 

オ
ガ

ワ
も

某
社

で
開

発
を

検
討

し
た

こ
と

が
あ

り
ま

す
が

、
ニ

ッ
チ

な
市

場
で

あ
る

こ
と

、
コ

ス
ト

的
に

ユ
ー

ザ
ー

の
ご

希
望

に
そ

え
る

も
の

に
は

な
り

に
く

い
こ

と
か

ら
実

現
し

ま
せ

ん
で

し
た

。
 

ぜ
ひ

意
欲

あ
る

方
に

チ
ャ

レ
ン

ジ
し

て
い

た
だ

き
た

い
と

思
っ

て
い

ま
す

。
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2
7

1
 

肢
体

障
害

者
用

 
利

用
者

 
回

転
便

器
 

初
め

ま
し

て
。

私
、

増
野

 
義

明
と

い
い

ま
す

。
１

０
年

以
上

前
に

、
「

回
転

便
器

」
を

考
案

し
た

も
の

で
す

。
 

Y
o
u

 t
u

b
e

で
「

回
転

便
器

」
を

公
開

し
ま

し
た

所
国

内
外

か
ら

、
「

ど
こ

で
売

っ
て

い
る

の
で

す
か

？
」

「
便

利
で

す
ね

・
・

・
・

」

「
欲

し
い

の
で

す
か

・
・

・
・

」
と

言
う

問
い

合
わ

せ
が

あ
り

ま
す

。
 

【
開

発
の

き
っ

か
け

】
 

1
5

年
ま

え
に

、
「

回
転

便
座

」
を

考
案

し
て

、
実

用
新

案
を

取
得

し
ま

し
た

。
そ

の
時

は
、

便
座

が
回

転
す

る
と

、
こ

ん
な

に
便

利
で

あ
る

と
思

っ
て

い
ま

し
た

。
で

も
、

便
座

が
回

転
す

る
だ

け
の

ア
イ

デ
ア

で
し

た
。

そ
の

時
は

、
正

直
言

っ
て

ま
だ

冗
談

半
分

で
し

た
。

そ
れ

か
ら

、
便

器
を

ど
う

し
て

回
せ

ば
良

い
か

を
考

え
ま

し
た

。
１

０
年

ま
え

に
、

脳
梗

塞
の

人
の

家
を

新
築

し
ま

し
た

。
バ

リ
ア

フ
リ

ー
の

住
宅

で
し

た
。

工
務

店
経

営
の

私
は

ご
主

人
の

体
の

不
便

さ
を

感
じ

て
、

ベ
ッ

ド
の

部
屋

に
考

案
し

た
「

回
転

便
器

」
を

設
置

し
ま

し
た

。
ベ

ッ
ド

の
横

に
設

置
す

る
こ

と
で

、
男

性
は

ベ
ッ

ド
に

座
る

だ
け

で
お

し
っ

こ
が

で
き

、
う

ん
ち

も
便

器
を

使
い

た
い

方
向

に
回

転
さ

せ
れ

ば
と

て
も

使
い

や
す

い
事

が
解

り
ま

し
た

。
こ

の
と

き
は

、
専

用
手

す
り

も
な

か
っ

た
地

代
で

す
。

そ
の

後
、

私
は

脳
梗

塞
に

な
り

、
今

は
リ

ハ
ビ

リ
中

で
す

。
入

院
中

に
、

こ
れ

ほ
ど

回
転

便
器

が
欲

し
い

と
思

っ
た

事
は

あ
り

ま
せ

ん
で

し
た

。
yo

u
 t

u
b

e
は

あ

る
デ

イ
・

サ
ー

ビ
ス

に
設

置
し

た
、

動
画

で
す

。
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世
界

中
か

ら
、

反
響

が
き

ま
し

た
。

日
本

の
便

器
メ

ー
カ

ー
に

い
い

ま
し

た
が

、
社

外
の

ア
イ

デ
ア

に
は

関
心

は
な

い
よ

う
で

す
。

回
転

便
器

は
、

私
に

著
作

権
が

あ
る

よ
う

で
す

。
で

す
か

ら
、

特
許

の
審

査
請

求
は

し
て

い
ま

せ
ん

。
設

置
箇

所
は

病
院

、
公

衆
ト

イ
レ

、
老

人
ホ

ー
ム

、
車

イ
ス

生
活

を
し

て
い

る
人

の
自

宅
・

・
・

・
・

で
す

。
車

イ
ス

生
活

者
は

日
本

で
４

０
０

万
人

と
も

言
わ

れ
て

い
ま

す
。

世
界

中
で

、
何

千
万

人
で

し
ょ

う
？

こ
れ

か
ら

、
高

齢
者

・
身

障
者

は
増

え
て

い
き

ま
す

。
少

し
で

も
、

ト
イ

レ
の

使
用

者
、

介
護

す
る

人
の

労
力

の
軽

減
を

は
か

る
た

め
に

、
商

品
化

し
て

く
れ

ま
せ

ん
か

？
そ

し
て

、
製

造
、

販
売

を
し

て
く

れ
ま

せ
ん

か
？

今
は

、
リ

ハ
ビ

リ
中

で
す

。
言

葉
に

多
少

、
障

害
が

あ
り

ま
す

。
メ

ー
ル

で
の

対
応

を
さ

せ
て

く
だ

さ
い

。
 

2
7

2
 

肢
体

障
害

者
用

 
利

用
者

 
回

転
便

器
に

つ
い

て

(追
加

) 

便
器

、
手

す
り

は
別

で
す

。
 

手
す

り
は

、
ス

テ
ン

レ
ス

製
を

希
望

し
ま

す
。

 

2
7

3
 

 
 

 
 

「
福

祉
用

具
実

用
化

開
発

推
進

事
業

」
に

係
る

公
募

に
つ

い
て

（
Ｎ

Ｅ
Ｄ

Ｏ
）

 

独
立

行
政

法
人

新
エ

ネ
ル

ギ
ー

・
産

業
技

術
総

合
開

発
機

構
（

Ｎ
Ｅ

Ｄ
Ｏ

）
よ

り
、

平
成

２
４

年
度

福
祉

用
具

実
用

化
開

発
推

進
事

業
に

係
る

助
成

事
業

者
の

公
募

が
な

さ
れ

て
い

ま
す

の
で

、
情

報
提

供
し

ま
す

。
詳

し
く

は
、

下
記

の
Ｎ

Ｅ
Ｄ

Ｏ
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
か

ら
ご

確
認

く
だ

さ
い

。
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2
7

4
 

肢
体

障
害

者
用

 
流

通
メ

ー
カ

 
ピ

ア
バ

ッ
グ

 
車

い
す

の
転

倒
時

に
頭

な
ど

に
受

け
る

衝
撃

を
瞬

時
に

開
く

エ
ア

バ
ッ

グ
で

守
る

こ
と

が
で

き
る

の
が

ピ
ア

バ
ッ

グ
で

す
。

 

皆
様

の
ご

要
望

に
応

え
電

動
車

い
す

に
対

応
し

た
ピ

ア
バ

ッ
グ

２
が

新
登

場
！

 

転
倒

だ
け

で
な

く
、

衝
突

時
に

も
エ

ア
バ

ッ
グ

が
開

く
新

設
計

で
安

全
性

を
高

め
ま

し
た

。
 

普
段

は
ジ

ャ
ケ

ッ
ト

の
よ

う
に

簡
単

に
装

着
で

き
る

と
共

に
同

時
に

車
い

す
本

体
の

安
全

ベ
ル

ト
の

役
目

も
し

ま
す

。
そ

し
て

転
倒

な
ど

の
緊

急
時

に
は

セ
ン

サ
が

感
知

し
約

０
．

２
秒

の
ス

ピ
ー

ド
で

エ
ア

バ
ッ

グ
が

開
き

、
あ

な
た

を
衝

撃
か

ら
ガ

ー
ド

し
ま

す
。
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5
 

視
覚

障
害

者
用

 
利

用
者

 
視

覚
障

害
者

の
タ

ブ

レ
ッ

ト
パ

ソ
コ

ン
使

用
 

タ
ブ

レ
ッ

ト
パ

ソ
コ

ン
は

キ
ー

ボ
ー

ド
が

な
い

の
で

視
覚

障
害

の
あ

る
者

は
使

え
ま

せ
ん

。
手

軽
に

持
ち

歩
け

る
の

で
使

用
し

た
い

の
で

す
が

外
付

け
キ

ー
ボ

ー
ド

で
は

意
味

が
あ

り
ま

せ
ん

。
な

に
か

良
い

製
品

は
な

い
で

し
ょ

う
か

。
 

2
7

6
 

肢
体

障
害

者
用

 
利

用
者

の
家

族
 

簡
易

ド
ア

 
家

で
は

車
椅

子
利

用
者

は
ト

イ
レ

を
含

め
ド

ア
を

開
け

っ
放

し
に

す
る

こ
と

が
多

く
プ

ラ
イ

バ
シ

ー
が

あ
り

ま
せ

ん
。

 

か
と

い
っ

て
開

け
閉

め
（

特
に

閉
め

る
の

）
は

一
苦

労
で

、
市

販
の

ド
ア

ク
ロ

ー
ザ

ー
は

挟
ま

れ
る

こ
と

も
あ

り
ま

す
。

 

操
作

性
の

よ
い

家
庭

用
ド

ア
を

要
望

し
ま

す
。

 

2
7

7
 

視
覚

障
害

者
用

 

聴
覚

障
害

者
用

 

盲
ろ

う
者

用
 

利
用

者
 

盲
ろ

う
者

用
触

読
式

振
動

式
腕

時
計

 

視
覚

障
害

者
用

の
触

読
式

腕
時

計
、

聴
覚

障
害

者
用

の
振

動
式

腕
時

計
は

す
で

に
あ

り
ま

す
が

、
両

方
が

一
緒

に
な

っ
た

も
の

が
あ

り
ま

せ
ん

。
 

盲
ろ

う
者

は
視

覚
、

聴
覚

双
方

に
障

害
が

あ
る

の
で

、
単

機
能

の
腕

時
計

で
は

不
十

分
で

す
。

 

両
腕

に
そ

れ
ぞ

れ
に

時
計

を
は

め
て

い
る

と
い

う
方

が
、

T
w

it
te

r
上

で
ツ

イ
ー

ト
し

て
い

ま
し

た
。

 

オ
ガ

ワ
も

某
社

で
開

発
を

検
討

し
た

こ
と

が
あ

り
ま

す
が

、
ニ

ッ
チ

な
市

場
で

あ
る

こ
と

、
コ

ス
ト

的
に

ユ
ー

ザ
ー

の
ご

希
望

に
そ

え
る

も
の

に
は

な
り

に
く

い
こ

と
か

ら
実

現
し

ま
せ

ん
で

し
た

。
 

ぜ
ひ

意
欲

あ
る

方
に

チ
ャ

レ
ン

ジ
し

て
い

た
だ

き
た

い
と

思
っ

て
い

ま
す

。
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・
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声

解
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リ
モ

コ
ン

 

宿
泊

施
設

に
も

地
デ

ジ
テ

レ
ビ

が
広

ま
っ

て
き

ま
し

た
が

、
残

念
な

こ
と

に
字

幕
ボ

タ
ン

の
な

い
テ

レ
ビ

リ
モ

コ
ン

が
あ

り
、

聴
覚

障
害

者
は

そ
ん

な
リ

モ
コ

ン
に

直
面

す
る

た
び

に
、

字
幕

の
オ

ン
オ

フ
に

困
っ

て
フ

ロ
ン

ト
に

問
い

あ
わ

せ
た

り
、

あ
る

い
は

字
幕

が
見

ら
れ

な
い

ま
ま

、
我

慢
し

て
し

ま
っ

た
り

し
て

い
ま

す
。

 

せ
っ

か
く

字
幕

機
能

が
標

準
と

な
っ

た
の

に
、

宿
泊

業
界

の
テ

レ
ビ

リ
モ

コ
ン

は
、

旧
態

依
然

と
し

て
い

ま
す

。
 

聴
覚

障
害

者
に

と
っ

て
は

せ
っ

か
く

の
宿

泊
先

で
、

大
変

が
っ

か
り

な
差

別
的

状
況

で
す

。
正

確
な

情
報

が
入

り
に

く
い

、
入

る
の

が
遅

れ
る

と
い

う
点

か
ら

、
心

身
の

安
全

や
財

産
に

影
響

し
か

ね
な

い
と

い
う

懸
念

も
あ

り
ま

す
。

 

全
難

聴
や

聴
覚

障
害

者
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
ー

協
会

の
W

氏
等

が
数

年
前

か
ら

問
題

提
起

し
て

い
ま

す
が

、
改

善
さ

れ
ま

せ
ん

。
 

解
決

方
法

で
す

が
、

宿
泊

施
設

用
の

テ
レ

ビ
リ

モ
コ

ン
に

は
、

そ
れ

ぞ
れ

の
テ

レ
ビ

に
字

幕
専

用
の

リ
モ

コ
ン

を
別

途
用

意
で

き
る

と
よ

い
の

で
は

な
い

で
し

ょ
う

か
。

解
説

放
送

専
用

の
ボ

タ
ン

も
あ

る
と

よ
い

か
も

し
れ

ま
せ

ん
。

 

当
事

者
が

購
入

す
る

福
祉

用
具

で
は

な
く

、
施

設
側

の
設

備
と

し
て

必
要

な
も

の
で

す
が

。
 

ぜ
ひ

ご
検

討
い

た
だ

き
た

い
と

思
い

ま
す

。
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で
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用
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き

る
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機
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を
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、

既
存

機
器

の
改
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や

高
度

化
、

新
た

な
製

品
開

発
の

ポ
イ

ン
ト

に
つ

い
て

講
演

。
 

ま
た

、
新

製
品

を
開

発
、

販
売

を
す

る
際

に
重

要
と

な
る

実
証

実
験

に
つ

い
て

福
祉

国
家

デ
ン

マ
ー

ク
の

事
例

を
交

え
、

効
果

的
な

実
施

方
法

に
つ

い
て

解
説

し
、

製
品

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

（
実

証
実

験
）

支
援

事
業

を
紹

介
す

る
。
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2
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機
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度
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支

援
機

器
等
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発
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進

事
業
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募
(第

2
次
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し
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し

た
。

 

 
■

申
請

締
切
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成
２
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年
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月

２
５

日
（
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）

（
必
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）
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細

は
、
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生

労
働

省
の
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ー

ム
ペ
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ジ
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ご
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下
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い
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福

祉
工

学
カ

フ
ェ
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ご

案
内

 

第
８

回
福

祉
工

学
カ

フ
ェ

を
開

催
し

ま
す

。
今

回
は

、
大

阪
会

場
で

開
催

し
ま

す
。

ご
関

心
と

お
時

間
が

あ
り

ま
し

た
ら

、
以

下
、

ご
覧

く
だ

さ
い

。
ま

た
、

ご
関

心
あ

る
方

々
が

お
ら

れ
ま

し
た

ら
ご

紹
介

し
て

い
た

だ
た

ら
幸

い
で

す
。

詳
細

は
、

以
下

、
U

R
L

に
あ
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ま

す
。
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で
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が
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障
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配
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資
料
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関
連

で
事

前
登

録
し

て
い

た
だ

け
る

と
幸

い
で

す
。
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頸
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傷

者
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え

る
道

具
作
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(頸

髄
損

傷
者
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開

発
者

、
 
関

係
者

の
三

つ
巴

討
論

)＜
日

時
＞

2
0

1
2

年
7

月
2

9
日

（
日

）
 
1

4
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:5
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1
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3

0
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場

）
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＞
ロ
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ト
ラ

ボ
ラ

ト
リ
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阪
駅

前
第

３
ビ

ル
1

6
F
 

（
大

阪
市

北
区

梅
田

１
-
１

-
３

－
１

６
０

０
）

*
ア

ク
セ

ス
情

報
の

詳
細

：
 
ロ

ボ
ッ

ト
ラ

ボ
ラ

ト
リ

ー

H
P

h
tt
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/
w

w
w
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o
b

o
-
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b
o
.jp

/
m

o
d
u
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s
/
a
b

o
u
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b
o
0

2
/
c
o
n
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d
e
x
.p

h
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?
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=
1
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障
害

者
ラ

イ
フ

モ
デ

ル
ル

ー
ム

の
公

開
の

ご
案

内
 

７
月

2
6

日
（

木
）

～
2

8
日

（
土

）
に

施
設

紹
介

を
行

い
ま

す
。

あ
わ

せ
て

支
援

機
器

な
ど

の
展

示
・

デ
モ

を
行

い
ま

す
。

体
験

で
き

る
も

の
も

あ
り

ま
す

。
国

リ
ハ

の
研

究
で

利
用

し
て

い
る

機
器

や
厚

生
労

働
省

、
経

済
産

業
省

の
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
に

関
わ

っ
て

い
る

機
器

な
ど

を
ご

紹
介

し
ま

す
。

片
流

れ
防

止
機

能
付

電
動

車
い

す
、

肢
体

不
自

由
者

用
ロ

ボ
ッ

ト
ア

ー
ム

（
iA

rm
、

J
A

C
O

）
、

障
害

と
フ

ァ
ッ

シ
ョ

ン
を

テ
ー

マ
に

装
飾

し
た

車
い

す
４

種
、

ペ
ル

チ
ェ

素
子

付
電

動
車

い
す

、
自

動
ブ

レ
ー

キ
付

車
い

す
、

ト
ー

キ
ン

グ
エ

イ
ド

 

fo
r 
iP

a
d

※
１

、
触

図
筆

ペ
ン

※
２

、
ロ

ボ
テ

ィ
ッ

ク
ベ

ッ
ド

、
認

知
症

者
の

生
活

支
援

ロ
ボ

ッ
ト

、
障

害
物

回
避

先
導

ロ
ボ

ッ
ト

、
災

害
時

用
仮

設
車

い
す

対
応

型
ト

イ
レ

、
災

害
時

用
仮

設
オ

ス
ト

メ
イ

ト
専

用
ト

イ
レ

な
ど

を
予

定
し

て
お

り
、

一
部

調
整

中
で

す
。

ま
た

認
知

症
者

の
生

活
支

援
機

器
を

展
示

し
て

い
る

モ
デ

ル
ハ

ウ
ス

も
合

わ
せ

て
公

開
予

定
で

す
。
詳

細
は

、
h

tt
p

:/
/w

w
w

.r
e
h

a
b

.g
o
.jp

/ 

の
お

知
ら

せ
を

ご
覧

下
さ

い
。

※
１

 
ト

ー
キ

ン
グ

エ
イ

ド
 
fo

r 
iP

a
d

の
デ

モ
・

体
験

は
2

6
日

の
み

※
２

 
触

図
筆

ペ
ン

の
デ

モ
・

体
験

は
、

2
7

日
、

2
8

日
国

立
障

害
者

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
セ

ン
タ

ー
で

は
、

支
援

機
器

な
ど

の
体

験
を

含
め

、
様

々
な

情
報

発
信

や
情

報
交

流
な

ど
が

で
き

る
場

の
１

つ
と

し
て

、
「

障
害

者
ラ

イ
フ

モ
デ

ル
ル

ー
ム

」
を

整
備

し
、

本
年

度
よ

り
活

用
を

開
始

す
る

こ
と

と
な

り
ま

し
た

。
様

々
な

試
行

錯
誤

も
含

め
、

多
く

の
皆

様
の

ご
要

望
や

ご
期

待
に

添
え

る
よ

う
に

、
徐

々
に

有
効

活
用

を
進

め
て

い
き

た
い

と
思

い
ま

す
。

ど
の

よ
う

な
こ

と
を

体
験

し
た

い
か

、
知

り
た

い
か

な
ど

、
ア

ド
バ

イ
ス

や
ご

意
見

を
伺

え
た

ら
幸

い
で

す
。
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ロ
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ト
に

問
い

あ
わ

せ
た

り
、

あ
る

い
は

字
幕
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見

ら
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な
い

ま
ま

、
我
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し
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に
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、

大
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な
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、
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の

が
遅
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る

と
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点
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ら

、
心

身
の

安
全

や
財
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に

影
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し
か
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う
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も
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が
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問
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し
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が

、
改
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れ
ま

せ
ん
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解
決

方
法

で
す

が
、

宿
泊

施
設

用
の

テ
レ

ビ
リ
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に

は
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れ

の
テ
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ビ

に
字

幕
専
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の
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を
別

途
用

意
で
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と
よ

い
の

で
は
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い

で
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う

か
。

解
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放
送

専
用

の
ボ

タ
ン

も
あ

る
と

よ
い

か
も

し
れ

ま
せ

ん
。

 

当
事
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が

購
入

す
る

福
祉

用
具

で
は

な
く

、
施

設
側

の
設

備
と

し
て

必
要

な
も

の
で

す
が

。
 

ぜ
ひ

ご
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い

た
だ

き
た

い
と

思
い

ま
す
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、
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製
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開

発
の

ポ
イ

ン
ト

に
つ

い
て

講
演

。
 

ま
た

、
新

製
品

を
開

発
、

販
売

を
す

る
際

に
重

要
と

な
る

実
証

実
験

に
つ

い
て

福
祉

国
家

デ
ン

マ
ー

ク
の

事
例

を
交

え
、

効
果

的
な

実
施

方
法

に
つ

い
て

解
説

し
、

製
品

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

（
実

証
実

験
）

支
援

事
業

を
紹

介
す

る
。

 

日
時

：
7

月
2

4
日

（
火

）
1

4
:0

0
～

1
6

:0
0

 

場
所

：
A

T
C

エ
イ

ジ
レ

ス
セ

ン
タ

ー
（

大
阪

市
住

之
江

区
南

港
北

2
-
1

-
1

0
 

ア
ジ

ア
太

平
洋

ト
レ

ー
ド

セ
ン

タ
ー

 
IT

M
棟

1
1

階
）
 

詳
細

・
申

込
は

下
記

U
R

L
を

ご
覧

下
さ

い
 

h
tt

p
:/

/
m

g
.s

a
n

s
o
k
a
n

.jp
/
r/

c
.d

o
?

e
b

S
_
L
B

m
1

_
M

5
_
h

m
p

 

2
8

0
 

 
 

 
 

【
公

募
】

 
平

成
2

4

年
度

障
害

者
自

立
支

援
機

器
等

開
発

促
進

事
業

（
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度
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始
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し

た
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■

申
請

締
切

 
平

成
２

４
年

７
月

２
５

日
（

水
）

（
必

着
）

 

詳
細

は
、

厚
生

労
働

省
の

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

を
ご

覧
下

さ
い

。
 

「
平

成
2

4
年

度
障

害
者

自
立

支
援

機
器

等
開

発
促

進
事

業
の

公
募

（
第

２
次

）
に

つ
い

て
」

 

 
h

tt
p

:/
/
w

w
w

.m
h

lw
.g

o
.jp

/
b

u
n

ya
/
s
h

o
u

g
a
ih

o
k
e
n

/
c
yo

u
s
a
jig

yo
u

/
0

2
.h

tm
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第
８

回
福

祉
工

学
カ

フ
ェ

の
ご

案
内

 

第
８

回
福

祉
工

学
カ

フ
ェ

を
開

催
し

ま
す

。
今

回
は

、
大

阪
会

場
で

開
催

し
ま

す
。

ご
関

心
と

お
時

間
が

あ
り

ま
し

た
ら

、
以

下
、

ご
覧

く
だ

さ
い

。
ま

た
、

ご
関

心
あ

る
方

々
が

お
ら

れ
ま

し
た

ら
ご

紹
介

し
て

い
た

だ
た

ら
幸

い
で

す
。

詳
細

は
、

以
下

、
U

R
L

に
あ

り
ま

す
。

h
tt

p
:/

/
w

w
w

.r
e
h

a
b

.g
o
.jp

/
ri
/
e
v
e
n

t/
a
t_

c
a
fe

2
0

1
0

/
s
c
h

e
d

u
le

.h
tm

l人
数

に
余

裕
が

あ
れ

ば
、

飛
び

込
み

参
加

も
可

能
で

す
が

、
情

報
保

障
や

配
布

資
料

等
の

関
連

で
事

前
登

録
し

て
い

た
だ

け
る

と
幸

い
で

す
。

テ
ー

マ
：

頸
髄

損
傷

者
が

使
え

る
道

具
作

り
(頸

髄
損

傷
者

、
開

発
者

、
 
関

係
者

の
三

つ
巴

討
論

)＜
日

時
＞

2
0

1
2

年
7

月
2

9
日

（
日

）
 
1

4
:0

0
 -

 1
6

:5
0

 
（

1
3

：
3

0

開
場

）
＜

場
所

＞
ロ

ボ
ッ

ト
ラ

ボ
ラ

ト
リ

ー
大

阪
駅

前
第

３
ビ

ル
1

6
F
 

（
大

阪
市

北
区

梅
田

１
-
１

-
３

－
１

６
０

０
）

*
ア

ク
セ

ス
情

報
の

詳
細

：
 
ロ

ボ
ッ

ト
ラ

ボ
ラ

ト
リ

ー

H
P

h
tt

p
:/

/
w

w
w

.r
o
b

o
-
la

b
o
.jp

/
m

o
d
u

le
s
/
a
b

o
u

t_
la

b
o
0

2
/
c
o
n

te
n

t/
in

d
e
x
.p

h
p

?
id

=
1

 

2
8

5
 

 
 

 
 

障
害

者
ラ

イ
フ

モ
デ

ル
ル

ー
ム

の
公

開
の

ご
案

内
 

７
月

2
6

日
（

木
）

～
2

8
日

（
土

）
に

施
設

紹
介

を
行

い
ま

す
。

あ
わ

せ
て

支
援

機
器

な
ど

の
展

示
・

デ
モ

を
行

い
ま

す
。

体
験

で
き

る
も

の
も

あ
り

ま
す

。
国

リ
ハ

の
研

究
で

利
用

し
て

い
る

機
器

や
厚

生
労

働
省

、
経

済
産

業
省

の
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
に

関
わ

っ
て

い
る

機
器

な
ど

を
ご

紹
介

し
ま

す
。

片
流

れ
防

止
機

能
付

電
動

車
い

す
、

肢
体

不
自

由
者

用
ロ

ボ
ッ

ト
ア

ー
ム

（
iA

rm
、

J
A

C
O

）
、

障
害

と
フ

ァ
ッ

シ
ョ

ン
を

テ
ー

マ
に

装
飾

し
た

車
い

す
４

種
、

ペ
ル

チ
ェ

素
子

付
電

動
車

い
す

、
自

動
ブ

レ
ー

キ
付

車
い

す
、

ト
ー

キ
ン

グ
エ

イ
ド

 

fo
r 
iP

a
d

※
１

、
触

図
筆

ペ
ン

※
２

、
ロ

ボ
テ

ィ
ッ

ク
ベ

ッ
ド

、
認

知
症

者
の

生
活

支
援

ロ
ボ

ッ
ト

、
障

害
物

回
避

先
導

ロ
ボ

ッ
ト

、
災

害
時

用
仮

設
車

い
す

対
応

型
ト

イ
レ

、
災

害
時

用
仮

設
オ

ス
ト

メ
イ

ト
専

用
ト

イ
レ

な
ど

を
予

定
し

て
お

り
、

一
部

調
整

中
で

す
。

ま
た

認
知

症
者

の
生

活
支

援
機

器
を

展
示

し
て

い
る

モ
デ

ル
ハ

ウ
ス

も
合

わ
せ

て
公

開
予

定
で

す
。
詳

細
は

、
h

tt
p

:/
/w

w
w

.r
e
h

a
b

.g
o
.jp

/ 

の
お

知
ら

せ
を

ご
覧

下
さ

い
。

※
１

 
ト

ー
キ

ン
グ

エ
イ

ド
 
fo

r 
iP

a
d

の
デ

モ
・

体
験

は
2

6
日

の
み

※
２

 
触

図
筆

ペ
ン

の
デ

モ
・

体
験

は
、

2
7

日
、

2
8

日
国

立
障

害
者

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
セ

ン
タ

ー
で

は
、

支
援

機
器

な
ど

の
体

験
を

含
め

、
様

々
な

情
報

発
信

や
情

報
交

流
な

ど
が

で
き

る
場

の
１

つ
と

し
て

、
「

障
害

者
ラ

イ
フ

モ
デ

ル
ル

ー
ム

」
を

整
備

し
、

本
年

度
よ

り
活

用
を

開
始

す
る

こ
と

と
な

り
ま

し
た

。
様

々
な

試
行

錯
誤

も
含

め
、

多
く

の
皆

様
の

ご
要

望
や

ご
期

待
に

添
え

る
よ

う
に

、
徐

々
に

有
効

活
用

を
進

め
て

い
き

た
い

と
思

い
ま

す
。

ど
の

よ
う

な
こ

と
を

体
験

し
た

い
か

、
知

り
た

い
か

な
ど

、
ア

ド
バ

イ
ス

や
ご

意
見

を
伺

え
た

ら
幸

い
で

す
。
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行
政

 
「

N
E

D
O

」
の

ロ
ボ

ッ
ト

関
連

の
ペ

ー
ジ

を
創

設
し

ま
し

た
。

こ
の

度
、

「
Ｎ

Ｅ
Ｄ

Ｏ
」

の
ロ

ボ
ッ

ト
関

連
の

ペ
ー

ジ
を

創
設

し
ま

し
た

。
「

Ｎ
Ｅ

Ｄ
Ｏ

」
と

い
う

組
織

を
初

め
て

知
る

方
も

多
い

か
と

存
じ

ま
す

。
Ｎ

Ｅ
Ｄ

Ｏ
（

独
立

行
政

法
人

新
エ

ネ
ル

ギ
ー

・
産

業
技

術
総

合
開

発
機

構
）

は
、

将
来

の
日

本
を

支
え

る
重

要
な

エ
ネ

ル
ギ

ー
・

環
境

技
術

（
太

陽
光

発
電

、
風

力
発

電
な

ど
）

や
、

産
業

技
術

（
ロ

ボ
ッ

ト
、

ナ
ノ

テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

な
ど

）
の

研
究

開
発

を
、

産
学

官
連

携
の

国
家

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

と
し

て
国

内
外

で
実

施
し

て
い

る
経

済
産

業
省

が
所

管
す

る
政

府
機

関
で

す
。

 

Ｎ
Ｅ

Ｄ
Ｏ

の
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
 

h
tt

p
:/

/
w

w
w

.n
e
d

o
.g

o
.jp

/ 

Ｎ
Ｅ

Ｄ
Ｏ

の
機

械
シ

ス
テ

ム
（

ロ
ボ

ッ
ト

、
福

祉
用

具
な

ど
）

の
開

発
に

関
す

る
ペ

ー
ジ

h
tt

p
:/

/
w

w
w

.n
e
d

o
.g

o
.jp

/
a
c
ti
v
it
ie

s
/
in

tr
o
d

u
c
ti
o
n

2
.h

tm
l 

こ
の

度
、

こ
の

場
を

お
借

り
し

て
、

私
ど

も
か

ら
、

主
に

福
祉

、
介

護
な

ど
に

利
用

可
能

な
ロ

ボ
ッ

ト
な

ど
に

関
す

る
情

報
を

提
供

さ
せ

て
い

た
だ

く
こ

と
に

な
り

ま
し

た
。

福
祉

な
ど

の
現

場
に

携
わ

る
皆

様
に

、
Ｎ

Ｅ
Ｄ

Ｏ
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

研
究

開
発

の
状

況
、

開
発

成
果

、

新
た

な
施

策
、

そ
の

他
イ

ベ
ン

ト
情

報
な

ど
を

お
知

ら
せ

し
、

ご
意

見
や

情
報

の
交

換
な

ど
が

で
き

れ
ば

と
考

え
て

お
り

ま
す

。
随

時
、

情
報

を
掲

載
し

て
参

り
ま

す
の

で
、

今
後

と
も

、
よ

ろ
し

く
お

願
い

い
た

し
ま

す
。
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行
政

 
「

N
E

D
O

」
の

ロ
ボ

ッ
ト

関
連

の
ペ

ー
ジ

を
創

設
し

ま
し

た
。

こ
の

度
、

「
Ｎ

Ｅ
Ｄ

Ｏ
」

の
ロ

ボ
ッ

ト
関

連
の

ペ
ー

ジ
を

創
設

し
ま

し
た

。
「

Ｎ
Ｅ

Ｄ
Ｏ

」
と

い
う

組
織

を
初

め
て

知
る

方
も

多
い

か
と

存
じ

ま
す

。
 

Ｎ
Ｅ

Ｄ
Ｏ

（
独

立
行

政
法

人
新

エ
ネ

ル
ギ

ー
・

産
業

技
術

総
合

開
発

機
構

）
は

、
将

来
の

日
本

を
支

え
る

重
要

な
エ

ネ
ル

ギ
ー

・
環

境
技

術
（

太
陽

光
発

電
、

風
力

発
電

な
ど

）
や

、
産

業
技

術
（

ロ
ボ

ッ
ト

、
ナ

ノ
テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
な

ど
）

の
研

究
開

発
を

、
産

学
官

連
携

の
国

家
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
と

し
て

国
内

外
で

実
施

し
て

い
る

経
済

産
業

省
が

所
管

す
る

政
府

機
関

で
す

。
 

Ｎ
Ｅ

Ｄ
Ｏ

の
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
 

h
tt

p
:/

/
w

w
w

.n
e
d

o
.g

o
.jp

/
 

Ｎ
Ｅ

Ｄ
Ｏ

の
機

械
シ

ス
テ

ム
（

ロ
ボ

ッ
ト

、
福

祉
用

具
な

ど
）

の
開

発
に

関
す

る
ペ

ー
ジ

 

h
tt

p
:/

/
w

w
w

.n
e
d

o
.g

o
.jp

/
a
c
ti
v
it
ie

s
/
in

tr
o
d

u
c
ti
o
n

2
.h

tm
l 

こ
の

度
、

こ
の

場
を

お
借

り
し

て
、

私
ど

も
か

ら
、

主
に

福
祉

、

介
護

な
ど

に
利

用
可

能
な

ロ
ボ

ッ
ト

な
ど

に
関

す
る

情
報

を
提

供
さ

せ
て

い
た

だ
く

こ
と

に
な

り
ま

し
た

。
 

福
祉

な
ど

の
現

場
に

携
わ

る
皆

様
に

、
Ｎ

Ｅ
Ｄ

Ｏ
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

研
究

開
発

の
状

況
、

開
発

成
果

、
新

た
な

施
策

、
そ

の
他

イ
ベ

ン
ト

情
報

な
ど

を
お

知
ら

せ
し

、

ご
意

見
や

情
報

の
交

換
な

ど
が

で
き

れ
ば

と
考

え
て

お
り

ま
す

。
 

随
時

、
情

報
を

掲
載

し
て

参
り

ま
す

の
で

、
今

後
と

も
、

よ
ろ

し
く

お
願

い
い

た
し

ま
す

。
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視
覚

障
害

者
 

利
用

者
 

視
覚

障
害

者
用

信
号

機
識

別
装

置
 

ほ
と

ん
ど

の
信

号
機

に
は

音
声

が
付

い
て

い
ま

せ
ん

。
そ

の
た

め
、

視
覚

障
害

者
は

危
険

な
思

い
を

し
な

が
ら

渡
っ

て
い

る
の

が
現

状
で

す
。

管
轄

の
警

察
な

ど
に

、
そ

の
よ

う
な

信
号

機
の

設
置

を
願

っ
て

も
す

ぐ
に

付
く

例
は

あ
ま

り
あ

り
ま

せ
ん

。
ま

た
、

折
角

付
い

て
い

て
も

、
そ

の
音

が
う

る
さ

い
と

消
さ

れ
る

例
も

少
な

く
あ

り
ま

せ
ん

。
そ

こ
で

、
昨

今
の

画
像

処
理

技
術

な
ど

を
活

用
し

、
ス

マ
ー

ト
ホ

ン
な

ど
で

信
号

機
を

捉
え

、
識

別
す

る
装

置
を

開
発

で
き

な
い

で
し

ょ
う

か
。

思
い

つ
い

た
ア

イ
デ

ア
な

の
で

こ
の

カ
テ

ゴ
リ

に
投

稿
し

ま
し

た
。

 

2
8

8
 

 
 

 
 

高
齢

者
・

障
が

い
者

の
Q

O
L

を
向

上
す

る
た

め
の

製
品

・
サ

ー
ビ

ス
募

集
 

公
益

財
団

法
人

大
阪

市
都

市
型

産
業

振
興

セ
ン

タ
ー

で
は

、
大

阪
市

か
ら

の
受

託
事

業
で

、
ラ

イ
フ

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
」

を
テ

ー
マ

に
、

高
齢

者
や

障
が

い
者

に
安

全
で

安
心

、
快

適
な

暮
ら

し
を

提
供

す
る

機
器

や
サ

ー
ビ

ス
の

実
証

実
験

実
施

希
望

者
を

募
集

し
て

い
ま

す
。

 

高
齢

者
・

障
が

い
者

の
Q

O
L

を
向

上
す

る
た

め
の

製
品

・
サ

ー
ビ

ス
募

集

h
tt

p
:/

/
b

-
in

n
o
v
.jp

/
e
x
p

e
ri
m

e
n

ts
/
2

0
1

2
/
e
x
p
e
ri
m

e
n

ts
0

1
.h

tm
l 

W
E

B
エ

ン
ト

リ
ー

期
間

 
平

成
2

4
年

8
月

1
日

（
水

）
～

3
1

日
（

金
）

 

申
込

書
提

出
期

間
 

 
 
平

成
2

4
年

9
月

3
日

（
月

）
～

1
4

日
（

金
）

 

2
8

9
 

肢
体

障
害

者
用

 

障
害

者
ス

ポ
ー

ツ
用

 

福
祉

専
門

職
 

足
こ

ぎ
車

椅
子

プ
ロ

フ
ァ

ン
ド

の
紹

介
 

平
成

2
4

年
2

月
、

3
月

に
Ｎ

Ｈ
Ｋ

「
サ

キ
ど

り
」

で
紹

介
さ

れ
た

足
こ

ぎ
車

椅
子

プ
ロ

フ
ァ

ン
ド

は
、

東
北

大
学

院
医

学
系

研
究

科

客
員

教
授

・
半

田
康

延
博

士
グ

ル
ー

プ
の

考
案

に
よ

り
商

品
化

さ
れ

た
も

の
で

す
。

足
こ

ぎ
車

椅
子

プ
ロ

フ
ァ

ン
ド

の
利

用
者

例
は

次
の

通
り

で
す

。
①

廃
用

症
候

群
 
②

慢
性

閉
塞

性
肺

疾
患

、
閉

塞
性

動
脈

硬
化

症
③

脊
柱

管
狭

窄
症

、
関

節
ﾘ
ｳ
ﾏ
ﾁ
、

変
形

性
股

関
節

・
膝

関

節
症

、
大

腿
骨

骨
折

④
末

梢
神

経
疾

患
⑤

ﾐ
ﾄ
ｺ
ﾝ
ﾄ
ﾞ
ﾘ
ｱ
病

・
ﾘ
ｰ
脳

症
、

脳
性

ﾏ
ﾋ
、

小
脳

性
運

動
失

調
症

、
多

発
性

硬
化

症
、

ﾊ
ﾟ
ｰ
ｷ
ﾝ
ｿ
ﾝ
病

、

脊
髄

性
痙

性
ﾏ
ﾋ
、

脊
髄

・
頸

椎
損

傷
不

全
麻

痺
な

ど
。

足
こ

ぎ
車

椅
子

は
、

ニ
ュ

ー
ロ

モ
デ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

神
経

調
節

機
能

に
着

目
し

て

開
発

さ
れ

ま
し

た
。

従
来

動
か

な
い

と
さ

れ
て

い
た

麻
痺

側
の

足
が

、
足

こ
ぎ

車
椅

子
プ

ロ
フ

ァ
ン

ド
に

乗
っ

た
と

た
ん

に
、

ペ
ダ

ル
こ

ぎ
を

始
め

ま
す

。
リ

ハ
ビ

リ
で

ペ
ダ

リ
ン

グ
が

で
き

て
い

る
方

は
、

す
ぐ

に
で

も
足

こ
ぎ

車
椅

子
プ

ロ
フ

ァ
ン

ド
を

利
用

で
き

ま
す

。
 

 
ま

た
、

足
こ

ぎ
車

椅
子

プ
ロ

フ
ァ

ン
ド

を
日

常
で

利
用

さ
れ

て
い

る
方

は
、

歩
行

能
力

も
向

上
す

る
の

が
一

般
的

で
す

。
目

標
が

、
歩

く
と

し
て

い
る

方
は

、
是

非
試

し
乗

り
を

お
勧

め
し

ま
す

。
こ

の
足

こ
ぎ

車
椅

子
で

、
障

害
者

ス
ポ

ー
ツ

と
し

て
サ

ッ
カ

ー
を

試
し

て
い

る
グ

ル
ー

プ
が

あ
り

ま
す

。
 

2
9

0
 

肢
体

障
害

者
用

 
福

祉
専

門
職

 
声

に
反

応
し

て
発

信

受
信

で
き

る
電

話
機

A
L
S

の
在

宅
療

養
患

者
か

ら
の

相
談

で
す

。
自

力
で

寝
起

き
で

き
ま

せ
ん

。
介

助
で

寝
起

き
し

、
座

位
保

持
は

自
力

で
可

能
で

す
。

日

中
は

座
っ

て
い

る
こ

と
が

ほ
と

ん
ど

で
す

が
、

立
位

は
で

き
ま

せ
ん

。
手

は
自

由
に

使
え

な
い

の
で

食
事

は
介

助
が

必
要

で
す

。
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

能
力

は
良

好
で

す
。

本
人

は
緊

急
時

も
含

め
電

話
で

家
族

や
支

援
者

に
連

絡
を

取
れ

る
体

制
を

望
ん

で
い

ま
す

。
リ

モ
コ

ン
操

作
や

ボ
タ

ン
操

作
が

で
き

な
い

た
め

、
声

で
作

動
す

る
電

話
機

を
探

し
て

い
ま

す
。
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2
8

6
 

 
 

行
政

 
「

N
E

D
O

」
の

ロ
ボ

ッ
ト

関
連

の
ペ

ー
ジ

を
創

設
し

ま
し

た
。

こ
の

度
、

「
Ｎ

Ｅ
Ｄ

Ｏ
」

の
ロ

ボ
ッ

ト
関

連
の

ペ
ー

ジ
を

創
設

し
ま

し
た

。
「

Ｎ
Ｅ

Ｄ
Ｏ

」
と

い
う

組
織

を
初

め
て

知
る

方
も

多
い

か
と

存
じ

ま
す

。
Ｎ

Ｅ
Ｄ

Ｏ
（

独
立

行
政

法
人

新
エ

ネ
ル

ギ
ー

・
産

業
技

術
総

合
開

発
機

構
）

は
、

将
来

の
日

本
を

支
え

る
重

要
な

エ
ネ

ル
ギ

ー
・

環
境

技
術

（
太

陽
光

発
電

、
風

力
発

電
な

ど
）

や
、

産
業

技
術

（
ロ

ボ
ッ

ト
、

ナ
ノ

テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

な
ど

）
の

研
究

開
発

を
、

産
学

官
連

携
の

国
家

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

と
し

て
国

内
外

で
実

施
し

て
い

る
経

済
産

業
省

が
所

管
す

る
政

府
機

関
で

す
。

 

Ｎ
Ｅ

Ｄ
Ｏ

の
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
 

h
tt

p
:/

/
w

w
w

.n
e
d

o
.g

o
.jp

/ 

Ｎ
Ｅ

Ｄ
Ｏ

の
機

械
シ

ス
テ

ム
（

ロ
ボ

ッ
ト

、
福

祉
用

具
な

ど
）

の
開

発
に

関
す

る
ペ

ー
ジ

h
tt

p
:/

/
w

w
w

.n
e
d

o
.g

o
.jp

/
a
c
ti
v
it
ie

s
/
in

tr
o
d

u
c
ti
o
n

2
.h

tm
l 

こ
の

度
、

こ
の

場
を

お
借

り
し

て
、

私
ど

も
か

ら
、

主
に

福
祉

、
介

護
な

ど
に

利
用

可
能

な
ロ

ボ
ッ

ト
な

ど
に

関
す

る
情

報
を

提
供

さ
せ

て
い

た
だ

く
こ

と
に

な
り

ま
し

た
。

福
祉

な
ど

の
現

場
に

携
わ

る
皆

様
に

、
Ｎ

Ｅ
Ｄ

Ｏ
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

研
究

開
発

の
状

況
、

開
発

成
果

、

新
た

な
施

策
、

そ
の

他
イ

ベ
ン

ト
情

報
な

ど
を

お
知

ら
せ

し
、

ご
意

見
や

情
報

の
交

換
な

ど
が

で
き

れ
ば

と
考

え
て

お
り

ま
す

。
随

時
、

情
報

を
掲

載
し

て
参

り
ま

す
の

で
、

今
後

と
も

、
よ

ろ
し

く
お

願
い

い
た

し
ま

す
。

 

2
8

6
 

 
 

行
政

 
「

N
E

D
O

」
の

ロ
ボ

ッ
ト

関
連

の
ペ

ー
ジ

を
創

設
し

ま
し

た
。

こ
の

度
、

「
Ｎ

Ｅ
Ｄ

Ｏ
」

の
ロ

ボ
ッ

ト
関

連
の

ペ
ー

ジ
を

創
設

し
ま

し
た

。
「

Ｎ
Ｅ

Ｄ
Ｏ

」
と

い
う

組
織

を
初

め
て

知
る

方
も

多
い

か
と

存
じ

ま
す

。
 

Ｎ
Ｅ

Ｄ
Ｏ

（
独

立
行

政
法

人
新

エ
ネ

ル
ギ

ー
・

産
業

技
術

総
合

開
発

機
構

）
は

、
将

来
の

日
本

を
支

え
る

重
要

な
エ

ネ
ル

ギ
ー

・
環

境
技

術
（

太
陽

光
発

電
、

風
力

発
電

な
ど

）
や

、
産

業
技

術
（

ロ
ボ

ッ
ト

、
ナ

ノ
テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
な

ど
）

の
研

究
開

発
を

、
産

学
官

連
携

の
国

家
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
と

し
て

国
内

外
で

実
施

し
て

い
る

経
済

産
業

省
が

所
管

す
る

政
府

機
関

で
す

。
 

Ｎ
Ｅ

Ｄ
Ｏ

の
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
 

h
tt

p
:/

/
w

w
w

.n
e
d

o
.g

o
.jp

/
 

Ｎ
Ｅ

Ｄ
Ｏ

の
機

械
シ

ス
テ

ム
（

ロ
ボ

ッ
ト

、
福

祉
用

具
な

ど
）

の
開

発
に

関
す

る
ペ

ー
ジ

 

h
tt

p
:/

/
w

w
w

.n
e
d

o
.g

o
.jp

/
a
c
ti
v
it
ie

s
/
in

tr
o
d

u
c
ti
o
n

2
.h

tm
l 

こ
の

度
、

こ
の

場
を

お
借

り
し

て
、

私
ど

も
か

ら
、

主
に

福
祉

、

介
護

な
ど

に
利

用
可

能
な

ロ
ボ

ッ
ト

な
ど

に
関

す
る

情
報

を
提

供
さ

せ
て

い
た

だ
く

こ
と

に
な

り
ま

し
た

。
 

福
祉

な
ど

の
現

場
に

携
わ

る
皆

様
に

、
Ｎ

Ｅ
Ｄ

Ｏ
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

研
究

開
発

の
状

況
、

開
発

成
果

、
新

た
な

施
策

、
そ

の
他

イ
ベ

ン
ト

情
報

な
ど

を
お

知
ら

せ
し

、

ご
意

見
や

情
報

の
交

換
な

ど
が

で
き

れ
ば

と
考

え
て

お
り

ま
す

。
 

随
時

、
情

報
を

掲
載

し
て

参
り

ま
す

の
で

、
今

後
と

も
、

よ
ろ

し
く

お
願

い
い

た
し

ま
す

。
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2
8

7
 

視
覚

障
害

者
 

利
用

者
 

視
覚

障
害

者
用

信
号

機
識

別
装

置
 

ほ
と

ん
ど

の
信

号
機

に
は

音
声

が
付

い
て

い
ま

せ
ん

。
そ

の
た

め
、

視
覚

障
害

者
は

危
険

な
思

い
を

し
な

が
ら

渡
っ

て
い

る
の

が
現

状
で

す
。

管
轄

の
警

察
な

ど
に

、
そ

の
よ

う
な

信
号

機
の

設
置

を
願

っ
て

も
す

ぐ
に

付
く

例
は

あ
ま

り
あ

り
ま

せ
ん

。
ま

た
、

折
角

付
い

て
い

て
も

、
そ

の
音

が
う

る
さ

い
と

消
さ

れ
る

例
も

少
な

く
あ

り
ま

せ
ん

。
そ

こ
で

、
昨

今
の

画
像

処
理

技
術

な
ど

を
活

用
し

、
ス

マ
ー

ト
ホ

ン
な

ど
で

信
号

機
を

捉
え

、
識

別
す

る
装

置
を

開
発

で
き

な
い

で
し

ょ
う

か
。

思
い

つ
い

た
ア

イ
デ

ア
な

の
で

こ
の

カ
テ

ゴ
リ

に
投

稿
し

ま
し

た
。

 

2
8

8
 

 
 

 
 

高
齢

者
・

障
が

い
者

の
Q

O
L

を
向

上
す

る
た

め
の

製
品

・
サ

ー
ビ

ス
募

集
 

公
益

財
団

法
人

大
阪

市
都

市
型

産
業

振
興

セ
ン

タ
ー

で
は

、
大

阪
市

か
ら

の
受

託
事

業
で

、
ラ

イ
フ

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
」

を
テ

ー
マ

に
、

高
齢

者
や

障
が

い
者

に
安

全
で

安
心

、
快

適
な

暮
ら

し
を

提
供

す
る

機
器

や
サ

ー
ビ

ス
の

実
証

実
験

実
施

希
望

者
を

募
集

し
て

い
ま

す
。

 

高
齢

者
・

障
が

い
者

の
Q

O
L

を
向

上
す

る
た

め
の

製
品

・
サ

ー
ビ

ス
募

集

h
tt

p
:/

/
b

-
in

n
o
v
.jp

/
e
x
p

e
ri
m

e
n

ts
/
2

0
1

2
/
e
x
p
e
ri
m

e
n

ts
0

1
.h

tm
l 

W
E

B
エ

ン
ト

リ
ー

期
間

 
平

成
2

4
年

8
月

1
日

（
水

）
～

3
1

日
（

金
）

 

申
込

書
提

出
期

間
 

 
 
平

成
2

4
年

9
月

3
日

（
月

）
～

1
4

日
（

金
）

 

2
8

9
 

肢
体

障
害

者
用

 

障
害

者
ス

ポ
ー

ツ
用

 

福
祉

専
門

職
 

足
こ

ぎ
車

椅
子

プ
ロ

フ
ァ

ン
ド

の
紹

介
 

平
成

2
4

年
2

月
、

3
月

に
Ｎ

Ｈ
Ｋ

「
サ

キ
ど

り
」

で
紹

介
さ

れ
た

足
こ

ぎ
車

椅
子

プ
ロ

フ
ァ

ン
ド

は
、

東
北

大
学

院
医

学
系

研
究

科

客
員

教
授

・
半

田
康

延
博

士
グ

ル
ー

プ
の

考
案

に
よ

り
商

品
化

さ
れ

た
も

の
で

す
。

足
こ

ぎ
車

椅
子

プ
ロ

フ
ァ

ン
ド

の
利

用
者

例
は

次
の

通
り

で
す

。
①

廃
用

症
候

群
 
②

慢
性

閉
塞

性
肺

疾
患

、
閉

塞
性

動
脈

硬
化

症
③

脊
柱

管
狭

窄
症

、
関

節
ﾘ
ｳ
ﾏ
ﾁ
、

変
形

性
股

関
節

・
膝

関

節
症

、
大

腿
骨

骨
折

④
末

梢
神

経
疾

患
⑤

ﾐ
ﾄ
ｺ
ﾝ
ﾄ
ﾞ
ﾘ
ｱ
病

・
ﾘ
ｰ
脳

症
、

脳
性

ﾏ
ﾋ
、

小
脳

性
運

動
失

調
症

、
多

発
性

硬
化

症
、

ﾊ
ﾟ
ｰ
ｷ
ﾝ
ｿ
ﾝ
病

、

脊
髄

性
痙

性
ﾏ
ﾋ
、

脊
髄

・
頸

椎
損

傷
不

全
麻

痺
な

ど
。

足
こ

ぎ
車

椅
子

は
、

ニ
ュ

ー
ロ

モ
デ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

神
経

調
節

機
能

に
着

目
し

て

開
発

さ
れ

ま
し

た
。

従
来

動
か

な
い

と
さ

れ
て

い
た

麻
痺

側
の

足
が

、
足

こ
ぎ

車
椅

子
プ

ロ
フ

ァ
ン

ド
に

乗
っ

た
と

た
ん

に
、

ペ
ダ

ル
こ

ぎ
を

始
め

ま
す

。
リ

ハ
ビ

リ
で

ペ
ダ

リ
ン

グ
が

で
き

て
い

る
方

は
、

す
ぐ

に
で

も
足

こ
ぎ

車
椅

子
プ

ロ
フ

ァ
ン

ド
を

利
用

で
き

ま
す

。
 

 
ま

た
、

足
こ

ぎ
車

椅
子

プ
ロ

フ
ァ

ン
ド

を
日

常
で

利
用

さ
れ

て
い

る
方

は
、

歩
行

能
力

も
向

上
す

る
の

が
一

般
的

で
す

。
目

標
が

、
歩

く
と

し
て

い
る

方
は

、
是

非
試

し
乗

り
を

お
勧

め
し

ま
す

。
こ

の
足

こ
ぎ

車
椅

子
で

、
障

害
者

ス
ポ

ー
ツ

と
し

て
サ

ッ
カ

ー
を

試
し

て
い

る
グ

ル
ー

プ
が

あ
り

ま
す

。
 

2
9

0
 

肢
体

障
害

者
用

 
福

祉
専

門
職

 
声

に
反

応
し

て
発

信

受
信

で
き

る
電

話
機

A
L
S

の
在

宅
療

養
患

者
か

ら
の

相
談

で
す

。
自

力
で

寝
起

き
で

き
ま

せ
ん

。
介

助
で

寝
起

き
し

、
座

位
保

持
は

自
力

で
可

能
で

す
。

日

中
は

座
っ

て
い

る
こ

と
が

ほ
と

ん
ど

で
す

が
、

立
位

は
で

き
ま

せ
ん

。
手

は
自

由
に

使
え

な
い

の
で

食
事

は
介

助
が

必
要

で
す

。
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

能
力

は
良

好
で

す
。

本
人

は
緊

急
時

も
含

め
電

話
で

家
族

や
支

援
者

に
連

絡
を

取
れ

る
体

制
を

望
ん

で
い

ま
す

。
リ

モ
コ

ン
操

作
や

ボ
タ

ン
操

作
が

で
き

な
い

た
め

、
声

で
作

動
す

る
電

話
機

を
探

し
て

い
ま

す
。
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行
政

 
J
a
p

a
n

 R
o
b

o
t 

W
e
e
k
 2

0
1

2
の

開

催
に

つ
い

て
 

N
E

D
O

で
は

、
介

護
、

福
祉

な
ど

に
役

立
つ

ロ
ボ

ッ
ト

の
最

新
の

研
究

成
果

を
発

表
す

る
と

と
も

に
、

そ
れ

ら
を

実
際

に
触

れ
て

体
験

・

実
感

す
る

た
め

の
展

示
会

を
、

下
記

の
と

お
り

開
催

す
る

予
定

で
す

の
で

、
ご

案
内

い
た

し
ま

す
。

 

多
く

の
方

々
の

来
場

を
お

待
ち

し
て

お
り

ま
す

（
入

場
無

料
で

す
）

。
 

１
．

日
時

 
平

成
2

4
年

1
0

月
1

7
日

（
水

）
～

1
9

日
（

金
）

 

２
．

場
所

 
東

京
ビ

ッ
グ

サ
イ

ト
東

３
ホ

ー
ル

 

３
．

内
容

 
生

活
支

援
（

介
護

・
福

祉
）

、
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ボ
ッ

ト
知

能
、

災
害

対
応

ロ
ボ

ッ
ト

等
に

関
す

る
研

究
発

表
及

び
展

示
会

 

参
考

：
h

tt
p

:/
/w

w
w

.n
ik

k
a
n

.c
o
.jp

/
e
v
e
/
s
-
ro

b
o
t/

h
e
is

a
i.h

tm
l 

2
9

1
 

 
 

行
政

 
J
a
p

a
n

 R
o
b

o
t 

W
e
e
k
 2

0
1

2
の
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催
に

つ
い

て
 

 
N

E
D

O
で

は
、

介
護

、
福

祉
な

ど
に

役
立

つ
ロ

ボ
ッ

ト
の

最
新

の
研

究
成

果
を

発
表

す
る

と
と

も
に

、
そ

れ
ら

を
実

際
に

触
れ

て
体

験
・

実
感

す
る

た
め

の
展

示
会

を
、

下
記

の
と

お
り

開
催

す
る

予
定

で
す

の
で

、
ご

案
内

い
た

し
ま

す
。

多
く

の
方

々
の

来
場

を
お

待
ち

し
て

お
り

ま
す

（
入

場
無

料
で

す
）

。
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．

日
時

 
平

成
2

4
年

1
0

月
1
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日

（
水

）
～

1
9

日
（

金
）

 

２
．

場
所

 
東

京
ビ
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グ
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ト
東
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ル
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・
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）
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ボ
ッ

ト
知

能
、

災
害

対
応

ロ
ボ

ッ
ト

等
に

関
す

る
研

究
発

表
及

び
展

示
会

 

参
考

：
h

tt
p

:/
/w

w
w

.n
ik

k
a
n

.c
o
.jp

/
e
v
e
/
s
-
ro

b
o
t/

h
e
is

a
i.h

tm
l 

2
9

2
 

 
 

行
政

 
H

2
4

F
Y

第
2

回
福

祉
用

具
実

用
化

開
発

推
進

事
業
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4
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度

第
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福
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化

開
発
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事
業

の
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成
事
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公

募
を

開
始

い
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し
ま

し
た

。
 

詳
細

、
公

募
説

明
会

の
ご

案
内

等
は

、
N

E
D

O
の

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

（
※

）
を

ご
参

照
く

だ
さ

い
。
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化
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推
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事
業

の
助

成
事

業
者

の
公

募
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開
始

い
た

し
ま

し
た
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募
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明

会
の

ご
案
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D
O

の
ホ
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ペ
ー

ジ
（
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）

を
ご

参
照
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だ

さ
い
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2
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3
 

 
 

 
 

福
祉

・
介

護
機

器
シ

ー
ズ

発
表

会
～

大
阪

電
気

通
信

大
学

の
研

究
に

注
目

！
～

 
 

2
0

0
4

年
に

医
療

福
祉

工
学

部
を

設
立

、
福

祉
・

介
護

分
野

に
お

い
て

、
高

度
な

研
究

や
設

備
を

備
え

、
社

会
に

貢
献

で
き

る
研

究
を

行
っ

て
い

る
、

大
阪

電
気

通
信

大
学

の
研

究
者

が
シ

ー
ズ

を
発

表
し

、
参

加
者

と
の

マ
ッ

チ
ン

グ
を

図
り

ま
す

。
 

日
時

：
2

0
1

2
年

1
1

月
6

日
(火

) 
1

3
:3

0
-
1

6
:4

5
 
 

場
所

：
新

産
業

創
造

推
進

室
（

大
阪

府
大

阪
市

：
大

阪
駅

前
第

３
ビ

ル
 

１
６

階
 

ロ
ボ

ッ
ト

ラ
ボ

ラ
ト

リ
ー

内
）

 
 

料
金

：
無

料
 

2
9

4
 

 
 

 
 

J
a
p

a
n

 R
o
b

o
t 

W
e
e
k
 2

0
1

2
で

介

護
・

福
祉

関
連

の
ロ

ボ
ッ

ト
を

展
示

予
定

 
「

J
a
p

a
n

 R
o
b

o
t 

W
e
e
k
 2

0
1

2
」

と
い

う
ロ

ボ
ッ

ト
イ

ベ
ン

ト
が

、
下

記
の

と
お

り
開

催
さ

れ
、

N
E

D
O

か
ら

、
介

護
・

福
祉

等
そ

の
他

の
分

野
で

利
用

可
能

な
ロ

ボ
ッ

ト
最

新
技

術
開

発
成

果
の

展
示

、
デ

モ
、

体
験

会
が

開
催

さ
れ

ま
す

。
体

験
・

実
感

型
展

示
会

で
あ

り
、

入
場

無
料

で
す

の
で

、
お

気
軽

に
お

越
し

く
だ

さ
い

。
皆

様
の

ご
来

場
を

お
待

ち
し

て
お

り
ま

す
。

 
 

 
 

 
 

 
 

2
9

5
 

 
 

 
 

第
3

9
回

国
際

福
祉

機
器

展

（
H

.C
.R

.2
0

1
2

）

へ
の

出
展

 

第
3

9
回

国
際

福
祉

機
器

展
（

H
.C

.R
.2

0
1

2
）

に
、

N
E

D
O

「
福

祉
用

具
実

用
化

開
発

助
成

事
業

」
の

開
発

成
果

９
件

が
出

展
さ

れ
ま

す
。

詳
し

い
ご

紹
介

と
と

も
に

、
実

際
に

福
祉

用
具

の
体

験
も

可
能

で
す

。
 

詳
細

は
、

こ
ち

ら
（

↓
）

を
ご

覧
く

だ
さ

い
。

 

h
tt

p
:/

/
w

w
w

.n
e
d

o
.g

o
.jp

/
e
v
e
n

ts
/
E

K
_
1

0
0

0
1

0
.h

tm
l?

fr
o
m

=
n

e
d

o
m

a
il 

皆
様

の
ご

来
場

を
お

待
ち

し
て

お
り

ま
す

。
 

2
9

6
 

障
害

者
ス

ポ
ー

ツ
用

 

利
用

者
 

手
軽

に
着

脱
で

き
る

車
椅

子
用

転
倒

防
止

バ
ー

 

日
常

用
の

車
椅

子
で

転
倒

防
止

バ
ー

を
常

時
装

着
す

る
と

、
段

差
を

越
え

る
場

合
等

に
邪

魔
に

な
る

な
ど

不
都

合
な

点
が

あ
り

、
行

動
範

囲
が

大
き

く
制

限
さ

れ
て

し
ま

う
。

 

そ
う

い
っ

た
理

由
で

、
日

常
用

の
車

椅
子

に
転

倒
防

止
バ

ー
を

装
着

し
て

い
な

い
車

椅
子

ユ
ー

ザ
ー

が
そ

の
ま

ま
気

軽
に

車
椅

子
ス

ポ
ー

ツ
等

を
行

お
う

と
す

る
と

、
バ

ッ
ク

動
作

等
で

転
倒

す
る

危
険

性
が

高
い

と
い

う
問

題
が

あ
る

。
 

手
軽

に
レ

バ
ー

を
捻

れ
ば

、
車

椅
子

に
装

着
出

来
る

機
構

の
転

倒
防

止
バ

ー
が

あ
る

と
良

い
。

 

ま
た

、
日

常
生

活
に

お
い

て
も

、
例

え
ば

子
守

り
で

赤
ち

ゃ
ん

を
抱

っ
こ

す
る

時
な

ど
、

絶
対

に
転

倒
を

避
け

な
け

れ
ば

い
け

な
い

場
面

で
も

活
躍

が
見

込
め

る
。
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催
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て
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介
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、

福
祉

な
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に
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立
つ

ロ
ボ

ッ
ト

の
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の
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成
果

を
発

表
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る
と

と
も

に
、

そ
れ

ら
を
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に
触

れ
て

体
験

・

実
感

す
る

た
め

の
展

示
会

を
、

下
記

の
と
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り

開
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す
る

予
定

で
す

の
で

、
ご

案
内

い
た

し
ま

す
。

 

多
く

の
方
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の

来
場

を
お

待
ち

し
て

お
り
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す

（
入

場
無
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で

す
）

。
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．

日
時

 
平

成
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、
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ボ
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ボ
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ど
に
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立

つ
ロ

ボ
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ト
の

最
新

の
研

究
成

果
を

発
表

す
る

と
と

も
に

、
そ

れ
ら

を
実

際
に

触
れ

て
体

験
・

実
感

す
る

た
め

の
展

示
会

を
、

下
記

の
と

お
り
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す
る

予
定

で
す

の
で

、
ご

案
内

い
た

し
ま

す
。

多
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の
方
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の
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場
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す

（
入

場
無
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す
）

。
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時
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1
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（
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）
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ボ
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。
 

詳
細

、
公

募
説

明
会

の
ご

案
内

等
は

、
N

E
D

O
の

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

（
※

）
を

ご
参

照
く

だ
さ

い
。

 

※
h

tt
p
:/

/
w

w
w

.n
e
d
o
.g

o
.jp

/
k
o
u

b
o
/
E

K
2

_
1

0
0

0
0

9
.h

tm
l?

fr
o
m

=
n

e
d
o
m

a
il 

よ
ろ

し
く

お
願

い
い

た
し

ま
す

。
 

2
9

2
 

 
 

行
政

 
H

2
4

F
Y

第
2

回
福

祉
用

具
実

用
化

開
発

推
進

事
業

の
公

募
開

始
に

つ
い

て
 

N
E

D
O

は
、

平
成

2
4

年
度

第
2

回
福

祉
用

具
実

用
化

開
発

推
進

事
業

の
助

成
事

業
者

の
公

募
を

開
始

い
た

し
ま

し
た

。
詳

細
、

公
募

説
明

会
の

ご
案

内
等

は
、

N
E

D
O

の
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
（

※
）

を
ご

参
照

く
だ

さ
い

。
 

※
h

tt
p
:/

/
w

w
w

.n
e
d
o
.g

o
.jp

/
k
o
u

b
o
/
E

K
2

_
1

0
0

0
0

9
.h

tm
l?

fr
o
m

=
n

e
d
o
m

a
il 

  

140 

2
9

3
 

 
 

 
 

福
祉

・
介

護
機

器
シ

ー
ズ

発
表

会
～

大
阪

電
気

通
信

大
学

の
研

究
に

注
目

！
～

 
 

2
0

0
4

年
に

医
療

福
祉

工
学

部
を

設
立

、
福

祉
・

介
護

分
野

に
お

い
て

、
高

度
な

研
究

や
設

備
を

備
え

、
社

会
に

貢
献

で
き

る
研

究
を

行
っ

て
い

る
、

大
阪

電
気

通
信

大
学

の
研

究
者

が
シ

ー
ズ

を
発

表
し

、
参

加
者

と
の

マ
ッ

チ
ン

グ
を

図
り

ま
す

。
 

日
時

：
2

0
1

2
年

1
1

月
6

日
(火

) 
1

3
:3

0
-
1

6
:4

5
 
 

場
所

：
新

産
業

創
造

推
進

室
（

大
阪

府
大

阪
市

：
大

阪
駅

前
第

３
ビ

ル
 

１
６

階
 

ロ
ボ

ッ
ト

ラ
ボ

ラ
ト

リ
ー

内
）

 
 

料
金

：
無

料
 

2
9

4
 

 
 

 
 

J
a
p

a
n

 R
o
b

o
t 

W
e
e
k
 2

0
1

2
で

介

護
・

福
祉

関
連

の
ロ

ボ
ッ

ト
を

展
示

予
定

 
「

J
a
p

a
n

 R
o
b

o
t 

W
e
e
k
 2

0
1

2
」

と
い

う
ロ

ボ
ッ

ト
イ

ベ
ン

ト
が

、
下

記
の

と
お

り
開

催
さ

れ
、

N
E

D
O

か
ら

、
介

護
・

福
祉

等
そ

の
他

の
分

野
で

利
用

可
能

な
ロ

ボ
ッ

ト
最

新
技

術
開

発
成

果
の

展
示

、
デ

モ
、

体
験

会
が

開
催

さ
れ

ま
す

。
体

験
・

実
感

型
展

示
会

で
あ

り
、

入
場

無
料

で
す

の
で

、
お

気
軽

に
お

越
し

く
だ

さ
い

。
皆

様
の

ご
来

場
を

お
待

ち
し

て
お

り
ま

す
。

 
 

 
 

 
 

 
 

2
9

5
 

 
 

 
 

第
3

9
回

国
際

福
祉

機
器

展

（
H

.C
.R

.2
0

1
2

）

へ
の

出
展

 

第
3

9
回

国
際

福
祉

機
器

展
（

H
.C

.R
.2

0
1

2
）

に
、

N
E

D
O

「
福

祉
用

具
実

用
化

開
発

助
成

事
業

」
の

開
発

成
果

９
件

が
出

展
さ

れ
ま

す
。

詳
し

い
ご

紹
介

と
と

も
に

、
実

際
に

福
祉

用
具

の
体

験
も

可
能

で
す

。
 

詳
細

は
、

こ
ち

ら
（

↓
）

を
ご

覧
く

だ
さ

い
。

 

h
tt

p
:/

/
w

w
w

.n
e
d

o
.g

o
.jp

/
e
v
e
n

ts
/
E

K
_
1

0
0

0
1

0
.h

tm
l?

fr
o
m

=
n

e
d

o
m

a
il 

皆
様

の
ご

来
場

を
お

待
ち

し
て

お
り

ま
す

。
 

2
9

6
 

障
害

者
ス

ポ
ー

ツ
用

 

利
用

者
 

手
軽

に
着

脱
で

き
る

車
椅

子
用

転
倒

防
止

バ
ー

 

日
常

用
の

車
椅

子
で

転
倒

防
止

バ
ー

を
常

時
装

着
す

る
と

、
段

差
を

越
え

る
場

合
等

に
邪

魔
に

な
る

な
ど

不
都

合
な

点
が

あ
り

、
行

動
範

囲
が

大
き

く
制

限
さ

れ
て

し
ま

う
。

 

そ
う

い
っ

た
理

由
で

、
日

常
用

の
車

椅
子

に
転

倒
防

止
バ

ー
を

装
着

し
て

い
な

い
車

椅
子

ユ
ー

ザ
ー

が
そ

の
ま

ま
気

軽
に

車
椅

子
ス

ポ
ー

ツ
等

を
行

お
う

と
す

る
と

、
バ

ッ
ク

動
作

等
で

転
倒

す
る

危
険

性
が

高
い

と
い

う
問

題
が

あ
る

。
 

手
軽

に
レ

バ
ー

を
捻

れ
ば

、
車

椅
子

に
装

着
出

来
る

機
構

の
転

倒
防

止
バ

ー
が

あ
る

と
良

い
。

 

ま
た

、
日

常
生

活
に

お
い

て
も

、
例

え
ば

子
守

り
で

赤
ち

ゃ
ん

を
抱

っ
こ

す
る

時
な

ど
、

絶
対

に
転

倒
を

避
け

な
け

れ
ば

い
け

な
い

場
面

で
も

活
躍

が
見

込
め

る
。
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2
9

7
 

肢
体

障
害

者
用

 
利

用
者

 
電

動
車

い
す

の
種

類

の
選

択
 

今
回

、
電

動
車

い
す

の
対

応
年

数
が

６
年

経
過

し
て

新
し

い
電

動
車

椅
子

椅
子

に
変

え
よ

う
と

し
て

大
阪

市
内

の
リ

ハ
ビ

リ
セ

ン
タ

ー
で

判
定

を
受

け
ま

し
た

が
、

パ
ワ

ー
ス

テ
ア

リ
ン

グ
の

電
動

車
い

す
は

厚
労

省
が

認
可

し
て

お
ら

ず
出

せ
な

い
と

言
わ

れ
ま

し
た

。
 

こ
の

場
合

、
認

可
さ

れ
て

ま
せ

ん
か

？
 

前
輪

が
普

通
型

だ
と

回
転

は
小

回
り

が
出

来
ま

す
が

、
一

回
転

し
て

か
ら

で
な

い
と

次
の

行
動

が
出

来
ま

せ
ん

。
周

囲
に

人
が

い
た

場
合

接
触

の
恐

れ
が

あ
り

と
て

も
危

険
で

す
。

だ
か

ら
と

言
っ

て
社

会
参

加
・

移
動

制
約

者
の

権
利

の
剥

奪
は

あ
り

え
ま

せ
ん

。
電

動
車

い
す

の
使

用
に

当
た

り
パ

ワ
ー

ス
テ

ア
リ

ン
グ

は
前

後
し

か
動

き
ま

せ
ん

が
、

ダ
イ

レ
ク

ト
に

回
転

・
左

右
に

操
作

が
伝

わ
る

た
め

ス
ム

ー

ズ
・

滑
ら

か
に

操
作

が
出

来
、

安
全

な
走

行
が

出
来

ま
す

。
 

2
9

8
 

 
 

 
 

第
９

回
福

祉
工

学
カ

フ
ェ
（

2
0

1
2

年
1

1

月
2

日
）

の
ご

案
内

第
９

回
福

祉
工

学
カ

フ
ェ

を
開

催
し

ま
す

。
ご

関
心

と
お

時
間

が
あ

り
ま

し
た

ら
、

以
下

、
ご

覧
く

だ
さ

い
。

 

ま
た

、
ご

関
心

あ
る

方
々

が
お

ら
れ

ま
し

た
ら

ご
紹

介
し

て
い

た
だ

た
ら

幸
い

で
す

。
詳

細
は

、
以

下
、

U
R

L
に

あ
り

ま
す

。
 

h
tt

p
:/

/
w

w
w

.r
e
h

a
b

.g
o
.jp

/
ri
/e

v
e
n

t/
a
t_

c
a
fe

2
0

1
0

/
s
c
h

e
d

u
le

.h
tm

l 

飛
び

込
み

参
加

も
可

能
で

す
が

、
情

報
保

障
や

配
布

資
料

等
の

関
連

で
事

前
登

録
し

て
い

た
だ

け
る

と
幸

い
で

す
。

 

3
0

0
 

高
齢

者
用

 
開

発
メ

ー
カ

 
介

護
用

半
身

入
浴

装

置
 

特
許

第
4

9
8

5
8

5
6

号
の

本
製

品
は

、
ベ

ッ
ド

の
上

で
、

上
半

身
を

背
も

た
れ

に
乗

せ
た

、
楽

な
姿

勢
で

、
安

全
に

、
安

心
し

て
入

浴

で
き

る
。

１
 

浴
槽

機
能

①
 
ベ

ッ
ド

上
で

身
体

の
下

に
浴

槽
シ

ー
ト

（
ビ

ニ
ー

ル
シ

ー
ト

）
を

敷
き

、
背

も
た

れ
を

背
上

げ
す

る
。

②
 
次

に
U

字
型

の
浴

槽
板

（
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
）

の
開

口
部

先
端

を
背

も
た

れ
に

密
着

す
る

よ
う

に
置

く
。

③
 
次

に
身

体
の

下
に

敷
か

れ
て

い

る
浴

槽
シ

ー
ト

を
広

げ
、

浴
槽

板
内

面
を

覆
う

こ
と

に
よ

り
浴

槽
機

能
と

な
る

。
２

 
特

徴
①

 
背

も
た

れ
を

低
く

す
る

（
角

度
1

0
度

）

こ
と

に
よ

り
胸

か
ら

、
肩

、
首

筋
ま

で
入

浴
で

き
る

。
②

 
半

身
入

浴
に

よ
り

湯
水

量
は

少
な

く
て

す
む

（
2

0
ℓ

～
3

0
ℓ

）
③

 
浴

槽
カ

バ
ー

を
設

け
て

、
湯

水
飛

散
防

止
と

湯
水

温
の

保
温

、
身

体
の

保
温

で
き

る
。

④
 
排

水
、

身
体

拭
き

は
排

水
ポ

ン
プ

2
台

（
電

池
式

2
2

ℓ
/
２

台
分

）
で

行
い

、
大

型
タ

オ
ル

ケ
ッ

ト
で

吸
収

、
拭

取
る

。
⑤

 
清

掃
は

、
浴

槽
シ

ー
ト

の
み

１
枚

で
す

む
の

で
楽

。
⑥

 
本

品

は
、

浴
槽

板
と

浴
槽

シ
ー

ト
か

ら
な

り
、

家
人

（
訪

問
介

護
）

１
人

の
簡

単
な

軽
作

業
で

、
短

時
間

に
楽

に
、

安
全

に
、

安
心

し
て

入
浴

さ
せ

る
こ

と
が

で
き

る
の

で
入

浴
回

数
も

増
え

、
体

臭
無

く
な

る
、

入
浴

者
、

介
護

者
と

も
に

負
担

の
少

な
い

入
浴

装
置

で
す

。
３

 
詳

細
は

、
ブ

ロ
グ

（
h

tt
p

:/
/
k
a
ig

o
n

yu
yo

u
.ju

g
e
m

.jp
/
）

を
見

て
下

さ
い

。
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3
0

1
 

 
 

 
 

健
康

ビ
ジ

ネ
ス

サ
ミ

ッ
ト

う
お

ぬ
ま

会
議

2
0

1
2

 

 
健

康
・

医
療

・
福

祉
関

連
分

野
で

付
加

価
値

の
高

い
ビ

ジ
ネ

ス
が

創
出

さ
れ

る
よ

う
、

企
業

・
大

学
・

行
政

等
の

関
係

者
が

様
々

な
課

題
の

解
決

に
向

け
た

議
論

や
情

報
発

信
、

異
業

種
間

交
流

を
行

う
機

会
を

提
供

す
る

「
健

康
ビ

ジ
ネ

ス
サ

ミ
ッ

ト
う

お
ぬ

ま
会

議
」

が
開

催
さ

れ
ま

す
。

平
成

2
0

年
よ

り
新

潟
県

の
魚

沼
地

域
を

会
場

に
開

催
し

て
き

ま
し

た
が

、
５

年
目

と
な

る
今

年
、

は
じ

め
て

東
京

で
開

催
さ

れ
ま

す
。

 

開
催

日
：

平
成

2
4

年
1

1
月

1
4

日
（

水
）

～
1

5
日

（
木

）
 

会
場

：
ベ

ル
サ

ー
ル

八
重

洲
（

東
京

都
中

央
区

八
重

洲
）

 

詳
細

は
下

記
H

P
を

ご
覧

く
だ

さ
い

。
 

h
tt

p
:/

/
w

w
w

.k
e
n

k
o
-
b

iz
.jp

/
u

o
n

u
m

a
2

0
1

2
/
 

3
0

2
 

そ
の

他
(ペ

ー
ス

メ
ー

カ
ー

利
用

者
) 

利
用

者
の

家
族

 
ペ

ー
ス

メ
ー

カ
ー

利

用
者

 

ペ
ー

ス
メ

ー
カ

ー
利

用
者

に
も

妊
婦

さ
ん

な
ど

が
持

つ
「

妊
娠

し
て

い
ま

す
」

と
い

う
こ

と
を

表
現

出
来

る
も

の
が

あ
る

べ
き

だ
と

思
い

ま
す

。
昨

今
、

携
帯

電
話

が
溢

れ
て

い
る

状
況

で
ペ

ー
ス

メ
ー

カ
ー

利
用

者
の

方
は

パ
ッ

と
見

は
健

常
者

と
変

わ
り

ま
せ

ん
。

な
の

で
、

周
り

で
携

帯
電

話
を

使
わ

れ
る

と
、

自
分

で
ペ

ー
ス

メ
ー

カ
ー

を
付

け
て

い
る

こ
と

を
告

な
れ

ば
な

り
ま

せ
ん

。
ま

た
、

注
意

さ
れ

た
方

も
ま

た
、

恥
ず

か
し

さ
な

ど
を

感
じ

た
り

し
て

諍
い

が
起

こ
ら

な
い

と
も

限
り

ま
せ

ん
。

そ
の

た
め

に
も

、
妊

婦
さ

ん
の

よ
う

に
本

人
が

言
わ

な
く

と
も

周
り

に
分

か
る

よ
う

な
シ

ス
テ

ム
が

ペ
ー

ス
メ

ー
カ

ー
利

用
者

の
方

に
も

あ
る

べ
き

だ
と

思
い

ま
す

。
是

非
、

考
え

て
み

て
は

く
れ

ま
せ

ん
か

？
 

3
0

3
 

 
 

 
 

第
３

５
回

【
快

て
き

会
！

】
～

障
害

と
と

も
に

歩
ん

で
き

た
道

～
 

こ
の

と
こ

ろ
、

朝
夕

が
ぐ

っ
と

冷
え

て
き

ま
し

た
。

ど
う

ぞ
、

体
調

を
崩

さ
れ

ま
せ

ん
よ

う
に

！
 

1
1

月
は

、
２

回
開

催
し

ま
す

！
第

３
５

回
【

快
て

き
会

！
】

～
障

害
と

と
も

に
歩

ん
で

き
た

道
～

2
0

1
2

年
1

1
月

7
日

（
水

曜
日

）
 

1
4

：
0

0
～

1
6

：
4

5
h

tt
p
:/

/
p
e
a
c
e
2

1
p
e
a
c
e
.b

lo
g
7

1
.f
c
2

.c
o
m

/
b
lo

g
-
e
n

tr
y-

6
1

.h
tm

l 

第
３

６
回

【
快

て
き

会
！

】
は

、
村

上
和

雄
ド

キ
ュ

メ
ン

ト
「

Ｓ
Ｗ

Ｉ
Ｔ

Ｃ
Ｈ

」
特

別
上

映
会

！
！

！
2

0
1

2
年

1
1

月
2

5
日

（
日

曜
日

）
 

1
3

:3
0

〜
1

5
:3

0
h

tt
p

:/
/
p

e
a
c
e
2

1
p

e
a
c
e
.b

lo
g
7

1
.f
c
2

.c
o
m

/
b

lo
g
-
e
n

tr
y-

5
9

.h
tm

l＊
無

料
、

お
申

し
込

み
制

で

す
。

第
３

５
回

【
快

て
き

会
！

】
は

、
私

の
重

度
訪

問
介

護
ヘ

ル
パ

ー
の

師
匠

で
も

あ
る

小
島

直
子

さ
ん

に
お

話
い

た
だ

き
ま

す
。

 

ご
本

人
の

体
験

か
ら

く
る

【
想

い
】

【
発

想
】

【
行

動
】

は
、

聴
く

者
に

様
々

な
気

づ
き

を
与

え
て

く
れ

る
こ

と
と

思
い

ま
す

。
タ

イ
ト

ル
：

障
害

と
と

も
に

歩
ん

で
き

た
道

/
サ

ブ
タ

イ
ト

ル
：

障
害

っ
て

何
だ

ろ
う
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2
9

7
 

肢
体

障
害

者
用

 
利

用
者

 
電

動
車

い
す

の
種

類

の
選

択
 

今
回

、
電

動
車

い
す

の
対

応
年

数
が

６
年

経
過

し
て

新
し

い
電

動
車

椅
子

椅
子

に
変

え
よ

う
と

し
て

大
阪

市
内

の
リ

ハ
ビ

リ
セ

ン
タ

ー
で

判
定

を
受

け
ま

し
た

が
、

パ
ワ

ー
ス

テ
ア

リ
ン

グ
の

電
動

車
い

す
は

厚
労

省
が

認
可

し
て

お
ら

ず
出

せ
な

い
と

言
わ

れ
ま

し
た

。
 

こ
の

場
合

、
認

可
さ

れ
て

ま
せ

ん
か

？
 

前
輪

が
普

通
型

だ
と

回
転

は
小

回
り

が
出

来
ま

す
が

、
一

回
転

し
て

か
ら

で
な

い
と

次
の

行
動

が
出

来
ま

せ
ん

。
周

囲
に

人
が

い
た

場
合

接
触

の
恐

れ
が

あ
り

と
て

も
危

険
で

す
。

だ
か

ら
と

言
っ

て
社

会
参

加
・

移
動

制
約

者
の

権
利

の
剥

奪
は

あ
り

え
ま

せ
ん

。
電

動
車

い
す

の
使

用
に

当
た

り
パ

ワ
ー

ス
テ

ア
リ

ン
グ

は
前

後
し

か
動

き
ま

せ
ん

が
、

ダ
イ

レ
ク

ト
に

回
転

・
左

右
に

操
作

が
伝

わ
る

た
め

ス
ム

ー

ズ
・

滑
ら

か
に

操
作

が
出

来
、

安
全

な
走

行
が

出
来

ま
す

。
 

2
9

8
 

 
 

 
 

第
９

回
福

祉
工

学
カ

フ
ェ
（

2
0

1
2

年
1

1

月
2

日
）

の
ご

案
内

第
９

回
福

祉
工

学
カ

フ
ェ

を
開

催
し

ま
す

。
ご

関
心

と
お

時
間

が
あ

り
ま

し
た

ら
、

以
下

、
ご

覧
く

だ
さ

い
。

 

ま
た

、
ご

関
心

あ
る

方
々

が
お

ら
れ

ま
し

た
ら

ご
紹

介
し

て
い

た
だ

た
ら

幸
い

で
す

。
詳

細
は

、
以

下
、

U
R

L
に

あ
り

ま
す

。
 

h
tt

p
:/

/
w

w
w

.r
e
h

a
b

.g
o
.jp

/
ri
/e

v
e
n

t/
a
t_

c
a
fe

2
0

1
0

/
s
c
h

e
d

u
le

.h
tm

l 

飛
び

込
み

参
加

も
可

能
で

す
が

、
情

報
保

障
や

配
布

資
料

等
の

関
連

で
事

前
登

録
し

て
い

た
だ

け
る

と
幸

い
で

す
。

 

3
0

0
 

高
齢

者
用

 
開

発
メ

ー
カ

 
介

護
用

半
身

入
浴

装

置
 

特
許

第
4

9
8

5
8

5
6

号
の

本
製

品
は

、
ベ

ッ
ド

の
上

で
、

上
半

身
を

背
も

た
れ

に
乗

せ
た

、
楽

な
姿

勢
で

、
安

全
に

、
安

心
し

て
入

浴

で
き

る
。

１
 

浴
槽

機
能

①
 
ベ

ッ
ド

上
で

身
体

の
下

に
浴

槽
シ

ー
ト

（
ビ

ニ
ー

ル
シ

ー
ト

）
を

敷
き

、
背

も
た

れ
を

背
上

げ
す

る
。

②
 
次

に
U

字
型

の
浴

槽
板

（
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
）

の
開

口
部

先
端

を
背

も
た

れ
に

密
着

す
る

よ
う

に
置

く
。

③
 
次

に
身

体
の

下
に

敷
か

れ
て

い

る
浴

槽
シ

ー
ト

を
広

げ
、

浴
槽

板
内

面
を

覆
う

こ
と

に
よ

り
浴

槽
機

能
と

な
る

。
２

 
特

徴
①

 
背

も
た

れ
を

低
く

す
る

（
角

度
1

0
度

）

こ
と

に
よ

り
胸

か
ら

、
肩

、
首

筋
ま

で
入

浴
で

き
る

。
②

 
半

身
入

浴
に

よ
り

湯
水

量
は

少
な

く
て

す
む

（
2

0
ℓ

～
3

0
ℓ

）
③

 
浴

槽
カ

バ
ー

を
設

け
て

、
湯

水
飛

散
防

止
と

湯
水

温
の

保
温

、
身

体
の

保
温

で
き

る
。

④
 
排

水
、

身
体

拭
き

は
排

水
ポ

ン
プ

2
台

（
電

池
式

2
2

ℓ
/
２

台
分

）
で

行
い

、
大

型
タ

オ
ル

ケ
ッ

ト
で

吸
収

、
拭

取
る

。
⑤

 
清

掃
は

、
浴

槽
シ

ー
ト

の
み

１
枚

で
す

む
の

で
楽

。
⑥

 
本

品

は
、

浴
槽

板
と

浴
槽

シ
ー

ト
か

ら
な

り
、

家
人

（
訪

問
介

護
）

１
人

の
簡

単
な

軽
作

業
で

、
短

時
間

に
楽

に
、

安
全

に
、

安
心

し
て

入
浴

さ
せ

る
こ

と
が

で
き

る
の

で
入

浴
回

数
も

増
え

、
体

臭
無

く
な

る
、

入
浴

者
、

介
護

者
と

も
に

負
担

の
少

な
い

入
浴

装
置

で
す

。
３

 
詳

細
は

、
ブ

ロ
グ

（
h

tt
p

:/
/
k
a
ig

o
n

yu
yo

u
.ju

g
e
m

.jp
/
）

を
見

て
下

さ
い

。
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3
0

1
 

 
 

 
 

健
康

ビ
ジ

ネ
ス

サ
ミ

ッ
ト

う
お

ぬ
ま

会
議

2
0

1
2

 

 
健

康
・

医
療

・
福

祉
関

連
分

野
で

付
加

価
値

の
高

い
ビ

ジ
ネ

ス
が

創
出

さ
れ

る
よ

う
、

企
業

・
大

学
・

行
政

等
の

関
係

者
が

様
々

な
課

題
の

解
決

に
向

け
た

議
論

や
情

報
発

信
、

異
業

種
間

交
流

を
行

う
機

会
を

提
供

す
る

「
健

康
ビ

ジ
ネ

ス
サ

ミ
ッ

ト
う

お
ぬ

ま
会

議
」

が
開

催
さ

れ
ま

す
。

平
成

2
0

年
よ

り
新

潟
県

の
魚

沼
地

域
を

会
場

に
開

催
し

て
き

ま
し

た
が

、
５

年
目

と
な

る
今

年
、

は
じ

め
て

東
京

で
開

催
さ

れ
ま

す
。

 

開
催

日
：

平
成

2
4

年
1

1
月

1
4

日
（

水
）

～
1

5
日

（
木

）
 

会
場

：
ベ

ル
サ

ー
ル

八
重

洲
（

東
京

都
中

央
区

八
重

洲
）

 

詳
細

は
下

記
H

P
を

ご
覧

く
だ

さ
い

。
 

h
tt

p
:/

/
w

w
w

.k
e
n

k
o
-
b

iz
.jp

/
u

o
n

u
m

a
2

0
1

2
/
 

3
0

2
 

そ
の

他
(ペ

ー
ス

メ
ー

カ
ー

利
用

者
) 

利
用

者
の

家
族

 
ペ

ー
ス

メ
ー

カ
ー

利

用
者

 

ペ
ー

ス
メ

ー
カ

ー
利

用
者

に
も

妊
婦

さ
ん

な
ど

が
持

つ
「

妊
娠

し
て

い
ま

す
」

と
い

う
こ

と
を

表
現

出
来

る
も

の
が

あ
る

べ
き

だ
と

思
い

ま
す

。
昨

今
、

携
帯

電
話

が
溢

れ
て

い
る

状
況

で
ペ

ー
ス

メ
ー

カ
ー

利
用

者
の

方
は

パ
ッ

と
見

は
健

常
者

と
変

わ
り

ま
せ

ん
。

な
の

で
、

周
り

で
携

帯
電

話
を

使
わ

れ
る

と
、

自
分

で
ペ

ー
ス

メ
ー

カ
ー

を
付

け
て

い
る

こ
と

を
告

な
れ

ば
な

り
ま

せ
ん

。
ま

た
、

注
意

さ
れ

た
方

も
ま

た
、

恥
ず

か
し

さ
な

ど
を

感
じ

た
り

し
て

諍
い

が
起

こ
ら

な
い

と
も

限
り

ま
せ

ん
。

そ
の

た
め

に
も

、
妊

婦
さ

ん
の

よ
う

に
本

人
が

言
わ

な
く

と
も

周
り

に
分

か
る

よ
う

な
シ

ス
テ

ム
が

ペ
ー

ス
メ

ー
カ

ー
利

用
者

の
方

に
も

あ
る

べ
き

だ
と

思
い

ま
す

。
是

非
、

考
え

て
み

て
は

く
れ

ま
せ

ん
か

？
 

3
0

3
 

 
 

 
 

第
３

５
回

【
快

て
き

会
！

】
～

障
害

と
と

も
に

歩
ん

で
き

た
道

～
 

こ
の

と
こ

ろ
、

朝
夕

が
ぐ

っ
と

冷
え

て
き

ま
し

た
。

ど
う

ぞ
、

体
調

を
崩

さ
れ

ま
せ

ん
よ

う
に

！
 

1
1

月
は

、
２

回
開

催
し

ま
す

！
第

３
５

回
【

快
て

き
会

！
】

～
障

害
と

と
も

に
歩

ん
で

き
た

道
～

2
0

1
2

年
1

1
月

7
日

（
水

曜
日

）
 

1
4

：
0

0
～

1
6

：
4

5
h

tt
p
:/

/
p
e
a
c
e
2

1
p
e
a
c
e
.b

lo
g
7

1
.f
c
2

.c
o
m

/
b
lo

g
-
e
n

tr
y-

6
1

.h
tm

l 

第
３

６
回

【
快

て
き

会
！

】
は

、
村

上
和

雄
ド

キ
ュ

メ
ン

ト
「

Ｓ
Ｗ

Ｉ
Ｔ

Ｃ
Ｈ

」
特

別
上

映
会

！
！

！
2

0
1

2
年

1
1

月
2

5
日

（
日

曜
日

）
 

1
3

:3
0

〜
1

5
:3

0
h

tt
p

:/
/
p

e
a
c
e
2

1
p

e
a
c
e
.b

lo
g
7

1
.f
c
2

.c
o
m

/
b

lo
g
-
e
n

tr
y-

5
9

.h
tm

l＊
無

料
、

お
申

し
込

み
制

で

す
。

第
３

５
回

【
快

て
き

会
！

】
は

、
私

の
重

度
訪

問
介

護
ヘ

ル
パ

ー
の

師
匠

で
も

あ
る

小
島

直
子

さ
ん

に
お

話
い

た
だ

き
ま

す
。

 

ご
本

人
の

体
験

か
ら

く
る

【
想

い
】

【
発

想
】

【
行

動
】

は
、

聴
く

者
に

様
々

な
気

づ
き

を
与

え
て

く
れ

る
こ

と
と

思
い

ま
す

。
タ

イ
ト

ル
：

障
害

と
と

も
に

歩
ん

で
き

た
道

/
サ

ブ
タ

イ
ト

ル
：

障
害

っ
て

何
だ

ろ
う
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3
0

4
 

肢
体

障
害

者
用

 

視
覚

障
害

者
用

 

言
語

障
害

者
用

 

利
用

者
の

家
族

 
人

工
呼

吸
器

に
用

い

る
非

常
バ

ッ
テ

リ
ー

災
害

時
や

緊
急

時
に

使
用

で
き

る
、

実
用

的
で

簡
易

な
人

工
呼

吸
器

用
の

バ
ッ

テ
リ

ー
 

3
0

5
 

肢
体

障
害

者
用

 
利

用
者

の
家

族
 

意
思

を
確

認
す

る
た

め
の

機
器

 

Ａ
Ｌ

Ｓ
（

筋
萎

縮
性

側
索

硬
化

症
）

の
方

で
、

以
前

は
目

の
微

妙
な

動
き

に
よ

り
、

意
思

確
認

を
し

て
い

ま
し

た
が

、
現

在
は

そ
れ

も
難

し
く

な
り

、
特

に
選

挙
の

投
票

な
ど

の
意

思
確

認
が

で
き

な
く

な
っ

て
し

ま
い

ま
し

た
。

こ
う

し
た

方
の

意
思

を
確

認
で

き
る

よ
う

な
機

器
の

開
発

を
望

み
ま

す
。

 

3
0

6
 

肢
体

障
害

者
用

 
利

用
者

 
Ａ

Ｌ
Ｓ

疾
患

の
進

行

を
遅

ら
せ

る
た

め
の

訓
練

等
機

器
 

胃
ろ

う
や

人
工

呼
吸

器
の

利
用

を
少

し
で

も
遅

ら
せ

る
よ

う
、

残
存

機
能

の
維

持
を

図
る

た
め

の
機

器
開

発
を

お
願

い
し

た
い

。
毎

日
、

５
０

０
０

歩
を

目
標

に
歩

行
訓

練
を

行
っ

て
い

ま
し

た
が

、
上

肢
や

下
肢

機
能

の
筋

力
の

低
下

に
よ

り
、

そ
れ

も
難

し
く

な
っ

て
き

ま
し

た
。

 

3
0

7
 

 
 

 
 

介
護

・
リ

ハ
ビ

リ
の

た
め

の
装

着
型

ロ
ボ

ッ
ト

の
展

示
・

デ

モ
・

体
験

会
の

案
内

小
野

＠
国

立
障

害
者

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
セ

ン
タ

ー
で

す
。

1
1

月
1

3
日

(火
)、

1
4

日
（

水
）

に
表

記
の

展
示

・
デ

モ
を

行
い

ま

す
。

体
験

で
き

る
モ

ノ
も

あ
り

ま
す

。
詳

細
は

、
ま

も
な

く
ア

ッ
プ

デ
ー

ト
さ

れ
る

予
定

で
す

が
、

取
り

急
ぎ

の
案

内
は

 

以
下

を
ご

覧
く

だ
さ

い
。

h
tt

p
:/

/
w

w
w

.r
e
h

a
b

.g
o
.jp

/
h

o
d

o
/
e
tc

/
e
x
o
_
ro

b
o
t0

1
.h

tm
日

中
の

展
示

な
ど

は
、

参
加

無
料

で
、

事
前

登
録

は
不

要
で

す
。

た
だ

し
、

夕
方

以
降

の
医

療
福

祉
専

門
者

向
け

は
、

圏
央

所
沢

病
院

で
事

前
登

録
を

お
願

い
し

ま
す

。
 

体
験

さ
れ

た
い

方
、

ゆ
っ

く
り

ご
覧

に
な

り
た

い
方

は
、

日
中

に
い

ら
し

ゃ
る

こ
と

を
お

勧
め

し
ま

す
。

 

3
0

8
 

肢
体

障
害

者
用

 
利

用
者

 
生

卵
割

り
用

具
 

神
経

疾
患

で
指

の
筋

力
が

低
下

し
た

方
や

、
パ

ー
キ

ン
ソ

ン
病

で
振

戦
が

あ
る

方
が

、
片

手
で

簡
単

に
生

卵
を

割
る

た
め

の
用

具
が

あ
る

と
と

て
も

助
か

り
ま

す
。

 

3
0

9
 

肢
体

障
害

者
用

 
利

用
者

 
自

分
で

で
き

る
、

缶

の
開

け
器

 

さ
ん

ま
の

蒲
焼

・
も

も
・

み
か

ん
・

食
卓

塩
・

缶
コ

ー
ヒ

ー
な

ど
缶

詰
の

種
類

は
沢

山
あ

り
ま

す
。

私
は

片
手

が
不

自
由

な
の

で
缶

詰
を

開
け

る
時

に
不

自
由

に
感

じ
て

い
ま

す
。

形
状

・
大

き
さ

な
ど

異
な

る
構

造
の

缶
を

１
つ

の
機

器
で

開
け

る
こ

と
が

で
き

る
も

の
が

あ
る

と
、

と
て

も
助

か
り

ま
す

。
 

3
1

0
 

肢
体

障
害

者
用

 
医

療
専

門
職

 
振

戦
が

あ
る

方
の

支

援
用

具
 

振
戦

が
あ

る
方

は
、

洋
服

の
脱

着
が

困
難

で
あ

る
た

め
、

器
具

を
使

用
し

て
、

服
の

脱
着

時
、

ボ
タ

ン
の

留
め

外
し

字
、

服
の

袖
上

げ
等

が
容

易
に

行
え

る
も

の
が

あ
る

と
助

か
り

ま
す

。
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3
1

1
 

高
齢

者
用

 
医

療
専

門
職

 
 

棒
状

の
柄

に
設

け
る

グ
リ

ッ
プ

補
助

具
 

棒
状

の
柄

に
、

グ
リ

ッ
プ

を
補

助
す

る
構

造
を

設
け

て
、

握
力

の
弱

い
高

齢
者

・
女

性
に

も
操

作
し

や
す

く
、

手
首

の
負

担
を

軽
く

す
る

目
的

で
考

案
し

た
も

の
で

す
。

 

前
後

方
向

及
び

回
転

方
向

に
手

が
滑

る
の

を
、

大
き

な
握

力
に

頼
る

こ
と

な
く

止
め

る
こ

と
が

で
き

ま
す

。
（

特
許

第
４

９
１

７
６

７
６

号
）

片
手

で
操

作
す

る
道

具
の

柄
に

広
く

応
用

で
き

ま
す

。
フ

ラ
イ

パ
ン

等
の

調
理

器
具

、
ハ

ン
ド

ス
コ

ッ
プ

等
の

園
芸

用
品

、
釣

竿
、

傘
な

ど
に

、
こ

れ
ま

で
に

な
か

っ
た

面
白

い
形

状
で

、
握

力
が

弱
く

て
も

操
作

し
や

す
い

グ
リ

ッ
プ

を
提

供
で

き
ま

す
。

 

3
1

2
 

肢
体

障
害

者
用

 
医

療
専

門
職

 
上

肢
機

能
の

補
助

具
上

肢
の

機
能

が
低

下
し

た
方

が
、

顔
を

掻
い

た
り

、
食

事
を

口
に

運
ぶ

た
め

に
、

腕
を

支
え

る
た

め
の

機
器

が
あ

る
と

便
利

だ
と

思
い

ま

す
。

 

3
1

3
 

肢
体

障
害

者
用

 
医

療
専

門
職

 
意

思
伝

達
装

置
の

改

良
 

眼
球

運
動

や
視

線
に

よ
っ

て
操

作
を

行
う

、
意

思
伝

達
装

置
が

あ
る

が
、

よ
り

安
く

手
軽

に
購

入
で

き
る

よ
う

に
な

る
と

、
あ

り
が

た
い

で
す

。
 

3
1

4
 

肢
体

障
害

者
用

 
医

療
専

門
職

 
脳

波
を

利
用

し
た

意

思
伝

達
装

置
 

体
が

完
全

に
動

か
な

く
な

り
、

意
思

伝
達

装
置

等
の

操
作

が
不

可
能

に
な

っ
た

方
の

た
め

に
、

脳
波

を
測

定
し

、
Y

E
S

か
N

O
だ

け
で

も
測

定
で

き
る

装
置

が
あ

る
と

助
か

り
ま

す
。

そ
れ

だ
け

で
も

伝
え

る
こ

と
が

で
き

れ
ば

、
意

思
疎

通
は

十
分

取
れ

ま
す

。
 

3
1

5
 

肢
体

障
害

者
用

 
医

療
専

門
職

 
ト

イ
レ

場
面

で
の

機

器
や

洋
服

に
つ

い
て

筋
力

の
弱

っ
た

ご
本

人
や

現
場

で
ト

イ
レ

の
場

面
で

課
題

に
挙

が
る

こ
と

は
、

ト
イ

レ
ッ

ト
ペ

ー
パ

ー
が

ち
ぎ

れ
な

い
こ

と
と

、
ズ

ボ
ン

の
上

げ
下

ろ
し

が
で

き
な

い
こ

と
で

す
。

そ
れ

を
解

消
で

き
る

よ
う

な
機

器
が

あ
れ

ば
、

ト
イ

レ
で

の
動

作
が

大
幅

に
楽

に
な

り
ま

す
。

 

ズ
ボ

ン
を

履
き

や
す

い
も

の
に

変
え

る
方

法
も

あ
り

ま
す

が
、

障
害

者
や

高
齢

者
用

の
ズ

ボ
ン

は
デ

ザ
イ

ン
が

暗
い

も
の

が
多

い
た

め
、

ご
本

人
は

敬
遠

し
が

ち
に

な
り

ま
す

。
洋

服
の

デ
ザ

イ
ン

性
の

向
上

を
利

便
性

と
併

せ
て

検
討

い
た

だ
き

た
い

と
思

い
ま

す
。

 

3
1

6
 

肢
体

障
害

者
用

 
医

療
専

門
職

 
布

団
を

か
け

る
た

め

の
装

置
（

用
具

）
 

ベ
ッ

ド
上

で
は

布
団

を
掛

け
た

り
剥

い
だ

り
す

る
こ

と
が

課
題

に
な

り
ま

す
。

筋
力

の
弱

い
方

は
、

布
団

が
重

く
て

動
き

づ
ら

く
な

り
、

特
に

冬
場

は
毛

布
を

か
け

る
の

で
、

身
動

き
が

完
全

に
取

れ
な

く
な

っ
て

し
ま

い
ま

す
。

ス
イ

ッ
チ

一
つ

で
毛

布
を

掛
け

た
り

、
剥

い
だ

り
で

き
る

よ
う

な
装

置
が

あ
る

と
便

利
で

す
。

 

3
1

7
 

盲
ろ

う
者

用
 

福
祉

専
門

職
 

音
声

ガ
イ

ド
・

説
明

付
き

食
器

 

皿
な

ど
の

食
器

に
ス

ピ
ー

カ
ー

と
セ

ン
サ

ー
が

つ
い

て
お

り
、

ス
プ

ー
ン

な
ど

の
食

器
に

発
信

機
を

付
け

、
皿

に
近

付
け

る
と

皿
の

位
置

を
教

え
て

く
れ

、
盲

ろ
う

者
の

介
助

を
し

て
く

れ
ま

す
。

ま
た

、
音

声
を

録
音

で
き

、
料

理
の

事
を

料
理

従
事

者
が

説
明

で
き

る
と

、
利

用
者

と
触

れ
合

う
機

会
を

増
や

せ
る

と
思

い
ま

す
。

 

3
1

8
 

肢
体

障
害

者
用

 
福

祉
専

門
職

 
打

ち
誤

り
の

な
い

大

き
な

キ
ー

ボ
ー

ド
 

パ
ソ

コ
ン

キ
ー

ボ
ー

ド
や

電
卓

を
1

.5
倍

く
ら

い
大

き
く

す
る

こ
と

に
よ

り
、

打
ち

誤
り

が
少

な
く

な
る

。
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3
0

4
 

肢
体

障
害

者
用

 

視
覚

障
害

者
用

 

言
語

障
害

者
用

 

利
用

者
の

家
族

 
人

工
呼

吸
器

に
用

い

る
非

常
バ

ッ
テ

リ
ー

災
害

時
や

緊
急

時
に

使
用

で
き

る
、

実
用

的
で

簡
易

な
人

工
呼

吸
器

用
の

バ
ッ

テ
リ

ー
 

3
0

5
 

肢
体

障
害

者
用

 
利

用
者

の
家

族
 

意
思

を
確

認
す

る
た

め
の

機
器

 

Ａ
Ｌ

Ｓ
（

筋
萎

縮
性

側
索

硬
化

症
）

の
方

で
、

以
前

は
目

の
微

妙
な

動
き

に
よ

り
、

意
思

確
認

を
し

て
い

ま
し

た
が

、
現

在
は

そ
れ

も
難

し
く

な
り

、
特

に
選

挙
の

投
票

な
ど

の
意

思
確

認
が

で
き

な
く

な
っ

て
し

ま
い

ま
し

た
。

こ
う

し
た

方
の

意
思

を
確

認
で

き
る

よ
う

な
機

器
の

開
発

を
望

み
ま

す
。

 

3
0

6
 

肢
体

障
害

者
用

 
利

用
者

 
Ａ

Ｌ
Ｓ

疾
患

の
進

行

を
遅

ら
せ

る
た

め
の

訓
練

等
機

器
 

胃
ろ

う
や

人
工

呼
吸

器
の

利
用

を
少

し
で

も
遅

ら
せ

る
よ

う
、

残
存

機
能

の
維

持
を

図
る

た
め

の
機

器
開

発
を

お
願

い
し

た
い

。
毎

日
、

５
０

０
０

歩
を

目
標

に
歩

行
訓

練
を

行
っ

て
い

ま
し

た
が

、
上

肢
や

下
肢

機
能

の
筋

力
の

低
下

に
よ

り
、

そ
れ

も
難

し
く

な
っ

て
き

ま
し

た
。

 

3
0

7
 

 
 

 
 

介
護

・
リ

ハ
ビ

リ
の

た
め

の
装

着
型

ロ
ボ

ッ
ト

の
展

示
・

デ

モ
・

体
験

会
の

案
内

小
野

＠
国

立
障

害
者

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
セ

ン
タ

ー
で

す
。

1
1

月
1

3
日

(火
)、

1
4

日
（

水
）

に
表

記
の

展
示

・
デ

モ
を

行
い

ま

す
。

体
験

で
き

る
モ

ノ
も

あ
り

ま
す

。
詳

細
は

、
ま

も
な

く
ア

ッ
プ

デ
ー

ト
さ

れ
る

予
定

で
す

が
、

取
り

急
ぎ

の
案

内
は

 

以
下

を
ご

覧
く

だ
さ

い
。

h
tt

p
:/

/
w

w
w

.r
e
h

a
b

.g
o
.jp

/
h

o
d

o
/
e
tc

/
e
x
o
_
ro

b
o
t0

1
.h

tm
日

中
の

展
示

な
ど

は
、

参
加

無
料

で
、

事
前

登
録

は
不

要
で

す
。

た
だ

し
、

夕
方

以
降

の
医

療
福

祉
専

門
者

向
け

は
、

圏
央

所
沢

病
院

で
事

前
登

録
を

お
願

い
し

ま
す

。
 

体
験

さ
れ

た
い

方
、

ゆ
っ

く
り

ご
覧

に
な

り
た

い
方

は
、

日
中

に
い

ら
し

ゃ
る

こ
と

を
お

勧
め

し
ま

す
。

 

3
0

8
 

肢
体

障
害

者
用

 
利

用
者

 
生

卵
割

り
用

具
 

神
経

疾
患

で
指

の
筋

力
が

低
下

し
た

方
や

、
パ

ー
キ

ン
ソ

ン
病

で
振

戦
が

あ
る

方
が

、
片

手
で

簡
単

に
生

卵
を

割
る

た
め

の
用

具
が

あ
る

と
と

て
も

助
か

り
ま

す
。

 

3
0

9
 

肢
体

障
害

者
用

 
利

用
者

 
自

分
で

で
き

る
、

缶

の
開

け
器

 

さ
ん

ま
の

蒲
焼

・
も

も
・

み
か

ん
・

食
卓

塩
・

缶
コ

ー
ヒ

ー
な

ど
缶

詰
の

種
類

は
沢

山
あ

り
ま

す
。

私
は

片
手

が
不

自
由

な
の

で
缶

詰
を

開
け

る
時

に
不

自
由

に
感

じ
て

い
ま

す
。

形
状

・
大

き
さ

な
ど

異
な

る
構

造
の

缶
を

１
つ

の
機

器
で

開
け

る
こ

と
が

で
き

る
も

の
が

あ
る

と
、

と
て

も
助

か
り

ま
す

。
 

3
1

0
 

肢
体

障
害

者
用

 
医

療
専

門
職

 
振

戦
が

あ
る

方
の

支

援
用

具
 

振
戦

が
あ

る
方

は
、

洋
服

の
脱

着
が

困
難

で
あ

る
た

め
、

器
具

を
使

用
し

て
、

服
の

脱
着

時
、

ボ
タ

ン
の

留
め

外
し

字
、

服
の

袖
上

げ
等

が
容

易
に

行
え

る
も

の
が

あ
る

と
助

か
り

ま
す

。
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3
1

1
 

高
齢

者
用

 
医

療
専

門
職

 
 

棒
状

の
柄

に
設

け
る

グ
リ

ッ
プ

補
助

具
 

棒
状

の
柄

に
、

グ
リ

ッ
プ

を
補

助
す

る
構

造
を

設
け

て
、

握
力

の
弱

い
高

齢
者

・
女

性
に

も
操

作
し

や
す

く
、

手
首

の
負

担
を

軽
く

す
る

目
的

で
考

案
し

た
も

の
で

す
。

 

前
後

方
向

及
び

回
転

方
向

に
手

が
滑

る
の

を
、

大
き

な
握

力
に

頼
る

こ
と

な
く

止
め

る
こ

と
が

で
き

ま
す

。
（

特
許

第
４

９
１

７
６

７
６

号
）

片
手

で
操

作
す

る
道

具
の

柄
に

広
く

応
用

で
き

ま
す

。
フ

ラ
イ

パ
ン

等
の

調
理

器
具

、
ハ

ン
ド

ス
コ

ッ
プ

等
の

園
芸

用
品

、
釣

竿
、

傘
な

ど
に

、
こ

れ
ま

で
に

な
か

っ
た

面
白

い
形

状
で

、
握

力
が

弱
く

て
も

操
作

し
や

す
い

グ
リ

ッ
プ

を
提

供
で

き
ま

す
。

 

3
1

2
 

肢
体

障
害

者
用

 
医

療
専

門
職

 
上

肢
機

能
の

補
助

具
上

肢
の

機
能

が
低

下
し

た
方

が
、

顔
を

掻
い

た
り

、
食

事
を

口
に

運
ぶ

た
め

に
、

腕
を

支
え

る
た

め
の

機
器

が
あ

る
と

便
利

だ
と

思
い

ま

す
。

 

3
1

3
 

肢
体

障
害

者
用

 
医

療
専

門
職

 
意

思
伝

達
装

置
の

改

良
 

眼
球

運
動

や
視

線
に

よ
っ

て
操

作
を

行
う

、
意

思
伝

達
装

置
が

あ
る

が
、

よ
り

安
く

手
軽

に
購

入
で

き
る

よ
う

に
な

る
と

、
あ

り
が

た
い

で
す

。
 

3
1

4
 

肢
体

障
害

者
用

 
医

療
専

門
職

 
脳

波
を

利
用

し
た

意

思
伝

達
装

置
 

体
が

完
全

に
動

か
な

く
な

り
、

意
思

伝
達

装
置

等
の

操
作

が
不

可
能

に
な

っ
た

方
の

た
め

に
、

脳
波

を
測

定
し

、
Y

E
S

か
N

O
だ

け
で

も
測

定
で

き
る

装
置

が
あ

る
と

助
か

り
ま

す
。

そ
れ

だ
け

で
も

伝
え

る
こ

と
が

で
き

れ
ば

、
意

思
疎

通
は

十
分

取
れ

ま
す

。
 

3
1

5
 

肢
体

障
害

者
用

 
医

療
専

門
職

 
ト

イ
レ

場
面

で
の

機

器
や

洋
服

に
つ

い
て

筋
力

の
弱

っ
た

ご
本

人
や

現
場

で
ト

イ
レ

の
場

面
で

課
題

に
挙

が
る

こ
と

は
、

ト
イ

レ
ッ

ト
ペ

ー
パ

ー
が

ち
ぎ

れ
な

い
こ

と
と

、
ズ

ボ
ン

の
上

げ
下

ろ
し

が
で

き
な

い
こ

と
で

す
。

そ
れ

を
解

消
で

き
る

よ
う

な
機

器
が

あ
れ

ば
、

ト
イ

レ
で

の
動

作
が

大
幅

に
楽

に
な

り
ま

す
。

 

ズ
ボ

ン
を

履
き

や
す

い
も

の
に

変
え

る
方

法
も

あ
り

ま
す

が
、

障
害

者
や

高
齢

者
用

の
ズ

ボ
ン

は
デ

ザ
イ

ン
が

暗
い

も
の

が
多

い
た

め
、

ご
本

人
は

敬
遠

し
が

ち
に

な
り

ま
す

。
洋

服
の

デ
ザ

イ
ン

性
の

向
上

を
利

便
性

と
併

せ
て

検
討

い
た

だ
き

た
い

と
思

い
ま

す
。

 

3
1

6
 

肢
体

障
害

者
用

 
医

療
専

門
職

 
布

団
を

か
け

る
た

め

の
装

置
（

用
具

）
 

ベ
ッ

ド
上

で
は

布
団

を
掛

け
た

り
剥

い
だ

り
す

る
こ

と
が

課
題

に
な

り
ま

す
。

筋
力

の
弱

い
方

は
、

布
団

が
重

く
て

動
き

づ
ら

く
な

り
、

特
に

冬
場

は
毛

布
を

か
け

る
の

で
、

身
動

き
が

完
全

に
取

れ
な

く
な

っ
て

し
ま

い
ま

す
。

ス
イ

ッ
チ

一
つ

で
毛

布
を

掛
け

た
り

、
剥

い
だ

り
で

き
る

よ
う

な
装

置
が

あ
る

と
便

利
で

す
。

 

3
1

7
 

盲
ろ

う
者

用
 

福
祉

専
門

職
 

音
声

ガ
イ

ド
・

説
明

付
き

食
器

 

皿
な

ど
の

食
器

に
ス

ピ
ー

カ
ー

と
セ

ン
サ

ー
が

つ
い

て
お

り
、

ス
プ

ー
ン

な
ど

の
食

器
に

発
信

機
を

付
け

、
皿

に
近

付
け

る
と

皿
の

位
置

を
教

え
て

く
れ

、
盲

ろ
う

者
の

介
助

を
し

て
く

れ
ま

す
。

ま
た

、
音

声
を

録
音

で
き

、
料

理
の

事
を

料
理

従
事

者
が

説
明

で
き

る
と

、
利

用
者

と
触

れ
合

う
機

会
を

増
や

せ
る

と
思

い
ま

す
。

 

3
1

8
 

肢
体

障
害

者
用

 
福

祉
専

門
職

 
打

ち
誤

り
の

な
い

大

き
な

キ
ー

ボ
ー

ド
 

パ
ソ

コ
ン

キ
ー

ボ
ー

ド
や

電
卓

を
1

.5
倍

く
ら

い
大

き
く

す
る

こ
と

に
よ

り
、

打
ち

誤
り

が
少

な
く

な
る

。
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3
1

9
 

高
齢

者
用

 
福

祉
専

門
職

 
徘

徊
警

報
ア

プ
リ

 
基

点
か

ら
一

定
の

設
定

距
離

を
離

れ
る

と
警

報
が

な
り

親
機

に
知

ら
せ

る
。

本
人

の
現

在
地

点
が

分
か

る
。

 

3
2

0
 

視
覚

障
害

者
用

 
福

祉
専

門
職

 
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ

ン
ア

プ
リ

 

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
を

媒
介

と
し

、
言

葉
を

文
字

、
文

字
を

言
葉

に
変

換
す

る
ア

プ
リ

。
 

3
2

1
 

肢
体

障
害

者
用

 
福

祉
専

門
職

 
浴

槽
内

座
位

保
持

装

置
 

シ
ャ

ワ
ー

キ
ャ

リ
ー

使
用

不
能

な
環

境
で

あ
っ

た
り

、
介

助
歩

行
は

可
能

で
あ

る
が

、
水

中
で

の
座

位
保

持
が

困
難

な
方

の
た

め
の

座
位

保
持

用
補

助
具

。
 

3
2

2
 

盲
ろ

う
者

用
 

利
用

者
の

家
族

 
お

し
ゃ

れ
な

白
杖

 
盲

ろ
う

者
は

白
杖

を
使

う
が

、
外

見
で

盲
ろ

う
者

と
わ

か
ら

な
い

人
が

プ
ラ

イ
ド

が
あ

り
、

使
わ

ず
に

生
活

し
て

い
る

人
が

い
る

。
 

外
を

歩
く

時
は

、
危

険
な

こ
と

も
多

い
の

で
、

見
た

目
が

お
し

ゃ
れ

な
白

杖
が

あ
る

と
い

い
と

思
う

。
気

分
で

パ
ー

ツ
を

変
え

ら
れ

る
杖

が
あ

っ
た

ら
い

い
と

思
う

。
 

3
2

3
 

肢
体

障
害

者
用

 
そ

の
他

("
")

 
刺

激
の

少
な

い
車

い

す
 

砂
利

道
や

凸
凹

道
で

も
利

用
者

に
伝

わ
る

刺
激

が
少

な
く

な
る

車
い

す
。

ボ
タ

ン
を

押
し

た
ら

タ
イ

ヤ
が

変
形

し
て

路
面

に
対

応
し

て
く

れ
る

。
 

3
2

4
 

聴
覚

障
害

者
用

 
利

用
者

 
イ

ア
リ

ン
グ

型
補

聴

器
 

軽
く

、
小

さ
く

、
お

し
ゃ

れ
な

も
の

で
、

気
軽

に
つ

け
ら

れ
る

も
の

。
骨

震
動

の
も

の
で

、
う

る
さ

く
響

か
な

い
も

の
。

 

3
2

5
 

そ
の

他
(知

的
障

害
者

用
) 

医
療

専
門

職
 

火
災

報
知

機
の

ボ
タ

ン
の

カ
バ

ー
 

知
的

障
害

者
施

設
で

働
い

て
い

ま
す

。
火

災
報

知
機

を
い

た
ず

ら
で

押
す

こ
と

が
で

き
な

い
よ

う
な

カ
バ

ー
が

ほ
し

い
で

す
。

頑
丈

だ
け

ど
、

い
ざ

と
い

う
時

に
は

す
ぐ

に
ボ

タ
ン

が
押

せ
る

よ
う

な
工

夫
が

さ
れ

て
い

る
と

い
い

と
思

い
ま

す
。

 

3
2

6
 

肢
体

障
害

者
用

 
そ

の
他

("
")

 
後

付
け

で
簡

単
に

テ

ー
ブ

ル
等

の
高

さ
を

上
げ

ら
れ

る
機

能
 

椅
子

に
座

っ
た

姿
勢

で
作

業
等

を
す

る
の

に
、

最
適

な
机

の
高

さ
に

調
整

で
き

る
と

作
業

効
率

や
作

業
疲

れ
が

改
善

で
き

る
と

思
う

。
既

存
の

机
に

取
り

付
け

る
た

め
、

高
さ

を
下

げ
る

こ
と

は
不

可
能

で
も

上
げ

る
こ

と
は

で
き

る
。

机
が

低
く

て
作

業
等

が
や

り
に

く
い

肢
体

障
害

者
、

視
覚

障
害

者
や

座
高

が
高

い
人

に
と

っ
て

は
、

助
か

る
機

能
だ

と
思

う
が

ど
う

だ
ろ

う
か

。
既

存
の

机
、

テ
ー

ブ
ル

は
低

い
物

が
多

い
気

が
す

る
。

 

3
2

7
 

肢
体

障
害

者
用

 
福

祉
専

門
職

 
多

機
能

車
い

す
 

車
い

す
で

買
い

物
を

楽
し

み
た

い
が

、
通

路
が

狭
か

っ
た

り
、

見
た

い
商

品
に

手
が

届
か

な
か

っ
た

り
と

不
便

さ
を

感
じ

な
が

ら
買

い
物

を
し

て
い

る
姿

を
よ

く
見

か
け

ま
す

。
狭

い
場

所
で

は
車

い
す

の
幅

が
調

整
で

き
、

座
面

も
リ

フ
ト

ア
ッ

プ
し

て
高

さ
を

調
整

で
き

る
、

内
と

外
と

で
タ

イ
ヤ

を
簡

単
に

チ
ェ

ン
ジ

で
き

る
、

な
ど

の
機

能
を

持
ち

合
わ

せ
た

車
い

す
が

あ
る

と
便

利
か

と
思

い
ま

す
。
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3
2

8
 

肢
体

障
害

者
用

 
福

祉
専

門
職

 
け

い
た

い
お

ふ
ろ

 
浴

槽
に

入
れ

な
い

障
害

者
の

た
め

に
、

携
帯

プ
ー

ル
の

よ
う

な
も

の
に

水
（

お
湯

）
を

た
め

て
、

浴
槽

に
入

ら
な

く
て

も
入

浴
で

き
る

よ

う
に

し
た

い
。

バ
ス

チ
ェ

ア
ー

ご
と

そ
の

中
に

入
り

、
枠

を
持

ち
上

げ
て

固
定

し
、

そ
の

中
に

お
湯

を
た

め
る

仕
組

み
に

す
る

。
 

3
2

9
 

そ
の

他
（

知
的

障

害
者

）
 

福
祉

専
門

職
 

ウ
レ

タ
ン

製
脱

着
可

能
な

便
座

シ
ー

ト
 

知
的

障
害

者
の

利
用

者
の

中
に

は
、

便
座

カ
バ

ー
を

取
り

付
け

て
も

、
そ

れ
を

取
り

外
し

て
便

器
の

中
に

入
れ

て
流

し
て

し
ま

う
方

が
い

ま
す

。
そ

の
た

め
冬

季
時

に
は

冷
た

い
便

座
シ

ー
ト

に
座

っ
て

排
泄

し
て

い
ま

す
。
ウ

レ
タ

ン
製

の
脱

着
可

能
な

便
座

シ
ー

ト
が

あ
れ

ば
、

寒
い

期
間

「
ヒ

ヤ
ー

」
と

し
た

感
覚

で
な

か
な

か
排

泄
す

る
こ

と
が

で
き

な
い

利
用

者
も

ス
ム

ー
ズ

な
排

泄
が

可
能

に
な

り
ま

す
。

 

3
3

0
 

高
齢

者
用

 
福

祉
専

門
職

 
車

両
の

後
部

座
席

乗

車
時

の
車

酔
い

を
防

止
す

る
装

置
 

通
院

時
や

外
出

時
に

車
い

す
の

ま
ま

車
両

に
乗

る
場

合
、

車
両

の
最

後
部

に
車

い
す

を
固

定
す

る
と

遠
心

力
等

の
影

響
で

、
ど

う
し

て
も

車
酔

い
し

や
す

く
な

っ
て

し
ま

う
。
そ

こ
で

、
そ

の
よ

う
な

車
酔

い
を

防
止

で
き

る
装

置
を

開
発

し
て

い
た

だ
け

る
と

あ
り

が
た

い
で

す
。
 

3
3

1
 

肢
体

障
害

者
用

 
福

祉
専

門
職

 
ト

イ
レ

で
の

手
す

り
ト

イ
レ

の
壁

に
取

り
付

け
た

手
す

り
に

つ
か

ま
っ

て
の

立
ち

上
が

り
で

、
ど

の
方

向
か

ら
で

も
立

っ
た

り
座

っ
た

り
で

き
る

よ
う

に
、

手

す
り

の
角

度
が

自
由

に
つ

け
ら

れ
る

手
す

り
が

あ
っ

た
ら

便
利

だ
と

思
う

。
 

3
3

2
 

肢
体

障
害

者
用

 

視
覚

障
害

者
用

 

そ
の

他
(障

害
児

用
) 

福
祉

専
門

職
 

障
害

者
用

音
楽

プ
レ

ー
ヤ

ー
 

障
害

者
・

児
の

方
で

も
簡

単
に

操
作

で
き

る
よ

う
な

音
楽

プ
レ

ー
ヤ

ー
が

あ
る

と
良

い
。

 

再
生

・
停

止
・

選
曲

と
ボ

タ
ン

を
少

な
く

し
、

他
の

ボ
タ

ン
は

隠
せ

る
よ

う
な

形
に

す
る

。
 

U
S

B
な

ど
で

好
き

な
曲

を
入

れ
ら

れ
る

よ
う

に
す

る
。

 

3
3

3
 

児
童

用
 

福
祉

専
門

職
 

自
閉

症
知

育
ア

プ
リ

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
や

タ
ブ

レ
ッ

ト
を

使
っ

た
、

自
閉

症
向

け
の

知
育

ア
プ

リ
が

あ
る

と
い

い
で

す
。

 

3
3

4
 

そ
の

他
（

精
神

障

害
者

）
 

福
祉

専
門

職
 

雑
音

だ
け

が
聞

こ
え

な
い

耳
栓

 

雑
音

（
他

利
用

者
の

声
等

）
で

不
安

定
に

な
っ

て
し

ま
う

利
用

者
向

け
で

す
。

耳
栓

の
中

に
機

械
を

取
り

付
け

、
雑

音
と

必
要

な
音

を
区

別
し

て
く

れ
る

耳
栓

が
あ

る
と

い
い

。
そ

れ
を

つ
け

る
こ

と
に

よ
り

、
騒

が
し

い
環

境
で

も
落

ち
着

い
て

生
活

で
き

る
よ

う
に

な
る

。
 

3
3

5
 

肢
体

障
害

者
用

 
福

祉
専

門
職

 
障

害
が

あ
る

人
に

も

優
し

い
レ

ス
ト

ラ
ン

車
い

す
の

方
が

通
り

や
す

か
っ

た
り

、
足

が
不

自
由

な
方

が
通

り
や

す
く

幅
や

手
す

り
が

あ
っ

た
り

、
テ

ー
ブ

ル
と

椅
子

の
幅

を
あ

け
座

り
や

す
く

な
っ

て
い

る
レ

ス
ト

ラ
ン

を
増

や
し

て
ほ

し
い

。
周

り
が

気
に

な
ら

な
い

よ
う

仕
切

り
が

あ
れ

ば
ゆ

っ
く

り
と

し
た

時
間

を
過

ご
す

こ
と

も
で

き
る

か
も

。
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3
1

9
 

高
齢

者
用

 
福

祉
専

門
職

 
徘

徊
警

報
ア

プ
リ

 
基

点
か

ら
一

定
の

設
定

距
離

を
離

れ
る

と
警

報
が

な
り

親
機

に
知

ら
せ

る
。

本
人

の
現

在
地

点
が

分
か

る
。

 

3
2

0
 

視
覚

障
害

者
用

 
福

祉
専

門
職

 
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ

ン
ア

プ
リ

 

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
を

媒
介

と
し

、
言

葉
を

文
字

、
文

字
を

言
葉

に
変

換
す

る
ア

プ
リ

。
 

3
2

1
 

肢
体

障
害

者
用

 
福

祉
専

門
職

 
浴

槽
内

座
位

保
持

装

置
 

シ
ャ

ワ
ー

キ
ャ

リ
ー

使
用

不
能

な
環

境
で

あ
っ

た
り

、
介

助
歩

行
は

可
能

で
あ

る
が

、
水

中
で

の
座

位
保

持
が

困
難

な
方

の
た

め
の

座
位

保
持

用
補

助
具

。
 

3
2

2
 

盲
ろ

う
者

用
 

利
用

者
の

家
族

 
お

し
ゃ

れ
な

白
杖

 
盲

ろ
う

者
は

白
杖

を
使

う
が

、
外

見
で

盲
ろ

う
者

と
わ

か
ら

な
い

人
が

プ
ラ

イ
ド

が
あ

り
、

使
わ

ず
に

生
活

し
て

い
る

人
が

い
る

。
 

外
を

歩
く

時
は

、
危

険
な

こ
と

も
多

い
の

で
、

見
た

目
が

お
し

ゃ
れ

な
白

杖
が

あ
る

と
い

い
と

思
う

。
気

分
で

パ
ー

ツ
を

変
え

ら
れ

る
杖

が
あ

っ
た

ら
い

い
と

思
う

。
 

3
2

3
 

肢
体

障
害

者
用

 
そ

の
他

("
")

 
刺

激
の

少
な

い
車

い

す
 

砂
利

道
や

凸
凹

道
で

も
利

用
者

に
伝

わ
る

刺
激

が
少

な
く

な
る

車
い

す
。

ボ
タ

ン
を

押
し

た
ら

タ
イ

ヤ
が

変
形

し
て

路
面

に
対

応
し

て
く

れ
る

。
 

3
2

4
 

聴
覚

障
害

者
用

 
利

用
者

 
イ

ア
リ

ン
グ

型
補

聴

器
 

軽
く

、
小

さ
く

、
お

し
ゃ

れ
な

も
の

で
、

気
軽

に
つ

け
ら

れ
る

も
の

。
骨

震
動

の
も

の
で

、
う

る
さ

く
響

か
な

い
も

の
。

 

3
2

5
 

そ
の

他
(知

的
障

害
者

用
) 

医
療

専
門

職
 

火
災

報
知

機
の

ボ
タ

ン
の

カ
バ

ー
 

知
的

障
害

者
施

設
で

働
い

て
い

ま
す

。
火

災
報

知
機

を
い

た
ず

ら
で

押
す

こ
と

が
で

き
な

い
よ

う
な

カ
バ

ー
が

ほ
し

い
で

す
。

頑
丈

だ
け

ど
、

い
ざ

と
い

う
時

に
は

す
ぐ

に
ボ

タ
ン

が
押

せ
る

よ
う

な
工

夫
が

さ
れ

て
い

る
と

い
い

と
思

い
ま

す
。

 

3
2

6
 

肢
体

障
害

者
用

 
そ

の
他

("
")

 
後

付
け

で
簡

単
に

テ

ー
ブ

ル
等

の
高

さ
を

上
げ

ら
れ

る
機

能
 

椅
子

に
座

っ
た

姿
勢

で
作

業
等

を
す

る
の

に
、

最
適

な
机

の
高

さ
に

調
整

で
き

る
と

作
業

効
率

や
作

業
疲

れ
が

改
善

で
き

る
と

思
う

。
既

存
の

机
に

取
り

付
け

る
た

め
、

高
さ

を
下

げ
る

こ
と

は
不

可
能

で
も

上
げ

る
こ

と
は

で
き

る
。

机
が

低
く

て
作

業
等

が
や

り
に

く
い

肢
体

障
害

者
、

視
覚

障
害

者
や

座
高

が
高

い
人

に
と

っ
て

は
、

助
か

る
機

能
だ

と
思

う
が

ど
う

だ
ろ

う
か

。
既

存
の

机
、

テ
ー

ブ
ル

は
低

い
物

が
多

い
気

が
す

る
。

 

3
2

7
 

肢
体

障
害

者
用

 
福

祉
専

門
職

 
多

機
能

車
い

す
 

車
い

す
で

買
い

物
を

楽
し

み
た

い
が

、
通

路
が

狭
か

っ
た

り
、

見
た

い
商

品
に

手
が

届
か

な
か

っ
た

り
と

不
便

さ
を

感
じ

な
が

ら
買

い
物

を
し

て
い

る
姿

を
よ

く
見

か
け

ま
す

。
狭

い
場

所
で

は
車

い
す

の
幅

が
調

整
で

き
、

座
面

も
リ

フ
ト

ア
ッ

プ
し

て
高

さ
を

調
整

で
き

る
、

内
と

外
と

で
タ

イ
ヤ

を
簡

単
に

チ
ェ

ン
ジ

で
き

る
、

な
ど

の
機

能
を

持
ち

合
わ

せ
た

車
い

す
が

あ
る

と
便

利
か

と
思

い
ま

す
。
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3
2

8
 

肢
体

障
害

者
用

 
福

祉
専

門
職

 
け

い
た

い
お

ふ
ろ

 
浴

槽
に

入
れ

な
い

障
害

者
の

た
め

に
、

携
帯

プ
ー

ル
の

よ
う

な
も

の
に

水
（

お
湯

）
を

た
め

て
、

浴
槽

に
入

ら
な

く
て

も
入

浴
で

き
る

よ

う
に

し
た

い
。

バ
ス

チ
ェ

ア
ー

ご
と

そ
の

中
に

入
り

、
枠

を
持

ち
上

げ
て

固
定

し
、

そ
の

中
に

お
湯

を
た

め
る

仕
組

み
に

す
る

。
 

3
2

9
 

そ
の

他
（

知
的

障

害
者

）
 

福
祉

専
門

職
 

ウ
レ

タ
ン

製
脱

着
可

能
な

便
座

シ
ー

ト
 

知
的

障
害

者
の

利
用

者
の

中
に

は
、

便
座

カ
バ

ー
を

取
り

付
け

て
も

、
そ

れ
を

取
り

外
し

て
便

器
の

中
に

入
れ

て
流

し
て

し
ま

う
方

が
い

ま
す

。
そ

の
た

め
冬

季
時

に
は

冷
た

い
便

座
シ

ー
ト

に
座

っ
て

排
泄

し
て

い
ま

す
。
ウ

レ
タ

ン
製

の
脱

着
可

能
な

便
座

シ
ー

ト
が

あ
れ

ば
、

寒
い

期
間

「
ヒ

ヤ
ー

」
と

し
た

感
覚

で
な

か
な

か
排

泄
す

る
こ

と
が

で
き

な
い

利
用

者
も

ス
ム

ー
ズ

な
排

泄
が

可
能

に
な

り
ま

す
。

 

3
3

0
 

高
齢

者
用

 
福

祉
専

門
職

 
車

両
の

後
部

座
席

乗

車
時

の
車

酔
い

を
防

止
す

る
装

置
 

通
院

時
や

外
出

時
に

車
い

す
の

ま
ま

車
両

に
乗

る
場

合
、

車
両

の
最

後
部

に
車

い
す

を
固

定
す

る
と

遠
心

力
等

の
影

響
で

、
ど

う
し

て
も

車
酔

い
し

や
す

く
な

っ
て

し
ま

う
。
そ

こ
で

、
そ

の
よ

う
な

車
酔

い
を

防
止

で
き

る
装

置
を

開
発

し
て

い
た

だ
け

る
と

あ
り

が
た

い
で

す
。
 

3
3

1
 

肢
体

障
害

者
用

 
福

祉
専

門
職

 
ト

イ
レ

で
の

手
す

り
ト

イ
レ

の
壁

に
取

り
付

け
た

手
す

り
に

つ
か

ま
っ

て
の

立
ち

上
が

り
で

、
ど

の
方

向
か

ら
で

も
立

っ
た

り
座

っ
た

り
で

き
る

よ
う

に
、

手

す
り

の
角

度
が

自
由

に
つ

け
ら

れ
る

手
す

り
が

あ
っ

た
ら

便
利

だ
と

思
う

。
 

3
3

2
 

肢
体

障
害

者
用

 

視
覚

障
害

者
用

 

そ
の

他
(障

害
児

用
) 

福
祉

専
門

職
 

障
害

者
用

音
楽

プ
レ

ー
ヤ

ー
 

障
害

者
・

児
の

方
で

も
簡

単
に

操
作

で
き

る
よ

う
な

音
楽

プ
レ

ー
ヤ

ー
が

あ
る

と
良

い
。

 

再
生

・
停

止
・

選
曲

と
ボ

タ
ン

を
少

な
く

し
、

他
の

ボ
タ

ン
は

隠
せ

る
よ

う
な

形
に

す
る

。
 

U
S

B
な

ど
で

好
き

な
曲

を
入

れ
ら

れ
る

よ
う

に
す

る
。

 

3
3

3
 

児
童

用
 

福
祉

専
門

職
 

自
閉

症
知

育
ア

プ
リ

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
や

タ
ブ

レ
ッ

ト
を

使
っ

た
、

自
閉

症
向

け
の

知
育

ア
プ

リ
が

あ
る

と
い

い
で

す
。

 

3
3

4
 

そ
の

他
（

精
神

障

害
者

）
 

福
祉

専
門

職
 

雑
音

だ
け

が
聞

こ
え

な
い

耳
栓

 

雑
音

（
他

利
用

者
の

声
等

）
で

不
安

定
に

な
っ

て
し

ま
う

利
用

者
向

け
で

す
。

耳
栓

の
中

に
機

械
を

取
り

付
け

、
雑

音
と

必
要

な
音

を
区

別
し

て
く

れ
る

耳
栓

が
あ

る
と

い
い

。
そ

れ
を

つ
け

る
こ

と
に

よ
り

、
騒

が
し

い
環

境
で

も
落

ち
着

い
て

生
活

で
き

る
よ

う
に

な
る

。
 

3
3

5
 

肢
体

障
害

者
用

 
福

祉
専

門
職

 
障

害
が

あ
る

人
に

も

優
し

い
レ

ス
ト

ラ
ン

車
い

す
の

方
が

通
り

や
す

か
っ

た
り

、
足

が
不

自
由

な
方

が
通

り
や

す
く

幅
や

手
す

り
が

あ
っ

た
り

、
テ

ー
ブ

ル
と

椅
子

の
幅

を
あ

け
座

り
や

す
く

な
っ

て
い

る
レ

ス
ト

ラ
ン

を
増

や
し

て
ほ

し
い

。
周

り
が

気
に

な
ら

な
い

よ
う

仕
切

り
が

あ
れ

ば
ゆ

っ
く

り
と

し
た

時
間

を
過

ご
す

こ
と

も
で

き
る

か
も

。
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3
3

6
 

肢
体

障
害

者
用

 
福

祉
専

門
職

 
車

い
す

用
テ

ー
ブ

ル

（
取

り
外

し
）

 

取
り

外
し

が
で

き
る

が
、

通
常

乗
り

降
り

の
際

は
横

に
ず

れ
る

よ
う

に
し

て
、

い
ち

い
ち

取
り

外
さ

な
く

て
も

い
い

よ
う

に
す

る
。

読
書

や
軽

い
飲

食
用

に
車

い
す

に
乗

っ
た

状
態

で
物

を
置

け
る

よ
う

に
す

る
。

 

3
3

7
 

肢
体

障
害

者
用

 
福

祉
専

門
職

 
車

い
す

移
動

装
置

 
車

い
す

か
ら

ベ
ッ

ド
等

に
移

動
し

て
も

ら
う

の
が

重
く

て
と

て
も

大
変

（
特

に
低

い
と

こ
ろ

か
ら

高
い

と
こ

ろ
に

動
か

す
場

合
）

。
車

い

す
と

ベ
ッ

ド
等

を
座

っ
た

ま
ま

自
動

で
移

動
で

き
れ

ば
介

助
が

楽
に

な
る

。
 

3
3

8
 

視
覚

障
害

者
用

 
福

祉
専

門
職

 
誰

で
も

ス
マ

ー
ト

フ

ォ
ン

 

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
の

タ
ッ

チ
パ

ネ
ル

は
指

の
感

触
が

な
く

、
視

覚
障

害
者

に
と

っ
て

は
使

い
に

く
い

。
そ

の
た

め
画

面
に

小
さ

な
凹

凸
を

つ
け

る
工

夫
が

必
要

に
な

る
。

パ
ソ

コ
ン

の
キ

ー
ボ

ー
ド

カ
バ

ー
の

よ
う

な
素

材
で

作
成

し
て

、
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

に
取

り
付

け
ら

れ
る

よ
う

に
す

る
。

 

3
3

9
 

肢
体

障
害

者
用

 

そ
の

他
 

福
祉

専
門

職
 

失
禁

感
知

オ
ム

ツ

（
セ

ン
サ

ー
）

 

尿
や

便
を

感
知

し
、

す
ぐ

に
取

り
替

え
ら

れ
る

オ
ム

ツ
で

す
。

感
知

機
は

、
オ

ム
ツ

か
ら

取
り

外
し

が
で

き
る

も
の

で
、

洗
え

る
も

の
が

い
い

で
す

。
オ

ム
ツ

や
パ

ン
ツ

の
中

に
入

れ
て

お
い

て
失

禁
を

感
知

し
ま

す
。

 

3
4

0
 

肢
体

障
害

者
用

 
福

祉
専

門
職

 
ポ

ン
プ

ッ
シ

ュ
 

片
麻

痺
で

も
自

分
で

頭
が

洗
え

る
用

具
と

し
て

、
シ

ャ
ン

プ
ー

や
リ

ン
ス

の
ボ

ト
ル

の
先

端
に

チ
ュ

ー
ブ

を
接

続
す

る
。

た
だ

チ
ュ

ー
ブ

を
接

続
し

た
だ

け
で

は
押

し
て

も
シ

ャ
ン

プ
ー

や
リ

ン
ス

は
手

に
落

ち
て

こ
な

い
。

手
に

落
と

す
た

め
に

は
、

チ
ュ

ー
ブ

の
中

に
細

い
針

金
を

通
し

、
自

由
に

曲
げ

ら
れ

る
こ

と
で

手
の

ひ
ら

に
落

と
す

こ
と

が
で

き
る

。
押

す
時

に
ボ

ト
ル

が
す

べ
っ

て
し

ま
う

こ
と

も
考

え
ら

れ
る

の
で

、
下

に
は

す
べ

り
止

め
を

敷
い

て
対

応
す

る
。

 

3
4

1
 

肢
体

障
害

者
用

 
福

祉
専

門
職

 
全

自
動

移
乗

器
 

車
い

す
か

ら
ベ

ッ
ド

へ
の

移
乗

を
楽

に
し

て
く

れ
る

全
自

動
の

移
乗

器
具

。
 

3
4

2
 

高
齢

者
用

 
福

祉
専

門
職

 
汚

物
処

理
掃

除
機

 
床

な
ど

に
落

ち
た

汚
物

を
吸

い
取

っ
て

、
消

毒
ま

で
で

き
る

掃
除

機
。

手
が

汚
れ

ず
、

す
ぐ

に
対

応
で

き
る

の
で

衛
生

的
。

専
用

タ
オ

ル

で
汚

物
を

拭
き

取
っ

た
後

に
別

の
タ

オ
ル

で
床

を
拭

い
て

お
り

二
度

手
間

に
な

っ
て

い
る

。
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3
4

3
 

 
 

 
 

事
業

受
託

を
希

望
す

る
企

業
等

の
公

募
開

始
に

つ
い

て
 

 
N

E
D

O
で

は
、

1
1

月
2

0
日

か
ら

、
「

高
齢

化
社

会
で

の
福

祉
用

具
ニ

ー
ズ

分
析

と
今

後
の

開
発

方
向

性
に

関
す

る
検

討
」

の
実

施

者
を

一
般

に
広

く
募

集
し

て
い

ま
す

。
 

 
詳

細
は

、
下

記
の

N
E

D
O

の
ウ

ェ
ブ

サ
イ

ト
（

※
）

を
ご

参
照

く
だ

さ
い

。
 

※
 
h

tt
p
:/

/
w

w
w

.n
e
d
o
.g

o
.jp

/
k
o
u

b
o
/
E

K
2

_
1

0
0

0
1

2
.h

tm
l?

fr
o
m

=
n

e
d
o
m

a
il 

3
4

6
 

そ
の

他
 

福
祉

専
門

職
 

フ
ィ

ル
タ

ー
付

き
吸

い
飲

み
 

吸
い

飲
み

で
水

分
を

飲
ん

で
も

ら
う

際
、

対
象

者
の

口
内

に
食

べ
物

が
残

っ
て

い
る

と
逆

流
し

て
吸

い
飲

み
内

に
食

べ
物

が
入

っ
て

し
ま

う
。

そ
れ

を
防

止
す

る
た

め
に

吸
い

飲
み

の
口

の
部

分
に

水
分

だ
け

通
る

フ
ィ

ル
タ

ー
の

よ
う

な
も

の
を

付
け

る
。

吸
い

飲
み

内
が

不
潔

に
な

る
の

を
防

ぐ
こ

と
が

で
き

る
。

 

3
4

7
 

肢
体

障
害

者
用

 
障

害
者

団
体

 
衝

撃
吸

収
車

い
す

 
外

で
車

い
す

を
使

う
時

に
、
小

さ
い

石
や

へ
こ

み
に

対
し

て
弱

い
の

で
、
タ

イ
ヤ

で
は

な
く

て
ベ

ル
ト

の
車

輪
み

た
い

や
つ

が
い

い
か

も
。

そ
れ

と
長

時
間

車
い

す
に

乗
っ

て
い

る
と

足
の

血
流

が
悪

く
な

る
た

め
、

電
動

車
い

す
の

よ
う

に
仰

向
け

が
で

き
る

よ
う

に
自

動
で

仰
向

け
が

で
き

る
よ

う
に

な
れ

ば
い

い
。

 

3
4

8
 

高
齢

者
用

 
福

祉
専

門
職

 
穴

あ
き

尿
と

り
パ

ッ

ト
 

尿
と

り
パ

ッ
ト

だ
け

で
は

、
夜

尿
を

取
り

き
れ

な
い

方
に

使
用

す
る

。
取

り
き

れ
な

い
も

の
を

オ
ム

ツ
で

吸
収

し
て

も
ら

う
こ

と
で

尿
漏

れ
を

防
ぐ

。
現

在
は

手
で

切
っ

て
対

応
し

て
い

る
が

、
は

じ
め

か
ら

穴
が

あ
い

て
い

る
と

便
利

と
思

わ
れ

る
。

穴
は

３
～

４
箇

所
で

、
わ

た
部

分
は

そ
の

ま
ま

で
ビ

ニ
ー

ル
シ

ー
ト

部
分

の
み

穴
あ

き
に

す
る

。
 

3
4

9
 

肢
体

障
害

者
用

 
福

祉
専

門
職

 
筋

肉
ス

カ
ウ

タ
ー

 
電

極
の

付
い

た
パ

ッ
ト

を
当

て
る

だ
け

で
、

筋
肉

の
発

達
度

が
数

値
で

表
さ

れ
る

。
見

た
目

や
行

動
を

み
な

く
て

も
数

値
が

測
れ

る
こ

と

で
、

訓
練

の
充

足
律

が
わ

か
り

や
す

い
。

 

3
5

0
 

肢
体

障
害

者
用

 
福

祉
専

門
職

 
昇

降
機

能
付

き
シ

ャ

ワ
ー

キ
ャ

リ
ー

 

従
来

の
シ

ャ
ワ

ー
キ

ャ
リ

ー
は

椅
子

型
で

あ
り

、
既

存
の

風
呂

（
施

設
の

ス
ロ

ー
プ

付
き

）
に

入
っ

て
も

足
し

か
つ

け
ら

れ
ず

、
結

局
不

安
定

な
状

態
で

湯
舟

に
お

り
て

も
ら

っ
て

い
る

。
シ

ャ
ワ

ー
キ

ャ
リ

ー
に

昇
降

機
能

が
あ

れ
ば

、
安

全
に

浴
室

内
の

移
動

・
湯

舟
に

入
る

こ
と

が
可

能
と

な
る

。
既

存
の

施
設

や
温

泉
施

設
な

ど
で

施
設

の
改

築
等

せ
ず

に
済

む
の

で
は

な
い

か
と

思
う

。
 

3
5

1
 

肢
体

障
害

者
用

 
障

害
者

団
体

 
運

動
兼

リ
ハ

ビ
リ

器
下

肢
の

不
自

由
な

方
が

、
椅

子
に

座
っ

て
手

を
動

か
す

こ
と

に
よ

っ
て

、
足

が
上

が
っ

た
り

下
が

っ
た

り
し

て
、

膝
の

屈
伸

運
動

に
な

る

よ
う

な
器

具
。
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3
3

6
 

肢
体

障
害

者
用

 
福

祉
専

門
職

 
車

い
す

用
テ

ー
ブ

ル

（
取

り
外

し
）

 

取
り

外
し

が
で

き
る

が
、

通
常

乗
り

降
り

の
際

は
横

に
ず

れ
る

よ
う

に
し

て
、

い
ち

い
ち

取
り

外
さ

な
く

て
も

い
い

よ
う

に
す

る
。

読
書

や
軽

い
飲

食
用

に
車

い
す

に
乗

っ
た

状
態

で
物

を
置

け
る

よ
う

に
す

る
。

 

3
3

7
 

肢
体

障
害

者
用

 
福

祉
専

門
職

 
車

い
す

移
動

装
置

 
車

い
す

か
ら

ベ
ッ

ド
等

に
移

動
し

て
も

ら
う

の
が

重
く

て
と

て
も

大
変

（
特

に
低

い
と

こ
ろ

か
ら

高
い

と
こ

ろ
に

動
か

す
場

合
）

。
車

い

す
と

ベ
ッ

ド
等

を
座

っ
た

ま
ま

自
動

で
移

動
で

き
れ

ば
介

助
が

楽
に

な
る

。
 

3
3

8
 

視
覚

障
害

者
用

 
福

祉
専

門
職

 
誰

で
も

ス
マ

ー
ト

フ

ォ
ン

 

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
の

タ
ッ

チ
パ

ネ
ル

は
指

の
感

触
が

な
く

、
視

覚
障

害
者

に
と

っ
て

は
使

い
に

く
い

。
そ

の
た

め
画

面
に

小
さ

な
凹

凸
を

つ
け

る
工

夫
が

必
要

に
な

る
。

パ
ソ

コ
ン

の
キ

ー
ボ

ー
ド

カ
バ

ー
の

よ
う

な
素

材
で

作
成

し
て

、
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

に
取

り
付

け
ら

れ
る

よ
う

に
す

る
。

 

3
3

9
 

肢
体

障
害

者
用

 

そ
の

他
 

福
祉

専
門

職
 

失
禁

感
知

オ
ム

ツ

（
セ

ン
サ

ー
）

 

尿
や

便
を

感
知

し
、

す
ぐ

に
取

り
替

え
ら

れ
る

オ
ム

ツ
で

す
。

感
知

機
は

、
オ

ム
ツ

か
ら

取
り

外
し

が
で

き
る

も
の

で
、

洗
え

る
も

の
が

い
い

で
す

。
オ

ム
ツ

や
パ

ン
ツ

の
中

に
入

れ
て

お
い

て
失

禁
を

感
知

し
ま

す
。

 

3
4

0
 

肢
体

障
害

者
用

 
福

祉
専

門
職

 
ポ

ン
プ

ッ
シ

ュ
 

片
麻

痺
で

も
自

分
で

頭
が

洗
え

る
用

具
と

し
て

、
シ

ャ
ン

プ
ー

や
リ

ン
ス

の
ボ

ト
ル

の
先

端
に

チ
ュ

ー
ブ

を
接

続
す

る
。

た
だ

チ
ュ

ー
ブ

を
接

続
し

た
だ

け
で

は
押

し
て

も
シ

ャ
ン

プ
ー

や
リ

ン
ス

は
手

に
落

ち
て

こ
な

い
。

手
に

落
と

す
た

め
に

は
、

チ
ュ

ー
ブ

の
中

に
細

い
針

金
を

通
し

、
自

由
に

曲
げ

ら
れ

る
こ

と
で

手
の

ひ
ら

に
落

と
す

こ
と

が
で

き
る

。
押

す
時

に
ボ

ト
ル

が
す

べ
っ

て
し

ま
う

こ
と

も
考

え
ら

れ
る

の
で

、
下

に
は

す
べ

り
止

め
を

敷
い

て
対

応
す

る
。

 

3
4

1
 

肢
体

障
害

者
用

 
福

祉
専

門
職

 
全

自
動

移
乗

器
 

車
い

す
か

ら
ベ

ッ
ド

へ
の

移
乗

を
楽

に
し

て
く

れ
る

全
自

動
の

移
乗

器
具

。
 

3
4

2
 

高
齢

者
用

 
福

祉
専

門
職

 
汚

物
処

理
掃

除
機

 
床

な
ど

に
落

ち
た

汚
物

を
吸

い
取

っ
て

、
消

毒
ま

で
で

き
る

掃
除

機
。

手
が

汚
れ

ず
、

す
ぐ

に
対

応
で

き
る

の
で

衛
生

的
。

専
用

タ
オ

ル

で
汚

物
を

拭
き

取
っ

た
後

に
別

の
タ

オ
ル

で
床

を
拭

い
て

お
り

二
度

手
間

に
な

っ
て

い
る

。
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3
4

3
 

 
 

 
 

事
業

受
託

を
希

望
す

る
企

業
等

の
公

募
開

始
に

つ
い

て
 

 
N

E
D

O
で

は
、

1
1

月
2

0
日

か
ら

、
「

高
齢

化
社

会
で

の
福

祉
用

具
ニ

ー
ズ

分
析

と
今

後
の

開
発

方
向

性
に

関
す

る
検

討
」

の
実

施

者
を

一
般

に
広

く
募

集
し

て
い

ま
す

。
 

 
詳

細
は

、
下

記
の

N
E

D
O

の
ウ

ェ
ブ

サ
イ

ト
（

※
）

を
ご

参
照

く
だ

さ
い

。
 

※
 
h

tt
p
:/

/
w

w
w

.n
e
d
o
.g

o
.jp

/
k
o
u

b
o
/
E

K
2

_
1

0
0

0
1

2
.h

tm
l?

fr
o
m

=
n

e
d
o
m

a
il 

3
4

6
 

そ
の

他
 

福
祉

専
門

職
 

フ
ィ

ル
タ

ー
付

き
吸

い
飲

み
 

吸
い

飲
み

で
水

分
を

飲
ん

で
も

ら
う

際
、

対
象

者
の

口
内

に
食

べ
物

が
残

っ
て

い
る

と
逆

流
し

て
吸

い
飲

み
内

に
食

べ
物

が
入

っ
て

し
ま

う
。

そ
れ

を
防

止
す

る
た

め
に

吸
い

飲
み

の
口

の
部

分
に

水
分

だ
け

通
る

フ
ィ

ル
タ

ー
の

よ
う

な
も

の
を

付
け

る
。

吸
い

飲
み

内
が

不
潔

に
な

る
の

を
防

ぐ
こ

と
が

で
き

る
。

 

3
4

7
 

肢
体

障
害

者
用

 
障

害
者

団
体

 
衝

撃
吸

収
車

い
す

 
外

で
車

い
す

を
使

う
時

に
、
小

さ
い

石
や

へ
こ

み
に

対
し

て
弱

い
の

で
、
タ

イ
ヤ

で
は

な
く

て
ベ

ル
ト

の
車

輪
み

た
い

や
つ

が
い

い
か

も
。

そ
れ

と
長

時
間

車
い

す
に

乗
っ

て
い

る
と

足
の

血
流

が
悪

く
な

る
た

め
、

電
動

車
い

す
の

よ
う

に
仰

向
け

が
で

き
る

よ
う

に
自

動
で

仰
向

け
が

で
き

る
よ

う
に

な
れ

ば
い

い
。

 

3
4

8
 

高
齢

者
用

 
福

祉
専

門
職

 
穴

あ
き

尿
と

り
パ

ッ

ト
 

尿
と

り
パ

ッ
ト

だ
け

で
は

、
夜

尿
を

取
り

き
れ

な
い

方
に

使
用

す
る

。
取

り
き

れ
な

い
も

の
を

オ
ム

ツ
で

吸
収

し
て

も
ら

う
こ

と
で

尿
漏

れ
を

防
ぐ

。
現

在
は

手
で

切
っ

て
対

応
し

て
い

る
が

、
は

じ
め

か
ら

穴
が

あ
い

て
い

る
と

便
利

と
思

わ
れ

る
。

穴
は

３
～

４
箇

所
で

、
わ

た
部

分
は

そ
の

ま
ま

で
ビ

ニ
ー

ル
シ

ー
ト

部
分

の
み

穴
あ

き
に

す
る

。
 

3
4

9
 

肢
体

障
害

者
用

 
福

祉
専

門
職

 
筋

肉
ス

カ
ウ

タ
ー

 
電

極
の

付
い

た
パ

ッ
ト

を
当

て
る

だ
け

で
、

筋
肉

の
発

達
度

が
数

値
で

表
さ

れ
る

。
見

た
目

や
行

動
を

み
な

く
て

も
数

値
が

測
れ

る
こ

と

で
、

訓
練

の
充

足
律

が
わ

か
り

や
す

い
。

 

3
5

0
 

肢
体

障
害

者
用

 
福

祉
専

門
職

 
昇

降
機

能
付

き
シ

ャ

ワ
ー

キ
ャ

リ
ー

 

従
来

の
シ

ャ
ワ

ー
キ

ャ
リ

ー
は

椅
子

型
で

あ
り

、
既

存
の

風
呂

（
施

設
の

ス
ロ

ー
プ

付
き

）
に

入
っ

て
も

足
し

か
つ

け
ら

れ
ず

、
結

局
不

安
定

な
状

態
で

湯
舟

に
お

り
て

も
ら

っ
て

い
る

。
シ

ャ
ワ

ー
キ

ャ
リ

ー
に

昇
降

機
能

が
あ

れ
ば

、
安

全
に

浴
室

内
の

移
動

・
湯

舟
に

入
る

こ
と

が
可

能
と

な
る

。
既

存
の

施
設

や
温

泉
施

設
な

ど
で

施
設

の
改

築
等

せ
ず

に
済

む
の

で
は

な
い

か
と

思
う

。
 

3
5

1
 

肢
体

障
害

者
用

 
障

害
者

団
体

 
運

動
兼

リ
ハ

ビ
リ

器
下

肢
の

不
自

由
な

方
が

、
椅

子
に

座
っ

て
手

を
動

か
す

こ
と

に
よ

っ
て

、
足

が
上

が
っ

た
り

下
が

っ
た

り
し

て
、

膝
の

屈
伸

運
動

に
な

る

よ
う

な
器

具
。
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3
5

2
 

肢
体

障
害

者
用

 
福

祉
専

門
職

 
車

い
す

用
ラ

イ
ト

 
自

操
式

の
一

般
的

な
車

い
す

に
オ

プ
シ

ョ
ン

で
付

け
ら

れ
る

ラ
イ

ト
が

あ
る

と
い

い
と

思
う

。
夜

間
外

出
す

る
と

き
に

す
ぐ

に
装

着
で

き
、

光
の

照
ら

す
角

度
も

自
由

に
調

整
で

き
る

と
便

利
で

あ
る

。
 

3
5

3
 

肢
体

障
害

者
用

 
福

祉
専

門
職

 
お

し
ゃ

れ
な

ヘ
ッ

ド

ギ
ア

 

普
通

の
ヘ

ッ
ド

ギ
ア

は
い

か
に

も
障

害
者

用
と

い
わ

ん
ば

か
り

の
デ

ザ
イ

ン
で

あ
る

。
お

し
ゃ

れ
で

普
通

に
か

ぶ
れ

る
ヘ

ッ
ド

ギ
ア

が
あ

れ
ば

、
周

り
の

目
も

気
に

な
ら

ず
、

本
人

も
楽

し
く

か
ぶ

れ
そ

う
。

 

3
5

4
 

そ
の

他
 

そ
の

他
("

")
 

人
の

力
で

は
破

け
な

い
素

材
の

衣
類

 

人
の

力
で

は
破

け
な

い
素

材
の

下
着

（
パ

ン
ツ

）
。

ウ
エ

ス
ト

部
分

だ
け

で
も

あ
る

と
い

い
の

で
す

が
。

 

3
5

5
 

そ
の

他
(知

的
障

害
者

用
) 

福
祉

専
門

職
 

知
的

障
害

者
が

使
用

で
き

る
生

理
用

品
 

生
理

の
時

に
ナ

プ
キ

ン
を

使
用

で
き

な
い

方
が

た
く

さ
ん

い
る

の
で

、
何

か
垂

れ
流

し
に

な
ら

な
い

方
法

や
用

品
が

あ
る

と
助

か
り

ま

す
。

 

3
5

6
 

児
童

用
 

福
祉

専
門

職
 

装
着

が
簡

単
で

壊
れ

に
く

い
装

具
 

簡
単

に
装

着
が

で
き

て
壊

れ
に

く
い

（
強

度
が

あ
る

）
補

装
具

が
あ

る
と

い
い

と
思

う
。

そ
う

い
う

も
の

が
あ

れ
ば

、
こ

ど
も

た
ち

も
嫌

が
る

こ
と

が
な

い
の

で
は

。
 

3
5

7
 

障
害

児
 

福
祉

専
門

職
 

そ
の

人
そ

の
人

に
合

う
、

食
べ

や
す

い
食

器
 

食
事

の
観

察
を

し
て

い
る

と
、

そ
れ

ぞ
れ

食
べ

こ
ぼ

し
が

目
立

ち
ま

す
。

そ
の

た
め

、
こ

ど
も

た
ち

が
快

く
摂

取
で

き
る

器
が

あ
る

と
い

い
と

思
い

ま
す

。
 

3
5

8
 

そ
の

他
(知

的
障

害
者

用
) 

福
祉

専
門

職
 

意
思

疎
通

が
で

き
る

器
具

 

知
的

障
害

者
に

は
う

ま
く

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
が

取
れ

な
い

方
も

い
ら

っ
し

ゃ
る

の
で

、
そ

の
方

の
思

い
が

く
み

取
れ

る
よ

う
な

器
具

が
あ

る
と

い
い

で
す

。
 

3
5

9
 

肢
体

障
害

者
用

 
利

用
者

 
体

に
フ

ィ
ッ

ト
す

る

装
具

 

簡
単

に
装

着
で

き
る

装
具

が
ほ

し
い

。
ソ

フ
ト

な
素

材
で

体
に

フ
ィ

ッ
ト

す
る

よ
う

な
も

の
が

い
い

。
 

3
6

0
 

肢
体

障
害

者
用

 
福

祉
専

門
職

 
補

装
具

用
の

靴
 

外
に

運
動

に
出

る
際

に
、

足
を

ひ
き

ず
っ

て
い

る
た

め
、

靴
の

つ
ま

先
が

す
り

へ
っ

て
し

ま
う

。
で

す
の

で
つ

ま
先

が
磨

り
減

ら
な

い
よ

う
に

作
っ

て
い

た
だ

き
た

い
。

 

素
材

を
考

え
て

作
っ

て
ほ

し
い

。
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3
6

1
 

肢
体

障
害

者
用

 
福

祉
専

門
職

 
ら

く
ら

く
あ

か
す

り
あ

か
す

り
タ

オ
ル

の
片

方
に

輪
に

な
っ

た
ひ

も
を

付
け

る
。

片
手

に
麻

痺
が

あ
り

、
タ

オ
ル

を
握

ら
な

く
て

も
輪

の
方

に
手

を
掛

け
る

こ

と
で

背
中

も
届

く
よ

う
に

な
る

。
 

3
6

2
 

肢
体

障
害

者
用

 
福

祉
専

門
職

 
あ

ん
し

ん
ポ

ッ
ト

 
ポ

ッ
ト

の
お

湯
を

注
ぐ

と
き

に
、

片
麻

痺
だ

と
カ

ッ
プ

な
ど

を
下

に
置

か
な

け
れ

ば
な

ら
ず

熱
湯

が
と

び
は

ね
て

危
険

で
あ

る
。

ポ
ッ

ト

か
ら

S
字

フ
ッ

ク
の

よ
う

な
も

の
を

下
げ

て
台

を
作

る
。

そ
う

す
る

こ
と

で
カ

ッ
プ

の
位

置
が

高
く

な
り

、
熱

湯
が

は
ね

る
こ

と
が

な

く
な

る
。

 

3
6

3
 

肢
体

障
害

者
用

 
福

祉
専

門
職

 
足

で
押

せ
る

電
気

ス

イ
ッ

チ
 

指
押

し
の

電
気

ス
イ

ッ
チ

か
ら

足
で

押
す

ス
イ

ッ
チ

へ
。

高
さ

を
変

え
て

使
い

や
す

さ
を

よ
く

す
る

。
 

3
6

4
 

肢
体

障
害

者
用

 
福

祉
専

門
職

 
洗

身
椅

子
 

現
在

あ
る

洗
身

時
に

使
用

す
る

椅
子

に
つ

い
て

、
洗

身
後

、
浴

槽
へ

移
動

の
際

、
風

呂
場

で
の

転
倒

が
考

え
ら

れ
る

た
め

、
椅

子
に

ロ
ー

ラ
ー

タ
イ

ヤ
の

よ
う

な
も

の
を

つ
け

、
洗

身
後

、
椅

子
か

ら
立

つ
こ

と
な

く
浴

槽
へ

移
動

す
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
す

る
。

洗
身

中
等

は
ロ

ー
ラ

ー
が

動
か

な
い

よ
う

に
固

定
す

る
よ

う
に

す
る

。
 

3
6

5
 

そ
の

他
(知

的
障

害
者

用
) 

福
祉

専
門

職
 

ア
ル

ミ
缶

・
ペ

ッ
ト

ボ
ト

ル
プ

レ
ス

機
 

高
齢

の
知

的
障

害
者

が
安

全
に

複
数

で
作

業
で

き
る

よ
う

、
投

入
担

当
、

取
り

出
し

作
業

分
担

で
き

る
プ

レ
ス

機
。

米
の

く
ず

米
、

出
荷

米
選

別
機

の
よ

う
な

形
を

し
た

プ
レ

ス
機

が
あ

る
と

よ
い

。
 

3
6

6
 

肢
体

障
害

者
用

 

視
覚

障
害

者
用

 

盲
ろ

う
者

用
 
そ

の
他

 

福
祉

専
門

職
 

人
に

近
づ

く
シ

ャ
ワ

ー
 

入
浴

時
、

シ
ャ

ワ
ー

に
人

が
近

づ
く

の
で

は
な

く
、

シ
ャ

ワ
ー

の
ヘ

ッ
ド

部
分

が
伸

び
た

り
ヘ

ッ
ド

の
向

き
が

変
わ

っ
て

シ
ャ

ワ
ー

を
人

に
合

わ
せ

る
よ

う
に

す
る

。
ま

た
、

椅
子

に
取

付
ら

れ
る

付
属

品
で

、
人

に
シ

ャ
ワ

ー
を

近
づ

け
て

使
え

る
よ

う
に

す
る

。
 

3
6

7
 

言
語

障
害

者
用

 
福

祉
専

門
職

 
言

語
の

通
じ

な
い

方

と
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
で

き
る

た
め

の
器

具
 

頭
に

何
か

考
え

た
も

の
が

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

ー
等

を
通

し
て

他
人

の
考

え
が

理
解

で
き

る
よ

う
に

、
画

面
を

通
す

等
で

表
れ

る
も

の
。

相
手

と
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

を
（

障
が

い
者

と
健

常
者

）
と

る
た

め
に

利
用

で
き

れ
ば

い
い

。
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3
5

2
 

肢
体

障
害

者
用

 
福

祉
専

門
職

 
車

い
す

用
ラ

イ
ト

 
自

操
式

の
一

般
的

な
車

い
す

に
オ

プ
シ

ョ
ン

で
付

け
ら

れ
る

ラ
イ

ト
が

あ
る

と
い

い
と

思
う

。
夜

間
外

出
す

る
と

き
に

す
ぐ

に
装

着
で

き
、

光
の

照
ら

す
角

度
も

自
由

に
調

整
で

き
る

と
便

利
で

あ
る

。
 

3
5

3
 

肢
体

障
害

者
用

 
福

祉
専

門
職

 
お

し
ゃ

れ
な

ヘ
ッ

ド

ギ
ア

 

普
通

の
ヘ

ッ
ド

ギ
ア

は
い

か
に

も
障

害
者

用
と

い
わ

ん
ば

か
り

の
デ

ザ
イ

ン
で

あ
る

。
お

し
ゃ

れ
で

普
通

に
か

ぶ
れ

る
ヘ

ッ
ド

ギ
ア

が
あ

れ
ば

、
周

り
の

目
も

気
に

な
ら

ず
、

本
人

も
楽

し
く

か
ぶ

れ
そ

う
。

 

3
5

4
 

そ
の

他
 

そ
の

他
("

")
 

人
の

力
で

は
破

け
な

い
素

材
の

衣
類

 

人
の

力
で

は
破

け
な

い
素

材
の

下
着

（
パ

ン
ツ

）
。

ウ
エ

ス
ト

部
分

だ
け

で
も

あ
る

と
い

い
の

で
す

が
。

 

3
5

5
 

そ
の

他
(知

的
障

害
者

用
) 

福
祉

専
門

職
 

知
的

障
害

者
が

使
用

で
き

る
生

理
用

品
 

生
理

の
時

に
ナ

プ
キ

ン
を

使
用

で
き

な
い

方
が

た
く

さ
ん

い
る

の
で

、
何

か
垂

れ
流

し
に

な
ら

な
い

方
法

や
用

品
が

あ
る

と
助

か
り

ま

す
。

 

3
5

6
 

児
童

用
 

福
祉

専
門

職
 

装
着

が
簡

単
で

壊
れ

に
く

い
装

具
 

簡
単

に
装

着
が

で
き

て
壊

れ
に

く
い

（
強

度
が

あ
る

）
補

装
具

が
あ

る
と

い
い

と
思

う
。

そ
う

い
う

も
の

が
あ

れ
ば

、
こ

ど
も

た
ち

も
嫌

が
る

こ
と

が
な

い
の

で
は

。
 

3
5

7
 

障
害

児
 

福
祉

専
門

職
 

そ
の

人
そ

の
人

に
合

う
、

食
べ

や
す

い
食

器
 

食
事

の
観

察
を

し
て

い
る

と
、

そ
れ

ぞ
れ

食
べ

こ
ぼ

し
が

目
立

ち
ま

す
。

そ
の

た
め

、
こ

ど
も

た
ち

が
快

く
摂

取
で

き
る

器
が

あ
る

と
い

い
と

思
い

ま
す

。
 

3
5

8
 

そ
の

他
(知

的
障

害
者

用
) 

福
祉

専
門

職
 

意
思

疎
通

が
で

き
る

器
具

 

知
的

障
害

者
に

は
う

ま
く

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
が

取
れ

な
い

方
も

い
ら

っ
し

ゃ
る

の
で

、
そ

の
方

の
思

い
が

く
み

取
れ

る
よ

う
な

器
具

が
あ

る
と

い
い

で
す

。
 

3
5

9
 

肢
体

障
害

者
用

 
利

用
者

 
体

に
フ

ィ
ッ

ト
す

る

装
具

 

簡
単

に
装

着
で

き
る

装
具

が
ほ

し
い

。
ソ

フ
ト

な
素

材
で

体
に

フ
ィ

ッ
ト

す
る

よ
う

な
も

の
が

い
い

。
 

3
6

0
 

肢
体

障
害

者
用

 
福

祉
専

門
職

 
補

装
具

用
の

靴
 

外
に

運
動

に
出

る
際

に
、

足
を

ひ
き

ず
っ

て
い

る
た

め
、

靴
の

つ
ま

先
が

す
り

へ
っ

て
し

ま
う

。
で

す
の

で
つ

ま
先

が
磨

り
減

ら
な

い
よ

う
に

作
っ

て
い

た
だ

き
た

い
。

 

素
材

を
考

え
て

作
っ

て
ほ

し
い

。
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3
6

1
 

肢
体

障
害

者
用

 
福

祉
専

門
職

 
ら

く
ら

く
あ

か
す

り
あ

か
す

り
タ

オ
ル

の
片

方
に

輪
に

な
っ

た
ひ

も
を

付
け

る
。

片
手

に
麻

痺
が

あ
り

、
タ

オ
ル

を
握

ら
な

く
て

も
輪

の
方

に
手

を
掛

け
る

こ

と
で

背
中

も
届

く
よ

う
に

な
る

。
 

3
6

2
 

肢
体

障
害

者
用

 
福

祉
専

門
職

 
あ

ん
し

ん
ポ

ッ
ト

 
ポ

ッ
ト

の
お

湯
を

注
ぐ

と
き

に
、

片
麻

痺
だ

と
カ

ッ
プ

な
ど

を
下

に
置

か
な

け
れ

ば
な

ら
ず

熱
湯

が
と

び
は

ね
て

危
険

で
あ

る
。

ポ
ッ

ト

か
ら

S
字

フ
ッ

ク
の

よ
う

な
も

の
を

下
げ

て
台

を
作

る
。

そ
う

す
る

こ
と

で
カ

ッ
プ

の
位

置
が

高
く

な
り

、
熱

湯
が

は
ね

る
こ

と
が

な

く
な

る
。

 

3
6

3
 

肢
体

障
害

者
用

 
福

祉
専

門
職

 
足

で
押

せ
る

電
気

ス

イ
ッ

チ
 

指
押

し
の

電
気

ス
イ

ッ
チ

か
ら

足
で

押
す

ス
イ

ッ
チ

へ
。

高
さ

を
変

え
て

使
い

や
す

さ
を

よ
く

す
る

。
 

3
6

4
 

肢
体

障
害

者
用

 
福

祉
専

門
職

 
洗

身
椅

子
 

現
在

あ
る

洗
身

時
に

使
用

す
る

椅
子

に
つ

い
て

、
洗

身
後

、
浴

槽
へ

移
動

の
際

、
風

呂
場

で
の

転
倒

が
考

え
ら

れ
る

た
め

、
椅

子
に

ロ
ー

ラ
ー

タ
イ

ヤ
の

よ
う

な
も

の
を

つ
け

、
洗

身
後

、
椅

子
か

ら
立

つ
こ

と
な

く
浴

槽
へ

移
動

す
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
す

る
。

洗
身

中
等

は
ロ

ー
ラ

ー
が

動
か

な
い

よ
う

に
固

定
す

る
よ

う
に

す
る

。
 

3
6

5
 

そ
の

他
(知

的
障

害
者

用
) 

福
祉

専
門

職
 

ア
ル

ミ
缶

・
ペ

ッ
ト

ボ
ト

ル
プ

レ
ス

機
 

高
齢

の
知

的
障

害
者

が
安

全
に

複
数

で
作

業
で

き
る

よ
う

、
投

入
担

当
、

取
り

出
し

作
業

分
担

で
き

る
プ

レ
ス

機
。

米
の

く
ず

米
、

出
荷

米
選

別
機

の
よ

う
な

形
を

し
た

プ
レ

ス
機

が
あ

る
と

よ
い

。
 

3
6

6
 

肢
体

障
害

者
用

 

視
覚

障
害

者
用

 

盲
ろ

う
者

用
 
そ

の
他

 

福
祉

専
門

職
 

人
に

近
づ

く
シ

ャ
ワ

ー
 

入
浴

時
、

シ
ャ

ワ
ー

に
人

が
近

づ
く

の
で

は
な

く
、

シ
ャ

ワ
ー

の
ヘ

ッ
ド

部
分

が
伸

び
た

り
ヘ

ッ
ド

の
向

き
が

変
わ

っ
て

シ
ャ

ワ
ー

を
人

に
合

わ
せ

る
よ

う
に

す
る

。
ま

た
、

椅
子

に
取

付
ら

れ
る

付
属

品
で

、
人

に
シ

ャ
ワ

ー
を

近
づ

け
て

使
え

る
よ

う
に

す
る

。
 

3
6

7
 

言
語

障
害

者
用

 
福

祉
専

門
職

 
言

語
の

通
じ

な
い

方

と
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
で

き
る

た
め

の
器

具
 

頭
に

何
か

考
え

た
も

の
が

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

ー
等

を
通

し
て

他
人

の
考

え
が

理
解

で
き

る
よ

う
に

、
画

面
を

通
す

等
で

表
れ

る
も

の
。

相
手

と
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

を
（

障
が

い
者

と
健

常
者

）
と

る
た

め
に

利
用

で
き

れ
ば

い
い

。
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3
6

8
 

高
齢

者
用

 
福

祉
専

門
職

 
飲

み
物

の
こ

ぼ
れ

に

く
い

マ
グ

カ
ッ

プ
 

高
齢

の
利

用
者

様
は

手
の

震
え

等
か

ら
飲

み
物

を
飲

む
際

、
マ

グ
カ

ッ
プ

を
傾

け
る

と
横

か
ら

こ
ぼ

れ
て

し
ま

う
こ

と
が

あ
り

ま
す

。
そ

の
た

め
、

火
傷

の
危

険
性

や
衣

類
を

汚
し

て
し

ま
う

可
能

性
も

あ
り

ま
す

。
そ

こ
で

、
手

が
震

え
て

い
て

も
、

飲
み

物
を

こ
ぼ

さ
ず

に
飲

め
る

マ
グ

カ
ッ

プ
が

あ
る

と
い

い
と

思
い

ま
し

た
。

 

3
6

9
 

視
覚

障
害

者
用

 
障

害
者

団
体

 
視

覚
障

害
者

用
危

険

探
知

メ
ガ

ネ
 

現
在

、
車

で
も

危
険

な
場

合
は

自
動

的
に

ス
ト

ッ
プ

で
き

る
た

め
、

視
覚

障
害

者
も

メ
ガ

ネ
に

そ
の

よ
う

な
機

能
を

付
け

、
危

険
な

場
合

は
何

ら
か

の
刺

激
ま

た
は

ブ
ザ

ー
音

が
な

っ
た

り
、

音
声

で
「

危
険

で
す

」
な

ど
の

音
で

知
ら

せ
る

。
身

に
つ

け
る

も
の

な
の

で
、

あ
ま

り
重

い
も

の
で

は
な

く
軽

く
し

て
ほ

し
い

。
 

3
7

0
 

肢
体

障
害

者
用

 
利

用
者

の
家

族
 

リ
フ

ォ
ー

ム
せ

ず
に

安
価

で
段

差
を

解
消

で
き

る
用

具
 

7
0

代
の

祖
父

母
な

の
で

す
が

、
1

年
前

か
ら

祖
母

が
下

半
身

不
随

と
な

り
、

車
い

す
で

生
活

し
て

い
ま

す
。

そ
の

た
め

、
家

の
リ

フ
ォ

ー
ム

を
し

て
廊

下
に

は
手

す
り

が
つ

い
た

の
で

す
が

、
玄

関
の

段
差

に
関

し
て

は
直

さ
ず

に
そ

の
ま

ま
に

な
っ

て
い

る
た

め
、

祖
母

の
家

の
出

入
り

に
苦

労
し

て
い

る
と

聞
き

ま
し

た
。

高
齢

者
で

も
楽

に
段

差
を

通
れ

る
よ

う
な

用
具

が
あ

る
と

、
介

助
し

て
い

る
祖

父
の

負
担

も
減

り
、

あ
り

が
た

い
で

す
。

 

3
7

1
 

肢
体

障
害

者
用

 

そ
の

他
(知

的
障

害
者

用
) 

福
祉

専
門

職
 

地
面

か
ら

座
れ

る
手

動
式

リ
フ

ト
 

片
麻

痺
の

方
で

、
介

助
す

れ
ば

歩
行

可
能

だ
が

、
知

的
障

害
あ

り
、

日
中

は
床

に
マ

ッ
ト

を
敷

い
て

そ
の

上
で

過
ご

し
て

い
る

。
車

い
す

に
長

時
間

乗
る

こ
と

は
あ

ま
り

好
ま

な
い

た
め

、
マ

ッ
ト

に
座

っ
て

い
る

。
排

泄
介

助
の

際
、

立
ち

上
っ

て
も

ら
う

の
に

か
な

り
苦

労
す

る
職

員
も

い
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介
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床
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に
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で
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も
の
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。
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が
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が
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デ
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っ
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た
も

の
が

取
り

出
せ

る
排

水
管

設
備

知
的

障
害

者
の

方
は

、
水

洗
ト

イ
レ

で
用

を
足

し
た

後
、

身
に

つ
け

て
い

た
パ

ン
ツ

や
靴

下
も

一
緒

に
流

し
て

し
ま

う
こ

と
が

あ
り

苦
労

し
て

い
ま

す
。

で
す

の
で

、
排

水
管

の
ど

こ
か

で
網

の
よ

う
な

も
の

を
と

り
つ

け
て

お
け

ば
、

も
し

そ
の

よ
う

な
こ

と
が

あ
っ

た
と

し
て

も
、

職
員

で
取

り
出

す
こ

と
が

で
き

る
と

思
い

ま
す

。
網

に
ひ

っ
か

か
っ

た
も

の
を

簡
単

に
取

れ
る

よ
う

な
仕

組
み

で
作

っ
て

も
ら

え
な

い
で

し
ょ

う
か

。
 

3
8

0
 

介
助

者
用

 
福

祉
専

門
職

 
防

水
加

工
さ

れ
た

IC

タ
グ

 

徘
徊

感
知

機
器

の
IC

タ
グ

等
を

利
用

者
に

持
た

せ
る

と
、

洗
濯

機
の

中
に

一
緒

に
入

れ
て

し
ま

っ
て

、
使

え
な

く
な

り
ま

し
た

。
職

員

で
も

う
っ

か
り

す
る

こ
と

も
あ

り
ま

す
の

で
、

防
水

加
工

し
た

商
品

を
作

っ
て

ほ
し

い
で

す
。

 

3
8

1
 

そ
の

他
（

知
的

障

害
者

用
）

 

福
祉

専
門

職
 

柔
軟

性
が

あ
る

破
れ

な
い

介
護

着
 

知
的

障
害

を
持

っ
て

い
る

方
と

外
出

す
る

際
に

、
着

て
い

る
服

を
破

ら
れ

て
し

ま
う

こ
と

が
あ

り
、

体
に

破
ら

れ
て

も
い

い
タ

オ
ル

を
巻

い
て

対
応

し
て

い
ま

す
。

外
出

す
る

ぎ
り

ぎ
り

ま
で

普
段

着
に

着
替

え
な

い
よ

う
に

し
た

り
も

し
ま

す
。

で
す

の
で

、
人

の
力

で
は

破
る

こ
と

が
で

き
な

い
柔

軟
性

の
あ

る
素

材
で

服
を

作
っ

て
く

れ
な

い
で

し
ょ

う
か

。
 

3
8

2
 

高
齢

者
用

 
福

祉
専

門
職

 
ス

ロ
ー

プ
用

滑
り

ど

め
マ

ッ
ト

 

雪
や

雨
な

ど
で

路
面

が
濡

れ
た

ス
ロ

ー
プ

は
大

変
す

べ
り

や
す

く
、

ひ
や

っ
と

す
る

こ
と

も
多

い
。

普
段

は
丸

め
て

携
帯

で
き

、
必

要
な

時
に

ス
ロ

ー
プ

面
に

広
げ

る
と

一
瞬

で
硬

く
な

っ
て

安
全

な
走

行
が

可
能

と
な

る
よ

う
な

も
の

が
あ

る
と

便
利

で
あ

る
。

 

151

28-117914_報告書.indd   151 2016/04/07   11:54:36



  

153 

3
8

3
 

 
 

 
 

「
ロ

ボ
ッ

ト
技

術
の

介
護

利
用

に
お

け
る

重
点

分
野

」
の

公
表

経
済

産
業

省
と

厚
生

労
働

省
は

、
ロ

ボ
ッ

ト
技

術
に

よ
る

介
護

現
場

へ
の

貢
献

や
新

産
業

創
出

の
た

め
、

「
ロ

ボ
ッ

ト
技

術
の

介
護

利
用

に
お

け
る

重
点

分
野

」
を

策
定

し
ま

し
た

の
で

、
公

表
し

ま
す

。
詳

細
は

、
下

記
サ

イ
ト

を
ご

覧
く

だ
さ

い
。
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児
童

用
 

開
発

メ
ー

カ
 

ひ
と

り
じ

ゃ
な

い
よ

独
居

高
齢

者
支

援
お

よ
び

身
体

障
害

機
能

回
復

支
援

機
器

 

1
 

使
用

基
本

機
器

 
パ

ソ
コ

ン
+
リ

ハ
ビ

リ
機

器
 

2
 

バ
ー

チ
ャ

ル
世

界
を

使
い

、
楽

し
く

リ
ハ

ビ
リ

を
行

う
。

 

3
 

ネ
ッ

ト
界

背
を

使
用

す
る

た
め

世
界

中
の

人
と

交
流

を
し

な
が

ら
。

リ
ハ

ビ
リ

並
び

一
人

ぽ
っ

ち
の

解
消

に
貢

献
で

き
る

 

3
 

シ
ス

テ
ム

は
５

０
万

以
下

で
製

作
可

能
 

 

ユ
ー

チ
ュ

ー
ブ

に
掲

載
 

下
の

ア
ド

レ
ス

を
開

い
て

く
だ

さ
い

。
 

h
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p
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/
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w
w

.y
o
u
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b

e
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a
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h
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「
ロ

ボ
ッ

ト
介

護
機

器
開

発
パ

ー
ト

ナ
ー

シ
ッ

プ
」

参
加

企
業

等
の

募
集

 

 
N

E
D

O
は

、
経

済
産

業
省

、
厚

生
労

働
省

、
公

益
財

団
法

人
テ

ク
ノ

エ
イ

ド
協

会
と

と
も

に
、

「
ロ

ボ
ッ

ト
介

護
機

器
開

発
パ

ー
ト

ナ
ー

シ
ッ

プ
」

を
立

ち
上

げ
、

「
ロ

ボ
ッ

ト
技

術
の

介
護

利
用

に
お

け
る

重
点

分
野

」
の

ロ
ボ

ッ
ト

介
護

機
器

を
開

発
す

る
積

極
的

意
志

を
有

す
る

企
業

等
を

募
集

し
て

い
ま

す
。

 

 
詳

細
は

、
以

下
の

サ
イ

ト
を

ご
参

照
く

だ
さ

い
。

 

 
h
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p
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/
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w
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e
d
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o
.jp

/
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/
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※
経

済
産

業
省

で
も

同
様

に
公

表
し

て
い

ま
す

。
 

 
h

tt
p
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/
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w
w
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e
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.g
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p
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s
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/
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0
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0
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l 

 
以

上
、

お
知

ら
せ

い
た

し
ま

す
。

 

3
8

6
 

肢
体

障
害

者
用

 
開

発
メ

ー
カ

 
ワ

ン
ハ

ン
ド

ウ
ォ

ッ

シ
ュ

タ
オ

ル
 

本
シ

ス
テ

ム
内

で
ニ

ー
ズ

を
投

稿
し

、
実

際
に

メ
ー

カ
ー

と
協

力
し

て
製

作
さ

れ
た

製
品

を
ご

紹
介

し
ま

す
！

片
麻

痺
が

あ
る

方
で

も
、

使
用

で
き

る
ハ

ン
ド

タ
オ

ル
を

作
成

し
ま

し
た

。
特

徴
は

、
タ

オ
ル

が
輪

っ
か

状
に

な
っ

て
い

る
た

め
、

片
腕

だ
け

で
も

身
体

を
洗

う
こ

と
が

で
き

ま
す

。
ま

た
、

乾
き

や
す

い
素

材
を

使
用

し
て

い
る

た
め

、
体

を
拭

く
こ

と
も

可
能

で
す

。
ご

意
見

、
ご

要
望

の
投

稿
に

よ
っ

て
製

品
化

さ
れ

た
も

の
が

あ
れ

ば
是

非
、

本
シ

ス
テ

ム
で

ご
紹

介
く

だ
さ

い
！
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3
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7
 

肢
体

障
害

者
用

 
開

発
メ

ー
カ

 
ワ

ン
ハ

ン
ド

フ
ッ

ト

固
定

ベ
ル

ト
 

本
シ

ス
テ

ム
内

で
ニ

ー
ズ

を
投

稿
し

、
実

際
に

メ
ー

カ
ー

と
協

力
し

て
製

作
さ

れ
た

製
品

を
ご

紹
介

し
ま

す
！

 

片
麻

痺
の

方
が

車
い

す
で

坂
道

や
段

差
を

走
行

す
る

時
、

フ
ッ

ト
プ

レ
ー

ト
か

ら
麻

痺
側

の
足

が
落

ち
て

し
ま

う
と

い
う

ニ
ー

ズ
か

ら
生

ま
れ

た
、

固
定

ベ
ル

ト
で

す
。

 

片
腕

の
み

で
装

着
可

能
で

、
長

さ
も

調
節

で
き

ま
す

。
 

足
を

固
定

す
る

こ
と

で
、

フ
ッ

ト
プ

レ
ー

ト
か

ら
足

が
ず

れ
を

落
ち

る
の

を
防

ぐ
こ

と
が

で
き

ま
す

。
 

ご
意

見
、

ご
要

望
の

投
稿

に
よ

っ
て

製
品

化
さ

れ
た

も
の

が
あ

れ
ば

是
非

、
本

シ
ス

テ
ム

で
ご

紹
介

く
だ

さ
い

！
 

3
8

8
 

 
 

 
 

「
ロ

ボ
ッ

ト
介

護
機

器
開

発
パ

ー
ト

ナ
ー

シ
ッ

プ
」

の
説

明
会

の
開

催
 

経
済

産
業

省
及

び
N

E
D

O
で

は
、

「
ロ

ボ
ッ

ト
介

護
機

器
開

発
パ

ー
ト

ナ
ー

シ
ッ

プ
」

の
参

加
企

業
等

 

の
募

集
を

し
て

お
り

ま
す

が
（

※
１

）
、

募
集

等
に

関
す

る
説

明
会

を
開

催
し

ま
す

。
 

※
１

：
h
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w
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s
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日
時

や
場

所
等

の
詳

細
は

、
N

E
D

O
の

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

（
※

１
）

の
「

2
.説

明
会

」
を

ご
参

照
く

だ
さ

い
。

 

な
お

、
事

前
登

録
は

不
要

で
す

（
当

日
は

御
名

刺
等

を
ご

準
備

く
だ

さ
い

）
。

 

ご
検

討
の

程
、

よ
ろ

し
く

お
願

い
い

た
し

ま
す

。
 

3
8

9
 

 
 

 
 

国
リ

ハ
コ

レ
ク

シ
ョ

ン
2

0
1

2
（

フ
ァ

ッ

シ
ョ

ン
シ

ョ
ー

と
展

示
）

の
案

内
 

「
国

リ
ハ

コ
レ

ク
シ

ョ
ン

2
0

1
2

 
 
～

気
楽

に
お

し
ゃ

れ
、

始
め

ま
せ

ん
か

～
」

2
0

1
2

年
1

2
月

1
9

日
(水

) 

 
1

3
:3

0
～

1
5

:0
0

 
フ

ァ
ッ

シ
ョ

ン
シ

ョ
ー

 
・

ミ
ニ

お
し

ゃ
れ

講
座

 
e
tc

 

 
1

1
:0

0
～

1
6

:0
0

 
（

終
了

予
定

）
 

展
示

（
1

0
箇

所
以

上
の

予
定

）
 

主
催

：
国

立
障

害
者

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
セ

ン
タ

ー
 
 
 
協

力
：

文
化

服
装

学
院

、
他

 

場
所

：
国

立
障

害
者

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
セ

ン
タ

ー
（

埼
玉

県
所

沢
市

並
木

4
-
1

）
講

堂
 

参
加

者
：

ど
な

た
で

も
ご

自
由

に
参

加
で

き
ま

す
 

参
加

費
：

無
料

 

h
tt

p
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/
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w
w
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e
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a
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.g
o
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/
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v
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/
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p
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l 

今
年

は
９

人
の

モ
デ

ル
さ

ん
の

ご
協

力
を

得
ま

し
た

。
ま

た
、

情
報

提
供

の
一

環
と

し
て

講
堂

の
後

方
ロ

ビ
ー

（
新

病
院

が
で

き
る

と
、

玄
関

に
な

る
の

で
玄

関
ロ

ビ
ー

に
な

り
ま

す
。

）
に

て
趣

旨
に

賛
同

頂
け

る
企

業
、

大
学

、
公

的
繊

維
関

連
機

関
、

病
院

、
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
な

ど
に

展
示

協
力

を
し

て
い

た
だ

く
予

定
で

準
備

中
で

す
。
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「
ロ

ボ
ッ

ト
技

術
の

介
護

利
用

に
お

け
る

重
点

分
野

」
の

公
表

経
済

産
業

省
と

厚
生

労
働

省
は

、
ロ

ボ
ッ

ト
技

術
に

よ
る

介
護

現
場

へ
の

貢
献

や
新

産
業

創
出

の
た

め
、

「
ロ

ボ
ッ

ト
技

術
の

介
護

利
用

に
お

け
る

重
点

分
野

」
を

策
定

し
ま

し
た

の
で

、
公

表
し

ま
す

。
詳

細
は

、
下

記
サ

イ
ト

を
ご

覧
く

だ
さ

い
。
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児
童

用
 

開
発

メ
ー

カ
 

ひ
と

り
じ

ゃ
な

い
よ

独
居

高
齢

者
支

援
お

よ
び

身
体

障
害

機
能

回
復

支
援

機
器

 

1
 

使
用

基
本

機
器

 
パ

ソ
コ

ン
+
リ

ハ
ビ

リ
機

器
 

2
 

バ
ー

チ
ャ

ル
世

界
を

使
い

、
楽

し
く

リ
ハ

ビ
リ

を
行

う
。

 

3
 

ネ
ッ

ト
界

背
を

使
用

す
る

た
め

世
界

中
の

人
と

交
流

を
し

な
が

ら
。

リ
ハ

ビ
リ

並
び

一
人

ぽ
っ

ち
の

解
消

に
貢

献
で

き
る

 

3
 

シ
ス

テ
ム

は
５

０
万

以
下

で
製

作
可

能
 

 

ユ
ー

チ
ュ

ー
ブ

に
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載
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の

ア
ド

レ
ス
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い
て

く
だ

さ
い
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「
ロ

ボ
ッ

ト
介

護
機

器
開

発
パ

ー
ト

ナ
ー

シ
ッ

プ
」

参
加

企
業

等
の

募
集

 

 
N

E
D

O
は

、
経

済
産

業
省

、
厚

生
労

働
省

、
公

益
財

団
法

人
テ

ク
ノ

エ
イ

ド
協

会
と

と
も

に
、

「
ロ

ボ
ッ

ト
介

護
機

器
開

発
パ

ー
ト

ナ
ー

シ
ッ

プ
」

を
立

ち
上

げ
、

「
ロ

ボ
ッ

ト
技

術
の

介
護

利
用

に
お

け
る

重
点

分
野

」
の

ロ
ボ

ッ
ト

介
護

機
器

を
開

発
す

る
積

極
的

意
志

を
有

す
る

企
業

等
を

募
集

し
て

い
ま

す
。

 

 
詳

細
は

、
以

下
の

サ
イ

ト
を

ご
参

照
く

だ
さ

い
。

 

 
h

tt
p

:/
/
w

w
w

.n
e
d

o
.g

o
.jp

/
k
o
u

b
o
/
C

A
2

_
1

0
0

0
2

9
.h

tm
l 

※
経

済
産

業
省

で
も

同
様

に
公

表
し

て
い

ま
す

。
 

 
h

tt
p
:/

/
w

w
w

.m
e
ti
.g

o
.jp

/
p
re

s
s
/
2

0
1

2
/
1

1
/
2

0
1

2
1

1
2

6
0

0
4

/
2

0
1

2
1

1
2

6
0

0
4

.h
tm

l 

 
以

上
、

お
知

ら
せ

い
た

し
ま

す
。

 

3
8

6
 

肢
体

障
害

者
用

 
開

発
メ

ー
カ

 
ワ

ン
ハ

ン
ド

ウ
ォ

ッ

シ
ュ

タ
オ

ル
 

本
シ

ス
テ

ム
内

で
ニ

ー
ズ

を
投

稿
し

、
実

際
に

メ
ー

カ
ー

と
協

力
し

て
製

作
さ

れ
た

製
品

を
ご

紹
介

し
ま

す
！

片
麻

痺
が

あ
る

方
で

も
、

使
用

で
き

る
ハ

ン
ド

タ
オ

ル
を

作
成

し
ま

し
た

。
特

徴
は

、
タ

オ
ル

が
輪

っ
か

状
に

な
っ

て
い

る
た

め
、

片
腕

だ
け

で
も

身
体

を
洗

う
こ

と
が

で
き

ま
す

。
ま

た
、

乾
き

や
す

い
素

材
を

使
用

し
て

い
る

た
め

、
体

を
拭

く
こ

と
も

可
能

で
す

。
ご

意
見

、
ご

要
望

の
投

稿
に

よ
っ

て
製

品
化

さ
れ

た
も

の
が

あ
れ

ば
是

非
、

本
シ

ス
テ

ム
で

ご
紹

介
く

だ
さ

い
！
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3
8

7
 

肢
体

障
害

者
用

 
開

発
メ

ー
カ

 
ワ

ン
ハ

ン
ド

フ
ッ

ト

固
定

ベ
ル

ト
 

本
シ

ス
テ

ム
内

で
ニ

ー
ズ

を
投

稿
し

、
実

際
に

メ
ー

カ
ー

と
協

力
し

て
製

作
さ

れ
た

製
品

を
ご

紹
介

し
ま

す
！

 

片
麻

痺
の

方
が

車
い

す
で

坂
道

や
段

差
を

走
行

す
る

時
、

フ
ッ

ト
プ

レ
ー

ト
か

ら
麻

痺
側

の
足

が
落

ち
て

し
ま

う
と

い
う

ニ
ー

ズ
か

ら
生

ま
れ

た
、

固
定

ベ
ル

ト
で

す
。

 

片
腕

の
み

で
装

着
可

能
で

、
長

さ
も

調
節

で
き

ま
す

。
 

足
を

固
定

す
る

こ
と

で
、

フ
ッ

ト
プ

レ
ー

ト
か

ら
足

が
ず

れ
を

落
ち

る
の

を
防

ぐ
こ

と
が

で
き

ま
す

。
 

ご
意

見
、

ご
要

望
の

投
稿

に
よ

っ
て

製
品

化
さ

れ
た

も
の

が
あ

れ
ば

是
非

、
本

シ
ス

テ
ム

で
ご

紹
介

く
だ

さ
い

！
 

3
8

8
 

 
 

 
 

「
ロ

ボ
ッ

ト
介

護
機

器
開

発
パ

ー
ト

ナ
ー

シ
ッ

プ
」

の
説

明
会

の
開

催
 

経
済

産
業

省
及

び
N

E
D

O
で

は
、

「
ロ

ボ
ッ

ト
介

護
機

器
開

発
パ

ー
ト

ナ
ー

シ
ッ

プ
」

の
参

加
企

業
等

 

の
募

集
を

し
て

お
り

ま
す

が
（

※
１

）
、

募
集

等
に

関
す

る
説

明
会

を
開

催
し

ま
す

。
 

※
１

：
h

tt
p
:/

/w
w

w
.m

e
ti
.g

o
.jp

/
p
re

s
s
/
2

0
1

2
/
1

1
/
2

0
1

2
1

1
2

6
0

0
4

/
2

0
1

2
1

1
2

6
0

0
4

.h
tm

l 

h
tt

p
:/

/
w

w
w

.n
e
d

o
.g

o
.jp

/
k
o
u

b
o
/
C

A
2

_
1

0
0

0
2

9
.h

tm
l 

日
時

や
場

所
等

の
詳

細
は

、
N

E
D

O
の

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

（
※

１
）

の
「

2
.説

明
会

」
を

ご
参

照
く

だ
さ

い
。

 

な
お

、
事

前
登

録
は

不
要

で
す

（
当

日
は

御
名

刺
等

を
ご

準
備

く
だ

さ
い

）
。

 

ご
検

討
の

程
、

よ
ろ

し
く

お
願

い
い

た
し

ま
す

。
 

3
8

9
 

 
 

 
 

国
リ

ハ
コ

レ
ク

シ
ョ

ン
2

0
1

2
（

フ
ァ

ッ

シ
ョ

ン
シ

ョ
ー

と
展

示
）

の
案

内
 

「
国

リ
ハ

コ
レ

ク
シ

ョ
ン

2
0

1
2

 
 
～

気
楽

に
お

し
ゃ

れ
、

始
め

ま
せ

ん
か

～
」

2
0

1
2

年
1

2
月

1
9

日
(水

) 

 
1

3
:3

0
～

1
5

:0
0

 
フ

ァ
ッ

シ
ョ

ン
シ

ョ
ー

 
・

ミ
ニ

お
し

ゃ
れ

講
座

 
e
tc

 

 
1

1
:0

0
～

1
6

:0
0

 
（

終
了

予
定

）
 

展
示

（
1

0
箇

所
以

上
の

予
定

）
 

主
催

：
国

立
障

害
者

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
セ

ン
タ

ー
 
 
 
協

力
：

文
化

服
装

学
院

、
他

 

場
所

：
国

立
障

害
者

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
セ

ン
タ

ー
（

埼
玉

県
所

沢
市

並
木

4
-
1

）
講

堂
 

参
加

者
：

ど
な

た
で

も
ご

自
由

に
参

加
で

き
ま

す
 

参
加

費
：

無
料

 

h
tt

p
:/

/
w

w
w

.r
e
h

a
b

.g
o
.jp

/
ri
/e

v
e
n

t/
fa

s
h

io
n

/
to

p
.h

tm
l 

今
年

は
９

人
の

モ
デ

ル
さ

ん
の

ご
協

力
を

得
ま

し
た

。
ま

た
、

情
報

提
供

の
一

環
と

し
て

講
堂

の
後

方
ロ

ビ
ー

（
新

病
院

が
で

き
る

と
、

玄
関

に
な

る
の

で
玄

関
ロ

ビ
ー

に
な

り
ま

す
。

）
に

て
趣

旨
に

賛
同

頂
け

る
企

業
、

大
学

、
公

的
繊

維
関

連
機

関
、

病
院

、
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
な

ど
に

展
示

協
力

を
し

て
い

た
だ

く
予

定
で

準
備

中
で

す
。
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3
9

0
 

 
 

 
 

第
1

0
回

福
祉

工
学

カ
フ

ェ
の

案
内

 

第
1

0
回

福
祉

工
学

カ
フ

ェ
の

案
内

を
開

催
し

ま
す

。
ご

関
心

の
あ

る
方

は
、

以
下

を
ご

覧
下

さ
い

。
 

h
tt

p
:/

/
w

w
w

.r
e
h

a
b

.g
o
.jp

/
ri
/e

v
e
n

t/
a
t_

c
a
fe

2
0

1
0

/
to

p
.h

tm
l 

テ
ー

マ
：

 
介

護
と

軽
労

化
技

術
 
 

共
催

：
 
国

立
障

害
者

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
セ

ン
タ

ー
研

究
所

（
独

）
新

エ
ネ

ル
ギ

ー
・

産
業

技
術

総
合

開
発

機
構

（
N

E
D

O
）

 

＜
日

時
＞

 

2
0

1
2

年
1

2
月

2
1

日
（

金
）

 
1

3
:1

5
 -

 1
6

:5
0

 
（

1
2

：
4

5
開

場
）

 

＜
場

所
＞

 

N
E

D
O

分
室

 

大
同

生
命

霞
が

関
ビ

ル
１

２
F
 

（
千

代
田

区
霞

が
関

１
－

４
－

２
）

 

【
情

報
保

障
に

つ
い

て
】

 

・
可

能
な

限
り

対
応

い
た

し
ま

す
の

で
，

ご
希

望
の

場
合

は
お

早
め

に
ご

連
絡

く
だ

さ
い

．
 
 

・
パ

ソ
コ

ン
要

約
筆

記
を

実
施

致
し

ま
す

．
 

参
加

を
希

望
さ

れ
る

方
は

，
な

る
べ

く
事

前
登

録
を

お
願

 
い

し
ま

す
．

 

登
録

方
法

は
「

問
い

合
わ

せ
」

へ
．

 

3
9

1
 

児
童

用
 

利
用

者
の

家
族

 
児

童
の

補
装

具
に

つ

い
て

で
す

。
 

娘
の

足
の

補
装

具
に

つ
い

て
困

っ
て

お
り

ま
す

。
ご

意
見

を
い

た
だ

け
た

ら
と

思
い

ま
す

。
い

ま
ま

で
は

歩
行

中
に

使
用

す
る

た
め

、
学

校
用

と
家

用
に

2
つ

の
短

下
肢

装
具

を
利

用
し

て
お

り
ま

す
。

し
か

し
，

成
長

期
の

娘
は

、
身

長
体

重
が

一
気

に
伸

び
、

最
近

足
の

変

形
が

気
に

な
る

よ
う

に
な

り
ま

し
た

。
整

形
の

先
生

に
相

談
し

た
と

こ
ろ

、
こ

の
ま

ま
変

形
が

進
め

ば
、

歩
行

も
困

難
に

な
る

可
能

性
が

あ
る

と
の

こ
と

で
し

た
。

そ
こ

で
、

変
形

を
少

し
で

も
防

ぐ
た

め
に

、
寝

て
い

る
と

き
に

つ
け

る
装

具
が

必
要

と
い

う
こ

と
で

、
市

の
方

へ
申

請
に

い
き

ま
し

た
が

、
装

具
は

2
具

ま
で

し
か

認
め

ら
れ

な
い

と
の

こ
と

で
し

た
。

し
か

し
な

が
ら

、
今

の
状

況
で

は
、

就
寝

時

の
装

具
が

必
要

な
状

況
な

の
で

、
次

回
か

ら
短

下
肢

装
具

は
１

具
の

み
に

し
ま

す
の

で
、（

家
と

学
校

を
分

け
ず

ひ
と

つ
だ

け
に

し
ま

す
。
）

そ
れ

で
も

認
め

て
も

ら
え

ま
せ

ん
か

と
い

う
訴

え
に

も
答

え
は

変
わ

り
ま

せ
ん

で
し

た
。

今
回

の
よ

う
な

変
形

と
い

う
想

定
外

の
状

況
で

も
、

認
め

て
も

ら
え

な
い

も
の

で
し

ょ
う

か
？

す
み

ま
せ

ん
が

、
ご

意
見

を
い

た
だ

け
る

と
助

か
り

ま
す

。
ど

う
ぞ

よ
ろ

し
く

お
願

い
い

た
し

ま
す

。
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3
9

2
 

介
助

者
用

 
利

用
者

 
コ

ル
セ

ッ
ト

 
外

巻

き
型

 
カ

ラ
フ

ル
デ

ザ
イ

ン
 

腰
痛

の
あ

る
方

が
コ

ル
セ

ッ
ト

を
使

う
と

き
、

通
常

、
白

か
、

黒
の

一
色

で
 

肌
着

の
上

か
ら

セ
ッ

ト
す

る
も

の
と

な
っ

て
い

る
よ

う
で

す
。

い
か

に
も

年
寄

り
っ

ぽ
く

て
、

人
に

見
せ

る
の

は
タ

ブ
ー

な
イ

メ
ー

ジ
が

あ
る

ん
で

。
 

し
か

し
意

外
と

腰
痛

も
ち

の
人

で
、

若
い

人
も

多
い

ん
で

す
。

こ
れ

を
逆

転
の

発
想

で
お

も
い

き
り

フ
ァ

ッ
シ

ョ
ン

ア
イ

テ
ム

と
し

て
気

軽
に

使
お

う
じ

ゃ
な

い
か

と
い

う
こ

と
で

提
案

し
ま

す
。

こ
れ

か
ら

は
、

コ
ル

セ
ッ

ト
は

服
の

上
か

ら
巻

き
ま

す
。

、
 

い
ろ

い
ろ

な
カ

ラ
フ

ル
な

柄
だ

と
か

、
モ

ノ
ト

ー
ン

だ
と

か
で

、
フ

ァ
ッ

シ
ョ

ン
性

を
持

た
せ

る
の

で
す

。
見

え
る

コ
ル

セ
ッ

ト
は

医
療

器
具

で
は

な
く

も
う

、
お

し
ゃ

れ
の

一
つ

に
変

わ
り

ま
す

。
気

軽
な

着
用

・
着

脱
が

気
に

な
り

ま
せ

ん
。

ま
る

で
マ

フ
ラ

 

ー
を

つ
け

た
り

は
ず

し
た

り
す

る
よ

う
に

気
軽

で
お

し
ゃ

れ
な

も
の

に
商

品
化

す
る

の
で

す
。

、
 

実
は

私
は

パ
ー

キ
ン

ソ
ン

で
腰

が
痛

む
の

で
す

が
、

外
出

先
で

、
コ

ル
セ

ッ
ト

は
外

に
ま

い
て

お
か

な
い

と
手

が
動

か
な

い
と

き
 

ト
イ

レ
で

は
ず

す
こ

と
が

出
来

ず
大

変
な

思
い

を
し

ま
し

た
。

広
い

ベ
ル

ト
の

よ
う

に
黒

の
コ

ル
セ

ッ
ト

を
外

に
巻

い
て

は
ず

す
の

が
楽

に
な

る
よ

う
に

し
て

い
ま

す
。

黒
は

引
き

締
ま

っ
て

い
い

色
で

す
が

、
さ

び
し

い
も

の
で

す
。

カ
ラ

フ
ル

だ
っ

た
ら

、
以

外
に

た
の

し
く

な
る

よ
う

な
気

が
し

て
こ

こ
に

提
案

さ
せ

て
頂

き
ま

し
た

。
 

3
9

3
 

 
 

 
 

「
福

祉
用

具
実

用
化

開
発

推
進

事
業

」
に

係
る

助
成

先
の

決
定

に
つ

い
て

 

N
E

D
O

は
、

「
平

成
2

4
年

度
 
第

2
回

福
祉

用
具

実
用

化
開

発
推

進
事

業
」

に
係

る
助

成
先

を
決

定
し

ま
し

た
。

 

詳
細

は
、

以
下

の
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
を

ご
覧

く
だ

さ
い

。
 

h
tt

p
:/

/
w

w
w

.n
e
d
o
.g

o
.jp

/
k
o
u

b
o
/
E

K
3

_
1

0
0

0
0

9
.h

tm
l?

fr
o
m

=
n

e
d
o
m

a
il 
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3
9

0
 

 
 

 
 

第
1

0
回

福
祉

工
学

カ
フ

ェ
の

案
内

 

第
1

0
回

福
祉

工
学

カ
フ

ェ
の

案
内

を
開

催
し

ま
す

。
ご

関
心

の
あ

る
方

は
、

以
下

を
ご

覧
下

さ
い

。
 

h
tt

p
:/

/
w

w
w

.r
e
h

a
b

.g
o
.jp

/
ri
/e

v
e
n

t/
a
t_

c
a
fe

2
0

1
0

/
to

p
.h

tm
l 

テ
ー

マ
：

 
介

護
と

軽
労

化
技

術
 
 

共
催

：
 
国

立
障

害
者

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
セ

ン
タ

ー
研

究
所

（
独

）
新

エ
ネ

ル
ギ

ー
・

産
業

技
術

総
合

開
発

機
構

（
N

E
D

O
）

 

＜
日

時
＞

 

2
0

1
2

年
1

2
月

2
1

日
（

金
）

 
1

3
:1

5
 -

 1
6

:5
0

 
（

1
2

：
4

5
開

場
）

 

＜
場

所
＞

 

N
E

D
O

分
室

 

大
同

生
命

霞
が

関
ビ

ル
１

２
F
 

（
千

代
田

区
霞

が
関

１
－

４
－

２
）

 

【
情

報
保

障
に

つ
い

て
】

 

・
可

能
な

限
り

対
応

い
た

し
ま

す
の

で
，

ご
希

望
の

場
合

は
お

早
め

に
ご

連
絡

く
だ

さ
い

．
 
 

・
パ

ソ
コ

ン
要

約
筆

記
を

実
施

致
し

ま
す

．
 

参
加

を
希

望
さ

れ
る

方
は

，
な

る
べ

く
事

前
登

録
を

お
願

 
い

し
ま

す
．

 

登
録

方
法

は
「

問
い

合
わ

せ
」

へ
．

 

3
9

1
 

児
童

用
 

利
用

者
の

家
族

 
児

童
の

補
装

具
に

つ

い
て

で
す

。
 

娘
の

足
の

補
装

具
に

つ
い

て
困

っ
て

お
り

ま
す

。
ご

意
見

を
い

た
だ

け
た

ら
と

思
い

ま
す

。
い

ま
ま

で
は

歩
行

中
に

使
用

す
る

た
め

、
学

校
用

と
家

用
に

2
つ

の
短

下
肢

装
具

を
利

用
し

て
お

り
ま

す
。

し
か

し
，

成
長

期
の

娘
は

、
身

長
体

重
が

一
気

に
伸

び
、

最
近

足
の

変

形
が

気
に

な
る

よ
う

に
な

り
ま

し
た

。
整

形
の

先
生

に
相

談
し

た
と

こ
ろ

、
こ

の
ま

ま
変

形
が

進
め

ば
、

歩
行

も
困

難
に

な
る

可
能

性
が

あ
る

と
の

こ
と

で
し

た
。

そ
こ

で
、

変
形

を
少

し
で

も
防

ぐ
た

め
に

、
寝

て
い

る
と

き
に

つ
け

る
装

具
が

必
要

と
い

う
こ

と
で

、
市

の
方

へ
申

請
に

い
き

ま
し

た
が

、
装

具
は

2
具

ま
で

し
か

認
め

ら
れ

な
い

と
の

こ
と

で
し

た
。

し
か

し
な

が
ら

、
今

の
状

況
で

は
、

就
寝

時

の
装

具
が

必
要

な
状

況
な

の
で

、
次

回
か

ら
短

下
肢

装
具

は
１

具
の

み
に

し
ま

す
の

で
、（

家
と

学
校

を
分

け
ず

ひ
と

つ
だ

け
に

し
ま

す
。
）

そ
れ

で
も

認
め

て
も

ら
え

ま
せ

ん
か

と
い

う
訴

え
に

も
答

え
は

変
わ

り
ま

せ
ん

で
し

た
。

今
回

の
よ

う
な

変
形

と
い

う
想

定
外

の
状

況
で

も
、

認
め

て
も

ら
え

な
い

も
の

で
し

ょ
う

か
？

す
み

ま
せ

ん
が

、
ご

意
見

を
い

た
だ

け
る

と
助

か
り

ま
す

。
ど

う
ぞ

よ
ろ

し
く

お
願

い
い

た
し

ま
す

。
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3
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介
助

者
用

 
利

用
者

 
コ

ル
セ

ッ
ト

 
外

巻

き
型

 
カ

ラ
フ

ル
デ

ザ
イ

ン
 

腰
痛

の
あ

る
方

が
コ

ル
セ

ッ
ト

を
使

う
と

き
、

通
常

、
白

か
、

黒
の

一
色

で
 

肌
着

の
上

か
ら

セ
ッ

ト
す

る
も

の
と

な
っ

て
い

る
よ

う
で

す
。

い
か

に
も

年
寄

り
っ

ぽ
く

て
、

人
に

見
せ

る
の

は
タ

ブ
ー

な
イ

メ
ー

ジ
が

あ
る

ん
で

。
 

し
か

し
意

外
と

腰
痛

も
ち

の
人

で
、

若
い

人
も

多
い

ん
で

す
。

こ
れ

を
逆

転
の

発
想

で
お

も
い

き
り

フ
ァ

ッ
シ

ョ
ン

ア
イ

テ
ム

と
し

て
気

軽
に

使
お

う
じ

ゃ
な

い
か

と
い

う
こ

と
で

提
案

し
ま

す
。

こ
れ

か
ら

は
、

コ
ル

セ
ッ

ト
は

服
の

上
か

ら
巻

き
ま

す
。

、
 

い
ろ

い
ろ

な
カ

ラ
フ

ル
な

柄
だ

と
か

、
モ

ノ
ト

ー
ン

だ
と

か
で

、
フ

ァ
ッ

シ
ョ

ン
性

を
持

た
せ

る
の

で
す

。
見

え
る

コ
ル

セ
ッ

ト
は

医
療

器
具

で
は

な
く

も
う

、
お

し
ゃ

れ
の

一
つ

に
変

わ
り

ま
す

。
気

軽
な

着
用

・
着

脱
が

気
に

な
り

ま
せ

ん
。

ま
る

で
マ

フ
ラ

 

ー
を

つ
け

た
り

は
ず

し
た

り
す

る
よ

う
に

気
軽

で
お

し
ゃ

れ
な

も
の

に
商

品
化

す
る

の
で

す
。

、
 

実
は

私
は

パ
ー

キ
ン

ソ
ン

で
腰

が
痛

む
の

で
す

が
、

外
出

先
で

、
コ

ル
セ

ッ
ト

は
外

に
ま

い
て

お
か

な
い

と
手

が
動

か
な

い
と

き
 

ト
イ

レ
で

は
ず

す
こ

と
が

出
来

ず
大

変
な

思
い

を
し

ま
し

た
。

広
い

ベ
ル

ト
の

よ
う

に
黒

の
コ

ル
セ

ッ
ト

を
外

に
巻

い
て

は
ず

す
の

が
楽

に
な

る
よ

う
に

し
て

い
ま

す
。

黒
は

引
き

締
ま

っ
て

い
い

色
で

す
が

、
さ

び
し

い
も

の
で

す
。

カ
ラ

フ
ル

だ
っ

た
ら

、
以

外
に

た
の

し
く

な
る

よ
う

な
気

が
し

て
こ

こ
に

提
案

さ
せ

て
頂

き
ま

し
た

。
 

3
9

3
 

 
 

 
 

「
福

祉
用

具
実

用
化

開
発

推
進

事
業

」
に

係
る

助
成

先
の

決
定

に
つ

い
て

 

N
E

D
O

は
、

「
平

成
2

4
年

度
 
第

2
回

福
祉

用
具

実
用

化
開

発
推

進
事

業
」

に
係

る
助

成
先

を
決

定
し

ま
し

た
。

 

詳
細

は
、

以
下

の
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
を

ご
覧

く
だ

さ
い

。
 

h
tt

p
:/

/
w

w
w
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e
d
o
.g

o
.jp

/
k
o
u

b
o
/
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K
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=
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d
o
m

a
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肢
体

障
害

者
用

 

障
害

者
ス

ポ
ー

ツ
用

 
そ

の
他

 

利
用

者
 

安
全

ら
く

ち
ん

自
転

車
 

パ
ー

キ
ン

ソ
ン

の
人

は
腰

が
曲

が
っ

て
し

ま
っ

た
り

、
突

進
や

こ
き

ざ
み

歩
行

、
す

く
み

足
、

な
ど

で
、

自
力

で
歩

こ
う

と
す

る
と

、
歩

け
な

く
な

る
人

が
い

る
の

で
す

が
、

自
転

車
に

す
い

す
い

乗
れ

る
の

は
な

ぜ
？

・
・

・
・

と
い

う
疑

問
は

、
介

護
し

た
こ

と
の

あ
る

人
な

ら
、

も
し

く
は

、
身

内
に

パ
ー

キ
ン

ソ
ン

の
方

が
お

ら
れ

た
ら

、
か

な
り

知
ら

れ
て

い
る

話
で

す
。

も
ち

ろ
ん

怖
く

て
乗

れ
な

い
と

思
わ

れ
る

方
、

乗
る

気
の

な
い

方
は

初
め

か
ら

論
外

で
す

が
・

・
・

・
・

。
 

で
も

、
パ

ー
キ

ン
ソ

ン
の

人
は

薬
に

よ
っ

て
は

制
限

さ
れ

て
ま

す
が

、
う

ま
く

薬
を

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

で
き

て
い

る
人

は
、

た
く

さ
ん

の
患

者
が

Ｑ
Ｏ

Ｌ
を

高
め

て
車

を
運

転
し

て
い

ま
す

。
ち

ょ
っ

と
、

比
べ

る
対

照
が

違
う

と
お

思
い

で
し

ょ
う

が
、

ど
ち

ら
も

 

自
力

で
長

い
距

離
を

歩
か

な
く

て
も

い
い

、
自

力
で

は
歩

く
こ

と
が

難
し

い
し

、
バ

ス
や

電
車

は
乗

り
降

り
が

大
変

な
の

に
、

自
転

車
や

、

車
は

、
行

き
た

い
と

こ
ろ

に
自

由
に

い
け

る
、

・
・

・
家

に
こ

も
る

と
い

ず
れ

は
体

力
、

知
力

、
心

、
さ

え
も

、
病

の
せ

い
に

さ
れ

て
悲

惨
な

闘
病

を
強

い
ら

れ
る

運
命

が
待

っ
て

い
る

の
で

す
。

自
ら

右
肩

下
が

り
を

た
ど

っ
て

い
く

し
か

な
い

病
に

負
け

て
し

ま
わ

な
い

よ
う

自
分

か
ら

立
ち

上
が

っ
て

い
こ

う
と

思
っ

て
い

ま
す

。
 

と
こ

ろ
で

。
完

全
に

足
が

つ
く

、
安

定
感

の
あ

る
、

大
人

も
乗

れ
る

、
ペ

ダ
ル

が
押

し
て

歩
く

と
き

に
、

足
に

当
た

っ
て

痛
く

な
ら

な
い

、

重
た

く
な

く
て

、
丈

夫
な

も
の

。
を

作
っ

て
欲

し
い

の
で

す
が

。
今

の
私

の
は

、
と

て
も

思
い

の
で

す
。

 

3
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ジ
ャ

ン
プ

ア
ッ

プ
福

祉
フ

ォ
ー

ラ
ム

（
か

わ
さ

き
J

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

）
 

ジ
ャ

ン
プ

ア
ッ

プ
福

祉
フ

ォ
ー

ラ
ム

が
１

月
２

８
日

（
月

）
に

開
か

れ
る

。
厚

生
労

働
省

の
委

託
事

業
（

実
現

事
業

）
と

し
て

取
り

組
ん

だ
３

年
間

の
成

果
発

表
で

あ
る

。
特

別
講

演
は

日
本

コ
ン

チ
ネ

ン
ス

協
会

会
長

の
西

村
か

お
る

氏
が

「
排

泄
の

悩
み

あ
き

ら
め

な
い

で
！

一
人

一
人

に
合

わ
せ

た
排

泄
ケ

ア
を

」
と

題
し

て
一

般
の

人
に

も
わ

か
り

や
 

す
く

お
話

し
さ

れ
る

。
横

浜
市

総
合

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
セ

ン
タ

ー
地

域
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

部
研

究
開

発
課

長
 

飯
島

浩
氏

を
 

座
長

に
お

迎
え

し
、

西
村

氏
の

ほ
か

ニ
ド

イ
ン

ダ
ス

ト
リ

ア
ル

デ
ザ

イ
ン

事
務

所
所

長
 

石
井

賢
俊

氏
や

パ
ラ

 
マ

ウ
ン

ト
ベ

ッ
ド

株
式

会
社

営
業

本
部

次
長

 
宇

吹
博

志
氏

、
さ

ら
に

か
わ

さ
き

J
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

ス
タ

ッ
フ

 
を

交
え

た
座

談
会

「
使

う
身

に
な

っ
た

福
祉

機
器

開
発

と
福

祉
産

業
の

課
題

」
ミ

ュ
ー

ジ
カ

ル
「

か
わ

さ
き

J
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
３

年
間

の
歩

み
」

も
面

白
い

。
 

３
０

分
ほ

ど
の

寸
劇

だ
が

、
社

会
福

祉
法

人
 
伸

こ
う

福
祉

会
の

職
員

が
忙

し

い
仕

事
の

合
間

を
ぬ

っ
て

練
習

 
を

重
ね

、
踊

り
も

歌
も

楽
し

く
企

画
し

て
い

る
。

日
時

：
１

月
２

８
日

（
月

）
１

３
：

３
０

～
１

８
：

０
０

場
所

：
川

崎
市

高
津

市
民

館
大

ホ
ー

ル
（

Ｊ
Ｒ

・
東

急
 
溝

の
口

駅
前

、
ノ

ク
テ

ィ
プ

ラ
ザ

２
（

マ
ル

イ
フ

ァ
ミ

リ
ー

）
１

２
階

）

参
加

無
料

、
入

退
場

自
由

：
事

前
登

録
が

お
す

す
め

主
催

：
川

崎
市

地
域

雇
用

創
造

推
進

協
議

会
電

話
：

０
４

４
＾

２
０

１
－

６
８

２
０

ﾌ
ｧ
ｯ
ｸ
ｽ
：

０
４

４
－

５
５

６
－

５
８

８
１

Ｈ
Ｐ

：
h

tt
p

:/
/
j-

p
ro

je
c
t.
k
is

-
p

lu
s
.jp

E
ﾒ
ｰ
ﾙ
：

j-
p

ro
je

c
t@

k
is

-
p

lu
s
.jp
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高
齢

者
用

 
福

祉
専

門
職

 
補

聴
器

の
お

試
し

サ

ロ
ン

等
の

設
置

 

高
齢

者
に

多
く

見
ら

れ
る

補
聴

器
の

不
具

合
に

つ
い

て
で

す
が

、
2

－
3

回
ま

で
は

、
販

売
店

に
調

整
に

伺
う

も
の

の
、

改
善

さ
れ

な
い

と
結

局
、

つ
か

わ
れ

な
く

な
っ

て
し

ま
い

ま
す

。
色

々
な

タ
イ

プ
が

改
善

さ
れ

新
製

品
が

出
て

い
る

よ
う

で
す

が
本

人
の

生
活

改
善

に
つ

な
が

る
も

の
か

、
大

変
迷

い
ま

す
。

使
い

勝
手

、
生

活
環

境
な

ど
を

含
め

て
体

験
で

き
る

の
が

無
駄

な
費

用
も

な
く

望
ま

し
い

と
考

え
ま

す
。

特
定

の
メ

ー
カ

ー
に

捕
ま

る
こ

と
な

く
、

一
個

人
で

は
む

ず
か

し
い

取
組

で
も

あ
り

、
同

様
の

問
題

を
抱

え
る

人
は

潜
在

的
に

も
多

く
改

善
で

き
た

ら
良

い
か

と
思

い
ま

す
。

 

3
9

7
 

肢
体

障
害

者
用

 

障
害

者
ス

ポ
ー

ツ
用

 
そ

の
他

 

利
用

者
 

パ
ー

キ
ン

ソ
ン

の
前

傾
姿

勢
矯

正
ギ

ブ
ス

パ
ー

キ
ン

ソ
ン

で
は

、
少

し
ず

つ
、

前
傾

姿
勢

に
な

っ
て

い
き

、
歩

行
困

難
、

か
ら

、
寝

た
き

り
、

と
、

最
悪

の
結

果
に

陥
い

り
ま

す
。

そ
れ

を
く

い
と

め
る

こ
と

が
、

Ｑ
Ｏ

Ｌ
を

高
め

、
介

護
を

減
ら

す
こ

と
が

出
来

る
、

唯
一

の
手

段
で

す
。

 

補
助

器
具

に
こ

れ
を

ぜ
ひ

も
と

め
た

い
の

で
す

。
リ

ハ
ビ

リ
に

週
一

程
度

の
３

０
分

程
ぐ

ら
い

か
け

る
程

度
の

消
極

的
な

対
策

で
は

お
い

つ
き

ま
せ

ん
。

日
常

、
姿

勢
を

自
動

的
に

補
正

し
て

く
れ

る
見

掛
け

も
軽

く
コ

ン
パ

ク
ト

な
ギ

ブ
ス

の
よ

う
な

も
の

を
開

発
し

て
く

だ
さ

い
。

姿
勢

が
美

し
け

れ
ば

、
少

し
で

も
人

間
の

尊
厳

を
感

じ
ら

れ
る

上
に

、
姿

勢
の

矯
正

が
日

常
で

で
き

た
ら

希
望

の
光

が
見

え
て

き
そ

う
で

、
開

発
お

願
い

し
ま

す
。

ロ
ボ

ッ
ト

ス
ー

ツ
の

ハ
ル

 
の

よ
う

に
お

ね
が

い
し

ま
す

。
 

3
9

8
 

 
 

 
 

☆
ジ

ャ
ン

プ
ア

ッ
プ

福
祉

フ
ォ

ー
ラ

ム
の

ご
案

内
（

か
わ

さ
き

J

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

）
☆

か
わ

さ
き

J
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
で

は
、

平
成

2
4

年
度

の
成

果
発

表
と

し
て

、
「

ジ
ャ

ン
プ

ア
ッ

プ
福

祉
フ

ォ
ー

ラ
ム

」
を

開
催

い
た

し
ま

す
。

日
本

コ
ン

チ
ネ

ン
ス

協
会

会
長

の
西

村
か

お
る

氏
に

よ
る

排
泄

ケ
ア

に
つ

い
て

の
記

念
講

演
や

、
伸

こ
う

福
祉

会
に

よ
る

寸
劇

を
ま

じ
え

た
福

祉
機

器
試

作
品

の
紹

介
、

専
門

家
の

方
々

を
招

い
て

の
福

祉
機

器
開

発
に

つ
い

て
の

座
談

会
な

ど
、

盛
り

沢
山

な
内

容
と

な
っ

て
お

り
ま

す
。

介
護

現
場

で
働

く
方

々
、

も
の

づ
く

り
に

携
わ

る
方

々
、

介
護

や
福

祉
に

興
味

の
あ

る
方

々
、

皆
さ

ま
で

一
緒

に
話

し
合

う
場

と
し

た
い

と
思

っ
て

い
ま

す
。

多
く

の
皆

さ
ま

の
ご

参
加

を
お

待
ち

し
て

お
り

ま
す

 

～
か

わ
さ

き
J

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

 
平

成
2

4
年

度
成

果
発

表
会

～
 

〇
日

時
 

2
0

1
3

年
1

月
2

8
日

(月
）

 
1

3
:3

0
～

1
8

:0
0
（

開
場

1
3

：
0

0
 
閉

場
1

8
：

3
0

）
〇

場
所

 
高

津
市

民
館

大
ホ

ー
ル

 

川
崎

市
高

津
区

溝
口

1
-
4

-
1

 
ノ

ク
テ

ィ
プ

ラ
ザ

2
（

マ
ル

イ
フ

ァ
ミ

リ
ー

）
1

2
階

 

h
tt

p
:/

/
w

w
w

.c
it
y.

k
a
w

a
s
a
k
i.j

p
/
ta

k
a
ts

u
/
c
m

s
fi
le

s
/
c
o
n

te
n

ts
/
0

0
0

0
0

3
4

/
3

4
0

8
1

/
m

a
p
-
0

.p
d
f 

 
＊

J
R

南
武

線

武
蔵

溝
ノ

口
駅

、
東

急
田

園
都

市
線

・
大

井
町

線
溝

の
口

駅
よ

り
徒

歩
3

分
 

 
＊

車
で

お
越

し
の

際
は

、
近

隣
の

有
料

駐
車

場
を

ご

利
用

く
だ

さ
い

。
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3
9

4
 

肢
体

障
害

者
用

 

障
害

者
ス

ポ
ー

ツ
用

 
そ

の
他

 

利
用

者
 

安
全

ら
く

ち
ん

自
転

車
 

パ
ー

キ
ン

ソ
ン

の
人

は
腰

が
曲

が
っ

て
し

ま
っ

た
り

、
突

進
や

こ
き

ざ
み

歩
行

、
す

く
み

足
、

な
ど

で
、

自
力

で
歩

こ
う

と
す

る
と

、
歩

け
な

く
な

る
人

が
い

る
の

で
す

が
、

自
転

車
に

す
い

す
い

乗
れ

る
の

は
な

ぜ
？

・
・

・
・

と
い

う
疑

問
は

、
介

護
し

た
こ

と
の

あ
る

人
な

ら
、

も
し

く
は

、
身

内
に

パ
ー

キ
ン

ソ
ン

の
方

が
お

ら
れ

た
ら

、
か

な
り

知
ら

れ
て

い
る

話
で

す
。

も
ち

ろ
ん

怖
く

て
乗

れ
な

い
と

思
わ

れ
る

方
、

乗
る

気
の

な
い

方
は

初
め

か
ら

論
外

で
す

が
・

・
・

・
・

。
 

で
も

、
パ

ー
キ

ン
ソ

ン
の

人
は

薬
に

よ
っ

て
は

制
限

さ
れ

て
ま

す
が

、
う

ま
く

薬
を

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

で
き

て
い

る
人

は
、

た
く

さ
ん

の
患

者
が

Ｑ
Ｏ

Ｌ
を

高
め

て
車

を
運

転
し

て
い

ま
す

。
ち

ょ
っ

と
、

比
べ

る
対

照
が

違
う

と
お

思
い

で
し

ょ
う

が
、

ど
ち

ら
も

 

自
力

で
長

い
距

離
を

歩
か

な
く

て
も

い
い

、
自

力
で

は
歩

く
こ

と
が

難
し

い
し

、
バ

ス
や

電
車

は
乗

り
降

り
が

大
変

な
の

に
、

自
転

車
や

、

車
は

、
行

き
た

い
と

こ
ろ

に
自

由
に

い
け

る
、

・
・

・
家

に
こ

も
る

と
い

ず
れ

は
体

力
、

知
力

、
心

、
さ

え
も

、
病

の
せ

い
に

さ
れ

て
悲

惨
な

闘
病

を
強

い
ら

れ
る

運
命

が
待

っ
て

い
る

の
で

す
。

自
ら

右
肩

下
が

り
を

た
ど

っ
て

い
く

し
か

な
い

病
に

負
け

て
し

ま
わ

な
い

よ
う

自
分

か
ら

立
ち

上
が

っ
て

い
こ

う
と

思
っ

て
い

ま
す

。
 

と
こ

ろ
で

。
完

全
に

足
が

つ
く

、
安

定
感

の
あ

る
、

大
人

も
乗

れ
る

、
ペ

ダ
ル

が
押

し
て

歩
く

と
き

に
、

足
に

当
た

っ
て

痛
く

な
ら

な
い

、

重
た

く
な

く
て

、
丈

夫
な

も
の

。
を

作
っ

て
欲

し
い

の
で

す
が

。
今

の
私

の
は

、
と

て
も

思
い

の
で

す
。

 

3
9

5
 

 
 

 
 

ジ
ャ

ン
プ

ア
ッ

プ
福

祉
フ

ォ
ー

ラ
ム

（
か

わ
さ

き
J

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

）
 

ジ
ャ

ン
プ

ア
ッ

プ
福

祉
フ

ォ
ー

ラ
ム

が
１

月
２

８
日

（
月

）
に

開
か

れ
る

。
厚

生
労

働
省

の
委

託
事

業
（

実
現

事
業

）
と

し
て

取
り

組
ん

だ
３

年
間

の
成

果
発

表
で

あ
る

。
特

別
講

演
は

日
本

コ
ン

チ
ネ

ン
ス

協
会

会
長

の
西

村
か

お
る

氏
が

「
排

泄
の

悩
み

あ
き

ら
め

な
い

で
！

一
人

一
人

に
合

わ
せ

た
排

泄
ケ

ア
を

」
と

題
し

て
一

般
の

人
に

も
わ

か
り

や
 

す
く

お
話

し
さ

れ
る

。
横

浜
市

総
合

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
セ

ン
タ

ー
地

域
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

部
研

究
開

発
課

長
 

飯
島

浩
氏

を
 

座
長

に
お

迎
え

し
、

西
村

氏
の

ほ
か

ニ
ド

イ
ン

ダ
ス

ト
リ

ア
ル

デ
ザ

イ
ン

事
務

所
所

長
 

石
井

賢
俊

氏
や

パ
ラ

 
マ

ウ
ン

ト
ベ

ッ
ド

株
式

会
社

営
業

本
部

次
長

 
宇

吹
博

志
氏

、
さ

ら
に

か
わ

さ
き

J
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

ス
タ

ッ
フ

 
を

交
え

た
座

談
会

「
使

う
身

に
な

っ
た

福
祉

機
器

開
発

と
福

祉
産

業
の

課
題

」
ミ

ュ
ー

ジ
カ

ル
「

か
わ

さ
き

J
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
３

年
間

の
歩

み
」

も
面

白
い

。
 

３
０

分
ほ

ど
の

寸
劇

だ
が

、
社

会
福

祉
法

人
 
伸

こ
う

福
祉

会
の

職
員

が
忙

し

い
仕

事
の

合
間

を
ぬ

っ
て

練
習

 
を

重
ね

、
踊

り
も

歌
も

楽
し

く
企

画
し

て
い

る
。

日
時

：
１

月
２

８
日

（
月

）
１

３
：

３
０

～
１

８
：

０
０

場
所

：
川

崎
市

高
津

市
民

館
大

ホ
ー

ル
（

Ｊ
Ｒ

・
東

急
 
溝

の
口

駅
前

、
ノ

ク
テ

ィ
プ

ラ
ザ

２
（

マ
ル

イ
フ

ァ
ミ

リ
ー

）
１

２
階

）

参
加

無
料

、
入

退
場

自
由

：
事

前
登

録
が

お
す

す
め

主
催

：
川

崎
市

地
域

雇
用

創
造

推
進

協
議

会
電

話
：

０
４

４
＾

２
０

１
－

６
８

２
０

ﾌ
ｧ
ｯ
ｸ
ｽ
：

０
４

４
－

５
５

６
－

５
８

８
１

Ｈ
Ｐ

：
h

tt
p

:/
/
j-

p
ro

je
c
t.
k
is

-
p

lu
s
.jp

E
ﾒ
ｰ
ﾙ
：

j-
p

ro
je

c
t@

k
is

-
p

lu
s
.jp
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高
齢

者
用

 
福

祉
専

門
職

 
補

聴
器

の
お

試
し

サ

ロ
ン

等
の

設
置

 

高
齢

者
に

多
く

見
ら

れ
る

補
聴

器
の

不
具

合
に

つ
い

て
で

す
が

、
2

－
3

回
ま

で
は

、
販

売
店

に
調

整
に

伺
う

も
の

の
、

改
善

さ
れ

な
い

と
結

局
、

つ
か

わ
れ

な
く

な
っ

て
し

ま
い

ま
す

。
色

々
な

タ
イ

プ
が

改
善

さ
れ

新
製

品
が

出
て

い
る

よ
う

で
す

が
本

人
の

生
活

改
善

に
つ

な
が

る
も

の
か

、
大

変
迷

い
ま

す
。

使
い

勝
手

、
生

活
環

境
な

ど
を

含
め

て
体

験
で

き
る

の
が

無
駄

な
費

用
も

な
く

望
ま

し
い

と
考

え
ま

す
。

特
定

の
メ

ー
カ

ー
に

捕
ま

る
こ

と
な

く
、

一
個

人
で

は
む

ず
か

し
い

取
組

で
も

あ
り

、
同

様
の

問
題

を
抱

え
る

人
は

潜
在

的
に

も
多

く
改

善
で

き
た

ら
良

い
か

と
思

い
ま

す
。

 

3
9

7
 

肢
体

障
害

者
用

 

障
害

者
ス

ポ
ー

ツ
用

 
そ

の
他

 

利
用

者
 

パ
ー

キ
ン

ソ
ン

の
前

傾
姿

勢
矯

正
ギ

ブ
ス

パ
ー

キ
ン

ソ
ン

で
は

、
少

し
ず

つ
、

前
傾

姿
勢

に
な

っ
て

い
き

、
歩

行
困

難
、

か
ら

、
寝

た
き

り
、

と
、

最
悪

の
結

果
に

陥
い

り
ま

す
。

そ
れ

を
く

い
と

め
る

こ
と

が
、

Ｑ
Ｏ

Ｌ
を

高
め

、
介

護
を

減
ら

す
こ

と
が

出
来

る
、

唯
一

の
手

段
で

す
。

 

補
助

器
具

に
こ

れ
を

ぜ
ひ

も
と

め
た

い
の

で
す

。
リ

ハ
ビ

リ
に

週
一

程
度

の
３

０
分

程
ぐ

ら
い

か
け

る
程

度
の

消
極

的
な

対
策

で
は

お
い

つ
き

ま
せ

ん
。

日
常

、
姿

勢
を

自
動

的
に

補
正

し
て

く
れ

る
見

掛
け

も
軽

く
コ

ン
パ

ク
ト

な
ギ

ブ
ス

の
よ

う
な

も
の

を
開

発
し

て
く

だ
さ

い
。

姿
勢

が
美

し
け

れ
ば

、
少

し
で

も
人

間
の

尊
厳

を
感

じ
ら

れ
る

上
に

、
姿

勢
の

矯
正

が
日

常
で

で
き

た
ら

希
望

の
光

が
見

え
て

き
そ

う
で

、
開

発
お

願
い

し
ま

す
。

ロ
ボ

ッ
ト

ス
ー

ツ
の

ハ
ル

 
の

よ
う

に
お

ね
が

い
し

ま
す

。
 

3
9

8
 

 
 

 
 

☆
ジ

ャ
ン

プ
ア

ッ
プ

福
祉

フ
ォ

ー
ラ

ム
の

ご
案

内
（

か
わ

さ
き

J

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

）
☆

か
わ

さ
き

J
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
で

は
、

平
成

2
4

年
度

の
成

果
発

表
と

し
て

、
「

ジ
ャ

ン
プ

ア
ッ

プ
福

祉
フ

ォ
ー

ラ
ム

」
を

開
催

い
た

し
ま

す
。

日
本

コ
ン

チ
ネ

ン
ス

協
会

会
長

の
西

村
か

お
る

氏
に

よ
る

排
泄

ケ
ア

に
つ

い
て

の
記

念
講

演
や

、
伸

こ
う

福
祉

会
に

よ
る

寸
劇

を
ま

じ
え

た
福

祉
機

器
試

作
品

の
紹

介
、

専
門

家
の

方
々

を
招

い
て

の
福

祉
機

器
開

発
に

つ
い

て
の

座
談

会
な

ど
、

盛
り

沢
山

な
内

容
と

な
っ

て
お

り
ま

す
。

介
護

現
場

で
働

く
方

々
、

も
の

づ
く

り
に

携
わ

る
方

々
、

介
護

や
福

祉
に

興
味

の
あ

る
方

々
、

皆
さ

ま
で

一
緒

に
話

し
合

う
場

と
し

た
い

と
思

っ
て

い
ま

す
。

多
く

の
皆

さ
ま

の
ご

参
加

を
お

待
ち

し
て

お
り

ま
す

 

～
か

わ
さ

き
J

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

 
平

成
2

4
年

度
成

果
発

表
会

～
 

〇
日

時
 

2
0

1
3

年
1

月
2

8
日

(月
）

 
1

3
:3

0
～

1
8

:0
0
（

開
場

1
3

：
0

0
 
閉

場
1

8
：

3
0

）
〇

場
所

 
高

津
市

民
館

大
ホ

ー
ル

 

川
崎

市
高

津
区

溝
口

1
-
4

-
1

 
ノ

ク
テ

ィ
プ

ラ
ザ

2
（

マ
ル

イ
フ

ァ
ミ

リ
ー

）
1

2
階

 

h
tt

p
:/

/
w

w
w

.c
it
y.

k
a
w

a
s
a
k
i.j

p
/
ta

k
a
ts

u
/
c
m

s
fi
le

s
/
c
o
n

te
n

ts
/
0

0
0

0
0

3
4

/
3

4
0

8
1

/
m

a
p
-
0

.p
d
f 

 
＊

J
R

南
武

線

武
蔵

溝
ノ

口
駅

、
東

急
田

園
都

市
線

・
大

井
町

線
溝

の
口

駅
よ

り
徒

歩
3

分
 

 
＊

車
で

お
越

し
の

際
は

、
近

隣
の

有
料

駐
車

場
を

ご

利
用

く
だ

さ
い

。
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【
展

示
商

談
会

】
介

護
福

祉
機

器
フ

ェ
ア

～
IC

T
や

R
T

技
術

を
利

用
し
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護

福
祉

分
野

で
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躍
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ざ
す
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新

の
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を
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用
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品
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を
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と
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種
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商
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小
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業
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方
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4
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肢
体

障
害

者
用

 
利

用
者

 
の

び
の

び
全

身
つ

な

ぎ
の

下
着

・
・

・
お

し
ゃ

れ
な

色
を

そ
ろ

え
て

 

ス
ト

レ
ッ

チ
素

材
で

か
る

く
て

伸
び

の
い

い
素

材
を

使
っ

て
、

レ
オ

タ
ー

ド
や

ウ
ェ

ッ
ト

ス
­

ツ
の

よ
う

な
下

着
に

し
ま

す
。

 

伸
び

る
素

材
な

の
で

、
脱

ぎ
着

が
し

や
す

く
、

ど
う

に
か

自
分

ひ
と

り
で

も
、

ま
た

、
介

助
に

な
れ

な
い

ひ
と

も
、

一
か

い
 

で
全

身
を

包
み

込
む

こ
と

が
出

来
ま

す
。

手
洗

い
の

と
き

下
着

の
上

げ
下

げ
の

出
来

な
い

人
も

、
窓

を
深

く
取

っ
て

れ
ば

脱
ぐ

 

こ
と

な
く

窓
を

大
き

く
開

い
て

、
用

を
済

ま
せ

ら
れ

ま
す

。
窓

は
折

り
重

な
っ

て
二

重
に

な
っ

て
ま

す
。

な
ん

だ
か

、
赤

ち
ゃ

ん
の

つ
な

ぎ
を

思
い

出
し

ま
す

ね
。

で
も

あ
れ

は
お

し
ゃ

れ
に

は
な

り
ま

せ
ん

け
ど

ね
。

 

あ
と

は
チ

ュ
ニ

ッ
ク

で
コ

－
デ

ィ
ネ

ー
ト

、
 

ま
だ

ま
だ

自
立

の
意

欲
が

あ
る

人
の

た
め

の
マ

イ
ナ

ー
な

ア
イ

デ
ィ

ア
で

す
い

ま
せ

ん
。

；
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体
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者
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発
メ
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カ

 
保

護
帽

の
新

し
い

ス

タ
イ

ル
、

そ
れ

が
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で
す
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O

D
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式
会
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プ
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ッ
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と
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岡

て
ん
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・
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経
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セ
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と
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同

に
開

発
し

た
商

品
で

す
。

外
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は
普

通
の
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ャ

ッ
プ

で
す

が
、

中
は

強
化

プ
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ス
チ

ッ
ク

で
頭

を
し

っ
か

り
ガ
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安
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だ
け

で
な
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つ
も
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に
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け
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物

だ
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オ
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ャ

レ
を

し
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と

の
声

に
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え
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誕
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し
ま

し
た

。
従

来
の

も
の

よ
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も
強
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衝
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収

力
を

実
現

し
、
転

倒
時

の
ダ

メ
ー

ジ
を

軽
減

し
ま
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。

し
か

も
、

質
量
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わ

ず
か
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0
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g

で
す

。
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で
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ー
テ

ィ
ー

に
ス

タ
イ

リ
ッ

シ
ュ

に
、

き
っ

と
出

か
け

る
こ

と
が

楽
し

み
に

な

る
で

し
ょ

う
。

 
サ

イ
ズ

は
頭

囲
が

最
大

5
8

C
M

ま
で

対
応

可
能

で
す

。
5

8
C

M
よ

り
小

さ
い

場
合

は
マ

ジ
ッ

ク
テ

ー
プ

と
内

側
の

ク

ッ
シ

ョ
ン

の
位

置
で

調
整

で
き

ま
す

。
ま

た
、

気
分

を
変

え
て

違
っ

た
デ

ザ
イ

ン
の

保
護

帽
を

か
ぶ

り
た

い
と

い
う

要
望

に
も

お
応

え
し

て
、

チ
ェ

ン
ジ

カ
バ

ー
も

ご
用

意
し

て
お

り
ま

す
。

D
O

D
A

は
自

治
体

の
日

常
生

活
用

具
と

し
て

認
定

さ
れ

て
い

ま
す

。
ご

申
請

を
希

望
の

場
合

は
最

寄
り

の
自

治
体

の
福

祉
課

ま
で

お
問

い
合

わ
せ

く
だ

さ
い

。
 

商
品

に
関

し
て

、
詳

し
い

情
報

は
下

記
ま

で
お

問
い

合
わ

せ
く

だ
さ

い
。
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者
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利
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軽
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行
器
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公

共
の
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ス

・
電

車
に

も
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人
で

乗
れ

る
 

！
 

）
 

腰
が

痛
ん

で
歩

け
な

い
人

た
ち

で
も

、
歩

行
器

が
あ

れ
ば

長
い

距
離

を
歩

く
こ

と
が

出
来

ル
人

は
実

は
ま

だ
い

っ
ぱ

い
い

ま
す
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で
も

そ
ん

な
ひ

と
で

も
、

家
か

ら
出

て
い

け
な

く
な

る
の

は
、
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行
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が

外
出

用
に

作
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れ
て

な
い

か
ら

で
す
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行

器
は

た
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が
い

、
重

く
て

大
き

く
て

、
リ

ハ
ビ

リ
向

け
や

、
室

内
用

だ
け

に
な

っ
て

る
も

の
が

多
い

の
 

で
す

。
軽

く
て

、
丈

夫
で

コ
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パ
ク

ト
に

た
た

め
る

、
安

定
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も
考

慮
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、

そ
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行
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器

が
欲

し
い

の
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公
共

の
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物
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ん
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軽
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も
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が
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用
具

・
開

発
実

証
環

境
整

備
事

業
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ク

ノ
エ

イ
ド

協
会

で
は

介
護

ロ
ボ

ッ
ト

等
の

開
発

実
用

化
を

推
進

す
る

た
め

、
介

護
ロ

ボ
ッ

ト
等

の
開

発
側

と
介

護
現

場
を

結
び

つ
け

る
た

め
の

開
発

実
証

環
境

を
整

備
す
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こ

と
と

い
た

し
ま

し
た

。
具

体
的

に
は

介
護

ロ
ボ

ッ
ト

等
の

実
証

試
験

等
に

積
極

的
に

ご
協

力
い

た
だ

け
る

施
設

又
は

居
宅

介
護

サ
ー

ビ
ス

事
業

者
、

あ
る

は
今

後
介

護
ロ

ボ
ッ

ト
等

の
導

入
を

積
極

的
に

検
討

し
て

い
る

施
設

等
の

意
向

を
当

協
会

の
専

用
サ

イ
ト

か
ら

ご
登

録
い

た
だ

く
も

の
で

す
。

詳
細

は
下

記
の

Ｕ
Ｒ

Ｌ
を

ご
覧

く
だ

さ
い

。
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、
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、
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二
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だ
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、
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の
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な
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い

出
し
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す
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。

で
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ゃ

れ
に

は
な
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ま

せ
ん

け
ど

ね
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ニ
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で
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せ
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内
用

だ
け

に
な

っ
て

る
も

の
が

多
い

の
 

で
す

。
軽

く
て

、
丈

夫
で

コ
ン

パ
ク

ト
に

た
た

め
る

、
安

定
性

も
考

慮
し

た
、

そ
ん

な
歩

行
補

助
器

が
欲

し
い

の
で

す
。

公
共

の
乗

り
物

に
も

乗
れ

る
よ

う
に

た
た

ん
で

軽
く

持
て

る
も

の
が

欲
し

い
で

す
。

シ
ョ

ッ
ピ

ン
グ

カ
－

ト
は

歩
行

器
に

は
無

理
で

す
。

 

4
0

3
 

 
 

 
 

福
祉

用
具

・
開

発
実

証
環

境
整

備
事

業
 

テ
ク

ノ
エ

イ
ド

協
会

で
は

介
護

ロ
ボ

ッ
ト

等
の

開
発

実
用

化
を

推
進

す
る

た
め

、
介

護
ロ

ボ
ッ

ト
等

の
開

発
側

と
介

護
現

場
を

結
び

つ
け

る
た

め
の

開
発

実
証

環
境

を
整

備
す

る
こ

と
と

い
た

し
ま

し
た

。
具

体
的

に
は

介
護

ロ
ボ

ッ
ト

等
の

実
証

試
験

等
に

積
極

的
に

ご
協

力
い

た
だ

け
る

施
設

又
は

居
宅

介
護

サ
ー

ビ
ス

事
業

者
、

あ
る

は
今

後
介

護
ロ

ボ
ッ

ト
等

の
導

入
を

積
極

的
に

検
討

し
て

い
る

施
設

等
の

意
向

を
当

協
会

の
専

用
サ

イ
ト

か
ら

ご
登

録
い

た
だ

く
も

の
で

す
。

詳
細

は
下

記
の

Ｕ
Ｒ

Ｌ
を

ご
覧

く
だ

さ
い

。

h
tt

p
:/

/
w

w
w

.t
e
c
h

n
o
-
a
id

s
.o

r.
jp

/r
o
b

o
t/

 

ご
協

力
よ

ろ
し

く
お

願
い

い
た

し
ま

す
。
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4
0

4
 

言
語

障
碍

者
用

 
福

祉
専

門
職

 
気

管
内

挿
管

患
者

さ

ん
の

発
声

装
置

 

す
で

に
開

発
さ

れ
て

い
る

の
な

ら
ば

教
え

て
欲

し
い

と
思

い
ま

す
。

 

気
管

切
開

さ
れ

て
い

る
患

者
さ

ん
で

も
使

え
る

な
ら

、
そ

れ
も

有
用

に
思

い
ま

す
。

 

一
時

的
で

も
気

管
内

挿
管

さ
れ

て
い

る
と

相
当

な
ス

ト
レ

ス
で

あ
り

、
 

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
取

れ
な

い
こ

と
が

患
者

さ
ん

本
人

も
介

護
者

に
も

イ
ラ

イ
ラ

の
原

因
に

な
り

ま
す

。
 

手
が

使
え

る
と

筆
談

と
い

う
手

も
あ

り
ま

す
が

、
 

使
え

な
い

事
態

も
多

々
あ

り
ま

す
。

 

声
帯

付
近

の
皮

膚
に

マ
イ

ク
を

取
り

付
け

、
擦

れ
た

り
す

る
雑

音
を

フ
ィ

ル
タ

ー
で

消
し

、
 

ボ
イ

ス
チ

ェ
ン

ジ
ャ

ー
を

用
い

て
、

好
み

の
声

で
発

声
で

き
れ

ば
、

大
助

か
り

で
す

。
 

4
0

5
 

肢
体

障
害

者
用

 
医

療
専

門
職

 
角

度
計

付
き

車
い

す
確

認
と

要
望

 

私
の

病
院

で
は

重
症

化
に

と
も

な
い

、
テ

ィ
ル

ト
リ

ク
ラ

の
車

い
す

を
使

用
す

る
事

が
多

く
あ

り
ま

す
が

、
病

棟
の

ス
タ

ッ
フ

間
で

も
角

度
の

統
一

が
曖

昧
な

場
面

が
多

く
あ

り
ま

す
。

ま
た

、
退

院
の

際
に

在
宅

で
の

家
族

や
施

設
の

ス
タ

ッ
フ

な
ど

が
使

用
す

る
時

も
角

度
が

曖
昧

に
な

り
、

誤
嚥

の
リ

ス
ク

や
褥

創
の

リ
ク

ス
も

高
く

な
っ

て
い

る
状

況
も

み
ら

れ
ま

す
。

誰
も

が
簡

単
に

統
一

し
た

角
度

で
車

い
す

が
調

整
で

き
る

よ
う

な
、

角
度

計
な

ど
で

数
値

化
で

き
る

車
い

す
が

あ
っ

た
ら

助
か

り
ま

す
。

私
が

知
ら

な
い

だ
け

か
も

し
れ

ま
せ

ん
で

の
、

既
存

の
も

の
が

あ
れ

ば
ご

紹
介

く
だ

さ
い

。
 

4
0

6
 

 
 

 
 

わ
く

わ
く

！
楽

し
く

元
気

に
な

る
た

め
の

取
組

 
デ

モ
・

体
験

会

小
野

＠
国

立
障

害
者

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
セ

ン
タ

ー
で

す
。

国
リ

ハ
で

表
記

の
イ

ベ
ン

ト
を

開
催

し
ま

す
。

楽
し

み
な

が
ら

、
リ

ハ
ビ

リ
や

元
気

が
出

る
こ

と
に

つ
な

が
る

か
も

知
れ

な
い

遊
び

心
を

含
む

物
が

多
数

体
験

で
き

ま
す

。
ご

関
心

あ
る

方
は

、
以

下
を

ご
覧

下
さ

い
。

わ
く

わ
く

！
楽

し
く

元
気

に
な

る
た

め
の

取
組

 
デ

モ
・

体
験

会

h
tt

p
:/

/
w

w
w

.r
e
h

a
b

.g
o
.jp

/
ri
/e

v
e
n

t/
2

0
1

3
w

a
k
u

w
a
k
u

/
e
x
p

e
ri
e
n

c
e
_
w

a
k
u

w
a
k
u

.h
tm

l以
下

、
上

記
U

R
L

か
ら

の
抜

粋
で

す
。

 

場
所

 ：
 
国

立
障

害
者

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
セ

ン
タ

ー
 

障
害

者
ラ

イ
フ

モ
デ

ル
ル

ー
ム

(埼
玉

県
所

沢
市

並
木

4
-
1

) 
ア

ク
セ

ス
 
：

 

西
武

新
宿

線
「

航
空

公
園

」
駅

あ
る

い
は
「

新
所

沢
」
駅

か
ら

徒
歩

1
5

分
 
日

時
 ：

 
2

0
1

3
年

3
月

2
0

日
 
(水

祝
) 
1

1
:0

0
～

1
6

:0
0

 
 

2
0

1
3

年
3

月
2

1
日

 
(木

) 
1

0
:0

0
～

1
6

:0
0

 
参

加
者

 
：

 
ど

な
た

で
も

参
加

で
き

ま
す

 
(事

前
受

付
不

要
) 

参
加

費
：

 
無

料
 
開

催
主

催
 
：

 
国

立
障

害
者

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
セ

ン
タ

ー
 
研

究
所

障
害

工
学

研
究

部
、

義
肢

装
具

技
術

研
究

部
、

脳
機

能
系

障
害

研

究
部

高
次

脳
機

能
障

害
研

究
室

 
問

い
合

わ
せ

 
：

 
研

究
所

 
障

害
工

学
研

究
部

 
田

中
靖

紘
 
(t

a
n

a
k
a
-
ya

s
u

h
ir
o
@

re
h

a
b

.g
o
.jp

) 
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4
0

7
 

 
 

 
 

第
1

1
回

福
祉

工
学

カ
フ

ェ
を

開
催

し
ま

す
 

小
野

＠
国

立
障

害
者

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
セ

ン
タ

ー
で

す
。

 

第
1

1
回

福
祉

工
学

カ
フ

ェ
を

下
記

の
通

り
開

催
致

し
ま

す
 

ご
関

心
の

あ
る

方
は

、
以

下
を

ご
覧

下
さ

い
。

今
回

は
デ

モ
が

あ
り

ま
す

。
 

h
tt

p
:/

/
w

w
w

.r
e
h

a
b

.g
o
.jp

/
ri
/e

v
e
n

t/
a
t_

c
a
fe

2
0

1
0

/
to

p
.h

tm
l 

テ
ー

マ
：

 
介

護
と

軽
労

化
技

術
 
 

共
催

：
 
国

立
障

害
者

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
セ

ン
タ

ー
研

究
所

 

 
 

 
（

独
）

新
エ

ネ
ル

ギ
ー

・
産

業
技

術
総

合
開

発
機

構
（

N
E

D
O

）
 

4
0

8
 

 
 

 
 

第
4

回
Ｊ

カ
フ

ェ

「
認

知
症

在
宅

介
護

の
現

場
を

知
ろ

う
！

」
 

日
時

：
３

月
５

日
（

火
）

１
４

：
０

０
～

１
７

：
０

０
 

場
所

：
て

く
の

か
わ

さ
き

 
４

階
展

示
場

（
東

急
線

溝
の

口
駅

・
Ｊ

Ｒ
南

武
線

武
蔵

溝
の

口
駅

よ
り

 

 
 

 
徒

歩
５

分
）

 

内
容

：
詳

細
は

か
わ

さ
き

Ｊ
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

を
ご

覧
く

だ
さ

い
。

 

 
 

 
h

tt
p

:/
/j

-
p

ro
je

c
t.
k
is

-
p
lu

s
.jp

/
 

川
崎

市
認

知
症

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

代
表

 
柿

沼
矩

子
氏

を
講

師
に

、
在

宅
に

お
け

る
認

知
症

介
護

の
 

実
態

を
知

り
、

認
知

症
へ

の
理

解
を

深
め

る
と

と
も

に
、

利
用

者
の

自
立

を
助

け
、

介
護

者
の

 

負
担

を
軽

減
す

る
機

器
や

サ
ー

ビ
ス

の
開

発
に

つ
い

て
、

福
祉

と
も

の
づ

く
り

双
方

の
立

場
か

ら
意

見
交

換
し

ま
す

。
 

な
お

柿
沼

氏
の

講
演

は
「

認
知

症
サ

ポ
ー

タ
ー

養
成

講
座

」
の

位
置

づ
け

を
も

っ
て

お
り

、
聴

講
者

 

は
認

知
症

サ
ポ

ー
タ

ー
の

証
の

オ
レ

ン
ジ

リ
ン

グ
と

認
知

症
サ

ポ
ー

タ
ー

養
成

講
座

テ
キ

ス
ト

が
 

も
ら

え
ま

す
。

 

川
崎

市
地

域
雇

用
創

造
推

進
協

議
会

 
か

わ
さ

き
Ｊ

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

が
主

催
し

ま
す

。
 

4
0

9
 

肢
体

障
害

者
用

 
利

用
者

 
歩

行
器

や
補

助
カ

ー

ト
の

た
た

み
方

が
お

か
し

い
の

で
は

？
 

こ
れ

ら
の

も
の

は
、

前
後

に
た

た
む

よ
う

に
な

っ
て

い
る

も
の

が
ほ

と
ん

ど
で

、
細

い
道

、
階

段
、

エ
ス

カ
レ

ー
タ

ー
や

 

え
、

車
の

乗
り

降
り

、
電

車
の

乗
り

降
り

に
、

か
か

え
に

く
く

て
使

え
な

い
。
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4
0

4
 

言
語

障
碍

者
用

 
福

祉
専

門
職

 
気

管
内

挿
管

患
者

さ

ん
の

発
声

装
置

 

す
で

に
開

発
さ

れ
て

い
る

の
な

ら
ば

教
え

て
欲

し
い

と
思

い
ま

す
。

 

気
管

切
開

さ
れ

て
い

る
患

者
さ

ん
で

も
使

え
る

な
ら

、
そ

れ
も

有
用

に
思

い
ま

す
。

 

一
時

的
で

も
気

管
内

挿
管

さ
れ

て
い

る
と

相
当

な
ス

ト
レ

ス
で

あ
り

、
 

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
取

れ
な

い
こ

と
が

患
者

さ
ん

本
人

も
介

護
者

に
も

イ
ラ

イ
ラ

の
原

因
に

な
り

ま
す

。
 

手
が

使
え

る
と

筆
談

と
い

う
手

も
あ

り
ま

す
が

、
 

使
え

な
い

事
態

も
多

々
あ

り
ま

す
。

 

声
帯

付
近

の
皮

膚
に

マ
イ

ク
を

取
り

付
け

、
擦

れ
た

り
す

る
雑

音
を

フ
ィ

ル
タ

ー
で

消
し

、
 

ボ
イ

ス
チ

ェ
ン

ジ
ャ

ー
を

用
い

て
、

好
み

の
声

で
発

声
で

き
れ

ば
、

大
助

か
り

で
す

。
 

4
0

5
 

肢
体

障
害

者
用

 
医

療
専

門
職

 
角

度
計

付
き

車
い

す
確

認
と

要
望

 

私
の

病
院

で
は

重
症

化
に

と
も

な
い

、
テ

ィ
ル

ト
リ

ク
ラ

の
車

い
す

を
使

用
す

る
事

が
多

く
あ

り
ま

す
が

、
病

棟
の

ス
タ

ッ
フ

間
で

も
角

度
の

統
一

が
曖

昧
な

場
面

が
多

く
あ

り
ま

す
。

ま
た

、
退

院
の

際
に

在
宅

で
の

家
族

や
施

設
の

ス
タ

ッ
フ

な
ど

が
使

用
す

る
時

も
角

度
が

曖
昧

に
な

り
、

誤
嚥

の
リ

ス
ク

や
褥

創
の

リ
ク

ス
も

高
く

な
っ

て
い

る
状

況
も

み
ら

れ
ま

す
。

誰
も

が
簡

単
に

統
一

し
た

角
度

で
車

い
す

が
調

整
で

き
る

よ
う

な
、

角
度

計
な

ど
で

数
値

化
で

き
る

車
い

す
が

あ
っ

た
ら

助
か

り
ま

す
。

私
が

知
ら

な
い

だ
け

か
も

し
れ

ま
せ

ん
で

の
、

既
存

の
も

の
が

あ
れ

ば
ご

紹
介

く
だ

さ
い

。
 

4
0

6
 

 
 

 
 

わ
く

わ
く

！
楽

し
く

元
気

に
な

る
た

め
の

取
組

 
デ

モ
・

体
験

会

小
野

＠
国

立
障

害
者

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
セ

ン
タ

ー
で

す
。

国
リ

ハ
で

表
記

の
イ

ベ
ン

ト
を

開
催

し
ま

す
。

楽
し

み
な

が
ら

、
リ

ハ
ビ

リ
や

元
気

が
出

る
こ

と
に

つ
な

が
る

か
も

知
れ

な
い

遊
び

心
を

含
む

物
が

多
数

体
験

で
き

ま
す

。
ご

関
心

あ
る

方
は

、
以

下
を

ご
覧

下
さ

い
。

わ
く

わ
く

！
楽

し
く

元
気

に
な

る
た

め
の

取
組

 
デ

モ
・

体
験

会

h
tt

p
:/

/
w

w
w

.r
e
h

a
b

.g
o
.jp

/
ri
/e

v
e
n

t/
2

0
1

3
w

a
k
u

w
a
k
u

/
e
x
p

e
ri
e
n

c
e
_
w

a
k
u

w
a
k
u

.h
tm

l以
下

、
上

記
U

R
L

か
ら

の
抜

粋
で

す
。

 

場
所

 ：
 
国

立
障

害
者

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
セ

ン
タ

ー
 

障
害

者
ラ

イ
フ

モ
デ

ル
ル

ー
ム

(埼
玉

県
所

沢
市

並
木

4
-
1

) 
ア

ク
セ

ス
 
：

 

西
武

新
宿

線
「

航
空

公
園

」
駅

あ
る

い
は
「

新
所

沢
」
駅

か
ら

徒
歩

1
5

分
 
日

時
 ：

 
2

0
1

3
年

3
月

2
0

日
 
(水

祝
) 
1

1
:0

0
～

1
6

:0
0

 
 

2
0

1
3

年
3

月
2

1
日

 
(木

) 
1

0
:0

0
～

1
6

:0
0

 
参

加
者

 
：

 
ど

な
た

で
も

参
加

で
き

ま
す

 
(事

前
受

付
不

要
) 

参
加

費
：

 
無

料
 
開

催
主

催
 
：

 
国

立
障

害
者

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
セ

ン
タ

ー
 
研

究
所

障
害

工
学

研
究

部
、

義
肢

装
具

技
術

研
究

部
、

脳
機

能
系

障
害

研

究
部

高
次

脳
機

能
障

害
研

究
室

 
問

い
合

わ
せ

 
：

 
研

究
所

 
障

害
工

学
研

究
部

 
田

中
靖

紘
 
(t

a
n

a
k
a
-
ya

s
u

h
ir
o
@

re
h

a
b

.g
o
.jp

) 
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4
0

7
 

 
 

 
 

第
1

1
回

福
祉

工
学

カ
フ

ェ
を

開
催

し
ま

す
 

小
野

＠
国

立
障

害
者

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
セ

ン
タ

ー
で

す
。

 

第
1

1
回

福
祉

工
学

カ
フ

ェ
を

下
記

の
通

り
開

催
致

し
ま

す
 

ご
関

心
の

あ
る

方
は

、
以

下
を

ご
覧

下
さ

い
。

今
回

は
デ

モ
が

あ
り

ま
す

。
 

h
tt

p
:/

/
w

w
w

.r
e
h

a
b

.g
o
.jp

/
ri
/e

v
e
n

t/
a
t_

c
a
fe

2
0

1
0

/
to

p
.h

tm
l 

テ
ー

マ
：

 
介

護
と

軽
労

化
技

術
 
 

共
催

：
 
国

立
障

害
者

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
セ

ン
タ

ー
研

究
所

 

 
 

 
（

独
）

新
エ

ネ
ル

ギ
ー

・
産

業
技

術
総

合
開

発
機

構
（

N
E

D
O

）
 

4
0

8
 

 
 

 
 

第
4

回
Ｊ

カ
フ

ェ

「
認

知
症

在
宅

介
護

の
現

場
を

知
ろ

う
！

」
 

日
時

：
３

月
５

日
（

火
）

１
４

：
０

０
～

１
７

：
０

０
 

場
所

：
て

く
の

か
わ

さ
き

 
４

階
展

示
場

（
東

急
線

溝
の

口
駅

・
Ｊ

Ｒ
南

武
線

武
蔵

溝
の

口
駅

よ
り

 

 
 

 
徒

歩
５

分
）

 

内
容

：
詳

細
は

か
わ

さ
き

Ｊ
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

を
ご

覧
く

だ
さ

い
。

 

 
 

 
h

tt
p

:/
/j

-
p

ro
je

c
t.
k
is

-
p
lu

s
.jp

/
 

川
崎

市
認

知
症

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

代
表

 
柿

沼
矩

子
氏

を
講

師
に

、
在

宅
に

お
け

る
認

知
症

介
護

の
 

実
態

を
知

り
、

認
知

症
へ

の
理

解
を

深
め

る
と

と
も

に
、

利
用

者
の

自
立

を
助

け
、

介
護

者
の

 

負
担

を
軽

減
す

る
機

器
や

サ
ー

ビ
ス

の
開

発
に

つ
い

て
、

福
祉

と
も

の
づ

く
り

双
方

の
立

場
か

ら
意

見
交

換
し

ま
す

。
 

な
お

柿
沼

氏
の

講
演

は
「

認
知

症
サ

ポ
ー

タ
ー

養
成

講
座

」
の

位
置

づ
け

を
も

っ
て

お
り

、
聴

講
者

 

は
認

知
症

サ
ポ

ー
タ

ー
の

証
の

オ
レ

ン
ジ

リ
ン

グ
と

認
知

症
サ

ポ
ー

タ
ー

養
成

講
座

テ
キ

ス
ト

が
 

も
ら

え
ま

す
。

 

川
崎

市
地

域
雇

用
創

造
推

進
協

議
会

 
か

わ
さ

き
Ｊ

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

が
主

催
し

ま
す

。
 

4
0

9
 

肢
体

障
害

者
用

 
利

用
者

 
歩

行
器

や
補

助
カ

ー

ト
の

た
た

み
方

が
お

か
し

い
の

で
は

？
 

こ
れ

ら
の

も
の

は
、

前
後

に
た

た
む

よ
う

に
な

っ
て

い
る

も
の

が
ほ

と
ん

ど
で

、
細

い
道

、
階

段
、

エ
ス

カ
レ

ー
タ

ー
や

 

え
、

車
の

乗
り

降
り

、
電

車
の

乗
り

降
り

に
、

か
か

え
に

く
く

て
使

え
な

い
。
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4
1

0
 

肢
体

障
害

者
用

 

そ
の

他
(片

麻
痺

患
者

用
) 

利
用

者
の

家
族

 
バ

ス
ブ

リ
ッ

ジ
（

高

さ
・

幅
等

の
オ

ー
ダ

ー
メ

イ
ド

対
応

品
）

浴
槽

か
ら

浴
槽

隣
の

棚
に

か
け

て
 

し
っ

か
り

と
固

定
で

き
る

バ
ス

ブ
リ

ッ
ジ

で
、

高
さ

・
幅

を
現

状
の

浴
槽

に
合

わ
せ

て
オ

ー
ダ

ー
メ

イ
ド

で
き

る
品

を
希

望
し

て
い

ま
す

。
ブ

リ
ッ

ジ
に

掛
け

る
ボ

ー
ド

の
素

材
は

、
市

販
品

の
木

製
で

は
な

く
、

バ
ス

ボ
ー

ド
に

使
用

さ
れ

て
い

る
よ

う
な

滑
り

止
め

加
工

の
物

で
、

厚
み

も
2

セ
ン

チ
程

の
薄

く
て

頑
丈

な
物

。
ボ

ー
ド

は
取

り
外

し
が

出
来

た
ら

尚
良

く
、

利

用
者

が
介

助
無

し
で

も
使

用
で

き
る

よ
う

に
安

定
感

が
あ

る
と

有
難

い
で

す
。

現
在

市
販

さ
れ

て
い

る
バ

ス
ブ

リ
ッ

ジ
は

高
さ

3
5

セ
ン

チ
～

対
応

と
の

こ
と

で
、

高
さ

3
5

セ
ン

チ
以

下
に

関
し

て
は

オ
ー

ダ
ー

メ
イ

ド
は

し
て

い
な

い
と

の
こ

と
。

高
さ

2
8

セ
ン

チ
の

我
が

家
の

浴
室

状
況

で
は

不
向

き
で

、
オ

ー
ダ

ー
メ

イ
ド

し
て

く
だ

さ
る

製
作

所
を

探
し

て
お

り
ま

す
。

埼
玉

県
在

住
な

の
で

見
積

も
り

訪
問

で
き

る
方

を
探

し
て

お
り

ま
す

。
ど

う
ぞ

宜
し

く
お

願
い

致
し

ま
す

。
 

4
1

1
 

肢
体

障
害

者
用

 
利

用
者

の
家

族
 

バ
ス

ブ
リ

ッ
ジ

（
高

さ
・

幅
等

の
オ

ー
ダ

ー
メ

イ
ド

対
応

品
）

 

内
容

 
浴

槽
か

ら
浴

槽
隣

の
棚

に
か

け
て

 
し

っ
か

り
と

固
定

で
き

る
バ

ス
ブ

リ
ッ

ジ
で

、
 

高
さ

・
幅

を
現

状
の

浴
槽

に
合

わ
せ

て
オ

ー
ダ

ー
メ

イ
ド

し
て

下
さ

る
メ

ー
カ

ー
を

探
し

て
い

ま
す

。
 

自
立

支
援

の
為

の
モ

ノ
を

希
望

し
て

い
ま

す
。

 

浴
槽

が
狭

く
な

る
為

、
取

り
付

け
時

と
取

り
外

し
時

に
介

助
の

必
要

と
な

る
バ

ス
ボ

ー
ド

の
よ

う
な

希
望

し
て

お
ら

ず
、

バ
ス

ブ
リ

ッ
ジ

を
掛

け
た

ま
ま

入
浴

し
た

り
、

バ
ス

タ
ブ

外
に

出
ら

れ
る

よ
う

な
自

立
支

援
用

品
を

探
し

て
い

ま
す

。
 

ブ
リ

ッ
ジ

に
掛

け
る

ボ
ー

ド
の

素
材

は
、

滑
り

止
め

加
工

が
施

さ
れ

、
薄

く
て

頑
丈

な
物

を
希

望
し

て
い

ま
す

。
 

（
ボ

ー
ド

は
取

り
外

し
が

出
来

た
ら

尚
有

難
い

で
す

。
）

 

現
在

市
販

さ
れ

て
い

る
バ

ス
ブ

リ
ッ

ジ
は

高
さ

の
み

の
特

注
は

受
け

て
い

る
と

の
こ

と
で

し
た

が
、

幅
や

天
板

の
素

材
（

滑
る

の
で

木
製

以
外

を
希

望
）

等
に

対
応

し
て

い
な

い
と

の
こ

と
で

し
た

。
（

我
が

家
は

埋
め

込
み

式
浴

槽
で

、
バ

ス
ブ

リ
ッ

ジ
の

足
に

当
た

る
部

分
は

、

高
さ

2
8

セ
ン

チ
と

な
り

ま
す

。
）

 

埼
玉

県
在

住
な

の
で

見
積

も
り

訪
問

で
き

る
方

を
探

し
て

お
り

ま
す

。
ど

う
ぞ

宜
し

く
お

願
い

致
し

ま
す

。
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【
ご

案
内

】
障

障
害

者
自

立
支

援
機

器
等

開
発

促
進

事
業

に
お

け
る

開
発

成
果

の
一

般
公

開
 

今
年

度
も

「
障

害
者

自
立

支
援

機
器

等
開

発
促

進
事

業
」

に
お

い
て

開
発

さ
れ

た
 

機
器

等
の

成
果

に
つ

い
て

一
般

公
開

を
開

催
致

し
ま

す
。

 

日
時

：
平

成
２

５
年

３
月

８
日

（
金

）
 

１
０

：
３

０
～

１
６

：
０

０
 

場
所

：
厚

生
労

働
省

 
低

層
棟

２
階

講
堂

 

 
 

 
（

東
京

都
千

代
田

区
霞

ヶ
関

1
-
2

-
2

 
中

央
合

同
庁

舎
第

5
号

館
）

 

 
h

tt
p

:/
/
w

w
w

.m
h

lw
.g

o
.jp

/
k
o
u

s
e
ir
o
u

d
o
u

s
h

o
u

/
s
h

o
z
a
ia

n
n

a
i/

 

外
部

の
方

の
見

学
に

つ
き

ま
し

て
は

、
と

く
に

申
し

込
み

は
必

要
あ

り
ま

せ
ん

が
、

 

団
体

（
1

0
名

以
上

）
で

お
越

し
に

な
る

場
合

、
２

階
に

あ
る

講
堂

へ
の

移
動

に
 

エ
レ

ベ
ー

タ
ー

の
利

用
を

希
望

さ
れ

る
場

合
は

、
準

備
の

都
合

が
あ

り
ま

す
の

で
、

 

お
手

数
で

す
が

、
３

月
７

日
(木

)１
７

時
ま

で
に

事
務

局
宛

に
ご

連
絡

く
だ

さ
い

。
 

○
送

付
先

：
厚

生
労

働
省

社
会

・
援

護
局

障
害

保
健

福
祉

部
企

画
課

自
立

支
援

振
興

室
内

 

 
 

 
 

 
［

支
援

機
器

事
務

局
］

宛
 

 
・

E
-
M

A
IL

ア
ド

レ
ス

：
s
yo

u
g
a
ik

ik
i@

m
h

lw
.g

o
.jp

 

 
・

F
A

X
番

号
：

０
３

－
３

５
０

３
－

１
２

３
７

 

 
・

住
所

：
〒

1
0

0
-
8

9
1

6
 

東
京

都
千

代
田

区
霞

が
関

１
－

２
－

２
 

○
表

題
：

「
３

月
８

日
一

般
公

開
見

学
希

望
」

 

4
1

3
 

肢
体

障
害

者
用

 
利

用
者

の
家

族
 

バ
ス

ボ
ー

ド
 

座
位

が
不

安
定

な
方

が
、

浴
槽

に
入

る
に

あ
た

り
、

電
動

も
し

く
は

ワ
ン

タ
ッ

チ
の

方
法

で
座

面
が

上
下

す
る

も
の

が
あ

れ
ば

良
い

の
で

す
が

。
在

宅
で

介
助

者
が

楽
に

介
助

出
来

ま
す

様
に

。
 

4
1

4
 

肢
体

障
害

者
用

 
利

用
者

 
そ

の
ま

ま
バ

ス
タ

オ

ル
 

入
浴

後
、

介
助

者
の

か
た

が
一

連
の

動
作

と
し

て
、

着
替

え
を

し
ま

す
が

、
汗

が
引

く
前

に
着

替
え

を
し

て
し

ま
う

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

 

寒
い

の
で

は
な

い
か

と
い

う
配

慮
か

ら
だ

と
思

い
ま

す
が

、
で

き
れ

ば
汗

が
ひ

い
て

か
ら

と
思

い
ま

す
。

そ
こ

で
手

足
の

形
、

ふ
ん

ど
し

様
に

形
を

取
り

、
し

ば
ら

く
そ

の
ま

ま
で

も
良

い
タ

オ
ル

が
あ

れ
ば

と
思

い
ま

す
。
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肢
体

障
害

者
用

 

そ
の

他
(片

麻
痺

患
者

用
) 

利
用

者
の

家
族

 
バ

ス
ブ

リ
ッ

ジ
（

高

さ
・

幅
等

の
オ

ー
ダ

ー
メ

イ
ド

対
応

品
）

浴
槽

か
ら

浴
槽

隣
の

棚
に

か
け

て
 

し
っ

か
り

と
固

定
で

き
る

バ
ス

ブ
リ

ッ
ジ

で
、

高
さ

・
幅

を
現

状
の

浴
槽

に
合

わ
せ

て
オ

ー
ダ

ー
メ

イ
ド

で
き

る
品

を
希

望
し

て
い

ま
す

。
ブ

リ
ッ

ジ
に

掛
け

る
ボ

ー
ド

の
素

材
は

、
市

販
品

の
木

製
で

は
な

く
、

バ
ス

ボ
ー

ド
に

使
用

さ
れ

て
い

る
よ

う
な

滑
り

止
め

加
工

の
物

で
、

厚
み

も
2

セ
ン

チ
程

の
薄

く
て

頑
丈

な
物

。
ボ

ー
ド

は
取

り
外

し
が

出
来

た
ら

尚
良

く
、

利

用
者

が
介

助
無

し
で

も
使

用
で

き
る

よ
う

に
安

定
感

が
あ

る
と

有
難

い
で

す
。

現
在

市
販

さ
れ

て
い

る
バ

ス
ブ

リ
ッ

ジ
は

高
さ

3
5

セ
ン

チ
～

対
応

と
の

こ
と

で
、

高
さ

3
5

セ
ン

チ
以

下
に

関
し

て
は

オ
ー

ダ
ー

メ
イ

ド
は

し
て

い
な

い
と

の
こ

と
。

高
さ

2
8

セ
ン

チ
の

我
が

家
の

浴
室

状
況

で
は

不
向

き
で

、
オ

ー
ダ

ー
メ

イ
ド

し
て

く
だ

さ
る

製
作

所
を

探
し

て
お

り
ま

す
。

埼
玉

県
在

住
な

の
で

見
積

も
り

訪
問

で
き

る
方

を
探

し
て

お
り

ま
す

。
ど

う
ぞ

宜
し

く
お

願
い

致
し

ま
す

。
 

4
1

1
 

肢
体

障
害

者
用

 
利

用
者

の
家

族
 

バ
ス

ブ
リ

ッ
ジ

（
高

さ
・

幅
等

の
オ

ー
ダ

ー
メ

イ
ド

対
応

品
）

 

内
容

 
浴

槽
か

ら
浴

槽
隣

の
棚

に
か

け
て

 
し

っ
か

り
と

固
定

で
き

る
バ

ス
ブ

リ
ッ

ジ
で

、
 

高
さ

・
幅

を
現

状
の

浴
槽

に
合

わ
せ

て
オ

ー
ダ

ー
メ

イ
ド

し
て

下
さ

る
メ

ー
カ

ー
を

探
し

て
い

ま
す

。
 

自
立

支
援

の
為

の
モ

ノ
を

希
望

し
て

い
ま

す
。

 

浴
槽

が
狭

く
な

る
為

、
取

り
付

け
時

と
取

り
外

し
時

に
介

助
の

必
要

と
な

る
バ

ス
ボ

ー
ド

の
よ

う
な

希
望

し
て

お
ら

ず
、

バ
ス

ブ
リ

ッ
ジ

を
掛

け
た

ま
ま

入
浴

し
た

り
、

バ
ス

タ
ブ

外
に

出
ら

れ
る

よ
う

な
自

立
支

援
用

品
を

探
し

て
い

ま
す

。
 

ブ
リ

ッ
ジ

に
掛

け
る

ボ
ー

ド
の

素
材

は
、

滑
り

止
め

加
工

が
施

さ
れ

、
薄

く
て

頑
丈

な
物

を
希

望
し

て
い

ま
す

。
 

（
ボ

ー
ド

は
取

り
外

し
が

出
来

た
ら

尚
有

難
い

で
す

。
）

 

現
在

市
販

さ
れ

て
い

る
バ

ス
ブ

リ
ッ

ジ
は

高
さ

の
み

の
特

注
は

受
け

て
い

る
と

の
こ

と
で

し
た

が
、

幅
や

天
板

の
素

材
（

滑
る

の
で

木
製

以
外

を
希

望
）

等
に

対
応

し
て

い
な

い
と

の
こ

と
で

し
た

。
（

我
が

家
は

埋
め

込
み

式
浴

槽
で

、
バ

ス
ブ

リ
ッ

ジ
の

足
に

当
た

る
部

分
は

、

高
さ

2
8

セ
ン

チ
と

な
り

ま
す

。
）

 

埼
玉

県
在

住
な

の
で

見
積

も
り

訪
問

で
き

る
方

を
探

し
て

お
り

ま
す

。
ど

う
ぞ

宜
し

く
お

願
い

致
し

ま
す

。
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【
ご

案
内

】
障

障
害

者
自

立
支

援
機

器
等

開
発

促
進

事
業

に
お

け
る

開
発

成
果

の
一

般
公

開
 

今
年

度
も

「
障

害
者

自
立

支
援

機
器

等
開

発
促

進
事

業
」

に
お

い
て

開
発

さ
れ

た
 

機
器

等
の

成
果

に
つ

い
て

一
般

公
開

を
開

催
致

し
ま

す
。

 

日
時

：
平

成
２

５
年

３
月

８
日

（
金

）
 

１
０

：
３

０
～

１
６

：
０

０
 

場
所

：
厚

生
労

働
省

 
低

層
棟

２
階

講
堂

 

 
 

 
（

東
京

都
千

代
田

区
霞

ヶ
関

1
-
2

-
2

 
中

央
合

同
庁

舎
第

5
号

館
）

 

 
h

tt
p

:/
/
w

w
w

.m
h

lw
.g

o
.jp

/
k
o
u

s
e
ir
o
u

d
o
u

s
h

o
u

/
s
h

o
z
a
ia

n
n

a
i/

 

外
部

の
方

の
見

学
に

つ
き

ま
し

て
は

、
と

く
に

申
し

込
み

は
必

要
あ

り
ま

せ
ん

が
、

 

団
体

（
1

0
名

以
上

）
で

お
越

し
に

な
る

場
合

、
２

階
に

あ
る

講
堂

へ
の

移
動

に
 

エ
レ

ベ
ー

タ
ー

の
利

用
を

希
望

さ
れ

る
場

合
は

、
準

備
の

都
合

が
あ

り
ま

す
の

で
、

 

お
手

数
で

す
が

、
３

月
７

日
(木

)１
７

時
ま

で
に

事
務

局
宛

に
ご

連
絡

く
だ

さ
い

。
 

○
送

付
先

：
厚

生
労

働
省

社
会

・
援

護
局

障
害

保
健

福
祉

部
企

画
課

自
立

支
援

振
興

室
内

 

 
 

 
 

 
［

支
援

機
器

事
務

局
］

宛
 

 
・

E
-
M

A
IL

ア
ド

レ
ス

：
s
yo

u
g
a
ik

ik
i@

m
h

lw
.g

o
.jp

 

 
・

F
A

X
番

号
：

０
３

－
３

５
０

３
－

１
２

３
７

 

 
・

住
所

：
〒

1
0

0
-
8

9
1

6
 

東
京

都
千

代
田

区
霞

が
関

１
－

２
－

２
 

○
表

題
：

「
３

月
８

日
一

般
公

開
見

学
希

望
」

 

4
1

3
 

肢
体

障
害

者
用

 
利

用
者

の
家

族
 

バ
ス

ボ
ー

ド
 

座
位

が
不

安
定

な
方

が
、

浴
槽

に
入

る
に

あ
た

り
、

電
動

も
し

く
は

ワ
ン

タ
ッ

チ
の

方
法

で
座

面
が

上
下

す
る

も
の

が
あ

れ
ば

良
い

の
で

す
が

。
在

宅
で

介
助

者
が

楽
に

介
助

出
来

ま
す

様
に

。
 

4
1

4
 

肢
体

障
害

者
用

 
利

用
者

 
そ

の
ま

ま
バ

ス
タ

オ

ル
 

入
浴

後
、

介
助

者
の

か
た

が
一

連
の

動
作

と
し

て
、

着
替

え
を

し
ま

す
が

、
汗

が
引

く
前

に
着

替
え

を
し

て
し

ま
う

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

 

寒
い

の
で

は
な

い
か

と
い

う
配

慮
か

ら
だ

と
思

い
ま

す
が

、
で

き
れ

ば
汗

が
ひ

い
て

か
ら

と
思

い
ま

す
。

そ
こ

で
手

足
の

形
、

ふ
ん

ど
し

様
に

形
を

取
り

、
し

ば
ら

く
そ

の
ま

ま
で

も
良

い
タ

オ
ル

が
あ

れ
ば

と
思

い
ま

す
。
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5
 

高
齢

者
用

 
利

用
者

の
家

族
 

自
立

支
援

用
品

を
特

注
で

作
っ

て
頂

け
る

方
を

探
し

て
お

り
ま

す
。

 

ト
ス

テ
ム

が
開

発
し

た
『

腰
掛

が
出

来
る

サ
ー

モ
フ

タ
』

の
よ

う
な

素
晴

ら
し

い
商

品
を

我
が

家
の

バ
ス

タ
ブ

に
合

わ
せ

て
オ

ー
ダ

ー
メ

イ
ド

し
て

下
さ

る
方

を
探

し
て

お
り

ま
す

。
 

メ
ー

カ
ー

に
問

い
合

わ
せ

た
と

こ
ろ

、
ト

ス
テ

ム
の

バ
ス

タ
ブ

に
の

み
設

置
で

き
る

と
の

こ
と

で
し

た
。

 

Ｔ
Ｏ

Ｔ
Ｏ

の
ポ

リ
バ

ス
に

取
り

付
け

ら
れ

る
よ

う
な

知
恵

を
技

術
の

あ
る

方
が

い
ら

っ
し

ゃ
い

ま
し

た
ら

、
ご

一
報

頂
き

た
く

お
願

い
申

し
上

げ
ま

す
。

 

＊
市

販
品

の
改

造
や

 
安

全
性

・
耐

久
性

の
な

い
品

は
 

希
望

し
て

お
り

ま
せ

ん
が

、
何

か
お

知
恵

が
ご

ざ
い

ま
し

た
ら

 
お

借
り

で
き

た
ら

幸
い

で
す

。
ど

う
ぞ

宜
し

く
お

願
い

致
し

ま
す

。
 

4
1

6
 

肢
体

障
害

者
用

 
利

用
者

の
家

族
 

隙
間

の
出

来
な

い
自

立
支

援
バ

ス
ボ

ー
ド

傾
斜

の
あ

る
バ

ス
タ

ブ
で

困
っ

て
い

る
方

や
腰

掛
け

る
場

所
の

必
要

の
あ

る
方

の
為

に
、

介
護

用
品

の
隙

間
の

出
来

て
し

ま
う

バ
ス

ボ
ー

ド
で

は
な

く
、

よ
り

薄
く

頑
丈

で
取

り
外

し
も

出
来

る
風

呂
フ

タ
タ

イ
プ

の
バ

ス
ボ

ー
ド

を
 

後
付

け
タ

イ
プ

と
し

て
作

っ
て

頂
き

た
い

で
す

。
ど

ん
な

タ
イ

プ
の

バ
ス

タ
ブ

に
も

後
付

け
で

き
、

掃
除

も
し

や
す

い
よ

う
に

取
り

外
し

が
可

能
で

、
お

し
ゃ

れ
な

ユ
ニ

バ
ー

サ
ル

デ
ザ

イ
ン

の
も

の
が

あ
れ

ば
、

普
段

介
護

さ
れ

て
い

る
こ

と
に

気
疲

れ
し

て
し

ま
っ

て
い

る
方

で
も

 
一

人
で

入
浴

で
き

る
か

も
し

れ
な

い
と

い
う

希
望

が
湧

く
か

も
し

れ
ま

せ
ん

。
ど

う
ぞ

宜
し

く
お

願
い

致
し

ま
す
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「
重

度
肢

体
不

自
由

者
用

ロ
ボ

ッ
ト

ア
ー

ム
の

コ
ス

ト
ベ

ネ
フ

ィ
ッ

ト
評

価
第

3
回

公
開

研
究

会
」

 

研
究

会
開

催
の

ご
案

内
で

す
。

 

「
重

度
肢

体
不

自
由

者
用

ロ
ボ

ッ
ト

ア
ー

ム
の

コ
ス

ト
ベ

ネ
フ

ィ
ッ

ト
評

価
第

3
回

公
開

研
究

会
」

 

主
催

：
 
国

立
障

害
者

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
セ

ン
タ

ー
研

究
所

 

後
援

：
 
公

益
財

団
法

人
日

本
障

害
者

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
協

会
 

公
益

財
団

法
人

テ
ク

ノ
エ

イ
ド

協
会

 

日
本

福
祉

用
具

・
生

活
支

援
用

具
協

会
(J

A
S

P
A

) 

一
般

社
団

法
人

日
本

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
工

学
協

会
 

日
本

生
活

支
援

工
学

会
 

趣
旨

：
先

端
福

祉
機

器
の

普
及

と
重

度
肢

体
不

自
由

者
の

地
域

生
活

で
の

活
用

を
図

る
上

で
、

機
器

の
導

入
に

よ
る

効
用

・
効

果
と

社
会

的
コ

ス
ト

を
評

価
す

る
こ

と
は

重
要

な
課

題
と

な
っ

て
い

ま
す

。
厚

生
労

働
科

学
研

究
費

補
助

金
障

害
者

対
策

総
合

研
究

事
業

「
重

度
肢

体
不

自
由

者
用

ロ
ボ

ッ
ト

ア
ー

ム
の

コ
ス

ト
ベ

ネ
フ

ィ
ッ

ト
評

価
」

で
は

、
ロ

ボ
ッ

ト
ア

ー
ム

を
取

り
上

げ
、

実
際

に
重

度
肢

体
不

自
由

者
の

生
活

場
面

に
2

カ
月

程
度

導
入

し
、

そ
の

効
用

と
効

果
を

評
価

し
て

き
ま

し
た

。
こ

の
研

究
会

で
は

、
研

究
チ

ー
ム

に
よ

る
研

究

成
果

の
報

告
及

び
重

度
肢

体
不

自
由

者
の

方
々

の
地

域
生

活
と

ロ
ボ

ッ
ト

ア
ー

ム
利

用
経

験
に

つ
い

て
の

講
演

を
行

っ
た

の
ち

、
関

係
者

で
ロ

ボ
ッ

ト
ア

ー
ム

の
開

発
の

方
向

や
福

祉
機

器
給

付
制

度
の

あ
り

方
、

な
ら

び
に

重
度

肢
体

不
自

由
者

の
地

域
生

活
や

自
立

生
活

に
ロ

ボ
ッ

ト
ア

ー
ム

が
果

た
す

役
割

に
つ

い
て

議
論

し
ま

す
。

以
上

、
数

多
く

の
皆

様
に

ご
参

加
賜

り
た

く
、

下
記

に
ご

案
内

申
し

上
げ

ま
す

。
 

4
1

8
 

 
 

 
 

も
の

づ
く

り
の

パ
ワ

ー
を

“
福

祉
”

に
活

か
せ

 

か
わ

さ
き

Ｊ
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

福
祉

と
も

の
づ

く
り

の
橋

渡
し

（
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
シ

ョ
ン

）
が

Ｎ
Ｈ

Ｋ
の

取
材

を
受

け
ま

し
た

。
３

月
１

３
日

（
水

）
午

後
６

：
１

０
か

ら
の

「
首

都
圏

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

」
と

い
う

番
組

で
紹

介
さ

れ
る

予
定

で
す

。
６

：
３

０
こ

ろ
か

ら
６

：
５

０
こ

ろ
の

う
ち

の
３

分
間

程
度

で
す

が
、

施
設

で
の

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

風
景

や
試

作
協

力
企

業
の

工
場

風
景

が
紹

介
さ

れ
ま

す
。

ぜ
ひ

ご
覧

く
だ

さ
い

。
 

4
1

9
 

肢
体

障
害

者
用

 
開

発
メ

ー
カ

 
見

て
す

ぐ
に

障
が

い

者
と

分
か

る
杖

 

視
覚

障
害

者
用

に
は

、
白

色
の

杖
を

使
用

し
て

い
る

の
で

、
一

般
の

人
が

杖
を

見
れ

ば
す

ぐ
に

視
覚

障
害

者
だ

と
分

か
り

ま
す

。
 

肢
体

障
が

い
者

用
は

、
黄

色
の

杖
に

統
一

す
る

と
同

じ
よ

う
に

す
ぐ

に
分

か
る

と
思

う
の

で
、

外
出

時
の

気
分

的
な

負
担

が
軽

減
出

来
る

と
思

う
の

で
、

ル
ー

ル
化

を
し

て
も

ら
い

た
い

で
す

。
皆

さ
ん

の
ご

意
見

を
お

待
ち

し
て

お
り

ま
す

。
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高
齢

者
用

 
利

用
者

の
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族
 

自
立

支
援

用
品

を
特

注
で

作
っ

て
頂

け
る

方
を

探
し

て
お

り
ま

す
。

 

ト
ス

テ
ム

が
開

発
し

た
『

腰
掛

が
出

来
る

サ
ー

モ
フ

タ
』

の
よ

う
な

素
晴

ら
し

い
商

品
を

我
が

家
の

バ
ス

タ
ブ

に
合

わ
せ

て
オ

ー
ダ

ー
メ

イ
ド

し
て

下
さ

る
方

を
探

し
て

お
り

ま
す

。
 

メ
ー

カ
ー

に
問

い
合

わ
せ

た
と

こ
ろ

、
ト

ス
テ

ム
の

バ
ス

タ
ブ

に
の

み
設

置
で

き
る

と
の

こ
と

で
し

た
。
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Ｏ

Ｔ
Ｏ

の
ポ

リ
バ

ス
に

取
り

付
け

ら
れ

る
よ

う
な

知
恵

を
技

術
の

あ
る

方
が

い
ら

っ
し

ゃ
い

ま
し

た
ら

、
ご

一
報

頂
き

た
く

お
願

い
申

し
上

げ
ま

す
。

 

＊
市

販
品

の
改

造
や

 
安

全
性

・
耐

久
性

の
な

い
品

は
 

希
望

し
て

お
り

ま
せ

ん
が

、
何

か
お

知
恵

が
ご

ざ
い

ま
し

た
ら

 
お

借
り

で
き

た
ら

幸
い

で
す

。
ど

う
ぞ

宜
し

く
お

願
い

致
し

ま
す

。
 

4
1
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肢
体

障
害

者
用

 
利

用
者

の
家

族
 

隙
間

の
出

来
な

い
自

立
支

援
バ

ス
ボ

ー
ド

傾
斜

の
あ

る
バ

ス
タ

ブ
で

困
っ

て
い

る
方

や
腰

掛
け

る
場

所
の

必
要

の
あ

る
方

の
為

に
、

介
護

用
品

の
隙

間
の

出
来

て
し

ま
う

バ
ス

ボ
ー

ド
で

は
な

く
、

よ
り

薄
く

頑
丈

で
取

り
外

し
も

出
来

る
風

呂
フ

タ
タ

イ
プ

の
バ

ス
ボ

ー
ド

を
 

後
付

け
タ

イ
プ

と
し

て
作

っ
て

頂
き

た
い

で
す

。
ど

ん
な

タ
イ

プ
の

バ
ス

タ
ブ

に
も

後
付

け
で

き
、

掃
除

も
し

や
す

い
よ

う
に

取
り

外
し

が
可

能
で

、
お

し
ゃ

れ
な

ユ
ニ

バ
ー

サ
ル

デ
ザ

イ
ン

の
も

の
が

あ
れ

ば
、

普
段

介
護

さ
れ

て
い

る
こ

と
に

気
疲

れ
し

て
し

ま
っ

て
い

る
方

で
も

 
一

人
で

入
浴

で
き

る
か

も
し

れ
な

い
と

い
う

希
望

が
湧

く
か

も
し

れ
ま

せ
ん

。
ど

う
ぞ

宜
し

く
お

願
い

致
し

ま
す
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4
1

7
 

 
 

 
 

「
重

度
肢

体
不

自
由

者
用

ロ
ボ

ッ
ト

ア
ー

ム
の

コ
ス

ト
ベ

ネ
フ

ィ
ッ

ト
評

価
第

3
回

公
開

研
究

会
」

 

研
究

会
開

催
の

ご
案

内
で

す
。

 

「
重

度
肢

体
不

自
由

者
用

ロ
ボ

ッ
ト

ア
ー

ム
の

コ
ス

ト
ベ

ネ
フ

ィ
ッ

ト
評

価
第

3
回

公
開

研
究

会
」

 

主
催

：
 
国

立
障

害
者

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
セ

ン
タ

ー
研

究
所

 

後
援

：
 
公

益
財

団
法

人
日

本
障

害
者

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
協

会
 

公
益

財
団

法
人

テ
ク

ノ
エ

イ
ド

協
会

 

日
本

福
祉

用
具

・
生

活
支

援
用

具
協

会
(J

A
S

P
A

) 

一
般

社
団

法
人

日
本

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
工

学
協

会
 

日
本

生
活

支
援

工
学

会
 

趣
旨

：
先

端
福

祉
機

器
の

普
及

と
重

度
肢

体
不

自
由

者
の

地
域

生
活

で
の

活
用

を
図

る
上

で
、

機
器

の
導

入
に

よ
る

効
用

・
効

果
と

社
会

的
コ

ス
ト

を
評

価
す

る
こ

と
は

重
要

な
課

題
と

な
っ

て
い

ま
す

。
厚

生
労

働
科

学
研

究
費

補
助

金
障

害
者

対
策

総
合

研
究

事
業

「
重

度
肢

体
不

自
由

者
用

ロ
ボ

ッ
ト

ア
ー

ム
の

コ
ス

ト
ベ

ネ
フ

ィ
ッ

ト
評

価
」

で
は

、
ロ

ボ
ッ

ト
ア

ー
ム

を
取

り
上

げ
、

実
際

に
重

度
肢

体
不

自
由

者
の

生
活

場
面

に
2

カ
月

程
度

導
入

し
、

そ
の

効
用

と
効

果
を

評
価

し
て

き
ま

し
た

。
こ

の
研

究
会

で
は

、
研

究
チ

ー
ム

に
よ

る
研

究

成
果

の
報

告
及

び
重

度
肢

体
不

自
由

者
の

方
々

の
地

域
生

活
と

ロ
ボ

ッ
ト

ア
ー

ム
利

用
経

験
に

つ
い

て
の

講
演

を
行

っ
た

の
ち

、
関

係
者

で
ロ

ボ
ッ

ト
ア

ー
ム

の
開

発
の

方
向

や
福

祉
機

器
給

付
制

度
の

あ
り

方
、

な
ら

び
に

重
度

肢
体

不
自

由
者

の
地

域
生

活
や

自
立

生
活

に
ロ

ボ
ッ

ト
ア

ー
ム

が
果

た
す

役
割

に
つ

い
て

議
論

し
ま

す
。

以
上

、
数

多
く

の
皆

様
に

ご
参

加
賜

り
た

く
、

下
記

に
ご

案
内

申
し

上
げ

ま
す

。
 

4
1

8
 

 
 

 
 

も
の

づ
く

り
の

パ
ワ

ー
を

“
福

祉
”

に
活

か
せ

 

か
わ

さ
き

Ｊ
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

福
祉

と
も

の
づ

く
り

の
橋

渡
し

（
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
シ

ョ
ン

）
が

Ｎ
Ｈ

Ｋ
の

取
材

を
受

け
ま

し
た

。
３

月
１

３
日

（
水

）
午

後
６

：
１

０
か

ら
の

「
首

都
圏

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

」
と

い
う

番
組

で
紹

介
さ

れ
る

予
定

で
す

。
６

：
３

０
こ

ろ
か

ら
６

：
５

０
こ

ろ
の

う
ち

の
３

分
間

程
度

で
す

が
、

施
設

で
の

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

風
景

や
試

作
協

力
企

業
の

工
場

風
景

が
紹

介
さ

れ
ま

す
。

ぜ
ひ

ご
覧

く
だ

さ
い

。
 

4
1

9
 

肢
体

障
害

者
用

 
開

発
メ

ー
カ

 
見

て
す

ぐ
に

障
が

い

者
と

分
か

る
杖

 

視
覚

障
害

者
用

に
は

、
白

色
の

杖
を

使
用

し
て

い
る

の
で

、
一

般
の

人
が

杖
を

見
れ

ば
す

ぐ
に

視
覚

障
害

者
だ

と
分

か
り

ま
す

。
 

肢
体

障
が

い
者

用
は

、
黄

色
の

杖
に

統
一

す
る

と
同

じ
よ

う
に

す
ぐ

に
分

か
る

と
思

う
の

で
、

外
出

時
の

気
分

的
な

負
担

が
軽

減
出

来
る

と
思

う
の

で
、

ル
ー

ル
化

を
し

て
も

ら
い

た
い

で
す

。
皆

さ
ん

の
ご

意
見

を
お

待
ち

し
て

お
り

ま
す

。
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平
成

2
5

年
度

チ
ャ

レ
ン

ジ
ド

向
け

通

信
・

放
送

役
務

提

供
・

開
発

推
進

助
成

金
(情

報
バ

リ
ア

フ

リ
ー

事
業

助
成

金
)

の
助

成
対

象
事

業
者

の
公

募
（

情
報

通
信

研
究

機
構

）
 

平
成

2
5

年
度

チ
ャ

レ
ン

ジ
ド

向
け

通
信

・
放

送
役

務
提

供
・

開
発

推
進

助
成

金
(情

報
バ

リ
ア

フ
リ

ー
事

業
助

成
金

)の
助

成
対

象
事

業

者
の

公
募

（
お

知
ら

せ
）

 

独
立

行
政

法
人

情
報

通
信

研
究

機
構

に
よ

る
「

情
報

バ
リ

ア
フ

リ
ー

事
業

助
成

金
」

の
公

募
に

つ
い

て
お

知
ら

せ
い

た
し

ま
す

。
 

詳
し

く
は

下
記

を
ご

覧
下

さ
い

。
 

（
公

募
の

Ｈ
Ｐ

）
 

h
tt

p
:/

/
w

w
w

.n
ic

t.
g
o
.jp

/
p

re
s
s
/
2

0
1

3
/
0

3
/
1

2
-
1

.h
tm

l 

○
公

募
期

間
 

平
成

2
5

年
3

月
1

2
日

（
火

）
～

 
平

成
2

5
年

4
月

1
5

日
（

月
）

 

（
最

終
日

は
1

7
:0

0
ま

で
に

必
着

）
 

○
応

募
方

法
 

応
募

案
内

に
定

め
る

所
定

の
書

式
に

従
っ

て
申

請
書

類
を

作
成

し
て

頂
き

、
窓

口
又

は
郵

送
に

て
受

け
付

け
ま

す
。

 

ま
た

、
応

募
案

内
、

申
請

書
類

及
び

交
付

要
綱

に
つ

い
て

は
、

「
利

用
手

続
き

」
か

ら
ダ

ウ
ン

ロ
ー

ド
す

る
こ

と
が

で
き

ま
す

。
 

4
2

1
 

 
 

 
 

【
公

募
】

 
平

成
2

5

年
度

障
害

者
自

立
支

援
機

器
等

開
発

促
進

事
業

 

 
障

害
者

の
自

立
や

社
会

参
加

を
支

援
す

る
た

め
に

は
、

支
援

機
器

や
技

術
開

発
の

促
進

を
図

る
こ

と
が

必
要

不
可

欠
で

す
が

、
障

害
者

の
自

立
を

支
援

す
る

機
器

の
開

発
（

実
用

的
製

品
化

（
ソ

フ
ト

ウ
ェ

ア
を

開
発

す
る

場
合

を
含

む
。

以
下

同
じ

。
）

）
が

進
ん

で
い

な
い

状
況

に
あ

り
ま

す
。

 
こ

う
し

た
こ

と
か

ら
、

マ
ー

ケ
ッ

ト
が

小
さ

く
事

業
化

が
困

難
で

あ
る

、
あ

る
い

は
技

術
開

発
は

終
了

し
て

い
る

が
経

費
的

な
問

題
か

ら
モ

ニ
タ

ー
評

価
（

被
験

者
に

よ
る

評
価

試
験

）
が

行
え

な
い

と
い

っ
た

理
由

か
ら

、
実

用
的

製
品

化
が

進
ま

な
い

機
器

に
つ

い
て

、
障

害
当

事
者

に
よ

る
モ

ニ
タ

ー
評

価
等

を
義

務
付

け
た

実
証

実
験

等
を

行
う

こ
と

で
、

障
害

当
事

者
に

と
っ

て
使

い
や

す
く

適
切

な
価

格
で

販
売

さ
れ

る
機

器
を

、
企

業
が

障
害

当
事

者
と

連
携

し
て

開
発

す
る

取
組

に
対

し
て

助
成

を
行

う
「

障
害

者
自

立
支

援
機

器
等

開
発

促
進

事
業

」
を

実
施

い
た

し
ま

す
。

■
応

募
締

切
 

平
成

２
５

年
４

月
１

９
日

（
金

）
（

必
着

）
詳

細
は

、
厚

生
労

働
省

の
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
を

ご
覧

下
さ

い
。

「
平

成
2

5
年

度
障

害
者

自
立

支
援

機
器

等
開

発
促

進
事

業
の

公
募

に
つ

い
て

」
 

h
tt

p
:/

/
w

w
w

.m
h

lw
.g

o
.jp

/
b

u
n

ya
/
s
h

o
u

g
a
ih

o
k
e
n

/
c
yo

u
s
a
jig

yo
u

/
0

2
.h

tm
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「
重

度
障

害
者

用
意

思
伝

達
装

置
」

導
入

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

改
定

の
ご

案
内

 

一
般

社
団

法
人

 
日

本
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

工
学

協
会

に
お

い
て

編
集

し
て

い
る

"「
重

度
障

害
者

用
意

思
伝

達
装

置
」

導
入

ガ
イ

ド

ラ
イ

ン
" 

を
「

重
度

障
害

者
用

意
思

伝
達

装
置

」
導

入
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
を

2
4

－
2

5
年

度
版

に
入

れ
替

え
ま

し
た

。
（

Ｈ
Ｔ

Ｍ
Ｌ

版
、

Ｐ
Ｄ

Ｆ
版

と
も

差
し

替
え

に
な

り
ま

す
。

）
平

成
２

５
年

度
か

ら
、

難
病

患
者

も
障

害
者

サ
ー

ビ
ス

の
対

象
に

な
る

こ
と

を
う

け
て

、
補

装
具

に
お

い
て

も
、

そ
の

対
応

が
検

討
さ

れ
、

３
月

１
５

日
に

「
補

装
具

費
支

給
事

務
取

扱
指

針
に

つ
い

て
」

等
の

一
部

改
正

に
つ

い
て

が
発

出
さ

れ
て

い
ま

す
。

意
思

伝
の

利
用

者
の

多
く

は
Ａ

Ｌ
Ｓ

で
あ

る
こ

と
を

ふ
ま

え
、

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

も
こ

の
対

応
を

ふ
ま

え
て

修
正

い
た

し
て

お
り

ま
す

。
こ

の
こ

と
を

ふ
ま

え
、

今
回

の
主

な
改

正
は

 

・
難

病
患

者
等

の
対

応
に

つ
い

て
 

・
特

例
補

装
具

と
し

て
の

視
線

入
力

装
置

の
留

意
事

項
と

な
り

ま
す

。
 

h
tt

p
:/

/
w

w
w

.r
e
s
ja

.o
r.
jp

/
c
o
m

-
g
l/

in
d

e
x
.h

tm
l 

な
お

、
機

器
一

覧
（

機
能

分
類

）
も

現
状

に
合

わ
せ

て
入

れ
替

え
て

お
り

ま
す

。
ど

う
ぞ

ご
利

用
下

さ
い

。
 
 

4
2

3
 

肢
体

障
害

者
用

 
利

用
者

 
尿

と
大

便
が

分
離

で

き
る

排
便

介
護

用
品

紙
お

む
つ

の
利

用
者

が
仰

臥
位

で
排

便
す

る
際

に
、

尿
と

大
便

を
分

離
す

る
こ

と
に

よ
り

、
排

便
後

の
処

理
が

、
容

易
に

な
る

用
具

を
開

発
し

、
特

許
申

請
中

の
方

が
い

ら
っ

し
ゃ

い
ま

す
。

製
品

化
を

ご
検

討
い

た
だ

け
る

企
業

及
び

試
用

を
ご

希
望

さ
れ

る
介

護
施

設
等

の
方

は
、

テ
ク

ノ
エ

イ
ド

協
会

企
画

部
ま

で
ご

連
絡

く
だ

さ
い

。
 

4
2

4
 

 
 

 
 

【
公

募
】

平
成

2
5

年
度

「
福

祉
用

具
実

用
化

開
発

推
進

事

業
」

に
係

る
公

募
に

つ
い

て
 

N
E

D
O

で
は

、
平

成
2

5
年

度
「

福
祉

用
具

実
用

化
開

発
推

進
事

業
」

に
係

る
公

募
を

開
始

い
た

し
ま

し
た

。
 

詳
細

に
つ

き
ま

し
て

は
、

下
記

の
サ

イ
ト

（
※

）
を

ご
参

照
く

だ
さ

い
。

 

※
平

成
2

5
年

度
「

福
祉

用
具

実
用

化
開

発
推

進
事

業
」

に
係

る
公

募
に

つ
い

て
 

 
h
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/
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w
w
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e
d

o
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o
.jp

/
k
o
u

b
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/
E

K
2

_
1

0
0

0
1

4
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宜
し

く
お

願
い

い
た

し
ま

す
。

 

4
2

5
 

 
 

 
 

「
バ

リ
ア

フ
リ

ー

2
0

1
3

」
の

ご
案

内

N
E

D
O

は
今

年
度

も
「

バ
リ

ア
フ

リ
ー

2
0

1
3

」
に

出
展

し
、

「
福

祉
用

具
実

用
化

開
発

推
進

事
業

」
に

て
開

発
さ

れ
た

福
祉

用
具

を

展
示

い
た

し
ま

す
。

実
際

に
福

祉
用

具
を

使
用

し
、

体
験

い
た

だ
く

こ
と

が
で

き
ま

す
。

 

皆
様

の
ご

来
場

を
心

よ
り

お
待

ち
し

て
お

り
ま

す
。

 

詳
し

く
は

、
以

下
の

サ
イ

ト
を

ご
覧

く
だ

さ
い

。
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4
2

0
 

 
 

 
 

平
成

2
5

年
度

チ
ャ

レ
ン

ジ
ド

向
け

通

信
・

放
送

役
務

提

供
・

開
発

推
進

助
成

金
(情

報
バ

リ
ア

フ

リ
ー

事
業

助
成

金
)

の
助

成
対

象
事

業
者

の
公

募
（

情
報

通
信

研
究

機
構

）
 

平
成

2
5

年
度

チ
ャ

レ
ン

ジ
ド

向
け

通
信

・
放

送
役

務
提

供
・

開
発

推
進

助
成

金
(情

報
バ

リ
ア

フ
リ

ー
事

業
助

成
金

)の
助

成
対

象
事

業

者
の

公
募

（
お

知
ら

せ
）

 

独
立

行
政

法
人

情
報

通
信

研
究

機
構

に
よ

る
「

情
報

バ
リ

ア
フ

リ
ー

事
業

助
成

金
」

の
公

募
に

つ
い

て
お

知
ら

せ
い

た
し

ま
す

。
 

詳
し

く
は

下
記

を
ご

覧
下

さ
い

。
 

（
公

募
の

Ｈ
Ｐ

）
 

h
tt

p
:/

/
w

w
w

.n
ic

t.
g
o
.jp

/
p

re
s
s
/
2

0
1

3
/
0

3
/
1

2
-
1

.h
tm

l 

○
公

募
期

間
 

平
成

2
5

年
3

月
1

2
日

（
火

）
～

 
平

成
2

5
年

4
月

1
5

日
（

月
）

 

（
最

終
日

は
1

7
:0

0
ま

で
に

必
着

）
 

○
応

募
方

法
 

応
募

案
内

に
定

め
る

所
定

の
書

式
に

従
っ

て
申

請
書

類
を

作
成

し
て

頂
き

、
窓

口
又

は
郵

送
に

て
受

け
付

け
ま

す
。

 

ま
た

、
応

募
案

内
、

申
請

書
類

及
び

交
付

要
綱

に
つ

い
て

は
、

「
利

用
手

続
き

」
か

ら
ダ

ウ
ン

ロ
ー

ド
す

る
こ

と
が

で
き

ま
す

。
 

4
2

1
 

 
 

 
 

【
公

募
】

 
平

成
2

5

年
度

障
害

者
自

立
支

援
機

器
等

開
発

促
進

事
業

 

 
障

害
者

の
自

立
や

社
会

参
加

を
支

援
す

る
た

め
に

は
、

支
援

機
器

や
技

術
開

発
の

促
進

を
図

る
こ

と
が

必
要

不
可

欠
で

す
が

、
障

害
者

の
自

立
を

支
援

す
る

機
器

の
開

発
（

実
用

的
製

品
化

（
ソ

フ
ト

ウ
ェ

ア
を

開
発

す
る

場
合

を
含

む
。

以
下

同
じ

。
）

）
が

進
ん

で
い

な
い

状
況

に
あ

り
ま

す
。

 
こ

う
し

た
こ

と
か

ら
、

マ
ー

ケ
ッ

ト
が

小
さ

く
事

業
化

が
困

難
で

あ
る

、
あ

る
い

は
技

術
開

発
は

終
了

し
て

い
る

が
経

費
的

な
問

題
か

ら
モ

ニ
タ

ー
評

価
（

被
験

者
に

よ
る

評
価

試
験

）
が

行
え

な
い

と
い

っ
た

理
由

か
ら

、
実

用
的

製
品

化
が

進
ま

な
い

機
器

に
つ

い
て

、
障

害
当

事
者

に
よ

る
モ

ニ
タ

ー
評

価
等

を
義

務
付

け
た

実
証

実
験

等
を

行
う

こ
と

で
、

障
害

当
事

者
に

と
っ

て
使

い
や

す
く

適
切

な
価

格
で

販
売

さ
れ

る
機

器
を

、
企

業
が

障
害

当
事

者
と

連
携

し
て

開
発

す
る

取
組

に
対

し
て

助
成

を
行

う
「

障
害

者
自

立
支

援
機

器
等

開
発

促
進

事
業

」
を

実
施

い
た

し
ま

す
。

■
応

募
締

切
 

平
成

２
５

年
４

月
１

９
日

（
金

）
（

必
着

）
詳

細
は

、
厚

生
労

働
省

の
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
を

ご
覧

下
さ

い
。

「
平

成
2

5
年

度
障

害
者

自
立

支
援

機
器

等
開

発
促

進
事

業
の

公
募

に
つ

い
て

」
 

h
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p
:/

/
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w
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4
2

2
 

 
 

 
 

「
重

度
障

害
者

用
意

思
伝

達
装

置
」

導
入

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

改
定

の
ご

案
内

 

一
般

社
団

法
人

 
日

本
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

工
学

協
会

に
お

い
て

編
集

し
て

い
る

"「
重

度
障

害
者

用
意

思
伝

達
装

置
」

導
入

ガ
イ

ド

ラ
イ

ン
" 

を
「

重
度

障
害

者
用

意
思

伝
達

装
置

」
導

入
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
を

2
4

－
2

5
年

度
版

に
入

れ
替

え
ま

し
た

。
（

Ｈ
Ｔ

Ｍ
Ｌ

版
、

Ｐ
Ｄ

Ｆ
版

と
も

差
し

替
え

に
な

り
ま

す
。

）
平

成
２

５
年

度
か

ら
、

難
病

患
者

も
障

害
者

サ
ー

ビ
ス

の
対

象
に

な
る

こ
と

を
う

け
て

、
補

装
具

に
お

い
て

も
、

そ
の

対
応

が
検

討
さ

れ
、

３
月

１
５

日
に

「
補

装
具

費
支

給
事

務
取

扱
指

針
に

つ
い

て
」

等
の

一
部

改
正

に
つ

い
て

が
発

出
さ

れ
て

い
ま

す
。

意
思

伝
の

利
用

者
の

多
く

は
Ａ

Ｌ
Ｓ

で
あ

る
こ

と
を

ふ
ま

え
、

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

も
こ

の
対

応
を

ふ
ま

え
て

修
正

い
た

し
て

お
り

ま
す

。
こ

の
こ

と
を

ふ
ま

え
、

今
回

の
主

な
改

正
は

 

・
難

病
患

者
等

の
対

応
に

つ
い

て
 

・
特

例
補

装
具

と
し

て
の

視
線

入
力

装
置

の
留

意
事

項
と

な
り

ま
す

。
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/
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な
お

、
機

器
一

覧
（

機
能

分
類

）
も

現
状

に
合

わ
せ

て
入

れ
替

え
て

お
り

ま
す

。
ど

う
ぞ

ご
利

用
下

さ
い

。
 
 

4
2

3
 

肢
体

障
害

者
用

 
利

用
者

 
尿

と
大

便
が

分
離

で

き
る

排
便

介
護

用
品

紙
お

む
つ

の
利

用
者

が
仰

臥
位

で
排

便
す

る
際

に
、

尿
と

大
便

を
分

離
す

る
こ

と
に

よ
り

、
排

便
後

の
処

理
が

、
容

易
に

な
る

用
具

を
開

発
し

、
特

許
申

請
中

の
方

が
い

ら
っ

し
ゃ

い
ま

す
。

製
品

化
を

ご
検

討
い

た
だ

け
る

企
業

及
び

試
用

を
ご

希
望

さ
れ

る
介

護
施

設
等

の
方

は
、

テ
ク

ノ
エ

イ
ド

協
会

企
画

部
ま

で
ご

連
絡

く
だ

さ
い

。
 

4
2

4
 

 
 

 
 

【
公

募
】

平
成

2
5

年
度

「
福

祉
用

具
実

用
化

開
発

推
進

事

業
」

に
係

る
公

募
に

つ
い

て
 

N
E

D
O

で
は

、
平

成
2

5
年

度
「

福
祉

用
具

実
用

化
開

発
推

進
事

業
」

に
係

る
公

募
を

開
始

い
た

し
ま

し
た

。
 

詳
細

に
つ

き
ま

し
て

は
、

下
記

の
サ

イ
ト

（
※

）
を

ご
参

照
く

だ
さ

い
。

 

※
平

成
2

5
年

度
「

福
祉

用
具

実
用

化
開

発
推

進
事

業
」

に
係

る
公

募
に

つ
い

て
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宜
し

く
お

願
い

い
た

し
ま

す
。

 

4
2

5
 

 
 

 
 

「
バ

リ
ア

フ
リ

ー

2
0

1
3

」
の

ご
案

内

N
E

D
O

は
今

年
度

も
「

バ
リ

ア
フ

リ
ー

2
0

1
3

」
に

出
展

し
、

「
福

祉
用

具
実

用
化

開
発

推
進

事
業

」
に

て
開

発
さ

れ
た

福
祉

用
具

を

展
示

い
た

し
ま

す
。

実
際

に
福

祉
用

具
を

使
用

し
、

体
験

い
た

だ
く

こ
と

が
で

き
ま

す
。

 

皆
様

の
ご

来
場

を
心

よ
り

お
待

ち
し

て
お

り
ま

す
。

 

詳
し

く
は

、
以

下
の

サ
イ

ト
を

ご
覧

く
だ

さ
い

。
 

h
tt

p
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/
w
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4
2

6
 

高
齢

者
用

 
開

発
メ

ー
カ

 
個

室
ト

イ
レ

専
用

自

動
照

明
シ

ス
テ

ム
 

ト
イ

レ
の

ド
ア

を
開

け
る

と
ラ

ン
プ

が
つ

き
、

中
に

い
る

間
は

一
般

の
セ

ン
サ

ー
式

と
違

っ
て

絶
対

に
消

え
ま

せ
ん

。
出

て
き

て
ド

ア
を

閉
め

る
と

自
動

的
に

消
え

ま
す

。
さ

ら
に

ド
ア

開
け

っ
ぱ

な
し

の
時

、
1

分
後

に
点

滅
し

て
警

告
後

自
動

的
に

消
灯

し
ま

す
。

ま
た

、
ト

イ
レ

内
に

3
0

分
以

上
い

る
と

、
異

常
事

態
発

生
と

判
断

し
て

点
滅

後
消

灯
し

ま
す

。
後

者
の

場
合

、
ま

た
は

1
日

に
一

度
も

ト
イ

レ

の
使

用
が

な
か

っ
た

場
合

は
、

オ
プ

シ
ョ

ン
ボ

ッ
ク

ス
追

加
で

、
遠

隔
地

に
電

話
な

ど
で

通
報

で
き

ま
す

。
手

動
で

ト
イ

レ
の

ス
イ

ッ
チ

を
入

り
切

り
し

て
も

普
通

に
作

動
し

ま
す

。
(特

許
出

願
済

み
）

 

4
2

7
 

そ
の

他
(側

湾

症
) 

利
用

者
の

家
族

 
側

湾
症

の
装

具

(T
L
S

O
) 

装
具

本
体

内
側

の
パ

ッ
ド

に
つ

い
て

要
望

で
す

。
装

具
本

体
と

接
着

剤
で

固
定

さ
れ

て
い

ま
す

が
、

マ
ジ

ッ
ク

テ
ー

プ
か

何
か

で
固

定
す

る
様

に
で

き
な

い
で

し
ょ

う
か

？
(マ

ジ
ッ

ク
テ

ー
プ

等
を

接
着

剤
で

装
具

本
体

に
く

っ
つ

け
れ

ば
よ

い
と

思
う

。
あ

と
も

う
一

方
の

マ

ジ
ッ

ク
テ

ー
プ

を
パ

ッ
ド

の
裏

側
に

く
っ

つ
け

て
お

く
)要

す
る

に
パ

ッ
ド

を
着

脱
式

に
で

き
な

い
で

し
ょ

う
か

？
パ

ッ
ド

は
厚

み
や

大

き
さ

を
微

調
整

し
な

が
ら

作
っ

て
も

ら
う

の
で

、
ひ

と
た

び
装

具
本

体
に

接
着

さ
れ

て
し

ま
う

と
同

じ
サ

イ
ズ

、
同

じ
形

状
の

も
の

を
予

備
と

し
て

作
っ

て
も

ら
う

こ
と

は
ま

ず
難

し
い

と
み

え
ま

し
た

。
そ

こ
で

パ
ッ

ド
自

体
を

着
脱

式
に

し
て

欲
し

い
の

で
す

。
そ

う
す

れ
ば

パ
ッ

ド
の

コ
ピ

ー
を

作
製

し
て

も
ら

う
こ

と
が

可
能

に
な

る
の

で
は

？
と

期
待

す
る

と
こ

ろ
で

す
。

パ
ッ

ド
の

替
え

を
入

手
す

る
こ

と
が

出
来

れ
ば

痒
み

や
チ

ク
チ

ク
が

軽
減

で
き

る
は

ず
で

す
。

少
し

で
も

快
適

に
装

具
を

着
用

で
き

る
様

、
ど

う
ぞ

ご
検

討
い

た
だ

け
ま

す
よ

う
お

願
い

致
し

ま
す

。
 

4
2

8
 

高
齢

者
用

 
医

療
専

門
職

 
着

る
人

に
や

さ
し

く
、

介
護

に
も

や
さ

し
い

介
護

用
下

着
 

滋
賀

県
大

津
市

在
住

の
看

護
師

で
す

。
寝

た
き

り
認

知
症

（
B

P
S

D
・

お
む

つ
い

じ
り

や
弄

便
等

の
症

状
）

を
身

体
拘

束
や

、
運

動
・

行

動
を

制
限

せ
ず

に
、

防
止

す
る

事
を

目
的

に
介

護
用

下
着

を
開

発
し

ま
し

た
。

 
2

0
0

9
年

に
特

許
（

特
許

第
4

4
1

0
2

8
8

号
）

を
取

得
し

、
商

品
化

し
ま

し
た

。
特

許
情

報
は

「
開

放
特

許
情

報
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
」

に
登

録
さ

れ
て

い
ま

す
。
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/
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0
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0

0
3

5
1

9
.h

tm
l 

現
在

は
、

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
で

個
人

向
け

通
信

販
売

を
し

て
い

ま
す

。
特

別
養

護
老

人
ホ

ー
ム

や
、

有
料

老
人

ホ
ー

ム
、

在
宅

ケ
ア

、
医

療
療

養
病

棟
な

ど
で

使
っ

て
頂

き
、

大
変

好
評

を
頂

い
て

い
ま

す
。

関
心

の
あ

る
方

、
施

設
様

、
あ

る
い

は
製

造
企

業
様

か
ら

の
お

問
い

合
わ

せ
を

お
待

ち
し

て
い

ま
す

。
製

品
の

詳
細

は
、

下
記

を
ご

覧
下

さ
い

。
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4
2

9
 

肢
体

障
害

者
用

 
利

用
者

 
計

量
部

を
分

離
で

き

る
体

重
計

 

計
量

部
を

4
つ

に
分

離
で

き
る

体
重

計
。

分
離

し
た

状
態

で
車

椅
子

と
ス

ト
レ

ッ
チ

ャ
ー

が
、

結
合

し
た

状
態

で
一

般
の

方
が

計
量

で

き
る

コ
ン

パ
ク

ト
な

体
重

計
を

開
発

し
て

ほ
し

い
。

計
量

部
１

つ
の

大
き

さ
は

、
例

え
ば

縦
×

横
×

高
さ

（
2

0
0

m
m

以
内

×
2

5
0

m
m

以
内

×
2

5
m

m
以

内
）

、
角

切
り

な
ど

に
よ

り
車

椅
子

が
移

乗
し

や
す

く
す

る
方

法
が

考
え

ら
れ

ま
す

。
普

段
一

般
利

用
が

多
い

場
合

は
、

結
合

し
た

状
態

で
カ

バ
ー

や
ケ

ー
ス

で
囲

ん
だ

ま
ま

使
用

す
る

方
法

が
考

え
ら

れ
ま

す
。

車
椅

子
専

用
体

重
計

は
、

大
き

す
ぎ

て
高

価
で

頻
繁

に
使

用
し

な
い

の
で

、
施

設
以

外
、

あ
ま

り
見

か
け

た
こ

と
が

あ
り

ま
せ

ん
。

私
自

身
、

車
椅

子
使

用
者

で
す

が
最

近
体

重
を

は
か

っ
た

こ
と

が
あ

り
ま

せ
ん

。
 

4
3

0
 

高
齢

者
用

 
流

通
メ

ー
カ

 
動

体
検

知
機

能
付

ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
カ

メ
ラ

（
株

）
り

が
ー

ど
の

保
田

栄
治

と
申

し
ま

す
。

弊
社

は
昨

年
よ

り
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
カ

メ
ラ

の
販

売
を

手
が

け
て

お
り

、
カ

メ
ラ

に
内

蔵
さ

れ
て

お
り

ま
す

動
体

検
知

機
能

が
、

認
知

症
の

方
の

徘
徊

や
、

身
体

の
不

自
由

な
方

な
ど

に
動

き
が

あ
っ

た
際

、
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

を
通

じ
、

介
護

ヘ
ル

パ
ー

・
介

護
事

業
所

・
ご

家
族

の
方

が
、

パ
ソ

コ
ン

や
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

な
ど

で
離

れ
た

場
所

か
ら

で
も

確
認

で
き

る
と

い
う

こ
と

で
、

弊
社

は
地

域
密

着
で

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

カ
メ

ラ
の

普
及

に
取

り
組

ん
で

お
り

ま
す

。
カ

メ
ラ

に
内

蔵
さ

れ
て

お
り

ま
す

動
体

検
知

機
能

が
、

要
介

護
２

級
以

上
に

当
た

る
、

認
知

症
徘

徊
感

知
器

と
同

様
の

機
能

が
あ

る
た

め
、

介
護

保
険

適
用

に
な

れ
ば

要
介

護
者

の
方

や
ご

家
族

の
方

の
負

担
も

少
な

く
な

る
の

で
は

と
考

え
、

厚
生

労
働

省
に

問
い

合
わ

せ
た

と
こ

ろ
、

「
同

等
の

機
能

で
あ

る
な

ら
、

介
護

保
険

適
用

に
な

り
ま

す
。

」
と

い
う

返
事

を
い

た
だ

き
ま

し
た

。
で

す
が

、
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
カ

メ
ラ

の
動

体
検

知
機

能
は

、
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

を
通

じ
て

機
能

を
発

揮
す

る
た

め
、

自
宅

で
訪

問
介

護
を

受
け

て
い

る
要

介
護

者
の

方
な

ど
は

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
の

設
備

が
な

く
、

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

カ
メ

ラ
を

使
用

す
る

に
も

、
月

々
の

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
の

費
用

が
非

常
に

負
担

に
な

り
ま

す
。

そ
こ

で
、

弊
社

の
ア

イ
デ

ア
と

し
て

、
動

体
検

知
機

能
付

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

カ
メ

ラ
と

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
の

契
約

を
合

わ
せ

て
、

２
級

以
上

の
要

介
護

者
の

介
護

保
険

適
用

に
な

ら
な

い
か

と
考

え
、

問
い

合
わ

せ
さ

せ
て

い
た

だ
き

ま
し

た
。

動
体

検
知

機
能

付
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
カ

メ
ラ

と
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

を
合

わ
せ

て
レ

ン
タ

ル
で

き
れ

ば
、

利
用

者
の

負
担

も
軽

く
な

り
ま

す
し

、
訪

問
介

護
を

行
っ

て
い

る
介

護
事

業
所

な
ど

は
、

訪
問

日
以

外
で

も
パ

ソ
コ

ン
を

通
じ

確
認

で
き

ま
す

し
、

要
介

護
者

と
同

居
す

る
ご

家
族

の
方

も
、

買
い

物
な

ど
に

に
出

か
け

る
際

、
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

が
あ

れ
ば

映
像

で
確

認
で

き
ま

す
し

、
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

で
な

く
、

通
常

の
携

帯
電

話
で

あ
っ

て
も

、
動

き
が

あ
れ

ば
メ

ー
ル

に
転

送
さ

れ
て

き
ま

す
。

（
メ

ー
ル

の
送

り
先

は
最

大
４

件
ま

で
可

能
）

レ
ン

タ
ル

費
用

は
、

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

カ
メ

ラ
月

々
４

，
０

０
０

円
 

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
は

月
々

平
均

３
，

０
０

０
円

程
に

な
り

ま
す

が
、

介
護

保
険

適
用

で
１

割
負

担
に

な
れ

ば
、

７
０

０
円

程
度

の
負

担
で

済
み

ま
す

。
（

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
の

月
額

は
、

通
信

会
社

に
よ

っ
て

異
な

り
ま

す
。

）
要

介
護

者
の

安
全

管
理

は
も

と
よ

り
、

介
護

士
の

行
き

過
ぎ

た
介

護
の

抑
制

や
防

犯
に

も
つ

な
が

り
ま

す
し

、
ご

家
族

の
方

の
精

神
的

な
不

安
の

軽
減

に
も

な
る

こ
と

と
思

わ
れ

ま

す
。

ご
返

答
の

ほ
ど

、
よ

ろ
し

く
お

願
い

い
た

し
ま

す
。

な
お

、
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
カ

メ
ラ

の
仕

様
書

が
添

付
で

き
ま

せ
ん

で
し

た
。
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高
齢

者
用

 
開

発
メ

ー
カ

 
個

室
ト

イ
レ

専
用

自

動
照

明
シ

ス
テ

ム
 

ト
イ

レ
の

ド
ア

を
開

け
る

と
ラ

ン
プ

が
つ

き
、

中
に

い
る

間
は

一
般

の
セ

ン
サ

ー
式

と
違

っ
て

絶
対

に
消

え
ま

せ
ん

。
出

て
き

て
ド

ア
を

閉
め

る
と

自
動

的
に

消
え

ま
す

。
さ

ら
に

ド
ア

開
け

っ
ぱ

な
し

の
時

、
1

分
後

に
点

滅
し

て
警

告
後

自
動

的
に

消
灯

し
ま

す
。

ま
た

、
ト

イ
レ

内
に

3
0

分
以

上
い

る
と

、
異

常
事

態
発

生
と

判
断

し
て

点
滅

後
消

灯
し

ま
す

。
後

者
の

場
合

、
ま

た
は

1
日

に
一

度
も

ト
イ

レ

の
使

用
が

な
か

っ
た

場
合

は
、

オ
プ

シ
ョ

ン
ボ

ッ
ク

ス
追

加
で

、
遠

隔
地

に
電

話
な

ど
で

通
報

で
き

ま
す

。
手

動
で

ト
イ

レ
の

ス
イ

ッ
チ

を
入

り
切

り
し

て
も

普
通

に
作

動
し

ま
す

。
(特

許
出

願
済

み
）

 

4
2

7
 

そ
の

他
(側

湾

症
) 

利
用

者
の

家
族

 
側

湾
症

の
装

具

(T
L
S

O
) 

装
具

本
体

内
側

の
パ

ッ
ド

に
つ

い
て

要
望

で
す

。
装

具
本

体
と

接
着

剤
で

固
定

さ
れ

て
い

ま
す

が
、

マ
ジ

ッ
ク

テ
ー

プ
か

何
か

で
固

定
す

る
様

に
で

き
な

い
で

し
ょ

う
か

？
(マ

ジ
ッ

ク
テ

ー
プ

等
を

接
着

剤
で

装
具

本
体

に
く

っ
つ

け
れ

ば
よ

い
と

思
う

。
あ

と
も

う
一

方
の

マ

ジ
ッ

ク
テ

ー
プ

を
パ

ッ
ド

の
裏

側
に

く
っ

つ
け

て
お

く
)要

す
る

に
パ

ッ
ド

を
着

脱
式

に
で

き
な

い
で

し
ょ

う
か

？
パ

ッ
ド

は
厚

み
や

大

き
さ

を
微

調
整

し
な

が
ら

作
っ

て
も

ら
う

の
で

、
ひ

と
た

び
装

具
本

体
に

接
着

さ
れ

て
し

ま
う

と
同

じ
サ

イ
ズ

、
同

じ
形

状
の

も
の

を
予

備
と

し
て

作
っ

て
も

ら
う

こ
と

は
ま

ず
難

し
い

と
み

え
ま

し
た

。
そ

こ
で

パ
ッ

ド
自

体
を

着
脱

式
に

し
て

欲
し

い
の

で
す

。
そ

う
す

れ
ば

パ
ッ

ド
の

コ
ピ

ー
を

作
製

し
て

も
ら

う
こ

と
が

可
能

に
な

る
の

で
は

？
と

期
待

す
る

と
こ

ろ
で

す
。

パ
ッ

ド
の

替
え

を
入

手
す

る
こ

と
が

出
来

れ
ば

痒
み

や
チ

ク
チ

ク
が

軽
減

で
き

る
は

ず
で

す
。

少
し

で
も

快
適

に
装

具
を

着
用

で
き

る
様

、
ど

う
ぞ

ご
検

討
い

た
だ

け
ま

す
よ

う
お

願
い

致
し

ま
す

。
 

4
2

8
 

高
齢

者
用

 
医

療
専

門
職

 
着

る
人

に
や

さ
し

く
、

介
護

に
も

や
さ

し
い

介
護

用
下

着
 

滋
賀

県
大

津
市

在
住

の
看

護
師

で
す

。
寝

た
き

り
認

知
症

（
B

P
S

D
・

お
む

つ
い

じ
り

や
弄

便
等

の
症

状
）

を
身

体
拘

束
や

、
運

動
・

行

動
を

制
限

せ
ず

に
、

防
止

す
る

事
を

目
的

に
介

護
用

下
着

を
開

発
し

ま
し

た
。

 
2

0
0

9
年

に
特

許
（

特
許

第
4

4
1

0
2

8
8

号
）

を
取

得
し

、
商

品
化

し
ま

し
た

。
特

許
情

報
は

「
開

放
特

許
情

報
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
」

に
登

録
さ

れ
て

い
ま

す
。

 

h
tt

p
:/

/
p

lid
b

.in
p

it
.g

o
.jp

/
p

ld
b

/
h

tm
l/

H
T

M
L
.L

/
2

0
1

0
/
0

0
3

/
L
2

0
1

0
0

0
3

5
1

9
.h

tm
l 

現
在

は
、

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
で

個
人

向
け

通
信

販
売

を
し

て
い

ま
す

。
特

別
養

護
老

人
ホ

ー
ム

や
、

有
料

老
人

ホ
ー

ム
、

在
宅

ケ
ア

、
医

療
療

養
病

棟
な

ど
で

使
っ

て
頂

き
、

大
変

好
評

を
頂

い
て

い
ま

す
。

関
心

の
あ

る
方

、
施

設
様

、
あ

る
い

は
製

造
企

業
様

か
ら

の
お

問
い

合
わ

せ
を

お
待

ち
し

て
い

ま
す

。
製

品
の

詳
細

は
、

下
記

を
ご

覧
下

さ
い

。
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4
2

9
 

肢
体

障
害

者
用

 
利

用
者

 
計

量
部

を
分

離
で

き

る
体

重
計

 

計
量

部
を

4
つ

に
分

離
で

き
る

体
重

計
。

分
離

し
た

状
態

で
車

椅
子

と
ス

ト
レ

ッ
チ

ャ
ー

が
、

結
合

し
た

状
態

で
一

般
の

方
が

計
量

で

き
る

コ
ン

パ
ク

ト
な

体
重

計
を

開
発

し
て

ほ
し

い
。

計
量

部
１

つ
の

大
き

さ
は

、
例

え
ば

縦
×

横
×

高
さ

（
2

0
0

m
m

以
内

×
2

5
0

m
m

以
内

×
2

5
m

m
以

内
）

、
角

切
り

な
ど

に
よ

り
車

椅
子

が
移

乗
し

や
す

く
す

る
方

法
が

考
え

ら
れ

ま
す

。
普

段
一

般
利

用
が

多
い

場
合

は
、

結
合

し
た

状
態

で
カ

バ
ー

や
ケ

ー
ス

で
囲

ん
だ

ま
ま

使
用

す
る

方
法

が
考

え
ら

れ
ま

す
。

車
椅

子
専

用
体

重
計

は
、

大
き

す
ぎ

て
高

価
で

頻
繁

に
使

用
し

な
い

の
で

、
施

設
以

外
、

あ
ま

り
見

か
け

た
こ

と
が

あ
り

ま
せ

ん
。

私
自

身
、

車
椅

子
使

用
者

で
す

が
最

近
体

重
を

は
か

っ
た

こ
と

が
あ

り
ま

せ
ん

。
 

4
3

0
 

高
齢

者
用

 
流

通
メ

ー
カ

 
動

体
検

知
機

能
付

ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
カ

メ
ラ

（
株

）
り

が
ー

ど
の

保
田

栄
治

と
申

し
ま

す
。

弊
社

は
昨

年
よ

り
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
カ

メ
ラ

の
販

売
を

手
が

け
て

お
り

、
カ

メ
ラ

に
内

蔵
さ

れ
て

お
り

ま
す

動
体

検
知

機
能

が
、

認
知

症
の

方
の

徘
徊

や
、

身
体

の
不

自
由

な
方

な
ど

に
動

き
が

あ
っ

た
際

、
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

を
通

じ
、

介
護

ヘ
ル

パ
ー

・
介

護
事

業
所

・
ご

家
族

の
方

が
、

パ
ソ

コ
ン

や
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

な
ど

で
離

れ
た

場
所

か
ら

で
も

確
認

で
き

る
と

い
う

こ
と

で
、

弊
社

は
地

域
密

着
で

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

カ
メ

ラ
の

普
及

に
取

り
組

ん
で

お
り

ま
す

。
カ

メ
ラ

に
内

蔵
さ

れ
て

お
り

ま
す

動
体

検
知

機
能

が
、

要
介

護
２

級
以

上
に

当
た

る
、

認
知

症
徘

徊
感

知
器

と
同

様
の

機
能

が
あ

る
た

め
、

介
護

保
険

適
用

に
な

れ
ば

要
介

護
者

の
方

や
ご

家
族

の
方

の
負

担
も

少
な

く
な

る
の

で
は

と
考

え
、

厚
生

労
働

省
に

問
い

合
わ

せ
た

と
こ

ろ
、

「
同

等
の

機
能

で
あ

る
な

ら
、

介
護

保
険

適
用

に
な

り
ま

す
。

」
と

い
う

返
事

を
い

た
だ

き
ま

し
た

。
で

す
が

、
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
カ

メ
ラ

の
動

体
検

知
機

能
は

、
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

を
通

じ
て

機
能

を
発

揮
す

る
た

め
、

自
宅

で
訪

問
介

護
を

受
け

て
い

る
要

介
護

者
の

方
な

ど
は

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
の

設
備

が
な

く
、

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

カ
メ

ラ
を

使
用

す
る

に
も

、
月

々
の

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
の

費
用

が
非

常
に

負
担

に
な

り
ま

す
。

そ
こ

で
、

弊
社

の
ア

イ
デ

ア
と

し
て

、
動

体
検

知
機

能
付

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

カ
メ

ラ
と

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
の

契
約

を
合

わ
せ

て
、

２
級

以
上

の
要

介
護

者
の

介
護

保
険

適
用

に
な

ら
な

い
か

と
考

え
、

問
い

合
わ

せ
さ

せ
て

い
た

だ
き

ま
し

た
。

動
体

検
知

機
能

付
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
カ

メ
ラ

と
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

を
合

わ
せ

て
レ

ン
タ

ル
で

き
れ

ば
、

利
用

者
の

負
担

も
軽

く
な

り
ま

す
し

、
訪

問
介

護
を

行
っ

て
い

る
介

護
事

業
所

な
ど

は
、

訪
問

日
以

外
で

も
パ

ソ
コ

ン
を

通
じ

確
認

で
き

ま
す

し
、

要
介

護
者

と
同

居
す

る
ご

家
族

の
方

も
、

買
い

物
な

ど
に

に
出

か
け

る
際

、
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

が
あ

れ
ば

映
像

で
確

認
で

き
ま

す
し

、
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

で
な

く
、

通
常

の
携

帯
電

話
で

あ
っ

て
も

、
動

き
が

あ
れ

ば
メ

ー
ル

に
転

送
さ

れ
て

き
ま

す
。

（
メ

ー
ル

の
送

り
先

は
最

大
４

件
ま

で
可

能
）

レ
ン

タ
ル

費
用

は
、

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

カ
メ

ラ
月

々
４

，
０

０
０

円
 

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
は

月
々

平
均

３
，

０
０

０
円

程
に

な
り

ま
す

が
、

介
護

保
険

適
用

で
１

割
負

担
に

な
れ

ば
、

７
０

０
円

程
度

の
負

担
で

済
み

ま
す

。
（

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
の

月
額

は
、

通
信

会
社

に
よ

っ
て

異
な

り
ま

す
。

）
要

介
護

者
の

安
全

管
理

は
も

と
よ

り
、

介
護

士
の

行
き

過
ぎ

た
介

護
の

抑
制

や
防

犯
に

も
つ

な
が

り
ま

す
し

、
ご

家
族

の
方

の
精

神
的

な
不

安
の

軽
減

に
も

な
る

こ
と

と
思

わ
れ

ま

す
。

ご
返

答
の

ほ
ど

、
よ

ろ
し

く
お

願
い

い
た

し
ま

す
。

な
お

、
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
カ

メ
ラ

の
仕

様
書

が
添

付
で

き
ま

せ
ん

で
し

た
。
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4
3

1
 

肢
体

障
害

者
用

 
障

害
者

団
体

 
歩

行
補

助
装

具
 

初
め

ま
し

て
特

定
非

営
利

活
動

法
人

ギ
ニ

ア
日

本
交

流
協

会
の

事
務

局
の

サ
ポ

ー
ト

を
し

て
お

り
ま

す
、

下
沖

和
幸

と
い

い
ま

す
。

h
tt

p
:/

/
w

w
w

.1
2

3
k
h

o
n

.s
a
c
to

w
n

.jp
/ 

オ
ス

マ
ン

・
ユ

ー
ラ

・
サ

ン
コ

ン
さ

ん
が

 
h

tt
p

:/
/
1

2
3

k
h

o
n

.c
o
m

/
 

が
福

祉
に

関
心

を
持

ち
活

動
を

し
て

い
る

こ
と

は
、

ご
存

知

だ
と

思
い

ま
す

。
そ

の
サ

ン
コ

ン
さ

ん
が

「
け

あ
サ

ポ
」

に
掲

載
し

た
コ

メ
ン

ト
に

こ
の

よ
う

な
こ

と
を

書
い

て
い

ま
す

。
「

ボ
ク

が
子

ど
も

の
と

き
は

サ
ッ

カ
ー

少
年

だ
っ

た
。

で
も

高
校

生
の

と
き

に
右

足
を

大
ケ

ガ
し

て
、

な
か

な
か

治
ら

な
か

っ
た

。
ギ

ニ
ア

は
医

療
が

ま
だ

ま
だ

だ
か

ら
、

足
が

悪
い

ま
ま

に
な

っ
て

し
ま

っ
た

。
」

来
日

し
て

4
0

年
、

6
4

歳
に

な
っ

た
サ

ン
コ

ン
さ

ん
は

、
2

級
ヘ

ル
パ

ー
の

資
格

も
取

得
し

、
現

在
も

福
祉

を
題

材
に

し
た

講
演

活
動

を
行

っ
て

い
ま

す
。

そ
ん

な
サ

ン
コ

ン
さ

ん
の

足
が

最
近

悲
鳴

を
上

げ
て

い
ま

す
。

高
校

以
来

右
の

足
の

足
首

か
ら

内
側

に
曲

が
っ

た
ま

ま
、

ま
と

も
に

地
面

を
踏

み
し

め
る

こ
と

が
で

き
な

く
な

っ
て

い
ま

す
。

当
然

靴
も

履
け

ま
せ

ん
。

大
き

め
の

サ
ン

ダ
ル

な
ど

を
加

工
し

て
足

カ
バ

ー
み

た
い

に
保

護
し

て
い

る
だ

け
で

す
。

タ
レ

ン
ト

活
動

の
中

で
当

然
歩

か
な

い
と

い
け

な
い

仕
事

で
は

、
痛

み
を

こ
ら

え
な

が
ら

頑
張

っ
て

い
ま

す
。

虫
の

い
い

相
談

で
す

が
、

こ
の

サ
ン

コ
ン

さ
ん

に
足

に
装

着
し

て
痛

み
無

く
歩

け
る

補
助

装
具

を
開

発
し

て
プ

レ
ゼ

ン
ト

し
て

く
れ

る
心

広
き

、
協

会
会

員
さ

ま
は

い
ら

っ
し

ゃ
ら

な
い

で
し

ょ
う

か
?

ま
だ

ま
だ

福
祉

の
た

め
に

意
欲

的
な

活
動

を
続

け
て

い
た

だ
き

た
く

、
サ

ポ
ー

タ
ー

と
し

て
本

人
の

事
務

所
の

許
可

を
得

て
投

稿
さ

せ
て

い
た

だ
き

ま
し

た
。

な
に

と
ぞ

日
本

で
頑

張
る

サ
ン

コ
ン

さ
ん

の
足

を
す

く
っ

て
あ

げ
て

く
だ

さ
い

。
宜

し
く

お
願

い
致

し
ま

す
。

 

4
3

2
 

聴
覚

障
害

者
用

 
利

用
者

 
補

聴
援

助
用

Ｆ
Ｍ

マ

イ
ク

（
連

携
型

）
 

補
聴

援
助

用
周

波
数

1
6

9
M

H
z

が
電

波
法

で
認

め
ら

れ
て

い
ま

す
が

、
Ｆ

Ｍ
補

聴
器

シ
ス

テ
ム

で
実

際
に

製
品

化
さ

れ
て

い
る

の
は

、

私
の

知
る

限
り

４
社

の
み

で
す

。
そ

れ
も

送
信

機
：

受
信

機
が

１
対

１
の

も
の

が
ほ

と
ん

ど
で

、
送

信
機

（
マ

イ
ク

）
を

複
数

同
時

に
使

え
る

メ
ー

カ
ー

は
１

社
の

み
。

難
聴

者
が

必
要

な
マ

イ
ク

は
１

本
だ

け
で

は
あ

り
ま

せ
ん

。
会

議
な

ど
、

多
数

の
人

が
同

席
し

て
い

る
と

き
に

、
マ

イ
ク

１
本

で
は

役
に

立
ち

ま
せ

ん
。

複
数

の
マ

イ
ク

を
同

時
に

使
用

で
き

る
、

し
か

も
安

価
な

シ
ス

テ
ム

が
求

め
ら

れ
て

い
ま

す
。

 

4
3

3
 

高
齢

者
用

 
流

通
メ

ー
カ

 
動

体
検

知
機

能
付

ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
カ

メ
ラ

先
日

、
弊

社
の

ア
イ

デ
ア

を
投

稿
さ

せ
て

い
た

だ
き

ま
し

た
（

株
）

り
が

ー
ど

の
保

田
栄

治
と

申
し

ま
す

。
 

投
稿

さ
せ

て
い

た
だ

い
て

か
ら

ま
だ

日
は

浅
い

で
す

が
、

何
か

進
展

は
あ

り
ま

し
た

で
し

ょ
う

か
？

 

販
売

会
社

を
通

じ
介

護
事

業
所

な
ど

か
ら

、
「

身
体

の
不

自
由

な
方

と
同

居
す

る
ご

家
族

の
方

の
不

安
が

少
し

で
も

解
消

さ
れ

る
の

で
、

 

承
認

さ
れ

る
こ

と
を

願
っ

て
い

ま
す

。
」

と
い

う
声

も
上

が
っ

て
お

り
ま

す
。

 

是
非

と
も

ご
検

討
い

た
だ

き
、

良
い

ご
返

答
を

お
待

ち
し

て
お

り
ま

す
。
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4
3

4
 

高
齢

者
用

 
流

通
メ

ー
カ

 
自

動
排

泄
処

理
装

置

ス
マ

イ
レ

ッ
ト

安
寝

株
式

会
社

ス
マ

イ
ル

介
護

機
器

で
す

。
こ

の
度

弊
社

製
品

、
自

動
排

泄
処

理
装

置
『

ス
マ

イ
レ

ッ
ト

安
寝

（
あ

ん
し

ん
）

』
を

無
料

で
お

た
め

し
い

た
だ

け
る

サ
ー

ビ
ス

を
開

始
致

し
ま

し
た

の
で

、
お

知
ら

せ
致

し
ま

す
。

【
操

作
は

か
ん

た
ん

、
に

お
わ

な
い

】
便

・
尿

と
も

安
全

か
つ

自
動

で
処

理
で

き
る

自
動

排
泄

処
理

装
置

『
ス

マ
イ

レ
ッ

ト
安

寝
』

は
、

汚
物

の
吸

引
か

ら
温

水
に

よ
る

洗
浄

、
消

臭
、

温
風

乾
燥

・
定

期
的

な
微

風
乾

燥
ま

で
、

完
全

に
自

動
で

運
転

し
ま

す
。

【
自

動
排

泄
処

理
装

置
、

無
料

で
１

泊
お

た
め

し
】

実
際

に
使

っ
て

い
た

だ
い

て
、

そ
の

利
便

性
・

効
果

を
無

料
で

ご
実

感
い

た
だ

け
ま

す
。

ま
ず

は
、

お
気

軽
に

『
ス

マ
イ

レ
ッ

ト
安

寝
』

を
お

試
し

く
だ

さ
い

！
※

自
動

排
泄

処
理

装
置

の
「

本
体

」
は

福
祉

用
具

貸
与

（
レ

ン
タ

ル
品

目
）

、
「

付
属

品
」

は
特

定
福

祉
用

具
（

購
入

品
目

）
と

な
り

ま
す

。
 

4
3

5
 

聴
覚

障
害

者
用

 
利

用
者

 
オ

ム
ロ

ン
補

聴
器

 

Ａ
－

４
，

 
Ａ

－
５

こ
れ

は
医

療
機

器
で

し
ょ

う
か

、
そ

れ
と

も
集

音
器

で
し

ょ
う

か
？

幼
年

時
中

耳
炎

で
右

の
神

経
が

麻
痺

し
て

聞
こ

え
な

く
な

り
ま

し

た
。

し
た

が
っ

て
今

は
左

耳
だ

け
で

補
聴

器
(オ

ム
ロ

ン
）

を
つ

け
て

い
ま

す
が

神
経

が
だ

め
に

な
っ

た
右

の
耳

に
つ

け
る

補
聴

器
は

無

い
で

し
ょ

う
か

？
御

回
答

お
願

い
し

ま
す

。
 

4
3

6
 

高
齢

者
用

 
流

通
メ

ー
カ

 
動

体
検

知
機

能
付

き

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

カ
メ

ラ
 

兵
庫

県
神

戸
市

で
事

業
を

し
て

お
り

ま
す

株
式

会
社

リ
ガ

ー
ド

の
保

田
栄

治
と

申
し

ま
す

。
 

再
三

の
確

認
で

申
し

訳
あ

り
ま

せ
ん

が
、

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

カ
メ

ラ
と

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
の

通
信

費
を

、
 

セ
ッ

ト
で

レ
ン

タ
ル

す
る

と
い

う
件

は
い

か
が

で
し

ょ
う

か
？

 

検
討

中
、

も
し

く
は

、
何

ら
か

の
進

展
で

あ
る

よ
う

で
し

た
ら

、
メ

ー
ル

に
て

ご
報

告
い

た
だ

け
れ

ば
と

思
っ

て
お

り
ま

す
。

 

よ
ろ

し
く

お
願

い
申

し
上

げ
ま

す
。

 

4
3

7
 

肢
体

障
害

者
用

 
開

発
メ

ー
カ

 
携

帯
式

手
動

運
転

装

置
 

昨
年

、
某

自
動

車
会

社
を

定
年

退
職

し
、

長
年

考
え

て
い

た
携

帯
式

手
動

運
転

装
置

製
造

販
売

の
個

人
事

業
を

始
め

た
者

で
す

。
 

最
低

限
の

機
能

追
加

と
最

小
限

の
費

用
追

加
で

車
い

す
の

方
が

車
を

運
転

で
き

る
よ

う
に

し
た

い
と

言
う

想
い

を
持

っ
て

い
ま

す
。

 

手
で

ア
ク

セ
ル

と
ブ

レ
ー

キ
操

作
が

で
き

る
と

い
う

最
低

限
の

機
能

し
か

な
い

手
動

運
転

装
置

で
す

が
、

車
の

改
造

が
不

要
で

取
り

付

け
、

取
り

外
し

も
2

～
3

分
。

操
作

は
車

固
定

式
の

手
動

運
転

装
置

と
同

じ
、

押
し

て
ブ

レ
ー

キ
、

引
い

て
ア

ク
セ

ル
と

い
う

操
作

で
す

か
ら

違
和

感
な

く
使

っ
て

い
た

だ
け

る
と

確
信

し
て

い
ま

す
。

 

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

を
見

て
い

た
だ

け
ま

す
と

幸
い

で
す

。
 

サ
イ

ト
は

h
tt

p
:/

/
w

w
w

.q
u

ic
k
-
o
n

e
.b

iz
で

す
。

 

Q
u

ic
k
-
o
n

e
工

房
 

荒
木

正
文
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4
3

1
 

肢
体

障
害

者
用

 
障

害
者

団
体

 
歩

行
補

助
装

具
 

初
め

ま
し

て
特

定
非

営
利

活
動

法
人

ギ
ニ

ア
日

本
交

流
協

会
の

事
務

局
の

サ
ポ

ー
ト

を
し

て
お

り
ま

す
、

下
沖

和
幸

と
い

い
ま

す
。

h
tt

p
:/

/
w

w
w

.1
2

3
k
h

o
n

.s
a
c
to

w
n

.jp
/ 

オ
ス

マ
ン

・
ユ

ー
ラ

・
サ

ン
コ

ン
さ

ん
が

 
h

tt
p

:/
/
1

2
3

k
h

o
n

.c
o
m

/
 

が
福

祉
に

関
心

を
持

ち
活

動
を

し
て

い
る

こ
と

は
、

ご
存

知

だ
と

思
い

ま
す

。
そ

の
サ

ン
コ

ン
さ

ん
が

「
け

あ
サ

ポ
」

に
掲

載
し

た
コ

メ
ン

ト
に

こ
の

よ
う

な
こ

と
を

書
い

て
い

ま
す

。
「

ボ
ク

が
子

ど
も

の
と

き
は

サ
ッ

カ
ー

少
年

だ
っ

た
。

で
も

高
校

生
の

と
き

に
右

足
を

大
ケ

ガ
し

て
、

な
か

な
か

治
ら

な
か

っ
た

。
ギ

ニ
ア

は
医

療
が

ま
だ

ま
だ

だ
か

ら
、

足
が

悪
い

ま
ま

に
な

っ
て

し
ま

っ
た

。
」

来
日

し
て

4
0

年
、

6
4

歳
に

な
っ

た
サ

ン
コ

ン
さ

ん
は

、
2

級
ヘ

ル
パ

ー
の

資
格

も
取

得
し

、
現

在
も

福
祉

を
題

材
に

し
た

講
演

活
動

を
行

っ
て

い
ま

す
。

そ
ん

な
サ

ン
コ

ン
さ

ん
の

足
が

最
近

悲
鳴

を
上

げ
て

い
ま

す
。

高
校

以
来

右
の

足
の

足
首

か
ら

内
側

に
曲

が
っ

た
ま

ま
、

ま
と

も
に

地
面

を
踏

み
し

め
る

こ
と

が
で

き
な

く
な

っ
て

い
ま

す
。

当
然

靴
も

履
け

ま
せ

ん
。

大
き

め
の

サ
ン

ダ
ル

な
ど

を
加

工
し

て
足

カ
バ

ー
み

た
い

に
保

護
し

て
い

る
だ

け
で

す
。

タ
レ

ン
ト

活
動

の
中

で
当

然
歩

か
な

い
と

い
け

な
い

仕
事

で
は

、
痛

み
を

こ
ら

え
な

が
ら

頑
張

っ
て

い
ま

す
。

虫
の

い
い

相
談

で
す

が
、

こ
の

サ
ン

コ
ン

さ
ん

に
足

に
装

着
し

て
痛

み
無

く
歩

け
る

補
助

装
具

を
開

発
し

て
プ

レ
ゼ

ン
ト

し
て

く
れ

る
心

広
き

、
協

会
会

員
さ

ま
は

い
ら

っ
し

ゃ
ら

な
い

で
し

ょ
う

か
?

ま
だ

ま
だ

福
祉

の
た

め
に

意
欲

的
な

活
動

を
続

け
て

い
た

だ
き

た
く

、
サ

ポ
ー

タ
ー

と
し

て
本

人
の

事
務

所
の

許
可

を
得

て
投

稿
さ

せ
て

い
た

だ
き

ま
し

た
。

な
に

と
ぞ

日
本

で
頑

張
る

サ
ン

コ
ン

さ
ん

の
足

を
す

く
っ

て
あ

げ
て

く
だ

さ
い

。
宜

し
く

お
願

い
致

し
ま

す
。

 

4
3

2
 

聴
覚

障
害

者
用

 
利

用
者

 
補

聴
援

助
用

Ｆ
Ｍ

マ

イ
ク

（
連

携
型

）
 

補
聴

援
助

用
周

波
数

1
6

9
M

H
z

が
電

波
法

で
認

め
ら

れ
て

い
ま

す
が

、
Ｆ

Ｍ
補

聴
器

シ
ス

テ
ム

で
実

際
に

製
品

化
さ

れ
て

い
る

の
は

、

私
の

知
る

限
り

４
社

の
み

で
す

。
そ

れ
も

送
信

機
：

受
信

機
が

１
対

１
の

も
の

が
ほ

と
ん

ど
で

、
送

信
機

（
マ

イ
ク

）
を

複
数

同
時

に
使

え
る

メ
ー

カ
ー

は
１

社
の

み
。

難
聴

者
が

必
要

な
マ

イ
ク

は
１

本
だ

け
で

は
あ

り
ま

せ
ん

。
会

議
な

ど
、

多
数

の
人

が
同

席
し

て
い

る
と

き
に

、
マ

イ
ク

１
本

で
は

役
に

立
ち

ま
せ

ん
。

複
数

の
マ

イ
ク

を
同

時
に

使
用

で
き

る
、

し
か

も
安

価
な

シ
ス

テ
ム

が
求

め
ら

れ
て

い
ま

す
。

 

4
3

3
 

高
齢

者
用

 
流

通
メ

ー
カ

 
動

体
検

知
機

能
付

ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
カ

メ
ラ

先
日

、
弊

社
の

ア
イ

デ
ア

を
投

稿
さ

せ
て

い
た

だ
き

ま
し

た
（

株
）

り
が

ー
ど

の
保

田
栄

治
と

申
し

ま
す

。
 

投
稿

さ
せ

て
い

た
だ

い
て

か
ら

ま
だ

日
は

浅
い

で
す

が
、

何
か

進
展

は
あ

り
ま

し
た

で
し

ょ
う

か
？

 

販
売

会
社

を
通

じ
介

護
事

業
所

な
ど

か
ら

、
「

身
体

の
不

自
由

な
方

と
同

居
す

る
ご

家
族

の
方

の
不

安
が

少
し

で
も

解
消

さ
れ

る
の

で
、

 

承
認

さ
れ

る
こ

と
を

願
っ

て
い

ま
す

。
」

と
い

う
声

も
上

が
っ

て
お

り
ま

す
。

 

是
非

と
も

ご
検

討
い

た
だ

き
、

良
い

ご
返

答
を

お
待

ち
し

て
お

り
ま

す
。
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4
3

4
 

高
齢

者
用

 
流

通
メ

ー
カ

 
自

動
排

泄
処

理
装

置

ス
マ

イ
レ

ッ
ト

安
寝

株
式

会
社

ス
マ

イ
ル

介
護

機
器

で
す

。
こ

の
度

弊
社

製
品

、
自

動
排

泄
処

理
装

置
『

ス
マ

イ
レ

ッ
ト

安
寝

（
あ

ん
し

ん
）

』
を

無
料

で
お

た
め

し
い

た
だ

け
る

サ
ー

ビ
ス

を
開

始
致

し
ま

し
た

の
で

、
お

知
ら

せ
致

し
ま

す
。

【
操

作
は

か
ん

た
ん

、
に

お
わ

な
い

】
便

・
尿

と
も

安
全

か
つ

自
動

で
処

理
で

き
る

自
動

排
泄

処
理

装
置

『
ス

マ
イ

レ
ッ

ト
安

寝
』

は
、

汚
物

の
吸

引
か

ら
温

水
に

よ
る

洗
浄

、
消

臭
、

温
風

乾
燥

・
定

期
的

な
微

風
乾

燥
ま

で
、

完
全

に
自

動
で

運
転

し
ま

す
。

【
自

動
排

泄
処

理
装

置
、

無
料

で
１

泊
お

た
め

し
】

実
際

に
使

っ
て

い
た

だ
い

て
、

そ
の

利
便

性
・

効
果

を
無

料
で

ご
実

感
い

た
だ

け
ま

す
。

ま
ず

は
、

お
気

軽
に

『
ス

マ
イ

レ
ッ

ト
安

寝
』

を
お

試
し

く
だ

さ
い

！
※

自
動

排
泄

処
理

装
置

の
「

本
体

」
は

福
祉

用
具

貸
与

（
レ

ン
タ

ル
品

目
）

、
「

付
属

品
」

は
特

定
福

祉
用

具
（

購
入

品
目

）
と

な
り

ま
す

。
 

4
3

5
 

聴
覚

障
害

者
用

 
利

用
者

 
オ

ム
ロ

ン
補

聴
器

 

Ａ
－

４
，

 
Ａ

－
５

こ
れ

は
医

療
機

器
で

し
ょ

う
か

、
そ

れ
と

も
集

音
器

で
し

ょ
う

か
？

幼
年

時
中

耳
炎

で
右

の
神

経
が

麻
痺

し
て

聞
こ

え
な

く
な

り
ま

し

た
。

し
た

が
っ

て
今

は
左

耳
だ

け
で

補
聴

器
(オ

ム
ロ

ン
）

を
つ

け
て

い
ま

す
が

神
経

が
だ

め
に

な
っ

た
右

の
耳

に
つ

け
る

補
聴

器
は

無

い
で

し
ょ

う
か

？
御

回
答

お
願

い
し

ま
す

。
 

4
3

6
 

高
齢

者
用

 
流

通
メ

ー
カ

 
動

体
検

知
機

能
付

き

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

カ
メ

ラ
 

兵
庫

県
神

戸
市

で
事

業
を

し
て

お
り

ま
す

株
式

会
社

リ
ガ

ー
ド

の
保

田
栄

治
と

申
し

ま
す

。
 

再
三

の
確

認
で

申
し

訳
あ

り
ま

せ
ん

が
、

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

カ
メ

ラ
と

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
の

通
信

費
を

、
 

セ
ッ

ト
で

レ
ン

タ
ル

す
る

と
い

う
件

は
い

か
が

で
し

ょ
う

か
？

 

検
討

中
、

も
し

く
は

、
何

ら
か

の
進

展
で

あ
る

よ
う

で
し

た
ら

、
メ

ー
ル

に
て

ご
報

告
い

た
だ

け
れ

ば
と

思
っ

て
お

り
ま

す
。

 

よ
ろ

し
く

お
願

い
申

し
上

げ
ま

す
。

 

4
3

7
 

肢
体

障
害

者
用

 
開

発
メ

ー
カ

 
携

帯
式

手
動

運
転

装

置
 

昨
年

、
某

自
動

車
会

社
を

定
年

退
職

し
、

長
年

考
え

て
い

た
携

帯
式

手
動

運
転

装
置

製
造

販
売

の
個

人
事

業
を

始
め

た
者

で
す

。
 

最
低

限
の

機
能

追
加

と
最

小
限

の
費

用
追

加
で

車
い

す
の

方
が

車
を

運
転

で
き

る
よ

う
に

し
た

い
と

言
う

想
い

を
持

っ
て

い
ま

す
。

 

手
で

ア
ク

セ
ル

と
ブ

レ
ー

キ
操

作
が

で
き

る
と

い
う

最
低

限
の

機
能

し
か

な
い

手
動

運
転

装
置

で
す

が
、

車
の

改
造

が
不

要
で

取
り

付

け
、

取
り

外
し

も
2

～
3

分
。

操
作

は
車

固
定

式
の

手
動

運
転

装
置

と
同

じ
、

押
し

て
ブ

レ
ー

キ
、

引
い

て
ア

ク
セ

ル
と

い
う

操
作

で
す

か
ら

違
和

感
な

く
使

っ
て

い
た

だ
け

る
と

確
信

し
て

い
ま

す
。

 

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

を
見

て
い

た
だ

け
ま

す
と

幸
い

で
す

。
 

サ
イ

ト
は

h
tt

p
:/

/
w

w
w

.q
u

ic
k
-
o
n

e
.b

iz
で

す
。

 

Q
u

ic
k
-
o
n

e
工

房
 

荒
木

正
文
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4
3

8
 

聴
覚

障
害

者
用

 
利

用
者

 
低

価
格

で
コ

ン
パ

ク

ト
な

補
聴

器
 

理
想

の
補

聴
器

は
、

低
価

格
で

コ
ン

パ
ク

ト
な

も
の

で
あ

る
が

、
現

状
は

小
型

化
す

る
と

コ
ス

ト
が

高
く

な
る

。
こ

の
ジ

レ
ン

マ
を

解
消

で
き

れ
ば

い
い

と
思

う
。

 

4
3

9
 

聴
覚

障
害

者
用

 
利

用
者

 
電

話
の

音
を

拾
い

や

す
く

す
る

機
器

 

耳
か

け
型

補
聴

器
を

つ
け

た
ま

ま
電

話
を

す
る

と
マ

イ
ク

が
上

の
方

に
あ

り
、

音
を

拾
い

づ
ら

い
。

補
聴

器
側

で
電

話
の

音
を

う
ま

く
拾

え
な

い
こ

と
も

あ
り

、
外

し
た

ほ
う

が
聴

こ
え

が
い

い
と

き
も

あ
る

。
 

電
話

の
時

に
音

を
拾

い
や

す
く

工
夫

さ
れ

た
補

聴
器

ま
た

は
電

話
器

が
あ

る
と

便
利

。
 

4
4

0
 

聴
覚

障
害

者
用

 
利

用
者

 
補

聴
器

の
電

池
の

寿

命
 

機
種

に
よ

っ
て

電
池

の
寿

命
は

異
な

り
ま

す
が

、
現

在
使

用
し

て
い

る
の

は
２

週
間

ぐ
ら

い
し

か
も

ち
ま

せ
ん

。
 

会
社

の
会

議
な

ど
、

大
事

な
場

面
で

補
聴

器
の

電
池

が
切

れ
て

し
ま

う
と

困
る

の
で

、
太

陽
電

池
を

利
用

し
た

補
聴

器
が

普
及

す
る

と
便

利
だ

と
思

い
ま

す
。

 

電
池

の
替

え
を

常
に

持
ち

合
わ

せ
て

い
る

わ
け

で
は

な
い

の
で

、
ソ

ー
ラ

ー
や

、
携

帯
電

話
の

よ
う

に
特

定
の

場
所

に
置

い
て

お
く

だ
け

で
充

電
で

き
る

よ
う

な
機

器
が

あ
る

と
便

利
だ

と
思

い
ま

す
。

 

4
4

1
 

聴
覚

障
害

者
用

 
利

用
者

 
Ｆ

Ｍ
補

聴
器

の
マ

イ

ク
 

F
M

補
聴

シ
ス

テ
ム

は
、
基

本
的

に
マ

イ
ク

1
本

を
使

い
ま

わ
す

た
め

、
集

団
で

行
う

会
議

な
ど

で
は

ス
ム

ー
ズ

な
進

行
が

で
き

ま
せ

ん
。

フ
ォ

ナ
ッ

ク
社

が
最

大
1

0
本

ま
で

マ
イ

ク
の

音
を

拾
う

こ
と

が
で

き
る

も
の

を
販

売
し

て
い

る
が

、
マ

イ
ク

の
単

価
が

高
い

（
1

本
3

～
4

万
円

程
度

）
た

め
、

個
人

で
揃

え
る

に
は

限
界

が
あ

り
ま

す
。

Ｆ
Ｍ

補
聴

シ
ス

テ
ム

で
同

時
に

複
数

マ
イ

ク
が

使
用

可
能

で
、

か
つ

マ
イ

ク
の

価
格

が
安

価
な

も
の

が
あ

る
と

助
か

り
ま

す
。

 

4
4

2
 

聴
覚

障
害

者
用

 
利

用
者

 
オ

プ
シ

ョ
ン

で
磁

気

ル
ー

プ
機

能
を

補
聴

器
に

追
加

す
る

 

磁
気

ル
ー

プ
は

効
果

が
あ

り
ま

す
が

、
補

聴
器

自
体

に
機

能
が

な
い

場
合

、
代

替
手

段
が

あ
り

ま
せ

ん
。

箱
形

の
受

信
機

が
あ

り
ま

す
が

、

そ
も

そ
も

補
聴

器
は

そ
の

人
に

適
合

さ
せ

て
い

る
も

の
で

あ
り

、
単

に
音

が
大

き
く

な
っ

て
い

る
だ

け
な

の
で

、
補

聴
器

自
体

に
磁

気
ル

ー
プ

機
能

が
な

く
て

も
、

後
付

け
で

簡
単

に
取

り
付

け
ら

れ
る

も
の

が
あ

る
と

便
利

で
す

。
 

4
4

3
 

聴
覚

障
害

者
用

 
利

用
者

 
ハ

ウ
リ

ン
グ

し
て

い

る
こ

と
が

見
て

わ
か

る
補

聴
器

 

補
聴

器
を

耳
か

ら
外

し
て

い
る

と
き

に
ハ

ウ
リ

ン
グ

を
起

こ
し

て
い

て
も

、
補

聴
器

を
外

し
て

い
る

の
で

自
分

に
は

聞
こ

え
ず

、
周

り
の

人
に

迷
惑

を
か

け
て

し
ま

う
こ

と
が

あ
り

ま
す

。
ハ

ウ
リ

ン
グ

を
起

こ
し

て
い

る
こ

と
が

目
視

で
わ

か
る

よ
う

な
機

能
が

欲
し

い
で

す
。
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4
4

4
 

聴
覚

障
害

者
用

 
利

用
者

 
集

団
補

聴
シ

ス
テ

ム

（
磁

気
ル

ー
プ

シ
ス

テ
ム

な
ど

）
の

普
及

各
自

治
体

の
「

福
祉

の
ま

ち
づ

く
り

条
例

」
に

よ
り

、
公

共
施

設
に

は
集

団
補

聴
器

シ
ス

テ
ム

の
整

備
基

準
が

設
け

ら
れ

て
い

ま
す

が
、

新
設

の
大

型
公

共
施

設
の

み
が

対
象

と
な

っ
て

い
ま

す
。

そ
の

た
め

、
昔

か
ら

あ
る

公
共

施
設

に
は

集
団

補
聴

器
シ

ス
テ

ム
の

普
及

が
進

ん
で

い
ま

せ
ん

。
さ

ら
に

公
共

施
設

の
職

員
に

問
い

合
わ

せ
て

も
磁

気
ル

ー
プ

シ
ス

テ
ム

の
存

在
自

体
を

知
ら

な
い

人
も

い
る

た
め

、
困

惑
す

る
こ

と
が

あ
り

ま
す

。
集

団
補

聴
器

シ
ス

テ
ム

は
安

定
し

て
、

音
を

耳
に

伝
え

る
こ

と
が

で
き

る
も

の
な

の
で

、
使

用
環

境
の

拡
大

を
お

願
い

し
た

い
で

す
。

例
え

ば
、

自
動

車
を

運
転

し
て

い
る

場
合

は
、

車
内

に
い

る
全

員
が

正
面

を
向

い
て

い
る

こ
と

、
車

の
走

行
音

が
大

き
い

こ
と

が
原

因
で

会
話

が
難

し
く

な
り

ま
す

。
そ

の
た

め
、

車
載

用
の

磁
気

ル
ー

プ
が

あ
る

と
便

利
で

す
。

 

ま
た

、
病

院
や

薬
局

で
は

医
師

や
看

護
師

が
マ

ス
ク

を
着

用
し

て
い

る
（

院
内

感
染

を
防

ぐ
た

め
外

せ
な

い
）

の
で

、
言

葉
が

読
み

取
り

づ
ら

く
な

り
ま

す
。

そ
の

よ
う

な
施

設
で

は
磁

気
ル

ー
プ

な
ど

の
シ

ス
テ

ム
が

あ
る

と
助

か
り

ま
す

。
 

4
4

5
 

聴
覚

障
害

者
用

 
利

用
者

 
携

帯
電

話
に

取
り

付

け
可

能
な

拡
声

器
 

電
話

の
受

話
器

に
取

り
付

け
る

こ
と

が
で

き
る

拡
声

器
が

あ
り

ま
す

が
、

携
帯

電
話

の
場

合
に

は
小

さ
く

て
薄

い
の

で
、

取
り

付
け

が
困

難
で

す
。

携
帯

電
話

に
も

取
り

付
け

可
能

な
も

の
が

あ
る

と
便

利
で

す
。

 

4
4

6
 

聴
覚

障
害

者
用

 
利

用
者

 
字

幕
表

示
機

能
付

き

電
話

機
 

ア
メ

リ
カ

で
字

幕
表

示
機

能
の

つ
い

た
電

話
機

が
あ

る
と

聞
き

ま
し

た
。

仕
組

み
と

し
て

は
オ

ペ
レ

ー
タ

が
介

在
し

、
話

者
の

音
声

を
文

字
に

変
換

し
、

相
手

の
電

話
機

の
デ

ィ
ス

プ
レ

イ
に

表
示

す
る

仕
組

み
の

よ
う

で
す

（
た

ぶ
ん

）
 

そ
の

よ
う

な
仕

組
み

（
サ

ー
ビ

ス
？

）
が

あ
れ

ば
と

て
も

助
か

り
ま

す
が

、
や

は
り

介
在

な
く

、
電

話
機

が
音

声
を

認
識

し
て

ダ
イ

レ
ク

ト
に

デ
ィ

ス
プ

レ
イ

に
文

字
が

表
示

さ
れ

る
と

い
い

と
思

い
ま

す
。

 

4
4

7
 

聴
覚

障
害

者
用

 
利

用
者

 
火

災
を

感
知

し
て

振

動
す

る
枕

 

就
寝

中
に

火
災

が
発

生
し

て
火

災
報

知
機

が
作

動
し

て
も

、
非

常
ベ

ル
の

音
が

聴
こ

え
な

い
の

で
、

火
災

報
知

機
と

枕
が

連
動

し
て

い
る

と
い

い
と

思
い

ま
す

。
 

枕
の

下
に

潜
り

込
ま

せ
、

火
災

が
発

生
す

る
と

振
動

す
る

商
品

を
以

前
使

っ
て

い
ま

し
た

が
、

寝
て

い
る

間
に

枕
か

ら
ず

れ
て

し
ま

っ
て

全
く

意
味

が
あ

り
ま

せ
ん

で
し

た
。

ま
た

、
防

災
の

た
め

と
は

い
え

、
毎

日
火

災
だ

け
の

た
め

に
枕

の
下

に
機

器
を

入
れ

る
の

は
煩

わ
し

い
で

す
。

生
活

す
る

上
で

必
要

不
可

欠
な

も
の

に
機

能
を

備
え

る
こ

と
が

重
要

で
す

。
 

4
4

8
 

聴
覚

障
害

者
用

 
利

用
者

 
聴

覚
障

害
者

の
た

め

の
危

険
を

知
ら

せ
る

た
め

の
機

器
 

道
を

歩
い

て
い

る
と

、
後

ろ
か

ら
接

近
し

て
く

る
自

転
車

や
、

緊
急

車
両

の
サ

イ
レ

ン
、

車
の

ク
ラ

ク
シ

ョ
ン

な
ど

が
聞

こ
え

ず
に

危
険

を
感

じ
る

こ
と

が
あ

る
。

 

何
ら

か
の

方
法

で
、

サ
イ

レ
ン

や
ク

ラ
ク

シ
ョ

ン
等

の
音

を
検

知
し

、
光

で
知

ら
せ

て
く

れ
る

シ
ス

テ
ム

が
あ

る
と

よ
い

。
ま

た
、

Ｇ
Ｐ

Ｓ
を

利
用

し
て

緊
急

車
両

な
ど

の
位

置
を

把
握

で
き

る
と

危
険

の
回

避
に

つ
な

が
る

。
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4
3

8
 

聴
覚

障
害

者
用

 
利

用
者

 
低

価
格

で
コ

ン
パ

ク

ト
な

補
聴

器
 

理
想

の
補

聴
器

は
、

低
価

格
で

コ
ン

パ
ク

ト
な

も
の

で
あ

る
が

、
現

状
は

小
型

化
す

る
と

コ
ス

ト
が

高
く

な
る

。
こ

の
ジ

レ
ン

マ
を

解
消

で
き

れ
ば

い
い

と
思

う
。

 

4
3

9
 

聴
覚

障
害

者
用

 
利

用
者

 
電

話
の

音
を

拾
い

や

す
く

す
る

機
器

 

耳
か

け
型

補
聴

器
を

つ
け

た
ま

ま
電

話
を

す
る

と
マ

イ
ク

が
上

の
方

に
あ

り
、

音
を

拾
い

づ
ら

い
。

補
聴

器
側

で
電

話
の

音
を

う
ま

く
拾

え
な

い
こ

と
も

あ
り

、
外

し
た

ほ
う

が
聴

こ
え

が
い

い
と

き
も

あ
る

。
 

電
話

の
時

に
音

を
拾

い
や

す
く

工
夫

さ
れ

た
補

聴
器

ま
た

は
電

話
器

が
あ

る
と

便
利

。
 

4
4

0
 

聴
覚

障
害

者
用

 
利

用
者

 
補

聴
器

の
電

池
の

寿

命
 

機
種

に
よ

っ
て

電
池

の
寿

命
は

異
な

り
ま

す
が

、
現

在
使

用
し

て
い

る
の

は
２

週
間

ぐ
ら

い
し

か
も

ち
ま

せ
ん

。
 

会
社

の
会

議
な

ど
、

大
事

な
場

面
で

補
聴

器
の

電
池

が
切

れ
て

し
ま

う
と

困
る

の
で

、
太

陽
電

池
を

利
用

し
た

補
聴

器
が

普
及

す
る

と
便

利
だ

と
思

い
ま

す
。

 

電
池

の
替

え
を

常
に

持
ち

合
わ

せ
て

い
る

わ
け

で
は

な
い

の
で

、
ソ

ー
ラ

ー
や

、
携

帯
電

話
の

よ
う

に
特

定
の

場
所

に
置

い
て

お
く

だ
け

で
充

電
で

き
る

よ
う

な
機

器
が

あ
る

と
便

利
だ

と
思

い
ま

す
。

 

4
4

1
 

聴
覚

障
害

者
用

 
利

用
者

 
Ｆ

Ｍ
補

聴
器

の
マ

イ

ク
 

F
M

補
聴

シ
ス

テ
ム

は
、
基

本
的

に
マ

イ
ク

1
本

を
使

い
ま

わ
す

た
め

、
集

団
で

行
う

会
議

な
ど

で
は

ス
ム

ー
ズ

な
進

行
が

で
き

ま
せ

ん
。

フ
ォ

ナ
ッ

ク
社

が
最

大
1

0
本

ま
で

マ
イ

ク
の

音
を

拾
う

こ
と

が
で

き
る

も
の

を
販

売
し

て
い

る
が

、
マ

イ
ク

の
単

価
が

高
い

（
1

本
3

～
4

万
円

程
度

）
た

め
、

個
人

で
揃

え
る

に
は

限
界

が
あ

り
ま

す
。

Ｆ
Ｍ

補
聴

シ
ス

テ
ム

で
同

時
に

複
数

マ
イ

ク
が

使
用

可
能

で
、

か
つ

マ
イ

ク
の

価
格

が
安

価
な

も
の

が
あ

る
と

助
か

り
ま

す
。

 

4
4

2
 

聴
覚

障
害

者
用

 
利

用
者

 
オ

プ
シ

ョ
ン

で
磁

気

ル
ー

プ
機

能
を

補
聴

器
に

追
加

す
る

 

磁
気

ル
ー

プ
は

効
果

が
あ

り
ま

す
が

、
補

聴
器

自
体

に
機

能
が

な
い

場
合

、
代

替
手

段
が

あ
り

ま
せ

ん
。

箱
形

の
受

信
機

が
あ

り
ま

す
が

、

そ
も

そ
も

補
聴

器
は

そ
の

人
に

適
合

さ
せ

て
い

る
も

の
で

あ
り

、
単

に
音

が
大

き
く

な
っ

て
い

る
だ

け
な

の
で

、
補

聴
器

自
体

に
磁

気
ル

ー
プ

機
能

が
な

く
て

も
、

後
付

け
で

簡
単

に
取

り
付

け
ら

れ
る

も
の

が
あ

る
と

便
利

で
す

。
 

4
4

3
 

聴
覚

障
害

者
用

 
利

用
者

 
ハ

ウ
リ

ン
グ

し
て

い

る
こ

と
が

見
て

わ
か

る
補

聴
器

 

補
聴

器
を

耳
か

ら
外

し
て

い
る

と
き

に
ハ

ウ
リ

ン
グ

を
起

こ
し

て
い

て
も

、
補

聴
器

を
外

し
て

い
る

の
で

自
分

に
は

聞
こ

え
ず

、
周

り
の

人
に

迷
惑

を
か

け
て

し
ま

う
こ

と
が

あ
り

ま
す

。
ハ

ウ
リ

ン
グ

を
起

こ
し

て
い

る
こ

と
が

目
視

で
わ

か
る

よ
う

な
機

能
が

欲
し

い
で

す
。
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4
4

4
 

聴
覚

障
害

者
用

 
利

用
者

 
集

団
補

聴
シ

ス
テ

ム

（
磁

気
ル

ー
プ

シ
ス

テ
ム

な
ど

）
の

普
及

各
自

治
体

の
「

福
祉

の
ま

ち
づ

く
り

条
例

」
に

よ
り

、
公

共
施

設
に

は
集

団
補

聴
器

シ
ス

テ
ム

の
整

備
基

準
が

設
け

ら
れ

て
い

ま
す

が
、

新
設

の
大

型
公

共
施

設
の

み
が

対
象

と
な

っ
て

い
ま

す
。

そ
の

た
め

、
昔

か
ら

あ
る

公
共

施
設

に
は

集
団

補
聴

器
シ

ス
テ

ム
の

普
及

が
進

ん
で

い
ま

せ
ん

。
さ

ら
に

公
共

施
設

の
職

員
に

問
い

合
わ

せ
て

も
磁

気
ル

ー
プ

シ
ス

テ
ム

の
存

在
自

体
を

知
ら

な
い

人
も

い
る

た
め

、
困

惑
す

る
こ

と
が

あ
り

ま
す

。
集

団
補

聴
器

シ
ス

テ
ム

は
安

定
し

て
、

音
を

耳
に

伝
え

る
こ

と
が

で
き

る
も

の
な

の
で

、
使

用
環

境
の

拡
大

を
お

願
い

し
た

い
で

す
。

例
え

ば
、

自
動

車
を

運
転

し
て

い
る

場
合

は
、

車
内

に
い

る
全

員
が

正
面

を
向

い
て

い
る

こ
と

、
車

の
走

行
音

が
大

き
い

こ
と

が
原

因
で

会
話

が
難

し
く

な
り

ま
す

。
そ

の
た

め
、

車
載

用
の

磁
気

ル
ー

プ
が

あ
る

と
便

利
で

す
。

 

ま
た

、
病

院
や

薬
局

で
は

医
師

や
看

護
師

が
マ

ス
ク

を
着

用
し

て
い

る
（

院
内

感
染

を
防

ぐ
た

め
外

せ
な

い
）

の
で

、
言

葉
が

読
み

取
り

づ
ら

く
な

り
ま

す
。

そ
の

よ
う

な
施

設
で

は
磁

気
ル

ー
プ

な
ど

の
シ

ス
テ

ム
が

あ
る

と
助

か
り

ま
す

。
 

4
4

5
 

聴
覚

障
害

者
用

 
利

用
者

 
携

帯
電

話
に

取
り

付

け
可

能
な

拡
声

器
 

電
話

の
受

話
器

に
取

り
付

け
る

こ
と

が
で

き
る

拡
声

器
が

あ
り

ま
す

が
、

携
帯

電
話

の
場

合
に

は
小

さ
く

て
薄

い
の

で
、

取
り

付
け

が
困

難
で

す
。

携
帯

電
話

に
も

取
り

付
け

可
能

な
も

の
が

あ
る

と
便

利
で

す
。

 

4
4

6
 

聴
覚

障
害

者
用

 
利

用
者

 
字

幕
表

示
機

能
付

き

電
話

機
 

ア
メ

リ
カ

で
字

幕
表

示
機

能
の

つ
い

た
電

話
機

が
あ

る
と

聞
き

ま
し

た
。

仕
組

み
と

し
て

は
オ

ペ
レ

ー
タ

が
介

在
し

、
話

者
の

音
声

を
文

字
に

変
換

し
、

相
手

の
電

話
機

の
デ

ィ
ス

プ
レ

イ
に

表
示

す
る

仕
組

み
の

よ
う

で
す

（
た

ぶ
ん

）
 

そ
の

よ
う

な
仕

組
み

（
サ

ー
ビ

ス
？

）
が

あ
れ

ば
と

て
も

助
か

り
ま

す
が

、
や

は
り

介
在

な
く

、
電

話
機

が
音

声
を

認
識

し
て

ダ
イ

レ
ク

ト
に

デ
ィ

ス
プ

レ
イ

に
文

字
が

表
示

さ
れ

る
と

い
い

と
思

い
ま

す
。

 

4
4

7
 

聴
覚

障
害

者
用

 
利

用
者

 
火

災
を

感
知

し
て

振

動
す

る
枕

 

就
寝

中
に

火
災

が
発

生
し

て
火

災
報

知
機

が
作

動
し

て
も

、
非

常
ベ

ル
の

音
が

聴
こ

え
な

い
の

で
、

火
災

報
知

機
と

枕
が

連
動

し
て

い
る

と
い

い
と

思
い

ま
す

。
 

枕
の

下
に

潜
り

込
ま

せ
、

火
災

が
発

生
す

る
と

振
動

す
る

商
品

を
以

前
使

っ
て

い
ま

し
た

が
、

寝
て

い
る

間
に

枕
か

ら
ず

れ
て

し
ま

っ
て

全
く

意
味

が
あ

り
ま

せ
ん

で
し

た
。

ま
た

、
防

災
の

た
め

と
は

い
え

、
毎

日
火

災
だ

け
の

た
め

に
枕

の
下

に
機

器
を

入
れ

る
の

は
煩

わ
し

い
で

す
。

生
活

す
る

上
で

必
要

不
可

欠
な

も
の

に
機

能
を

備
え

る
こ

と
が

重
要

で
す

。
 

4
4

8
 

聴
覚

障
害

者
用

 
利

用
者

 
聴

覚
障

害
者

の
た

め

の
危

険
を

知
ら

せ
る

た
め

の
機

器
 

道
を

歩
い

て
い

る
と

、
後

ろ
か

ら
接

近
し

て
く

る
自

転
車

や
、

緊
急

車
両

の
サ

イ
レ

ン
、

車
の

ク
ラ

ク
シ

ョ
ン

な
ど

が
聞

こ
え

ず
に

危
険

を
感

じ
る

こ
と

が
あ

る
。

 

何
ら

か
の

方
法

で
、

サ
イ

レ
ン

や
ク

ラ
ク

シ
ョ

ン
等

の
音

を
検

知
し

、
光

で
知

ら
せ

て
く

れ
る

シ
ス

テ
ム

が
あ

る
と

よ
い

。
ま

た
、

Ｇ
Ｐ

Ｓ
を

利
用

し
て

緊
急

車
両

な
ど

の
位

置
を

把
握

で
き

る
と

危
険

の
回

避
に

つ
な

が
る

。
 

173

28-117914_報告書.indd   173 2016/04/07   11:54:47



  

175 

4
4

9
 

聴
覚

障
害

者
用

 
利

用
者

 
音

声
認

識
ソ

フ
ト

に

つ
い

て
 

集
団

補
聴

シ
ス

テ
ム

の
機

材
を

持
ち

込
め

な
い

時
に

、
iP

a
d

の
音

声
認

識
ソ

フ
ト

を
使

用
す

る
が

、
集

団
の

中
で

使
用

す
る

と
、

い
ろ

い
ろ

な
音

を
拾

っ
て

し
ま

っ
て

う
ま

く
認

識
で

き
ま

せ
ん

。
必

要
な

音
声

だ
け

を
拾

っ
て

文
字

に
変

換
し

て
く

れ
る

よ
う

に
機

能
を

向
上

し
て

欲
し

い
で

す
。

 

4
5

0
 

聴
覚

障
害

者
用

 
利

用
者

 
メ

ガ
ネ

型
字

幕
表

示

機
器

 

音
声

を
変

換
す

る
端

末
を

持
ち

歩
く

の
は

手
が

塞
が

っ
て

し
ま

う
し

不
便

で
す

。
端

末
よ

り
も

、
自

分
が

向
い

た
方

向
の

音
声

を
文

字
に

変
換

し
て

表
示

し
て

く
れ

る
メ

ガ
ネ

が
あ

る
と

便
利

だ
と

思
い

ま
す

。
 

4
5

1
 

聴
覚

障
害

者
用

 
利

用
者

 
光

っ
て

知
ら

せ
る

体

温
計

 

バ
イ

ブ
レ

ー
シ

ョ
ン

で
測

り
終

わ
っ

た
こ

と
を

知
ら

せ
る

体
温

計
は

あ
り

ま
す

が
、
聴

覚
障

害
者

の
親

が
、
子

供
の

体
温

を
測

る
場

合
は

、

測
り

終
わ

っ
た

こ
と

が
わ

か
ら

な
い

の
で

、
光

で
も

知
ら

せ
て

く
れ

る
体

温
が

あ
る

と
助

か
り

ま
す

。
 

4
5

2
 

聴
覚

障
害

者
用

 
利

用
者

 
視

覚
ア

ラ
ー

ム
付

き

補
聴

器
 

補
聴

器
を

は
ず

し
て

い
る

と
き

は
、

音
が

し
て

も
聞

こ
え

ま
せ

ん
。

 

電
池

が
な

く
な

っ
た

と
き

 

ハ
ウ

リ
ン

グ
し

て
い

る
と

き
 

そ
れ

ぞ
れ

見
て

分
か

る
L
E

D
表

示
等

が
つ

い
て

る
と

よ
い

の
で

す
が

。
 

4
5

3
 

そ
の

他
 

流
通

メ
ー

カ
 

角
度

計
つ

き
車

い
す

の
提

案
（

取
り

付
け

用
）

 

以
前

尋
ね

ら
れ

て
い

た
方

が
お

見
え

に
な

ら
れ

ま
し

た
の

で
、

当
社

別
顧

客
で

作
っ

た
も

の
の

簡
易

版
を

紹
介

い
た

し
ま

す
。

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

製
で

簡
易

仕
様

で
は

あ
り

ま
す

が
、

写
真

の
様

な
も

の
を

作
り

ま
し

た
。

取
り

付
け

は
マ

グ
ネ

ッ
ト

式
（

磁
力

式
）

・
マ

ジ
ッ

ク
テ

ー
プ

式
（

布
部

用
）

と
な

り
ま

す
。

ご
参

考
ま

で
。

当
方

は
愛

知
県

は
西

三
河

、
碧

南
で

設
備

製
缶

業
を

営
ん

で
お

り
ま

す
、

株
式

会
社

伸
交

の
村

山
と

申
し

ま
す

。
3

年
前

に
福

祉
住

環
境

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

の
資

格
を

習
得

し
、

鉄
物

（
鉄

・
ス

テ
ン

レ
ス

・
ア

ル
ミ

)を

使
っ

た
福

祉
に

提
案

出
来

る
製

品
を

と
試

行
錯

誤
し

て
お

り
ま

す
。

現
在

は
市

民
病

院
の

機
器

修
理

、
個

人
宅

で
の

特
殊

加
工

(床
か

ら

の
手

す
り

・
屋

外
で

の
ス

ロ
ー

プ
加

工
）

を
手

掛
け

て
お

り
、

ま
だ

ま
だ

日
が

浅
く

試
行

錯
誤

で
頑

張
っ

て
お

り
ま

す
。

既
存

で
は

施
工

出
来

な
い

・
し

づ
ら

い
設

備
を

、
設

備
製

缶
業

か
ら

の
視

点
で

提
案

・
施

工
を

行
っ

て
お

り
ま

す
。

毎
日

が
勉

強
で

す
。

皆
様

か
ら

の
宿

題
を

基
に

多
く

の
方

々
へ

笑
顔

を
作

り
た

い
と

思
っ

て
い

ま
す

。
 
何

か
ご

ざ
い

ま
し

た
ら

、
ど

う
ぞ

機
会

を
与

え
て

く
だ

さ
い

。
よ

ろ

し
く

お
願

い
い

た
し

ま
す

。
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4
5

4
 

 
 

 
 

【
公

募
】

 
平

成
2

5

年
度

障
害

者
自

立
支

援
機

器
等

開
発

促
進

事
業

・
2

次
 

障
害

者
の

自
立

や
社

会
参

加
を

支
援

す
る

た
め

に
は

、
支

援
機

器
や

技
術

開
発

の
促

進
を

図
る

こ
と

が
必

要
不

可
欠

で
す

が
、

障
害

者
の

自
立

を
支

援
す

る
機

器
の

開
発

（
実

用
的

製
品

化
（

ソ
フ

ト
ウ

ェ
ア

を
開

発
す

る
場

合
を

含
む

。
以

下
同

じ
。

）
）

が
進

ん
で

い
な

い
状

況
に

あ
り

ま
す

。
こ

う
し

た
こ

と
か

ら
、

マ
ー

ケ
ッ

ト
が

小
さ

く
事

業
化

が
困

難
で

あ
る

、
あ

る
い

は
技

術
開

発
は

終
了

し
て

い
る

が
経

費
的

な
問

題
か

ら
モ

ニ
タ

ー
評

価
（

被
験

者
に

よ
る

評
価

試
験

）
が

行
え

な
い

と
い

っ
た

理
由

か
ら

、
実

用
的

製
品

化
が

進
ま

な
い

機
器

に
つ

い
て

、
障

害
当

事
者

に
よ

る
モ

ニ
タ

ー
評

価
等

を
義

務
付

け
た

実
証

実
験

等
を

行
う

こ
と

で
、

障
害

当
事

者
に

と
っ

て
使

い
や

す
く

適
切

な
価

格
で

販
売

さ
れ

る
機

器
を

、
企

業
が

障
害

当
事

者
と

連
携

し
て

開
発

す
る

取
組

に
対

し
て

助
成

を
行

う
「

障
害

者
自

立
支

援
機

器
等

開
発

促
進

事
業

」
を

実
施

い
た

し
ま

す
。

 

■
応

募
締

切
 

平
成

２
５

年
７

月
１

９
日

（
金

）
（

必
着

）
 

詳
細

は
、

厚
生

労
働

省
の

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

を
ご

覧
下

さ
い

。
 

「
平

成
2

5
年

度
障

害
者

自
立

支
援

機
器

等
開

発
促

進
事

業
の

公
募

に
つ

い
て

」
 

h
tt

p
:/

/
w

w
w

.m
h

lw
.g

o
.jp

/
b

u
n

ya
/
s
h

o
u

g
a
ih

o
k
e
n

/
c
yo

u
s
a
jig

yo
u

/
0

2
.h

tm
l 

4
5

5
 

肢
体

障
害

者
用

 
福

祉
専

門
職

 
特

例
 

電
動

車
椅

子
特

例
で

県
の

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
セ

ン
タ

ー
か

ら
出

し
て

も
ら

っ
た

車
椅

子
な

の
で

す
が

・
・

・
特

例
と

い
う

か
ら

に
は

品
物

も
そ

れ

な
り

に
し

ま
す

し
、

何
よ

り
維

持
費

も
金

額
が

張
る

の
に

そ
れ

に
対

し
て

の
補

助
金

制
度

が
全

く
な

い
と

い
う

の
は

お
か

し
い

と
思

い
ま

す
。

少
し

だ
け

修
理

を
し

て
も

、
す

ぐ
何

万
と

い
う

お
金

は
飛

び
ま

す
し

・
・

・
特

例
だ

か
ら

標
準

枠
で

は
付

い
て

な
い

装
備

も
あ

る
の

に
ど

う
し

て
そ

れ
ら

が
認

め
ら

れ
な

い
の

か
が

不
思

議
に

な
り

ま
す

・
・

。
 

特
例

だ
か

ら
修

理
し

た
り

も
金

額
は

あ
る

し
、

修
理

部
品

に
も

違
い

は
あ

る
し

ど
う

し
て

、
車

い
す

修
理

や
電

動
車

い
す

の
修

理
単

価
は

決
ま

っ
て

い
る

の
に

・
・

特
例

補
装

具
の

修
理

単
価

は
考

え
て

も
ら

え
な

い
の

で
し

ょ
う

か
・

・
・

？
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4
4

9
 

聴
覚

障
害

者
用

 
利

用
者

 
音

声
認

識
ソ

フ
ト

に

つ
い

て
 

集
団

補
聴

シ
ス

テ
ム

の
機

材
を

持
ち

込
め

な
い

時
に

、
iP

a
d

の
音

声
認

識
ソ

フ
ト

を
使

用
す

る
が

、
集

団
の

中
で

使
用

す
る

と
、

い
ろ

い
ろ

な
音

を
拾

っ
て

し
ま

っ
て

う
ま

く
認

識
で

き
ま

せ
ん

。
必

要
な

音
声

だ
け

を
拾

っ
て

文
字

に
変

換
し

て
く

れ
る

よ
う

に
機

能
を

向
上

し
て

欲
し

い
で

す
。

 

4
5

0
 

聴
覚

障
害

者
用

 
利

用
者

 
メ

ガ
ネ

型
字

幕
表

示

機
器

 

音
声

を
変

換
す

る
端

末
を

持
ち

歩
く

の
は

手
が

塞
が

っ
て

し
ま

う
し

不
便

で
す

。
端

末
よ

り
も

、
自

分
が

向
い

た
方

向
の

音
声

を
文

字
に

変
換

し
て

表
示

し
て

く
れ

る
メ

ガ
ネ

が
あ

る
と

便
利

だ
と

思
い

ま
す

。
 

4
5

1
 

聴
覚

障
害

者
用

 
利

用
者

 
光

っ
て

知
ら

せ
る

体

温
計

 

バ
イ

ブ
レ

ー
シ

ョ
ン

で
測

り
終

わ
っ

た
こ

と
を

知
ら

せ
る

体
温

計
は

あ
り

ま
す

が
、
聴

覚
障

害
者

の
親

が
、
子

供
の

体
温

を
測

る
場

合
は

、

測
り

終
わ

っ
た

こ
と

が
わ

か
ら

な
い

の
で

、
光

で
も

知
ら

せ
て

く
れ

る
体

温
が

あ
る

と
助

か
り

ま
す

。
 

4
5

2
 

聴
覚

障
害

者
用

 
利

用
者

 
視

覚
ア

ラ
ー

ム
付

き

補
聴

器
 

補
聴

器
を

は
ず

し
て

い
る

と
き

は
、

音
が

し
て

も
聞

こ
え

ま
せ

ん
。

 

電
池

が
な

く
な

っ
た

と
き

 

ハ
ウ

リ
ン

グ
し

て
い

る
と

き
 

そ
れ

ぞ
れ

見
て

分
か

る
L
E

D
表

示
等

が
つ

い
て

る
と

よ
い

の
で

す
が

。
 

4
5

3
 

そ
の

他
 

流
通

メ
ー

カ
 

角
度

計
つ

き
車

い
す

の
提

案
（

取
り

付
け

用
）

 

以
前

尋
ね

ら
れ

て
い

た
方

が
お

見
え

に
な

ら
れ

ま
し

た
の

で
、

当
社

別
顧

客
で

作
っ

た
も

の
の

簡
易

版
を

紹
介

い
た

し
ま

す
。

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

製
で

簡
易

仕
様

で
は

あ
り

ま
す

が
、

写
真

の
様

な
も

の
を

作
り

ま
し

た
。

取
り

付
け

は
マ

グ
ネ

ッ
ト

式
（

磁
力

式
）

・
マ

ジ
ッ

ク
テ

ー
プ

式
（

布
部

用
）

と
な

り
ま

す
。

ご
参

考
ま

で
。

当
方

は
愛

知
県

は
西

三
河

、
碧

南
で

設
備

製
缶

業
を

営
ん

で
お

り
ま

す
、

株
式

会
社

伸
交

の
村

山
と

申
し

ま
す

。
3

年
前

に
福

祉
住

環
境

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

の
資

格
を

習
得

し
、

鉄
物

（
鉄

・
ス

テ
ン

レ
ス

・
ア

ル
ミ

)を

使
っ

た
福

祉
に

提
案

出
来

る
製

品
を

と
試

行
錯

誤
し

て
お

り
ま

す
。

現
在

は
市

民
病

院
の

機
器

修
理

、
個

人
宅

で
の

特
殊

加
工

(床
か

ら

の
手

す
り

・
屋

外
で

の
ス

ロ
ー

プ
加

工
）

を
手

掛
け

て
お

り
、

ま
だ

ま
だ

日
が

浅
く

試
行

錯
誤

で
頑

張
っ

て
お

り
ま

す
。

既
存

で
は

施
工

出
来

な
い

・
し

づ
ら

い
設

備
を

、
設

備
製

缶
業

か
ら

の
視

点
で

提
案

・
施

工
を

行
っ

て
お

り
ま

す
。

毎
日

が
勉

強
で

す
。

皆
様

か
ら

の
宿

題
を

基
に

多
く

の
方

々
へ

笑
顔

を
作

り
た

い
と

思
っ

て
い

ま
す

。
 
何

か
ご

ざ
い

ま
し

た
ら

、
ど

う
ぞ

機
会

を
与

え
て

く
だ

さ
い

。
よ

ろ

し
く

お
願

い
い

た
し

ま
す

。
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4
5

4
 

 
 

 
 

【
公

募
】

 
平

成
2

5

年
度

障
害

者
自

立
支

援
機

器
等

開
発

促
進

事
業

・
2

次
 

障
害

者
の

自
立

や
社

会
参

加
を

支
援

す
る

た
め

に
は

、
支

援
機

器
や

技
術

開
発

の
促

進
を

図
る

こ
と

が
必

要
不

可
欠

で
す

が
、

障
害

者
の

自
立

を
支

援
す

る
機

器
の

開
発

（
実

用
的

製
品

化
（

ソ
フ

ト
ウ

ェ
ア

を
開

発
す

る
場

合
を

含
む

。
以

下
同

じ
。

）
）

が
進

ん
で

い
な

い
状

況
に

あ
り

ま
す

。
こ

う
し

た
こ

と
か

ら
、

マ
ー

ケ
ッ

ト
が

小
さ

く
事

業
化

が
困

難
で

あ
る

、
あ

る
い

は
技

術
開

発
は

終
了

し
て

い
る

が
経

費
的

な
問

題
か

ら
モ

ニ
タ

ー
評

価
（

被
験

者
に

よ
る

評
価

試
験

）
が

行
え

な
い

と
い

っ
た

理
由

か
ら

、
実

用
的

製
品

化
が

進
ま

な
い

機
器

に
つ

い
て

、
障

害
当

事
者

に
よ

る
モ

ニ
タ

ー
評

価
等

を
義

務
付

け
た

実
証

実
験

等
を

行
う

こ
と

で
、

障
害

当
事

者
に

と
っ

て
使

い
や

す
く

適
切

な
価

格
で

販
売

さ
れ

る
機

器
を

、
企

業
が

障
害

当
事

者
と

連
携

し
て

開
発

す
る

取
組

に
対

し
て

助
成

を
行

う
「

障
害

者
自

立
支

援
機

器
等

開
発

促
進

事
業

」
を

実
施

い
た

し
ま

す
。

 

■
応

募
締

切
 

平
成

２
５

年
７

月
１

９
日

（
金

）
（

必
着

）
 

詳
細

は
、

厚
生

労
働

省
の

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

を
ご

覧
下

さ
い

。
 

「
平

成
2

5
年

度
障

害
者

自
立

支
援

機
器

等
開

発
促

進
事

業
の

公
募

に
つ

い
て

」
 

h
tt

p
:/

/
w

w
w

.m
h

lw
.g

o
.jp

/
b

u
n

ya
/
s
h

o
u

g
a
ih

o
k
e
n

/
c
yo

u
s
a
jig

yo
u

/
0

2
.h

tm
l 

4
5

5
 

肢
体

障
害

者
用

 
福

祉
専

門
職

 
特

例
 

電
動

車
椅

子
特

例
で

県
の

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
セ

ン
タ

ー
か

ら
出

し
て

も
ら

っ
た

車
椅

子
な

の
で

す
が

・
・

・
特

例
と

い
う

か
ら

に
は

品
物

も
そ

れ

な
り

に
し

ま
す

し
、

何
よ

り
維

持
費

も
金

額
が

張
る

の
に

そ
れ

に
対

し
て

の
補

助
金

制
度

が
全

く
な

い
と

い
う

の
は

お
か

し
い

と
思

い
ま

す
。

少
し

だ
け

修
理

を
し

て
も

、
す

ぐ
何

万
と

い
う

お
金

は
飛

び
ま

す
し

・
・

・
特

例
だ

か
ら

標
準

枠
で

は
付

い
て

な
い

装
備

も
あ

る
の

に
ど

う
し

て
そ

れ
ら

が
認

め
ら

れ
な

い
の

か
が

不
思

議
に

な
り

ま
す

・
・

。
 

特
例

だ
か

ら
修

理
し

た
り

も
金

額
は

あ
る

し
、

修
理

部
品

に
も

違
い

は
あ

る
し

ど
う

し
て

、
車

い
す

修
理

や
電

動
車

い
す

の
修

理
単

価
は

決
ま

っ
て

い
る

の
に

・
・

特
例

補
装

具
の

修
理

単
価

は
考

え
て

も
ら

え
な

い
の

で
し

ょ
う

か
・

・
・

？
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4
5

6
 

 
 

 
 

平
成

2
5

年
度

 
チ

ャ

レ
ン

ジ
ド

向
け

通

信
・

放
送

役
務

提

供
・

開
発

推
進

助
成

金
の

交
付

決
定

 

独
立

行
政

法
人

 
情

報
通

信
研

究
機

構
（

理
事

長
：

坂
内

 
正

夫
）

は
、

平
成

2
5

年
度

の
「

チ
ャ

レ
ン

ジ
ド

向
け

通
信

・
放

送
役

務
提

供
・

開
発

推
進

助
成

金
(注

)」
の

助
成

対
象

事
業

を
決

定
し

ま
し

た
の

で
、

下
記

の
ペ

ー
ジ

に
て

、
そ

の
結

果
を

お
知

ら
せ

し
ま

す
。

 

h
tt

p
:/

/
w

w
w

.n
ic

t.
g
o
.jp

/
p

re
s
s
/
2

0
1

3
/
0

6
/
2

7
-
1

.h
tm

l 

（
注

）
 
身

体
上

の
障

害
の

た
め

通
信

・
放

送
役

務
を

利
用

す
る

の
に

支
障

の
あ

る
者

が
、

当
該

通
信

・
放

送
役

務
を

円
滑

に
利

用
で

き

る
よ

う
に

す
る

こ
と

を
目

的
と

し
て

、
身

体
障

害
者

（
以

下
「

チ
ャ

レ
ン

ジ
ド

」
と

い
う

。
）

の
利

便
の

増
進

に
著

し
く

寄
与

す
る

通
信

・

放
送

役
務

を
提

供
し

、
又

は
開

発
す

る
業

務
を

行
う

民
間

企
業

等
に

対
し

て
、

そ
の

業
務

に
必

要
な

資
金

の
一

部
を

助
成

す
る

も
の

で
、

平
成

1
3

年
度

か
ら

実
施

し
て

い
ま

す
。

 

4
5

8
 

肢
体

障
害

者
用

 
医

療
専

門
職

 
【

要
望

】
片

脚
歩

行

器
（

サ
イ

ド
ケ

イ
ン

）

の
改

良
 

理
学

療
法

士
で

す
。

重
度

の
片

麻
痺

患
者

さ
ま

の
歩

行
練

習
を

行
う

際
、

片
脚

歩
行

器
（

サ
イ

ド
ケ

イ
ン

）
を

用
い

る
こ

と
が

多
々

あ
り

ま
す

。
そ

の
際

、
持

ち
上

げ
動

作
が

不
要

で
且

つ
体

重
を

か
け

る
と

ブ
レ

ー
キ

の
か

か
る

も
の

が
あ

る
と

練
習

が
ス

ム
ー

ズ
に

な
る

と
以

前
か

ら
感

じ
て

い
ま

し
た

。
四

輪
歩

行
器

や
二

輪
歩

行
器

に
は

そ
の

よ
う

な
機

能
の

も
の

が
あ

る
の

に
、

な
ぜ

、
片

脚
歩

行
器

は
、

昔
か

ら
ゴ

ム
の

も
の

し
か

な
い

の
だ

ろ
う

と
不

思
議

で
す

。
高

齢
に

な
る

と
腕

の
筋

力
も

低
下

し
ま

す
し

、
認

知
面

の
障

害
を

伴
う

と
杖

の
操

作
が

難
し

い
方

も
多

い
で

す
。

 
そ

の
よ

う
な

製
品

が
あ

り
ま

し
た

ら
、

教
え

て
い

た
だ

き
た

い
で

す
。

も
し

、
無

い
の

で
し

た
ら

ど
な

た
か

作
っ

て
い

た
だ

け
な

い
か

な
と

思
い

ま
す

。
 

4
5

9
 

そ
の

他
 

そ
の

他
 

福
祉

用
具

選
択

に
関

す
る

指
針

（
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
に

つ
い

て
）

法
人

内
に

て
、

福
祉

用
具

利
用

を
推

進
し

よ
う

と
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
を

作
成

し
た

く
思

っ
て

い
ま

す
。

 

つ
き

ま
し

て
は

、
福

祉
用

具
の

選
定

の
大

ま
か

な
基

準
な

ど
を

決
め

て
い

る
資

料
・

文
献

・
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
な

ど
が

あ
り

ま
し

た
ら

紹
介

し
て

い
た

だ
き

た
く

思
い

ま
す

。
具

体
的

に
は

○
○

な
人

に
対

し
て

は
リ

フ
ト

を
使

用
す

る
。

○
○

な
人

に
対

し
て

は
ス

ラ
イ

デ
ィ

ン
グ

ボ
ー

ド
を

使
用

す
る

。
と

い
っ

た
感

じ
の

情
報

だ
と

う
れ

し
い

で
す

。
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4
6

0
 

肢
体

障
害

者
用

 
利

用
者

 
キ

ッ
チ

ン
で

前
後

座

右
に

動
け

る
小

回
り

可
能

な
ハ

イ
チ

ェ
ア

ー
 

私
は

、
両

下
肢

障
害

２
級

、
左

下
肢

に
は

長
下

肢
装

具
を

着
装

、
右

下
肢

は
足

首
が

不
安

定
で

外
出

時
は

補
装

靴
利

用
、

室
内

で
は

サ
ン

ダ
ル

利
用

を
し

て
い

る
、

６
４

歳
の

ポ
ス

ト
ポ

リ
オ

症
候

群
の

女
性

で
す

。
現

在
は

、
D

ｒ
 

P
T

 
装

具
士

の
方

々
の

ア
ド

バ
イ

ス
に

よ

り
、

少
し

で
も

体
力

低
下

を
緩

慢
に

す
る

た
め

の
努

力
を

し
て

い
ま

す
。

主
婦

で
す

か
ら

家
事

を
し

な
け

れ
ば

な
り

ま
せ

ん
。

そ
の

た
め

に
は

で
き

る
限

り
歩

く
こ

と
の

で
き

る
期

間
を

長
く

し
た

い
一

念
で

す
。

 

家
事

の
中

で
一

番
つ

ら
い

の
が

台
所

で
の

立
ち

仕
事

で
す

。
我

が
家

の
キ

ッ
チ

ン
は

８
畳

弱
の

ス
ペ

ー
ス

に
テ

ー
ブ

ル
な

ど
キ

ッ
チ

ン
用

品
が

並
ん

で
お

り
わ

ず
か

な
ス

ペ
ー

ス
で

す
。

で
も

、
私

に
と

っ
て

歩
く

こ
と

以
上

に
立

ち
姿

勢
を

維
持

す
る

こ
と

が
つ

ら
い

の
で

す
。

右
下

肢
で

体
重

を
支

え
る

こ
と

が
多

く
、

し
か

も
踵

に
力

が
入

る
た

め
、

体
が

後
ろ

に
倒

れ
そ

う
で

不
安

定
に

な
り

ま
す

。
椅

子
に

座
っ

て
、

な
お

か
つ

キ
ッ

チ
ン

で
自

由
に

動
け

る
イ

ス
が

欲
し

い
の

で
す

が
、

な
か

な
か

良
い

も
の

が
見

つ
か

り
ま

せ
ん

。
 

狭
い

ス
ペ

ー
ス

で
す

か
ら

、
（

流
し

台
と

テ
ー

ブ
ル

、
テ

ー
ブ

ル
と

食
器

棚
の

間
は

そ
れ

ぞ
れ

お
お

よ
そ

６
０

㎝
弱

、
キ

ッ
チ

ン
の

高
さ

8
5

㎝
、

私
の

身
長

は
1

5
8

㎝
）

キ
ッ

チ
ン

や
テ

ー
ブ

ル
を

伝
っ

た
り

、
足

で
床

を
蹴

っ
た

り
し

て
前

後
左

右
に

移
動

で
き

る
、

そ
ん

な
椅

子
を

ど
な

た
か

開
発

し
て

い
た

だ
け

な
い

で
し

ょ
う

か
？

今
ま

で
い

ろ
い

ろ
な

福
祉

用
具

展
示

会
な

ど
で

話
し

て
み

ま
し

た
が

、
よ

い
反

応
が

あ
り

ま
せ

ん
で

し
た

。
私

な
り

に
試

し
た

も
の

一
例

を
挙

げ
ま

す
。

 

①
折

り
た

た
み

の
ハ

イ
チ

ェ
ア

ー
 

一
所

で
仕

事
を

す
る

に
は

便
利

で
す

。
し

か
し

キ
ッ

チ
ン

で
の

仕
事

は
左

右
へ

の
動

き
が

重
要

で
す

。
 

長
下

肢
装

具
を

付
け

て
い

る
た

め
立

っ
た

り
座

っ
た

り
す

る
た

び
に

膝
の

ジ
ョ

イ
ン

ト
を

操
作

し
な

け
れ

ば
な

ら
ず

、
と

て
も

面
倒

で

す
。

現
在

使
用

し
て

い
る

の
は

、
こ

ん
な

感
じ

の
物

で
す

。
（

昔
5

0
0

0
円

程
で

買
い

ま
し

た
）

h
tt

p
:/

/
it
e
m

.r
a
k
u

te
n

.c
o
.jp

/
k
a
g
u

c
h

/
a
s
2

4
0

/
#

a
s
2

4
0

 

②
キ

ャ
ス

タ
ー

付
き

の
ハ

イ
チ

ェ
ア

ー
 

座
位

の
高

め
の

椅
子

は
、

安
定

性
を

保
つ

た
め

に
か

、
下

部
の

直
径

が
大

き
く

、
狭

い
キ

ッ
チ

ン
の

中
で

は
あ

ち
こ

ち
に

ぶ
つ

か
っ

て
し

ま
い

ま
す

。
ま

た
、

座
ろ

う
と

す
る

と
軽

く
逃

げ
ら

れ
、

座
り

損
な

っ
て

こ
ろ

ぶ
こ

と
が

多
く

な
り

危
険

そ
う

で
す

。
重

心
が

低
く

安
定

性
が

あ
っ

て
、

下
部

直
径

が
小

さ
な

キ
ャ

ス
タ

ー
付

き
ハ

イ
チ

ェ
ア

ー
だ

っ
た

ら
使

え
そ

う
な

気
が

す
る

の
で

す
が

･
･
･（

素
人

判
断

？
）
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4
5

6
 

 
 

 
 

平
成

2
5

年
度

 
チ

ャ

レ
ン

ジ
ド

向
け

通

信
・

放
送

役
務

提

供
・

開
発

推
進

助
成

金
の

交
付

決
定

 

独
立

行
政

法
人

 
情

報
通

信
研

究
機

構
（

理
事

長
：

坂
内

 
正

夫
）

は
、

平
成

2
5

年
度

の
「

チ
ャ

レ
ン

ジ
ド

向
け

通
信

・
放

送
役

務
提

供
・

開
発

推
進

助
成

金
(注

)」
の

助
成

対
象

事
業

を
決

定
し

ま
し

た
の

で
、

下
記

の
ペ

ー
ジ

に
て

、
そ

の
結

果
を

お
知

ら
せ

し
ま

す
。

 

h
tt

p
:/

/
w

w
w

.n
ic

t.
g
o
.jp

/
p

re
s
s
/
2

0
1

3
/
0

6
/
2

7
-
1

.h
tm

l 

（
注

）
 
身

体
上

の
障

害
の

た
め

通
信

・
放

送
役

務
を

利
用

す
る

の
に

支
障

の
あ

る
者

が
、

当
該

通
信

・
放

送
役

務
を

円
滑

に
利

用
で

き

る
よ

う
に

す
る

こ
と

を
目

的
と

し
て

、
身

体
障

害
者

（
以

下
「

チ
ャ

レ
ン

ジ
ド

」
と

い
う

。
）

の
利

便
の

増
進

に
著

し
く

寄
与

す
る

通
信

・

放
送

役
務

を
提

供
し

、
又

は
開

発
す

る
業

務
を

行
う

民
間

企
業

等
に

対
し

て
、

そ
の

業
務

に
必

要
な

資
金

の
一

部
を

助
成

す
る

も
の

で
、

平
成

1
3

年
度

か
ら

実
施

し
て

い
ま

す
。

 

4
5

8
 

肢
体

障
害

者
用

 
医

療
専

門
職

 
【

要
望

】
片

脚
歩

行

器
（

サ
イ

ド
ケ

イ
ン

）

の
改

良
 

理
学

療
法

士
で

す
。

重
度

の
片

麻
痺

患
者

さ
ま

の
歩

行
練

習
を

行
う

際
、

片
脚

歩
行

器
（

サ
イ

ド
ケ

イ
ン

）
を

用
い

る
こ

と
が

多
々

あ
り

ま
す

。
そ

の
際

、
持

ち
上

げ
動

作
が

不
要

で
且

つ
体

重
を

か
け

る
と

ブ
レ

ー
キ

の
か

か
る

も
の

が
あ

る
と

練
習

が
ス

ム
ー

ズ
に

な
る

と
以

前
か

ら
感

じ
て

い
ま

し
た

。
四

輪
歩

行
器

や
二

輪
歩

行
器

に
は

そ
の

よ
う

な
機

能
の

も
の

が
あ

る
の

に
、

な
ぜ

、
片

脚
歩

行
器

は
、

昔
か

ら
ゴ

ム
の

も
の

し
か

な
い

の
だ

ろ
う

と
不

思
議

で
す

。
高

齢
に

な
る

と
腕

の
筋

力
も

低
下

し
ま

す
し

、
認

知
面

の
障

害
を

伴
う

と
杖

の
操

作
が

難
し

い
方

も
多

い
で

す
。

 
そ

の
よ

う
な

製
品

が
あ

り
ま

し
た

ら
、

教
え

て
い

た
だ

き
た

い
で

す
。

も
し

、
無

い
の

で
し

た
ら

ど
な

た
か

作
っ

て
い

た
だ

け
な

い
か

な
と

思
い

ま
す

。
 

4
5

9
 

そ
の

他
 

そ
の

他
 

福
祉

用
具

選
択

に
関

す
る

指
針

（
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
に

つ
い

て
）

法
人

内
に

て
、

福
祉

用
具

利
用

を
推

進
し

よ
う

と
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
を

作
成

し
た

く
思

っ
て

い
ま

す
。

 

つ
き

ま
し

て
は

、
福

祉
用

具
の

選
定

の
大

ま
か

な
基

準
な

ど
を

決
め

て
い

る
資

料
・

文
献

・
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
な

ど
が

あ
り

ま
し

た
ら

紹
介

し
て

い
た

だ
き

た
く

思
い

ま
す

。
具

体
的

に
は

○
○

な
人

に
対

し
て

は
リ

フ
ト

を
使

用
す

る
。

○
○

な
人

に
対

し
て

は
ス

ラ
イ

デ
ィ

ン
グ

ボ
ー

ド
を

使
用

す
る

。
と

い
っ

た
感

じ
の

情
報

だ
と

う
れ

し
い

で
す

。
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4
6

0
 

肢
体

障
害

者
用

 
利

用
者

 
キ

ッ
チ

ン
で

前
後

座

右
に

動
け

る
小

回
り

可
能

な
ハ

イ
チ

ェ
ア

ー
 

私
は

、
両

下
肢

障
害

２
級

、
左

下
肢

に
は

長
下

肢
装

具
を

着
装

、
右

下
肢

は
足

首
が

不
安

定
で

外
出

時
は

補
装

靴
利

用
、

室
内

で
は

サ
ン

ダ
ル

利
用

を
し

て
い

る
、

６
４

歳
の

ポ
ス

ト
ポ

リ
オ

症
候

群
の

女
性

で
す

。
現

在
は

、
D

ｒ
 

P
T

 
装

具
士

の
方

々
の

ア
ド

バ
イ

ス
に

よ

り
、

少
し

で
も

体
力

低
下

を
緩

慢
に

す
る

た
め

の
努

力
を

し
て

い
ま

す
。

主
婦

で
す

か
ら

家
事

を
し

な
け

れ
ば

な
り

ま
せ

ん
。

そ
の

た
め

に
は

で
き

る
限

り
歩

く
こ

と
の

で
き

る
期

間
を

長
く

し
た

い
一

念
で

す
。

 

家
事

の
中

で
一

番
つ

ら
い

の
が

台
所

で
の

立
ち

仕
事

で
す

。
我

が
家

の
キ

ッ
チ

ン
は

８
畳

弱
の

ス
ペ

ー
ス

に
テ

ー
ブ

ル
な

ど
キ

ッ
チ

ン
用

品
が

並
ん

で
お

り
わ

ず
か

な
ス

ペ
ー

ス
で

す
。

で
も

、
私

に
と

っ
て

歩
く

こ
と

以
上

に
立

ち
姿

勢
を

維
持

す
る

こ
と

が
つ

ら
い

の
で

す
。

右
下

肢
で

体
重

を
支

え
る

こ
と

が
多

く
、

し
か

も
踵

に
力

が
入

る
た

め
、

体
が

後
ろ

に
倒

れ
そ

う
で

不
安

定
に

な
り

ま
す

。
椅

子
に

座
っ

て
、

な
お

か
つ

キ
ッ

チ
ン

で
自

由
に

動
け

る
イ

ス
が

欲
し

い
の

で
す

が
、

な
か

な
か

良
い

も
の

が
見

つ
か

り
ま

せ
ん

。
 

狭
い

ス
ペ

ー
ス

で
す

か
ら

、
（

流
し

台
と

テ
ー

ブ
ル

、
テ

ー
ブ

ル
と

食
器

棚
の

間
は

そ
れ

ぞ
れ

お
お

よ
そ

６
０

㎝
弱

、
キ

ッ
チ

ン
の

高
さ

8
5

㎝
、

私
の

身
長

は
1

5
8

㎝
）

キ
ッ

チ
ン

や
テ

ー
ブ

ル
を

伝
っ

た
り

、
足

で
床

を
蹴

っ
た

り
し

て
前

後
左

右
に

移
動

で
き

る
、

そ
ん

な
椅

子
を

ど
な

た
か

開
発

し
て

い
た

だ
け

な
い

で
し

ょ
う

か
？

今
ま

で
い

ろ
い

ろ
な

福
祉

用
具

展
示

会
な

ど
で

話
し

て
み

ま
し

た
が

、
よ

い
反

応
が

あ
り

ま
せ

ん
で

し
た

。
私

な
り

に
試

し
た

も
の

一
例

を
挙

げ
ま

す
。

 

①
折

り
た

た
み

の
ハ

イ
チ

ェ
ア

ー
 

一
所

で
仕

事
を

す
る

に
は

便
利

で
す

。
し

か
し

キ
ッ

チ
ン

で
の

仕
事

は
左

右
へ

の
動

き
が

重
要

で
す

。
 

長
下

肢
装

具
を

付
け

て
い

る
た

め
立

っ
た

り
座

っ
た

り
す

る
た

び
に

膝
の

ジ
ョ

イ
ン

ト
を

操
作

し
な

け
れ

ば
な

ら
ず

、
と

て
も

面
倒

で

す
。

現
在

使
用

し
て

い
る

の
は

、
こ

ん
な

感
じ

の
物

で
す

。
（

昔
5

0
0

0
円

程
で

買
い

ま
し

た
）

h
tt

p
:/

/
it
e
m

.r
a
k
u

te
n

.c
o
.jp

/
k
a
g
u

c
h

/
a
s
2

4
0

/
#

a
s
2

4
0

 

②
キ

ャ
ス

タ
ー

付
き

の
ハ

イ
チ

ェ
ア

ー
 

座
位

の
高

め
の

椅
子

は
、

安
定

性
を

保
つ

た
め

に
か

、
下

部
の

直
径

が
大

き
く

、
狭

い
キ

ッ
チ

ン
の

中
で

は
あ

ち
こ

ち
に

ぶ
つ

か
っ

て
し

ま
い

ま
す

。
ま

た
、

座
ろ

う
と

す
る

と
軽

く
逃

げ
ら

れ
、

座
り

損
な

っ
て

こ
ろ

ぶ
こ

と
が

多
く

な
り

危
険

そ
う

で
す

。
重

心
が

低
く

安
定

性
が

あ
っ

て
、

下
部

直
径

が
小

さ
な

キ
ャ

ス
タ

ー
付

き
ハ

イ
チ

ェ
ア

ー
だ

っ
た

ら
使

え
そ

う
な

気
が

す
る

の
で

す
が

･
･
･（

素
人

判
断

？
）
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4
6

1
 

肢
体

障
害

者
用

 
流

通
メ

ー
カ

 
車

椅
子

用
段

差
解

消

器
・

車
椅

子
用

キ
ャ

リ
ヤ

ー
ア

ー
ム

 

【
特

許
取

得
済

み
車

椅
子

用
段

差
解

消
器

「
だ

ん
あ

っ
ぷ

】
 

車
椅

子
に

よ
る

行
動

範
囲

を
広

め
、

介
助

者
の

負
担

が
軽

減
で

き
る

車
椅

子
に

装
着

す
る

段
差

解
消

リ
フ

ト
ア

ー
ム

を
販

売
し

て
い

ま

す
。

車
椅

子
で

進
行

中
に

段
差

ま
た

は
溝

に
さ

し
か

か
る

と
、

リ
フ

ト
ア

ー
ム

の
先

端
が

段
差

ま
た

は
溝

の
角

に
当

た
り

ま
す

。
更

に
車

椅
子

が
進

行
し

ま
す

と
リ

フ
ト

ア
ー

ム
は

車
椅

子
の

後
方

へ
移

動
し

な
が

ら
車

椅
子

の
前

部
を

持
ち

上
げ

ま
す

。
こ

れ
に

よ
り

段
差

乗
り

越
え

の
目

安
推

進
力

は
、

介
助

者
な

し
の

場
合

、
3

0
~6

0
m

/
m

程
度

、
介

助
者

付
き

の
場

合
は

1
0

0
m

/
m

程
度

と
な

り
、

未
装

着
の

場
合

と
比

べ
大

幅
に

推
力

を
軽

減
で

き
ま

す
。

 

【
特

許
取

得
済

み
車

椅
子

用
キ

ャ
リ

ヤ
ー

ア
ー

ム
「

へ
る

ぱ
む

】
 

車
椅

子
の

全
部

フ
レ

ー
ム

に
装

着
す

る
こ

と
に

よ
り

従
来

の
後

方
の

ハ
ン

ド
ル

と
同

時
に

2
名

の
介

助
者

で
車

椅
子

自
体

を
持

ち
上

げ

る
こ

と
が

で
き

階
段

や
大

き
な

障
害

物
で

も
通

過
で

き
る

よ
う

に
な

り
ま

す
。

 

4
6

2
 

そ
の

他
 

そ
の

他
 

広
州

の
医

療
 

広
州

に
は

日
本

人
先

生
が

い
る

病
院

が
ど

こ
で

す
か

？
広

州
市

の
天

河
区

林
和

東
路

病
院

は
ど

う
で

す
か

？
 
 

h
tt

p
:/

/
w

w
w

.w
a
le

s
h

o
s
p

it
a
l.c

o
m

/
ja

p
a
n

e
s
e
 
 

威
利

斯
ク

リ
ニ

ッ
ク

の
ご

紹
介

 

◎
中

国
で

活
躍

さ
れ

る
日

本
人

の
た

め
の

総
合

メ
デ

ィ
カ

ル
セ

ン
タ

ー
で

す
。

 

ウ
ェ

ー
リ

ス
（

威
利

斯
）

ク
リ

ニ
ッ

ク
は

、
広

州
及

び
周

辺
地

域
の

日
本

人
の

皆
様

が
、

健
康

で
充

実
し

た
生

活
を

お
く

ら
れ

る
よ

う
に

洲
際

国
際

集
団

の
協

力
で

、
2

0
0

９
年

に
ク

リ
ニ

ッ
ク

と
健

康
管

理
セ

ン
タ

ー
が

開
設

さ
れ

ま
し

た
。

 

4
6

3
 

 
 

 
 

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

 
介

護
・

リ
ハ

ビ
リ

・
自

立
の

た
め

の
実

用
的

な
ロ

ボ
ッ

ト
技

術
の

創
出

 

第
3

1
回

日
本

ロ
ボ

ッ
ト

学
会

学
術

講
演

会
の

特
別

併
催

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

と
し

て
表

記
を

企
画

さ
せ

て
い

た
だ

き
ま

し
た

。
参

加
無

料
で

す
が

、
車

い
す

利
用

者
お

よ
に

介
助

が
必

要
な

方
は

、
準

備
の

都
合

上
、

m
l-

ro
b

o
ti
c
s
@

re
h

a
b

.g
o
.jp

に
ご

連
絡

く
だ

さ
い

。
ま

た
、

当
日

先
着

3
0

0
名

に
講

師
含

む
様

々
な

方
々

に
寄

稿
し

て
い

た
だ

い
た

資
料

を
冊

子
に

し
て

無
料

配
布

予
定

で
す

。
ご

関
心

あ
る

方
々

は
以

下
お

よ
び

下
記

U
R

L
を

ご
覧

下
さ

い
。

h
tt

p
:/

/
w

w
w

.r
e
h

a
b

.g
o
.jp

/
h

o
d

o
/
e
tc

/
rs

j_
s
p

_
s
e
s
s
io

n
/
rs

j_
s
p

_
s
e
s
s
io

n
0

3
.h

tm
日

時
 

9
月

4
日

(水
) 

1
3

:3
0

-
1

6
:5

0
場

所
 

首
都

大
学

東
京

 
南

大
沢

キ
ャ

ン
パ

ス
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4
6

4
 

 
 

 
 

福
祉

用
具

・
介

護
ロ

ボ
ッ

ト
実

用
化

支
援

事
業

の
実

施
に

つ
い

て
 

 
高

齢
化

の
進

展
な

ど
で

介
護

に
対

す
る

ニ
ー

ズ
が

高
ま

る
中

、
介

護
分

野
で

は
従

事
者

の
腰

痛
発

生
件

数
が

増
え

る
と

い
っ

た
問

題
が

指
摘

さ
れ

て
お

り
、

介
護

ロ
ボ

ッ
ト

の
早

期
の

実
用

化
が

求
め

ら
れ

て
い

ま
す

。
そ

こ
で

、
平

成
2

4
年

か
ら

経
済

産
業

省
と

連
携

し
て

、

日
本

の
高

度
な

ロ
ボ

ッ
ト

技
術

を
活

用
し

た
介

護
ロ

ボ
ッ

ト
の

実
用

化
に

向
け

て
、

開
発

・
介

護
の

両
方

の
現

場
を

つ
な

ぐ
支

援
を

行
っ

て
い

ま
す

。
現

在
、

介
護

の
現

場
か

ら
は

、
介

護
ロ

ボ
ッ

ト
の

種
類

や
活

用
法

が
分

か
ら

な
い

、
役

立
つ

機
器

が
な

い
と

い
っ

た
意

見
が

あ
る

一
方

、
開

発
側

か
ら

は
、

介
護

現
場

の
ニ

ー
ズ

が
分

か
ら

な
い

、
介

護
ロ

ボ
ッ

ト
を

作
っ

た
け

れ
ど

使
っ

て
も

ら
え

な
い

と
い

っ
た

意
見

が
あ

り
、

ミ
ス

マ
ッ

チ
が

起
こ

っ
て

い
ま

す
。

今
後

も
引

き
続

き
、

開
発

・
介

護
の

両
方

の
現

場
の

連
携

を
図

り
、

ニ
ー

ズ
に

合
っ

た
実

用
性

の
高

い
介

護
ロ

ボ
ッ

ト
の

開
発

・
実

用
化

を
促

す
環

境
を

整
備

し
て

い
き

ま
す

。
詳

し
く

は
テ

ク
ノ

エ
イ

ド
協

会
の

介
護

ロ
ボ

ッ
ト

専
用

ペ
ー

ジ
を

ご
覧

く
だ

さ
い

。
h

tt
p

:/
/w

w
w

.t
e
c
h

n
o
-
a
id

s
.o

r.
jp

/
ro

b
o
t/

jig
yo

.s
h

tm
l 

4
6

6
 

そ
の

他
(内

部
疾

患
者

用
) 

利
用

者
 

【
要

望
】

ヘ
ル

プ
マ

ー
ク

 

東
京

都
で

実
施

さ
れ

て
い

る
ヘ

ル
プ

マ
ー

ク
と

い
う

も
の

が
あ

り
ま

す
。

外
か

ら
は

見
え

な
い

障
害

、
妊

婦
な

ど
を

持
っ

て
い

る
方

に
優

先
席

使
用

の
理

解
や

困
っ

て
い

る
時

の
手

伝
い

を
求

め
る

も
の

で
す

。
わ

た
し

は
線

維
筋

痛
症

を
患

っ
て

お
り

、
見

た
目

は
健

康
に

見
え

ま
す

が
優

先
席

を
使

用
し

た
い

場
合

が
多

い
の

で
、

使
っ

て
い

ま
す

が
、

東
京

都
の

ヘ
ル

プ
マ

ー
ク

は
マ

ー
ク

だ
け

な
の

で
、

マ
タ

ニ
テ

ィ
マ

ー
ク

の
よ

う
に

よ
っ

ぽ
ど

認
知

度
が

高
く

な
ら

な
い

限
り

あ
ま

り
役

に
は

た
っ

て
い

ま
せ

ん
。

そ
こ

で
わ

た
し

は
自

作
で

シ
ー

ル
を

作
り

裏
面

に
「

私
は

内
部

疾
患

者
（

外
か

ら
は

見
え

な
い

障
害

）
で

す
。

優
先

席
の

使
用

を
ご

理
解

願
い

ま
す

」
と

い
う

文
章

を
貼

り
付

け
て

使
用

し
て

い
ま

す
。

健
康

な
方

に
は

マ
ー

ク
だ

け
で

は
わ

か
り

に
く

い
と

思
い

ま
す

の
で

、
大

き
く

文
字

で
ア

ピ
ー

ル
し

て
内

部
疾

患
者

と
わ

か
る

よ
う

に
改

良
し

、
国

を
あ

げ
て

ア
ピ

ー
ル

し
て

も
ら

え
れ

ば
全

国
の

内
部

疾
患

者
の

大
き

な
助

け
に

な
る

と
考

え
ま

す
。

 

現
在

東
京

都
で

作
成

さ
れ

て
い

る
も

の
で

す
が

、
全

国
で

使
え

る
よ

う
に

要
望

し
ま

す
。

 

4
6

7
 

 
 

 
 

「
連

携
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

促
進

プ
ロ

グ
ラ

ム
助

成
事

業
」

 
説

明

会
の

ご
案

内
 

～
都

市
課

題
の

解
決

に
役

立
つ

成
長

分
野

産
業

の
技

術
開

発
・

製
品

開
発

を
支

援
し

ま
す

～
 
 

公
社

で
は

、
東

京
都

が
策

定
す

る
「

課
題

マ
ッ

プ
（

注
）

」
に

沿
い

、
都

内
中

小
企

業
と

他
企

業
・

大
学

等
が

連
携

し
て

行
う

技
術

開
発

・

製
品

開
発

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

に
対

し
て

、
そ

の
経

費
の

一
部

を
助

成
し

ま
す

。
つ

き
ま

し
て

は
、

本
助

成
事

業
の

説
明

会
を

開
催

い
た

し
ま

す
の

で
、

是
非

ご
参

加
下

さ
い

。
 

詳
細

は
、

下
記

の
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
を

ご
覧

下
さ

い
。

（
公

益
財

団
法

人
 

東
京

都
中

小
企

業
振

興
公

社
）
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肢
体

障
害

者
用

 
流

通
メ

ー
カ

 
車

椅
子

用
段

差
解

消

器
・

車
椅

子
用

キ
ャ

リ
ヤ

ー
ア

ー
ム

 

【
特

許
取

得
済

み
車

椅
子

用
段

差
解

消
器

「
だ

ん
あ

っ
ぷ

】
 

車
椅

子
に

よ
る

行
動

範
囲

を
広

め
、

介
助

者
の

負
担

が
軽

減
で

き
る

車
椅

子
に

装
着

す
る

段
差

解
消

リ
フ

ト
ア

ー
ム

を
販

売
し

て
い

ま

す
。

車
椅

子
で

進
行

中
に

段
差

ま
た

は
溝

に
さ

し
か

か
る

と
、

リ
フ

ト
ア

ー
ム

の
先

端
が

段
差

ま
た

は
溝

の
角

に
当

た
り

ま
す

。
更

に
車

椅
子

が
進

行
し

ま
す

と
リ

フ
ト

ア
ー

ム
は

車
椅

子
の

後
方

へ
移

動
し

な
が

ら
車

椅
子

の
前

部
を

持
ち

上
げ

ま
す

。
こ

れ
に

よ
り

段
差

乗
り

越
え

の
目

安
推

進
力

は
、

介
助

者
な

し
の

場
合

、
3

0
~6

0
m

/
m

程
度

、
介

助
者

付
き

の
場

合
は

1
0

0
m

/
m

程
度

と
な

り
、

未
装

着
の

場
合

と
比

べ
大

幅
に

推
力

を
軽

減
で

き
ま

す
。

 

【
特

許
取

得
済

み
車

椅
子

用
キ

ャ
リ

ヤ
ー

ア
ー

ム
「

へ
る

ぱ
む

】
 

車
椅

子
の

全
部

フ
レ

ー
ム

に
装

着
す

る
こ

と
に

よ
り

従
来

の
後

方
の

ハ
ン

ド
ル

と
同

時
に

2
名

の
介

助
者

で
車

椅
子

自
体

を
持

ち
上

げ

る
こ

と
が

で
き

階
段

や
大

き
な

障
害

物
で

も
通

過
で

き
る

よ
う

に
な

り
ま

す
。

 

4
6

2
 

そ
の

他
 

そ
の

他
 

広
州

の
医

療
 

広
州

に
は

日
本

人
先

生
が

い
る

病
院

が
ど

こ
で

す
か

？
広

州
市

の
天

河
区

林
和

東
路

病
院

は
ど

う
で

す
か

？
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威
利

斯
ク

リ
ニ

ッ
ク

の
ご

紹
介

 

◎
中

国
で

活
躍

さ
れ

る
日

本
人

の
た

め
の

総
合

メ
デ

ィ
カ

ル
セ

ン
タ

ー
で

す
。

 

ウ
ェ

ー
リ

ス
（

威
利

斯
）

ク
リ

ニ
ッ

ク
は

、
広

州
及

び
周

辺
地

域
の

日
本

人
の

皆
様

が
、

健
康

で
充

実
し

た
生

活
を

お
く

ら
れ

る
よ

う
に

洲
際

国
際

集
団

の
協

力
で

、
2

0
0

９
年

に
ク

リ
ニ

ッ
ク

と
健

康
管

理
セ

ン
タ

ー
が

開
設

さ
れ

ま
し

た
。

 

4
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シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

 
介

護
・

リ
ハ

ビ
リ

・
自

立
の

た
め

の
実

用
的

な
ロ

ボ
ッ

ト
技

術
の

創
出

 

第
3

1
回

日
本

ロ
ボ

ッ
ト

学
会

学
術

講
演

会
の

特
別

併
催

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

と
し

て
表

記
を

企
画

さ
せ

て
い

た
だ

き
ま

し
た

。
参

加
無

料
で

す
が

、
車

い
す

利
用

者
お

よ
に

介
助

が
必

要
な

方
は

、
準

備
の

都
合

上
、

m
l-

ro
b

o
ti
c
s
@

re
h

a
b

.g
o
.jp

に
ご

連
絡

く
だ

さ
い

。
ま

た
、

当
日

先
着

3
0

0
名

に
講

師
含

む
様

々
な

方
々

に
寄

稿
し

て
い

た
だ

い
た

資
料

を
冊

子
に

し
て

無
料

配
布

予
定

で
す

。
ご

関
心

あ
る

方
々

は
以

下
お

よ
び

下
記

U
R

L
を

ご
覧

下
さ

い
。

h
tt

p
:/

/
w

w
w
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a
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o
.jp

/
h
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o
/
e
tc

/
rs

j_
s
p

_
s
e
s
s
io

n
/
rs

j_
s
p

_
s
e
s
s
io

n
0

3
.h

tm
日

時
 

9
月

4
日

(水
) 

1
3

:3
0

-
1

6
:5

0
場

所
 

首
都

大
学

東
京

 
南

大
沢

キ
ャ

ン
パ

ス
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福
祉

用
具

・
介

護
ロ

ボ
ッ

ト
実

用
化

支
援

事
業

の
実

施
に

つ
い

て
 

 
高

齢
化

の
進

展
な

ど
で

介
護

に
対

す
る

ニ
ー

ズ
が

高
ま

る
中

、
介

護
分

野
で

は
従

事
者

の
腰

痛
発

生
件

数
が

増
え

る
と

い
っ

た
問

題
が

指
摘

さ
れ

て
お

り
、

介
護

ロ
ボ

ッ
ト

の
早

期
の

実
用

化
が

求
め

ら
れ

て
い

ま
す

。
そ

こ
で

、
平

成
2

4
年

か
ら

経
済

産
業

省
と

連
携

し
て

、

日
本

の
高

度
な

ロ
ボ

ッ
ト

技
術

を
活

用
し

た
介

護
ロ

ボ
ッ

ト
の

実
用

化
に

向
け

て
、

開
発

・
介

護
の

両
方

の
現

場
を

つ
な

ぐ
支

援
を

行
っ

て
い

ま
す

。
現

在
、

介
護

の
現

場
か

ら
は

、
介

護
ロ

ボ
ッ

ト
の

種
類

や
活

用
法

が
分

か
ら

な
い

、
役

立
つ

機
器

が
な

い
と

い
っ

た
意

見
が

あ
る

一
方

、
開

発
側

か
ら

は
、

介
護

現
場

の
ニ

ー
ズ

が
分

か
ら

な
い

、
介

護
ロ

ボ
ッ

ト
を

作
っ

た
け

れ
ど

使
っ

て
も

ら
え

な
い

と
い

っ
た

意
見

が
あ

り
、

ミ
ス

マ
ッ

チ
が

起
こ

っ
て

い
ま

す
。

今
後

も
引

き
続

き
、

開
発

・
介

護
の

両
方

の
現

場
の

連
携

を
図

り
、

ニ
ー

ズ
に

合
っ

た
実

用
性

の
高

い
介

護
ロ

ボ
ッ

ト
の

開
発

・
実

用
化

を
促

す
環

境
を

整
備

し
て

い
き

ま
す

。
詳

し
く

は
テ

ク
ノ

エ
イ

ド
協

会
の

介
護

ロ
ボ

ッ
ト

専
用

ペ
ー

ジ
を

ご
覧

く
だ

さ
い

。
h
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そ
の

他
(内

部
疾

患
者

用
) 

利
用

者
 

【
要

望
】

ヘ
ル

プ
マ

ー
ク

 

東
京

都
で

実
施

さ
れ

て
い

る
ヘ

ル
プ

マ
ー

ク
と

い
う

も
の

が
あ

り
ま

す
。

外
か

ら
は

見
え

な
い

障
害

、
妊

婦
な

ど
を

持
っ

て
い

る
方

に
優

先
席

使
用

の
理

解
や

困
っ

て
い

る
時

の
手

伝
い

を
求

め
る

も
の

で
す

。
わ

た
し

は
線

維
筋

痛
症

を
患

っ
て

お
り

、
見

た
目

は
健

康
に

見
え

ま
す

が
優

先
席

を
使

用
し

た
い

場
合

が
多

い
の

で
、

使
っ

て
い

ま
す

が
、

東
京

都
の

ヘ
ル

プ
マ

ー
ク

は
マ

ー
ク

だ
け

な
の

で
、

マ
タ

ニ
テ

ィ
マ

ー
ク

の
よ

う
に

よ
っ

ぽ
ど

認
知

度
が

高
く

な
ら

な
い

限
り

あ
ま

り
役

に
は

た
っ

て
い

ま
せ

ん
。

そ
こ

で
わ

た
し

は
自

作
で

シ
ー

ル
を

作
り

裏
面

に
「

私
は

内
部

疾
患

者
（

外
か

ら
は

見
え

な
い

障
害

）
で

す
。

優
先

席
の

使
用

を
ご

理
解

願
い

ま
す

」
と

い
う

文
章

を
貼

り
付

け
て

使
用

し
て

い
ま

す
。

健
康

な
方

に
は

マ
ー

ク
だ

け
で

は
わ

か
り

に
く

い
と

思
い

ま
す

の
で

、
大

き
く

文
字

で
ア

ピ
ー

ル
し

て
内

部
疾

患
者

と
わ

か
る

よ
う

に
改

良
し

、
国

を
あ

げ
て

ア
ピ

ー
ル

し
て

も
ら

え
れ

ば
全

国
の

内
部

疾
患

者
の

大
き

な
助

け
に

な
る

と
考

え
ま

す
。

 

現
在

東
京

都
で

作
成

さ
れ

て
い

る
も

の
で

す
が

、
全

国
で

使
え

る
よ

う
に

要
望

し
ま

す
。

 

4
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「
連

携
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

促
進

プ
ロ

グ
ラ

ム
助

成
事

業
」

 
説

明

会
の

ご
案

内
 

～
都

市
課

題
の

解
決

に
役

立
つ

成
長

分
野

産
業

の
技

術
開

発
・

製
品

開
発

を
支

援
し

ま
す

～
 
 

公
社

で
は

、
東

京
都

が
策

定
す

る
「

課
題

マ
ッ

プ
（

注
）

」
に

沿
い

、
都

内
中

小
企

業
と

他
企

業
・

大
学

等
が

連
携

し
て

行
う

技
術

開
発

・

製
品

開
発

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

に
対

し
て

、
そ

の
経

費
の

一
部

を
助

成
し

ま
す

。
つ

き
ま

し
て

は
、

本
助

成
事

業
の

説
明

会
を

開
催

い
た

し
ま

す
の

で
、

是
非

ご
参

加
下

さ
い

。
 

詳
細

は
、

下
記

の
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
を

ご
覧

下
さ

い
。

（
公

益
財

団
法

人
 

東
京

都
中

小
企

業
振

興
公

社
）
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【
岡

山
市

総
合

特

区
】

介
護

機
器

貸
与

モ
デ

ル
事

業
委

託
の

企
画

競
争

実
施

に
つ

い
て

 

岡
山

市
で

は
介

護
保

険
給

付
の

対
象

と
な

っ
て

い
な

い
介

護
機

器
に

つ
い

て
、

そ
の

貸
与

事
業

の
委

託
先

の
公

募
を

８
月

３
０

日
に

開
始

い
た

し
ま

し
た

。
締

切
は

９
月

３
０

日
で

す
。

本
事

業
は

、
現

在
、

民
間

企
業

等
に

よ
っ

て
開

発
製

造
さ

れ
て

い
る

要
介

護
者

又
は

要
支

援
者

の
在

宅
生

活
を

支
援

す
る

こ
と

を
目

的
と

し
た

機
器

・
用

具
の

う
ち

、
現

行
の

介
護

保
険

法
に

よ
る

介
護

給
付

の
対

象
と

な
っ

て
い

な
い

福
祉

用
具

で
、

そ
の

安
全

性
、

有
効

性
等

が
特

に
高

い
と

認
め

ら
れ

る
も

の
（

以
下

「
新

用
具

」
と

い
う

。
）

に
つ

い
て

、
そ

の
利

用
促

進
及

び
利

用
効

果
等

の
調

査
を

行
う

も
の

で
す

。
詳

細
は

下
記

H
P

を
ご

覧
く

だ
さ

い
。
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福
祉

用
具

・
介

護
ロ

ボ
ッ

ト
実

用
化

支
援

事
業

に
つ

い
て

 

テ
ク

ノ
エ

イ
ド

協
会

で
は

、
福

祉
用

具
・

介
護

ロ
ボ

ッ
ト

実
用

化
支

援
事

業
の

一
環

と
し

て
、

開
発

早
期

の
段

階
に

あ
る

福
祉

用
具

・
介

護
ロ

ボ
ッ

ト
に

つ
い

て
、

専
門

職
等

に
よ

る
試

用
評

価
を

希
望

す
る

企
業

・
研

究
者

を
募

集
し

て
い

ま
す

。
 

詳
し

く
は

、
下

記
の

ペ
ー

ジ
を

参
照

の
う

え
応

募
を

検
討

し
て

く
だ

さ
い

。
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「
頸

損
の

排
泄

を
考

え
る

シ
ン

ポ
ジ

ウ

ム
・

支
援

機
器

展
示

」

全
国

頸
髄

損
傷

者
連

絡
会

 
設

立
４

０
周

年
記

念
 

「
頸

損
の

排
泄

を
考

え
る

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

・
支

援
機

器
展

示
」

 

１
．

テ
ー

マ
～

比
べ

て
み

れ
ば

見
え

て
く

る
自

分
に

あ
っ

た
排

泄
方

法
～

 

頸
髄

損
傷

者
が

生
活

す
る

上
で

大
き

な
障

害
に

褥
瘡

、
排

泄
が

あ
り

ま
す

。
褥

瘡
に

つ
い

て
は

少
し

ず
つ

で
す

が
シ

ー
テ

ィ
ン

グ
の

重
要

性
、

ク
ッ

シ
ョ

ン
の

適
合

、
電

動
車

椅
子

の
多

機
能

化
な

ど
に

よ
り

予
防

も
出

来
つ

つ
あ

り
ま

す
。

し
か

し
、

排
泄

に
つ

い
て

は
十

数
年

前
と

あ
ま

り
改

善
な

く
生

活
に

直
結

し
た

悩
み

で
も

あ
り

ま
す

。
当

団
体

で
実

施
し

た
「

頸
髄

損
傷

者
の

自
立

生
活

と
社

会
参

加
に

関
す

る
実

態
調

査
」

で
も

回
答

者
の

約
2

7
％

が
月

に
１

～
２

回
失

禁
が

あ
り

、
約

6
0

％
が

排
泄

に
6

0
～

1
2

0
分

要
す

る
と

の
結

果
が

あ

り
、

ま
た

失
禁

が
怖

く
外

出
で

き
な

い
、

精
神

的
な

負
担

な
ど

多
く

の
切

実
な

記
述

も
あ

り
ま

し
た

。
今

回
の

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

で
は

人
工

肛
門

を
造

設
さ

れ
た

方
か

ら
の

生
の

声
を

中
心

に
盲

腸
ポ

ー
ト

な
ど

の
排

泄
方

法
な

ど
紹

介
比

較
し

な
が

ら
、

自
分

自
身

の
排

泄
に

選
択

肢
を

増
や

し
、

同
時

に
そ

れ
ぞ

れ
の

リ
ス

ク
に

つ
い

て
も

考
え

る
場

に
な

れ
ば

と
考

え
て

い
ま

す
。

 

4
7

1
 

そ
の

他
 

利
用

者
 

T
A

IS
コ

ー
ド

に
つ

い
て

 

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

で
有

効
期

限
の

確
認

が
出

来
る

よ
う

に
し

て
ほ

し
い

 

現
在

は
、

い
つ

か
ら

加
入

し
た

の
か

も
分

か
ら

な
い

為
よ

ろ
し

く
お

願
い

い
た

し
ま

す
。
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「
介

護
ロ

ボ
ッ

ト
ポ

ー
タ

ル
サ

イ
ト

」
の

開
設

 

経
済

産
業

省
が

平
成

2
5

年
度

か
ら

実
施

し
て

い
る

「
ロ

ボ
ッ

ト
介

護
機

器
開

発
・

導
入

促
進

事
業

」
等

 

に
係

わ
る

情
報

を
提

供
す

る
た

め
、

「
介

護
ロ

ボ
ッ

ト
ポ

ー
タ

ル
サ

イ
ト

」
（

※
）

が
、

下
記

の
と

お
り

開
設

 

さ
れ

て
お

り
ま

す
の

で
、

ご
紹

介
い

た
し

ま
す

。
※
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tt
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/ご

関
心

の
あ

る
方

は
ご

覧
く

だ
さ

い
。
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N
E

D
O

が
「

国
際

福

祉
機

器
展

」
に

出
展

予
定

。
 

N
E

D
O

は
、

2
0

1
3

年
9

月
1

8
日

～
9

月
2

0
日

に
東

京
ビ

ッ
グ

サ
イ

ト
で

開
催

さ
れ

る
「

第
4

0
回

 
国

際
福

祉
機

器
展

 

H
.C

.R
.2

0
1

3
」

に
出

展
を

予
定

し
て

い
ま

す
。

詳
細

は
、

以
下

の
サ

イ
ト

を
ご

覧
く

だ
さ

い
。
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様

の
ご

来
場

を
心

よ
り

お
待

ち
し

て
お

り
ま

す
。
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内
閣

府
「

介
護

ロ
ボ

ッ
ト

に
関

す
る

特
別

世
論

調
査

」
の

結
果

公
表

 

内
閣

府
が

実
施

し
た

「
介

護
ロ

ボ
ッ

ト
に

関
す

る
特

別
世

論
調

査
」

の
結

果
が

、
以

下
の

サ
イ

ト
（

※
）

に
公

表
さ

れ
て

お
り

ま
す

。
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あ
る

方
は

ご
覧

く
だ

さ
い
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介
助

者
用

 
医

療
専

門
職

 
ベ

ッ
ド

：
臀

部
と

大

腿
の

境
の

目
印

 

ベ
ッ

ド
ア

ッ
プ

を
す

る
と

き
、

ベ
ッ

ド
の

ど
こ

か
ら

お
れ

る
か

確
認

し
に

く
い

た
め

、
矢

印
等

で
目

立
た

せ
る

特
殊

寝
台

に
簡

便
に

つ
け

は
ず

し
で

き
る

も
の

 

4
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高
齢

者
用

 
医

療
専

門
職

 
フ

ッ
ト

プ
レ

ー
ト

 
車

椅
子

ブ
レ

ー
キ

の
か

け
忘

れ
も

多
い

イ
メ

ー
ジ

だ
が

フ
ッ

ト
プ

レ
ー

ト
の

あ
げ

忘
れ

も
多

い
イ

メ
ー

ジ
自

動
ブ

レ
ー

キ
の

よ
う

な
対

策
が

あ
れ

ば
・

・
・

 

4
7

7
 

 
 

 
 

第
６

回
Ｊ

カ
フ

ェ
—

ー
着

た
い

服
を

着

る
！

そ
の

た
め

の
工

夫
と

は
？
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/
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t.
k
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-
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s
.jp

/
e
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tr
ie

s
/
3

9
 

か
わ

さ
き

Ｊ
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
＋

で
は

、
１

０
月

３
日

（
木

）
に

第
６

回
Ｊ

カ
フ

ェ
を

開
催

し
ま

す
。

服
飾

研
究

家
の

岩
波

君
代

さ
ん

と
栗

田
佐

穂
子

さ
ん

の
お

話
を

聞
き

、
“

装
う

”
こ

と
の

意
味

、
高

齢
や

障
が

い
の

あ
る

方
が

着
た

い
服

を
着

る
た

め
の

工
夫

や
テ

ク
ニ

ッ
ク

に
つ

い
て

理
解

を
深

め
ま

す
。

後
半

は
参

加
者

が
自

由
に

意
見

交
換

す
る

場
と

な
り

ま
す

。
（

場
所

：
小

田
急

線
向

丘
遊

園
駅

前
、

ア
ソ

シ
エ

Ｃ
Ｈ

Ａ
Ｃ

Ｏ
）

午
後

１
：

３
０

～
午

後
５

：
０

０
ま

で
。

参
加

費
１

０
０

０
円

（
障

害
者

施
設

の
ク

ッ
キ

ー
と

飲
み

物
が

提
供

さ
れ

ま
す

）
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【
岡

山
市

総
合

特

区
】

介
護

機
器

貸
与

モ
デ

ル
事

業
委

託
の

企
画

競
争

実
施

に
つ

い
て

 

岡
山

市
で

は
介

護
保

険
給

付
の

対
象

と
な

っ
て

い
な

い
介

護
機

器
に

つ
い

て
、

そ
の

貸
与

事
業

の
委

託
先

の
公

募
を

８
月

３
０

日
に

開
始

い
た

し
ま

し
た

。
締

切
は

９
月

３
０

日
で

す
。

本
事

業
は

、
現

在
、

民
間

企
業

等
に

よ
っ

て
開

発
製

造
さ

れ
て

い
る

要
介

護
者

又
は

要
支

援
者

の
在

宅
生

活
を

支
援

す
る

こ
と

を
目

的
と

し
た

機
器

・
用

具
の

う
ち

、
現

行
の

介
護

保
険

法
に

よ
る

介
護

給
付

の
対

象
と

な
っ

て
い

な
い

福
祉

用
具

で
、

そ
の

安
全

性
、

有
効

性
等

が
特

に
高

い
と

認
め

ら
れ

る
も

の
（

以
下

「
新

用
具

」
と

い
う

。
）

に
つ

い
て

、
そ

の
利

用
促

進
及

び
利

用
効

果
等

の
調

査
を

行
う

も
の

で
す

。
詳

細
は

下
記

H
P

を
ご

覧
く

だ
さ

い
。
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・
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ロ

ボ
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ト
実

用
化

支
援

事
業

に
つ

い
て

 

テ
ク

ノ
エ

イ
ド

協
会

で
は

、
福

祉
用

具
・

介
護

ロ
ボ

ッ
ト

実
用

化
支

援
事

業
の

一
環

と
し

て
、

開
発

早
期

の
段

階
に

あ
る

福
祉

用
具

・
介

護
ロ

ボ
ッ

ト
に

つ
い

て
、

専
門

職
等

に
よ

る
試

用
評

価
を

希
望

す
る

企
業

・
研

究
者

を
募

集
し

て
い

ま
す

。
 

詳
し

く
は

、
下

記
の

ペ
ー

ジ
を

参
照

の
う

え
応

募
を

検
討

し
て

く
だ

さ
い

。
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「
頸

損
の

排
泄

を
考

え
る

シ
ン

ポ
ジ

ウ

ム
・

支
援

機
器

展
示

」

全
国

頸
髄

損
傷

者
連

絡
会

 
設

立
４

０
周

年
記

念
 

「
頸

損
の

排
泄

を
考

え
る

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

・
支

援
機

器
展

示
」

 

１
．

テ
ー

マ
～

比
べ

て
み

れ
ば

見
え

て
く

る
自

分
に

あ
っ

た
排

泄
方

法
～

 

頸
髄

損
傷

者
が

生
活

す
る

上
で

大
き

な
障

害
に

褥
瘡

、
排

泄
が

あ
り

ま
す

。
褥

瘡
に

つ
い

て
は

少
し

ず
つ

で
す

が
シ

ー
テ

ィ
ン

グ
の

重
要

性
、

ク
ッ

シ
ョ

ン
の

適
合

、
電

動
車

椅
子

の
多

機
能

化
な

ど
に

よ
り

予
防

も
出

来
つ

つ
あ

り
ま

す
。

し
か

し
、

排
泄

に
つ

い
て

は
十

数
年

前
と

あ
ま

り
改

善
な

く
生

活
に

直
結

し
た

悩
み

で
も

あ
り

ま
す

。
当

団
体

で
実

施
し

た
「

頸
髄

損
傷

者
の

自
立

生
活

と
社

会
参

加
に

関
す

る
実

態
調

査
」

で
も

回
答

者
の

約
2

7
％

が
月

に
１

～
２

回
失

禁
が

あ
り

、
約

6
0

％
が

排
泄

に
6

0
～

1
2

0
分

要
す

る
と

の
結

果
が

あ

り
、

ま
た

失
禁

が
怖

く
外

出
で

き
な

い
、

精
神

的
な

負
担

な
ど

多
く

の
切

実
な

記
述

も
あ

り
ま

し
た

。
今

回
の

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

で
は

人
工

肛
門

を
造

設
さ

れ
た

方
か

ら
の

生
の

声
を

中
心

に
盲

腸
ポ

ー
ト

な
ど

の
排

泄
方

法
な

ど
紹

介
比

較
し

な
が

ら
、

自
分

自
身

の
排

泄
に

選
択

肢
を

増
や

し
、

同
時

に
そ

れ
ぞ

れ
の

リ
ス

ク
に

つ
い

て
も

考
え

る
場

に
な

れ
ば

と
考

え
て

い
ま

す
。
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そ
の

他
 

利
用

者
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ド

に
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い
て
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ー
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ジ

で
有

効
期

限
の

確
認

が
出

来
る

よ
う

に
し

て
ほ

し
い

 

現
在

は
、

い
つ

か
ら

加
入

し
た

の
か

も
分
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ら

な
い

為
よ

ろ
し

く
お

願
い

い
た

し
ま

す
。
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4
7

2
 

 
 

 
 

「
介

護
ロ

ボ
ッ

ト
ポ

ー
タ

ル
サ

イ
ト

」
の

開
設

 

経
済

産
業

省
が

平
成

2
5

年
度

か
ら

実
施

し
て

い
る

「
ロ

ボ
ッ

ト
介

護
機

器
開

発
・

導
入

促
進

事
業

」
等

 

に
係

わ
る

情
報

を
提

供
す

る
た

め
、

「
介

護
ロ

ボ
ッ

ト
ポ

ー
タ

ル
サ

イ
ト

」
（

※
）

が
、

下
記

の
と

お
り

開
設

 

さ
れ

て
お

り
ま

す
の

で
、

ご
紹

介
い

た
し

ま
す

。
※

 
h

tt
p

:/
/r

o
b

o
tc

a
re

.jp
/ご

関
心

の
あ

る
方

は
ご

覧
く

だ
さ

い
。

 

4
7

3
 

 
 

 
 

N
E

D
O

が
「

国
際

福

祉
機

器
展

」
に

出
展

予
定

。
 

N
E

D
O

は
、

2
0

1
3

年
9

月
1

8
日

～
9

月
2

0
日

に
東

京
ビ

ッ
グ

サ
イ

ト
で

開
催

さ
れ

る
「

第
4

0
回

 
国

際
福

祉
機

器
展

 

H
.C

.R
.2

0
1

3
」

に
出

展
を

予
定

し
て

い
ま

す
。

詳
細

は
、

以
下

の
サ

イ
ト

を
ご

覧
く

だ
さ

い
。

 

h
tt

p
:/

/
w

w
w

.n
e
d

o
.g

o
.jp

/
e
v
e
n

ts
/
E

K
_
1

0
0

0
1

8
.h

tm
l 

皆
様

の
ご

来
場

を
心

よ
り

お
待

ち
し

て
お

り
ま

す
。

 

4
7

4
 

 
 

 
 

内
閣

府
「

介
護

ロ
ボ

ッ
ト

に
関

す
る

特
別

世
論

調
査

」
の

結
果

公
表

 

内
閣

府
が

実
施

し
た

「
介

護
ロ

ボ
ッ

ト
に

関
す

る
特

別
世

論
調

査
」

の
結

果
が

、
以

下
の

サ
イ

ト
（

※
）

に
公

表
さ

れ
て

お
り

ま
す

。
※

 

h
tt

p
:/

/
w

w
w

8
.c

a
o
.g

o
.jp

/
s
u

rv
e
y/

to
k
u

b
e
tu

/
ti
n

d
e
x
-
h

2
5

.h
tm

lご
興

味
の

あ
る

方
は

ご
覧

く
だ

さ
い

。
 

4
7

5
 

介
助

者
用

 
医

療
専

門
職

 
ベ

ッ
ド

：
臀

部
と

大

腿
の

境
の

目
印

 

ベ
ッ

ド
ア

ッ
プ

を
す

る
と

き
、

ベ
ッ

ド
の

ど
こ

か
ら

お
れ

る
か

確
認

し
に

く
い

た
め

、
矢

印
等

で
目

立
た

せ
る

特
殊

寝
台

に
簡

便
に

つ
け

は
ず

し
で

き
る

も
の

 

4
7

6
 

高
齢

者
用

 
医

療
専

門
職

 
フ

ッ
ト

プ
レ

ー
ト

 
車

椅
子

ブ
レ

ー
キ

の
か

け
忘

れ
も

多
い

イ
メ

ー
ジ

だ
が

フ
ッ

ト
プ

レ
ー

ト
の

あ
げ

忘
れ

も
多

い
イ

メ
ー

ジ
自

動
ブ

レ
ー

キ
の

よ
う

な
対

策
が

あ
れ

ば
・

・
・

 

4
7

7
 

 
 

 
 

第
６

回
Ｊ

カ
フ

ェ
—

ー
着

た
い

服
を

着

る
！

そ
の

た
め

の
工

夫
と

は
？

 

h
tt

p
:/

/
j-

p
ro

je
c
t.
k
is

-
p

lu
s
.jp

/
e
n

tr
ie

s
/
3

9
 

か
わ

さ
き

Ｊ
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
＋

で
は

、
１

０
月

３
日

（
木

）
に

第
６

回
Ｊ

カ
フ

ェ
を

開
催

し
ま

す
。

服
飾

研
究

家
の

岩
波

君
代

さ
ん

と
栗

田
佐

穂
子

さ
ん

の
お

話
を

聞
き

、
“

装
う

”
こ

と
の

意
味

、
高

齢
や

障
が

い
の

あ
る

方
が

着
た

い
服

を
着

る
た

め
の

工
夫

や
テ

ク
ニ

ッ
ク

に
つ

い
て

理
解

を
深

め
ま

す
。

後
半

は
参

加
者

が
自

由
に

意
見

交
換

す
る

場
と

な
り

ま
す

。
（

場
所

：
小

田
急

線
向

丘
遊

園
駅

前
、

ア
ソ

シ
エ

Ｃ
Ｈ

Ａ
Ｃ

Ｏ
）

午
後

１
：

３
０

～
午

後
５

：
０

０
ま

で
。

参
加

費
１

０
０

０
円

（
障

害
者

施
設

の
ク

ッ
キ

ー
と

飲
み

物
が

提
供

さ
れ

ま
す

）
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4
7

8
 

肢
体

障
害

者
用

 
利

用
者

 
肢

体
不

自
由

人
の

浴

室
椅

子
 

当
考

案
は

自
分

が
ア

キ
レ

ス
腱

断
裂

し
た

時
、

ギ
ブ

ス
に

ビ
ニ

ー
ル

シ
ー

ト
を

巻
き

つ
け

て
水

養
生

し
て

シ
ャ

ワ
ー

を
浴

び
る

際
 

に
イ

ス
に

腰
掛

た
ま

ま
で

、
陰

部
等

洗
浄

す
る

為
に

考
案

し
た

浴
室

用
イ

ス
で

有
る

、
障

害
の

程
度

に
よ

り
イ

ス
の

高
さ

は
別

と
し

て
、

座
面

は
十

文
字

に
凹

ま
せ

て
有

り
、

ど
の

方
向

か
ら

で
も

浴
室

に
備

え
設

置
し

て
あ

る
一

般
的

な
シ

ャ
ワ

ー
ヘ

ッ
ト

の
噴

出
口

を
上

向
き

に
置

く
事

の
可

能
な

幅
、

深
さ

の
凹

み
が

確
保

さ
れ

た
浴

室
用

イ
ス

で
あ

る
、

当
イ

ス
に

座
っ

た
ま

ま
で

凹
み

を
利

用
し

て
、

手
及

び
シ

ャ
ワ

ー
ヘ

ッ
ト

等
で

洗
浄

す
る

事
の

可
能

の
浴

室
用

イ
ス

で
あ

る
特

許
庁

に
登

録
済

で
す

。
是

非
製

品
化

及
び

販
売

の
方

を
宜

し
く

お
願

い
し

ま
す

 

4
7

9
 

 
 

 
 

福
祉

用
具

の
セ

ミ
ナ

ー
ご

案
内

 

年
間

で
5

回
に

分
け

て
行

う
、

福
祉

用
具

に
関

す
る

セ
ミ

ナ
ー

で
す

。
第

三
回

目
の

1
0

月
は

「
特

殊
寝

台
･
床

ず
れ

防
止

用
具

」
を

テ

ー
マ

に
行

い
ま

す
。

申
込

は
下

記
ア

ド
レ

ス
の

申
込

書
か

ら
ご

連
絡

下
さ

い
。

h
tt

p
:/

/
w

w
w

.ja
s
p

e
c
.jp

/
e
d

it
-
d

a
ta

/
im

g
/
1

3
7

7
8

3
0

9
0

3
_
1

_
1

.p
d

f 

開
催

地
：

兵
庫

県
神

戸
市

中
央

区
港

島
南

町
7

-
1

-
5

 
日

本
福

祉
用

具
評

価
セ

ン
タ

ー
(J

A
S

P
E

C
) 

2
0

1
3

年
度

第
三

回
1

0
月

開
催

日
程

：
1

0
/
2

5
(金

)o
r1

0
/
2

6
(土

)ど
ち

ら
か

１
日

を
お

選
び

下
さ

い
。

 

参
加

費
用

：
1

0
0

0
0

円
 

時
間

割
 

：
h

tt
p
:/

/
w

w
w

.ja
s
p
e
c
.jp

/
e
d
it
-
d
a
ta

/
im

g
/
1

3
7

7
8

3
0

9
0

3
_
2

_
1

.p
d
f 

4
8

0
 

 
 

 
 

N
E

D
O

は
「

2
0

1
3

国
際

ロ
ボ

ッ
ト

展
」

に
出

展
し

ま
す

。
 

N
E

D
O

は
、

1
1

/
6

(水
)～

9
(土

)に
開

催
さ

れ
る

「
2

0
1

3
国

際
ロ

ボ
ッ

ト
展

」
（

於
：

東
京

ビ
ッ

グ
サ

イ
ト

）
に

出
展

い
た

し
ま

す
。
 

福
祉

・
介

護
用

の
ロ

ボ
ッ

ト
に

加
え

て
、

そ
の

他
の

生
活

支
援

ロ
ボ

ッ
ト

等
も

展
示

し
、

デ
モ

も
実

施
し

ま
す

。
一

部
ロ

ボ
ッ

ト
で

は
実

際
に

体
験

し
て

頂
く

こ
と

も
可

能
で

す
。

ま
た

、
N

E
D

O
ロ

ボ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ラ
ム

と
し

て
、

サ
ー

ビ
ス

ロ
ボ

ッ
ト

の
安

全
技

術
、

安
全

認
証

等
の

最
新

情
報

を
提

供
い

た
し

ま
す

。
詳

細
は

、
以

下
（

↓
）

の
サ

イ
ト

を
ご

覧
く

だ
さ

い
。

 

h
tt

p
:/

/
w

w
w

.n
e
d

o
.g

o
.jp

/
e
v
e
n

ts
/
C

A
_
1

0
0

0
3

0
.h

tm
l 

皆
様

の
ご

来
場

を
お

待
ち

し
て

お
り

ま
す

。
 

4
8

1
 

肢
体

障
害

者
用

 
利

用
者

 
ロ

フ
ス

ト
ラ

ン
ド

杖

の
カ

フ
 

ロ
フ

ス
ト

ラ
ン

ド
杖

の
カ

フ
は

衣
服

に
よ

り
太

い
も

の
と

細
い

も
の

が
あ

る
が

、
カ

フ
だ

け
オ

ー
ダ

ー
メ

イ
ド

で
寸

法
を

自
由

に
発

注
で

き
る

物
が

欲
し

い
。

取
り

外
し

可
能

な
カ

フ
だ

け
な

の
で

、
杖

の
メ

ー
カ

ー
と

の
兼

ね
合

い
も

あ
る

と
思

う
が

現
在

は
高

齢
者

を
対

象
に

し
た

細
い

も
の

し
か

な
い

よ
う

だ
。

 

4
8

2
 

高
齢

者
用

 
利

用
者

の
家

族
 

ス
ロ

ー
プ

の
幅

を
増

や
し

た
い

 

家
の

段
差

の
ご

く
わ

ず
か

な
も

の
（

1
0

ｃ
ｍ

～
1

5
ｃ

ｍ
）

と
か

の
ス

ロ
ー

プ
に

つ
い

て
、

幅
広

い
範

囲
の

充
実

し
た

商
品

が
あ

る
と

う

れ
し

い
。

 

  

184 

4
8

3
 

肢
体

障
害

者
用

 
利

用
者

 
義

肢
装

具
な

ど
 

夏
に

蒸
れ

ず
、

冬
に

ヒ
ヤ

ッ
と

し
な

い
義

肢
用

ソ
ケ

ッ
ト

が
欲

し
い

。
シ

リ
コ

ン
ラ

イ
ナ

ー
は

か
ぶ

れ
る

。
樹

脂
ソ

ケ
ッ

ト
は

汗
が

た
ま

っ
て

し
ま

う
。

 

4
8

4
 

肢
体

障
害

者
用

 
利

用
者

 
義

足
利

用
者

向
け

の

靴
下

や
サ

ポ
ー

タ
ー

片
側

だ
け

売
っ

て
く

れ
る

靴
下

、
サ

ポ
ー

タ
ー

が
あ

る
と

助
か

る
 

4
8

5
 

肢
体

障
害

者
用

 
利

用
者

 
Ａ

Ｌ
Ｌ

 
Ｊ

Ａ
Ｐ

Ａ

Ｎ
 

義
足

 

義
足

は
ド

イ
ツ

製
部

品
（

オ
ッ

ト
ー

ボ
ッ

ク
社

）
の

も
の

が
多

く
使

わ
れ

て
い

ま
す

。
ホ

ン
ダ

の
ア

シ
モ

等
、

車
部

品
メ

ー
カ

ー
、

電
子

部
品

メ
ー

カ
ー

が
協

力
し

て
Ａ

Ｌ
Ｌ

 
Ｊ

Ａ
Ｐ

Ａ
Ｎ

製
の

安
価

で
高

性
能

・
高

耐
久

の
義

足
を

作
っ

て
欲

し
い

。
 

4
8

6
 

聴
覚

障
害

者
用

 
利

用
者

 
補

聴
器

 
海

外
の

も
の

が
だ

ん
だ

ん
強

く
な

り
日

本
の

も
の

は
コ

ス
ト

が
高

い
。

も
う

少
し

日
本

の
や

つ
の

コ
ス

ト
を

下
げ

て
ほ

し
い

。
 

4
8

7
 

肢
体

障
害

者
用

 
利

用
者

 
左

右
で

パ
ワ

ー
の

調

整
の

で
き

る
車

椅
子

路
面

が
傾

斜
し

て
い

る
場

合
、

車
椅

子
が

流
れ

て
し

ま
う

。
そ

こ
で

パ
ワ

ー
調

整
で

き
る

車
椅

子
が

で
き

る
と

直
進

が
楽

で
す

。
 

4
8

8
 

 
 

 
 

第
７

回
J

カ
フ

ェ
の

お
知

ら
せ

 

「
か

わ
さ

き
J

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

＋
（

プ
ラ

ス
）

」
は

、
 

福
祉

現
場

と
も

の
づ

く
り

現
場

と
結

び
つ

け
る

こ
と

に
よ

っ
て

、
 

新
た

な
福

祉
製

品
や

サ
ー

ビ
ス

を
生

み
出

す
お

手
伝

い
を

す
る

こ
と

を
目

指
す

団
体

で
す

。
 

こ
の

た
び

、
情

報
交

流
の

場
「

第
7

回
J

カ
フ

ェ
」

を
開

催
す

る
こ

と
に

な
り

ま
し

た
。

 

福
祉

機
器

の
開

発
を

テ
ー

マ
に

話
し

合
う

と
い

う
内

容
で

、
 

介
護

現
場

の
方

々
か

ら
の

ご
意

見
を

い
た

だ
き

た
い

と
思

っ
て

お
り

ま
す

。
 

多
く

の
皆

さ
ま

に
ご

参
加

い
た

だ
け

れ
ば

幸
い

で
す

。
 

4
8

9
 

 
 

 
 

「
障

害
者

の
災

害
対

策
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
」

開
催

の
お

知
ら

せ
 

【
趣

旨
】

 

国
立

障
害

者
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

セ
ン

タ
ー

研
究

所
で

は
，

厚
生

労
働

科
学

研
究

費
補

助
金

（
障

害
対

策
総

合
研

究
事

業
）

の
研

究
の

一
環

と
し

て
，

下
記

要
領

で
「

障
害

者
の

災
害

対
策

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

 
～

被
災

地
か

ら
学

ぶ
こ

れ
か

ら
の

備
え

～
」

を
開

催
致

し
ま

す
．

東
日

本
大

震
災

に
よ

る
大

き
な

被
害

と
，

今
な

お
続

く
被

災
者

の
方

々
の

避
難

生
活

は
，

障
害

者
自

身
が

災
害

へ
の

備
え

を
積

極
的

に
考

え
る

こ
と

の
重

要
さ

を
浮

き
彫

り
に

し
ま

し
た

．
本

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

で
は

，
同

震
災

で
の

被
災

・
避

難
の

経
験

を
お

持
ち

の
障

害
当

事
者

と
そ

の
支

援
者

を
お

招
き

し
て

，
障

害
者

が
主

体
的

に
災

害
時

の
行

動
を

計
画

し
，

周
囲

の
支

援
者

や
地

域
住

民
を

含
む

災
害

対
策

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

を
構

築
す

る
こ

と
の

重
要

性
を

議
論

し
ま

す
．
ま

た
，
障

害
者

の
災

害
対

策
に

有
用

な
機

器
の

展
示

も
併

せ
て

実
施

致
し

ま
す

．
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4
7

8
 

肢
体

障
害

者
用

 
利

用
者

 
肢

体
不

自
由

人
の

浴

室
椅

子
 

当
考

案
は

自
分

が
ア

キ
レ

ス
腱

断
裂

し
た

時
、

ギ
ブ

ス
に

ビ
ニ

ー
ル

シ
ー

ト
を

巻
き

つ
け

て
水

養
生

し
て

シ
ャ

ワ
ー

を
浴

び
る

際
 

に
イ

ス
に

腰
掛

た
ま

ま
で

、
陰

部
等

洗
浄

す
る

為
に

考
案

し
た

浴
室

用
イ

ス
で

有
る

、
障

害
の

程
度

に
よ

り
イ

ス
の

高
さ

は
別

と
し

て
、

座
面

は
十

文
字

に
凹

ま
せ

て
有

り
、

ど
の

方
向

か
ら

で
も

浴
室

に
備

え
設

置
し

て
あ

る
一

般
的

な
シ

ャ
ワ

ー
ヘ

ッ
ト

の
噴

出
口

を
上

向
き

に
置

く
事

の
可

能
な

幅
、

深
さ

の
凹

み
が

確
保

さ
れ

た
浴

室
用

イ
ス

で
あ

る
、

当
イ

ス
に

座
っ

た
ま

ま
で

凹
み

を
利

用
し

て
、

手
及

び
シ

ャ
ワ

ー
ヘ

ッ
ト

等
で

洗
浄

す
る

事
の

可
能

の
浴

室
用

イ
ス

で
あ

る
特

許
庁

に
登

録
済

で
す

。
是

非
製

品
化

及
び

販
売

の
方

を
宜

し
く

お
願

い
し

ま
す

 

4
7

9
 

 
 

 
 

福
祉

用
具

の
セ

ミ
ナ

ー
ご

案
内

 

年
間

で
5

回
に

分
け

て
行

う
、

福
祉

用
具

に
関

す
る

セ
ミ

ナ
ー

で
す

。
第

三
回

目
の

1
0

月
は

「
特

殊
寝

台
･
床

ず
れ

防
止

用
具

」
を

テ

ー
マ

に
行

い
ま

す
。

申
込

は
下

記
ア

ド
レ

ス
の

申
込

書
か

ら
ご

連
絡

下
さ

い
。

h
tt

p
:/

/
w

w
w

.ja
s
p

e
c
.jp

/
e
d

it
-
d

a
ta

/
im

g
/
1

3
7

7
8

3
0

9
0

3
_
1

_
1

.p
d

f 

開
催

地
：

兵
庫

県
神

戸
市

中
央

区
港

島
南

町
7

-
1

-
5

 
日

本
福

祉
用

具
評

価
セ

ン
タ

ー
(J

A
S

P
E

C
) 

2
0

1
3

年
度

第
三

回
1

0
月

開
催

日
程

：
1

0
/
2

5
(金

)o
r1

0
/
2

6
(土

)ど
ち

ら
か

１
日

を
お

選
び

下
さ

い
。

 

参
加

費
用

：
1

0
0

0
0

円
 

時
間

割
 

：
h

tt
p
:/

/
w

w
w

.ja
s
p
e
c
.jp

/
e
d
it
-
d
a
ta

/
im

g
/
1

3
7

7
8

3
0

9
0

3
_
2

_
1

.p
d
f 

4
8

0
 

 
 

 
 

N
E

D
O

は
「

2
0

1
3

国
際

ロ
ボ

ッ
ト

展
」

に
出

展
し

ま
す

。
 

N
E

D
O

は
、

1
1

/
6

(水
)～

9
(土

)に
開

催
さ

れ
る

「
2

0
1

3
国

際
ロ

ボ
ッ

ト
展

」
（

於
：

東
京

ビ
ッ

グ
サ

イ
ト

）
に

出
展

い
た

し
ま

す
。
 

福
祉

・
介

護
用

の
ロ

ボ
ッ

ト
に

加
え

て
、

そ
の

他
の

生
活

支
援

ロ
ボ

ッ
ト

等
も

展
示

し
、

デ
モ

も
実

施
し

ま
す

。
一

部
ロ

ボ
ッ

ト
で

は
実

際
に

体
験

し
て

頂
く

こ
と

も
可

能
で

す
。

ま
た

、
N

E
D

O
ロ

ボ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ラ
ム

と
し

て
、

サ
ー

ビ
ス

ロ
ボ

ッ
ト

の
安

全
技

術
、

安
全

認
証

等
の

最
新

情
報

を
提

供
い

た
し

ま
す

。
詳

細
は

、
以

下
（

↓
）

の
サ

イ
ト

を
ご

覧
く

だ
さ

い
。

 

h
tt

p
:/

/
w

w
w

.n
e
d

o
.g

o
.jp

/
e
v
e
n

ts
/
C

A
_
1

0
0

0
3

0
.h

tm
l 

皆
様

の
ご

来
場

を
お

待
ち

し
て

お
り

ま
す

。
 

4
8

1
 

肢
体

障
害

者
用

 
利

用
者

 
ロ

フ
ス

ト
ラ

ン
ド

杖

の
カ

フ
 

ロ
フ

ス
ト

ラ
ン

ド
杖

の
カ

フ
は

衣
服

に
よ

り
太

い
も

の
と

細
い

も
の

が
あ

る
が

、
カ

フ
だ

け
オ

ー
ダ

ー
メ

イ
ド

で
寸

法
を

自
由

に
発

注
で

き
る

物
が

欲
し

い
。

取
り

外
し

可
能

な
カ

フ
だ

け
な

の
で

、
杖

の
メ

ー
カ

ー
と

の
兼

ね
合

い
も

あ
る

と
思

う
が

現
在

は
高

齢
者

を
対

象
に

し
た

細
い

も
の

し
か

な
い

よ
う

だ
。

 

4
8

2
 

高
齢

者
用

 
利

用
者

の
家

族
 

ス
ロ

ー
プ

の
幅

を
増

や
し

た
い

 

家
の

段
差

の
ご

く
わ

ず
か

な
も

の
（

1
0

ｃ
ｍ

～
1

5
ｃ

ｍ
）

と
か

の
ス

ロ
ー

プ
に

つ
い

て
、

幅
広

い
範

囲
の

充
実

し
た

商
品

が
あ

る
と

う

れ
し

い
。
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4
8

3
 

肢
体

障
害

者
用

 
利

用
者

 
義

肢
装

具
な

ど
 

夏
に

蒸
れ

ず
、

冬
に

ヒ
ヤ

ッ
と

し
な

い
義

肢
用

ソ
ケ

ッ
ト

が
欲

し
い

。
シ

リ
コ

ン
ラ

イ
ナ

ー
は

か
ぶ

れ
る

。
樹

脂
ソ

ケ
ッ

ト
は

汗
が

た
ま

っ
て

し
ま

う
。

 

4
8

4
 

肢
体

障
害

者
用

 
利

用
者

 
義

足
利

用
者

向
け

の

靴
下

や
サ

ポ
ー

タ
ー

片
側

だ
け

売
っ

て
く

れ
る

靴
下

、
サ

ポ
ー

タ
ー

が
あ

る
と

助
か

る
 

4
8

5
 

肢
体

障
害

者
用

 
利

用
者

 
Ａ

Ｌ
Ｌ

 
Ｊ

Ａ
Ｐ

Ａ

Ｎ
 

義
足

 

義
足

は
ド

イ
ツ

製
部

品
（

オ
ッ

ト
ー

ボ
ッ

ク
社

）
の

も
の

が
多

く
使

わ
れ

て
い

ま
す

。
ホ

ン
ダ

の
ア

シ
モ

等
、

車
部

品
メ

ー
カ

ー
、

電
子

部
品

メ
ー

カ
ー

が
協

力
し

て
Ａ

Ｌ
Ｌ

 
Ｊ

Ａ
Ｐ

Ａ
Ｎ

製
の

安
価

で
高

性
能

・
高

耐
久

の
義

足
を

作
っ

て
欲

し
い

。
 

4
8

6
 

聴
覚

障
害

者
用

 
利

用
者

 
補

聴
器

 
海

外
の

も
の

が
だ

ん
だ

ん
強

く
な

り
日

本
の

も
の

は
コ

ス
ト

が
高

い
。

も
う

少
し

日
本

の
や

つ
の

コ
ス

ト
を

下
げ

て
ほ

し
い

。
 

4
8

7
 

肢
体

障
害

者
用

 
利

用
者

 
左

右
で

パ
ワ

ー
の

調

整
の

で
き

る
車

椅
子

路
面

が
傾

斜
し

て
い

る
場

合
、

車
椅

子
が

流
れ

て
し

ま
う

。
そ

こ
で

パ
ワ

ー
調

整
で

き
る

車
椅

子
が

で
き

る
と

直
進

が
楽

で
す

。
 

4
8

8
 

 
 

 
 

第
７

回
J

カ
フ

ェ
の

お
知

ら
せ

 

「
か

わ
さ

き
J

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

＋
（

プ
ラ

ス
）

」
は

、
 

福
祉

現
場

と
も

の
づ

く
り

現
場

と
結

び
つ

け
る

こ
と

に
よ

っ
て

、
 

新
た

な
福

祉
製

品
や

サ
ー

ビ
ス

を
生

み
出

す
お

手
伝

い
を

す
る

こ
と

を
目

指
す

団
体

で
す

。
 

こ
の

た
び

、
情

報
交

流
の

場
「

第
7

回
J

カ
フ

ェ
」

を
開

催
す

る
こ

と
に

な
り

ま
し

た
。

 

福
祉

機
器

の
開

発
を

テ
ー

マ
に

話
し

合
う

と
い

う
内

容
で

、
 

介
護

現
場

の
方

々
か

ら
の

ご
意

見
を

い
た

だ
き

た
い

と
思

っ
て

お
り

ま
す

。
 

多
く

の
皆

さ
ま

に
ご

参
加

い
た

だ
け

れ
ば

幸
い

で
す

。
 

4
8

9
 

 
 

 
 

「
障

害
者

の
災

害
対

策
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
」

開
催

の
お

知
ら

せ
 

【
趣

旨
】

 

国
立

障
害

者
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

セ
ン

タ
ー

研
究

所
で

は
，

厚
生

労
働

科
学

研
究

費
補

助
金

（
障

害
対

策
総

合
研

究
事

業
）

の
研

究
の

一
環

と
し

て
，

下
記

要
領

で
「

障
害

者
の

災
害

対
策

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

 
～

被
災

地
か

ら
学

ぶ
こ

れ
か

ら
の

備
え

～
」

を
開

催
致

し
ま

す
．

東
日

本
大

震
災

に
よ

る
大

き
な

被
害

と
，

今
な

お
続

く
被

災
者

の
方

々
の

避
難

生
活

は
，

障
害

者
自

身
が

災
害

へ
の

備
え

を
積

極
的

に
考

え
る

こ
と

の
重

要
さ

を
浮

き
彫

り
に

し
ま

し
た

．
本

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

で
は

，
同

震
災

で
の

被
災

・
避

難
の

経
験

を
お

持
ち

の
障

害
当

事
者

と
そ

の
支

援
者

を
お

招
き

し
て

，
障

害
者

が
主

体
的

に
災

害
時

の
行

動
を

計
画

し
，

周
囲

の
支

援
者

や
地

域
住

民
を

含
む

災
害

対
策

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

を
構

築
す

る
こ

と
の

重
要

性
を

議
論

し
ま

す
．
ま

た
，
障

害
者

の
災

害
対

策
に

有
用

な
機

器
の

展
示

も
併

せ
て

実
施

致
し

ま
す

．
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4
9

0
 

肢
体

障
害

者
用

 
行

政
 

銀
行

の
A

T
M

 
電

動
車

い
す

で
外

出
で

き
る

身
体

障
害

者
が

銀
行

の
Ａ

Ｔ
Ｍ

で
預

金
の

払
い

出
し

を
し

た
い

際
、

行
員

の
支

援
は

受
け

な
け

れ
ば

な
ら

い
。

こ
の

場
合

暗
証

番
号

の
入

力
に

関
し

て
は

行
員

が
関

与
で

き
な

い
と

言
わ

れ
る

。
ハ

ン
ド

セ
ッ

ト
の

A
T

M
は

受
話

器
の

よ
う

な
も

の
が

手
元

に
伸

ば
せ

て
暗

証
番

号
を

入
力

す
れ

ば
い

い
が

、
そ

の
ボ

タ
ン

は
緊

張
な

ど
が

あ
る

身
体

障
害

者
に

は
小

さ
か

っ
た

り
、

入
力

時
間

が
短

か
っ

た
り

で
利

用
が

で
き

な
い

。
窓

口
で

の
払

い
出

し
し

か
出

来
な

い
と

な
る

と
3

時
ま

で
し

か
払

い
出

し
が

出
来

な
い

と

い
う

ハ
ン

デ
と

な
る

。
暗

証
番

号
の

問
題

が
ク

リ
ア

で
き

る
よ

う
な

機
能

が
A

T
M

に
備

わ
る

と
い

い
。

 

4
9

3
 

肢
体

障
害

者
用

 
開

発
メ

ー
カ

 
使

い
捨

て
ポ

リ
袋

ト

イ
レ

機
能

付
車

椅
子

使
い

捨
て

ポ
リ

袋
ト

イ
レ

機
能

付
車

椅
子

 
ご

要
望

・
ア

イ
デ

ア
を

具
体

的
に

お
書

き
く

だ
さ

い
。

べ
ッ

ド
か

ら
ト

イ
レ

に
移

送
す

る
た

め
、

車
椅

子
を

使
用

し
て

い
る

患
者

と
介

助
者

の
移

送
状

態
を

見
る

と
大

変
苦

労
し

て
い

る
こ

と
が

わ
か

り
ま

す
。

私
は

こ
の

現
実

を
改

善
す

る
為

、
車

椅
子

座
席

に
Ｕ

字
形

空
洞

を
設

け
、

そ
の

空
洞

溝
に

使
い

捨
て

ポ
リ

袋
ト

イ
レ

を
挿

入
し

て
患

者
が

車
椅

子
に

乗
車

の
ま

ま
、

洋
式

ト
イ

レ
使

用
同

様
に

独
自

排
泄

が
で

き
る

ト
イ

レ
機

能
付

車
椅

子
を

考
案

、
実

用
新

案
第

３
１

８
４

３
９

３
号

を
登

録
し

て
、

商
品

開
発

に
成

功
し

ま
し

た
。

従
来

の
車

椅
子

に
新

し
く

ト
イ

レ
機

能
を

付
設

す
る

と
、

介
護

保
険

法
で

は
、

特
定

福
祉

用
具

と
認

定
さ

れ
、

患
者

購
入

費
用

の
９

０
％

が
介

護
保

険
か

ら
払

い
戻

し
給

付
さ

れ
る

よ
う

で
す

。
患

者
が

ト
イ

レ
付

車
椅

子
１

台
、

９
５

０
０

０
円

を
購

入
す

る
と

、
９

５
０

０
円

、
１

割
負

担
で

購
入

す
る

こ
と

が
で

き
ま

す
。

更
に

患
者

が
ト

イ
レ

付
車

椅
子

を
使

用
し

て
外

出
し

た
場

合
、

障
害

者
用

ト
イ

レ
を

探
す

必
要

な
く

、
一

般
ト

イ
レ

内
で

十
分

排
泄

す
る

こ
と

が
出

来
ま

す
。

ま
た

断
水

停
電

の
災

害
避

難
所

(体

育
館

)に
避

難
し

た
場

合
も

、
患

者
は

車
椅

子
乗

車
の

ま
ま

独
自

ト
イ

レ
が

出
来

る
為

、
障

害
者

避
難

所
ト

イ
レ

問
題

は
、

新
し

い
ト

イ

レ
付

車
椅

子
を

使
用

す
る

こ
と

で
簡

単
に

解
決

し
ま

す
。

そ
の

他
居

宅
患

者
が

介
助

者
不

在
中

で
も

独
自

ト
イ

レ
が

出
来

る
為

、
ト

イ
レ

付
車

椅
子

使
用

は
障

害
者

、
高

齢
者

の
自

立
支

援
に

大
き

く
貢

献
し

ま
す

。
こ

の
新

し
い

、
車

椅
子

用
ポ

リ
袋

(携
帯

ト
イ

レ
)が

使
用

で

き
る

車
椅

子
の

普
及

こ
そ

、
介

護
福

祉
事

業
に

大
き

く
寄

与
で

き
る

も
の

と
思

い
ま

す
。

更
に

本
考

案
、

車
椅

子
用

使
い

捨
て

ポ
リ

袋
ト

イ
レ

は
障

害
者

作
業

施
設

で
障

害
者

の
皆

さ
ん

が
製

造
し

て
い

ま
す

。
ど

う
ぞ

ご
協

力
下

さ
い

。
尚

使
い

捨
て

ポ
リ

袋
ト

イ
レ

機
能

付
車

椅
子

に
つ

い
て

詳
し

く
は

カ
タ

ロ
グ

を
請

求
下

さ
い

。
発

売
元

日
本

ヘ
ル

コ
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使
い

捨
て

ポ
リ

袋
ト

イ
レ

機
能

付
車

椅
子

平
成

2
3

年
1

月
、

実
願

２
０

１
０

－
０

０
７

８
６

９
名

称
、

使
い

捨
て

ホ
ー

ス
ト

イ
レ

を
登

録
し

て
、

ト
イ

レ
の

な
い

場
所

で
男

性

が
簡

単
に

小
便

が
出

来
る

緊
急

用
ト

イ
レ

を
考

案
し

て
全

国
的

に
販

売
し

て
お

り
ま

し
た

が
、

そ
の

実
績

が
ら

更
に

平
成

2
5

年
6

月
、

名
称

 
使

い
捨

て
ポ

リ
袋

ト
イ

レ
機

能
付

車
椅

子
を

登
録

し
て

、
平

成
2

6
年

2
月

1
9

日
、

商
品

化
が

で
き

た
の

で
大

阪
府

松
原

市

の
福

祉
課

へ
特

定
福

祉
用

具
と

し
て

、
認

可
を

お
願

い
し

た
と

こ
ろ

テ
ク

ノ
エ

イ
ド

の
Ｔ

Ａ
Ｉ

Ｓ
コ

ー
ド

が
無

い
た

め
認

可
で

き
な

い
と

断
ら

れ
ま

し
た

。
実

は
こ

の
使

い
捨

て
ポ

リ
袋

ト
イ

レ
機

能
付

車
椅

子
は

、
地

震
災

害
時

、
緊

急
避

難
所

(小
中

学
校

体
育

館
)に

避
難

し

た
車

椅
子

患
者

が
、

停
電

断
水

の
体

育
館

で
も

車
椅

子
に

乗
車

し
た

ま
ま

、
容

易
に

独
自

排
泄

が
出

来
る

の
で

す
。

現
在

車
椅

子
障

害
者

の
避

難
所

ト
イ

レ
問

題
は

解
決

し
て

い
ま

せ
ん

、
そ

の
緊

急
性

を
理

解
し

て
頂

い
た

松
原

市
福

祉
課

の
職

員
が

直
接

東
京

の
テ

ク
ノ

エ
イ

ド
に

緊
急

性
を

電
話

で
伝

え
て

く
れ

た
の

で
す

が
、

テ
ク

ノ
エ

イ
ド

の
返

答
は

、
毎

月
2

0
締

切
で

申
請

を
受

け
付

け
て

年
一

回
6

月

に
審

査
が

あ
っ

て
そ

の
後

に
認

可
さ

れ
る

か
、

6
月

に
で

き
な

い
場

合
は

、
来

年
に

6
月

に
再

度
審

査
が

行
わ

れ
る

と
言

っ
た

返
答

で

し
た

。
誠

に
残

念
で

す
、

首
都

直
下

地
震

、
東

南
海

ト
ラ

フ
地

震
は

何
時

発
生

す
る

か
分

か
り

ま
せ

ん
。

避
難

所
で

車
椅

子
障

害
者

が
ト

イ
レ

に
大

変
苦

労
し

て
い

る
こ

と
は

車
椅

子
障

害
者

生
活

の
事

を
一

番
ご

存
知

の
テ

ク
ノ

エ
イ

ド
さ

ん
が

理
解

し
て

い
る

は
ず

で
す

、
本

当
に

何
と

か
早

期
に

認
可

す
る

方
法

は
な

い
も

の
で

し
ょ

う
か

？
折

角
車

椅
子

障
害

者
の

避
難

所
ト

イ
レ

対
策

が
解

決
で

き
た

の
に

、
一

日
も

早
く

車
椅

子
障

害
者

の
地

震
対

策
を

考
慮

し
て

ほ
し

い
も

の
で

す
。

私
は

私
な

り
に

全
国

脊
髄

損
傷

者
連

合
会

の
皆

様
に

車
椅

子
避

難
所

ト
イ

レ
対

策
と

し
て

使
い

捨
て

ポ
リ

袋
ト

イ
レ

機
能

付
車

椅
子

使
用

を
提

案
す

る
所

存
で

す
。

大
地

震
は

明
日

に
も

起
き

る
か

し
れ

ま
せ

ん
。

ど
う

ぞ
至

急
に

ご
検

討
頂

い
て

早
急

に
Ｔ

Ａ
Ｉ

Ｓ
の

認
可

を
お

願
い

致
し

ま
す

。
障

害
者

が
車

椅
子

乗
車

の
ま

ま
ト

イ
レ

が
出

来
れ

ば
、

障
害

者
の

自
立

支
援

に
貢

献
で

き
る

他
、

そ
の

他
に

メ
リ

ッ
ト

は
多

々
あ

り
ま

す
。

一
日

も
早

く
車

椅
子

障
害

者
の

為
に

認
可

を
宜

し
く

お
願

い
し

ま
す

。
以

上
 

184

28-117914_報告書.indd   184 2016/04/07   11:54:53



  

185 

4
9

0
 

肢
体

障
害

者
用

 
行

政
 

銀
行

の
A

T
M

 
電

動
車

い
す

で
外

出
で

き
る

身
体

障
害

者
が

銀
行

の
Ａ

Ｔ
Ｍ

で
預

金
の

払
い

出
し

を
し

た
い

際
、

行
員

の
支

援
は

受
け

な
け

れ
ば

な
ら

い
。

こ
の

場
合

暗
証

番
号

の
入

力
に

関
し

て
は

行
員

が
関

与
で

き
な

い
と

言
わ

れ
る

。
ハ

ン
ド

セ
ッ

ト
の

A
T

M
は

受
話

器
の

よ
う

な
も

の
が

手
元

に
伸

ば
せ

て
暗

証
番

号
を

入
力

す
れ

ば
い

い
が

、
そ

の
ボ

タ
ン

は
緊

張
な

ど
が

あ
る

身
体

障
害

者
に

は
小

さ
か

っ
た

り
、

入
力

時
間

が
短

か
っ

た
り

で
利

用
が

で
き

な
い

。
窓

口
で

の
払

い
出

し
し

か
出

来
な

い
と

な
る

と
3

時
ま

で
し

か
払

い
出

し
が

出
来

な
い

と

い
う

ハ
ン

デ
と

な
る

。
暗

証
番

号
の

問
題

が
ク

リ
ア

で
き

る
よ

う
な

機
能

が
A

T
M

に
備

わ
る

と
い

い
。
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用
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使

い
捨

て
ポ

リ
袋

ト

イ
レ

機
能

付
車

椅
子

使
い

捨
て

ポ
リ

袋
ト

イ
レ

機
能

付
車

椅
子

 
ご

要
望

・
ア

イ
デ

ア
を

具
体

的
に

お
書

き
く

だ
さ

い
。

べ
ッ

ド
か

ら
ト

イ
レ

に
移

送
す

る
た

め
、

車
椅

子
を

使
用

し
て

い
る

患
者

と
介

助
者

の
移

送
状

態
を

見
る

と
大

変
苦

労
し

て
い

る
こ

と
が

わ
か

り
ま

す
。

私
は

こ
の

現
実

を
改

善
す

る
為

、
車

椅
子

座
席

に
Ｕ

字
形

空
洞

を
設

け
、

そ
の

空
洞

溝
に

使
い

捨
て

ポ
リ

袋
ト

イ
レ

を
挿

入
し

て
患

者
が

車
椅

子
に

乗
車

の
ま

ま
、

洋
式

ト
イ

レ
使

用
同

様
に

独
自

排
泄

が
で

き
る

ト
イ

レ
機

能
付

車
椅

子
を

考
案

、
実

用
新

案
第

３
１

８
４

３
９

３
号

を
登

録
し

て
、

商
品

開
発

に
成

功
し

ま
し

た
。

従
来

の
車

椅
子

に
新

し
く

ト
イ

レ
機

能
を

付
設

す
る

と
、

介
護

保
険

法
で

は
、

特
定

福
祉

用
具

と
認

定
さ

れ
、

患
者

購
入

費
用

の
９

０
％

が
介

護
保

険
か

ら
払

い
戻

し
給

付
さ

れ
る

よ
う

で
す

。
患

者
が

ト
イ

レ
付

車
椅

子
１

台
、

９
５

０
０

０
円

を
購

入
す

る
と

、
９

５
０

０
円

、
１

割
負

担
で

購
入

す
る

こ
と

が
で

き
ま

す
。

更
に

患
者

が
ト

イ
レ

付
車

椅
子

を
使

用
し

て
外

出
し

た
場

合
、

障
害

者
用

ト
イ

レ
を

探
す

必
要

な
く

、
一

般
ト

イ
レ

内
で

十
分

排
泄

す
る

こ
と

が
出

来
ま

す
。

ま
た

断
水

停
電

の
災

害
避

難
所

(体

育
館

)に
避

難
し

た
場

合
も

、
患

者
は

車
椅

子
乗

車
の

ま
ま

独
自

ト
イ

レ
が

出
来

る
為

、
障

害
者

避
難

所
ト

イ
レ

問
題

は
、

新
し

い
ト

イ

レ
付

車
椅

子
を

使
用

す
る

こ
と

で
簡

単
に

解
決

し
ま

す
。

そ
の

他
居

宅
患

者
が

介
助

者
不

在
中

で
も

独
自

ト
イ

レ
が

出
来

る
為

、
ト

イ
レ

付
車

椅
子

使
用

は
障

害
者

、
高

齢
者

の
自

立
支

援
に

大
き

く
貢

献
し

ま
す

。
こ

の
新

し
い

、
車

椅
子

用
ポ

リ
袋

(携
帯

ト
イ

レ
)が

使
用

で

き
る

車
椅

子
の

普
及

こ
そ

、
介

護
福

祉
事

業
に

大
き

く
寄

与
で

き
る

も
の

と
思

い
ま

す
。

更
に

本
考

案
、

車
椅

子
用

使
い

捨
て

ポ
リ

袋
ト

イ
レ

は
障

害
者

作
業

施
設

で
障

害
者

の
皆

さ
ん

が
製

造
し

て
い

ま
す

。
ど

う
ぞ

ご
協

力
下

さ
い

。
尚

使
い

捨
て

ポ
リ

袋
ト

イ
レ

機
能

付
車

椅
子

に
つ

い
て

詳
し

く
は

カ
タ

ロ
グ

を
請

求
下

さ
い

。
発

売
元

日
本

ヘ
ル

コ
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平
成

2
3

年
1

月
、

実
願

２
０

１
０

－
０

０
７

８
６

９
名

称
、

使
い

捨
て

ホ
ー

ス
ト

イ
レ

を
登

録
し

て
、

ト
イ

レ
の

な
い

場
所

で
男

性

が
簡

単
に

小
便

が
出

来
る

緊
急

用
ト

イ
レ

を
考

案
し

て
全

国
的

に
販

売
し

て
お

り
ま

し
た

が
、

そ
の

実
績

が
ら

更
に

平
成

2
5

年
6

月
、

名
称

 
使

い
捨

て
ポ

リ
袋

ト
イ

レ
機

能
付

車
椅

子
を

登
録

し
て

、
平

成
2

6
年

2
月

1
9

日
、

商
品

化
が

で
き

た
の

で
大

阪
府

松
原

市

の
福

祉
課

へ
特

定
福

祉
用

具
と

し
て

、
認

可
を

お
願

い
し

た
と

こ
ろ

テ
ク

ノ
エ

イ
ド

の
Ｔ

Ａ
Ｉ

Ｓ
コ

ー
ド

が
無

い
た

め
認

可
で

き
な

い
と

断
ら

れ
ま

し
た

。
実

は
こ

の
使

い
捨

て
ポ

リ
袋

ト
イ

レ
機

能
付

車
椅

子
は

、
地

震
災

害
時

、
緊

急
避

難
所

(小
中

学
校

体
育

館
)に

避
難

し

た
車

椅
子

患
者

が
、

停
電

断
水

の
体

育
館

で
も

車
椅

子
に

乗
車

し
た

ま
ま

、
容

易
に

独
自

排
泄

が
出

来
る

の
で

す
。

現
在

車
椅

子
障

害
者

の
避

難
所

ト
イ

レ
問

題
は

解
決

し
て

い
ま

せ
ん

、
そ

の
緊

急
性

を
理

解
し

て
頂

い
た

松
原

市
福

祉
課

の
職

員
が

直
接

東
京

の
テ

ク
ノ

エ
イ

ド
に

緊
急

性
を

電
話

で
伝

え
て

く
れ

た
の

で
す

が
、

テ
ク

ノ
エ

イ
ド

の
返

答
は

、
毎

月
2

0
締

切
で

申
請

を
受

け
付

け
て

年
一

回
6

月

に
審

査
が

あ
っ

て
そ

の
後

に
認

可
さ

れ
る

か
、

6
月

に
で

き
な

い
場

合
は

、
来

年
に

6
月

に
再

度
審

査
が

行
わ

れ
る

と
言

っ
た

返
答

で

し
た

。
誠

に
残

念
で

す
、

首
都

直
下

地
震

、
東

南
海

ト
ラ

フ
地

震
は

何
時

発
生

す
る

か
分

か
り

ま
せ

ん
。

避
難

所
で

車
椅

子
障

害
者

が
ト

イ
レ

に
大

変
苦

労
し

て
い

る
こ

と
は

車
椅

子
障

害
者

生
活

の
事

を
一

番
ご

存
知

の
テ

ク
ノ

エ
イ

ド
さ

ん
が

理
解

し
て

い
る

は
ず

で
す

、
本

当
に

何
と

か
早

期
に

認
可

す
る

方
法

は
な

い
も

の
で

し
ょ

う
か

？
折

角
車

椅
子

障
害

者
の

避
難

所
ト

イ
レ

対
策

が
解

決
で

き
た

の
に

、
一

日
も

早
く

車
椅

子
障

害
者

の
地

震
対

策
を

考
慮

し
て

ほ
し

い
も

の
で

す
。

私
は

私
な

り
に

全
国

脊
髄

損
傷

者
連

合
会

の
皆

様
に

車
椅

子
避

難
所

ト
イ

レ
対

策
と

し
て

使
い

捨
て

ポ
リ

袋
ト

イ
レ

機
能

付
車

椅
子

使
用

を
提

案
す

る
所

存
で

す
。

大
地

震
は

明
日

に
も

起
き

る
か

し
れ

ま
せ

ん
。

ど
う

ぞ
至

急
に

ご
検

討
頂

い
て

早
急

に
Ｔ

Ａ
Ｉ

Ｓ
の

認
可

を
お

願
い

致
し

ま
す

。
障

害
者

が
車

椅
子

乗
車

の
ま

ま
ト

イ
レ

が
出

来
れ

ば
、

障
害

者
の

自
立

支
援

に
貢

献
で

き
る

他
、

そ
の

他
に

メ
リ

ッ
ト

は
多

々
あ

り
ま

す
。

一
日

も
早

く
車

椅
子

障
害

者
の

為
に

認
可

を
宜

し
く

お
願

い
し

ま
す

。
以

上
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肢
体

障
害

者
用

 

障
害

者
ス

ポ
ー

ツ
用

 

開
発

メ
ー

カ
 

使
い

捨
て

ポ
リ

袋
ト

イ
レ

の
排

泄
介

護
、

経
済

性
 

結
論

か
ら

先
に

言
え

ば
、

使
い

捨
て

ポ
リ

袋
ト

イ
レ

を
使

用
す

る
と

排
泄

処
理

経
費

が
1

回
1

0
円

で
済

み
ま

す
。

紙
お

む
つ

、
紙

パ

ン
テ

ィ
、

使
い

捨
て

携
帯

ト
イ

レ
等

を
使

用
す

る
と

安
く

て
も

1
回

、
５

０
円

～
１

０
０

円
以

上
、

か
か

り
ま

す
。

更
に

ポ
ー

タ
ブ

ル

ト
イ

レ
、
オ

マ
ル

等
を

使
用

す
れ

ば
消

耗
費

は
０

で
す

が
、
汚

物
回

収
廃

棄
と

容
器

洗
浄

等
に

介
助

者
の

高
価

な
人

権
費

が
か

か
り

ま
す

。

で
は

、
使

い
捨

て
ポ

リ
袋

ト
イ

レ
が

何
故

、
格

安
に

排
泄

処
理

が
出

来
る

の
で

し
ょ

う
。

そ
の

ノ
ウ

ハ
ウ

を
ご

紹
介

し
ま

す
。

Ｕ
パ

ッ
ク

、

白
色

ポ
リ

袋
は

コ
ー

ナ
ン

で
1

0
0

枚
セ

ッ
ト

７
０

０
円

で
販

売
さ

れ
て

い
ま

す
。

1
枚

、
7

円
と

安
価

で
す

が
ポ

リ
袋

単
体

で
は

ト
イ

レ
に

な
り

ま
せ

ん
。

実
は

楕
円

形
ド

ー
ナ

ツ
型

樹
脂

枠
を

ポ
リ

袋
内

に
入

れ
て

便
器

状
に

形
成

さ
せ

ま
す

。
す

る
と

簡
単

に
水

洗
便

器
同

様
の

便
器

構
造

が
形

成
で

き
ま

す
。

次
に

ト
イ

レ
ッ

ト
ペ

ー
パ

を
約

3
ｍ

、
(3

円
)を

形
成

さ
せ

た
ポ

リ
袋

便
器

内
に

投
入

し
ま

す
、

こ

れ
は

尿
液

を
ト

イ
レ

ッ
ト

ペ
ー

パ
が

吸
収

し
て

排
泄

物
を

固
形

化
す

る
為

で
す

。
レ

ジ
袋

、
7

円
＋

ペ
ー

パ
3

円
で

合
計

1
0

円
の

使

い
捨

て
ポ

リ
袋

便
器

が
出

来
あ

が
り

ま
す

。
排

泄
後

、
使

い
捨

て
ポ

リ
袋

ト
イ

レ
の

排
泄

経
費

は
1

0
円

と
な

る
わ

け
で

す
。

現
実

に
私

は
、

使
い

捨
て

ポ
リ

袋
ト

イ
レ

機
能

付
車

椅
子

に
使

用
し

て
い

ま
す

。
ど

う
ぞ

居
宅

介
護

者
、

介
助

者
の

皆
さ

ん
、

参
考

に
し

て
下

さ
い

。

以
上

 

4
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第
1

2
回

福
祉

工
学

カ
フ

ェ
の

ご
案

内
 

小
野

＠
国

立
障

害
者

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
セ

ン
タ

ー
で

す
。

第
1

2
回

福
祉

工
学

カ
フ

ェ
を

下
記

の
通

り
開

催
致

し
ま

す
ご

関
心

の
あ

る
方

は
、

以
下

を
ご

覧
下

さ
い

。
今

回
は

デ
モ

が
あ

り
ま

す
。

h
tt

p
:/

/
w

w
w

.r
e
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a
b

.g
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/
e
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a
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/
to
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マ
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と

軽
労
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技
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共
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国

立
障

害
者

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
セ

ン
タ

ー
研

究
所

（
独

）
新

エ
ネ

ル
ギ

ー
・

産
業

技
術

総
合

開
発

機
構

（
N

E
D

O
）

＜
日

時
＞

2
0

1
2

年
3

月
1

5
日

（
金

）
 
1

3
:1

5
 -

 1
6

:5
0

 （
1

2
：

4
5

開
場

）
 
＜

場
所

＞
 
N

E
D

O

分
室

 
大

同
生

命
霞

が
関

ビ
ル

１
２

F
 
（

千
代

田
区

霞
が

関
１

－
４

－
２

）
*
ア

ク
セ

ス
情

報
の

詳
細

：
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/
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.p
d

f＜
参

加
費
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報
保
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に
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て
＞

 
・

手
話

通
訳

あ
り

ま

す
．

・
パ

ソ
コ

ン
要

約
筆

記
を

実
施

致
し

ま
す

．
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（
厚

生
労

働
省

）
障

害
者

自
立

支
援

機
器

等
開

発
促

進
事

業
の

一
般

公
開

 

厚
生

労
働

省
・

障
害

者
自

立
支

援
機

器
等

開
発

促
進

事
業

事
務

局
で

す
。

3
月

1
1

日
（

火
）

、
厚

生
労

働
省

 
低

層
棟

2
階

講
堂

に

お
い

て
、

展
示

会
「

こ
こ

に
あ

り
ま

す
！

明
日

の
自

立
を

支
え

る
福

祉
機

器
」

を
開

催
い

た
し

ま
す

。
本

展
示

会
は

、
障

害
者

自
立

支
援

機
器

等
開

発
促

進
事

業
で

今
年

度
補

助
を

受
け

、
福

祉
機

器
を

製
作

し
た

企
業

の
成

果
発

表
を

行
う

こ
と

を
目

的
と

し
、

過
年

度
に

補
助

を
受

け
た

企
業

の
一

部
展

示
を

含
め

な
が

ら
、

厚
生

労
働

省
主

催
で

毎
年

開
催

し
て

い
る

福
祉

機
器

展
で

す
。

ぜ
ひ

足
を

運
ん

で
実

際
に

機
器

に
触

れ
て

み
て

く
だ

さ
い

。
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肢
体

障
害

者
用

 
福

祉
専

門
職

 
ト

イ
レ

内
寄

り
か

か

り
バ

ー
 

介
護

士
で

す
。

要
望

と
い

う
か

、
ア

イ
デ

ア
で

す
。

片
マ

ヒ
の

高
齢

者
が

ト
イ

レ
内

で
ズ

ボ
ン

の
上

げ
お

ろ
し

を
自

分
で

さ
れ

る
際

、
 

ト
イ

レ
内

の
縦

手
す

り
に

よ
り

か
か

る
こ

と
で

介
助

が
な

く
て

も
自

立
で

行
え

る
ケ

ー
ス

を
よ

く
見

か
け

ま
す

。
そ

れ
で

あ
れ

ば
、

い
っ

そ
の

こ
と

、
始

め
か

ら
、

縦
手

す
り

に
寄

り
か

か
る

機
能

を
付

随
さ

せ
る

と
ト

イ
レ

が
自

立
可

能
に

な
る

障
害

者
の

方
は

多
い

と
思

い
ま

す
。

通
常

の
縦

手
す

り
だ

と
、

つ
か

む
機

能
し

か
な

く
、

寄
り

か
か

る
に

は
不

便
だ

か
ら

で
す

。
ま

た
片

マ
ヒ

の
方

が
ズ

ボ
ン

上
げ

お
ろ

し
で

手
す

り
か

ら
一

瞬
手

を
離

す
の

は
危

険
で

す
。

（
手

す
り

の
形

状
と

し
て

）
寄

り
か

か
り

機
能

が
つ

い
て

れ
ば

、
手

を
離

し
て

も
安

全
で

す
。
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【
公

募
】

平
成

２
６

年
度

障
害

者
自

立
支

援
機

器
等

開
発

促
進

事
業

 

障
害

者
の

自
立

や
社

会
参

加
を

支
援

す
る

た
め

に
は

、
支

援
機

器
や

技
術

開
発

の
促

進
を

図
る

こ
と

が
必

要
不

可
欠

で
す

が
、

障
害

者
の

自
立

を
支

援
す

る
機

器
の

開
発

（
実

用
的

製
品

化
（

ソ
フ

ト
ウ

ェ
ア

を
開

発
す

る
場

合
を

含
む

。
以

下
同

じ
。

）
）

が
進

ん
で

い
な

い
状

況
に

あ
り

ま
す

。
こ

う
し

た
こ

と
か

ら
、

マ
ー

ケ
ッ

ト
が

小
さ

く
事

業
化

が
困

難
で

あ
る

、
あ

る
い

は
技

術
開

発
は

終
了

し
て

い
る

が
経

費
的

な
問

題
か

ら
モ

ニ
タ

ー
評

価
（

被
験

者
に

よ
る

評
価

試
験

）
が

行
え

な
い

と
い

っ
た

理
由

か
ら

、
実

用
的

製
品

化
が

進
ま

な
い

機
器

に
つ

い
て

、
障

害
当

事
者

に
よ

る
モ

ニ
タ

ー
評

価
等

を
義

務
付

け
た

実
証

実
験

等
を

行
う

こ
と

で
、

障
害

当
事

者
に

と
っ

て
使

い
や

す
く

適
切

な
価

格
で

販
売

さ
れ

る
機

器
を

、
企

業
が

障
害

当
事

者
と

連
携

し
て

開
発

す
る

取
組

に
対

し
て

助
成

を
行

う
「

障
害

者
自

立
支

援
機

器
等

開
発

促
進

事
業

」
を

実
施

い
た

し
ま

す
。

 

■
応

募
締

切
 

平
成

２
６

年
４

月
１

８
日

（
金

）
（

必
着

）
 

詳
細

は
、

厚
生

労
働

省
の

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

を
ご

覧
下

さ
い

。
 

「
平

成
２

６
年

度
障

害
者

自
立

支
援

機
器

等
開

発
促

進
事

業
の

公
募

に
つ

い
て

」
 

h
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/
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/
s
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o
u

g
a
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o
k
e
n

/
c
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u
s
a
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u

/
0

2
.h

tm
l 

5
0

0
 

そ
の

他
 

利
用

者
 

障
害

目
印

な
る

バ
ッ

チ
な

ど
 

私
は

障
害

者
み

み
え

な
く

外
出

先
こ

ま
り

ま
す

。
 

知
的

と
精

神
か

ら
で

普
通

み
え

電
車

、
バ

ス
で

も
席

を
よ

ず
ら

れ
る

こ
と

な
く

困
る

こ
と

も
あ

り
ま

す
 

な
に

か
体

に
つ

け
れ

て
認

知
さ

れ
る

よ
う

な
も

の
ほ

し
い

で
す
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体
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ポ
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使
い

捨
て

ポ
リ

袋
ト

イ
レ

の
排

泄
介

護
、

経
済

性
 

結
論

か
ら

先
に

言
え

ば
、

使
い

捨
て

ポ
リ

袋
ト

イ
レ

を
使

用
す

る
と

排
泄

処
理

経
費

が
1

回
1

0
円

で
済

み
ま

す
。

紙
お

む
つ

、
紙

パ

ン
テ

ィ
、

使
い

捨
て

携
帯

ト
イ

レ
等

を
使

用
す

る
と

安
く

て
も

1
回

、
５

０
円

～
１

０
０

円
以

上
、

か
か

り
ま

す
。

更
に

ポ
ー

タ
ブ

ル

ト
イ

レ
、
オ

マ
ル

等
を

使
用

す
れ

ば
消

耗
費

は
０

で
す

が
、
汚

物
回

収
廃

棄
と

容
器

洗
浄

等
に

介
助

者
の

高
価

な
人

権
費

が
か

か
り

ま
す

。

で
は

、
使

い
捨

て
ポ

リ
袋

ト
イ

レ
が

何
故

、
格

安
に

排
泄

処
理

が
出

来
る

の
で

し
ょ

う
。

そ
の

ノ
ウ

ハ
ウ

を
ご

紹
介

し
ま

す
。

Ｕ
パ

ッ
ク

、

白
色

ポ
リ

袋
は

コ
ー

ナ
ン

で
1

0
0

枚
セ

ッ
ト

７
０

０
円

で
販

売
さ

れ
て

い
ま

す
。

1
枚

、
7

円
と

安
価

で
す

が
ポ

リ
袋

単
体

で
は

ト
イ

レ
に

な
り

ま
せ

ん
。

実
は

楕
円

形
ド

ー
ナ

ツ
型

樹
脂

枠
を

ポ
リ

袋
内

に
入

れ
て

便
器

状
に

形
成

さ
せ

ま
す

。
す

る
と

簡
単

に
水

洗
便

器
同

様
の

便
器

構
造

が
形

成
で

き
ま

す
。

次
に

ト
イ

レ
ッ

ト
ペ

ー
パ

を
約

3
ｍ

、
(3

円
)を

形
成

さ
せ

た
ポ

リ
袋

便
器

内
に

投
入

し
ま

す
、

こ

れ
は

尿
液

を
ト

イ
レ

ッ
ト

ペ
ー

パ
が

吸
収

し
て

排
泄

物
を

固
形

化
す

る
為

で
す

。
レ

ジ
袋

、
7

円
＋

ペ
ー

パ
3

円
で

合
計

1
0

円
の

使

い
捨

て
ポ

リ
袋

便
器

が
出

来
あ

が
り

ま
す

。
排

泄
後

、
使

い
捨

て
ポ

リ
袋

ト
イ

レ
の

排
泄

経
費

は
1

0
円

と
な

る
わ

け
で

す
。

現
実

に
私

は
、

使
い

捨
て

ポ
リ

袋
ト

イ
レ

機
能

付
車

椅
子

に
使

用
し

て
い

ま
す

。
ど

う
ぞ

居
宅

介
護

者
、

介
助

者
の

皆
さ

ん
、

参
考

に
し

て
下

さ
い

。

以
上
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術
 
共

催
：

 
国

立
障

害
者

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
セ

ン
タ

ー
研

究
所

（
独

）
新

エ
ネ

ル
ギ

ー
・

産
業

技
術

総
合

開
発

機
構

（
N

E
D

O
）

＜
日

時
＞

2
0

1
2

年
3

月
1

5
日

（
金

）
 
1

3
:1

5
 -

 1
6

:5
0

 （
1

2
：

4
5

開
場

）
 
＜

場
所

＞
 
N

E
D

O

分
室

 
大

同
生

命
霞

が
関

ビ
ル

１
２

F
 
（

千
代

田
区

霞
が

関
１

－
４

－
２

）
*
ア

ク
セ

ス
情

報
の

詳
細

：

h
tt

p
:/

/
w

w
w

.n
e
d

o
.g

o
.jp

/
c
o
n

te
n

t/
1

0
0

4
6

6
3

3
9

.p
d

f＜
参

加
費

＞
：

無
料

＜
情

報
保

障
に

つ
い

て
＞

 
・

手
話

通
訳

あ
り

ま

す
．

・
パ

ソ
コ

ン
要

約
筆

記
を

実
施

致
し

ま
す

．
 

4
9

7
 

 
 

 
 

（
厚

生
労

働
省

）
障

害
者

自
立

支
援

機
器

等
開

発
促

進
事

業
の

一
般

公
開

 

厚
生

労
働

省
・

障
害

者
自

立
支

援
機

器
等

開
発

促
進

事
業

事
務

局
で

す
。

3
月

1
1

日
（

火
）

、
厚

生
労

働
省

 
低

層
棟

2
階

講
堂

に

お
い

て
、

展
示

会
「

こ
こ

に
あ

り
ま

す
！

明
日

の
自

立
を

支
え

る
福

祉
機

器
」

を
開

催
い

た
し

ま
す

。
本

展
示

会
は

、
障

害
者

自
立

支
援

機
器

等
開

発
促

進
事

業
で

今
年

度
補

助
を

受
け

、
福

祉
機

器
を

製
作

し
た

企
業

の
成

果
発

表
を

行
う

こ
と

を
目

的
と

し
、

過
年

度
に

補
助

を
受

け
た

企
業

の
一

部
展

示
を

含
め

な
が

ら
、

厚
生

労
働

省
主

催
で

毎
年

開
催

し
て

い
る

福
祉

機
器

展
で

す
。

ぜ
ひ

足
を

運
ん

で
実

際
に

機
器

に
触

れ
て

み
て

く
だ

さ
い

。
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4
9

8
 

肢
体

障
害

者
用

 
福

祉
専

門
職

 
ト

イ
レ

内
寄

り
か

か

り
バ

ー
 

介
護

士
で

す
。

要
望

と
い

う
か

、
ア

イ
デ

ア
で

す
。

片
マ

ヒ
の

高
齢

者
が

ト
イ

レ
内

で
ズ

ボ
ン

の
上

げ
お

ろ
し

を
自

分
で

さ
れ

る
際

、
 

ト
イ

レ
内

の
縦

手
す

り
に

よ
り

か
か

る
こ

と
で

介
助

が
な

く
て

も
自

立
で

行
え

る
ケ

ー
ス

を
よ

く
見

か
け

ま
す

。
そ

れ
で

あ
れ

ば
、

い
っ

そ
の

こ
と

、
始

め
か

ら
、

縦
手

す
り

に
寄

り
か

か
る

機
能

を
付

随
さ

せ
る

と
ト

イ
レ

が
自

立
可

能
に

な
る

障
害

者
の

方
は

多
い

と
思

い
ま

す
。

通
常

の
縦

手
す

り
だ

と
、

つ
か

む
機

能
し

か
な

く
、

寄
り

か
か

る
に

は
不

便
だ

か
ら

で
す

。
ま

た
片

マ
ヒ

の
方

が
ズ

ボ
ン

上
げ

お
ろ

し
で

手
す

り
か

ら
一

瞬
手

を
離

す
の

は
危

険
で

す
。

（
手

す
り

の
形

状
と

し
て

）
寄

り
か

か
り

機
能

が
つ

い
て

れ
ば

、
手

を
離

し
て

も
安

全
で

す
。

 

4
9

9
 

 
 

 
 

【
公

募
】

平
成

２
６

年
度

障
害

者
自

立
支

援
機

器
等

開
発

促
進

事
業

 

障
害

者
の

自
立

や
社

会
参

加
を

支
援

す
る

た
め

に
は

、
支

援
機

器
や

技
術

開
発

の
促

進
を

図
る

こ
と

が
必

要
不

可
欠

で
す

が
、

障
害

者
の

自
立

を
支

援
す

る
機

器
の

開
発

（
実

用
的

製
品

化
（

ソ
フ

ト
ウ

ェ
ア

を
開

発
す

る
場

合
を

含
む

。
以

下
同

じ
。

）
）

が
進

ん
で

い
な

い
状

況
に

あ
り

ま
す

。
こ

う
し

た
こ

と
か

ら
、

マ
ー

ケ
ッ

ト
が

小
さ

く
事

業
化

が
困

難
で

あ
る

、
あ

る
い

は
技

術
開

発
は

終
了

し
て

い
る

が
経

費
的

な
問

題
か

ら
モ

ニ
タ

ー
評

価
（

被
験

者
に

よ
る

評
価

試
験

）
が

行
え

な
い

と
い

っ
た

理
由

か
ら

、
実

用
的

製
品

化
が

進
ま

な
い

機
器

に
つ

い
て

、
障

害
当

事
者

に
よ

る
モ

ニ
タ

ー
評

価
等

を
義

務
付

け
た

実
証

実
験

等
を

行
う

こ
と

で
、

障
害

当
事

者
に

と
っ

て
使

い
や

す
く

適
切

な
価

格
で

販
売

さ
れ

る
機

器
を

、
企

業
が

障
害

当
事

者
と

連
携

し
て

開
発

す
る

取
組

に
対

し
て

助
成

を
行

う
「

障
害

者
自

立
支

援
機

器
等

開
発

促
進

事
業

」
を

実
施

い
た

し
ま

す
。

 

■
応

募
締

切
 

平
成

２
６

年
４

月
１

８
日

（
金

）
（

必
着

）
 

詳
細

は
、

厚
生

労
働

省
の

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

を
ご

覧
下

さ
い

。
 

「
平

成
２

６
年

度
障

害
者

自
立

支
援

機
器

等
開

発
促

進
事

業
の

公
募

に
つ

い
て

」
 

h
tt

p
:/

/
w

w
w

.m
h

lw
.g

o
.jp

/
b

u
n

ya
/
s
h

o
u

g
a
ih

o
k
e
n

/
c
yo

u
s
a
jig

yo
u

/
0

2
.h

tm
l 

5
0

0
 

そ
の

他
 

利
用

者
 

障
害

目
印

な
る

バ
ッ

チ
な

ど
 

私
は

障
害

者
み

み
え

な
く

外
出

先
こ

ま
り

ま
す

。
 

知
的

と
精

神
か

ら
で

普
通

み
え

電
車

、
バ

ス
で

も
席

を
よ

ず
ら

れ
る

こ
と

な
く

困
る

こ
と

も
あ

り
ま

す
 

な
に

か
体

に
つ

け
れ

て
認

知
さ

れ
る

よ
う

な
も

の
ほ

し
い

で
す
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5
0

1
 

 
 

 
 

平
成

2
6

年
度

「
ロ

ボ
ッ

ト
介

護
機

器
開

発
・

導
入

促
進

事
業

（
開

発
補

助
事

業
）

」

の
交

付
先

の
公

募
に

つ
い

て
 

■
公

募
概

要
経

済
産

業
省

で
は

、
平

成
2

6
年

度
「

ロ
ボ

ッ
ト

介
護

機
器

開
発

・
導

入
促

進
事

業
（

開
発

補
助

事
業

）
」

を
実

施
す

る
補

助
事

業
者

を
、

下
記

の
通

り
募

集
し

ま
す

。
■

事
業

内
容

「
ロ

ボ
ッ

ト
技

術
の

介
護

利
用

に
お

け
る

重
点

分
野

（
平

成
2

4
年

1
1

月

2
2

日
 

経
済

産
業

省
・

厚
生

労
働

省
公

表
、

平
成

2
6

年
2

月
3

日
改

訂
）

」
の

ロ
ボ

ッ
ト

介
護

機
器

の
開

発
・

実
用

化
を

促
進

す

る
た

め
、

企
業

の
開

発
に

対
し

補
助

を
実

施
し

ま
す

。
詳

し
く

は
、

下
記

の
ペ

ー
ジ

を
参

照
し

て
く

だ
さ

い
。

h
tt

p
:/

/
w

w
w

.m
e
ti
.g

o
.jp

/
in

fo
rm

a
ti
o
n

/
p

u
b

lic
o
ff

e
r/

k
o
b

o
/
k
1

4
0

3
2

7
0

0
1

.h
tm

l 

5
0

2
 

そ
の

他
(車

い

す
) 

そ
の

他
(車

い
す

に
携

わ
る

す
べ

て
の

方
) 

車
い

す
安

全
整

備
士

養
成

講
座

名
古

屋
初

開
講

 

テ
ク

ノ
エ

イ
ド

協
会

の
福

祉
用

具
プ

ラ
ン

ナ
ー

管
理

指
導

者
研

修
の

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

内
容

で
も

あ
り

、
ふ

く
せ

ん
の

ポ
イ

ン
ト

制
研

修
の

対
象

に
も

な
っ

て
い

る
、

「
車

い
す

安
全

整
備

士
養

成
講

座
」

が
、

2
0

1
4

年
4

月
に

初
め

て
名

古
屋

で
開

催
さ

れ
ま

す
。

今
後

、
中

京
エ

リ
ア

で
継

続
的

に
行

う
か

否
か

は
不

確
定

で
あ

り
、

今
回

の
み

の
開

催
に

な
る

か
も

し
れ

ま
せ

ん
。

中
京

エ
リ

ア
の

方
は

、
受

講
の

移
動

経
費

等
の

削
減

に
も

な
り

ま
す

の
で

、
是

非
受

講
の

ご
検

討
を

下
さ

い
。

日
本

福
祉

用
具

評
価

セ
ン

タ
ー

(J
A

S
P

E
C

) 

h
tt

p
:/

/
w

w
w

.ja
s
p
e
c
.jp

/
n

e
w

s
/
d
e
ta

il.
p
h

p
?

1
3

9
3

9
9

5
1

9
2

 

5
0

3
 

肢
体

障
害

者
用

 
利

用
者

 
脳

梗
塞

に
よ

る
肩

が

下
が

っ
て

し
ま

っ
た

修
正

パ
ッ

ド
 

脳
梗

塞
に

な
り

、
後

遺
症

で
左

肩
が

下
が

っ
て

し
ま

い
ま

し
た

。
枕

を
腕

の
中

に
挟

む
と

、
劇

的
に

具
合

が
良

い
の

で
す

。
で

も
、

歩
い

て
い

る
と

落
下

し
て

困
っ

て
い

ま
す

。
そ

こ
で

別
紙

の
よ

う
な

肩
パ

ッ
ト

を
作

り
ま

し
た

。
と

て
も

具
合

が
い

い
の

で
す

。
脳

梗
塞

の
後

遺
障

で
苦

労
は

し
て

い
る

人
は

多
い

の
で

す
。

そ
の

人
達

に
是

非
販

売
を

し
て

し
て

欲
し

い
の

で
す

。
製

造
・

販
売

を
し

て
頂

き
ま

せ
ん

か
？

 

5
0

4
 

肢
体

不
自

由
者

 
福

祉
専

門
職

 
自

宅
の

中
へ

入
る

、

い
い

方
法

を
教

え
て

く
だ

さ
い

 

脳
梗

塞
の

患
者

様
で

、
自

宅
希

望
な

の
で

す
が

、
自

宅
の

玄
関

ま
で

に
5

段
く

ら
い

の
階

段
が

あ
り

、
ど

う
や

っ
て

階
段

を
ク

リ
ア

す

れ
ば

い
い

か
悩

ん
で

い
ま

す
。

ち
な

み
に

、
歩

行
で

き
る

レ
ベ

ル
で

は
な

く
、

立
位

も
中

等
度

介
助

の
方

で
す

。
家

族
の

奥
様

(k
p

)が
、

オ
ム

ツ
替

え
く

ら
い

が
や

っ
と

で
き

る
介

護
力

で
、

ス
カ

ラ
モ

ー
ビ

ル
な

ど
の

福
祉

用
具

も
使

い
き

れ
る

感
じ

で
も

あ
り

ま
せ

ん
。

今
は

苦
渋

の
結

果
、

普
通

の
肘

掛
け

の
あ

る
椅

子
に

抑
制

帯
を

つ
け

て
、

転
落

し
な

い
よ

う
に

し
て

、
椅

子
の

ま
ま

ヘ
ル

パ
ー

2
人

介
助

で
担

い
で

上
げ

よ
う

と
お

も
っ

て
い

ま
す

。
何

か
、

い
い

案
か

あ
り

ま
し

た
ら

ア
ド

バ
イ

ス
お

願
い

し
ま

す
！

 

5
0

5
 

肢
体

障
害

者
用

 

そ
の

他
(一

般
使

用
者

) 

利
用

者
 

車
椅

子
シ

ー
ト

カ
バ

ー
、

座
布

団
カ

バ
ー

等
に

つ
い

て
 

車
椅

子
の

シ
ー

ト
、

座
布

団
カ

バ
ー

、
枕

カ
バ

ー
、

自
動

車
シ

ー
ト

の
座

布
団

等
の

各
カ

バ
ー

に
つ

い
て

相
談

が
あ

り
ま

し
て

、
ア

イ
デ

ア
を

考
え

ま
し

た
。

そ
れ

ら
を

使
用

し
て

い
る

と
自

然
に

滑
っ

て
し

ま
い

困
っ

て
し

ま
い

ま
す

。
車

椅
子

の
シ

ー
ト

等
で

は
い

ろ
い

ろ
滑

ら
な

い
工

夫
を

し
て

、
売

ら
れ

て
い

ま
す

。
し

か
し

、
そ

れ
ら

は
高

価
で

す
。

安
く

作
る

方
法

を
考

え
ま

し
た

。
ど

の
よ

う
な

形
に

も
対

応
で

き
ま

す
。
こ

れ
ら

の
カ

バ
ー

を
作

っ
て

欲
し

い
の

で
す

。
こ

れ
を

製
造

・
販

売
を

さ
れ

て
み

よ
う

と
言

う
業

者
さ

ん
は

い
ま

せ
ん

か
？

 

メ
ー

ル
を

お
待

ち
し

て
お

り
ま

す
。
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5
0

6
 

高
齢

者
用

 
開

発
メ

ー
カ

 
手

す
り

つ
き

踏
み

台

昇
降

運
動

器
具

 

ひ
の

き
を

使
っ

た
健

康
器

具
で

す
。

詳
し

く
は

こ
ち

ら
ま

で
 

h
tt

p
:/

/
g
e
n

k
i-

fu
k
u

g
e
n

.n
e
t/

 

5
0

7
 

肢
体

障
害

者
用

 

視
覚

障
害

者
用

 

聴
覚

障
害

者
用

 

言
語

障
害

者
用

 

盲
ろ

う
者

用
 

開
発

メ
ー

カ
 

携
帯

と
据

え
置

き
兼

用
 

拡
大

表
示

・
音

声
読

書
 

ら
く

ら
く

ブ
ッ

ク
ト

ー
カ

 

有
限

会
社

メ
イ

ク
ソ

フ
ト

西
山

 
の

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

を
ご

覧
く

だ
さ

い
。

U
R

L
 h

tt
p

:/
/p

c
h

e
lp

e
r5

5
.c

o
m

貼
り

付
け

て
く

だ
さ

い
。

障
害

者
の

方
々

に
情

報
機

器
で

支
援

の
輪

を
広

げ
よ

う
！

を
弊

社
の

モ
ッ

ト
ー

に
し

、
こ

の
ま

し
た

完
成

し
た

。
文

字
が

見
え

に
く

い
・

聴
こ

え
に

く
い

・
指

が
動

か
な

い
・

声
が

出
な

い
な

ど
す

べ
て

に
対

応
可

能
な

携
帯

＆
据

え
置

き
兼

用
の

ほ
か

に
類

の
な

い
情

報
機

器
。

拡
大

表
示

・
音

声
読

書
器

・
携

帯
会

話
補

助
機

器
が

誕
生

い
つ

で
も

・
世

界
の

の
ど

こ
で

も
活

用
で

き
て

超
便

利
で

誰
で

も
つ

か
え

ま
す

。

電
子

書
籍

房
で

市
場

ご
愛

用
い

た
だ

い
て

７
年

の
実

績
の

あ
る

弊
社

が
障

害
者

の
ご

意
見

を
踏

ま
え

て
制

作
し

ま
し

た
。

製
品

は
5

種

類
 

不
自

由
さ

に
応

じ
て

選
べ

ま
す

。
特

別
奉

仕
無

料
で

ダ
ウ

ン
ロ

ー
ド

版
 

全
国

の
皆

様
に

公
開

し
ま

し
た

。
 

是
非

活
用

く
だ

さ
い

。
 

特
徴

 
音

声
合

成
読

み
上

げ
ソ

フ
ト

ス
ク

リ
ー

ン
リ

ー
は

無
料

の
ダ

ウ
ン

ロ
ー

が
で

き
ま

す
し

ゃ
べ

る
パ

ソ
コ

ン
に

な
る

ソ
フ

ト
ウ

エ

ア
ー

 
電

子
書

籍
や

ホ
ー

ペ
ー

ジ
な

ど
か

ら
電

子
化

デ
ー

タ
画

面
か

ら
コ

ピ
ー

し
て

保
存

そ
れ

を
 

読
み

上
げ

ま
す

。
４

８
０

０
円

②
し

ゃ
べ

る
パ

ソ
コ

ン
に

な
る

ソ
フ

ト
ウ

エ
ア

ー
 

そ
の

他
１

０
の

高
機

能
型

 
日

常
生

活
用

具
３

品
種

ほ
か

ペ
ー

ジ
に

あ
り

ま
す

。
全

品
種

 

新
規

性
の

あ
る

画
期

的
商

品
で

す
。

 
画

像
は

全
機

能
商

品
 

携
帯

据
え

置
き

兼
用

タ
イ

プ
で

す
。

声
で

文
章

を
表

示
し

て
読

み
上

げ
翻

訳
も

し
ま

す
。

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
な

し
で

も
可

能
で

す
。

是
非

メ
ー

ル
で

問
い

合
わ

せ
く

だ
さ

い
。

 
 

5
0

8
 

肢
体

障
害

者
用

 
利

用
者

 
松

葉
杖

用
ポ

ー
チ

 
自

身
が

膝
の

疾
患

で
、

長
年

松
葉

杖
を

使
用

し
て

い
ま

す
。

特
に

、
両

松
葉

の
時

は
、

荷
物

が
持

て
な

い
の

で
リ

ュ
ッ

ク
や

斜
め

が
け

の

バ
ッ

グ
を

使
用

し
て

い
ま

す
が

、
い

ち
い

ち
立

ち
止

ま
っ

て
バ

ッ
グ

か
ら

出
し

入
れ

す
る

の
は

時
間

も
か

か
る

の
で

、
ち

ょ
っ

と
し

た
物

を
サ

ッ
と

出
し

入
れ

で
き

る
方

法
を

考
え

て
思

い
付

き
ま

し
た

。
例

え
ば

、
病

院
で

の
会

計
の

時
、

財
布

と
、

受
け

取
っ

た
領

収
書

や
予

約
票

な
ど

を
こ

こ
に

入
れ

て
、

座
れ

る
と

こ
ろ

に
移

動
し

て
か

ら
バ

ッ
グ

に
し

ま
っ

た
り

し
て

い
ま

す
。

ま
た

、
職

場
内

で
移

動
す

る
際

に
も

、
小

さ
な

物
な

ら
い

ち
い

ち
バ

ッ
グ

を
持

た
な

く
て

も
こ

こ
に

入
れ

て
移

動
で

き
ま

す
。

試
作

品
な

の
で

、
手

持
ち

の
ポ

ー
チ

に
鳩

目
パ

ン
チ

で
穴

を
開

け
て

紐
を

通
し

て
み

た
だ

け
で

す
の

で
、

あ
ま

り
重

い
物

は
入

れ
ら

れ
ま

せ
ん

が
（

そ
も

そ
も

杖
が

使
い

に
く

く
な

り
ま

す
し

）
、

調
節

可
能

な
結

束
バ

ン
ド

や
ソ

フ
ト

ワ
イ

ヤ
ー

な
ど

、
も

う
少

し
強

度
の

あ
る

素
材

で
固

定
す

る
よ

う
に

し
て

、
服

に
合

わ
せ

て
ポ

ー
チ

も
色

々
付

け
替

え
ら

れ
る

よ
う

に
す

る
と

、
松

葉
杖

で
の

外
出

も
、
少

し
楽

し
く

な
る

の
で

は
？

と
考

え
て

い
た

と
こ

ろ
、

貴
社

の
H

P
を

見
か

け
て

御
提

案
さ

せ
て

頂
き

ま
し

た
。

よ
ろ

し
く

御
検

討
願

い
ま

す
。

携
帯

で
撮

影
し

た
画

像
な

の
で

、
分

か
り

に
く

い
か

と
思

い
ま

す
が

、
ポ

ー
チ

の
背

面
に

4
箇

所
穴

を
開

け
て

、
内

側
か

ら
紐

を
通

し
、

杖
の

長
さ

の
調

節
用

の
穴

に
通

し
て

結
び

付

け
て

い
ま

す
。
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5
0

1
 

 
 

 
 

平
成

2
6

年
度

「
ロ

ボ
ッ

ト
介

護
機

器
開

発
・

導
入

促
進

事
業

（
開

発
補

助
事

業
）

」

の
交

付
先

の
公

募
に

つ
い

て
 

■
公

募
概

要
経

済
産

業
省

で
は

、
平

成
2

6
年

度
「

ロ
ボ

ッ
ト

介
護

機
器

開
発

・
導

入
促

進
事

業
（

開
発

補
助

事
業

）
」

を
実

施
す

る
補

助
事

業
者

を
、

下
記

の
通

り
募

集
し

ま
す

。
■

事
業

内
容

「
ロ

ボ
ッ

ト
技

術
の

介
護

利
用

に
お

け
る

重
点

分
野

（
平

成
2

4
年

1
1

月

2
2

日
 

経
済

産
業

省
・

厚
生

労
働

省
公

表
、

平
成

2
6

年
2

月
3

日
改

訂
）

」
の

ロ
ボ

ッ
ト

介
護

機
器

の
開

発
・

実
用

化
を

促
進

す

る
た

め
、

企
業

の
開

発
に

対
し

補
助

を
実

施
し

ま
す

。
詳

し
く

は
、

下
記

の
ペ

ー
ジ

を
参

照
し

て
く

だ
さ

い
。

h
tt

p
:/

/
w

w
w

.m
e
ti
.g

o
.jp

/
in

fo
rm

a
ti
o
n

/
p

u
b

lic
o
ff

e
r/

k
o
b

o
/
k
1

4
0

3
2

7
0

0
1

.h
tm

l 

5
0

2
 

そ
の

他
(車

い

す
) 

そ
の

他
(車

い
す

に
携

わ
る

す
べ

て
の

方
) 

車
い

す
安

全
整

備
士

養
成

講
座

名
古

屋
初

開
講

 

テ
ク

ノ
エ

イ
ド

協
会

の
福

祉
用

具
プ

ラ
ン

ナ
ー

管
理

指
導

者
研

修
の

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

内
容

で
も

あ
り

、
ふ

く
せ

ん
の

ポ
イ

ン
ト

制
研

修
の

対
象

に
も

な
っ

て
い

る
、

「
車

い
す

安
全

整
備

士
養

成
講

座
」

が
、

2
0

1
4

年
4

月
に

初
め

て
名

古
屋

で
開

催
さ

れ
ま

す
。

今
後

、
中

京
エ

リ
ア

で
継

続
的

に
行

う
か

否
か

は
不

確
定

で
あ

り
、

今
回

の
み

の
開

催
に

な
る

か
も

し
れ

ま
せ

ん
。

中
京

エ
リ

ア
の

方
は

、
受

講
の

移
動

経
費

等
の

削
減

に
も

な
り

ま
す

の
で

、
是

非
受

講
の

ご
検

討
を

下
さ

い
。

日
本

福
祉

用
具

評
価

セ
ン

タ
ー

(J
A

S
P

E
C

) 

h
tt

p
:/

/
w

w
w

.ja
s
p
e
c
.jp

/
n

e
w

s
/
d
e
ta

il.
p
h

p
?

1
3

9
3

9
9

5
1

9
2

 

5
0

3
 

肢
体

障
害

者
用

 
利

用
者

 
脳

梗
塞

に
よ

る
肩

が

下
が

っ
て

し
ま

っ
た

修
正

パ
ッ

ド
 

脳
梗

塞
に

な
り

、
後

遺
症

で
左

肩
が

下
が

っ
て

し
ま

い
ま

し
た

。
枕

を
腕

の
中

に
挟

む
と

、
劇

的
に

具
合

が
良

い
の

で
す

。
で

も
、

歩
い

て
い

る
と

落
下

し
て

困
っ

て
い

ま
す

。
そ

こ
で

別
紙

の
よ

う
な

肩
パ

ッ
ト

を
作

り
ま

し
た

。
と

て
も

具
合

が
い

い
の

で
す

。
脳

梗
塞

の
後

遺
障

で
苦

労
は

し
て

い
る

人
は

多
い

の
で

す
。

そ
の

人
達

に
是

非
販

売
を

し
て

し
て

欲
し

い
の

で
す

。
製

造
・

販
売

を
し

て
頂

き
ま

せ
ん

か
？

 

5
0

4
 

肢
体

不
自

由
者

 
福

祉
専

門
職

 
自

宅
の

中
へ

入
る

、

い
い

方
法

を
教

え
て

く
だ

さ
い

 

脳
梗

塞
の

患
者

様
で

、
自

宅
希

望
な

の
で

す
が

、
自

宅
の

玄
関

ま
で

に
5

段
く

ら
い

の
階

段
が

あ
り

、
ど

う
や

っ
て

階
段

を
ク

リ
ア

す

れ
ば

い
い

か
悩

ん
で

い
ま

す
。

ち
な

み
に

、
歩

行
で

き
る

レ
ベ

ル
で

は
な

く
、

立
位

も
中

等
度

介
助

の
方

で
す

。
家

族
の

奥
様

(k
p

)が
、

オ
ム

ツ
替

え
く

ら
い

が
や

っ
と

で
き

る
介

護
力

で
、

ス
カ

ラ
モ

ー
ビ

ル
な

ど
の

福
祉

用
具

も
使

い
き

れ
る

感
じ

で
も

あ
り

ま
せ

ん
。

今
は

苦
渋

の
結

果
、

普
通

の
肘

掛
け

の
あ

る
椅

子
に

抑
制

帯
を

つ
け

て
、

転
落

し
な

い
よ

う
に

し
て

、
椅

子
の

ま
ま

ヘ
ル

パ
ー

2
人

介
助

で
担

い
で

上
げ

よ
う

と
お

も
っ

て
い

ま
す

。
何

か
、

い
い

案
か

あ
り

ま
し

た
ら

ア
ド

バ
イ

ス
お

願
い

し
ま

す
！

 

5
0

5
 

肢
体

障
害

者
用

 

そ
の

他
(一

般
使

用
者

) 

利
用

者
 

車
椅

子
シ

ー
ト

カ
バ

ー
、

座
布

団
カ

バ
ー

等
に

つ
い

て
 

車
椅

子
の

シ
ー

ト
、

座
布

団
カ

バ
ー

、
枕

カ
バ

ー
、

自
動

車
シ

ー
ト

の
座

布
団

等
の

各
カ

バ
ー

に
つ

い
て

相
談

が
あ

り
ま

し
て

、
ア

イ
デ

ア
を

考
え

ま
し

た
。

そ
れ

ら
を

使
用

し
て

い
る

と
自

然
に

滑
っ

て
し

ま
い

困
っ

て
し

ま
い

ま
す

。
車

椅
子

の
シ

ー
ト

等
で

は
い

ろ
い

ろ
滑

ら
な

い
工

夫
を

し
て

、
売

ら
れ

て
い

ま
す

。
し

か
し

、
そ

れ
ら

は
高

価
で

す
。

安
く

作
る

方
法

を
考

え
ま

し
た

。
ど

の
よ

う
な

形
に

も
対

応
で

き
ま

す
。
こ

れ
ら

の
カ

バ
ー

を
作

っ
て

欲
し

い
の

で
す

。
こ

れ
を

製
造

・
販

売
を

さ
れ

て
み

よ
う

と
言

う
業

者
さ

ん
は

い
ま

せ
ん

か
？

 

メ
ー

ル
を

お
待

ち
し

て
お

り
ま

す
。
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5
0

6
 

高
齢

者
用

 
開

発
メ

ー
カ

 
手

す
り

つ
き

踏
み

台

昇
降

運
動

器
具

 

ひ
の

き
を

使
っ

た
健

康
器

具
で

す
。

詳
し

く
は

こ
ち

ら
ま

で
 

h
tt

p
:/

/
g
e
n

k
i-

fu
k
u

g
e
n

.n
e
t/

 

5
0

7
 

肢
体

障
害

者
用

 

視
覚

障
害

者
用

 

聴
覚

障
害

者
用

 

言
語

障
害

者
用

 

盲
ろ

う
者

用
 

開
発

メ
ー

カ
 

携
帯

と
据

え
置

き
兼

用
 

拡
大

表
示

・
音

声
読

書
 

ら
く

ら
く

ブ
ッ

ク
ト

ー
カ

 

有
限

会
社

メ
イ

ク
ソ

フ
ト

西
山

 
の

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

を
ご

覧
く

だ
さ

い
。

U
R

L
 h

tt
p

:/
/p

c
h

e
lp

e
r5

5
.c

o
m

貼
り

付
け

て
く

だ
さ

い
。

障
害

者
の

方
々

に
情

報
機

器
で

支
援

の
輪

を
広

げ
よ

う
！

を
弊

社
の

モ
ッ

ト
ー

に
し

、
こ

の
ま

し
た

完
成

し
た

。
文

字
が

見
え

に
く

い
・

聴
こ

え
に

く
い

・
指

が
動

か
な

い
・

声
が

出
な

い
な

ど
す

べ
て

に
対

応
可

能
な

携
帯

＆
据

え
置

き
兼

用
の

ほ
か

に
類

の
な

い
情

報
機

器
。

拡
大

表
示

・
音

声
読

書
器

・
携

帯
会

話
補

助
機

器
が

誕
生

い
つ

で
も

・
世

界
の

の
ど

こ
で

も
活

用
で

き
て

超
便

利
で

誰
で

も
つ

か
え

ま
す

。

電
子

書
籍

房
で

市
場

ご
愛

用
い

た
だ

い
て

７
年

の
実

績
の

あ
る

弊
社

が
障

害
者

の
ご

意
見

を
踏

ま
え

て
制

作
し

ま
し

た
。

製
品

は
5

種

類
 

不
自

由
さ

に
応

じ
て

選
べ

ま
す

。
特

別
奉

仕
無

料
で

ダ
ウ

ン
ロ

ー
ド

版
 

全
国

の
皆

様
に

公
開

し
ま

し
た

。
 

是
非

活
用

く
だ

さ
い

。
 

特
徴

 
音

声
合

成
読

み
上

げ
ソ

フ
ト

ス
ク

リ
ー

ン
リ

ー
は

無
料

の
ダ

ウ
ン

ロ
ー

が
で

き
ま

す
し

ゃ
べ

る
パ

ソ
コ

ン
に

な
る

ソ
フ

ト
ウ

エ

ア
ー

 
電

子
書

籍
や

ホ
ー

ペ
ー

ジ
な

ど
か

ら
電

子
化

デ
ー

タ
画

面
か

ら
コ

ピ
ー

し
て

保
存

そ
れ

を
 

読
み

上
げ

ま
す

。
４

８
０

０
円

②
し

ゃ
べ

る
パ

ソ
コ

ン
に

な
る

ソ
フ

ト
ウ

エ
ア

ー
 

そ
の

他
１

０
の

高
機

能
型

 
日

常
生

活
用

具
３

品
種

ほ
か

ペ
ー

ジ
に

あ
り

ま
す

。
全

品
種

 

新
規

性
の

あ
る

画
期

的
商

品
で

す
。

 
画

像
は

全
機

能
商

品
 

携
帯

据
え

置
き

兼
用

タ
イ

プ
で

す
。

声
で

文
章

を
表

示
し

て
読

み
上

げ
翻

訳
も

し
ま

す
。

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
な

し
で

も
可

能
で

す
。

是
非

メ
ー

ル
で

問
い

合
わ

せ
く

だ
さ

い
。

 
 

5
0

8
 

肢
体

障
害

者
用

 
利

用
者

 
松

葉
杖

用
ポ

ー
チ

 
自

身
が

膝
の

疾
患

で
、

長
年

松
葉

杖
を

使
用

し
て

い
ま

す
。

特
に

、
両

松
葉

の
時

は
、

荷
物

が
持

て
な

い
の

で
リ

ュ
ッ

ク
や

斜
め

が
け

の

バ
ッ

グ
を

使
用

し
て

い
ま

す
が

、
い

ち
い

ち
立

ち
止

ま
っ

て
バ

ッ
グ

か
ら

出
し

入
れ

す
る

の
は

時
間

も
か

か
る

の
で

、
ち

ょ
っ

と
し

た
物

を
サ

ッ
と

出
し

入
れ

で
き

る
方

法
を

考
え

て
思

い
付

き
ま

し
た

。
例

え
ば

、
病

院
で

の
会

計
の

時
、

財
布

と
、

受
け

取
っ

た
領

収
書

や
予

約
票

な
ど

を
こ

こ
に

入
れ

て
、

座
れ

る
と

こ
ろ

に
移

動
し

て
か

ら
バ

ッ
グ

に
し

ま
っ

た
り

し
て

い
ま

す
。

ま
た

、
職

場
内

で
移

動
す

る
際

に
も

、
小

さ
な

物
な

ら
い

ち
い

ち
バ

ッ
グ

を
持

た
な

く
て

も
こ

こ
に

入
れ

て
移

動
で

き
ま

す
。

試
作

品
な

の
で

、
手

持
ち

の
ポ

ー
チ

に
鳩

目
パ

ン
チ

で
穴

を
開

け
て

紐
を

通
し

て
み

た
だ

け
で

す
の

で
、

あ
ま

り
重

い
物

は
入

れ
ら

れ
ま

せ
ん

が
（

そ
も

そ
も

杖
が

使
い

に
く

く
な

り
ま

す
し

）
、

調
節

可
能

な
結

束
バ

ン
ド

や
ソ

フ
ト

ワ
イ

ヤ
ー

な
ど

、
も

う
少

し
強

度
の

あ
る

素
材

で
固

定
す

る
よ

う
に

し
て

、
服

に
合

わ
せ

て
ポ

ー
チ

も
色

々
付

け
替

え
ら

れ
る

よ
う

に
す

る
と

、
松

葉
杖

で
の

外
出

も
、
少

し
楽

し
く

な
る

の
で

は
？

と
考

え
て

い
た

と
こ

ろ
、

貴
社

の
H

P
を

見
か

け
て

御
提

案
さ

せ
て

頂
き

ま
し

た
。

よ
ろ

し
く

御
検

討
願

い
ま

す
。

携
帯

で
撮

影
し

た
画

像
な

の
で

、
分

か
り

に
く

い
か

と
思

い
ま

す
が

、
ポ

ー
チ

の
背

面
に

4
箇

所
穴

を
開

け
て

、
内

側
か

ら
紐

を
通

し
、

杖
の

長
さ

の
調

節
用

の
穴

に
通

し
て

結
び

付

け
て

い
ま

す
。
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9
 

肢
体

障
害

者
用

 

視
覚

障
害

者
用

 

聴
覚

障
害

者
用

 

言
語

障
害

者
用

 

盲
ろ

う
者

用
 

開
発

メ
ー

カ
 

障
害

者
用

情
報

機
器

視
聴

覚
・

言
語

・
上

肢
（

指
）

の
不

自
由

名
方

に
対

応
で

き
る

 
音

声
会

話
機

器
で

ほ
か

に
類

の
な

い
日

常
生

活
用

具
が

誕
生

１
本

体
が

す
べ

て
を

し
ゃ

べ
り

ま
す

。
 
公

式
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
 
 
U

R
L
 h

tt
p

:/
/
n

-
b

ib
le

.p
c
h

e
lp

e
r5

5
.c

o
m

 

フ
ル

タ
イ

プ
は

声
で

文
字

を
書

く
・

マ
ウ

ス
で

活
字

ス
キ

ャ
ナ

で
な

ぞ
っ

て
活

字
を

読
み

取
り

・
指

で
画

面
に

タ
ッ

チ
で

入
力

、
拡

大
表

示
と

読
み

上
げ

し
ま

す
。

本
体

８
イ

ン
チ

と
１

９
，

５
イ

ン
チ

の
両

方
を

装
備

 
世

界
の

ど
こ

で
も

・
い

つ
で

も
活

用
が

で
き

ま
す

。
ら

く
ら

く
読

み
上

げ
ト

オ
カ

無
料

の
ダ

イ
ン

ロ
ー

ド
版

本
体

は
操

作
の

全
て

を
読

み
上

げ
ま

す
。

手
持

ち
の

パ
ソ

コ
ン

が
全

て
ホ

ー
ム

で
ど

う
ぞ

し
ゃ

べ
る

パ
ソ

コ
ン

に
は

や
代

わ
り

し
ま

す
。

ス
ク

リ
ー

ン
リ

ー
ダ

ー
 
電

子
書

籍
 

聖
書

こ
ん

な
と

き
に

バ
イ

ブ
ル

搭
載

し
て

い

ま
す

。
 

5
1

0
 

高
齢

者
用

 
開

発
メ

ー
カ

 
手

す
り

つ
き

踏
み

台

昇
降

運
動

器
具

（
日

本
製

）
 

「
ひ

の
き

」
を

使
用

し
た

健
康

器
具

で
す

。
 

■
特

徴
 

 
①

ひ
の

き
の

木
肌

が
心

地
よ

い
 

 
②

て
す

り
つ

き
で

安
心

 

 
③

無
理

な
く

マ
イ

ペ
ー

ス
の

運
動

が
で

き
ま

す
 

 
④

踏
み

台
や

手
す

り
の

高
さ

は
調

整
で

き
ま

す
 

 
⑤

屋
内

専
用

 

■
こ

ん
な

方
に

 

 
①

段
差

運
動

で
足

腰
を

鍛
え

た
い

 

 
②

歩
行

に
自

信
を

つ
け

て
 

 
③

大
切

な
祖

父
母

へ
の

プ
レ

ゼ
ン

ト
 

  

192 

5
1

1
 

そ
の

他
 

利
用

者
 

回
転

寿
司

の
IC

チ
ッ

プ
の

規
格

化
 

回
転

寿
司

の
IC

チ
ッ

プ
、

規
格

化
で

き
な

い
で

し
ょ

う
か

。
視

覚
障

害
者

は
単

独
で

は
ネ

タ
を

食
べ

る
ま

で
？

わ
か

り
づ

ら
い

そ
う

で

す
。

聴
覚

障
害

者
も

見
か

け
だ

け
で

判
断

す
る

の
で

、
い

つ
ど

こ
で

獲
れ

た
魚

だ
と

か
、

製
品

情
報

が
わ

か
り

ま
せ

ん
。

カ
ウ

ン
タ

ー
の

お
寿

司
な

ら
、

視
覚

障
害

者
に

は
親

切
か

も
し

れ
ま

せ
ん

が
、

聴
覚

障
害

者
に

わ
か

る
よ

う
に

書
い

て
く

れ
る

と
は

ち
ょ

っ
と

思
え

な
い

…
。

高
そ

う
で

行
き

に
く

い
し

。
回

転
寿

司
の

お
皿

に
IC

チ
ッ

プ
を

組
み

込
ん

で
、

価
格

計
算

で
き

る
よ

う
に

な
っ

て
い

ま
す

が
、

も

う
一

歩
進

め
て

、
視

覚
障

害
者

に
は

音
声

で
、

聴
覚

障
害

者
に

は
文

字
ま

た
は

手
話

で
、

製
品

情
報

を
教

え
て

く
れ

る
と

、
も

っ
と

回
転

寿
司

を
食

べ
た

く
な

る
こ

と
で

し
ょ

う
。

チ
ッ

プ
が

規
格

化
さ

れ
れ

ば
、

利
用

者
側

は
、

ど
こ

の
店

で
も

同
じ

ス
マ

ホ
ア

プ
リ

で
対

応
で

き
る

と
い

い
な

あ
と

。
 

5
1

2
 

肢
体

障
害

者
用

 
開

発
メ

ー
カ

 
洗

体
と

血
流

ケ
ア

の

「
タ

オ
ル

ホ
ル

ダ
」

背
中

や
足

先
な

ど
の

洗
浄

用
具

を
必

要
と

さ
れ

る
人

は
、

就
寝

時
間

が
長

く
体

重
に

よ
り

血
管

が
圧

迫
さ

れ
、

血
液

の
循

環
が

悪
化

し
て

い
る

と
考

え
ら

れ
ま

す
。

こ
う

し
た

方
の

足
裏

か
ら

背
中

へ
と

マ
ッ

サ
ー

ジ
し

て
、

血
液

の
循

環
促

進
を

図
り

機
能

回
復

さ
せ

る
の

も
重

要
な

「
特

定
介

護
予

防
福

祉
用

具
」

の
役

割
と

考
え

、
入

浴
と

マ
ッ

サ
ー

ジ
兼

背
中

叩
き

が
出

来
る

「
タ

オ
ル

ホ
ル

ダ
」

を
考

案
し

試
作

し
ま

し
た

。
長

柄
は

曲
げ

加
工

が
容

易
な

ア
ル

ミ
平

鋼
を

使
用

し
、

先
端

に
ポ

リ
プ

ロ
ピ

レ
ン

の
支

枠
を

装
着

し
た

「
タ

オ
ル

ホ
ル

ダ
」

で
す

。
ま

た
長

柄
の

握
部

も
ポ

リ
プ

ロ
ピ

レ
ン

の
横

溝
付

き
平

板
2

枚
で

ア
ル

ミ
平

鋼
を

挟
み

、
Ｓ

Ｕ
Ｓ

ボ
ル

ト
と

ナ
イ

ロ
ン

蝶
ナ

ッ

ト
で

固
定

し
て

い
ま

す
。

し
か

し
石

鹸
水

が
付

く
と

滑
り

や
す

く
な

る
の

で
、

蝶
ナ

ッ
ト

を
指

の
間

に
挟

ん
で

握
り

滑
り

止
め

と
し

て
い

ま
す

。
納

入
時

、
平

鋼
は

ほ
ぼ

直
線

状
で

す
が

、
ご

利
用

者
の

腕
の

可
動

範
囲

を
検

討
の

上
、

ご
利

用
者

が
使

い
や

す
い

湾
曲

に
曲

げ
て

利
用

し
て

い
た

だ
き

ま
す

。
洗

体
用

タ
オ

ル
は

ご
利

用
者

の
好

み
で

、
下

記
に

の
「

タ
オ

ル
の

巻
き

方
」

を
参

考
に

巻
い

て
く

だ
さ

い
。

 

乾
燥

又
は

水
含

み
の

マ
ッ

サ
ー

ジ
タ

オ
ル

も
同

様
に

巻
い

て
、

ホ
ル

ダ
が

背
中

の
心

臓
裏

の
位

置
に

集
ま

る
よ

う
に

掻
き

上
げ

て
マ

ッ
サ

ー
ジ

し
ま

す
。

 

ま
た

支
枠

の
先

端
の

2
個

の
円

形
部

で
、

背
中

を
叩

く
の

も
血

流
ケ

ア
に

効
果

が
有

る
と

考
え

て
い

ま
す

。
 

寸
法

と
重

量
 

全
長

＝
5

7
㎝

 
本

体
重

量
＝

1
3

0
ｇ

 

巻
き

タ
オ

ル
の

寸
法

 
長

さ
＝

3
5

ｃ
ｍ

 
幅

＝
1

2
ｃ

ｍ
 

タ
オ

ル
の

巻
き

方
 

タ
オ

ル
を

支
枠

の
中

軸
の

上
か

ら
両

側
軸

の
下

を
通

し
、

方
側

を
巻

き
あ

げ
、

そ
の

上
に

も
う

一
方

を
被

せ
巻

き
こ

み
、

ゴ
ム

紐
輪

を
蝶

ナ
ッ

ト
に

掛
け

固
定

す
る

。
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・
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で

文
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を
書

く
・

マ
ウ

ス
で

活
字

ス
キ

ャ
ナ

で
な

ぞ
っ

て
活

字
を

読
み

取
り

・
指

で
画

面
に

タ
ッ

チ
で

入
力

、
拡

大
表

示
と

読
み

上
げ

し
ま

す
。

本
体
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ン
チ

と
１
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，

５
イ

ン
チ

の
両

方
を

装
備

 
世

界
の

ど
こ

で
も

・
い

つ
で

も
活

用
が

で
き

ま
す

。
ら

く
ら

く
読

み
上

げ
ト

オ
カ

無
料

の
ダ

イ
ン

ロ
ー

ド
版

本
体

は
操

作
の

全
て

を
読

み
上

げ
ま

す
。

手
持

ち
の

パ
ソ

コ
ン

が
全

て
ホ

ー
ム

で
ど

う
ぞ

し
ゃ

べ
る

パ
ソ

コ
ン

に
は

や
代

わ
り

し
ま

す
。

ス
ク
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ン
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ダ
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電
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書
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聖
書

こ
ん

な
と

き
に

バ
イ

ブ
ル
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し
て

い

ま
す

。
 

5
1

0
 

高
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者
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開

発
メ

ー
カ

 
手

す
り

つ
き

踏
み

台

昇
降

運
動

器
具

（
日

本
製

）
 

「
ひ

の
き

」
を

使
用

し
た

健
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器
具

で
す

。
 

■
特
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の

き
の

木
肌

が
心

地
よ

い
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て
す
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で

安
心

 

 
③

無
理
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く

マ
イ
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の

運
動

が
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や
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は
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こ
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プ
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寿
司

の
IC

チ
ッ

プ
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格
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き
な

い
で

し
ょ

う
か

。
視

覚
障

害
者

は
単

独
で

は
ネ

タ
を

食
べ

る
ま

で
？

わ
か

り
づ

ら
い

そ
う

で

す
。

聴
覚

障
害

者
も

見
か

け
だ

け
で

判
断

す
る

の
で

、
い

つ
ど

こ
で

獲
れ

た
魚

だ
と

か
、

製
品

情
報

が
わ

か
り

ま
せ

ん
。

カ
ウ

ン
タ

ー
の

お
寿

司
な

ら
、

視
覚

障
害

者
に

は
親

切
か

も
し

れ
ま

せ
ん

が
、

聴
覚

障
害

者
に

わ
か

る
よ

う
に

書
い

て
く

れ
る

と
は

ち
ょ

っ
と

思
え

な
い

…
。

高
そ

う
で

行
き

に
く

い
し

。
回

転
寿

司
の

お
皿

に
IC

チ
ッ

プ
を

組
み

込
ん

で
、

価
格

計
算

で
き

る
よ

う
に

な
っ

て
い

ま
す

が
、

も

う
一

歩
進

め
て

、
視

覚
障

害
者

に
は

音
声

で
、

聴
覚

障
害

者
に

は
文

字
ま

た
は

手
話

で
、

製
品

情
報

を
教

え
て

く
れ

る
と

、
も

っ
と

回
転

寿
司

を
食

べ
た

く
な

る
こ

と
で

し
ょ

う
。

チ
ッ

プ
が

規
格

化
さ

れ
れ

ば
、

利
用

者
側

は
、

ど
こ

の
店

で
も

同
じ

ス
マ

ホ
ア

プ
リ

で
対

応
で

き
る

と
い

い
な

あ
と

。
 

5
1

2
 

肢
体

障
害

者
用

 
開

発
メ

ー
カ

 
洗

体
と

血
流

ケ
ア

の

「
タ

オ
ル

ホ
ル

ダ
」

背
中

や
足

先
な

ど
の

洗
浄

用
具

を
必

要
と

さ
れ

る
人

は
、

就
寝

時
間

が
長

く
体

重
に

よ
り

血
管

が
圧

迫
さ

れ
、

血
液

の
循

環
が

悪
化

し
て

い
る

と
考

え
ら

れ
ま

す
。

こ
う

し
た

方
の

足
裏

か
ら

背
中

へ
と

マ
ッ

サ
ー

ジ
し

て
、

血
液

の
循

環
促

進
を

図
り

機
能

回
復

さ
せ

る
の

も
重

要
な

「
特

定
介

護
予

防
福

祉
用

具
」

の
役

割
と

考
え

、
入

浴
と

マ
ッ

サ
ー

ジ
兼

背
中

叩
き

が
出

来
る

「
タ

オ
ル

ホ
ル

ダ
」

を
考

案
し

試
作

し
ま

し
た

。
長

柄
は

曲
げ

加
工

が
容

易
な

ア
ル

ミ
平

鋼
を

使
用

し
、

先
端

に
ポ

リ
プ

ロ
ピ

レ
ン

の
支

枠
を

装
着

し
た

「
タ

オ
ル

ホ
ル

ダ
」

で
す

。
ま

た
長

柄
の

握
部

も
ポ

リ
プ

ロ
ピ

レ
ン

の
横

溝
付

き
平

板
2

枚
で

ア
ル

ミ
平

鋼
を

挟
み

、
Ｓ

Ｕ
Ｓ

ボ
ル

ト
と

ナ
イ

ロ
ン

蝶
ナ

ッ

ト
で

固
定

し
て

い
ま

す
。

し
か

し
石

鹸
水

が
付

く
と

滑
り

や
す

く
な

る
の

で
、

蝶
ナ

ッ
ト

を
指

の
間

に
挟

ん
で

握
り

滑
り

止
め

と
し

て
い

ま
す

。
納

入
時

、
平

鋼
は

ほ
ぼ

直
線

状
で

す
が

、
ご

利
用

者
の

腕
の

可
動

範
囲

を
検

討
の

上
、

ご
利

用
者

が
使

い
や

す
い

湾
曲

に
曲

げ
て

利
用

し
て

い
た

だ
き

ま
す

。
洗

体
用

タ
オ

ル
は

ご
利

用
者

の
好

み
で

、
下

記
に

の
「

タ
オ

ル
の

巻
き

方
」

を
参

考
に

巻
い

て
く

だ
さ

い
。

 

乾
燥

又
は

水
含

み
の

マ
ッ

サ
ー

ジ
タ

オ
ル

も
同

様
に

巻
い

て
、

ホ
ル

ダ
が

背
中

の
心

臓
裏

の
位

置
に

集
ま

る
よ

う
に

掻
き

上
げ

て
マ

ッ
サ

ー
ジ

し
ま

す
。

 

ま
た

支
枠

の
先

端
の

2
個

の
円

形
部

で
、

背
中

を
叩

く
の

も
血

流
ケ

ア
に

効
果

が
有

る
と

考
え

て
い

ま
す

。
 

寸
法

と
重

量
 

全
長

＝
5

7
㎝

 
本

体
重

量
＝

1
3

0
ｇ

 

巻
き

タ
オ

ル
の

寸
法

 
長

さ
＝

3
5

ｃ
ｍ

 
幅

＝
1

2
ｃ

ｍ
 

タ
オ

ル
の

巻
き

方
 

タ
オ

ル
を

支
枠

の
中

軸
の

上
か

ら
両

側
軸

の
下

を
通

し
、

方
側

を
巻

き
あ

げ
、

そ
の

上
に

も
う

一
方

を
被

せ
巻

き
こ

み
、

ゴ
ム

紐
輪

を
蝶

ナ
ッ

ト
に

掛
け

固
定

す
る

。
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5
1

3
 

肢
体

障
害

者
用

 
開

発
メ

ー
カ

 
洗

体
と

血
流

ケ
ア

の

「
タ

オ
ル

ホ
ル

ダ
」

背
中

や
足

先
な

ど
の

洗
浄

用
具

を
必

要
と

さ
れ

る
人

は
、

就
寝

時
間

が
長

く
体

重
に

よ
り

血
管

が
圧

迫
さ

れ
、

血
液

の
循

環
が

悪
化

し
て

い
る

と
考

え
ら

れ
ま

す
。

 

こ
う

し
た

方
の

足
裏

か
ら

背
中

へ
と

マ
ッ

サ
ー

ジ
し

て
、

血
液

の
循

環
促

進
を

図
り

機
能

回
復

さ
せ

る
の

も
重

要
な

「
特

定
介

護
予

防
福

祉
用

具
」

の
役

割
と

考
え

、
入

浴
と

マ
ッ

サ
ー

ジ
兼

背
中

叩
き

が
出

来
る

「
タ

オ
ル

ホ
ル

ダ
」

を
考

案
し

試
作

し
ま

し
た

。
 

長
柄

は
曲

げ
加

工
が

容
易

な
ア

ル
ミ

平
鋼

を
使

用
し

、
先

端
に

ポ
リ

プ
ロ

ピ
レ

ン
の

支
枠

を
装

着
し

た
「

タ
オ

ル
ホ

ル
ダ

」
で

す
。

 

ま
た

長
柄

の
握

部
も

ポ
リ

プ
ロ

ピ
レ

ン
の

横
溝

付
き

平
板

2
枚

で
ア

ル
ミ

平
鋼

を
挟

み
、

Ｓ
Ｕ

Ｓ
ボ

ル
ト

と
ナ

イ
ロ

ン
蝶

ナ
ッ

ト
で

固

定
し

て
い

ま
す

。
し

か
し

石
鹸

水
が

付
く

と
滑

り
や

す
く

な
る

の
で

、
蝶

ナ
ッ

ト
を

指
の

間
に

挟
ん

で
握

り
滑

り
止

め
と

し
て

い
ま

す
。

 

納
入

時
、

平
鋼

は
ほ

ぼ
直

線
状

で
す

が
、

ご
利

用
者

の
腕

の
可

動
範

囲
を

検
討

の
上

、
ご

利
用

者
が

使
い

や
す

い
湾

曲
に

曲
げ

て
利

用
し

て
い

た
だ

き
ま

す
。

洗
体

用
タ

オ
ル

は
ご

利
用

者
の

好
み

で
、

下
記

に
の

「
タ

オ
ル

の
巻

き
方

」
を

参
考

に
巻

い
て

く
だ

さ
い

。
 

乾
燥

又
は

水
含

み
の

マ
ッ

サ
ー

ジ
タ

オ
ル

も
同

様
に

巻
い

て
、

ホ
ル

ダ
が

背
中

の
心

臓
裏

の
位

置
に

集
ま

る
よ

う
に

掻
き

上
げ

て
マ

ッ
サ

ー
ジ

し
ま

す
。

ま
た

支
枠

の
先

端
の

2
個

の
円

形
部

で
、

背
中

を
叩

く
の

も
血

流
ケ

ア
に

効
果

が
有

る
と

考
え

て
い

ま
す

。
 

寸
法

と
重

量
 

全
長

＝
5

7
㎝

 
本

体
重

量
＝

1
3

0
ｇ

 

巻
き

タ
オ

ル
の

寸
法

 
長

さ
＝

3
5

ｃ
ｍ

 
幅

＝
1

2
ｃ

ｍ
 

タ
オ

ル
の

巻
き

方
 

タ
オ

ル
を

支
枠

の
中

軸
の

上
か

ら
両

側
軸

の
下

を
通

し
、

片
側

を
巻

き
あ

げ
、

そ
の

上
に

も
う

一
方

を
被

せ
巻

き
こ

み
、

ゴ
ム

紐
輪

を
蝶

ナ
ッ

ト
に

掛
け

固
定

す
る

。
 

5
1

4
 

肢
体

障
害

者
用

 
医

療
専

門
職

 
テ

ィ
ル

ト
・

リ
ク

ラ

イ
ニ

ン
グ

式
車

い
す

に
つ

い
て

 

テ
ィ

ル
ト

・
リ

ク
ラ

イ
ニ

ン
グ

時
に

臀
部

の
位

置
が

前
方

に
ず

れ
、

大
腿

遠
位

が
座

面
か

ら
出

て
し

ま
う

の
で

、
映

画
館

の
エ

グ
ゼ

ク
テ

ィ
ブ

シ
ー

ト
の

よ
う

に
倒

す
と

座
面

が
前

方
に

ず
れ

る
車

い
す

は
な

い
で

し
ょ

う
か

。
 

5
1

6
 

肢
体

障
害

者
用

 
医

療
専

門
職

 
歩

行
器

（
固

定
式

・

交
互

式
）

 

失
調

の
あ

る
方

の
屋

内
移

動
の

た
め

に
、

歩
行

器
（

キ
ャ

ス
タ

ー
の

付
い

て
い

な
い

も
の

）
を

使
用

し
て

い
ま

す
。

し
か

し
、

重
心

を
歩

行
器

の
中

で
保

持
さ

せ
る

こ
と

が
難

し
く

、
特

に
前

方
へ

の
転

倒
リ

ス
ク

が
高

く
な

っ
て

し
ま

い
ま

す
。

歩
行

器
を

利
用

さ
れ

て
い

る
方

で
、

同
様

に
前

方
や

左
右

へ
の

転
倒

リ
ス

ク
が

高
い

と
思

わ
れ

る
方

が
い

ら
っ

し
ゃ

い
ま

し
た

が
、

コ
メ

ン
ト

頂
け

れ
ば

と
思

い
ま

す
。

〈
現

在
、

転
倒

予
防

器
具

を
開

発
中

で
す

。
）

宜
し

く
お

願
い

致
し

ま
す

。
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5
1

7
 

肢
体

障
害

者
用

 

視
覚

障
害

者
用

 

そ
の

他
(一

般
、

大
型

犬
) 

利
用

者
 

コ
ン

パ
ク

ト
な

車
い

す
用

体
重

計
 

家
庭

用
体

重
計

が
4

つ
に

分
離

で
き

る
よ

う
に

す
る

。
 

分
離

で
き

る
こ

と
に

よ
り

、
車

い
す

だ
け

で
な

く
一

般
の

方
も

大
型

犬
も

計
量

で
き

る
。

 

椅
子

を
載

せ
れ

ば
そ

の
ま

ま
椅

子
型

体
重

計
と

し
て

活
用

で
き

る
。

 

ワ
イ

ヤ
レ

ス
で

ス
マ

ホ
と

連
動

す
れ

ば
体

重
が

見
や

す
く

な
り

、
 

視
覚

障
害

者
も

利
用

で
き

る
の

で
は

な
い

で
し

ょ
う

か
。

 

医
療

用
で

は
な

く
家

庭
用

体
重

計
で

す
。

 

実
用

新
案

例
 

h
tt

p
:/

/
w

w
w

.p
u

b
lis

h
.n

e
.jp

/J
P

U
/
0

0
0

3
1

7
0

0
0

0
/
0

0
0

3
1

7
9

9
0

0
/
J
P

U
_
0

0
0

3
1

7
9

9
8

7
.h

tm
 

5
1

8
 

肢
体

障
害

者
用

 
利

用
者

 
リ

フ
ト

の
ス

リ
ン

グ

シ
ー

ト
 

私
は

両
手

両
足

不
自

由
で

座
位

も
保

て
ま

せ
ん

。
移

乗
は

抱
き

か
か

え
て

も
ら

っ
て

い
ま

す
。

介
助

す
る

方
に

と
て

も
負

担
が

か
か

る
の

で
何

度
も

リ
フ

ト
は

考
え

た
の

で
す

が
、

実
用

的
に

使
え

る
ス

リ
ン

グ
シ

ー
ト

が
あ

り
ま

せ
ん

。
ベ

ッ
ド

か
ら

車
椅

子
に

移
乗

す
る

際
は

問
題

な
い

の
で

す
が

、
一

番
肝

心
な

ト
イ

レ
・

お
風

呂
の

時
に

使
え

ま
せ

ん
。

私
は

ト
イ

レ
の

時
、

し
っ

か
り

と
腰

が
立

っ
た

状
態

じ
ゃ

な
い

と
出

来
ま

せ
ん

。
全

身
を

す
っ

ぽ
り

覆
う

シ
ー

ト
だ

と
、

下
半

身
は

全
部

脱
が

な
い

と
使

用
で

き
ず

、
上

下
が

繋
が

っ
た

シ
ー

ト
で

も
下

半
身

の
部

分
は

便
座

に
座

っ
た

後
、

は
ず

さ
な

い
と

出
来

ま
せ

ん
。

は
ず

し
た

場
合

体
勢

が
崩

れ
て

し
ま

い
排

便
が

し
づ

ら
く

便
が

出
な

く
な

っ
て

し
ま

い
ま

す
。

ま
た

、
排

便
時

間
が

長
い

為
、

シ
ー

ト
を

つ
け

た
ま

ま
長

時
間

い
る

こ
と

は
難

し
い

で
す

。
全

部
取

り
外

し
た

と
し

て
も

、
付

け
直

す
こ

と
も

出
来

ま
せ

ん
。

そ
こ

で
お

願
い

な
の

で
す

が
、

上
半

身
の

部
分

だ
け

で
体

を
支

え
ら

れ
る

ス
リ

ン
グ

シ
ー

ト
を

作
っ

て
頂

け
な

い
で

し
ょ

う
か

？
竹

虎
の

架
け

替
え

が
で

き
る

リ
フ

ト
を

使
っ

て
い

る
の

で
す

が
、

天
上

の
低

い
部

分
が

あ

り
、

架
け

替
え

の
際

、
足

先
が

擦
れ

て
し

ま
い

爪
が

あ
た

っ
て

剥
が

れ
そ

う
な

危
険

が
あ

り
ま

す
。

住
宅

事
情

を
気

に
す

る
こ

と
な

く
架

け
替

え
が

出
来

る
リ

フ
ト

を
作

っ
て

頂
き

た
い

で
す

。
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5
1

3
 

肢
体

障
害

者
用

 
開

発
メ

ー
カ

 
洗

体
と

血
流

ケ
ア

の

「
タ

オ
ル

ホ
ル

ダ
」

背
中

や
足

先
な

ど
の

洗
浄

用
具

を
必

要
と

さ
れ

る
人

は
、

就
寝

時
間

が
長

く
体

重
に

よ
り

血
管

が
圧

迫
さ

れ
、

血
液

の
循

環
が

悪
化

し
て

い
る

と
考

え
ら

れ
ま

す
。

 

こ
う

し
た

方
の

足
裏

か
ら

背
中

へ
と

マ
ッ

サ
ー

ジ
し

て
、

血
液

の
循

環
促

進
を

図
り

機
能

回
復

さ
せ

る
の

も
重

要
な

「
特

定
介

護
予

防
福

祉
用

具
」

の
役

割
と

考
え

、
入

浴
と

マ
ッ

サ
ー

ジ
兼

背
中

叩
き

が
出

来
る

「
タ

オ
ル

ホ
ル

ダ
」

を
考

案
し

試
作

し
ま

し
た

。
 

長
柄

は
曲

げ
加

工
が

容
易

な
ア

ル
ミ

平
鋼

を
使

用
し

、
先

端
に

ポ
リ

プ
ロ

ピ
レ

ン
の

支
枠

を
装

着
し

た
「

タ
オ

ル
ホ

ル
ダ

」
で

す
。

 

ま
た

長
柄

の
握

部
も

ポ
リ

プ
ロ

ピ
レ

ン
の

横
溝

付
き

平
板

2
枚

で
ア

ル
ミ

平
鋼

を
挟

み
、

Ｓ
Ｕ

Ｓ
ボ

ル
ト

と
ナ

イ
ロ

ン
蝶

ナ
ッ

ト
で

固

定
し

て
い

ま
す

。
し

か
し

石
鹸

水
が

付
く

と
滑

り
や

す
く

な
る

の
で

、
蝶

ナ
ッ

ト
を

指
の

間
に

挟
ん

で
握

り
滑

り
止

め
と

し
て

い
ま

す
。

 

納
入

時
、

平
鋼

は
ほ

ぼ
直

線
状

で
す

が
、

ご
利

用
者

の
腕

の
可

動
範

囲
を

検
討

の
上

、
ご

利
用

者
が

使
い

や
す

い
湾

曲
に

曲
げ

て
利

用
し

て
い

た
だ

き
ま

す
。

洗
体

用
タ

オ
ル

は
ご

利
用

者
の

好
み

で
、

下
記

に
の

「
タ

オ
ル

の
巻

き
方

」
を

参
考

に
巻

い
て

く
だ

さ
い

。
 

乾
燥

又
は

水
含

み
の

マ
ッ

サ
ー

ジ
タ

オ
ル

も
同

様
に

巻
い

て
、

ホ
ル

ダ
が

背
中

の
心

臓
裏

の
位

置
に

集
ま

る
よ

う
に

掻
き

上
げ

て
マ

ッ
サ

ー
ジ

し
ま

す
。

ま
た

支
枠

の
先

端
の

2
個

の
円

形
部

で
、

背
中

を
叩

く
の

も
血

流
ケ

ア
に

効
果

が
有

る
と

考
え

て
い

ま
す

。
 

寸
法

と
重

量
 

全
長

＝
5

7
㎝

 
本

体
重

量
＝

1
3

0
ｇ

 

巻
き

タ
オ

ル
の

寸
法

 
長

さ
＝

3
5

ｃ
ｍ

 
幅

＝
1

2
ｃ

ｍ
 

タ
オ

ル
の

巻
き

方
 

タ
オ

ル
を

支
枠

の
中

軸
の

上
か

ら
両

側
軸

の
下

を
通

し
、

片
側

を
巻

き
あ

げ
、

そ
の

上
に

も
う

一
方

を
被

せ
巻

き
こ

み
、

ゴ
ム

紐
輪

を
蝶

ナ
ッ

ト
に

掛
け

固
定

す
る

。
 

5
1

4
 

肢
体

障
害

者
用

 
医

療
専

門
職

 
テ

ィ
ル

ト
・

リ
ク

ラ

イ
ニ

ン
グ

式
車

い
す

に
つ

い
て

 

テ
ィ

ル
ト

・
リ

ク
ラ

イ
ニ

ン
グ

時
に

臀
部

の
位

置
が

前
方

に
ず

れ
、

大
腿

遠
位

が
座

面
か

ら
出

て
し

ま
う

の
で

、
映

画
館

の
エ

グ
ゼ

ク
テ

ィ
ブ

シ
ー

ト
の

よ
う

に
倒

す
と

座
面

が
前

方
に

ず
れ

る
車

い
す

は
な

い
で

し
ょ

う
か

。
 

5
1

6
 

肢
体

障
害

者
用

 
医

療
専

門
職

 
歩

行
器

（
固

定
式

・

交
互

式
）

 

失
調

の
あ

る
方

の
屋

内
移

動
の

た
め

に
、

歩
行

器
（

キ
ャ

ス
タ

ー
の

付
い

て
い

な
い

も
の

）
を

使
用

し
て

い
ま

す
。

し
か

し
、

重
心

を
歩

行
器

の
中

で
保

持
さ

せ
る

こ
と

が
難

し
く

、
特

に
前

方
へ

の
転

倒
リ

ス
ク

が
高

く
な

っ
て

し
ま

い
ま

す
。

歩
行

器
を

利
用

さ
れ

て
い

る
方

で
、

同
様

に
前

方
や

左
右

へ
の

転
倒

リ
ス

ク
が

高
い

と
思

わ
れ

る
方

が
い

ら
っ

し
ゃ

い
ま

し
た

が
、

コ
メ

ン
ト

頂
け

れ
ば

と
思

い
ま

す
。

〈
現

在
、

転
倒

予
防

器
具

を
開

発
中

で
す

。
）

宜
し

く
お

願
い

致
し

ま
す

。
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5
1

7
 

肢
体

障
害

者
用

 

視
覚

障
害

者
用

 

そ
の

他
(一

般
、

大
型

犬
) 

利
用

者
 

コ
ン

パ
ク

ト
な

車
い

す
用

体
重

計
 

家
庭

用
体

重
計

が
4

つ
に

分
離

で
き

る
よ

う
に

す
る

。
 

分
離

で
き

る
こ

と
に

よ
り

、
車

い
す

だ
け

で
な

く
一

般
の

方
も

大
型

犬
も

計
量

で
き

る
。

 

椅
子

を
載

せ
れ

ば
そ

の
ま

ま
椅

子
型

体
重

計
と

し
て

活
用

で
き

る
。

 

ワ
イ

ヤ
レ

ス
で

ス
マ

ホ
と

連
動

す
れ

ば
体

重
が

見
や

す
く

な
り

、
 

視
覚

障
害

者
も

利
用

で
き

る
の

で
は

な
い

で
し

ょ
う

か
。

 

医
療

用
で

は
な

く
家

庭
用

体
重

計
で

す
。

 

実
用

新
案

例
 

h
tt

p
:/

/
w

w
w

.p
u

b
lis

h
.n

e
.jp

/J
P

U
/
0

0
0

3
1

7
0

0
0

0
/
0

0
0

3
1

7
9

9
0

0
/
J
P

U
_
0

0
0

3
1

7
9

9
8

7
.h

tm
 

5
1

8
 

肢
体

障
害

者
用

 
利

用
者

 
リ

フ
ト

の
ス

リ
ン

グ

シ
ー

ト
 

私
は

両
手

両
足

不
自

由
で

座
位

も
保

て
ま

せ
ん

。
移

乗
は

抱
き

か
か

え
て

も
ら

っ
て

い
ま

す
。

介
助

す
る

方
に

と
て

も
負

担
が

か
か

る
の

で
何

度
も

リ
フ

ト
は

考
え

た
の

で
す

が
、

実
用

的
に

使
え

る
ス

リ
ン

グ
シ

ー
ト

が
あ

り
ま

せ
ん

。
ベ

ッ
ド

か
ら

車
椅

子
に

移
乗

す
る

際
は

問
題

な
い

の
で

す
が

、
一

番
肝

心
な

ト
イ

レ
・

お
風

呂
の

時
に

使
え

ま
せ

ん
。

私
は

ト
イ

レ
の

時
、

し
っ

か
り

と
腰

が
立

っ
た

状
態

じ
ゃ

な
い

と
出

来
ま

せ
ん

。
全

身
を

す
っ

ぽ
り

覆
う

シ
ー

ト
だ

と
、

下
半

身
は

全
部

脱
が

な
い

と
使

用
で

き
ず

、
上

下
が

繋
が

っ
た

シ
ー

ト
で

も
下

半
身

の
部

分
は

便
座

に
座

っ
た

後
、

は
ず

さ
な

い
と

出
来

ま
せ

ん
。

は
ず

し
た

場
合

体
勢

が
崩

れ
て

し
ま

い
排

便
が

し
づ

ら
く

便
が

出
な

く
な

っ
て

し
ま

い
ま

す
。

ま
た

、
排

便
時

間
が

長
い

為
、

シ
ー

ト
を

つ
け

た
ま

ま
長

時
間

い
る

こ
と

は
難

し
い

で
す

。
全

部
取

り
外

し
た

と
し

て
も

、
付

け
直

す
こ

と
も

出
来

ま
せ

ん
。

そ
こ

で
お

願
い

な
の

で
す

が
、

上
半

身
の

部
分

だ
け

で
体

を
支

え
ら

れ
る

ス
リ

ン
グ

シ
ー

ト
を

作
っ

て
頂

け
な

い
で

し
ょ

う
か

？
竹

虎
の

架
け

替
え

が
で

き
る

リ
フ

ト
を

使
っ

て
い

る
の

で
す

が
、

天
上

の
低

い
部

分
が

あ

り
、

架
け

替
え

の
際

、
足

先
が

擦
れ

て
し

ま
い

爪
が

あ
た

っ
て

剥
が

れ
そ

う
な

危
険

が
あ

り
ま

す
。

住
宅

事
情

を
気

に
す

る
こ

と
な

く
架

け
替

え
が

出
来

る
リ

フ
ト

を
作

っ
て

頂
き

た
い

で
す

。
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第
９

回
J

カ
フ

ェ
の

お
知

ら
せ

 

「
旅

り
す

る
心

の
バ

リ
ア

フ
リ

ー
～

ホ
テ

ル
の

お
も

て
な

し
に

学
ぶ

も
の

づ
く

り
～

」
７

月
２

９
日

（
火

）
午

後
５

時
か

ら
午

後
８

時
１

５
分

、
場

所
：

東
海

道
か

わ
さ

き
宿

交
流

館
４

階
集

会
室

 

か
わ

さ
き

J
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
／

検
索

 
ま

た
は

 
h

tt
p

:/
/j

-
p

ro
je

c
t.
k
is

-
p

lu
s
.jp

/
e
n

tr
ie

s
/
4

3
 

参
照

 

仕
事

で
も

遊
び

で
も

、
旅

は
世

界
に

つ
な

が
る

窓
を

広
げ

て
く

れ
ま

す
。

旅
の

キ
ー

と
な

る
の

が
ホ

テ
ル

。
ホ

テ
ル

の
設

備
や

サ
ー

ビ
ス

が
 

整
っ

て
い

れ
ば

、
高

齢
で

あ
っ

た
り

障
が

い
が

あ
っ

た
り

し
て

も
、

旅
に

出
る

こ
と

が
可

能
に

な
り

ま
す

。
2

0
2

0
年

に
は

、
オ

リ
ン

ピ
ッ

ク
 

と
パ

ラ
リ

ン
ピ

ッ
ク

が
東

京
で

開
催

さ
れ

、
多

く
の

方
が

海
外

か
ら

訪
れ

る
こ

と
が

見
込

ま
れ

ま
す

。
 

 
フ

ル
フ

ラ
ッ

ト
の

客
室

に
リ

ク
ラ

イ
ニ

ン
グ

ベ
ッ

ド
、

ト
イ

レ
や

浴
室

に
手

す
り

、
貸

切
風

呂
に

入
浴

リ
フ

ト
を

設
置

す
る

な
ど

、
赤

ち
ゃ

 
ん

か
ら

お
年

寄
り

ま
で

“
人

に
や

さ
し

い
ホ

テ
ル

づ
く

り
”

に
意

欲
的

に
取

り
組

む
富

士
レ

ー
ク

ホ
テ

ル
の

井
出

泰
済

氏
に

お
話

を
う

か
が

い
 

ま
す

。
高

齢
者

・
障

が
い

者
の

旅
を

サ
ポ

ー
ト

す
る

会
の

久
保

田
牧

子
氏

に
も

、
ユ

ー
ザ

ー
か

ら
の

視
点

で
お

話
し

い
た

だ
き

ま
す

。
機

器
 

や
設

備
を

う
ま

く
活

用
し

た
ワ

ン
ラ

ン
ク

上
の

お
も

て
な

し
か

ら
、
も

の
づ

く
り

や
サ

ー
ビ

ス
の

ヒ
ン

ト
を

見
出

し
、

皆
さ

ん
で

一
緒

に
考

 
え

て
ゆ

き
ま

し
ょ

う
。

 

5
2

2
 

高
齢

者
用

 
利

用
者

の
家

族
 

自
走

式
歩

行
補

助
器

従
来

の
車

い
す

以
下

シ
ル

バ
ー

手
押

し
車

以
上

の
も

の
を

探
し

て
い

ま
す

 

座
面

が
足

を
軽

く
曲

げ
た

位
の

高
さ

で
地

面
を

蹴
っ

て
移

動
で

き
、

接
地

面
は

三
輪

車
様

の
物

 

一
緒

に
移

動
す

る
と

き
目

線
の

高
さ

が
著

し
く

変
わ

ら
ず

、
自

分
で

歩
い

て
る

と
感

じ
ら

れ
る

よ
う

な
も

の
 

5
2

3
 

 
 

 
 

 
フ

ォ
ー

ラ
ム

「
障

が

い
が

あ
る

人
の

フ
ァ

ッ
シ

ョ
ン

と
福

祉
を

考
え

る
」

の
ご

案
内

 
北

海
道

社
会

福
祉

協
議

会
（

北
海

道
社

会
福

祉
調

査
研

究
・

情
報

セ
ン

タ
ー

）
よ

り
表

記
の

ご
案

内
を

い
た

だ
き

ま
し

た
の

で
、

ご
紹

介
し

ま
す

。
フ

ォ
ー

ラ
ム

「
障

が
い

が
あ

る
人

の
フ

ァ
ッ

シ
ョ

ン
と

福
祉

を
考

え
る

」
 
主

催
 

障
が

い
当

事
者

講
師

の
会

 
す

ぷ
り

ん
ぐ

 

日
時

 
平

成
2

6
年

9
月

2
7

日
 

1
3

:0
0

～
1

6
:3

0
（

開
場

1
2

:0
0

）
 
場

所
 

J
R

タ
ワ

ー
プ

ラ
ニ

ス
ホ

ー
ル

（
北

海
道

札
幌

市
）
 

詳
細

 
h

tt
p

:/
/
s
p

ri
n

g
-
h

o
k
k
a
id

o
.ji
m

d
o
.c

o
m

/
 

5
2

5
 

肢
体

障
害

者
用

 
医

療
専

門
職

 
テ

ィ
ル

ト
リ

ク
ラ

イ

ニ
ン

グ
車

椅
子

の
角

度
共

有
化

 

既
に

あ
る

の
か

も
し

れ
な

い
の

し
れ

な
い

で
す

が
、

テ
ィ

ル
ト

角
度

、
リ

ク
ラ

イ
ニ

ン
グ

角
度

が
数

値
や

色
等

で
ど

の
程

度
動

か
し

て
い

る
の

か
把

握
し

や
す

い
と

、
ご

家
族

や
多

職
種

の
伝

達
が

行
い

や
す

い
の

で
は

な
い

か
と

思
い

ま
す

。
 

移
乗

や
片

付
け

る
と

き
に

は
角

度
は

元
の

状
態

に
戻

し
て

し
ま

う
こ

と
も

あ
る

と
思

う
の

で
。
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5
2

6
 

そ
の

他
 

開
発

メ
ー

カ
 

ネ
ジ

締
め

な
ど

な
く

簡
単

に
角

度
調

整
、

固
定

が
で

き
る

簡
単

に
角

度
調

整
、

固
定

が
で

き
る

 

ネ
ジ

締
め

な
ど

な
く

簡
単

に
角

度
調

整
、

固
定

が
で

き
る

 
こ

う
い

う
場

面
で

、
こ

ん
な

福
祉

用
具

が
あ

っ
た

ら
本

当
に

助
か

る
！

っ
て

い
う

も
の

が
も

し
あ

れ
ば

教
え

て
い

た
だ

け
な

い
で

し
ょ

う
か

？
そ

う
い

っ
た

困
っ

た
方

の
力

に
な

れ
る

福
祉

用
具

を
開

発
し

た
い

と

思
っ

て
お

り
ま

す
。

こ
の

分
野

は
全

く
の

素
人

で
異

業
種

の
者

で
す

。
よ

ろ
し

く
お

願
い

し
ま

す
。

 

5
2

7
 

肢
体

障
害

者
用

 
利

用
者

 
ド

ラ
ゴ

ン
ス

ピ
ー

チ

1
1

 

ニ
ュ

ア
ン

ス
・

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
ズ

・
ジ

ャ
パ

ン
株

式
会

社
よ

り
販

売
さ

れ
て

い
る

音
声

認
識

・
入

力
ソ

フ
ト

を
使

用
し

て
ま

す
が

、
 

声
で

パ
ソ

コ
ン

を
操

作
し

た
り

、
文

字
入

力
が

で
き

る
の

で
、

肢
体

不
自

由
者

の
か

た
に

役
に

立
つ

の
で

は
と

思
い

連
絡

さ
せ

て
い

た
だ

き
ま

し
た

。
使

い
方

次
第

で
す

が
、

声
だ

け
で

T
w

it
te

r
や

F
a
c
e
b

o
o
k

に
投

稿
で

き
た

り
、

マ
ウ

ス
操

作
も

声
で

で
き

る
の

で
、

な

ん
で

も
P

C
が

な
い

と
い

け
な

く
な

っ
て

き
た

時
代

な
の

で
、

必
要

か
と

思
い

ま
す

。
た

だ
、

ソ
フ

ト
を

購
入

す
る

の
に

け
っ

こ
う

販
売

価
格

が
高

い
の

で
、

そ
こ

が
障

害
者

の
方

た
ち

に
負

担
に

な
る

の
で

は
と

思
い

ま
す

。
 

H
P

→
h

tt
p

:/
/
ja

p
a
n

.n
u

a
n

c
e
.c

o
m

/
d

ra
g
o
n

s
p

e
e
c
h

/
 

5
2

8
 

 
 

 
 

第
１

０
回

Ｊ
カ

フ
ェ

の
お

知
ら

せ
 

も
の

づ
く

り
現

場
と

福
祉

現
場

の
橋

渡
し

を
ミ

ッ
シ

ョ
ン

と
し

て
活

動
し

て
い

る
カ

ワ
サ

キ
ジ

ェ
イ

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

＋
で

は
、

１
１

月
１

９
日

（
水

）
に

川
崎

駅
か

ら
徒

歩
７

分
の

東
海

道
か

わ
さ

き
宿

交
流

館
で

「
第

１
０

回
Ｊ

カ
フ

ェ
」

を
開

催
し

ま
す

。
（

１
８

時
か

ら
）

 

h
tt

p
:/

/j
-
p

ro
je

c
t.
k
is

-
p
lu

s
.jp

/
e
n

tr
ie

s
/
4

5
（

開
け

な
い

場
合

は
「

か
わ

さ
き

Ｊ
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
＋

」
→

検
索

 
で

ど
う

ぞ
）

 

今
回

は
在

宅
で

の
も

の
や

し
く

み
を

題
材

に
２

名
の

話
題

提
供

者
に

お
話

し
い

た
だ

き
、

参
加

者
の

皆
様

で
意

見
交

換
会

を
し

て
ゆ

き
ま

す
。

ど
う

ぞ
ご

参
加

く
だ

さ
い

。
 

5
2

9
 

肢
体

障
害

者
用

 
利

用
者

 
簡

単
に

脱
着

可
能

な

リ
ハ

ビ
リ

訓
練

用
下

肢
装

具
 

現
在

、
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

セ
ン

タ
ー

に
て

下
肢

の
リ

ハ
ビ

リ
を

実
施

し
、

長
下

肢
装

具
を

使
用

し
て

い
る

が
、

 

脱
着

に
時

間
が

か
か

る
。

歩
行

の
た

め
の

も
の

で
な

く
、

立
位

訓
練

の
た

め
に

簡
易

脱
着

式
の

長
下

肢
装

具
が

あ
る

と
助

か
り

ま
す

。
 

そ
の

よ
う

な
情

報
を

持
ち

合
わ

せ
て

い
る

方
が

い
れ

ば
ご

連
絡

い
た

だ
き

た
い

。
 

ま
た

、
開

発
い

た
だ

け
る

と
同

じ
ニ

ー
ズ

を
持

っ
て

い
る

方
が

助
か

る
と

思
い

ま
す

。
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5
1

9
 

 
 

 
 

第
９

回
J

カ
フ

ェ
の

お
知

ら
せ

 

「
旅

り
す

る
心

の
バ

リ
ア

フ
リ

ー
～

ホ
テ

ル
の

お
も

て
な

し
に

学
ぶ

も
の

づ
く

り
～

」
７

月
２

９
日

（
火

）
午

後
５

時
か

ら
午

後
８

時
１

５
分

、
場

所
：

東
海

道
か

わ
さ

き
宿

交
流

館
４

階
集

会
室

 

か
わ

さ
き

J
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
／

検
索

 
ま

た
は

 
h

tt
p

:/
/j

-
p

ro
je

c
t.
k
is

-
p

lu
s
.jp

/
e
n

tr
ie

s
/
4

3
 

参
照

 

仕
事

で
も

遊
び

で
も

、
旅

は
世

界
に

つ
な

が
る

窓
を

広
げ

て
く

れ
ま

す
。

旅
の

キ
ー

と
な

る
の

が
ホ

テ
ル

。
ホ

テ
ル

の
設

備
や

サ
ー

ビ
ス

が
 

整
っ

て
い

れ
ば

、
高

齢
で

あ
っ

た
り

障
が

い
が

あ
っ

た
り

し
て

も
、

旅
に

出
る

こ
と

が
可

能
に

な
り

ま
す

。
2

0
2

0
年

に
は

、
オ

リ
ン

ピ
ッ

ク
 

と
パ

ラ
リ

ン
ピ

ッ
ク

が
東

京
で

開
催

さ
れ

、
多

く
の

方
が

海
外

か
ら

訪
れ

る
こ

と
が

見
込

ま
れ

ま
す

。
 

 
フ

ル
フ

ラ
ッ

ト
の

客
室

に
リ

ク
ラ

イ
ニ

ン
グ

ベ
ッ

ド
、

ト
イ

レ
や

浴
室

に
手

す
り

、
貸

切
風

呂
に

入
浴

リ
フ

ト
を

設
置

す
る

な
ど

、
赤

ち
ゃ

 
ん

か
ら

お
年

寄
り

ま
で

“
人

に
や

さ
し

い
ホ

テ
ル

づ
く

り
”

に
意

欲
的

に
取

り
組

む
富

士
レ

ー
ク

ホ
テ

ル
の

井
出

泰
済

氏
に

お
話

を
う

か
が

い
 

ま
す

。
高

齢
者

・
障

が
い

者
の

旅
を

サ
ポ

ー
ト

す
る

会
の

久
保

田
牧

子
氏

に
も

、
ユ

ー
ザ

ー
か

ら
の

視
点

で
お

話
し

い
た

だ
き

ま
す

。
機

器
 

や
設

備
を

う
ま

く
活

用
し

た
ワ

ン
ラ

ン
ク

上
の

お
も

て
な

し
か

ら
、
も

の
づ

く
り

や
サ

ー
ビ

ス
の

ヒ
ン

ト
を

見
出

し
、

皆
さ

ん
で

一
緒

に
考

 
え

て
ゆ

き
ま

し
ょ

う
。

 

5
2

2
 

高
齢

者
用

 
利

用
者

の
家

族
 

自
走

式
歩

行
補

助
器

従
来

の
車

い
す

以
下

シ
ル

バ
ー

手
押

し
車

以
上

の
も

の
を

探
し

て
い

ま
す

 

座
面

が
足

を
軽

く
曲

げ
た

位
の

高
さ

で
地

面
を

蹴
っ

て
移

動
で

き
、

接
地

面
は

三
輪

車
様

の
物

 

一
緒

に
移

動
す

る
と

き
目

線
の

高
さ

が
著

し
く

変
わ

ら
ず

、
自

分
で

歩
い

て
る

と
感

じ
ら

れ
る

よ
う

な
も

の
 

5
2

3
 

 
 

 
 

 
フ

ォ
ー

ラ
ム

「
障

が

い
が

あ
る

人
の

フ
ァ

ッ
シ

ョ
ン

と
福

祉
を

考
え

る
」

の
ご

案
内

 
北

海
道

社
会

福
祉

協
議

会
（

北
海

道
社

会
福

祉
調

査
研

究
・

情
報

セ
ン

タ
ー

）
よ

り
表

記
の

ご
案

内
を

い
た

だ
き

ま
し

た
の

で
、

ご
紹

介
し

ま
す

。
フ

ォ
ー

ラ
ム

「
障

が
い

が
あ

る
人

の
フ

ァ
ッ

シ
ョ

ン
と

福
祉

を
考

え
る

」
 
主

催
 

障
が

い
当

事
者

講
師

の
会

 
す

ぷ
り

ん
ぐ

 

日
時

 
平

成
2

6
年

9
月

2
7

日
 

1
3

:0
0

～
1

6
:3

0
（

開
場

1
2

:0
0

）
 
場

所
 

J
R

タ
ワ

ー
プ

ラ
ニ

ス
ホ

ー
ル

（
北

海
道

札
幌

市
）
 

詳
細

 
h

tt
p

:/
/
s
p

ri
n

g
-
h

o
k
k
a
id

o
.ji
m

d
o
.c

o
m

/
 

5
2

5
 

肢
体

障
害

者
用

 
医

療
専

門
職

 
テ

ィ
ル

ト
リ

ク
ラ

イ

ニ
ン

グ
車

椅
子

の
角

度
共

有
化

 

既
に

あ
る

の
か

も
し

れ
な

い
の

し
れ

な
い

で
す

が
、

テ
ィ

ル
ト

角
度

、
リ

ク
ラ

イ
ニ

ン
グ

角
度

が
数

値
や

色
等

で
ど

の
程

度
動

か
し

て
い

る
の

か
把

握
し

や
す

い
と

、
ご

家
族

や
多

職
種

の
伝

達
が

行
い

や
す

い
の

で
は

な
い

か
と

思
い

ま
す

。
 

移
乗

や
片

付
け

る
と

き
に

は
角

度
は

元
の

状
態

に
戻

し
て

し
ま

う
こ

と
も

あ
る

と
思

う
の

で
。
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5
2

6
 

そ
の

他
 

開
発

メ
ー

カ
 

ネ
ジ

締
め

な
ど

な
く

簡
単

に
角

度
調

整
、

固
定

が
で

き
る

簡
単

に
角

度
調

整
、

固
定

が
で

き
る

 

ネ
ジ

締
め

な
ど

な
く

簡
単

に
角

度
調

整
、

固
定

が
で

き
る

 
こ

う
い

う
場

面
で

、
こ

ん
な

福
祉

用
具

が
あ

っ
た

ら
本

当
に

助
か

る
！

っ
て

い
う

も
の

が
も

し
あ

れ
ば

教
え

て
い

た
だ

け
な

い
で

し
ょ

う
か

？
そ

う
い

っ
た

困
っ

た
方

の
力

に
な

れ
る

福
祉

用
具

を
開

発
し

た
い

と

思
っ

て
お

り
ま

す
。

こ
の

分
野

は
全

く
の

素
人

で
異

業
種

の
者

で
す

。
よ

ろ
し

く
お

願
い

し
ま

す
。

 

5
2

7
 

肢
体

障
害

者
用

 
利

用
者

 
ド

ラ
ゴ

ン
ス

ピ
ー

チ

1
1

 

ニ
ュ

ア
ン

ス
・

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
ズ

・
ジ

ャ
パ

ン
株

式
会

社
よ

り
販

売
さ

れ
て

い
る

音
声

認
識

・
入

力
ソ

フ
ト

を
使

用
し

て
ま

す
が

、
 

声
で

パ
ソ

コ
ン

を
操

作
し

た
り

、
文

字
入

力
が

で
き

る
の

で
、

肢
体

不
自

由
者

の
か

た
に

役
に

立
つ

の
で

は
と

思
い

連
絡

さ
せ

て
い

た
だ

き
ま

し
た

。
使

い
方

次
第

で
す

が
、

声
だ

け
で

T
w

it
te

r
や

F
a
c
e
b

o
o
k

に
投

稿
で

き
た

り
、

マ
ウ

ス
操

作
も

声
で

で
き

る
の

で
、

な

ん
で

も
P

C
が

な
い

と
い

け
な

く
な

っ
て

き
た

時
代

な
の

で
、

必
要

か
と

思
い

ま
す

。
た

だ
、

ソ
フ

ト
を

購
入

す
る

の
に

け
っ

こ
う

販
売

価
格

が
高

い
の

で
、

そ
こ

が
障

害
者

の
方

た
ち

に
負

担
に

な
る

の
で

は
と

思
い

ま
す

。
 

H
P

→
h

tt
p

:/
/
ja

p
a
n

.n
u

a
n

c
e
.c

o
m

/
d

ra
g
o
n

s
p

e
e
c
h

/
 

5
2

8
 

 
 

 
 

第
１

０
回

Ｊ
カ

フ
ェ

の
お

知
ら

せ
 

も
の

づ
く

り
現

場
と

福
祉

現
場

の
橋

渡
し

を
ミ

ッ
シ

ョ
ン

と
し

て
活

動
し

て
い

る
カ

ワ
サ

キ
ジ

ェ
イ

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

＋
で

は
、

１
１

月
１

９
日

（
水

）
に

川
崎

駅
か

ら
徒

歩
７

分
の

東
海

道
か

わ
さ

き
宿

交
流

館
で

「
第

１
０

回
Ｊ

カ
フ

ェ
」

を
開

催
し

ま
す

。
（

１
８

時
か

ら
）

 

h
tt

p
:/

/j
-
p

ro
je

c
t.
k
is

-
p
lu

s
.jp

/
e
n

tr
ie

s
/
4

5
（

開
け

な
い

場
合

は
「

か
わ

さ
き

Ｊ
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
＋

」
→

検
索

 
で

ど
う

ぞ
）

 

今
回

は
在

宅
で

の
も

の
や

し
く

み
を

題
材

に
２

名
の

話
題

提
供

者
に

お
話

し
い

た
だ

き
、

参
加

者
の

皆
様

で
意

見
交

換
会

を
し

て
ゆ

き
ま

す
。

ど
う

ぞ
ご

参
加

く
だ

さ
い

。
 

5
2

9
 

肢
体

障
害

者
用

 
利

用
者

 
簡

単
に

脱
着

可
能

な

リ
ハ

ビ
リ

訓
練

用
下

肢
装

具
 

現
在

、
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

セ
ン

タ
ー

に
て

下
肢

の
リ

ハ
ビ

リ
を

実
施

し
、

長
下

肢
装

具
を

使
用

し
て

い
る

が
、

 

脱
着

に
時

間
が

か
か

る
。

歩
行

の
た

め
の

も
の

で
な

く
、

立
位

訓
練

の
た

め
に

簡
易

脱
着

式
の

長
下

肢
装

具
が

あ
る

と
助

か
り

ま
す

。
 

そ
の

よ
う

な
情

報
を

持
ち

合
わ

せ
て

い
る

方
が

い
れ

ば
ご

連
絡

い
た

だ
き

た
い

。
 

ま
た

、
開

発
い

た
だ

け
る

と
同

じ
ニ

ー
ズ

を
持

っ
て

い
る

方
が

助
か

る
と

思
い

ま
す

。
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5
3

0
 

肢
体

障
害

者
用

 
開

発
メ

ー
カ

 
マ

ジ
ッ

ク
ハ

ン
ド

 

タ
イ

プ
の

「
リ

ー
チ

ャ
ー

」
に

つ
き

ま
し

て
 

こ
の

ほ
ど

、
握

力
の

弱
い

方
用

に
市

販
の

マ
ジ

ッ
ク

ハ
ン

ド
を

改
造

し
て

電
動

式
に

し
た

と
こ

ろ
、

重
宝

さ
れ

て
い

る
様

で
し

た
。

電
動

式
に

限
ら

ず
、

も
し

、
現

存
の

市
販

の
リ

ー
チ

ャ
ー

に
対

し
て

改
善

の
ご

要
望

・
需

要
が

あ
る

様
で

し
た

ら
ご

要
望

を
反

映
し

て
の

量
産

を
考

え
て

い
ま

す
。

自
分

の
周

囲
で

の
要

望
を

ま
と

め
る

と
、

お
お

よ
そ

以
下

の
様

で
し

た
が

、
そ

の
他

、
“

こ
ん

な
リ

ー
チ

ャ
ー

が
欲

し
い

”
、

“
リ

ー
チ

ャ
ー

で
こ

ん
な

こ
と

が
出

来
る

と
良

い
”

な
ど

、
ご

意
見

い
た

だ
け

ま
し

た
ら

幸
い

で
す

。
・

軽
い

。
・

安
い

。
・

折
り

た
た

み
式

、
ま

た
は

伸
縮

式
で

コ
ン

パ
ク

ト
に

で
き

る
。

・
細

か
い

も
の

が
つ

ま
め

る
。

・
握

力
が

弱
く

て
も

使
え

る
。

・
物

を
つ

か
ん

だ
ま

ま
、

た
ぐ

り
寄

せ
る

こ
と

が
で

き
る

。
・

外
出

時
に

持
っ

て
行

っ
て

も
違

和
感

の
な

い
デ

ザ
イ

ン
。

ま
た

、
本

掲
示

板
は

大
変

有
意

義
な

も
の

と
は

思
い

ま
す

が
、

閑
散

と
し

て
い

る
様

で
す

の
で

、
ご

意
見

を
う

か
が

う
こ

と
の

出
来

る
別

の
場

所
、

手
段

の
情

報
な

ど
も

い
た

だ
け

ま
す

と
幸

い
で

す
。

よ
ろ

し
く

お
願

い
い

た
し

ま
す

。
 

5
3

1
 

 
 

 
 

マ
ジ

ッ
ク

ハ
ン

ド
 

タ
イ

プ
の

「
リ

ー
チ

ャ
ー

」
に

つ
き

ま
し

て
 

こ
の

ほ
ど

、
握

力
の

弱
い

方
用

に
市

販
の

マ
ジ

ッ
ク

ハ
ン

ド
を

改
造

し
て

電
動

式
に

し
た

と
こ

ろ
、

重
宝

さ
れ

て
い

る
様

で
し

た
。

 

電
動

式
に

限
ら

ず
、

も
し

、
現

存
の

市
販

の
リ

ー
チ

ャ
ー

に
対

し
て

改
善

の
ご

要
望

・
需

要
が

あ
る

様
で

し
た

ら
ご

要
望

を
反

映
し

て
の

量
産

を
考

え
て

い
ま

す
。

 

自
分

の
周

囲
で

の
要

望
を

ま
と

め
る

と
、

お
お

よ
そ

以
下

の
様

で
し

た
が

、
 

そ
の

他
、

“
こ

ん
な

リ
ー

チ
ャ

ー
が

欲
し

い
”

、
“

リ
ー

チ
ャ

ー
で

こ
ん

な
こ

と
が

出
来

る
と

良
い

”
な

ど
、

ご
意

見
い

た
だ

け
ま

し
た

ら
幸

い
で

す
。

 

・
軽

い
。

 

・
安

い
。

 

・
折

り
た

た
み

式
、

ま
た

は
伸

縮
式

で
コ

ン
パ

ク
ト

に
で

き
る

。
 

・
細

か
い

も
の

が
つ

ま
め

る
。

 

・
握

力
が

弱
く

て
も

使
え

る
。

 

・
物

を
つ

か
ん

だ
ま

ま
、

た
ぐ

り
寄

せ
る

こ
と

が
で

き
る

。
 

・
外

出
時

に
持

っ
て

行
っ

て
も

違
和

感
の

な
い

デ
ザ

イ
ン

。
 

ま
た

、
本

掲
示

板
は

大
変

有
意

義
な

も
の

と
は

思
い

ま
す

が
、

閑
散

と
し

て
い

る
様

で
す

の
で

、
ご

意
見

を
う

か
が

う
こ

と
の

出
来

る
別

の
場

所
、

手
段

の
情

報
な

ど
も

い
た

だ
け

ま
す

と
幸

い
で

す
。

 

よ
ろ

し
く

お
願

い
い

た
し

ま
す

。
 

  

198 

5
3

2
 

 
 

 
 

国
立

障
害

者
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

セ
ン

タ
ー

研
究

所
 

一
般

公
開

 
2

0
1

4
年

1
2

月
5

日
 

小
野

＠
国

立
障

害
者

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
セ

ン
タ

ー
で

す
。

 

表
記

ご
関

心
あ

り
ま

し
た

ら
、

以
下

を
ご

覧
下

さ
い

。
 

日
 
時

：
平

成
2

6
年

1
2

月
5

日
（

金
曜

日
）

 
1

0
時

~1
6

時
 

と
こ

ろ
：

国
立

障
害

者
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

セ
ン

タ
ー

研
究

所
 
（

埼
玉

県
所

沢
市

並
木

4
-
1

）
 

 
 

 
 

セ
ン

タ
ー

内
は

、
工

事
中

で
通

り
道

が
一

部
変

わ
っ

て
い

る
の

で
ご

注
意

く
だ

さ
い

。
 

内
 
容

：
研

究
所

の
各

部
が

進
め

て
い

る
研

究
に

つ
い

て
、

パ
ネ

ル
展

示
や

開
発

・
活

用
機

器
の

紹
介

 

参
加

費
：

無
料

 

ウ
エ

ブ
サ

イ
ト

：
h

tt
p

:/
/
w

w
w

.r
e
h

a
b
.g

o
.jp

/
ri
/
e
v
e
n

t/
2

0
1

4
o
p

e
n

h
o
u

s
e
.h

tm
l 

5
3

3
 

肢
体

障
害

者
用

 
利

用
者

 
車

椅
子

の
手

押
し

ハ

ン
ド

ル
部

分
に

つ
い

て
、

メ
ー

カ
ー

さ
ん

に
要

望
で

す
 

車
椅

子
ユ

ー
ザ

ー
で

す
が

、
狭

い
家

の
中

で
手

押
し

ハ
ン

ド
ル

が
バ

ッ
ク

す
る

際
に

よ
く

ぶ
つ

か
っ

て
し

ま
い

ま
す

。
 

介
助

式
車

椅
子

な
ら

と
も

か
く

自
走

式
の

タ
イ

プ
場

合
は

、
グ

リ
ッ

プ
＋

介
助

式
ブ

レ
ー

キ
部

分
を

ワ
ン

タ
ッ

チ
で

折
れ

曲
げ

た
り

、
上

に
上

げ
て

ロ
ッ

ク
す

る
よ

う
な

仕
様

に
な

ら
な

い
も

の
で

し
ょ

う
か

？
 

背
折

れ
式

の
も

の
は

あ
る

の
に

、
私

の
知

る
限

り
ど

の
車

椅
子

も
ハ

ン
ド

ル
は

突
き

出
た

ま
ま

で
、

見
た

目
も

よ
く

な
い

。
 

な
に

か
理

由
が

あ
る

の
で

し
ょ

う
か

？
 

5
3

4
 

肢
体

障
害

者
用

 
医

療
専

門
職

 
片

側
歩

行
器

 
理

学
療

法
士

で
す

。
片

側
歩

行
器

は
、

脚
部

の
先

が
ゴ

ム
の

も
の

は
一

般
的

で
す

が
、

脚
部

が
固

定
輪

で
荷

重
ブ

レ
ー

キ
構

造
に

な
っ

て

い
る

も
の

を
探

し
て

い
ま

す
。

国
内

で
は

、
な

か
な

か
あ

り
そ

う
で

無
い

で
す

。
ア

メ
リ

カ
に

は
、

あ
る

み
た

い
で

す
。

W
E

B
上

み
ま

し
た

。
脳

卒
中

の
患

者
さ

ん
の

リ
ハ

ビ
リ

で
、

非
麻

痺
側

手
が

上
手

く
使

え
な

い
方

の
歩

行
練

習
導

入
時

期
に

使
い

た
い

場
面

が
あ

り
ま

す
。

現
在

は
、

点
滴

棒
で

代
用

し
て

い
ま

す
が

、
自

在
輪

な
の

で
や

や
不

安
定

な
の

が
困

り
ま

す
。

国
内

の
業

者
さ

ん
、

製
造

を
検

討
く

だ
さ

い
。
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5
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肢
体

障
害

者
用

 
開

発
メ

ー
カ

 
マ

ジ
ッ

ク
ハ

ン
ド

 

タ
イ

プ
の

「
リ

ー
チ

ャ
ー

」
に

つ
き

ま
し

て
 

こ
の

ほ
ど

、
握

力
の

弱
い

方
用

に
市

販
の

マ
ジ

ッ
ク

ハ
ン

ド
を

改
造

し
て

電
動

式
に

し
た

と
こ

ろ
、

重
宝

さ
れ

て
い

る
様

で
し

た
。

電
動

式
に

限
ら

ず
、

も
し

、
現

存
の

市
販

の
リ

ー
チ

ャ
ー

に
対

し
て

改
善

の
ご

要
望

・
需

要
が

あ
る

様
で

し
た

ら
ご

要
望

を
反

映
し

て
の

量
産

を
考

え
て

い
ま

す
。

自
分

の
周

囲
で

の
要

望
を

ま
と

め
る

と
、

お
お

よ
そ

以
下

の
様

で
し

た
が

、
そ

の
他

、
“

こ
ん

な
リ

ー
チ

ャ
ー

が
欲

し
い

”
、

“
リ

ー
チ

ャ
ー

で
こ

ん
な

こ
と

が
出

来
る

と
良

い
”

な
ど

、
ご

意
見

い
た

だ
け

ま
し

た
ら

幸
い

で
す

。
・

軽
い

。
・

安
い

。
・

折
り

た
た

み
式

、
ま

た
は

伸
縮

式
で

コ
ン

パ
ク

ト
に

で
き

る
。

・
細

か
い

も
の

が
つ

ま
め

る
。

・
握

力
が

弱
く

て
も

使
え

る
。

・
物

を
つ

か
ん

だ
ま

ま
、

た
ぐ

り
寄

せ
る

こ
と

が
で

き
る

。
・

外
出

時
に

持
っ

て
行

っ
て

も
違

和
感

の
な

い
デ

ザ
イ

ン
。

ま
た

、
本

掲
示

板
は

大
変

有
意

義
な

も
の

と
は

思
い

ま
す

が
、

閑
散

と
し

て
い

る
様

で
す

の
で

、
ご

意
見

を
う

か
が

う
こ

と
の

出
来

る
別

の
場

所
、

手
段

の
情

報
な

ど
も

い
た

だ
け

ま
す

と
幸

い
で

す
。

よ
ろ

し
く

お
願

い
い

た
し

ま
す

。
 

5
3

1
 

 
 

 
 

マ
ジ

ッ
ク

ハ
ン

ド
 

タ
イ

プ
の

「
リ

ー
チ

ャ
ー

」
に

つ
き

ま
し

て
 

こ
の

ほ
ど

、
握

力
の

弱
い

方
用

に
市

販
の

マ
ジ

ッ
ク

ハ
ン

ド
を

改
造

し
て

電
動

式
に

し
た

と
こ

ろ
、

重
宝

さ
れ

て
い

る
様

で
し

た
。

 

電
動

式
に

限
ら

ず
、

も
し

、
現

存
の

市
販

の
リ

ー
チ

ャ
ー

に
対

し
て

改
善

の
ご

要
望

・
需

要
が

あ
る

様
で

し
た

ら
ご

要
望

を
反

映
し

て
の

量
産

を
考

え
て

い
ま

す
。

 

自
分

の
周

囲
で

の
要

望
を

ま
と

め
る

と
、

お
お

よ
そ

以
下

の
様

で
し

た
が

、
 

そ
の

他
、

“
こ

ん
な

リ
ー

チ
ャ

ー
が

欲
し

い
”

、
“

リ
ー

チ
ャ

ー
で

こ
ん

な
こ

と
が

出
来

る
と

良
い

”
な

ど
、

ご
意

見
い

た
だ

け
ま

し
た

ら
幸

い
で

す
。

 

・
軽

い
。

 

・
安

い
。

 

・
折

り
た

た
み

式
、

ま
た

は
伸

縮
式

で
コ

ン
パ

ク
ト

に
で

き
る

。
 

・
細

か
い

も
の

が
つ

ま
め

る
。

 

・
握

力
が

弱
く

て
も

使
え

る
。

 

・
物

を
つ

か
ん

だ
ま

ま
、

た
ぐ

り
寄

せ
る

こ
と

が
で

き
る

。
 

・
外

出
時

に
持

っ
て

行
っ

て
も

違
和

感
の

な
い

デ
ザ

イ
ン

。
 

ま
た

、
本

掲
示

板
は

大
変

有
意

義
な

も
の

と
は

思
い

ま
す

が
、

閑
散

と
し

て
い

る
様

で
す

の
で

、
ご

意
見

を
う

か
が

う
こ

と
の

出
来

る
別

の
場

所
、

手
段

の
情

報
な

ど
も

い
た

だ
け

ま
す

と
幸

い
で

す
。

 

よ
ろ

し
く

お
願

い
い

た
し

ま
す

。
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般

公
開
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4
年
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2
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日
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野
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国

立
障

害
者

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
セ

ン
タ

ー
で

す
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表
記

ご
関

心
あ

り
ま

し
た

ら
、

以
下

を
ご

覧
下

さ
い

。
 

日
 
時

：
平

成
2

6
年

1
2

月
5

日
（

金
曜

日
）

 
1

0
時
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6

時
 

と
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ろ
：
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立

障
害

者
リ
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ビ
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テ
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ョ
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タ
ー
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所
 
（
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県
所

沢
市
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4
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セ
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ー

内
は

、
工

事
中

で
通

り
道

が
一

部
変

わ
っ

て
い

る
の

で
ご

注
意

く
だ

さ
い

。
 

内
 
容

：
研

究
所

の
各

部
が

進
め

て
い

る
研

究
に

つ
い

て
、

パ
ネ

ル
展

示
や

開
発
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活

用
機

器
の

紹
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肢
体

障
害

者
用

 
利

用
者

 
車

椅
子

の
手

押
し

ハ

ン
ド

ル
部

分
に

つ
い

て
、

メ
ー

カ
ー

さ
ん

に
要

望
で

す
 

車
椅

子
ユ

ー
ザ

ー
で

す
が

、
狭

い
家

の
中

で
手

押
し

ハ
ン

ド
ル

が
バ

ッ
ク

す
る

際
に

よ
く

ぶ
つ

か
っ

て
し

ま
い

ま
す

。
 

介
助

式
車

椅
子

な
ら

と
も

か
く

自
走

式
の

タ
イ

プ
場

合
は

、
グ

リ
ッ

プ
＋

介
助

式
ブ

レ
ー

キ
部

分
を

ワ
ン

タ
ッ

チ
で

折
れ

曲
げ

た
り

、
上

に
上

げ
て

ロ
ッ

ク
す

る
よ

う
な

仕
様

に
な

ら
な

い
も

の
で

し
ょ

う
か

？
 

背
折

れ
式

の
も

の
は

あ
る

の
に

、
私

の
知

る
限

り
ど

の
車

椅
子

も
ハ

ン
ド

ル
は

突
き

出
た

ま
ま

で
、

見
た

目
も

よ
く

な
い

。
 

な
に

か
理

由
が

あ
る

の
で

し
ょ

う
か

？
 

5
3

4
 

肢
体

障
害

者
用

 
医

療
専

門
職

 
片

側
歩

行
器

 
理

学
療

法
士

で
す

。
片

側
歩

行
器

は
、

脚
部

の
先

が
ゴ

ム
の

も
の

は
一

般
的

で
す

が
、

脚
部

が
固

定
輪

で
荷

重
ブ

レ
ー

キ
構

造
に

な
っ

て

い
る

も
の

を
探

し
て

い
ま

す
。

国
内

で
は

、
な

か
な

か
あ

り
そ

う
で

無
い

で
す

。
ア

メ
リ

カ
に

は
、

あ
る

み
た

い
で

す
。

W
E

B
上

み
ま

し
た

。
脳

卒
中

の
患

者
さ

ん
の

リ
ハ

ビ
リ

で
、

非
麻

痺
側

手
が

上
手

く
使

え
な

い
方

の
歩

行
練

習
導

入
時

期
に

使
い

た
い

場
面

が
あ

り
ま

す
。

現
在

は
、

点
滴

棒
で

代
用

し
て

い
ま

す
が

、
自

在
輪

な
の

で
や

や
不

安
定

な
の

が
困

り
ま

す
。

国
内

の
業

者
さ

ん
、

製
造

を
検

討
く

だ
さ

い
。
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高
齢

者
・

障
害

者
の

交
通

な
ど

に
関

連
し

た
セ

ミ
ナ

ー
、

講
演

会
の

ご
案

内
 

小
野

＠
国

立
障

害
者

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
セ

ン
タ

ー
で

す
。

表
記

の
セ

ミ
ナ

ー
、

講
演

会
の

講
師

の
図

好
き

先
生

よ
り

ご
案

内
を

い
た

だ
き

ま
し

た
。

ご
関

心
あ

る
方

、
以

下
ご

覧
下

さ
い

。
ロ

ン
ド

ン
大

学
（

U
C

L
）

の
鈴

木
立

人
先

生
よ

り
、

ご
案

内
を

い
た

だ
き

ま
し

た
。

障
害

者
の

移
動

に
関

連
す

る
話

題
を

含
む

講
演

会
で

す
。

ご
関

心
あ

り
ま

し
た

ら
、

以
下

の
U

R
L
,添

付
フ

ァ
イ

ル
を

ご
覧

下
さ

い
。
 

１
．

超
高

齢
社

会
の

社
会

イ
ン

フ
ラ

と
交

通
に

関
す

る
国

際
セ

ミ
ナ

ー
 

h
tt

p
:/

/
w

w
w

.f
u

k
u

m
a
c
h

i.n
e
t/

2
0

1
4

/
1

2
/
1

1
4

-
1

.h
tm

l 

２
．

ロ
ン

ド
ン

大
学

発
 
高

齢
者

・
障

害
者

の
モ

ビ
リ

テ
ィ

、
ア

ク
セ

シ
ビ

リ
テ

ィ
研

究
 

h
tt

p
:/

/
w

w
w

.e
c
o
m

o
.o

r.
jp

/
b

a
rr

ie
rf

re
e
/
b
e
n

k
yo

/
2

0
1

5
0

1
1

5
.h

tm
l 

5
3

6
 

視
覚

障
害

者
用

 
利

用
者

 
重

度
視

覚
障

が
い

者

の
た

め
の

歩
行

補
助

具
 

 
盲

導
犬

は
、

厚
生

省
が

2
0

年
前

か
ら

2
0

0
0

頭
を

目
指

し
ま

し
た

が
、

1
0

0
0

頭
ど

ま
り

で
す

。
我

が
国

の
産

業
ロ

ボ
ッ

ト
・

G
P

S

ナ
ビ

ゲ
ー

シ
ョ

ン
の

技
術

を
使

っ
て

視
覚

障
が

い
者

の
歩

行
補

助
具

を
開

発
し

て
自

由
に

外
出

で
き

る
よ

う
に

す
る

の
が

国
の

責
務

で

す
。

街
に

は
陸

橋
や

跨
線

橋
な

ど
の

段
差

が
あ

り
、

車
輪

付
き

の
重

量
の

あ
る

機
器

は
実

用
に

は
な

り
ま

せ
ん

か
ら

、
軽

量
コ

ン
パ

ク
ト

な
機

器
が

求
め

ら
れ

ま
す

。
3

0
0

0
万

円
程

度
の

賞
金

を
設

け
て

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
で

世
界

中
の

ベ
ン

チ
ャ

ー
や

企
業

に
実

用
可

能
な

開
発

を
求

め
て

、
採

用
し

た
も

の
を

補
装

具
に

す
る

と
一

挙
に

機
器

開
発

で
き

る
も

の
と

思
い

ま
す

。
盲

導
犬

は
通

勤
通

学
な

ど
同

じ
と

こ
ろ

へ
通

う
場

合
に

は
き

わ
め

て
有

効
で

す
が

、
あ

ん
ま

マ
ッ

サ
ー

ジ
な

ど
生

業
で

は
数

十
件

の
患

者
宅

を
犬

は
覚

え
ら

れ
ま

せ
ん

か
ら

ほ
と

ん
ど

使
い

物
に

な
り

ま
せ

ん
。

欧
米

式
の

訓
練

方
法

が
犬

を
座

右
に

お
く

よ
う

に
訓

練
し

て
い

ま
す

か
ら

、
我

が
国

の
よ

う
に

住
環

境
が

上
下

を
区

別
す

る
生

活
で

は
、

特
に

あ
ん

ま
マ

ッ
サ

ー
ジ

の
生

業
を

営
む

者
に

と
っ

て
は

適
合

し
ま

せ
ん

。
ま

た
我

が
国

の
タ

ク
シ

ー
に

は
盲

導
犬

を
リ

ア
の

床
に

乗
せ

る
た

め
、

後
の

客
が

犬
の

に
お

い
や

毛
を

嫌
う

の
で

運
転

者
が

乗
車

拒
否

し
た

り
、

飲
食

店
や

ホ
テ

ル
な

ど
も

避
け

る
こ

と
も

少
な

く
あ

り
ま

せ
ん

。
 

重
度

視
覚

障
が

い
者

ひ
と

り
ひ

と
り

に
パ

ソ
コ

ン
と

前
述

の
周

辺
機

器
や

ソ
フ

ト
を

支
給

し
て

盲
学

校
の

教
育

や
自

立
訓

練
に

徹
底

的
に

行
う

こ
と

で
、

ハ
ン

デ
ィ

キ
ャ

ッ
プ

の
克

服
と

広
く

社
会

参
加

に
よ

る
就

労
の

道
が

開
け

ま
す

。
ま

た
、

一
定

期
間

ヘ
ル

パ
ー

に
よ

る
通

勤
や

通
学

を
補

償
す

る
こ

と
と

、
自

動
車

に
よ

る
移

動
を

補
償

す
る

こ
と

に
よ

っ
て

外
出

権
が

補
償

さ
れ

ま
す

。
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第
1

3
回

福
祉

工
学

カ
フ

ェ
（

2
0

1
5

年
 

1
月

3
0

日
（

金
）

 

1
3

:3
0

 -
 

1
6

:5
0

 
）

な
ど

の
予

告
 

 

あ
け

ま
し

て
お

め
で

と
う

ご
ざ

い
ま

す
。

小
野

＠
国

立
障

害
者

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
セ

ン
タ

ー
で

す
。

以
下

の
計

画
を

企
画

中
で

す
。

詳
細

確
定

し
ま

し
た

ら
、

新
た

め
て

ご
案

内
し

ま
す

。
１

．
第

1
3

回
福

祉
工

学
カ

フ
ェ

（
少

額
障

害
関

連
）

2
0

1
5

年
 
1

月
3

0
日

（
金

）
 
1

3
:3

0
 -

 1
6

:5
0

 
 

会
場

 
N

E
D

O
分

室
 

参
加

無
料

２
．

第
1

4
回

福
祉

工
学

カ
フ

ェ
 

2
0

1
5

年
2

月
中

旬
か

ら
下

旬
で

調
整

中
 

 
会

場
 

未
定

 
詳

細
は

、
以

下
に

掲
示

し
ま

す
。

 

h
tt

p
:/

/
w

w
w

.r
e
h

a
b

.g
o
.jp

/
ri
/e

v
e
n

t/
a
t_

c
a
fe

2
0

1
0

/
s
c
h

e
d

u
le

.h
tm

l３
．

ニ
ー

ズ
＆

ア
イ

デ
ア

 
フ

ォ
ー

ラ
ム

 
2

0
1

5

年
 
3

月
7

日
（

土
）

1
0

:0
0

 
－

 
1

6
:0

0
（

時
間

は
予

定
）

 
 

会
場

 
T

O
C

有
明

 
参

加
無

料
 

※
厚

生
労

働
省

の
事

業
と

併

載
予

定
 

医
療

福
祉

系
、

デ
ザ

イ
ン

系
、

工
学

系
の

学
生

さ
ん

が
チ

ー
ム

を
作

り
、

ユ
ー

ザ
側

、
医

療
福

祉
従

事
者

な
ど

 
と

連
携

し
、

福
祉

を
テ

ー
マ

に
考

え
た

ア
イ

デ
ア

の
展

示
と

発
表

、
お

よ
び

喜
ば

れ
る

物
つ

く
り

に
つ

な
げ

る
 

た
め

、
ニ

ー
ズ

の
一

端
な

ど
に

つ
い

て
情

報
発

信
し

ま
す

。
 

福
祉

に
関

連
し

た
人

材
教

育
、

ユ
ー

ザ
側

と
モ

ノ
作

り
側

の
適

切
な

情
報

交
流

や
連

携
、

喜
ば

れ
る

モ
ノ

（
ハ

ー
ド

ウ
エ

ア
だ

け
で

な
く

ソ
フ

ト
ウ

エ
ア

）
の

ア
イ

デ
ア

、
効

率
的

な
研

究
、

開
発

、
普

及
の

促
進

に
 

つ
な

が
れ

ば
と

思
い

ま
す

。
以

上
、

本
年

も
よ

ろ
し

く
お

願
い

し
ま

す
。
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高
齢

者
・

障
害

者
の

交
通

な
ど

に
関

連
し

た
セ

ミ
ナ

ー
、

講
演

会
の

ご
案

内
 

小
野

＠
国

立
障

害
者

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
セ

ン
タ

ー
で

す
。

表
記

の
セ

ミ
ナ

ー
、

講
演

会
の

講
師

の
図

好
き

先
生

よ
り

ご
案

内
を

い
た

だ
き

ま
し

た
。

ご
関

心
あ

る
方

、
以

下
ご

覧
下

さ
い

。
ロ

ン
ド

ン
大

学
（

U
C

L
）

の
鈴

木
立

人
先

生
よ

り
、

ご
案

内
を

い
た

だ
き

ま
し

た
。

障
害

者
の

移
動

に
関

連
す

る
話

題
を

含
む

講
演

会
で

す
。

ご
関

心
あ

り
ま

し
た

ら
、

以
下

の
U

R
L
,添

付
フ

ァ
イ

ル
を

ご
覧

下
さ

い
。
 

１
．

超
高

齢
社

会
の

社
会

イ
ン

フ
ラ

と
交

通
に

関
す

る
国

際
セ

ミ
ナ

ー
 

h
tt

p
:/

/
w

w
w

.f
u

k
u

m
a
c
h

i.n
e
t/

2
0

1
4

/
1

2
/
1

1
4

-
1

.h
tm

l 

２
．

ロ
ン

ド
ン

大
学

発
 
高

齢
者

・
障

害
者

の
モ

ビ
リ

テ
ィ

、
ア

ク
セ

シ
ビ

リ
テ

ィ
研

究
 

h
tt

p
:/

/
w

w
w

.e
c
o
m

o
.o

r.
jp

/
b

a
rr

ie
rf

re
e
/
b
e
n

k
yo

/
2

0
1

5
0

1
1

5
.h

tm
l 

5
3

6
 

視
覚

障
害

者
用

 
利

用
者

 
重

度
視

覚
障

が
い

者

の
た

め
の

歩
行

補
助

具
 

 
盲

導
犬

は
、

厚
生

省
が

2
0

年
前

か
ら

2
0

0
0

頭
を

目
指

し
ま

し
た

が
、

1
0

0
0

頭
ど

ま
り

で
す

。
我

が
国

の
産

業
ロ

ボ
ッ

ト
・

G
P

S

ナ
ビ

ゲ
ー

シ
ョ

ン
の

技
術

を
使

っ
て

視
覚

障
が

い
者

の
歩

行
補

助
具

を
開

発
し

て
自

由
に

外
出

で
き

る
よ

う
に

す
る

の
が

国
の

責
務

で

す
。

街
に

は
陸

橋
や

跨
線

橋
な

ど
の

段
差

が
あ

り
、

車
輪

付
き

の
重

量
の

あ
る

機
器

は
実

用
に

は
な

り
ま

せ
ん

か
ら

、
軽

量
コ

ン
パ

ク
ト

な
機

器
が

求
め

ら
れ

ま
す

。
3

0
0

0
万

円
程

度
の

賞
金

を
設

け
て

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
で

世
界

中
の

ベ
ン

チ
ャ

ー
や

企
業

に
実

用
可

能
な

開
発

を
求

め
て

、
採

用
し

た
も

の
を

補
装

具
に

す
る

と
一

挙
に

機
器

開
発

で
き

る
も

の
と

思
い

ま
す

。
盲

導
犬

は
通

勤
通

学
な

ど
同

じ
と

こ
ろ

へ
通

う
場

合
に

は
き

わ
め

て
有

効
で

す
が

、
あ

ん
ま

マ
ッ

サ
ー

ジ
な

ど
生

業
で

は
数

十
件

の
患

者
宅

を
犬

は
覚

え
ら

れ
ま

せ
ん

か
ら

ほ
と

ん
ど

使
い

物
に

な
り

ま
せ

ん
。

欧
米

式
の

訓
練

方
法

が
犬

を
座

右
に

お
く

よ
う

に
訓

練
し

て
い

ま
す

か
ら

、
我

が
国

の
よ

う
に

住
環

境
が

上
下

を
区

別
す

る
生

活
で

は
、

特
に

あ
ん

ま
マ

ッ
サ

ー
ジ

の
生

業
を

営
む

者
に

と
っ

て
は

適
合

し
ま

せ
ん

。
ま

た
我

が
国

の
タ

ク
シ

ー
に

は
盲

導
犬

を
リ

ア
の

床
に

乗
せ

る
た

め
、

後
の

客
が

犬
の

に
お

い
や

毛
を

嫌
う

の
で

運
転

者
が

乗
車

拒
否

し
た

り
、

飲
食

店
や

ホ
テ

ル
な

ど
も

避
け

る
こ

と
も

少
な

く
あ

り
ま

せ
ん

。
 

重
度

視
覚

障
が

い
者

ひ
と

り
ひ

と
り

に
パ

ソ
コ

ン
と

前
述

の
周

辺
機

器
や

ソ
フ

ト
を

支
給

し
て

盲
学

校
の

教
育

や
自

立
訓

練
に

徹
底

的
に

行
う

こ
と

で
、

ハ
ン

デ
ィ

キ
ャ

ッ
プ

の
克

服
と

広
く

社
会

参
加

に
よ

る
就

労
の

道
が

開
け

ま
す

。
ま

た
、

一
定

期
間

ヘ
ル

パ
ー

に
よ

る
通

勤
や

通
学

を
補

償
す

る
こ

と
と

、
自

動
車

に
よ

る
移

動
を

補
償

す
る

こ
と

に
よ

っ
て

外
出

権
が

補
償

さ
れ

ま
す

。
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第
1

3
回

福
祉

工
学

カ
フ

ェ
（

2
0

1
5

年
 

1
月

3
0

日
（

金
）

 

1
3

:3
0

 -
 

1
6

:5
0

 
）

な
ど

の
予

告
 

 

あ
け

ま
し

て
お

め
で

と
う

ご
ざ

い
ま

す
。

小
野

＠
国

立
障

害
者

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
セ

ン
タ

ー
で

す
。

以
下

の
計

画
を

企
画

中
で

す
。

詳
細

確
定

し
ま

し
た

ら
、

新
た

め
て

ご
案

内
し

ま
す

。
１

．
第

1
3

回
福

祉
工

学
カ

フ
ェ

（
少

額
障

害
関

連
）

2
0

1
5

年
 
1

月
3

0
日

（
金

）
 
1

3
:3

0
 -

 1
6

:5
0

 
 

会
場

 
N

E
D

O
分

室
 

参
加

無
料

２
．

第
1

4
回

福
祉

工
学

カ
フ

ェ
 

2
0

1
5

年
2

月
中

旬
か

ら
下

旬
で

調
整

中
 

 
会

場
 

未
定

 
詳

細
は

、
以

下
に

掲
示

し
ま

す
。

 

h
tt

p
:/

/
w

w
w

.r
e
h

a
b

.g
o
.jp

/
ri
/e

v
e
n

t/
a
t_

c
a
fe

2
0

1
0

/
s
c
h

e
d

u
le

.h
tm

l３
．

ニ
ー

ズ
＆

ア
イ

デ
ア

 
フ

ォ
ー

ラ
ム

 
2

0
1

5

年
 
3

月
7

日
（

土
）

1
0

:0
0

 
－

 
1

6
:0

0
（

時
間

は
予

定
）

 
 

会
場

 
T

O
C

有
明

 
参

加
無

料
 

※
厚

生
労

働
省

の
事

業
と

併

載
予

定
 

医
療

福
祉

系
、

デ
ザ

イ
ン

系
、

工
学

系
の

学
生

さ
ん

が
チ

ー
ム

を
作

り
、

ユ
ー

ザ
側

、
医

療
福

祉
従

事
者

な
ど

 
と

連
携

し
、

福
祉

を
テ

ー
マ

に
考

え
た

ア
イ

デ
ア

の
展

示
と

発
表

、
お

よ
び

喜
ば

れ
る

物
つ

く
り

に
つ

な
げ

る
 

た
め

、
ニ

ー
ズ

の
一

端
な

ど
に

つ
い

て
情

報
発

信
し

ま
す

。
 

福
祉

に
関

連
し

た
人

材
教

育
、

ユ
ー

ザ
側

と
モ

ノ
作

り
側

の
適

切
な

情
報

交
流

や
連

携
、

喜
ば

れ
る

モ
ノ

（
ハ

ー
ド

ウ
エ

ア
だ

け
で

な
く

ソ
フ

ト
ウ

エ
ア

）
の

ア
イ

デ
ア

、
効

率
的

な
研

究
、

開
発

、
普

及
の

促
進

に
 

つ
な

が
れ

ば
と

思
い

ま
す

。
以

上
、

本
年

も
よ

ろ
し

く
お

願
い

し
ま

す
。
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ユ
ニ

バ
ー

サ
ル

な
ラ

イ
フ

ス
タ

イ
ル
「

 
U

ス
タ

イ
ル

 
２

０
１

５
 

」
 

札
幌

市
社

会
福

祉
協

議
会

よ
り

ご
連

絡
い

た
だ

き
ま

し
た

の
で

、
ご

紹
介

し
ま

す
。

〆
切

ま
じ

か
で

す
み

ま
せ

ん
。

ご
参

考
ま

で
。

 

１
．

趣
 

旨
 

 
 

 

本
実

行
委

員
会

委
員

が
自

ら
の

活
動

（
障

が
い

者
を

含
む

市
民

の
社

会
参

加
・

生
き

が
い

・
ま

ち
づ

く
り

・
地

域
活

性
・

貧
困

問
題

等
）

の
枠

を
超

え
て

、
さ

っ
ぽ

ろ
全

体
を

繋
げ

る
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

形
成

し
、

全
体

最
適

の
ま

ち
づ

く
り

を
め

ざ
し

て
、

課
題

抽
出

か
ら

ハ
ー

ド
、

ソ
フ

ト
、

そ
し

て
ハ

ー
ト

の
総

合
的

な
提

案
を

し
、

自
ら

実
行

し
て

い
く

市
民

を
創

出
し

実
践

し
て

い
き

ま
す

。
障

が
い

が
あ

っ
て

も
な

く
て

も
、

社
会

的
ハ

ン
デ

ィ
を

背
負

っ
た

人
も

、
笑

顔
と

笑
い

声
が

拡
が

る
キ

ラ
キ

ラ
輝

く
ま

ち
づ

く
り

を
市

民
の

皆
さ

ん
と

共

有
・

協
働

す
る

た
め

に
本

シ
ン

ポ
ジ

ュ
ウ

ム
を

開
催

し
ま

す
 

２
．

主
 

催
ユ

ニ
バ

ー
サ

ル
シ

テ
ィ

・
さ

っ
ぽ

ろ
実

行
委

員
会

 

３
．

共
 

催
北

海
道

社
会

福
祉

協
議

会
 

北
海

道
調

査
研

究
・

情
報

セ
ン

タ
ー

 

４
．

後
 

援
（

予
定

）
札

幌
市

社
会

福
祉

協
議

会
／

札
幌

青
年

会
議

所
サ

ッ
ポ

ロ
ス

マ
イ

ル
ア

ワ
ー

ド
／

三
角

山
放

送
局

／
札

幌
も

の
づ

く
り

オ
フ

ィ
ス

＆
カ

フ
ェ

S
H

A
R

E
／

札
幌

障
害

者
活

動
支

援
セ

ン
タ

ー
 
ラ

イ
フ

／
m

v
p

 c
re

a
ti
v
e
 j
a
p

a
n

／
障

害
者

自
立

生
活

セ

ン
タ

ー
IL

-
is

m
／

T
e
a
m

 P
a
ra

m
o
u

n
t 

 
A

d
v
e
n

tu
re

／
あ

・
り

ー
さ

だ
 

５
．

協
 

力
（

予
定

）
彩

メ
イ

ク
ケ

ア
協

会
／

ス
タ

イ
リ

ス
ト

事
務

所
S

P
U

T
N

IK
／

北
翔

大
学

／
出

張
理

美
容

サ
ー

ビ
ス

V
E

S
S

 

D
J
 T

A
M

A
 a

.k
.a

. 
S

P
C

 F
IN

E
S

T
／

て
く

て
く

の
会

／
T

a
k
a
h

a
s
h

i 
D

e
s
ig

n
／

 

道
都

大
学

ア
ダ

プ
テ

ッ
ド

ス
ポ

ー
ツ

部
 

 

６
．

と
 

き
平

成
2

７
年

１
月

２
５

日
（

日
）

 
 

１
３

：
２

０
～

１
５

：
１

５
 

７
．

と
こ

ろ
札

幌
市

／
道

民
活

動
セ

ン
タ

ー
 

か
で

る
２

．
７

 
１

階
 

大
ホ

ー
ル

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
（

住
所

 
札

幌
市

中
央

区
北

2
条

西
7

丁
目

 
℡

 
0

1
1

－
2

0
4

－
5

1
0

0
）

 
 

 

８
．

参
加

対
象

 
 

 
障

が
い

者
を

含
め

た
市

民
の

社
会

参
加

・
生

き
が

い
・

ま
ち

づ
く

り
・

地
域

活
性

・
貧

困
問

題
等

に
興

味
関

心
の

あ
る

方
（

事
前

申
し

込
み

必
要

）
 

９
．

定
 

員
 

１
０

０
名

程
度

 

1
０

．
参

加
費

 
無

 
料
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5
4

8
 

 
 

 
 

病
院

、
介

護
施

設
で

の
活

用
が

期
待

さ
れ

る
製

品
・

サ
ー

ビ
ス

の
展

示
会

 

大
阪

市
で

は
、

2
0

1
3

年
度

よ
り

「
大

阪
ト

ッ
プ

ラ
ン

ナ
ー

育
成

事
業

」
を

ス
タ

ー
ト

さ
せ

、
ラ

イ
フ

・
グ

リ
ー

ン
分

野
で

3
3

件
の

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

を
認

定
し

ま
し

た
。

今
回

、
こ

の
認

定
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

う
ち

、
健

康
・

医
療

・
介

護
分

野
で

の
活

用
が

期
待

さ
れ

る
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
が

広
く

パ
ー

ト
ナ

ー
を

求
め

て
出

展
す

る
展

示
商

談
会

を
開

催
し

ま
す

。
【

参
加

無
料

】
大

阪
ト

ッ
プ

ラ
ン

ナ
ー

ズ
大

商
談

会
～

健
康

・
医

療
・

介
護

分
野

の
商

品
・

サ
ー

ビ
ス

が
一

堂
に

！
日

時
：

2
0

1
5

年
3

月
2

5
日

(水
) 
1

0
:0

0
-
1

7
:3

0
 
場

所
：

大
阪

産
業

創
造

館
 

3
F

マ
ー

ケ
ッ

ト
プ

ラ
ザ

 
 

 
 

ア
ク

セ
ス

→
h

tt
p

:/
/
w

w
w

.s
a
n

s
o
k
a
n

.jp
/
m

a
p

/
主

催
：

大
阪

市
、

公
益

財
団

法

人
大

阪
市

都
市

型
産

業
振

興
セ

ン
タ

ー
詳

細
・

申
込

は
下

記
か

ら
h

tt
p

:/
/
w

w
w

.s
a
n

s
o
k
a
n

.jp
/
e
v
e
/
1

8
7

1
6

 

5
5

9
 

肢
体

障
害

者
用

 
福

祉
専

門
職

 
車

い
す

用
杖

入
れ

 
車

い
す

用
の

杖
入

れ
は

、
メ

ー
カ

ー
に

よ
っ

て
は

あ
り

ま
す

が
、

 

す
べ

て
の

車
い

す
に

適
用

す
る

わ
け

で
は

な
く

、
特

に
電

動
車

い
す

を
ご

利
用

の
方

で
、

 

４
点

杖
も

併
用

し
て

い
る

方
が

、
外

出
の

際
に

杖
を

一
緒

に
持

っ
て

い
け

る
と

助
か

る
と

の
こ

と
で

し
た

が
、

電
動

車
い

す
に

取
り

付
け

が
で

き
る

４
点

杖
入

れ
、

杖
入

れ
は

見
つ

け
ら

れ
な

か
っ

た
の

で
、

 

な
ん

と
か

車
い

す
お

よ
び

歩
行

器
で

し
っ

か
り

と
杖

が
固

定
で

き
る

付
属

品
、

も
し

く
は

車
い

す
そ

の
も

の
に

杖
入

れ
が

あ
る

よ
う

な
も

の
が

あ
る

と
良

い
と

感
じ

ま
し

た
。

 

5
6

0
 

 
 

 
 

第
1

4
回

福
祉

工
学

カ
フ

ェ
「

実
用

化
を

目
指

し
た

福
祉

機
器

の
研

究
開

発
の

進
め

方
」
 
2

月
2

3
日

(月
)

の
ご

案
内

 

表
記

、
お

知
ら

せ
し

ま
す

。
 

第
1

4
回

福
祉

工
学

カ
フ

ェ
 

テ
ー

マ
：

 
実

用
化

を
目

指
し

た
福

祉
機

器
の

研
究

開
発

の
進

め
方

 

共
催

：
 
国

立
障

害
者

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
セ

ン
タ

ー
研

究
所

 

 
 

 
（

独
）

新
エ

ネ
ル

ギ
ー

・
産

業
技

術
総

合
開

発
機

構
（

N
E

D
O

）
 

＜
日

時
＞

 

2
0

1
5

年
 
2

月
2

3
日

（
月

）
 
1

3
:0

0
 -

 1
7

:0
0

 
（

1
2

：
3

0
開

場
）

 

＜
場

所
＞

 

会
場

が
い

つ
も

と
異

な
り

ま
す

。
ご

注
意

く
だ

さ
い

。
 

東
京

国
際

フ
ォ

ー
ラ

ム
G

7
0

1
会

議
室

 
（

千
代

田
区

丸
の

内
3

-
5

-
1

）
 

【
情

報
保

障
に

つ
い

て
】

 

・
可

能
な

限
り

対
応

い
た

し
ま

す
の

で
，

ご
希

望
の

場
合

は
お

早
め

に
ご

連
絡

く
だ

さ
い

．
 

・
パ

ソ
コ

ン
要

約
筆

記
を

実
施

予
定

で
す

．
 
 

200

28-117914_報告書.indd   200 2016/04/07   11:55:01



  

201 

5
3

9
 

 
 

 
 

ユ
ニ

バ
ー

サ
ル

な
ラ

イ
フ

ス
タ

イ
ル
「

 
U

ス
タ

イ
ル

 
２

０
１

５
 

」
 

札
幌

市
社

会
福

祉
協

議
会

よ
り

ご
連

絡
い

た
だ

き
ま

し
た

の
で

、
ご

紹
介

し
ま

す
。

〆
切

ま
じ

か
で

す
み

ま
せ

ん
。

ご
参

考
ま

で
。

 

１
．

趣
 

旨
 

 
 

 

本
実

行
委

員
会

委
員

が
自

ら
の

活
動

（
障

が
い

者
を

含
む

市
民

の
社

会
参

加
・

生
き

が
い

・
ま

ち
づ

く
り

・
地

域
活

性
・

貧
困

問
題

等
）

の
枠

を
超

え
て

、
さ

っ
ぽ

ろ
全

体
を

繋
げ

る
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

形
成

し
、

全
体

最
適

の
ま

ち
づ

く
り

を
め

ざ
し

て
、

課
題

抽
出

か
ら

ハ
ー

ド
、

ソ
フ

ト
、

そ
し

て
ハ

ー
ト

の
総

合
的

な
提

案
を

し
、

自
ら

実
行

し
て

い
く

市
民

を
創

出
し

実
践

し
て

い
き

ま
す

。
障

が
い

が
あ

っ
て

も
な

く
て

も
、

社
会

的
ハ

ン
デ

ィ
を

背
負

っ
た

人
も

、
笑

顔
と

笑
い

声
が

拡
が

る
キ

ラ
キ

ラ
輝

く
ま

ち
づ

く
り

を
市

民
の

皆
さ

ん
と

共

有
・

協
働

す
る

た
め

に
本

シ
ン

ポ
ジ

ュ
ウ

ム
を

開
催

し
ま

す
 

２
．

主
 

催
ユ

ニ
バ

ー
サ

ル
シ

テ
ィ

・
さ

っ
ぽ

ろ
実

行
委

員
会

 

３
．

共
 

催
北

海
道

社
会

福
祉

協
議

会
 

北
海

道
調

査
研

究
・

情
報

セ
ン

タ
ー

 

４
．

後
 

援
（

予
定

）
札

幌
市

社
会

福
祉

協
議

会
／

札
幌

青
年

会
議

所
サ

ッ
ポ

ロ
ス

マ
イ

ル
ア

ワ
ー

ド
／

三
角

山
放

送
局

／
札

幌
も

の
づ

く
り

オ
フ

ィ
ス

＆
カ

フ
ェ

S
H

A
R

E
／

札
幌

障
害

者
活

動
支

援
セ

ン
タ

ー
 
ラ

イ
フ

／
m

v
p

 c
re

a
ti
v
e
 j
a
p

a
n

／
障

害
者

自
立

生
活

セ

ン
タ

ー
IL

-
is

m
／

T
e
a
m

 P
a
ra

m
o
u

n
t 

 
A

d
v
e
n

tu
re

／
あ

・
り

ー
さ

だ
 

５
．

協
 

力
（

予
定

）
彩

メ
イ

ク
ケ

ア
協

会
／

ス
タ

イ
リ

ス
ト

事
務

所
S

P
U

T
N

IK
／

北
翔

大
学

／
出

張
理

美
容

サ
ー

ビ
ス

V
E

S
S

 

D
J
 T

A
M

A
 a

.k
.a

. 
S

P
C

 F
IN

E
S

T
／

て
く

て
く

の
会

／
T

a
k
a
h

a
s
h

i 
D

e
s
ig

n
／

 

道
都

大
学

ア
ダ

プ
テ

ッ
ド

ス
ポ

ー
ツ

部
 

 

６
．

と
 

き
平

成
2

７
年

１
月

２
５

日
（

日
）

 
 

１
３

：
２

０
～

１
５

：
１

５
 

７
．

と
こ

ろ
札

幌
市

／
道

民
活

動
セ

ン
タ

ー
 

か
で

る
２

．
７

 
１

階
 

大
ホ

ー
ル

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
（

住
所

 
札

幌
市

中
央

区
北

2
条

西
7

丁
目

 
℡

 
0

1
1

－
2

0
4

－
5

1
0

0
）

 
 

 

８
．

参
加

対
象

 
 

 
障

が
い

者
を

含
め

た
市

民
の

社
会

参
加

・
生

き
が

い
・

ま
ち

づ
く

り
・

地
域

活
性

・
貧

困
問

題
等

に
興

味
関

心
の

あ
る

方
（

事
前

申
し

込
み

必
要

）
 

９
．

定
 

員
 

１
０

０
名

程
度

 

1
０

．
参

加
費

 
無

 
料
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病
院

、
介

護
施

設
で

の
活

用
が

期
待

さ
れ

る
製

品
・

サ
ー

ビ
ス

の
展

示
会

 

大
阪

市
で

は
、

2
0

1
3

年
度

よ
り

「
大

阪
ト

ッ
プ

ラ
ン

ナ
ー

育
成

事
業

」
を

ス
タ

ー
ト

さ
せ

、
ラ

イ
フ

・
グ

リ
ー

ン
分

野
で

3
3

件
の

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

を
認

定
し

ま
し

た
。

今
回

、
こ

の
認

定
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

う
ち

、
健

康
・

医
療

・
介

護
分

野
で

の
活

用
が

期
待

さ
れ

る
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
が

広
く

パ
ー

ト
ナ

ー
を

求
め

て
出

展
す

る
展

示
商

談
会

を
開

催
し

ま
す

。
【

参
加

無
料

】
大

阪
ト

ッ
プ

ラ
ン

ナ
ー

ズ
大

商
談

会
～

健
康

・
医

療
・

介
護

分
野

の
商

品
・

サ
ー

ビ
ス

が
一

堂
に

！
日

時
：

2
0

1
5

年
3

月
2

5
日

(水
) 
1

0
:0

0
-
1

7
:3

0
 
場

所
：

大
阪

産
業

創
造

館
 

3
F

マ
ー

ケ
ッ

ト
プ

ラ
ザ

 
 

 
 

ア
ク

セ
ス

→
h

tt
p

:/
/
w

w
w

.s
a
n

s
o
k
a
n

.jp
/
m

a
p

/
主

催
：

大
阪

市
、

公
益

財
団

法

人
大

阪
市

都
市

型
産

業
振

興
セ

ン
タ

ー
詳

細
・

申
込

は
下

記
か

ら
h

tt
p

:/
/
w

w
w

.s
a
n

s
o
k
a
n

.jp
/
e
v
e
/
1

8
7

1
6

 

5
5

9
 

肢
体

障
害

者
用

 
福

祉
専

門
職

 
車

い
す

用
杖

入
れ

 
車

い
す

用
の

杖
入

れ
は

、
メ

ー
カ

ー
に

よ
っ

て
は

あ
り

ま
す

が
、

 

す
べ

て
の

車
い

す
に

適
用

す
る

わ
け

で
は

な
く

、
特

に
電

動
車

い
す

を
ご

利
用

の
方

で
、

 

４
点

杖
も

併
用

し
て

い
る

方
が

、
外

出
の

際
に

杖
を

一
緒

に
持

っ
て

い
け

る
と

助
か

る
と

の
こ

と
で

し
た

が
、

電
動

車
い

す
に

取
り

付
け

が
で

き
る

４
点

杖
入

れ
、

杖
入

れ
は

見
つ

け
ら

れ
な

か
っ

た
の

で
、

 

な
ん

と
か

車
い

す
お

よ
び

歩
行

器
で

し
っ

か
り

と
杖

が
固

定
で

き
る

付
属

品
、

も
し

く
は

車
い

す
そ

の
も

の
に

杖
入

れ
が

あ
る

よ
う

な
も

の
が

あ
る

と
良

い
と

感
じ

ま
し

た
。

 

5
6

0
 

 
 

 
 

第
1

4
回

福
祉

工
学

カ
フ

ェ
「

実
用

化
を

目
指

し
た

福
祉

機
器

の
研

究
開

発
の

進
め

方
」
 
2

月
2

3
日

(月
)

の
ご

案
内

 

表
記

、
お

知
ら

せ
し

ま
す

。
 

第
1

4
回

福
祉

工
学

カ
フ

ェ
 

テ
ー

マ
：

 
実

用
化

を
目

指
し

た
福

祉
機

器
の

研
究

開
発

の
進

め
方

 

共
催

：
 
国

立
障

害
者

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
セ

ン
タ

ー
研

究
所

 

 
 

 
（

独
）

新
エ

ネ
ル

ギ
ー

・
産

業
技

術
総

合
開

発
機

構
（

N
E

D
O

）
 

＜
日

時
＞

 

2
0

1
5

年
 
2

月
2

3
日

（
月

）
 
1

3
:0

0
 -

 1
7

:0
0

 
（

1
2

：
3

0
開

場
）

 

＜
場

所
＞

 

会
場

が
い

つ
も

と
異

な
り

ま
す

。
ご

注
意

く
だ

さ
い

。
 

東
京

国
際

フ
ォ

ー
ラ

ム
G

7
0

1
会

議
室

 
（

千
代

田
区

丸
の

内
3

-
5

-
1

）
 

【
情

報
保

障
に

つ
い

て
】

 

・
可

能
な

限
り

対
応

い
た

し
ま

す
の

で
，

ご
希

望
の

場
合

は
お

早
め

に
ご

連
絡

く
だ

さ
い

．
 

・
パ

ソ
コ

ン
要

約
筆

記
を

実
施

予
定

で
す

．
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5
6

1
 

 
 

 
 

ニ
ー

ズ
＆

ア
イ

デ
ア

フ
ォ

－
ラ

ム
（

N
IF

）

3
月

7
日

(土
)の

ご

案
内

 

今
回

、
初

め
て

の
試

み
で

す
。

今
後

、
や

り
方

の
工

夫
や

内
容

の
幅

を
広

げ
る

た
め

、
支

援
機

器
に

つ
い

て
、

ご
関

心
あ

る
方

々
（

ユ
ー

ザ
側

、
教

育
関

係
者

、
開

発
側

な
ど

）
と

協
力

し
、

進
め

て
い

き
た

い
と

思
い

ま
す

。
ご

関
心

と
お

時
間

あ
り

ま
し

た
ら

ご
参

加
く

だ
さ

い
。

ア
イ

デ
ア

の
展

示
と

そ
の

口
頭

発
表

・
関

連
の

講
演

が
あ

り
ま

す
。

W
E

B
は

、
随

時
更

新
し

ま
す

が
、

と
り

あ
え

ず
の

内
容

、
ゲ

ス
ト

の
プ

ロ
フ

ィ
ー

ル
は

、
h

tt
p

:/
/
w

w
w

.r
e
h

a
b

.g
o
.jp

/
ri
/
e
v
e
n

t/
N

IF
2

0
1

5
/
to

p
.h

tm
lニ

ー
ズ

＆
ア

イ
デ

ア
 
フ

ォ
ー

ラ
ム

（
N

IF
 
）

 
 
本

当
に

必
要

な
も

の
っ

て
？

 
医

療
福

祉
系

、
デ

ザ
イ

ン
系

、
工

学
系

の
学

生
さ

ん
の

混
合

チ
ー

ム
が

、
福

祉
を

テ
ー

マ
に

ユ
ー

ザ
側

や
医

療
福

祉
専

門
職

等
の

ア
ド

バ
イ

ス
を

得
な

が
ら

考
え

た
ア

イ
デ

ア
の

発
表

と
利

用
者

の
ニ

ー
ズ

の
一

端
を

多
く

の
方

々

に
知

っ
て

い
た

だ
き

、
本

分
野

の
情

報
共

有
の

促
進

や
人

材
育

成
、

支
援

機
器

開
発

の
促

進
を

図
る

こ
と

を
目

的
と

し
て

い
ま

す
。

日
時

 

2
0

1
5

年
3

月
7

日
（

土
）

1
0

:0
0

~1
6

:1
5

 
場

所
 

T
O

C
有

明
コ

ン
ベ

ン
シ

ョ
ン

ホ
ー

ル
（

4
F
）

W
-
1

，
2

ホ
ー

ル
 
 

 

h
tt

p
:/

/
w

w
w

.t
o
c
-
a
ri
a
k
e
.jp

/
a
c
c
e
s
s
.h

tm
l主

催
 

ニ
ー

ズ
＆

ア
イ

デ
ア

 
フ

ォ
ー

ラ
ム

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

チ
ー

ム
  

※
本

フ
ォ

ー

ラ
ム

は
、

平
成

2
6

年
度

厚
生

労
働

科
学

研
究

委
託

費
（

障
害

者
対

策
総

合
研

究
開

発
事

業
）

 
 

「
支

援
機

器
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

創
出

の
た

め
の

情
報

基
盤

構
築

に
関

す
る

研
究

」
の

一
環

で
行

い
ま

す
 
参

加
費

無
料

情
報

保
障

 
手

話
通

訳
（

対
応

時
間

1
0

:0
0

～
1

2
:0

0

頃
、

1
3

:0
0

～
1

6
:1

5
、

各
２

名
）

 
 

 
 

 
パ

ソ
コ

ン
要

約
筆

記
（

1
3

:0
0

～
1

6
:1

5
）

 
連

絡
・

問
合

せ
先

 
N

IF
@

re
h

a
b

.g
o
.jp

 

0
4

-
2

9
9

5
-
3

1
0

0
(7

2
8

0
) 

担
当

 
小

野
 
栄

一
 

※
午

後
の

部
は

、
席

に
限

り
が

あ
る

た
め

、
席

の
準

備
（

情
報

保
障

や
車

い
す

利
用

者
）

の
都

合
上

、
 

 
な

る
べ

く
事

前
登

録
を

お
願

い
し

ま
す

。
席

が
不

足
の

場
合

、
ご

容
赦

く
だ

さ
い

。
 

5
6

2
 

肢
体

障
害

者
用

 

視
覚

障
害

者
用

 

聴
覚

障
害

者
用

 

言
語

障
害

者
用

 

盲
ろ

う
者

用
 
障

害
者

ス
ポ

ー
ツ

用
 
そ

の
他

(ご

家
族

) 

開
発

メ
ー

カ
 

リ
コ

ジ
ェ

®
 

製
品

の
安

全
に

係
る

情
報

の
チ

ェ
ッ

ク
を

ス
マ

ホ
を

使
っ

て
行

う
シ

ス
テ

ム
を

開
発

し
、

グ
ー

グ
ル

プ
レ

イ
ス

ト
ア

に
ア

プ
リ

名
「

リ
コ

ジ
ェ

」
と

し
て

昨
年

１
２

月
か

ら
公

開
し

て
い

ま
す

。
ア

プ
リ

の
説

明
は

グ
ー

グ
ル

プ
レ

イ
で

ア
プ

リ
を

検
索

し
て

い
た

だ
け

る
と

わ
か

り
ま

す
。

個
人

の
ス

マ
ホ

に
自

分
の

持
ち

物
情

報
を

入
力

し
て

お
き

ま
す

。
個

人
情

報
は

ス
マ

ホ
内

に
格

納
さ

れ
る

だ
け

で
す

。
サ

ー
バ

に
は

製
品

の
安

全
に

係
る

情
報

（
リ

コ
ー

ル
情

報
）

を
登

録
し

ま
す

。
ス

マ
ホ

の
利

用
者

は
定

期
的

に
ア

プ
リ

を
起

動
し

、
サ

ー
バ

か
ら

リ
コ

ー
ル

情
報

を
ス

マ
ホ

に
取

り
込

み
ま

す
。

ス
マ

ホ
の

ア
プ

リ
は

、
あ

ら
か

じ
め

登
録

し
た

自
分

の
持

ち
物

情
報

と
、

サ
ー

バ
か

ら
と

り
こ

ん
だ

リ
コ

ー
ル

情
報

と
を

、
照

合
し

ま
す

。
合

致
す

る
も

の
が

あ
れ

ば
、

そ
れ

は
自

分
が

リ
コ

ー
ル

製
品

を
所

持
し

て
い

る
こ

と
に

な
り

、
ア

ラ
ー

ム
な

ど
に

よ
り

知
ら

せ
ま

す
。

サ
ー

バ
に

は
リ

コ
ー

ル
情

報
を

バ
ー

コ
ー

ド
情

報
と

し
て

取
り

込
む

必
要

が
あ

り
ま

す
。

福
祉

機
器

に
関

す
る

リ
コ

ー
ル

情
報

を
サ

ー
バ

に
格

納
し

、
利

用
者

の
方

々
が

ア
プ

リ
を

利
用

さ
れ

、
使

用
し

て
い

る
福

祉
機

器
の

情
報

を
自

分
の

ス
マ

ホ
に

登
録

し
て

お
け

ば
、

リ
コ

ー
ル

情
報

が
あ

れ
ば

知
る

こ
と

が
で

き
ま

す
。

福
祉

機
器

の
リ

コ
ー

ル
情

報
の

周
知

の
手

段
の

一
つ

と
し

て
使

え
な

い
で

し
ょ

う
か

？
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高
齢

者
用

 
福

祉
専

門
職

 
ベ

ッ
ト

や
車

イ
ス

 
ベ

ッ
ト

で
体

を
自

分
で

動
か

せ
な

い
方

の
ギ

ャ
ジ

ア
ッ

プ
の

時
に

、
皮

膚
が

突
っ

張
っ

た
ま

ま
で

褥
瘡

の
原

因
や

受
け

身
で

起
こ

さ
れ

背

骨
な

ど
や

お
腹

が
痛

く
な

り
ま

す
。

足
も

突
っ

張
り

尖
足

が
進

む
様

な
感

じ
で

、
何

と
か

ベ
ッ

ト
本

体
の

背
抜

き
機

能
や

臀
部

か
ら

足
に

か
け

て
の

圧
を

抜
く

、
ロ

ー
ラ

ー
機

能
が

で
き

た
ら

と
思

い
ま

す
。

自
分

が
動

け
な

く
体

験
を

し
た

か
ら

こ
そ

、
あ

っ
た

ら
と

思
い

ま
し

た
。

と
て

も
、

苦
し

く
て

辛
い

体
験

で
し

た
。

そ
し

て
、

車
イ

ス
を

押
し

て
頂

く
方

が
ど

ん
な

背
の

高
さ

で
も

操
作

し
や

す
く

、
上

が
り

か
ま

ち
を

上
が

り
や

す
い

様
に

、
ハ

ン
ド

ル
部

分
の

高
さ

調
整

が
出

来
た

ら
テ

ィ
ッ

ピ
ン

グ
バ

ー
を

踏
ん

だ
り

し
た

時
も

、
楽

だ
と

思
い

ま
す

。
ど

う
か

、
そ

ん
な

製
品

が
出

来
る

事
を

願
い

ま
す

。
機

能
が

付
く

か
ら

、
誰

も
が

知
り

よ
り

良
い

状
態

が
訪

れ
ま

す
様

に
、

宜
し

く
お

願
い

致
し

ま
す

。
 

5
6

5
 

肢
体

障
害

者
用

 

そ
の

他
(高

齢

者
) 

福
祉

専
門

職
 

浴
室

浴
槽

に
つ

い
て

最
近

、
浴

槽
の

デ
ザ

イ
ン

に
つ

い
て

多
種

多
様

な
も

の
が

販
売

さ
れ

て
い

ま
す

。
し

か
し

自
身

が
高

齢
化

し
た

時
の

使
い

勝
手

に
は

非
常

に
不

便
さ

を
感

じ
て

い
ま

す
。

特
に

浴
槽

縁
デ

ザ
イ

ン
や

そ
の

形
状

、
深

さ
や

出
入

り
の

し
や

す
さ

等
に

は
高

齢
者

向
き

で
は

な
い

も
の

ば
か

り
で

す
。

浴
槽

メ
ー

カ
ー

さ
ん

に
は

若
年

層
向

け
の

斬
新

さ
ば

か
り

で
は

な
く

、
浴

槽
も

一
つ

の
福

祉
用

具
と

な
り

得
る

こ
と

や
ノ

ー
マ

ラ
イ

ゼ
ー

シ
ョ

ン
へ

の
理

解
と

実
践

を
強

く
望

む
ば

か
り

で
す

。
 

5
6

7
 

そ
の

他
( 

障
害

者
) 

利
用

者
の

家
族

 
洗

浄
用

穴
付

き
ス

ト

ー
マ

袋
 

は
じ

め
ま

し
て

私
は

洗
浄

用
穴

付
き

ス
ト

ー
マ

袋
の

特
許

を
取

得
し

起
業

し
た

安
部

と
申

し
ま

す
。

特
許

庁
の

公
開

番
号

は
、

特
開

２
０

１
１

－
２

３
５

０
４

６
ス

ト
ー

マ
は

人
工

肛
門

で
今

は
袋

に
溜

ま
っ

た
便

は
人

の
手

で
押

し
出

し
て

い
ま

す
。

こ
の

洗
浄

用
穴

付
き

ス
ト

ー
マ

袋
は

専
用

の
水

ポ
ン

プ
で

、
水

圧
で

便
を

押
し

出
し

ま
す

家
で

は
簡

易
シ

ャ
ワ

ー
ト

イ
レ

を
使

い
、

ホ
ー

ス
を

取
り

出
し

洗
浄

で
き

る
よ

う
に

し
ま

す
簡

易
シ

ャ
ワ

ー
ト

イ
レ

の
情

報
h

tt
p

:/
/
it
e
m

.r
a
k
u

te
n

.c
o
.jp

/
c
o
m

-
s
h

o
t/

2
0

1
1

0
3

2
1

-a
b

5
0

0
0

/
こ

の
商

品
化

に
協

力
し

て
い

た
だ

け
る

製
造

会
社

ま
た

は
企

業
を

探
し

て
い

ま
す

 

5
6

8
 

そ
の

他
 

そ
の

他
 

お
年

寄
り

に
”

あ
つ

あ
つ

”
の

お
食

事
を

提
供

し
た

い
方

へ
 

病
院

、
介

護
施

設
の

方
々

に
お

知
ら

せ
し

ま
す

。
食

事
提

供
で

お
困

り
で

は
あ

り
ま

せ
ん

か
？

朝
早

く
出

勤
し

、
当

日
調

理
し

て
い

る
が

、

メ
ニ

ュ
ー

も
多

く
、

人
手

が
足

り
な

く
て

大
変

。
一

生
懸

命
作

っ
て

も
、

提
供

ま
で

に
時

間
が

か
か

り
､
食

事
が

冷
め

て
お

い
し

く
な

い
。

そ
ん

な
施

設
の

方
々

に
こ

ん
な

機
械

は
ど

う
で

し
ょ

う
か

？
前

日
か

ら
、

チ
ル

ド
で

保
存

さ
れ

た
食

材
を

食
器

に
盛

り
つ

け
て

機
械

に
セ

ッ
ト

し
て

お
け

ば
、

予
約

セ
ッ

ト
さ

れ
た

時
間

に
な

る
と

自
動

で
“

あ
つ

あ
つ

”
に

再
加

熱
し

て
く

れ
る

。
あ

と
は

食
器

を
機

械
か

ら
取

り
出

し
、

ト
レ

ー
に

置
い

て
提

供
す

る
だ

け
。

温
か

い
お

食
事

を
口

に
す

れ
ば

、
お

年
寄

り
も

思
わ

ず
微

笑
ん

で
く

れ
ま

す
。

そ
ん

な
冷

蔵
機

能
付

再
加

熱
調

理
機

ど
う

で
し

ょ
う

か
？

従
来

の
再

加
熱

カ
ー

ト
に

加
え

、
介

護
施

設
向

け
の

製
品

も
も

う
す

ぐ
発

売
予

定
で

す
。

そ
ん

な
ニ

ー
ズ

は
、

あ
り

ま
せ

ん
か

？
ご

興
味

の
あ

る
方

は
、

弊
社

の
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
h

tt
p

:/
/w

w
w

.a
ih

o
.c

o
.jp

/
を

ぜ
ひ

一
度

ご
覧

頂
き

、
ご

意
見

頂
け

れ
ば

と
思

い
ま

す
。
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ニ
ー

ズ
＆

ア
イ

デ
ア

フ
ォ

－
ラ

ム
（

N
IF

）

3
月

7
日

(土
)の

ご

案
内

 

今
回

、
初

め
て

の
試

み
で

す
。

今
後

、
や

り
方

の
工

夫
や

内
容

の
幅

を
広

げ
る

た
め

、
支

援
機

器
に

つ
い

て
、

ご
関

心
あ

る
方

々
（

ユ
ー

ザ
側

、
教

育
関

係
者

、
開

発
側

な
ど

）
と

協
力

し
、

進
め

て
い

き
た

い
と

思
い

ま
す

。
ご

関
心

と
お

時
間

あ
り

ま
し

た
ら

ご
参

加
く

だ
さ

い
。

ア
イ

デ
ア

の
展

示
と

そ
の

口
頭

発
表

・
関

連
の

講
演

が
あ

り
ま

す
。

W
E

B
は

、
随

時
更

新
し

ま
す

が
、

と
り

あ
え

ず
の

内
容

、
ゲ

ス
ト

の
プ

ロ
フ

ィ
ー

ル
は

、
h

tt
p

:/
/
w

w
w

.r
e
h

a
b

.g
o
.jp

/
ri
/
e
v
e
n

t/
N

IF
2

0
1

5
/
to

p
.h

tm
lニ

ー
ズ

＆
ア

イ
デ

ア
 
フ

ォ
ー

ラ
ム

（
N

IF
 
）

 
 
本

当
に

必
要

な
も

の
っ

て
？

 
医

療
福

祉
系

、
デ

ザ
イ

ン
系

、
工

学
系

の
学

生
さ

ん
の

混
合

チ
ー

ム
が

、
福

祉
を

テ
ー

マ
に

ユ
ー

ザ
側

や
医

療
福

祉
専

門
職

等
の

ア
ド

バ
イ

ス
を

得
な

が
ら

考
え

た
ア

イ
デ

ア
の

発
表

と
利

用
者

の
ニ

ー
ズ

の
一

端
を

多
く

の
方

々

に
知

っ
て

い
た

だ
き

、
本

分
野

の
情

報
共

有
の

促
進

や
人

材
育

成
、

支
援

機
器

開
発

の
促

進
を

図
る

こ
と

を
目

的
と

し
て

い
ま

す
。

日
時

 

2
0

1
5

年
3

月
7

日
（

土
）

1
0

:0
0

~1
6

:1
5

 
場

所
 

T
O

C
有

明
コ

ン
ベ

ン
シ

ョ
ン

ホ
ー

ル
（

4
F
）

W
-
1

，
2

ホ
ー

ル
 
 

 

h
tt

p
:/

/
w

w
w

.t
o
c
-
a
ri
a
k
e
.jp

/
a
c
c
e
s
s
.h

tm
l主

催
 

ニ
ー

ズ
＆

ア
イ

デ
ア

 
フ

ォ
ー

ラ
ム

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

チ
ー

ム
  

※
本

フ
ォ

ー

ラ
ム

は
、

平
成

2
6

年
度

厚
生

労
働

科
学

研
究

委
託

費
（

障
害

者
対

策
総

合
研

究
開

発
事

業
）

 
 

「
支

援
機

器
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

創
出

の
た

め
の

情
報

基
盤

構
築

に
関

す
る

研
究

」
の

一
環

で
行

い
ま

す
 
参

加
費

無
料

情
報

保
障

 
手

話
通

訳
（

対
応

時
間

1
0

:0
0

～
1

2
:0

0

頃
、

1
3

:0
0

～
1

6
:1

5
、

各
２

名
）

 
 

 
 

 
パ

ソ
コ

ン
要

約
筆

記
（

1
3

:0
0

～
1

6
:1

5
）

 
連

絡
・

問
合

せ
先

 
N

IF
@

re
h

a
b

.g
o
.jp

 

0
4

-
2

9
9

5
-
3

1
0

0
(7

2
8

0
) 

担
当

 
小

野
 
栄

一
 

※
午

後
の

部
は

、
席

に
限

り
が

あ
る

た
め

、
席

の
準

備
（

情
報

保
障

や
車

い
す

利
用

者
）

の
都

合
上

、
 

 
な

る
べ

く
事

前
登

録
を

お
願

い
し

ま
す

。
席

が
不

足
の

場
合

、
ご

容
赦

く
だ

さ
い

。
 

5
6

2
 

肢
体

障
害

者
用

 

視
覚

障
害

者
用

 

聴
覚

障
害

者
用

 

言
語

障
害

者
用

 

盲
ろ

う
者

用
 
障

害
者

ス
ポ

ー
ツ

用
 
そ

の
他

(ご

家
族

) 

開
発

メ
ー

カ
 

リ
コ

ジ
ェ

®
 

製
品

の
安

全
に

係
る

情
報

の
チ

ェ
ッ

ク
を

ス
マ

ホ
を

使
っ

て
行

う
シ

ス
テ

ム
を

開
発

し
、

グ
ー

グ
ル

プ
レ

イ
ス

ト
ア

に
ア

プ
リ

名
「

リ
コ

ジ
ェ

」
と

し
て

昨
年

１
２

月
か

ら
公

開
し

て
い

ま
す

。
ア

プ
リ

の
説

明
は

グ
ー

グ
ル

プ
レ

イ
で

ア
プ

リ
を

検
索

し
て

い
た

だ
け

る
と

わ
か

り
ま

す
。

個
人

の
ス

マ
ホ

に
自

分
の

持
ち

物
情

報
を

入
力

し
て

お
き

ま
す

。
個

人
情

報
は

ス
マ

ホ
内

に
格

納
さ

れ
る

だ
け

で
す

。
サ

ー
バ

に
は

製
品

の
安

全
に

係
る

情
報

（
リ

コ
ー

ル
情

報
）

を
登

録
し

ま
す

。
ス

マ
ホ

の
利

用
者

は
定

期
的

に
ア

プ
リ

を
起

動
し

、
サ

ー
バ

か
ら

リ
コ

ー
ル

情
報

を
ス

マ
ホ

に
取

り
込

み
ま

す
。

ス
マ

ホ
の

ア
プ

リ
は

、
あ

ら
か

じ
め

登
録

し
た

自
分

の
持

ち
物

情
報

と
、

サ
ー

バ
か

ら
と

り
こ

ん
だ

リ
コ

ー
ル

情
報

と
を

、
照

合
し

ま
す

。
合

致
す

る
も

の
が

あ
れ

ば
、

そ
れ

は
自

分
が

リ
コ

ー
ル

製
品

を
所

持
し

て
い

る
こ

と
に

な
り

、
ア

ラ
ー

ム
な

ど
に

よ
り

知
ら

せ
ま

す
。

サ
ー

バ
に

は
リ

コ
ー

ル
情

報
を

バ
ー

コ
ー

ド
情

報
と

し
て

取
り

込
む

必
要

が
あ

り
ま

す
。

福
祉

機
器

に
関

す
る

リ
コ

ー
ル

情
報

を
サ

ー
バ

に
格

納
し

、
利

用
者

の
方

々
が

ア
プ

リ
を

利
用

さ
れ

、
使

用
し

て
い

る
福

祉
機

器
の

情
報

を
自

分
の

ス
マ

ホ
に

登
録

し
て

お
け

ば
、

リ
コ

ー
ル

情
報

が
あ

れ
ば

知
る

こ
と

が
で

き
ま

す
。

福
祉

機
器

の
リ

コ
ー

ル
情

報
の

周
知

の
手

段
の

一
つ

と
し

て
使

え
な

い
で

し
ょ

う
か

？
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5
6

3
 

高
齢

者
用

 
福

祉
専

門
職

 
ベ

ッ
ト

や
車

イ
ス

 
ベ

ッ
ト

で
体

を
自

分
で

動
か

せ
な

い
方

の
ギ

ャ
ジ

ア
ッ

プ
の

時
に

、
皮

膚
が

突
っ

張
っ

た
ま

ま
で

褥
瘡

の
原

因
や

受
け

身
で

起
こ

さ
れ

背

骨
な

ど
や

お
腹

が
痛

く
な

り
ま

す
。

足
も

突
っ

張
り

尖
足

が
進

む
様

な
感

じ
で

、
何

と
か

ベ
ッ

ト
本

体
の

背
抜

き
機

能
や

臀
部

か
ら

足
に

か
け

て
の

圧
を

抜
く

、
ロ

ー
ラ

ー
機

能
が

で
き

た
ら

と
思

い
ま

す
。

自
分

が
動

け
な

く
体

験
を

し
た

か
ら

こ
そ

、
あ

っ
た

ら
と

思
い

ま
し

た
。

と
て

も
、

苦
し

く
て

辛
い

体
験

で
し

た
。

そ
し

て
、

車
イ

ス
を

押
し

て
頂

く
方

が
ど

ん
な

背
の

高
さ

で
も

操
作

し
や

す
く

、
上

が
り

か
ま

ち
を

上
が

り
や

す
い

様
に

、
ハ

ン
ド

ル
部

分
の

高
さ

調
整

が
出

来
た

ら
テ

ィ
ッ

ピ
ン

グ
バ

ー
を

踏
ん

だ
り

し
た

時
も

、
楽

だ
と

思
い

ま
す

。
ど

う
か

、
そ

ん
な

製
品

が
出

来
る

事
を

願
い

ま
す

。
機

能
が

付
く

か
ら

、
誰

も
が

知
り

よ
り

良
い

状
態

が
訪

れ
ま

す
様

に
、

宜
し

く
お

願
い

致
し

ま
す

。
 

5
6

5
 

肢
体

障
害

者
用

 

そ
の

他
(高

齢

者
) 

福
祉

専
門

職
 

浴
室

浴
槽

に
つ

い
て

最
近

、
浴

槽
の

デ
ザ

イ
ン

に
つ

い
て

多
種

多
様

な
も

の
が

販
売

さ
れ

て
い

ま
す

。
し

か
し

自
身

が
高

齢
化

し
た

時
の

使
い

勝
手

に
は

非
常

に
不

便
さ

を
感

じ
て

い
ま

す
。

特
に

浴
槽

縁
デ

ザ
イ

ン
や

そ
の

形
状

、
深

さ
や

出
入

り
の

し
や

す
さ

等
に

は
高

齢
者

向
き

で
は

な
い

も
の

ば
か

り
で

す
。

浴
槽

メ
ー

カ
ー

さ
ん

に
は

若
年

層
向

け
の

斬
新

さ
ば

か
り

で
は

な
く

、
浴

槽
も

一
つ

の
福

祉
用

具
と

な
り

得
る

こ
と

や
ノ

ー
マ

ラ
イ

ゼ
ー

シ
ョ

ン
へ

の
理

解
と

実
践

を
強

く
望

む
ば

か
り

で
す

。
 

5
6

7
 

そ
の

他
( 

障
害

者
) 

利
用

者
の

家
族

 
洗

浄
用

穴
付

き
ス

ト

ー
マ

袋
 

は
じ

め
ま

し
て

私
は

洗
浄

用
穴

付
き

ス
ト

ー
マ

袋
の

特
許

を
取

得
し

起
業

し
た

安
部

と
申

し
ま

す
。

特
許

庁
の

公
開

番
号

は
、

特
開

２
０

１
１

－
２

３
５

０
４

６
ス

ト
ー

マ
は

人
工

肛
門

で
今

は
袋

に
溜

ま
っ

た
便

は
人

の
手

で
押

し
出

し
て

い
ま

す
。

こ
の

洗
浄

用
穴

付
き

ス
ト

ー
マ

袋
は

専
用

の
水

ポ
ン

プ
で

、
水

圧
で

便
を

押
し

出
し

ま
す

家
で

は
簡

易
シ

ャ
ワ

ー
ト

イ
レ

を
使

い
、

ホ
ー

ス
を

取
り

出
し

洗
浄

で
き

る
よ

う
に

し
ま

す
簡

易
シ

ャ
ワ

ー
ト

イ
レ

の
情

報
h

tt
p

:/
/
it
e
m

.r
a
k
u

te
n

.c
o
.jp

/
c
o
m

-
s
h

o
t/

2
0

1
1

0
3

2
1

-a
b

5
0

0
0

/
こ

の
商

品
化

に
協

力
し

て
い

た
だ

け
る

製
造

会
社

ま
た

は
企

業
を

探
し

て
い

ま
す

 

5
6

8
 

そ
の

他
 

そ
の

他
 

お
年

寄
り

に
”

あ
つ

あ
つ

”
の

お
食

事
を

提
供

し
た

い
方

へ
 

病
院

、
介

護
施

設
の

方
々

に
お

知
ら

せ
し

ま
す

。
食

事
提

供
で

お
困

り
で

は
あ

り
ま

せ
ん

か
？

朝
早

く
出

勤
し

、
当

日
調

理
し

て
い

る
が

、

メ
ニ

ュ
ー

も
多

く
、

人
手

が
足

り
な

く
て

大
変

。
一

生
懸

命
作

っ
て

も
、

提
供

ま
で

に
時

間
が

か
か

り
､
食

事
が

冷
め

て
お

い
し

く
な

い
。

そ
ん

な
施

設
の

方
々

に
こ

ん
な

機
械

は
ど

う
で

し
ょ

う
か

？
前

日
か

ら
、

チ
ル

ド
で

保
存

さ
れ

た
食

材
を

食
器

に
盛

り
つ

け
て

機
械

に
セ

ッ
ト

し
て

お
け

ば
、

予
約

セ
ッ

ト
さ

れ
た

時
間

に
な

る
と

自
動

で
“

あ
つ

あ
つ

”
に

再
加

熱
し

て
く

れ
る

。
あ

と
は

食
器

を
機

械
か

ら
取

り
出

し
、

ト
レ

ー
に

置
い

て
提

供
す

る
だ

け
。

温
か

い
お

食
事

を
口

に
す

れ
ば

、
お

年
寄

り
も

思
わ

ず
微

笑
ん

で
く

れ
ま

す
。

そ
ん

な
冷

蔵
機

能
付

再
加

熱
調

理
機

ど
う

で
し

ょ
う

か
？

従
来

の
再

加
熱

カ
ー

ト
に

加
え

、
介

護
施

設
向

け
の

製
品

も
も

う
す

ぐ
発

売
予

定
で

す
。

そ
ん

な
ニ

ー
ズ

は
、

あ
り

ま
せ

ん
か

？
ご

興
味

の
あ

る
方

は
、

弊
社

の
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
h

tt
p

:/
/w

w
w

.a
ih

o
.c

o
.jp

/
を

ぜ
ひ

一
度

ご
覧

頂
き

、
ご

意
見

頂
け

れ
ば

と
思

い
ま

す
。
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5
6

9
 

高
齢

者
用

 
福

祉
専

門
職

 
床

か
ら

の
立

ち
上

が

り
補

助
具

 

①
 

ご
本

人
様

は
手

が
痛

い
の

で
、

床
に

手
を

つ
け

て
の

立
ち

上
が

り
動

作
が

で
き

ま
せ

ん
。

 

②
 

ご
家

族
は

腰
痛

持
ち

の
た

め
、

介
助

が
で

き
な

い
状

況
。

 

 ①
+
②

の
状

況
時

、
福

祉
用

具
を

利
用

し
て

何
と

か
立

ち
上

が
れ

る
様

サ
ポ

ー
ト

で
き

れ
ば

と
考

え
て

お
り

ま
す

。
何

か
良

い
福

祉
用

具

を
知

っ
て

い
ま

し
た

ら
、

教
え

て
く

だ
さ

い
。

 

5
7

0
 

肢
体

障
害

者
用

 

視
覚

障
害

者
用

 

聴
覚

障
害

者
用

 

言
語

障
害

者
用

 

盲
ろ

う
者

用
 
そ

の
他

(発
達

遅
延

精
神

疾
患

 
ス

ト
レ

ス
障

害
) 

開
発

メ
ー

カ
 

箱
庭

療
法

セ
ッ

ト

（
7

2
×

5
7

×
7

内

側
を

ブ
ル

ー
に

塗
っ

た
木

箱
に

砂
を

敷
き

詰
め

、
多

岐
に

わ
た

る
種

類
の

ミ
ニ

チ
ュ

ア
を

自
由

に
置

く
こ

と
で

心
的

抑
圧

の
解

放
と

症
状

の
根

治
を

目
的

と
す

る
も

の
）

は
じ

め
ま

し
て

。
 

一
般

社
団

法
人

 
表

現
教

育
機

構
 

代
表

理
事

の
田

山
裕

子
と

申
し

ま
す

。
 

弊
社

は
「

砂
と

遊
ぶ

 
砂

で
遊

ぶ
」

を
コ

ン
セ

プ
ト

に
、

弊
社

オ
リ

ジ
ナ

ル
の

屋
内

用
砂

場
、

箱
庭

療
法

セ
ッ

ト
、

ミ
ニ

チ
ュ

ア
枯

山
水

セ
ッ

ト
等

、
癒

し
を

も
た

ら
す

メ
ン

タ
ル

ケ
ア

ツ
ー

ル
の

製
造

・
販

売
元

で
ご

ざ
い

ま
す

。
 

箱
庭

療
法

セ
ッ

ト
に

つ
き

ま
し

て
は

既
に

公
立

小
学

校
の

特
別

支
援

学
級

お
よ

び
カ

ウ
ン

セ
リ

ン
グ

ル
ー

ム
、

養
護

施
設

、
少

年
院

（
少

年
鑑

別
所

）
、

刑
務

所
、

地
方

裁
判

所
、

医
療

現
場

等
に

お
い

て
導

入
さ

れ
て

お
り

ま
す

が
、

現
状

、
一

法
人

の
独

占
市

場
と

な
っ

て
お

り
、

極
め

て
高

額
で

あ
る

上
、

ア
フ

タ
ー

ケ
ア

が
成

さ
れ

て
い

な
い

こ
と

か
ら

箱
庭

療
法

本
来

の
効

果
が

認
知

さ
れ

ぬ
ま

ま
今

日
に

至
っ

て
お

り
ま

す
。

弊
社

は
こ

れ
を

危
惧

し
、

今
こ

そ
箱

庭
療

法
の

心
的

効
能

を
広

く
普

及
さ

せ
る

べ
く

立
ち

上
げ

た
団

体
で

す
。

 

従
来

の
「

子
ど

も
の

た
め

の
箱

庭
療

法
」

と
い

っ
た

既
成

概
念

を
払

拭
し

、
う

つ
病

患
者

が
急

増
す

る
企

業
へ

の
導

入
、

認
知

症
患

者
を

抱
え

る
ご

家
族

の
メ

ン
タ

ル
ケ

ア
、

そ
し

て
何

よ
り

老
人

ホ
ー

ム
等

で
の

遊
び

の
一

環
と

し
て

最
適

な
ツ

ー
ル

で
あ

る
と

考
え

て
お

り
ま

す
。

先
般

、
重

度
認

知
症

患
者

の
施

設
に

伺
っ

た
と

こ
ろ

、
患

者
さ

ん
の

多
く

は
寝

た
き

り
と

の
こ

と
で

し
た

が
、

砂
の

感
触

が
非

常
に

心
地

良
く

癒
さ

れ
る

と
お

っ
し

ゃ
っ

て
い

た
だ

き
、

納
品

さ
せ

て
い

た
だ

き
ま

し
た

。
子

ど
も

は
砂

遊
び

が
大

好
き

で
す

。
そ

れ
は

大
人

に
な

っ
て

も
変

わ
る

こ
と

は
あ

り
ま

せ
ん

。
砂

と
ミ

ニ
チ

ュ
ア

で
つ

く
り

上
げ

る
自

分
だ

け
の

世
界

に
誰

も
が

夢
中

に
な

り
、

嫌
な

こ
と

も
忘

れ
没

頭
し

ま
す

。
そ

し
て

完
成

さ
せ

た
時

の
達

成
感

や
解

放
感

、
充

実
感

は
大

き
な

刺
激

と
な

っ
て

、
精

神
疾

患
や

認
知

症
等

の
治

癒
に

少
な

か
ら

ず
貢

献
で

き
る

も
の

で
あ

り
、

認
知

症
予

防
に

も
画

期
的

な
成

果
が

望
め

る
も

の
と

信
じ

て
や

み
ま

せ
ん

。
な

お
、

弊
社

の
箱

庭
療

法
セ

ッ
ト

は
「

ミ
ニ

チ
ュ

ア
枯

山
水

」
の

製
作

も
可

能
な

仕
様

と
な

っ
て

お
り

ま
す

。
既

存
の

商
品

と
は

異
な

り
、

ミ
ニ

チ
ュ

ア
玩

具
と

い
う

よ
り

、
む

し
ろ

ミ
ニ

チ
ュ

ア
オ

ブ
ジ

ェ
と

い
っ

た
ク

ォ
リ

テ
ィ

の
高

い
商

品
で

す
が

、
価

格
は

市
場

の
ほ

ぼ
半

額
ほ

ど
に

設
定

さ
せ

て
い

た
だ

い
て

お
り

ま
す

。
弊

社
オ

リ
ジ

ナ
ル

箱
庭

療
法

セ
ッ

ト
に

つ
き

ま
し

て
何

卒
ご

検
討

い
た

だ
け

れ
ば

幸
い

で
す

。
 

ご
連

絡
を

お
待

ち
し

て
お

り
ま

す
。
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そ
の

他
(身

体
障

碍
者
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利
用

者
の

家
族

 
ス

ト
ー

マ
お

な
ら

軽

減
棒

 

今
回

は
オ

ス
ト

メ
イ

ト
の

方
も

困
っ

て
い

る
か

と
思

い
ま

す
が

、
お

な
ら

を
軽

減
で

き
な

い
か

と
考

案
し

ま
し

た
。

お
な

ら
は

ス
ト

ー
マ

の
口

を
肛

門
の

よ
う

に
力

入
れ

る
事

が
出

来
な

い
た

め
防

ぎ
よ

う
が

有
り

ま
せ

ん
の

で
、

ス
ト

ー
マ

口
を

開
い

た
状

態
に

し
と

け
ば

お
な

ら
を

軽
減

で
き

る
は

ず
で

す
。

お
な

ら
軽

減
棒

に
付

い
て

い
る

フ
ィ

ル
ム

を
２

ピ
ー

ス
タ

イ
プ

の
ス

ト
ー

マ
袋

に
挟

み
込

み
軽

減
棒

を
抜

け
な

く
し

て
使

用
す

る
。

フ
ィ

ル
ム

を
挟

み
込

み
ま

す
が

漏
れ

る
こ

と
は

在
り
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せ

ん
（
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験
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。
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を
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を
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肢
体

障
害
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分
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動
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難
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方

)
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ー
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介
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片
手
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由
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手
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立
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上
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け
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②
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、

介
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な
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状

況
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 ①
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②
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が
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×
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岐
に

わ
た

る
種

類
の

ミ
ニ

チ
ュ

ア
を

自
由

に
置

く
こ

と
で

心
的

抑
圧

の
解

放
と

症
状

の
根

治
を
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。
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で
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と
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の
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は
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と
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に
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時
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充
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な
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な
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て
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や
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も
画
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と
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や

み
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よ
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に
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だ
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て
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す

。
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セ
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に

つ
き

ま
し

て
何
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ご

検
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い
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け

れ
ば

幸
い

で
す

。
 

ご
連

絡
を

お
待

ち
し

て
お

り
ま

す
。

 

  

206 

5
7

1
 

そ
の

他
(身

体
障

碍
者

) 

利
用

者
の

家
族

 
ス

ト
ー

マ
お

な
ら

軽

減
棒

 

今
回

は
オ

ス
ト

メ
イ

ト
の

方
も

困
っ

て
い

る
か

と
思
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が
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で
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か
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マ
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た
状

態
に

し
と

け
ば

お
な

ら
を

軽
減

で
き

る
は

ず
で

す
。

お
な

ら
軽

減
棒

に
付

い
て

い
る

フ
ィ

ル
ム

を
２

ピ
ー

ス
タ

イ
プ

の
ス

ト
ー

マ
袋

に
挟

み
込

み
軽

減
棒

を
抜

け
な

く
し

て
使

用
す

る
。

フ
ィ

ル
ム

を
挟

み
込

み
ま

す
が

漏
れ

る
こ

と
は

在
り

ま
せ

ん
（

水
で

実
験

済
み

）
。

便
を

ゆ
る

く
す

る
薬

を
飲

ん
で

い
る

方
に

有
効

で
す

が
、

そ
う

で
な

い
方

に
も

試
し

て
も

ら
い

た
い

で
す

。
こ

の
商

品
を

製
造

し
て

い
た

だ
け

る
企

業
ま

た
は

試
作

品
を

試
し

て
み

た
い

方
を

募
集

し
て

い
ま

す
よ

ろ
し

く
お

願
い

し
ま

す
 

5
7

2
 

肢
体

障
害

者
用

 

そ
の

他
(自

分
で

移
動

困
難

な
方

)

開
発

メ
ー

カ
 

尿
吸

引
装

置
 

家
族

の
介

護
を

経
験

し
、

一
番

大
変

な
下

の
世

話
を

何
と

か
し

た
い

と
思

い
、

お
む

つ
の

間
に

簡
単

に
着

脱
で

き
る

女
性

用
の

尿
吸

引
装

置
を

開
発

し
ま

し
た

。
家

内
は

時
間

的
に

も
精

神
的

に
も

と
て

も
助

か
る

と
好

評
で

し
た

。
ま

た
、

お
ば

あ
ち

ゃ
ん

も
お

し
っ

こ
を

気
に

し
な

く
て

も
よ

く
、

お
む

つ
と

違
っ

て
、

お
し

り
の

べ
ち

ゃ
つ

き
が

な
く

、
快

適
に

な
っ

た
と

感
謝

し
て

い
ま

し
た

。
 

こ
の

機
会

に
、

介
護

で
お

困
り

の
方

に
ぜ

ひ
と

も
お

使
い

い
た

だ
き

た
い

と
思

い
、

商
品

化
し

た
い

と
思

っ
て

お
り

ま
す

。
で

き
れ

ば
ド

ラ
ッ

グ
ス

ト
ア

で
簡

単
に

購
入

で
き

る
よ

う
な

低
価

格
の

も
の

に
し

た
い

と
思

っ
て

お
り

ま
す

。
 

新
品

の
試

作
品

も
数

点
ご

ざ
い

ま
す

。
ご

関
心

が
ご

ざ
い

ま
し

た
ら

、
メ

ー
カ

ー
の

方
に

も
ぜ

ひ
ご

連
絡

を
い

た
だ

き
た

い
と

思
い

ま
す

。
 

公
開

特
許

番
号

 
2

0
1

5
-
0

9
2

9
4

5
 

（
詳

細
は

特
許

庁
H

P
で

検
索

で
き

ま
す

。
）

 

E
m

a
il 

in
fo

_
c
a
m

le
v
@

c
p

o
s
t.
p

la
la

.o
r.
jp

(連
絡

用
）

 

H
P

 
 
 
 
 
h

tt
p

:/
/
w

w
w

1
5

.p
la

la
.o

r.
jp

/
c
a
m

le
v
/
（

技
術

計
算

ソ
フ

ト
開

発
も

や
っ

て
お

り
ま

す
。

）
 

5
7

3
 

肢
体

障
害

者
用

 
流

通
メ

ー
カ

 
歩

行
器

 
肘

を
の

せ
て

持
ち

運
び

収
納

な
ど

軽
く

て
折

り
畳

み
が

で
き

座
り

心
地

に
も

配
慮

の
あ

る
外

出
用

の
歩

行
器

。
 

持
ち

運
び

収
納

な
ど

軽
く

て
（

5
.0

ｋ
ｇ

）
ほ

と
ん

ど
が

5
.0

ｋ
ｇ

以
上

の
た

め
 

小
柄

な
女

性
に

も
対

応
で

き
る

 
折

り
畳

み
が

で
き

座
り

心
地

に
も

配
慮

の
あ

る
外

出
用

の
歩

行
器

。
レ

ン
タ

ル
品

・
購

入
品

 

5
7

4
 

肢
体

障
害

者
用

 
利

用
者

 
キ

ー
ボ

ー
ド

タ
イ

ピ

ン
グ

 
補

助
具

 

片
手

ギ
ブ

ス
の

た
め

、
タ

イ
ピ

ン
グ

に
不

自
由

。
 

義
手

指
形

状
（

タ
イ

ピ
ン

グ
し

や
す

い
形

状
物

を
ギ

ブ
ス

先
端

に
簡

単
に

着
脱

（
ク

リ
ッ

プ
や

洗
濯

挟
み

の
よ

う
な

片
手

で
着

脱
可

能
）
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福
祉

と
も

の
づ

く
り

の
出

会
い

「
第

１
３

回
Ｊ

カ
フ

ェ
」

～
見

守
り

～
 

第
１

３
回

Ｊ
カ

フ
ェ

が
開

催
さ

れ
ま

す
。

 

８
月

３
日

（
月

）
１

４
時

３
０

分
か

ら
 

（
於

）
川

崎
市

多
摩

市
民

館
 

第
１

・
２

学
習

室
 

テ
ー

マ
「

ゆ
る

～
く

見
守

る
 

し
っ

か
り

見
守

る
」

：
６

企
業

・
団

体
の

プ
レ

ゼ
ン

と
意

見
交

換
会

 

・
A

L
S

O
K

あ
ん

し
ん

ケ
ア

サ
ポ

ー
ト

(株
) 

「
コ

ー
ル

セ
ン

タ
ー

を
利

用
し

た
見

守
り

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

」
 

・
川

崎
市

認
知

症
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
 

 
 

 
 

 
「

認
知

症
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

見
守

り
活

動
」

 

・
(社

)生
活

ロ
ボ

ッ
ト

総
合

研
究

所
 

 
 

 
「

ク
ッ

ク
セ

ン
サ

ー
、

着
る

ナ
ー

ス
コ

ー
ル

」
 

・
ワ

タ
ミ

フ
ー

ド
シ

ス
テ

ム
ズ

(株
) 

 
 

 
 

「
ワ

タ
ミ

の
宅

食
 

見
守

り
協

力
と

食
生

活
に

つ
い

て
」

 

・
キ

ン
グ

通
信

工
業

(株
) 

 
 

 
 

 
 

 
「

シ
ル

エ
ッ

ト
で

見
守

る
」

 

・
Ｎ

Ｐ
Ｏ

ぐ
ら

す
・

か
わ

さ
き

、
三

田
サ

ポ
ー

ト
わ

な
り

、
丘

の
上

カ
フ

ェ
(認

知
症

カ
フ

ェ
)実

行
委

員
会

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
「

地
域

の
“

場
づ

く
り

”
に

よ
る

見
守

り
」

 

話
題

提
供

者
：

飯
島

浩
氏

（
横

浜
市

総
合

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
セ

ン
タ

ー
 
テ

ク
ニ

カ
ル

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

）
 

お
申

し
込

み
は

 

5
7

6
 

 
 

 
 

国
リ

ハ
コ

レ
ク

シ
ョ

ン
2

0
1

5
の

ご
案

内

（
出

展
・

展
示

募
集

の
件

）
 

2
0

1
5

年
1

0
月

1
0

日
（

土
）

に
国

リ
ハ

コ
レ

ク
シ

ョ
ン

2
0

1
5

で
展

示
の

た
め

準
備

中
で

す
。

着
た

い
服

が
ど

こ
で

も
手

に
入

り
、

お
し

ゃ
れ

で
き

る
環

境
が

よ
り

促
進

さ
れ

る
こ

と
を

目
指

し
、

ユ
ー

ザ
側

の
課

題
・

情
報

を
モ

ノ
作

り
側

へ
橋

渡
し

を
す

る
試

み
の

手
段

と
し

て
国

リ
ハ

コ
レ

ク
シ

ョ
ン

な
ど

を
国

立
障

害
者

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
セ

ン
タ

ー
の

主
催

で
開

催
し

て
い

ま
す

。
お

し
ゃ

れ
で

障
害

に
配

慮
さ

れ
た

衣
料

や
日

常
生

活
で

用
い

る
用

具
、

お
よ

び
関

連
す

る
活

動
や

研
究

紹
介

な
ど

、
昨

年
は

全
国

か
ら

3
0

企
画

が
集

ま
り

ご
紹

介
し

ま
し

た
。
衣

料
に

適
切

な
配

慮
が

あ
る

と
お

し
ゃ

れ
で

快
適

で
、
排

泄
が

し
や

す
く

な
る

な
ど

生
活

の
Q

O
L

も
上

が
り

ま
す

。

国
リ

ハ
コ

レ
ク

シ
ョ

ン
を

通
じ

、
ユ

ー
ザ

側
や

作
る

側
、

研
究

す
る

側
も

含
め

、
多

く
の

方
々

に
情

報
発

信
や

情
報

交
流

の
機

会
に

な
る

こ
と

を
期

待
し

ま
す

。
現

在
、

出
展

・
展

示
の

募
集

中
で

す
。

ご
関

心
の

あ
る

方
は

、
以

下
を

ご
覧

下
さ

い
。

h
tt

p
:/

/
w

w
w

.r
e
h

a
b

.g
o
.jp

/
ri
/e

v
e
n

t/
fa

s
h

io
n

/
to

p
.h

tm
l 
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7
 

 
 

 
 

リ
ハ

並
木

祭
と

研
究

所
一

般
公

開
の

ご
案

内
 

リ
ハ

並
木

祭
が

開
催

さ
れ

ま
す

。
 

日
時

：
1

0
月

1
0

日
(土

) 
9

時
～

1
6

時
 

場
所

：
国

立
障

害
者

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
セ

ン
タ

ー
、

国
立

職
業

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
セ

ン
タ

ー
 

住
所

：
埼

玉
県

所
沢

市
並

木
4

ｰ
1

 

参
加

無
料

 

リ
ハ

並
木

祭
は

、
国

立
障

害
者

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
セ

ン
タ

ー
と

国
立

職
業

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
セ

ン
タ

ー
 

の
合

同
文

化
祭

で
す

。
利

用
者

・
職

員
・

学
院

生
が

協
力

し
、

日
々

の
訓

練
や

ク
ラ

ブ
活

動
の

成
果

等
を

発
表

し
、

 

地
域

の
方

々
と

の
交

流
を

深
め

る
こ

と
等

を
目

的
と

し
て

お
り

、
ど

な
た

で
も

見
学

で
き

ま
す

。
ま

た
、

国
立

障
害

者
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

セ
ン

タ
ー

の
研

究
所

一
般

公
開

も
合

わ
せ

て
開

催
し

ま
す

。
こ

ち
ら

も
、

ど
な

た
で

も
見

学
で

き
ま

す
。

現
在

、
内

容
は

企
画

中
の

た
め

、
詳

細
が

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

に
で

ま
し

た
ら

、
ま

た
ご

連
絡

し
ま

す
。

 

5
7

8
 

肢
体

障
害

者
用

 
医

療
専

門
職

 
車

輪
付

き
洗

濯
物

カ

ゴ
 

両
手

を
洗

濯
物

カ
ゴ

に
と

ら
れ

る
と

歩
行

が
不

安
定

に
な

る
方

の
た

め
。

車
輪

大
き

め
で

絨
毯

等
で

も
走

行
性

の
良

い
も

の
。

 

カ
ゴ

自
体

は
上

方
で

深
く

し
ゃ

が
む

必
要

の
な

い
も

の
。
手

の
持

ち
手

高
さ

が
微

調
整

で
き

る
も

の
。
歩

行
車

よ
り

幅
を

と
ら

な
い

も
の

。
 

既
存

の
物

あ
る

か
も

し
れ

ま
せ

ん
が

、
上

記
の

よ
う

な
形

で
簡

便
に

自
宅

内
で

使
用

で
き

る
も

の
が

あ
っ

た
ら

利
用

し
て

み
た

い
で

す
。
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福
祉

と
も

の
づ

く
り

の
出

会
い

「
第

１
３

回
Ｊ

カ
フ

ェ
」

～
見

守
り

～
 

第
１

３
回

Ｊ
カ

フ
ェ

が
開

催
さ

れ
ま

す
。

 

８
月

３
日

（
月

）
１

４
時

３
０

分
か

ら
 

（
於

）
川

崎
市

多
摩

市
民

館
 

第
１

・
２

学
習

室
 

テ
ー

マ
「

ゆ
る

～
く

見
守

る
 

し
っ

か
り

見
守

る
」

：
６

企
業

・
団

体
の

プ
レ

ゼ
ン

と
意

見
交

換
会

 

・
A

L
S

O
K

あ
ん

し
ん

ケ
ア

サ
ポ

ー
ト

(株
) 

「
コ

ー
ル

セ
ン

タ
ー

を
利

用
し

た
見

守
り

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

」
 

・
川

崎
市

認
知

症
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
 

 
 

 
 

 
「

認
知

症
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

見
守

り
活

動
」

 

・
(社

)生
活

ロ
ボ

ッ
ト

総
合

研
究

所
 

 
 

 
「

ク
ッ

ク
セ

ン
サ

ー
、

着
る

ナ
ー

ス
コ

ー
ル

」
 

・
ワ

タ
ミ

フ
ー

ド
シ

ス
テ

ム
ズ

(株
) 

 
 

 
 

「
ワ

タ
ミ

の
宅

食
 

見
守

り
協

力
と

食
生

活
に

つ
い

て
」

 

・
キ

ン
グ

通
信

工
業

(株
) 

 
 

 
 

 
 

 
「

シ
ル

エ
ッ

ト
で

見
守

る
」

 

・
Ｎ

Ｐ
Ｏ

ぐ
ら

す
・

か
わ

さ
き

、
三

田
サ

ポ
ー

ト
わ

な
り

、
丘

の
上

カ
フ

ェ
(認

知
症

カ
フ

ェ
)実

行
委

員
会

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
「

地
域

の
“

場
づ

く
り

”
に

よ
る

見
守

り
」

 

話
題

提
供

者
：

飯
島

浩
氏

（
横

浜
市

総
合

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
セ

ン
タ

ー
 
テ

ク
ニ

カ
ル

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

）
 

お
申

し
込

み
は

 

5
7

6
 

 
 

 
 

国
リ

ハ
コ

レ
ク

シ
ョ

ン
2

0
1

5
の

ご
案

内

（
出

展
・

展
示

募
集

の
件

）
 

2
0

1
5

年
1

0
月

1
0

日
（

土
）

に
国

リ
ハ

コ
レ

ク
シ

ョ
ン

2
0

1
5

で
展

示
の

た
め

準
備

中
で

す
。

着
た

い
服

が
ど

こ
で

も
手

に
入

り
、

お
し

ゃ
れ

で
き

る
環

境
が

よ
り

促
進

さ
れ

る
こ

と
を

目
指

し
、

ユ
ー

ザ
側

の
課

題
・

情
報

を
モ

ノ
作

り
側

へ
橋

渡
し

を
す

る
試

み
の

手
段

と
し

て
国

リ
ハ

コ
レ

ク
シ

ョ
ン

な
ど

を
国

立
障

害
者

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
セ

ン
タ

ー
の

主
催

で
開

催
し

て
い

ま
す

。
お

し
ゃ

れ
で

障
害

に
配

慮
さ

れ
た

衣
料

や
日

常
生

活
で

用
い

る
用

具
、

お
よ

び
関

連
す

る
活

動
や

研
究

紹
介

な
ど

、
昨

年
は

全
国

か
ら

3
0

企
画

が
集

ま
り

ご
紹

介
し

ま
し

た
。
衣

料
に

適
切

な
配

慮
が

あ
る

と
お

し
ゃ

れ
で

快
適

で
、
排

泄
が

し
や

す
く

な
る

な
ど

生
活

の
Q

O
L

も
上

が
り

ま
す

。

国
リ

ハ
コ

レ
ク

シ
ョ

ン
を

通
じ

、
ユ

ー
ザ

側
や

作
る

側
、

研
究

す
る

側
も

含
め

、
多

く
の

方
々

に
情

報
発

信
や

情
報

交
流

の
機

会
に

な
る

こ
と

を
期

待
し

ま
す

。
現

在
、

出
展

・
展

示
の

募
集

中
で

す
。

ご
関

心
の

あ
る

方
は

、
以

下
を

ご
覧

下
さ

い
。

h
tt

p
:/

/
w

w
w

.r
e
h

a
b

.g
o
.jp

/
ri
/e

v
e
n

t/
fa

s
h

io
n

/
to

p
.h

tm
l 
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リ
ハ

並
木

祭
と

研
究

所
一

般
公

開
の

ご
案

内
 

リ
ハ

並
木

祭
が

開
催

さ
れ

ま
す

。
 

日
時

：
1

0
月

1
0

日
(土

) 
9

時
～

1
6

時
 

場
所

：
国

立
障

害
者

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
セ

ン
タ

ー
、

国
立

職
業

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
セ

ン
タ

ー
 

住
所

：
埼

玉
県

所
沢

市
並

木
4

ｰ
1

 

参
加

無
料

 

リ
ハ

並
木

祭
は

、
国

立
障

害
者

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
セ

ン
タ

ー
と

国
立

職
業

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
セ

ン
タ

ー
 

の
合

同
文

化
祭

で
す

。
利

用
者

・
職

員
・

学
院

生
が

協
力

し
、

日
々

の
訓

練
や

ク
ラ

ブ
活

動
の

成
果

等
を

発
表

し
、

 

地
域

の
方

々
と

の
交

流
を

深
め

る
こ

と
等

を
目

的
と

し
て

お
り

、
ど

な
た

で
も

見
学

で
き

ま
す

。
ま

た
、

国
立

障
害

者
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

セ
ン

タ
ー

の
研

究
所

一
般

公
開

も
合

わ
せ

て
開

催
し

ま
す

。
こ

ち
ら

も
、

ど
な

た
で

も
見

学
で

き
ま

す
。

現
在

、
内

容
は

企
画

中
の

た
め

、
詳

細
が

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

に
で

ま
し

た
ら

、
ま

た
ご

連
絡

し
ま

す
。

 

5
7

8
 

肢
体

障
害

者
用

 
医

療
専

門
職

 
車

輪
付

き
洗

濯
物

カ

ゴ
 

両
手

を
洗

濯
物

カ
ゴ

に
と

ら
れ

る
と

歩
行

が
不

安
定

に
な

る
方

の
た

め
。

車
輪

大
き

め
で

絨
毯

等
で

も
走

行
性

の
良

い
も

の
。

 

カ
ゴ

自
体

は
上

方
で

深
く

し
ゃ

が
む

必
要

の
な

い
も

の
。
手

の
持

ち
手

高
さ

が
微

調
整

で
き

る
も

の
。
歩

行
車

よ
り

幅
を

と
ら

な
い

も
の

。
 

既
存

の
物

あ
る

か
も

し
れ

ま
せ

ん
が

、
上

記
の

よ
う

な
形

で
簡

便
に

自
宅

内
で

使
用

で
き

る
も

の
が

あ
っ

た
ら

利
用

し
て

み
た

い
で

す
。
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肢
体

障
害

者
用

 
医

療
専

門
職

 
電

動
車

い
す

の
坂

道

走
行

に
つ

い
て

 

御
世

話
に

な
り

ま
す

。
長

崎
で

作
業

療
法

士
を

し
て

お
り

ま
す

。
今

回
表

記
の

件
に

つ
い

て
ア

イ
デ

ア
や

ご
意

見
を

い
た

だ
け

れ
ば

嬉
し

く
思

い
ま

す
。

以
下

、
患

者
情

報
も

含
め

長
文

に
な

り
ま

す
。

長
崎

で
は

車
が

横
付

け
出

来
な

い
坂

・
階

段
の

上
に

住
ま

れ
て

い
る

患
者

さ
ん

が
多

く
い

ら
っ

し
ゃ

い
ま

す
が

、
そ

の
方

た
ち

の
外

出
支

援
に

苦
労

し
て

い
ま

す
。

歩
け

な
い

方
は

車
い

す
と

な
り

ま
す

が
、

傾
斜

が
急

な
た

め
、

電
動

車
い

す
で

あ
っ

て
も

実
用

登
坂

角
度

を
軽

く
越

え
て

し
ま

う
場

合
が

あ
り

ま
す

。
そ

の
場

合
も

致
し

方
な

く
使

用
し

て
い

ま
す

が
、

安
全

性
の

確
保

が
難

し
い

現
状

で
す

。
現

在
、

当
院

の
患

者
さ

ん
で

車
か

ら
自

宅
ま

で
の

坂
道

（
1

0
0

メ
ー

ト
ル

弱
、

傾
斜

1
0

度
〜

1
8

.9
度

）
を

電
動

車
い

す
（

J
W

-
X

）
を

利
用

し
通

所
サ

ー
ビ

ス
等

へ
通

わ
れ

て
い

る
方

(要
介

護
5

,6
0

キ
ロ

)が
い

ら
っ

し
ゃ

い
ま

す
が

、
後

ろ
向

き
下

り
に

て
下

る
際

、
強

傾
斜

時
は

ウ
イ

リ
ー

し
た

ま
ま

の
走

行
と

な
り

、
非

常
に

危
険

が
伴

い
ま

す
。

実
際

、
後

ろ
向

き
下

り
1

人
介

助
時

に
1

度
転

落
さ

れ
て

お
り

ま
す

。
そ

の
た

め
、

基
本

的
に

は
2

人
介

助
で

、
1

人
が

後
方

か
ら

操

作
、

も
う

1
人

が
車

い
す

に
ひ

も
を

か
け

引
張

り
な

が
ら

下
る

方
法

等
を

と
っ

て
い

る
よ

う
で

す
。

電
動

車
い

す
の

実
用

登
坂

角
度

は
6

度
と

な
っ

て
お

り
ま

す
が

、
そ

れ
以

上
で

あ
っ

て
も

使
用

せ
ざ

る
得

な
い

環
境

の
方

に
対

し
、

も
う

少
し

安
全

性
の

確
保

が
図

れ
な

い
か

と
思

案
し

て
い

ま
す

。
ま

た
、

安
全

性
が

確
保

さ
れ

れ
ば

、
1

人
介

助
で

も
安

心
で

き
、

ご
家

族
の

方
と

の
外

出
も

容
易

に
な

る
か

と
思

っ
て

い
ま

す
。

本
患

者
さ

ん
以

外
で

も
同

様
に

外
出

支
援

に
難

渋
す

る
患

者
さ

ん
が

お
り

ま
す

の
で

、
何

か
し

ら
対

応
し

て
い

け
れ

ば
と

思
っ

て
い

ま
す

が
、

ま
だ

ま
だ

知
識

・
経

験
不

足
で

よ
い

案
が

浮
か

び
ま

せ
ん

。
ご

助
言

等
あ

り
ま

し
た

ら
宜

し
く

お
願

い
致

し
ま

す
。

（
坂

道
走

行
時

の
動

画
が

あ
り

ま
す

が
、

添
付

出
来

ま
せ

ん
で

し
た

の
で

、
画

像
の

み
添

付
さ

せ
て

い
た

だ
き

ま
す

。
）

 

5
8

0
 

そ
の

他
(片

麻
痺

の
あ

る
方

) 

福
祉

専
門

職
 

ポ
ー

タ
ブ

ル
ト

イ
レ

 
半

身
麻

痺
の

方
に

ポ
ー

タ
ブ

ル
ト

イ
レ

を
提

案
す

る
際

、
Ａ

社
の

ア
シ

ス
ト

グ
リ

ッ
プ

付
タ

イ
プ

の
商

品
が

有
効

か
と

思
わ

れ
る

事
例

が
あ

り
ま

し
た

の
で

、
老

婆
心

な
が

ら
専

門
職

の
方

に
参

考
に

な
れ

ば
と

思
い

投
稿

し
ま

し
た

。
 

 
通

常
の

ポ
ー

タ
ブ

ル
ト

イ
レ

の
肘

掛
け

は
、

1
8

0
・

2
1

0
・

2
4

0
の

3
段

階
で

調
整

で
き

る
タ

イ
プ

が
多

い
か

と
思

い
ま

す
。

専

門
職

の
方

が
ポ

ー
タ

ブ
ル

ト
イ

レ
を

選
定

す
る

際
、

肘
が

約
9

0
度

に
な

る
様

な
タ

イ
プ

を
選

定
す

る
か

と
思

い
ま

す
が

、
そ

の
高

さ
だ

と
、

力
が

入
り

難
く

立
ち

上
が

り
が

大
変

と
思

わ
れ

ま
す

。
Ａ

社
の

ア
シ

ス
ト

グ
リ

ッ
プ

は
1

1
0

の
高

さ
な

の
で

、
ﾌ
ﾟ
ｯ
ｼ
ｭ
ｱ
ｯ
ﾌ
ﾟ
時

、

力
が

入
り

や
す

い
の

で
力

ま
な

く
て

も
立

ち
上

が
り

動
作

が
可

能
に

な
る

と
思

わ
れ

ま
す

。
力

ま
な

く
て

も
良

い
の

で
、

お
小

水
の

こ
ぼ

れ
も

少
な

く
て

済
む

の
も

メ
リ

ッ
ト

で
す

。
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肢
体

障
害

者
用

 

視
覚

障
害

者
用

 

聴
覚

障
害

者
用

 

言
語

障
害

者
用

 

盲
ろ

う
者

用
 

利
用

者
 

腕
時

計
型

携
帯

呼
び

出
し

装
置

(ナ
ー

ス

コ
ー

ル
）

の
要

望
 

病
院

や
施

設
等

で
使

わ
れ

て
い

る
通

常
の

装
置

は
壁

な
ど

か
ら

コ
ー

ド
に

つ
な

が
っ

て
い

る
か

、
ワ

イ
ヤ

レ
ス

で
押

し
ボ

タ
ン

式
の

も
の

が
主

流
で

す
が

、
体

幹
や

上
肢

麻
痺

な
ど

の
障

が
い

者
に

は
ナ

ー
ス

コ
ー

ル
ま

で
届

か
な

か
っ

た
り

、
首

な
ど

に
ぶ

ら
下

げ
て

携
帯

し
て

い
て

も
間

違
っ

て
押

し
て

し
ま

っ
た

り
と

、
簡

単
に

間
違

い
な

く
安

心
し

て
使

え
る

製
品

が
見

当
た

ら
な

い
の

で
困

っ
て

い
ま

す
。

 

呼
び

出
し

機
器

を
開

発
し

て
い

る
、

も
し

く
は

今
後

開
発

を
始

め
る

福
祉

器
具

メ
ー

カ
ー

の
関

係
者

の
皆

様
 

・
常

に
携

帯
で

き
て

操
作

し
や

す
い

腕
時

計
タ

イ
プ

の
ベ

ル
ト

等
で

着
用

で
き

る
も

の
 

・
腕

や
指

先
の

動
き

が
悪

い
人

で
も

誤
操

作
を

心
配

せ
ず

、
簡

単
に

使
え

る
ス

ラ
イ

ド
式

開
け

ふ
た

付
き

の
も

の
 

上
記

2
点

を
備

え
た

機
器

を
開

発
し

て
い

た
だ

け
る

と
大

変
助

か
り

ま
す

。
 

必
要

で
あ

れ
ば

開
発

過
程

で
で

き
る

か
ぎ

り
の

提
案

や
使

っ
て

み
て

の
感

想
等

、
サ

ポ
ー

ト
さ

せ
て

い
た

だ
き

ま
す

の
で

 

こ
ち

ら
の

機
器

の
実

現
に

興
味

を
持

っ
て

い
た

だ
け

る
よ

う
で

し
た

ら
、

テ
ク

ノ
エ

イ
ド

協
会

の
五

嶋
様

に
ご

連
絡

く
だ

さ
い

。
 

折
り

返
し

ご
連

絡
取

ら
せ

て
い

た
だ

き
ま

す
。

 

5
8

2
 

肢
体

障
害

者
用

 
利

用
者

 
【

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
】

着
脱

式
取

っ
手

付
き

ス
マ

ホ
カ

バ
ー

の
提

案
 

※
頸

椎
損

傷
に

よ
り

、
首

か
ら

下
が

ま
だ

ら
麻

痺
に

な
っ

て
お

り
、

書
字

困
難

で
す

。
提

案
ま

た
は

、
活

用
例

を
掲

載
し

た
い

と
考

え
て

お
り

ま
す

。
※

な
お

、
私

が
直

接
書

い
て

い
る

ブ
ロ

グ
《

続
・

オ
ヒ

！
の

殿
堂

３
》

の
活

用
・

提
案

記
事

か
ら

ご
紹

介
い

た
し

ま
す

。
(以

下
本

文
) 

左
手

の
麻

痺
で

手
首

が
う

ま
く

回
転

せ
ず

、
右

手
も

半
分

痺
れ

て
つ

か
ん

だ
も

の
を

落
と

す
こ

と
が

あ
る

理
由

で
ス

マ
ホ

は

現
在

使
っ

て
い

ま
せ

ん
。

 
ス

マ
ホ

に
取

っ
手

を
つ

け
る

道
具

は
す

で
に

、
背

面
に

環
を

つ
け

る
こ

と
で

指
に

通
す

手
段

が
あ

り
ま

す
。

（
関

連
記

事
：

ス
マ

ホ
を

指
一

本
で

支
え

る
頼

も
し

い
取

っ
手

「
B

u
n

k
e
r 

R
in

g
」

（
ケ

ー
タ

イ
Ｗ

ａ
ｔ

ｃ
ｈ

 
平

成
2

4
0

5
2

3
）

）
 
 

こ
の

道
具

は
使

え
そ

う
も

あ
り

ま
せ

ん
。

利
き

手
に

は
め

て
も

、
指

が
動

き
に

く
い

で
す

。
 

 
そ

の
ほ

か
画

面
を

指
で

触
る

と
、

痺
れ

て
い

る
た

め
に

、
ざ

ら
ざ

ら
と

気
持

ち
悪

い
感

覚
と

時
折

痛
み

が
走

る
た

め
に

ス
マ

ホ
は

敬
遠

し
て

い
ま

す
。

 
 

も
の

は
つ

か
め

ま
す

か
ら

、
自

助
具

の
取

っ
手

が
つ

い
て

い
る

椀
を

参
考

に
し

て
、

ス
マ

ホ
ケ

ー
ス

に
改

良
す

れ
ば

、
右

手
に

静
電

式
ペ

ン
を

も
っ

て
使

え
そ

う
で

す
。

取
っ

手
を

着
脱

式
に

し
て

、
使

わ
な

い
と

き
は

外
し

て
お

い
て

、
ケ

ー
ス

の
ど

こ
か

に
取

り
付

け
て

お
く

。
そ

れ
を

装
飾

し
て

お
い

て
お

け
ば

、
お

し
ゃ

れ
の

一
部

に
な

り
ま

す
。
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5
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肢
体

障
害

者
用

 
医

療
専

門
職

 
電

動
車

い
す

の
坂

道

走
行

に
つ

い
て

 

御
世

話
に

な
り

ま
す

。
長

崎
で

作
業

療
法

士
を

し
て

お
り

ま
す

。
今

回
表

記
の

件
に

つ
い

て
ア

イ
デ

ア
や

ご
意

見
を

い
た

だ
け

れ
ば

嬉
し

く
思

い
ま

す
。

以
下

、
患

者
情

報
も

含
め

長
文

に
な

り
ま

す
。

長
崎

で
は

車
が

横
付

け
出

来
な

い
坂

・
階

段
の

上
に

住
ま

れ
て

い
る

患
者

さ
ん

が
多

く
い

ら
っ

し
ゃ

い
ま

す
が

、
そ

の
方

た
ち

の
外

出
支

援
に

苦
労

し
て

い
ま

す
。

歩
け

な
い

方
は

車
い

す
と

な
り

ま
す

が
、

傾
斜

が
急

な
た

め
、

電
動

車
い

す
で

あ
っ

て
も

実
用

登
坂

角
度

を
軽

く
越

え
て

し
ま

う
場

合
が

あ
り

ま
す

。
そ

の
場

合
も

致
し

方
な

く
使

用
し

て
い

ま
す

が
、

安
全

性
の

確
保

が
難

し
い

現
状

で
す

。
現

在
、

当
院

の
患

者
さ

ん
で

車
か

ら
自

宅
ま

で
の

坂
道

（
1

0
0

メ
ー

ト
ル

弱
、

傾
斜

1
0

度
〜

1
8

.9
度

）
を

電
動

車
い

す
（

J
W

-
X

）
を

利
用

し
通

所
サ

ー
ビ

ス
等

へ
通

わ
れ

て
い

る
方

(要
介

護
5

,6
0

キ
ロ

)が
い

ら
っ

し
ゃ

い
ま

す
が

、
後

ろ
向

き
下

り
に

て
下

る
際

、
強

傾
斜

時
は

ウ
イ

リ
ー

し
た

ま
ま

の
走

行
と

な
り

、
非

常
に

危
険

が
伴

い
ま

す
。

実
際

、
後

ろ
向

き
下

り
1

人
介

助
時

に
1

度
転

落
さ

れ
て

お
り

ま
す

。
そ

の
た

め
、

基
本

的
に

は
2

人
介

助
で

、
1

人
が

後
方

か
ら

操

作
、

も
う

1
人

が
車

い
す

に
ひ

も
を

か
け

引
張

り
な

が
ら

下
る

方
法

等
を

と
っ

て
い

る
よ

う
で

す
。

電
動

車
い

す
の

実
用

登
坂

角
度

は
6

度
と

な
っ

て
お

り
ま

す
が

、
そ

れ
以

上
で

あ
っ

て
も

使
用

せ
ざ

る
得

な
い

環
境

の
方

に
対

し
、

も
う

少
し

安
全

性
の

確
保

が
図

れ
な

い
か

と
思

案
し

て
い

ま
す

。
ま

た
、

安
全

性
が

確
保

さ
れ

れ
ば

、
1

人
介

助
で

も
安

心
で

き
、

ご
家

族
の

方
と

の
外

出
も

容
易

に
な

る
か

と
思

っ
て

い
ま

す
。

本
患

者
さ

ん
以

外
で

も
同

様
に

外
出

支
援

に
難

渋
す

る
患

者
さ

ん
が

お
り

ま
す

の
で

、
何

か
し

ら
対

応
し

て
い

け
れ

ば
と

思
っ

て
い

ま
す

が
、

ま
だ

ま
だ

知
識

・
経

験
不

足
で

よ
い

案
が

浮
か

び
ま

せ
ん

。
ご

助
言

等
あ

り
ま

し
た

ら
宜

し
く

お
願

い
致

し
ま

す
。

（
坂

道
走

行
時

の
動

画
が

あ
り

ま
す

が
、

添
付

出
来

ま
せ

ん
で

し
た

の
で

、
画

像
の

み
添

付
さ

せ
て

い
た

だ
き

ま
す

。
）

 

5
8

0
 

そ
の

他
(片

麻
痺

の
あ

る
方

) 

福
祉

専
門

職
 

ポ
ー

タ
ブ

ル
ト

イ
レ

 
半

身
麻

痺
の

方
に

ポ
ー

タ
ブ

ル
ト

イ
レ

を
提

案
す

る
際

、
Ａ

社
の

ア
シ

ス
ト

グ
リ

ッ
プ

付
タ

イ
プ

の
商

品
が

有
効

か
と

思
わ

れ
る

事
例

が
あ

り
ま

し
た

の
で

、
老

婆
心

な
が

ら
専

門
職

の
方

に
参

考
に

な
れ

ば
と

思
い

投
稿

し
ま

し
た

。
 

 
通

常
の

ポ
ー

タ
ブ

ル
ト

イ
レ

の
肘

掛
け

は
、

1
8

0
・

2
1

0
・

2
4

0
の

3
段

階
で

調
整

で
き

る
タ

イ
プ

が
多

い
か

と
思

い
ま

す
。

専

門
職

の
方

が
ポ

ー
タ

ブ
ル

ト
イ

レ
を

選
定

す
る

際
、

肘
が

約
9

0
度

に
な

る
様

な
タ

イ
プ

を
選

定
す

る
か

と
思

い
ま

す
が

、
そ

の
高

さ
だ

と
、

力
が

入
り

難
く

立
ち

上
が

り
が

大
変

と
思

わ
れ

ま
す

。
Ａ

社
の

ア
シ

ス
ト

グ
リ

ッ
プ

は
1

1
0

の
高

さ
な

の
で

、
ﾌ
ﾟ
ｯ
ｼ
ｭ
ｱ
ｯ
ﾌ
ﾟ
時

、

力
が

入
り

や
す

い
の

で
力

ま
な

く
て

も
立

ち
上

が
り

動
作

が
可

能
に

な
る

と
思

わ
れ

ま
す

。
力

ま
な

く
て

も
良

い
の

で
、

お
小

水
の

こ
ぼ

れ
も

少
な

く
て

済
む

の
も

メ
リ

ッ
ト

で
す

。
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肢
体

障
害

者
用

 

視
覚

障
害

者
用

 

聴
覚

障
害

者
用

 

言
語

障
害

者
用

 

盲
ろ

う
者

用
 

利
用

者
 

腕
時

計
型

携
帯

呼
び

出
し

装
置

(ナ
ー

ス

コ
ー

ル
）

の
要

望
 

病
院

や
施

設
等

で
使

わ
れ

て
い

る
通

常
の

装
置

は
壁

な
ど

か
ら

コ
ー

ド
に

つ
な

が
っ

て
い

る
か

、
ワ

イ
ヤ

レ
ス

で
押

し
ボ

タ
ン

式
の

も
の

が
主

流
で

す
が

、
体

幹
や

上
肢

麻
痺

な
ど

の
障

が
い

者
に

は
ナ

ー
ス

コ
ー

ル
ま

で
届

か
な

か
っ

た
り

、
首

な
ど

に
ぶ

ら
下

げ
て

携
帯

し
て

い
て

も
間

違
っ

て
押

し
て

し
ま

っ
た

り
と

、
簡

単
に

間
違

い
な

く
安

心
し

て
使

え
る

製
品

が
見

当
た

ら
な

い
の

で
困

っ
て

い
ま

す
。

 

呼
び

出
し

機
器

を
開

発
し

て
い

る
、

も
し

く
は

今
後

開
発

を
始

め
る

福
祉

器
具

メ
ー

カ
ー

の
関

係
者

の
皆

様
 

・
常

に
携

帯
で

き
て

操
作

し
や

す
い

腕
時

計
タ

イ
プ

の
ベ

ル
ト

等
で

着
用

で
き

る
も

の
 

・
腕

や
指

先
の

動
き

が
悪

い
人

で
も

誤
操

作
を

心
配

せ
ず

、
簡

単
に

使
え

る
ス

ラ
イ

ド
式

開
け

ふ
た

付
き

の
も

の
 

上
記

2
点

を
備

え
た

機
器

を
開

発
し

て
い

た
だ

け
る

と
大

変
助

か
り

ま
す

。
 

必
要

で
あ

れ
ば

開
発

過
程

で
で

き
る

か
ぎ

り
の

提
案

や
使

っ
て

み
て

の
感

想
等

、
サ

ポ
ー

ト
さ

せ
て

い
た

だ
き

ま
す

の
で

 

こ
ち

ら
の

機
器

の
実

現
に

興
味

を
持

っ
て

い
た

だ
け

る
よ

う
で

し
た

ら
、

テ
ク

ノ
エ

イ
ド

協
会

の
五

嶋
様

に
ご

連
絡

く
だ

さ
い

。
 

折
り

返
し

ご
連

絡
取

ら
せ

て
い

た
だ

き
ま

す
。

 

5
8

2
 

肢
体

障
害

者
用

 
利

用
者

 
【

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
】

着
脱

式
取

っ
手

付
き

ス
マ

ホ
カ

バ
ー

の
提

案
 

※
頸

椎
損

傷
に

よ
り

、
首

か
ら

下
が

ま
だ

ら
麻

痺
に

な
っ

て
お

り
、

書
字

困
難

で
す

。
提

案
ま

た
は

、
活

用
例

を
掲

載
し

た
い

と
考

え
て

お
り

ま
す

。
※

な
お

、
私

が
直

接
書

い
て

い
る

ブ
ロ

グ
《

続
・

オ
ヒ

！
の

殿
堂

３
》

の
活

用
・

提
案

記
事

か
ら

ご
紹

介
い

た
し

ま
す

。
(以

下
本

文
) 

左
手

の
麻

痺
で

手
首

が
う

ま
く

回
転

せ
ず

、
右

手
も

半
分

痺
れ

て
つ

か
ん

だ
も

の
を

落
と

す
こ

と
が

あ
る

理
由

で
ス

マ
ホ

は

現
在

使
っ

て
い

ま
せ

ん
。

 
ス

マ
ホ

に
取

っ
手

を
つ

け
る

道
具

は
す

で
に

、
背

面
に

環
を

つ
け

る
こ

と
で

指
に

通
す

手
段

が
あ

り
ま

す
。

（
関

連
記

事
：

ス
マ

ホ
を

指
一

本
で

支
え

る
頼

も
し

い
取

っ
手

「
B

u
n

k
e
r 

R
in

g
」

（
ケ

ー
タ

イ
Ｗ

ａ
ｔ

ｃ
ｈ

 
平

成
2

4
0

5
2

3
）

）
 
 

こ
の

道
具

は
使

え
そ

う
も

あ
り

ま
せ

ん
。

利
き

手
に

は
め

て
も

、
指

が
動

き
に

く
い

で
す

。
 

 
そ

の
ほ

か
画

面
を

指
で

触
る

と
、

痺
れ

て
い

る
た

め
に

、
ざ

ら
ざ

ら
と

気
持

ち
悪

い
感

覚
と

時
折

痛
み

が
走

る
た

め
に

ス
マ

ホ
は

敬
遠

し
て

い
ま

す
。

 
 

も
の

は
つ

か
め

ま
す

か
ら

、
自

助
具

の
取

っ
手

が
つ

い
て

い
る

椀
を

参
考

に
し

て
、

ス
マ

ホ
ケ

ー
ス

に
改

良
す

れ
ば

、
右

手
に

静
電

式
ペ

ン
を

も
っ

て
使

え
そ

う
で

す
。

取
っ

手
を

着
脱

式
に

し
て

、
使

わ
な

い
と

き
は

外
し

て
お

い
て

、
ケ

ー
ス

の
ど

こ
か

に
取

り
付

け
て

お
く

。
そ

れ
を

装
飾

し
て

お
い

て
お

け
ば

、
お

し
ゃ

れ
の

一
部

に
な

り
ま

す
。
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肢
体

障
害

者
用

 
利

用
者

 
【

ｅ
Ａ

ｔ
ｃ

】
コ

ミ

ッ
ク

工
房

を
福

祉
機

器
に

使
う

 

※
実

際
に

活
用

し
て

い
る

事
例

集
。

私
が

書
い

て
い

る
ブ

ロ
グ

《
続

・
オ

ヒ
！

の
殿

堂
３

》
か

ら
、

編
集

し
て

ご
紹

介
し

ま
す

。
 

（
以

下
本

文
）

（
写

真
は

、
実

際
の

使
用

例
）

 

■
ｅ

Ａ
ｔ

ｃ
の

範
疇

外
の

３
Ｄ

Ｓ
の

福
祉

機
器

化
 

 
任

天
堂

３
Ｄ

Ｓ
《

コ
ミ

ッ
ク

工
房

》
が

登
場

し
て

１
年

半
以

上
が

経
過

し
た

。
２

作
目

も
登

場
し

、
電

子
ノ

ー
ト

・
ス

ラ
イ

ド
な

ど
、

画
用

紙
、

ノ
ー

ト
、

レ
ポ

ー
ト

用
紙

の
電

子
版

と
し

て
大

い
に

活
用

し
て

い
る

。
 

４
年

以
上

前
、

転
倒

負
傷

し
、

後
遺

障
害

と
し

て
手

書
き

が
困

難
に

な
っ

た
策

と
し

て
、

電
子

文
具

、
特

に
感

圧
式

の
ス

タ
イ

ラ
ス

ペ
ン

で
紙

の
代

用
を

果
た

す
製

品
を

数
種

類
購

入
、

複
合

的
に

使
え

る
３

Ｄ
Ｓ

と
コ

ミ
ッ

ク
工

房
を

選
択

し
た

。
も

し
、

こ
の

ソ
フ

ト
が

出
て

い
な

か
っ

た
ら

、
こ

こ
ま

で
３

Ｄ
Ｓ

を
使

い
た

お
す

こ
と

は
考

え
な

か
っ

た
。

障
害

を
人

々
が

機
器

な
ど

用
い

て
生

活
を

便
利

に
す

る
技

術
は

、
福

祉
情

報
技

術
（

ｅ
Ａ

ｔ
ｃ

）
と

呼
ば

れ
て

い
る

。
関

連
の

団
体

の
資

料
か

ら
う

か
が

え
る

の
は

、
電

子
機

器
機

器
に

お
い

て
は

、
ｉ

Ｐ
ａ

ｄ
，

ｉ
Ｐ

ｈ
ｏ

ｎ
ｅ

等
の

ア
ッ

プ
ル

製
品

の
情

報
端

末
の

使
い

方
、

障
害

部
分

を
代

行
さ

せ
る

ア
プ

リ
ケ

ー
シ

ョ
ン

開
発

、
活

用
に

力
点

が
置

か
れ

、
安

価
で

丈
夫

な
３

Ｄ
Ｓ

を
使

お
う

こ
と

は
全

く
の

範
疇

外
で

あ
っ

た
。

ｅ
Ａ

ｔ
ｃ

、
そ

れ
に

障
害

者
の

生
活

向
上

の
た

め
の

講
演

に
参

加
し

、
講

演
内

容
を

持
ち

込
ん

で
コ

ミ
ッ

ク
工

房
で

ノ
ー

ト
す

る
。

福
祉

機
器

の
利

用
よ

り
、

子
ど

も
が

使
う

お
も

ち
ゃ

の
先

入
観

か
ら

か
、

誰
も

見
向

き
も

し
な

い
。

ま
た

、
コ

ミ
ッ

ク
の

冠
が

あ
る

た
め

か
漫

画
、

イ
ラ

ス
ト

を
３

Ｄ
Ｓ

で
描

画
す

る
専

用
ソ

フ
ト

と
固

定
観

念
を

も
っ

て
い

る
と

も
考

え
ら

れ
、

Ｇ
ｏ

ｏ
ｇ

ｌ
ｅ

で
検

索
し

て
も

、
高

機
能

電
子

文
具

の
活

用
例

は
ほ

ぼ
皆

無
に

等
し

い
。

 
そ

れ
だ

か
ら

、
電

子
文

具
空

白
区

（
ま

た
は

ニ
ッ

チ
）

だ
か

ら
、

大
い

に
活

用
で

き
る

と
も

言
え

る
。
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第
1

5
回

福
祉

工
学

カ
フ

ェ
(1

0
/
1

9
)の

ご
案

内
 

第
1

5
回

福
祉

工
学

カ
フ

ェ
の

ご
案

内
で

す
。

 

初
め

て
発

達
障

害
関

連
の

話
題

で
す

。
 

発
達

障
害

当
事

者
が

求
め

る
福

祉
機

器
と

は
？

 

～
 
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
困

難
に

潜
む

身
体

的
困

難
と

感
覚

過
敏

へ
の

注
目

～
 

を
開

催
し

ま
す

。
 

日
時

：
2

0
1

5
年

1
0

月
1

9
日

（
月

）
 
1

3
:3

0
 -

 1
6

:5
0

 
（

1
3

：
0

0
開

場
）

 

場
所

：
N

E
D

O
分

室
 

大
同

生
命

霞
が

関
ビ

ル
1

2
F
 

（
千

代
田

区
霞

が
関

1
-
4

-
2

）
 

共
催

：
国

立
障

害
者

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
セ

ン
タ

ー
研

究
所

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
（

独
）

新
エ

ネ
ル

ギ
ー

・
産

業
技

術
総

合
開

発
機

構
（

N
E

D
O

）
 
 

参
加

無
料

 

詳
細

は
以

下
を

ご
覧

下
さ

い
。

 

な
お

、
準

備
の

都
合

上
、

な
る

べ
く

事
前

登
録

を
お

願
い

し
ま

す
。

 

以
下

、
申

し
込

み
の

案
内

 

h
tt

p
:/

/
w

w
w

.r
e
h

a
b

.g
o
.jp

/
ri
/e

v
e
n

t/
a
t_

c
a
fe

2
0

1
0

/
c
o
n

ta
c
t/

in
d

e
x
.h

tm
l 

約
5

0
名

程
の

席
な

の
で

、
当

日
空

き
が

あ
れ

ば
座

れ
ま

す
が

、
満

席
の

場
合

は
 

ご
容

赦
下

さ
い

。
 

h
tt

p
:/

/
w

w
w

.r
e
h

a
b

.g
o
.jp

/
ri
/e

v
e
n

t/
a
t_

c
a
fe

2
0

1
0

/
e
v
e
n

t/
e
v
e
n

t1
5

/
in

d
e
x
.h

tm
l 

5
8

5
 

高
齢

者
用

 
利

用
者

の
家

族
 

認
知

症
の

高
齢

者
が

徘
徊

し
て

も
す

ぐ
探

せ
る

よ
う

な
仕

組
み

認
知

症
の

母
を

介
護

し
て

い
ま

す
。

 

家
の

中
に

い
て

欲
し

い
の

で
す

が
、

隙
を

見
て

外
出

し
よ

う
と

し
ま

す
。

 

い
ざ

外
出

し
て

も
、
こ

ち
ら

と
し

て
は

方
々

探
し

ま
わ

る
し

か
な

く
、
警

察
の

方
に

捜
索

の
お

手
伝

い
を

お
願

い
し

た
こ

と
も

あ
り

ま
す

。
 

常
に

見
張

っ
て

い
る

こ
と

は
事

実
上

不
可

能
な

の
で

、
外

出
し

た
と

し
て

も
あ

る
程

度
は

居
場

所
が

わ
か

る
よ

う
な

機
器

が
あ

れ
ば

大
変

助
か

り
ま

す
。

G
P

S
装

置
を

う
ま

く
使

っ
て

で
き

な
い

も
の

で
し

ょ
う

か
。
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5
8

3
 

肢
体

障
害

者
用

 
利

用
者

 
【

ｅ
Ａ

ｔ
ｃ

】
コ

ミ

ッ
ク

工
房

を
福

祉
機

器
に

使
う

 

※
実

際
に

活
用

し
て

い
る

事
例

集
。

私
が

書
い

て
い

る
ブ

ロ
グ

《
続

・
オ

ヒ
！

の
殿

堂
３

》
か

ら
、

編
集

し
て

ご
紹

介
し

ま
す

。
 

（
以

下
本

文
）

（
写

真
は

、
実

際
の

使
用

例
）

 

■
ｅ

Ａ
ｔ

ｃ
の

範
疇

外
の

３
Ｄ

Ｓ
の

福
祉

機
器

化
 

 
任

天
堂

３
Ｄ

Ｓ
《

コ
ミ

ッ
ク

工
房

》
が

登
場

し
て

１
年

半
以

上
が

経
過

し
た

。
２

作
目

も
登

場
し

、
電

子
ノ

ー
ト

・
ス

ラ
イ

ド
な

ど
、

画
用

紙
、

ノ
ー

ト
、

レ
ポ

ー
ト

用
紙

の
電

子
版

と
し

て
大

い
に

活
用

し
て

い
る

。
 

４
年

以
上

前
、

転
倒

負
傷

し
、

後
遺

障
害

と
し

て
手

書
き

が
困

難
に

な
っ

た
策

と
し

て
、

電
子

文
具

、
特

に
感

圧
式

の
ス

タ
イ

ラ
ス

ペ
ン

で
紙

の
代

用
を

果
た

す
製

品
を

数
種

類
購

入
、

複
合

的
に

使
え

る
３

Ｄ
Ｓ

と
コ

ミ
ッ

ク
工

房
を

選
択

し
た

。
も

し
、

こ
の

ソ
フ

ト
が

出
て

い
な

か
っ

た
ら

、
こ

こ
ま

で
３

Ｄ
Ｓ

を
使

い
た

お
す

こ
と

は
考

え
な

か
っ

た
。

障
害

を
人

々
が

機
器

な
ど

用
い

て
生

活
を

便
利

に
す

る
技

術
は

、
福

祉
情

報
技

術
（

ｅ
Ａ

ｔ
ｃ

）
と

呼
ば

れ
て

い
る

。
関

連
の

団
体

の
資

料
か

ら
う

か
が

え
る

の
は

、
電

子
機

器
機

器
に

お
い

て
は

、
ｉ

Ｐ
ａ

ｄ
，

ｉ
Ｐ

ｈ
ｏ

ｎ
ｅ

等
の

ア
ッ

プ
ル

製
品

の
情

報
端

末
の

使
い

方
、

障
害

部
分

を
代

行
さ

せ
る

ア
プ

リ
ケ

ー
シ

ョ
ン

開
発

、
活

用
に

力
点

が
置

か
れ

、
安

価
で

丈
夫

な
３

Ｄ
Ｓ

を
使

お
う

こ
と

は
全

く
の

範
疇

外
で

あ
っ

た
。

ｅ
Ａ

ｔ
ｃ

、
そ

れ
に

障
害

者
の

生
活

向
上

の
た

め
の

講
演

に
参

加
し

、
講

演
内

容
を

持
ち

込
ん

で
コ

ミ
ッ

ク
工

房
で

ノ
ー

ト
す

る
。

福
祉

機
器

の
利

用
よ

り
、

子
ど

も
が

使
う

お
も

ち
ゃ

の
先

入
観

か
ら

か
、

誰
も

見
向

き
も

し
な

い
。

ま
た

、
コ

ミ
ッ

ク
の

冠
が

あ
る

た
め

か
漫

画
、

イ
ラ

ス
ト

を
３

Ｄ
Ｓ

で
描

画
す

る
専

用
ソ

フ
ト

と
固

定
観

念
を

も
っ

て
い

る
と

も
考

え
ら

れ
、

Ｇ
ｏ

ｏ
ｇ

ｌ
ｅ

で
検

索
し

て
も

、
高

機
能

電
子

文
具

の
活

用
例

は
ほ

ぼ
皆

無
に

等
し

い
。

 
そ

れ
だ

か
ら

、
電

子
文

具
空

白
区

（
ま

た
は

ニ
ッ

チ
）

だ
か

ら
、

大
い

に
活

用
で

き
る

と
も

言
え

る
。
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5
8

4
 

 
 

 
 

第
1

5
回

福
祉

工
学

カ
フ

ェ
(1

0
/
1

9
)の

ご
案

内
 

第
1

5
回

福
祉

工
学

カ
フ

ェ
の

ご
案

内
で

す
。

 

初
め

て
発

達
障

害
関

連
の

話
題

で
す

。
 

発
達

障
害

当
事

者
が

求
め

る
福

祉
機

器
と

は
？

 

～
 
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
困

難
に

潜
む

身
体

的
困

難
と

感
覚

過
敏

へ
の

注
目

～
 

を
開

催
し

ま
す

。
 

日
時

：
2

0
1

5
年

1
0

月
1

9
日

（
月

）
 
1

3
:3

0
 -

 1
6

:5
0

 
（

1
3

：
0

0
開

場
）

 

場
所

：
N

E
D

O
分

室
 

大
同

生
命

霞
が

関
ビ

ル
1

2
F
 

（
千

代
田

区
霞

が
関

1
-
4

-
2

）
 

共
催

：
国

立
障

害
者

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
セ

ン
タ

ー
研

究
所

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
（

独
）

新
エ

ネ
ル

ギ
ー

・
産

業
技

術
総

合
開

発
機

構
（

N
E

D
O

）
 
 

参
加

無
料

 

詳
細

は
以

下
を

ご
覧

下
さ

い
。

 

な
お

、
準

備
の

都
合

上
、

な
る

べ
く

事
前

登
録

を
お

願
い

し
ま

す
。

 

以
下

、
申

し
込

み
の

案
内

 

h
tt

p
:/

/
w

w
w

.r
e
h

a
b

.g
o
.jp

/
ri
/e

v
e
n

t/
a
t_

c
a
fe

2
0

1
0

/
c
o
n

ta
c
t/

in
d

e
x
.h

tm
l 

約
5

0
名

程
の

席
な

の
で

、
当

日
空

き
が

あ
れ

ば
座

れ
ま

す
が

、
満

席
の

場
合

は
 

ご
容

赦
下

さ
い

。
 

h
tt

p
:/

/
w

w
w

.r
e
h

a
b

.g
o
.jp

/
ri
/e

v
e
n

t/
a
t_

c
a
fe

2
0

1
0

/
e
v
e
n

t/
e
v
e
n

t1
5

/
in

d
e
x
.h

tm
l 

5
8

5
 

高
齢

者
用

 
利

用
者

の
家

族
 

認
知

症
の

高
齢

者
が

徘
徊

し
て

も
す

ぐ
探

せ
る

よ
う

な
仕

組
み

認
知

症
の

母
を

介
護

し
て

い
ま

す
。

 

家
の

中
に

い
て

欲
し

い
の

で
す

が
、

隙
を

見
て

外
出

し
よ

う
と

し
ま

す
。

 

い
ざ

外
出

し
て

も
、
こ

ち
ら

と
し

て
は

方
々

探
し

ま
わ

る
し

か
な

く
、
警

察
の

方
に

捜
索

の
お

手
伝

い
を

お
願

い
し

た
こ

と
も

あ
り

ま
す

。
 

常
に

見
張

っ
て

い
る

こ
と

は
事

実
上

不
可

能
な

の
で

、
外

出
し

た
と

し
て

も
あ

る
程

度
は

居
場

所
が

わ
か

る
よ

う
な

機
器

が
あ

れ
ば

大
変

助
か

り
ま

す
。

G
P

S
装

置
を

う
ま

く
使

っ
て

で
き

な
い

も
の

で
し

ょ
う

か
。
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5
8

6
 

高
齢

者
用

 
利

用
者

の
家

族
 

認
知

症
徘

徊
者

位
置

検
索

装
置

 

１
０

年
来

、
夫

婦
二

人
で

認
知

症
の

母
親

を
在

宅
で

介
護

し
て

ま
す

。
２

～
３

年
前

よ
り

徘
徊

が
始

ま
り

ま
し

た
。

２
４

時
間

体
制

で
の

監
視

を
行

わ
な

け
れ

ば
な

ら
ず

そ
の

重
圧

は
大

変
な

も
の

で
す

。
ち

ょ
っ

と
目

を
離

し
た

す
き

に
出

て
行

っ
て

し
ま

い
ま

す
。

一
歩

出
ら

れ
る

と
二

人
で

探
す

の
は

ま
ず

無
理

で
す

。
仕

方
な

く
警

察
に

捜
索

願
を

出
し

ま
す

が
、

度
重

な
る

と
警

察
も

仕
事

と
は

い
え

気
の

毒
に

な
り

ま
す

。
家

か
ら

外
に

出
ら

れ
な

い
よ

う
に

閉
じ

込
め

る
し

か
な

い
の

で
し

ょ
う

か
。

疲
れ

て
し

ま
い

、
私

た
ち

に
代

わ
り

母
親

の
監

視
を

し
て

い
た

だ
く

人
が

い
た

ら
お

金
を

払
っ

て
で

も
お

願
い

し
た

い
く

ら
い

で
す

。
人

づ
て

に
、

靴
の

中
に

G
P

S
端

末
が

入
っ

て
も

の
が

あ
る

の
で

そ
れ

を
履

け
ば

、
徘

徊
時

に
何

処
に

い
る

か
が

わ
か

る
よ

と
教

え
ら

れ
、

取
扱

店
に

聞
き

ま
し

が
、

実
際

に
靴

は
あ

り
ま

し
た

が
代

金
が

高
く

て
私

た
ち

み
た

い
な

年
金

暮
ら

し
に

は
む

り
で

し
た

。
母

親
は

介
護

認
定

は
受

け
て

い
ま

す
の

で
、

他
の

商
品

と
同

じ
く

介
護

保
険

対
象

商
品

と
し

て
認

め
て

戴
け

け
な

い
も

の
か

と
切

に
願

っ
て

お
り

ま
す

。
 

5
8

7
 

 
 

 
 

第
1

6
回

福
祉

工
学

カ
フ

ェ
の

ご
案

内
 

司
会

は
、

障
害

の
あ

る
方

で
、

企
画

の
ご

協
力

も
い

た
だ

き
ま

し
た

。
 

第
1

6
回

福
祉

工
学

カ
フ

ェ
 

視
覚

障
碍

者
歩

行
支

援
シ

ス
テ

ム
 

～
オ

リ
エ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

支
援

を
中

心
に

～
 

日
時

：
2

0
1

5
年

1
1

月
1

日
（

日
）

 
1

3
:0

0
 -

 1
6

:3
0

 

場
所

：
す

み
だ

産
業

会
館

サ
ン

ラ
イ

ズ
ホ

ー
ル

 
サ

イ
ト

ワ
ー

ル
ド

内
会

場
 

 
 

 
（

J
R

総
武

線
・

地
下

鉄
半

蔵
門

線
 

錦
糸

町
駅

前
 

丸
井

錦
糸

町
店

 
9

階
 
会

議
室

4
）

 

5
8

8
 

肢
体

障
害

者
用

 
開

発
メ

ー
カ

 
車

椅
子

移
動

自
由

化

介
護

機
器

 

１
；

「
隙

間
段

差
解

消
機

器
」

 

 
 

 
車

椅
子

移
動

通
路

の
「

隙
間

段
差

解
消

」
を

目
的

と
す

る
機

器
で

す
。

（
ボ

タ
ン

操
作

）
 

 
 

 
鉄

道
駅

プ
ラ

ッ
ト

ホ
ー

ム
。

建
造

物
内

の
段

差
解

消
、

屋
外

通
路

で
の

利
用

 

２
；

「
エ

ス
カ

レ
ー

タ
ー

無
停

止
車

椅
子

昇
降

介
助

機
器

」
 

 
 

 
車

椅
子

利
用

者
の

垂
直

上
下

移
動

は
主

と
し

て
「

エ
レ

ベ
ー

タ
ー

」
を

利
用

さ
れ

て
い

る
。

 

 
 

 
エ

ス
カ

レ
ー

タ
ー

利
用

で
は

、
エ

ス
カ

レ
ー

タ
ー

を
一

時
停

止
を

し
て

車
椅

子
を

搭
載

し
て

 

 
 

 
垂

直
上

下
移

動
が

行
わ

れ
て

い
る

。
当

該
介

助
機

器
は

エ
ス

カ
レ

ー
タ

ー
を

停
止

さ
せ

ず
 

 
 

 
垂

直
上

下
移

動
が

可
能

で
、

一
般

エ
ス

カ
レ

ー
タ

ー
利

用
者

の
動

線
の

障
害

に
成

り
ま

せ
ん

。
 

 
 

 
U

R
L
;w

w
w

.d
-
e
-
f.
c
o
.jp

 
 
 
 
(当

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

の
新

着
情

報
内

に
動

画
掲

載
あ

り
）

 

当
該

機
器

設
置

に
は
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１
：

国
、

地
方

自
治

体
、

事
業

者
が

各
々

１
/
３

の
負

担
責

務
が

あ
り

ま
す

。
設

置
に

は
 

最
寄

り
の

社
会

福
祉

事
務

所
に

設
置

依
頼

申
請

⇒
事

業
主

⇔
地

方
自

治
体

⇔
国

 

設
置

許
可

⇒
車

椅
子

利
用

 

２
：

こ
れ

ら
の

機
器

運
用

で
刃

、
「

介
護

法
」

に
事

ず
く

補
助

介
護

者
が

必
ず

必
要

（
新

た
な

雇
用

促
進

）
 

5
8

9
 

高
齢

者
用

 
利

用
者

の
家

族
 

認
知

症
徘

徊
位

置
探

索
装

置
 

認
知

症
、

徘
徊

行
動

の
あ

る
父

に
靴

装
着

型
の

位
置

探
索

装
置

を
利

用
し

て
い

ま
す

。
 

父
は

い
っ

と
き

も
じ

っ
と

し
て

い
ら

れ
ず

、
家

族
等

誰
か

に
話

し
か

け
れ

て
い

な
い

、
会

話
が

な
い

時
間

が
少

し
で

も
あ

る
と

外
に

出
て

行
っ

て
し

ま
い

ま
す

。
よ

く
あ

る
パ

タ
ー

ン
の

よ
う

に
、

出
生

時
居

住
地

へ
帰

ろ
う

と
す

る
よ

う
で

す
。

家
族

が
ず

っ
と

つ
い

て
い

れ
ば

い
い

の
で

し
ょ

う
か

？
ず

っ
と

話
し

か
け

つ
づ

け
れ

ば
い

い
の

で
し

ょ
う

か
？

な
る

べ
く

そ
の

よ
う

に
は

し
て

い
ま

す
が

、
徘

徊
へ

の
随

行
は

父
が

嫌
悪

感
を

示
す

こ
と

も
あ

り
、

現
実

的
に

は
、

パ
ー

フ
ェ

ク
ト

に
は

難
し

い
状

況
で

す
。

位
置

探
索

装
置

を
使

用
す

る
こ

と
で

、

徘
徊

を
開

始
し

て
か

ら
何

分
後

に
チ

ェ
ッ

ク
す

る
、

迎
え

に
行

く
な

ど
、

家
族

間
で

ル
ー

ル
を

決
め

て
、

使
用

す
る

こ
と

で
、

安
心

感
が

え
ら

れ
ま

す
。

と
い

う
よ

り
、

使
い

始
め

る
と

も
う

手
放

せ
ま

せ
ん

。
安

心
を

失
う

こ
と

に
な

る
の

で
す

か
ら

。
費

用
負

担
は

正
直

厳
し

い
で

す
。

そ
れ

で
も

、
手

放
せ

な
い

か
ら

利
用

し
続

け
て

い
ま

す
。

願
わ

く
ば

、
公

的
補

助
が

あ
れ

ば
と

思
い

ま
す

。
一

般
的

に
は

施
設

介
護

、
病

院
介

護
の

方
針

が
示

さ
れ

る
段

階
の

、
う

ち
の

父
で

も
在

宅
生

活
を

継
続

で
き

る
の

は
、

こ
の

装
置

の
お

か
げ

と
も

言
え

ま
す

。
 

施
設

介
護

に
か

か
る

保
険

費
用

、
病

院
に

か
か

る
医

療
費

用
と

比
較

し
て

い
か

が
な

も
の

な
の

で
し

ょ
う

か
？

在
宅

生
活

の
維

持
に

欠
か

せ
な

い
、

重
要

な
福

祉
用

具
と

捉
え

る
こ

と
が

で
き

る
と

思
い

ま
す

が
。

 

5
9

1
 

高
齢

者
用

 
そ

の
他

 
コ

コ
に

い
る

ん
デ

ス
！

 

遅
い

時
間

や
早

朝
の

暗
い

時
間

に
歩

い
て

い
る

ご
高

齢
者

を
よ

く
見

か
け

る
の

で
、

早
い

距
離

か
ら

遠
く

の
歩

い
て

い
る

高
齢

者
を

見
つ

け
て

あ
げ

る
た

め
に

歩
行

を
補

助
す

る
た

め
の

杖
に

、
杖

が
地

面
の

先
端

に
つ

く
た

ん
び

に
光

る
細

工
を

施
す

と
、

ご
高

齢
者

の
い

る
場

所
が

は
や

く
分

か
る

の
で

、
い

い
と

お
も

い
ま

す
。
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5
8

6
 

高
齢

者
用

 
利

用
者

の
家

族
 

認
知

症
徘

徊
者

位
置

検
索

装
置

 

１
０

年
来

、
夫

婦
二

人
で

認
知

症
の

母
親

を
在

宅
で

介
護

し
て

ま
す

。
２

～
３

年
前

よ
り

徘
徊

が
始

ま
り

ま
し

た
。

２
４

時
間

体
制

で
の

監
視

を
行

わ
な

け
れ

ば
な

ら
ず

そ
の

重
圧

は
大

変
な

も
の

で
す

。
ち

ょ
っ

と
目

を
離

し
た

す
き

に
出

て
行

っ
て

し
ま

い
ま

す
。

一
歩

出
ら

れ
る

と
二

人
で

探
す

の
は

ま
ず

無
理

で
す

。
仕

方
な

く
警

察
に

捜
索

願
を

出
し

ま
す

が
、

度
重

な
る

と
警

察
も

仕
事

と
は

い
え

気
の

毒
に

な
り

ま
す

。
家

か
ら

外
に

出
ら

れ
な

い
よ

う
に

閉
じ

込
め

る
し

か
な

い
の

で
し

ょ
う

か
。

疲
れ

て
し

ま
い

、
私

た
ち

に
代

わ
り

母
親

の
監

視
を

し
て

い
た

だ
く

人
が

い
た

ら
お

金
を

払
っ

て
で

も
お

願
い

し
た

い
く

ら
い

で
す

。
人

づ
て

に
、

靴
の

中
に

G
P

S
端

末
が

入
っ

て
も

の
が

あ
る

の
で

そ
れ

を
履

け
ば

、
徘

徊
時

に
何

処
に

い
る

か
が

わ
か

る
よ

と
教

え
ら

れ
、

取
扱

店
に

聞
き

ま
し

が
、

実
際

に
靴

は
あ

り
ま

し
た

が
代

金
が

高
く

て
私

た
ち

み
た

い
な

年
金

暮
ら

し
に

は
む

り
で

し
た

。
母

親
は

介
護

認
定

は
受

け
て

い
ま

す
の

で
、

他
の

商
品

と
同

じ
く

介
護

保
険

対
象

商
品

と
し

て
認

め
て

戴
け

け
な

い
も

の
か

と
切

に
願

っ
て

お
り

ま
す

。
 

5
8

7
 

 
 

 
 

第
1

6
回

福
祉

工
学

カ
フ

ェ
の

ご
案

内
 

司
会

は
、

障
害

の
あ

る
方

で
、

企
画

の
ご

協
力

も
い

た
だ

き
ま

し
た

。
 

第
1

6
回

福
祉

工
学

カ
フ

ェ
 

視
覚

障
碍

者
歩

行
支

援
シ

ス
テ

ム
 

～
オ

リ
エ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

支
援

を
中

心
に

～
 

日
時

：
2

0
1

5
年

1
1

月
1

日
（

日
）

 
1

3
:0

0
 -

 1
6

:3
0

 

場
所

：
す

み
だ

産
業

会
館

サ
ン

ラ
イ

ズ
ホ

ー
ル

 
サ

イ
ト

ワ
ー

ル
ド

内
会

場
 

 
 

 
（

J
R

総
武

線
・

地
下

鉄
半

蔵
門

線
 

錦
糸

町
駅

前
 

丸
井

錦
糸

町
店

 
9

階
 
会

議
室

4
）

 

5
8

8
 

肢
体

障
害

者
用

 
開

発
メ

ー
カ

 
車

椅
子

移
動

自
由

化

介
護

機
器

 

１
；

「
隙

間
段

差
解

消
機

器
」

 

 
 

 
車

椅
子

移
動

通
路

の
「

隙
間

段
差

解
消

」
を

目
的

と
す

る
機

器
で

す
。

（
ボ

タ
ン

操
作

）
 

 
 

 
鉄

道
駅

プ
ラ

ッ
ト

ホ
ー

ム
。

建
造

物
内

の
段

差
解

消
、

屋
外

通
路

で
の

利
用

 

２
；

「
エ

ス
カ

レ
ー

タ
ー

無
停

止
車

椅
子

昇
降

介
助

機
器

」
 

 
 

 
車

椅
子

利
用

者
の

垂
直

上
下

移
動

は
主

と
し

て
「

エ
レ

ベ
ー

タ
ー

」
を

利
用

さ
れ

て
い

る
。

 

 
 

 
エ

ス
カ

レ
ー

タ
ー

利
用

で
は

、
エ

ス
カ

レ
ー

タ
ー

を
一

時
停

止
を

し
て

車
椅

子
を

搭
載

し
て

 

 
 

 
垂

直
上

下
移

動
が

行
わ

れ
て

い
る

。
当

該
介

助
機

器
は

エ
ス

カ
レ

ー
タ

ー
を

停
止

さ
せ

ず
 

 
 

 
垂

直
上

下
移

動
が

可
能

で
、

一
般

エ
ス

カ
レ

ー
タ

ー
利

用
者

の
動

線
の

障
害

に
成

り
ま

せ
ん

。
 

 
 

 
U

R
L
;w

w
w

.d
-
e
-
f.
c
o
.jp

 
 
 
 
(当

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

の
新

着
情

報
内

に
動

画
掲

載
あ

り
）

 

当
該

機
器

設
置

に
は
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１
：

国
、

地
方

自
治

体
、

事
業

者
が

各
々

１
/
３

の
負

担
責

務
が

あ
り

ま
す

。
設

置
に

は
 

最
寄

り
の

社
会

福
祉

事
務

所
に

設
置

依
頼

申
請

⇒
事

業
主

⇔
地

方
自

治
体

⇔
国

 

設
置

許
可

⇒
車

椅
子

利
用

 

２
：

こ
れ

ら
の

機
器

運
用

で
刃

、
「

介
護

法
」

に
事

ず
く

補
助

介
護

者
が

必
ず

必
要

（
新

た
な

雇
用

促
進

）
 

5
8

9
 

高
齢

者
用

 
利

用
者

の
家

族
 

認
知

症
徘

徊
位

置
探

索
装

置
 

認
知

症
、

徘
徊

行
動

の
あ

る
父

に
靴

装
着

型
の

位
置

探
索

装
置

を
利

用
し

て
い

ま
す

。
 

父
は

い
っ

と
き

も
じ

っ
と

し
て

い
ら

れ
ず

、
家

族
等

誰
か

に
話

し
か

け
れ

て
い

な
い

、
会

話
が

な
い

時
間

が
少

し
で

も
あ

る
と

外
に

出
て

行
っ

て
し

ま
い

ま
す

。
よ

く
あ

る
パ

タ
ー

ン
の

よ
う

に
、

出
生

時
居

住
地

へ
帰

ろ
う

と
す

る
よ

う
で

す
。

家
族

が
ず

っ
と

つ
い

て
い

れ
ば

い
い

の
で

し
ょ

う
か

？
ず

っ
と

話
し

か
け

つ
づ

け
れ

ば
い

い
の

で
し

ょ
う

か
？

な
る

べ
く

そ
の

よ
う

に
は

し
て

い
ま

す
が

、
徘

徊
へ

の
随

行
は

父
が

嫌
悪

感
を

示
す

こ
と

も
あ

り
、

現
実

的
に

は
、

パ
ー

フ
ェ

ク
ト

に
は

難
し

い
状

況
で

す
。

位
置

探
索

装
置

を
使

用
す

る
こ

と
で

、

徘
徊

を
開

始
し

て
か

ら
何

分
後

に
チ

ェ
ッ

ク
す

る
、

迎
え

に
行

く
な

ど
、

家
族

間
で

ル
ー

ル
を

決
め

て
、

使
用

す
る

こ
と

で
、

安
心

感
が

え
ら

れ
ま

す
。

と
い

う
よ

り
、

使
い

始
め

る
と

も
う

手
放

せ
ま

せ
ん

。
安

心
を

失
う

こ
と

に
な

る
の

で
す

か
ら

。
費

用
負

担
は

正
直

厳
し

い
で

す
。

そ
れ

で
も

、
手

放
せ

な
い

か
ら

利
用

し
続

け
て

い
ま

す
。

願
わ

く
ば

、
公

的
補

助
が

あ
れ

ば
と

思
い

ま
す

。
一

般
的

に
は

施
設

介
護

、
病

院
介

護
の

方
針

が
示

さ
れ

る
段

階
の

、
う

ち
の

父
で

も
在

宅
生

活
を

継
続

で
き

る
の

は
、

こ
の

装
置

の
お

か
げ

と
も

言
え

ま
す

。
 

施
設

介
護

に
か

か
る

保
険

費
用

、
病

院
に

か
か

る
医

療
費

用
と

比
較

し
て

い
か

が
な

も
の

な
の

で
し

ょ
う

か
？

在
宅

生
活

の
維

持
に

欠
か

せ
な

い
、

重
要

な
福

祉
用

具
と

捉
え

る
こ

と
が

で
き

る
と

思
い

ま
す

が
。

 

5
9

1
 

高
齢

者
用

 
そ

の
他

 
コ

コ
に

い
る

ん
デ

ス
！

 

遅
い

時
間

や
早

朝
の

暗
い

時
間

に
歩

い
て

い
る

ご
高

齢
者

を
よ

く
見

か
け

る
の

で
、

早
い

距
離

か
ら

遠
く

の
歩

い
て

い
る

高
齢

者
を

見
つ

け
て

あ
げ

る
た

め
に

歩
行

を
補

助
す

る
た

め
の

杖
に

、
杖

が
地

面
の

先
端

に
つ

く
た

ん
び

に
光

る
細

工
を

施
す

と
、

ご
高

齢
者

の
い

る
場

所
が

は
や

く
分

か
る

の
で

、
い

い
と

お
も

い
ま

す
。
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5
9

2
 

 
 

 
 

第
1

1
回

モ
ダ

ン
シ

ニ
ア

フ
ァ

ッ
シ

ョ
ン

シ
ョ

ー
 

 

小
野

＠
国

立
障

害
者

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
セ

ン
タ

ー
で

す
。

神
戸

芸
術

工
科

大
学

の
見

寺
貞

子
先

生
よ

り
表

記
の

ご
案

内
を

頂
き

ま
し

た
の

で
、

ご
紹

介
し

ま
す

。
「

第
1

1
回

モ
ダ

ン
シ

ニ
ア

フ
ァ

ッ
シ

ョ
ン

シ
ョ

ー
」

日
時

 
1

2
月

6
日

(日
) 

1
4

:0
0

～
1

6
:0

0
場

所
 

兵
庫

公
会

堂
（

兵
庫

区
役

所
地

階
）

兵
庫

区
荒

田
町

1
ｰ

2
1

ｰ
1

入
場

無
料

１
．

ワ
ン

ポ
イ

ン
ト

お
し

ゃ
れ

講
座

 
 

 
神

戸
芸

術
子

工
科

大
学

見
寺

教
授

に
よ

る
、

シ
ニ

ア
の

お
し

ゃ
れ

に
つ

い
て

の
講

座
２

．
ふ

れ
あ

い
フ

ァ
ッ

シ
ョ

ン
シ

ョ
ー

 
 

 
体

に
障

が
い

の
あ

る
人

に
と

っ
て

も
着

や
す

い
お

し
ゃ

れ
な

服
を

披
露

し
ま

す
。

３
．

モ
ダ

ン
シ

ニ
ア

フ
ァ

ッ
シ

ョ
ン

シ
ョ

ー
 

 
 

シ
ニ

ア
の

方
々

に
よ

り
フ

ァ
ッ

シ
ョ

ン
シ

ョ
ー

。
お

気
に

入
り

の
衣

装
を

お
し

ゃ
れ

に
着

こ
な

す
姿

を
ご

覧
あ

れ
。

「
兵

庫
モ

ダ
ン

シ
ニ

ア
フ

ァ
ッ

シ
ョ

ン
シ

ョ
ー

」
は

、
田

中
幸

夫
監

督
の

も
と

、
ド

キ
ュ

メ
ン

タ
リ

ー
映

画
に

な
り

、
来

年
春

の
上

映
予

定
と

の
こ

と
で

す
。

ま
た

、
ご

案
内

頂
き

ま
し

た
ら

、
ご

紹
介

い
た

し
ま

す
。

 

5
9

3
 

高
齢

者
用

 
開

発
メ

ー
カ

 
G

P
S

内
蔵

可
能

靴
 

G
P

S
ウ

ォ
ー

ク
 

当
社

は
、

ケ
ア

・
リ

ハ
ビ

リ
シ

ュ
ー

ズ
の

専
門

業
者

と
し

て
、

お
使

い
い

た
だ

け
る

方
の

立
場

に
立

っ
た

靴
作

り
に

工
夫

を
こ

ら
し

、『
元

気
に

一
歩

で
も

多
く

歩
い

て
も

ら
い

た
い

』
と

い
う

願
い

を
込

め
て

製
作

い
た

し
て

お
り

ま
す

。
当

社
の

ケ
ア

・
リ

ハ
ビ

リ
シ

ュ
ー

ズ
を

実
際

に
ご

使
用

中
の

介
護

施
設

の
現

場
か

ら
、

高
齢

者
の

実
情

を
お

聞
き

し
、

特
に

昨
今

社
会

問
題

と
な

っ
て

い
る

高
齢

者
の

徘
徊

に
対

し
て

、
靴

専
門

業
者

と
し

て
何

か
お

役
に

立
て

る
事

は
な

い
か

と
思

い
、

N
T

T
ド

コ
モ

様
と

協
業

し
て

、
”

か
ん

た
ん

G
P

S
”

を
靴

底

に
内

蔵
出

来
る

”
G

P
S

ウ
ォ

ー
ク

”
を

開
発

い
た

し
ま

し
た

。
何

と
か

お
困

り
の

方
や

見
守

り
を

さ
れ

て
い

る
方

に
認

知
し

て
い

た
だ

き
た

い
と

の
思

い
が

届
き

、
2

0
1

5
年

グ
ッ

ド
デ

ザ
イ

ン
賞

を
受

賞
い

た
し

ま
し

た
。

た
だ

、
当

社
の

力
不

足
で

ま
だ

ま
だ

お
困

り
の

方
に

こ
の

よ
う

な
商

品
が

あ
る

と
言

う
事

が
伝

え
き

れ
て

お
り

ま
せ

ん
。

ご
興

味
の

あ
ら

れ
る

方
は

ぜ
ひ

当
社

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

を
ご

覧
く

だ
さ

い
ま

せ
。

ど
う

ぞ
よ

ろ
し

く
お

願
い

い
た

し
ま

す
。
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式
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社
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レ
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高
齢

者
用

 
開

発
メ

ー
カ

 
顔

認
証

機
能

搭
載

見

守
り

カ
メ

ラ

『
W

e
lc

o
m

e
』

 

弊
社

で
は

認
知

症
に

よ
る

徘
徊

の
防

止
に

役
立

つ
と

考
え

、
フ

ラ
ン

ス
の

N
e
ta

tm
o

社
開

発
の

顔
認

証
機

能
搭

載
見

守
り

カ
メ

ラ

『
W

e
lc

o
m

e
』

の
販

売
を

開
始

い
た

し
ま

し
た

。
今

年
6

月
か

ら
日

本
国

内
で

発
売

さ
れ

て
い

る
カ

メ
ラ

で
、

 

・
顔

認
証

機
能

搭
載

 

・
高

画
質

4
0

0
万

画
素

で
高

画
質

な
動

画
を

保
存

 

・
広

角
1

3
0

度
 

・
動

体
検

知
機

能
 

・
夜

間
で

も
は

っ
き

り
と

撮
影

可
能

な
赤

外
線

L
E

D
搭

載
 

・
簡

単
設

置
、

設
定

 

・
io

s
,a

n
d

ro
id

対
応

 

・
カ

メ
ラ

に
見

え
な

い
お

洒
落

な
デ

ザ
イ

ン
 

と
い

っ
た

高
機

能
な

が
ら

、
比

較
的

お
手

頃
な

価
格

で
販

売
さ

せ
て

い
た

だ
い

て
お

り
ま

す
。

ま
た

オ
プ

シ
ョ

ン
で

来
年

に
開

閉
、

動
作

検
知

防
水

タ
グ

の
販

売
を

予
定

し
て

お
り

、
こ

ち
ら

と
合

わ
せ

て
使

用
す

れ
ば

カ
メ

ラ
で

高
画

質
な

動
画

を
記

録
し

、
玄

関
の

扉
や

敷
地

内
の

外
に

出
る

門
を

開
け

た
場

合
の

み
通

知
を

出
す

こ
と

も
で

き
、

『
外

出
』

を
正

確
に

把
握

、
通

知
す

る
こ

と
が

可
能

と
な

り
ま

す
。

タ
グ

を
寝

室
や

ト
イ

レ
、

浴
室

の
扉

に
設

置
す

れ
ば

、
通

知
状

況
か

ら
生

活
リ

ズ
ム

や
安

否
確

認
と

い
っ

た
用

途
に

も
使

用
で

き
ま

す
。

 

顔
認

証
機

能
を

搭
載

し
て

い
ま

す
の

で
、

ご
家

族
や

お
子

様
が

ご
帰

宅
時

に
カ

メ
ラ

に
顔

を
移

せ
ば

、
名

前
付

き
で

お
知

ら
せ

を
し

て
く

れ
ま

す
。
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第
1

1
回

モ
ダ

ン
シ

ニ
ア

フ
ァ

ッ
シ

ョ
ン

シ
ョ

ー
 

 

小
野

＠
国

立
障

害
者

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
セ

ン
タ

ー
で

す
。

神
戸

芸
術

工
科

大
学

の
見

寺
貞

子
先

生
よ

り
表

記
の

ご
案

内
を

頂
き

ま
し

た
の

で
、

ご
紹

介
し

ま
す

。
「

第
1

1
回

モ
ダ

ン
シ

ニ
ア

フ
ァ

ッ
シ

ョ
ン

シ
ョ

ー
」

日
時

 
1

2
月

6
日

(日
) 

1
4

:0
0

～
1

6
:0

0
場

所
 

兵
庫

公
会

堂
（

兵
庫

区
役

所
地

階
）

兵
庫

区
荒

田
町

1
ｰ

2
1

ｰ
1

入
場

無
料

１
．

ワ
ン

ポ
イ

ン
ト

お
し

ゃ
れ

講
座

 
 

 
神

戸
芸

術
子

工
科

大
学

見
寺

教
授

に
よ

る
、

シ
ニ

ア
の

お
し

ゃ
れ

に
つ

い
て

の
講

座
２

．
ふ

れ
あ

い
フ

ァ
ッ

シ
ョ

ン
シ

ョ
ー

 
 

 
体

に
障

が
い

の
あ

る
人

に
と

っ
て

も
着

や
す

い
お

し
ゃ

れ
な

服
を

披
露

し
ま

す
。

３
．

モ
ダ

ン
シ

ニ
ア

フ
ァ

ッ
シ

ョ
ン

シ
ョ

ー
 

 
 

シ
ニ

ア
の

方
々

に
よ

り
フ

ァ
ッ

シ
ョ

ン
シ

ョ
ー

。
お

気
に

入
り

の
衣

装
を

お
し

ゃ
れ

に
着

こ
な

す
姿

を
ご

覧
あ

れ
。

「
兵

庫
モ

ダ
ン

シ
ニ

ア
フ

ァ
ッ

シ
ョ

ン
シ

ョ
ー

」
は

、
田

中
幸

夫
監

督
の

も
と

、
ド

キ
ュ

メ
ン

タ
リ

ー
映

画
に

な
り

、
来

年
春

の
上

映
予

定
と

の
こ

と
で

す
。

ま
た

、
ご

案
内

頂
き

ま
し

た
ら

、
ご

紹
介

い
た

し
ま

す
。
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高
齢

者
用

 
開

発
メ

ー
カ

 
G

P
S

内
蔵

可
能

靴
 

G
P

S
ウ

ォ
ー

ク
 

当
社

は
、

ケ
ア

・
リ

ハ
ビ

リ
シ

ュ
ー

ズ
の

専
門

業
者

と
し

て
、

お
使

い
い

た
だ

け
る

方
の

立
場

に
立

っ
た

靴
作

り
に

工
夫

を
こ

ら
し

、『
元

気
に

一
歩

で
も

多
く

歩
い

て
も

ら
い

た
い

』
と

い
う

願
い

を
込

め
て

製
作

い
た

し
て

お
り

ま
す

。
当

社
の

ケ
ア

・
リ

ハ
ビ

リ
シ

ュ
ー

ズ
を

実
際

に
ご

使
用

中
の

介
護

施
設

の
現

場
か

ら
、

高
齢

者
の

実
情

を
お

聞
き

し
、

特
に

昨
今

社
会

問
題

と
な

っ
て

い
る

高
齢

者
の

徘
徊

に
対

し
て

、
靴

専
門

業
者

と
し

て
何

か
お

役
に

立
て

る
事

は
な

い
か

と
思

い
、

N
T

T
ド

コ
モ

様
と

協
業

し
て

、
”

か
ん

た
ん

G
P

S
”

を
靴

底

に
内

蔵
出

来
る

”
G

P
S

ウ
ォ

ー
ク

”
を

開
発

い
た

し
ま

し
た

。
何

と
か

お
困

り
の

方
や

見
守

り
を

さ
れ

て
い

る
方

に
認

知
し

て
い

た
だ

き
た

い
と

の
思

い
が

届
き

、
2

0
1

5
年

グ
ッ

ド
デ

ザ
イ

ン
賞

を
受

賞
い

た
し

ま
し

た
。

た
だ

、
当

社
の

力
不

足
で

ま
だ

ま
だ

お
困

り
の

方
に

こ
の

よ
う

な
商

品
が

あ
る

と
言

う
事

が
伝

え
き

れ
て

お
り

ま
せ

ん
。

ご
興

味
の

あ
ら

れ
る

方
は

ぜ
ひ

当
社

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

を
ご

覧
く

だ
さ

い
ま

せ
。

ど
う

ぞ
よ

ろ
し

く
お

願
い

い
た

し
ま

す
。

 

株
式

会
社
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高
齢

者
用

 
開

発
メ

ー
カ

 
顔

認
証

機
能

搭
載

見

守
り

カ
メ

ラ

『
W

e
lc

o
m

e
』

 

弊
社

で
は

認
知

症
に

よ
る

徘
徊

の
防

止
に

役
立

つ
と

考
え

、
フ

ラ
ン

ス
の

N
e
ta

tm
o

社
開

発
の

顔
認

証
機

能
搭

載
見

守
り

カ
メ

ラ

『
W

e
lc

o
m

e
』

の
販

売
を

開
始

い
た

し
ま

し
た

。
今

年
6

月
か

ら
日

本
国

内
で

発
売

さ
れ

て
い

る
カ

メ
ラ

で
、

 

・
顔

認
証

機
能

搭
載

 

・
高

画
質

4
0

0
万

画
素

で
高

画
質

な
動

画
を

保
存

 

・
広

角
1

3
0

度
 

・
動

体
検

知
機

能
 

・
夜

間
で

も
は

っ
き

り
と

撮
影

可
能

な
赤

外
線

L
E

D
搭

載
 

・
簡

単
設

置
、

設
定

 

・
io

s
,a

n
d

ro
id

対
応

 

・
カ

メ
ラ

に
見

え
な

い
お

洒
落

な
デ

ザ
イ

ン
 

と
い

っ
た

高
機

能
な

が
ら

、
比

較
的

お
手

頃
な

価
格

で
販

売
さ

せ
て

い
た

だ
い

て
お

り
ま

す
。

ま
た

オ
プ

シ
ョ

ン
で

来
年

に
開

閉
、

動
作

検
知

防
水

タ
グ

の
販

売
を

予
定

し
て

お
り

、
こ

ち
ら

と
合

わ
せ

て
使

用
す

れ
ば

カ
メ

ラ
で

高
画

質
な

動
画

を
記

録
し

、
玄

関
の

扉
や

敷
地

内
の

外
に

出
る

門
を

開
け

た
場

合
の

み
通

知
を

出
す

こ
と

も
で

き
、

『
外

出
』

を
正

確
に

把
握

、
通

知
す

る
こ

と
が

可
能

と
な

り
ま

す
。

タ
グ

を
寝

室
や

ト
イ

レ
、

浴
室

の
扉

に
設

置
す

れ
ば

、
通

知
状

況
か

ら
生

活
リ

ズ
ム

や
安

否
確

認
と

い
っ

た
用

途
に

も
使

用
で

き
ま

す
。

 

顔
認

証
機

能
を

搭
載

し
て

い
ま

す
の

で
、

ご
家

族
や

お
子

様
が

ご
帰

宅
時

に
カ

メ
ラ

に
顔

を
移

せ
ば

、
名

前
付

き
で

お
知

ら
せ

を
し

て
く

れ
ま

す
。
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高
齢

者
用

 
開

発
メ

ー
カ

 
ペ

ン
で

書
く

だ
け

。

変
化

の
予

兆
を

捉
え

る
見

守
り

サ
ー

ビ
ス

デ
ジ

タ
ル

機
器

に
不

慣
れ

で
も

安
心

で
す

専
用

の
健

康
チ

ェ
ッ

ク
シ

ー
ト

に
デ

ジ
タ

ル
ペ

ン
で

チ
ェ

ッ
ク

し
て

い
く

だ
け

で
す

。
チ

ェ
ッ

ク
し

た
内

容
は

、
離

れ
て

暮
ら

す
家

族
や

か
か

り
つ

け
の

お
医

者
さ

ん
、

介
護

士
さ

ん
な

ど
日

々
の

状
況

を
お

知
ら

せ
し

た
い

方
へ

メ
ー

ル
で

通
知

さ
れ

ま
す

。
ち

ょ
っ

と
し

た
メ

ッ
セ

ー
ジ

も
書

き
込

め
ま

す
。

デ
ジ

タ
ル

機
器

の
操

作
は

一
切

不
要

で
す

。
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

環
境

が
な

く
て

も
お

使
い

い
た

だ
け

ま
す

ご
自

宅
（

設
置

場
所

）
に

有
線

ま
た

は
無

線
の

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
接

続
環

境
が

あ
れ

ば
、

お
届

け
し

た
そ

の
日

か
ら

ご
利

用
い

た
だ

け
ま

す
。

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
環

境
が

な
く

と
も

、
ア

ナ
ロ

グ
電

話
回

線
が

あ
れ

ば
、

プ
ロ

バ
イ

ダ
契

約
不

要
で

ご
利

用
い

た
だ

け
ま

す
。

離
れ

て
暮

ら
す

家
族

の
様

子
は

日
々

気
に

な
り

ま
す

が
、
☑

 
毎

日
電

話
す

る
の

も
ち

ょ
っ

と
厳

し

い
☑

 
す

ぐ
に

同
居

と
い

う
わ

け
に

も
・

・
・

ま
た

、
離

れ
て

暮
ら

す
高

齢
の

ご
家

族
も
☑

 
子

供
や

孫
に

心
配

を
か

け
た

く
な

い
☑

 
パ

ソ
コ

ン
や

ス
マ

ホ
は

な
か

な
か

使
い

こ
な

せ
な

い
☑

 
し

ょ
っ

ち
ゅ

う
電

話
す

る
の

も
気

が
引

け
る
☑

 
手

軽
に

日
々

の
状

況
を

知
ら

せ
る

こ
と

が
で

き
れ

ば
・

・
・

と
、

お
考

え
の

方
が

大
勢

い
ら

っ
し

ゃ
い

ま
す

。
【

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
支

援
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
 
絆

V
e
r2

.0
 f

o
r 

み
ま

も
り

】
は

、
「

予
兆

を
捉

え
て

重
大

化
を

ふ
せ

ぐ
み

ま
も

り
」

サ
ー

ビ
ス

で
す

。
な

に
か

あ
っ

て
か

ら
で

は
遅

い
場

合
が

あ
り

ま
す

。
回

復
し

て
も

も
と

の
暮

ら
し

に
戻

れ
な

い
こ

と
も

あ
る

か
も

し
れ

ま
せ

ん
。

日
々

の
暮

ら
し

の
中

で
感

じ
て

い
る

ご
自

身
の

体
調

に
つ

い
て

、
健

康
チ

ェ
ッ

ク
シ

ー
ト

に
回

答
い

た
だ

く
だ

け
で

す
。

見
守

る
側

の
ご

家
族

は
「

最
近

食
欲

が
な

い
み

た
い

だ
」

、

「
よ

く
眠

れ
て

い
な

い
よ

う
だ

」
と

い
っ

た
状

況
を

把
握

す
る

こ
と

が
で

き
、

電
話

や
訪

問
、

関
係

各
所

へ
の

連
絡

な
ど

、
早

め
の

対
応

が
可

能
と

な
り

ま
す

。
サ

ー
ビ

ス
に

つ
い

て
も

っ
と

詳
し

く
お

尻
に

な
り

た
い

方
は

、
お

気
軽

に
お

問
い

合
わ

せ
く

だ
さ

い
。

 

5
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6
 

肢
体

障
害

者
用

 
医

療
専

門
職

 
車

椅
子

の
座

面
昇

降

機
能

 

他
ｽ
ﾀ
ｯ
ﾌ
に

言
わ

れ
’

な
る

ほ
ど

’
と

思
っ

た
の

で
記

載
さ

せ
て

も
ら

い
ま

す
。

 

外
出

先
の

レ
ス

ト
ラ

ン
の

テ
ー

ブ
ル

が
高

い
時

 
⇒

 
車

椅
子

の
座

面
が

高
く

な
る

 
 

※
別

テ
ー

ブ
ル

で
食

べ
る

事
の

社
会

性
低

く

く
な

る
印

象
下

の
物

取
ろ

う
と

す
る

と
き

や
床

に
降

り
る

と
き

 
⇒

 
車

椅
子

の
座

面
が

低
く

な
る

。
車

椅
子

で
自

宅
内

で
の

作
業

・
外

出
で

の
社

会
参

加
の

場
合

、
高

低
に

関
し

て
は

、
車

椅
子

に
合

わ
せ

る
の

が
主

だ
と

思
う

の
で

す
が

、
 

座
面

の
昇

降
機

能
が

あ
れ

ば
車

椅
子

が
環

境
に

合
わ

せ
る

可
能

性
が

広
が

る
の

で
は

と
。

こ
う

い
っ

た
製

品
や

可
能

性
、

他
の

視
点

（
金

額
・

技
術

等
々

）
で

難
し

さ
、

ま
た

は
他

の
知

見
が

あ
れ

ば
教

え
て

い
た

だ
け

る
と

幸
い

で
す

。
 

5
9

7
 

高
齢

者
用

 
そ

の
他

(介
護

施

設
コ

ン
サ

ル
会

社
) 

簡
易

昇
降

機
 

立
位

が
自

分
で

維
持

で
き

な
い

方
の

ト
イ

レ
誘

導
を

行
う

歳
、

２
人

体
制

で
介

護
す

る
こ

と
と

な
る

。
一

人
が

向
か

い
合

わ
せ

で
担

ぎ
上

げ
、

も
う

一
人

が
下

着
を

下
ろ

す
。

職
員

体
制

が
厳

し
い

特
養

な
ど

の
施

設
で

は
つ

い
一

人
で

行
っ

て
転

倒
事

故
と

な
る

。
ま

た
、

老
々

介
護

の
在

宅
で

は
更

に
厳

し
い

。
電

動
式

の
高

価
な

も
の

は
よ

く
見

る
が

、
高

価
だ

け
で

な
く

機
械

的
な

ト
ラ

ブ
ル

や
メ

ン
テ

ナ
ン

ス
の

こ
と

を
考

え
る

と
お

そ
ら

く
導

入
は

難
し

い
。

そ
こ

で
電

気
的

な
モ

ー
タ

ー
な

ど
を

使
わ

ず
に

昇
降

を
維

持
す

る
も

の
。

 

  

218 

5
9

8
 

聴
覚

障
害

者
用

 

そ
の

他
(発

達
障

害
児

用
) 

福
祉

専
門

職
 

難
聴

児
の

た
め

の
教

室
用

消
音

キ
ャ

ッ
プ

（
テ

ニ
ス

ボ
ー

ル
に

替
わ

る
も

の
）

 

難
聴

の
お

子
さ

ん
は

補
聴

器
を

つ
け

て
い

て
も

、
学

校
の

教
室

内
の

騒
音

（
机

や
い

す
が

床
に

擦
れ

る
音

等
）

の
影

響
で

こ
と

ば
の

聞
き

取
り

が
難

し
く

な
り

ま
す

。
そ

の
た

め
、

難
聴

児
の

在
籍

す
る

教
室

全
体

、
場

合
に

よ
り

隣
や

上
下

の
教

室
内

の
す

べ
て

の
机

と
い

す
の

足
に

、
中

古
の

テ
ニ

ス
ボ

ー
ル

を
装

着
し

、
騒

音
を

軽
減

す
る

対
策

を
と

っ
て

い
ま

す
。

テ
ニ

ス
ボ

ー
ル

の
騒

音
抑

制
効

果
は

市
販

の
消

音
キ

ャ
ッ

プ
に

比
べ

て
も

非
常

に
高

く
、

難
聴

の
お

子
さ

ん
だ

け
で

な
く

、
ク

ラ
ス

全
体

の
お

子
さ

ん
に

と
っ

て
も

よ
い

影
響

を
及

ぼ
し

て
い

ま
す

。
ま

た
A

D
H

D
な

ど
、

刺
激

に
駆

動
さ

れ
や

す
い

お
子

さ
ん

に
も

有
効

な
の

で
、

個
別

支
援

級
で

も
、

装
着

す
る

場
合

が
あ

り
ま

す
。

し
か

し
、

テ
ニ

ス
ボ

ー
ル

の
問

題
点

は
２

点
、

１
）

中
古

テ
ニ

ス
ボ

ー
ル

の
収

集
、

穴
あ

け
に

た
い

へ
ん

な
時

間
と

労
力

が
か

か
る

こ
と

（
難

聴
の

お
子

さ
ん

の
保

護
者

が
何

日
も

か
け

て
数

百
の

テ
ニ

ス
ボ

ー
ル

に
穴

を
あ

け
る

こ
と

も
あ

り
ま

す
）

２
）

微
量

の
化

学
物

質
を

放
散

す
る

と
い

わ
れ

て
お

り
、

ア
レ

ル
ギ

ー
等

の
配

慮
に

よ
り

学
校

が
装

着
に

消
極

的
で

あ
る

こ
と

こ
の

２
点

の
問

題
点

を
改

善
す

る
た

め
に

、
テ

ニ
ス

ボ
ー

ル
と

同
等

の
騒

音
抑

制
効

果
の

高
い

安
価

で
安

全
性

の
高

い
消

音
キ

ャ
ッ

プ
を

開
発

す
る

こ
と

、
ま

た
そ

れ
を

学
校

側
が

標
準

整
備

す
る

よ
う

な
し

く
み

に
は

で
き

な
い

で
し

ょ
う

か
？

 

216

28-117914_報告書.indd   216 2016/04/07   11:55:09



  

217 

5
9

5
 

高
齢

者
用

 
開

発
メ

ー
カ

 
ペ

ン
で

書
く

だ
け

。

変
化

の
予

兆
を

捉
え

る
見

守
り

サ
ー

ビ
ス

デ
ジ

タ
ル

機
器

に
不

慣
れ

で
も

安
心

で
す

専
用

の
健

康
チ

ェ
ッ

ク
シ

ー
ト

に
デ

ジ
タ

ル
ペ

ン
で

チ
ェ

ッ
ク

し
て

い
く

だ
け

で
す

。
チ

ェ
ッ

ク
し

た
内

容
は

、
離

れ
て

暮
ら

す
家

族
や

か
か

り
つ

け
の

お
医

者
さ

ん
、

介
護

士
さ

ん
な

ど
日

々
の

状
況

を
お

知
ら

せ
し

た
い

方
へ

メ
ー

ル
で

通
知

さ
れ

ま
す

。
ち

ょ
っ

と
し

た
メ

ッ
セ

ー
ジ

も
書

き
込

め
ま

す
。

デ
ジ

タ
ル

機
器

の
操

作
は

一
切

不
要

で
す

。
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

環
境

が
な

く
て

も
お

使
い

い
た

だ
け

ま
す

ご
自

宅
（

設
置

場
所

）
に

有
線

ま
た

は
無

線
の

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
接

続
環

境
が

あ
れ

ば
、

お
届

け
し

た
そ

の
日

か
ら

ご
利

用
い

た
だ

け
ま

す
。

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
環

境
が

な
く

と
も

、
ア

ナ
ロ

グ
電

話
回

線
が

あ
れ

ば
、

プ
ロ

バ
イ

ダ
契

約
不

要
で

ご
利

用
い

た
だ

け
ま

す
。

離
れ

て
暮

ら
す

家
族

の
様

子
は

日
々

気
に

な
り

ま
す

が
、
☑

 
毎

日
電

話
す

る
の

も
ち

ょ
っ

と
厳

し

い
☑

 
す

ぐ
に

同
居

と
い

う
わ

け
に

も
・

・
・

ま
た

、
離

れ
て

暮
ら

す
高

齢
の

ご
家

族
も
☑

 
子

供
や

孫
に

心
配

を
か

け
た

く
な

い
☑

 
パ

ソ
コ

ン
や

ス
マ

ホ
は

な
か

な
か

使
い

こ
な

せ
な

い
☑

 
し

ょ
っ

ち
ゅ

う
電

話
す

る
の

も
気

が
引

け
る
☑

 
手

軽
に

日
々

の
状

況
を

知
ら

せ
る

こ
と

が
で

き
れ

ば
・

・
・

と
、

お
考

え
の

方
が

大
勢

い
ら

っ
し

ゃ
い

ま
す

。
【

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
支

援
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
 
絆

V
e
r2

.0
 f

o
r 

み
ま

も
り

】
は

、
「

予
兆

を
捉

え
て

重
大

化
を

ふ
せ

ぐ
み

ま
も

り
」

サ
ー

ビ
ス

で
す

。
な

に
か

あ
っ

て
か

ら
で

は
遅

い
場

合
が

あ
り

ま
す

。
回

復
し

て
も

も
と

の
暮

ら
し

に
戻

れ
な

い
こ

と
も

あ
る

か
も

し
れ

ま
せ

ん
。

日
々

の
暮

ら
し

の
中

で
感

じ
て

い
る

ご
自

身
の

体
調

に
つ

い
て

、
健

康
チ

ェ
ッ

ク
シ

ー
ト

に
回

答
い

た
だ

く
だ

け
で

す
。

見
守

る
側

の
ご

家
族

は
「

最
近

食
欲

が
な

い
み

た
い

だ
」

、

「
よ

く
眠

れ
て

い
な

い
よ

う
だ

」
と

い
っ

た
状

況
を

把
握

す
る

こ
と

が
で

き
、

電
話

や
訪

問
、

関
係

各
所

へ
の

連
絡

な
ど

、
早

め
の

対
応

が
可

能
と

な
り

ま
す

。
サ

ー
ビ

ス
に

つ
い

て
も

っ
と

詳
し

く
お

尻
に

な
り

た
い

方
は

、
お

気
軽

に
お

問
い

合
わ

せ
く

だ
さ

い
。

 

5
9

6
 

肢
体

障
害

者
用

 
医

療
専

門
職

 
車

椅
子

の
座

面
昇

降

機
能

 

他
ｽ
ﾀ
ｯ
ﾌ
に

言
わ

れ
’

な
る

ほ
ど

’
と

思
っ

た
の

で
記

載
さ

せ
て

も
ら

い
ま

す
。

 

外
出

先
の

レ
ス

ト
ラ

ン
の

テ
ー

ブ
ル

が
高

い
時

 
⇒

 
車

椅
子

の
座

面
が

高
く

な
る

 
 

※
別

テ
ー

ブ
ル

で
食

べ
る

事
の

社
会

性
低

く

く
な

る
印

象
下

の
物

取
ろ

う
と

す
る

と
き

や
床

に
降

り
る

と
き

 
⇒

 
車

椅
子

の
座

面
が

低
く

な
る

。
車

椅
子

で
自

宅
内

で
の

作
業

・
外

出
で

の
社

会
参

加
の

場
合

、
高

低
に

関
し

て
は

、
車

椅
子

に
合

わ
せ

る
の

が
主

だ
と

思
う

の
で

す
が

、
 

座
面

の
昇

降
機

能
が

あ
れ

ば
車

椅
子

が
環

境
に

合
わ

せ
る

可
能

性
が

広
が

る
の

で
は

と
。

こ
う

い
っ

た
製

品
や

可
能

性
、

他
の

視
点

（
金

額
・

技
術

等
々

）
で

難
し

さ
、

ま
た

は
他

の
知

見
が

あ
れ

ば
教

え
て

い
た

だ
け

る
と

幸
い

で
す

。
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7
 

高
齢

者
用

 
そ

の
他

(介
護

施

設
コ

ン
サ

ル
会

社
) 

簡
易

昇
降

機
 

立
位

が
自

分
で

維
持

で
き

な
い

方
の

ト
イ

レ
誘

導
を

行
う

歳
、

２
人

体
制

で
介

護
す

る
こ

と
と

な
る

。
一

人
が

向
か

い
合

わ
せ

で
担

ぎ
上

げ
、

も
う

一
人

が
下

着
を

下
ろ

す
。

職
員

体
制

が
厳

し
い

特
養

な
ど

の
施

設
で

は
つ

い
一

人
で

行
っ

て
転

倒
事

故
と

な
る

。
ま

た
、

老
々

介
護

の
在

宅
で

は
更

に
厳

し
い

。
電

動
式

の
高

価
な

も
の

は
よ

く
見

る
が

、
高

価
だ

け
で

な
く

機
械

的
な

ト
ラ

ブ
ル

や
メ

ン
テ

ナ
ン

ス
の

こ
と

を
考

え
る

と
お

そ
ら

く
導

入
は

難
し

い
。

そ
こ

で
電

気
的

な
モ

ー
タ

ー
な

ど
を

使
わ

ず
に

昇
降

を
維

持
す

る
も

の
。
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5
9

8
 

聴
覚

障
害

者
用

 

そ
の

他
(発

達
障

害
児

用
) 

福
祉

専
門

職
 

難
聴

児
の

た
め

の
教

室
用

消
音

キ
ャ

ッ
プ

（
テ

ニ
ス

ボ
ー

ル
に

替
わ

る
も

の
）

 

難
聴

の
お

子
さ

ん
は

補
聴

器
を

つ
け

て
い

て
も

、
学

校
の

教
室

内
の

騒
音

（
机

や
い

す
が

床
に

擦
れ

る
音

等
）

の
影

響
で

こ
と

ば
の

聞
き

取
り

が
難

し
く

な
り

ま
す

。
そ

の
た

め
、

難
聴

児
の

在
籍

す
る

教
室

全
体

、
場

合
に

よ
り

隣
や

上
下

の
教

室
内

の
す

べ
て

の
机

と
い

す
の

足
に

、
中

古
の

テ
ニ

ス
ボ

ー
ル

を
装

着
し

、
騒

音
を

軽
減

す
る

対
策

を
と

っ
て

い
ま

す
。

テ
ニ

ス
ボ

ー
ル

の
騒

音
抑

制
効

果
は

市
販

の
消

音
キ

ャ
ッ

プ
に

比
べ

て
も

非
常

に
高

く
、

難
聴

の
お

子
さ

ん
だ

け
で

な
く

、
ク

ラ
ス

全
体

の
お

子
さ

ん
に

と
っ

て
も

よ
い

影
響

を
及

ぼ
し

て
い

ま
す

。
ま

た
A

D
H

D
な

ど
、

刺
激

に
駆

動
さ

れ
や

す
い

お
子

さ
ん

に
も

有
効

な
の

で
、

個
別

支
援

級
で

も
、

装
着

す
る

場
合

が
あ

り
ま

す
。

し
か

し
、

テ
ニ

ス
ボ

ー
ル

の
問

題
点

は
２

点
、

１
）

中
古

テ
ニ

ス
ボ

ー
ル

の
収

集
、

穴
あ

け
に

た
い

へ
ん

な
時

間
と

労
力

が
か

か
る

こ
と

（
難

聴
の

お
子

さ
ん

の
保

護
者

が
何

日
も

か
け

て
数

百
の

テ
ニ

ス
ボ

ー
ル

に
穴

を
あ

け
る

こ
と

も
あ

り
ま

す
）

２
）

微
量

の
化

学
物

質
を

放
散

す
る

と
い

わ
れ

て
お

り
、

ア
レ

ル
ギ

ー
等

の
配

慮
に

よ
り

学
校

が
装

着
に

消
極

的
で

あ
る

こ
と

こ
の

２
点

の
問

題
点

を
改

善
す

る
た

め
に

、
テ

ニ
ス

ボ
ー

ル
と

同
等

の
騒

音
抑

制
効

果
の

高
い

安
価

で
安

全
性

の
高

い
消

音
キ

ャ
ッ

プ
を

開
発

す
る

こ
と

、
ま

た
そ

れ
を

学
校

側
が

標
準

整
備

す
る

よ
う

な
し

く
み

に
は

で
き

な
い

で
し

ょ
う

か
？
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5
9

9
 

高
齢

者
用

 
開

発
メ

ー
カ

 
男

性
用

収
尿

器
M

r.

ユ
リ

ナ
ー

発
売

 

こ
ん

な
収

尿
器

を
待

っ
て

い
た

！
頻

尿
で

外
出

に
困

っ
た

高
齢

者
が

開
発

・
特

許
取

得
！

 

頻
尿

･
尿

漏
れ

で
お

悩
み

の
日

常
生

活
ス

タ
イ

ル
を

劇
的

に
変

革
さ

せ
る

 

男
性

用
携

行
式

収
尿

器
「

M
r.
ユ

リ
ナ

ー
」

発
売

の
お

知
ら

せ
 

昭
和

2
4

年
創

業
、

介
護

機
器

メ
ー

カ
ー

の
朝

日
産

業
株

式
会

社
（

本
社

：
名

古
屋

市
熱

田
区

、
社

長
：

辻
本

正
人

）
は

、
 

画
期

的
な

排
泄

用
具

「
男

性
用

収
尿

器
M

r.
ユ

リ
ナ

ー
」

を
開

発
し

全
国

で
発

売
を

開
始

し
ま

す
。

 

１
．

製
品

コ
ン

セ
プ

ト
・

概
要

 

 
実

際
に

尿
も

れ
症

状
で

困
り

、
様

々
な

市
販

品
を

試
す

も
の

の
体

に
あ

わ
な

い
、

と
悩

ん
だ

方
が

自
ら

発
案

 

し
た

試
作

品
を

元
に

、
弊

社
が

従
来

の
収

尿
器

 
そ

し
て

パ
ッ

ド
・

紙
オ

ム
ツ

の
あ

ら
ゆ

る
欠

点
を

検
証

し
、

 

独
創

的
な

発
想

と
コ

ン
セ

プ
ト

で
商

品
化

を
実

現
し

た
男

性
用

収
尿

器
で

す
。

 

２
．

製
品

特
長

 

1
)排

尿
後

の
不

快
感

ゼ
ロ

！
 

 
排

尿
後

の
温

感
や

冷
感

、
か

ゆ
み

が
殆

ど
あ

り
ま

せ
ん

。
ま

た
長

時
間

の
密

着
に

よ
る

蒸
れ

、
ベ

ル
ト

等
の

締
め

付
け

の
物

理
的

ス
ト

レ
ス

が
無

く
、

装
着

し
て

い
る

こ
と

さ
え

忘
れ

て
し

ま
う

ほ
ど

の
心

地
よ

さ
で

、
も

ち
ろ

ん
皮

膚
ト

ラ
ブ

ル
も

ほ
と

ん
ど

あ
り

ま
せ

ん
。

 

2
)経

済
的

負
担

を
大

幅
軽

減
！

 

洗
浄

し
て

何
度

も
使

用
す

る
タ

イ
プ

な
の

で
、

恒
常

的
に

必
要

と
な

る
消

耗
品

の
経

済
的

負
担

を
大

幅
に

軽
減

し
ま

す
。

さ
ら

に
、

紙
オ

ム
ツ

の
ゴ

ミ
処

分
問

題
か

ら
も

解
放

さ
れ

ま
す

。
 

3
)介

護
者

の
負

担
を

軽
減

！
 

排
尿

後
は

ボ
ト

ル
を

ワ
ン

タ
ッ

チ
で

外
し

尿
を

捨
て

る
だ

け
。

洗
浄

は
、

ボ
ト

ル
に

洗
浄

液
を

入
れ

、
軽

く
握

る
だ

け
で

内
部

全
体

を
洗

う
こ

と
が

で
き

る
の

で
、

手
間

が
か

か
り

ま
せ

ん
。

 

３
．

続
々

と
寄

せ
ら

れ
る

モ
ニ

タ
ー

様
の

う
れ

し
い

声
々

・
・

・
 

●
 
導

尿
カ

テ
ー

テ
ル

使
用

時
は

慢
性

的
な

膀
胱

炎
だ

っ
た

。
お

か
げ

で
膀

胱
炎

の
不

安
が

な
く

な
っ

た
 
(6

0
代

) 

●
 
前

立
腺

手
術

後
 

回
復

期
の

尿
も

れ
で

パ
ッ

ト
を

使
っ

て
い

た
が

気
持

ち
悪

か
っ

た
。

こ
れ

は
快

適
だ

 
(5

0
代

) 

●
 
３

０
分

が
限

界
な

の
で

旅
行

や
電

車
に

困
っ

て
い

た
。

ゴ
ミ

が
出

な
い

の
が

い
い

。
重

宝
し

て
い

る
 
(7

0
代

) 

●
 
バ

ス
旅

行
に

行
き

た
い

が
、

ト
イ

レ
が

心
配

だ
っ

た
。

い
つ

で
も

脱
着

で
き

る
か

ら
安

心
し

て
外

出
で

き
る

 
(6

0
代

) 

●
 
職

業
上

、
屋

外
作

業
で

休
憩

以
外

は
ト

イ
レ

に
行

け
な

い
。

こ
れ

を
持

っ
て

い
れ

ば
安

心
だ

 
(4

0
代

) 
な

ど
・

・
・
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6
0

0
 

 
 

 
 

第
2

回
ニ

ー
ズ

＆
ア

イ
デ

ア
フ

ォ
ー

ラ
ム

の
ご

案
内

 

第
２

回
の

ニ
ー

ズ
＆

ア
イ

デ
ア

フ
ォ

ー
ラ

ム
を

開
催

し
ま

す
。

ご
関

心
あ

る
方

々
の

多
く

の
ご

参
加

を
お

待
ち

し
て

い
ま

す
。

詳
細

決
ま

り
ま

し
た

ら
、

本
掲

示
板

と
以

下
の

Ｕ
Ｒ

Ｌ
で

公
開

し
ま

す
。

h
tt

p
:/

/
w

w
w

.r
e
h

a
b

.g
o
.jp

/
ri
/
e
v
e
n

t/
N

IF
/
以

下
、

日
時

、
場

所
の

情
報

で
す

。
医

療
福

祉
系

、
デ

ザ
イ

ン
系

、
工

学
系

の
学

生
さ

ん
の

混
合

チ
ー

ム
が

、
福

祉
を

テ
ー

マ
に

ユ
ー

ザ
側

や
医

療
・

福
祉

専
門

職
等

の
ア

ド
バ

イ
ス

を
得

な
が

ら
考

え
た

ア
イ

デ
ア

の
発

表
と

利
用

者
の

ニ
ー

ズ
の

一
端

を
多

く
の

方
々

に
知

っ
て

い
た

だ
き

、
本

分
野

の
情

報
共

有
の

促
進

や
人

材
育

成
、

支
援

機
器

開
発

の
促

進
を

図
る

こ
と

を
目

的
と

し
て

い
ま

す
。

特
別

講
演

、
関

係
機

関
お

よ
び

大
学

・

企
業

の
展

示
も

あ
り

ま
す

。
日

時
 

2
0

1
6

年
3

月
6

日
（

日
）

1
0

:0
0

~1
6

:3
0

 
場

所
 

東
京

電
機

大
学

 
東

京
千

住
キ

ャ
ン

パ
ス

 

１
号

館
 

1
0

0
周

年
ホ

ー
ル

 
 

 
 

※
北

千
住

駅
 

東
口

（
電

大
口

）
徒

歩
１

分
 
 

 
 

 
 

東
京

電
機

大
学

へ
の

ア
ク

セ
ス

 
 
 
 
 

h
tt

p
:/

/
w

e
b

.d
e
n

d
a
i.a

c
.jp

/
a
c
c
e
s
s
/
to

k
yo

s
e
n

ju
.h

tm
l主

催
 

国
立

障
害

者
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

セ
ン

タ
ー

、
ニ

ー
ズ

＆
ア

イ
デ

ア
 
フ

ォ
ー

ラ
ム

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

チ
ー

ム
後

援
 

足
立

区
、

東
京

電
機

大
学

参
加

費
無

料
情

報
保

障
 

手
話

通
訳

、
パ

ソ
コ

ン
要

約

筆
記

 
準

備
中

 
連

絡
・

問
合

せ
先

 
N

IF
@

re
h

a
b
.g

o
.jp

 
0

4
-2

9
9

5
-
3

1
0

0
(7

2
8

0
) 

担
当

 
国

立
障

害
者

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ

ョ
ン

セ
ン

タ
ー

 
小

野
 
栄

一
本

フ
ォ

ー
ラ

ム
は

、
国

立
研

究
開

発
法

人
日

本
医

療
研

究
開

発
機

構
（

A
M

E
D

）
の

【
長

寿
・

障
害

総
合

研
究

事
業

 
障

害
者

対
策

総
合

研
究

開
発

事
業

】
「

支
援

機
器

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
創

出
の

た
め

の
情

報
基

盤
構

築
に

関
す

る
研

究
」

の
一

環
で

行
い

ま
す

。
昨

年
度

の
ニ

ー
ズ

＆
ア

イ
デ

ア
フ

ォ
－

ラ
ム

h
tt

p
:/

/
w

w
w

.r
e
h

a
b

.g
o
.jp

/
ri
/e

v
e
n

t/
N

IF
/
2

0
1

5
.h

tm
l 

6
0

1
 

肢
体

障
害

者
用

 

障
害

者
ス

ポ
ー

ツ
用

 

開
発

メ
ー

カ
 

空
気

清
浄

活
性

機
付

き
介

護
ベ

ッ
ド

 

・
ま

す
ま

す
増

え
て

い
く

居
宅

介
護

の
要

介
護

者
や

介
助

者
を

取
り

巻
く

環
境

は
、

排
泄

物
臭

（
大

便
・

小
便

お
よ

び
そ

れ
ら

の
漏

ら
し

）

で
最

悪
で

あ
る

。
要

介
護

者
に

と
っ

て
は

介
助

者
や

道
教

家
族

に
迷

惑
を

か
け

て
い

る
と

い
う

精
神

的
リ

ス
ク

が
お

お
き

い
。

ま
た

、
介

助
者

や
家

族
に

と
っ

て
は

悪
臭

の
中

で
の

介
助

や
家

族
生

活
が

「
汚

い
、

臭
い

」
な

ど
で

介
助

意
欲

が
減

退
す

る
。

 

・
部

屋
に

取
り

付
け

た
い

空
気

清
浄

機
に

は
介

護
保

険
が

適
用

さ
れ

な
い

。
 

・
こ

の
対

策
と

し
て

レ
ン

タ
ル

用
ベ

ッ
ド

に
小

型
の

空
気

清
浄

機
を

セ
ッ

ト
し

た
【

空
気

清
浄

活
性

機
能

付
き

ベ
ッ

ド
】

を
提

案
し

た
い

と
考

え
て

い
ま

す
。

 

・
レ

ン
タ

ル
料

が
高

く
な

り
ま

す
が

、
利

用
す

る
し

な
い

は
要

介
護

者
の

判
断

に
委

ね
れ

ば
よ

い
。

 

・
現

在
の

介
護

保
険

制
度

に
在

る
適

用
用

品
は

「
自

立
を

助
け

る
」

こ
と

が
目

的
と

さ
れ

て
い

る
が

、
要

介
護

者
と

介
助

者
お

よ
び

そ
の

家
族

が
快

適
空

間
で

介
護

生
活

す
る

環
境

創
り

は
多

く
の

関
係

者
の

ニ
ー

ズ
で

あ
り

、
そ

れ
を

支
援

す
る

ひ
つ

よ
う

が
大

い
に

求
め

ら
れ

て
い

る
。
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5
9

9
 

高
齢

者
用

 
開

発
メ

ー
カ

 
男

性
用

収
尿

器
M

r.

ユ
リ

ナ
ー

発
売

 

こ
ん

な
収

尿
器

を
待

っ
て

い
た

！
頻

尿
で

外
出

に
困

っ
た

高
齢

者
が

開
発

・
特

許
取

得
！

 

頻
尿

･
尿

漏
れ

で
お

悩
み

の
日

常
生

活
ス

タ
イ

ル
を

劇
的

に
変

革
さ

せ
る

 

男
性

用
携

行
式

収
尿

器
「

M
r.
ユ

リ
ナ

ー
」

発
売

の
お

知
ら

せ
 

昭
和

2
4

年
創

業
、

介
護

機
器

メ
ー

カ
ー

の
朝

日
産

業
株

式
会

社
（

本
社

：
名

古
屋

市
熱

田
区

、
社

長
：

辻
本

正
人

）
は

、
 

画
期

的
な

排
泄

用
具

「
男

性
用

収
尿

器
M

r.
ユ

リ
ナ

ー
」

を
開

発
し

全
国

で
発

売
を

開
始

し
ま

す
。

 

１
．

製
品

コ
ン

セ
プ

ト
・

概
要

 

 
実

際
に

尿
も

れ
症

状
で

困
り

、
様

々
な

市
販

品
を

試
す

も
の

の
体

に
あ

わ
な

い
、

と
悩

ん
だ

方
が

自
ら

発
案

 

し
た

試
作

品
を

元
に

、
弊

社
が

従
来

の
収

尿
器

 
そ

し
て

パ
ッ

ド
・

紙
オ

ム
ツ

の
あ

ら
ゆ

る
欠

点
を

検
証

し
、

 

独
創

的
な

発
想

と
コ

ン
セ

プ
ト

で
商

品
化

を
実

現
し

た
男

性
用

収
尿

器
で

す
。

 

２
．

製
品

特
長

 

1
)排

尿
後

の
不

快
感

ゼ
ロ

！
 

 
排

尿
後

の
温

感
や

冷
感

、
か

ゆ
み

が
殆

ど
あ

り
ま

せ
ん

。
ま

た
長

時
間

の
密

着
に

よ
る

蒸
れ

、
ベ

ル
ト

等
の

締
め

付
け

の
物

理
的

ス
ト

レ
ス

が
無

く
、

装
着

し
て

い
る

こ
と

さ
え

忘
れ

て
し

ま
う

ほ
ど

の
心

地
よ

さ
で

、
も

ち
ろ

ん
皮

膚
ト

ラ
ブ

ル
も

ほ
と

ん
ど

あ
り

ま
せ

ん
。

 

2
)経

済
的

負
担

を
大

幅
軽

減
！

 

洗
浄

し
て

何
度

も
使

用
す

る
タ

イ
プ

な
の

で
、

恒
常

的
に

必
要

と
な

る
消

耗
品

の
経

済
的

負
担

を
大

幅
に

軽
減

し
ま

す
。

さ
ら

に
、

紙
オ

ム
ツ

の
ゴ

ミ
処

分
問

題
か

ら
も

解
放

さ
れ

ま
す

。
 

3
)介

護
者

の
負

担
を

軽
減

！
 

排
尿

後
は

ボ
ト

ル
を

ワ
ン

タ
ッ

チ
で

外
し

尿
を

捨
て

る
だ

け
。

洗
浄

は
、

ボ
ト

ル
に

洗
浄

液
を

入
れ

、
軽

く
握

る
だ

け
で

内
部

全
体

を
洗

う
こ

と
が

で
き

る
の

で
、

手
間

が
か

か
り

ま
せ

ん
。

 

３
．

続
々

と
寄

せ
ら

れ
る

モ
ニ

タ
ー

様
の

う
れ

し
い

声
々

・
・

・
 

●
 
導

尿
カ

テ
ー

テ
ル

使
用

時
は

慢
性

的
な

膀
胱

炎
だ

っ
た

。
お

か
げ

で
膀

胱
炎

の
不

安
が

な
く

な
っ

た
 
(6

0
代

) 

●
 
前

立
腺

手
術

後
 

回
復

期
の

尿
も

れ
で

パ
ッ

ト
を

使
っ

て
い

た
が

気
持

ち
悪

か
っ

た
。

こ
れ

は
快

適
だ

 
(5

0
代

) 

●
 
３

０
分

が
限

界
な

の
で

旅
行

や
電

車
に

困
っ

て
い

た
。

ゴ
ミ

が
出

な
い

の
が

い
い

。
重

宝
し

て
い

る
 
(7

0
代

) 

●
 
バ

ス
旅

行
に

行
き

た
い

が
、

ト
イ

レ
が

心
配

だ
っ

た
。

い
つ

で
も

脱
着

で
き

る
か

ら
安

心
し

て
外

出
で

き
る

 
(6

0
代

) 

●
 
職

業
上

、
屋

外
作

業
で

休
憩

以
外

は
ト

イ
レ

に
行

け
な

い
。

こ
れ

を
持

っ
て

い
れ

ば
安

心
だ

 
(4

0
代

) 
な

ど
・

・
・
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6
0

0
 

 
 

 
 

第
2

回
ニ

ー
ズ

＆
ア

イ
デ

ア
フ

ォ
ー

ラ
ム

の
ご

案
内

 

第
２

回
の

ニ
ー

ズ
＆

ア
イ

デ
ア

フ
ォ

ー
ラ

ム
を

開
催

し
ま

す
。

ご
関

心
あ

る
方

々
の

多
く

の
ご

参
加

を
お

待
ち

し
て

い
ま

す
。

詳
細

決
ま

り
ま

し
た

ら
、

本
掲

示
板

と
以

下
の

Ｕ
Ｒ

Ｌ
で

公
開

し
ま

す
。

h
tt

p
:/

/
w

w
w

.r
e
h

a
b

.g
o
.jp

/
ri
/
e
v
e
n

t/
N

IF
/
以

下
、

日
時

、
場

所
の

情
報

で
す

。
医

療
福

祉
系

、
デ

ザ
イ

ン
系

、
工

学
系

の
学

生
さ

ん
の

混
合

チ
ー

ム
が

、
福

祉
を

テ
ー

マ
に

ユ
ー

ザ
側

や
医

療
・

福
祉

専
門

職
等

の
ア

ド
バ

イ
ス

を
得

な
が

ら
考

え
た

ア
イ

デ
ア

の
発

表
と

利
用

者
の

ニ
ー

ズ
の

一
端

を
多

く
の

方
々

に
知

っ
て

い
た

だ
き

、
本

分
野

の
情

報
共

有
の

促
進

や
人

材
育

成
、

支
援

機
器

開
発

の
促

進
を

図
る

こ
と

を
目

的
と

し
て

い
ま

す
。

特
別

講
演

、
関

係
機

関
お

よ
び

大
学

・

企
業

の
展

示
も

あ
り

ま
す

。
日

時
 

2
0

1
6

年
3

月
6

日
（

日
）

1
0

:0
0

~1
6

:3
0

 
場

所
 

東
京

電
機

大
学

 
東

京
千

住
キ

ャ
ン

パ
ス

 

１
号

館
 

1
0

0
周

年
ホ

ー
ル

 
 

 
 

※
北

千
住

駅
 

東
口

（
電

大
口

）
徒

歩
１

分
 
 

 
 

 
 

東
京

電
機

大
学

へ
の

ア
ク

セ
ス

 
 
 
 
 

h
tt

p
:/

/
w

e
b

.d
e
n

d
a
i.a

c
.jp

/
a
c
c
e
s
s
/
to

k
yo

s
e
n

ju
.h

tm
l主

催
 

国
立

障
害

者
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

セ
ン

タ
ー

、
ニ

ー
ズ

＆
ア

イ
デ

ア
 
フ

ォ
ー

ラ
ム

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

チ
ー

ム
後

援
 

足
立

区
、

東
京

電
機

大
学

参
加

費
無

料
情

報
保

障
 

手
話

通
訳

、
パ

ソ
コ

ン
要

約

筆
記

 
準

備
中

 
連

絡
・

問
合

せ
先

 
N

IF
@

re
h

a
b
.g

o
.jp

 
0

4
-2

9
9

5
-
3

1
0

0
(7

2
8

0
) 

担
当

 
国

立
障

害
者

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ

ョ
ン

セ
ン

タ
ー

 
小

野
 
栄

一
本

フ
ォ

ー
ラ

ム
は

、
国

立
研

究
開

発
法

人
日

本
医

療
研

究
開

発
機

構
（

A
M

E
D

）
の

【
長

寿
・

障
害

総
合

研
究

事
業

 
障

害
者

対
策

総
合

研
究

開
発

事
業

】
「

支
援

機
器

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
創

出
の

た
め

の
情

報
基

盤
構

築
に

関
す

る
研

究
」

の
一

環
で

行
い

ま
す

。
昨

年
度

の
ニ

ー
ズ

＆
ア

イ
デ

ア
フ

ォ
－

ラ
ム

h
tt

p
:/

/
w

w
w

.r
e
h

a
b

.g
o
.jp

/
ri
/e

v
e
n

t/
N

IF
/
2

0
1

5
.h

tm
l 

6
0

1
 

肢
体

障
害

者
用

 

障
害

者
ス

ポ
ー

ツ
用

 

開
発

メ
ー

カ
 

空
気

清
浄

活
性

機
付

き
介

護
ベ

ッ
ド

 

・
ま

す
ま

す
増

え
て

い
く

居
宅

介
護

の
要

介
護

者
や

介
助

者
を

取
り

巻
く

環
境

は
、

排
泄

物
臭

（
大

便
・

小
便

お
よ

び
そ

れ
ら

の
漏

ら
し

）

で
最

悪
で

あ
る

。
要

介
護

者
に

と
っ

て
は

介
助

者
や

道
教

家
族

に
迷

惑
を

か
け

て
い

る
と

い
う

精
神

的
リ

ス
ク

が
お

お
き

い
。

ま
た

、
介

助
者

や
家

族
に

と
っ

て
は

悪
臭

の
中

で
の

介
助

や
家

族
生

活
が

「
汚

い
、

臭
い

」
な

ど
で

介
助

意
欲

が
減

退
す

る
。

 

・
部

屋
に

取
り

付
け

た
い

空
気

清
浄

機
に

は
介

護
保

険
が

適
用

さ
れ

な
い

。
 

・
こ

の
対

策
と

し
て

レ
ン

タ
ル

用
ベ

ッ
ド

に
小

型
の

空
気

清
浄

機
を

セ
ッ

ト
し

た
【

空
気

清
浄

活
性

機
能

付
き

ベ
ッ

ド
】

を
提

案
し

た
い

と
考

え
て

い
ま

す
。

 

・
レ

ン
タ

ル
料

が
高

く
な

り
ま

す
が

、
利

用
す

る
し

な
い

は
要

介
護

者
の

判
断

に
委

ね
れ

ば
よ

い
。

 

・
現

在
の

介
護

保
険

制
度

に
在

る
適

用
用

品
は

「
自

立
を

助
け

る
」

こ
と

が
目

的
と

さ
れ

て
い

る
が

、
要

介
護

者
と

介
助

者
お

よ
び

そ
の

家
族

が
快

適
空

間
で

介
護

生
活

す
る

環
境

創
り

は
多

く
の

関
係

者
の

ニ
ー

ズ
で

あ
り

、
そ

れ
を

支
援

す
る

ひ
つ

よ
う

が
大

い
に

求
め

ら
れ

て
い

る
。
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6
0

2
 

肢
体

障
害

者
用

 

視
覚

障
害

者
用

 

盲
ろ

う
者

用
 

流
通

メ
ー

カ
 

高
精

度
バ

イ
タ

ル
サ

イ
ン

付
離

床
検

知
セ

ン
サ

ー
に

つ
い

て
 

高
精

度
に

バ
イ

タ
ル

サ
イ

ン
が

と
れ

る
離

床
検

知
セ

ン
サ

ー
の

開
発

を
行

っ
て

お
り

ま
す

。
エ

ン
ド

ユ
ー

ザ
ー

様
や

施
設

の
情

報
が

欲
し

い
で

す
。

 

6
0

3
 

盲
ろ

う
者

用
 

学
校

・
雇

用
者

 
聴

覚
障

害
を

持
つ

生

徒
の

通
常

学
校

で
の

授
業

支
援

に
つ

い
て

小
学

校
高

学
年

か
ら

、
支

援
学

校
や

、
聾

学
校

で
は

な
く

、
通

常
学

校
の

通
常

学
級

で
、

勉
強

し
て

い
る

生
徒

が
い

ま
す

。
防

犯
ブ

ザ
ー

が
耳

元
で

鳴
っ

て
い

て
も

聞
こ

え
な

い
レ

ベ
ル

だ
と

い
う

こ
と

で
す

。
中

学
校

に
入

っ
て

も
、

補
聴

器
を

嫌
い

、
読

唇
に

て
生

活
し

て
い

ま
す

。
支

援
員

の
先

生
が

横
に

つ
い

て
ノ

ー
ト

テ
イ

ク
を

し
て

い
ま

す
が

、
勉

強
の

遅
れ

や
、

友
達

と
の

ト
ラ

ブ
ル

や
、

日
常

的
に

か
な

り
神

経
を

使
い

、
か

な
り

疲
れ

て
し

ま
い

、
学

校
に

来
に

く
く

な
っ

て
い

ま
す

。
家

で
は

日
常

的
に

携
帯

を
3

台
持

ち
で

、
IT

に
は

長

け
て

お
り

、
家

で
は

s
ir
iな

ど
を

使
っ

て
い

る
よ

う
で

す
。

障
害

者
差

別
解

消
法

、
施

工
を

目
前

に
、

学
校

で
も

U
D

ト
ー

ク
な

ど
が

使

え
る

よ
う

に
し

た
い

の
で

す
が

、
こ

の
生

徒
に

と
っ

て
は

、
日

常
生

活
の

一
部

の
よ

う
な

も
の

な
の

で
す

が
、
授

業
の

間
だ

け
で

も
、
iP

a
d

な
ど

を
利

用
し

て
先

生
が

黒
板

を
書

い
て

る
後

ろ
向

き
の

時
で

も
声

が
文

字
に

で
き

る
よ

う
に

し
て

や
れ

な
い

の
か

、
と

願
っ

て
や

み
ま

せ
ん

。
教

育
委

員
会

に
頼

め
ば

良
い

の
で

し
ょ

う
か

？
機

器
だ

け
で

な
く

、
w

if
iが

飛
ん

で
い

な
い

と
い

け
な

い
環

境
も

あ
る

と
思

い
ま

す
。

教
育

委
員

会
は

、
利

用
す

る
に

あ
た

っ
て

、
情

報
が

な
い

か
ら

進
め

な
い

の
で

は
な

い
か

と
思

い
ま

す
が

、
前

に
進

ま
な

い
間

に
、

生
徒

が
学

校
を

休
み

学
力

が
開

い
て

い
く

こ
と

を
思

う
と

、
な

ん
と

か
な

ら
な

い
の

か
、

と
思

っ
て

や
み

ま
せ

ん
。
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6
0

2
 

肢
体

障
害

者
用

 

視
覚

障
害
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用

 

盲
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高
精

度
バ

イ
タ
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イ
ン
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床
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セ

ン
サ
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に
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イ
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す
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の
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し
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で
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6
0

3
 

盲
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者

用
 

学
校

・
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用
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聴

覚
障

害
を

持
つ

生

徒
の

通
常

学
校

で
の

授
業

支
援

に
つ

い
て

小
学

校
高

学
年

か
ら

、
支

援
学

校
や

、
聾

学
校

で
は

な
く

、
通

常
学

校
の

通
常

学
級

で
、

勉
強

し
て

い
る

生
徒

が
い

ま
す

。
防

犯
ブ

ザ
ー

が
耳

元
で

鳴
っ

て
い

て
も

聞
こ

え
な

い
レ

ベ
ル

だ
と

い
う

こ
と

で
す

。
中

学
校

に
入

っ
て

も
、

補
聴

器
を

嫌
い

、
読

唇
に

て
生

活
し

て
い

ま
す

。
支

援
員

の
先

生
が

横
に

つ
い

て
ノ

ー
ト

テ
イ

ク
を

し
て

い
ま

す
が

、
勉

強
の

遅
れ

や
、

友
達

と
の

ト
ラ

ブ
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や
、

日
常

的
に

か
な

り
神

経
を

使
い

、
か

な
り

疲
れ

て
し

ま
い

、
学

校
に

来
に

く
く

な
っ

て
い

ま
す

。
家

で
は

日
常

的
に

携
帯

を
3

台
持

ち
で

、
IT

に
は

長

け
て

お
り

、
家

で
は

s
ir
iな

ど
を

使
っ

て
い

る
よ

う
で

す
。

障
害

者
差

別
解

消
法

、
施

工
を

目
前

に
、

学
校

で
も

U
D

ト
ー

ク
な

ど
が

使

え
る

よ
う

に
し

た
い

の
で

す
が

、
こ

の
生

徒
に

と
っ

て
は

、
日

常
生

活
の

一
部

の
よ

う
な

も
の

な
の

で
す

が
、
授

業
の

間
だ

け
で

も
、
iP

a
d

な
ど

を
利

用
し

て
先

生
が

黒
板

を
書

い
て

る
後

ろ
向

き
の

時
で

も
声

が
文

字
に

で
き

る
よ

う
に

し
て

や
れ

な
い

の
か

、
と

願
っ

て
や

み
ま

せ
ん

。
教

育
委

員
会

に
頼

め
ば

良
い

の
で

し
ょ

う
か

？
機

器
だ

け
で

な
く

、
w

if
iが

飛
ん

で
い

な
い

と
い

け
な

い
環

境
も

あ
る

と
思

い
ま

す
。

教
育

委
員

会
は

、
利

用
す

る
に

あ
た

っ
て

、
情

報
が

な
い

か
ら

進
め

な
い

の
で

は
な

い
か

と
思

い
ま

す
が

、
前

に
進

ま
な

い
間

に
、

生
徒

が
学
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を

休
み

学
力

が
開

い
て

い
く

こ
と

を
思

う
と

、
な

ん
と
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い
の

か
、

と
思
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ま
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